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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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序言




　一九二四年四月一日、わたしは、同日付のミュンヘン国民裁判所の判決によって、レヒ河畔のランツベルクの要よう塞さい拘置所で禁固刑に服さなければならなかった。

　それと同時にわたしは、絶え間ない数年の活動の後に、多くの人々から要求されており、またわたし自身からいっても運動に役だつと感ぜられる著作に、はじめて取りかかることができるようになった。そこでわたしは二巻の書において、われわれの運動の目標を明らかにするだけでなく、われわれの運動の発展の姿をも記そうと決心した。この方がどのような純理的な論文からよりも、学ぶところが多いであろう。

　さらにそのさいわたしは、わたし自身のおいたちを、第一巻と第二巻の理解に必要であり、またユダヤ新聞がつくりあげたわたし個人に関する不当な伝説を破壊するのに役立つかぎり、述べておいた。

　わたしはここでこの著作を、無縁の人々にではなく、心からこの運動に従い、知性がさらに心から啓けい蒙もうを求めているこの運動の信奉者に、向けているのである。

　人を説得しうるのは、書かれたことばによるよりも、話されたことばによるものであり、この世の偉大な運動はいずれも、偉大な文筆家にでなく、偉大な演説家にその進展のおかげをこうむっている、ということをわたしは知っている。

　けれども教説を規則的、統一的に代弁するためには、その原則的なものが、永久に書きとどめられねばならない。それゆえ、この両巻を、わたしが共通の事業に加える礎石たらしめんとするのである。






レヒ河畔ランツベルク　　　　

要塞拘置所にて　　　　






著者　












　一九二三年一一月九日一二時三〇分、ミュンヘンのフェルトヘルンハレ前および旧陸軍省構内において、左記の人々は民族の再興を固く信じつつ倒れた。




　フェーリクス・アルファルト、商人、一九〇一年七月五日生

　アンドレーアス・バウリードル、帽子製造人、一八七九年五月四日生

　テーオドール・カゼラ、銀行員、一九〇〇年八月八日生

　ヴィルヘルム・エールリッヒ、銀行員、一八九四年八月一九日生

　マルティン・ファウスト、銀行員、一九〇一年一月二七日生

　アントーン・ヘヒェンベルガー、錠前屋、一九〇二年九月二八日生

　オスカー・ケルナー、商人、一八七五年一月四日生

　カール・クーン、料理店給仕長、一八九七年七月二六日生

　カール・ラフォルツェ、工業大学学生、一九〇四年一〇月二八日生

　クルト・ノイバウアー、官吏、一八九九年三月二七日生

　クラウス・フォン・パーペ、商人、一九〇四年八月一六日生

　テーオドール・フォン・デア・プフォルテン、州最高裁判所判事、一八七三年五月一四日生

　ヨーハン・リクマース、退役騎兵大尉、一八八一年五月七日生

　マックス・エルヴィン・フォン・ショイプナー＝リヒター、工学博士、一八八四年一月九日生

　ローレンツ・リッター・フォン・シュトランスキー、技師、一八九九年三月一四日生

　ヴィルヘルム・ヴォルフ、商人、一八九八年一〇月一九日生




　いわゆる国家当局は、これら亡き英雄たちを、いっしょに埋葬することを拒否した。

　それゆえわたしは、共通の記念として本書の第一巻をかれらにささげる。かれらが本書の血ぬられし証人として、われわれの運動の信奉者のために、たえず前途を照らさんことを。




　　一九二四年一〇月一六日






レヒ河畔ランツベルク、要塞拘置所にて　　　　　



アドルフ・ヒトラー　　















訳者序




　最初、わたしはこの書を、ナチの大学政策を研究する資料として、手にした。ナチズムの研究においてこの『わが闘争』は、絶対不可欠の資料であるからである。たまたま本書の全訳出版計画がもちあがったとき、わたしはこの仕事にかなりの躊ちゆう躇ちよをおぼえずにはおられなかった。第一は、現代の日本においてこのナチのバイブルともいうべき書物を翻訳する意義が、はたしてあるだろうか、と疑ったこと、第二は、この翻訳がネオ・ファシズムのために好個の材料を提供することになりはしないだろうか、と恐れたこと、第三は、すでに十分な研究をつんだナチ研究家こそ、もっと適切な訳者ではないだろうか、と考えたことが、躊躇した理由であった。

　だが当初のわたしのこの躊躇は、時がたつにつれ、『わが闘争』を全訳して出版すべきだ、という考えに急速に傾いていった。この書を読み進むにつれて、次のような疑問が生じてきたからである。

　一、かつて戦時中、日本では英雄ともてはやされ、戦後は一転して極悪な犯罪者と称されているヒトラーについて、われわれはいったいどれほどのことを知っているだろうか。とりわけかれの思想一般、あるいは思想形成の過程についてどれほどの知識をもっているだろうか。

　二、戦時中、日本で出版された抄訳が、ヒトラーについて客観的に見る妨げとなったのではなかろうか。特に戦時中の日独伊三国同盟のために『わが闘争』の中の訳出されなかった部分──両国間を離反せしめるという理由で──を、日本人のどれだけが、その内容まで知っているだろうか。

　こういう疑問に加うるに、わたしをこの仕事にふみきらせたものは、最近の一部の青少年のヒトラー礼讃の声──それはしばしば仮借なき残酷さをもつ青少年特有のヒロイズムに由来するのでもあろうが──であった。戦争体験なき世代こそ、この書を読むべきではないだろうか。この書をくもりなき目で読み、客観的に判断することが、この世代にとって必要であり、戦後の教育を受けたものなら、十分な批判力をもって読むことができるのではないか、と考えたからである。さらにヒトラーが痛烈に攻撃している議会の腐敗堕落、これは形を変えて現代の日本の社会にも存在しているのではなかろうか。もしそうだとするならば、議会主義という近代民主政治の最低擁護線を確保し、ファシズム勢力の台頭を予防するためにこそ、ナチ勢力の伸長過程とナチの論理をつぶさに見ることが必要なのではないか、というのがわたしの立場である。

　したがってわたしは、この翻訳を、なによりもナチズムの客観的な研究の不可欠の資料として提供し、ふたたびかかるファシズムの蹂じゆう躙りんを招来せざるためにこそ提供するのである。

　しかしここにただ一つだけ注意していただきたいことがある。それはヒトラーの論理──極端な国家主義、なかんずくプロイセン＝ドイツ的軍国主義という大前提にささえられた、単純でしかもしばしば飛躍はあるが、大衆説得力をもつ論理──を見抜いてほしい、特にマルクシズム＝西欧的議会制民主政治＝ユダヤ主義と考える場合のヒトラーの大衆の心に火をつけるような扇動的言辞の中の論理の飛躍に、注意してほしい、ということである。ヒトラーが天才であったことを、わたしは否定しない。シャイラーがいうように「第三帝国を建設し、これを情け容赦なく、しかもしばしば非凡な抜け目なさで統治し、あのような目がくらむような高みと、あのような悲惨な最後に導いた人物は、邪悪であったが、疑いもなく天才だった。」（Ｗ・Ｌ・シャイラー著、井上勇訳『第三帝国の興亡』第一巻一八ページ）ことは事実である。しかしこの邪悪な天才が、「すべてを単純化する恐ろしい人」（Ｆ・マイネッケ著『ドイツの悲劇』一ページ）であり、それゆえにこそ、わずか十二年間のことではあったが、ドイツ人をしてあれほど熱狂せしめた大衆説得力をもっていたのだ、ということを、この第三帝国の青写真となった『わが闘争』の中で見抜いてほしいのである。

　さらにいうならば、かかる狂気の天才に活動の場を与えた国民大衆の側の責任、ヒトラーのことばの魔術に幻惑されるような政治的、あるいは精神的な幼稚さの責任について、他山の石として考えてほしいのである。しかしこのことは逆に見るならば、それは邪悪ではあったけれどもヒトラーが、ありきたりの政治家に比して大衆の心理をはるかに的確につかみ、政治的な大衆扇動力を実際にそなえていた証拠であり、その点で現代の政治家にとっても興味深い資料ともなっているのである。

　ともあれ、この書はドイツ・ファシズム研究のアルファであるとともに、政治的術策を知るうえにも不可欠のものである、といえよう。

　　　　　　　＊

『完訳わが闘争』（全三巻）が黎明書房より出版されたのは、一九六一年の夏から秋にかけてであった。わたしは心の一部で、この翻訳が与えるかも知れない悪影響を危惧しながらも、戦後世代のくもりなき判断力がこの危惧を追いはらってくれるに相違ないと期待してきた。そしてこの期待は裏切られなかった。

　若い世代は『わが闘争』をバイブルとしてではなく、客観的に批判すべき書として取扱ってくれた。同時にこの書が一度は読まるべき書であるとのわたしの考えを、いっそうたしかなものにしてくれたのである。

　一昨年五月、初訳の時同様の時間と労力とを費して、全面的に改訳し、『改訳わが闘争』として、同じく黎明書房より出版された。今度、角川文庫から全二巻のかたちで出版されるようになったのを機会に、改訳版に多少の加筆修正を加え、巻末の解説をより簡明なものに全面的に書きあらためた。

　この文庫版が、より多くの若いかたがたの思想的成長に役立てば幸いである。




　　一九七三年八月十日
















凡例


一、本書の人名および地名は、日本語としてなじみ深いものはそのまま用い、他はドイツ語の発音にできるだけ忠実に表記した。ただドイツ人以外の人名の表記は、主として岩波西洋人名辞典によった。

二、本文中の（　）および──は原文にあるままである。ただ──については二、三原文にないばあいでも訳者が用いたところもある。

三、すべて注は、巻末にまとめた。

四、原文のままでは日本語として通じにくい部分は、原文にないことばをいくらか挿入した。
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　序言

　訳者序




Ⅰ　民族主義的世界観




　第一章　生家にて


生家にて　　ガキ大将　　戦争の感激　　職業選択　　官吏はごめんだ　　むしろ美術画家だ　　若き国家主義者　　ドイツ・オストマルク　　ドイツ主義の闘争　　歴史教育　　大好きな科目、歴史　　歴史的認識　　ワーグナー崇拝　　両親の死　　ヴィーンへの移住






　第二章　ヴィーンでの修業と苦難の時代


建築家としての才能　　悲惨な数年　　世界観の形成　　プチブル的目隠しの除去　　ヴィーンの社会的対立　　補助労働者　　パン仕事の不確実さ　　労働者の運命　　改善への道　　社会的活動の本質　　「国民的誇り」の欠如　　労働者の子供の苦難の道　　若い権威軽[image: 蔑]者　　「国民化」の予備条件　　図工兼水彩画家　　読書法　　社会民主党　　社会民主党員との最初の出合い　　はじめてのテロ　　社会民主党の新聞　　大衆の心理　　社会民主党の戦術　　ブルジョアジーの罪　　労働組合問題　　労働組合の政治化　　社会民主党の秘密を解く鍵　　ユダヤ人問題　　いわゆる世界的な新聞　　ヴィルヘルム二世批判　　新聞のフランス崇拝　　反ユダヤ主義への転向　　社会民主党の指導者としてのユダヤ人　　ユダヤ的詭弁　　マルクシズムの基礎の研究　　文化破壊者としてのマルクシズム






　第三章　わがヴィーン時代の一般的政治的考察


政治家　　政治思想　　ヴィーン最後の興隆　　オーストリアのドイツ人　　オーストリアの諸民族の遠心性　　血の相違の結果　　ヨーゼフ二世　　ドーナウ王国の崩壊　　議会主義　　責任の欠如　　指導者思想の破壊　　人物の排除　　「世論」　　多数決の原理　　性格の腐敗　　ユダヤ的民主主義　　ゲルマン的民主主義　　崩壊にひんする二重王国　　ハープスブルクとドイツ主義　　ドイツ系オーストリア人の反乱　　国家の権威は自己目的にあらず　　人権は国権を破る　　汎ドイツ主義運動　　シェーネラーとルエーガー　　シェーネラー不成功の原因　　汎ドイツ党と議会　　演説の意義　　大衆への効果　　ローマ教会からの分離運動　　一人の敵への集中　　キリスト教社会党の道　　宗教的基礎に立つ反ユダヤ闘争　　キリスト教社会党の外見的反ユダヤ主義　　汎ドイツ党とキリスト教社会党　　ハープスブルク国家に対する嫌悪増大　　古いモザイク像──オーストリア　　わが人生の学校






　第四章　ミュンヘン


ドイツの誤った同盟政策　　ドイツ政策の四つの道　　新しい土地の獲得　　親英反露　　対オーストリア同盟の廃止　　経済拡張政策　　親露反英　　経済的平和的征服　　ドイツの漫画の中でのイギリス人　　三国同盟の内面的な弱さ　　一九一二年のルーデンドルフの建白書　　誘惑的遺産としてのオーストリア　　国家と経済　　腐敗の契機　　マルクシズムに対するドイツの態度






　第五章　世界大戦


近づく破局　　偉大なスラブの友の殺害　　オーストリアの最後通牒　　ドイツの自由の闘争　　自由のための戦いの意義　　バイエルン連隊への入隊　　初陣　　志願兵より古兵へ　　不滅の警告　　感激の人為的抑圧　　マルクシズムの誤解　　しなければならなかったこと　　あらわな暴力の行使　　世界観の攻勢　　ブルジョア階級政党　　社会民主主義の代用物はない　　政治活動への最初の考え






　第六章　戦時宣伝


宣伝は手段　　宣伝の目的　　宣伝はただ大衆に対してのみ　　宣伝の課題　　宣伝の心理　　絶対に──主観的──一方的なること　　ドイツ人の客観性ぐるい　　敵の戦時宣伝






　第七章　革命


心理的大量虐殺　　最初の敵のビラ　　故郷からのみじめな手紙　　負傷　　自分の卑怯の自慢　　逃げかくれ　　反プロイセン扇動　　軍隊の新たな希望　　ロシアの崩壊　　連合軍の意気消沈　　革命直前のドイツ！　　軍需工場ストライキの結果　　不滅の月桂冠の最後の花輪　　壊敗的現象の増大　　若い補充兵の無能　　黄十字ガス中毒　　「共和国」　　すべての犠牲はムダであった　　政治家になろうとの決心






　第八章　わが政治活動のはじめ


新党結成の論議　　資本の二種類　　綱領立案者の課題　　綱領立案者と政治家　　史上のマラソン選手　　国際金融資本との戦い　　唯一の信条、すなわち民族と祖国　　「教育係将校」






　第九章　ドイツ労働者党


「ドイツ労働者党」　　「委員会」　　無名のもの　　党員番号七番






　第十章　崩壊の原因


崩壊の前兆　　崩壊の原因　　崩壊の責任者　　民族は敗戦で亡びるか？　　「三人に一人のドイツ人は反逆者」　　危険な弾劾者の道徳的武装解除　　破局は潜行性疾病よりはよい　　病原体と病状　　戦前ドイツの没落の徴候　　貨幣の支配　　株式の国際化　　中途半端──教育の欠陥　　君主政治の墓掘人　　君主政治的理念　　君主政治の「戦士」　　責任に対する臆病さ　　三つの新聞読者グループ　　国家と新聞　　ユダヤ人の新聞戦術　　「上品な」新聞　　梅毒　　自然的な結婚前提の軽[image: 蔑]　　結婚についての「態度」　　血と人種に対する罪　　唯一の課題への集中　　課題としての梅毒克服　　売春制度との闘争　　早婚　　健全な身体にのみ健全な精神が　　精神毒化に対する闘争　　不治者の断種　　旧ドイツ国の無能　　「予防条項」　　民族精神の売春化　　芸術のボルシェヴィズム　　演劇の堕落　　偉大な過去の誹謗　　ボルシェヴィズムの精神的準備　　「内面的体験」　　現代の人口集中　　昔の記念的公共建物　　百貨店とホテル──現代的文化の表現　　宗教関係　　宗教の政治的悪用　　ドイツ政治の無目標　　戦前の議会政治の無能　　議会的中途半端　　陸軍に対する議会政治の犯罪　　誤った艦船建造政策　　中途半端に対する陸軍の闘争　　ドイツの美点　　新旧両統治の代表者　　古い統治の心理的誤ち　　君主政体の安定性　　陸軍──代理のきかぬ学校　　比類のない官吏団　　国家の権威　　崩壊のもっとも深い原因






　第十一章　民族と人種


人種交配の結果　　人間と観念　　人種と文化　　文化の創始者としてのアーリア人種　　混血の結果　　アーリア人種の意義の根拠　　共同体への奉仕　　全体社会に対する犠牲能力　　もっとも純粋な理想主義・もっとも深い認識　　アーリア人種とユダヤ人　　ユダヤ的エゴイズムの結果　　ユダヤ人の見せかけの文化　　ユダヤ人は遊牧民でない　　ユダヤ人は寄生虫　　ユダヤ人の「宗教共同体」　　ユダヤ教の教義　　「シオンの賢人」　　ユダヤ人の発展過程　　工場労働者階級　　ユダヤ人の戦術　　マルクス主義世界観の核心　　マルクス主義世界論の組織化　　組織センターとしてのパレスティナ　　プロレタリア階級の独裁　　民族的ユダヤ人から血にうえたユダヤ人へ　　混血民族　　旧ドイツ国の見かけ上の繁栄　　内面の敵を認識せぬこと　　ドイツ国民のゲルマン国家






　第十二章　国家社会主義ドイツ労働者党の最初の発展時代


革命後の状況　　政治的力の回復　　大衆の獲得　　大衆の国民化　　最高権威──最高責任　　宗教論争の拒絶　　君主政でもなければ共和政でもない　　組織という必要悪　　本部の権威　　運動の内部構造　　不寛容な熱狂　　闘争のための教育　　人物に対する尊敬の教育　　運動が無視される危険　　みじめだったいわゆる「集会」　　最初の集会　　運動の根幹としての兵士　　第二回目の集会　　運動の内部構成　　ドイツ民族主義遍歴学生　　ブリキの刀と剝製のクマの皮　　「民族主義的」という言葉の拒絶　　「精神的武器」──「おとなしい労働者」　　第一回目の大衆大集会　　マルクス主義と中央党の団結　　ペーナーとフリック　　綱領の起草　　綱領の最初の説明　　運動がその進路をとる






　　　訳注（Ⅰ）

　　　解説（Ⅰ）
















Ⅰ　民族主義的世界観







第一章　生家にて




生家にて

　今日わたしは、イン河畔のブラウナウが、まさしくわたしの誕生の地となった運命を、幸福なさだめだと考えている。というのは、この小さな町は、二つのドイツ人の国家（※１）の境に位置しており、少なくともこの両国家の再合併こそ、われわれ青年が、いかなる手段をもってしても実現しなければならない畢ひつ生せいの事業と考えられるからだ！

　ドイツ・オーストリアは、母国大ドイツに復帰しなければならない。しかもそれはなんらかの経済的考量によるものではない。そうだ、そうなのだ。たといこの合併が、経済的に考えて重要なことでなくても、むしろそれが有害でさえあっても、なおかつこの合併はなされなければならない。同一の血は共通の国家に属する。ドイツ民族は、自分のむすこたちを、共通の国家に包括することすらできないかぎり、植民政策の活動への道徳的権利をもちえない。ドイツ国の領域が、ドイツ人の最後のひとりにいたるまでも収容し、かれらの食糧をもはや確保しえなくなったときにはじめて、自国民の困窮という理由から、国外領土を獲得する道徳的権利が生ずるのである。そのときに鋤すきが剣になり、戦いの涙から後世のために日々のパンが生育してくる。だからわたしには、この小さな国境の町が、大使命のシンボルであるように思える。しかし、なお別の観点からしても、この小都市は、今日注意をひきつけるようにそびえている。百年以上も前に、この見ばえのしない町は、全ドイツ国民に痛く感動を与えた悲劇的災禍の舞台として、少なくともドイツ史の年代記に、永久に記録さるべき特権をもったのである。わが祖国が極度に屈従していた時代に、この地で、ニュールンベルクの書籍商人で、頑迷なまでの「国家主義者」であり、フランスぎらいであったヨハネ・パルムが、不幸の中でも熱愛したドイツのために倒れたのである。かれは、共謀者──むしろ主謀者であるが──の名をいうことを、頑強に拒否した。さればレオ・シュラーゲター（※２）のごとくである。いうまでもなく、かれもちょうどシュラーゲターと同じように、ある政府官吏によって、フランスに密告されたのである。ひとりのアウグスブルクの警察署長が、この悲しむべき名誉を獲得し、そしてゼヴェリン氏の新ドイツ国家当局に手本を与えたのである。

　このドイツ的殉教の光によって美しく照らされたイン河畔の小さな町に、血統はバイエルン人、国籍はオーストリア人であるわたしの両親（※３）が、前世紀の八十年代の終りに住んでいた。父は義務に忠実な官吏であり、母は家政に専念し、ことにわれわれ子供たちにいつも変わらぬ愛情深い世話をしてくれた。この当時のことは、わたしの記憶にはあまり残っていない。というのは早くも数年後、父はイン河を下って、パッサウで新しい地位につくために、この好ましい小さい国境の町を、もう一度離れねばならなかったからである。かくしてドイツ国内にきた。

　しかし、オーストリア税関吏の運命は、当時よく「さすらい」だといわれていた。父は、まもなくリンツへ移り、ついにそこで恩給生活にはいった。もちろん恩給生活は、この老人にとって「休息」を意味するものではなかった。貧しい日雇農夫（※４）のむすこであった父は、若いころ早くも家にいることに耐えられなかった。まだ十三歳になるかならないのに、当時小さかった若者は、リュックを背負い、故郷ヴァルトフィールテルから歩きつづけた。「世故にたけた」村人のとめるのも聞かずに、かれはヴィーンへ向かった。そこで手工業を学ぼうとしたのだった。それは前世紀の五十年代のことだった。道中で使うことのできる三グルデンの旅費だけをもって、未知の世界へはいろうとした。痛々しい決意である。だがこの十三歳の子供が十七歳になったとき、かれは職人試験をすませたが、満足しなかった。むしろ反対だった。長い年月にわたるそのころの困窮と、いつまでも続くみじめな状態と悲惨さとが、いまや手仕事をまたまた放棄して、なにか「もっとりっぱなもの」になろう、という決心を固めさせた。かつては、この村の貧しい青年には、牧師というものが、人間として到達することのできる最高のものと思えたのだが、ところが視野をいちじるしく拡大させる大都市の中では、国家官吏の地位が最上のものに思えた。困窮と悲憤のため、まだなかば子供でありながら「老成した」おとなの不屈な粘り強さで、この十七歳の青年は、新しい決心にこりかたまった。──そして官吏になった（※５）。ほぼ二十三年後に、その目的が達せられた、とわたしは思っている。そしてまたこの貧しい青年が、何ものかになるまでは愛する故郷の村に帰るまい、とかつて約束した誓いの前提は、みたされたように思えた。

　さて目的は達した。だが村では、かつての小さい子供のことを思い出しうるものは、だれもなかった。そして村は、かれ自身にとって、親しみのないものになってしまった。

　だからかれは、五十六歳でついに恩給生活にはいったとき、この隠退生活で「無為者」として日を過ごすことに耐えられなかった。かれは上オーストリアの市場町ラムバッハの近郊に土地を買い、それを管理して、長く働き続けた一生を終え、ふたたび祖先のもとへ帰ったのである（※６）。




ガキ大将

　このころわたしに、おそらくはじめての理想が形づくられたようだ。戸外でのバカ騒ぎや、学校への回り道や、特に母に幾度かつらい心配をさせた非常にたくましい子供たちとの交友が、部屋に閉じこもってばかりいる子供とは、むしろまったく違ったものにわたしを成長させた。だからそのころわたしはまた、自分の将来の職業についてまじめに考えたことがほとんどなかったが、もともと父の人生経路には一度も同情したことがなかった。そのころ早くもわたしの弁舌の才は、わたしの仲間との多少とも迫力のある対決の中で、訓練されたと思う。わたしは、学校ではたやすく、そしてそのころまた非常によく勉強したが、そのうえにかなり取扱いにくいガキ大将になっていた。わたしは、暇なときにラムバッハ修道院で歌を習っていたから、非常にきらびやかな教会の祭典の厳粛な点に、しばしば陶酔する絶好の機会をもった。だからちょうど父にとって、小さな村の牧師がかつてそうであったように、わたしには修道院長が最も努力するねうちのある理想と思えたのも当然であった（※７）。少なくとも一時はこれが事実であった。しかし父は自分のけんか好きのむすこに、弁舌の才がその子の将来のために何か有望な結論をひきだすために、はっきりした根拠から評価できなかったので、かれは少年のそのような考えにもちろん理解を示さなかった。父はこの性質の葛かつ藤とうを十分心配しながら監視していた。




戦争の感激

　実際にはこの職業への一時的なあこがれは、たいへん早く消えてしまった。事実わたしの気性にもっとよく合った希望に場所をあけ渡すためにである。父の蔵書をくまなく探しているさい、わたしはいろいろな軍事問題の書物を手にしたが、その中に一八七〇年─七一年の普仏戦争の普及版があった。それはこの時代のさし絵いりの二巻の雑誌であった。これがわたしの愛読書になった。まもなくこの偉大な英雄的闘争が、わたしにとって最大の内面的な体験になった。以後わたしは、戦争とかあるいはとにかく軍制とかに関係するあらゆることに、ますます熱中した。

　しかしこれは他の観点から見ても、わたしに重要な意味をもつようになった。はじめて──まだ非常に漠然たる観念ではあったが──この戦闘をするドイツ人と、他のドイツ人との間に相違があるのだろうか？　それはどんな相違なのだろうか？　という疑問がしつように迫ってきた。なぜオーストリアはこの戦争にいっしょに戦わなかったのだろうか？　父もまた他のドイツ人たちみんなも、なぜ戦わなかったのだろうか？

　われわれもまた、すべてのドイツ人と同じではないのだろうか？

　われわれは、みんなともに一つの全体をなしているのではないのか？　はじめてこの問題が、わたしの小さい頭脳を攪かく乱らんしはじめた。ひかえ目な質問をするのに対して、すべてのドイツ人がビスマルクの国家に属する幸福に浴していないのだ、という答えを聞かされて、わたしは内心で嫉しつ妬とを感じた。

　わたしはこれが理解できなかった。

　　　　　　　＊

職業選択

　わたしは学校へ行かねばならなかった。

　わたしの全体の特性やそれ以上にわたしの気質から見て、父は人文科ギムナジウムがわたしの素質に反している、という結論に達しうると思った。かれは実科学校が適しているように思った。特にかれは、わたしにはっきりした絵の才能があると見て、この考えをいっそう強めた。かれは、絵画がオーストリアのギムナジウムでは等閑に付されている、と確信していたのだ。しかしおそらくはかれ自身が生業の苦労をなめてきたので、人文科の勉強が、かれの目には非実際的で重要視するにたらない、という決心がいっそう加わったのだ。だがかれは原則としては、むすこもまた自分のように官吏になるだろう、ぜひそうせねばならない、という意見をもっていた。かれの青年時代がつらかったため、後年達しえた地位がまったく自然に、ただもっぱらかれの鉄のような勤勉さと実行力の結果として、いっそう大きく見えたのでもあろう。自分で成りあがったものの誇りが、自分のむすこも同じような、できればもちろんもっと高い地位につけてやろうとさせたのだ。かれは自分の生涯の精励によって、子供自身が成りあがることをたいへん容易にしてやることができたのだから、なおさらのことである。

　かつて全生涯の内容になったものが、むすこによって拒否されるということは、かれには考えもおよばないことであった。だから父の決心は単純で、決定的で、はっきりしており、かれの目から見れば自明のことであった。つまり生涯を通じてつらい生存闘争のため横柄になっていたかれの性質は、しかしながらこういうことがらについて、かれの目から見れば経験も浅くまた同時に無責任な少年自身に、最後決定をまかせることがまったく耐えがたく思えたらしい。またそんなことは、子供のその後の人生のために父として当然なすべき権威と責任をはたすうえから、悪い非難すべき弱点として、かれが以前からもっていた義務履行の観念とは合致することができなかったであろう。

　けれども、そうはいかなかった。

　生まれてはじめてわたしは──当時やっと十一歳であったが──抗論せざるをえなかった。そこで父も、一度注目した計画と意図を実行しようと頑固に決意したが、かれのむすこもまた、自分にとってまったく承服できないかほとんど承服できない考えを拒むことにこりかたまり、反抗的であった。




官吏はごめんだ

　わたしは官吏になるつもりはなかった。

　説得も「熱心」な訓戒も、この反対をなんら変えることができなかった。わたしは官吏になりたくなかった。いやだ、どうしてもいやだった。父は自分の生活を話してくれて、わたしにこの職業への愛着や喜びをめざめさせようといろいろ試みたが、結果は反対になった。自由のない人間として、いつかどこかの事務室にすわることを許され、自分の時間をもつことができず、全生活の内容をいやいや書式用紙に書きいれなければならないということは、考えただけでもアクビがでるほどいやなことだった。

　こういうことは、実際にありきたりの意味で、「感心な」とはいえない一人の若者には、どうでもよいことであった。学校の勉強は、こっけいなほどやさしかったので、わたしには暇な時間がうんとあった。そこでわたしは、へやの中にいるよりも戸外にいるときの方が多かった。もしも今日、わたしの政治的反対者が愛情深くご親切にも、わたしの生涯を当時の青年時代までせんさくするならば、この「ヒトラー」という男は、若いころにがまんのならぬいたずらをしていたのだろう、ということをはっきり確認するかも知れないが、わたしはかれらが、この楽しかった時代の思い出をいまもなお与えてくれることを天に感謝している。野原と森が当時の戦場でありそこでいつもおこる「口論」を解決させたものだ。

　そこで実科学校へ出席したが、このくせはいっこうにやまなかった。

　だがもちろん、また他の口論も決着をつけねばならなかった。




むしろ美術画家だ

　わたしを官吏にしようとする父の考えが、わたしの原則としての官職ぎらいに対立している間は、この衝突は容易にがまんできた。そのかぎりでわたしも、自分の内心の意見をおさえることができ、いつも同じように反抗する必要はなかった。わたしは、自分の気持ちをまったく平静に保つため、将来決して役人にはならぬ、という自己の確信に満足していた。そしてわたしはこの決心を変えることがなかった。わたしの計画が父の計画に対立するようになると、問題はもっとむずかしくなった。十二歳のときに早くもこれが起った（※８）。それがどうして起ったのか今日でさえわからないが、ある日、画家に、美術画家になろうということが自分にはっきりした。もちろん、わたしの絵の才能は確かにあった。とにかく父がわたしを実科学校へ行かせたという理由が、しかもそこにあった。しかしこの方面での職業教育を受けさせようとは、かれは一度も、断じて考えなかったであろう。反対である。父の好む考えをあらためて拒否したとき、わたしははじめて、おまえはもともと何になりたかったのだ、と尋ねられた。そしてかなり出しぬけに、いままで固く心にいだいていたわたしの決心をいいだしたとき、父ははじめは声も出なかった。

「絵かきだ？　美術画家だ？」

　かれはわたしの理性を疑った。おそらくは聞きちがいか思いちがいと思ったらしい。かれはもちろんそれについて説明を聞き、そして特にわたしの考えの真剣さに気づいたとき、かれはありったけの頑固な特性で、これに反対してきた。この点かれの決心は、非常に単純なものだった。そのさい、わたしに実際何か才能があるかも知れぬということは、まったく考えてもみなかったのだ。

「美術画家！　わたしの生きているかぎり断じていけない」。だがむすこも他のいろいろの特性とともに、やはり同じような頑固さを遺伝していたらしく、やはり同じような答えを返した。もちろんその意味は反対だった。

　両方とも自分の主張を曲げなかった。父は「断じていけない」をやめず、そしてわたしは「だからといって」を強調した。

　だからもちろんこれは、たいへんおもしろくない結果を生じた。老人は憤慨したし、わたしもかれをたいそう愛してはいたが、やはり腹をたてた。父はいつか、わたしが画家になる勉強をしようとする希望をすべて禁止してしまった。わたしはさらに一歩を進めて、それ以上なにも勉強しないつもりだ、と宣言した。とにかくこの老人が、いまやかれの権威を容赦なく貫徹しようとしたかぎり、もちろんこうした「宣言」だけでは不利な立場におちいるので、それ以後は沈黙して、そしてわたしの脅迫を実行に移したのである。父が実科学校での不十分な勉強を見るならば、かれはよかれあしかれ、わたしの夢見た幸福に進ませてくれるだろう、と思ったのだ。

　わたしはこの計算が合っていたかどうか知らない。わたしの学校の成績がすぐに目に見えて落ちたことだけは確かだった。自分の好きなもの、なかでも自分で画家として後に必要だと考えたすべてのものを学んだ。この点で無意味と思うものや、その他の心をひかれないものを、わたしは徹底的になまけた。この時代のわたしの成績は、科目やその評価によって、いつも極端さを示した。「優」や「良」とならんで、「可」や「不可」があった。地理の成績はずばぬけてよく、世界史はさらによかった。この二つの好きな科目は、クラスで抜群だった（※９）。




若き国家主義者

　幾年か後に、わたしがいまこの時代の成績をはっきりと吟味してみると、二つのきわだった事実が特に重要であるように思える。

　第一に、わたしが国家主義者になったこと。

　第二に、わたしは、歴史の意味を理解し、解釈することを学んだこと。




ドイツ・オストマルク（※10）

　旧オーストリアは「多民族国家」であった（※11）。

　ドイツ国民は当時、少なくともこの事実が、このような国家における各人の日常生活にとってどんな意味をもつか、ということを少しも考えなかった。人々は、普仏戦争における英雄的な軍隊のすばらしい凱がい旋せん行進以後、次第に国外のドイツ人から疎遠になる一方であり、一部ではもはやかれらの価値を認めなくなったか、認める能力すらなくしてしまっていた。特にドイツ系オーストリア人については、そもそも核心において根本から健全な民族と腐敗した王国とを、簡単に混同してしまっていた。

　もしオーストリアにいるドイツ人が、真に最上の血をもっていなかったならば、オーストリアはドイツの国家だ、というあやまった考え（※12）が、しかもまさしくドイツに起りうるほど、五千二百万人の国家にドイツの極印を押させるような力はもちえなかったのだ、ということが人々にはわかっていなかった。これはきわめて重大な結果をともなう不合理なことであるが、オストマルクの一千万のドイツ人にとっては、実にりっぱな証明書であった。ドイツ語、ドイツ語学校やドイツ的制度をめぐる長い間のきびしい闘争については、ドイツ国内のドイツ人のほんのわずかのものだけが、おぼろげに知っていたにすぎない。ようやくこの悲惨な困窮が、幾百万のわが民族を強いてドイツ国から離れさせようとし、外国の支配下で共通の祖国を夢み、それをあこがれながら、少なくとも最も神聖な母国語の要求権だけは維持しようと試みているいま、自分の民族のために戦わねばならないことが意味するものを、人々は広い範囲で理解するようになった。いまではおそらくだんだんと、ドイツ国の旧オストマルクにおけるドイツ主義の偉大さを正しく評価することができるかも知れないが、ドイツ主義というものは、幾世紀もの間他に頼らずに、最後にはドイツ語の領域を維持するため小さい消耗戦で、ドイツ国をまず東方で守ったのだ。その時に、ドイツ国自身は植民地に関心を向けていたが、その門前の自分の肉と血に注意しなかったのだ。




ドイツ主義の闘争

　すべての闘争において、どこでもいつでもそうであるように、古いオーストリアの言語闘争にも三層あった。闘争者、日和見主義者および反逆者がこれである。

　早くも学校時代にこのふるいわけがはじまっていた。思うに、言語闘争の注目すべきところは、一般に、その波が来たるべき世代の養成所としての学校で、おそらくは最も激しく洗ったということである。この闘争は児童をめぐって行なわれ、この闘争の最初のラッパは、児童に向かって吹かれた。

「ドイツ少年よ、なんじはドイツ人たることを忘れるな」、また「少女よ、なんじはドイツの母となるべきことを思え」と。

　若人の心を知るものは、かれらこそいちばん喜んでかかる闘争の叫びに耳をかすものだ、ということが理解できるだろう。またかれらはいろいろの形で、かれら独特の方法やかれら独自の武器で、この闘争をいつも行なったものだ。かれらは非ドイツ的な歌を歌うことを拒み、人々がドイツの英雄の偉大さを忘れさせようとすればするほど、いっそう陶酔する。食物を節約したわずかの金を、おとなの闘争資金に集める。かれらはドイツ人でない教師に対しては、信じられぬほど耳さとく、同時に反抗的である。自国民族の禁止された記章をつけ、そのために罰せられたり、なぐられたりすれば、うれしがる。このようにかれらは、小さいながらもおとなの正確な映像である。もっともその心情はもっと善良で、もっと純正なのだが。

　わたしもかつて比較的小さかったとき早くも、旧オーストリアの民族闘争に参加する機会をもった。警告されたり、刑罰を受けたりしたにもかかわらず、南マルクや学校連盟（※13）のため献金し、矢車菊や黒赤金の旗によって精神を強調し、「ハイル（※14）」というあいさつをし、また皇帝歌（※15）のかわりに「ドイッチュラント・イューバー・アルレス（※16）」が歌われた。それと同時に若いものは、いわゆる多民族国家の国民が、かれらの民族性に関して言語のほかには何も知らない時期に、政治的に訓練されたのである。わたしがそのころすでに日和見主義者でなかったことは、はっきりと記憶している。まもなくわたしは、熱狂的な「ドイツ国家主義者」になった。もちろんこれは今日の党派の概念とは同じではないが。

　この発展は、わたしの場合には非常に早く行なわれた。それで十五歳ですでに王党的「愛国主義」と民族主義的「国家主義」の区別を、理解するようになった。そしてわたしは当時すでに、後者にだけより親しみを感じていた。

　ハープスブルク王国の内面的な状態について研究したことのないものにとっては、こういう経過は、おそらく全然わからないかも知れない。特別のオーストリア史というものは、ほんのわずかだけ教えられたにすぎないが、学校での世界史の授業だけでも、この国家においてはすでにこの発展の萌芽とならねばならなかった。この国家の運命は、そのように全ドイツの生命と発展とに密接に結びついていた。歴史をドイツ史とオーストリア史にわけることは、まったく考えもおよばないように思えた。そうだ、ついにドイツが二つの勢力範囲にわかれはじめたとき、むしろこの分裂さえもがドイツ史になったのだ。

　ヴィーンに保管されているかつての神聖ローマ帝国の皇帝の印いん璽じは、永遠の共同体の保証として、いっそうすばらしい魅力をふりまいているように思える。

　ハープスブルク国家崩壊の日に、ドイツという母国と合併しようとするドイツ系オーストリア民族の不可抗の絶叫は、実に、決して忘れえない父家へ復帰しようとするあこがれの、全民族の心深くまどろんでいた感情の結果にすぎなかった。だがこれも、個々のドイツ系オーストリア人の歴史教育が、こうした一般的なあこがれの原因にならなかったならば、決して説明がつかないであろう。歴史教育にこそ、決して枯れることのない泉がある。それはとりわけ忘却の時代において、無言の警告者として刹せつ那な的てきな栄華を超越し、つねに過去を思いだすことによって、新しい未来をささやくのである。




歴史教育

　いわゆる中等学校での世界史の教育は、もちろん現在でもなお非常にひどいものである。歴史教育の目的が、決して歴史上の日付や事件の暗記や棒読みをすることではなく、いつあれやこれやの戦争があったかとか、将軍が生まれたとか、あるいはそのうえ（たいていはたいして重要でない）ある君主が先祖代々の王冠を頭にいただいたとかいうことを、子供が正確に知っていてもいなくてもどうでもよい、ということを知っている教師はまことに少ない。いや実際神に誓って、そんなことは重要でない。

　歴史を「学ぶ」ということは、歴史的な事件としてわれわれの目に見えるものを、実際にひき起した原因としての力を発見し、見いだすことである。

　読書や学習の技術というものはまた、次の点にある。すなわち、本質的なものを保持し、本質的でないものを忘れること。

　わたしがかつて幸いにも、歴史についてひとりの教師を得たことは、その後のわたしの全生涯に対して多分に決定的な影響を与えた。かれは教えるときにも試験のさいにも──歴史をそのようなものと考えている教師はまったく少ないのだが──この視点に熟達させることを知っていた。リンツ実科学校にいた当時のわたしの教師レオポルト・ペッチュ博士（※17）の中に、この要求が真に理想的な状態で具体化されていた。老人でまったく親切であったが、しかしキッパリした態度で、かれは特にまぶしいばかりの雄弁で、われわれをひきつけたばかりでなく、真に人を感動させることができた。いまもなお、わたしはこの白髪の人を思いだすと、かすかに感動する。かれはわれわれに火をはくような口調で、しばしば現在を忘れさせ、魔術のように過去につれもどし、無味乾燥な歴史の追憶を、数千年のかすみの衣からいきいきした現実につくりあげるのだった。そのときわれわれは、しばしば強い情熱に力づけられ、しかもときどきは涙を流して聞きいったものだ。

　この教師は現代から過去を解明し、また過去から現代に対する因果関係をひきだすことを知っていたので、幸福もそれだけ大きかった。さらにまたかれは、他の教師以上に、当時われわれを息もつかせずに駆りたてていた時事問題のすべてについて、説明してくれた。われわれの小さい国家主義的熱狂が、かれにはわれわれを教育する手段となった。つまりかれは、一度ならず国家主義的名誉感に訴え、それだけで他の手段を用いるよりもはるかに早く、われわれ悪童どもを手なずけることができたのだった。




大好きな科目、歴史

　わたしはこの教師のおかげで、歴史が大好きな科目になった。

　もちろんわたしも──かれから望まれたのではないが──そのころすでに若き革命家になっていた。

　こういう教師のもとでドイツ史を学ぶことができたもので、国民の運命がかくも不利な方法で支配王家（※18）の影響にさらされている国家に対して、敵対しないものがあろうか？

　過去と現在を通じて、恥ずべき自己の利益のために、幾度もドイツ民族の利害関係を裏ぎった王家に対して、最後までだれが忠誠をつくし得ようか？

　このオーストリア国家がわれわれドイツ人を愛していなかったばかりか、むしろ一般にまったく気にもかけなかったのではないか？　ということを、われわれは小さいときからよく知っていたのだ。




歴史的認識

　ハープスブルク王家がやったことについての歴史的認識は、日々の見聞によっていっそう固められた。北部においても南部でも、異民族の肉体をむしばみ、ヴィーンすらもますます非ドイツ的都市に見えてきた。「オーストリア大公の家（※19）」はいつもできるかぎりチェコ化した。そしてオーストリア・ドイツ主義の最もにくむべき敵、皇太子フランツ・フェルディナント大公を弾丸で倒したものはとりもなおさず、永遠の正義と仮借なき報復をくだす神の鉄[image: 拳]だった。その弾丸は大公みずからが鋳造を助けたものである。だがかれこそ天下り式にオーストリアをスラブ化しようとしたパトロンだったのだ！

　人々がドイツ民族に強要した重荷はたいへん大きなもので、重税と血の犠牲は未曽有のものだった。けれどもまったくの盲目でないものは、これらすべての犠牲が無益だ、ということを認識せねばならないはずだ。そのさいわれわれを最も苦しめたものは、あいかわらずこの全体系が道徳的にドイツとの同盟によっておおわれているという事実であった。それによって古い王国内のドイツ主義が次第に絶えていくことが、ドイツ自身によっても、なおある程度まで認可されていたという事実であった。ハープスブルクの偽善は、外部に対しては、オーストリアがあたかも依然としてドイツ国であるような外観を見せることを知っていたが、同時にそれとこの王家に対する憎悪を、火のような怒りと軽侮にまで高めたのだ。

　ただドイツ国自体では、当時みんなの中で、「選良」だけがこれについて何も知らなかった。盲目になったようにかれらは屍の側につき、そして腐敗の徴候の中になお「新しい」生命の徴表を発見しうると信じていたのだ。

　若いドイツ国がオーストリアというえせ国家と不健全な結合をしていることの中に、後の世界戦争の、しかもまた崩壊の萌芽があったのである。

　わたしはこの本の中で、もっと根本的にこの問題に没頭しようと思う。ここではただ、要するにわたしがほんの子供のときに、すでにある洞察に達していたこと、それを決して忘れなかったばかりかますます深めていったこと、をたしかめれば十分である。

　すなわち、

　ドイツ主義の確保はオーストリアの滅亡を前提とすること、そして国民的感情は王党的愛国主義とは決して同一でないこと、なかでもハープスブルク大公家はドイツ国民を不幸にする運命をもっていたということ、を。

　そのころ早くもわたしは、この認識から当然の結論をひきだしていた。それはわがドイツ・オーストリアの故郷に対する熱烈な愛と、オーストリア国家に対する深い憎悪とである。

　　　　　　　＊

ワーグナー崇拝

　こうした学校でわたしに与えられた歴史的な考え方は、その後も決して忘れなかった。世界史は次第に現代の歴史的行動、すなわち政治に対する理解を深める無尽蔵の源となった。わたしはそのさい「学ぼう」とするのでなく、教えてもらうのだった。

　わたしはたいそう若いときに政治的「革命家」となったが、芸術的にもまたそうであった。

　上オーストリアの地方都市には、当時比較的悪くない劇場があった。ほとんどすべてのものが上演された。十二歳のときにわたしははじめて「ヴィルヘルム・テル」を見た。それから二、三か月後「ローエングリーン」を見たのが、わたしがオペラを見た最初である。わたしは一度でひきつけられた。バイロイトの巨匠（※20）に対する若者の感激は、とどまるところを知らなかった。なんどもわたしはかれの作品にひきつけられた。そして地方での上演がひかえ目であったため、その後印象を高められる可能性があったことは、今日特に幸運だったと思っている。

　これらはすべて、特に生意気ざかり（わたしにはただ非常に苦しいときだったが）をすぎた後に、父がわたしに選んだような職業に対する深い嫌悪を確かめたのだ。わたしは官吏としては決して幸福になれないだろう、ということをますます確信した。そして実科学校でのわたしの絵の素質が認められてからは、わたしの決心はいっそう固くなった。

　これについては、懇願されようが脅迫されようが、変わることがなかった。

　わたしは画家になるつもりだった。そして決して官吏にはならないつもりだった。

　ただ年が進むにつれ、だんだんと建築について興味がでてきたことが、特色として認められた。

　わたしはそのころ、これはわたしの絵画家としての才能の当然の補足だと思い、わたしの芸術家としてのわくがこうして広くなっていくことを、ただ内心で喜んでいた。

　いつかそれが変わるだろうということを、わたしは予感しなかった。

　　　　　　　＊

両親の死

　だが、わたしの職業の問題は、わたしがかねがね期待していたよりも、もっと早く決定されることになった。

　十三歳のときにわたしは突然父を失った。脳のう溢いつ血けつの発作が平素は非常に強健であった父に起った。そして家族みんなを深い悲しみに沈めたまま、なんの苦しみもなくこの世の旅を終えたのだ。かれがこのうえもなく熱望していたこと、自分の子供をかれ自身の貧しい成長の過程から守り、生計をともに整えてやろうとしたことは、当時かれには達せられなかったように思う。しかしながら、かれはまったく無意識にも、そのころ父にもわたしにもわかっていなかった将来に対する萌芽を、植えつけていたのだった。

　さしあたりは、むしろ外面的には何も変わらなかった。

　たしかに母は、父の希望に合わせてわたしの教育を今後も続けること、つまりわたしに官吏としての人生行路を進ませるために勉強させること、を義務と感じていた。わたし自身は以前にもまして、決して官吏の地位にはつかないと決心していた。中等学校が教材と教育の面でわたしの理想からかけ離れるにしたがって、わたしは内心いっそう冷淡になった。そこへとつぜん病気がわたしの助け舟となった。そして数週間にして、わたしの将来について父の家人との長く続いた論争の問題に結末がついた。医者はわたしの重い肺結核のため、わたしを今後事務所のような環境へいれてはならない、との切なる助言を母にしてくれたのだ。実科学校もまた少なくとも一年間休学しなければならなかった（※21）。わたしがあれほど長く無言で熱望していたこと、またいつも争ってきたことについては、いまやこのでき事によって一度に、ほとんどひとりでに実現してしまった。

　母はわたしの発病を気にして、その後実科学校を退学し、美術学校へ行かせることを、ついに承知した。それはわたしにとってまるで美しい夢のように思える幸福な日々だった。そしてそれは実際また夢にすぎなかった。二年後母の死がこの美しい計画をすべて急激に終りにした（※22）。

　それははじめからほとんど全治の望みのない、長い、きわめて苦しい病気の結果だった。けれどもわたしには特にそのショックは驚くほどだった。わたしは父を尊敬していたが、母を愛していたのだった。

　困窮とつらい現実が、わたしをいまやすぐさま決心するよう強いていた。わずかな父の遺産も母の重い病気のために、大部分消えていた。わたしに与えられる孤児年金は、生きていくだけにも満たなかった。かくてわたしはいまやどこかで自分でパンを得るために働かねばならなかった（※23）。




ヴィーンへの移住

　手には服と下着をいれたトランクを持ち、心には不動の意志をもって、わたしはヴィーンへ行った（※24）。五十年前父が果たしたものを、わたしもまた運命からかちとろうと望んだのだった。わたしもまた「なにもの」かになろうとした。もちろん決して官吏になろうとはしなかった。







第二章　ヴィーンでの修業と苦難の時代




　母が亡くなった時、ある点で運命はすでに決定されていた。

　母が病床にあえいでいた時、わたしは美術大学の入学試験を受けるためにヴィーンへ行った。そのときわたしは試験はやすやすと通るだろうと確信して、かさばった大きな絵の包みをもって出発した。実科学校ではずっと以前から、わたしはクラスの中で、ずぬけて絵がうまかった。その後もわたしの能力はたいそうすばらしく発達していたので、自己満足で誇りと幸福感に満ちて、最善のものを期待していた。

　ただひとつの不明朗なことが幾度か起った。わたしの画家としての才能よりも、図案家としての才能、とりわけ建築のほとんどあらゆる分野での才能のほうが、まさっているように思えたことである。するとそれと同じくわたしの建築学に対する興味それ自体が次第に増してきた。それはわたしがまだ十六歳になる前に、はじめて二週間ヴィーンへ旅行（※１）して以来ますます強くなった。わたしは帝室博物館の絵画室を見にいったのだが、目はほとんど博物館そのものに対してだけ集中していた。毎日、朝早くから夜遅くまで、名所から名所へと走りまわったが、何はさておきわたしをひきつけたのは、いつも建物ばかりだった。こうして何時間もわたしは歌劇場の前に立ち、何時間も議事堂に目を見はっていた。環状道路がすべて千一夜物語の魔法のように、わたしに働きかけた。




建築家としての才能

　さて、こうしてわたしは、ふたたび美しい都会へきた。そして火のつくようにじれったく、しかしまた入学試験の結果に対する誇らかな自信をもって待っていた。わたしは成功について確信していたので、不合格の通知は青天のへきれきのようであった。けれどもそれは事実だった。わたしは学長に面会し、そして美術大学の一般絵画科の不合格理由を説明してくれるようたのんだ。かれはわたしに、わたしがもってきた絵が画家としての不適性を示していることには異論がないが、しかしわたしの才能がはっきりと建築の分野にあり、わたしには美術大学の絵画科でなく建築科だけが問題となる、と確言した（※２）。わたしがそれまで建築学校へ行ったこともなければ、また建築の授業を受けたこともないことを人々は初めはまったく知らなかった。

　わたしは、打ちのめされて、青年時代にはじめて自分自身に不和を感じ、シラー広場にあるハンセン（※３）の豪壮な建物を後にした。というのは、わたしの素質について聞いたことが、いままでわたしになぜか、なんのためか、ということについて明めい瞭りような説明が与えられずに、ずっと長い間苦しんでいた内心の葛かつ藤とうを、まばゆいばかりの電光で、とつぜん暴露してくれたように思えたからである。

　数日のうちに、わたしもいつか建築家になるのだということを、自分自身で意識した。

　もちろん道はたいそう険しかった。というのは、いままでわたしが反抗心から実科学校でゆるがせにしていたことが、いまやきびしく報いてきたからである。美術大学の建築科へいくためには、技術の建築学校を出ていなければならなかった。さらにそこへ入るためには、その前に中等学校での卒業試験をすませておかねばならなかった。これらすべてがわたしには完全に欠けていた。人間として考えれば、このように芸術家になろうとする夢は、もはやみたされる可能性がなかったのであった。

　さて、わたしが母の死後（※４）三度目にヴィーンにきたとき──そして今度は何年間もいたのだが──わたしにはその間に歳月がたっていたので、平静と決断力がもどっていた。以前の強情がふたたび出てきた。そして決定的に自分の目標をめざしたのだった。わたしは建築家になろうとした。そこには人々がそれに屈服する抵抗はなく、粉砕すべき抵抗があった。わたしは、かつての貧しい村の靴屋の小せがれから、官吏にまで成り上った父の姿をいつも目にうかべながら、この抵抗を粉砕しようとした。わたしの基盤はそれでなくてさえ父のときよりよかったし、戦いの可能性もずっと容易だった。当時、わたしには運命のきびしさと思われたものを、今日では神の摂理の英知と感謝している。困窮の女神がわたしをだきしめ、しばしばむりやりわたしをくじこうとしたことによって、抵抗の意志が成長し、そしてついに意志が勝利をおさめたのだ。

　わたしが強くなったこと、そして強くありうることを、当時に感謝している。それ以上になおありがたいことは、その時代が快適な生活の空虚さからわたしをひきはなし、おかあさんっ子を羽毛布からひきだし、憂愁夫人を新しい母として与えてくれ、反抗心の強いものを悲惨と困窮の世界に投げいれて、かれがずっと後に戦うべきものを知らせてくれたことである。

　　　　　　　＊

悲惨な数年

　このころわたしにはまた、二つの危険に対して目が開かれた。わたしは両方ともそれ以前は名前すら知らなかったし、そのドイツ民族の生存に対する恐ろしい意味も全然理解していなかった。すなわちマルクシズムとユダヤ主義がこれである。

　ヴィーン──多くのものには悪意のない歓楽の縮図と考えられ、遊び人には華やかな場所と考えられるこの都市が、わたしには、いかんながら自分の生涯のいちばんあわれな時代を、まざまざと思いださせるだけである。

　今日でもなおこの都市は、わたしに悲しい思いを起させるだけである。この奢しや侈しな都市（※５）の名声の中で、わたしは五年間の貧困と悲惨の時をすごしたのである。この五年間、わたしはそこでまず補助労働者となり、ついでちゃちな画工になり、パンをかせがねばならなかった（※６）。日常の空腹をおさえるためにさえ、決して十分であったことのないほんのわずかのパンを、である。空腹は当時わたしの忠実な用心棒であった。それはいっときもわたしから離れないただひとりであり、すべてにおいて忠実にわたしの分け前にあずかった。わたしが本を買うごとに、その関心が起った。歌劇場へ行けば、数日にわたって空腹がわたしの相手をした。この無情な友との戦いが続いた。けれどもわたしはこの時代に、かつてないほど勉強した。建築学と、食物を節約してたまにオペラへ行くことをのぞけば、書物だけが唯一の友であった（※７）。

　わたしはそのころ、むやみと多く、しかも徹底的に本を読んだ。わたしの仕事の暇な時間を、休みなく勉強に向けた。それによって数年でわたしは今日もなお養分をひきだしている知識の基礎をつくった。

　しかしこれだけではない。




世界観の形成

　この時代のわたしには、世界像と世界観が形成された。それがわたしの目下の行動の固い基礎になった。かつてわたしがつくりあげたものに、それ以上学ぶべきものはなく、変更すべきものもなかった。

　逆であった。

　わたしは今日、一般にすべての創造的思想というものは、そのようなものが一般に存在するかぎり、早くも青年の時代に原則として現われるということを固く信じている。わたしは長い生活経験の結果として、非常な徹底さと用心の中においてだけ通用しうるおとなの英知と、無尽蔵の豊かさで思想と理念をぶちまき、その数が多いためすぐには消化されえない青年の独創性と、を区別する。青年の独創性は、建築材料や未来の計画を供給し、そこからより賢明なおとなが石をとりだし、切り、そして建物を建てるのである。それはいわゆるおとなの英知が、青年の独創性を窒息せしめないかぎりである。

　　　　　　　＊

プチブル的目隠しの除去

　わたしがそのときまで父の家で過ごしてきた生活は、他の人たちみんなの生活とほとんどかあるいはまったく変わるところがなかった。わたしは心配なく新しい日々を期待することができたし、社会問題などは考えてもみなかった。わたしの子供のときの環境は、プチブルの群からなっており、純粋の職人とはほとんど関係のない世界からなっていた。というのは、一見して奇異に思われるかも知れないが、経済的にあまり豊かでない地位にある層と、腕ひとつの労働者との間の割れ目は、考えられているよりしばしば、ずっと深いからだ。この原因は──これをほとんど敵視といってよいが──つい近々、職人の水準から脱したばかりの社会的グループというものは、ふたたびもとの見くだされた地位にもう一度落ちはしないか、少なくともかれらと同じに見られはしないか、というおそれの中にあるのだ。さらにこの下層階級の文化的な貧しさ、おたがいの環境のかさねがさねの粗野さへの記憶が、多くのものに思いだされ、そのとき自分の社会生活における地位が軽いので、この打ちかってきた文化的、生活的段階と接触することが、耐えがたい重荷となるのである。

　だから上層階級のものが、この「成り上りもの」にはできそうにもみえぬほど、最下層の人間仲間に、無心に近づくことがあるものだ。

　なにしろ実際に成り上りものというのは、かつて自分の実行力だけで従来の社会的地位から、より高い地位にたたかい上ってきたものなのだからだ。

　しかし、しばしば非常にきびしいこの闘争が、ついに同情心を失わせてしまう。自己の苦しい生存競争が、後に残されたものの悲惨さに対する感情をおし殺すのである。

　運命はこの点でわたしに慈悲があった。かつて父が、かれの生涯において、すでに抜けだしてきた貧困と不安の世界にふたたびもどし、運命はわたしに限られたプチブル教育の目隠しを取りのぞいてくれたのである。いまやわたしは人間をはじめて知り、空虚な外見や粗野な外観と、内部の本質との間の区別を学んだのだ。




ヴィーンの社会的対立

　ヴィーンは世紀が変わってから、社会的に不健全な都市に属していた。輝かしい富といとうべき貧困とが、たがいにきわだって交錯していた。中心部や内部の区域では、多民族国家の危険な魅力をすべてそなえた五千二百万の国家の脈みやく搏はくが、正確に感じられた。目くるめくばかりの華美さをもった宮廷は、磁石のように他国の富と知性に働きかけていた。そのうえになおハープスブルク王国の強度の中央実権化が行なわれていた。

　その中で、この民族のごった煮を確固とした形で維持していくためには、一つの可能性だけが示されていた。しかしその結果は、高級、最高級の官庁を、首都でありお膝元である都市に極度に集中することであった。

　けれどもヴィーンはただ政治的、精神的に古いドーナウ王国の中心であったばかりでなく経済的にも中心であった。高級士官、官吏、芸術家や学者の軍勢に対し、もっと大きな労働者の軍勢が対立しており、貴族主義と商業の富に、血のにじむような貧困が対立していた。環状道路の宮殿の前には、幾千もの失業者がぶらぶらしており、旧オーストリアの凱がい旋せん道路の下には運河の薄明と泥でい濘ねいの中に、浮浪者が住みついていた。

　社会問題を研究するのにヴィーンほどよい都市は、ドイツでは他になかっただろう。しかしだまされてはいけない。この「研究」は上から下を見たのではできない。息の根を止められそうなまむしの羽交いじめをみずから経験したことのないものは、その毒牙に決して通暁することができない。そうでない場合は、皮相的な雑談かあやまった感傷性以上のなにものもでてこない。両方とも害がある。一つは問題の核心にまで透徹できないからであり、他はその上を通りすぎるからである。多数の幸運に恵まれているものや、あるいはまた自分のかせぎで成り上ったものたちの大部分に毎日見られるような、あるいは高慢で往々にして出しゃばりで気がきかず、しかもいつもたしかに「民情に通じようとしている」スカートやズボンをはいた流行マダムの慈悲深い腰の低さのような、社会的困窮への無関心ほどひどいものをわたしは知らない。とにかくこれらの人間は、かれらの直観の欠けた理解力では一般につかみえないほど、はるかに罪深いのである。だからかれらによって実行された社会的「心がけ」の結果が、いつもなんにもならなかったり、場合によってはしかもひどい拒否──もちろんこれは民衆の恩知らずの証拠とされるのだが──にあったりして、びっくりするのだ。

　社会的活動はそれとはまったくなんの関わりもなく、なかんずく恩に着せる権利などは決してあってはならないのであり、社会的活動というものは慈悲を分け与えるものでなく、権利を回復してやるべきものであるということを、そういう種類の人々は認めようとしないのだ。

　わたしはこんな態度で、社会問題を学ぶことからまぬがれた。社会問題はわたしを苦しい生活にひきこんだが、それはわたしを「学習」に招待するためでなく、むしろわたし自身を試そうとしたように思われた。それにもかかわらず家兎が手術をもちこたえて快癒し、健康になったのは、手術の功績ではなかったのだ。

　　　　　　　＊

　わたしはそのころ感じた一連のことを、いま再現しようと思うが、それは決して完全に近いものにはなりえない。ただ最も本質的な、そしてわたしにとっては、しばしばショッキングな印象を、この時代に早くも身につけた多少の教訓とともに記そうとするのである。

　　　　　　　＊

補助労働者

　当時、仕事をみつけることは、わたしにはたいして困難ではなかった。というのはわたしは熟練工でなく、ただのいわゆる補助労働者であり、ときには臨時雇として、日々のパンをつくり出そうとしなければならなかったからだ。

　そのさいわたしは、足からヨーロッパのちりを払い、仮借ない志をもって新世界に新しい生存の基礎をつくり、新しい故郷を獲得しようとする連中と同じ立場にいた。かれらは、職業とか地位とかいういままでの活動力を奪うすべての観念や、環境とか伝統とかを離れて、目の前にさしだされるすべての利益をつかみ、あらゆる仕事をやり、こうして次第に堅気な仕事であればどんな種類の仕事であろうともまったく同じように、決して恥ではない、という考えにつき進んでいったのだ。わたしもまたそのように、わたしにとっての新世界に両足で飛び込み、切り抜けようと決心した。




パン仕事の不確実さ

　なにかしら仕事はいつもあるものだということを、わたしはまもなく知った（※８）。けれども同じようにまたそれが、急速に簡単になくなるものだ、ということも知った。

　日々のパン仕事の不確実さがわたしには、やがて新生活の最も困難な暗黒面の一つだと思えた。

「熟練」労働者は、未熟練労働者の場合のようには、そんなにたびたび首を切られない。しかしかれもまた、このような運命から全然害を受けないこともない。かれには仕事がなくてパンをかせげないというかわりに、工場閉鎖か、自分たちのストライキがあるのだ。

　ここでは日々のもうけの不確実さが、経済全体にこの上もなく報いてくるのはたしかだ。

　自分勝手に想像したり、あるいはまた実際にあったりするのだが、もっとたやすい労働と、もっと短い労働時間にひかれて大都市に出てくる若い農民、しかしたいていは大都市が現に放射しているまぶしい光にさそわれて出てくる若い農民は、まだある程度の確実なかせぎに慣れている。かれは新しいポストが少なくとも見込みがないならば、古いポストを捨てようとしない。けっきょく農村の労働力不足は大きく、長期にわたる失業の確率というものは、もともと非常に少ない。ところが、大都市に行く若者が、はじめからずっと篤実に農地で生計を立てているものよりも素質が悪いのだ、と信ずることは誤りである。いや反対だ。経験したところによると、故郷を離れた分子がむしろ逆に最も健全で、最も実行力に富んだ素質をもっていることを示している。だが、こうした「移住者」の中には、ただアメリカ移民だけが数えられるのではなくて、未知の大都市へ行くため故郷の村を捨てようと決意した若い作男もそうである。かれもまた不安な運命に身をまかせる覚悟ができているのである。たいていかれは、いくらかの金をもって大都市にくるから、不幸にしてそうとう長い間仕事がみつからなくても、たしかにはじめのうちは絶望する必要はない。しかし健全な働き場所を短期間で失うと、困ったことになる。新しい仕事をみつけることは、特に冬は、不可能ではないまでもたいへん困難である。はじめの数週はなんとかなる。かれは労働組合金庫から失業手当をもらい、できるかぎり切り抜ける。だが最後の一銭一厘を使いはたし、金庫も失業が長期にわたるため手当を停止したとき、大きな困窮がやってくる。そうなるとかれは、空腹をかかえてうろつきまわり、しばしば最後のものまでも質におき、売り払い、着のみ着のままでだんだんと零落し、そして肉体的不幸に加うるに精神的にも毒された環境の中に、外見的にも沈んでしまうのだ。そのうえさらに宿もなく、そしてこれが冬であったときは（こういう場合がしばしば普通なのだが）たしかに悩みはさらにたいへん大きくなる。ついにかれは再度なにか仕事をみつける。だが同じことが再演される。二度目はそれが同じようなものでも、三度目はもっとつらいかも知れない。こうしてかれは次第に、いつまでも続く不安定さを平気で耐えるようになる。ついにはこの反復が習慣になるのだ。




労働者の運命

　このようにして、普通なら勤勉な人間も、その人生観全体にゆるみが出てきて、次第にわずかな利益のために、他人を利用する道具になっていくのである。かれは何度も自分の過失もないのに失職してしまう。これはもはや経済的な権利の闘争でなく、国家的、社会的あるいは一般の文化的価値の破壊の問題ですらあるのだが、そこで、いつかは多かれ少なかれどうでもよくなってしまう。かれはストライキ好きでないまでも、もはやストライキ熱がなくどうにでもなれとなってしまうのだ。

　この経過を幾千となくわたしは、目を見開いて追うことができた。この動きを長く見ていればいるほど、わたしは人々を残酷にもすりつぶしてしまうために、貪欲にひきつけるこの大都市に対して、いっそういや気がさした。

　かれらが出てきたときは、依然として国民に数えられていた。しかしかれらがとどまっておれば、かれらは国民ではなくなっていくのだ。

　わたしもまた生活のために、この世界的都市のいたるところで投げつけられ、運命の力を自分のからだで試し、精神的にも味わいつくした。さらにもう一つ感じたことがある。就職から失職、失職から就職と急速にかわり、このようにして収入と無収入の間の制約された動揺が、長くいつまでも続くにつれて、多くのものは倹約の感覚とりこうな生活配分に対する理解力を、破壊してしまうということである。肉体は、見たところでは景気のいいときにはせいいっぱいの生活をし、不景気のときには空腹をかかえている、ということに徐々になれてしまう。そればかりでなく、かせぎのいいときはその後の理性的配分を考えるが、空腹はこの配分に対するすべての注意をくつがえしてしまうのである。同時に空腹は、苦しんでいるものたちに、あくほどの裕福な生活の像を長い蜃しん気き楼ろうの中で、手品のように見せ、そして利益と賃銀がこれを少しでも許すかぎり、こういう病的な欲望を自分でおさえきれないほど、それを熱望する夢を高進させるのだ。かろうじてある職を得たものが、すぐさま理性を失い、すべての計画を忘れ、そのかわりに出たとこ勝負で毎日をすごす理由がここにある。これはささやかな週給生活の解消にさえ導く。というのはしかもそこでりこうな金の使い道を忘れてしまうからだ。はじめは七日間はむりとしても五日間はたりる。その後は三日間だけ、ついにはかろうじて一日だけになってしまい、けっきょくは最初の夜に使いはたしてしまうのである。

　さらに往々にして家には妻子がいる。多くの場合かれらもまたこの生活に染まってしまう。もともと男が妻子によい場合、とにかくかれのやり方でしかもかれらを愛している場合は、とりわけそうである。その場合には、週給は二、三日で家庭でいっしょに使いはたされてしまう。金の続くかぎり飲み食いが続き、そしてあとの数日はやはりいっしょに空腹をかかえてすごすのである。そこで妻君は隣近所をこっそりとわずかばかり借り歩き、小売店にも少額の借金ができる。そのようにしてよくない週末の二、三日をもちこたえるのだ。お昼にはかれらはみんな貧しい食卓につく。ときには何もないことがある。そして給料日を待ち、給料日のことについて話し合い、計画を立てる。このようにかれらは空腹の間、ふたたび来るべき幸福について夢みているのである。

　このようにして小さい子供たちも、ごく幼いときにこの困窮になれきってしまう。

　しかし男がはじめから自分勝手なやり方で進み、妻が子供たちのためにまったく反対のいき方をすると、悪い結果になる。争いと不和がおこり、男が妻によそよそしくなるにしたがって、かれはアルコールに近づいていく。かれは土曜日ごとに酔っぱらい、妻は自分と子供の「自己保存衝動」で、わずかの金のためにつかみあいをする。しかもそれはたいてい、工場から怪しげな酒場への途中で奪いとらねばならないのだ。ようやく日曜日の晩か月曜日の晩方、酔っぱらい荒れ狂って、しかも最後の一銭一厘までも使いはたして家へもどってくる。そこで往々にして、神よあわれみたまえ、という場面が演じられるのだ。

　はじめは嫌悪を感じたり、よく憤慨したりもしたが、その後この苦しい悲劇のすべてを把握し、もっと深い原因を理解しようとして、何百という例で、わたしはこれらのすべてをいっしょに体験してきた。これらは悪い社会状態の不幸な犠牲なのだ。

　当時の住宅事情は、もっと陰いん鬱うつだった。ヴィーンの補助労働者の住宅のみじめさは、途方もないものであった。悲惨きわまる住家、独身者合宿所と大衆下等合宿所（※９）、ちりと嘔吐をもよおさせる汚物や、不快なものを考えたとき、今でもなお身ぶるいするほどである。

　これらの悲惨な洞穴から解放された奴隷たちの流れが、他の無遠慮な社会や人間仲間（※10）のところへ流れこむならば、どんなことにならねばならなかっただろう。また今後どんなことにならねばならないのだろう。

　実際、このただならぬ社会（※11）は無思慮である。

　このただならぬ社会は軽率に物事をなげやりにしているのである。かれらは感受性がにぶいので、もしも人々が今のうちに運命と和解しないならば、早晩仕返しの運命が近寄るにちがいないということを予期していないのである。

　わたしは今日、わたしをこの学校へ行くように命じた摂理に、どんなに感謝していることか。そこでは気にいらないことでも怠けることができなかった。この学校はわたしを急速に、そして徹底的に教育したのだ。

　そのころわたしが、周囲の人々に絶望しないようにしようとするならば、わたしは、かれらの外面的なしきたりや生活とかれらが堕落していく原因との間の区別を、学ばねばならなかった。絶望せずにこれらのすべてを耐えていくのは、これだけであった（※12）。その場合にすべての不幸と悲惨の中から、汚物と外面的堕落の中から、もはや人間ではなく、悲しむべき法則の悲しむべき結果が生じてくる。そのさいに、自分の決して容易でない生存競争の苦難が、悲惨な感傷性におちいって、この進行過程の堕落した産物に敗れることからわたしを守ったのである。

　いや、これはそのように理解されてはならない。




改善への道

　そのころすでにわたしは、この状態を改善するために、ここには二つの道しかないことを認めていた。すなわち、

　われわれの発展のよりよい基礎をつくる最も深い社会的責任感と、これに対応して、改善しがたい怪物をくじく断固たる決心、がこれである。

　自然が最大の注意を集中するのは、現状の維持にでなく、種の担い手としての若人の規律にである。同様に人間生活においてもまた、現存している悪を人工的に教化するよりも──これは人間の素質からして九十九パーセント不可能なのだが──むしろ将来の発展により健全な道を、はじめから確保することが肝要である。




社会的活動の本質

　ヴィーンでの生存闘争の間に早くも、わたしには次のことがはっきりした。すなわち、

　社会的活動は、決して笑うべき無意味な福祉を夢みることに、その課題を認めるべきではない。むしろ各人を堕落に導いたり、あるいは少なくとも誤り導くような、われわれの経済生活や文化生活のしくみの中にあるそのような根本的欠陥を除去することに、その課題を認めねばならない、ということがそれである。

　国賊的犯罪に対して決定的な、仮借ないやり方でもってたちむかう困難さというものは、とにかく少なくとも、こうした時代現象の内面的な動機や原因に関する判断が確固としていないことにある。

　この不確かさは、ただ自己がこういう堕落の悲劇に対して責任があると感じていることに、その根拠がある。しかしそれは、真剣なしっかりした決意をマヒさせ、そのため自己保持にいちばん必要な処置をとることすら動揺し、弱く、中途半端であるがため、そのようにしてしまうのだ。

　自分の責任であるという意識の陰影につきまとわれなくなったときにはじめて、内心の落ちつきとともに、野草の芽を残酷に、断固として刈りとり、雑草を引き抜く外面的な力をもつようになるのだ。

　オーストリア国家は、社会的な司法や立法一般を、まったく知らなかったし、悪しき弊害を制圧することにおいてさえ、非常にはっきりと弱点を露呈したのである。

　　　　　　　＊

「国民的誇り」の欠如

　実際この時代ほど多くのものが、自分を驚かせたことをわたしは知らない。すなわち、そのころのわたしの仲間の経済的なみじめさ、風紀上、道徳上の下品さ、あるいはその精神的文化の低劣さ。

　わがブルジョアジーが、みじめな浮浪者の口から、ドイツ人であろうがなかろうが同じことであり、ただ必要な収入さえあればどこでも同じように満足だ、ということを聞いて、何度道徳的憤激を感じたことだろう。

　その場合この「国民的誇り」が欠けていることが、極端に嘆かれたのであり、このような考えに対して強い嫌悪の声が投げかけられたものである。

　しかし、それでなくてさえかれらの中で本来、自分自身によりよい考え方をさせている原因が何であるか、と問うてみたものがどれほどたくさんいるだろうか。

　文化的、芸術的生活のすべての領域における祖国や国民の偉大さを、個々無数に思い出すことが、総合的な結果としてかくも恵まれた民族の一員であるという当然の誇りをかれらにもたせているのだが、それをどれだけ多くのものが理解しているだろうか。

　祖国への誇りが、これらすべての領域での祖国の偉大さを知ることにかかっている、と少しでも感じているものが、どれほどいるだろうか。

　ところが祖国への誇りのためのこの前提となるものが、「民衆」に伝えられている程度がどんなに少ないかということについて、わがブルジョア階級は、考えているのだろうか。

「他の国でもやはり事情は同じだ」しかしそこの労働者は「やはり」自分の国民性に立脚しているのだ、と人々はいいのがれることはできない。よしんばそうだとしても、そういうことが自分の怠慢の口実にはなりえない。だが事実はそうではない。というのは、たとえばわれわれがいつもフランス民族の「偏狭な愛国主義」教育と称しているものが、やはり文化の、フランス人のことばでいえば「文明」の全分野におけるフランスの偉大さを、極度に引き立てている以外の何ものでもないからだ。若いフランス人は、かれの祖国の政治的あるいは文化的偉大さの意義を問題とするかぎり、決して客観性をもつようには教育されず、かえって人々が考えうるかぎりの主観的観点に立つよう、教育されるのである。

　そのさいこの教育は、つねに一般的な、きわめて大きな観点に制限されるべきであり、それは必要ならば、永遠に反復して、民族の記憶と感覚にきざみこまるべきである。

　ところがしかし、われわれの場合には、消極的な怠慢の罪以上に、学校でならうという個々人がもっているわずかの幸福をも、積極的に破壊してしまうのである。わが民族を政治的に毒そうというねずみは、大衆の心を思い出の中に、これらのまだわずかに残っているものをも、あらかじめ困窮と悲惨がそれを包んでしまっていないかぎり、むさぼり食ってしまうのだ。

　けれども、一度次のようなことを思いうかべてほしい。




労働者の子供の苦難の道

　うっとうしい二部屋からなるある地下の住居に、労働者の七人家族が住んでいるとする。五人の子供の中には男の子が一人いる。いま三歳としておこう。このころは、最初の印象が子供の意識にのぼってくるころだ。頭のよい子なら年をとっても、このころの思い出が残っているものである。場所の狭さと過密が、お互いの関係をまずくしている。こうして往々にして争いと不和が起る。人々はいっしょに生活しているのではなく、むしろ押しあって生活しているのだ。広い住居にいるなら、ちょっと離れていることによって、とっくに仲なおりすることができるごく小さい対立も、ここでは果てしない、いやな争いにまで導くのだ。子供の場合はもちろん、これは我慢できる。かれらはこういう状態ではいつもけんかをするが、互いにすぐにけろりと忘れてしまう。しかしこの争いが両親の間で行なわれ、それもほとんど毎日、内心の下品さを実際に遺憾なくさらけだすと、こういう直観教育の結果は、徐々にではあるがついには子供たちにも及ばないわけにはいかない。このお互いの不和が、父の母に対する乱暴な暴行の形をとり、泥酔の虐待となってあらわれるときには、それはどうなるか。こういう境遇を知らないものには、想像することさえできないのである。六歳になれば、この小さなあわれむべき子供にも、おとなでさえ恐ろしいと感ずる事態がわかってくる。道徳的に毒され、身体的には栄養不良で、かわいそうに小さい頭はしらみだらけで、この幼い「公民」は、民衆学校（※13）へ入るのである。かろうじて読み書きだけおぼえるが、ほとんどそれで全部だ。家庭で勉強は話題にさえならない。反対である。そればかりでなく、父母はいうに耐えぬやり方で、教師と学校について、それも子供たちに向かって悪口をいう。そしてかれらの小さい子孫をひざまずかせ、道理をわきまえさせるよりも、無作法な言をはくことのほうがはるかに多いのだ。この小さな男が、そのほかに家で聞くことはすべてまた、当代の人々の尊敬を強めることにはならない。ここでは人類に関するよいことはなにもかも放置され、制度は攻撃されないことがなく、教師をはじめとして国家の元首にいたるまで攻撃される。宗教についてだろうが、道徳についてだろうが、国家や社会についてだろうが、なにもかもみんな対象にする。すべてを誹ひ謗ぼうし、淫いん猥わいな方法できわめて下品な考え方の泥中に引きこむ。この若年者が十四歳で学校を卒業すると、実際の知識や技能に関するかぎり信ずることができない愚行と、この年ごろとしては身の毛もよだつような不道徳と結びついているその態度のむなくその悪いあつかましさと、どちらがはなはだしいのか、もはや決めることができなくなっている。

　このころから早くも神聖なものは何もなくなり、同じように偉大なものは何も知らず、かえって低劣な生活についてはするどく感じ、よく知っているこの人間は、これから歩んでいこうとする生活の中で、どのような地位につきうるのだろうか。




若い権威軽[image: 蔑]者

　三歳の子供から、すべての権威を軽けい[image: 蔑]べつする十五歳ができあがる。この若者は淫猥とけがらわしいもののほかには、何かより高い感激の刺激となるものはなにも知らないのだ。

　かれはいまや、この生活という高等な学校へ行く。

　今度は、かれが子供のときに父親から摂取したと同じ生活がはじまる。かれはほっつき歩き、いつ家へ帰ったのか神でさえもご存じない。そのうえ気分転換のために、かつては母であったくずれかかった存在をなぐりつける。神と世の中をのろい、そしてついになにか特別な原因から罪の判決を受け、少年鑑別所へぶちこまれる。

　そこで最後のみがきがかけられる。

　だが愛すべき当代の市民たちは、この若い「公民」に「国民的情熱」が欠けていることに、まったくあきれる。

　かれらは演劇や映画や、また三文文学やエロ新聞で、毎日毎日、おけから水を流すように民衆の中に毒がそそぎこまれるのを見るのだ。そしてそれについて、この民衆の大群の「道徳的内容」の少ないことや「国民的無関心さ」に驚いている。あたかもインチキ映画やエロ新聞やその類似物が、祖国の偉大さを認識させる基礎を与えているかのように、である。個々の人間がそれ以前に受けた教育については、まったく度外視している。

　わたしは以前にはまったく予期しなかったものを、当時急速に学び、徹底的に理解した。




「国民化」の予備条件

　ある民族を「国民化」する問題は、まず第一に、各人に教育を与えうる基礎として、健全な社会状態をつくるということである。というのは、教育と学校によって自分の祖国の文化的、経済的な、なかんずく政治的な偉大さを十分知るものでなければ、かかる民族の一員であり、またありうるという内心の誇りを獲得することができないし、また獲得しないであろうからだ。そしてわたしは、わたしが愛するもののためにだけ戦う。わたしは尊敬するものだけを愛し、少なくとも知っているものだけを尊敬するのである。

　　　　　　　＊

図工兼水彩画家

　社会問題に対する関心がめざめてまもなく、わたしはこの問題を根本にさかのぼって研究しはじめた。それはわたしに開かれた、今まで知らなかった新しい世界であった。

　一九〇九年から一九一〇年にかけて、わたしはもはや補助労働者として毎日のパンをかせぐ必要がなくなっていて、そのかぎりでわたし自身の状態もいくらか変化していた。当時すでにわたしは、ちっぽけな図工兼水彩画家として一本立ちで生活していた（※14）。これはもうけの点ではひどかったが──実際にそれはかろうじて生活に足りた──しかしわたしの選んだ職業としてはよかった。いまではわたしは、前のように夕方仕事場から帰ってくると、死んだように疲れはて、本を読むとすぐ居眠りをするというほどではなかった。わたしのいまの仕事は、もちろん将来の職業と並行をたどっていた。またわたしはいまでは自分の時間を自己のものとして、以前なしえたよりもずっとうまく配分することができた。

　わたしはパンを得るために描き、喜びのために学んだ。

　そのようにして、社会問題についての直観教育に必要な理論的補足を、獲得することができるようになった。こうして、これらすべての分野について本の中で得ることのできるすべてのものをかなり研究し、その上にわたし自身の考えを深めた。

　そのころ周囲のものは、わたしを多分変人と考えていたと思う。

　同時にわたしが、燃えるような熱意で建築学への自分の愛情を捧げていたことは、もちろんであった。建築学は音楽とならんで、芸術の女王のように思えた。こういう状態であったから、いまの仕事は「仕事」ではなく、最高の幸福だった。わたしは夜遅くまで読んだり描いたりすることができ、決してあきなかった。こうしてわたしの美しい未来の夢が、長年月かかるかも知れないが、実現されるだろうという信念を強めたのだった。わたしは建築家として、将来いつか名をなすと確信したのだった。

　それと並んで政治に関係しているすべてのものにも、この上ない興味をもったが、わたしにはたいして重要でないように思えた。反対にこれはわたしの目から見れば、一般に理性のあるすべての人間の自明の義務であった。政治に対してなんの理解力をももっていないものは、すべての批評権も、苦情をいう権利も失っていたのだった。

　これについてもまた、わたしは多く読み、そして学んだ（※15）。




読書法

　もちろんわたしは「読むこと」を、いわゆる「インテリゲンツィア」の大部分のものとは、おそらくいくらか違ったものとして理解しているのである。

　際限もなく多く「読む」人、一冊一冊、一字一字読む人々を、わたしは知っている。けれどもわたしはかれらを「博識」ということはできない。かれらはもちろん多量の「知識」をもっている。だがかれらの頭脳は、自分にとり入れたこの材料を分類したり、整理したりすることを知らない。かれらには、本の中から自分にとって価値あるものと価値なきものを選別する技術が欠け、さらにあるものはいつも頭の中に保持し、あるものはできるなら無視するというように、どんな場合にも無用なやっかい物を引きずっていくことをしないという技術が、欠けている。その上、読書というものは、それ自身目的ではなく、目的のための手段である。第一に読書は、各人の素質、能力を引き出し、骨組みを充実させるために助力すべきものである。だから読書は、各人が自己の職業に──これが原始的なパンかせぎであろうと、あるいは比較的高級な使命を満足するためであろうとまったく同じなのだが──必要な道具や資材を供給すべきである。しかし第二に、読書は一般的な世界像を媒介すべきものである。だがいずれの場合にも読書は、その時々に読んだ内容が、本の記述の順序や、あまつさえ読んだ本の順序に従って記憶にとどめられるのでなく、モザイク様の石のように、一般的世界像の中でそれらに与えらるべき地位に場所を占め、そして読者の頭の中にこの像を形成する助けとなることが必要である。そうでない場合には、覚えこんだがらくたから錯綜した混乱が生ずる。それは無価値であるだけでなく、他方においてその不幸な持ち主をうぬぼれさせる。というのは、かれは実際に大まじめに「教養がある」と信じ、人生に関して何か理解しており、知識をもっていると信じているからである。であるのに、かれはこの種の「教養」が新たに増すにつれ、世の中の実際にますます遠ざかり、サナトリウムでか、あるいは「政治家」として議会で生涯を終えるにいたるのがまれでないのである。

　そうした頭をもっているものは、決してかれの混乱した「知識」の中から、時代の要求に適合したものを引き出すことができない。というのはかれの精神的重荷は、生活の線にそって整理されておらず、かれが読んだ書物の順序にそって、またその内容がかれの頭の中に入ってきた順序にしたがって、場所を占めているからである。もしも運命がかれの毎日の生活の要求にしたがって、かれにいつもかつて読んだものを正しく適用するよう警告するならば、運命はもう一度本とページ数とを述べなければならない。そうでない場合は、このあわれなやつは、永久に正しいものを見いだすことができないからである。しかし運命はそうしないから、この九倍もりこうなやつは、危機的なときにはいつも極度にあわて、けいれんを起さんばかりに同じ場所をさがし、そしてもちろん非常に確実にまちがった「処方箋」をつかむのである。

　もしそうでないなら、人々は病理学的素質のかわりに、やくざのような卑劣さをもっているのだ、と信ずる以外に、最高の地位にいるわが教養豊かな政府の英雄の政治的行為を理解することができないのである。

　しかし、正しい読書技術をもっているものは、どんな本、どんな雑誌やパンフレットを読んでも、有用であるかあるいは一般に知っておく価値があるという理由で、長く記憶すべきだと考えるすべてのものにただちに注意するだろう。こうした方法で得られたものが、あれこれの問題について、すでにどうにか頭の中にある観念像の中で意味ある場所を見いだすやいなや、それが誤りを正したり、その像の正確さや明めい瞭りようさを高めてくれるのである。いま人生に、突然なんらかの検討や解決を要する問題があるとするならば、こういう方法で書物を読んでいるなら、ただちに既存の観念像の規準をとらえ、そこからこの問題に関係している過去十年間に集められた個々に役立つものをすべて引き出し、問題を解明したり、解決したりするまで検討したり、新しい検分をしたりするために、知性を提供するのである。

　読書は、その時にのみ意義と目的をもつのである。

　たとえば、そうした方法で必要な手がかりをかれの知性に提供しない演説者は、その見解がいかに正しく、また現実にかなっていても、抗弁のさいにむりやりに自分の見解を弁護しうるほどの立場には決して立ちえないのである。すべての討論のさいに、記憶が侮ぶ[image: 蔑]べつ的てきにかれを見すてる。かれは、自分自身で主張していることを証明する根拠も、反対者を反はん駁ばくする根拠も見いだせないのだ。それも演説者の場合のように、なにはさておきただかれ個人の恥をさらすのであるかぎりは、まだ我慢しうる。だが、運命がそのように博識家ではあるが無能力者を国家の指導者に任命したならば、さらに悪くなる。

　わたしは若いときからずっと、正しく読むことに努力してきた。それと同時にさいわいにも記憶力や理解力がよかった。そしてその意味ではヴィーン時代はわたしにとって、得るところも多く、価値のある時代であった。日々の生活経験は、いろいろの問題をつねに新しく研究しようとする刺激になった。ついには現実を理論的に基礎づけ、理論を実際で試そうという姿勢をとったため、わたしは、理論の中で窒息してしまったり、現実の中で浅薄化されたりすることからまぬがれたのである。

　このようにして、この時代に、社会問題以外に二つの最も重要な問題について、日常生活の経験から、その最も徹底的、理論的な研究に対して、心を決め、刺激されたのである。

　そのころ、もしもこの問題にまったく没頭しなかったならば、わたしはマルクシズムの教説と本質に一度も沈潜するときがなかったであろう。

　　　　　　　＊

社会民主党

　わたしが青年時代に社会民主党について知っていたことは、はなはだ少なく、また非常に正しくなかった。社会民主党が無記名普通選挙権のために戦ってきたことを、内心で喜んでいた。当時わたしの理解したところでは、これこそわたしが非常に憎んでいたハープスブルク統治を弱体化に導くものにちがいなかったからである。ドーナウ国家は、ドイツ人を犠牲にしなければ決して維持しえないだろうし、さらにドイツ分子を徐々にスラブ化するという代償すら──スラブ人の国家維持力はこの上もなく疑問に思われねばならないから──その上実際にも生命力のある国家を保証することを決して意味しない、という確信をもっていた。そこでわたしは、このとうてい国家たりえず、一千万人ものドイツ人に死刑の判決をくだすようなことをしている国家を、崩壊に導くにちがいないと確信しているすべての方向を歓迎していたのである。言語的混こん沌とんが議会を腐ふ蝕しよくし分裂させればさせるほど、このバビロンのような国家の滅亡の時期が近づき、それとともにしかし、わがドイツ系オーストリア民族の解放の時期も近づくに違いなかった。そうすることによってのみ、いつか古い母国への再合併をなしえたのだ。

　だからわたしには、このような社会民主党の活動は、気に入らぬものではなかった。この運動はけっきょく、労働者の生活条件の向上をめざしており──当時のわたしの無邪気な心情はまだこれを信ずるほどバカであった──やはりこれは労働者にとって不利でなく、むしろ有利であるように思えた。わたしが最も反発したのは、ドイツ主義維持の闘争に対してかれらが敵意ある態度をとっていることと、スラブの「同胞」の好意を求めるあわれむべき情事とであった。スラブ人たちはこの求愛を、それが実際的な譲歩と結びついているかぎり、たしかに受け入れるが、そうでない場合は思いあがって、高慢ちきに引きこもり、こうしてうるさいこじきにふさわしい金しかやらないのである。

　十七歳のころ、「社会民主主義」と社会主義とはわたしには同一の概念に思えたのだが、「マルクシズム」ということばもほとんど知らなかった。ここでも第一に、この未曽有の民衆欺ぎ瞞まんについて、わたしの目を開かせるためには、運命のこぶしが必要だった。

　そのころまでわたしは、社会民主党をただ二、三の大衆デモのさいに傍観者として知っていただけで、その支持者のメンタリティとか、教説の本質とかについては、いささかも見識がなかった。そこで突然、社会民主党の教育とその「世界観」をつくりだすものとに、接触するようになった。その上おそらく二、三十年後に現われてくるだろうものを、いまや二、三か月の間に受けとったのである。すなわち、社会道徳とか、隣人愛とかの仮面のもとにさまよっているペストであり、人類はこれをできるだけ早く地上から追放すべきであり、さもなければ人類が地上から追いはらわれてしまうだろうという理解が、それである。




社会民主党員との最初の出合い

　わたしは建築場ではじめて社会民主党員と出合った。

　それははじめから非常に不愉快だった。わたしの衣服はまだ多少ととのっており、ことばはきちんとしており、人間もひかえ目だった。わたしは周囲のことにあまりわずらわされることができないほど、自分の運命と戦わねばならなかった。飢えないために、それとともにたとえ少しずつでも教養を広げることができるように、仕事ばかり探していた。早くも二、三日で、わたしにただちに態度決定をしなければならないでき事が起らなかったならば、おそらく新しい環境に全然関心をもたなかったであろう。わたしは組織に加入することをすすめられたのだ。

　労働組合組織についてのわたしの知識は、そのころまだほとんどゼロであった。わたしはこの存在が目的にかなっているか、かなっていないかも、証明することができなかった。そこで加入しなければならないといわれたとき、わたしは拒否した。わたしはこの理由をよくわからないからとか、とにかく強制されることがきらいだからとか述べた。人々がわたしをすぐに追いださなかったのは、たぶん第一の理由であった。かれらはおそらく二、三日のうちに転向させるか、いいなりにさせることができると思ったらしい。いずれにしてもかれらはその点で根本的に誤っていた。しかし二週間後には、もし加入を望んだとしても、もはやどうすることもできなかった。この二週間のうちにわたしは、この世のどんな権力であろうと組織に加入するようには動かしえないほど詳細に周囲を知った。その間に、組合員たちがわたしにそれほどまでに悪印象を与えたのだ。

　最初の数日間、わたしはシャクにさわった。

　昼間は一部のものは近所の飲食店へ行く。その間に他のものは仕事場に残り、たいていそこで非常に貧しい昼食をとるのだ。かれらは結婚しており、その女はみすぼらしい食器に昼食のスープをもってくる。週末になるとその数がだんだんと多くなる。わたしはその後はじめて理由がわかった。さてそこで政論がたたかわされる。

　わたしは一びんのミルクを飲み、どこか隅の方でパンをたべ、注意深く新しい仲間を研究したり、あるいは自分の悲惨な運命について追想したりした。けれどもわたしは十二分に聞いていた。またわたしにおそらく態度を決定させようとするのか、しばしば、わたしには故意に近寄ってくるかのように思えた。どんな場合にもわたしが聞いたことは、わたしにとっては極端に刺激的だった。かれらはそこではすべてのものを否定した。すなわち、国民は「資本家階級」──このことばをどんなにしばしば聞かねばならなかったことか──の仮構であり、祖国はブルジョアジーが労働者階級を搾取するための道具であり、法律の権威はプロレタリアを弾圧する手段であり、学校はしかもまた奴隷要員と奴隷所有者を飼育するための施設であり、宗教は搾取されるために運命づけられた民衆をひどい精神遅滞者にする手段であり、道徳はおろかな羊どもの従順さの象徴である等。だがそこでは、恐るべき泥の深みに引きこまれないものは、一人もないのだ。




はじめてのテロ

　最初わたしは沈黙していようとした。だがついにそれ以上黙っておれなかった。わたしは立場を明らかにしはじめ、反論しはじめた。少なくともいま争われている点について一定の知識をもっていないかぎり、これがまったく見込みがないということを、わたしはもちろん認識せねばならなかった。そこでわたしは、かれらの自己流の知識を引きだしてくる源泉を追求しはじめた。本やパンフレットを次から次へ読んでいった（※16）。

　その後建築場ではしばしば激論がたたかわされた。わたしが一日一日とかれらの知識について、相手方よりもよく知った上で争ったので、ある日のことかれらは理性をいちばん簡単に征服する例の手段を用いるにいたった。暴力とテロだ。反対者側の主だったもの数人が、わたしにすぐに建築場をたち去るか、足場から落されるか、どちらがいいかとつめよってきた。わたしは一人だったから、抵抗はムダだと考えた。経験が豊富になったのだから、第一の忠告に従うほうを選んだ。

　わたしはむなくそが悪くなってたち去った。だが同時にこの事件にまったくそっぽを向くことができないだろうと思った。いや、最初のいきどおりが爆発したあとで、強情がふたたび優勢になってきた。そこでもう一度建築場へ行こう、とかたく決心した。この決意は困窮によっていっそう強くなった。二、三週間後、わずかな貯金を使いはたしたあとで、困窮の無情な腕にとじこめられたのだ。いまやいやが応でもそうせねばならなかった。そしてまた、最初からふたたび同じことが演じられ、最初と同じように終った。

　そのころわたしは、わたしの内心と格闘していた。これでもなお、かれらは偉大な民族の一員たるに値する人間なのだろうか?!

　苦悩にみちた問題である。というのは、もしもその答えが是ならば、民族をめぐる闘争は実際に努力や犠牲にもはや値しない。それは最善のものをそのような人間のくずにやることになる。だが答えが否ならば、その時にはわが民族がすでに人間において貧しいことである。

　くよくよ考えたり、追求したりで日をすごして、わたしは不安な重圧を覚えながら、もはやその民族に数えられない大衆が、おそるべき軍勢に膨脹していくのを見ていた。




社会民主党の新聞

　いまやわたしは、いくらか違った感情をもって、ある日行なわれたヴィーンの労働者の大衆デモのはてしない四列縦隊を凝視していた。ほとんど二時間近くそこに立ち、息を殺して、ゆっくりとそばをねっていく巨大な人間の竜を見つめていた。わたしは不安に圧せられながら、やっと広場を離れて、家の方へゆっくりと帰った。途中にあるタバコ屋で、わたしは「労働者新聞」という古くからのオーストリア社会民主党の中央機関紙を目にした。わたしが新聞を読むためによく行く安い大衆カフェーにもそれは置いてあった。だがいままで、全体の調子がわたしにとっては精神的腐蝕剤のように働いていたこのみじめな新聞を、わたしは二分間と見ていることができなかった。ところがデモの沈ちん鬱うつな印象を受けていたので、内心の声がこの新聞を一度買って、徹底的に読むようにと、せきたてた。夕方になるとわたしは、幾度もこみあげてくるカンシャクをおさえながら、この寄せ集めのデマを読んでみた。

　いまではわたしはあらゆる理論的文献からよりも社会民主党の新聞を毎日読みながら、この思考過程の内的本質を研究することができた。

　理論的文献の中の自由とか、美とか、品位に関するキラキラ光る名文句や、見たところこの上もなく深遠な知識を苦心さんたんして表現している大言壮語、いやみたっぷりの人道的道徳──みんな予言者的確信の鉄面皮で書かれているが──と、新しい人間救済の教えという獣のような下劣さにもしりごみせず、あらゆる中傷やもっともらしい梁がまがるほどのたくみな噓を手段としている日刊新聞との間に、一体いかなる区別があるというのか。前者は、上流はもちろんのこと、中流の「インテリ層」の愚鈍なお人よしのためであり、後者は大衆のためである。

　わたしはこの教説と組織の文献や新聞に沈潜して、わが民族を見なおすことを知った。

　はじめはわたしに越えがたい割れ目と思われたものが、いまでは前よりももっと大きな愛を感じさせる原因となるに違いなかった。

　この途方もない毒化活動を知れば、バカでなければ、犠牲者に罪があるということはできないだろう。わたしが数年たって、だんだん自立するにしたがい、ますます社会民主党の成功の内部原因に対する洞察がより高度に成長した。いまやわたしは、赤の新聞だけを読め、赤の集会だけに出席せよ、赤の本だけを読め等の残酷な要求の意味を理解した。この寛容ならざる教説の不可避の結果をはっきりした形で、まのあたりに見たのである。




大衆の心理

　大衆の心理は、すべて中途半端な軟弱なものに対しては、感受性がにぶいのだ。

　女性のようなものだ。かの女らの精神的感覚は、抽象的な理性の根拠などによって定められるよりも、むしろ足らざるを補ってくれる力に対する定義しがたい、感情的なあこがれという根拠によって決せられるのだ。だから、弱いものを支配するよりは、強いものに身をかがめることをいっそう好むものである。大衆もまた哀願するものよりも支配するものをいっそう好み、そして自由主義的な自由を是認するよりも、他の教説の併存を許容しない教説によって、内心いっそう満足を感ずるものである。かれらはまた、たいていそれをどう取扱うべきかを知らないし、しかも容易に見捨てられていると感ずるものである。かれらは破廉恥な精神的テロや、かれらが人間的自由をシャクにさわるほど虐待されていることにも気がつかないのだ。かれらは全教説のうちにひそむ狂気に決して気づかないのである。そのようにしてかれらは、目的のはっきりしているこの傍若無人な力や残虐さを見て、いつも屈服しているのだ。

　もしも社会民主党に対して、もっと真実さにみちた、しかも同じように残忍な実行力をもった教説が対立するならば、たとえ非常な苦しい闘争のあとであるにせよ、後者が勝つに違いない。




社会民主党の戦術

　二年とたたないうちにわたしは、社会民主党の教説はもちろんその技術的道具もはっきりわかった。

　わたしはいやしむべき精神的テロ行為を理解した。この運動はそれをまず第一に、こういう攻撃に対して道徳的にも精神的にも抗しえないブルジョアジーに行なっている。同時にかれらは、最も危険だと思われる敵に対して、虚偽と中傷の連続速射を正面からきまりきったやり方でいつも浴びせかけ、攻撃を受けるものの神経が破られ、かれらがただふたたび落ち着きをとりもどすために憎ったらしいものを犠牲に供するまで、手をゆるめないのだ。

　しかしこれらのバカ者どもは、これだけでは落ち着けないのだ。

　演技が新たにはじまる。そして狂暴な赤の恐怖が暗示的なマヒ状態になるまで、たびたびくり返して行なわれるのである。

　社会民主党は自己の経験から力の価値をこの上なくよく知っているので、かれらはいずれにせよ何かめったにない資質をその本質の中にもっていることをかぎつけた勢力に対しては、何度も突撃を行なう。逆に反対派でも弱者には、自分たちが認め、あるいは推測する精神的特性にしたがって、あるいは注意深く、あるいは大声でかれらをほめるのである。

　かれらは、たとえひかえ目な人物でも、力のあるものを、無力で意志の弱い天才よりも、もっと恐れるのだ。

　精神と力の弱いものに対しては、かれらは徹底的にほめる。

　社会民主党は、あたかもそのような方法でのみ安寧が保たれるかのように、見せかけることを知っている。その間に、かれらは怜れい悧りな用心深さで、しかも不ふ撓とう不ふ屈くつの精神で、陣地を一つ一つ占領していく。一般の注意が他のものに向けられて妨害されたくないと思っているときや、ささいなことでセンセーションをまきおこしたり、悪意ある敵を新たに刺激したくないときには、あるいはひそかに恐喝したり、あるいは事実上窃盗することで、ちょっとの間にも占領するのである。

　これはすべて人間の弱点を正確に計算した上で発見された戦術であり、相手側が毒ガスをもって戦うことを学ばないかぎり、その結果はほとんど数学的正確さで成功に導くに違いない。

　弱々しい性格の人々は、このさいまさしくそれが生きるか死ぬかの問題だということを、いわねばならない。

　それに劣らず個人や大衆に加える肉体的テロの意味が、わたしにはわかってきた。

　ここでもまた、心理的効果が正確に計算されている。

　仕事場での、工場での、集合場での、時には集団示威でのテロは、同程度のテロで対抗しないかぎり、必ず成功に終るものである。

　そうするともちろんこの政党は、途方もない叫び声をあげて、人殺し助けてと泣きわめき、すべての国家の権威を昔から軽[image: 蔑]しているのに、混乱がたいしたことのない場合にもたいてい、事実上その目的を達するために、金切声をあげて官権を呼ぶのだ。──すなわち、かれらはそうとう高い官職にある愚物をみつけてくる。かれらはそのために多分いつかは、自分の恐れている反対者にも好意を示してくれるだろうというバカげた望みをもって、この世界のペストの相手方を倒す手助けをしてくれる。

　このような一撃が味方はもちろん、敵の大衆の意志にどんな印象をおよぼすかということは、本からでなく生活から民衆の気持ちを知ったものでなければ、はかることができない。というのは、味方の線ではこの成功した勝利がそれ以後自己の権利の勝利と思われるのに対し、打ちのめされた反対者はたいていの場合、今後の抵抗が一般に成功するかどうかについて、絶望的な気持ちになるものだからである。

　わたしは、なによりも肉体的テロの方法を知れば知るほど、それに属している何十万という大衆に、すまないと思う気持ちがますます大きくなってきた。

　わたしは当時の苦しかった時代に、切実に感謝している。その時代のみがわたしにわが民族の本姿を返還してくれたのであり、犠牲者と誘惑者とを区別することを知ったのである。

　この人間誘惑の結果は、犠牲という形容をする以外にしかたのないものである。というのは、いまわたしがこの「最下層」の人々の生活から二、三の像を描こうとするならば、これを完全なものにするためには、このようなどん底においても、特に当時のかなり年老いた労働者たちの中にまれに見る献身、この上もなく誠実な友情、非常な節制やひかえ目なけんそんの形の中に、光明が見いだせることを確信しないわけにはいかないからである。この美徳はすでに大都市の一般的な影響を受けて、若い世代ではだんだんと失われているけれども、なお生活の卑俗な下劣さを越えたいたって健全な血をもっている多数のものさえも、ここにはいるのだ。そしてこれらの心の底から善良な感心な人間が、しかし政治活動においては、わが民族の仇きゆう敵てきと伍して隊列を詰めるのを助けているのは、かれらがこの新しい教説の卑劣さを理解しようとせず、また理解できなかったためであり、そのほかにだれもかれもかれらのことを心配してくれるような骨折りをしなかったためであり、けっきょく社会環境がその他のあらゆる既存の反対意志よりも強かったからである。いずれにせよかれらがある時落ち込んだ困窮が、かれらを社会民主党の陣営におもむかせたのである。




ブルジョアジーの罪

　ブルジョアジーは幾度となく最も拙劣かつ不道徳なやり方で、一般的人間的な正当な要求に対してすら反対し、しかも往々にしてそのような態度から得られる利益は何もないかあるいはまったく期待もできなかったので、きわめてまじめな労働者でさえもが、労働組合組織から政治活動の方へとかりたてられてしまったのである。

　幾百万の労働者たちは、はじめはかれらの心の中ではたしかに、社会民主党の敵であった。しかしかれらの抵抗はけっきょく幾度も常軌を逸しているようなやり方で、克服されてしまった。ブルジョア政党の側では、社会的性質の要求にはすべて反対する態度をとったからである。労働条件の改善、少年労働の廃止、婦人は少なくともかの女が生まれんとしている同胞を胸の下にいだいている数か月間は保護すること等のあらゆる試みを、単純に偏狭に拒否することは、このような場合、この卑劣な精神をありがたがってことごとに攻撃している社会民主党が、大衆を自分の網に引きこむのを助けたようなものである。わが政治的「ブルジョアジー」は、このようにして犯した罪を、決して二度ととりかえすことはできない。というのは同時に、社会的弊害を除去するためのあらゆる試みに対して抵抗し、憎悪の種をまき、そして社会民主党だけが働く民衆の利害を代表する唯一のものである、という全民衆の仇敵の主張をさえも、正当に見せたからである。

　こうしてかれらはまず第一に、昔から政党に最大の客引き奉仕をしている組織たる労働組合の存立に対し、実際上道徳的に基礎を供給したのだ。




労働組合問題

　わたしはヴィーンでの修業時代に、欲すると否とにかかわらず、労働組合問題に対する態度を決定しないわけにはいかなかった。

　わたしは労働組合を、社会民主党それ自体の切り離しえない成分と見ていたので、決断も早かったし──間違ってもいた。

　もちろんわたしは労働組合をきっぱりと拒否した。

　この際限もなく重要な問題においても、また運命がわたしを教育してくれた。

　その結果は、わたしの最初の判断をくつがえさせた。

　二十歳でわたしは、労働者の一般的、社会的権利の擁護と、労働者各人のよりよい生活条件を戦いとるための手段としての労働組合と、政治的階級闘争の政党の道具としての労働組合との間を区別することを知った。

　社会民主党が労働組合運動の重要な意義を理解していたことが、かれらに自己の道具を確保させ、それとともに成功をも確保させたのだ。ブルジョアジーはこれを理解していなかったので、かれらの政治的地位をまもるために金がかかったのだ。なまいきな「拒否」でもって論理的展開にとどめをさしうると信じていた。さて実際には非論理的な道へ強要するためであったのだ。思うに、労働組合運動がそれ自体何か反祖国的であるとすることは、不合理であり、その上まちがっている。むしろその逆が正しい。もしも労働組合運動が国民の大黒柱に属する階級の地位改善を目的としてめざし、それを実行するならば、それは反祖国的、反国家的でなく、かえってことばの真の意味での「国家的」活動である。かくして労働組合運動は社会的前提をつくり出すのを助け、これなくしては普通国民教育というものは、まったく考えることができないからである。この運動は社会的ガンを除去することによって、からだの精神的、肉体的病原を移動させ、民族統一体の一般的健康に貢献しながら、最後の功績を獲得するのである。

　かくして、労働組合の必要性いかんの問題は、実際に無用である。

　雇主の間に社会の理解がほとんどないか、あるいは正義感や公正感がまったく欠けているものがいるかぎり、かれらに雇われているがしかしわが民族の一部を構成しているものが、個人の貪欲や非常識に対して一般の利益を守ることは、単にかれらの権利であるばかりでなく、義務でもある。というのは民族体の中で誠実さと信仰を維持することは、民衆の健康の保持と同様に国民の利益に関しているからである。

　この両方ともに、民族共同体全体の成員としての自覚のない下劣な企業家によって、はなはだしく危き殆たいにひんしている。かれらの貪欲さや無情さをともなう邪悪な活動から、将来に対する深刻な害が生ずるのだ。

　このような発生の原因をとり除くことは、国民のために利益を獲得することであり、その反対ではない。

　かれに実際上あるいは想像上不正を加えられた場合、各個が自由に結論をひき出し、各自好きな方法をとればよい、ということを、このさいいってほしくない。そうだ。これは八百長戦争であり、注意をそらす試みであると見られるにきまっている。劣悪な、非社会的事件を除去することは、国民の利益になるかならないかのどちらかである。もし利益になるとすれば、それに対する闘争は、成功の見込みのある武器でなされねばならない。だが労働者は単独で、大企業家の力に対して目的を完遂する立場には決していない。ここではより高い権利の勝利ということが問題ではなく──これが認められればその場合実際、全闘争はその原因がなくなるためにまったく存在しなくなるのだが──より大きな力が問題なのである。さもなければ正義感さえあれば、すでに闘争はりっぱに終えられるか、より正しくいえば、闘争にはなりえなかったのだ。

　そうだ。非社会的な、あるいは人間として下品な態度が抵抗をよび寄せるときは、この害悪を除去するために、法律的、司法的な官庁がつくられないかぎり、この闘争はただより大きい力によってのみ決せられることができるのだ。しかもそれと同時に、すでにはじめから勝利の可能性を断念しないためには、企業家個人およびその集中力には、一人であるかのように集合した多数の労働者のみが対抗しうるのだということは、自明のことである。

　そのように労働組合組織は、毎日の生活における実際の成果の中で、社会思想を強化し、同時につねに不満と不平の原因を与えている刺激物を除去することができる。

　それがそうでないのは、大部分、社会的弊害の法的規制には何でも妨害する手段を知っていたり、あるいはそれを政治的影響によって阻止したりするものの債務勘定に帰するのである。

　政治的ブルジョアジーが、労働組合組織の意義を理解せず、あるいはもっとよくいえば、理解しようとせず、それに抵抗するにしたがって、社会民主党はこの論義の余地ある運動の世話をしたのだ。こうしてかれらは遠くをおもんぱかって確固たる基礎をつくり、すでに二、三度、危機的時機に最後の支柱として功を奏したのである。もちろんそれとともにその内的な目的は、新しい目標に場所を与えるために、次第に没落した。

　社会民主主義は、自分がつかんだ職業運動を、その本来の課題をもったまま維持していくことを、決して教えなかった。

　そうだ、そのようには決して考えなかった。

　二、三十年の間に、かれらの巧妙な手にかかって、社会的人権擁護の手段から、国民経済の破壊の道具になった。労働者の利害は、そのさいいささかも障害とならなかった。というのは、政治的にも、一方が不誠実に無理じいしても、他方が十分にバカげた羊のような忍耐をもっていさえすれば、経済的に圧迫する方法を用いて、いつでも強要することが許されているからである。

　この場合はどちらもそのとおりだったといえる。

　　　　　　　＊

労働組合の政治化

　すでに世紀の転換期に、労働組合運動は、従来の課題（※17）に奉仕することをとっくにやめていた。年を経るごとに、それはますます社会民主党の政策の勢力圏にはいり込み、ついに階級闘争の鉄てつ槌ついとして用いられるにいたった。それは、苦心して建設した経済機構全体をたえざる打撃によってついに崩壊にまでもちこまれ、その経済的下部構造をとり去られた国家機構にも、同様な運命をもっとたやすく加えることができるに違いなかった。それとともにすべての労働者階級の実際の要求を代表するということは、政治的にずるく考えて、大衆の社会的な、そしてその上文化的な困窮を除去することがもはや望ましくない、とついに思われるにいたるまで、次第に問題にならなくなった。その上、労働組合運動は自己の欲求を満足させると、もはや無気力な闘争団体として永久に利用できないという危険におちいるのだ。

　こういう不吉な予感がする展開は、階級闘争の指導者たちに恐怖の念を起させた。すなわちかれらは、実際に祝福さるべき社会改善をすべて即座に拒否し、しかも断固として反抗的態度をとったのである。

　その上かれらは、そのような身勝手な理解しがたい態度を根拠づけることに決して困らなかった。

　人々が要求をますます広げていくことによって、その要求が充足されるのはたいへん少なく、かつ小さく思えてくるので、かれらはつねに大衆に次のように信じさせることができる。すなわちこの場合、ただ悪魔的な試みで、神聖な要求を少しばかり満足させ、労働者階級の打撃力を安易な方法で弱め、できるならマヒさせようとしていることが問題だ、と。大衆の貧弱な思考力を考えれば、人々はその結果におどろく必要はない。

　ブルジョア陣営では、かかる社会民主党の戦術の見えすいた不誠実さに憤激したが、そこから自分たちの行動の方針に対するわずかな結論さえも引きだすことができなかった。今までの文化的、社会的なみじめさの深みから、労働者階級が実際に立ちあがることを社会民主党は恐れて、階級闘争の代表者から次第にこの道具をもぎとるために、まさしくその目標に向かって最大の努力がなされねばならなかったのだ。

　けれどもこれはなされなかった。

　みずから攻撃して反対側の立場を占領するかわりに、人々は押され圧迫されるのをむしろ好み、ついにはまったく不十分な援助（※18）に手を出したが、遅かったため効果がなかったし、つまらないものであったため、なお簡単に否定されたのだった。そのように、実際にはすべては昔のままにとどまり、ただ不満が以前より大きくなっただけであった。

　すでにそのころ、政治的地平線や個人の生存上に、「自由労働組合」がやがて来たらんとする雷雲のようにたれこめていた。

　それは国民経済の安全と独立、国家の不変と個人の自由に反対する最も恐るべきテロ器械の一つであった。

　とりわけ自由労働組合は、民主主義の概念を、否定しうる笑うべき空語となし、自由を侮辱し、兄弟のような親密さを「なんじ、仲間になることを欲せずば、われなんじの頭蓋を打ちくだかん」といって、永久に嘲笑した組合である。

　こうしてそのころわたしは、これらの人類の友を知ったのだ。年がたつにつれ、かれらについてのわたしの見解が広まり深くなった。わたしはそれを変える必要はなかった。

　　　　　　　＊

社会民主党の秘密を解く鍵

　社会民主党の外面的特質を看破すればするほど、この教説の内部的核心をつかみたいという欲望がますます大きくなった。

　党の公的文書は、もちろんこの場合ほとんど役に立たない。それが経済問題を取扱っているかぎり、その主張も論証もまちがっており、政治目的が取扱われているかぎり、噓である。その上、わたしは特に新しい三百代言的表現法や叙述の方法に、内心で反発を感じた。不ふ明めい瞭りような内容や、不可解な意味のことばを恐ろしく用いて、文章がくどくどと並べられており、無意味であると同じぐらい才気煥かん発ぱつたらんとしている。この理性の迷路の中で、家にいるように心地よく感じたり、自分にいちばんわからないものの中にいつもより深遠な真理をかぎつけるわが民衆の一部の、ことわざにあるような謙虚さにささえられて、この文学的ダダイズムの汚物から「内面的体験」をつかみとろうとするものは、この退廃的な大都市のボヘミアンだけだろう（※19）。

　しかしながらわたしは、この教説の理論的な虚偽と不合理を、その現象の事実と比較しているうちに、次第にその内面的な要求のはっきりした像を得た。

　そういう時に、暗あん澹たんたる予感といやな恐怖におそわれた。わたしは、わたしの前にあらわれたこの教説を見た。それは利己主義と憎悪より成りたっており、数学の法則に従えば、勝利に導くことはできるが、同時にまた人間を破滅に導くに違いないものであった。

　その間にわたしは、この破滅の教説とそれまでわたしが知らなかった民族の本質との間の関係を理解した。

　ユダヤ民族についての知識だけが、社会民主党の内面的な、それとともに現実的な意図をつかむべき鍵を示している。

　この民族を知っているものは、この政党の目的と意味についての間違った観念のヴェールが消えさる。そして社会に関するきまり文句の霧とかすみの中から、マルクシズムのしかめ面が嘲あざ笑わらいながら出てくるのだ。

　　　　　　　＊

ユダヤ人問題

「ユダヤ人」ということばがはじめてわたしに特別な考えを起させたのがいつであったか、を語ることは、今日では不可能でないとしても、困難である。父の家で、父の生存中に、このことばを聞いたことがあったかどうか、思い出せない。年老いた父はこの名称を特別に強調することは、すでに文化的に時代遅れだと考えていたらしい。かれはこの上もなく強固な国家主義的心情をもっていただけでなく、わたしにもその影響がおよんだが、かれは生存中に多少とも世界市民的な考え方をするようになっていた。

　学校でもまた、わたしが受けついできたこの像を変えることができるような誘因は見つからなかった。

　実科学校で、わたしは一人のユダヤ少年と知りあった。かれはわれわれ一同から用心深く扱われていた。けれどもただかれが無口であったし、こちらもいろいろの経験で知恵がついていて、特別に信頼しなかったからである。わたしも、また他の連中も、それでどうするという考えもなかった。

　十四、五歳のときにようやく、わたしは、いくらか政治的な話に関連して、ユダヤ人ということばにしばしばつきあたった。これに対してわたしは軽い嫌悪を感じ、宗教上の口論がわたしの前で行なわれるときにはいつも、不愉快な感情をおさえることができなかった。

　だが、当時はこの問題をわたしは、それだけのものとしか見ていなかった。

　リンツにはユダヤ人はほんのわずかしか住んでいなかった。幾世紀もの間に、かれらの外見はヨーロッパ化し、人間らしくなっていたので、実際わたしはかれらをドイツ人だとさえ思っていた。こう考えることの不合理さが、わたしにはほとんどわかっていなかった。というのは異教徒ということだけが唯一の区別の徴表だと思っていたためである。このためにかれらが迫害されたのだと思っていたので、かれらの不利益になるような発言に対して、わたしの反感はしばしば嫌悪となるほどだった。

　組織的な反ユダヤ団体の存在について、わたしはまだ何も知らずにいた。

　こうしてわたしはヴィーンへ来た。

　建築の領域でのおびただしい印象にとらえられ、自己の運命の重圧におしひしがれて、最初のころはこの巨大都市の民族が、内面的にどんな分類構成をもっているのかについて、見る目をもっていなかった。ヴィーンはこの数年の間に、二百万人の人口のうち二十万人近くのユダヤ人を数えていたにもかかわらず、わたしはユダヤ人が目につかなかった。わたしの目もわたしの意識も、最初数週間は、たくさんの価値あるものや回想におそわれて成長しなかった。次第に平静をとりもどし、興奮させられていた像がはっきりしはじめたとき、はじめてわたしは、自分の新しい世界を徹底的に見まわし、そしてそこでユダヤ人問題にぶつかったのである。

　わたしは自分がかれらを知った経緯を特に好ましく感じた、と主張しようとするのではない。わたしはまだユダヤ人の中にただ宗教しか見ていなかった。だから、人間的寛容さから、この場合にもまた、宗教的に闘争を拒否する態度を堅持した。したがってまずなによりも、ヴィーンの反ユダヤ主義の新聞が打ち出している論調は、大民族の文化的伝統に値しないように思っていた。わたしは中世のある種の事件（※20）を思い出すと気がめいり、好きこのんでくり返されるのを見たくなかった。この種の新聞は一般に一流新聞として通用していなかったので──それがどこに由来するのか当時わたし自身には十分にわからなかった──わたしはそれをいまいましい嫉しつ妬との結果と思いこんで、たといそれが誤った見解であるにしても、根本的な見解の違いからくる結果であるとは思わなかった（※21）。

　わたしが見るところでは、ほんとうの大新聞がこれらすべての攻撃に答える形式は、無限に品位のある形式であり、わたしにとってはそれ以上尊敬に値すると思われたものにはまったく言及せず、簡単に黙殺したことによって、わたしのこの意見は強められた。




いわゆる世界的な新聞

　わたしは、いわゆる世界的な新聞（「ノイエ・フライエ・プレセ」「ヴィーナー・タークブラット」等）を熱心に読んだ。そしてこれらが読者に与えるものの広さと、個々の叙述の客観性に驚いた。わたしはその上品な論調をもっともであると認め、実際には文体の熱烈さについて内心ではしばしば満足せず、不愉快に感じていたにすぎなかった。しかしこれはこの世界的都市全体の活気のせいだろうと思っていた。

　当時わたしはヴィーンをそのようなものと思っていたので、自分で自分に与えたこの説明で解明できるだろうと思っていた。

　だが、たびたびわたしを反発させたのは、これらの新聞が宮廷にいちゃつく威厳のない形式だった。宮廷に小さなでき事があると、有頂天の感きわまる調子でか、ため息まじりのあわてた調子で読者にうったえる。仰々しい所作であり、特にそれが空前の「最も賢明な君主」について書かれたときは、ほとんど大雷鳥の交尾にも似た大さわぎをする。

　わたしにはこのことがつくりごとのように思われた。

　わたしの目から見れば、自由主義的民主主義はここに汚点があったのだ。

　宮廷の寵ちよう愛あいにこび、そしてこういう不体裁な形で国民の品位を犠牲にしたのである。

　これがヴィーンの「大」新聞についてわたしの精神状態を暗くした最初の暗影であった。




ヴィルヘルム二世批判

　いままでと同じように、わたしはヴィーンにおいても、ドイツでのすべてのでき事を、それが政治問題を取扱っていようが文化問題を取扱っていようがまったく同じに、この上もない燃えるような熱意で追求した。ほこらかな驚嘆をもって、わたしはドイツ帝国の興隆とオーストリア国家の衰退とを比較した。外交上のでき事はたいてい心からの喜びを刺激したが、国内の政治生活がそれほど喜ばしくないので、しばしば心が痛んで暗澹とした。この時代にヴィルヘルム二世に対して行なわれた抗争は、当時わたしの賛成できないものだった。わたしはかれの中に単にドイツ皇帝であるばかりでなく、なによりもドイツ海軍の創設者を見ていたのだ。だから議会が皇帝に課した演説禁止にわたしは極度に腹を立てた。わたしの目から見れば、実際にそれは、こういうことをする根拠をもっていない地位から出たものであり、議会の雄ガチョウどもはただ一度の会期だけで皇帝家の全王朝が──その最もとるにたらぬものを含めて──数世紀の間にしゃべったことよりも多くの無意味なことを、いっしょになってガアガア鳴きたてたからである。

　うすバカものたちがみんな、批判のことばを発する権利を要求するだけでなく、議会ではしかも「立法者」として国民に放ち飼いにされている国において、帝冠をいただくものが、どの時代を通じてもこの上ない浅薄なおしゃべり機関によって「非難」されたことに、わたしは腹が立ったのだ。

　しかし、わたしは次のことでいっそうしゃくにさわった。すなわち、最もつまらない宮廷の駄馬の前でもなお平身低頭し、偶然にしっぽをふったことについても常軌を逸しわれを忘れる同じヴィーンの新聞が、外見上は心配そうな顔つきで、だがへたにかくされた悪意をもって──わたしにはそう見えたのだが──ドイツ皇帝に対する疑念を表明したことに、だ。ドイツ帝国の内政に干渉しようとする意志はないが──そうだ、まっぴらだ──しかし親切なやり方で傷口に指を触れるのは、同じように相互同盟の精神に課せられた義務をはたすことであり、逆に新聞としての真実にも十分かなったものである、等々。そして傷口にいれたこの指を心ゆくばかりさしこむのだ。

　こういう場合、わたしは逆上した。

　わたしが大新聞をだんだんと注意深く観察するようになったのは、このことからであった。

　反ユダヤ新聞の一つである「ドイッチェ・フォルクスブラット」がそういう場合にまじめな態度をとっていたことを、わたしはいつか認めなければならなかった。




新聞のフランス崇拝

　さらにわたしの神経にさわったのは、そのころすでに大新聞が書いていた実際いやらしいフランス崇拝だった。人々はこの「偉大な文化国民」に対する甘ったるい頌しよう歌かをまのあたりにして、まったくドイツ人たることを恥じねばならなかった。このあわれむべきフランスかぶれが、一度ならずしばしば、わたしにこの「世界的新聞」を投げすてさせた。わたしはそこでいつもくりかえし「ドイッチェ・フォルクスブラット」を読んだ。もちろんこれは小さな新聞だが、このことについてはなにかもっと純粋に思えた。わたしは鋭い反ユダヤ調には同意しなかったが、二、三深く考えさせられる論拠もあちこちに散見された。

　いずれにしてもそのようなきっかけから、わたしは次第に、そのころヴィーンの運命を規定していた人物と運動を知ったのである。カール・ルエーガー博士とキリスト教社会党がそれであった。

　ヴィーンへ来たとき、わたしは両者に敵意をもってのぞんだ。

　人物も運動もわたしの目には「反動的」に見えたのだ。

　しかしわたしが人物と活動を知る機会をもつにしたがって、ありきたりの正義感からこの判断を変えなければならなかった。そして次第に公正な判断が、明らかな敬服へと成長した。今日、わたしは以前にもましてこの人物を、あらゆる時代を通じて最も力のあるドイツ人の市長と見ている。

　しかし、キリスト教社会主義運動に対するわたしの立場がそのように変わったことによって、わたしの先入観がどんなに多くくつがえされたことであろう。




反ユダヤ主義への転向

　こうして徐々にわたしの反ユダヤ主義に関する考えが、時がたつにつれ変わっていった。だがこれはわたしの転換の中で最も困難なものだった。

　この転換のためにわたしには、最大の内面的精神的格闘が必要であった。そして数か月の理性と感情の格闘の後に、ようやく勝利は理性の側にかたむき始めた。二年後、理性が感情を追いはらい、それ以後感情は理性の最も忠実な番兵となり、忠告者となった。

　育っていく感情と冷静な理性との間で激しい格闘が行なわれていたころ、ヴィーンの街はわたしに直観教育で、たとえようもないほど奉仕してくれたのだ。そのころには、わたしははじめのころのように、盲目的にこの巨大な都市をうろついてばかりいないで、目を開いて、建物以外に人間をも注視するようになっていた。

　あるときわたしが市の中心部を歩きまわっていると、突然長いカフタン（※22）を着た、黒いちぢれ毛の人間に出くわした。

　これもまたユダヤ人だろうか？　というのがわたしの最初に考えたことだった。

　かれはリンツではもちろんそのような外見をしていなかった。わたしはひそかに注意深くその人物を観察した。だがこの見知らぬ顔を長く見つめれば見つめるほど、そしてその特色をさぐるように調べれば調べるほど、ますますわたしの頭の中で最初の疑問が他の表現に変わった。

　これもまたドイツ人だろうか？

　こういう場合、わたしはいつものように、この疑問を本から引きだしてみようとしはじめた。当時わたしは、数ヘラー支払ってわたしの生涯ではじめての反ユダヤ主義のパンフレット（※23）を買った。遺憾ながらこれらのパンフレットは、すべて原則として、読者がすでにユダヤ人問題を少なくともかなりの程度まで知っているか、きわめてよく理解しているという立場から出発していた。けっきょく、その論調は大部分、その主張に対する非常に浅薄で極度に非科学的な論証であったため、わたしにまたしても疑いを生ぜしめるようなものであった。

　わたしはそこで、幾週間も、実際幾月も、またもとのところへ逆もどりした。

　問題は非常に大きく、非難は極端であるように思えた。わたしは誤りをおかすのではないかという恐れに苦しめられ、ふたたび不安で、自信がなくなった。

　もちろんここでは、ある特定の宗派に属するドイツ人を問題としているのではなく、ある民族自体を取扱っているのだということを、わたしも疑うことはできなかった。というのは、わたしがこの問題に没頭しはじめて、ユダヤ人にはじめて注意するようになって以来、ヴィーンについて以前と違った印象を受けたからである。いつもわたしが行くところで実際にユダヤ人を見た。そしてわたしが見れば見るほど、かれらが他の人間と違っているのが、ますますはっきりと見えてきたのである。特に市の中央部とドーナウ運河の北部の区域は、外見的にもドイツ民族と似かよっていない民族が密集していた。

　だがわたしがまだ疑っていたとしても、けっきょくは一部のユダヤ人の態度によって、そのあいまいな点が除かれた。

　ヴィーンではかなり広範囲にかれらの間で大きな運動が行なわれていたが、これこそユダヤ人の民族性をこの上もなくはっきりと証明するものであった。すなわちシオン主義（※24）がそれである。

　もちろんこの立場は、あたかも一部のユダヤ人だけが賛成しているが、大多数はそういう取りきめに反対し、心から拒否しているかのように見えた。しかしこの外見をもっと詳細に眺めると、純粋のご都合主義の根拠から発した噓といわぬまでも逃口上という不快な霧の中に飛び散ってしまった。というのはいわゆる自由主義的な考え方のユダヤ人たちが実際シオン主義者たちを拒否するのは、かれらがユダヤ人でないからではなく、ユダヤ人として公然とユダヤ教に対する信仰告白をすることは非現実的であり、しかも危険であるかも知れないからであった。

　かれらが内心でいっしょに組んでいることには、まったく変わりなかった。

　シオン主義ユダヤ人と自由主義ユダヤ人の間のこの見せかけの闘争は、それでなくてもまもなくわれわれに吐き気をもよおさせた。それは徹頭徹尾真実でなく、もちろん噓であり、さらにいつも主張されるこの民族の道徳的な高尚さと純粋さに適合しないものであった。

　一般に、この民族の道徳上の、あるいはその他の清潔さというもの自体が問題点であった。水好きでないことが問題であることは、人々が外見を見ただけで、遺憾ながら往々にして、しかも目を閉じていてもわかる。その後わたしは幾度もカフタンをまとっているものの臭気で、気持ちが悪くなった。その上なお、きたない衣服をつけているし、外貌も雄々しくない。

　すでにこうしたものだけでも、はなはだ人をひきつけるところがない。肉体的な不潔以上にはからずも、この選ばれた民族の道徳的汚点を発見したときは、嫌悪の情をいだかずにはおれなかった。

　まもなくある領域でのユダヤ人の活動のやり方に対する洞察が徐々に深くなってきたとき、これほど考えさせられる気持ちになったものはなかった。

　どんな形式のものであれ、まず第一に文化生活の形式において不正なことや、破廉恥なことが行なわれたならば、少なくともそれにユダヤ人が関係していないことがあったであろうか？

　こういうはれものを注意深く切開するやいなや、人々は腐っていく死体の中のウジのように、突如さしこんだ光によってまぶしく目の見えないユダヤ人を、しばしば発見したのである。

　新聞、芸術、文学、演劇における活動をわたしが知ったとき、わたしの目に映ったのは、ユダヤ人がもっている重荷であった。かざりたてられたすべての格言も、ほとんど無用であるか、まったく無意味である。広告塔の一つを見て、そこでほめそやされている映画や演劇のぞっとする駄作の精神的創作者の名前をしらべ、しばらく動かずにいるだけで十分である。それは民衆が感染したかつての黒死病よりももっと悪質のペストであり、精神的なペストだ。しかもこの害毒がいかに多くつくられ、ばらまかれたことか！　もちろんこうした芸術製造業者の精神的、道徳的水準が低ければ低いほど、それだけ無限にかれらを実らせるのであり、ヤツは遠心機以上にかれの汚物を他人の顔にふりまくのだ。その場合、かれらの数が無限であることを考えてほしい。自然が一人のゲーテに対し、いつもなお何万という当代のヘボ小説家でなやませ、最も悪質のバチルス保菌者として魂を毒するのだ、ということを考えてほしい。

　恐ろしいことだ。だがユダヤ人こそこの不名誉きわまる使命に、自然によって大量に選びだされたように見えることを見すごしてはならない。

　かれらが選ばれたものだという理由を、そこに見いだすべきではないだろうか？

　当時わたしは公の芸術生活のこの不潔な作品の創作者の名前を全部、注意深く調べはじめた。結果は、ユダヤ人に対してわたしがいままでとっていた態度にとって、いっそう悪いものであった。そこではなお感情が千倍も反対しても、理由がその結論を引きださねばならなかった。

　すべての文学的な汚物、芸術上のキワ物、演劇上のバカ騒ぎの九割が、国内の全人口の百分の一にも達していない民族の債務勘定に帰するという事実は、簡単に否定されなかった。事実そのとおりだった。

　またわたしはそこで、わが愛する「世界的新聞」を、このような観点から調べはじめた。

　ここでも測深機を深く入れれば入れるほど、ますますわたしのかつての驚きの対象が小さくなった。文体はいよいよ耐えがたいものになる。わたしは内容を、内心浅薄で平板なものとして拒否せねばならなかった。叙述の客観性が、いまやわたしには、りっぱな真理としてよりもむしろ噓に見えた。ところが編集者は──ユダヤ人だった。

　以前にはほとんど見なかった幾千のことが、いまや注目に値するものとしてめだってきた。そのほかにかつていままでにわたしに考えさせる誘因を与えたものを、もう一度理解し、判断することを学んだ。

　この新聞の自由主義的な志向を、いまや違った光の中で見た。攻撃に対する回答の上品な調子もその黙殺もわたしにはいまや、怜れい悧りな卑劣なトリックと見えてきた。その輝かしく書かれた劇評は、いつもユダヤ人作家に関しており、そしてかれらの不評はドイツ人以外のものには向けられなかった。かたくなにもヴィルヘルム二世を軽くあてこすることもなく、フランスの文化や文明を賞賛するのと同様に手段だとわかってきた。小説のキワ物的内容はいまやわいせつなものとなり、わたしはそのことばに異民族の声を聞いた。ところで全体の意味は明らかにユダヤ人に有害であった。これは意図されていたのだ。

　しかしだれがそこに関心をもっただろうか？

　これらのすべては単に偶然だったのか？

　そこでわたしは次第に不安になった。

　しかしこの発展は、わたしが他の一連のでき事で得た洞察によって拍車をかけられた。これは、それが大部分のユダヤ人によってまったく公然と誇示され、実証されているのを人々が見ることができるように、かれらの慣習や道徳の一般的見解であった。

　ここで街が、もう一度しばしば有害な直観教育を示したのだ。

　淫いん売ばい制度とさらに少女売買に対するユダヤ人の関係さえも、人々はおそらく南フランスの港町をのぞけば、ヴィーンでその他のどの西ヨーロッパの都市よりも、よく研究することができた。夕方、レオポルトシュタットの通りや小路を歩けば、一歩ごとに欲すると否とにかかわらず、大戦前まで大部分のユダヤ民族にかくされていた光景が見られた。大戦が東部戦線にいた兵士に同様なものを目撃しうる──もっとよくいえば見ざるをえないような機会を与えたのだが。

　ユダヤ人が、大都市の廃物たるこのにくむべき淫売業の、氷のように冷く、また厚顔無恥な仕事をしている支配人であることをそういう方法ではじめて見たとき、背筋がかすかにゾッとするのを覚えた。

　だが、次には憤慨した。

　もうわたしはユダヤ人問題を論議することを回避しなかった。そうだ、わたしはいまやそれを望んだのだ。だがそのようにわたしが文化生活、芸術生活のあらゆる方面で、そしてそのさまざまな表現にもとづいて、ユダヤ人を探し求めることを覚えたとき、突然まさかと思えるようなところでユダヤ人にぶつかった。




社会民主党の指導者としてのユダヤ人

　ユダヤ人を社会民主党の指導者として認めたとき、迷夢からさめはじめた。長い間の内面的な感情闘争は、これとともに終った。

　わたしが労働者仲間と毎日つきあっているときに早くも、驚くべき変節性が目につくにいたった。かれらは同じ問題について時には数日で、往々にして数時間で、いろいろの立場をとるのだ。人間というものは一人でしゃべっておればいつも理性的な考え方をもっているのに、それが大衆の勢力圏に入ってしまうと、どうして突然失われるのかわたしにはわからなかった。しばしば絶望的になった。わたしが何時間もかかって説得し、こんどこそ端緒を開いてやった。あるいは不合理を啓けい蒙もうしてやったと確信して、成功を心から喜んでいると、次の日にはがっかりしてもう一度はじめからやりなおさなければならなかった。すべてはムダだった。永遠の振子のように、かれらの常軌を逸しているような考え方がいつも新たにはねかえすように思えた。

　かれらが自分たちの宿命に不満であり、かれらをしばしばそんなにも苛酷にうちのめした運命をのろい、かれらがこの運命の無情な執行人と考えている企業家をにくみ、かれらの目から見れば自分らの境遇に対して無情な当局を罵ば倒とうし、食料品価格に対してデモを行ない、かれらの要求のために街をねり歩いたこと、これらすべてをその時わたしは理解することができた。これらすべてのことを人々は、少なくとも理性に訴えないでも理解できた。しかし理解できなかったものは、かれらが自己の民族性を憎悪し、その偉大さを侮ぶ[image: 蔑]べつし、その歴史を汚し、そして偉大な人々をドブにひきずり込んだ果てしない憎悪の念であった。

　自己の民族、自己の村、自己の故郷に対するこの闘争は、無意味であるし不可解であった。不自然であった。

　人々はかれらをこの悪徳から一時的に回復させることはできた。けれどもわずか数日、せいぜい数週間ぐらいだった。その後、転向したと考えられるものに会ってみると、その時にかれはふたたびもどっていたものだ。

　不自然が、かれを前のようにとらえていた。

　　　　　　　＊

ユダヤ的詭弁

　社会民主党の新聞が圧倒的にユダヤ人によって指導されていることに、わたしは次第に通暁した。しかしわたしはこの状態に、特別の意味を負わせなかった。他の新聞の状態も同じようであった。おそらくは一つだけ異様なことがあった。わたしの受けた教育と理解力が及ぶかぎりでは、真に国家主義的と称される新聞でユダヤ人が関係しているものが一つもなかった、ということである。

　そこでわたしは我慢してこの種のマルクシズムの新聞記事を読もうとしたが、それに応じて嫌悪感が無限に大きくなってくるので、今度はこの総括的な悪事製造者をもっとくわしく知ろうとした。

　発行人をはじめとして、みんなユダヤ人だった。

　わたしはどうにか手に入る社会民主党のパンフレットを買って、その編集者の名前をしらべた。ユダヤ人だった。わたしはほとんどすべての指導者の名前に注意した。議会の代議士を問題にしても、労働組合の書記を問題にしても、また組織の議長、街頭の扇動者を問題にしてみても、そのほとんど大部分が、同様に「選ばれた民族（※25）」に属しているものたちであった。同じような不愉快な現象はいつも生じていた。アウステルリッツ、ダーヴィット、アドラー、エレンボーゲン等の名は永久に忘れないだろう（※26）。いまや一つのことがはっきりした。すなわち、数か月来わたしは、ある政党のちょっとした代表者たちと激しい論争をたたかわしてきたが、その党はほとんどもっぱらある異民族の手で指導されていた、ということである。なぜならユダヤ人はドイツ人にあらずということを、内心幸福な満足感を覚えてわたしは決定的に意識していたからである。

　だが、わたしはいまや、わが民族の誘惑者を完全に知った。

　労働者というものが、よりりっぱな知識やよりすぐれた説明に屈しないほど頑迷ではないという確信をうるためには、わたしの一年のヴィーン滞在でもう十分だった。わたしは次第にかれらの独自の教説の通になった。そしてそれを、わたしの内心の確信のために闘うときの武器としてふりむけた。

　ほとんどいつもわたしのほうが勝った。

　時間と忍耐というきわめて困難な犠牲をはらった後にだけ、大衆を救う見込みがあった。

　しかしユダヤ人は決してかれらの意見を変えようとはしなかった。

　当時のわたしはまだ子供のようだったから、かれらの常軌を逸しているような教説をはっきりさせてやろうとして、わたしの狭い交際範囲で舌をかみ、のどをからして演説し、かれらが狂ったようなマルクシズムの有害さを確信することができるに違いないと思っていた。だがわたしはまさに反対のものに到達したのだった。ちょうど社会民主党の理論とその実現の破壊的作用についての洞察が深くなることだけが、かれらの決心の強化に奉仕するかのように思われたのだ。

　かれらと争えば争うほど、ますますかれらの詭き弁べんがわかってきた。最初かれらは相手の愚鈍さを考慮に入れる。だがもはや逃げ道がみつからないとなると、簡単に自分をバカに見せるのだ。なにをやっても役に立たないと、かれらは正確に理解することができないとか、あるいは即座に他の領域に飛躍したり、放棄したり、わかりきったことをいい、しかしそれが受けいれられるやいなや、ふたたび本質的に違った材料を引き入れ、さてふたたびつかまえられると回避して、そしてくわしいことは何も知らないという。そういう使徒を攻撃しても、いつもくらげのような粘液で手をつかみ、くらげのような粘液が指の間をすべり抜けると、次の瞬間にはふたたび合流して結合する。しかしかれらが周囲から観察されると同意せざるをえなくなり、そして少なくとも一歩自分の意見に近づかせたと思うと、次の日はかえって逆になって驚きが大きい、というような実際ムダなことにぶつかる。ユダヤ人はきのうのことは何も知らず、あたかも何事も起らなかったし、しなかったかのように、かれらの古い不法なことを幾度も話し続ける。そしてそれに憤慨して論ろん駁ばくすると、驚いたふりをして、かれの主張が正しかったことは前日にすでに証明されているということ以外まったく何も思い出すことができないのだ。

　わたしは幾度もつっ立ったままでいた。

　かれらの口達者と噓の手ぎわと、どちらのほうをよけいに驚いたらいいのかを人々は知らなかった。

　わたしは次第にかれらを憎みはじめた。

　これらのすべてには、ただ一つだけよいことがあった。社会民主党のもともとの担い手や少なくとも宣伝者がわたしの目に触れるにしたがって、わたしの民族愛が成長せざるをえなかったことである。この誘惑者の悪魔のような老ろう獪かいさによって、われわれの犠牲にされたものたちを、だれが呪うことができようか？　この種族の詭弁的な噓に打ち勝つことが、わたし自身にもどんなにむずかしいことであったか！　だが、真実を口先でゆがめ、いまいったばかりのことばを如才なく否定し、次の瞬間にはそれを自分に利用するような人間には、そのような勝利の結果がいかに無益であったことか。

　そうだ、わたしはユダヤ人を知れば知るほど、ますます労働者を大目に見なければならなかった。

　わたしの目から見れば、最も重い罪は労働者にでなく、労働者に同情し鉄のような正義感で民族の子に、かれにふさわしいものを与えてはいるが、しかしながら誘惑者と有害者を壁にたたきつけることを努力するに値しない、と考えているすべてのものにあるのだ。




マルクシズムの基礎の研究

　日々の生活の経験に刺激されて、いまやわたしはマルクスの教説の源泉自体を吟味しはじめた。その努力は一つ一つ明白になった。毎日わたしの注意深い目の前に効果があらわれた。わたしは結論をいくらか想像して頭に描くことができた。疑問はただ、この創始者には、かれがつくりだしたものの成果を、とっくに最後の形において眺め、ありありと念頭に思いうかべていたかどうか、あるいはかれら自身が誤ご謬びゆうの犠牲になったのかどうか、ということだけであった。

　両方ともわたしの感じからいえば、ありうることだった。

　ある場合には、ひょっとしたらその最も極端なものを阻止するために、この不快な運動の第一線に乗り出すことが、すべての思慮ある人間の義務であった。しかし他の場合にはこの民族病のもともとの創始者は真の悪魔であったに違いない。というのは怪物の──人間のでなく──頭の中でなければ、その活動が結果として人類文化を破壊に導き同時に世界の荒廃に導くに違いない組織のための計画が、意義ある内容をとることができるはずがないからであった。

　この場合には、闘争が、運命がその祝福を天秤にかけてだれにくだそうとも、人間の精神、知性、意志がつかみうるかぎりのあらゆる武器をもった闘争が、同様に最後の救済として残ったのである。

　そこでわたしはいまや、運動の基礎を研究するために、この教説の創始者たちと親しくしはじめた。わたしがはじめに自分で考えていたよりも、多分早く目的に到達したが、これはわたしが当時すでにただわずかながらも、ユダヤ人問題の知識を獲得していたからである。

　その知識があったので、わたしは社会民主党建設の使徒の理論的大言と活動とを、実際に比較することができたのである。ユダヤ民族が思想をかくすため、少なくとも偽装するために語ったかれらのことばを、社会民主党がわたしに理解させ、教えてくれたからである。だからかれらの実際の目的はことばの中に見いだすことができず、その間にうまくかくされ眠っているのだ。

　わたしがいままで内心で経験した最も大きな転回の時期がやってきた。

　わたしは弱々しい世界市民から、熱狂的な反ユダヤ主義者になった。

　もう一度だけ──それが最後だったが──ずっと深い重苦しさの中で不安に圧迫されるような考えが浮かんできた。

　わたしが人類の歴史の長い期間を通じてユダヤ民族の活動を研究し観察したとき、突然心配な問題が出てきた。神秘な運命がわれわれあわれむべき人間には理解できないという理由で、この小民族の最後の勝利を永遠に変わらない決意で望んでいるのではないかどうか？　ということである。

　永遠にただ地上にのみ住む（※27）この民族が、地上を報酬として与えられることになっているのではなかろうか？

　われわれは自己保存のために戦う客観的権利をもっているのではないか、あるいはこれもわれわれが主観的に根拠づけているだけだろうか？

　わたしがマルクシズムの教説に沈潜し、ユダヤ民族の活動を冷静にはっきりと、観察している間に、運命自体がその答えを与えてくれた。




文化破壊者としてのマルクシズム

　マルクシズムというユダヤ的教説は、自然の貴族主義的原理を拒否し、力と強さという永遠の優先権のかわりに、大衆の数とかれらの空虚な重さとをもってくる。マルクシズムはそのように人間における価値を否定し、民族と人種の意義に異論をとなえ、それとともに人間性からその存立と文化の前提を奪いとってしまう。マルクシズムは宇宙の原理として人間が考えうるすべての秩序を終極に導く。そしてこの認識しうる最大の有機体において、そのような法則を適用した結果は、ただ混こん沌とんのみであるように、地上ではこの星の住民にはただ自己の破滅あるのみである。

　ユダヤ人がマルクス主義的信条の助けをかりてこの世界の諸民族に勝つならば、かれらの王冠は人類の死の花冠になるだろうし、さらにこの遊星（※28）はふたたび何百万年前のように、住む人もなくエーテルの中を回転するだろう。

　永遠の自然はその命令の違反を、仮借なく罰するであろう。

　だから、わたしは今日、全能の造物主の精神において行動すべきだと思う。同時にわたしはユダヤ人を防ぎ、主の御業のために戦うのだ。







第三章　わがヴィーン時代の一般的政治的考察




政治家

　わたしは今日、人間というものは、まったく特殊な才能をもっている場合は別として、一般に三十歳以前には公的に政治にかかわるべきではないと確信している。そうすべきでないというのは、このころまでに大部分はまず一般的な土台がつくられ、そのころはじめていろいろの政治問題を吟味し、それに対する独自の立場を決定的に確定しうるからである。こうした基礎的な世界観を獲得し、そうすることによって個々の時事問題に対する自分の見方が確実なものになった後にはじめて、少なくとも内面的に十分成熟した人間が、国家の政治的指導に参加すべきであり、してもよいのである。

　そうでない場合には、本質的な問題において、かれのいままでの立場を変えねばならないか、あるいはずっと以前に知性や信念が拒否したある観念で、かれのよりよい知識や認識に反してまでも満足する危険が生ずる。第一の場合には、これはかれの個人にとって非常に苦しく、かれはいまや動揺しているので、以前と同じようにかれの仲間たちがしっかりと信じてついてくることを、もはや当然のこととして期待できないからである。だがかれに導かれているものたちにとっては、指導者のこうした急変は途方にくれることを意味し、いままで戦ってきたものに対して、ある羞しゆう恥ちの感情をもつこともめずらしくない。しかし第二の場合には、特に今日われわれがしばしば見るようなことが生じている。指導者たちがもはや自分が語ったことを信じなくなるにしたがって、かれの弁論は空虚になり、浅薄になり、そのかわりに手段の選択においても卑劣になってくることである。かれ自身がもはや自分の政治的表明をまじめに保証しようと考えなくなっている間に（人間は自分自身が信じていないもののためには死なないものだ）、かれの傾倒者への要求がこの状態につれて、ついには「政治家」になるために指導者として最後に残されたものを犠牲にするまでに、いよいよ大きくますます図々しくなる。すなわち臆面もないあつかましさと、しばしば恥知らずに発達した噓の手腕とが対になって、無節操が唯一実際の節操であるようなこの種の人間になる。

　まじめな人間にとっては不幸だが、こういうヤツがさらにまた議会にくると、かれにとって政治の本質なるものは、ただかれの生活とかれの家族のための牛乳ビンを長く維持しつづけるための英雄的闘争になるだけだ、ということを人々ははじめから知っていなければならない。さらに妻子がこれに執着すればするほど、かれはますます議席のためにねばり強くたたかう。政治的本能をもっている他人はすべて、それだけですでにかれの個人的な敵である。すべて新しい運動がはじまると、かれは自分に起きるかも知れない終末のはじめではないかと邪推し、すべて偉大な人物に会うと、おそらくこの人物からいつか脅迫される危険があると邪推する。

　こういう種類の議会の南京虫についてはもっと徹底的に語ろう。

　三十歳でもまだ、かれの人生行路において学ばねばならないもっとたくさんのものがあるにちがいない。しかしそれはただ、原則的に自分にとりいれた世界観が提示している骨組の補充であり、充じゆう塡てんであるにすぎない。かれの学習はもはや原理的な学び直しではなく、習いたしていくことになり、そしてかれの傾倒者たちは、いままでかれから誤って教えられてきたという重苦しい感情に苦しめられる必要がなく、むしろ逆に、指導者の目に見える組織的な成長がかれらに満足感を与えるのである。かれの学習はただかれ自身の教説の深化を意味するだけだからである。だがこれが、かれらの目にはかれらのいままでの観念の正しかったことに対する証拠である。

　自己の一般的世界観の土台が誤っていると認めるからこそ、それをすてねばならない指導者は、かれのいままでの欠点のある洞察を認めて最終的に結論をだす覚悟があってこそりっぱな行動をしているのである。そのようなばあいには少なくともかれは、今後の政治の仕事での公的な活動を断念せねばならない。というのは、かれはすでに一度基礎的認識において誤りにおちいったのだから、またふたたび誤りをおかす可能性があるからである。だがいずれにせよかれは同市民の信頼を獲得したり、ましてそれを要求したりする権利を決してもっていないのだ。

　もちろん、今日こういうりっぱな行動にふさわしい人がどんなに少ないかは、現在政治において「取引きする」ことを使命と感じているゲスどもの一般的愚劣だけでも証明している。

　政治のために選ばれたものは、かれらの中にほとんど一人もいないのだ。

　わたしはいままで、たとい他人以上に大いに政治に没頭したと信じていても、とにかく公的に行動することをさしひかえてきた。ただきわめて少数の仲間の間で、内心で動かされ、あるいはひきつけられたものについて語った。ごく狭い範囲でのこれらの話は、それ自体多くの貴重なものをもっていた。すなわちわたしは「演説」することはほとんど学ばなかったが、そのかわりしばしば計り知れないほど単純な観念や異論をもっている人々を知った。そのさいわたしは自己教育をつづける時間も可能性も失わずに勉強した。そのための機会は、当時ヴィーンほど好都合なところは、たしかにドイツにはなかった。

　　　　　　　＊

政治思想

　旧ドーナウ王国の一般的な政治思想は、まず第一にその範囲にしたがって、──プロイセンの一部、ハンブルク、北海沿岸を除いた──同時代の旧ドイツにおけるよりも大きく、もっと包括的だった。わたしはいまではもちろん、このばあい「オーストリア」という名称の中に大ハープスブルク帝国の領域、すなわちあらゆる点から見てドイツの植民の結果、たんにこの国の形成の歴史的誘因であったばかりでなく幾世紀も国内の文化生活をこの政治的に、それゆえ人工的につくられた国に付与することができた力を主としてその住民の中で示した領域を指しているということを理解している。時代が進めば進むほど、ますますこの国の存立と未来は、まさしく帝国のこの胚細胞を維持することにかかってきたのだった。

　この古い世襲領地が、たえず新鮮な血液を国家的文化的生活に循環せしめる帝国の心臓だったとすれば、そのときにはヴィーンは頭脳であり、同時に意志であった。

　すでにその外観において、自己の壮麗な美しさによって全体のいまわしい老衰現象を忘れさせるようなこの都市に、そのような多民族集団において統一的女王として君臨する力があることを思わせた。




ヴィーン最後の興隆

　帝国がその内部において、個々の諸民族の血みどろの闘争によって激しくけいれんしているにもかかわらず、外国、特にドイツは、ただこの都市の愛想のよい姿だけを見ていた。ヴィーンはこの時代に恐らくは最後の、そして最大の顕著な興隆を示しているように見えたので、それだけその錯覚も大きかった。ほんとうに天才的な市長の支配のもとで、老帝国の皇帝の尊厳な居住地はいま一度、驚くべく若々しい生にめざめていた。公式にはいわゆる「政治家」に数えられなかったが、オストマルクの植民民族の系列から生まれた最後の偉大なドイツ人で、同時にこの「帝国の首都であり、国王の居住都市」たるヴィーンの市長として、ルエーガー博士は、次から次と、市の経済と文化政策の──あえていうが──あらゆる領域に、未曽有の業績を魔術で呼びよせるように残した。かれは全帝国の心臓部を強化し、この回り道を通って当時のいわゆる「外交官」がみんな集ったよりも、もっと偉大な政治家になった。




オーストリアのドイツ人

　それにもかかわらず、「オーストリア」といわれる多民族組織はついに没落したが、これは決して古くからオストマルクにいるドイツ人の政治的手腕のせいとはいえず、時機をえたときにまったくしっかりした前提を与えられなければ、一千万の人間でもって種々の民族からなる五千万人の国家を永続的に維持することができない、という避けえない結果であった。

　ドイツ系オーストリア人は大志をいだいていた。

　かれらはつねに大ドイツ帝国の枠内で生活することに慣れており、ドイツに関連している課題に対する感覚を決して失っていなかった。かれらはこの国家において、狭いオーストリア帝国直轄地の境界をこえて、なおドイツの領域を見ていた唯一の人間であった。そのうえ運命がかれらをついに共通の祖国から分離したとき、かれらはこの巨大な課題を解決し、父祖たちがたえまない闘争でかつて東部からもぎとったドイツ主義をいつもなお維持しようとしたのだった。そのばあいなお次のことに注意すべきである。すなわち分裂した力だけではこれはなしえなかったのだ、ということである。というのは、最もすぐれたものの心と追憶は、決して共通の母国を感ずることをやめたのではなく、ただその残余だけが故郷にとどまっていたからである。

　たしかにドイツ系オーストリア人の一般的視野は、比較的広かった。その経済的関係はしばしば、多様な形式をもつこの帝国のほとんど全部を包括していた。技術家や官吏という指導的人員は大部分、ドイツ系オーストリア人によってしめられていた。だがかれらはまた、ユダヤ人がその固有の分野に手をのばさないかぎり、外国貿易の担い手でもあった。政治的にもドイツ系オーストリア人だけがなお国家をまとめていた。すでに軍隊の服務期間中は、故郷の狭い領域をこえて送りだされていた。ドイツ系オーストリア人の新兵は、その連隊自体はヴィーンやガリシアはもちろんのこと、ヘルツェゴーヴィナにもおかれていた。将校団はつねにドイツ人であったし、上級官吏階級も優勢だった。最後に芸術や科学もドイツ人が優勢だった。黒色人種でもまちがいなく無造作につくりだせるような近代芸術表現のキワ物をのぞけば、真の芸術精神の所有者や普及者は、ただドイツ人のみであった。音楽、建築、彫刻、絵画でも、ヴィーンは決して目に見えるほど枯渇しておらず、汲めどもつきぬ豊富さで、この二重王国（※１）全般をささえている源泉であった。

　最後に、ドイツ人は、少数のハンガリー人をのぞけば、すべての外交の担い手であった。

　けれどもなお、この帝国を維持しようとするすべての試みは、ムダであった。そこには本質的に前提が欠けているからである。




オーストリアの諸民族の遠心性

　オーストリアという多民族国家のために、個々の国民の遠心力を克服する可能性はただ一つだけであった。この国が中央集権で統治され、それでもって内政的にも組織されるか、あるいは国家が一般に考えられぬかであった。

　いろいろとよくわかるときには、「至高」の地位にあるもの（※２）もこういう考えをもったが、たいがいはすぐに忘れるか、あるいは実行困難だとしてまたもやかえりみなかったのである。帝国をもっと連邦国家的に形成するという考えはすべて、すぐれた権力ある強力な国家的胚細胞を欠いているためかならず失敗におわらねばならなかった。そのうえ、ビスマルクのつかんでいるドイツ帝国と反対に、オーストリア国家には別の本質的な国内的前提条件が加わっていた。ドイツではつねに文化的に共通の基盤があったから政治的伝統を克服することだけが問題であった。なによりもまずドイツ帝国は、少数の異民族の破片をのぞけば、一民族に属するものだけを包括していた。

　オーストリアでは状態が逆であった。

　ここではハンガリーをのぞけば、各地方における自己の政治が偉大であったという追想がまったくなくなっているか、時間という海綿で吸いとられるか、少なくともぼかされ、不ふ明めい瞭りようにされていた。それにかわっていまやいろいろの地方で多民族主義の時代に入って、民族主義的勢力が発展し、その克服は王国の辺境に民族国家が形成されはじめる（※３）にしたがって困難にならざるをえなくなった。その諸民族は人種的にはオーストリアに散在する個々の民族と同類か類似していて、かれらの側では、逆にドイツ系オーストリア人がなしうる以上の引力を、それ以来およぼすことができたのである。

　ヴィーンすら長い間には、この闘争に耐えることができなかった。

　ブダペストが大都市へと発展するとともに、ヴィーンははじめて競争者をもった。しかもその競争者の課題は全王国の連繫でなく、むしろ王国の一部を強化することであった。まもなくプラハがその例にならい、さらにレムベルク、ライバッハ等が続いた。これらかつての地方都市が個々の地方の国家的な首都に上昇してくるとともに、だんだんとその地方の自立的な文化生活の中心点を形成してきた。ところでこのようにしてまず、民族的、政治的本能がその精神的基礎をもち深化してきた。それぞれの民族のこの推進力が、共通の利益の力よりも強くなるときがいつかくるに違いなかった。そうすればオーストリアは破滅するにきまっていた。

　この進展はヨーゼフ二世の死後、その経過が非常にはっきりとたしかめられた。その促進要因は一部は王国自体にあったが、他の一部は当時のドイツ帝国の外交的立場の結果がつくりあげた一連の要因にかかっていた。

　もしこの国家を維持するための闘争を真剣にとりあげ貫徹しようとするならば、ただやはり仮借なき、不屈の中央集権化のみが、目的に達することができるものだった。そのばあい、しかしまず統一的な国語を原則的に確立することによって、純粋に形式的に共属であることを強調し、これによって行政に対する技術的方策が与えられねばならなかった。それなくして統一国家は元来存立しえないのだ。同様にそれができてはじめて学校や教育による統一的国家観念が永続的に養われるのである。これは十年や二十年では達せられず、一般に植民問題ではすべて、瞬間的エネルギーよりも不屈の精神により大きな意味があるように、幾世紀間を勘定に入れなければならなかったのだ。

　さらに行政も政治的指導も、きわめて強く一元化されて行なわねばならないことは、自明のことである。

　なぜそういうふうにならなかったのか、あるいはもっとよくいえば、なぜそうしなかったのか、ということを確かめることは、わたしにとって有益きわまりないことだった。この怠慢の罪を負うもののみが、この帝国の瓦解に責任があるのだ。

　古いオーストリアは、他国以上に指導力が大きくなければならなかった。そのうえにここには──指揮そのものも非常に無能だったが──民族主義的な基礎のうえにたえずその維持力をもっている国民国家の基礎が欠けていた。統一的な民族国家は、住民の自然的な惰性と、それと結合した抵抗力によってしばしば驚くほど長期間、内部的に崩壊することなく、悪質の行政や支配に耐えうることができる。さらに、そういう身体には生命がなく、息が絶え、死んでしまったかに見えるときにも、けっきょくは死んだと思ったものが突然もう一度起きあがり、破壊しがたい生命力の驚くべき徴表を他の人間に示すことがよくあるのだ。




血の相違の結果

　だが、こうしたことは同一民族から成りたっていない、共通の血によるよりもむしろ共通の[image: 拳]で維持されている国のばあいは違っている。ここでは支配のすべての弱点は、国家の冬眠を招来するのでなく、有力な意志の支配している時代には広がることができず、血の中に存在していた個々の本能をすべてめざめさせるための誘因となるのだ。数世紀にわたる共通の教育、共通の伝統、共通の利害関係等によってのみ、この危険が緩和されうるのだ。だからそういう国家組織は、国家が若ければ若いほど、ますます指導力の強さにかかってくる。実際すぐれた権力者や才知にとむ英雄によってつくられたものであっても、一人の偉大な建設者の死後、すぐにふたたび崩壊することが往々にしてある。しかもなお数世紀を経たのちでもこの危険が克服されたとはいえない。危険はまどろんでいるだけであり、共通の支配の弱点や、教育の力や、すべての伝統の崇高さが、いろいろの種族の独自の生命衝動の飛躍するのをもはや克服することができなくなるやいなや、突然危険だけがめざめることがしばしばあるのだ。

　これを理解しなかったのは、ハープスブルク王家の悲劇的な罪であろう。

　ハープスブルク王家のあるすぐれた一人に、運命はいま一度かれの国土の未来について炬きよ火かをかかげさせたが、さらにそれも永遠に消えてしまった。




ヨーゼフ二世

　神聖ローマ皇帝ヨーゼフ二世は、かれの家が帝国の外隅におしつめられているように、もしも最後の瞬間に父祖の怠慢をいま一度つぐなわないならば、バビロンのような諸民族の渦の中にいつか消えうせるに違いないと急に不安を覚えた。この「人類の友」は超人的な力をもって先祖の過失をせきとめ、数世紀にわたってゆるがせにされたのを十年で回復しようとした。かれの仕事のためにわずか四十年だけでも許され、そしてかれのあとに二世代だけでも手をつけた仕事を同じように継続したならば、この驚異は恐らく達成されたであろう。しかしかれがわずか十年たらずの統治のあとに、心身ともに困こん憊ぱいして死んだとき、かれといっしょにかれの仕事も墓穴に埋もれ、永遠にカプツィーン修道会（※４）の霊廟に眠るために、もはやふたたびめざめることがなかったのだ。

　かれの後継者たちは精神的にも意志の上でも、その課題を進しん捗ちよくさせなかった。

　さて、ヨーロッパ中にはじめて新時代の革命のあらしの前兆が燃えあがったとき、オーストリアにも徐々に火がつきはじめた。だが、ついに炎が燃えあがったときには熱火は社会的、集会的あるいは一般政治的原因よりも、むしろ民族的源泉からの衝動力によってあおられたのだった。




ドーナウ王国の崩壊

　一八四八年の革命（※５）はいたるところで階級闘争の形をとったかも知れないが、オーストリアではそれは新しい人種闘争の発端であった。当時ドイツ人はこの原因を忘れているか、認識しないで、革命的な高まりに奉仕している間に、それとともに自己の宿命に封印をしてしまった。ドイツ人は西欧民主主義の精神をめざめさせることを助け、この精神はまもなくドイツ人からその存立の基礎をとりあげてしまったのである。

　共通の国語をあらかじめ定め、そして確立することをせずに、議会の代表団を形成したことでもって、王国におけるドイツの優勢の終しゆう焉えんの礎石がおかれることになった。この瞬間から、それと同時に国家自体もまた失われた。その後に続くものはすべて、ただ帝国の清算の歴史のみであった。

　この崩壊を追求することは、有益であると同時にショッキングなものであった。この歴史のくだした審判の執行は、個々に非常にまちまちの形で実行された。大部分の人々が瓦解の現象を盲目的にさまよったことは、ただオーストリアを滅亡させるべき神の意志を証明している。

　わたしはここで個々のものに触れたくない。それは本書の課題ではないからだ。わたしはただ、諸民族、諸国家の没落のいつも変わらぬ原因としてわれわれの現代の時代にとっても意義をもち、けっきょくわたしの政治的な考え方の基礎を確立するのを助けたすべての過程を、根本的考察の範囲内で引用しようと思う。




議会主義

　そのほかのことについては鋭い目を与えられていない俗物たちにも、はっきりとオーストリア王国の腐ふ蝕しよくを示しうる制度の中で、その先端にあって、最も多くその力を自己のものとしてもっている制度が──議会、あるいはオーストリアでいうライヒスラート（※６）である。

　この団体の手本は明らかに、イギリス、すなわち古典的「民主主義」の国にあった。そこからこの恵まれた機構を完全に転用し、それをできるだけ変えずにヴィーンに置いたのである。

　衆議院と貴族院という形でイギリスの両院組織がその再生を祝った。ただ「建物」自体がいくらかちがっていた。バリィ（※７）がかつてテムズの洋々たる流れから議事堂をつくりあげたとき、かれは世界に冠たる大英帝国の歴史の中に手を入れ、その中からかれの壮麗な建築物の千二百の壁へき龕がん、腕木、柱の飾りを選びだした。そのようにして彫刻と絵画で、上院と下院は国民の名誉の殿堂になった。

　ヴィーンにとってはここに最初の困難があった。というのはデンマーク人ハンセンが、新しい民衆代表の大理石建築に最後の破風をつけ終ったとき、かれは装飾を古代芸術から借りてくる以外に方法がなかった。ローマやギリシアの政治家や哲学者がいまではこの「西欧的民主主義」の劇場の建物に美をそえ、そして象徴的な皮肉ともいえるものは、両院の上に四頭立ての馬車が東西南北の四方の天空に向かって引っぱりあい、これによって当時国内で行なわれていたことを、外部に最もよく表現していることである。

「諸国民たち」はこの建物の中で、オーストリアの歴史が賛美されているのを、侮辱であり、挑発であるとして拒否した。同様に、ドイツ帝国自体においても、世界大戦の砲声がはじめてとどろくまで、ヴァロット（※８）の作った議事堂の建物を、その碑銘だけでドイツ民族に捧げることをあえてするものがなかったのだ。

　わたしが二十歳にもならないころ、フランツェンスリンクにあるこの壮麗な建物へはじめて行き、見物人として、傍聴者として衆議院の会議に出たとき、わたしはこのうえもなく不快な感情につつまれた。

　わたしはずっと以前から議会を憎悪していた。けれども断じて制度それ自体を憎んだのではない。反対に、自由な感情をもっている人間として、わたしはこれ以外に政治の可能性があるとは全然考えなかった。というのはある独裁政治の考え方は、わたしのハープスブルク王家に対する姿勢からいえば、自由にさからい、すべての理性に反対する犯罪であるように思えたからである。

　わたしは若いころに新聞を多読したために、自分自身もちろん気づかずに、イギリス議会に対するある賛美の念をうえつけられ、無造作にすてることができなかったことが、少なからずそれに影響していた。イギリスでは下院もまたその任務に品位をもって責任をとる（新聞はこれを実に美しく描くことを心得ていた）というが、その品位はわれわれに強力な印象を与えた。一体、民族自治にとってより高度な形式がありえようか？

　だがまさにそれだからこそ、わたしはオーストリア議会の敵だった。わたしは全体の行動の形式が偉大な手本にふさわしくないと思えた。しかしいまやなお次のようなことがつけ加わった。すなわち、

　オーストリア国家におけるドイツ人の運命は、オーストリア議会におけるドイツ人の立場にかかっていた。無記名普通選挙を導入するまでは、ドイツ人は議会でたいした勢力ではなかったがとにかく多数を占めていた。この状態でもすでに危険であった。というのは社会民主党の国家的に信頼しがたい態度によって──個々の異民族に属しているものをそむかせないため──ドイツに関する問題になると、いつもドイツ人の利益に批判的な態度をとったからである。社会民主党は当時すでに、ドイツ人の政党として見ることができなかった。しかし普通選挙権の導入とともに、ドイツ人の優越も純粋に数字どおりにとどまった。そこで国家をいっそう非ドイツ化しようとする道程には、もはや妨害物はなかった。

　当時すでにこうした理由から、国民的自己保存衝動がドイツ人を代表せずいつも裏切っている民衆代表機関を、あまり好ましく思わなかったのだ。だがその欠陥は、他の多くのばあいと同様にまた、ことがらそれ自体にではなく、オーストリア国家に帰するものだった。わたしは以前はまだ、代表団の中にドイツ人がもう一度多数をしめるようになれば、この古い国家がなお存続するかぎり、原則的な態度についてこれに反対するきっかけはもはや存在しないだろう、と信じていた。

　このように内心で考えて、わたしははじめてこの神聖にして異論のある場所にふみいった。もちろんそれはただ壮麗な建物の崇高な美しさによって聖化されているだけだった。ドイツの地にたてられたギリシア風の驚くべき建築である。

　しかし、やがてわたしは、眼下に展開されているあわれむべき光景をみるやいなや憤慨した。

　ちょうど重要な経済的意義をもつ問題について態度を決定するために、数百人の民族代表が出席していた。

　この最初の日だけで、数週間考えこますに十分だった。

　提案の知的な価値は、その演説を一般に理解しうるかぎり、ほんとうに意気消沈する「水準」のものだった。というのは代議士のあるものはドイツ語でしゃべらず、かれらの母語たるスラブ語か、あるいはよくいえば方言でしゃべっているのだ。わたしがいままで新聞で読んで知っていたことを、いまや自分の耳で聞く機会をもっただけだった。大げさな所作で、あらゆる音調がいりみだれて叫び、荒々しく動く人の群、その間に人のよさそうな老人が、鈴を激しく振りながら、あるいはなだめ、あるいはさとすかのようにまじめに呼びかけ、議会の尊厳をふたたびとりもどそうと、顔じゅう汗を流しながらいっしょうけんめいになっていた。

　笑わずにはおられなかった。

　二、三週間後わたしはあらためて議会に入った。様子が変わっていた。認識をあらためねばならなかった。議場はまったくガラ空きだった。下の方ではねむっていた。二、三の議員がかれらの席にいて、お互いにあくびをしており、一人が「演説」していた。副議長がいたが、あきらかに退屈そうに議場を見ていた。

　最初の疑惑が頭をもたげた。そこでわたしは、とにかく時間に余裕があるかぎり、いつも何度も行き、そのときの様子を静かに注意深く観察し、理解できるかぎり演説に耳を傾け、この悲しむべき国家の国民の選良の多少とも知的な顔つきを研究した──そして次第にわたし独自の思想をつくっていった。

　だがわたしが以前にこの制度の本質についてもっていた考えを、まったく変えるかあるいは除去するためにも、一日の静観で十分であった。わたしの内心はもはや、この思想をオーストリアに採用したつくりそこないの形式に反対するのではない。そうだ、わたしは議会そのものをもはや認めることができなくなったのだ。その時までわたしは、オーストリア議会の不幸はドイツ人が多数を占めていないことにある、と考えていた。だがいまやこの制度の様式と本質全体にそもそもわざわいがあるのだと思えた。

　当時わたしにはたくさんの疑問がうかんできた。

　わたしはこの制度全体の基礎としての多数決の民主主義的原理を研究しはじめた。しかしまた国民の選良としてこの目的に奉仕すべき人物の知的、道徳的価値に多大の注意をはらった。

　わたしはこのように制度と、その制度の担い手を同時に知ったのだ。

　二、三年たつうちに、わたしにはさらに、近代の最も威厳ある幻影をもっている型が、わたしの認識と洞察の中に彫塑のようにはっきりとうかんできた。すなわち国会議員だ。かれは決してそれ以上本質的な変化をする必要のない形で、わたしに印象づけられはじめた。

　今度も実際上の現実の直観教育が、最初ちらっと見ただけでは非常に魅惑的に思えるが、だがそれにもかかわらず人類を破滅させる現象に数えられるべき理論だおれになることからわたしを守ったのである。

　今日の西欧民主主義は、マルクシズムの先駆であり、マルクシズムはそれなしにはまったく考えられないに違いない。民主主義がまずこの世界的ペストに培養基を与え、そこからさらにこの伝染病が広がることができたのだ。その議会主義という外面的な表現形式で、民主主義はさらに「汚物と火から生まれた奇形児（※９）」をつくったのだ。そのさいわたしには遺憾ながら、この「火」がすぐに燃えきってしまったように思えた。

　わたしは今でもこの問題をヴィーンで検討するために提出してくれた運命に、十二分の感謝をしなければならない。というのは、わたしは当時のドイツにおいてであったら、簡単に答えをだしてしまっただろう、と恐れるからである。もしわたしがこの「議会」という笑うべき制度を、はじめてベルリンで知ったならば、多分わたしは反対の方向におちいり、そして民族とドイツ帝国の福祉がドイツ皇帝中心思想の権力をもっぱら促進することにのみ求め、そのくせ時代と人間とを理解しようとせず、同時に盲目的に対立しているものの側に、はっきりしたりっぱな理由もなく立ったに違いない。

　オーストリアではこれは不可能だった。

　ここでは一つの誤りから他の誤りに簡単におちいることはできなかった。議会は何にも役に立たなかったが、さらにハープスブルク王家はそれ以上に役に立たなかった──断じてそれ以上にである。ここでは議会主義を拒否しただけではなんにもならなかった。というのは依然として「さて何をするか」という問題がはっきり残っていたからである。ライヒスラートを拒否し、廃止してしまうと、唯一の政治権力として実際にハープスブルク王家だけが残るであろう。こう考えるだけで、特にわたしには、まったく我慢ならなかった。

　わたしはこの特別のばあいの困難を研究して、さもなければこの程度の若年ではふみこみえないほど、この問題自体をさらに徹底的に観察するようにした。




責任の欠如

　まず第一に、そしてなにより多くわたしを考えこませたことは、個々人がおよそ責任というものを明らかに欠いている、ということであった。

　議会が何か決議する。その結果が非常にとんでもないことであっても──だれもそれに対して責任をとらず、だれも責任を問われることがない。一体破は綻たんしたあとでも、罪のある政府が総辞職すれば、これでなんらかの責任をとったというのか？　あるいは連立を変更したり、そればかりでなく議会を解散すればそれでいいのか？

　一体全体、多数の優柔不断の人間にいつか責任を負わすことができるだろうか？

　すべての責任感というものは、人に結びついていないのだろうか？

　だが、もっぱら多数の人間の意志と好みを勘定にいれたものから成りたち、そして遂行されるような行動に対して、政府の指導的人間に実際に責任を負わせることができるだろうか？

　あるいは指導的な政治家の課題は、創造的な思想や計画そのものを生みだすかわりに、むしろかれの企画の独創性をからっぽの頭をもった羊の群に理解させ、さらにかれらの好意ある賛成を請い求めるための技術においてのみ見られるのだろうか？

　政治家の規準は、かれが大方針を定め、あるいは大きな決断をし、政治家らしい怜れい悧りさの技術と同じ高度の説得の技術をもっていることなのか？

　指導者の無能さというものは、こうしてある一定の理念に対して多少とも幸運によって集められた群集の過半数を獲得しえない、ということで証明されるだろうか？

　実際この群集が、そもそもその成果がその偉大さを示すまえに、理念を理解したことがかつて一度だってあるのか？

　この世のすべての独創的な事業は、大衆の怠惰に対する天才の目に見える抗議ではないのか？

　政治家はかれの計画のためにこれらの群集の好意にへつらって、それを得ることができなかったならば、何をすべきなのだろう？

　政治家はそれを買いとるべきなのか？

　あるいはかれが、同市民の愚鈍さを考慮にいれて、生活に必要なものとして認められた課題を遂行することを断念して、引退すべきなのか、あるいはそれにもかかわらず居すわるべきなのか？

　そのようなばあいに真の品格をもつものは認識と品位あるいはもっとよくいえばりっぱな志操との間の解決しがたい葛かつ藤とうにおちいらないだろうか？

　このばあい一般の義務と個人的名誉の責任との間をわける境界はどこにあるのか？

　真の指導者というものはすべて、こういうばあいに政治的やみ商人に堕することを、ことわらないでいいのか？

　そして逆にやみ商人がすべて、最後の責任は決してかれになく、把は捉そくしがたい群集が負うべきであるということから、政治で「取引きする」ことを実際に天職と感じていてもいいのか？




指導者思想の破壊

　われわれの議会の多数決原理が指導者思想一般の破壊に導く必然性はないのか？

　ところでこの世の進歩はおそらく多数の頭脳にもとづくもので、一人の頭脳にもとづくものではない、と信じているのか？

　あるいは将来のためにこの人類文化の前提を欠くことができるぐらいに考えているのか？

　反対に今日、これまで以上にそれが必要であると思われないのか？

　多数決という議会主義の原理は、個人の権利を否定し、そのかわりにその時々の群集の数を置くことによって、自然の貴族主義的根本思想を凌りよう辱じよくする。もちろんそのばあい、貴族という観念は、決してわが一万人の上層階級の今日の退廃の中に具体化されているわけではない。

　この近代民主主義議会主権という制度が、いかに被害をもたらしているかは、もちろんユダヤ人新聞の読者は、かれが自主的に考え吟味することを学ばぬかぎり、想像しがたいのである。まず第一にこれが、政治生活全体に現代の最も劣悪な現象が信じられないぐらい氾はん濫らんしている原因である。大部分が、創造的な功績や仕事でなく、むしろ多数のものの好意をけずりとったり、取引したりすることでなりたっている政治活動に関して真の指導者がいかにひきこまれようと、この活動は小人物に対応して、したがってかれらを引きつけるにちがいないのである。




人物の排除

　こういうつまらぬ人物が、今日、精神、能力ともに矮小になればなるほど、また自分で自分を見て実際の姿のみじめさを意識すればするほど、ますますかれに巨人のような力や独創性を求めず、むしろ村長のずるさに甘んずる体制、ペリクレス（※10）の賢明さよりもこの種の賢明さが好ましく見える体制を、かれは称揚するにちがいない。そのさいこういうアホウは自分の行為の責任で決して苦しむ必要はない。かれはこういうような心配からは、とっくに根本的に解放されている。かれは、かれの「政治家的」不細工の結果がどうであろうと、かれの運命がすでにとっくに定まっていることを十分知っているからである。すなわちかれはいつか他の同じぐらい偉大な人物にその席を明け渡さねばならないのだ。思うに個々人の水準が低下するにしたがって大政治家の数が増すのが、こうした没落の徴候なのである。かれはしかし議会主義的多数への依存が増すとともに、だんだんと小さくならねばならない。というのは偉大な人物はバカな無能者や饒じよう舌ぜつ家かの小使になるのを拒否するし、逆に大多数の代表者たちは──それはかくのごとくバカであるが──すぐれた頭脳のものを心から憎むものだからである。

　先端に立っている指導者が、その知能の水準が出席者の水準と同程度であるのを知っているのは、シルダーの市会（※11）のような議会の代表にとって、いつもなぐさめになる気がするのだ。だれでも時々自分の精神をその間にひらめかしうる喜びをもち──そしてとりわけヒンツェが親方になれるなら、いつかペーターだってなれぬはずがない、ということがあるからだ。

　だが民主主義のこの発明は、最近になって真の恥辱にまで発展した特性、すなわちわれわれのいわゆる「指導者たち」の大部分の卑ひ怯きような特性に、最もぴったりと応ずるのだ。いくつかの重要なことをすべて実際に決定するばあいに、いわゆる大多数というスカートの影にかくれることができるのは、なんと幸福なことだろう！

　こういう政治のおいはぎを一度見るがよい。あらゆる仕事を行なう場合に、いかにかれらが自分のために必要な共犯者を確保し、それとともにいつでも責任をのがれうるようにするために、大多数の賛成を心配そうに請い求めていることか。しかし、この種の政治活動は、心から上品で、同時にしかし勇気もある男はいやがり憎むけれども、すべてのあさましい性質のものたち──自分の行動に対して個人的に責任をとろうとせず、防御物を求めるものは卑怯なルンペンである──を引きつけるおもな理由がこれである。だが、もしも国民の指導者が、一度こういうあさましい人間からなりたつならば、すぐに悪い報いがくるであろう。そうなるともはや決定的行動に対して勇気をふるいおこすことができず、決断に向かって奮起するよりは、屈辱的な名誉毀き損そんをあまんじて受けるようになる。とにかく仮借なき決意を遂行するために自己の身体と頭脳を投げだす覚悟ができているものが、もはやいないからである。

　実際、一つだけ決して忘れてはならないことがある。すなわち多数は、このばあいにも、決して一人の人間の代理ができない、ということである。多数はいつも愚鈍の代表であるばかりでなく、卑怯の代表でもある。百人のバカものからは実に一人の賢人も生まれないが、同様に百人の卑怯者からは、一つの豪胆な決断もでてこない。

　しかし個々の指導者の責任が軽くなればなるほど、自分はあわれむべき程度のくせに、人なみに国民に対して不朽の努力を捧げるために招かれている、と感じているものの数もだんだんと多くなっている。実際かれらはまったく、いつになったら自分の順番がくるか待ちきれないのである。かれらは長い縦隊でならび、遺憾の念で苦しみながら自分たちの前で待っているものの数を数え、人間的な考慮によってかれらが車に乗せられる時間をほとんど数えつくすのだ。だからかれらは自分たちの目の前にちらついている役職の更迭を待ちこがれ、そしてかれらの順番を早くしてくれるどんなスキャンダルでもありがたがる。けれどもだれかが自分の占めている地位を二度と譲ろうとしないときは、かれらはこれをほとんど共通の連帯責任という神聖な協定の違反と感ずる。そうしたらかれらはたちが悪くなり、この恥知らずがついに失脚し、その暖まった席をふたたび一般に用だてるまでおとなしくしていない。そのためかれはすぐにはこの地位にもどることができない。というのはこういう無頼の徒がそのポストを放棄するように強制されるやいなや、他のものが叫び声をあげたり悪口雑言をはいたりして、かれをそこから離しておかないかぎり、かれはすぐにふたたび待っているものの一般の列にすべりこもうとするからである。

　これらすべてのものから生ずる結果は、こうした国家制度の最重要な地位や役職における驚くべく早い更迭である。どんなばあいにもその結果は好ましくなく、往々にしてまさしく破滅的に作用する。というのは、実際に愚鈍なものや無能なものだけが、この慣習の犠牲になるからである。人々が一度これを認識するやいなや、特にこういう人物が自分の列から出たものでないのに、この崇高な社会にあえて侵入してきたときには、かれらはただちに防衛のためにがっしりした抵抗線をつくるのである。人々は原則的にかれらだけでいようと欲し、そしてゼロの中からなにか一を生じえた頭脳の人をすべて、共通の敵として憎悪するのである。そしてこの方面でその本能は、他のすべての方面で欠けているだけいっそう鋭いのである。

　そのようにして結果は、いつも指導者層の精神的貧困化がますます広げられることになる。そのさい国民や国家のために何が生ずるかは、この種の「指導者たち」に個人的に属さないかぎり、すべての人間がみずから判断しうるのである。

　旧オーストリアはすでに正真正銘の議会主義政府をもっていた。

　たしかその時々の首相は、皇帝や国王によって任命されたが、すでにこの任命からして、議会の意志の執行以外のなにものでもなかった。しかし個々の大臣のポストをけずりとったり取引したりすることが、すでに生粋の西欧民主主義であった。その結果がまた応用された原則にかなった。特に個々の人物の更迭はもちろんますます短期間に、ついにはほんとうにせきたてられるように行なわれた。それに応じてかつての「政治家たち」の偉大さはますます低下し、ついには一般にただ議会的やみ商人という小さいタイプのものだけが残るまでになる。その政治家の価値は、その時々の連立をのりではりあわせることができること、すなわち実際の仕事にはこの民衆代表者の能力だけを基礎とすることができるという最も些細な政治的行為を遂行することだけで、その能力がはかられ認められるのである。

　ヴィーンという学校は、この分野で、そのように最良の洞察を仲介することができたのだ。

　それ以上にわたしをひきつけたものは、これら民衆代表者のもっている能力と知識とを、かれらを待っている課題と比較することであった。もちろんそのばあいには、欲すると否とにかかわらず、この民衆の選良たちの知的水準について、もっとくわしく研究しなければならなかった。そのさい、またわれわれの公的生活のこの華やかな現象を露呈するのに役立つ過程についても、必要な注意をおこたるわけにはいかなかった。

　またこれらの紳士の真の能力が祖国の奉仕に配置され用いられているか、その種類と方法、いいかえればかれらの活動の技術的過程を、徹底的に調査し、検討すべき価値があった。

　この内部の状態に入り込み、人物や事物の根本を仮借なき鋭い客観性で研究する決心を固めれば固めるほど、議会生活の全像がますますあさましくなってきた。実際、何かを検討したり、態度を決定したりするたびごとに、その担い手を通して唯一の公平な根拠として二言目には「客観性」ということばに論及する制度に対しては、以上で述べたような見方はたいそう適当である。これら紳士たち自身とその不愉快な存在の法則とを試してみるがいい。結果はただあきれるばかりである。

　客観的に観察すれば、この議会主義ほど誤った原則はない。

　このばあい民衆代表諸君の選挙がどんな方法で行なわれるか、一般にいかにしてかれらが官職につき、新しい顕職に達するかということは、まったく度外視しよう。これとともに、一般の欲求やあるいは必要をみたすことがほんのわずかだけ問題になるということは、大衆の政治的理解力が、まだ一定の一般的政治的観念に達するまでには進歩せず、そのために必要な人物をさしだすまでになっていないことをよく知っているものならば、だれにでもすぐにはっきりとわかるであろう。




「世論」

　われわれがつねに「世論」といっているものは、自分でえた経験や個々人の認識にもとづくものはごく小部分だけで、大部分はこれに対して、往々にしてまったく際限なく、徹底的にそして持続的にいわゆる「啓けい蒙もう」という種類のものによって呼びおこされるものである。

　信仰上の態度決定が教育の結果であり、宗教上の要求それ自体がただ人間の内心にまどろんでいるに過ぎないのと同様に、大衆の政治的意見もまた往々にしてまったく信じられないほど強靭で徹底的な加工を、心と理性にほどこした究極の結果であるにすぎない。

　このばあい、宣伝ということばが非常にぴったりするが、政治「教育」に図抜けて強力に関与しているものは新聞である。新聞はまず第一にこの「啓蒙活動」を考え、それによっておとなに対する一種の学校をなしている。ただこの授業は国家の手になく、ある部分は最も劣等な勢力の手中にある。わたしは若くしてヴィーンで、この大衆教育の機関の所有者や精神的な製造者を正しく知るまさしく絶好の機会をもった。わたしははじめは、国家の中にいるこの不快な大勢力が、一般のものがしっかりといだいている内心の願望や観念をまったくつくり替えようとするときに、どうしてそんな短期間で一定の意見をつくることができるのかと驚いた。数日にして笑うべきことから意味深長な国家的行為をつくりあげ、その間同時に逆に生活上の重要問題は一般に忘却され、もっとよくいえば大衆の記憶と回想の中から簡単に盗みだされてしまうのである。

　そのようにして、二、三週間たつうちに、魔法のように何もないところから名前がつくり出され、その名前に公衆の信ぜられぬほどの希望が結びつけられ、さらに実際にすぐれた人物でもしばしばかれの全生涯においても与えられないような人気をつくろうとするのである。そのさい、一か月前にはだれも聞いたことがないような名前で、一方では同時に国家生活やその他の公的生活で古くから定評ある人々が、最も健全でありながら簡単にその時代社会から抹殺されてしまうか、あるいはかれらの名前がやがて、まったくはっきりと下劣で無頼なシンボルになるように脅迫する悲惨な誹ひ謗ぼうを浴びせかけられるのだった。このゴロツキ新聞の危険を完全に正しく評価しうるためには、りっぱな人間を一度で呪文をかけたように、同時に何百という方向から清潔な衣服に下劣な誹謗と、名誉毀き損そんの汚物桶を注ぎかける、卑しいユダヤ人のやり方を研究しなければならない。

　こういう精神的な盗賊騎士には、自己の卑しい目的を達するために合致しないものは何もない。

　かれはそのさい、家族の最も内密なことまで中へはいってかぎつけ、不幸な犠牲者にとどめをさすにちがいないようなあわれむべきでき事を、キノコを探し出すような本能で探し出すまで止めないのだ。しかし公的な生活にも、私的な生活にさえも、まったく何もかぎだすものを見つけえないと、幾度となく取消しても、それだけを取ってみると何かが引っかかるだけでなく、かれの遊び仲間のみんなによって誹謗をただちにみつけ、幾百回となくくり返した結果、たいていのばあいにそれに対する犠牲者の闘争がまったくできなくなるのだ、という不動の確信をもってヤツは簡単に誹謗するのである。そのさいこういうゴロツキどもは、他の人間には信じられないぐらいの、あるいは理解さえもできないような動機から何か企てるのである。神よ守りたまえ！　そういうようにルンペンは愛すべき同時代の人々を、最も無頼な方法で攻撃しながら、このイカは実直さとかもったいぶった文句とかいうまことらしい墨雲の中へかくれ、「ジャーナリストの義務」とか、それに似た虚偽のくだらないことをしゃべり、しかもそのうえ増長し、会議とか、会合とか、またこういう疫病がたくさん集まる機会には、まったく特殊な、すなわち、ジャーナリストの「名誉」についてムダ口をたたき、おまけに集まってきた無頼漢どもはおたがいにおもおもしく確認しあうのである。

　だが、このゲスどもが、いわゆる「世論」の三分の二以上を製造していて、その泡から議会主義という愛の神が発生したのだ。

　このやり方を正確に描き、そのまったくの噓にみちた不誠実さをのべるためには数巻を要するであろう。しかしまたこれを度外視し、そしてその活動とともに所与の結果だけでも観察するならば、正しく信ずる気持ちをもつものならば、この制度の客観的に見た狂気を想像するためには、これで十分であるように思う。

　この常軌を逸した、危険な人間の錯乱は、民主主義的議会主義を真のゲルマン的民主主義と比較するやいなや、最も早く最も容易に理解できるのである。




多数決の原理

　前者の注目に値する点は次のところにある。すなわち一定数の男女──たとえば五百人の男子、最近では婦人も──が選ばれる。いまやどんなことでも最後決定をすることがかれらの義務である。かれらだけが実際上政府である。というのは、かれらから外面的には国家事務を管理する内閣が選ばれるとしても、それにもかかわらずこれはただ見せかけにすぎない。実際にこのいわゆる政府は、まず事前に一般会議の承認を得なければ、何も行なうことができない。しかし最後の決定は政府にはなく、議会の多数者にあるのだから、政府は同時にまた何も責任を問われない。どんなばあいにも政府は、ただその時々の多数の意志の執行者であるにすぎない。人々は政府の政治的能力を、それがわかるならば、多数者の意志に順応するか、それとも多数者を自己に引きつけるか、という技術によって判断しうるだけである。だが政府はそれとともに、事実上の統治者の地位から、その時々の多数者に対するこじきにまで転落するのだ。しかり、政府の最も緊急な課題は、いまや一般に、ことあるごとに現在の大多数の好意を確保するか、あるいはもっと好意ある新しい多数をつくることを企てるかというところだけにある。これが達せられれば、さらにふたたび政府は短期間「統治」を続けることができ、これが達成されなければ、やめてもよいということになる。元来、そのさい政府の意図が正しいかどうかは、まったく重きをなさないのである。

　しかし、それと同時にすべての責任は、実際上除外されてしまうのだ。

　これがどんな結果に導くかは、ごく簡単な考察から推論できる。すなわち、職業とか、あるいはまったく個人の能力とかにしたがっている選出された五百人の民衆代表者たちの内部構成は、分裂して多くはまたあわれな像を生じている。というのは、これら国民から選ばれたものが、同様に精神や知性の点でも選ばれたものであるとはどうしても信じられないからだ！　才知あるとはいえないすべての選挙人の投票用紙からは、政治家が同時に百人も生ずるなどと希望的に考えないでほしい。一般に普通選挙から天才が生まれるだろうなどというナンセンスなことには、いくら鋭く対抗してもしすぎることはない。第一に、ある国民の中にはすべてが聖化されるぐらいの長い間に一度だけ真の政治家が生ずるのであり、同時に百人もまたそれ以上も一度に出ることはない。そして第二に、大衆がすべてのすぐれた天才に対して感ずる嫌悪というものはまさしく本能的なものなのだ。選挙によって偉大な人物が「発見」されるまえには、ラクダも針のアナを通っているであろう。

　実際に大衆の平均水準をこえてひいでているものは、たいてい世界史に個人的に出てくるのが常である。

　だが、五百人というかなりの数の人間が、国民の最も重要な利害について票決し、政府を指定する。すると政府は一々個々のばあいに、すべての特殊な問題に、ふたたび議員閣下の同意をえなければならない。それゆえかくのごとく事実と政治は、五百人によってなされるのである。

　たいてい政治はまたそんなようなものだ。

　しかし、この民衆代表の独創性はまったく問題外としても、解決をまっている問題がいかに多様であるか、解決したり決定したりされねばならない領域がいかに広いか、ということを考えてほしい。そして、いつもまったくごく少数のものだけが、いま取扱っていることがらについて知識と経験をもっているにすぎない人間の大集会に最後の決定権を委任している統治制度というものが、このためにいかに不適当であるかがよくわかるであろう。最も重要な経済的措置さえ、経済的予備教育をその構成員の中の十分の一だけがもっているにすぎない論壇に提出される。しかしそれはあることがらの最後決定を、これについてのあらゆる前提を完全に欠いている人々の手にゆだねることにほかならない、といえる。

　しかし他のすべての問題についてもまた然りである。この制度の構成は変わらないから、いつも決定は無知無能の多数者によってなされるだろう。取扱われる問題は公の生活のほとんどすべての領域に広がっているので、したがってそれについて判断したり決定したりする議員はいつも交代することが前提とされるだろう。けれども、たとえていえば、高度の外交問題についてと同じその人間に、交通の事項まで処理させることは不可能である。かれらが、数世紀にかろうじて一度現われるぐらいのほんとうに万能の天才ならば、事情が違うだろう。だが、遺憾ながらたいていは一般に、「頭」のないことが問題になるのであり、同じように偏狭でうぬぼれが強くてしかも尊大ぶったディレッタントや、このうえもなく悪質な精神的な娼婦社会が問題になるのだ。また最も偉大な人物でさえ、注意深く熟慮しなければならないことがらについて、これらの支配者たちが、しばしば理解しがたい軽率さで話をしたり、決定したりするのはここに原因があるのだ。国家全体の、実際国民の将来に対して最も重要な意義のあるものについての処置が、そこではあたかも人種の運命がでなく、シャーフコップやタロックの一ゲーム（※12）──そのほうがかれらにはずっとよく適しているが──が机上にあるかのごとく、取扱われる。

　そういった議会の代議士がいずれも、最初からずっとかかる責任感のなさにとりつかれていた、と信ずることはたしかに正当でないであろう。そうだ、断じてそうだ。




性格の腐敗

　しかし、この組織が個々人を強制して、かれにはまったく畑ちがいの問題に態度を決めさせている間に、次第に性格がそこなわれてくる。「諸君、われわれはこの事項については、何もわかりません。少なくとも、わたくし個人はまったくわからないのであります」と、宣明する勇気をふるいおこすことのできるものはあるまい。（そのうえ、こんなことはあまり役に立たない。というのは、かかる種類の率直さはまったく理解されないばかりか、このようなバカ正直によって、一般的な遊びを台なしにさせるようなことはないからだ。）しかし、人間を知っているものならば、こういう貴顕社会では、だれも好んでいちばんバカなものになりたくないこと、そしてある社会では正直はいつも同時にバカを意味することがわかるだろう。

　こうしてはじめは高潔な代表者も、必然的に一般的虚偽とごまかしの軌道に投げこまれてしまう。まさしく個人が違った態度をとっても事態そのものにはなんら変化がないという確信が、一、二のものにはまだ生ずるかも知れない正直な衝動を、すべて殺してしまうのだ。かれはついに、自分自身はまだまだ他のものの中でいちばん悪くはない、自分といっしょにやっていることによってもっと悪くなっただろうものを阻止したのだ、と自分に信じさせるかも知れない。

　もちろん人々は、次のように異論をとなえるでもあろう。たしかに個々の議員はあれやこれやの事項に特別に精通していないが、しかしかれの態度決定は実際当人の政策の指導者としての党派から助言されるのだ。この党派はもともと専門家から十二分に説明を受ける特別委員会をもっているのだ、と。

　これは一見正しいように思える。だが問題はさらに次の点にあるのだ。すなわち最も重要な利害において、態度決定をするために必要な知識をもっているものが二、三人しかいないのに、なぜ五百人も選挙するのか？　ということである。

　しかり、まさにこれがことの真相なのだ。

　今日の民主主義的議会主義の目的は、おそらく賢人の会議を形成することでなく、むしろ精神的に従属しているゼロにひとしい群を寄せ集めることにある。個々人の人格的偏狭さが大きければ大きいほど、一定の方向へ指導することがますます容易になる。ただそうしてのみ、今日の悪い意味での政党政治がなされうるのである。しかしそうしなければ、本来の黒幕がつねに個人的に責任を負わされることなしに、いつも注意深く背景にかくれていることができないのである。というのは、また国民にとってそれほど有害などんな決定でも、だれの目にも実際はっきりとルンペンに見えるものたちには負わされず、党派全体の肩にかけられるからである。

　しかし、それと同時に実際の責任はすべてなくなる。なぜなら責任というものは個々の人物の義務感の中にだけあるもので、議会主義的おしゃべり同盟の中にはないからである。




ユダヤ的民主主義

　この制度は、正直で誠実で個人的責任をとる覚悟がある男は、それを憎まねばならないのに、このうえもない噓つきで、同時に特に日光を恐れる潜行者だけに好まれ、価値があるものだ。

　それゆえこの種の民主主義はまた、かれらの内心の目的にしたがって、いまもなお未来永劫に太陽を恐れるべき人種の道具である。ただユダヤ人だけがこの制度──かれ自身のごとく不潔で不正直なこの制度を賞賛しうるのである。

　　　　　　　＊

ゲルマン的民主主義

　これに対立しているのが行動に対してすべての責任を完全に引き受ける義務を負っている指導者を自由に選ぶ、真のゲルマン的民主主義である。そこには個々の問題に対する多数決はなく、ただ自己の決断に対して能力と生命をかけるただ一人の決定だけがある。

　このような前提のもとに、こうした危険な課題に一身を捧げる覚悟ができているものはなかなかないだろうと異議をとなえたならば、それについてはただ一つの答えがあるだけである。すなわち、

　ありがたいことには、手近な価値のない野心家や道徳的不徳義漢が、回り道をして民族同胞の政府をつくることができず、引きうけるべき責任の大きさによって、無能者や弱者がしりごみする、というところにこそゲルマン的民主主義の意義があるのだ。

　しかし、それにもかかわらず、いつかそのようなものが忍びこもうとするようなことがあれば、人々はかれを簡単にみつけ、容赦なくどなりつけるであろう。さがれ、卑劣漢！　足をひっこめろ、階段が汚れる！　というのは、歴史のパンテオン（※13）へ登るきざはしは、潜行者のためにあるのでなく、英雄のためにあるからだ！

　　　　　　　＊

崩壊にひんする二重王国

　わたしはヴィーン議会に出席すること二年で、こういう見解に達した。

　わたしはそれ以上議会へ入らなかった。

　老ハープスブルク国家の近年ますますいちじるしくなった脆ぜい弱じやくさには、議会政治が主たる功績があった。その影響によってドイツ人の優勢が破られれば破られるほど、ますます多民族同士が漁夫の利を占めうる体制に堕した。国会においてさえ、これがつねにドイツ人の犠牲で行なわれ、それとともにもちろん最後には帝国の損失をもたらすものであった。というのは、すでに世紀の転換期には、どんな愚直な人間でも、王国の引力では各地方の分離志向をこれ以上封ずることができない、ということがわからねばならない状態だったからである。

　それどころではない。

　国家が自己を保持するために用いなければならない手段があわれなものになるにつれ、国家に対する一般の軽侮の念がますます高まった。ハンガリーにおいてのみならずまた個々のスラブ人の地方でも、王国の弱体化を決して自己の恥と感じなくなったほど、共通の王国と同一でないように感じていた。人々はむしろそのような老衰の徴候を喜んだ。とにかく人々は王国の再興よりも、むしろその滅亡を望んでいたのだ。

　しかしなお完全な崩壊は、議会でどんな恐喝に対しても品位なく譲歩し、それを履行することによって阻止された。そのばあい、国内では個々の民族が互いに反目して、できるかぎり巧妙に漁夫の利を占めようとすることによって、ドイツ人が償いをせねばならなかった。それにもかかわらず一般的な発展の方向は、ドイツと反対の方向に向かっていた。特に王位継承権がフランツ・フェルディナント大公にある程度の影響を認めはじめて以来、天くだり的に計画や法規のチェコ化が促進された。可能なかぎりのあらゆる手段で、この二重国家の未来の支配者は非ドイツ化を援助し、あるいは非ドイツ化を促進させようとし、少なくとも庇護しようとした。そのようにして純粋のドイツ人の土地は、国家官吏の更迭によって徐々に、しかし迷うことなく確実に、言語混こん淆こうの危険地帯にずり動いていった。下オーストリアにおいてさえこの過程が次第に急速に進みはじめ、そして多くのチェコ人はヴィーンをとっくに自分たちの最大の都市とみなしていた。

　その家族がもはやチェコ語だけで話をしていたこの新しいハープスブルク王家の指導的な考え方は（大公妃はもとはチェコ伯爵令嬢で王子と身分ちがいの結婚をしたのだ。かの女は反ドイツ的立場を伝統的にとっている階層の出である）中部ヨーロッパに正統的ロシアに対する防壁として、厳格なカトリック派の基礎のうえに立つスラブ国家を漸次建設することであった。それとともにいままでしばしばハープスブルク王家の人々によって行なわれたように、ふたたびまた宗教が純粋の政治思想に──少なくともドイツの視点から見れば──不幸な思想のために役立たせられるにいたったのである。

　その結果は、いろいろの点から見て悲しむべき結果以上のものであった。

　ハープスブルク王家もカトリック教会も、期待された報酬は得られなかった。




ハープスブルクとドイツ主義

　ハープスブルク王家は王位を失い、ローマは大きな国を失った。

　なぜなら王位が宗教的要素をその政治的考量に用いたため、王位自体がはじめはもちろんありえないと考えていたある精神をよびおこしたからである。

　あらゆる手段で旧王国内のドイツ主義を根絶しようとした試みから、その答えとしてオーストリア内に汎ドイツ主義運動が起ってきた。

　前世紀の八十年代に、根本的にユダヤ的立場に立つマンチェスター派の自由主義（※14）が、この王国においても、踏み越えたといわぬまでも最高潮に達した。しかし、これに対する反動は、旧オーストリアではすべてのばあいにそうなのだが、まず第一に社会的観点からでなく、国家的観点から出てきた。自己保存衝動が、ドイツ人を最も鋭い形で防御させるようにしたのだ。そして第二に経済的考量も徐々に決定的な影響をおよぼしはじめた。そのようにして一般的な政治的無秩序から、二つの党派が形成された。一つはより国家主義的な党、他の一つはより社会主義的な党であり、しかし両者とも将来のために興味深いものであり、有益なものであった。

　一八六六年の戦争（※15）が敗北に終ったのちも、ハープスブルク王家は戦場で報復しようとする考えをもっていた。ただメキシコでのマックス皇帝の死が──その不幸な遠征の原因を人々はまず第一にナポレオン三世に帰し、その惨死がフランス人によってなされたということから、一般的な激昂をよび起した──フランスとの緊密な提携をさまたげていた。それにもかかわらず当時ハープスブルク王家は、機をうかがっていた。一八七〇年および七一年の戦争（※16）があれほど比類のない勝利をおさめていなかったならば、おそらくヴィーン宮廷はザドーヴァ（※17）の復ふく讐しゆうのために、たしかに流血の一戦を強行したかも知れない。だが戦場からの最初のそれも奇跡的な、ほとんど信ぜられぬぐらい雄々しい報告が着いたとき、全君主の中の「最も賢明な君主（※18）」は時機適せずとみて、この悪い賭に対してできるだけよい顔付をつくったのである。




ドイツ系オーストリア人の反乱

　この両年の雄々しい戦いは、しかし、もう一つの非常に大きな驚異をもたらした。というのは、ハープスブルク王家の人々にとってこの態度変更は、決して内心の衝動からでなく、諸事情の強制に応じたものだからである。しかし旧オストマルクのドイツ民族は、ドイツ帝国の勝利の陶酔によって感動させられ、そして深い感動とともに父祖の夢の再興をりっぱに実現させようとした。

　実際誤ってはならない。すなわち真にドイツを思うオーストリア人は、ケーニヒグレーツ（※19）の戦いの中でも、この瞬間から、もはや旧式な連邦という腐敗した老衰にとりつかれているべきでない──それはもはやそうではなかったが──という帝国の再興のために悲劇的ではあるが必然的な前提を認めていたのである。かれらはハープスブルク王家がその歴史的使命をついに終え、そして新しいドイツ帝国はその皇帝に、その雄々しい志操からいって、「ラインの王冠」に値する元首（※20）を選ぶことができるということを、まずなによりもそして最も根底から身体で感じとったのである。かつてずっと以前に、国民にフリードリッヒ大王を永遠の高揚のための輝かしい表象として贈った王家の子孫に、運命がこの封土を授与したことを、どれほど多く賞賛したらいいのだろうか。

　しかし大戦の後にハープスブルク王家が断固として二重国家の危険なドイツ人（かれらの内的心情は疑う余地もなかった）を徐々に、だが容赦なく絶滅させることに着手しはじめたとき──というのはこれがスラブ化政策の目的であらねばならなかったが──最後の宣告を受けた民族の反抗が、近世ドイツ史上未曽有の高さに燃えあがった。

　初めて国民的、愛国的な心情をもった人々が、反徒となったのだ。

　反逆が国民に対するものでなく、国家そのものに対するものでもなく、かれらの確信によれば、自民族を滅亡に導かざるをえない政府のやり方に対してだった。

　近世ドイツ史上はじめて、ありきたりの王党派的愛国主義が国民的祖国愛、民族愛から分離されたのだ。




国家の権威は自己目的にあらず

　国家の権威は、それが民族の利害に応じ、少なくとも民族に害を与えるものでないときにのみ、尊敬と支持を要求する権利をもっていることを、明確に一義的方法で確認するにいたったことは、九十年代のドイツ系オーストリア人の汎ドイツ主義運動の功績であった。

　自己目的としての国家の権威というものはありえない。というのはこのばあいには世界のどの専制政治も、犯しがたく神聖なものといえることになるからである。

　もし政治権力のたすけによって、ある民族が滅亡に導かれるならば、そうした民族に属するものがみんな反逆することは、その時には権利であるばかりでなく義務でもある。

　しかしそういうばあいがいつ生ずるかという問題は、理論的論文では決せられず、力とそして──その成果によって決せられるのである。

　とにかく政治権力というものはすべて、それがいかに悪くとも、また民族の利害を幾度となく裏切ろうとも、もちろん国家の権威維持に対する義務を要求するものだ。だからこうして権力を抑圧することによって、自由と独立をうちたてるべき民族的自己保存衝動は、敵が自己を維持するために用いるのと同じ武器を用いなければならない。だから闘争は、くつがえさるべき権力が「合法的」手段を用いるかぎり、「合法的」手段でもって戦われるだろう。だがまた圧制者が非合法的手段を用いたならば、非合法的手段の前でしりごみする必要もない。しかし一般に次のことは決して忘れてはならない。人間存在の最高の目的は、国家を維持することやあまつさえ政府を保持することではなく、種の保存であるということである。

　しかしひとたびこの種が圧迫されたり、それ以上に絶滅されるような危険がある場合には、そのときには合法性の問題はもはや副次的な役割を演ずるだけである。そのときにも支配権力は何回となくいわゆる「合法的」手段をその行動に用いることがあるかも知れない。けれども圧迫されたものの自己保存衝動が、あらゆる武器を持って戦うことは、つねにこのうえもなく高く正当と認められることである。

　ただこの原則が承認されているからこそ、その地上の諸民族の内的、外的な奴隷化に反対する自由の闘争が、非常に力強く歴史の手本の中に伝えられているのである。




人権は国権を破る

　人間としての権利は国家の権利を破る。

　ある民族が人権闘争で負けるならば、それを運命のはかりにかけてみると、この世界で存続する幸福を享受するには軽すぎることがわかるであろう。というのは、自己の存在のために戦う覚悟も能力もないものには、永遠に公正な摂理がすべてに終末を定めているのだからである。

　世界は臆病な民族のためにあるのではない。

　　　　　　　＊

汎ドイツ主義運動

　しかし、専制政治がいわゆる「合法性」の仮面をかぶっていることが、いかに容易であるかは、いま一度オーストリアの例がこの上もなく明めい瞭りように、最も徹底的に示したのだ。

　当時、合法的な国家権力は、非ドイツ人の大多数からなる議会の反ドイツ的地盤と──同様に反ドイツ的王家の地盤とを基礎にしていた。この二つの要素の中に、国家権威のすべてが具体化されていた。この立場からオーストリアのドイツ民族の運命を変えようとすることは、ナンセンスであった。だが唯一可能な「合法的」方法と国家の権威の崇拝者たちはそれと同時に、合法的手段では実行しえないから、中止すべきであるという意見であった。しかしこれは不可避の必然性をもって──しかも実際短期間に──王国内のドイツ民族の終末を意味することになっただろう。実際上、ドイツ人はこういう運命になるまえに、この国が滅亡したからこそ助かったのだ。

　もちろんめがねをかけた理論家は、つねに民族のためよりはむしろ学説のために喜んで死ぬであろう。

　かれは、人間がまず法律を作るがゆえに、やがて人間が法律のためにあるように、信ずるのである。

　すべての理論的な杓子定規の人間や、その他の国家的な呪物崇拝の島国根性の持主を驚かせて、この不合理を一掃したことは、当時のオーストリアの汎ドイツ主義運動の功績であった。

　ハープスブルク王家があらゆる方法でドイツ人をなやませようとしている間に、この党は「崇高な」支配王家自体に攻撃を、しかも仮借なき攻撃を加えた。この党がはじめてこの腐敗した国家にさぐりをいれ、そして幾百万の人々の目を開いたのである。祖国愛というすばらしい観念をこの悲しむべき王国の抱擁から解放したのは、この党の功績である。

　党の発足の初期には、その支持者は法外に多く、実際まさしくなだれのように迫った。だが成功は持続しなかった。わたしがヴィーンへきたとき、この運動はすでにその間に力を得たキリスト教社会党によってとっくに凌りよう駕がされ、そのうえほとんどまったく意味をもたないまでに圧倒されていた。

　一方汎ドイツ主義運動の盛衰の過程と、他方キリスト教社会党の未曽有の興隆のこの全過程は、わたしにとって典型的な研究対象として意義深いものになるに違いなかった。

　わたしがヴィーンへ来たとき、わたしの同情はまったく完全に、汎ドイツ主義運動の側に立っていた。

　かれらが議会で「ホーエンツォレルン王家バンザイ」を叫ぶ勇気をふるいおこしたことは、わたしに畏敬の念を与えると同時に喜ばせた。かれらが依然としてたんにドイツ帝国の一時的にわかれている一部分であると見たこと、そして一瞬でもこれを公的に表明することがおとろえていないことが、わたしの中に楽しい確信をめざめさせた。かれらがドイツ主義に関するすべての問題で遠慮なく旗き幟し鮮明にし、そして決して妥協を甘受しないことが、わたしにはわが民族の解放のために進みうる唯一の道であるように思えた。しかし、この運動がはじめのすばらしい興隆の後に、いまではかくもはなはだしく沈滞していることを、わたしは理解できなかった。しかしキリスト教社会党が同時にこんなにも巨大な勢力に達しえたことは、なおいっそうわからなかった。キリスト教社会党は、当時まさにその人気の絶頂に達していた。

　そのさいわたしは、両方の運動の比較に着手するために、ここでもまた運命は、わたしのそのころの悲惨な境遇にうながされて、このなぞの原因を理解するための最良の教育を与えてくれるのである。




シェーネラーとルエーガー

　わたしはまず両党の指導者で、創設者とみられる二人の人物について、考察しはじめた。すなわちゲオルク・フォン・シェーネラーとカール・ルエーガー博士である。

　純粋に人間的に見るならば、かれらはともにいわゆる議会主義的人品の枠や程度をはるかにこえて、そびえたっていた。一般の政治的腐敗の泥沼の中で、かれらの全生活は清潔でおかしがたいものであった。それにもかかわらず、はじめはわたしは汎ドイツ党のシェーネラーの側に好意を寄せていたが、次第にキリスト教社会党の指導者にも同様に向かっていった。

　かれらの能力を比較してみると、当時すでにシェーネラーは原理的な問題では、いっそうすぐれた、いっそう根本的な思想家であるように思えた（※21）。かれはオーストリア国家が必ず崩壊するに違いないということを他のだれよりも正しく、はっきりと認識していた。特にドイツ帝国にいる人々が、ハープスブルク王国に関するかれの警告をもっとよく聞いていたならば、ドイツが全ヨーロッパに敵対した世界戦争の不幸は、決して起らなかったであろう。

　だがシェーネラーは、問題をその内面的本質にしたがって認識してはいたが、その時にかれは人間を見る点でいっそう多くの誤りをおかしていた。

　他方、ここにルエーガー博士の強味があったのだ。

　かれはまれに見る人間通であった。かれは特に人間をかいかぶって見ることを警戒した。それゆえ、かれはまた人生の現実的な可能性に多くの考慮をはらったが、一方シェーネラーはこの点についてほとんど理解がなかった。また汎ドイツ党の考えたすべてのことは、理論的に見れば正しかった。だが同時にその理論的認識を大衆に伝えたり、もともとつねに限られたものである大衆の理解力に適応した形でそれをもちこんだりする力と理解力とを欠いていたために、すべての認識はまさしく、ただ予言者的知識であり、いつも実際に現実化しうることがなかった。

　しかしこのような実際上の人間的知識に欠けていたことが、その後の経過において、全体の運動や古くからの制度のもつ力の評価を誤らせたのである。

　最後にシェーネラーはもちろん、ここでは世界観が問題であることを認めてはいたが、しかし、このようなほとんど宗教的な信念の担い手としてまず第一に、つねにただ大衆だけが適しているのだということがわかっていなかった。

　遺憾ながらかれは、いわゆる「ブルジョア」階級というものが、かれらの経済的地位のために、各自が多くのものを失うことを恐れて、その結果またいっそうしりごみして闘争意欲が非常に限られる、ということをほとんど理解していなかった。

　そしてたしかに、一般に世界観は、大衆がこの新しい教説の担い手として、必要な闘争を自己に引き受ける覚悟ができているときにだけ、勝利の見込みがあるのだ。

　下級の民衆階層の意義に対する理解がなかったために、さらにまた社会問題についてもまったく十分な見解をもち得なかった。

　それらすべてにおいてルエーガー博士は、シェーネラーの反対であった。

　根本的に人情世態に通じていたことが、かれをして実現可能な力を正しく判断させ、かくしてまた現存の制度の過小評価からもまもり、そのうえおそらく、まさしくそのためにこそむしろ自己の意図を達成する補助手段として役立たせることを、学ばしめたのである。

　かれはまた今日の上層ブルジョアジーの政治的闘争力が、新しい大きな運動で勝利を戦いとるためにはあまりにも少なく、不十分であることを、正確に知っていた。だからかれは、自己の政治活動の重点を、生存をおびやかされ、そのために闘争心をマヒさせられるよりも刺激されている階層の獲得に置いた。同様にかれは、既存の権力手段をすべて利用し、現存している有力な制度を味方にし、そのようにして古くからある力の源泉を自己の運動のためにできるだけ大きく利用する傾向をもっていた。

　そこでかれは、新しい党の目標を第一に、没落するようおびやかされている中産階級に置き、かくして強靱な献身性と不屈の闘争心をもっている非常に動揺しがたい支持層を確保したのである。カトリック教会に対してもこのうえもなくりこうな関係を保って、しばらくの間は若い聖職者を味方に獲得したのである。古い聖職者の政党はその戦場を明け渡すよう強要し、あるいはもっと狡こう猾かつにゆっくりとひとつひとつ地歩をもう一度得るために、新しい党に合流せしめたものなのだが。

　しかしこれだけがこの男の性格の本質と見られるならば、それはかれをはなはだ正しく見なかったことになる。なぜならば、かれはりこうな戦術家であり、また真に偉大な天才的改革者の特性をもっていたからである。もちろんこのばあいもまた、いま現に存する可能性と、さらにかれ自身の能力とを正確に知っていたため、制約を受けていたのである（※22）。

　この真にすぐれた人物が立てた目標は、あくまで実際的であった。かれはヴィーンを征服しようとした。ヴィーンは王国の心臓であり、この都市から腐敗せる王国の病的な老いた肉体に最後の生命が流れ出ていた。心臓が健康になればなるほど、また肉体の他の部分もますます新鮮に蘇生するはずであった。この原則的に正しい考え方は、しかし、ただ一定のかぎられた時期だけ通用しうるものであった。

　そしてここにこの男の弱点があった。

　かれがヴィーン市長としてなしとげたことは、最もよい意味で不滅である。しかしかれは、もはやこれによって王国を救うことはできなかった──時すでに遅かった。

　これを、かれの対抗者シェーネラーは、もっとはっきり見ていた。

　ルエーガー博士が実際に着手したことは、すばらしく成功した。しかしかれがそれによって望んだことは実現しなかった。

　シェーネラーが欲したことは成功しなかった。しかしかれが心配していたことは、遺憾ながら恐ろしく的中した。

　そのように両人ともそれ以上の目標に達しなかった。ルエーガーはもはやオーストリアを救いえなかったし、シェーネラーはもはやドイツ民族の没落を阻止しえなかった。

　両党が役に立たなかった原因を研究することは、現代にとって限りなく有益である。これは特にわたしの友人にとって有用である。なぜなら多くの点で今日の状態は当時と似ており、かつて一方の運動を終しゆう焉えんに、他方を徒労に導いた失敗を、こうして避けることができるからである。




シェーネラー不成功の原因

　オーストリアにおける汎ドイツ主義運動の崩壊は、わたしが見たところ三つの原因がある。

　第一に、新しいその内面的本質にしたがった革命的な政党として、社会問題の意味について明めい瞭りような観念をまったくもっていなかったこと。

　シェーネラーとその支持者たちは、第一にブルジョア階層に頼ったので、結果はただ非常に弱々しく穏健であらざるをえなかった。

　ドイツのブルジョアジー、特にその上層部は、個々人では自覚していないかも知れないが、平和主義的で、国民や国家の内部のことがらが問題になると、まったく自己放棄におちいる。よい時代なら、すなわちこの場合はしたがってよい政府の時代なら、こういう心情は、この階層が国家にとって非常に価値ある基礎となる。しかしもっと悪い治世においては、それはまさしく破壊的に作用する。それでなくてさえ、実際に真剣な闘争一般の実行を可能にするためには、汎ドイツ主義運動はまず第一に大衆の獲得に専心せねばならなかった。かれらはこれをしなかったので、この運動ははじめから、こういう波が短期間で退潮しないようにするためには、実際にそれが必要とした本質的な活気を失ったのである。

　しかし、この原則が最初から注目され、また実行されないかぎり、この新党は、ゆるがせにしたことをその後に取り返す可能性をすべて失ってしまう。というのは、非常にたくさんの温和なブルジョア分子を採用すれば、運動の内的傾向というものはつねにこの方向に向けられ、そしてもっと広い大衆からいうにたる力を獲得するより広い見込みが、すべて失われるからだ。しかしそれと同時に、そういう運動はたんなる酷評から出られなくなる。多かれ少なかれほとんど宗教的な、また同じような犠牲的精神と結びついている信念は、もはや見いださるべくもない。しかし「積極的」協働によって、この場合にはしかし、与えられたものを承認することによって、闘争の冷酷さを次第ににぶらせ、最後には不精な平和に達しようとする努力が、それにとってかわるのである。

　汎ドイツ主義運動もまた、はじめから大衆の中からその支持者を獲得することに重点を置かなかったので、同様な経過をたどった（※23）。

　この運動は「ブルジョア的な、上品な、やわらげられた急進派」になった。

　この欠点から、しかし急速な没落の第二の原因が生じてきた。

　オーストリアの地位はドイツ人にとって、汎ドイツ主義運動の登場した時代に、すでに絶望的であった。議会は一年一年と、徐々にドイツ民族を滅ぼす体制になっていった。土壇場で救うすべての試みは、この制度を除去すること以外に、ほとんど成功の見込みがなかった。

　それとともに、この運動にとって原則的に重要な問題が生じてきた。すなわち、

　議会を滅ぼすためには、議会の中へ入っていき、よくいわれる表現を用いれば、「内部から骨抜きにす」べきか、あるいは外部からこの制度そのものに対して攻撃する闘争をなすべきか？　ということである。

　人々は入っていき、そして敗れて出てきた。

　もちろん、かれらは入っていかねばならなかったのだ。




汎ドイツ党と議会

　こういう勢力に外部から闘争するのは、揺るがしがたい勇気で身をかため、しかしまた際限ない犠牲を覚悟すべきだ、ということを意味している。それと同時に人々は牡牛を両角でつかみ、そして幾度も猛烈な頭突を受け、幾度も地面にたたきつけられるであろう。おそらく手足を折らなければ、ふたたび立ちあがれぬだろう。そしてこの猛烈な格闘のあとに、はじめて勇敢な攻撃者に勝利が与えられるのだ。最後に不ふ撓とう不ふ屈くつが成功の報いとなるまでは、ただ大きな犠牲だけがこのばあいの新しい闘争者を獲得しうるのだ。

　しかしそのためには、大衆に属する民族の児童を必要とする。

　かれらのみが、この闘争を血まみれになる最後まで戦い抜く決意と、強靱さとを十分にもっている。

　だがこの大衆を、まさしく汎ドイツ主義運動はもっていなかったのであった。そこでかれらは議会に入っていくより他に、残された方法が何もなかったのだ。

　この決心を、長い間内心で苦しんだり、ただ熟慮したりした結果だと信ずることは、誤りであろう。否、かれらは他の方法をまったく考えなかったのだ。このような不合理なことに関与することは、ただ、原則においてたしかに誤りと認められている制度にそのようにみずから関与することであり、その意味と影響について、一般に明瞭にわかっていなかった観念の沈殿したものであった。一般に人々は、実際にいまや「全国民の集会場」で語る機会を得たのだから、そうとう広範囲の大衆の啓けい蒙もうが容易になる、ともちろん期待していた。また悪の根源に対する攻撃は、外部からの突撃よりももっと効果があるにちがいないということが、自明のことと思われた。議員の不可侵権にまもられているのだから、個々の闘士の確信が強まり、そのために攻撃力も高まることができると信じた。

　もちろん実際には事情は本質的にはちがったものになった。

　汎ドイツ党の代議士がしゃべる集会場は、大きくなるどころかかえって小さくなった。というのは、各人がただ自分のしゃべることを聞きうる範囲に対してだけ語り、あるいは新聞の報道によって演説の複写を読むものだけにかぎられたからである。

　だが聴衆に対する最大の直接の集会場は、議事堂の講堂ではなく、公開民衆集会である。

　なぜなら、衆議院の議場にはただ数百人しかおらず、しかもたいていはただ日当をもらうためにだけそこにおり、決して一人か二人の「民衆の選良」氏の知識で啓発されようとして、たまたまそこにきているのではないのに、民衆集会には演説者がいわんとすることを聞くためにだけ集まってきた数千という人間がいるからである。

　だがなによりもまず、かれらがつねに、決してそれ以上おぼえようとはしない同じ聴衆であり、それに必要な知識が欠けており、そのうえまたこのために必要な、たとえわずかの意志さえももっていない同じ聴衆である、ということだ。

　このような民衆の選良の中の一人といえども、みずからより正しい真理に敬意をはらい、さらにまたその真理に役立とうとするものは、決していないであろう。否、転向をしたばあい今後の会期においても選出されうるという希望をたくすことができる理由をかれが持っていないかぎり、だれ一人としてそうするものはないであろう。そのように、いままでの党が次の選挙に失敗しそうな気配が見えるとはじめて、この男らしい誇りをもったものが動き出し、そしてもっとうまくいきそうに思える党や方向に参加できるかどうか、どうすればできるかを考える。そのばあいもちろん、この立場の変更にあたっていつも豪雨のように道義的理由を述べるものだ。だから現存の政党が民衆の機嫌をそこねて、殲せん滅めつ的てきな敗北をまちがいなくこうむることが予想され大くずれするように思われるといつも大転換がはじまる。すなわち議会のねずみたちは、党という船をすてるのである。

　しかしこれは、よりよい知識や意図と関係するものではなく、ただ例の予言者的天分と関係するにすぎず、まさしくその天分がこのように議会の南京虫に正確な時を予告し、いつでも他の暖かい党というベッドへ入れさせてやるのである。

　こういう「集会場」で語ることは、それにもかかわらず、実際によく知られた動物（※24）に真珠を投げてやるようなものである。まったくムダなことだ！　ここでは結果はまったくゼロ以外の何物でもない。

　そして事実そうだった。汎ドイツ党の代議士たちが、のどがかれるほどしゃべったところで、効果は全然なかった。

　そして新聞も黙殺するか、その演説を断片的なものにし、おのおのの関係はもちろんのこと、しばしば意味さえもゆがめられ、あるいはまったく失われていき、そのために一般の世論が、この新しい運動の意図について非常に悪い印象しかもたなかったのである。個々人が語ったことはまったく無意味であった。人々が、かれらについて書かれたことを読んだことのほうが重要であった。しかしこれはかれらの演説からの抜粋であり、きれぎれになっているためにただ無意味に作用しえたにすぎず、また──無意味に作用しなければならなかったのだ。しかもそのさいかれらがその時ほんとうにしゃべった唯一の集会場は、五百人たらずの代議士から成り立っていた。そしてこれだけで十分意をつくしている。

　だが最も悪かったのは、次の点であった。すなわち、

　汎ドイツ主義運動は、それが最初の日から、新党運動を問題としないで、むしろ新しい世界観が問題であることを理解していたならば、もっと成功をあてにすることができたのである。それだけで、この巨大な闘争を戦い抜くための内面的な力を、ふるい起すことができたのだ。しかしそのためには指導者としてはただ最善の、そしてまた最も勇気のある人物だけが、役に立ったのだ。

　世界観のための闘争が、一身を犠牲に供する覚悟のある勇士にとって行なわれないならば、やがてまた死をも恐れない闘士は、もはや見いだせなくなるであろう。ここでかれ自身の生存のために戦うものは、もはやほとんど一般のために戦うという気持ちを失っているからである。

　しかし、この前提をみたすためには、各人が新運動は後世のために名誉と栄誉とをささげるものであるが、現代においては何も提供しえない、ということを知ることが必要である。ある運動が、たやすく得ることができるポストや地位を簡単に与えれば与えるほど、この政治的日雇労務者が実効をおさめていた党をついにその数でおおいつくすまで、たくさんの劣等者がますます数多く入ってくるのである。すなわち、かつては誠実な闘士であったものが、昔の運動をまったく再認識せず、新しく加入したものが、かれ自身をやっかいな「不適任者」として決定的に排斥するにいたるのである。そして、これとともに、そういう運動の「使命」は終るのである。

　汎ドイツ主義運動が議会に身売りするやいなや、運動はやはり指導者や闘士のかわりに「議員」を獲得した。それとともに運動はありきたりの政治的な世間的政党の水準に下落し、宿命的な運動に殉教者のような頑強さで対抗する力を失った。戦うかわりに、汎ドイツ主義運動は、いまや「演説すること」と「討議すること」を学んだ。しかし、新議員はまもなく、議会的雄弁という「精神的」武器で新しい世界観のために戦うことが、必要なときには自己の生命を投げ出して、その結末も不確かでいずれのばあいも何ももたらしえないような闘争に飛び込んでいくことよりも、危険も少ないがゆえにより美しい義務と感じたのである。

　さていまや議席をもったので、支持者たちは外部ですばらしいことを望み、期待しはじめた。もちろんそれは起らなかったし、まったく起りえなかったのである。だからしばらくすると人々はジリジリしてきた。というのは人々が自分の代議士から聞きうることはまた、決して選挙人の期待に応ずるものではなかったからである。これは容易に説明しうることであった。なぜなら反対派の新聞が、汎ドイツ党代議士のありのままの活躍のすがたを民衆に伝えることを警戒したからである。

　しかし新しい民衆の代表者が議会や地方議会で「革命的」闘争のいくらか穏健なやり方に興味をもてばもつほど、かれらはますます民衆のより広範な層に対するもっと危険な啓けい蒙もう活動にもどる覚悟が少なくなってきた。

　大衆集会というものは、直接個人的であるからこそ真に効果ある影響を与え、この方法のみが大部分の民衆を獲得しうる唯一の道なのだが、それがもとでだんだんと後退していった。

　民衆集会の演壇から演説を、民衆のかわりにいわゆる「選良」の頭に注ぎこむために民衆集会の講堂のビールのテーブルが、決定的に議会の演壇といれかわるやいなや、汎ドイツ主義運動と民衆運動であることをやめ、しばらくして多少ともまじめにアカデミックな討論をするクラブに崩壊してしまった。

　したがって新聞によって伝えられた悪印象は、もはや決して個々の人々の個人的集会によって是正されなかった。そこでついに「汎ドイツ主義」ということばは大衆の耳に非常にいやな響きを与えるようになったのである。




演説の意義

　今日、文筆にたずさわる騎士やうぬぼれ屋はみんな、次のことをよく覚えておくがいい。すなわちこの世界における最も偉大な革命は、決してガチョウの羽ペンで導かれたものでないのだ！　ということを。

　そうだ。ペンにはつねに革命を理論的に基礎づけることだけが残されている。

　だが、宗教的、政治的方法での偉大な歴史的なだれを起した力は、永遠の昔から語られることばの魔力だけだった。

　おおぜいの民衆はなによりもまず、つねに演説の力のみが土台となっている。そして偉大な運動はすべて大衆運動であり、人間的情熱と精神的感受性の火山の爆発であり、困窮の残忍な女神によって扇動されたか、大衆のもとに投げこまれたことばの放火用たいまつによってかきたてられたからであり、美を論ずる文士やサロンの英雄のレモン水のような心情吐露によってではないのである。

　民族の運命はただ熱い情熱の流れだけが、転換させることができる。そして情熱はただ情熱をみずからの中にもっているものだけがめざめさせることができるのである。

　さらに情熱のみが、情熱によって選ばれたものに対して、ハンマーでたたくように、民衆の心の扉を開きうることばを与えるのである。

　しかし情熱がほとばしらず、口が閉じられているものを、天は自己の意志の告知者に選んだことはない。

　それゆえすべての文筆家は、知性と知識がこのために十分あるならば「理論的」に実証するために、インキ壺のそばにおればよい。しかしかれは指導者として生まれでたのでもなければ、指導者に選ばれたのでもない。




大衆への効果

　だから偉大な目標をもつ運動は、幅広く民衆と関係を失わないよう、几帳面すぎるほど努力しなければならない。

　どの問題もまず第一にこの観点から吟味し、そしてこの方向に決定をくださなければならない。

　それは、大衆へ影響をおよぼす能力を減少し、あるいは弱くするだけであるかも知れないものをすべて避けなければならない。それも「民衆扇動的」理由からでなく、おおぜいの民衆の強力な力なくしては、偉大な理念もそれがどんな崇高で高遠にみえても、実現することができない。という簡単な認識からである。

　きびしい現実のみが、目標への道を決定せねばならない。いやな道を行きたくないということは、この世では往々にして目標を断念することである。それを欲すると欲しないとにかかわらずそうである。

　汎ドイツ主義運動が議会主義の立場から、その活動の重点を民衆におくかわりに議会におくやいなや、未来を失い、そのかわりに瞬間のつまらない勝利を得たのである。

　汎ドイツ主義運動はより安易な闘争を選んだ。しかしそれとともに、もはや最後の勝利に値しなかったのである。

　わたしはこの問題をすでにヴィーンで、できうるかぎり徹底的に考えた。そしてわたしの目から見て、当時ドイツ主義の指導をひきうけるに適任だと思われたこの運動の崩壊のおもな原因の一つが、かれらの認識不足にあると見たのである。

　汎ドイツ主義運動を分裂させた最初の二つの欠点は、たがいに親密な関係にあった。偉大な革命の内的推進力についての知識が欠けていることが、おおぜいの民衆の意義を十分に評価させなかった。ここから社会問題について無関心が生じ、国民の下層階級の心をつかむ努力が不完全、不十分になり、これにただ拍車をかけるだけのような議会の態度が生じたのだ。

　もしかれらが、すべての時代に革命的抵抗力の担い手としての大衆がもっている途方もない力を認めていたならば社会的な方向においても、宣伝的方向においても、違った活動がなされたでもあろう。そのばあいには、また運動の重点は議会におかれず、作業場や街頭におかれたであろう。

　しかしまた第三の失敗は、大衆の──大衆はすぐれた人々によってまずひとたび一定の方向に動かされると、さらにはずみ車のように、攻撃の強さに重みと一様な持続性を加えるものだが──価値を認識しなかった点に、最後の萌芽を含んでいる。




ローマ教会からの分離運動

　汎ドイツ主義運動が、カトリック教会との困難な闘争を戦い抜いたことは、民衆の精神的素質の理解が不十分であったということから、明らかに説明することができる。

　この新しい党がローマに猛烈な攻撃を行なった原因は、次の点にある。すなわち、

　ハープスブルク王家がオーストリアをスラブ国家に改造するよう最後的に決心するやいなや、この線で適当と思えるあらゆる手段に訴えた。宗教上の制度もこのうえもなく非良心的な支配王家によって、新しい「国家理念」の用に供された。

　チェコの主任司祭を利用したことは、オーストリアの一般的なスラブ化というこの目標に到達するためにとった多くの手段の中の一つにすぎなかった。

　その経過はおそらく次のようにおこった。すなわち、

　純粋なドイツ人の聖堂区にチェコ人の主任司祭が任命された。かれらは徐々に、しかし着実にチェコ民族の利益を教会の利益の上におきはじめ、非ドイツ化過程の胚細胞になった。

　ドイツ人聖職者はこういう処置に対して、遺憾ながらほとんどまったく思うようにならなかった。かれら自身がドイツ的意味における同様な闘争にまったく役に立たなかったばかりでなく、かれらはまた相手の攻撃にも必要な抵抗を起すことができなかった。そのようにしてドイツ主義は、一方では宗派の濫用という回り道を通りながら、他方では防衛が不十分なために、徐々に、だが絶え間なく押し返されたのだった。

　これは上述したように、小さなことで起ったのだが、遺憾ながら大きなことにおいても事情はたいして変わらなかった。

　ここでもハープスブルク王家の反ドイツ的な企ては──まず第一に上級の聖職者によって行なわれたが──ドイツ人の利益代表自身が完全に背後にかくれていたあいだ、はっきりした妨害にあわなかったのである。

　一般の印象は、ここではカトリック聖職者そのものによってドイツ人の権利がひどくそこなわれている、という以外にありえなかった。

　しかしそれとともに教会が必ずしもドイツ民族といっしょに感ずることなく、不法にもドイツの敵の側に立ったように見えた。だがすべての悪の根源は、なかんずくシェーネラーの意見によれば、カトリック教会の指導庁が現にドイツになく、そのためそれだけで生じているわが民族の利害に対立する敵性があるのであった。

　そのさい、いわゆる文化問題は、当時すでにオーストリアではすべてがそうだったが、まったく背後にかくれていた。カトリック教会に対する汎ドイツ運動の態度に対して決定的となったものは、教会の科学等に対する態度よりも、むしろドイツ人の権利を十分に代表していないことや、反対に特にスラブ的越権と貪欲をたえず促進した点にあった。

　ところがゲオルク・シェーネラーは、中途半端でやめる男ではなかった。かれは、自分だけがドイツ民族をまだ救うことができるという確信をもって、教会に対する戦いをはじめた。「ローマからの分離（※25）」運動は、敵の牙城を粉砕すべき、強力無比な、だがもちろんまた極度に困難な攻撃行動と思われた。もし成功したならば、さらにドイツにおける不幸な教会分裂も克服され、ドイツ帝国とドイツ国民の内面的な力がその勝利によって、途方もなく巨大になりうるものであった。

　だが、この闘争の前提も結論も正しくなかった。

　疑いもなく、ドイツ人に関するすべての問題においては、ドイツ国籍をもつカトリック聖職者の国民的抵抗力は、非ドイツ国籍の、特にチェコの同職者にくらべてはるかに少なかった。

　同様にドイツ人聖職者が、ドイツ人の利益をはっきりと代表して一肌ぬごうなどと考えてもいなかったことは、バカでなければわかっていたことだ。

　同じく、盲目でなければだれでも、何よりもまず、われわれドイツ人がみなこのうえもなく苦しまねばならぬ事情がここにある、ということを認めねばならなかった。その事情は他のものに対しても同様であるが、自分の民族に対しても、われわれの態度が客観的だということである。

　チェコ人の聖職者はかれの民族に対しては主観的な態度をとり、教会に対してだけ客観的であるが、ドイツの主任司祭は教会には主観的に身をゆだね、国民に対してはいつも客観的であった。この現象はわれわれが他の幾千のばあいにもまさしく見うけられる不幸な現象である。

　これは決してカトリック派に特に見られる遺伝的素質ではなく、われわれのばあいには、短期間にほとんどすべての特に国家的あるいは理念的制度をむしばんでいるのである。

　たとえばわが国の官僚が国家を再興しようとする試みに対してとる態度を、こういうばあいに他の民族の官吏がとるだろう態度と比較するだけでよい。あるいはまったく別の世界の将校団が同様に、国民の利害を「国家の権威」のきまり文句のもとに無視してしまう──これはわれわれのばあい五か年来自明のことであり、しかもなお特に功績あることとされていた──ということが、信ぜられるだろうか？　たとえばユダヤ人問題においても今日両宗派は、国民の利益にも宗教上の実際の要求にも対応しない立場をとっているのではないだろうか？　ユダヤ人のラビ師（※26）が人種としてのユダヤ人のためには、ほんのわずかの意味しかないあらゆる問題においてとる態度と、わが大部分の──しかし親切きわまりない両宗派の──聖職者の態度とを比較してみるがいい！

　われわれは抽象的な理念の擁護が問題になると、いつもこういう現象をみるのである。

「国家の権威」、「民主主義」、「平和主義」、「国際的連帯」等は、われわれの場合にはいつもほとんど固い純粋の教義的観念になった公然たる概念である。すなわち一般の国民生活に必要なものの判断がすべて、この観点からだけ生ずるのである。

　一度入りこんだ先入観という視角のもとに、あらゆる利害を考察するというこのいやなやり方は、客観的には自己の信条に矛盾することを主観的に考えてみるという能力をすべて殺し、ついに手段と目的を完全にひっくり返すようになる。国家的高揚のすべての試みに対しても、これがただ悪質の腐敗した政府をまず廃止することからはじまるなら、人々は「国家の権威」に対する違反だと反対するだろう。しかし「国家の権威」はこういう客観性狂信者から見ると、目的のための手段でなく、むしろ自分のあわれむべき全生活をみたしてくれるに十分な目的それ自体なのである。それゆえたとえば独裁を試みるばあいに、その担い手がフリードリッヒ大王のような人物で、そして議会の多数をしめる現在のような国家の技巧家が無能な小人物であるか、あるいは低能な人間であったとしても、こういう原則亡者には民主主義の原則のほうが、国民の福祉よりも神聖に見えるのであるから、かれらは憤激して抵抗するであろう。このようにあるものは、他のものが最も祝福すべき政府でさえ、それがかれの「民主主義」の観念に対応しないかぎり、拒否している間に、民衆を破滅させるこのうえもなく悪質な暴君政治を、「国家の権威」が目下そこに具体化されているという理由で、擁護するであろう。

　それとまったく同様に、わがドイツの平和主義者は、国民に対する血のにじむような圧制にもすべて──最も邪悪な軍隊の権力から出たものであっても──抗争によらなければ、すなわち暴力によらなければこの運命を変えることができないばあいは、黙って止まっているであろう。というのは暴力は実際かれの平和社会の精神に反するからである。ドイツの国際的社会主義者は連帯的な他の世界からいろいろまきあげられるかも知れないが、かれ自身はそれに兄弟のような好意で答え、報復とかあるいは抗議すらも、かれがまさしく──ドイツ人である──がゆえに、考えないのだ。

　これは悲しむべきことかも知れない。だが事態を変更しようとするならば、あらかじめそれを認識していなければならない。

　ドイツ人の利害が一部の聖職者によって細々と代表されているのも同様な事情である。

　これはそれ自体意地の悪い悪意でもなければ、われわれにいわせれば「上」からの命令によって制約されているのでもなく、そのように国家的決断が不足していることの中に、若いころのドイツ精神に関する教育が同じように欠けていた結果であり、しかし他方偶像にまでなっていた理念に徹底的に征服されていた結果を見るのである。

　民主主義、国際的色彩を帯びた社会主義、平和主義等への教育は、非常に強固で排他的で、それゆえ、かれらから見れば、純粋に主観的である。それとともにまた他の一般的な世界像も、ドイツ主義に対する態度が実際に若いときから非常に客観的であったので、この原則的観念に影響されているのだ。こういうふうに平和主義者は、かれが主観的にまったく自己の理念に身をゆだねているのに（かれがまさしくドイツ人であるかぎり）、自己の民族に非常に公正でないどのような困難な脅威が加えられたばあいにも、いつもまず客観的な正当さを求め、純粋な自己保存衝動から、自分と同じ群衆の線に身をおいて、いっしょに戦おうとは決してしないのだ。

　これがまた個々の宗派にどんなによくあてはまるかは、なお次のことが示すであろう。

　プロテスタンティズムは、これがたしかにその発生とその後の伝統一般の中に基礎をもつかぎり、もともとドイツ人の利害をかなりよく代表している。けれどもプロテスタンティズムは、この国家的利益の擁護がその観念の世界や伝統的発展の一般的な線になかったり、あるいはなんらかの理由でまったく拒否される分野で行なわねばならなくなると、たちまち断念してしまうのである。

　だからプロテスタンティズムは、国内の純潔の問題だとか、国家への専心の問題だとか、ドイツ的本質、ドイツ語、さらにはまたドイツの自由の防御が問題になるやいなや、もちろんこれらのすべてがプロテスタント自体の中に基礎をもっているために、つねにあらゆるドイツ主義の促進のためにのりだしてくるであろう。しかし国民が、その最もにくい敵にしがみつかれているのから救い出そうとするといつもユダヤ主義に対してもともと多少とも独断的な態度をとっているために、すぐさま最高度の反感をあらわして反対するのである。けれどもそのばあい問題はこのユダヤ人問題を解決することなしに、ドイツの再生や興隆を別に試みることはすべてまったく無意味であり、不可能でありつづけるということである。

　わたしはヴィーン時代に、この問題を先入観にとらわれず検討するのに十分な暇と機会をもった。またそのさい毎日の交際の中で、この考えの正しさを幾度も確認しえたのである。

　この雑多きわまりない民族の中心点では、ただちに次のことがきわめて明めい瞭りようになった。すなわちドイツの平和主義者だけが自国民の利益をいつも客観的に観察しようとするのであっておよそユダヤ人は決してユダヤ民族の利害をそういうふうには見ない。またドイツの社会主義者だけがある意味で「国際的」であり、かれらは国際的な仲間にシクシク泣いてみせたり、メソメソ泣いてみせたりしなければ、自己の民族の正当性を謂いえてはならないと思っている。しかしチェコ人やポーランド人等はそんなことはない。要するに当時すでにわたしは、災いの一部はこれらの信条それ自体の中にあるが、他の一部はしかしながら、自己の民族一般に対するわれわれのまったく不十分な教育と、それがため自己の民族に対する献身が制限されて少ない点にある、ということを理解した。

　以上でカトリシズムそれ自体に対する汎ドイツ主義運動の闘争の最初の純理論的根拠がなくなった。

　人々はドイツ民族をすでに少年時代から、自己の民族の権利をもっぱら承認するように教育し、まして自己を維持することにおいてまでも、われわれの「客観性」という呪いで童心を汚してはならない。そのようにしてやがては（さらにまた急進的な国家主義政府があるならば）、アイルランド、ポーランドあるいはフランスにおけると同様にまたドイツでも、カトリックがますますドイツ的になってくることが示されるであろう。

　しかしこれに対する最も力強い根拠を、ついにわが民族が歴史の審判の前に自己の存在を守るため、興亡を賭した戦いについたあの当時が、提供したのである。

　当時、上からの指導が失われないかぎり、民族は実にめざましくその義務と責任を果たした。一プロテスタントの牧師だろうが、カトリックの主任司祭だろうが、かれらはともに前線においてのみならず、それ以上に銃後において、われわれの抗戦力を長く維持するために、限りなく貢献したのだ。この数年間、特に最初の勃発時に、両陣営には唯一の神聖なドイツ帝国が、実際上あるのみだった。その存立と未来のために、各人は同じように自分の神にすがったのだ。

　オーストリアにおける汎ドイツ主義運動は、一度次のようにみずから問うてみるべきだった。すなわちオーストリアのドイツ主義の維持は、カトリックの信仰のもとでは可能か、不可能か？　と。もし可能ならばその場合政党は宗教上あるいはそのうえ宗派上のことにわずらわされてはならないし、もし不可能ならば、そのさいは宗教改革がなされねばならず、決して政党が介入してはならないのである。

　政治組織という回り道をとおって、宗教改革に達することができると信ずるものは、それはかれが宗教的観念の成長が教義やその教会の影響がどういうものかということについて、何も知らないということを示しているだけである。

　このばあい実際二君に仕えることはできない。そのさい、わたしは一つの宗教の建設や破壊を一国家の建設や破壊よりも本質的に大きいと考えている。いわんや一政党においておやである。

　上述の攻撃が、ただ他の側の攻撃を防ぐだけだった、といってはならない！

　もちろんいつの時代にも非良心的な男が、宗教を自己の政治商売の（というのは商売だけがほとんどいつも、またもっぱらこういうヤツには問題なのだが）道具にして、平気でいるのだ。だがそのうえに、おそらくは何か他のことでも自己の下劣な本能に利用するように、宗教やまた宗派を濫用する多数のルンペンに対して、宗教や宗派自体の責任だとすることも、同様にたしかに誤りである。

　こういう議会の無能者や怠けものには、少なくともあとから、なお自己の政治的不正取引を合理化しうるような機会を提供されたときほど、好都合なことはありえないのである。というのは、人々が宗教やまた宗派にかれの個人的な劣悪な言行に対する責任を負わせそのために攻撃するやいなや、この噓つき男はただちに大声をあげて全世界に、かれのいままでの処置がいかに正しかったか、また宗教と教会の救済がいかにかれとかれの口先のおかげだけをこうむっているか、という証言を求めるからである。バカな忘れっぽい同時代の人々は、叫び声が大きいために、たいていはもう全闘争の真の主謀者を記憶していないか、忘れてしまっている。そこでこのルンペンは、いまや実際に本来の目的を達成するのである。

　これが宗教とまったく無関係であることを、そういう狡こう猾かつなきつねはちゃんと十分承知している。だからかれは正直だがしかし不器用な相手が演技に失敗し、いつか人間の誠実さと信仰心に絶望し、すべてのことから手をひいてしまう間に、ますますひそかにくすくすと笑うのだ。

　しかし他の点だけから見ても、宗教そのものが、あるいは教会すらが、個人の過失に対して責任がある、というのは正しくないであろう。目の前にある目に見える組織の偉大さを、一般に人間の平均的な不完全さと比較し、そしてそのさい善と悪との関係が多分どこかで他のものよりもよいことを、認めねばならないであろう。もちろん司祭自身の中にもまた、その神聖な職務をたんに自己の政治的野心を満足するための手段であるとし、そのうえ政治闘争においては、自分たちはより高い真理の守護者であり、虚偽と誹ひ謗ぼうの代弁者であるべきでないということを、しばしば嘆かわしい以上に忘れているものもいる。──だがそのような体面を汚す一人のものに対してまた幾千人もの正直で、自己の使命に最も誠実に身をささげている司牧者がいる。かれらは今日の虚偽にみち堕落した時代に、一面の泥海に小島のごとくそびえているのである。

　司祭服をまとった一人の堕落したヤツが、一度けがらわしいやり方で、人倫にもとることをしたとしても、わたしは教会それ自体を有罪とはしないし、またしてはならない。そのように多数の中の一人が民族性を汚し、裏切ったとしても、もともとこういうことがまさしく日常茶飯事である時代においては、また罪ありとしてはならないのである。特に今日、そういう一人のエフィアルテスに対して、民族の不幸を断腸の思いで共感し、そしてわが国民の中の第一流の人々とまったく同じように天がわれわれにふたたびほほえむ時がくるのをあこがれている千人のものがいることを、忘れてはならないのである。

　しかしここでは、そういう日常茶飯事が問題なのでなく、原則的真実さとか教義的内容一般が問題だ、と答えるものには、もう一つの他の問題を示して必要な答えを与えうるだけである。

　なんじがもし運命によってここで真理をつげるために選ばれたと信ずるならば、それをなせ。だがさらに勇気をもって、政党という回り道によってこれをなそうとしてはならず──というのはこれはまた奸かん策さくであるから──まさしく今日のより悪しきもののかわりに、未来のよりよきものを置け、と。

　もし勇気に欠けるところがあれば、あるいはなんじのよりよきものすら完全にはっきりしていないならば、しからば手を引け。しかしいずれのばあいにも、なんじが堂々となすべきことをあえてしないばあい、政治運動の回り道を通って、陰険な手段で手に入れようとするな、と。

　政党は、宗教問題が民族に疎遠で、自己の人種の慣習や道徳を破壊しないかぎり、宗教問題になんら関与すべきではない。それは宗教が政党の不法行為と結合してはならないのとまったく同じである。

　教会の威厳を担っているものが、民族を害するために、宗教的な制度や教義をも利用しても、決して同じ方法でまねをしたり、同じ武器で戦ったりしてはならない。

　政治的指導者には、自己の民族の宗教的な教義や制度が、つねに不可侵のものであらねばならない。さもなければかれは政治家でなく、もしかれにその能力があるならば、宗教改革者になるべきである。

　その他の態度は、特にドイツでは破滅に導くであろう。

　汎ドイツ主義運動と、そのローマに対する闘争とを研究して、わたしは当時、そして特にその後年を経るにしたがって、次のような確信に達した。この運動は社会問題の意義に関する理解が少なかったので、民族の中の実際に闘争力ある大衆を失った。議会へ入っていったことが力強い情熱をとり、運動はこのすべての制度に独特の弱点を背負いこんだ。カトリック教会に対する闘争が、多くの中、下層階級の中でこの運動を、不可能にし、それとともにそもそも国民が自己に固有のものと称しうる最善の要素を無数に奪ったのだ、ということを。

　オーストリアの文化闘争（※27）の実際的効果は、ほとんどゼロにひとしかった。

　たしかに教会から十万人の信者を奪いとることはできた。だが教会はそれによってたいして特別の被害は受けなかった。このばあい教会は、失われた「小羊」に実際上一滴の涙も流す必要はなかった。というのは、教会はずっと以前から、教会に完全に心服していないものばかりを失ったのだったからである。これが新しい宗教改革と昔の宗教改革との相違点であった。かつては教会の最善のメンバーの多くが、内心の宗教的確信から教会を見すてた。しかるに今度はもともとなだれがおきたにすぎず、それも実に政治的性質をもつ「打算」からであったのだ。

　しかしまさしく、政治的観点から見ても、この結果は笑うべきであると同時に悲しむべきものであった。

　成功の見込みのあった政治的なドイツ国民救済運動はふたたび壊滅した。それが必要な容赦のない冷静さで行なわれず、ただ分裂に導くに違いない領域に迷いこんでしまったからである。

　けだし、一つだけたしかに真実なことがある。すなわち、




一人の敵への集中

　汎ドイツ主義運動が、もし大衆の心理をもう少しよく理解していたならば、この運動はこんな失敗はしなかったであろう。人々が一般に成果を戦い取ろうとするならば、純粋に心理的考慮からも、決して大衆に二つまたはそれ以上の敵を示してはならない。そうでなければ、闘争力を完全に分裂に導くからだ、ということをこの運動の指導者が知っていたならば、この理由からだけで汎ドイツ主義運動のほこ先は、ただ一人の敵にのみ向けられたであろう。ある政党が、もしもなにかを決定するばあいに、ごく些細なことすら実際に達成しえないのに、すべてを欲しようとするようなどの横丁にもいるでしゃばり屋によって指導されること以上に、政党にとって危険なことはない。

　また個々の宗派には実際にもっとたくさんの非難すべき点があるかも知れないが、政党は一瞬も次の事実から目を離してはならない。すなわち、いままでのすべての歴史の経験によれば、純粋の政党がよく似た立場で一度も宗教改革に達しえたことがない、ということである。しかし人々は、歴史を実際に利用すべきときに、その教えを思い出すことができないために、歴史を研究するのではなく、あるいはいまでは事情が変わっていて、歴史の永遠の真理はもはや適用することができないということを信ずるためでもない。人々は歴史から、まさしく現代に対する利用を学ぶのである。これをなしとげない人は、政治的指導者だとうぬぼれてはならない。そういう人は実際にうぬぼれており、たとえたいてい非常に空想的なアホウであり、どんなによい意志をもっていようとかれの実際上の無能さのうめあわせにはならない。

　概してどんな時代でも、ほんとうに偉大な民衆の指導者の技術というものは、第一に民衆の注意を分裂させず、むしろいつもある唯一の敵に集中することにある。民衆の闘志の傾注が集中的であればあるほど、ますます運動の磁石的吸引力は大きくなり、打撃の重さも大きくなるのである。いろいろの敵を認識することは、弱い不安定な性格のものにとっては、自己の正当を簡単に疑わせるきっかけだけをつくりやすいから、別々にいる敵でさえもただ一つの範はん疇ちゆうに属していると思わせることが、偉大な指導者の独創力に属しているのである。

　動揺している大衆は、自分がおおぜいの敵と争っているのを見ると、すぐに客観的な態度をとり、実際に他のすべてのものたちが間違っていて、ただ自己の民族や自己の運動だけが正しい状態にあるのかどうかと、疑いを投げかけるものである。

　しかしそれと同時に、はやくもまず自己の力が衰えてくる。だから内的には異なっている敵をいつも一つにまとめねばならない。そうして自分の支持者たる大衆の目には、ただ一つの敵に対してだけ闘争がなされているのだというように、まとめねばならない。これが自己の正義に対する信頼を強め、正義を攻撃するものに対する憤激を高めるのである。

　かつての汎ドイツ主義運動が、これを理解していなかったことが、その結果を失敗させたのだ（※28）。

　運動の目標は正しく、意図も純粋であるように思えた。しかしその採用した方法が誤っていた。それは登とう攀はんすべき頂上からはもちろん目を離さず、またこのうえなき偉大な決意と力とをもって出発する。ところが道それ自体には注意をはらわず、いつも目を目標に向け、登り道の状態は見もしなければ、調べもせず、そしてついにそのために失敗する登山家と同じであった。




キリスト教社会党の道

　その巨大な競争相手たるキリスト教社会党のばあいは、事情は逆であったように思える。

　キリスト教社会党がとった道は、りこうであったし、また正しく選んでいた。しかしながら目的についての明白な認識を欠いていた。

　汎ドイツ党が失敗したほとんどすべての点において、キリスト教社会党のとった態度は、妥当で計画的であった。

　キリスト教社会党は、大衆の意義に関して必要な理解をもち、発足の日から社会的性格をはっきりと強調することによって、少なくとも一部の大衆を確保していた。本質的に、小下層中産階級および手職人階級の獲得に焦点を合わせることによって、辛抱強く、献身的で、同時に誠実な服従者を得た。キリスト教社会党は、宗教制度に対する闘争をすべて避け、こうすることでそのような強力な組織──教会はもともとそういうものだが──の支持を確保した。その結果、キリスト教社会党は、主として唯一の真に大きい相手だけをもったのである。大規模な宣伝の価値を認識し、自分の支持者である大衆の精神的本能に影響をおよぼすことにおいては、ベテランであった。

　けれどもこの党もまた、オーストリア救済という夢に描いた目標に達することができなかったのは、その方法の二つの欠点と、同じくその目的自体についての不ふ明めい瞭りようさにあった。




宗教的基礎に立つ反ユダヤ闘争

　この新運動の反ユダヤ主義は人種的認識の上にでなく、宗教的観念の上に立てられていた。この失敗をおかしたために、それが同じようにまた第二の誤りをひきおこしたのであった。

　キリスト教社会党の創立者の意見によれば、この党がオーストリアを救済しようとするならば、人種原理の立場に立ってはならず、そうでないとやがて国家の一般的解体が起きるに違いないから、であった。党の指導者の考えにしたがえば、しかし、特にヴィーン自体の状態は、あらゆる分裂的要素をできるだけ度外視し、そのかわりにすべてを統一する観点を強調することが必要であった。

　ヴィーンはこの時代にすでに、特にチェコ的要素が強く混入していたので、はじめから汎ドイツ的でないこの党は、あらゆる人種問題について、このうえもなく寛容な態度をとることだけが必要であった。オーストリアを救おうとしたならば、この点を無視してはならなかった。そこで人々は、自由貿易主義者マンチェスター派に対する闘争によって、特にヴィーンにたくさんいたチェコ系の小企業家を獲得しようとした。そしてそのさいに宗教的基礎の上に立ってユダヤ主義に対して戦うことによって、旧オーストリアのすべての民族の相違を超越したスローガンを見いだしえたと信じたのだ。

　こういう基礎の上に立つこうした闘争が、ユダヤ人をほんのわずか心配させただけであったことは、明白である。最悪のばあいでも、一杯の洗礼水がいつも商売とユダヤ主義とを、同時に救ったのだ。




キリスト教社会党の外見的反ユダヤ主義

　こんな皮相的根拠で、決してこの問題全部をまじめに科学的に取扱うことはできなかった。こういうやり方だけでは、この種の反ユダヤ主義を理解しないにちがいない多くのものに、一般にきらわれた。人々は純粋に感情的な感覚から脱して、真の認識に達しようとしなかったので、理念のはたした力は、それによってほとんどもっぱら精神的に限られた範囲にとどまった。インテリは原則として、拒否的な態度をとった。事態は次第に、あらゆる事件のさいにただ新しいユダヤ改宗の試みにすぎないとか、あるいはまったく一種の競争的嫉しつ妬とのあらわれが問題だ、というような外観を呈するにいたった。しかし同時にこの闘争は、内面的なより高尚な神聖さの特徴を失い、そして多くの人々、しかも極悪でない人々にとって、不道徳な唾棄すべきものに思われたのだ。全人類の生活が問題であり、すべての非ユダヤ民族の運命がその解決にかかっているという確信が欠けていたのである（※29）。

　この中途半端さによって、キリスト教社会党の反ユダヤ主義の態度は、その価値を失った。

　それは外見的な反ユダヤ主義であり、全然何もないよりもっと悪かった。というのは、人々が安心してなだめられ、相手の耳をひっぱったつもりでいたものが逆に実際は、自分の鼻をつままれて、引きずり回されていたからである。

　しかしユダヤ人はやがてまたこの種の反ユダヤ主義に慣れ、それがかれらの存在を妨害するよりは、かれらにはそれがなくなったらたしかに物たりなく感ぜられたにちがいなかったのである。

　人々がここでこの多民族国家に大きな犠牲を払わねばならなかったのなら、ドイツ主義それ自体の代弁にもっと大きな犠牲を払うべきであった。

　もし人々がヴィーン自体において、足もとの地盤を失いたくなかったならば、「国家主義的」であってはならなかった。人々はこの問題をおだやかに敬遠することによって、ハープスブルク国家を救うことを望んだ。そしてまさしくそれゆえにこそ、崩壊にいたらしめたのである。しかしこうして運動は、長く政党をその内的推進力でみたすことができた強力な力の源泉を失ったのである。キリスト教社会主義運動は、かくしてまさしく平凡な一つの政党になった。

　わたしはかつて両運動を、一方では内心の脈みやく搏はくから、他方ではすでにその当時わたしには全オーストリアのドイツ主義の苦しいシンボルに思えたまれに見る人物に対する驚嘆に魅せられて、細心の注意で追求した。

　力強い葬式が、死せる市長を市庁舎から環状道路の方へ導いていったとき、わたしもこの悲劇を見る数十万の人々の中にいた。

　内心に感動を覚えながら、その時この男の仕事もまた、この国を滅亡に導くにちがいない必然的な宿命によって無に帰せざるをえなかったのだ、という感じをもった。カール・ルエーガー博士がドイツに生まれていたならば、かれはわが民族の偉大な人物の列に伍したであろう。かれがこの何もできぬ国で働いたということが、かれの業績および自身にとって不幸であった。

　かれが死んだときすでにバルカンの小さな火の手は、日を追って貪欲に急激に広がっていた。かれがまだ防止できると信じていたことを見ずにすんだことは、運命の慈悲だったのだ。




汎ドイツ党とキリスト教社会党

　しかしわたしは、第一の運動の不成功と第二の運動の失敗とから、原因を見つけだそうとした。そして旧オーストリアにおいては、国家を強固に建設することが不可能だということをまったく度外視しても、この両党の失敗は次のことにあるという確固たる確信に達した。すなわち、

　汎ドイツ運動は、そのドイツ更新の目標に関して、原則的意図においてはもちろん正しかった。けれども方法の選択においては失敗であった。この運動は国家主義的だったが、遺憾ながら大衆を獲得するにたるほど十分に社会的ではなかった。しかしその反ユダヤ主義は、人種問題の意義の正しい認識にもとづいており、宗教的観念にもとづくものではなかった。ある特定の宗派に対する闘争は、これに対し、実際的にも戦術的にも誤っていた。

　キリスト教社会主義運動は、ドイツ再興の目標については明確な観念をもっていなかったが、党として進む道を求めるばあいには、理解もあり、運もよかった。その運動は社会問題の意義もつかんでいたが、ユダヤ主義に対する闘争において誤り、そして国民思想の力については夢にも知らなかった。

　もしキリスト教社会党が大衆に対する抜け目のない知識に加うるに、人種問題の意義について汎ドイツ主義運動がつかんでいたような正しい観念をもっていたならば、そしてけっきょく党自体が国家主義者であったならば、あるいはまた、汎ドイツ主義運動がユダヤ人問題の目標や国民思想の意義についての正しい認識に、なおキリスト教社会党の実際的狡こう猾かつさ、特にその社会主義に対する態度を受けいれていたならば、わたしの確信にしたがえば、当時すでに、その成果をもってドイツの運命に関与し得たに違いないのだ。

　しかし、これがそういかなかったということは、大部分は、オーストリア国家の本質にあったのだ。

　わたしは自分の確信が、どの党においても実現されているとは思えなかったので、後日、また現存の組織の一つに入ろうとか、ましてともに戦おうなどと決心することはもはやできなかった。わたしは当時すでに、政治運動のすべてに、ドイツ民族の国家的再興を皮相的にでなく、大規模に遂行するには不適当であり、能力もないと思っていた。




ハープスブルク国家に対する嫌悪増大

　しかし、ハープスブルク国家に対するわたしの内心の嫌悪は、そのころにますます増大した。

　わたしが特に外交問題に没頭しはじめるにつれ、この国家構造はただドイツ主義にとって不幸にしかならざるをえないという確信が、ますます基礎を得てきた。ついにわたしにはドイツ国民の運命はもはやこの地から決せられるのでなく、ドイツ帝国自体において決せられるのだ、ということがいっそうはっきりしてきた。これはしかし、一般的な政治問題に対してだけではなく、全文化生活一般のあらゆる現象に対してもあてはまったのである。

　オーストリア国家はまた、純文化的あるいは純芸術的な仕事の領域で、弛し緩かんのあらゆる特徴を示し、少なくともドイツ国民に対して無意味さを示してきた。これは建築の分野で最も多くあてはまった。少なくともヴィーンでは環状道路の完成以来、ドイツにおいて勃興しつつある計画に対して、建築の課題が重要でなかったということだけで、すでにオーストリアの近代建築は、特に大きな成果が得られなかったのである。

　そこでわたしは二重生活をますますはじめるようになった。知性と現実は、わたしに、オーストリアできびしいが、しかし収穫の多い学校を終えるように命じた。だが心は他の土地にあった。

　当時わたしはこの国家の内面的な空虚さと、この国家を救うべき可能性のないこととを認識すればするほど、しめつけられるような不満にとりつかれた。しかしその際この国家は、あらゆる点でドイツ民族の不幸でしかありえない、という確信を感じたのだった。

　この国家は、真に偉大なドイツ人をすべて圧迫し、妨害するに違いなく、同時に逆にすべての非ドイツ的現象を助長させるだろう、と確信したのであった。




古いモザイク像──オーストリア

　この国の首都が示している人種集団は、わたしにとって不愉快であり、チェコ人、ポーランド人、ハンガリー人、ルテニア人、セルビア人やクロアチア人等の諸民族の混こん淆こうは、いとわしいものだった。しかしそれよりも人類の永遠のバクテリアはなお不愉快だった。──ユダヤ人、そしてもう一度ユダヤ人だ。

　わたしにはこの巨大都市が、近親相姦の権化のように思えた。

　少年時代のわたしのドイツ語は、下バイエルン人もしゃべっている方言であった。わたしはそれを忘れることもできなかったし、ヴィーンの下層社会のなまりを覚えることもできなかった。わたしがこの都市に長く住めば住むほど、この古いドイツ文化の地をむしばみはじめた異民族混淆に対する憎悪の念が、ますます高まってきた。

　ところがこの国家がまだかなりの間つづくだろうという考えは、わたしにはまったく笑止千万に思えた。

　オーストリアは当時古いモザイクのようなものであった。個々の石片を結び合わせている接合剤は古く、もろくなっていた。この芸術品に手を触れないかぎり、それはまだその存在をさもありそうに見せかけることができた。けれども一撃を加えるやいなや、たちまちたくさんの小さい破片に散ってしまうのである。かくして問題はただ、その一撃がいつくるか、ということだけであった──。

　わたしの心臓は、決してオーストリア王国のためでなく、いつもただドイツ帝国のために鼓動していたから、わたしにはこの国家の崩壊の時期が、ドイツ国民の救済のはじまる時だとしか思えなかった。

　こうしたすべての理由から、ずっと以前の少年のころからわたしがいだいていたひそかな希望と愛情をひきつけたかの地へいずれ行こう、という憧しよう憬けいがますます強くなってきた。

　わたしはいつか建築家として名をなそう、そして大小にかかわらず運命がその時わたしに示してくれるだろう範囲で、国民にわたしの誠実な奉仕を捧げようと望んだ。

　しかしついにわたしは幸運のわけ前にあずかり、いつか実際にわたしのこのうえもなく熱烈な心の欲求、すなわちわが愛する故郷がわが祖国ドイツ帝国に合邦されることができるにちがいない地位について、働きうるようになりたいと望んでいた（※30）。

　こうしたあこがれがいかに大きかったかは、今日でもまだ多くのものが、理解できないだろう。だがわたしは運命によっていままでこの幸福を拒まれたり、あるいは残酷無情にもこの幸福をふたたび奪われたものに呼びかける。わたしは、母国から引き離されても、言語という神聖な財宝のために戦っている人たち、祖国に対するその忠誠心のために迫害され苦しめられている人たち、そして悲痛な感動でふたたび誠実な母の胸にもどる時をあこがれている人たち、これらすべての人たちに呼びかけるのである。わたしはこれらすべての人たちに呼びかけ、そしてかれらが理解してくれるだろうことを知っている。

　ドイツ人であって、愛する祖国に属しえないことが何を意味するかをわが身に感じているものだけが、母国から離れた子供の心に絶えず燃えている深いあこがれを考量することができるのだ。かれらは、父祖の家の門が開き、共通の帝国で共通の血が平和と安寧をふたたび見いだすまでずっと長く、それをつかむことに苦しみ、満足と幸福を拒まれるのである。




わが人生の学校

　しかしヴィーンはわたしにとって最も根本的ではあったが、最も苦しい人生の学校であったし、今もそうである（※31）。わたしはこの都市になかば子供のときに、はじめて足を踏みいれた。そして冷静でまじめな人間になってこの都市を去った。わたしはこの都市で大きくは世界観の基礎を、小さくは政治の見かたを得た。わたしはその後ただ個々に補足を加える必要があっただけで、決してすてたことはなかった。わたしは当時の修業時代のほんとうの価値を、もちろん今日になってはじめて十分に評価し得たのである。

　だからわたしはこの時代を、いくらか詳細に取扱ったのだ。とにかくこの時代は極めて小さい初歩からはじめて、五年にもならない間に、大きな大衆運動にまで発展しようとしている党の原則に属しているこれらの問題について、最初の直観教育をわたしに与えてくれたのだからこんなにも若い時代に運命に強いられ──また自己の学習を通して個人的な見解の基礎が形成されていなかったならば、ユダヤ主義、社会民主主義、もっと適切にいえば全マルクス主義、社会問題等に対するわたしの態度が今日どうなっていたか、わたしにはわからない。

　というのは、たとえ祖国の不運が、何千人、何万人の人々に、崩壊の内部的原因について関心を呼びおこし得たとしても、長年月の苦闘の後にはじめてみずから運命の主人となったものが推論するような、徹底さと、より深い洞察には決して導かれ得ないからである。







第四章　ミュンヘン




　一九一二年春、わたしは最後的に決心してミュンヘンにきた（※１）。

　わたしには都市自体が、あたかもすでに何年来もその市壁内に住んでいたかのように、よくなじんでいた。これは実際一歩一歩このドイツ芸術の首都へ導いてくれたわたしの研究のためであった。ミュンヘンを知らざればドイツを見ないばかりか、いやミュンヘンを見ないものは、第一にドイツ芸術を知ることができないのだ。

　いずれにしても大戦前のこの時代はわたしの生涯のいちばん幸福な、このうえなく満足な時代であった。たとえわたしの収入がいつもたいへん乏しかったとはいえ、わたしはむろん絵を描くために生活しているのではなく、それによってただしっかりと生活できるようにするために、もっとよくいえばそれでもって今後の研究をしていくために、描いたのだ（※２）。わたしは自分が定めた目標がいつかはやはり達成されるという確信をもっていた。そしてこれだけで、その他の毎日の生活上の小さい心配をすべて容易に、気にもとめずにしんぼうすることができた。

　しかし、そのうえになおわたしの滞留の初期から、わたしの知っている他の土地よりもずっとわたしをこの都市にひきつけた内心の愛着があった。ドイツの都市だからだ！　ヴィーンにくらべて何という違いだろう。この多種族のバビロンの都市を思いだすだけでも、胸が悪くなった。そのうえここのなまりは、わたしにとってたいそう親しいものだった。特に下バイエルン人とのつきあいが、わたしのかつての少年時代を思いださせてくれた。わたしにとって心から愛らしく貴重なものであり、また多くのものがそうなった。しかし、野性的な力と芸術的雰囲気の驚くべき結合、ホーフブロイハウスからオデーオンにいたる無比の線、ピナコテーク絵画館にいたる十月祭が、わたしをいちばんひきつけた。わたしが今日もこの都市に、この世界中の他のどの場所よりも愛着をおぼえているのは、この都市がわたし自身の生活の発展と不可分に結びつき、結びついたままでいるという事実にその基礎がある。しかしそのころわたしが早くからほんとうに内心の満足という幸福をおぼえたのは、もちろんすばらしいヴィッテルスバッハの王城が数学家的知性を備えていたからばかりではなく、豊かな情緒にめぐまれたすべての人にはたらきかけるその魅力によるのである。




ドイツの誤った同盟政策

　わたしの職業としての仕事以外に最もわたしをひきつけたのは、ここでもまた毎日の政治的でき事、なかんずく特に外交事件の研究であった。わたしはドイツの同盟政策という回り道を通って後者に達した。わたしは同盟政策をオーストリア時代からすでに、絶対にまちがっていると思っていた。いつもヴィーンではドイツ帝国の自己錯誤の程度が、十分にわかっていなかった。わたしは当時、次のような考えに傾いていた。──あるいは次のことを単に口実として自分にもっともらしくいい聞かせていたのかも知れない──すなわちひょっとするとベルリンは、この同盟国が実際に弱くあまりあてにならないだろうということを早くから知っていたが、しかし多少とも神秘的な理由から、この考えを同盟政策をささえるために抑制していたのだろう、また突然中止すると、すきをうかがっている外国が驚いて立ちあがるようなことが考えられるし、あるいは国内の俗物を不安にさせることからも、望ましくないからだ、と。

　もちろん民衆自身と交際してみてわたしがまず驚いたことは、この信念が誤まっていることがやがてわかったことである。驚いたことには、ハープスブルク王国の本質について、その他のことはよく知っている階層さえ、全然何も知らなかったことをいたるところで確認しなければならなかった。まさしく民衆の間では、同盟国は危急のときには必ずすぐさま力いっぱい働いてくれるまじめな強国と見てよいと狂気のように考えられていた。大衆の中ではこの王国はつねに「ドイツ国家」と思われ、頼りにすることができると信じられていた。人々はここでもその力をあるいはドイツ自身と同じように、幾百万をもってはかり得ると考え、そして、第一にオーストリアはとっくの昔にドイツ的国家制度をやめていること、だが第二に、この国の国内事情は刻一刻と崩壊に向かって進んでいることを完全に忘れていた。

　わたしはそのころ、この国家構造が、たえずほぼ盲目的に宿命に向かってよろめいていることを、いわゆる公的な「外交官」よりも、よく知っていた（※３）。というのは、民衆の気分はいつもただ、上から世論を注ぎ込んだ発露だったからである。しかし上からはこの「同盟国」をまるで金銭のように崇拝させた。誠実さの欠けているところは、愛あい嬌きようでうまくおぎなえると思っていた。そのさい人々はことばがいつも現金の価値があると思っていたのだ。

　ヴィーンにいたころすでに、わたしはときどき現われる政治家の公的な演説と、ヴィーンの新聞の内容との間の相違を観察したときに、シャクにさわったものだった。それにもかかわらずヴィーンは、少なくとも外見上は、ドイツ都市であった。だが、ヴィーンから、もっと適切にいえばドイツオーストリアから離れて、この国のスラブ地域にきたときには、なんと事情が違っていたことだろう。

　そこでは三国同盟というまったく崇高なまやかしの演技がどう判断されているかを知るために、人々はプラハの新聞だけを手にすることが必要であった。ここでは、この「政治家的傑作」に対しては、すでに残虐な嘲笑と侮ぶ[image: 蔑]べつ以外に何も存在しなかった。両皇帝が、お互いの友情の接せつ吻ぷんをまさに額におしつけているまったく平和な時に、人々は、ニーベルンゲン的理想の微光を実際に現実に移そうとするときになれば、この同盟は無に等しいのだ、ということをまったく隠さなかったのだ。

　けれども数年して、ついに同盟が実効を発するときがきて、イタリアが三国同盟から飛びだし、そして二国同盟を進むにまかせ、そのうえついにイタリア自体を敵にまわしたとき、人々はどんなに憤慨したことか。一般にまた人々がこうした奇跡、つまりイタリアがオーストリアといっしょに戦うこともありうるだろうという奇跡を一瞬でもあえて信じたことは、外交官的盲目でないものには、まったく理解することができなかった。だがもちろんオーストリア自体においても、事態は少しも変わるところはなかった。

　オーストリアでは同盟思想の担い手は、ハープスブルク王家とドイツ人だけであった。ハープスブルク王家は打算と義理からであり、ドイツ人は善良な信頼と政治的な──愚鈍さからであった。善良な信頼からというのは、ドイツ人はこの三国同盟によってドイツ帝国自体に大なる奉仕をささげ、これを強化し、安泰にする助けになる、と考えたためである。しかし、政治的愚鈍さからというのは、最初に考えていたことが適中しなかったし、逆にかれらがそのために両国をどん底におとしいれるような死せる国家にドイツ帝国をしばりつける助けをしたがためである。しかし、とりわけかれら自身がこの同盟だけでますます非ドイツ化されてしまったためである。というのは、ハープスブルク王家はドイツとの同盟によってドイツ側からの干渉をまぬがれ得ると思い、そして遺憾ながらそれは正しかったのだが、かれらはドイツ主義を徐々に駆逐する国内政策をたしかに質的に容易に危険なく遂行することができたからである。人々は有名な「客観性」によって、ドイツ政府の側からの攻撃をまったく心配する必要がなかっただけでなく、またオーストリアのドイツ主義自身にも、いつでも同盟に関連して、ひょっとしたらなまいきな口がスラブ化の卑劣な方策に対して開かれようとするのを、すぐに沈黙させることができたのである。

　ドイツ帝国のドイツ人自身が、ハープスブルク政府を認め信頼を表明しているときに、オーストリアのドイツ人はどうすべきであったのだろうか？　全ドイツ社会の中心で自己の民族の裏切者として烙らく印いんを押されるために、かれらは反抗をなすべきだったろうか？　幾十年も、まさしく自己の民族のために、未曽有の犠牲をはらった、かれらがだ！

　しかしハープスブルク王国のドイツ主義がまず根絶させられたら、この同盟はどんな価値をもつのだろう？　ドイツにとってこの三国同盟の価値は、まさしくオーストリアにおけるドイツ人の優位を確保することにかかっていたのではないのか？　あるいはまた人々はほんとうにスラブ的なハープスブルク帝国となお同盟して生きることができる、と信じていたのだろうか？

　公的なドイツ外交や、同じくオーストリア国内の多民族問題に対する全体の世論の態度も、もはや愚鈍どころか、まったく狂気のさたであった！　人々は同盟の上に、七千万民族の未来と安全をたくしていた。──しかもこの同盟の唯一の基礎は、相手によって年々計画的に、迷うことなく、着実に破壊されていた。そのばあいいつの日か、ヴィーン外交との「協約」は残るが、しかし同盟国の援助は失われるに違いなかった。

　これはもともとイタリアのばあいにもはじめから同じであった。

　ドイツにおいてもう少しはっきりと歴史を研究し、民族心理学が研究されていたならば、おそらく人々は、いつかクヴィリナール（※４）とヴィーンの宮廷がいっしょに前線に立つだろうなどとは、一時たりとも信じえなかったはずである。敵として以外に、あれほど狂信的に憎んでいるハープスブルク国家のために政府がただ一人のイタリア人でも戦場にあえて立たしめるならば、実際その前にイタリアは火山になっているだろう。わたしはイタリア人がオーストリア国家に「加え」た激しい軽[image: 蔑]と、底知れぬ憎悪が、一度ならず再々ヴィーンで燃えあがるのを、見た。ハープスブルク家が数世紀にわたってイタリアの自由と独立に対して犯した罪は、たとえ忘れる気があったとしても、忘れ得ないほどあまりにも大きかった。だが民族にもイタリア政府にも忘れる気は毛頭なかった。だからイタリアにとっては、オーストリアと共存するには二つの可能性があっただけである。すなわち同盟か、戦争かである。

　人々は前者を選んだがゆえに、平静に後者を準備することができたのだ。

　特にオーストリアとロシアの関係が、ますます軍事的対立を加えて以来、ドイツの同盟政策は無意味で、また危険だった。

　これは大きい正しい道筋が考え方にまったく欠けていたことを示す典型的なばあいであった。

　一体、なぜ同盟を結んだのか？　もちろんただ自分だけで自分の肩をもつよりは、ドイツ帝国の未来をよりよく維持せんがためである。しかし、ドイツ帝国の未来は、ドイツ民族の生存の可能性を維持する問題にほかならなかった。

　その場合もちろん問題は、次のことだけに思える。すなわち、近い将来にドイツ国民の生活はどんな形をとるべきか、そして一般のヨーロッパの勢力関係のわく内で、人々はこの発展にさらに必要な基礎と、必須の安定をどのようにして保存しうるのか？　ということである。

　ドイツ政治の外交上の活動に対する前提をはっきりと観察すれば、人々は次のような確信に到達せざるを得なかった。すなわち、

　ドイツは毎年ほぼ九十万人の人口増加がある。この新しい国民の大軍を養う困難さは、年々大きくなり、もしこの飢餓貧困化の危険を時機を失わずに予防すべき手段と方法が発見されないならば、いつかは破局に終るに違いないのだ。




ドイツ政策の四つの道

　かかる恐るべき将来の展開を避けるために四つの道があった。

　一、フランスの手本にしたがって、出生の増加を人工的に制限し、それでもって人口過剰に対処することができた。

　自然自身は、非常な窮乏の時代とか、気象的に悪い状態の時とか、ひどい飢餓の時にもまた、一定の地方や人種の人口増加にやはり制限を加えるのを常としている、もちろん無情と同時に賢明な方法ではあるが、自然は生殖力そのものを阻止しないが、しかし生まれてきたものを困難な試練と窮乏にさらし、強靱さや、健康で劣るものをすべて、ふたたび永遠に未知なるものの膝下へ帰すように強制することによって、生まれてきたものの存続維持を妨害するものである。それでもなお生存の不公平に屈しなかったものは、千倍もの試練に耐えた堅固で健全なもので、さらに生殖に適しているのである。こうして根本的な淘汰をはじめからくりかえすことができるのである。自然はそのように個々のものに対して残虐にたちむかい、そしてかれが生活の嵐に耐えられないかぎり、ただちに呼びもどすことによって人種と種自身を力強く維持し、むしろ最高の能力にまで高めるのである。

　しかしそれとともに、数の減少は人の強化となり、したがって結局は種の強化となる。

　人間が数の制限を行なおうと準備するときには話が違う。人間は自然を木彫りしたものではなく、「人間的」である。人間はこの残忍な全知の女王よりももっとよく知っている。人間は各個の存続維持を制限しないで、むしろ生殖そのものを制限する。これはむしろつねに自分自身だけを見て人種を見ないものには、逆の方法よりもより人間的であり、より正当だと思える。しかし遺憾ながらまたその結果は逆である。

　自然は生殖を自由にさせておきながら、しかし存続維持は極度に困難な試練にゆだね、ありあまる個体の中から最良のものを、生きていくに値するものとして選び出す。こうして自然はそれだけを維持し、そして同様にその種の存続維持の担い手たらしめるものであるが、人間は生殖を制限するが、しかし一度生まれたすべてのものをどんな代価をはらっても維持しようとし、ひきつけんばかりにいっしょうけんめいになる。神の意志を訂正することが、かれには人間的であると同時に賢明であるように思える。そしてもう一度ある点で自然を凌りよう駕がし、そのうえ自然のたりないところは証明したと喜んでいる。もちろん実際には数は制限したが、これに対し個々の価値は低下させられたのだということを、神の愛すべき小猿はもちろん好んで見ようともしなければ、聞こうともしないのである。

　というのはひとたび生殖自体が制限され、出生数が減少するやいなや、最も強いものや最も健康なものだけしか生きることを許されない自然的な生存競争の代りに、最も弱いものや、それどころか最も病弱なものも、どんな代価を支払っても「助け」ようとする当然の欲望、また自然と自然の意志を軽侮することが長ければ長いほど、ますます悲惨なものとならざるをえない子孫のために胚を残しておこうとする当然の欲望が、生ずるからである。

　しかし結局かかる民族には、いつかこの世界の生存権がとりあげられるようになるであろう。というのは、人間はある期間は存続維持の意志という永遠の法則に反抗することができるが、しかし、遅かれ早かれ報復がくるからである。より強い種族が弱者を駆逐するであろう。生きんとする衝動は最後の型においては、強者にその場所を譲るために、弱者を滅ぼすという自然のヒューマニティをその代りに置かしめるために、個々人のいわゆるヒューマニティという笑うべき束縛がすべて、どんどん破壊されるのだからである。

　こうしてドイツ民族の増加をみずから制限するという方法で、ドイツ民族にその生存を確保しようとするものは、同時にドイツ民族から未来を奪うものである。

　二、第二の道は、われわれが今日もしばしばくりかえし提案し称揚されていると聞いているもの、すなわち国土開発である。この提案を多くのものはよい意味に考えているが、たいていのものは、想像しうるかぎりでは、考えうるかぎりの大きな損害をひきおこすように、誤解されているのが常である。

　疑いもなく、土地の収益力は一定限度までひきあげることができる。しかしただ一定の限度までであり、無限にということではない。一定の期間人々は、かくしてわが国土の利用度を増すことによって、飢餓の危険なく、ドイツ民族の増加の困難を防ぐことができるであろう。しかし生活上の要求は一般に住民数よりも急速に増加するという事実が、これに対立する。衣食に関する人間の要求は、年々大きくなり、たとえば今日でもおよそ百年前のわれわれの祖先の要求とはくらべようもないほどの状態になっている。だから生産の増加が人口の増大のすべての前提をはたした、と考えるのは誤りである。そうだ、それはある程度までしか当っていない。というのは少なくとも土地の増産の一部は、人間の増大せる必要性を満足させるために用いられるからである。単に一方では大いに節約し、他方ではいっしょうけんめい働いてすら、それでもなお、それ以上に土地自体から生産される限界がくる。どんなに勤勉に働いても、それ以上土地から生みだすことが、もはやできなくなる。たとえば一定期間引きのばしたとしても、ふたたび宿命がおとずれる。飢餓ははじめは凶作等があったとき、ときたま現われるにすぎない。人口数の増加とともにこれは、ますますしばしば現われるようになり、ついにはめずらしい豊作の年に穀物倉がみたされているときだけ、飢餓がこないのである。しかしそのばあいでもなお困窮はいやされず、そして飢餓がそういう民族の永遠の同伴者になるときが近づくのである。そうなるとふたたび自然が助けて、生存のためにみずから選び出したものの中で淘汰を行なうか、あるいは人間がまたしてもみずからを助けねばならない。すなわち、人種および種に対してすでに述べたような重大な結果をともなう人口増加の人工的妨害に手をのばすのである。

　この未来はいずれにせよ、いつかは全人類に迫ってくる、したがってまた個々の民族はこの宿命からもちろん逃れることができないのだ、と人々はなお反論することができるだろう。

　これは一見まことに正しい。けれどもしかしこのばあい、次のことを熟慮すべきである。

　たしかに一定の時点に達したときには、土地の生産力は、増加しつづける人口数にもはや平衡を保つことができなくなるから、全人類は人種の増加をやめなければならなくなるだろう。そしてふたたび自然に決定させるか、あるいはできるなら自助によって、このばあいもちろん今日よりも正しい方法で、必要なつりあいを保たせてやらざるを得なくなるであろう。目下のところ、ただそういう危急に迫られている人種は、自分に必要な土地をこの世界に確保するに十分な力と強さをもっていない人種だけであるが、しかしこれはその次にはすべての民族に一様にあてはまるであろう。というのは、目下この地上にはまったく巨大な面積の土地が、依然として利用されないまま残されており、そして開拓者を待ちこがれているだけだという状態だからである。しかしこの土地は自然によって、もともとある一定の国民あるいは人種に未来のための保留地帯として残しておかれたものではなく、それを獲得する力をもつ民族のための、そしてこれをいっしょうけんめい開拓するための土地であり、大地である、ということも同様にまた正しいのである。

　自然は政治的境界を知らない。自然は生物をまずこの地球上に置き、そして諸力の自由な競争を見ている。そして勇気と勤勉さで最も強いものが、自然の最愛の子供として生存の支配権を受けとるのだ。

　他の人種がこの地上の大きな面積に永遠にしがみついているときに、もしある民族が国土開発にとどまっているならば、ある時期になると他の民族が絶えず増加しつづけるのに、自己制限することを余儀なくさせられるであろう。しかしいつかはこういうばあいがくる。そして実際にある民族の自由に処置しうる生活圏が小さければ小さいほど、ますます早くなる。とにかく遺憾ながら、しばしば総じて最善の国民が、あるいはより正しくいえば、唯一の真の文化的人種、あらゆる人種の進歩の担い手だけが、その平和主義に眩げん惑わくされて、新しい土地獲得を断念し、「国土」開発で満足することを決意しているが、しかし劣等な諸国民が、この世界の巨大な生活圏を確保することを知っているから、これは次のような結果に導くであろう。すなわち、

　文化的には劣っているが、しかし生来より残忍な民族は、最も大きな生活圏をもっているために、その位置でなお無限に増加をつづけることができるのに、文化的にはすぐれているが、しかし遠慮がちな人種がその制限された土地のためにいつかはその人口増加を制限せねばならないのである。いいかえれば、世界は、こうして文化的には価値は少ないが、しかし実行力のある人類の所有に帰することになる。

　そこでなお遠い将来のことではあるが、ただ二つの可能性だけが残る。つまり、世界はわが近代民主主義の観念にしたがって、すべての決定が数の上でより強い人種のために有利な結果に終わるか、あるいは世界は自然的な力の秩序の法則によって支配され、その場合残虐な意志をもつ民族が勝つことになり、したがって自制する国民が敗れるか、である。

　しかしこの世界がいつかこのうえもなく激しい人類の生存の闘争にさらされるだろうことは、誰人も疑うことができない。最後には自己保存欲だけが、永遠に勝利を占める。この欲望の下では、愚鈍や臆病やうぬぼれの強い知ったかぶりがごっちゃまぜになって表われているいわゆるヒューマニティは三月の太陽のもとでの雪のようにとけてしまう。永遠の闘争において人類は大きくなった──永遠の平和において人類は破滅するのだ。

　しかしわれわれドイツ人にとっては、「国土開発」のスローガンは、だからまったく因果なことである。それは、平和主義的な心がけに応じて平穏な仮睡生活の中で生存を「儲ける」ことが許される手段が見つかったという意見を、すぐにわれわれの間に強めるからである。この説がひとたびわれわれの間にまじめに受けいれられるならば、それはこの世界で、われわれにふさわしい場所を確保しようとするあらゆる努力の終しゆう焉えんを意味するのである。このような方法ででも、生活と未来を確保しうるという確信を、平凡なドイツ人がいだきはじめるやいなや、ドイツ人に必要な生を積極的に、したがって効果的に主張しようとするあらゆる試みは、空虚になるであろう。しかし国民のこういう態度によって、すべて真に効果的な外交政策は葬り去られ、それとともにドイツ民族の未来も一般に葬られると見ることができよう。

　この結果をよく知っていて、こういう死ぬほど危険な思考過程をわが民族に植えつけようとし、植えつけることを知っているのが、いつもまずユダヤ人であることは偶然ではない。ユダヤ人はかれの期待にそむかぬものだけを、よく知っている。ユダヤ人は、スペイン的蓄財ペテン師のためにありがたがって犠牲になってくれるということを知らないはずがなく、自然を愚ぐ弄ろうし、苛酷無情な生存競争を無用にするようにし、その代りに「その場その場のご都合」次第で、あるいは労働によって、時にはまた何もしないで、この遊星の支配者になりあがる手段が見つけられるだろうと、かれらを瞞まん着ちやくすることを知っているのだ。




　すべてのドイツ国土開発は、まず第一に社会的弊害を除き、なかんずく一般的な思惑から土地をひきはなすのに役立っただけである。だが新しい土地や土壤なくしては、国民の未来を確実にするために決して十分ではありえない。ということは、いくら強調しても、しすぎることはない。

　われわれが別の方法をとるならば、やがてわれわれは、わが国土の末端に到達してしまうだけでなく、われわれの力もつきてしまうであろう。

　最後になお、次の点が確認されねばならない。すなわち、

　国土開発によってある一定の小さい地面に拘束されていること、同じようにまた出産制限によってもたらされる同じような終局の結果は、当該国民を軍事政策上、極度に不利な状態に導くのである。

　民族の居住地域の大きさの中にはすでに、それだけで外的な安全性を決定する本質的要素がある。ある民族が自由に用いる地域の範囲が大きければ大きいほど、それだけ自然の守りも大きくなる。というのはいつも小さく押しつぶされた地面にいる民族に対して軍事的に決着をつけることはより早く、したがってまたより容易で、特により効果的に、より完全なやり方でねらうことができ、領土的に大きい国家はこの逆が可能となるからである。それゆえ国家の領土が大きいということは、いつも無分別な攻撃に対しては確実な守りとなる。というのはそのさいには長期の苦しい闘争によってのみ所期の結果に達しうるからであり、まったく特別な理由が存在しないかぎり、不ふ遜そんな奇襲をしては冒険があまりに大きすぎると思われるからである。したがって国家が大きいということの中には、すでに民族の自由と独立をより容易に維持する基礎があるのである。一方逆にかかる構造が小さいとそれを無遠慮に占領しようと挑戦するのだ。

　事実上、人口がふえるのと並行して土地を拡大してその間に均衡をつくろうとした最初の二つの可能性は、またドイツ帝国のいわゆる国家主義団体によって拒否された。こういう態度をとった理由は、もちろん以上述べたこととは違っていた。つまり出産制限については、かれらはまず第一に、一種の道徳観から拒否する態度をとった。国土開発を人々が憤激して拒否したのは、人々がそこにおいて大土地所有を攻撃すると邪推し、そしてその中に私有財産に対する一般的闘争の端緒を見たからである。特に後者を後援する学説が提唱した形式では、人々がいきなりそのように受けとったのも正しかったのである。

　一般に大衆に対する防御策は、非常にまずく、そしてまた決して問題の核心をついてもいなかった。

　かくして増加する民族数に労働とパンを確保するには、ただ二つの道しか残っていなかった。

　三、人々は過剰な幾百万人を毎年移住させるために、新しい土地を手に入れ、そして自給の原則でずっと国民を養っていくか、あるいは、

　四、外国の需要に応じて商工業を起し、その売上高によって生活をまかなっていくかであった。

　だから領土拡大政策か、植民地政策、商業政策をとるかのいずれかである。

　この二つの道は種々の方面から注目され、検討され、推挙され、そしてついに後者が決定的に採用されるまでたたかわれた。

　両者の中で、より健全な道は、もちろん前者であったろう。




新しい土地の獲得

　過剰人口を移民させるために新しい土地の領土を求めることは、現在をでなく、特に将来を注視するならば、無限に多くの利益がある。

　全国民の基礎としての健全な農民階級を維持していく可能性でさえも、決して十分に高く評価されているとはいえない。

　今日のわれわれの多くの悩みは、そもそも農村の民衆と都市の民衆との間の不健全な状態に由来する。中小農民の固い株は、いつの時代でも、われわれが今日もっているような社会的疾病に対する最良の防御である。しかし、これは国民が経済の国内循環において日々のパンを獲得する唯一の解決法でもある。商工業はその不健全な指導的地位から退いて、国家的な需要均衡経済という一般的なわく内に組みいれられる。それとともに両方とももはや国民を扶養する基礎でなく、その補助手段になる。商工業はあらゆる分野で自国の生産と需要の均衡だけを課題とすることによって、全国民の扶養を多少とも外国から独立させ、特に重大な時に、こうして国家の自由と国民の独立を安全にするのを助けるのである。

　もちろんこのような領土拡大政策は、カメルーンにおいてではなく、今日ではかろうじてもっぱらヨーロッパにおいて実現されるのである。人々はそれと同時に、冷静に、まじめに、ある民族がこの世界で他の民族より五十倍も多くの土地や領土を与えられているのは、たしかに神の意志ではありえない、という観点に立たねばならない。このばあい人々は、政治的な境界によって、永遠の権利の境界から遠ざけられてはならない。この地上が真にすべての人の生活圏を有しているならば、しからば、われわれにも生活に必要な土地が与えられてもよいはずである。

　もちろんだれも喜ぼうとはしないであろう。けれどもそのばあいには自己保存の権利がその効力をあらわす。そして示談が拒否されれば、まさしく[image: 拳]骨でいかねばならない。もしもかつてわれわれの祖先が、その決意を今日現代と同じような平和主義的ナンセンスにもとづかせていたならば、しからばわれわれは、われわれの現在の領土のわずか三分の一ぐらいしか所有していないであろう。そしてそのばあいにはドイツ民族は、ヨーロッパではもはや何もなすところもなかったにちがいない。そうだ──ドイツ帝国の二つの東部辺境州および、これとともにそもそも今までわれわれを存立せしめてきたわが国家と民族の領域の大きさの内部的強靱さは、われわれが自己の生存のために戦うための自然的な決断力のおかげなのだ。

　いま一つの理由からも、この解決は正しかったといえるであろう。すなわち、

　今日ヨーロッパ諸国の多くは、ピラミッドをさかさにしたに等しい。そのヨーロッパの底面は、植民地、外国貿易等における他の重荷に対して笑うべきほど小さい。ヨーロッパに尖端があり、全世界に基底があるといってもよい。基底をなお自己の大陸にもち、そしてただ尖端のみが他の土地に触れているアメリカ合衆国とはちがうのである。それゆえにこそ、しかしまたこの国は未曽有の国内的な力をもち、ヨーロッパの植民地国家がたいてい脆ぜい弱じやくなのである。

　イギリスもまた例外ではない。とにかく人々は大英帝国を見るばあい、そもそもアングロサクソン系の世界そのものを見ることを簡単に忘れる。イギリスの地位は、ひとりでアメリカ合衆国と言語上、文化上で共同しているために、それでなくてさえ他のヨーロッパの国々とも比較されえないのである。

　それゆえドイツにとって健全な領土拡大政策を実施する唯一の可能性は、ヨーロッパ自体の中で新しい土地を獲得することだけにあった。植民地は、それが大規模のヨーロッパ人の植民のために適していないと思われるかぎり、この目的に奉仕することはできない。だが平和的方法では、十九世紀においては、そういう植民地領域をもはや得うることはできなかった。したがって、ただ困難な闘争の方法でのみ、かかる植民政策を実施することができたのである。そしてヨーロッパ以外の地域よりも、むしろ故郷の大陸の土地のために戦われたほうが、いっそう目的にかなっていたのである。

　このような決意はもちろん、さらに終始一貫せる献身が必要である。中途半端な方法や、あるいはぐずぐずしているだけでは、最後の精神力まで緊張させてはじめて遂行できると思われるような課題に、近づくことはできない。そのときにはまた、ドイツ帝国の全政治的支配が、この唯一の目的に向かって熱中しなければならなかった。こうした課題や条件を認識する以外に、他の考慮に導かれる方策は決して生じえなかった、この目的は闘争によってのみ達せられる、ということを明白に認識させ、しかしまた冷静に、沈着に戦闘にたち向かわねばならなかったのだ。




親英反露

　そこで同盟はすべてもっぱらこの観点から検討し、その利用しうる度合いにしたがって評価すべきであった。人々がヨーロッパで土地と領土を欲するならば、そのさいは大体においてロシアの犠牲でのみ行なわれえた。そのばあいには、ドイツの鋤すきには耕土を、だが国民には日々のパンを与えるために、ドイツの剣でもって、新しいドイツ帝国はふたたび昔のドイツ騎士団の騎士の道を進まねばならなかったのだ。

　かかる政策のためには、もちろんヨーロッパにはただ一つの同盟国があった。すなわちイギリスである。

　イギリスと結んでのみ、背面を保護されて、新しいゲルマンの行軍をはじめることができたのである。なおまたその権利は、われわれの祖先の権利よりも決して小さくはないであろう。わが平和主義者といえども、たとい最初の鋤といったものがかつては「剣」と呼ばれたとしても、東方のパンをたべることを拒みはしない。

　イギリスの好意を得るためには、だがどんな犠牲でも大きすぎることがあってはならなかった。植民地と海上勢力を断念し、そしてイギリス工業に対して競争をさしひかえるべきだった。

　絶対的に明白な態度だけが、このような目的に達することができたのだ。すなわち、世界貿易と植民地を放棄すること、ドイツ海軍を断念すること。陸軍に対して国家の全勢力機能を集中することである。

　その結果はたしかに一時的には抑制であったかも知れない。だが偉大なそして力強い未来でもあった。

　この意味でイギリスがわかりがよかったならば、その時期があったのだ。ドイツが自国の人口増加のために何かある打開策を探さねばならず、そしてイギリスと結んでそれをヨーロッパに求めるか、あるいはイギリスと結ばずに世界に求めるかを、イギリス人は非常によく理解していたのだからである。

　世紀の転換期に、ロンドン自身のほうからドイツに接近しようとした時があったが、この考えはなによりもまずイギリスが先にのべたようであったからである。最近の数年間にわれわれがほんとうに恐ろしく思って観察することができたことが、当時はじめて現われたのであった。人々はイギリスのために火中の栗を拾わねばならないという考えから、いやな感じを受けた。あたかも同盟とは一般に相互取引の原則とは異なった原則でありうるかのようであった。しかしこういう取引は、イギリスとは非常にうまくできたのである。イギリス外交はいつも相互履行なくしては、何もしてくれることを期待できないということを知らないほど、バカではなかったのである。

　そして、賢明なドイツ外交が一九〇四年の日本の役割（※５）を引受けていたと考えてみよう。そうすればその結果がどれほどドイツのためになったか計り知れないのである。

　決して「世界戦争」にまでいたらなかったに違いない。

　一九〇四年の血は、一九一四年から一九一八年（※６）にかけて流した血を十倍も節約したのだ。

　そうすればドイツは、今日世界でどんな地位を占めていたことだろう！




対オーストリア同盟の廃止

　もちろんこのばあいオーストリアとの同盟は、無意味であった。

　というのはこの国家的なミイラは、戦争を貫徹するためにドイツと結んだのではなく、永久の平和を維持するために結んだのであり、さらに平和は、りこうにも徐々にだが確実に、王国内のドイツ主義を絶滅するために用いることができたからだ。

　しかしこの同盟は次の理由からも不可能であった。すなわち、直接に国境を接しているところで行なわれている非ドイツ化の過程に終末をもたらすだけの力と決意を一度ももったことのない国からは、ドイツの国家的利益を積極的に代表することなどまったく期待できないからである。ドイツが、頼りにならないハープスブルク国家から一千万の同胞種族の運命についての処置を奪いとるだけの国家感情と無遠慮さをもたないならば、その場合には先を見通した思いきった計画にいつか手を出すだろうなどとは、まったく期待することができなかった。オーストリア問題に対する旧ドイツ帝国の態度は、全国民の運命を決する闘争における行動の試金石だったのである。

　いずれにせよ、オーストリアの同盟の能力の価値は、もっぱらドイツ的要素の維持ということから決められたのであるから、年々歳々ドイツ主義がますます抑圧されるのを傍観していてはならなかった。

　しかしいっこうにこの方法はとられなかった。

　人々はなによりも戦闘を恐れた。それにもかかわらずついに最も不利なときに、戦争にまきこまれたのであった。

　人々は運命からいそいで逃げようとした。そして運命にすぐに追いつかれたのだ。世界平和の維持を夢見て、世界戦争に達したのだ。

　そしてこれが、なぜドイツの未来を形成するという第三の道にかつて一度も注目しなかったか、という最も重要な理由であった。新領土の獲得はただ東方においてのみ達せられることは知っていたが、それには戦争が必要だと考え、いかなる代価を払っても平和を欲したのだった。というのは、ドイツ外交のスローガンは、とっくの昔に、どんな方法を用いてもドイツ国民を維持するというのではなく、むしろあらゆる手段をつくして、世界平和を維持するのだ、と称していたからだ。そしてこれがどんな成果をおさめたかは、よく知られている。

　わたしはこの点について後に特に触れるつもりである。




経済拡張政策

　かくして第四の可能性が残された。工業と世界貿易、海軍と植民地がそれである。

　もちろんこのような発展は、はじめは比較的容易に、そしてまた恐らく迅速に達成されるものである。土地や領土の植民は、往々にして幾世紀も続く緩慢な経過をたどる。そのさい、突然に燃えあがるものでなく、徐々にではあるがしかし根本的な、また絶え間ない成長が行なわれていることにこそ、その内面的な強靱さを求めるべきである。それが、数年の間に膨脹しうるが、堅けん牢ろうな強さというよりもシャボン玉に似ているような工業の発展との相違点である。軍艦をつくることは、ねばり強い闘争をして農場を開き、農民を植民させるよりは、もちろん速い。だがこれはまた、後者よりも、もっと速く水泡に帰するものである。

　それにもかかわらずドイツがこの道を進んだばあいは、人々は少なくとも、ある日この発展も最後は戦争になるだろうということを、はっきりと認識していなければならなかった。友情にあつい、そして礼儀正しい態度で、平和的な心がけを絶えず強調しながら、人々が美しく、もったいぶって語るように、「諸民族の平和的競争」において、自分のバナナはとってくることができる、だから武器をとる必要はない、と考えることができるのは子供だけである。

　そうだ、もしわれわれがこの道を歩むならば、そのばあいいつかはイギリスがわれわれの敵となるに違いない。イギリスが他日無遠慮にもわれわれの平和な活動に対して、無法な利己主義者の粗暴さで対立したことについて憤慨するのは──だがまったくドイツ人独自のお人好しにかなっているが──ナンセンス以上である。

　われわれならもちろんこんなことはしないだろうが。




親露反英

　ヨーロッパの領土拡大政策が、ただイギリスと提携し、ロシアを敵としてのみなしえたとするならば、一方反対に植民地および貿易政策は、ロシアと結んでイギリスに対立することによってのみ、考えられることであった。しかしその際人々はここでも仮借なく結論を引き出さねばならなかった。──そしてなによりもまずオーストリアと手を切らねばならなかった。

　どの方向から見ても、世紀の転換期にはこのオーストリアとの同盟はもともと、まったく狂気の沙汰であった。

　ところが人々は、ロシアと結んでイギリスに対することも、同じくイギリスと結んでロシアに対することも、まったく考えなかった。そしてこれを避けるために人々は、たしかに一般にまず商工業政策を決意した。そればかりではなく、いまやこの「経済的」世界制覇においては、いままでの権力政策を断然挫ざ折せつさせるべきだ、という使用説明書をもっていた。人々はしかし、往々にしてこれにまったく確信がなかったらしい。特にイギリスからまったく不可能な脅迫がくるごとにそうであった。だから人々は、海軍の建設も決意したが、しかしまたそれもイギリスを攻撃したり、殲せん滅めつしたりするためのものではなく、上に述べた「世界平和」と「平和的」世界制覇の「防衛」のためであった。したがって、それはまたあらゆる点で、その数のみならず、個々の艦船のトン数や艤ぎ装そうも、そのようにしてまで最後の結末として「平和的意図」をあらわすために、多少ひかえ目であった。




経済的平和的征服

「経済的平和的」征服をうんぬんすることは、かつて国家政策の指導原理にあげられた中で、無意味きわまりないものであった。人々がこういうことができる証人としてイギリスを立てることを恐れなかったのが、そのためにこの無意味さをいっそう大きくしている。そのさいわが大学教授のような歴史学説や歴史観がともに犯した罪はほとんど取り返しのつかぬものであり、歴史を理解したり、把握したりすることをせずに、歴史を「学ぶ」ものがいかに多いか、ということに対する適切な証明でもある。イギリスにおいてこそ、この説が的確に否定されていることを、人々は認識しなければならないであろう。けれどもいかなる民族といえども武力による経済征服をイギリス民族ほどきわだった残忍さでよりよく準備したり、無遠慮に弁護したりしたものはない。政治力から経済的利益を引き出し、あらゆる経済的強権をふたたびただちに政治権力に鋳直すことが、まさしくイギリス政治の特徴ではないか？　それにもかかわらずイギリスを、なにか人間的には臆病であり、自己の経済政策には自己の血も賭けないと考えたのは、なんという誤りであろう！　イギリス民族が「国民軍（※７）」をもたなかったことが、ここでは決して反証にはならなかった。なぜならここでは、その時々の国防軍の軍制形式が問題になるのではなく、むしろ現存の形式に植え込むべき意志と決断が、問題だからである。イギリスはつねに必要とするだけの装備をもっていた。イギリスはいつもある成果に達する武器をもって戦った。傭よう兵へいで十分であるかぎりは傭兵で戦った。しかし全国民の尊い血において、そのような犠牲のみが勝利をもたらしうるときには、そこまで深く手をのばした。しかしいつも戦いに対する決意を失わず、戦いに対する強靱さと、仮借なき遂行という点では、いつでも変わるところがなかったのである。




ドイツの漫画の中でのイギリス人

　だがドイツでは、学校、新聞、漫画雑誌によって、イギリス人やイギリス帝国の本質について、この上もなく悪質な自己欺ぎ瞞まんを招くにきまっている観念を、人々に徐々に植えつけたのである。というのは、こうしたナンセンスに人々が徐々に感染し、その結果、過小評価し、それがもっとも峻しゆん厳げんに報いたからである。この誤ご謬びゆうは、イギリス人が老ろう獪かいであると同時に、人格的にもまったく信ぜられぬほど卑怯な商売人だと確信したほどまでに、深かったのである。イギリスほどの大きな世界帝国が潜行やペテンだけで簡単にできあがらないのだということが、遺憾ながらわが大学教授式学問の崇高な教師にはわからなかったのだ。二、三の警告者は、聞きながされるか黙殺されたのだ。わたしはいまでもはっきりおぼえているが、われわれがフランドル地方でイギリス歩兵に直接にぶつかったとき、われわれの仲間の顔にあらわれた驚きがどんなだったか。最初の数日の戦争で、早くもこれらスコットランド兵は、漫画雑誌や通信電報で信じさせられていたものと正反対のものだ、という確信が、その時おそらくみんなの頭に浮かんだのである。

　当時わたしははじめて、宣伝形式の有効性について考察しはじめた。

　しかしこの誤謬は、もちろん流布者にとっては、つごうのよいことだった。たとえまちがった例ではあるが、この例で経済的な世界制覇の正しさを実証することができたのだ。イギリス人にできたことはわれわれにもできるにちがいないし、その際にさらにあの特殊なイギリス的「不信」をもたず、非常に偉大な正直さをもっていることが、まったく特別のプラスであると思われた。というのは、これによって大国の信用と同時に、とりわけ小国の好意をそれだけ容易に得られると思っていたからである。

　われわれの正直さが他国にとって内心恐るべきものであったということが、われわれがこれらすべてのことをまったくまじめに、みずから信じていたがため、われわれにはそのさいわかっていなかったのだ。他の世界がかかる態度をまったくすれっからしの虚偽のあらわれと見ており、革命が起ってはじめて、われわれの正直な意向の徹底的なバカサかげんに深い洞察を加えて、驚きはてたというのに、だ。




三国同盟の内面的な弱さ

　この世界の「経済的平和的な制覇」が無意味だということからだけでも、ただちに三国同盟の無意味さは、はっきりと理解しうることだった。それとは別にそれでは一体どこの国と同盟を結べばよかったのか？　もちろんオーストリアと結んでも、ヨーロッパだけすらも、戦争で征服することに着手できるはずがなかった。まさにこの点にこそ、そもそも最初からこの同盟の内面的な弱さがあった。ビスマルクのごとき人は、かかる応急処置をあえてやり得たが、少なくともビスマルクがなした同盟のための本質的前提がとっくの昔になくなった時代において、てぎわの悪い後継者たちではもはや何もできなかった。というのは、ビスマルクはオーストリアの中に依然としてドイツ国家があると信じていたからである。しかし普通選挙権が次第に導入されるとともに、この国は議会政治で統合される非ドイツ的混乱状態におちいったのだ。

　いまやオーストリアとの同盟は、人種政策的にもまったく有害であった。人々はドイツ国境に新しいスラブ強国ができあがるのを甘受していた。この国は遅かれ早かれドイツに対して、たとえばロシアに対するのとはまったくちがった態度をとるに相違なかった。それと同時に、この王国における同盟思想の唯一の担い手が、影響力を失い、決定的な地位から駆逐されるのに比例して、同盟自体が年々歳々、内部的に空虚にかつ弱くなった。

　すでに世紀の転換期に、オーストリアとの同盟は墺伊同盟とまったく同じ段階に到達していた。

　ここでもまた、可能性が二つだけ残されていた。すなわちハープスブルク王国と同盟を続けるか、あるいはドイツ人の駆逐に対して抗議をするか、であった。しかしこういうことが一度はじまると、結末はたいてい公然の戦争になるものだ。

　また三国同盟の価値は、心理的にもすでに些細なものであった。というのは同盟の堅固さというものは、同盟が目的を現状そのものの維持に制限すればするほど、それにつれて減少するものだからである。しかし、反対に同盟は、個々の締約国がそれによって、一定の明確な包括的な目的に達しうる希望をもつことができればできるほど、ますます強くなるものである。どこにでもあてはまることであるが、ここでもまた強さというものは、防御にではなく攻撃にあるのだ。




一九一二年のルーデンドルフの建白書

　これまた当時いろいろの方面によって認められていた。遺憾ながらいわゆる「その職にあるもの」だけが認めなかったのだ。特に当時の参謀本部付士官たるルーデンドルフ大佐は、一九一二年の建白書の中で、この弱点を指摘した。もちろんこのことは「政治家」の側からは、なんらの価値も意義も認められなかった。というのは、見うけるところ、一般に明めい瞭りような理性は、普通の人間の目的にかなうように現われるだけであって、原則としてしかし、「外交官」に関するかぎり除外されるようだからである。

　一九一四年の大戦がオーストリアという回り道で勃発し、したがってハープスブルク家も参加しなければならなかったことは、ドイツにとってはほんの少し幸いであった。なぜならもし逆にドイツで勃発していたならば、ドイツは孤立していたであろうからだ。ハープスブルク国家はドイツによって起った戦争には、決して参加することができなかったであろうし、また参加しようとさえしなかったであろう。人々はその後、イタリアを非難したが、それがもっと早くオーストリアに対して起ったであろう。少なくともその初期に同時に革命から国家を救うために、オーストリアは「中立」にとどまっていたに違いない。オーストリアのスラブ民族は、すでに一九一四年にドイツのための援助を認めるよりは、王国をたたきこわしていたであろう。

　だが、ドーナウ王国との同盟がもたらした危険と困難がどんなに大きいものであったかを、当時理解し得たものはほとんどなかったのである。

　第一、オーストリアには、その腐朽した国家を継ごうと考え、したがって時がたつにつれてドイツに対するある憎悪を生ぜざるを得なかった多くの敵があった。なぜならドイツこそ人々は、あらゆる方面から期待され、待ちこがれている王国の崩壊を阻止している本元だと認められていたからである。結局ヴィーンはベルリンという回り道を通ってのみ到達すべきもの、と確信されるにいたったのだ。




誘惑的遺産としてのオーストリア

　それとともにしかし第二に、ドイツは最も見込みのある同盟の可能性を失ったのだ。それどころか、その代りにロシアやイタリアとすら、ますます大きな緊張の度を加えたのだ。しかもローマでは一般的気分は、イタリア人の最後の一人の心の中にまでも反オーストリア的気分が眠っており、しかもしばしば燃えあがるのと同程度に、親独的であったのである。

　人々が一度商工業政策をとった以上、もはやロシアと戦う原因は同様に少しもなかった。両国民の敵だけが、この争いに旺おう盛せいな興味をもつことができた。事実、ここにおいてもあらゆる手段で両国の間を戦争に扇動し、けしかけたのは、まず第一にユダヤ人とマルクス主義者であった。

　最後に、そして第三に、この同盟はドイツにとってはかり知れない危険を蔵しなければならなかった。というのは、いまやビスマルク帝国に実際に敵対している大国が、オーストリアの同盟国の犠牲ですべての国が富裕になれることを予期させる地位にいたので、すべての国々をドイツに対抗するためにいつでも、容易に動員することができたからである。

　ドーナウ王国に対しては、全東ヨーロッパを扇動させることができた。特にロシアとイタリアを。イギリス王エドワードの主導的活動によってつくられた世界連合は、もしドイツの同盟国たるオーストリアが、必ずしもそのような誘惑的遺産と思われなかったならば、決して成立しなかったであろう。この遺産があったからこそ、そうでなければ異質の欲望や目標をもっている国々を、唯一の攻撃戦線に加えることができたのである。いずれの国も、ドイツに対する共同戦線によって、オーストリアの犠牲で各自の富を増すことができると思っていた。ところで、このような不幸な同盟にさらにまたトルコが、匿名関与者として属していると思われたことは、この危険を極度に強くした。

　しかし、国際的なユダヤ人の世界的金融家が、普遍的な超国家的金融経済支配になお服しないドイツを滅亡させようと多年熱望してきた計画を遂行しうるためには、このオーストリアという餌を必要としたのである。それによってこそ人々は、いまや幾百万の進軍する軍隊の純然たる数によって強化され、勇気づけられ、ついに不死身のジークフリートに肉薄する覚悟をもった連合を、でっちあげることができたのである。

　わたしにはすでにオーストリア時代からいつも不満でいっぱいだったハープスブルク王国との同盟は、いまや長期にわたる、内面的検討の原因になりはじめ、その後においてもいままでに抱いていた考えをなおいっそう強くするだけだった。

　当時すでにわたしは、いつも行き来している小グループにおいて、没落するにきまっているこの国家との不幸な協定は、時機を逸しないうちに解消しないと、ドイツの破滅的な崩壊にまで導かれるというわたしの確信をかくさなかった。ついに世界大戦の嵐が、すべての理性的な熟慮を断ち切ったかのように思われ、いちばん冷静に現実の考察だけをなすべき地位にあるものまでいっしょに感激に陶酔したときも、このわたしの岩のように固い確信は、瞬時も動揺しなかった。わたし自身が前線に立っていた間も、この問題が語られるごとに、この同盟は破られることが早ければ早いほど、それだけドイツ国民のためになり、またハープスブルク王国を放棄することで、それだけドイツの敵を少なくしうるならば、決して犠牲を払ったことにはならない、というわたしの意見を主張したのだった。というのは幾百万のものが鉄カブトの緒を締めたのは、堕落した王国を維持するためではなく、むしろドイツ国民を救済するためであったからだ。

　大戦前に数度、少なくともある陣営においては、あたかもこの同盟政策のとる方向にかすかな疑惑が浮かびあがったかのように見えた。ドイツ保守階層は時々、あまりのお人よしに警告しはじめたが、しかしこれはすべての理性的なものがそうであるのと同様に、聞き流されたのであった。人々はその効果は巨大で、犠牲はゼロに等しい世界の「制覇」の正しい道を歩んでいる、と確信していた。

　しかし著名な「その職についていないもの」は、「その職にあるもの」が、なにゆえにそしてどうしてハメルンの捕鼠者（※８）のように、愛する民族を後に引き寄せながらまっすぐに破滅に進んでいくかを、だまって傍観するよりほかに仕方がなかった。

　　　　　　　＊

国家と経済

　全民衆に「経済的制覇」というナンセンスなことを、実際政治の方策として、その反面「世界平和」の維持を政治の目標として全民衆に提示し、おまけに理解させることができたことについては、われわれすべての政治思想が一般に不健全であったことにかなり深い原因があった。

　ドイツの技術と工業の凱がい旋せん行列、ドイツ貿易の上昇しつつある成果とともに、これらはみなただ強力な国家を前提としてのみ可能なのだ、という認識が次第に失われた。反対に、多くの仲間の間では、ただこの現象のおかげで国家自体が存在しており、国家自体がまず第一に経済的利益にしたがって統治さるべき一つの経済的制度であり、だからこそその存立も経済に依存しているのだ、という信念を主張するにいたった。さらにその状態が最も健全で最も自然なものとみなされ、また称揚されていたのだ。

　しかし国家は、特定の経済観や経済的発展とはまったく無関係である。

　国家は経済的課題を実行するために、ある一定の制限された生活圏に経済的な契約者をまとめたものではなく、種の発展維持をいっそう可能ならしめ、摂理によって規定された自己存在の目標を達成するための心理的、精神的に同一な生物の共同社会組織である。国家の目的と意義はこれであって他の何物でもない。そのさい経済は、この目標を達成するためにまさしく必要な数多くの補助手段の一つにすぎない。しかし経済は、国家がはじめから不自然なために誤った基礎に立っていないかぎり、国家の原因でもなければ、目的でもない。国家それ自体は、前提条件として領土的境界をもつことを決して必要としないということは、これによってのみ明らかにされる。これはみずから種族同胞の扶養を確保しようとし、したがって、自己の労働によって生存競争を戦い抜く覚悟がある民族によってのみ必要とされる。雄バチのように他の人類の中に忍びこむことができ、あらゆる口実をもうけて人類を自己のために働かせるような民族は、独自の一定の境界をもった生活圏なしでも国家を形成することができる。このことは第一に、その寄生性のためにとりわけ今日、正直な全人類が悩んでいる民族、すなわちユダヤ民族にあてはまるのである。

　ユダヤ国家は、地域的に一度も境界のあったことがなく、地域の上では普遍的で際限なく、ただ人種の集合という点に制限があっただけである。それゆえこの民族はいつもまた国家の中に一つの国家を形成していた。この国家を「宗教」として航海させ、かくしてアーリア人種（※９）が宗教上の宗派と認める心がまえのできている寛大さによって自己を安全なものにしてきたことは、まだ見たことのない最も天才的なトリックに属する。というのは事実上モーゼの宗教（※10）は、ユダヤ人種保存の教説にほかならないからである。それゆえこの宗教は、一般にユダヤ人種保存のためにだけ問題になりうる社会学的、政治的な、同様に、経済的な知識分野を、ほとんどすべて包括しているのである。

　人間が共同社会を形成した最初の動機は、種の保存の衝動である。しかしながら、それと同時に国家は民族的な有機体であって、経済的組織ではない。この相違は、それが特に今日のいわゆる「政治家たち」にはもちろんいつまでもわからないぐらい大きいのである。それゆえ政治家たちはまた、国家というものは、実際永遠にただ種と人種の保存意志の線にある本性の活動の結果であるのに、国家も経済によって建設できると信じている。しかしこの本性はつねに英雄的な徳であって、決して小売商人的利己主義ではない。そのうえ種の存在の維持は、各人の献身に進んでおもむく覚悟を前提としているからである。詩人のことばの意味はまさにそこにある。「なんじが生命を賭せざれば、生を得ることなかるべし（※11）」、種の保存を確保するためには、個人の存在の献身が必要だということである。それゆえ国家の形成と維持のためには、同質同種を基礎とした一定の共属感情の存在と、そのためにはあらゆる手段をつくして進んでおもむく覚悟を本質的前提とする。もしこの本性を非常に多種多様な国家の存在形式の前提として指示し得ない存在であるならば、これは自己の領土にいる諸民族のばあいは英雄的徳の形成に導かれ、寄生民族のばあいには噓つきの偽善や陰険な残虐行為に導かれるのである。しかし国家の形成はいつも、少なくとも本来はこの本性の傾注によって生ずるであろう。さらにその場合自己を保存するための格闘において、お互いが戦うばあいに、英雄的な徳をほとんどもっていないような、あるいは敵の寄生民族の虚偽の策略に対抗できないような民族は、敗北させられる。すなわち征服され、それと同時に遅かれ早かれ、死滅しはてるであろう。だがまたこのばあいにも敗北はいつも、怜れい悧りさが不足しているためではなく、むしろ人道的志操というマントの下にかくれることだけを考えている決断力と勇気の欠如に帰するのである。

　国家を形成し、国家を維持する本性が経済とどんなに薄い関係こそないかは、次の事実がこのうえもなく明白に示している。すなわち、国家の内面的な強さがいわゆる経済的発展と一致することはほとんどまれであり、むしろこの繁栄は無数の多くの例によれば、国家がすでに滅亡に近づいていることを示しているようである。しかし、もし人間の共同体の形成がまず第一に経済力あるいは経済的衝動に帰するものであるとするならば、最高度の経済的発展はまた同時に国家の最も強力な勢力を意味しなければならず、この逆であってはならないはずだ。

　経済力が国家を形成し、国家を維持するという信仰が、あらゆる点から見て歴史的に反対であることが明らかに、かつ徹底的に示されている国においても通用しているということは、まことに理解しがたい妙な気持ちをおこさせる。まさしくプロイセンは、国家の形成を資格づけるものが物質的特性でなく、観念的な徳のみであることを、驚くほど明確に示している。この支持のもとにこそはじめて、経済も繁栄することができ、純粋な国家形成能力が崩壊するとともに、経済もふたたび崩壊するにいたる。ちょうどいまわれわれは、恐ろしくも悲しいことながら、この過程を眺めることができるのである。人間の物質的利益が最も繁栄することができるのは、つねにそれが英雄的徳性の庇護のもとにある時だけである。しかしそれを生存の第一条件としようとするならば、たちまちそれは自己存立の前提を破壊することになる。

　ドイツでは力の政策が高まったとき、いつも経済も隆盛になりはじめたが、経済がわが民族の生活の唯一の内容となって、それによって理念的徳性が窒息したときは、ふたたび国家は崩壊し、やがて経済がそれにまきこまれたものである。

　だが、国家を形成したりあるいはまた国家を維持するだけの力とは現実に何であるか、と問うならば、それは二、三のことばに要約しうる。すなわち全体のために個人を犠牲にする能力と意志である、と。この徳が経済となんら関係がないことは、次の簡単な認識から推定できる。人間は決して経済のために一身を犠牲にしない、すなわち人間は商売のために死ぬものでなく、ただ理想のために死ぬものだということである。イギリス人が民衆の心を認識するうえで心理的にすぐれていることは、かれが戦うばあいに与える動機づけを知ること以上によく示してくれるものはない。われわれがパンのために戦っているのに、イギリスは「自由」のために、それも自国民のためでなく、そうだ、小国の国民のために戦ったのだ。われわれはこの鉄面皮を笑ったり、それについて立腹したりしたが、それこそドイツのいわゆる政治が、戦前からいかに無思慮で愚ぐ昧まいであったかを示しているのである。男子が自由な意味や決意から死におもむくことができる力の本質について、ほとんど考えても見なかったのだ。

　一九一四年にドイツ民族がまだ理想のために戦っていることを信じていた間は、がんばっていた。だが日々のパンのためにのみ戦わさせるやいなや、この賭をむしろ投げてしまったのだ。

　しかしわが聡明な「政治家」は、この考え方の変化に驚いた。人間は、自分が経済的利益のために戦う瞬間から、できるかぎり死を避けるものである。というのは死はかれがこの戦いの報酬を享受することをいつもとりあげてしまうからだ、ということが、かれらにはわからなかったからである。自分の子を助けようとする気づかいは、弱々しい母をすら英雄ならしめる。そして種とそれを庇護する家庭あるいはまた国家を維持するための闘争のみが、いつでも男子を敵のヤリにたち向かわせるのだ。

　次の命題を永遠に通用する真理として定立してもよい。すなわち、

　国家はいまだかつて平和な経済によって建設されたことがなく、それが英雄的徳の領域にあるか、狡こう猾かつな老ろう獪かいさの領域にあるかは知らないが、つねにただ種の保存本能によってのみ建設されるのである。すなわち前者がまさしくアーリア人の労働国家、文化国家を作りだし、後者がユダヤ人の寄生者を作った。けれどもある民族やある国家で、経済それ自体がこの衝動を肥大のあまり圧迫しはじめるやいなや、経済自体が圧制と抑圧の誘因になる。

　商業政策と植民地政策によって平和的な方法で、世界をドイツ民族に開拓したり、あるいはそのうえ征服したりしうるという戦前の信念は、実際に国家を形成し維持する有用な能力やすべてそこから出てくる洞察、意志力および事を行なう決断力を失った典型的な徴表であった。そしてこれに対する自然法則の受領証が、その結果としての世界戦争であった。




腐敗の契機

　あまり深く研究しないものにとっては、たしかにドイツ国民のこの態度は──それが事実上一般的な態度だったが──解きえぬなぞとしか思えなかった。しかしドイツこそ、まさに純粋の力の政策の基礎からたちあがってきた国のまことにすばらしい例であった。ドイツの胚細胞たるプロイセンは、輝かしい英雄たちによっておこり、金融操作や商取引によってではない。そしてドイツ帝国自体がまた、力の政策的指導と軍人のような決死の勇気のきわめてりっぱな報いであった。ドイツ民族がこのようにかれの政治的本能を侵されたりすることが、どうしてあり得たのだろうか？　というのは、ここでは個々の現象が問題であるのではなく、真に恐ろしいほどの数でたちまち鬼火のようにパッと燃えあがり、民族の体にあちこちとまといつき、あるいは有毒な潰かい瘍ようのようにすぐさまあちらこちら国民をむしばんでいく腐敗の契機が問題なのだからである。それは、ちょうど毒の流れが断え間なく、健全な理性と素朴な自己保存衝動をいっそうマヒさせるために、このかつての英雄の肉体の毛細血管にいたるまで、神秘な力によって流れこんだかのように思えた。

　わたしは一九一二年から一九一四年までに、ドイツ帝国の同盟政策と経済政策についてのわたしの態度を決定することを通じて、これらすべての問題を、幾度となくわたしの心に浮かべてみたが、このなぞの解答としてはいつも、まったく他の観点からではあるが、かつてヴィーン時代にすでに学び知っていたあの力が残っていたのであった。すなわちマルクシズムの教説と世界観、同様にその組織的効果であった。

　わたしは生まれて二度目だが、この破壊の教説に頭をつっこんだ。──そしてこんどはもちろん日々の環境の印象や影響に支配されることなく、政治的生命の一般的過程の考察によって指示されながらつっこんだ。わたしはあらためてこの新しい世界の理論的文献に沈潜し、そしてその影響をできるだけ明らかにしようとしながら、さらに政治的、文化的、そしてまた経済的な生活におけるこれらの活動の実際的な現象やでき事とそれとを比較した。

　だが、いまやはじめてわたしは、この世界的ペストを支配せんとする試みにも注意を向けたのである。




マルクシズムに対するドイツの態度

　わたしはビスマルクの例外立法を、その意図や闘争や結果について研究した。そしてわたしはだんだんとわたし独自の確信に対して、ほんとうにたしかに確固たる基礎を得た。そこで、この時以来、この問題におけるわたしの内心の観念は、もはや決して変更を余儀なくさせられることはなかった。同様にマルクシズムとユダヤ人との関係をいっそう徹底的に吟味するようにした。

　以前ヴィーンにいたときには、なかんずくドイツが揺るがしがたい巨像のように思われたものだが、しかしいまでは幾度もわたしに不安な疑惑が起りはじめた。わたしは静かに、知人の小さな集まりの中で、ドイツの外交政策と、当時一般にドイツにとって最も重要な問題であったマルクシズムを信じられぬほど軽率に取扱った──わたしにはそう思えたのだが──ことについて主張したものだ。わたしはマルクシズム特有の意図に応じて、いつかは恐るべき効力を現わすに違いない危険に、人々がどうしてそんなに盲目的によろめくことができるのか、実際には理解できなかった。当時すでにわたしは、今日でも広範囲に行なわれていることだが、わたしの周囲のものに卑怯なみじめな人間がみんな「われわれは何でもない！」という慰めの文句をいうのをいましめていた。これに似たような精神のペストがたしかにかつて巨大な国を滅ぼしたのだ。ドイツだけは、他のすべての人間の共同社会のようには、きちんと同じ法則に服しないに違いないとでもいうのか？

　一九一三年と一九一四年に、わたしははじめていろいろの仲間の間で──その一部は今日ナチ運動を忠実に支持しているが──ドイツ国民の将来の問題が、マルクシズムの絶滅の問題であるという確信を述べた。

　不幸なドイツ同盟政策の中に、わたしはただこの教説のもつ分解作用によってひきおこされた結果現象を見た。というのはまさしく、最も恐ろしいものは、またこれにとりつかれたものが、そうでなければこのうえなくきびしく拒否されるこの世界観によってもたらされる結果が、いかにその行動と意欲にでているかということを、往々にして自分で予感さえすることなく、この害毒が健全な経済観や国家観のほとんど目に見えないあらゆる基礎を破壊してしまうことなのだ。

　ドイツ民族の内面的没落は、しばしば世の中がそうであるように、人々が自己の生存の破壊者を知ることなしに、当時ずっと以前からはじまっていたのだ。しばしば病気を治療しようとしたが、しかし病原体をもつ徴候の形を間違えたのだ。人々はこれを知らず、あるいは認識しようとしなかったがため、マルクシズムにたいする闘争もヤブ医者のムダ口ぐらいの価値しかなかったのである。







第五章　世界大戦




　若い腕白小僧として放ほう埒らつな生活を送っていたころ、栄養の殿堂があきらかに小商人や官吏のためにだけ建てられたような時代に生まれ合わせたことほど、わたしを悲しませたことはなかった。歴史的でき事の大波はすでにおさまってしまったらしく、実際にはただ「諸民族の平和的競争」だけ、すなわち暴力的防衛方法を除外しておとなしく相手をだますことだけが、未来に属しているように思えた。個々の国家は次第に企業と同じになりはじめ、お互いに地盤を奪い合ったり、お得意や注文をつかみあったり、なんとかしてお互いを瞞まん着ちやくしようとし、そしてこれらのすべては声は大きいが、害にならぬ叫びをあげて打って出てきた。しかしこの発展は止まらないばかりか、いつかは（一般のものが推薦するところによれば）全世界を唯一の大きな百貨店に改造しようとしたように思えた。さらにその入口には、すれっからしのやみ商人や最も人のいい行政官の胸像が不朽に、蓄えならべられるのである。商売人はイギリス人、行政官はドイツ人を置くことができる。しかし店主にはもちろんユダヤ人が犠牲にならねばならない。というのは、ユダヤ人は、かれが自分でいうところにしたがえば、決してもうけたことがなく、永久にただ「支払う」だけであり、そのうえたいていのことばを話すからである。

　一体、なぜ百年前に生まれていなかったのだろう？　解放戦争（※１）のころであったなら、男は「商売」しなくても、実際に何かしら価値があったのではないか？

　そこでわたしは、わたしのあまりに遅くはじまったこの世の旅──わたしにはそう思えたのだが──について、しばしば腹立たしく思い、そしてわたしに近づいている「安寧と秩序」の時代を、運命の不当な下劣さと見なしていた。それでなくてさえわたしは若いころからまさしく「平和主義者」ではなく、この方向へどんなに教育しようと試みてもムダだった（※２）。

　そこで南ア戦争（※３）が勃発したのが、わたしには遠くで光る稲妻のように思えた。

　わたしは毎日、新聞を待ちわび、電報や通信をむさぼり読んだ。そしてせめて遠くからでもこの英雄的闘争の目撃者でおられるだけで幸福だった。

　日露戦争は、すでにわたしが大きくなっていたし、また注意深く見たのである。わたしはそこではほとんど多くの国家主義的理由から一方にくみし、当時われわれの意見を決定するさいには、ただちに日本人の側に立ったのである。ロシア人の敗北の中にまた、オーストリアのスラブ主義の敗北を見ていたからだ。




近づく破局

　それ以後、幾年かが流れ去った。そしてかつて少年時代に病的な重患に思えたものが、いまや嵐の前の静けさと感ぜられた。わたしのヴィーン時代の間にすでに、いつも台風の前ぶれであるどんよりした蒸し暑さが、バルカン一帯をおおい、すぐ無気味な闇の中へふたたび消えさってしまうけれども、明るい光輝がたびたびひらめいたのであった。そのときバルカン戦争（※４）が勃発した。そしてこれとともに神経過敏になっていたヨーロッパ全体に最初の一陣の風が吹き去った。いまや来たらんとする時代は、重苦しい夢魔のごとく人間を圧し、熱病めいた熱帯の灼しやく熱ねつのごとく卵を孵ふ化かせんばかりで、破局が近づきつつある感じは絶えざる不安のために、ついに、神よ、防ぐことができないならば、運命に自由な進行を許したまえ、と熱望するようになった。かくしてその時また最初の強力な電光が地上にうちおろされた。嵐がはじまった。天の雷鳴に、世界大戦の砲台のどよめきがまじった。




偉大なスラブの友の殺害

　フランツ・フェルディナント大公暗殺の報がミュンヘンにとどいた時（わたしはちょうど家にいて、ただ死の経過を不正確に聞いただけである）、まずこの王位継承者がたえずスラブ化工作を行なったことに対する憤激から、ドイツ人学生がドイツ民族をこの内部の敵から解放しようとして、発射したピストルの弾によって恐らく倒れたのではないか、ということがまず心配になった。その結果がどうなるかはすぐに考えることができた。すなわち、いまや全世界に「正当と認められ」そして「論拠を明らかにされ」た新しい追求の波が起るにきまっていた。けれどもその後まもなく、暗殺容疑者の名を聞き、それのみならずセルビア人と確定したことを読んだとき、計り知れぬ運命の懲罰にかるい戦慄をおぼえはじめた。

　スラブの最大の友が、狂信的スラブ主義者の兇弾に倒れたのだ。

　最近数年間におけるオーストリアのセルビアに対する関係を絶えず観察する機会をもっていたものならば、石が回転していて、もはや止めることができないことを一瞬も疑うことができなかった。




オーストリアの最後通牒

　人々はヴィーン政府が発した最後通つう牒ちようの形式と内容について、今日非難を浴びせかけるが、それは正しくない。世界のいかなる国も、同じ状態や同じ立場にあったならば、これ以外のやり方はできなかったであろう。オーストリアは南部国境に冷酷な仇きゆう敵てきがあり、最近つねに王国を挑発し、そしてついにオーストリア帝国の崩壊に好都合な時がくるまで、少しもゆるめようとしなかった。人々が、このばあいが遅くとも老帝の死とともにくるに違いないと恐れていたことは、根拠があった。しかしその時には恐らく王国は一般に真剣に対抗する地位にはもはやなかった。全オーストリア国家は最近数年間、まちがいなくフランツ・ヨーゼフの両眼のにらみによって成り立っていた。そこでこの国の老齢の化身の死は、大衆感情としてはもともと帝国自体の死として通用したのであった。そのうえそれは、特にスラブ政治の最も狡こう猾かつな技術に属したのであり、オーストリア国家の存立はもともとこの君主のまったく驚嘆すべき独自の技術にのみよっている、という外見を呼びおこすことに属していたのである。お世辞だ。このお世辞はこの皇帝の実際の功績がそれ以上だったので、ヴィーンの宮廷はたいへんいい気でいた。この称賛の中にかくれてすきをうかがっているトゲを、人々は発見することができなかったのだ。王国があらゆる時代を通じてこの「最も賢明な君主」のすぐれた統治技術──人々はそういうのが普通だったが──の上にのみ立っていればいるほど、ここでもいつか運命が貢物を取るため扉をたたいたとき、事態がますます破滅的になるに違いないということを、人々は見なかった。あるいはもはやそこに見ようとしなかったのかも知れない。

　一体、旧オーストリアは老帝なしに、その場合なお考えられたであろうか？

　かつてマリア・テレジア（※５）が遭遇したような悲劇が、すぐさま繰り返されなかったであろうか？　そうだ、あるいはなお避けられたかも知れない戦争に現に参加したことで、ヴィーン政府が非難されるならば、人々は実際にヴィーン政府に対して誤りをなしたことになる。戦争はもはや避けることはできず、せいぜい一年か二年先へ追いやることができたぐらいのものである。しかし不可避の決算をいつものばそうとしたのに、それがついに最も不利な時にむりやり戦端を開くにいたったのは、ほんとうにドイツとオーストリア外交の災難であった。人々は平和を維持しようとするいま一度の試みが、戦争をもっとも不利な時に勃発せしめたのに違いない、ということを固く信ずることができた。

　そうだ、この戦争を欲しなかったものは、またその結果を負うべき勇気をもたねばならなかった。しかしこれは、オーストリアを犠牲にしてのみ成り立つことができたであろう。それでもなお戦争は起っただろう。ただ全世界を敵にまわす戦いとはならなかったかも知れないが、そのかわりにハープスブルク王国の分割という形で起ったに違いない。そのさい人々はともに戦うか、あるいは手をこまねいて運命の進むにまかせて傍観しているかを、決しなければならなかった。

　しかし、今日、戦争の勃発をだれよりも呪い、だれよりも賢そうに判断しているものこそ、戦争に介入するという最も宿命的な手助けをしたものである。

　社会民主党は数十年来、ロシアに対する最も破廉恥な戦争扇動をしてきた。しかし中央党は宗教的観点から、オーストリア国家をドイツ政治の最もたいせつな軸であり、要点であるとしていた。今や人々はこの狂気の結果を背負うべきであった。来たるべきものは来なければならず、そしてもはや回避すべき状態になかった。ドイツ政府の責任は、その場合ただ平和を維持するために開戦に好都合な時機をいつも逸していたこと、世界平和の維持のために同盟にさそい込まれ、そして遂に世界大戦を決意してまでも世界平和の維持への衝動に対抗した世界連合の犠牲になったことにあった。

　だがヴィーン政府が当時、他のもっとやわらかい形の最後通牒を発していたとしても、もはや事態はまったく変わらなかったであろう。せいぜい政府自体が民衆の憤激によって捨てられたぐらいであろう。というのは、大衆の目からみれば、最後通牒の調子はまた慎重で、決して行きすぎたものでもあるいは粗暴なものでもなかったからである。今日これを否認しようとするものは、忘れっぽいカス頭のものか、あるいは十分意識した噓つきである。

　一九一四年の戦いは、誓って、大衆に押しつけられたものでなく、全民衆がみずから要望したものである。

　人々は一般の不安状態についに結論を出そうとした。この最も困難な闘争に二百万人を越えるドイツの男子や少年が、最後の血の一滴まで守ろうと覚悟して自発的に国旗の下に立ったことが、それだけで理解できる。

　　　　　　　＊

ドイツの自由の闘争

　わたしは当時の時期を、青年時代のいらだたしい気持ちからの救済であったように感じた。わたしは今日でもはばかるところなくいえることであるが、嵐のような感激に圧倒され、くずおれて、神がこの時代に生きることを許す幸福を与え給うたことにあふれんばかり心から感謝した。

　地上で、未曽有の猛烈な自由のための闘争が勃発したのだ。というのは、運命がその進行をはじめるやいなや、すぐにまた、今度こそはセルビアやオーストリアの運命が問題であるのではなく、ドイツ国民の生か死かが問題なのだ、という確信が最も多くの大衆の心の中に、ほのかに現われたからである。

　民衆が、自己の未来について見通しできるここ数年間の最後の機会になった。そのようにして巨大な闘争が開始されるや、同時に熱狂的な感激に興奮して、必要にして真剣な倍音が生じてきた。なぜならこの認識のみが、国民的反抗をたんにわら火以上のものたらしめたからである。しかし真剣さはいやがうえにも必要であった。というのは当時一般に、いまはじまった戦争がどのぐらい長く続くかということについて、全然わかっていなかったからである。人々は冬には、新たな平和な仕事を続けるために、ふたたび家にもどることを夢みていたからである。

　人間は、自分が欲するものを希望し信ずるものだ。国民の圧倒的大多数は、長い間の不安な状態にとっくにあきていた。そこで人々はオーストリアとセルビアの間の紛争の平和的調停などは、もはやまったく信ぜず、決定的対決を望んでいたこともまたわかっていた。わたしもまたこの数百万人に属していた。

　暗殺の報がミュンヘンに報ぜられるやいなや、ただちに二つの考えが、わたしの頭をひらめきすぎた。第一に、戦争はけっきょく不可避だろうということ、しかし第二にいまやハープスブルク国家は、同盟を維持することを余儀なくされたということであった。というのは、わたしがいつも最も恐れていたことは、ドイツ自体が、恐らくまさしくこの同盟のために、オーストリアがこれに直接の誘因を与えることなくいつか紛争にはいり込み、しかもオーストリア国家は内政的根拠から、みずから同盟国の後だてとなる決断力を起しえないかも知れない、という可能性であった。オーストリア帝国の多数を占めるスラブ民族は、自分できめた意図をただちにサボタージュしはじめるに違いない、そして同盟国に必要な援助を与えるよりは、むしろ全国家をみじんにくだくことを好むに違いない。いまやしかしこの危険は排除された。この老国家は欲すると否とにかかわらず、戦わねばならなかった。




自由のための戦いの意義

　この紛争に対するわたし自身の立場もまた、非常に簡単で明めい瞭りようだった。わたしにとっては、オーストリアがセルビアに何か贖しよく罪ざいさせるために戦っているのではなく、ドイツが自己の存続のために、ドイツ国民がその死活のために、自由と未来のために戦っているのだった。いまやビスマルクの仕事が、争われねばならなかった。かつて祖先がヴァイセンブルクからセダンやパリにいたる戦いで雄々しい血を流して戦いとったものを、いまや若きドイツが新たに得なければならなかった。しかしこの戦争がもし勝利に終わったならば、その場合わが民族はまたもう一度対外的勢力をもって大国民の仲間にはいり、そのときはじめてふたたびドイツ帝国は、愛する平和のために日々のパンを子供に節約する必要もなく、力強い平和の城郭としての実を示しえたであろう。

　わたしはかつて少年として、また若人として、少なくとも一度はまた国民的感激が空虚な妄想でないことを、行動によって確認してみたいという望みを、何度ももったものだ。それが心から正しいと思えそうもないのに、バンザイと叫ぶのは、ほとんどつねに罪悪のように思えた。というのは、すべての戯れが終りになり、運命の女神の無情な手が、民族や人間をその志操の真実さや永続性のはかりにかけはじめた場所で一度も試されたことがないようなものが、このことばを用いたからである、かくして幾百万の他の人々と同じように、わたしの心もいまやついにこのたるんだ感情から解放されうるという誇らかな幸福でふくれあがった。わたしは何度も「ドイッチュラント・イューバー・アルレス」を歌い、大声でバンザイを叫んだ。この気持ちの真実さを表明するために、いまや永遠の審判者たる神の法廷へ証人として立つのを許されたことは、わたしには遅ればせながらももたらされた恩恵に近いように思えたのだ。なぜなら、わたしははじめから、戦争が起ったならば──それは不可避に思えた──いずれにせよただちに本を捨てることが確実であったからである。しかしそれとまったく同様に、わたしはまた、わたしの部署は内心の声が示したところでなければならない、ということを知っていた。

　わたしはまず第一に、政治的根拠からオーストリアを見すてていた。しかし戦争がはじまったいま、この考えをまず正しく考慮に入れなければならなかったことは自明であった。わたしは、ハープスブルク国家のために戦いたくなかった。しかしわが民族と、その具体化されたドイツ帝国のためには、いつでも死ぬ覚悟があった（※６）。




バイエルン連隊への入隊

　八月三日、わたしはバイエルン国王ルートヴィッヒ三世陛下に直訴して、バイエルン連隊へ入隊する許しを求めた。内閣官房は、そのころたしかに多忙だった。わたしがすぐ翌日にわたしの請願の答えを受けとったとき、それだけわたしの喜びも大きかった。わたしがふるえる手で書状を開き、バイエルン連隊へ志願するようにという勧告を記したわたしの請願の認可書を読んだとき、歓喜と感謝はとどまるところを知らなかった。かくて数日後わたしは、軍服を着た。そしてほぼ六年後にはじめて、軍服を脱いだのだった（※７）。

　このように、すべてのドイツ人にとってそうであったごとく、わたしにとってもまた、わたしのこの世の生活で最も忘れがたい、最も偉大な時期がいまやはじまった。この極度に猛烈な苦闘のでき事に対しては、すべて過去のものは浅薄な無の中に消えうせた。この猛烈な事件から十年たった今日、わたしは誇らしい悲哀とともに、運命が恵み深くわたしに参加することを許したわが民族の英雄的な闘争の初期の数週間を回想するのである。

　つい昨日のように次から次へと当時の光景が浮かんでくる。わたしが愛する戦友の間に伍して軍装をし、はじめて行進し、はじめて訓練し、ついに出征の日が来たことなどまでが浮かんでくる。

　このころに、わたしだけでなく他の多くのものもそうだったが、前戦に出遅れないだろうかどうか、という心配がただ一つわたしを悩ませた。このことだけでわたしはしばしば落着きを失った。新たに英雄的行為を聞いて、勝利の歓呼があがるごとに、かすかな一滴のにがみがその中にかくされていた。というのは新しい勝利のたびごとにわれわれの出遅れの危険が増すように思えたからである。




初　陣

　かくて、ついにわれわれの義務を履行するために、ミュンヘンを去る日が来た。われわれがドイツの川の王者たるラインを仇きゆう敵てきの貪欲から守るために、静かな流れにそって西の方へ下ったとき、はじめてわたしはライン川を見た。朝もやのやわらかいヴェールを通して、朝日のおだやかな光が、われわれの頭上でニーダーヴァルト記念碑を照らし出したとき、はてしなく続く輸送列車からは、朝空高く古い「ラインの守り」が響きわたり、胸がしめつけられる思いであった。

　それから、湿った冷たいフランドル地方の夜がくる。われわれは夜中黙々と行進する。そしてもやを破って一日がはじまったとき、突然、鋼鉄の挨拶がわれわれの頭上を越えてシューと流れ、鋭い銃声をたてて、小銃弾を挑発的に、われわれの隊列の湿地に打ち込んだ。だがこの小さい硝煙がまだ消え去らぬうちに、死の最初の招待に対して二百ののどから最初の突撃の声が響いた。だが銃声は、さらにパチパチと響き、こだまし、うなり、ほえはじめた。そしてみんな熱っぽい目でいまや前進した。ますます早く。突然かぶら畑と生垣を越えたところで戦争がはじまった。白兵戦だ。すると遠くの方から歌声がわれわれの耳に押し寄せてきた。だんだん近く、中隊から中隊へと流れてきて、まさに死がわれわれの隊列にとりついたとき歌もわれわれのところに達した。われわれはふたたび続けた。「ドイッチュラント、ドイッチュラント、イューバー、アルレス、イューバー、アルレス、イン、デァ、ヴェルト。」

　四日後にわれわれは復帰した。いまや歩き方すら変わってしまった。十七歳の少年もいまではおとなのように見えた。

　リスト連隊の志願兵たちは、正しい戦闘法を教わっていなかったであろう。だがかれらは死ぬことは古兵と同様に知っていたのだ。

　これがはじめてだった。




志願兵より古兵へ

　そのようにして一年一年と過ぎた。だが戦闘のロマンティシズムにかわって戦せん慄りつがやってきた。感激は次第に冷たくなり、熱狂的な歓呼も、死の不安によって窒息させられた。各自が自己保存衝動と義務の催促との間で格闘する時期がきた。わたしもこの戦いをまぬがれることができなかった。死が狂奔したとき、何か漠然としたものがいつも反逆を試み、弱い肉体にこれを理性と考えさせようとする。しかし、これはそのような仮装のもとに個々人をまどわそうと試みる臆病にすぎなかった。そうなると移動には重苦しさがつきまとい、警戒がはじまり、ただ良心の最後の一片がかろうじて決断を与えることが、しばしばであった。しかし注意を促すこの声が高まれば高まるほど、ますます大声で、そしてますます徹底的に誘惑すればするほど、反抗心がいよいよ鋭くなり、ついに長い内心の争いののちに、義務意識が勝利を得るのである。すでに一九一五年から一六年にかけての冬に、わたしのばあいはこの闘争が決着した。ついに意志が完全に勝ったのだ。わたしは最初のころには歓呼の声をあげ、笑いながら突撃することができたが、いまでは落着いてもいたし、決意もかたまっていた。しかしこれは最も永続的なものであった。いまやはじめて運命が、神経をひきむしったり、知性を拒否したりすることなく、最後の試練に着手することができた。

　若き戦争志願兵から、古兵になったのだ（※８）。

　しかしこの転換は軍隊全体に実現した。軍隊ははてしない戦闘から老練で頑強になってきた。嵐に耐ええなかったものは、やはり嵐によって粉砕された。




不滅の警告

　だがそこではじめて人々はこの軍隊に価値判断を下さねばならなかった。さて、二、三年の後に一つの戦闘から他の戦闘へとかりたてられ、いつも人数と武器においてすぐれた勢力と戦い、飢えをしのび、欠乏に耐えてきた間に、いまやこの唯一無二の軍隊の優秀さを評価する時が来たのだ。

　たとえ数十年すぎようとも、英雄的精神について述べ語るものは、世界大戦のドイツ軍を決して考えないではおられないであろう。さらに過去のヴェールの中から、灰色の鉄カブトからなる鉄のような前線がはっきりと現われ、めげず臆せず、不滅の警告となる。そしてドイツ人が生存するかぎり、かれらにこれがかつて自己の民族の息子であったことを考えるであろう。

　当時わたしは兵士だった。政治を語ろうとは思わなかった。なおまた実際にその時ではなかった。今日でもわたしは、最下級の荷馬車引きでも祖国に不断にりっぱな奉仕をしたことは、第一級のいわゆる「代議士」より以上だったと確信している。わたしはこれらの饒じよう舌ぜつ家かを、この時ほど憎んだことはない。というのは、何かいうべきことをもっている真の人間は、面と向かって敵に叫ぶか、さもなくば目的にかなうように弁舌の才は家に置いて、黙々としてどこかで義務を果たしていたからである。しかり、わたしは当時これらすべての「政治家」を憎んだ。そして、それがわたしにできるなら、ただちに代議士の塹ざん壕ごう歩兵大隊をつくってやったであろう。そうすればかれらは、まじめな、正直な人たちをおこらせたり、害したりせずに、心ゆくばかり要求にまかせてしゃべることができるだろうからである。




感激の人為的抑圧

　このようにわたしは当時、政治についても何も知ろうとはしなかった。しかし実際に国民全体に関する、特にわれわれ兵士に関係のある一定の現象に対しては、態度を決定しないわけにはいかなかった。

　当時わたしが内心で憤激し、有害だと思っていたものが二つあった。

　すでに最初の勝利の知らせがあったあとで、ある新聞が徐々にそしておそらくは多くのものに最初わからないようにして、一般の感激に二、三滴のベルモットの苦汁をさしはじめた。これは一種の好意や善意や、しかもそれどころか一種の心づかいという仮面のもとに行なわれた。勝利の行きすぎた祝賀に対する疑念であった。こんな形式の祝賀は大国民の祝賀に値せず、同時にまたふさわしくないと人々はおそれたのだ。ドイツ兵の勇敢さと雄々しい勇気は、まったく自明のことだ。だから人々がそれについてあまりにも歓喜の爆発によって分別なく感動させられすぎるのはよくない、外国のためにも静かな品のある喜びの形式のほうが、法外な歓呼等よりもお気に召すだろう。最後にわれわれドイツ人はいまでも、戦争はわれわれの意図ではなかったのだから、われわれはいつでも人類の融和のためにわれわれの部分で貢献することを公然と男らしく自白することは恥ではない、ということを忘れてはならない。だから大声で叫んで軍隊の行為の純粋さをすすけさせることはりこうではないであろう。というのは他の世界はこうした振舞いにほとんど理解をもたないだろうからである。真の英雄が自己の行為を黙って、そして落着いて──忘れてしまう謙虚さほど、人を感嘆させるものはない。というのはすべてが帰するところはここだからである。

　人々はそういうやつを、かれの長い耳をもって、長い柱まで引っぱって行き、なわでひっぱりあげ、そして三文文士に、かれの美的感覚が勝利を祝っている国民をそれ以上侮辱できないようにするかわりに、事実上人々は勝利の歓呼の「ふさわしくない」やり方に対して警戒を示しはじめたのだ。

　人々は感激というものが一度くだけたら、もはや必要に応じてめざめさせることができないということに、少しも気づかなかった。感激は陶酔であり、そしてその状態でずっと維持すべきだ。しかし人々はこの感激の力なくしては、人間として考えられるかぎりの最も巨大な要求を、国民の精神的本性におくこの戦争に、どうして地歩を維持すべきだろうか？

　わたしは大衆の心を十分に知っていたので、人々は「美的」な高揚では鉄を熱しておくために必要な火をかきおこすことができない、ということもよく知っていた。わたしの目から見れば、人々がこの熱情の沸騰熱を高めるために何もしなかったことは、正気の沙汰ではなかった。しかし、幸いにも存在していた熱情までも断ち切ろうとしたことは、わたしには絶対に理解することができなかった。




マルクシズムの誤解

　さらに第二にわたしを憤慨させたものは、人々がマルクシズムに対して正しいと思ってやったやり方であり、方法であった。わたしから見れば、それは人々がこのペストについてまったくなんらの予感ももっていないことを証明したようなものだった。政党はもはや認めないと確信することによって、マルクシズムが分別して遠慮するだろう、と人々は真剣に信じていたらしい。

　ここでは一般に政党が問題なのではなく、全人類を破滅に導くに違いない教説が問題なのであり、人々はこれをユダヤ化した大学では聞くことができず、そのうえおおぜいのものの、特にわが高級官吏の習い性となったバカげたうぬぼれから、本を手にとって大学の教授題目に属さないものを学ぶことは、努力に値しないと思っていたので、人々には理解されなかった。これ以上もない激しい変革も、たいていまた国家制度が私的制度から遅れをとったため、このような「頭の人々」にはまったくあとかたなく通りすぎたのだ。農民は知らないものは食べない、という民衆のことわざは、神かけて、かれらに最もよくあてはまるのだ。少数の例外がまたここでむしろ原則を立証するのである。

　一九一四年八月当時、ドイツの労働者をマルクシズムと同一視したことは、ナンセンスきわまりないことであった。ドイツ労働者は、当時実際この有害な伝染病の抱擁から解放されていた。さもなければとにかく労働者は決して戦争に出ることすらできなかったであろう。しかし人々がいまではマルクシズムが「国家的」になったのであろうと考えたことは、まったく愚かだった。そうとうな才智のひらめきである。ただそれは、この長年にわたって公職にある為政者のうちのだれもが、この教説の本質を研究することをそもそも努力する価値あるものと見なかったことを示している。というのはそうでなければ、そのような誤りをするはずはほとんどないからだ。

　あらゆる非ユダヤ国民の国家絶滅をつねに究極の目標としているマルクシズムは、一九一四年の七月に、かれらによってワナにかけられていたドイツ労働者階級が目覚め、そして刻一刻と急速に祖国への奉仕に歩きはじめたことを見て、驚かねばならなかった。わずか数日でこの恥ずべき民族欺ぎ瞞まんの霧とペテンが消えさり、そしてユダヤ人の指導者群は、あたかも六十年も大衆に注ぎ込んだたわごとや迷信のあとが、もはやなくなったかのごとく、とつぜん一人でさびしくとり残されたのだ。これはドイツ民族の労働者階級を欺瞞しようとする者たちにとっては、悪い瞬間だった。しかし指導者は、かれらに迫る危険をはじめて認識するやいなや、大いそぎで、噓のかくれずきんを耳までかぶり、あつかましくも国家的高揚をいっしょに演じたのだ。




しなければならなかったこと

　いまやしかし、このユダヤ人の民族毒殺者の詐欺的仲間全部に、峻しゆん厳げんな処置をとるべき時点に来ていた。そこで、叫喚や号泣がはじまろうとまったく考慮せずに、さっさと手っとり早く片づけねばならなかった。一九一四年八月には、国際的連帯というユダヤ語は、いっぺんにドイツ労働者階級の頭から消えさった。そしてそのかわりに数週間後には、アメリカの榴りゆう霰さん弾だんが行軍縦隊の鉄カブトの上に、親しく祝福を注ぎはじめた。ドイツ労働者がふたたび民族のための道を見いだしたとき、この民族の扇動者を無慈悲に絶滅することは、今や責任感ある政府の義務であったろう。

　前線で最も善良なものが倒れているとき、国内では少なくとも害虫を抹殺することぐらいはできた。

　しかしその代りに皇帝陛下は、みずから昔からの犯罪者に手をさしのべ、それとともに陰険な国民暗殺者に保護を与え、内心落ちついておられるようにしたのだ。

　こうしていまでは、蛇のように陰険なものたちは、前よりも注意深く、だがいっそう危険の多い活動を続けることができた。

　正直者が国土の平和を夢みている間に、偽誓した犯罪者たちは、革命を組織したのだ。

　当時人々がこの言語道断なあいまいな決心をしたことを、わたしは内心でますます不満に思った。しかしその結末があのように恐ろしくなろうとは、当時わたしもまだ考えることができなかった。




あらわな暴力の行使

　しかし、人々はその時、何をしなければならなかったのか？　運動の指導者をすべてただちに獄にいれ、裁判にかけ、国民の厄介払いをしてやることであった。人々はこのペスト菌を絶滅させるためには、容赦なく軍隊の全武力を配備しなければならなかった。党は解散すべきだった。議会は必要なときには銃剣で本心にたち返らせ、しかしいちばんいいのはただちに廃止させることであった。今日、共和国が党を解散させることができるように、人々は当時もっとたくさんの根拠から、この手段に訴えねばならなかった。とにかく全民族の死活がかけられていたのだ！

　だがもちろんまた次のことが問題になった。すなわち、一体精神的理念を武力で根絶することができるだろうか？　粗暴な暴力を使って「世界観」を克服しうるだろうか？　ということである。

　わたしは、その当時何度もこの問題を自問した。

　類似のばあいを、特に宗教的基礎で歴史の中に見いだせるばあいを熟慮したさいに、次のような原則的認識が明らかとなった。すなわち、

　観念および理念、同様に一定の精神的基礎をもつ運動は、これが誤っていると真なるとにかかわらず、ある程度発達してからは、技術的な権力手段でもってしても、この有形の武器が同時に新しい扇動的思想や理念あるいは世界観の裏づけがないときは、粉砕することができないということである。

　暴力だけを用いて、その前提としての精神的基礎観念という推進力がないばあいには、理念の担い手の最後の一人まで徹底的に根絶し、最後の伝統まで破壊する形をとらぬかぎり、理念と、理念を流布することを決して絶滅させることはできない。けれどもこれは、たいていこういう国家という団体がしばしば際限なく、また時には永久に、権力政治的に重要な圏内から除かれることを意味する。というのは、こうした流血の犠牲は、経験によると民族の最良の分子に的中するからである。すなわち、精神的前提なしに行なわれるすべての迫害は、道徳上正当なものとは考えられず、民族のほんとうに価値ある分子をむちうって反抗させ、不当に迫害された運動の精神的内容を獲得することに全力をつくすからである。これは多くの場合たんに粗野な暴力による理念弾圧の試みに対する反感から、生起するのである。

　だから迫害が増せば増すほど、内心で信奉する者の数が増加する。したがって新しい教説の徹底的な殲せん滅めつは、その絶滅をさらに大きくしつねに高める方法でのみ実施され、その結果ついに当該民族や国家からも、真に価値ある血をすべて奪い去ることになる。しかしこれは報いがくる。いわゆる「国内」の純化は、一般的な無力化という代償の上でのみ行なわれうるからである。だがこういう過程ももともと、支配すべき教説がある一定の小範囲をすでにふみ越えてしまったときには、もはやいつもムダである。

　それゆえここでもまたすべての生物と同じように、幼年時代の初期が、いちばん早く絶滅される可能性にさらされている。ところが年が進むとともに抵抗力が増し、老衰が近づくとはじめて、他の形と他の理由からではあるが、ふたたび新しい青春に譲歩するのである。

　しかし実際上、精神的基礎のない暴力によって、教説やその組織的成果を根絶しようとする試みは、ほとんどすべて失敗に帰するのである。実際次のような理由から、望んだものと正反対に終わることもまれではない。すなわち、

　露骨な暴力という武器をもってする闘争方法の第一の前提は、堅忍さということにある。それは、ある教説などを抑圧するためには、その方法をたえず一様に適用した場合にだけ、その意図を達成する可能性があるということだ。しかしここでまた暴力が動揺して寛大な態度に変わるやいなや、抑圧せらるべき教説はたちまちふたたび息を吹きかえすだけでなく、圧迫の波がないだあとには、耐え忍んだ苦難をこえた憤激が、古い教説に新しい支持者を導き入れ、前からの信奉者は前より大きな反抗心と、より深い憎悪をもってこれを支持し、そのうえすでに分散してしまった変節者も危険が除かれるとふたたび古い立場に復帰しようとして、この教説は迫害されるごとに新しい価値を得ることができる状態になってくる。暴力を永久に一様に適用することにおいてのみ、成功のための第一前提がある。けれどもこの堅忍さは、いつもただ一定の精神的確信の結果である。確固たる精神的基礎から生じたのでないあらゆる権力は、動揺せる不安定なものになる。ただ熱狂的な世界観だけにありうるような安定性を欠いているのだ。暴力は個々のその時々のエネルギーや狂暴な決断から出てくるものであり、だがそれゆえ人格や本質的性格や強さの変化に従属するのである。

　しかし、さらになお次のような理由が加わる。すなわち、




世界観の攻勢

　すべての世界観は、宗教的要素が多かろうと、政治的な要素が多かろうと──往々にしてここでは限界を定めがたいが──反対者の理念の世界を消極的に絶滅するために戦うよりも、むしろ自己の理念を積極的に実現するために戦うのである。しかし、それゆえこの闘争は防御よりも攻撃である。そのさい、この目標は自己の理念の勝利であるから、目標の設定においてすでに有利な地位にある。これに反して敵の教説を絶滅するという消極的な目標は、いつ達せられるか、確保されたとみなされてよいか、ということを定めがたい。それゆえ世界観の攻撃は、世界観の防衛よりも組織的であり、強力でもある。一般にそうであるように、ここでもまた判定は攻撃に属し、防御には属しない。しかし精神的勢力に対して暴力を用いてする闘争は、剣それ自体が、新しい精神的教説の担い手、宣布者、弘布者として現われないかぎり、ただ防御にすぎないのである。

　かくして人々は次のように総括的に断定することができる。すなわち、

　ある世界観を、権力を用いて打倒しようとするあらゆる試みは、その闘争がある新しい精神的立場のための攻撃という形をとらないかぎり、最後には失敗する。相対立する二種の世界観の戦いにおいてこそ、残酷な力の武器を不屈に、容赦なく用いて、その支持した側に判定をもたらしうるのである。

　しかしこの点で、いままでマルクシズム打倒はいつも失敗した。

　ビスマルクの対社会主義者立法が、あるゆる努力にもかかわらず、ついに失敗したのも失敗せざるをえなかったのも、理由はこれである。新しい世界観高揚のために戦うことができるその世界観の足場がなかったのだ。というのは、いわゆる「国家の権威」あるいは「安寧と秩序」というたわごとが、生死をかけた闘争の精神的動因としてふさわしい基礎でありうるということは、本省高級官吏のことわざのような知恵だけが考えることができるからである。




ブルジョア階級政党

　しかしこの闘争の真の精神的担い手を欠いていたがために、マルクシズムはかれの対社会主義者立法の遂行を、それ自体すでにマルクシズムの考え方から出た制度の考量と意向にゆだねなければならなかった。鉄血宰相はかれのマルクス主義者に対する闘争の運命をブルジョア民主主義の好意にゆだねることによって、ねこにかつおぶしの番をさせたのである。

　しかしこれらのすべては、ただ徹底的な、マルクシズムに対抗する猛烈な征服欲をもった新しい世界観が欠けていた必然的な結果であった。

　それだからビスマルクの闘争の結果は、はなはだしい失望をもたらしたにすぎなかった。

　しかし、世界大戦争、あるいはその初期の状態は、多少とも違っていたであろうか？　遺憾ながら、否だ。




社会民主主義の代用物はない

　わたしは当時、現下のマルクシズムの具体化としての社会民主主義に対する国家政府の態度を必ず変えねばならないという考えに没頭すればするほど、ますますこの教説に対する有用な代用物が欠けていることを認識した。もし社会民主主義が破られたと仮定したならば、それでは大衆に何を与えようとするのか？　多かれ少なかれ、いまや指導者をなくした労働者の大群を、自己の道にひきつけうると期待することができる運動は存在しなかった。階級政党から離れた熱狂的な国際主義者たちが、今度はただちにブルジョア政党、つまりある新しい階級組織に入るだろうと考えることは、たわけたことであり、愚劣どころではなかった。というのはこれらの種々の組織には、不愉快であるかも知れないが、ブルジョア政治家は政治的に自己に不利な影響がはじまらないかぎりかれらには、たいがいの階級的差別がまったく自明のことと思われている、ということが否定できないからである。

　この事実を否定することは、ただ噓つきの鉄面皮か、愚鈍さを証明するだけである。

　人々は一般に、大衆を実際以上に愚鈍だと考えないよう注意しなければならない。政治的なことがらにおいては、知性よりも感情の方がより正しい判定をすることがめずらしくない。しかし大衆のこの感情の誤謬については、その愚劣な国際主義的態度が十分に物語っているという意見は、平和主義的民主主義がそれに劣らず狂気じみているし、そしてその担い手がほとんどもっぱらブルジョア陣営から出ている、ということを簡単に指示することによって、すぐさま徹底的に反はん駁ばくすることができる。幾百万のブルジョアジーが毎朝、信心深くユダヤの民主主義新聞をなお崇拝しているかぎり、扮装は同じ組み合わせであっても、けっきょくは同じ汚物をのみこんでいる「同胞」の愚劣さをからかうのは紳士淑女にとってふさわしくないのである。いずれにせよ、その製造業者はユダヤ人である。

　人々はいま現存するものを否認するばあいに、よく注意しなければならない。階級問題については、特に選挙前にはいつも喜んで真実と思いこませるような、理念の問題だけが問題なのではないという事実は、否定することができない。わが民族の大部分の階級的うぬぼれは、なかんずく手工労働者に対する軽[image: 蔑]と同様に、夢遊病者の幻想に由来する現象ではない。それはまったく別として、しかしいまやペスト──マルクシズムが本来ペストなのだが──のまんえんを防ぐことができない状態では、失われたものをふたたび獲得することが到底できない状態だということをインテリ層がまったく理解できないならば、われわれのいわゆるインテリゲンツィアの思考力の貧しさを示すものである。

　かれらみずからいうような「ブルジョア」政党は、決して「プロレタリア」大衆を自己の陣営にしばりつけておくことはできない。なぜならここでは二つの世界が対立しており、一部分は自然に、一部分は人為的に分離されているからであり、その相互の対立状態はただ闘争あるのみであるからだ。しかしここでは若いものが勝つだろう──そしてこれがマルクシズムであろう。

　事実上、一九一四年の社会民主主義に対する闘争は、ほぼ想像しえた。だが、実際的な代用品がみんな欠けているのに、この状態をいつまで長く維持しえたかは疑問であった。ここに大きな間隙があった。




政治活動への最初の考え

　わたしはすでに戦前からずっとこの意見をもち、したがって既存の政党の一つに近づく決心もできなかった。世界大戦のでき事が進行している間にわたしのこの考えは、まさしく「議会主義的」政党より以上の運動が欠けているため、社会民主主義に対して仮借ない闘争をすることが明らかに不可能であることから、いっそう強くなった。

　わたしは親密な友達に、これについて公然と意見を述べていた。

　そのうえいつかは政治的に活動しようという考えがはじめてわたしに起った。

　まさしくこれが、わたしが戦後にわたしの職業とならんで演説者として活動しようと思っている、とわたしの少数の友人にその時しばしば確言していた原因であった。

　それとともに、これはまた非常に真剣な問題だった、とわたしは信じている。







第六章　戦時宣伝




　あらゆる政治的でき事を注意深く追求したさいに、わたしは以前からずっと宣伝活動にたいへん興味をもっていた。わたしは宣伝活動に、まさしく社会主義的＝マルクス主義的組織が老練な技ぎ倆りようで支配し、使用することを知っていた道具を、見たのである。そのさいわたしは、宣伝の正しい利用が、ブルジョア政党にはほとんど理解しえなかった、また理解しえない現実的な技術である、ということを早くから理解し学んでいた。ただキリスト教社会主義運動だけは、特にルエーガーの時代に、この道具をある程度じょうずに使い、また非常に多くの成果をおさめていた。

　しかし、宣伝を正しく利用するとどれほど巨大な効果を収めうるかということを、人々は戦争の間にはじめて理解した。けれども遺憾ながら、ここでふたたびすべてを相手側に学ばねばならなかった。というのはわれわれの側の活動は、この点ではひかえ目どころではなかったからである。ただし、ドイツ側の教化すべてにわたる完全な失敗、特にすべての兵士に非常に目に余るものであった失敗が、わたしのばあいいまやなおいっそう徹底的に、宣伝問題に没頭する動機となった。

　そのさい思索の時間は、往々にして十分すぎるほどあった。しかし残念ながら実際上の教授は、敵がじょうずすぎるほどにやってくれた。

　というのは、われわれのこの点でぬかっていたものを相手は未曽有の巧妙さと真に天才的な計算で出迎えたからである。この敵の戦時宣伝から、わたしもまた限りなく多くのものを学んだ。もちろんいちばん早くこれを学ばなければならなかった人々は、何もせずに時を過ごしてしまった。人々は、そこで一方では、他人から教訓を与えられるほどバカではないとうぬぼれていたし、他方では、学ぼうとするまじめな意志を欠いていたのである。

　一体、われわれには宣伝があったのだろうか？

　遺憾ながら、ただ否と答えるほかはない。この方面で現実に企画されたすべてのことは、はじめから不十分で、間違いだらけだった。それは少しも役に立たないか、しばしば害をおよぼすぐらいであった。

　形式は不十分であり、本質的には心理的に誤っている。ドイツの戦時宣伝を注意深く検討した結果は、こういわざるをえなかった。

　第一の問題、すなわち宣伝は手段であるか、目的であるか、ということについて、人々はまったくわかっていなかったらしい。




宣伝は手段

　宣伝は手段であり、したがって目的の観点から判断されねばならない。それゆえ宣伝の形式は、それが奉仕する目的を援助することに有効に適合していなければならない。目標の意義は、一般的必要の観点から見ればいろいろでありうるし、それとともにまた宣伝はその内面的価値において種々規定されることも明白である。戦争をしているあいだそれに向かって戦ってきた目標は、人間として考えられる最も崇高かつ最も強力なものだった。それはわが民族の自由と独立、将来のための食糧の確保、そして──国民の名誉であった。それは、今日あらゆる反対意見があるにもかかわらず、存在しており、もっとよくいえば存在していなければならないものである。というのは名誉なき民族は、自由と独立を早晩失うのが常であり、名誉なきルンペン・ジェネレーションは、自由に値しないがゆえに、これはただより高い正義にかなったことなのだからである。だが卑劣な奴隷たらんとするものは、名誉をもってはならないし、もつこともできない。そうでなければ、むしろ名誉はすぐさま一般的軽[image: 蔑]に帰するからである。




宣伝の目的

　ドイツ民族は、人間的存在のための闘争を戦った。そしてこの闘争を援助することが、戦時宣伝の目的であったはずである。これを勝利にまで助けることが、目的であらねばならなかった。

　しかし民族がこの遊星の上で自己の生存のために戦うならば、したがって生か死かの運命の問題が国民に近づくならば、ヒューマニティとか、美とかの考量はすべて無に帰してしまう。というのは、これらの観念はすべて宇宙のエーテルの中に浮かんでいるのではなく、人間の幻想から生じたものであり、人間と結びついているからである。人間が、この世から分離すれば、概念もまた無に消えさってしまう。というのは自然はそれを知らないからである。しかしまたそれは、人間の中でも民族の、よりよくいえば人種の中の少数のものだけに──それ自身の感情にもとづく程度によるが──固有である。この概念の創造者であり、担い手である人種がなくなるやいなや、ヒューマニティや美は、人間が住んでいる世界からさえも消えうせるだろう。

　しかしそれとともにこれらすべての概念は、ある民族がこの世での存在をかけて闘争する場合は、ただ副次的な意味をもつにすぎない。実際それによって闘争中の民族の自己保存力がなえるおそれがあるとなると、実際戦いの形式を決定するものとしては完全に除外されるのである。しかしこれがつねに目に見える唯一の結果である。

　ヒューマニティの問題に関しては、モルトケがすでに次のようなことをいっている。戦争のさいにはつねに行動の簡潔さの中にヒューマニティがある。それゆえ最も激烈な戦闘法がたいていそれに適するのだ、と。

　しかし、人々がその場合に美学などのたわごとをいいながら進歩しようとするならば、実際にはただ一つの答えだけがありうるのだ。民族の生存闘争の意義に関する運命問題は、美に対するすべての義務を止揚するのだ、と。人間の生活の中で与えることができる最も美しくないものは、奴隷のくびきであり、それをつけていることである。あるいはシュヴァーベンのデカダン主義者たちは、ドイツ国民の今日の運命を「美的」だと感ずるのだろうか？　しかし人々は、こういう文化的香水の現代的発明者としてのユダヤ人と、これについて実際に話し合う必要はない。ユダヤ人という存在はすべて、神の似姿の（※１）美学に対する化肉的反抗である。

　しかし、ひとたび闘争のために、ヒューマニティとか美とかの観点が分離されるならば、これはまた宣伝の規準として適用されえないのである。

　宣伝は戦争においては、目的のための手段であった。しかしこの目的はドイツ国民の生存のための闘争だった。かくして宣伝もまたこれにあてはまる原則からのみ考察されえたのである。残酷きわまる武器も、それがより迅速な勝利を条件づけるならば、人道的であった。そして国民に自由の尊厳を確保するのを助ける方法のみが美であった。

　これが、生死をかけたそのような闘争における戦時宣伝の問題についての唯一可能な態度であった。

　いわゆる権威ある地位にいる人々が、これについてはっきりしていたならば、この武器の形式と利用について決してあのようにおぼつかなくはなかったであろう。というのは宣伝はそれが識者の手にあれば真に恐るべき武器なのだが、またたんに武器にすぎないからである。




宣伝はただ大衆に対してのみ

　まさに決定的な意義をもつ第二の問題は、次のようであった。すなわち宣伝はだれに向けるべきか？　学識あるインテリゲンツィアに対してか、あるいは教養の低い大衆に対してか？

　宣伝は永久にただ大衆にのみ向けるべきである！

　インテリゲンツィアや、今日遺憾ながら往々にしてインテリと称するものに対しては、宣伝は不用で、学術的教化というものがある。しかし、宣伝はその内容上学問ではない。それはポスターがその表現自体およそ芸術でないのと同じである。ポスターの技術は、形や色によって大衆の注意をひきつける企画者の技倆にある。芸術展覧会のポスターはただその展覧会の芸術に注意をうながすべきである。これが達成されればされるほど、ポスターそれ自体の技術はさらに偉大である。ポスターは大衆に展覧会の意義についての観念を媒介すべきである。しかし決してここに出品されている芸術の代用品であってはならない。だから芸術そのものに没頭しようとするものは、ポスターを研究する以上に研究しなければならない。実際それにはただ展覧会を「ぶらつく」だけでは決して十分ではない。かれには、個々の作品の徹底的な観察に沈潜し、そしてだんだんと公正な判断を形成することが、期待されてよい。

　今日われわれが宣伝ということばで呼んでいるものも、また事情は似ている。




宣伝の課題

　宣伝の課題は、個々人の学問的な形式ではなく、ある一定の事実、ある過程、必然性等に大衆の注意を促すことにある。そのために宣伝の意義は、まず大衆の視野にまでずらされねばならない。

　それだからその技術は、すぐれた方法で、ある事実の現実性、ある過程の必要性、必要なものの正当性等について、一般的確信ができるようにするところにのみもっぱら存する。しかし宣伝はそれ自体必要なものではなく、またそうではありえず、その課題はまさしく、ポスターのばあいと同様に、大衆の注意を喚起することでなければならず、もともと学問的経験のあるものや、教養を求め洞察をうるために努力しているものの教化にあるのではないから、その作用はいつもより多く感情に向かい、いわゆる知性に対してはおおいに制限しなければならない。

　宣伝はすべて大衆的であるべきであり、その知的水準は、宣伝が目ざすべきものの中で最低級のものがわかる程度に調整すべきである。それゆえ獲得すべき大衆の人数が多くなればなるほど、純粋の知的高度はますます低くしなければならない。しかし戦争貫徹のための宣伝のときのように、全民衆を効果圏に引き入れることが問題になるときには、知的に高い前提を避けるという注意は、いくらしても十分すぎるということはない。

　宣伝の学術的な余計なものが少なければ少ないほど、そしてそれがもっぱら大衆の感情をいっそう考慮すればするほど、効果はますます的確になる。しかもこれが、その宣伝が正しいか誤りであるかの最良の証左であり、二、三の学者や美学青年を満足させたかどうかではない。




宣伝の心理

　宣伝の技術はまさしく、それが大衆の感情的観念界をつかんで、心理的に正しい形式で大衆の注意をひき、さらにその心の中にはいり込むことにある。これを、われわれの知ったかぶりが理解できないというのは、ただかれらの遅鈍さとうぬぼれの証拠である。

　ところで人々が宣伝技術の大衆に向かう態度が必要なことを理解するならば、そこからさらに次の教訓が生ずる。すなわち、

　宣伝におよそ学術的教授の多様性を与えようとすることは、誤りである。

　大衆の受容能力は非常に限られており、理解力は小さいが、そのかわりに忘却力は大きい。この事実からすべて効果的な宣伝は、重点をうんと制限して、そしてこれをスローガンのように利用し、そのことばによって、目的としたものが最後の一人にまで思いうかべることができるように継続的に行なわれなければならない。人々がこの原則を犠牲にして、あれもこれもとりいれようとするとすぐさま効果は散漫になる。というのは、大衆は提供された素材を消化することも、記憶しておくこともできないからである。それとともに、結果はふたたび弱められ、ついにはなくなってしまうからである。

　表現の線が太くなればなるほど、その戦術のきめ方は心理的にますます正しくなければならない。

　たとえば、オーストリアやドイツの漫画宣伝がまず第一に配慮したように、相手を嘲笑したような例は、根本的に誤りであった。実際に遭遇してみると、たちまち相手の人々に関してまったく異なった信念をもたねばならなかったから、根底から誤っており、さらに最も恐ろしい報いがくるからだった。というのは、ドイツ兵が敵の抵抗という直接の印象にぶつかって、いままで自分たちを啓けい蒙もうしてくれたものにだまされたと感じ、そして自己の闘争欲やあるいはまた確固たる心がまえを強化するのと反対のものが、はいってきたからだ。気おくれがしたのだ。

　これに反して、イギリス人やアメリカ人の戦時宣伝は心理的に正しかった。かれらは自国の民族にドイツ人を野蛮人、匈きよう奴どだと思わせることによって、個々の兵士に前もって宣伝が、戦争の恐怖に対する準備をし、幻滅をおこさせないように努力していた。いま自分に向けられたどんな恐ろしい武器も、かれらにはただ、かれらにいままで与えられた啓蒙が正しかったことを確認した以上には感じられず、他方、極悪な敵に対する怒りと憎悪の念を高めると同様に、政府の主張が正しかったという信念を強めたのである。というのは、かれらは、自分たちの武器がおそらく──しかもほんとうに──もっとほんとうに恐ろしく効力があるということを考えるいとまもなく、かれら自身が、敵の側から体験させられた武器の残酷な効力が、すでに先刻承知の野蛮な敵の「匈奴的」残虐の証拠だと漸次考えるにいたるからである。

　だからイギリス兵は、特に自国から噓を教えられたとは、決して感じえなかった。遺憾ながらドイツ兵の場合は、ついに自己の側からくるすべてのものを「ペテン」だ「発作」だとして拒否したことが非常に多かった。人々が宣伝のためには、どんな天才的な心理研究者であっても十分すぎることがないと考えるかわりに、手あたり次第バカ気たもの（あるいは「他の方面では」頭のよい人物）を任命すればよい、と考えていたことの結果である。

　そこでドイツの戦時宣伝は、あらゆる心理的に正しい熟慮が完全に欠けていたために、「啓蒙」効果が正反対に働く場合の無比の教育と教授例を示したのである。しかし広い視野とにぶくない勘をもっているもので、四年半の長い間突進してくる敵の宣伝の津波を自己の内に消化したものには、敵から無限に学ぶべき多くのものがあった。




絶対に──主観的──一方的なること

　けれども最も悪いことには、人々はすべての宣伝活動一般の第一前提を理解していなかった。すなわち、宣伝に用いられるすべての問題に対する原則的に主観的一方的な態度である。この方面ではあるやり方で罪が犯された。しかも戦争の初期には上層部からである。人々が、あんなにも多くの無意味なことは、実際にただ純粋にバカさだけに帰することができるだろうか、と疑ったことはもちろん正しかった。

　たとえば人々が、ある新しい石せつ鹼けんを吹聴しようとしているポスターについて、そのさいまた他の石鹼も「良質」であると書いたなら、人々はなんというだろう？

　人々は、これにはあきれて頭を横にふるよりしかたがないだろう。

　政治の広告でも、事情はまさしくそのとおりである。

　宣伝の課題は、たとえば種々の権利を考慮することではなく、まさに宣伝によって代表すべきものをもっぱら強調することにある。宣伝は、それが相手に好都合であるかぎり、大衆に理論的な正しさを教えるために、真理を客観的に探究すべきではなく、絶えず自己に役立つものでなければならない。

　戦争の責任について、ただドイツだけがこの破局の勃発に責任があるのではない、と論ずることは、この観点からすれば根本的に誤りであった。かえって実際には、ほんとうの経過はそうでなかったにしても、事実そうであったように、この責任をすべて敵に負わすことが正しかったであろう。

　ところで、こういう中途半端の結果は何だったか？




ドイツ人の客観性ぐるい

　大衆は外交官から成り立っているのではなく、また国法学者のみから成り立っているのでもなく、まったく純粋に理性的判断からでもなく、動揺して疑惑や不安に傾きがちな人類の子供から成り立っている。一度、自国の宣伝によって敵側の一まつの権利さえも認められるようになると、すでに自己の権利に疑惑をもたらす根拠を置いたことになる。大衆は相手の不正がどこで終り、自分の不正がどこからはじまっているか、その時判断する立場にはいない。そういうばあいにかれらは不安になり、邪推したりする。特に相手が必ずしも同じように無意味なことをせず、何もかも責任をこちら側に負わせてくる場合がそうである。そこで団結して一元的に行なわれる敵の宣伝を、ついにわが民族が、しかも自国の宣伝より以上に信ずることは、はっきりしないだろうか？　ドイツ人のようにもともと非常な客観性ぐるいになっている民族のばあいにはなおさらだ！　というのは、ドイツ人のばあいは、自分の民族や国家のこのうえなき重荷や、そのうえ破滅の危険をおかしてまでも、敵に対してとにかく不正なことをしないように、すべてのものが努力するからである。

　権威ある地位ではもちろん考えないが、これは大衆には全然意識されないのである。

　民衆の圧倒的多数は、冷静な熟慮よりもむしろ感情的な感じで考え方や行動を決めるという女性的素質を持ち、女性的な態度をとる。

　しかしこの感情は複雑でなく、非常に単純で閉鎖的である。この場合繊細さは存在せず、肯定か否定か、愛か憎か、正か不正か、真か偽かであり、決して半分はそうで半分は違うとか、あるいは一部分はそうだがなどということはない。

　これらすべてのものを、特にイギリスの宣伝は、真に天才的に知っていた──そしてよく考えていた。そこには疑惑をひきおこしうる中途半端さは、実際なかった。

　大衆の感情の幼稚さをすばらしく知っていたしるしは、この状態に適したゾッとする宣伝の中にある。天才的な容赦ない方法で、前線での道徳的堅固さに対する予備条件を──事実上の最大の敗北の場合すらも──確保し、さらにドイツという敵を戦争の勃発の唯一の責任者として、同様に的確にくぎづけしたのである。噓である。ただ無制限な、あつかましい、一方的な頑固さによってのみ、この噓が宣伝せられ、感情的なつねに極端な大部分の民衆の態度を考慮し、だからこそまた信じられたのである。

　こういう宣伝のやり方がどんなに効果的であったかは、それが四年後でもなお強く敵に味方することができたのみならず、そのうえわが民族をも腐ふ蝕しよくしはじめた事実が、このうえもなく的確に示している。

　こういう成果がわれわれの宣伝に少なかったことは、なんら驚くにあたらない。われわれの宣伝は、その内面的なあいまいさの中に、すでに無効の胚があったのだ。ついにその内容のために、宣伝が大衆に必要な印象を起こさせることが、まったくありそうになくなった。こういう無味な平和主義者流のすすぎ水で、人間を死に陶酔させようと望むことは、わが精神の自由な「政治家」でなければできないものである。

　かくして、このみじめな作品は無意味で、しかも有害であった。

　しかし宣伝工作の独創性はすべて、いつも同時に基礎的原則が鋭敏に顧慮されなければ、成果はあがらない。宣伝は短く制限し、これをたえず繰返すべきである。この堅忍不抜さが、世の中の多くのばあいがそうであるように、ここでも成功にいたる第一の、かつ最も重要な前提である。

　宣伝の分野こそ、耽たん美び主義者や鈍感なものによって決して指導されてはならない。前者からは、その内容が形式上、表現上やがて大衆に通ずるかわりに、その魅力が文学的お茶の会向きになってしまい、後者は独特な新鮮な感覚が欠けているために、いつも新しい刺激を求めてくるから、この点に配慮して警戒しなければならない。これらの人々はすぐに、すべてのものにあいてしまう。かれらは変化を望み、かれらのようには冷淡でない同時代人の必要とするものを、かれらの身になって考えるとか、理解しようとか決して考えない。かれらはつねに、宣伝の、よりよくいえば、かれらにとってはあまりに古くさく、あまりに陳腐な、さらにあまりに時代遅れな、等に見えるその内容の、第一の批判者である。かれらは、いつも新しいものを欲し、変化を求め、こうしてすべての効果的な政治的大衆獲得の真の仇きゆう敵てきになる、というのは宣伝の組織と内容が大衆の要求に向かいはじめるやいなや、宣伝はすべてのまとまりを失い、そのかわりに完全に散漫になってしまうからである。

　けれども宣伝は、鈍感な人々に間断なく興味ある変化を供給してやることではなく、確信させるため、しかも大衆に確信させるためのものである。しかしこれは、大衆の鈍重さのために、一つのことについて知識をもとうという気になるまでに、いつも一定の時間を要する。最も簡単な概念を何千回もくりかえすことだけが、けっきょく覚えさせることができるのである。

　変更のたびに、宣伝によってもたらされるべきものの内容を決して変えてはならず、むしろけっきょくはいつも同じことをいわねばならない。だからスローガンはもちろん種々の方面から説明されねばならないが、しかし考察の最後はすべていつも、新しいスローガン自体にもどらねばならない。そのようであってこそ宣伝は統一的であり、まとまりのある効果をおよぼすことができ、また効果がおよぶのである。

　この決して離されてはならない大きな線のみが、いつもかわらず首尾一貫した調子で、究極的成果をあげるのである。しかしさらに、かかる堅忍不抜さが、どんなに巨大な、ほとんど理解しがたいほどの成果に導きうるか、驚嘆とともに確認しうるであろう。

　すべての広告は、商売の分野でも、政治の分野でも、継続とその利用のむらのない統一性が成果をもたらすのだ。




敵の戦時宣伝

　ここでも敵の戦時宣伝の例は、模範的であった。すなわち、少数の観点に制限し、もっぱら大衆を考慮し、うまざる根気をもって行なった。全戦争の間、一度正しいと認められた根本的な考え方と実施形式は、ほんの少しの変更さえも一度もなされずに、用いられた。それは、はじめはかれらの主張のあつかましさに、常軌を逸しているように思えたが、その後不愉快になり、最後には信ずるようになった。四年半後にドイツに革命が起った。その時のスローガンは敵の戦時宣伝から出ていた。

　さらにイギリス人は、なおもう一つのことを知っていた。この精神的な武器に対して、成功はただ大衆に利用するばあいにのみ可能である。だがその成果は費用を十分に償うものである、ということを。

　宣伝はわれわれの場合には、失職した政治家の最後のパンかせぎや、ひかえめな英雄の小さい避難所であったのに、イギリスでは第一位の武器と考えられていた。

　実際その成果は、全体としてゼロに等しかった。







第七章　革命




心理的大量虐殺

　一九一五年とともに敵の宣伝がわれわれに対してはじまり、一九一六年以降それはますます集中化し、ついに一九一八年のはじめにまさしく洪水のようにふくれあがった。だから早くも一歩一歩この心をとらえる効果が認められてきた。軍隊は次第に、敵の思うつぼ通りの考え方をするようになった。

　それなのにドイツの反撃は、まったく役に立たないものだった。

　軍隊には、当時の精神的、意志的指導者の中に、もちろんこの分野でも戦いに応じようとする意図と決意があった。だがこれに必要な器具がなかった。また心理的にも、この啓けい蒙もう工作を軍隊自身にやらせることは誤りであった。啓蒙はそれが効果的であるためには、本国からもたらされたものでなければならなかった。すでにほとんど四年来、けっきょくはただ、本国のために英雄的勇気と辛苦という不滅の行為をなしとげた人々によってのみ、効果を期待することができたのである。

　だが、本国からは何がきたのか？

　あの無能さは、バカだったのか、犯罪だったのか？

　一九一八年の盛夏に、マルヌ南岸の撤退後、なかんずくドイツの新聞は、毎日わたしの立腹が増してきて、軍隊の英雄たちのこの精神的消耗に終止符を打ちうるものが実際に一人もいないかどうか疑問が起ったぐらい、みじめで拙劣な、そのうえ犯罪のようにバカ気た態度をとったのだった。

　一九一四年にわれわれが未曽有の勝利の突進でフランスを掃そう蕩とうしたとき、フランスでは何が起ったか？　イタリアがイゾンゾ戦線で壊滅したころに、何をしたか？　さらに一九一八年の初頭、ドイツ混成軍団の攻撃が配備を根本から変えるように思えたとき、そして長距離重砲が猿えん臂ぴをのばしてパリをノックしはじめたとき、フランスは何をしたか？

　そこではつねに退却をいそぎつつある連隊が、その面々の国民的情熱の沸騰にいかにむちうたれたことか！　敗れた戦線の兵士の胸に、究極的な勝利に対する信念をいまこそ植えつけようとして、宣伝と天才的な大衆感化がいかに活動したことか！

　その間にわれわれの間では、何が起ったのだ？

　無か、それよりももっと悪いことが起ったのだ。

　当時わたしは最新の新聞を読もうとして手にとり、そこに犯されているこの心理的大量虐殺を人々がまともに見たときに、しばしば怒りと憤激が燃えあがったものだ。

　もし摂理が、わたしを、宣伝工作のこの無能なあるいは犯罪者的な無能者や意欲のないものと代らせてくれたならば、戦争の運命は違ったものになっていただろうという考えが、しばしばわたしを苦しめた。

　この数か月でわたしは、はじめて運命のいたずらを感じた。運命は、わたしが祖国に対して他の場所で他の任務をはたすことができたのに、わたしを前線に、しかもどんな黒人兵の気まぐれな撃ち方でもわたしを撃つことができる場所に置いたのだ！

　というのは、すでに当時わたしは、これをなしとげることができるという自負を、十分に信じていたからである。

　しかしわたしは無名の八百万人の中の一人であった。そこで、黙々としてこの地位で、自分の義務をできるだけよくはたすほうが、もっとよかったのだ。




最初の敵のビラ

　一九一五年の夏、はじめて敵のビラが手にはいった。

　その内容は、叙述形式がいくらか変わっていたが、ほとんど不変だった。すなわちドイツの窮乏はますます大きくなり、ますます勝つ見込みがなくなるのに、戦争はいつまで続くかはてしがない。それだから故郷の民衆はまた平和にあこがれている。しかし「軍国主義」と「皇帝」がこれを許さない。だから全世界は──これは非常によく知られていることだが──決してドイツ民族に対して、戦争をしているのではなく、むしろもっぱら唯一の責任者、すなわち皇帝に対して戦っているのだ。したがって戦争は平和な人類のこの敵が排除されるまでは終わらないであろう。自由主義的、民主主義的国民は、戦争の終結後、ドイツ国民を永久世界平和同盟に加えるであろう。それは「プロイセン軍国主義」の殲せん滅めつの瞬間から確立せられるであろう、と。

　さらにそのような主張をいっそうよく説明するために、「故郷からの手紙」が印刷されていることもまれではなかったが、その内容はこの主張を確認しているように思われた。

　一般には当時、この試みを人々はすべて嘲笑した。ビラは読まれ、さらに後方の上級司令部へ送られ、風が再度上から積荷を──すなわちビラの輸送につとめたのはたいてい飛行機だった──塹ざん壕ごうへ送り込むまでは、たいがい忘れられていた。

　この種の宣伝によって、まもなく一つのことが注意をひかざるをえなかった。すなわちバイエルン兵がいるすべての戦区には、異常な首尾一貫性でいつもプロイセンに対する抵抗が起ったことである。一方において全戦争に対する本来の罪と責任がプロイセンにあると確言するのみでなく、他方特にバイエルンに対してはまた少しも敵意はない。バイエルンがプロイセン軍国主義に奉仕して、火中の栗を拾うために協力するかぎり、もちろんバイエルンを助けることはできない、と確言するのである。

　この種の影響は事実上早くも一九一五年に、一定の効果をおさめはじめた。反プロイセンの気分が、軍隊の間にまったく目に見えて生育した。──上層部からはまたただの一度もこれに対して干渉が試みられなかったのである。これはもはやたんなる怠慢の罪以上のものであった。それは遅かれ早かれいつか最大の不幸な報いがくるに違いなかった。しかも「プロイセン」にではなく、ドイツ民族に対してである。そしてまたたしかにバイエルン自身もその末端に属していたのである。

　この方面において敵の宣伝は、早くも一九一六年から絶対的な効果をおさめはじめていた。




故郷からのみじめな手紙

　それと同様に故郷から直接くる悲惨な手紙が、とっくに影響をおよぼしていた。いまではもはや、敵がそれを特別にビラ等で前線に伝える必要はまったくなくなっていた。またこれに対して、「政府筋」からの二、三の心理的ひらめきのにぶい「警告」を除いては、何も行なわれなかった。前線は依然としてこの害毒でいっぱいだった。これは考えのない妻君たちが家庭で、もちろんこれが敵の勝利の確信をこのうえもなく強める道であり、したがって戦線にあるかの女らの身内のものの苦しみを長びかせ、激しくすることも考えもせずに、共同製作したものであった。ドイツ婦人たちの無感覚な手紙が、その後、数十万の男の生命を浪費させたのである。

　一九一六年にはすでに、こういう方向でいろいろの気づかわしい現象が現われた。前線はこごとをいい、そして「つむじを曲げ」、それでなくてさえ多くのことに不満であり、そしてまた当然であるがしばしば憤慨した。かれらは空腹であり、耐えており、家にいる家族は悲惨な状態におかれているのに、別の場所には充じゆう溢いつとぜいたくざんまいがあった。そのうえしかも戦線においてすら、この点ではすべてが秩序を保っていなかった。

　当時すでに、そのようにややもすれば雲行きがあやしかった。──しかしこれはなおつねに「内部」のことであった。最初にこごとをいい、不平をのべた同じ人間が、数分後にはあたかもそれが自明のことであるかのように、だまってかれの義務をはたしたのだ。まっさきに不満をいったその中隊が、ドイツの運命がこの百メートルの泥穴にかかっているかのごとく、かれらが守るべき塹壕の一角にしがみついたのだ。その前線はやはり昔のままのりっぱな、勇敢な軍隊だった。

　わたしは前線と故郷の間のいちじるしいちがいを、区別して知るようになった。




負　傷

　一九一六年九月末、わたしの混成軍団は、ソンムの戦場へ出発した。それはわれわれにとって、その後引続いた恐ろしい物量戦の最初であった。そしてその印象は実際筆舌につくしがたかった。──戦争よりはむしろ地獄だった。

　ドイツ軍の前線は、数週間にわたる連続速射の大旋風の中で、固守していた。幾度か少しばかり撃退されたが、さらにふたたび突撃した。だが決して退却しなかった。

　一九一六年十月七日わたしは負傷した（※１）。

　わたしは幸いにも後方へもどり、輸送列車でドイツへ送られることになった。

　わたしが故郷を見なくなってから実に二年たっていた。このような状態のもとではほとんど無限の月日のようだった。軍服を着ていないドイツ人がどんな外見をしているか、わたしはほとんど想像することもできなかった。ヘルミースの負傷者集合野戦病院に横たわっていたときに、看護婦をしている一人のドイツ婦人が、突然わたしのそばに寝ているものに話しかけたが、そのときわたしはほとんどひきつけんばかりに驚いた。

　そんな声は二年ぶりではじめてだった！

　さらにわれわれを故郷へ運ぶ列車が国境に近づけば近づくほど、みんなの内心はますます落ち着きがなくなってきた。二年前、若い兵士としてわれわれが通った場所は、みんな通りすぎた。ブリュッセル、ルーヴァン、リュティッヒ、そしてついに高い破風とその美しいよろい戸を見て、はじめてドイツの家屋を認め得たように思った。

　祖国だ！

　一九一四年十月、われわれが国境を通過したとき、われわれは嵐のような感激に燃えたが、いまや平静と感動があった。みんな幸福だった。運命は、かれが生命をかけて苦難と戦って守らねばならなかったものを、もう一度かれに見せてくれたのである。みんな他人に自分の目を見せるのが恥ずかしいぐらいだった。

　出征したとほとんど同じぐらいの日に、わたしはベルリン近郊のベーリッツの野戦病院についた。

　なんという変化だろうか！　ソンムの戦場の泥土から、この快適な建物の白いベッドの中へ。人々は、はじめは正しく寝床につこうともしなかったぐらいだった。まずこの新しい世界にふたたび徐々になれる必要があった。

　しかし遺憾ながらこの世界は、また他の点から見ても新しかった。




自分の卑怯の自慢

　前線における軍隊の精神は、ここではもはや招かれざる客のようであった。戦線ではまだ知られていなかった何かを、わたしはここではじめて聞いた。すなわち自分の卑ひ怯きようの称賛を！　というのは外地でも不平をいったり、「つむじを曲げたり」するのを耳にすることはできたが、しかしこれは決して義務の侵害を要求するものでもなく、そのうえ臆病者を賛美するのでもなかった。そうだ、卑怯者は、あくまで卑怯者とされ、それ以上の何物としても通用しなかった。そして卑怯者に対する軽[image: 蔑]は、人々が真の英雄に払う賛美とまったく同じく、やはり一般的であった。しかしここ野戦病院では、ある点ではほとんど逆だった。無節操な扇動者たちが大口をたたき、あらゆる方法であさましい雄弁を試み、まじめな兵士の観念を笑うべきものとし、卑怯者の無節操を模範的なものとして、言明しようとしたのだった。なかんずく若干のみじめなヤツどもが、調子をあげた。一人は野戦病院へはいるために、自分で手を鉄条網でひっかいたと自慢した。しかもかれは、こんな笑うべき負傷にもかかわらず、ペテンで、ドイツへ輸送されたと同じ手口で、すでに長い間ここにいるらしかった。そのうえこの有害なヤツは、しかし、あつかましくも自己の卑怯を、勇敢な兵士が雄々しい死をとげるよりも勇敢な行為の発露だと広く言明していた。多くのものは黙って聞いていたが、他のものは出て行った。しかし若干のものはやはり賛成していた。

　わたしはのどまで吐き気をもよおした。だがこの扇動者は、この病院で平気で許容されていた。どうすべきだったか？　かれが何者であり、どんな人間かということを管理者たちは正確に知っていなければならず、そしてまた知っていたのだ。それにもかかわらず、何も起らなかった。

　わたしはふたたびまともに歩けるようになったとき、ベルリンへ行く許可をもらった。

　困窮はいたるところではっきりと猛烈にひどかった。数百万人の都市は飢餓で苦しんでいた。不満は大きかった。兵士が訪問したいろいろの家の調子は、野戦病院のそれと似ていた。こういうヤツらは自分の考えを広げるために、あたかもそういう場所を訪ねるかのごとき印象を受けた。

　けれどもミュンヘン自体の状態はもっともっと悪かった。




逃げかくれ

　わたしが全治して野戦病院を出て、補充大隊へ行かせられたとき、この都市はわたしにはもはや見覚えがないように思えた。そこにはただ不平、不満、悪口だけがあった。補充大隊自体も、気分は沙汰のかぎりであった。ここでは古参の教官がまったくまずいやり方で従軍した兵士を取扱っていたが、かれらはまだ一時間も戦場にいたことはなく、この理由でただそれだけでもすでに古兵としっくりした関係を保つことができなかった。かれらは、前線に勤務したものにはわかる一種の特質を事実もっていた。同じように前線からきた将校は少なくとも、了解できるのだが、なんといってもこの補充部隊の指導者たちにはまったくわかっていなかった。前線帰りの将校はもちろんまた、兵へい站たん部ぶ指揮官と違って、兵士たちから完全に尊敬されていた。しかしそれをまったく別とすれば、一般の気分はみじめだった。逃げかくれは、すでにほとんどより高いりこうさのしるしとして通用した。だが忠実に辛抱することは、内面的に弱さと偏狭さの特徴として通用したのだ。事務局はユダヤ人が占めていた。ほとんどすべての書記はユダヤ人であり、すべてのユダヤ人が書記であった。わたしはこの選ばれた民族の戦士の氾はん濫らんに驚き、そしてそれを前線にわずかにいたかれらの代表と比較せざるをえなかった。

　経済の場合、事態はなおいっそう悪かった。ここではユダヤ民族が事実上「欠くことのできぬもの」になっていた。クモは徐々に民族の毛穴から血を吸いはじめていた。軍需会社という回り道をして、国民的自由経済に次第にとどめをさす道具を見いだしていたのだ。

　際限のない企業の集中の必要性が強調された。

　そのようにして事実上一九一六年と一七年にはすでにほとんど全生産が、金融ユダヤ人の支配下にあった。




反プロイセン扇動

　しかし民衆の憎悪は、いったいだれに向けられていたのだろうか？　このころにわたしはある宿命が近づいているのを見て驚いた。それは適当なときに向きを変えないと、破滅に導くにちがいなかった。

　ユダヤ人が全国民から盗み、自己の支配下で圧迫しているのに、人々は「プロイセン」に対して扇動していた。前線におけるとまったく同様に、国内でもまたこの有毒宣伝に対して、上層部からは何もなされなかった。プロイセンの崩壊がバイエルンの興隆ということになかなかなるものでなく、そのうえ逆に一方の崩壊は他方を絶望的にどん底にひきずり込むに違いないことを、まったく考えていないように思えた。

　このふるまいは、わたしにはこのうえもなく遺憾だった。わたしはそこに一般の注意を自分からそらし、他人にむけるユダヤ人の天才的トリックを見ることができた。バイエルン人とプロイセン人が争っている間に、ユダヤ人は両者を鼻先であしらっていた。バイエルン人がプロイセンに対してののしっている間に、ユダヤ人は革命を組織し、バイエルンとプロイセンを同時に倒したのである。

　わたしはドイツ種族のこのいまいましい不和に耐ええなかった。そこでふたたび前線へ行くことを喜んだ。そのためにわたしはミュンヘンについてすぐ、新たに志願を申し出たのだった。

　一九一七年はじめ、わたしはもう一度わたしの連隊にもどった（※２）。

　　　　　　　＊

軍隊の新たな希望

　一九一七年の終りに軍隊の意気消沈の極点は克服されたように見えた。全軍はロシアの崩壊後ふたたび新たな希望と、新たな勇気を得た。戦争はやはりドイツの勝利に終るだろうという確信が、軍隊をますます風ふう靡びしはじめた。ふたたび歌が聞こえるようになった。そして不幸を予見するものもまれになった。人々はふたたび祖国の未来を信じた。

　特に一九一七年秋のイタリア戦線の崩壊は、絶大な驚くべき影響をおよぼした。とにかくこの勝利に人々は、ロシアの戦場以外でも、戦線を撃破しうる可能性の証を見たのだ。すばらしい信念がいまやふたたび幾百万の心に流れ込み、かれらはほっとした安心で一九一八年の春を待ちこがれた。だが敵は明らかに意気消沈していた。この冬はいつもよりいくらか静かであった。嵐の前の静けさがきたのだった。

　だがまさに、前線ではこのはてしなき戦いに終局的な結末をつけるための最後の準備にとりかかっており、西部戦線へ人員や物資の輸送がきれ目なく行なわれ、軍隊が大攻撃の訓練をうけている間に、ドイツでは戦争全体の中で最大の詐欺が勃発した。

　ドイツは勝つはずがなかった。最後の瞬間に、勝利がもはやドイツの国旗にくっつきそうな時に、一撃でドイツの春期攻勢を芽のうちにつみとり、勝利を不可能にするために最適だと思われる手段がとられた。

　軍需工場のストライキが組織されたのだ。

　ストライキが成功したならば、ドイツ戦線は崩壊せねばならなかった。そして勝利は今度はもはやドイツの旗にくっつかないに違いないという「フォアヴェルツ」紙（※３）の望みがみたされるに違いなかった。前線は弾薬不足のために数週間で突破されたに違いなかった。それとともに攻撃は阻止され、連合軍は救われ、そして国際資本がドイツの支配者になり、マルクシズムの民族欺ぎ瞞まんという内的な目的が達せられたに違いない。

　国際資本の支配権を樹立するための国民経済の破壊──この目的が達せられたのは、一方では愚鈍さとお人よしの、他方ではまた実際底抜けの臆病さのおかげである。

　もちろん軍需工場のストライキは、前線に武器を欠乏させるという点に関しては、究極的に望まれた成果をおさめなかった。軍需品欠乏自体が──計画通りに──軍隊を破滅に落しいれるよりも早く崩壊した。しかし、それによってひきおこされた精神的損害は、それだけ途方もなく大きかったのだ！

　第一に、本国自体がまったく勝利を欲していないのに、軍隊はいったい何のために戦っているのか？　巨大な犠牲と窮乏はだれのためだ？　兵士は勝利のために戦うべきだ。それに対して本国ではストライキとは！

　そして第二に、敵に対する影響はどうであったか？




ロシアの崩壊

　一九一七─一八年の冬に、はじめて連合国の天に暗雲が高まってきた。ほとんど四年の間、かれらはドイツの勇士にぶつかり、それを崩壊させることができなかった。しかし、剣は、あるいは東部で、あるいは南部でふりかざさねばならなかったので、そのさいドイツが自由に防御のためにもったのは楯のみであった。いまやついに巨人の背後はからになった。敵の一人を決定的に倒すことができるまでに、たくさんの血が流れた。いまや西部では楯に剣が加わるに違いなかった。そして敵はいままで防御を破ることができなかったが、こんどは攻撃に遭遇せねばならなくなったのだ。

　敵は攻撃を恐れ、勝利を心配した。

　ロンドンやパリでは、会議、会議に狂奔した。敵の宣伝すらもはや困難になった。ドイツの勝利が見込みのないことを証明することが、もはや容易でなくなった。




連合軍の意気消沈

　けれども同じことは、ぼんやりと沈黙していた前線でも、また連合軍自体でもそうであった。敵の紳士諸君に、あつかましさが突然消えた。かれらにも徐々に無気味な光がさしはじめた。ドイツ兵に対するかれらの内心の考え方は、いまでは変わってしまった。いままでかれらには、ドイツ兵が敗北するにきまっているバカ者と思われていたかも知れない。だがいまでは同盟国ロシアを殲せん滅めつさせたものとして、かれらの前に立っていた。やむをえず生じた東部のドイツの攻撃に拘束されていたことが、それ以来独創的な戦術と思えた。三年間東部のドイツ軍はロシアを攻撃した。はじめはほんの少しの成果さえもなかったように思えた。かれらはこの効果のない開始を嘲笑せんばかりであった。というのは、けっきょく、人間の数の多い大男ロシアが勝利者であるに違いなかった。そしてドイツは出血して倒れるのだ。事実はこの希望を確認するかに見えていた。

　はじめてタンネンベルクの戦から、ロシアの捕虜の無数の群が道路や鉄道でドイツへ運ばれだした一九一四年九月のある日以来、この流れはほとんど終りがなかった。──しかしおのおのの打ち破られ殲滅された軍隊のあとからは、新しい軍隊がたちあがったのである。この巨大国は無尽蔵にたえず新しい兵士をツァーに捧げ、また新しい犠牲を戦争に与えたのだ。いつまでドイツはこの競争を続けられたであろうか？　ドイツが最後の勝利を得た後にも、なお最後のロシア軍がほんとうに最後の戦いに出てこないような日は、いつまでもこないに違いなかった？　そうすればどうなるのか？　人々が推量するところでは、ロシアの勝利はまったくのろのろしているかも知れないが、くるに違いなかった。

　いまやこの希望はすべて終りをつげた。共同の利益という祭壇にこのうえもなく大きな血の犠牲を捧げた同盟国は、力つきて、仮借なき攻撃者の前に倒れたのだ。恐怖と戦せん慄りつが、いままで盲信していた兵士の心に忍びこんだ。かれらはきたらんとする春を恐れた。けだし、ドイツが西部戦線にはただ一部だけを配置することができただけであったのに、いままでドイツに勝つことができなかったとなると、この気味悪い英雄国の全力が西部攻撃に集まると思われるいまでは、どうして人々は勝利を期待することができようか。

　南ティロールの山々の影は、不安げに幻想を与え、フランドルの霧の中にまでカドルナ（※４）の敗軍が陰鬱な幻影を与えていた。そして勝利の信念は、来たらんとする敗北を前にして、恐怖に道をゆずった。




革命直前のドイツ！

　冷たい夜のやみの中から、早くもドイツ軍の寄せくる突撃隊の規則正しい車輪の音が聞こえてくるように思い、不安な心配が、来たらんとする審判をまちこがれていたとき、──その時、突然ドイツからまぶしく赤い炎がもえあがり、敵の前線の最後の榴りゆう弾だん痕こんにまでもその光を投げたのである。ドイツ混成軍団が大攻撃のための最後の訓練を終った瞬間に、ドイツでゼネストが勃発したのだ。

　まず第一に世界が啞あ然ぜんとした。しかしその後十二時間にして敵の宣伝は、この助けにホッと救われてひっくり返った。一撃で、連合軍兵士の沈滞した確信をふたたび高め、勝利の確率を新たに自己のものと思いこませ、来たらんとするでき事に対する不安な心配を、断固たる確信に変化させる手段が見つかったのだ。かれらはいまや、ドイツ軍の攻撃をまちうけている諸連隊に、この戦争の終結を決するものはドイツ軍の突撃の大胆さではなく、自己の防御の耐久力であるという確信を、未曽有の大会戦にせんべつとして与えることができたのである。ドイツが欲するかぎりの勝利をいまかち得ても、本国では革命が勝利の前に立ち、勝利の軍隊は立つことができなかったのだ。

　巧妙きわまりない宣伝が前線の軍隊をふるいたたせている間に、イギリス、フランスおよびアメリカの新聞はこの信念を読者の胸中にうえつけはじめた。

「ドイツは革命直前である！　連合軍の勝利は必至だ！」これは動揺しているポアリューとトミイ（※５）を助け起すためには、最良の薬であった。

　いまや小銃や機関銃がもう一度発射され、突然の驚きよう愕がくにかられて逃走するかわりに、希望にみちた抵抗が現われた。




軍需工場ストライキの結果

　これが軍需工場ストライキの結果であった。それは敵の民衆の勝利の信念を強め、連合軍前線のしぼんだ絶望を追いはらい、──その結果幾千のドイツ兵は、これを自己の血でもってあがなわねばならなかった。しかしこの最も卑劣な悪事の主謀者は、革命ドイツの最高の国家的地位を得る見込みのあるものたちであった。

　もちろんドイツの側では、さしあたりこの行為のはっきりした反応は克服し得たかのようであった。けれども敵の側では、その効果は現われないはずがなかった。その抵抗ぶりは、すべてを投げていた軍隊の無目的状態を脱し、それに代って勝利のために戦う激しさが現われた。

　というのは西部戦線が、ドイツの攻撃をわずか数か月間もちこたえたならば、勝利はだれが考えても、くるに違いなかったからである。そこで連合国の諸議会では、人々は将来の可能性を認識して、ドイツ壊敗のための宣伝継続に対して未曽有の資金を可決した。

　　　　　　　＊

不滅の月桂冠の最後の花輪

　わたしには幸いにも、最初二回の攻撃と最後の攻撃に参加すること（※６）ができた。

　これはわたしの生涯の最も巨大な印象になった。巨大なというのは、いまや最後の回に、一九一四年におけると同じように、戦争が防衛の性格を失って、攻撃の性格を負うたがゆえである。敵の地獄に三年以上ももちこたえて、ついに報復の日がきたとき、ドイツ軍の塹ざん壕ごうと壕道いっぱいほっと息をついた。常勝大隊はいまいちど歓呼の声をあげ、不滅の月桂冠の最後の花輪を勝利をはらんだ旗にかかげた。いまいちど祖国の歌が、はてしなき行進縦隊にそって、天にまで響きわたった。そして最後に神の恵みが恩知らずの子らにほほえんだのだ。

　　　　　　　＊

壊敗的現象の増大

　一九一八年の盛夏に、前線には沈鬱な不安がただよっていた。本国では争っていた。何のためか？　野戦軍の個々の部隊では、人々がいろいろのことをうわさしていた。戦争はもはや見込みがないだろう。そしてなお勝利を信じうるのはバカ者だけだ。民衆はこれ以上の辛抱にもはや何の関心ももっていないばかりか、それは資本家と王家だけだ──こんなことが本国から伝えられ、また前線でも話された。

　前線は最初これについてほとんど関心を示さなかった。普通選挙権がわれわれにどんな関係があったのか？　そのためにわれわれは四年間も戦ってきたのか？　そういう方法で墓の中にいる死せる英雄たちから戦争目的を盗むとは卑劣な盗賊行為であった。かつて若い兵士たちは、フランドルで、「無記名普通選挙権を与えよ」と叫んで死んだのではなく、「ドイッチュラント・イューバー・アルレス・イン・デァ・ヴェルト」と叫んで死んでいったのだ。小さいが、しかしまったく重大な相違である。しかし選挙権について叫んでいたものは大部分、かれらがこれを戦いとらんとするところにはいなかった。前線は政治的な政党のゲスどもをまったく知らなかった。当時まともな四肢をもっているまじめなドイツ人がいたところには、代議士諸氏は大部分いなかったのだ。

　だから古くから前線にいる兵士は、エーベルト、シャイデマン、バルト、リープクネヒト（※７）等の諸氏のこの新しい戦争目標はあまりピンとこなかった。人々は、なぜこの徴兵忌避者たちが、軍隊をさしおいて国家の支配権を横領する権利を突然手にいれることができたのか、まったく知らなかった。

　わたしの個人的な立場は、はじめから固まっていた。このあさましい、民衆欺瞞的政党ルンペンのヤツらをみんな極度に憎んでいた。かかるやからにとってはたしかに国民の福祉が問題になるのではなく、からの財布をみたすことが問題なのだ、ということは、ずっと以前からわたしにはっきりわかっていた。そしてかれらは、いまやこのために全民族を犠牲にし、必要ならばドイツを滅ぼさせることすら覚悟していた。かれらはわたしの目から見れば、縛られるねうちがあった。かれらの希望を顧慮することは、働く民衆の利益を一群のスリのために犠牲にすることである。そして人々がドイツを放棄する覚悟ができたときだけ、この希望を満たすことができたのだ。




若い補充兵の無能

　しかし戦闘をしている軍隊のほとんど大部分は、依然としてそのように考えていた。本国からくる補充兵は、どんどん悪くなるばかりだった。だからかれらがくることは、強化ではなく、戦闘力の弱化を意味したのだ。特に若い補充兵は大部分価値がなかった。これがかつてイープルの戦いに青年を送ったその民族の息子であるとは、往々にして信じられなかった。

　八月と九月には、敵の攻撃の効果は、かつてのわれわれの防御戦の恐怖とは比較にならないほど少なかったにもかかわらず、崩壊現象がますます急速に増大した。これに対して、ソンムやフランドルの戦いは、過去のことではあったが恐ろしかった。

　九月末にわたしの混成軍団は、かつてわれわれが若い志願兵連隊として突撃した場所に、三度きた。

　何という思い出だろう！

　一九一四年十月と十一月に、われわれはそこで砲火の洗礼を受けたのだ。心は祖国愛にみち、口唇には歌をくちずさみながら、わが若き連隊は、ダンスに行くように戦闘をしに行った。このうえもなく尊い血が、そうすることによって祖国に独立と自由を確保するという信念で、そこで喜んで捧げられたのだ。

　一九一七年七月にわれわれは、われらみんなにとってこのうえもなく神聖なこの地を再度踏んだ。ここには、かつて無比の尊い祖国のために目を輝かせて死んで行った最良の友──まだほとんど子供だった──が眠っていたのだ。

　かつて連隊とともに出征したわれわれ古参兵は、畏敬の感動で、「死にいたるまでの忠誠と服従」のこの誓いの場所に立った。

　連隊が三年前に強襲したこの地を、いまや苦しい防御戦で守らねばならなくなった。

　三週間の連続速射で、イギリス兵はフランドル大攻撃を準備した。その時死んだものの霊が、生きかえったように思えた。連隊はきたない泥土にしがみつき、一つ一つの穴や弾痕の中で歯がみして、退かず、尻ごみせず、かつての時と同じように、一九一七年七月三十一日イギリス軍の攻撃がついにはじめられるまでに、この地点でますます小さく、減っていった。

　八月のはじめにわれわれは解きはなされた。

　連隊から数個中隊になった。全身泥まみれになって、人間よりも幽霊のようによろめきながら退却した。だが二、三百メートルの榴弾痕を除いては、イギリス軍はただ死だけをたぐり寄せたのだった。

　さて、一九一八年秋に、われわれは一九一四年の突撃の地に三度立った。われわれがかつて休息したコミネという小さい町が、いまや戦場になった。もちろん戦場は同じだったが、人間は変わっていた。いまでは軍隊の中でも「政論」がたたかわされていた。故郷の害毒が、いたるところでそうであるように、ここでもまた活動的になりはじめた。だが若い補充兵は完全に役に立たなかった。──補充兵は故郷からきたのだった。




黄十字ガス中毒

　十月十三日から十四日の夜、イープルの前方の南部戦線にイギリス軍のガス射撃がなされた。そのときかれらは黄十字ガスを用いた。それは、わが身でためすというかぎりでは、その効力をわれわれはまだ知らなかった。この夜わたし自身それを体験しなければならなかった。また十月十三日の夕方にわれわれはヴェルヴィックの南の丘で、ガス榴弾の数時間の連続速射につきあたった。その速射は程度の差こそあれ、一晩中、猛烈に続いた。早くも真夜中ごろわれわれの一部は退いた。その中には即死した若干の戦友があった。朝方わたしも、十五分おきにひどい苦痛になやまされた。そして、七時前に戦闘に関するわたしの最後の報告書をたずさえて、やけるように痛む目で、つまずき、よろめいて帰ってきた。

　数時間後にはもう目は灼しやく熱ねつした炭火と化し、わたしはなにも見えなくなった。

　こうしてわたしはポンメルンのパーゼヴァルク野戦病院につき、そしてそこで──革命を体験──せねばならなかったとは！




「共和国」

　何かはっきりしないが、しかしうっとうしい気持が、長い間空中をさまよっていた。人々はここ二、三週間のうちに「はじまる」と話し合っていた。──わたしにはそれが何のことであるか、想像さえもつかなかった。はじめは春のストライキのようなものかと思っていた。険悪なうわさが、たえず海軍から流れてきた。海軍は動揺しているということである。だがこれもわたしには、多数の大衆の事件であるよりも、個々の従兵たちの想像から生まれ出たものだと思われた。野戦病院ですらみんなが、戦争がなるべく早く終ればよい、とよく話をしてはいた。しかし「すぐに」とはだれも話していなかった。わたしは新聞を読むことができなかったのだ。

　十一月になると一般の緊張が増してきた。

　そしてある日のこと、突然にだしぬけに不幸な事態が勃発した。水兵たちがトラックでやってきて、革命を叫んだ。数人のユダヤ学生が、わが民族生活の「自由と美と品位」のためのこの闘争の「指導者」だった。かれらのうち一人として前線に出たことのあるものはなかった。三人の近東人は、いわゆる「淋病野戦病院」という回り道をして兵へい站たん部ぶから本国に帰されたものだった。いまやかれらが本国で赤のぼろぎれをあげたのだ！

　そのころわたしはいくらか快復に向かっていた。眼がん窩かのさしこむような痛みはやわらぎ、徐々に周囲のものの大体の輪郭がふたたび見わけられるようになっていた。少なくとも後には何かの職につきうるぐらいには見えるようになる、という希望をいだいてもよかった。もちろん、いつかふたたび絵を描くことができるということは、もはや望むべくもなかった。とにかく、その凶行が起ったとき、わたしは快復途上にあったのである。

　わたしが最初に望んだことは、この反逆が多かれ少なかれ、単なる地方的な問題にとどまることだった。わたしはまた二、三の戦友にこの点を強調しようとした。特にわたしのバイエルンの野戦病院友達は、この点について十二分にわかっていた。そこでの気分は「革命的」とはまったく異なっていた。わたしは、ミュンヘンでも狂乱が起されるとは、想像することもできなかった。崇拝すべきヴィッテルスバッハ家（※８）への忠誠は、たしかに二、三のユダヤ人の意志よりも強固であるように思えた。それゆえわたしは、これは海軍の暴動の問題であり、近日中に鎮圧されるだろうとしか、思えなかった。

　数日がすぎた。そしてそれとともにわたしの生涯の最も恐ろしい事実がやってきた。いまやうわさはますます圧倒的になった。わたしが地方問題と思っていたことが、全面的な革命であるに違いなかった。そのうえ戦線からは屈辱的な報告がきた。人々は降伏しようとしたのだ。そうだ、一体そのようなことがありうるだろうか？

　十一月十日、牧師が野戦病院へ来て、簡単な話をした。そこでわれわれはすべてを知ったのである。

　わたしも、極度に興奮して、その短い談話に出席した。ホーエンツォレルン王家がもはやドイツ皇帝の冠を戴くことができなくなったこと、祖国が「共和国」になったこと、人々はこの転換に神が浄福を拒まざるよう、そして将来もわが民族を見すてないよう神に請いねがわねばならないことを、かれがわれわれに告げたとき、年老いた品のあるこの牧師は、非常にふるえているように思えた。そのさいかれは、ことば少なに王家を思い、ポンメルンにおける、プロイセンにおける、いな全ドイツに対する王家の功績をほめようとする以外に、何もなしえなかった。そして──そのときかれはかすかにすすり泣きはじめた。──またこの小講堂はみんなの極度に悄しよう然ぜんと気落ちした心でみちていた。だれ一人として涙を禁じえなかったと思う。だが老人がさらに語り続けようとし、そしてわれわれがいまやこの長い戦争をやめねばならないこと、そうだ、わが祖国はいまや敗戦のうき目を見、われわれを勝者の仁慈にゆだねるのだから、将来重い圧制にさらされるだろうこと、休戦はいままでの敵の広量を信じて受諾されるようになったことを告げはじめたとき──わたしはもはや辛抱しきれなくなった。これ以上長くそこにいることができなくなった。わたしは目の前がふたたび真暗になったので、よろめきながら寝室へもどり、自分のベッドに身を投げだして、燃えるような頭をふとんと枕に埋めたのだった。

　わたしは母の墓前に立った日以来、二度と泣いたことはなかった。わたしは若いころ残忍な運命につかまれると、反抗心が燃えあがったのだ。この長い戦時中、死が多くの愛する戦友や友人をわれわれの戦列から奪い去ったときにも、嘆くことはほとんど罪悪のように思えた。──かれらはとにかくドイツのために死んだのだ！　そしてついにわたし自身が──戦慄すべき戦闘もあと数日というときに、──忍びよるガスに倒れ、両眼をおかされ、永久に盲目になりはしないかという恐怖で一瞬絶望しそうになったときも、良心の声がわたしをどなりつけたのだ。あわれむべき男よ、なんじは、幾千のものがなんじより幾百倍も悪い状態に陥っているのに、それでも泣こうとするのか、と。そのようにして、そのときもわたしは、鈍感に黙ってわたしの運命にしたがったのだ。だがいまわたしは泣く以外に方法がなかった。いまはじめてわたしは、祖国の不幸にくらべれば、個人的な苦悩というものがすべてなんと小さいものか、ということを知ったのだ。




すべての犠牲はムダであった

　かくしてすべてはムダであった。あらゆる犠牲も、あらゆる労苦もムダだった。はてしなく幾月も続いた飢えもかわきもムダだった。しかもわれわれが死の不安に怖れながらも、なおわれわれの義務をはたしたあの時々もムダだった。その時倒れた二百万の死もムダだった。祖国を信じて、二度と祖国に帰らない、とかつて出征していった幾百万の人々の墓はすべて開かれてはならなかったのではないか？　墓は開いてはならなかった。そして無言の、泥まみれ、血まみれの英雄たちが、この世で男が自己の民族にささげうる最高の犠牲を、かくも嘲笑にみちた裏切りで、故郷へ復ふく讐しゆうの亡霊として送られてはならなかったのではないか？　こんなことのために、一九一四年八月と九月にかれら兵士たちは死んだのだろうか？　こんなことのために、同年秋に、志願兵連隊は古い戦友のあとを追ったのだろうか？　こんなことのために、十七歳の少年は、フランドルの地に埋もれたのだろうか？　ドイツの母親たちが当時決して再会しえない悲痛な気持ちで、最愛の若者たちを出征させたとき、かの女たちが祖国にささげた犠牲の意義は、これだったのか？　これらいっさいのことは、いまや一群のあさましい犯罪者の手に祖国を渡さんとするために生じたことなのか？

　こんなことのためにドイツの兵士は、灼熱の太陽や吹雪の嵐の中に、飢え、かつえ、そして凍えながら、眠られぬ夜と、はてしなき行軍に疲れてもちこたえてきたのだろうか？　こんなことのために、兵士はつねに祖国を敵の侵略から守るべき唯一の義務を忘れず、退却せずに、連続速射の地獄の中で、また毒ガス戦の熱の中で倒れたのだろうか？

　たしかにこれらの英雄たちも一つの碑銘に値したのだ。

「旅人よ、なんじドイツへ来たりなば、故国に告げよ。われら祖国に忠誠に、義務に忠実に、ここに眠れる」と。

　であるのに故国はどうだ──？

　だが──われわれが考えねばならないのは、これが唯一の犠牲だったろうか？　ということである。過去のドイツは価値において劣っていたか？　自国の歴史に対してもまた義務はなかったのだろうか？　われわれはなお、過去の栄誉をまたわれわれに適用する価値があっただろうか？　だがいかにして将来この行為を弁明すべきであったか？

　みじめな堕落せる犯罪者よ！

　わたしがこの時、この巨大な事件を明確にしようとすればするほど、ますます憤激と恥辱の不名誉感が、額に燃えあがった。この悲嘆にくらべれば、目の苦痛ぐらいまったく何だ？

　その後にきたものは、恐ろしい日々と、それよりもさらに悪い夜であった──わたしはすべてが失われたのを知った。敵のお情けを期待することは、せいぜいバカが、あるいは噓つきと犯罪者が──やりうることだ。夜ごとに、わたしの内にこんな行為の元凶に対する憎悪が増してきた。




政治家になろうとの決心

　その後数日して、わたしはまた自己の運命を自覚するにいたった。わたしがついこの間までひどく心配していた自分の将来についての考えなどは、いまや笑わずにはおられなかった。こんな土台の上に家を建てようなどとは、笑わずにおられようか？　ついにわたしにも、前々から何度も心配していたが、ただ感情的にどうしても信ずることができなかったことが起ったにすぎないのだ、ということがはっきりしてきた。

　皇帝ヴィルヘルム二世は、マルクシズムの指導者たちに融和の手をさしのべた最初のドイツ皇帝だったが、無頼漢どもは、名誉をもちあわせていないことに気がつかなかった。かれらはなお一方で皇帝の手を握っているのに、他方ではとっくに短剣をまさぐっていたのだ。

　ユダヤ人とは契約などはなく、ただきびしい二者択一だけがあるのだ。

　そこでわたしは、政治家になろうと決意した（※９）。







第八章　わが政治活動のはじめ




　一九一八年十一月もまだ終らぬころ、わたしはミュンヘンに帰ってきた（※１）。わたしはふたたびわたしの連隊の補充大隊へ行ったが、それは「兵士評議会」の手に帰していた。全体の動きはいとわしかった。わたしはできればそこを去ろうとすぐ決心した。出征中の誠実な友、シュミート・エルンスト（※２）といっしょにわたしはトゥラウンシュタインへきて、陣営が解散するまでそこにいた。

　一九一九年三月、われわれはふたたびミュンヘンへもどった。

　情勢は不安定であり、革命の広がりは必然的に迫っていた。アイスナー（※３）の死はこの展開にただ拍車をかけただけであり、そしてついに労働者兵士評議会（※４）の独裁に導いたのだった。もっとよくいうならば、全革命の元凶が本来目標としてめざしていたような、一時的なユダヤ人支配に導いたのだ。

　このころわたしの頭の中を際限のない計画がかけめぐっていた。何日間もわたしは、人々はいったいどうすることができるのかと熟考した。だがいつも、いくら考えてもその結末は、自分が無名の人間として、何か目的にかなった行動をとるためのわずかの前提すらももっていないことを、平凡に確認するだけであった。わたしがなぜ、当時既成の政党に行くべき決心をしえなかったかという理由については、あとで述べよう。

　この新しい評議会による革命の行なわれている間に、わたしははじめて、中央評議会にきらわれるような行動をとった。一九一九年四月二十七日の早朝、わたしは逮捕されるところだった。──だが三人の従兵はつきつけた騎兵銃に面して、必要な勇気をもっておらず、来た道をふたたびひき返して行った（※５）。

　ミュンヘンの解放後数日（※６）で、わたしは歩兵第二連隊の革命経過調査委員会に行くよう命ぜられた。

　これが多少ともわたしの純政治的な積極的活動の最初であった。

　それから数週間して、わたしは国防軍所属者のために開催されたある「講習（※７）」に参加することを命ぜられた。そこで兵士は公民思想についての一定の基礎を受けとることになっていた。わたしにとってこの催しの価値のすべては、現下の情勢について徹底的に熟議することができるような同じ考えをもった二、三の同僚を知ることのできる機会が、わたしに与えられたことにあった。われわれは多かれ少なかれみんな次のようにしっかりと確信していた。すなわちドイツは、中央党や社会民主党のような十一月革命の犯罪政党によっては、大きくなりつつある崩壊からもはや救われない。しかしまたいわゆる「ブルジョア的＝国家主義的」組織も、最良の意欲をもっていてさえも、起きてしまったものをそれ以上改革することは決して心得ていない、と。ここでは多数の前提が欠けていたが、それなくしては、こうした仕事を達成することはできなかったのだ。われわれのその当時の見解が正しかったことは、それに続く時代が証明してくれた。




新党結成の論議

　だからわれわれの小さいサークルで、新党結成が論議された。そのさいわれわれの念頭に浮かんだ根本思想は、その後「ドイツ労働者党」として実現されたものと同じだった。新しく結成された運動の名称は、はじめから大衆に近づく可能性を示すものでなければならなかった。というのは、この特質がなかったならば、すべての仕事は、無益な不必要なものと思われるからであった。そこでわれわれは「社会革命党」という名称を思いついた。これは、新しい基礎の社会観が、事実上革命を意味したがゆえである。

　それのみでなく次のようなもっと深い理由があった。すなわち、




資本の二種類

　わたしはずいぶん若いときからずっと経済問題に没頭したが、多少ともいつも社会問題そのものの考察から生ずる範囲内にとどまっていた。やっとその後、ドイツの同盟政策の検討のために、このわくがひろがったのである。この同盟政策は大部分、将来のドイツ民族の扶養に関して起りうべき基礎についてはっきりしていなかったことと同様に、経済の誤った評価から生じた結果であった。しかしこれらの考え方はすべて、資本というものはどんなばあいでもただ労働の成果にすぎず、したがって労働そのものと同じように人間の活動を促進させるか、あるいは阻止させうる要因による訂正にすべて裏打ちされているのだという意見に立っていた。その場合にも、資本の国家的意義は次の点にあるだろう。すなわち、資本自体は国家の大きさ、自由および力に、いいかえれば国民に完全に依拠しているものであり、この依存こそ、自己保存もしくはより以上の増大という単純な衝動から、この資本の側によって国家と国民の助長に導かれるに違いない、と。このような独立の自由な国家への資本の依存状態は、このように国家の側では、国民の自由、力、強さ等のために、資本に一役かわせざるをえないことになる。

　それとともにまた資本に対する国家の課題は、比較的簡単で、明めい瞭りようであった。国家はこれに対して、資本を国家の召使にしておき、国民の支配者であると思わせないように配慮することだけだった。そこでその態度には二つの限界を定めることができた。すなわち一方では、生活力のある国家的、独立的経済の維持、他方では労働者の社会的権利の確保である。

　わたしは、以前には、その存在と本質がもっぱら投機にもとづいている資本と、創造的労働の終局的成果としての純粋の資本との区別を、ねがわしくはっきりとは認識することができなかった。なおまたわたしには、最初の問題提起が欠けていた。問題提起が必ずしもわたしに近づいてこなかったのである。

　さて、上述した講習で講演したいろいろの人々の一人によって、徹底的にこれがもたらされた。すなわちゴットフリート・フェーダー（※８）である。

　生まれて初めてわたしは、国際的な株式資本と貸付資本の原理的説明を聞いたのだ。

　わたしはフェーダーの講演をはじめて聞いた後に、すぐにまた、いまや新党樹立のためのいちばん本質的な前提の一つに対する道を発見したという考えが頭にひらめいた。

　　　　　　　＊

　わたしの見るところでは、フェーダーの功績は、仮借なく残酷に、株式と貸付資本の投機的性格と、国民経済的性格とを規定し、だが利息の永久不変の前提を暴露した点にもとづく。かれの詳論は、すべて原則的な問題では正しかった。かれの論の批評者は、はじめからその理念の理論的正当性については争わず、むしろそれが実際に遂行できるかどうかに疑いをいだいたのだ。だが、他の人の目には、そのようにフェーダーの論述の弱点であったものが、わたしの目にはすぐれた点とうつったのであった。

　　　　　　　＊

綱領立案者の課題

　綱領立案者の課題は、ある問題の実行可能性について種々の程度を定めることではなく、問題そのものを明確にすることにある。すなわちかれは方法よりも目標に関係するのである。だがこのばあい、ある理念の原理的正当性を決めるのであって、その実施の困難さを決するのではない。綱領立案者が絶対的真理のかわりに、いわゆる「合目的性」とか「現実性」とかを考慮しようとするやいなや、かれの仕事は探索している人類の北極星たることをやめ、そのかわりに平凡な処方箋になってしまう。




綱領立案者と政治家

　ある運動の綱領立案者は、その目標を確立すべきであり、政治家はその実現に努力すべきである。それゆえ、前者はその考え方において永遠の真理によって規定され、後者はその行動においてむしろその時々の実際的な現実によって規定される。前者の偉大さは、かれの理念の絶対的抽象的な正当さにあり、後者の偉大さは、所与の事実に対する正しい態度とその有効な利用にある。そのさい、かれには綱領立案者の目標が導きの星として役立つのである。政治家としての意義に対する試金石として、人々がかれの計画や行為の結果を見ている間は、すなわちかくのごとくその実現化で判断している間は、綱領立案者の究極の意図は決して実現されるものではない。なぜなら人間の思想は、真理を把握し、水晶のように澄明な目標を立てることができるかも知れないが、しかしその完全な履行は、一般的な人間の不完全さや不十分さで挫ざ折せつさせられる。理念が抽象的に正しく、したがって力強くなればなるほどその完全な実現は、それが実際人間に依存するかぎりますます不可能になる。それであるから、綱領立案者の意義は、その目標の実現によってはかられるのではなく、その目標の正しさや、それが人類の発展におよぼした影響ではかられるのである。そうでないばあいは、宗教の創始者はこの世の最も偉大な人間に数えられてはいけないことになる。というのはかれらの倫理的意図の実現は、むしろ決して完全に近いものにすらなりえないからである。愛の宗教すらその効果においては、その崇高な創始者の願望のかすかな反照にすぎない。だがその意義は、愛を一般的人間的な文化や人倫やモラルを発展せしめようとする方向にあるのである。

　綱領立案者と政治家の課題の非常に大きな差異は、一人の人物の中に両者がほとんど結合しない原因でもある。これは特にいわゆる小さく「成功した」政治家に妥当する。その活動はたいてい、ビスマルクが政治一般をいくらかひかえめに特徴づけたように、事実ただ「できることのコツ」だけである。こういう「政治家」は、偉大な理念から自由にされればされるほど、それだけ容易に、またしばしばそれだけはっきりと、しかもいつもより迅速に、成果をあらわすものである。もちろん、それとともにその成果は、またこの世の無情さに捧げ、そして往々にしてそれを生み出したものの死後も生きのびることはない。こういう政治家の仕事は、大体において後世にとって無意味である。というのは、現代におけるかれらの成功は、実際上すべて真に偉大な、そして決定的な、それ自身後のジェネレーションにも価値を残すような問題や思想に触れないことだけにもとづいているからである。

　ずっと後の時代にも価値と意義を持つそのような目標を遂行することは、そのために戦うものにとってたいていほとんど報いられず、そして大衆に理解されることはまれである。先を見通した将来の計画は、ずっとその後にやっと実現されうるのだし、そして一般にその利益は後世にはじめて役に立つのであるから、そんな将来の計画よりも、ビールやミルクの値下げのほうが、最初はよくわかるのである。

　だから政治家の大部分は、いつもバカの親族たる一種のうぬぼれから、大衆の一時的同情を失わないために、ほんとうにむずかしい将来の計画からはいっさいはなれている。その場合こうした政治家の成功や意義は、もっぱら現代にあって、後世のためには存在しないのである。小さい人間はいつもこれにいささかも気がねしないものだ。かれらはそれで満足しているのだ。

　綱領立案者のばあい、事情は異なる。かれの意義はほとんどつねに未来のみにある。というのは綱領立案者は、往々にして人々が「世間ばなれ」ということばで特徴づけることがまれでないからである。なぜなら、もし政治家の技術が、実際にできうることのコツとして通用するならば、そのばあい綱領立案者が不可能なものを求め欲するならば、ただ神のみのお気に召すのだからである。かれは現代の承認を得ることをほとんどつねにあきらめねばならない。しかしそのかわりに、かれの思想が不滅である場合には、後世の栄誉をうるのである。

　長い人類の時代においては、政治家が綱領立案者と融合することがいつかありうるだろう。だがこの融合が緊密であればあるほど、さらに政治家の活動に抵抗する度合いもいっそう大きくなる。かれは近辺にいるすべての俗物にもわかるような要求のために仕事をするのではなく、きわめてわずかのものしか理解できない目標のために仕事をするのである。だからかれの生涯は愛憎にひきさかれる。この男を理解しない現代の抗議が、かれがまた実際にそのために働いている後世の承認と格闘するのである。




史上のマラソン選手

　なぜなら未来のための人間の仕事が大きければ大きいほど、現代はその仕事を理解することがいっそう困難であり、また闘争もそれだけ苦しく成功することもまれである。しかしそれにもかかわらず幾世紀かの間には、一人のものに花が咲き、かれの晩年に来るべき栄誉のほのかな光がかれを照らすことがあるかも知れない。もちろんこういう偉大な人は歴史上のマラソン選手にすぎない。現代の月桂冠は、死んでいく英雄のコメカミにただちょっと触れるだけである。

　しかし現代からは理解されないが、それにもかかわらず理念や理想のために闘争をやり抜く覚悟があるこの世の偉大な闘争者は、かれらの中に数えることができる。かれらは、いつかもっと民族の心に近く立つようになる人である。民族というものは概して、かつて現代が偉人に対して犯した罪を、その場合各自がすぎ去った既往において償う義務を感ずるもののように思われる。かれらの生涯と努力は、感動的な感謝にみちた驚嘆の念で追求され、特に悲観的な時代には、くじけた心や絶望的な魂をふたたび奮いたたせることができる。

　だがこれには、真に偉大な政治家のみならず、その他の偉大な改革者もみんな属するのである。フリードリッヒ大王と並んで、ここにはマルティン・ルターやリヒァルト・ワーグナーも立つのである。




国際金融資本との戦い

　わたしがはじめてゴットフリート・フェーダーの「利子隷属の打破」についての講演を聞いたとき、わたしはすぐ、ここでは理論的な真理が問題となっており、ドイツ民族の将来に対して計り知れぬ意義のあるものになるに違いない、と思った。国民経済から株式資本を鋭く分離することによって、資本一般に対する戦いと同時に、独立した民族的自己保存の基礎を脅かされることなく、ドイツ経済の国際化に反抗する可能性を示したのだ。わたしは、困難きわまりない闘争がもはや敵性民族に対してでなく、国際資本に対して攻撃されねばならないことを知らなかったときよりも、ずっとはっきりとドイツの発展が目にうつったのである。フェーダーの講演の中にわたしは、この来たらんとする闘争に対する力強い合ことばを感知したのである。

　そしてここでもその後の発展は、われわれの当時の感じがいかに正しかったか、ということを証明している。今日、われわれはわがブルジョア政治家の狡こう猾かつ者しやからも、もはや笑われない。今日では、かれらが意識して噓をついていないかぎり、国際的な株式資本は最大の戦争扇動者であるのみならず、闘争の終った現在でさえも、平和を地獄と化するためには何物をも放置しておかないことに、気づいているのである。

　国際金融資本と国際貸付資本に対する戦いは、ドイツ国民が経済的独立と自由を達成するための最も重要な綱領となった。

　しかしいわゆる政治家の異論については、次のように答えることができる。すなわち、「利子隷属の打破」を遂行することによっておそるべき経済的結果が生ずると心配するのは、すべて余計なことである。というのは、第一に、いままでの経済の処方は、ドイツ民族に非常に害になったからである。国民的な自己主張の問題に対するいろいろの立場の決定は、われわれに、ずっと昔に同じような専門家によってとなえられた意見を非常に強く思いださせるのである。たとえば鉄道施設問題にさいしてのバイエルン衛生局の例だ。この貴顕な人々からなる団体の当時の危き惧ぐはすべて、その後よく知られているように、実現しなかった。この新しい「蒸気馬車」の列車の旅客は、めまいを催さなかったし、見物人もまた病気にならなかった。そしてこの新しい設備を見ないようにするための板べいを、人々はやめた。──ただ、いわゆるすべての「その道の専門家」の頭にだけ、板べいが後世までも残されていたのである。




唯一の信条、すなわち民族と祖国

　しかし第二に、人々は次のことに気づかなければならなかった。すなわち理念というものはどれも、そしてそれがまた最善の理念であっても、それ自体が目的であるかのように自負すると危険になる。だが実際は目的のための手段にすぎないのだ。──だがわたしにとっては、そしてすべての真の国家社会主義者にとっては、ただ一つの信条だけがある。すなわち民族と祖国だ。

　われわれが闘争すべき目的は、わが人種、わが民族の存立と増殖の確保、民族の子らの扶養、血の純潔の維持、祖国の自由と独立であり、またわが民族が万物の創造主から委託された使命を達成するまで、生育することができることを目的としている。

　およそ思想や理念、教説や一切の知識というものは、この目的に奉仕すべきである。またすべてのものはこの観点から吟味すべきであり、その目的にかなう度合いにしたがって、利用しあるいは拒否すべきである。それゆえ、すべてのものは実際に生活にのみ役立つべきものであるから、どんな理論も死んだ信条にこりかたまることはできないのである。

　そのようにゴットフリート・フェーダーの認識が、わたしを、徹底的にわたしがそのころまでほとんど精通していなかった領域に、関係せしめる誘因となった。

　わたしはふたたび勉強しはじめた。そしてそのときはじめて、ユダヤ人カール・マルクスのライフ・ワークの意図の内容を理解するようになった。国民経済に対する社会民主党の闘争が、真に国際的な金融および株式資本の支配のための地盤を準備するのみであることがわかったとまったく同様に、かれの「資本論」もいまやはじめてわたしに正しく理解されたのである。

　　　　　　　＊

「教育係将校（※９）」

　しかし、さらに別の点から見て、この講習はわたしにこのうえもなく大きい影響をその後もおよぼした。

　ある日、わたしは討論を申しでた。参加者の一人は、ユダヤ人のために一試合せねばならないと思って、長々とユダヤ人を弁護しはじめた。これに刺激されてわたしは抗弁した。出席していた参加者の圧倒的大多数は、わたしの見解に味方した。だがその結果は、わたしが二、三日後いわゆる「教育係将校」として、当時のミュンヘン連隊へ編入するよう定められたことであった。

　そのころ軍紀はまだかなりゆるんでいた。労兵評議会時代の余波をこうむっていたのだ。「自発的な」従順──人々はクルト・アイスナーのもとにある豚小屋をいつも美しくそうよんでいたものだ──の代りに、ふたたび軍紀と従属を導入することは、きわめて徐々に、そして注意深く移行するのでなければできなかった。それと同様に軍隊自身には、国家的、祖国的感情や思想を教えねばならなかった。わたしの新しい活動領域は、この両方面にまたがっていた。

　わたしは熱意と愛情をもってはじめた。というのはわたしにはいまや、一度にかなり多数の聴衆の前でしゃべる機会が開かれ、そしてわたしが以前からつねに、知ってはいなかったが純粋な感じから簡単にうけとっていたものが、いまや適中したからである。つまりわたしは「演説する」ことができたのだ。またむろん声も非常によくなっていて、少なくとも小さい中隊室ならどこでも十分わかってもらえた。

　これほどわたしにとって幸福だった任務はなかった。というのは、いまや除隊まえに、わたしの非常に気にいっている制度、すなわち軍隊で有益な奉仕をすることができたからである。

　わたしは、また成功したといってよかった。わたしは自分の講話を通じて、幾百、おそらくは幾千という戦友を、ふたたびその民族と祖国に連れ帰った。わたしは軍隊を「国家化」し、そしてそれによって一般の軍紀を強化することをも助けることができた。

　その際ふたたびわたしは、後年新しい運動の礎石を建設しはじめた同じ志をもつ多数の戦友を知ったのだった。







第九章　ドイツ労働者党




「ドイツ労働者党」

　ある日わたしは、「ドイツ労働者党」という名前で、近日中に集会を開こうとしている──そこではゴットフリート・フェーダーも講演するに違いなかったが──おそらく政治団体とみられる団体が、いかなるものであるか見てくるよう、上官から命ぜられた。わたしはとにかくそこへ行ってその団体を一度見て、報告せねばならなかった（※１）。

　当時軍の側が政党に示していた好奇心はわかりきっていた（※２）。革命は兵士にも政治的活動の権利を与え、いまや最も経験のないものでもその権利を十分に行使していたのだ（※３）。人々が軍隊からふたたび選挙権をとりあげて、政治活動を禁止すべきだというきっかけを与えたように見えたのは、兵士たちの同情が革新政党から国家主義的運動や国家主義的奮起の方向に向かいはじめたことを、中央党（※４）や社会民主党が遺憾ながら認めねばならなくなった瞬間からはじまったのだ。

　中央党とマルクシズムがこの処置をとったことは、よく理解できた。というのは、もし人々が、この「市民権」──人々は兵士の政治的同等権を革命後そう呼んでいた──の剝はく奪だつに着手しなかったならば、数年後にはもう十一月革命の国家は存在しなかったかも知れず、それにつれてまたこれ以上国家的な凌りよう辱じよくや侮辱を与ええなかったかも知れないからである。当時軍隊は、国内における連合国の吸血鬼や手先きを、国民から追いはらう最善の道を歩んでいたのだ。しかしまたいわゆる「国家主義的」政党が十一月革命の犯罪者のいままでの見解を修正することに感激して賛成し、こうして国家主義的高揚の道具を無力にさせる手助けをしたことは、やはりこのようなお人よし中の最もお人よしのいつもながらの独断的観念がどんなところへ落着するか、ということをふたたび示したのである。中央党やマルクシズムは軍隊から危険な国家主義的毒牙を抜きとることだけを考えていたのに、実際に精神的老衰にかかっているブルジョアジーは、みんなまじめに、軍隊はふたたび元のような軍隊になる、すなわちドイツ防衛力の財宝になると考えていたのだ。その毒牙さえなければ、軍隊は永久に警察たるにとどまり、敵前で戦闘をしうるような軍隊ではなくなる。これはその後十分に実証されたものである。

　あるいはわが「国家主義的政治家たち」は、軍隊の発展を、国家主義的以外のものに発展しうるとでも信じていたのだろうか？　この考えは、これらの紳士たちにいまいましいほど似つかわしく思える。なぜそうなるのかというと、戦争中かれらは兵士でなくて、おしゃべり屋すなわち議会屋であったからであり、かつては世界の第一級の兵士であったというこのうえなく力強い過去を思い出す男の胸中にはなにがあるかを、少しも理解していなかったからである。

　こうしてわたしは、上述の、いままで全然知らなかった党の集会に行く決心をした。

　わたしが夕方、ミュンヘンにある元のシュテルンエッカーブロイの「親衛隊員室」──これはその後われわれの歴史的な部屋になった──にきたときに、そこには主として下層階級のものたちが二十人から二十五人ほど、出席していた。

　フェーダーの講演は、講習以来すでにわかっていたので、わたしは団体そのものの観察に注意を集中することができた。

　わたしの受けた印象は、よくも悪くもなかった。つまり他の多くのものもやっているような新党樹立だった。ちょうどそのころは、いままでの進展に満足できず、そして既存の政党にも信頼をおけなくなったものたちが、各自、新党を樹立するに適していると自分で感じている時代だった。そこでいたるところにこうした団体が地面から突如現われ、やがてひっそりとふたたび消え去るのだった。創立者たちはたいてい、団体から、政党あるいは一つの運動をつくりあげるということがなんであるかについて、まったくわかっていなかった。それゆえこの創立は、ほとんどいつもみずから笑うべき俗物根性の中で窒息してしまったのである。

　約二時間聞いたあとで、わたしは「ドイツ労働者党」もこんなものだと判断した。フェーダーの話がやっと終ったとき、わたしはホッとした。十分見たし、もう帰ろうと思っていた。その時自由討論をすると告げられたので、もう少し残っていようという気になった。だがこれもまた、突然一人の「教授」が発言するまでは、すべて無意味に終りそうに思えた。かれはまずフェーダーの論拠の正しさに疑問をもったが、その後──フェーダーの非常にりっぱな答弁があったあとで──突然「事実の基礎」に立脚して、綱領の特に重要な点として、バイエルンが「プロイセン」から「分離」する闘争をおこすべきことを、きわめて熱心にこの新党に推薦した。この男（※５）はあつかましくも、このばあい特にドイツ・オーストリアはただちにバイエルンに合邦するだろうこと、さらにもっとよい平和がくるだろうし、とか同じようなたくさんの無意味なことを主張した。そこでわたしは同じように発言を求め、この点についてのわたしの意見を、学識ある方に申しあげる以外に方法がなかった──成功だった。この演説者氏は、わたしの話が終らないうちに、水をぶっかけられたプードル犬のように会場から立ち去った。わたしが話をしているとき、人々は驚いたような顔で聞いていた。そしてわたしが会衆に別れをつげて立ち去ろうとしたとき、一人の男がわたしを追いかけてきて、名を名のって（わたしはその名前がはっきりわからなかったが）これをどうか読んでくれと切に請うて、明らかに政治的パンフレットと思われる小冊子をわたしの手に押しつけた（※６）。

　これはわたしにとって非常にうれしかった。というのはこれからはもうこんなに興味のある集会に出席しなくても、恐らくもっと簡単にこの退屈な団体を知ることができると思われたからである。そのうえこの一見労働者風の男は、わたしによい印象を与えた。こうしてわたしは立ち去った。

　当時わたしは、まだ第二歩兵連隊の兵営の小さい部屋に住んでいた。そこにはまだ革命の痕跡が非常にはっきりと残っていた。一日中わたしは外出し、たいていは第四十一狙撃兵連隊か、あるいはまた集会や、どこか他の部隊の講演等にでかけていた。夜だけ自分の住居で眠った。わたしは毎朝早く、五時前にはいつももう目がさめたので、この小さい部屋で生計をたてている小ねずみに、かたいパンの残りや皮を二、三片、床のうえに置いてやり、このかわいらしい小動物が、二、三の好物のまわりをかけめぐるのを見るという遊びをよくやった。わたしは自分の生涯にすでにたくさんの辛苦をなめてきたので、この小動物が空腹であり、したがってまた満足する気持ちもよくわかるのだった。

　この集会のあった翌朝も、わたしは五時に目覚めてベッドに横になり、かけ回るのを見ていた。それ以上眠ることができなかったので、突然昨夜のことを思い出した。そしてあの労働者がわたしに渡してくれた小冊子を思い出した。そこで読みはじめた。それは小さなパンフレットだった。その中で著者──まさしくあの労働者は、自分がいかにしてマルクシズムの、また労働組合のきまり文句のごたまぜの中から、ふたたび国家主義的な思想に達したかを述べていた。だから表題も「わが政治的目覚め」としてあった。わたしは一度読みはじめたので、その小冊子をおもしろく読み通した。そのうえそこには、わたし自身が十二年前に自分の体できり抜けねばならなかったような過程が、反映していたのである（※７）。知らず知らずわたしは、自分自身の発展をもう一度いきいきと見ることができた。わたしは一日中二、三回このことについて追想した。そしてついにもう一度まったくそれを忘れかけようとした。が、そのときまだ一週間もたっていなかったが、あなたを「ドイツ労働者党」に加入せしめたから、それについて話をしたい。それゆえ来週水曜日に党の委員会にこられたい、という内容のハガキを受けとって驚いた。




「委員会」

　わたしは、こういう党員「獲得」法にはもちろんあきれかえった。それについて怒っていいのか、笑っていいのかわからなかった。わたしは既成の政党へ加入することはまったく考えておらず、わたしで独自のものをつくろうと思っていた。こういうムリな要求は実際、わたしには問題にならなかった。

　わたしは返答をかれらに書面で送ろうとしたが、その時好奇心が勝ち、わたしの理由を口頭で説明するために、定められた日に出頭する決心をした。

　水曜日になった。例の会が行なわれるという食堂は、ヘルン街の「アルテ・ローゼンバート」であった。何年かに一回だけまぎれ込む人もあろうかと思われるような、非常にみすぼらしい店だった。もっとも一九一九年では驚くにはあたらない。メニューは大レストランでさえも非常に質素であり、そしてあまり魅力的でなかった。だがこの飲食店をわたしはその時まで全然知らなかった。

　わたしはだれもすわっていない、明りも満足についていない客室を通って、別室へ通ずる扉を探した。そして「会議」をしているところへきた。半分こわれかけているガス灯の薄明りの中で、一つのテーブルを囲んで四人の若い人々がすわっていた。その中にあの小冊子の著者もいた。かれはすぐさまたいへんうれしそうにわたしに挨拶をし、「ドイツ労働者党」の新党員として歓迎してくれた。

　わたしはいささか啞然とした。実際の「全国議長」がもうくるとつげられたので、わたしも自分の説明をもう少し待とうと思った。ついに議長があらわれた。フェーダーの講演のさいの、シュテルンエッカーブロイの集会の指導者がそれだった。

　わたしはその間にふたたび好奇心を覚え、これからきたるべきものを待ちこがれた。そこで少なくともわたしは一人一人の名をおぼえた。この「全国的組織」の議長はハーラーであり、ミュンヘンの委員長はアントーン・ドレクスラーだった。

　そこで前の会議の議事録が読みあげられ、書記長に対する信任の辞がのべられた。さらに会計報告の番だった──総計七マルク五十プフエニッヒがこの団体の財産だった──、これに対して会計係に全面的な信頼が確言された。これがふたたび議事録に書き込まれた。さらに議長がキールから一通、デュッセルドルフから一通、そしてベルリンから一通の手紙に対する回答文が読みあげられた。それらについて全員が了解した。そこで到着書類が報告された。ベルリンから一通、デュッセルドルフから一通、キールから一通、その到着はたいへんな喜びで受けとられたように思えた。かれらは、文通がひんぱんになったことを、「ドイツ労働者党」の意義が普及していく最善の目に見える徴候であると宣言し、そしてさらに新しく発送せらるべき回答文について、長い相談が行なわれた。

　ひどい、ひどい。これはたしかに最もひどいインチキな団体マニアだ。とにもかくにもこんなクラブに加入しなければならないのか？

　さらに新加入が話題になった。すなわちわたしをとらえることが問題になったのだ。

　そこでわたしは質問しはじめた。──しかし二、三の主旨をのぞいては何もない。綱領もない。ビラもない。一体、印刷物は何もない。党員章もない。そのうえつまらない印ももちろんない。明白なよき信念と、善良な意志があるだけだ。

　わたしは笑うことさえできなかった。というのは、これこそすべて、従来の政党、その綱領、その意図、その活動、これらすべての完全に途方にくれた、まったく絶望的な存在の典型的な徴表以外のなにものでもないからではないか？　この数人の若い人々をそこで、外見的にはこんなに笑うべき行為にかりたてているものは、かれらの内心の声の発露だけであった。それがかれらには、もちろん意識的にというよりは感情的に、従来の政党が完全にドイツ国民の高揚のためにも、その内面的な傷を回復させるためにも、適していないように見えたのだ。わたしはいそいでタイプライターで打たれた主旨に目を通した。そしてそこから、わかっているのではなく、模索しているのだ、と見てとった。多くの点がそこではぼんやりしているか、不ふ明めい瞭りようで、欠けているところも多かった。だが苦心して認識をえようとしている徴表として通用しうるものは、何もなかった。

　これらの人々が感じていることは、わたしにもわかっていた。それは従来のことばの意味での政党より以上のものであるべきある新しい運動へのあこがれであった。

　わたしがこの夜ふたたび兵営に帰ったとき、この団体についてのわたしの判断は、すでにできあがっていた。

　わたしは、自分の生涯のたしかに最も困難な問題に直面していた。すなわちこれに加入すべきか、あるいは拒絶すべきかである。

　理性は拒絶せよと忠告するだけだった。だが感情が、わたしを落ち着かせなかった。そしてわたしがこのクラブ全体の狂気の沙汰を眼前にうかべようとすればするほど、そのたびごとに感情が弁護するのだった。

　わたしは数日間落ち着けなかった。

　わたしはあれこれとよく考えはじめた。政治にかかわることは、すでにずっと前に決心していた。これがある新運動においてのみ起りうるということも、同様にはっきりしていた。ただ実行のきっかけがいままでずっと欠けていただけであった。わたしは今日何かはじめると、明日にはもうやめてしまい、できれば何か新しいことに移行していくという人間ではなかった。だが完全なものになるに違いないか、さもなければご都合次第でやめるというような新党へ加入する決心をすることが、なぜこんなにむずかしかったかというおもな理由は、まったくこの信念にあった。わたしは、これがわたしにとって永久の決心になり、そのさい、もとへということがもはや決してできない、ということを知っていた。だからこれはわたしにとって一時的な戯れではなく、血の出るような真剣なものだった。そのころすでにわたしはいつも、何でもやりはじめて、また何一つとして実行できない人間に対して本能的な嫌悪を感じていた。どこの横丁にもいるこの出しゃばり屋を憎んでいた。こういう人間の活動は、何もしないよりも悪いと思っていた。

　いまや運命自体が、わたしに暗示を与えているように思えた。わたしは決して既存の大政党には行かなかったであろう。その理由はあとでもっとくわしく述べよう。この笑うべく小さい創造物は、わたしにはまだ一つの「組織」にかたまっておらず、真の人間的活動の可能性が個々人に許されている長所をもっているように思えた。ここならまだ活動できる、そして運動が小さければ小さいほど、ますます早くその運動を正しい形にすることができるのだ。ここではまだ運動の内容や目標や方法を決めることができた。既存の大政党の場合にはすでにはじめから欠けていたのだが。

　わたしが長く考えようとすればするほど、わたしの心の中の確信はますます大きくなってきた。すなわちかかる小さな運動からこそ、いつかは国民の高揚が準備されうるのだ。──しかし非常に古い観念に執着しているか、あるいは新政府の利益のわけまえにあずかっている多くの議会政党からは、決してそれ以上になされることがないのだ、と。というのは、ここで告知されねばならないものは、新しい世界観であって、新しい選挙のスローガンではなかったからだ。

　もちろん、この意図を実現に移そうとすることは、きわまりなく困難な決意であった。




無名のもの

　いったいこの課題のために、わたし自身にどんな予備条件がそなわっているのだろうか？

　財産もなく貧しかったことは、まだわたしにはきわめて耐えやすく思えた。だが、もっと困難なことは、わたしがやはり無名の一人、偶然が生かしたりあるいはこの世から呼び戻したりする、しかも最も親しい周囲のものさえもそれと気づくだけの心づかいをしてくれない幾百万のうちの一人であることだった。そのうえ学校へ行っていないことから生ずるに違いない困難が、加わった。

　いわゆる「インテリゲンツィア」はもともといつも、義務教育を完全に受けず、そして必要な知識を注ぎこまれていないものをすべて、実にかぎりない見さげた態度で見るものである。あの人間は何ができるかということは決して問題にならず、かえってかれは何を学んだか？　が問題になるのだ。こういう「教育のある人々」には、どんなにひどいノロマでさえも、かれが十分な免状にくるまれておれば、この貴重な紙袋をもっていない最も頭脳明めい晰せきな青年よりも通りがよいのだ。わたしは、これらの「教養ある」人々がわたしにどんな態度をとるか、容易に想像できた。そしてそのさいまたわたしは、その当時人間を、飾り気のない現実において、遺憾ながら大部分、実際以上に買いかぶっていたが、そのかぎり誤っていたのだ。人間はそうしたものであるから、もちろんどこでもそうであるように、例外者がつねに光り輝くのである。しかし、それによってわたしは、いつも永久に学生にとどまっているものと、真にできる人との間を区別することを知ったのである。




党員番号七番

　二日間、悩みに悩んで沈思熟考したすえに、ついにわたしは一歩を踏み出さねばならないと確信するにいたった。

　それはわたしの生涯を決める最も重要な決断であった。

　もはや後退はありえず、それは許されぬことであった。

　そこでわたしは、ドイツ労働者党の党員として登録し、番号七と記された仮党員証をもらった（※８）。







第十章　崩壊の原因




　なにかある物体が落下した場合、その落下の深さはつねにその物体の最初あった場所から現在の場所までの距離で計られる。民族や国家の没落についても同じことがいえる。したがって、以前の地位、否むしろ高さとでも呼ぶべきものが決定的な意味をもってくる。つねに一般的な限界をこえて高く抜きでるものだけが、またきわだって深く落下し、没落しうる。そこであらゆる思慮のある人々、また感じやすい心をもった人々にとって、ドイツ帝国の崩壊は非常につらく、またひどいものになる。というのもその崩壊は現今、当面している屈辱的な苦境からはもはや想像もできぬほどの高さからの没落だったからである。

　すでにドイツ帝国の建国からして、全国民を感激させる事件の奇跡によって、金色に縁どられて輝いていた。一つの帝国が無類の勝利の前進ののち、ついに不朽の英雄的精神の報酬として、子孫のために成立したのである。意識的にせよ、無意識的にせよ、そんなことはまったくどうでもよいが、ドイツ人はだれもが、この国は議会の諸党派のごまかし、ペテンのおかげでもって誕生したのではなく、崇高な建国という生まれからしてもすでに他の国々の標準を越えてそびえ立っていた、といった感情を抱いていた。なぜならドイツ人は諸侯も民衆も、将来一つの国家をつくり、あらたに帝冠をその象徴としてささげようと決心しているのだという意思表明を厳粛に行なったが、その表明はじつに議会の演説戦におけるおしゃべりの中ではなく、パリ包囲戦の最前線での砲声のとどろきの中で挙行されたからである。それはけっしてだまし討ちによって行なわれたのではなく、ビスマルク国家の建設者は最前線の連隊であって、けっして逃亡兵や徴兵忌避者などではなかったのである。

　このような比類のない国家の誕生と、その砲火による洗礼は、それだけでもすでにドイツ帝国を輝かしい歴史的栄光で包んだのである。そうした栄光は最古の国々にだけ──それもまれに──与えられうるものである。

　そして、そののちなんという興隆がはじまったことだろう。

　海外へ向かっての自由な進出は国内での毎日のパンを保証した。国民は人口の増加とともに、現世の財貨を富ませていった。しかし国家の名誉、そしてそれにともなう全民族の名誉は、旧ドイツ連邦との違いをもっとも明めい瞭りように示し得た一つの軍隊によって守護され、擁護された。

　ドイツ帝国とドイツ民族の遭遇している没落はあまりにも深刻だったので、だれもがめまいを覚えた人のように、さしあたり感覚や意識を失ってしまったかのように見える。人々はもはや以前の高さを思いだすこともできないので、当時の偉大さや輝かしさが、今日の困窮と比較して夢のような、非現実的なことのように見えるのだ。




崩壊の前兆

　だから人々は、ただあまりにも卓越した面によってまどわされ、そのさい恐ろしい崩壊の前兆を探すのを忘れているということも明らかである。その前兆は、それにもかかわらず、とにかくすでに存在していたに違いなかった。

　もちろんそのことは、ドイツを金もうけや、散財のための単なる滞在地より以上のものと考えた人々によってだけ通用することなのだ。なぜなら、そのような人々だけが、今日の状況を崩壊と感じることができるからである。これに反して、他の人々にとっては、この状況はかれらが長い間待ち望みながら、今日まで満たされなかった願望の実現なのである。

　だが前兆は、当時明瞭に存在していたのに、ただそれらからなんらかの訓戒を学びとろうと努力した人が非常に少なかったというだけである。

　しかし、今日ではこのことは以前にましていっそう必要なのである。




崩壊の原因

　その病原体が知られていなければ病気を治すことはできないが、政治的な病気の治療についても同じことがいえる。もちろん病気の外面的な形態、つまり目につく現象のほうを、内面的な原因よりもいっそう容易にわれわれは見、発見するものである。このことはじつに、なぜ、非常に多くの人間が外面的な結果を一般的に認識する以上には出ず、そのうえ、それらの結果を原因とまちがえ、さらにもっとも好んでそのような原因の存在をまったく否定しようとさえ努めているのか、といったようなことの理由である。だから今日でも、われわれの大部分は、ドイツの崩壊が主として一般的な経済的窮乏、およびそれから生じた結果だけによるものと考えている。これらの諸結果は、ほとんどすべての人々が個人的に共に負担しなければならないものである──したがって、これらはあらゆる個人にとって破局を理解するためのもっともな理由なのである。しかしながら、大衆は崩壊を政治的、文化的、倫理・道徳的見地から見ることなどはほとんどない。こうした面では感覚も知性もまったく役に立たない人が多い。

　大衆がそのようなものであることにはまだ我慢ができる。だが、インテリ仲間においても、ドイツの崩壊が主として「経済的破局」と見なされ、したがってその治療が経済に期待されているということは、今日まで少しも回復に向かうことができないでいることの原因の一つである。ここでも、経済にはただ第二義的、あるいはまったく第三義的役割しか与えられず、政治的、倫理・道徳的、そしてまた血液的な要素にこそ第一義的役割が与えられることを人々が把握してはじめて今日の不幸の原因が理解され、それゆえまた治療の手段、方法も見いだされうるだろう。

　ドイツの崩壊の原因を問うことはしたがって決定的な意味をもつが、敗北の克服を当の目的とするような政治運動にとってはとりわけそうなのである。

　しかし、過去のこのような探究においても、より多く目にはいってくる結果を、目になかなかつきにくい原因とまちがえないようにきびしく用心しなければならない。

　今日の不幸に関するもっとも容易な、したがってまたもっとも一般化している理由づけは、それは完全な敗戦による結果であり、それゆえにこの敗戦が今日の災害の原因であるという趣旨のものである。

　このナンセンスをまじめに信じる人も多く存在するだろうが、しかしそのような理由づけが単なる噓であり真実でないことを意識しえていて口にするものはもっと多い。意識的な虚偽は今日政権の甘い汁を吸っている人々全体に通用する。なぜなら、この戦争がどのように終ろうが大衆にとってはまったく無関係だということを、以前くり返し熱烈に大衆に向かって訓戒していたのはまさしく革命の布告者たちではなかったろうか？　かれらは逆に、せいぜい「大資本家」だけは、途方もない国家間の闘争が勝利に終ることに関心をもちえても、しかしドイツ国民自体、さもなくばドイツ労働者はけっしてそうはなりえないと、大まじめで保証しなかっただろうか？　それどころかおよそこれら世界調停の使徒たちはまったく反対に、ドイツの敗北によってはただ「軍国主義」が絶滅されるだけであり、他方ドイツ国民はみごとな復活を祝うようになるだろうと断言したのではないか？　およそ、これらの仲間の中では連合国の寛容が賞賛され、すべて血なまぐさい闘争の責任はドイツになすりつけられたのではなかったか？　しかしそのことは、軍隊の敗北も国民に対して特別な結果をもたらさずにすむだろうという言明などしなくても、なしえたのではなかったか？　およそ、革命によってドイツ国旗の勝利が阻止されるかも知れないが、しかしそのことによって、ドイツ国民は国内および国外での自由をいよいよ手に入れることになるだろうというきまり文句で、この全革命が飾られていたのではなかろうか？

　そうではなかったのか？　なんじらあわれな噓つきどもよ。




崩壊の責任者

　いまや、軍隊の敗北に崩壊の罪をきせるのは、もちろん、真にユダヤ的なあつかましさにほかならない。というのは、それにもかかわらず、すべての反逆者の中央機関であるベルリン「フォアヴェルツ」紙は、ドイツ国民は今度こそ、もはや勝利して国旗を故国へもち帰ることはできないだろう！　と書いたからである。

　そしていまや、それがわが国の崩壊の理由だなどというつもりなのだろうか？

　このような忘れっぽい噓つきたちと争おうとすることは、もちろんまったく無価値なことだろう。わたしはしたがって、もしもこのナンセンスが残念にも非常にたくさんのまったく無思慮な人間によって、悪意そのものや意識的な噓からではないにしても、次々にしゃべり散らされるようなことがないとするならば、それについてはまったくむだ口をたたくこともないであろう。さらにまた、これらのわたしの議論はわが啓けい蒙もうの闘士のための方策となるように意図されたものであり、それらは、とにかく語られた言葉がしばしば曲解されがちな時代には非常に必要なものである。

　だから敗戦がドイツの崩壊に責任があるという主張に対しては、次のようにいうべきであろう。

　つまり、確かに敗戦はわれわれの祖国の将来にとって巨大な意味をもった。しかし敗戦は原因ではなく、それ自体またしても諸原因から生じた一結果であるにすぎない。生死をかけた今度の戦いが不幸な結末をつけるならば、非常に破壊的な結果に到達するに違いないということは、まったくあらゆる洞察力があり、しかも悪意のない人々には完全に明白であった。しかし残念なことには、この洞察が適当な時期に欠けているように思われる人間も存在した。あるいは良心に反してこの真理をまず否認し、否定し去る人間も存在した。それらの人々は大部分、自分たちのひそかな願いを満たした後に、かれら自身もひきおこすのを手伝ってしまった破局を、後になってから急に気づいた人々である。しかしかれらこそ崩壊に責任があり、かれらが急に随意にいったり、また知ったりしだしたように、敗戦に責任があるのではない。なぜなら、敗戦はまったくかれらの活動の結果にすぎず、かれらが現在主張せんとしているように「悪い」指揮の結果ではない。敵もまた臆病者から成立っていたのではなく、かれらも死を覚悟していた。敵の数は戦いの第一日からドイツ軍より多かったし、かれらの技術的動員には全世界の兵へい器き廠しようが用立てられた。四年間の長きにわたって全世界と戦ったドイツの戦勝は、あらゆる英雄的精神と「組織」に支えられながらも卓越した指揮にのみ負うものであった。この事実は、したがって、けっしてこの世から否認し去られることはできない。ドイツ軍の組織と指揮は、この地上で今までに見られた最強のものであった。それらの欠点などは一般的な人間の能力そのものの限界にもとづくものであった。

　この軍隊が崩壊したということは、われわれが今日味わっている不幸の原因でなくて、他の犯罪の結果にすぎなかったが、確かにその結果自身は、ふたたびより後の、今度はだれの目にもはっきりと見える崩壊の端初となった。

　そのことが真実であるということは次の事柄から示される。




民族は敗戦で亡びるか？

　つまり、軍隊の敗北は国民および国家のそのような徹底的壊滅にいたらねばならないものだろうか？　壊滅が戦争に負けた結果であるというのはいつからはじまったことなのか？

　いったい、民族は敗戦それ自体によって滅亡するものだろうか？

　これらに対してはきわめて簡単に答えることができる。民族が軍事的な敗北によって、自己の内面的な腐敗、臆病、無節操、要するに無資格であることの報いを受けるのであるなら、答えはイエスである。もしそうでなければ、軍事的な敗北はある民族がかつて存在したことの墓碑となるよりも、むしろ未来のより大きな興隆の刺激となるだろう。

　歴史はこの主張の正当であることに対して、無限に多くの例証を提供している。

　残念なことに、ドイツ国民の軍事的敗北は不当な破局ではなく、永遠的な因果応報による正当な懲戒である。われわれにとって、この敗北は当然すぎるほど当然のことである。敗北は、おそらく明白でありながらもほとんどの人の目につかずにいたり、あるいは人がこわいためにダチョウの流儀にならって、見ようともしなかったような、そういった内面的な堕落現象全体の中でももっとも大きく、しかも外面的なものであるにすぎない。

　人々はとにかく、ドイツ民族がこの敗北を迎えた際におこった随伴現象に注目すべきである。多くのサークルで、きわめて恥知らずにも祖国の不幸に対してまさしく喜びが表わされたのではなかったか？　だが、実際にそのような罰に値する人でなくて、だれがこんなことを喜ぶだろうか？　しかり、さらに進んでは、ついに前線を浮き足立たせたようなことが自慢されなかっただろうか？　そしてこのことはおよそ敵によってなされたのではなかった。否、否、このような恥をドイツ人は自分で頭からひっかぶったのである！　ドイツ人が不幸にあったのは不当だなどといえようか？　だが、さらに、いつからかれらは引っ返して、戦争の責任はやはりわれわれお互いにあるなどというのか？　しかも、十分承知のうえであり、良心に反してだ！

　否、そしていま一度否という。ドイツ民族が敗北を受けとめた態度の中にきわめて明白に見うけられることはわれわれの崩壊の真の原因は、二、三の陣地での純粋に軍事的な失敗や攻撃の不成功などとはまったく違ったところに求めなければならない、ということである。なぜなら実際に戦線そのものがうまくいかなくて、その戦線の失敗によって祖国の災難がもたらされたのであれば、ドイツ民族はきっと敗北をまったく違ったふうに受けとったであろう。そしてもしそうであれば、人々はそれ以来生じている不幸を歯を食いしばって耐えたか、あるいは苦悩に打ちひしがれて嘆いたことだろう。またそれならば偶然のいたずら、あるいは運命の意志によって勝利者となった敵に対して、激しい憤激が心に満ちただろう。さらにまた、国民はローマ元老院と同じように、いままでの犠牲に対する祖国の感謝の念、および国家に絶望しないようにとの願いをこめて、打ちひしがれた軍団を迎えたに違いない。そして降服条約すらも知性の力によってのみ署名されたにすぎず、他方心臓はすでに将来の反抗を夢見て高鳴っていたはずである。




「三人に一人のドイツ人は反逆者」

　ただ運命にだけ返礼すべきものである敗北は、以上のように受け入れられるべきだったろう。その場合には、人々が笑ったり、踊ったりはしなかっただろう。また臆病を自慢したり、敗北をたたえたりはしなかったであろうし、戦っている部隊を侮辱したり、軍旗や帽章をどろで汚なくすることもしなかったに違いない。だがなによりもまず、一人の英国士官レピングトン大佐に、「ドイツ人の三人に一人は反逆者である」といった軽[image: 蔑]的な言葉をいわせたような、驚くべき現象は起らなかったに相違ない。否、こうしたペストが、五年このかた他の国々からわれわれに対して与えられていた尊敬を根こそぎ溺でき死しさせた、あの致命的洪水にまではんらんすることはけっしてなかっただろう。

　敗戦がドイツの崩壊の原因であるなどという主張が噓であることは、以上の点からきわめてはっきりと知ることができる。否、この軍事的崩壊はそれ自体、すでに平和な時代からドイツ国民をおそっていた病状と、病原体の全体から生じた結果にすぎなかった。これは倫理的、道徳的中毒および自己保存衝動の衰弱から生じ、そしてまたすでに多年にわたって国民と国家の基礎をくつがえしはじめていたそれら中毒や衰弱の諸前提条件から生じた、だれの目にも明らかな最初の破局的結果であった。




危険な弾劾者の道徳的武装解除

　しかしユダヤ人およびかれらのマルクス主義的闘争組織のすべて底の知れぬ噓は、ほかならぬただひとり超人的な意志力と実行力でもって、自己に予見できた破局を防ぎ、国民をどん底の屈辱と不名誉の時代から免れさせようと努力した男に、崩壊の責任を負わせたのである。かれらは、ルーデンドルフが世界大戦の敗北に責任があると極印を押すことによって祖国の反逆者に対抗して立ち上りうる唯一の危険な弾劾者の手から、道徳的正義という武器を取り上げてしまったのである。かれらはその際、まったく正しい原則、つまり噓が大きければ信じてもらえる一定の要素がつねに存在するという原則、から出発した。なぜなら国民大衆の心は本質的に、意識して、故意に悪人になるというよりも、むしろ他から容易に堕落させられるものであり、したがって、かれらの心情の単純な愚鈍さからして、小さな噓よりも大きな噓の犠牲となりやすいからである。というのは、かれら自身、もちろんしばしば小さな噓をつくのだが、しかし大きな噓をつくのはなにしろあまりにも気恥ずかしく感じてしまうからである。そのような大きな噓はかれらの頭にはとてもはいり込めないし、したがって不名誉きわまる歪わい曲きよくをするような、まったく途方もない厚かましさは他人の場合でも可能だなどと信じえないだろう。それどころか、このことについて説明を受けてさえも、なお長く疑いつづけ、動揺するだろうし、そして少なくとも、なにか一つくらいの理由はやはり真実だと受け取るだろう。したがって、実際きわめてずうずうしい噓からは、つねになおなにかあるものが残り、続いていくだろう。──以上は、この世のあらゆる大噓つきや、大噓つき団体が底の底まで知っており、したがって卑劣にも利用している事実なのである。

　しかし噓と、真相の否認が利用されうる可能性についての、この真理をもっともよく知っているものは、どの時代でもユダヤ人であった。なにしろ、かれらの全存在がすでに比類のない大きな噓の上に建てられているからである。すなわち、その噓とは、一つの人種──しかも何という人種であることだろうか──がそもそも問題であるはずだのに、かれらの間では一つの宗教団体が問題だと主張される点である。だが人類のもっとも偉大な精神の所有者の一人により、根本的な真理を表わす、永遠に妥当する格言でもって、かれらが永遠にそのようなものであると確認された。その人（※１）は、かれらを「噓の大名人」と呼んだ。この点を認識し、あるいは信じようとしないものは、この世で真理を勝利させるように、助力することはけっしてできないであろう。




破局は潜行性疾病よりはよい

　ドイツ民族にとって、潜行性疾病の期間が突然このように恐ろしい破局によって縮められたということは、おそらく、大変幸福なことだったと考えてよい。なぜならそうでなかった場合には、国民はおそらくゆるやかではあるが、だがそれだけより確実に滅亡したであろう。病気は、あるいは慢性になったかも知れなかったのに、しかし崩壊という急性の形式をとることになって、少なくともより多数の民衆の目に明めい瞭りように認められることとなった。人間が結核よりもペストのほうを容易に支配できたのは偶然ではなかった。一方は恐るべき、人類の眠りをさます死の波浪となってやってくるが、他方はゆっくりと潜行的にやってくる。一方は途方もない恐怖を起させるが、他方は次第に冷淡にさせる。しかしその結果として、人間は一方に対しては少しの容赦もなく精力を傾けて当ったが、他方では結核を弱体な手段でくいとめようと努めているのだ。したがって、人間はペストを支配したが、結核にはみずからが支配されている。

　民族体の疾病についてもまったく同じ関係にある。それが破局的に出現しない場合には、人間は次第にそれに慣れてしまい、ついには、そのためにかなりの時が経ってからではあるが、なおそれだけいっそう確実に滅亡する。したがって、運命がこの緩慢な腐敗過程に干渉して、突然の打撃でもって病気の結末を病人の目前にもたらすように決意するならば──もちろんいたましくはあるが──まったく幸福なことである。というのも、そのような破局が以上のように終ることが一度ならずあるからである。破局はそのような場合、いまやぎりぎりの決意によってはじめられる徹底的な治療の原因となりやすい。




病原体と病状

　しかしそのような場合にも、なおその前提条件として、問題となっている疾病の誘因となった内面的な原因の認識がまた必要である。

　一番大切なことは、ここでもまた病原体を、それによってひきおこされた病状から、区別することである。この区別は、民族体内に病毒が長く存在すればするほど、そしてこれが民族体にとってすでに自明な属性になっていればいるほど、それだけいっそう困難となるだろう。なぜなら、人々は一定の期間が過ぎてしまうと、文句なしに有害である毒物を自己の民族性の構成要素と見なしてしまうか、あるいはせいぜい必要悪として甘受するようになり、その結果、未知の病原体の探究がもはや必要だとまったく考えなくなってしまうことが、きわめて容易に起りうるからである。

　そのようにして、戦前の長い平和な時代にはある疾患がひじょうによく現われていたし、しかも疾患として認識されていたのだ。しかしながら、人々はその病原体については、若干の例外を除いてはほとんど気にしなかった。この例外というのは、ここでもまた、主として経済生活の現象のことであった。これらの経済現象は個々人にとって、他の全領域に現われるような疾患よりもいっそう強く意識された。

　真剣な熟慮を行なわなければならないような多くの没落の徴候が存在していた。

　　　　　　　＊

戦前ドイツの没落の徴候

　経済に関しては、さらになお、次のことがいわれなければならないだろう。

　すなわち、戦前のドイツの人口のはなはだしい増加によって、必要な日々のパンを生み出す問題はますます切実さを増し、あらゆる政治的経済的な思考と行動の中に重きをなしてきた。残念ながら、人々は唯一の正しい解決に乗り出す決心がつかず、より安易な方法で目的を達することもできると信じた。新しい領土の獲得をあきらめ、それを世界経済の征服という妄想でもって埋め合わそうとしたことは、結局、際限のない、そして不利でもある工業化に進まなければならなかった。

　重大な意味をもった第一の結果は、工業化のために農民階級が弱体となったことであった。農民階級が衰えるのと比例して、大都市のプロレタリアート大衆がますます増加し、ついには、均衡が完全に失われてしまったのである。

　いまや、貧乏と富裕の激しい変動もかなり目立ってきた。過剰と貧困が相互に隣り合って生活していたので、その結果は非常に痛ましいものがありえたし、またかならずそうならざるをえなかった。困窮とひんぱんな失業は人間をもてあそびはじめ、そして警告として不満と憎悪を残したのである。その結果は政治的な階級分裂であるように思われた。あらゆる経済の繁栄にあっても、それでもなお不満はますます大きくまた深くなり、ついに「もはやこれ以上やってゆかれないだろう」という信念が一般化するまでに、その不満は広まったのである。しかし人々は、なにが起ったらよいのか、ということについて確固とした考えをもたなかったし、またもつことすらできなかったのである。

　以上のような姿をとって現われようとしていた、深刻な不満の典型的徴候が存在した。




貨幣の支配

　だが国民の商業化がもたらしたその他の結果現象は、それよりもいっそう悪かった。

　経済が国家の決定的な支配者の地位にのぼるのにきっちり応じて、貨幣は神となり、あらゆるものはこれに奉仕し、だれもがこの前に屈服しなければならなかった。天上の神々はますます時代遅れで、すたれたものとなり、隅の方へしまわれてしまい、代りにマンモン（※２）の偶像に香がたかれた。まことに困った堕落がはじまった。国民にとって、他のどの時代にもまして危機の襲来が予想され、極度の英雄的信念が必要である、そんな時代に堕落がはじまったのだから、とくに困ったものであった。ドイツは「平和的、経済的な労働」の道を歩んで日々のパンを確保する努力を、いつかは武力でもって擁護する覚悟をしなければならなかった。

　貨幣の支配は残念ながら、それに対してもっとも反対すべきだった地位からも裁下された。つまり、ドイツ皇帝はとくに貴族を新しい金融資本の勢力範囲に引き入れたのであるが、このことはうまくゆかなかった。ビスマルクさえも残念ながらこの点について、さし迫った危険を認識しなかったことを、皇帝のためにもちろん考慮してやらなければならない。しかしそれとともに、精神的な美徳が実際上貨幣の価値の陰にかくれてしまった。なぜなら、そんな道をまず選んだのであるから、剣の貴族がもうわずかのまに金融貴族の陰にひっ込まなければならなくなったのは明らかなことだったからである。貨幣の操作・作戦のほうが戦闘よりも成功は容易である。したがって真の英雄やあるいは政治家にとっても、手近かのユダヤ人の銀行家と取り引きさせられるのはもう興味のないことであった。真に功績ある男は安っぽい勲章授与などにはもはや関心をもてず、自分には辞退したのである。しかし、このような事件の展開は、純粋に血液的な面で考えてみても深く悲しむべきものであった。貴族はますます彼の生まれの人種的前提を失い、大部分はむしろ「卑族」とでも呼ばれたほうがずっと似合うほどになった。

　個人の所有権が徐々に排除され、株式会社の所有に全経済が次第に移行したことは、重大な経済的没落現象であった。




株式の国際化

　だから、まず労働が良心のない不正商人の投機の対象に下落したのも大変もっともなことであった。雇人からの所有物の取り上げ・疎外は無際限に強められた。取引所は凱がい歌かをあげはじめ、そしてゆっくりとではあるが確実に、国民生活をかれらの監視と管理の下におこうと準備したのである。

　ドイツ経済の国際化は、すでに戦前において、株式という間接的なやり方で準備されていた。もちろん、一部のドイツ産業は、なお断固としてそのような運命から身を守ろうと努力した。しかしかれらも結局、この戦いをとくにもっとも忠実な仲間であるマルクス主義運動の助力によって戦い抜いた、貪欲な金融資本の集中攻撃の犠牲となって倒れた。

　ドイツ「重工業」に対する永続的闘争は、マルクシズムによって追求された、ドイツ経済の国際化の明白な発端であった。もちろん、ドイツ経済は革命におけるマルクシズムの勝利によって、はじめて完全に没落させられえたのである。わたしがこれを書き下している最中に、ついにドイツ国鉄に対する総攻撃も成功してしまい、国鉄はいまや国際金融資本の手に譲渡されたのである。「国際的」社会民主主義はこれによって、またもやその最高目標の一つに到達したのだ。

　ドイツ国民のこのような「エコノミック・アニマル化」がどれほど成功したかは、ついに戦後ドイツ産業のとりわけ商業の指導的地位にある一人が、ドイツを復興させる役割を果しうるものはただ経済そのものである、という見解を公にしえた点から見ても、きわめて明白であるだろう。このナンセンスは、フランスが学校教育を、第一に、再び人文主義的基礎の上におき、それによって国民および国家が存続するのはいわば経済のお陰であり、永遠的、理想的な諸価値によるものではない、という思い違いを予防しようとした、そんな時期に話し出されたのである。当時シュティネス（※３）という男が発表したこの意見は、まったく信じられぬほどの混乱を引き起した。なにしろその意見はたちまち、わっととびつかれて、いまや驚くほどの速度で、運命が革命後ドイツ国中に「政治家」として解放した、やぶ医者やおしゃべり連中の中心的思想となったからである。

　　　　　　　＊

中途半端──教育の欠陥

　最悪の堕落現象の一つとして、戦前のドイツには、いたるところにますます広がりつつあった、すべての問題に対する中途半端があった。それはつねに、なにかの問題についての自己の不確かさの結果であり、さまざまの理由から出てくる臆病の結果である。この病気は、なおいっそう教育によって助長された。

　戦前のドイツ教育は非常に多くの弱点をもっていた。それはきわめて一面的な仕方で、純粋な「知識」を教え込む目的で編成され、そして「能力」が目標となることは少なかった。個々人の性格形成──このことが一般に可能な限り──はよりいっそう軽く見られ、喜んで責任を引き受ける気持ちを奨励することなどはまったく少なかったし、意志と決断力のための教育などは全然なかった。その教育結果は実際に、強い人間ではなく、むしろ従順な「物知り」となって現われた。われわれドイツ人は戦前、たしかにそのような人間として一般に通用したし、またそのため尊重されもした。非常によく役立つところからドイツ人は愛されたが、しかしまさに意志が弱いということのために、ほとんど尊敬されなかった。まさしく、ドイツ人がほとんどすべての民族の中でも、もっとも容易に国民性と祖国を失ったのも理由のないことではない。「腰を低くすれば、どこでも通って行ける」という、りっぱなことわざがすべてを語っているのだ。




君主政治の墓掘人（※４）

　だが、この従順さがそれによって君主と交渉を持つことが許されていた唯一の形式をも制約してしまったとき、まさにそれは不幸なものとなった。その形式は、このことに応じて、皇帝陛下がかしこくも望み給うものを、否認することなく、なにごともすべて是認するよう要求した。しかし、ほかならぬこの形式のかわりに、自由な男子の体面こそがもっとも必要なものであった。さもなければ、君主制度はいつの日にか、こうした追従によって滅亡すべき運命であった。なにしろ、あるものは追従ばかりで、それ以外のなにものも存在しなかった！　そしてただみじめな追従家や、はいつくばり屋、要するに、古来、誠実でまじめな尊敬すべき人間にくらべて、至高な玉座のそばをより居心地よく感じたような、あらゆる退廃した人間だけが、この追従をば王冠の所有者とまじわるための自分達に与えられた唯一の形式だとみなしうるのだ。この「きわめて行儀よい」お気に入り達は、まったくのところ、支配者や雇主の前ではひじょうに従順であるのに、他の人間に対してはすでに昔から極度に厚かましくふるまっていたのである。そしてかれらが厚顔にも自分以外の同罪者たちに向かって、自分一人だけが「君主主義者」だと好んで名乗る場合、それは最高となる。貴族の紋様があろうとなかろうと、回虫どもにしかやれぬようなそれはじつに恥知らずの行ないだ！　なぜなら事実、このような人間は相変らず君主政治の、そしてとくに君主政治を擁護する思想の、墓掘人であるからである。これはまったく、それ以外に考えようもない。一つの事柄を断固として擁護しようとする男はけっして卑屈な人間だとか、主義のない追従家ではないだろうし、またそのようにはありえない。一つの制度を維持し、促進することに本当に真剣である人は、全身全霊をこめてそれに打ち込むだろうし、その中になにか欠陥が存在した場合、おそらくそれを許すことはできないだろう。かれはそのさい、もちろん、君主政治の民主主義的な「友人」がまったく噓っぱちなやり方でそうしたように、白昼わめき回るようなことはしないだろう。そしてきっと、皇帝、つまり王冠の所有者その人にきわめて真剣に警告し、決心させるよう努力するだろう。そのさい、自己の意志に従って行為することが、あきらかに破滅に導くに違いないし、また導くだろうときでもなお、それをすることは皇帝の自由であるというような、そんな見地にかれは立たないだろうし、また立つこともできないだろう。かれはそのような場合、君主政治を君主から擁護しなければならないだろうし、しかもどんな危険を冒してもそうしなければならぬだろう。その時々の君主の人格の中に、この制度の価値が存在していると考えなければならぬとしたら、これはおよそ考えられうる制度の中でも最悪のものであるだろう。なぜなら、君主達はごくまれにしか、より抜きの優秀な知恵と理性あるいは性格をもたぬからなのである。しかし、人々はこうした抜群さを設定するのを好むと言ってよいだろう。だが、そのようなことはただ職業的な追従家とはいつくばり屋だけが信ずるのであり、それに反して、誠実な人々──結局のところこのような人こそ国家にとってもっとも価値があるのだが──はすべてそのようなナンセンスを弁護することには、ただ反発を覚えるだけであろう。かれらにとっては、たとえそのさい、君主が問題になっていようとも、まさしく歴史は歴史であり、真実は真実である。否、偉大な人間であるような、偉大な君主をいただくという幸福は国民にとってきわめてまれにしか与えられない。それゆえ、国民は運命の悪意が少なくとも最悪の過失を思い止まったならば、それだけでも満足しなければならない。




君主政治的理念

　だから、神が王冠をフリードリッヒ大王のような天才的英雄だとか、ヴィルヘルム一世のような賢明な人物の頭にのせるように決意した場合の外は、君主政治の理念がもつ価値や意味が、君主の人格そのもののうちに存在することはありえない。こうしたことは数百年に一度現われるものであり、けっしてひんぱんに生じるものではない。だがしかし、この場合、理念が人物に先立つ。というのもいまやこの組織の意味はもっぱら制度それ自体になければならぬからである。けれども、そのことによって、君主自身が服従する仲間に落ち込むのである。かれもいまや、この機械の一つの歯車にすぎなくなり、歯車として機械に拘束される。かれはまたいまや、より高い目的に服従しなければならない。その場合もはや黙ったままでいることによって、王冠の所有者に王冠を傷つけるようなことをさせる人ではなく、それを阻止する人こそ、「君主主義者」なのである。理念のうちに意味があるのではなく、「神聖な」個人のうちに意味があるのだと是が非でも信じこもうとするならば、精神病でもあることが明らかな王侯の廃位を企てることもけっして許されないであろう。




君主政治の「戦士」

　今日ではもはやこうした意味づけをやめることが必要である。なにしろ少なからずそのあさましい態度に君主政治の崩壊の原因がある亡霊どもが、最近になってますます昔の顔をのぞかせてきている。一種の愚直な厚顔さでもって、いまやふたたびこれらの連中は「自分達の王様」についていっそうさかんに論じだすのであり──だがなんといってもほんの数年前、かれらは危機にさいして、その王様をまったくなさけなくも見殺しにしたのだった──そしてかれらの噓っぱちの長広舌に賛同しようとしないすべての人々を、悪いドイツ人であると主張しはじめる。しかし実際には、これらの亡霊どもは、一九一八年に、赤腕章（※５）をみるや、てんでに逃げだし、かれらの王様をほったらかしにし、あわてて、ほこやりを散歩用ステッキと取り替え、色あせたネクタイをしめ、そして平和な「市民」となって跡さえも残さず姿を消した臆病者とまったく同一人なのだ！　これら王の勇士は当時突然消えてしまったが、革命の嵐が他の人々の活躍のおかげで治まり、ふたたび「国王バンザイ、バンザイ」が大空に高く叫ばれうるようになった後、ようやくこの王冠の「奉仕者および顧問官」は用心深く再び姿を現わしはじめた。しかしいまや、かれらはすべて顔を揃えており、エジプトの饗宴（※６）にまたもやあこがれの眼を注いでおり、忠誠心や功名心に燃えざるをえないが、それもおそらくいつかふたたび最初の赤腕章が姿をみせはじめるまでのことであり、ねこの前のねずみのように、旧君主政の利益にあずかっている亡霊はすべてまたも逃げ去るのだ！

　君主達がこのようなことに、自身責任がないとすれば、かれらは、今日のかれらの擁護者達のせいだとして、人々によって心から残念がられうるに違いない。だが、君主はいずれにしても、こんな騎士連中の手では、おそらく自分の王座を失うことになろうとも、だがかれらが王冠のために戦ってくれることはない、と確信してよい。

　だが、このような追従は、われわれの全教育の欠陥であり、そしてその欠陥はいまやこの地位に対して、とくに恐ろしい方法で復ふく讐しゆうした。なぜなら追従によって、これらのみじめな亡霊はあらゆる宮廷にくっついていることができ、そして君主政の基礎を次第に掘り崩すことができたからである。そののち建物がついにゆり動かされたとき、亡霊は吹き消されたように見えた。もちろん、追従家やおべっか使いはかれらの主人のために自分を犠牲にしはしない。君主達がこの事情をけっして知ることなく、ほとんど根本的に学ぼうともしないことが、古来かれらの滅亡の原因となっているのである。

　　　　　　　＊

責任に対する臆病さ

　間違った教育の一つの結果現象は責任に対する臆病さと、それから生じてくるところの、重大な問題の処理そのものに現われる意志の弱さであった。

　われわれのこの悪疫の根源はまったくのところその大部分が、無責任がまさに純粋培養で繁殖させられている議会制度にある。残念にも、この病気はゆっくりとではあるが、その他の生活全般にも伝染し、政治生活がもっとも強く冒された。人々は一般に責任を回避しはじめ、このような理由から中途半端な方法がもっとも好んで採用された。なにしろ、そうした方法を使用すれば、個人で負わなければならない責任者の限度を、つねに最少の範囲に止めておくことができると思われたからである。

　人々は、わが国の社会生活に現われている、じつに有害な一連の現象に対する個々の政府の態度だけでも見るならば、容易に、この一般的な中途半端と責任に対する臆病さとがもつ恐るべき意味を理解するだろう。

　わたしは無数に存在する例から、ただ二、三の場合だけをとりだしてみよう。




三つの新聞読者グループ

　すなわち、ほかならぬジャーナリストの仲間の中では、新聞を国家の中での「国家」と好んで表現する習慣がある。事実、新聞の意味はなんといっても、じつに巨大なものである。新聞は一般的にいって、いくら高く評価しても過大評価されるということはありえない。なにしろそれは現実に、相当の年輩になった人々に対し、教育の延長という働きをするからである。

　新聞の読者はその際、一般に三つのグループに分類されうる。

　すなわち、第一は読んだものを全部信じる人々、

　第二はもはやまったく信じない人々、

　第三は読んだものを批判的に吟味し、その後で判定する頭脳をもつ人々、である。

　第一のグループは数字の上からは、けたはずれの最大グループである。かれらは大衆からなっており、したがって国民の中では精神的にもっとも単純な部分を表わしている。しかしかれらを職業でもって示すことはできず、せいぜい一般的な知的程度で示すことができるだけである。自分で考えるだけの素質もなければ、またそのような教育も受けていない人々は、みなこのグループにはいる。そしてかれらは半ば無能から、半ば無知から白地に黒く印刷して提供されたものを全部信じる。さらに、たしかに自分の頭で考えることもできようが、それにもかかわらず、考えることの単なる無精さから、他人はきっと正しく頭を働かしたに違いなかろう、とつつましく仮定して、その他人がすでに考えたことをありがたく全部そのままもらってしまうような、無精者もまたこのグループにはいる。ところで、大衆を意味するこれらすべての人々にとって、新聞の影響はまったく驚くべきものであるだろう。かれらは提供されたものを自分で吟味する境遇にもないし、またそんな意志もないので、あらゆる時事問題に対するかれらの一般的態度というものは、ほとんど例外なく他からの外的影響に還元できるのである。このことは、かれらの啓けい蒙もうが、真剣で真理を愛する方面から企てられるならば有利であるだろうが、しかし人間のくずや、噓つきがこれに手を出す場合には害悪となる。

　第二のグループは数ではまったく決定的に少なくなる。かれらの一部は、最初は第一のグループにはいっていたが、長い間の苦い幻滅を経験した後いまや反対側に移って、ただ印刷されて目に映るものならばなんでも、もはや全然信じなくなってしまった分子から構成されている。かれらは新聞という新聞を憎み、およそ読まないか、あるいは、その内容がかれらの意見からすれば、まったく噓と、事実でないことだけで構成されているにすぎないのだから、例外なしに、そうした内容に憤慨するかである。なにしろ真実に対してもつねに疑ってかかるだろうから。これらの人々はきわめて取扱いがむずかしい。かれらはそれゆえ、あらゆる積極的な仕事に対してはだめな人間である。

　最後に第三のグループはけたはずれて最少のグループである。かれらは生まれつきの素質と教育によって自分で考えることを教えられ、あらゆることについてかれ自身の判断を形成することに努力し、また読んだものはすべてきわめて根本的にもう一度自己の吟味にかけて、その先の結論を引きだすような、精神的にじつに洗練された頭脳をもった人々からなり立つ。かれらはいつでも、自分の頭をたえず働かせながらでなければ新聞を読まないだろう。だから、編集者の立場は容易ではない。ジャーナリストはこのような読者を実際括かつ弧こつきでしか愛しはしない。

　この第三のグループに属する人々にとっては、新聞がでっち上げうるナンセンスもほとんど危険がないか、あるいは意味があるとさえも考えられる。とにかく、かれらはたいてい生活の過程の中で、ジャーナリストなどは通例として、真実をただたびたび語るにすぎない詐欺師とみなすことに慣れてしまっている。しかし残念なことは、このようなすぐれた人間の価値が、まさにかれらの知能にだけあるにすぎず、その数にはないことである。──このことは賢明であることに意味がなく、多数がすべてであるような時代における不幸なのだ。大衆の投票用紙があらゆることに判決を下す今日では、決定的な価値はまったく最大多数グループにある。そしてこれこそ第一のグループ、つまり愚鈍な人々、あるいは軽信者の群集なのである。




国家と新聞

　これらの人々がより低劣な、より無知な、あるいはまったく悪意のある教育者の手に落ちるのを妨げることは、もっとも重要な国家、および国民の利益である。国家はしたがってかれらの教育を監視し、あらゆる不正を阻止する義務をもつ。国家はそのさい、とくに新聞を監視しなければならない。なぜなら、新聞の影響は、それが一時的ではなく継続して与えられるから、これらの人間にきわめて強烈でしかも効果的であるのだ。こうした教育が変わらぬ調子で、永遠にくり返されることの中に、新聞のもつまったく比類のない意味がある。したがって、もしどこにというならば、まさしくこの点で、あらゆる手段は一つの目的に役立たせなければならない、ということを国家は忘れてはならないのである。国家はいわゆる「新聞の自由」という、たわいもない噓に迷わされてその義務を怠り、国民に必要であり、また有益である精神の糧を与えることができないように、いいくるめられてはならない。国家は断固とした決意で民衆教育のこの手段を確保し、それを国家と国民の役に立たせなければならない。

　しかし、戦前のドイツの新聞はどのような糧を人々に与えたろうか。それは想像しうる限りでも、もっとも邪悪な毒物であったのではないだろうか？　われわれ国民の心に、他の国々がドイツを徐々にではあるがしかし確実に押えつけようとすでに着手している時期に、最悪の平和主義が植えつけられたのでなかっただろうか？　この新聞は平和な時代からすでに国民の頭に自国の権利についての疑念を流し込んで、その結果、最初から国民の防衛手段を選択する権利に制限を加えたのであった。「西欧民主主義」のナンセンスをわれわれ民族の口に合うように料理することに通じていたので、ついには、国民があらゆる熱烈な長広舌にとらわれてしまい、自分達の将来は国際連盟に任せてよいとまで信じこむようになったのも、このドイツ新聞のせいではなかったか？　わが民族をみじめな風紀退廃へと訓育するのに、新聞は協力しなかっただろうか？　道徳や風紀は新聞によって笑いものにされ、時代遅れで、偏狭固こ陋ろうなものと説明されなかっただろうか？　その結果、ついにわが民族も「現代風」になってしまったのである。新聞は不断の攻撃によって国家の権威の基礎を、ついにこの建造物が崩壊するにはただの一押しで十分であるというところまで、掘り崩しはしなかっただろうか？　新聞はかつて、国家のものは国家に与えよう、というすべての人々の意志に反対して、あらゆる手段を使って戦わなかっただろうか？　またさらに、不断の批判によって軍隊を非難したり、一般的な兵役義務を妨害したり、または軍事債を人々に拒否するよう勧告したり等々して、ついに、その結果がもはや起らないではすまされないようにまでしなかっただろうか？

　いわゆる自由主義的新聞の活動はドイツ民族とドイツ帝国の墓掘人夫の仕事であった。マルクシズムの噓っぱちな新聞については、このさいまったく触れる必要はないだろう。かれらにとって噓は、ねこにとってのねずみとまったく同じで、生存に欠くことのできないものである。なにしろかれらの課題はただ、民族のもつ民族的、国家的バックボーンを折りくだき、それによって国際資本と、その支配者であるユダヤ人の奴隷的束縛に国民を十分慣らすことであったからである。




ユダヤ人の新聞戦術

　しかし、この国民の大量毒殺に対して国家はなにを企てただろうか？　なにも、正真正銘まったくなにもしなかったのである。二、三の笑うべき訓令と、あまりにもひどい破廉恥に対する二、三の処罰、それでおしまいだった。だが、この代りに、おべっかを使ったり、新聞の「価値」、「意味」、「教育的使命」、それに似た愚にもつかぬことをもっともっと称賛したりして、この悪疫に好意をもってもらおうと望んだのだ。──ユダヤ人はしかし、ずるく作り笑いを浮かべながらそれらの称賛を受け入れ、狡こう猾かつに感謝して、これに答えた。

　だが、国家のこのような恥ずべき手控えの理由は、危険を認識しなかったことにあるのではなく、むしろ天罰が当ってほしいくらいの臆病さと、それから生じるすべてに中途半端な決断、および処置にあった。だれにも断固とした徹底的な手段を使用する勇気がなく、ここでも他の場合と同じように、ほんとうに中途半端な計画でもってちょっと試してみただけであり、心臓を一突きにするかわりに、せいぜいのところまむしのような連中を怒らせただけである。──それだから、すべては昔のままに止まっているだけでなく、逆に、克服されねばならない諸制度のもっている力が年ごとに増してゆくという結果になった。

　国民を次第に堕落させてゆく、主としてユダヤ系の新聞に対する当時のドイツ政府の防衛戦は、すべてまっとうに行なわれず、決断もなく、しかも、なによりもまず一つとして明白な目標をもたなかったのだ。ここでは枢密顧問官的な知性は完全に役に立たず、この戦いの意味の評価においても、手段の選択と明確な計画の決定においても、同じように無能だった。無計画にあれこれと素人療治をしては、あまりにもひどくかまれた折には、時々そのような新聞社のまむしを二、三週間、あるいは二、三か月間拘禁したが、その蛇の巣そのものは丁重にそっとしておいたのである。

　もちろん──部分的には、これもまた、一面でユダヤ人のこの上もなくずるい戦術の結果であるとともに、他面ではじつに枢密顧問官的な愚鈍さ、あるいは無邪気さの結果であったのだ。ユダヤ人はまったく賢明だったので、自分の全新聞を一様に攻撃させるようなことはけっしてしなかった。否、その新聞の一部は他をかばうために存在したのだった。マルクス主義的新聞が、人間にとって神聖でありうるようなあらゆるものに対して、もっとも野卑なやり方で出兵し、国家と政府をもっとも下劣なやり方で攻撃したり、民衆の大部分を相互にけしかけたりしたのに対して、他方ブルジョア民主主義的ユダヤ新聞は、評判のよい客観性の外観で身を包むことを心得ており、またすべて頭のからっぽな人間は外面だけからしか判断できず、内面にはいり込む能力をもたぬことを十分に知っているので、すべて無遠慮な言葉を使うことは綿密すぎるくらい慎んだ。そこでこのような人々にとって、事物の価値がその内容からでなく、外面によって測られることとなり、また、この人間的弱点のおかげでかれらにも入念な顧慮が払われるのである。




「上品な」新聞

「フランクフルター・ツァイトゥング」紙は、これらの人々にとってあらゆる上品さの権化であったし、もちろんいまもそうである。なにしろ、この新聞はけっして粗野な表現を使用しないし、あらゆる肉体的な野蛮さを退けて、つねに「精神的」武器による闘争に訴える。奇妙なことにこの精神的闘争こそ、ほかならぬもっとも精神に欠けている愚かな人々が一番深く心にかけているものである。これは人間を自然の本能から切り離し、究極の認識へ導くことができぬままに、ある種の知識を注ぎ込んだところの、われわれの中途半端な教養の結果である。なぜなら、そのような認識に達するためには、勤勉と十分な意欲だけではなんの効果もなく、それに必要な知性、それも生まれつきの知性がなければならないからである。究極的認識は、つねに本能の根源を理解するということである。──つまり人間はけっして、──中途半端な教養による自負心が簡単に取りはからってくれるように──実際に自然の支配者、主人に昇進したと信じ込むような、そんな妄想にふけることを許されないのである。それとは反対に、かれは自然が支配しているという根本的必然性を理解し、また、上方を目指す永遠の闘争や格闘のこの自然法則に、かれの存在もまたどれほどきびしく屈服させられているかということを把握しなければならない。そうすれば、遊星が太陽の回りを回っており、月が遊星の回りを動いている世界では──、そこでは、つねに力だけが弱者を支配するものであり、そして弱者を従順な召使になるように強いたり打ち砕いてしまう──人間にとって特別な法則が通用しえないということを感じるだろう。人間にとっても、この究極的知恵・神の永遠の根本法則が支配する。かれがその法則をとらえるように努力することはできるが、けっしてその法則から解放されることはできないのである。

　ところが、ユダヤ人はまさしく精神的には売春婦のようなドイツ人の社会に向かって、いわゆるインテリ新聞を書いているのだ。そのような社会の人々のためにこそ、「フランクフルター・ツァイトゥング」紙や「ベルリナー・ターゲブラット」紙は発行されたのであり、かれらに語調は合わされ、その影響もかれらに対して加えられているのである。それらの新聞は見たところ、皮相で粗野な形式をきわめて注意深く避けながら、それにもかかわらず他の容器から読者の心の中に毒物を流し込んでいる。美しい語調や、いい回しでもって下らぬおしゃべりをしながら、それら新聞は読者に、あたかも純粋な学問と道徳がかれらの行為の原動力であるかのように信じこませているのだ。ところが、真実のところは、このようなやり方で、新聞一般に向けられる武器を敵対者から取り上げようとする、天才的な、そしてまた狡猾な手くだであるにすぎない。なぜなら、一方の新聞があふれるばかりの上品さをもっているので、愚鈍な人々はみな、それをますます信じてしまって、他の新聞では、ただ軽い弊害がおきているだけだと思い込むのだ。そしてこれは、けっして新聞の自由に害を与えるまで進みえないとされる。──この罰せられることのない国民欺瞞と国民中毒化の不正を、人々は、新聞の自由と呼んでいる。したがって、人々は、この暗殺的行為に対して断固たる手段を取ることをためらうが、実際、かれらがそのようなことをすれば、すぐにも「上品な」新聞を自分の敵に回すようになることを恐れなければならないのであり、その恐れも十分理由を有するのだ。なにしろ、これらの悪徳新聞の一つに断固たる手段をとろうと試みるが早いか、ただちに、他のすべての新聞がそちらに味方するだろうからである。けっして闘争のやり方を是認するためではない、とんでもないことだ、──ただ新聞および言論の自由の原則を問題にするだけだ──ただこの原則だけを弁護したい、かれらはこんなふうにいうのである。この叫び声を聞いたのでは、きわめて強気の男達でも、弱くなってしまうだろう。なにしろ、ほんとうに「お上品」な新聞の口からそれが出てくるからである。

　だから、この毒物はなんの妨害もなく、わが国民の血液循環の中にはいり込み、利き目を現わすことができたが、国家はその場合にもこの病気を支配する力をもたなかった。国家がそれに対してとった笑うべき中途半端な手段の中に、ドイツ帝国にすでに迫りきていた崩壊が見られた。なぜなら、もはや自分自身をあらゆる武器で守ろうと決意しないような制度は、実際上自己を放棄しているものであるからである。あらゆる中途半端さというものは内部的崩壊の明白な前兆であり、その前兆に続いて遅かれ早かれ、外面的な崩壊が生じなければならないし、また生じるであろう。

　わたしが思うに、今日の世代は、もし正しく指導されるならば、この危険をいっそう容易に克服するだろう。かれらはいろいろな事件に出会ってきたが、それらの事件はまだ気力をすっかり失ってはいなかった人々の神経を多少とも強めることができた。将来とも、ユダヤ人は、ひとたび自分達のいとしい巣に手がかけられ、新聞の横暴に結末がつけられ、またこの教育手段が国家に奉仕させられて、もはや異国民の手、国民の敵の手に任せられなくなるとすれば、きっと自分達の新聞で大いに騒ぎ立てることだろう。しかしながらわたしが思うに、この大騒ぎは、昔われわれの父祖を悩ましたほどには、われわれ、より若いものを悩ましはしないだろう。三十センチの榴りゆう弾だん一発はつねに千人のユダヤ新聞のまむし連中より、もっと大きな音でシュッシュッと響く──だからかれらにはまあシュッシュッと舌を鳴らさせておこう！

　　　　　　　＊

梅　毒

　国民のもっとも重要な生活問題についての、戦前のドイツ国支配者層における中途半端と愚鈍さに対するその他の例としては次のものがある。国民の政治的、倫理的、道徳的悪風と平行して、すでに数年前からそれに劣らず恐ろしい、民族体に対する健康上の毒化が広がった。梅毒がとくに大都市でますます流行しはじめたが、他方結核も同様にほとんど全国にわたって死の刈り入れを行なっていた。

　この二つの場合とも、国民に対する結果は恐るべきものであったにもかかわらず、人々はそれに対し奮起して断固たる処置をとることができなかった。

　とくに梅毒に対する民族、および国家の支配者層のとった態度は、完全なお手上げとしか呼ぶことができない。真剣にその克服が考えられるならば、もちろん、現実に行なわれている以上に手を広げなければならなかった。いかがわしい種類の治療薬が発見されたり、また、その薬を商売上手に使用したりすることは、この病気にはほとんどなんの効果もあげえない。ここでも、問題とされるのは、原因に対する闘争のみであり、現象の除去ではなかった。しかし、その原因は、第一に、われわれの愛を汚す売春にある。その結果が、たとえこの恐るべき病気でなかったとしてさえ、なお、売春は民族にとってもっとも深刻な害悪をおよぼすだろう。なぜなら、一民族を徐々にではあっても、確実に滅亡させるには、この堕落にともなう道徳的荒廃だけでもう十分であるからである。このわが国の精神生活のユダヤ化と、結合本能の黄金万能主義化は遅かれ早かれ、われわれの次の世代のすべてのものをだめにしてしまうだろう。なぜなら、自然の感情をもった、力にあふれた子供の代りに、ただもう経済的な都合にかなっただけの、みじめな結果が現われてくるからである。なにしろ、経済上の都合が、ますます、われわれの結婚の基礎となり、唯一の前提となるからである。しかし、愛はどこか他のところでうさばらしをするのだ。




自然的な結婚前提の軽[image: 蔑]

　ある期間は、もちろん、人々がこうした点で自然を軽[image: 蔑]することもできる。しかし、その返報はやってこないわけでなく、この場合、ただ遅れて現われてくるにすぎない。あるいは、より適切にいうならば、その返報を人間はしばしばあまりにも遅くなって気づくのである。

　しかし、結婚に対する自然的前提を絶えず軽[image: 蔑]してきた結果がどれほど破壊的なものであるかは、わが国の貴族によって十分知ることができる。一方には、純粋に社会的制約にもとづき、そして他方には、経済上の理由にもとづいて行なわれた、生殖の結果がそこに見られる。一方は、一般に虚弱な子孫を結果し、他方は、敗血症をもたらした。というのは、あらゆる百貨店のユダヤ女は殿下の子孫──かれらはまったくそのようには見えない──を補充するのにかっこうなものと考えられているからである。どちらの場合も完全な退廃に終っている。

　わが国のブルジョアジーは今日、同じ道を歩もうと努めており、そして結局同様の目標に終ることだろう。

　人々は、まるで、そのような挙動によって事件そのものが起きずにすませるかのように、よそよそしく、この不愉快な事実に目をふさいで、急いで通り過ぎようと試みる。否、わが国の大都市の住民が、ますます愛の生活において汚されており、まさしく、そのことによって、梅毒性伝染病がより広い範囲に広がっているという事実は、単純に否定できないし、また現存しているのだ。この大量伝染のもっともはっきりした結果は、一方では、精神病院に見られうるが、他方には、残念ながらわれわれの家族──子供たち──の中に見られる。とくに、これら子供たちは、われわれの性生活で絶え間なく進行する病毒伝染から生じた、悲しむべきみじめな産物である。子供の病気の中に親達の不道徳は姿を現わしているのだ。




結婚についての「態度」

　このような不愉快な、まったく恐るべき事実に妥協してゆくためには、さまざまなやり方がある。第一は、一般になにも見ないか、あるいはもっと適切にいうならば、なにも見ようとはしないやり方である。これはもちろん、もっとも単純で、安直な「態度」である。第二は、笑うべき、そしてまた噓っぱちな、ねこかぶりという神聖なマントにくるまって、こうした領域のことについてはすべてただ大きな罪悪であるとばかり語り、とりわけ、取り押えられたこのような罪人の前では、いつも心の奥底からの憤激を吐露するやり方である。そして、こうした神にそむいた害悪を前にしては、信心ぶって目を閉じたり、愛する神に次のように祈ったりするのだ。つまり、ぜひ神様が──もし可能ならば、かれらが死んで後に──このソドムとゴモラの町全体に硫黄と瀝れき青せいを雨のように降らせ（※７）、その結果、この恥知らずの人間にもう一度信仰をおこさせるような、見せしめを与えられますように、というのである。最後に、第三は、この害悪が将来おそらくもたらすに違いなく、またもたらすであろう、恐るべき結果をすこぶるはっきりと見通してはいるが、しかし、かれらはどっちみち、この危険に対してどうすることもできないのだから、そのまま、なるようにさせておくよりしかたがないと思い込んでしまい、ただ肩をすくめるだけのやり方である。

　以上のすべては、もちろん容易であり、また簡単であるが、ただ、国民はそのような怠惰の犠牲となって滅亡する、ということだけはけっして忘れてはならない。他の民族の場合でも、けっして、よりうまくいってはいない、といういいわけも、もちろん国民の破滅という事実には、ほとんどなにも変更を加えるものではありえない。ただ、他人もまた不幸に見舞われているのを見て起きる感情が、もっぱら多くの人々自身の苦悩をやわらげてきた、ということはある。しかしそうであれば問題はなおさらのこと、どの民族が自分でこのやっかいものの最初にしてしかも唯一の支配者となりうるだろうか、そして、どの国民がそれによって滅亡するか、といったことである。これこそが究極の問題である。この問題はまた、人種の価値の試金石にほかならない──この吟味に耐えられない人種はまさしく死滅し、より健全な、もっと頑強で、抵抗力のある人種にとってかわられるだろう。なぜなら、この問題は、第一に、子供に関係しているから、父祖の罪の報いが十代後の世代にまで及ぶといった、まったく恐ろしいほどの裁きが肝心である諸問題の一つである。──これは、血と人種に対する犯罪についてのみ妥当するような真理である。




血と人種に対する罪

　血と人種に対する罪とは、この世での原罪であり、その罪に服した人間どもの破滅を示すものである。

　戦前のドイツは、まさにこの一つの問題に対して、なんという、じつにあわれな態度を示しただろうか。わが国の大都市の青年に、病毒が感染するのを阻止するために、なにが行なわれたか？　われわれの愛の生活の病毒感染、および金銭化を攻撃するために、なにがなされたのか？　また、それから結果する民族体の梅毒化を克服するために、なにがなされたのか？

　その答えは当然、なされるべきであったと思われることを確認することによって、きわめてたやすく出てくるのだ。

　人々はこの問題を、さし当り軽く見てはならなかったし、その問題の解決に幾世代かの人々の幸、不幸がかかっているということを、いや、その解決がわが民族の全将来にとって、決定的でなければならぬということはないにしても、少なくとも、決定的でありうるということを、理解しなければならなかったのである。だが、そのような認識は、容赦することのない処置や、干渉をすることを義務づけた。すべてに、考慮の中心とされなければならなかったことは、なによりも、まず第一に、全国民がこの恐ろしい危険に注意を集中すべきであり、そして、それによって、各個人がこの闘争の意味を心から自覚することができる、という確信である。各人が強制以外に、なおその必要性を認識することができてはじめて、真に決定的な、そして時折は耐えるに困難なほどである義務や、責任をあまねく果たすことができるのである。しかし、そのためには、その他なお注意をそらせてしまう時事問題をすべて排除した、きわめて大がかりな啓けい蒙もうが必要である。




唯一の課題への集中

　不可能に見える要求や、課題を満たすことが問題である場合には、例外なく、一民族の全注意を、ただこの一つの問題に限って、統一しなければならない。しかも、その解決に実際、生死がかかっているかのように、注意させなければならぬ。ただそのような場合にのみ、一民族は真に偉大な仕事や、労苦を喜んで引き受け、また、それを行なうこともできるだろう。

　この原則は個々の人間にも、かれが偉大な目標に到達しようと意欲している限りでは、妥当する。個人もまた、階段状に区切りをつけながら進んでのみ、この目標をなしとげることができるだろう。またその場合でも、かれはつねにある特定の、限定された課題に到達することに、この課題が満たされたように思え、そして、新しい区切りの測量が企てられうるときまで、全努力を集中しなければならないだろう。征服されなければならない行程を、このような個々の段階に分割しようとせず、またさらに諸段階を計画的に、あらゆる力をきびしく集中して、一つずつ克服しようと努力しないものは、けっして、究極目標にまで到達することはできず、どこか道の途中で、おそらくは、道からそれてさえしまい、まごまごしつづけるだろう。目標に向かって近づこうとする、この努力は一つの技術であり、こうして、一歩一歩行程を克服するため、最後の精力までも、時には注入することを必要とするのだ。

　だから、人間の行程のそのように困難な区間にとりかかるに必要な、最初の予備条件は、まさしくいま到達さるべき、あるいは、むしろ克服さるべきといったほうがよいような部分目標が、人間の唯一の注目に値し、この克服にすべてがかかっている目標であると、国民大衆に思わせる操縦が成功するということである。国民大衆はもともと、全行程をはっきり見とどけるなどということができずに、うんざりしてしまったり、その課題に絶望したりするものである。大衆はある一定の範囲では目標に注意するだろうが、その行程をただ小さな区間だけ見わたすことができるに過ぎない。それはちょうど、旅の目的地は同様によく知っており承知しているが、しかし、果てしない道を区分して、その一つ一つをあたかもそれぞれがまったく望む目標そのものであるかのように思い込んで前進したほうが、よりうまくその行程を克服できるような旅人に似ている。ただ、そのようにしてのみ、かれは絶望せずになおも前進できるのだ。




課題としての梅毒克服

　だから、人々はあらゆる宣伝の手段を利用して、梅毒の問題は国民の真に唯一の課題であると思えるように示すべきであり、けっしてそれも一つの課題だなどと思い込まれるように示してはならない。この目的のためには、梅毒の害悪がもっとも恐るべき不幸であるということを、十分にしかもあらゆる手段を利用して、全国民が、まさしくこの問題の解決に、すべてのことが、つまり自分たちの未来も、破滅もみんなかかっているという確信に到達するまで、人々の頭にたたき込まなければならない。

　このような、必要ならば幾年もかかるほどの準備の後にはじめて、全国民の注意力と、したがってまた決意が非常に強く呼び起されるだろうし、その結果いまやきわめて困難で、犠牲に満ちた処置をも、おそらく理解されなかったり、あるいは急に、大衆の意向から見捨てられてしまうといった危険を冒すことなく、採用することができるのだ。

　なぜなら、この病毒感染を真剣に攻撃するためには、巨大な犠牲、および同様に大きな苦労が必要だからである。

　梅毒に対する闘争は、売春制度との闘争、偏見や旧習に対する闘争、いままでの考え方や一般的な意見に対する闘争、その中でも以上に劣らず、あるサークルにおける噓っぱちのねこかぶりに対する闘争を必要とする。




売春制度との闘争

　これらのものと抗争する権利、それも単なる道徳的にすぎぬ権利のための第一の前提は、次の世代の人々の早婚を可能にすることである。まったく、晩婚の中にのみ、人がどのようにこじつけようと望みのままだが、とにかく、人類の恥であるに変わりはない制度を保存するように強いる原因が見出される。この制度は、その他の慎しみ深い性質のために、好んで自己を神の「似姿」と見なしている被造物には、まったくもって似合わない制度といえよう。

　売春制度は人類の不名誉であるが、だが、それを道徳的説教や、信仰深い意志などによって取り除くことはできない。この制度の制限、および最後的な撤廃には、無数の先行条件全体を除去することが先決である。その第一は、しかし、人間の本性にかなった、とりわけ男子の早婚の可能性を作り出すことであるに変わりはない。なぜなら、女子はまったくのところ、この点では元来、受動的部分に過ぎぬからである。

　一部の人々が、今日すでにどれほど正道を踏みはずしているか、いや、理解しがたいほどにまでなっているかということは、いわゆる「上流」社会の数少なくない母親たちが、自分たちの子供のために、「痛い目にあって、すでに思い知っている」夫を見つけたことに感謝している、と語るのを聞くことによっても知られるであろう。多くの場合、そのような夫の不足はほとんどなく、むしろ逆なくらいであるから、もちろん、あわれな娘たちはこのような若気の道楽から落ちついた夫を幸運にも見つけるだろう。そして、子供たちはこの賢明な結婚の明白な結果なのであろう。その上、なお可能な限りの産児制限が続行され、そしてもちろん、すべて生まれればどれほど惨めなものでも育てられるに違いないので自然の淘汰が妨げられるにいたることを考慮に入れれば、事実上、なぜ、このような制度は一般になおも存続するのであるか？　またどのような目的をもっているのか？　という問題だけが残るのである。これでは、それは売春そのものとまったく同一ではないだろうか？　後世に対する義務は、もはや全然なんの役割も果たさないのか？　あるいは究極的な自然権だとか、自然の義務を維持するのに、このような犯罪者的に無思慮であるやり方をとるのであっては、どんな呪いが子供や、そのまた子供にかけられるか判らないだろうか？

　文化民族は以上のように堕落し、また次第に破滅してゆくのである。




早　婚

　結婚も、それ自体を目的とするものではありえず、種と人種の増加および維持という、より偉大な目標に奉仕しなければならない。これのみが結婚の意味であり、課題なのである。

　しかし、このような前提からすれば、結婚の正当性は、それがこの課題を満足させるやり方からだけ測ることができる。この点からしてすでに、早婚は正しいのである。なにしろ、若い夫婦だけが健全で、抵抗力のある子孫を生むことができる能力をまだ与えられているからなのである。もちろん、早婚が可能なためには、それがなくては早婚がまったく考えられないような、社会的前提条件の全体が必要となってくる。したがって、このただ非常に小さな問題の解決だけでも、社会的見地からする徹底的な処置なくしては行なわれえないのである。この処置にどんな意味があるかは、いわゆる「社会主義的」共和国が、住宅問題の解決ができぬだけのことによって多くの婚姻をまったく阻止し、そのため売春に手を貸しているような時代には、もっともよく理解できるに違いない。

　家族とその養育の問題に考慮をほとんど払わない俸給分配についての、わが国の不合理なやり方は、以上と同じく、非常に多くの人々にとって早婚を不可能とさせる原因である。

　だから、売春のほんとうの克服はただ社会関係の根本的な改革によって、現在一般的に行なわれているよりも、もっと早く結婚できるようになって、はじめて近づきうる問題である。これがこの問題を解決する、まず第一の前提条件である。




健全な身体にのみ健全な精神が

　第二にはしかし、教育と訓練とで害悪の総体を取り除かなければならない。だが、これらについては今日、一般にはほとんど気にかけられてはいないのである。なによりもまず、いままでの教育に精神的教授と身体的鍛練の間の平衡がとり入れてゆかれなければならない。今日、ギムナジウム（※８）と呼ばれるものは、ギリシアの模範を侮辱するものである。わが国の教育では、結局のところ、健全な精神は健全な身体にのみ宿りうるものであるということが、完全に忘れさられている。個々の例外を除いて、国民大衆に注目するとき、とくにこの命題は無条件の妥当性を保っているのだ。

　戦前のドイツにおいては、一般的にいってこのような真理がもはや考慮されなくなった時期が存在した。人々は身体をまったく不当に扱い、「精神」の一面的な鍛練によって、国民が偉大になるためのより確実な保証がえられると思いこんだのだ。しかし、それは思い違いであって、人々が考えていたよりもずっと早く、この誤りは報いられることになった。ボルシェヴィズム（※９）の波が、空腹と打ち続く栄養不良とによって退化した住民の住んでいるところ、すなわち中央ドイツ、ザクセン、およびルール地方に、この上ないよい地盤を見出したのもけっして偶然ではない。これらすべての地方では、いわゆるインテリからも、このユダヤ的疾病に対する真剣な抵抗が見出されなかったが、それはまったくインテリ自身が、たとえ困窮のせいというよりは、むしろ教育のせいであるとしても、肉体的にすっかり退化していたという簡単な理由からなのである。わが国の上流階層における、もっぱら精神主義的な教育態度は、精神より[image: 拳]骨が万事を解決するような時代には、なにかやりとげることなどいうに及ばず、自己の階層をただ維持するだけのことも不可能にしたのである。虚弱な身体はしばしば、人間の臆病さをもたらす第一の原因となるものなのだ。

　純粋に精神的な教授を過度に強調し、身体的鍛練をおろそかにすれば、まだあまりにも若すぎる年頃から性的観念の芽ばえを促すことにもなる。スポーツや、体操によって鉄のような鍛練がなされた青年は、もっぱら精神的な食物を食べさせられて、部屋の中に閉じこめられていたものよりも、官能的満足の要求に負けることは少ない。合理的な教育はこの点を考えなければならない。さらに、そうした教育は、健全な青年男子が女子にかける期待は若い時から堕落してしまった弱虫の期待と違ったものであるだろう、ということを見落してはならない。

　だから全教育は、青年の自由時間をかれらの身体の有益な鍛練に使うようにすることに、その目標を向けなければならない。青年は、その年頃にぶらぶらとさまよい歩いたり、街頭や映画館に足を向けたりする権利はない。かれらはきまった毎日の仕事のあとは、若い肉体を鍛え、強固にして、将来かれの生活ぶりがあまりにも弱々しい、などと思われないようにしなければならない。そのために準備し、遂行し、かじをとり、導いてやることが、青年教育の課題であって、いわゆる知恵をもっぱら詰め込むことが課題なのではない。教育は、自分の身体を処理することが、各個人だけに関する事柄であるかのような観念をも取除かなければならない。後世を犠牲にして、そしてそれとともに人種を犠牲にして、罪を犯すような自由は決して存在しないのである。




精神毒化に対する闘争

　身体の教育と平行して、精神の毒化に対する闘争がはじめられなければならない。我々のあらゆる社会的生活は今日、性的想像と性に対する刺激の温室に似ている。とにかく、人々がわが国の映画、寄席、演劇のメニューを見るならば、それらが適当な飲食物でないこと、そしてとくに、青年にとってそうでないことをおそらく否定できないだろう。陳列窓も、広告塔も群集の注意を引きつけるために、きわめて低級な手段を使って努力がはらわれている。これらが青年に途方もなく深刻な害悪を及ぼすに違いないことは、かれらの精神を立ち入って考えてみる能力を失っていない人々になら、おそらくだれにでも明白なことである。こうした官能を刺激する環境は、そのような事柄にはまだなんの理解をももつ必要がないような年頃の子供に想像と刺激を与える。この種の教育の結果は、今日の青年たちを見れば明らかなように、けっして喜ばしいことではない。かれらは早熟であり、したがってまた早く年をとってしまう。わが国の十四、五歳の子供の精神生活を見せつけられてぞっとするような事件が、法廷からしばしば明るみに出てくることがある。だからこんな年齢層の中に、すでに梅毒がその犠牲をもとめはじめていることについて、だれが驚こうか？　そしてまた、はなはだ多くの身体的には虚弱だが、精神的には堕落した若者が、大都市の売春婦に媒介されて結婚の手ほどきを受けているのを見ることは、なんと悲惨なことではないか？

　否、売春制度に立ち向かおうとするものは、第一にその制度の精神的前提条件を取り除くことに援助しなければならない。かれはわが国の大都市「文化」がもつ風紀的伝染病の災害を排除しなければならない。しかも、断固として、当然起ってくることが予想されるあらゆる騒ぎや、悲鳴にためらうようなことがあってはいけない。われわれが青年たちを、かれらが現在いる環境の泥沼から救い出さなければ、かれらはその沼の中に沈んでしまうだろう。この事態をみようとしないものは、それを支持するものであり、そのことによって、成長してくる世代の中に結局は存在しているわれわれの将来を、徐々に汚辱する共犯者になるのである。わが国民の文化のこの大掃除は、ほとんどあらゆる領域に広げられなければならない。演劇、芸術、文学、映画、新聞、広告、陳列窓は、腐敗している世間の諸現象によるよごれを洗われて、倫理的な、国家および文化の理念に奉仕するものとされなければならない。社会生活は、われわれの現代的な性愛が発散する、むせるような香水から解放されなければならないし、そしてまた、まったく同様に、すべての男らしくないねこをかぶった不正直さからも解放されなければならない。あらゆるこのような事態について、目標と方針は、わが民族の心身の健全さを保存しようとする心づかいに従って決められねばならない。個人的な自由の権利は、人種保存の義務の前では引き込むのである。




不治者の断種

　この処置を実施したのち、はじめてこの疾病そのものに対する医療上の闘争を、結果についていくらかの希望をもちながら、実行することができる。しかし、その際にも中途半端な方法は問題とはなりえないので、ここでも、もっともきびしい、そしてあくまで徹底した決意をしなければならない。不治の病人に、絶えず他の健康な人々に感染する可能性を許しているのは中途半端である。これは、一人に苦痛を与えないために、百の他人を破滅させるような人道主義と一致する。欠陥のある人間が、他の同じように欠陥のある子孫を生殖することを不可能にしてしまおうという要求は、もっとも明晰な理性の要求であり、その要求が計画的に遂行されるならば、それこそ、人類のもっとも人間的な行為を意味する。その要求は幾百万の不幸な人々に不当な苦悩を免れさせるだろうし、そして結果として、一般的な健康増進をもたらすだろう。この方向に断固進もうと決心することは、性病の拡大に対しても堤防を築くことになるだろう。なぜなら、この面では、必要ならば、不治の病人を無慈悲にも隔離しなければならぬに違いないからである──不幸にもそれにかかったものに対する野蛮な処置も、しかし、同時代および後世の人々にとっては祝福である。百年の一時的な苦痛は数千年を苦悩から救いうるし、救うだろう。

　梅毒や、その案内人である売春に対する闘争は人類のもっとも巨大な課題の一つである。それが巨大なのも、そのさい、各々の問題そのものの解決が問題なのではなく、まさしく随伴現象としてこの疾病のきっかけをつくるような、害悪全体を取り除くことが問題だからである。なぜなら肉体の病気は、この場合ただ倫理的、社会的、人種的本能の病気の結果にすぎないからである。

　だが、この闘争が怠惰やあるいはまた臆病のために戦い抜かれなければ、その場合には三百年たった後の民族を注視したらよいだろう。けっして最高の神を冒ぼう瀆とくしようと欲しなくても、神の似姿などはもはや、ほとんど見ることはできないだろう。




旧ドイツ国の無能

　しかし、旧ドイツ国ではこの疾病と対決するに、どのようなことが試みられただろうか？　冷静に吟味すれば、それに対してじつに悲しむべき答えがでてくる。おそらくその病気の結果については十分に熟考ができなかったとしても、政府の人々の間ではこの病気の恐るべき害悪が、非常によく認識されていたのは確実である。しかし、その闘争では完全に無能であり、徹底的な改革の代りに、むしろ憫びん笑しようすべき処置をえらんだのである。その病気にあれこれと素人治療をし、原因はそのまま放っておいたのだ。個々の売春婦を医者に診療させて、それがまさに実行可能な限り、彼女らを監視し、そして確実に病気である場合にはどこかの病院に押し込み、外面的に治療が成功したのちに、そこからふたたび外の人々に向けて解放したのである。




「予防条項」

　もちろん、「予防条項」も制定されたが、それによるとまったく健康ではないもの、あるいは治ってはいないものは性交をさしひかえねばならず、それに応じねば罰せられるというのである。この処置それ自体はたしかに正しい。しかし実際に実施されるかという点では完全に無効といってよい。第一に女子が性交によって不幸に遭遇したならば──われわれの教育、あるいはむしろ彼女たちの教育といったほうがよいが、ただそうした教育の結果としても──多くの場合彼女の健康をとりあげたあわれな盗人に対する証人として、──なにしろ不快な、付随する事情もまれではないので──その上、法廷へ引きずり込まれることを拒否するであろう。まさしくこの条項は、彼女にほとんど有利とはならない。彼女はいずれにしても、多くの場合この条項によってもっとも苦しむものとなるだろう。──とにかく思いやりのない周囲の人々の投げかける軽[image: 蔑]は、それが男の場合よりもいっそう彼女には深刻に感じられるものである。最後に病気を移した人が自分の夫である場合には、彼女の境遇はどのように考えられたらよいだろうか？　彼女は、さて訴えるべきだろうか？　あるいはそうしない場合はどうすべきだろうか？

　男の場合にはしかし、残念ながらおびただしく酒をのんだあとで、この災いに出会うことがあまりにも多いという事実が加わる。なにしろそんな状態では、ほとんど彼の「天使」の質を判断することもできないのである。このことを元来病気をもった売春婦も十分すぎるほど知っているので、したがって彼女は常に、このような理想的状態にある男たちをひっかけようとするのである。その結果として、後になって不愉快にもことの意外さにびっくりさせられた男が真剣に考え抜いても、慈悲深い恵み主をもはや思い出すことはできないのである。このようなことはベルリンのような町や、あるいはミュンヘンのような町でさえ、珍しいことではない。それに加えてなお、あらゆる大都市の魅力に、そうでなくてもすっかりぼんやりさせられている田舎からの見物人もしばしば問題となることがある。

　最後に、ところで一体、病気であるか健康であるかを、だれが知ることができるだろうか？　見かけは治ったものがふたたびぶり返し、最初は自分でも気づかずに、恐るべき災いをひき起しているといった数多くの例がないだろうか？

　したがって、この病気の伝染に責任あるものを法律で処罰することによる、この予防の実際的影響はまったくゼロに等しい。まったく同じことが売春婦の監視についてもいえる。そして、最後に、治癒そのものが今日でさえも、なお不確かであり、疑わしい。確かなことはただ一つ、病気感染はあらゆる処置にもかかわらず、よりいっそう広がっているということである。しかし、そのことによって、それらの処置の無効さがもっとも適切に裏書きされるのである。




民族精神の売春化

　そういう事情だからその他になお行なわれたことがすべて、不十分であると同様に、笑うべきものであった。国民の精神的売春化は阻止されなかったし、そしてまた、およそ阻止するためになにごともなされなかったのだ。

　だが、これらのことをなんでも軽率に引き受けようとするくせのある人は、この疾病のまんえんについての基礎的統計を一度でも研究し、この百年間に見られた増加を比較し、その後にこの先の病気の進展を立ち入って考えてみるがよかろう。──そして、もし不愉快な寒気が背筋を走るのを覚えないのであったら、その人はまったくロバくらいの単純な頭の持主にちがいない！

　旧ドイツ国においてすでに、そのように恐るべき現象に対してとられた態度が弱々しく、また中途半端であったことは、民族の堕落を明白に表わす徴候と評価されてよいだろう。もし、自己の健康のために闘争する力がもはや存在していないとするならば、この闘争の世界において生きる権利は消滅する。この世界は力に満ちた「完全な人」のものであり、弱々しい「中途半端な人」のものではない。

　旧帝国のもっとも明白な没落現象の一つは、一般の文化程度が次第に低下したことであった。ここで、わたしは文化という言葉でもって、現在、文明と呼ばれているものを考えているのではない。文明というものはむしろ反対にほんとうの精神水準、および生活水準の敵であるように思われる。

　今世紀になる以前すでに、その当時までは完全に異常なもの、未知数的なものとみなされえていた要素が、われわれの芸術の中に割り込んできはじめた。たしかに、より以前の時代にもしばしば趣味の脱線がみられたが、しかしそのような場合でも、なお後世の人々が少なくともある種の歴史的価値を承認できるような、そういった芸術家的脱線であって、およそ、もはや芸術家的などというものではなく、むしろ愚鈍さにまでおちこんだ、精神的退廃の生み出す産物などではなかった。後になればもちろんより明白になってくるところの政治的崩壊が、これらの脱線の中ですでに文化的に予想されはじめたのである。




芸術のボルシェヴィズム

　芸術のボルシェヴィズムは、ボルシェヴィズム一般の唯一可能な文化的生活形式であり、精神的表現である。

　このことを不審に思う人は、ついにボルシェヴィズム化された国々の芸術を考えさえすればよい。そうすれば、驚くべきことに、われわれが今世紀になってからキュービズム（※10）だとか、ダダイズム（※11）といった総括的概念でもって知り合いになっている精神錯乱的、退廃的人間の病的な奇形が、それらの国で国家的に公認された芸術として賛美されているのがみられるだろう。この現象はバイエルンの人民委員会共和国という短い期間にあってさえ、もう現われたのである。すでに、ここに人々はあらゆる公の広告だとか、新聞の宣伝図案などが、どれほどはっきりと政治的退廃だけでなく、文化的退廃そのものをも表わしているかを知ることができた。

　およそ六十年ほど以前には、今日生じているほどの大きさをもった政治的崩壊は考えられなかったように、千九百年以来、未来派や、立体派の描写に示されはじめた文化的崩壊も、当時はまだ考えられなかった。六十年前には、いわゆるダダイズム的「体験」の展覧会はまったく不可能と思われたことだろうし、その主催者たちなどは精神病院に入れられたことだろう。それなのに今日では、かれらは芸術協会で司会さえしているのである。この疾病は当時には、顔をのぞかすことができなかった。なぜなら、世論がそれをがまんしなかったし、国家が静観するはずもなかったからである。なにしろ、国民が精神的錯乱の手中に追い立てられるのを阻止するのは、国家管理に属する仕事だからである。しかし、このような事件の展開はおそらくいつかは、精神錯乱に終るに違いない。すなわち、この種の芸術が、実際に一般の人々の判断と一致するようなそんな時代には、人類のもっとも重大な変化の一つが生じていることだろう。人間の頭脳の退化は、それとともにはじまっているに違いないが、しかし、人々はけっしてその終末を予断することはできないだろう。

　まずこの観点から、この二十五年間に起ったわれわれの文化生活の展開を眺めるとき、すぐに、どれほどわれわれがもうこの退化にひきこまれてしまっているかをみて驚くだろう。われわれはいたるところで、われわれの文化を遅かれ、早かれ、破滅させるに違いない流行のはじまりとなる徴候にぶつかる。これらの流行の中にも、われわれは次第に腐ってゆく世界の没落現象を見ることができる。この病気をもはや克服できないような民族に災いあれ！




演劇の堕落

　そのような病気はドイツでは、芸術や、文化一般のほとんどすべての分野で確認することができた。そこでは、すべてのものが峠を通り越してしまって、深しん淵えんへと急いでいるように見えた。演劇は目立って深く落ち込んだ。そして、少なくとも宮廷劇場が芸術の売春化に、なおもさからっていなかったならば、演劇はおそらく当時すでに、完全に文化要素として失格したことだろう。宮廷劇場と、その他二、三のあっぱれな例外を除けば、舞台で上演されるものはそれを見にゆくのをまったく避けたほうが、国民にとって、より有用であるような種類のものであった。こうした、いわゆる「芸術の殿堂」の大部分にもはや青年をゆかせることがまったく禁じられたということは、内部堕落の悲しい徴候であった。そのことは、「未成年者ははいることができません！」という一般的な観覧注意でもって、まったく恥しらずだが、しばしば公認されさえしたのである。

　第一に、青年の教養のために存在すべきであって、けっして、年とって、倦けん怠たいした年齢層の楽しみに奉仕するのであってはならぬ場所で、このような予防策がとられなければならなかったことを考えてみよう。あらゆる時代の偉大な劇作家は、このような処置に対して、いったいなんというだろうか？　とりわけ、そのような処置をとらせた事情に対して、なんというだろうか？　シラーだったら、どんなに怒りを燃え上らせたことだろうか？　またゲーテなら、どんなに憤慨してそっぽをむいたことだろうか！




偉大な過去の誹謗

　しかし明らかに、シラーも、ゲーテも、あるいはシェークスピアも近代のドイツ詩文学のヒーローたちにとっては、実際なんの意味もないのだ！　シラーらは古い陳腐な時代遅れの、否、克服されてしまった亡霊である。すなわちこの時代の特徴なのだが、かれら自身がただけがらわしい作品を生産したばかりではなく、おまけに過去のあらゆる真に偉大な作品が、かれらによって冒瀆されたのである。もちろんこのようなことは、そうした時代にはいつも見られる現象である。ある時代の、そしてまたその時代の人々の創作物が卑しく、みじめであればあるほど、それだけ以前の時代のより偉大な高尚さと、品位の証人は憎まれるのだ。そのような時代には、人々はなによりも好んで、人類の過去の記念物を一般的に抹殺し、その結果として、あらゆる比較可能性を取り去ってしまい、自分のいかさま物を相変わらず「芸術」であるかのように、うまく見せかけるだろう。したがって、どんな新しい制度も、それがみじめで、あさましいものであればあるほど、それだけ過ぎ去った時代の証拠を徹底的にぬぐい去ろうと一心になる。他方、あらゆる真に価値がある人類の革新は、むとんちゃくにも、過去の世代が残した、すぐれた成果に結びつくことができる、いやそれどころか、しばしばそれらの成果を、はじめて一般に認めさせるよう努力さえするのである。そうした革新は、過去と比較されて、色あせてしまうことを少しも恐れる必要がなく、進んで、人類文化の共有財産に非常な価値のある貢献をするのである。したがってそうした革新はしばしば、まさにその貢献の価値を十分に認めさせるために、過去の作品そのものの回想の火をかき立てるだろう。つまりはそうして新しい贈物がいよいよ確実に現代人の十分な理解をうるためにである。ただ、自分からは価値あるものをまったくなにもこの世に贈ることができないのに、さもなにかたいしたものを、この世に与えようなどというものにかぎり、現実にすでに存在しているすべてのものを憎み、またもっとも好んで、否認し、あるいは抹殺さえするであろう。

　このことは、けっして一般的な文化の領域に新しく生じた現象にとってだけ妥当するものではなく、政治の新現象についてもいえることである。革命的な新しい運動は、それ自身が劣等であればあるだけ、ますます古い政治形態を憎むものである。この場合でも、自分のいかさま物を、なにか注目すべきものと見せかけたい一念が、過去のよりすぐれたよい物をどれほど盲目的に、憎悪するにいたらせるかを見ることができる。たとえば、フリードリッヒ大王についての歴史的思い出が死滅しない限り、フリードリッヒ・エーベルト（※12）が人々に驚嘆されるのも限定つきであるにすぎない。サンスーシに住んだ英雄・フリードリッヒ大王は、昔ブレーメンの居酒屋の亭主だったエーベルトに比べれば、およそ太陽と月の比較にも似ている。太陽の光が消えた後、はじめて月は輝くことができる。したがって、あらゆる人類の新月連中が恒星達を憎むのも明白すぎるくらい明らかなことである。政治生活の中で、このような能なし連中が、運命によって一時権力に恵まれる場合、疲れを見せることなく熱心に過去を冒ぼう瀆とくし、汚すばかりでなく、さらに皮相な手段でもって、自分自身を一般の批判から免れさせようとするのがつねである。この例としては、新ドイツ国、つまりいわゆるワイマール国家の共和国保護法がある。

　したがって、なにかある新しい理念、教義、新世界観、あるいはまた政治的、経済的運動が過去全体を否定しようと努めたり、中傷したり、価値のないものに見せようとしている場合には、この動機からしてすでに極度に用心して、信用しないようにしなければならない。多くの場合、このような憎悪の理由はただ自分の低劣さだけにか、さもなくばまた悪意そのものにあると考えられる。人類の実に多幸な革新というものは、つねに、そしてまた永遠に、最後の確実な基礎づけが終っているところから、さらに建設を進めてゆかなければならぬだろう。その革新は、すでに存在している真理を利用するのを恥じる必要はないであろう。なにしろ、人類の全文化も人間自身も、それぞれの世代がめいめいの建築石材を運び、つぎ合わせていった、ただ一つの長い発展の結果であるにすぎないからである。したがって、革命の意味と目的は、全建築物をとりこわすのではなく、悪くつぎ合わされたところや、あるいは不適当なところを取り除き、そのようにして邪魔物が取り去られ健全さを取り戻した部分をさらに建て広げ、増築してゆくことにあるのだ。

　このようにしてのみ、人々は人類の進歩について、語ることもできるし、語る理由もあるのだ。そうでない場合は、世界は無秩序から救い出されないに違いない。なぜなら、その時は、過去を拒否する権利がすべての世代に与えられることになり、したがってそれら世代が自分の仕事をするために必要な前提として、過去の成果を破壊することも許されるようになるからである。




ボルシェヴィズムの精神的準備

　だからして、わが国の戦前における全文化状態に関するもっとも悲しむべきことは、ただ芸術的、一般文化的な創造力の完全な無能だけでなく、より偉大な過去の記念物を冒瀆し抹殺した憎悪であった。ほとんど、芸術、とくに演劇、文学のあらゆる領域にわたって、世紀の変わり目の前後から、価値ある新作が生産されはじめたというよりは、むしろ最良の古い作品が見下げられ、低劣なもの、克服されたものと言明されるようになりはじめたのである。まるで、このもっとも恥ずべき低劣な時代が、一般に、なにかを克服することができでもするかのようであった。しかし、このような過去を現代人の目から隠そうとする努力から、これらの未来の使徒連中の悪意が、非常に明白に読み取られたのである。それによって人々は、ここで問題になっているのは、たとえそれらは誤ったものであれ、ともかく新しい文化解釈ではないということ、またその反対に、文化一般の基礎を破壊させる過程と、これによって可能になる健全な芸術感覚の白痴化が問題であること、を認識すべきであったろう。──そしてさらには政治上のボルシェヴィズムの精神的準備が問題であるのだ。なにしろ、ペリクレス時代がパルテノン（※13）によって具体的に表現されているとするならば、ボルシェヴィズム的現代は立体派のこっけいな絵で具現されているからである。




「内面的体験」

　それとの関係から、わが国民の一部にその結果再び現われてきている臆病についても触れなければならない。かれらはその教養、および地位からして、この文化的恥辱に反抗すべき義務があったと思われる人々である。自分たちの創作の精華を認めようとしてくれない人間をこの上ない激しさで攻撃し、時代遅れの俗物だとレッテルをはる、ボルシェヴィズムの芸術的使徒連中の叫び声に対する恐怖だけから、人々は真剣な抵抗をすべてあきらめ、まったくどう思えようと、もう運命として従ったのである。人々はこれらの半バカや、山師どもから、無理解をとがめられるのがまったくこわかったのである。人々がこのような精神的退廃や、狡こう猾かつな噓つきどもの作品を理解しないのは、まるで恥辱であるとでも思われているのだ。もちろん、この文化信奉者は、自分たちのナンセンスに、いかにもすばらしいものという極印を押すための、非常に簡単な手段を所有していた。つまりかれらはあらゆる理解不能で、明らかに狂っているナンセンスをばいわゆる内面的体験であると、びっくりしている同時代の人々にいい聞かせていたのだ。そしてこの場合、そのような安直なやり方でもってほとんどの人々の口から返す言葉をはじめから取り上げてしまっているのである。というのは、それもまた一つの内面的体験でありうることについては、まったく疑う余地はなかったからである。しかし健全な世界に精神病者や、犯罪人の幻覚を提供しても差しつかえないかどうかについては、十分疑いうるのである。モーリッツ・フォン・シュヴィントやベックリンのような人々（※14）の作品もまた内面的体験であった。とはいえそれらはまさしく天分豊かな芸術家の内面的体験であるにすぎず、けっして道化役者のそれではなかった。

　しかし、以上でもって、人々はわが国のいわゆるインテリのもつあわれな臆病さを非常によく学ぶことができた。インテリたちは、わが国民の健全な本能のこうした毒化に対して、真剣な抵抗をなまけ、この厚かましいナンセンスと折り合いをつける仕事を、国民自身に任せたのである。芸術を理解できぬと見なされないために、人々はあらゆる芸術的愚弄をがまんし、ついには、善悪の判断がまったくあやしくなってしまったのである。

　しかし全体から見て、このことは悪化しつつある時代の徴候であった。

　　　　　　　＊

現代の人口集中

　容易ならぬ徴候として、その上、次のことも確認されなければならない。

　つまり、十九世紀になって、わが国の都市はますます文化の所在地という性格を失いはじめ、単なる人間の居住地に下落しはじめた。わが国の今日における大都市プロレタリアートが、その住所とほとんど結合感をもたないのは、大都市では個人の偶然的な滞在場所だけしか現実に問題にならず、そしてそれ以上のなにものでもないことから生ずる結果である。一方、このことは社会事情によって制約された、ひんぱんな住所の変更と関係しているのであって、こうした社会事情は、人々に自分の住んでいる都市と密接な交渉がもてるほどの時間を与えないのである。しかし他方、これに対する原因を、わが国の現在の都市が、一般に文化的に無意味でみすぼらしい、ということの中に求めることもできる。

　解放戦争（※15）の時代には、ドイツの都市はまだ数からして少なかっただけでなく、大きさからみても、ほどよいものであった。少数の真の大都市は大部分が王城であって、王城としてほとんどつねに一定の文化的価値をもっており、多くの場合、一定の芸術的様相ももっていた。五万人以上の住民をもったこのわずかばかりの町は、今日同じ人口をもつ都市と比較して、学問的、芸術的財貨に富んでいた。ミュンヘンが六万人を数えた頃は、ドイツで一流の芸術所在地の一つとすでになりはじめていた。今日ではほとんどすべての工場所在地がこの人口数をもう幾倍も越えているというのではないにしても、少なくとも同数には達している。それらの工場地はしかしながら多くの場合、真に価値がありその土地特有と呼べるものはほんの少しすらももち合わせていないのである。それらは、住宅と貸アパートの純然たる密集であり、それ以外のなにものでもない。このような無意味さにもかかわらず、どうして、こうした町とある特別な交渉が成立するなどと考えうるだろうか。他のどんな都市にでもあるもの以上に、なにものも提供することができず、それぞれの独特な色合いが欠けており、芸術やあるいはまた芸術らしく見えるものさえも、すべてきちょうめんに避けられた都市に、だれが特別に愛情をもつだろう。

　しかし、それだけではない。真の大都市も人口の増加に比例して、ますます真の芸術的作品に乏しくなっている。それら大都市はますます個性を失うように見え、より大規模ではあっても、小さなつまらぬ工場所在地とまったく同じ光景を呈している。近代になって、わが国の大都市の文化的内容につけ加えられたものはまったく不十分である。わが国のすべての都市は過去の名声と財貨で、細々と生きているのだ。人々が、今日のミュンヘンから一度でもよいから、ルードヴィッヒ一世（※16）時代に創造されたものを全部取り除くとしてみよう。そうすれば、めぼしい芸術的創作がこの時代以後、どれほど少ししかふえなかったかを知って驚くことだろう。同様のことがベルリンや、他のほとんどの大都市についても当てはまるのである。




昔の記念的公共建物

　しかし本質的なことがらは、やはり次の点にある。つまり、わが国の大都市は、今日、都市の全印象を左右し、とにかく全時代の記念物といわれるような記念碑的作品をもっていない。しかし、このようなものが、古代の諸都市には見られたのであり、それらはほとんど、それぞれ誇りとすべき特別の記念建築物をもっていた。古代都市の特徴は私有建築物の中に見られるのではなく、短い時代を目的としているのではなく、永遠の目的のために建てられたと思われる公共の記念物の中にあった。なぜなら、その記念物によって、個人的所有者の富が反映されるのではなく公共の偉大さと意味とが反映されるべきであったからである。したがって、個々の住民を、今日のわれわれには多くの場合、ほとんど理解できないと思われるようなある仕方で、その都市と結びつけるにきわめて適切な記念物が発生したのである。なにしろ、住民が念頭においたのは、私的所有者の貧弱な家であるよりも、むしろ全共同体の壮麗な建築物であった。この建築物に比較すれば、住宅は実際重要ではない副次的なものに下落させられたのだ。

　もし、人々が古代の公共的建築物と同時代の住居との大きさのつり合いを比較してみるならば、公共的な仕事に第一の位置をあてがうという原則をこのように強調したことの、並外れた重みと力がはじめて理解されるだろう。今日、われわれが古代の世界の廃墟や荒廃した野原の中に、わずかではあるが、なおそびえている巨大なものを見て、驚嘆するのは、昔の営業のための立派な建物ではなく、寺院や国家の建築物であった。つまりその所有者が公共であったような建築である。晩年のローマの華美でさえも第一の地位を占めたのは個々の市民の別荘や立派な邸宅ではなく、国家の、したがって全国民の寺院、浴場、競技場、円形競技場、水道、公会堂などであった。

　ゲルマンの中世ですらも、まったく別の芸術解釈によってではあるが、同様な指導的原則が保存されていた。古代にアクロポリスやパンテオンの中で表現されていたものは、いまやゴシック（※17）のドームという形式にくるまった。これらの記念碑的建築物は、中世期の都市の木骨建築、木造建築、あるいはレンガ建築の小さな群を見下す巨人のようにそびえ建ち、したがって、それらのそばに貸アパートがますます高くよじのぼってきている今日でさえ、なおその土地の特徴と印象を決める象徴となった。大寺院、市役所、市場の建物、そしてまた防壁の塔は、けっきょくのところ、まったく古代の見解に一致していたことを明白に知らせるものである。




百貨店とホテル──現代的文化の表現

　しかし今日、国家建築と私有建築の関係は、じつに、なんとひどいものになったことであろうか。ローマの運命がベルリンを襲ったと仮定してみよう。そうすれば、子供たちは将来いつの日にか、われわれの時代のもっとも巨大な工事として、二、三のユダヤ人がもつ百貨店や、いくつかの会社が経営するホテルを挙げ、われわれの時代の文化を特徴的に表わすものとして、驚嘆することだろう。ベルリンのような都市にさえみられる、国家の建築物と、金融や商業のための建築物の間に支配している極端な不つりあいを比較するがよい。

　国家の建築に支出された金額からしてすでに、多くの場合、じつに笑うべきものであり、不十分なものである。工場は、永遠のために行なわれるのではなく、多くの場合、目先きの必要のためにのみ行なわれているにすぎない。そのさい、なにかあるより高遠な思想などというものは、全然考えられもしないのである。ベルリンの宮城はそれが建造された時代には、現代の型にはまったく新しい図書館なんかとは、違った意味をもった工事であった。一隻だけの戦艦でも、約六千万マルクの金額に達するのに、永遠を目ざすべきである、国家で第一にりっぱな建築物、国会議事堂には、ほとんどそれの半分も議会で同意されなかったのだ。いやそればかりか、内部を装飾する議案が大詰にきた時は、国会は石材の使用に反対投票して、壁を石せつ膏こうで上塗りするよう命令した。たしかに、この場合は例外的にも、議員連中は、じつに正しいことをしたのである。というのも、石膏で固めた頭は石壁につり合わないからである。

　そのように、現代のわが国の都市には、住民の共同社会のきわだった象徴が欠けており、したがって、住民の共同社会が、それぞれの都市に、自分自身の象徴を見出せない場合にも驚くことはないのだ。荒廃はくるに違いない。それは、今日の大都市住民が自分の都市の運命について、完全に無関心でいるということの中で、実際効果を現わしだしている。

　そのこともまた、わが国の文化が没落してゆき、わが国の全般的崩壊がおこっていることの証拠である。時代はもっともちっぽけな有用性に、もっと適切にいえば、貨幣に奉仕することに、圧倒されている。しかしその場合、こういった貨幣の神の下では、ヒロイズムに対する感受性など、ほとんど残っていないことに驚くこともない。今日の現状は、つい先頃までの時代がまいたものを刈っているにすぎない。

　　　　　　　＊

宗教関係

　このような没落現象はすべて、つまりは一定の、人々に一様に承認された、世界観が欠けていたことの結果であると同時に、その欠陥から生じたところの、時代がもつ一つ一つの大問題に対する判断と態度が、一般に不確かであったことの結果にすぎない。したがってまた、教育からはじまって、すべてが中途半端で不確実であり、責任を恐れ、その結果、ついには、害悪だと十分わかっていてさえ、臆病にもそれをがまんしてしまうのである。人道主義的昏こん迷めいが流行し、そして弊害に弱々しく妥協し、個人を大事にすることによって、何百万人もの将来を犠牲にするのだ。

　どれほど、こうした一般的な心の分裂が流行していたかは、戦前の宗教状態の考察が教えてくれる。ここでもまた、一元的で、効果ある世界観的信仰が、国民の大部分にとって、とっくの昔に失われていたのである。そのさい、教会から公に縁を切った信者たちは、まるっきり無関心な人々よりも、より小さな役割しか、果たしていないのだ。新教・旧教両派が、それぞれの教えに、新しい信者を導こうとして、アジアやアフリカの伝道にしがみついている間に──その活動は、とくに回教の信仰の押しの強さと比較すれば、非常につつましやかな効果しか示すことができなかった──ヨーロッパそれ自体では、何百万、そしてさらにもう何百万ものまじめな信者を失っている。かれらは宗教生活に対して、一般に冷淡にふるまうか、でなければ、やはり自分独自の道を歩むかのどちらかである。その結果は、とくに倫理的に見て、望ましいことではないのだ。

　また、ますます激しくなってきている、各教会の教義の基礎に対する、闘争も注意されなければならない。しかし、この人間の世界で、教義なくして、宗教的信仰が実際に続くものとは考えられない。国民大衆は哲学者の集合ではない。しかも、まさにこの大衆にとっては、しばしば、信仰は倫理的世界観一般の唯一の基礎なのである。さまざまな代用手段も結果においては、それらが今までの宗教的信条にかわる有用な代償と認められえない場合には、あまり有効ではないことが証明されている。しかし、宗教的教義と信仰が、広い社会層を現実にとらえねばならぬというのなら、この信仰内容が絶対的な権威をもっているということが、あらゆる効力の基礎であるのだ。だから、幾十万のすぐれた人々は、なるほど、そのようなものがなくても、理性的に、賢明に生きてゆけるとしても、しかし、他の幾百万の人々にはまったく欠くことのできないような、その時々の生活様式が一般生活に対してもっているものこそ、国家にとっては国家原理であり、その時々の宗教にとっては教義なのだ。これによってはじめて、不確かな、無限に解釈が可能であり、純粋に精神的な、理念もきっぱりと境界がつけられ、一つの形式にはめこまれる。このような形式をもたなければ、理念はけっして信仰とはなりえないだろう。そうする以外には、理念が、ある形けい而じ上じよう学がく的てき直観、いや簡単にいって、哲学的意見を越え出ることはできないだろう。したがって、教義そのものに対する攻撃は、国家の一般的、法律的基礎に対する闘争と非常によく似ている。そして、この闘争が完全な国家的無政府状態でもって終りを告げるのと同じように、さきの攻撃も無価値な宗教的ニヒリズムに終るに違いない。

　しかし、政治家にとって、ある宗教の価値が評価される場合、その宗教にたまたま付随している欠点によるよりも、むしろ、明らかにもっとよいと思える代用物がもつ美点によって、それは実行される必要がある。そしてそのような代用物が見たところ欠けている場合に、現在あるものを破壊しうるのはバカか、犯罪者のみである。

　もちろん、宗教的観念に、あまりにも純粋なこの世の問題を負わせ過ぎて、きわめてひんぱんに、いわゆる精密科学とまったく不必要な衝突を引き起している人々は、このあまり喜ばしくない宗教状態に対して、その責任が小さくないのである。このような衝突の場合、猛烈な闘争の結果ではあるが、勝利はほとんどつねに科学の上に輝くのであり、そして宗教は、単に表面的な知識のわくを越えることができぬ、すべての人々の目からは、重大な損害をこうむるであろう。




宗教の政治的悪用

　しかしなお、宗教的信念を、政治的目的のために悪用することによって引き起された荒廃は、もっとも不愉快である。自分たちの政治に、より適切にいうならば、むしろ事業に役立ってくれる手段を、宗教の中に見出そうとするようなあさましい不正商人は、実際のところ、どんなに鋭くやっつけてやっても、十分ということはない。これらの厚かましい噓つき連中は、もちろん、他の罪人たちに聞えうるようにステントル（※18）のような大声でもって、自分たちの信仰告白を全世界に向かって叫んでいるが、しかしそれは、必要ならば死にもしようというためではなく、よりよい生活をしうるために、そうしているのだ。相応の代価さえあればただ一回の政治的な不正取引のために、全信条の精神がかれらにとっては売物になる。十の議席のためには、かれらはあらゆる宗教の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であるマルクシズムと手を結ぶのだ──一つの大臣のいすのためには、かれらはおそらく悪魔とでも結婚するのを承知するだろう。もちろん、このことはいくらかまだ残っている体面が悪魔を追っぱらわなければ、という話ではあるが。

　戦前のドイツで、宗教生活が多くの人々にとって不愉快な臭味を感じさせたが、これにはいわゆる「キリスト教」政党の側から、キリスト教に対して加えられた悪用に責任があったし、同様に、カトリックの信条を政党と同一視しようとした人々の恥知らずにも責任があった。

　このすりかえは、多くの役にも立たぬ人間をたしかに議席につけたが、他方教会にはわざわいをもたらした、致命的なものであった。

　だが、その結果は国民のすべてが負わなければならなかった。そのさい、それから生じた宗教生活のゆるみによる結末は、そうでなくても、すべてが軟弱に、また不安定になりはじめて、慣習と道徳の伝統的基礎の崩壊がさし迫っていた、そのような時代に現われたのだ。

　このことはまた、わが民族体に入ったひびであり、割目であった。それは特別の荷重がかけられないかぎり、危険ではなかったが、大きなでき事によって重圧がかけられて、国民の内面的緊密さの問題が、決定的に重大な意味をもちはじめるや、不幸を招かずにはいなかったのだ。

　　　　　　　＊

ドイツ政治の無目標

　まったく同様に、政治の領域でも、注意深く眺めるものにとっては、害悪が存在していたのである。これら害悪は、近いうちに改善や、変更が企てられねば、ドイツ国の来るべき没落の徴候と見なされえたし、また、そのように見なされなければならぬものであった。ドイツ国内政治、および外交における無目標は、意識して目をつむっているのでないかぎり、だれにも明らかなことだった。妥協政策は、ビスマルクの「政治とは可能なことについての技術である」といった見解に、きわめてよく合致しているように見えた。だが、ビスマルクと後のドイツ首相の間には、少しばかり相違が存在した。その相違が、前者に政治の本質についてそのような言明をさせたのであるが、他方その同じ見解が、かれの後継者の口からはまったく違った意味を与えられねばならなかったのだ。なにしろ、ビスマルクはこの命題でもって、ある一定の政治目標を達成するのに、すべての可能な手段を用いること、とくに、あらゆる可能な手段に向かって行動すべきであることを、いおうとしただけである。だが、かれの後継者はこの言明の中に、およそ政治的思想とか、あるいは政治的目標さえももたなくてよいのだ、その必要性から晴れて解放されるのだ、と読み取ったのである。そして、政治的目標は、当時のドイツ国の指導層にとって、現実にはもはや存在しなかったのである。なにしろ、かれらには、ある特定の世界観による必要な基礎づけも、また政治生活全般の内部を支配する発展法則に対して必要な、明めい瞭りような認識も欠けていたのだ。




戦前の議会政治の無能

　この方面での混濁を見、また国政の無計画、無思慮を責め、したがって、政治の内面的な弱点と空虚さを、きわめてよく認識した人々も数少なくなかったが、しかし、かれらは政治生活では局外者であるに過ぎなかった。政府の官職にある人々は、今日でもまだそうであるように、フーストン・スチュアート・チェムバレン（※19）のような人の認識を、まったく冷淡に無視したのである。これらの人々は、自分でなにかを考えるには、愚か過ぎるし、そして他人から必要なことを学ぶには思いあがり過ぎていた──これはオクセンシェルナー（※20）に、「世界は分別の一かけらで支配される」と叫ばせた、まったく永遠の真理である。もちろん、ほとんどすべての省参事官などは、そのかけらが一つの原子に具体化されたものに過ぎないのだ。ドイツが共和国になってからは、もちろん、そのことはもう当てはまらない──それゆえ、共和国保護法によっても、そのようなことを信じたり、口に出したりするのが禁止されているのだ。しかし、オクセンシェルナーにとっては、生きていたのがすでに当時のことであり、けっして今日の、このように分別に富んだ共和国でなかったことは、幸福なことであった。

　すでに戦前から、国家の力が具体化されるべき制度、つまり議会、ライヒスタークはいろいろな面で、最大の弱点と認識されていた。臆病と無責任とが、ここでは申し分ないほど協力していた。

　今日、しばしば、ドイツの議会政治は「革命以後無能になった」といわれているのを聞くが、このことは、無思慮の一例である。その言葉によっては、まるで、革命の前はなにかそんなではなかったかのように、ややもすれば受けとられてしまう。現実には、この議会という制度は、まったく破壊的にしか働けないので──大部分のものがまだ目隠し革をつけられ、なにも見ず、または見ようとも思わなかった時代にも、すでに、その制度はそうした働きをしていたのである。なにしろ、ドイツが崩壊したのは、この制度に負うところが少なくないからである。しかし、破局がもっと早くからはじまらなかったのは、帝国議会の手柄であるなどと見なすことはできない。その手柄は、ドイツ国民とドイツ帝国のこの墓掘人どもの活動に対して、平和な時代にも、なお反対していた抵抗にささげられなければならぬ。




議会的中途半端

　この制度が、直接的、間接的に作り出している莫ばく大だいな数にのぼる破壊的な害悪から、わたしはただ一つの弊害をとりだそうと思う。それはあらゆる時代に見られる、このもっとも無責任な制度のもつ、内面的本質に対応するものである。すなわち、内政と外交についてドイツの政治的指導層が示したぞっとするような中途半端と、弱々しい態度である。これは第一に、帝国議会の影響に帰せられるものであるが、それはまた、政治的崩壊の主因となったのだ。

　とにかく、この機会の影響下にあるものは、すべて中途半端であった。ただ好きなものをなんでも見たらよい、そうすれば、すぐ理解されるだろう。

　帝国の外交面での同盟政策は中途半端で、弱々しかった。平和を保とうとして、どうともならなくなり、戦争を目指して進まなければならなくなったのだ。

　ポーランド政策が中途半端だった。真剣に、断固たる手段を一度もとったことがなく、刺激ばかり与えていた。その結果は、ドイツ主義の勝利でもなければ、ポーランド人たちとの和解でもなかった。そのかわりに、ただロシアとの敵対関係が生まれたのである。

　エルザス・ロートリンゲン問題の解決が中途半端だった。容赦のないげんこつでもって、断固として、フランスという多頭蛇の頭を粉砕して、その次には、エルザス人に平等権を認めてやることが必要だったが、そのどちらも行なわれなかった。また絶対にそれはできなかったのである。なにしろ、最大の政党諸陣営の中に、また最大の反逆者連中がいたのだ──たとえば、中央党にはヴェタレ氏がいた。

　しかし、これらすべてのことは、その存在が結局、ドイツの存続にかかわるような力、つまり陸軍をも、この一般的な中途半端が犠牲にするようなことがなかったならば、まだ我慢できたといえる。




陸軍に対する議会政治の犯罪

　いわゆる「ドイツ帝国議会」が、ここで犯したことがらは、ただそれだけで、どのような時代になっても、ドイツ国民ののろいを負わされるに十分である。きわめてくだらぬ理由から、このような議会主義政党のルンペン連中は、国民の手から自己保存の武器、つまり、わが民族の自由と独立をまもるかけがえのない保証を奪い取り、粉砕したのである。今日、フランドル平野にある墓を開くならば、その中から血まみれの告発者が立ちあがってくるに違いない、最良の若いドイツ人が何十万となくだ。かれらは、これらの良心をもたぬ議会政治の犯罪者連中によって、劣悪で中途半端な訓練をうけ、死神の腕の中へ追い立てられたのだ。祖国はかれらと幾百万の身体障害者および死者を失った。そして、それもただたんに数百の国民を裏切る者どもに、政治上の不正取引や、ゆすりを、あるいはまた、空論的な理論の機械的なおしゃべりさえも、可能にするためだったのである。

　ユダヤ主義がそのマルクス主義的、民主主義的新聞によって、ドイツ「軍国主義」についての噓を全世界にばらまき、そうしてドイツにあらゆる手段でもって責任をかぶせようと努めていた時、他方では、マルクス主義的、民主主義的政党は、ドイツの国民力の包括的な養成を、すべて拒否したのである。そのさい、その拒否によって行なわれた巨大な犯罪というものは、来たるべき戦争が起きた場合には、もちろん全国民が武装しなければならず、したがって自分達のいわゆる「国民代表」を勤める、このとんでもない代議士どもの卑ひ陋ろうさのために、幾百万のドイツ人が劣悪で、中途半端な訓練のまま、敵の前に追い立てられるに違いないということを少しでも考えた人々なら、だれでもすぐにわかったに違いない。しかし、その犯罪によって生じた、つまり、この議会のやり手ばばあ連中の残酷で、粗野な良心欠如から出てきた結果をまったく無視した場合でさえも、戦争の開始時におけるこのような既教育兵の欠乏はとかく敗戦に導くだけでしかなかったのだ。このことは、その後、世界大戦でまったく恐ろしいほど証明されもしたのだった。

　ドイツ国民の自由と独立のためのこの戦争が敗北したことは、すでに、平和時代に現われていた、全国民力を祖国の防衛のために徴発するさいの中途半端と弱さの結果だったのだ。

　　　　　　　＊

誤った艦船建造政策

　陸上で、新兵がほんの申しわけ程度しか訓練されなかったとすれば、海上では、国家の自己保存のための武器を、多かれ少なかれ無価値にするような、同様の中途半端が効果を現わしていた。しかし残念ながら、海軍の指導層自身、中途半端な精神に感染してしまっていた。造船台におかれていたすべての艦船が、同じ時期にすでに造船台から進水させられたイギリスのものに比べて幾分小さく造られていた傾向は、目先きのきかぬことであったし、しかもそれ以上に考えのないことであった。最初から純粋な数の上で仮想敵国と肩を並べることができないような艦隊は、とくに数の不足分を一隻一隻の軍艦の敵にまさった戦闘力で補おうとしなければならない。優越した戦闘力が問題であるのであって、「性能」における架空の優越性が問題であるのではない。事実、現代技術は非常に進歩しており、各々の文明国では、ほとんど変わらなくなっているのだから、一強国の軍艦が、他国の同トン数の軍艦よりも、決定的に大きな戦闘価値をもつことが可能だ、などとは考えられぬ。まして、より小さな排水量でもって、より大きなものに対して、優越することなどそれ以上に考えられないことである。

　事実、ドイツ軍艦のより小さなトン数というものは、速力と、装備を犠牲にして、はじめてできたのである。この事実を正当化しようとして、使用されたきまり文句は、たしかに、平和時代にこれに関し権威筋が用いた論理の中にまったくひどい欠陥があったことを知らせてくれた。つまりかれらは、ドイツの大砲装備は、イギリスのに比べて明らかにまさっているから、ドイツの二八サンチ砲は、イギリスの三〇・五サンチ砲に対して、射撃性能において、けっして劣ることはない!!　と説明したのだ。

　しかし、さらにそれだからこそ、ますます同じように、三〇・五サンチ砲に代えるのが義務であったはずなのだ。なぜなら、目標は同じ戦闘力の獲得ではなく、優越した戦闘力の獲得であるべきはずだったからである。そうでなければ、当然、陸軍でも四二サンチ臼きゆう砲ほうの発注は余分だっただろう。なにしろ、ドイツの二一サンチ臼砲はあらゆるその当時に存在したフランスの曲射砲に文句なしにずっとまさっていたし、また同様に、三〇・五サンチ臼砲でも要よう塞さいが落とせたことはたしかだった。しかし、陸軍の指導層は正しくかんがえたが、海軍のほうは残念にもそうでなかった。

　優越した大砲の性能と卓越した速力を断念したことは、だが、まったくのところ、根本的に間違ったいわゆる「危険意識」にもとづくものだった。海軍の指導層は、もう艦隊拡張の形式からして攻撃を断念し、必然的にはじめから防御に没頭したのだ。しかし、そのことによって、決定的な勝利もあきらめたのだ。なにしろ、決定的な勝利は永遠に攻撃の中にのみあり、またありうるはずだからである。

　より速力が遅く、装備の劣った軍艦は多くの場合、より速く、また強力に装備された敵艦により敵に有利な射程内で撃沈されるだろう。これは、わが国のたくさんの巡洋艦が痛切に感じたことに違いない。海軍指導層の平時の見方が、どれほど根本的に間違っていたかは戦争が示した。戦争は、可能なかぎり、古い軍艦の改装と新しい軍艦の備砲改良を余儀なくさせたのだ。しかしスカーゲラク（※21）の海戦で、ドイツ軍艦がイギリス軍艦と同じトン数、同じ備砲、そして同じ速力をもっていたと仮定するなら、命中が確かで、効力の大きなドイツの三八サンチ榴弾の大暴風の下に、イギリス艦隊は海の墓場に葬られたに違いない。

　日本は以前、これとは違った艦隊政策を推し進めた。

　日本では、原則として、新造艦一隻一隻のすべてに対して、仮想敵より優越した戦闘力を与えることに、まったく重点がおかれたのだ。したがって、日本艦隊がそういう風にして、攻撃的出動が可能になったのも、その政策のお陰であった。

　陸軍の指導層は、そうした原理的に間違った考え方から、まだ解放されていたが、他方海軍は、残念ながら、すでに、よりよい「議会主義的」代表となっていて、議会の精神に打倒されていたのだ。海軍は、中途半端な観念でもって組織され、後になっても、同じような観点によって拡張された。そうした場合にも、なお不滅の名声として、海軍が獲得しえたものは、かろうじて、すぐれたドイツ軍人の労苦、個々の士官と水兵の能力、および比類のない英雄的精神の賜物であったのだ。海軍の以前の最高指導層が、独創性の面で、かれらに負けなかったとするなら、かれらの犠牲もむだではなかったに違いない。

　そのようにして、恐らくは、平時において、海軍の指導的人物がまさしく議会政治によりまさった技能をもっていたことが、海軍のわざわいとなったのだ。残念ながら、海軍の建設においても、純粋な軍事的観点のかわりに、議会的観点が決定的な役割を果たしはじめたのだった。中途半端、弱気、それに加えて議会制度に固有な、貧弱な論理的思考、これらが艦隊の指導層の精神に影響を与えていた。




中途半端に対する陸軍の闘争

　陸軍は、すでに強調したように、このような根本的に間違った考え方から、まだ遠ざかっていた。とくに、参謀本部づきの当時大佐であった、ルーデンドルフは、帝国議会が国民の死活問題に対して、多くの場合、それらを否決してしまった犯罪的中途半端と、弱気に対して、絶望的闘争を行なっていた。当時、この士官が戦い抜いた闘争が、それにもかかわらず、むだであったとはいえ、その責任の半分はまさしく議会が、そして、他の半分は、もし可能なら、それらよりも、もっとあわれな態度と弱気を示したといえるドイツ首相、ベートマン・ホルヴェークが負うものであった。このことは、ドイツ崩壊の責任者どもが、自分一人で国家的利益のこのような放任に反対したまさにその人物に、今日その崩壊の責任を押しつけようとすることを、なんら妨げないのである。──これらの、生まれながらのやみ商人連中には、多かれ少なかれ、噓をつくことなど問題にならぬのだ。

　これらの、きわめて無責任なものどもの途方もない軽率さによって、国民に負わされたすべての犠牲をじっくりと考え、無益な犠牲となったすべての死者と身体障害者を念頭におくならば、そしてまた、かぎりない屈辱と不名誉、われわれが今日当面している無限のみじめさをも考えるならば、そしてまた、これらすべてがただ、良心のない野心家や、官職を求める連中の群に、大臣の椅子への通路をあけてやるだけだったことを知るならば、その時は、これらの卑劣な人間は、実際のところ、ごろつき、ならずもの、やくざ、犯罪者といったような言葉でしか呼ぶことができないのだ。そうでなければ、このような表現が言語の慣用中に存在する意味と目的がまったく理解できなくなるだろう。なにしろ、これらの国民を裏切る連中に比較すれば売春仲介者はみんな、まだ紳士といえる。

　　　　　　　＊

　しかし、旧ドイツ国のあらゆる実際の暗黒面は、奇妙なことに、それによって、国民の内面的堅実さに害が加えられねばならなくなった時、やっと、目にはいってきたのだ。まったく、そうした場合には、不愉快な真実がまっすぐに大衆に向かって叫び出されるのだったが、だが、そうでない時には、多くのことについて、むしろ、つつましやかに沈黙され、いや、一部はまるっきり否定されてさえいたのである。しかも、ある問題を公然と扱えば、おそらく、改良がなされえたでもあろうような場合に、そうした態度がとられたのである。そのさい政府の権威ある地位の人々は、宣伝の価値と本質については、ほとんどなにも知らなかったのだ。宣伝を賢明に、継続して使用すれば、国民自身に天国を地獄と思わせることができるし、逆に、きわめてみじめな生活を極楽と思わせることもできる。このことは、ユダヤ人だけが知っていたのであり、かれらはそれに即応して行動もしていたのだ。ドイツ人、より適切にいえばドイツ人の政府は、その点について、ぼんやりした予感すらも、もたなかったのだ。

　これは戦争中、もっともひどく復ふく讐しゆうされなければならなかった。

　　　　　　　＊

ドイツの美点

　ここで示されたような、あるいはその他無数にも存在していた、戦前のドイツ人の生活におけるあらゆる害悪には、多くの美点も隣り合って存在していた。公正に検討してみれば、ほとんどのわれわれの欠点は、大部分が他の国や国民にも所有されており、それどころかわれわれをはるかに圧倒する欠点も多いということをすら認めなければならない。しかも、かれらは、われわれがもつ真の美点の多くを所有しなかった。

　これらの美点の第一のものとして、ドイツ民族がほとんどすべてのヨーロッパ民族の中で、今なお自国の経済の国民的性格を、もっとも多く保持しようと努力し、多くの悪い徴候があるにもかかわらず、国際的な金融支配にはもっとも従うことが少なかった、という事実を、とくに取り上げることができる。もちろん、それは危険な美点であり、後には、世界大戦を起させる最大の原因となったものである。

　しかし、この美点および他の多くの美点を度外視すれば、無数にある健全な国民の力の源泉から、その性質が模範的であり、のみならず部分的にはおそらく無比の存在であったような三つの制度が取り出されなければならない。




新旧両統治の代表者（※22）

　第一のものとしては、政体そのもの、および近代になってそうした政体がドイツで見出した特徴がある。

　ここでは事実上、一人一人の君主たちを度外視してよかろう。かれらは人間として、この大地、およびその大地の息子たちがもつのがつねであるすべての欠点から免れなかった。──もし、この点について寛大でないとしたら、その時はおよそ現状について絶望せざるをえないだろう、なにしろ現在の統治の代表者達も、まさに人物として見れば、たしかに精神的にも道徳的にもきわめて凡庸な人間であり、おそらく、人々が長く考えあぐんだ末にやっと思いだせもするような人々であるからである。ドイツ革命の「価値」が、一九一八年十一月以来革命によってドイツ民族に贈られた人物の価値および大きさでもって計られるならば、もはや保護法等（※23）でもって口を閉じさせることのできぬ後世の人々の判断に対しては、恥ずかしくて顔をおおわなければなるまい。そして後世の人々は、そんな法律がないものだから、われわれのだれもが今日もうすでに知っていることを、すなわち、わが新ドイツの指導者どもにあっては、知恵と美徳の乏しいのに反比例して口と悪徳が発達しているということを、語るだろう。

　たしかに、君主政は多くの人々にとって、なかんずく大衆にとってよそよそしいものになっていた。これは、君主たちがつねに──われわれはあえていうが──きわめて賢明な人物によって、そしてとくにきわめて誠実な人物によって取り巻かれているとは限らなかった、という事実の結果だった。残念ながら、一部の君主たちは、率直な性質の人よりも追従家をより愛した。それゆえかれらもまたこれらの取り巻き連中に「教育された」。これは、世界が多くの古い考え方を大きく変えてしまった時代、しかも、もちろんこの大変動が宮廷に数多く古くから受け継がれている慣習の批判にまでも及ばずにすまなかったそのような時代には、きわめて重大な損害なのであった。




古い統治の心理的誤ち

　それだから、世紀の変わり目の頃には、一般の人間はもはや制服の隊列の前を馬で巡られるプリンセスに対しても、特別の敬慕の念を抱くことはできなかった。そのようなパレードが国民の目にどんな印象を与えるかについて、まったく正しく考えられていなかったように見える。もし正しく考えられていたとすれば、あのような不幸な場面には、おそらくけっして立ち至らなかったはずである。こういう高貴な人々の、いつもまったく純粋だとは限らない人道主義的夢想もまた、人々をひきつけるよりもむしろ反感を呼び起した。たとえば、某プリンセスがある無料食堂で結果は周知のものを御試食なされたが、それは昔ならおそらくまったくりっぱなことに見えたにしても、しかし当時では効果は逆であった。その場合、高貴の方が、自分の試みた昼食がほんのちょっぴりではあるが、いつものと違っていたことに実際は感づかれなかった、ということは造作なく想像できる。──しかし、民衆がこのことを知っていたことでまったく十分であった。

　そのようにして、おそらくはきわめて良かったもくろみも、たとえ人々をほんとうに怒らしてしまわないにしても、笑うべきものとなったのだ。

　毎度ことわざのように語られている君主の節度つまり、大変な早起きや、夜遅くまで公式の仕事に精を出されること、さらにはさし迫った栄養不良の危険に絶えずさらされていることなどについて叙述することはそれにもかかわらず、大変気づかわしく思われる発言を呼び起した。君主がみずからなにを、どれほどたくさんめし上がるかを知るということなど人々は実際少しも望んでいなかった。人々は君主に「十分な」食事時間をもちろん喜んで差し上げたし、また、君主におよそ必要な睡眠を妨げようなどとは夢にも望まなかった。人々はただ君主がいつも個性をもった人間として、自分の一門の名前と国家に名誉をもたらし、支配者として自分の義務を果たしさえすれば満足していた。おとぎ話を語るのは、ほとんど無益であるばかりか、かえって、よりいっそうの損害を与えたのだ。

　このことや、多くのそれに類したことがらは、それにもかかわらず、ささいなことに過ぎなかった。もともと自分たちは上から支配されており、個人はしたがって何もそれ以上心配する必要はない、という確信が、残念ながら国民の非常に大きな部分に、ますます影響を与えだしたのは一層悪いことであった。政府が実際によいか、さもなくば、少なくとも最善を欲していたかぎりはまだ問題はない。しかしひとたび、それ自体は善を望んでいた古い政府のかわりに、新しい、より節度に欠けた政府が登場するとでもしたならば、災いあれ、だ。その時、意志に欠けた従順さと子供じみた信仰が、ただ想像され得る限りでも一番ひどい災いとなった。

　しかし、このような、そしてまた多くの別の弱点に対して、他方まったく疑問の余地がないもろもろの価値が存在していた。




君主政体の安定性

　その価値の第一は、君主政体によって制約されて、全国家指導が安定していたこと、および国家における最高の地位が功名心の盛んな政治家の思惑による混乱から免れていたことにある。その上、この制度それ自体の尊厳さや、すでにそれに基づいた制度の権威も考えられる。また同様に、官吏層や、とくに、軍隊が政党政治的義務遂行の水準より高められたこともある。なお、それらに加えて、国家の頂点が君主によって人格、および責任引き受けの模範として、個人に具体化していたという美点がある。なにしろ、君主は議会の多数決という偶然の積み重ねよりも、より強力に責任を負わなければならないのだ。──天下に周知な、ドイツ統治の清潔さは、第一にこの点に帰せられるべきものだった。そして、最後に、ドイツ国民に対してもつ君主政の文化的価値は、高度なものであって、非常によく他の欠点を償うことができたのである。ドイツの各々の王城は、相変わらず、芸術的趣味の守護者であった。この趣味も、現在の唯物的な時代では、いずれにしろ、ますます死滅に迫られているのだ。まさしく十九世紀において、ドイツの諸王侯が芸術と、学問のために行なったことは模範的であった。今日の時代は、どっちみち、それらと比較されるわけにもゆかぬのだ。

　　　　　　　＊

陸軍──代理のきかぬ学校

　われわれの民族体の解体がはじまり、ゆっくりと、それが広がっていったこの時代に、もっとも価値の大きい要素としてはただ陸軍だけが記録されなければならない。それは、ドイツ国民のもっとも強力な学校であった。あらゆる敵の憎悪が、まさに、国民の自己保存と自由のこの保護所に向けられたのも理由がないことではない。陸軍が、あらゆる劣ったものから中傷され、憎まれ、非難され、しかも、恐れられもした、という真実を確認すること以上に、この比類のない制度に対する輝かしい記念碑設立はありえないのだ。ヴェルサイユの国際的な、民族搾取者連中（※24）の憤慨が、第一に、旧ドイツ軍に向けられたことは、この軍隊が株式取引所の威力から、わが国民の自由を守る楯であったことを、いよいよ理解させてくれるものだ。この警告する勢力がなければ、われわれ国民に対するヴェルサイユの意図は、すでにずっと以前に、遂行されていたに違いない。ドイツ国民が陸軍に負っているところをたった一言に要約するなら、「すべて」なのである。

　陸軍が当時、無条件な責任引受けの教育を行なった時代は、この特性がすでに、ほとんどまれとなってしまい、あらゆる無責任の模範である議会からはじまる責任の回避がますます流行していたのである。陸軍はさらに人間的な勇気を教育したが、その時代は、臆病が伝染病のように広がりかけ、公共の福祉のために尽そうとする犠牲心は、すでにほとんどばかげたことと見なされ、自分の「自我」をもっとも大切にし、また助長することを理解している人だけがわずかに賢いものであると思われていたのだ。陸軍は、国民の幸福が黒人、ドイツ人、中国人、フランス人、イギリス人等の間の国際的親善という噓っぱちのきまり文句の中に探されることなく、自己の民族性のもつ力と団結の中に求められなければならぬことを、一人一人のドイツ人に、なおも、教えていた学校であったのだ。

　陸軍は決断力を教育していたが、その頃、他の生活では、すでに不決断と、迷いとが人間の行動をとらえはじめていた。知ったかぶりをする人々が、いたるところで音頭を取っていた時代に、陸軍は、つねにどのような命令も、命令しないよりはよいという原則を、尊重することを命じようとしたのだ。この比類のない原則の中に、まだ堕落していない、がんじょうな健康さが見られた。この健康さは、陸軍と、その教育が、この根源力を永続的に、回復することに注意しなかったとしたら、われわれの一般的な生活からは、もはや、ずっと以前に失われていたに違いなかった。人々は、現在のわが国指導層について、どんな行為でも奮発してやってみるということができない、驚くべき不決断だけでも、とにかく見る必要がある。ただしかし新しい略奪的な、押しつけ条約に署名を強制されたときだけは、例外であった。あの場合には、かれらは責任はもちろんすべて拒絶し、議会速記者のようなすばやさで、かれらに提出されさえすればよしとされたようなものすべてに、署名したのだ。なにしろ、この場合は、決断が容易になされた。とにかく決断はかれらに命令されていたからである。

　陸軍は理想主義と、祖国およびその偉大さへの献身を教育したが、他方その他の生活では貪欲と唯物主義が広がっていた。陸軍は階級分離に対して、国民の一致団結を教えたが、ここにおそらく唯一の欠点として、一年志願兵制度があった。なぜ欠点を示すものというのかといえば、それによって、無条件な平等という原理が破壊されて、高等教育を受けたものはふたたび、共通な境遇のわくの外に置かれることになったからであり、またほかならぬその反対のことが利益があったに違いないからである。いずれにしても、わが国の上層部は非常な世間知らずで、自国民に対してますます距離を開いてゆく中にあって、陸軍が、もし、少なくともかれらの秩序の中だけでも、いわゆるインテリの分けへだてをすべて避けたとするなら、まさしく、かれらこそ、特に祝福に満ちた働きをなしえたに違いない。このことがなされなかったのは誤ちであった。しかし、この世界で、どんな制度が誤ちを犯さずにいるだろうか？　しかし、この制度では、いずれにしてもよい点のほうが、まったく圧倒的だったので、少しばかりの欠陥は、人間の不十分さの平均より、はるかに低かったのである。

　けれども、頭数でなんでも多数決する時代にあって、多数の上に頭の持ち主を引き上げたことは、旧ドイツ帝国陸軍の最高の功績と考えられなければならない。陸軍は、数を盲目的に崇拝するようなユダヤ的、民主主義的思想に対して、人格に対する信念を支持したのだ。したがって、軍隊は実際に、近代がもっとも入用としたもの、つまり、男らしい男を教育したのだ。──無気力と女性化が一般的に広がっている堕落生活の泥沼の中で、陸軍の隊列から、毎年三十五万の力に満ちた青年男子が勢いよく出ていった。かれらは二年間の訓練により、青年の柔弱さを失って、鋼鉄のように固い肉体を獲得したのであった。そしてこの年月の間に、服従することをならった若者は、その後に、はじめて、命令するのを学ぶことができたのだ。歩き方で、もう満期兵は見分けられたのである。

　これがドイツ国民の上級学校であった。そして、そねみと貪欲から、国家の無気力と市民の無防備を必要とし、また望んだ連中のはげしい憎悪がこの学校に集中したのも理由がないことではなかった。多くのドイツ人が、だまされてか、あるいは悪意からか、見ようと望まなかったことを、他国の人々は認識していたのである。それは、ドイツ陸軍がドイツ国民の自由とかれらの子供の養育に奉仕する、もっとも強力な武器であったということである。

　　　　　　　＊

比類のない官吏団

　政体と陸軍に続いて、第三のものとして、旧ドイツ帝国の比類のない官吏団が同盟に加わっていた。

　ドイツは、世界でもっともよく組織され、もっともよく統治された国であった。ドイツの国家官吏は、とかく、官僚主義的で、旧式だと陰口をたたかれもしたが、他の国々では、それだからといって、よりましだったわけでもない。そればかりか、むしろ、もっと悪かったのだ。他の国々がもっていなかったものは、この装置のびっくりするような堅実さと、それをになっていた人々の清潔で、信用できる心術であった。やはり、いくらかは旧式でも、しかし正直で忠実なほうが、開けていて、現代的であっても、だが性格が劣等で、今日よく見られるように、無知で、無能力であるより、好ましいものだ。なぜなら、戦前のドイツ統治は、なるほど官僚主義的に堅実なことは堅実だったが、けれども、商業上ではよくなかったなどと今日好んでいわれることがあるが、その場合には、次のようにのみ答えられるからである。つまり、世界のどの国が、国有鉄道に関して、ドイツよりも、よりよく管理され、商業的によりよく組織された企業をもっていたか？　と問い返しうるのである。ついに、この模範的機関が国民の手から取り上げられ、現在の共和国の創設者たちのいう意味で、社会化されるに十分機が熟したと見えるまで破壊されたのは、革命による仕事だった。つまり、ドイツ革命の注文者であった国際金融資本に奉仕するほどまで破壊されたのだ。

　その頃、ドイツ官吏団と、統治装置が、とくに、目立ったのは、それらが個々の政府から独立していたことであった。それら政府の、その時々の政治的意向は、ドイツ国官吏の地位になんの影響を与えることもできなかった。革命後は、もちろんこのことは根本的に変わってしまったのである。知識と能力のかわりに、党派的見地が現われ、自主的、独立的な性格は、なにかを促進するというより、むしろ妨害するものになってしまった。




国家の権威

　旧帝国のすばらしい力と強さは、政体と、陸軍および官吏団にもとづいていた。これらは第一に、今日の国家に完全に欠けている特性、つまり、国家の権威の原因であったのだ！　なにしろ、この権威は議会や州議会のおしゃべりから生まれるものではないし、またその権威を擁護するための法律、あるいはこの権威を厚かましく否認するものをおどすための判決からも生まれはしない。国家権威は、一つの共同体の指導と統治に対して示されてよいし、また示されうる一般的な信頼から生まれるものである。この信頼はなおまた、ただ、一国の政府と行政官庁の無私と誠実さを確固として内心から確信することの結果であり、同様に、法の精神と一般の道徳観のもつ感情とが一致する結果なのである。なぜかといえば、政治組織というものは、権力の圧迫によって持続されるのではなく、それら組織の良さと一国民の利益を代表し、促進する誠実さとに対する信用によって持続されるものである。

　　　　　　　＊

崩壊のもっとも深い原因

　したがって戦前に、ある種の害悪が、どれほどひどく、国民の内面的な強さを腐ふ蝕しよくし、掘りくずそうと脅かしたかわからないが、しかし、他の国々がこれらほとんどの病気に、ドイツより以上にひどく悩んだにもかかわらず、危機の決定的瞬間に自由がきかなくなって破滅しなどしなかった、ということを忘れてはならない。だが、戦前のドイツの弱点に対しては、また同様に、大きな美点が並んで存在していたということを考える場合、崩壊の究極的原因は、もっと外の領域にありうるし、またあるに違いない。そしてこのことは事実でもあるのだ。

　旧帝国の破滅のもっとも深い究極的原因は、人種問題および、それが民族の歴史的発展に対してもつ意味を、認識しなかったことにある。なぜなら、民族生活で起るすべての事件は、偶然の現われなのではなく、たとえ、人間が自分の行為の内面的根拠について意識しえない場合にも、種や人種の自己保存と増殖の衝動が進む自然法則的な過程だからである。







第十一章　民族と人種




　あまりにも道端にごろごろころがっていて、まったくそのために、かえって一般の世人からかえりみられることのない、あるいは少なくとも認識されることのない真理というものがある。世人はしばしば、こうした自明の理を目隠しされたかのように通りすぎてしまい、もし突然、だれかがそれはやはりあらゆる人が知っていなければならぬものであることを発見するとすれば、極度に驚いてしまう。コロンブスの卵は幾百千となくそこらにころがっているのであり、ただコロンブスのような人々には、まったくまれにしかお目にかかれぬだけのことである。

　このように、人間は例外なしに自然の園を歩きまわり、ほとんどあらゆることを見知っており、理解していると思いこんでいる。だが、かれらはほんの少しの例外を除いて、自然の摂理の中でももっとも目立った原則の一つを、盲目のように見ずに通りすぎてしまう。それというのは、この地上の全生物の種が内面的に隔離されているという原則のことである。

　すでにきわめて表面的な観察でさえ、自然の生活意志の無限に存在する表現形式のすべてに妥当する、ほとんど鉄則とでもいえるものとして、自己の内部だけに制限された生殖の形式を見つけることができるのだ。動物はどれも同じ種の仲間とだけつがいになる。しじゅうからはしじゅうからのところにゆく、雀科は雀科に、雄のこうのとりは雌のこうのとりに、野ねずみは野ねずみに、はつかねずみははつかねずみに、雄おおかみは雌おおかみに等々である。

　異常な状態においてのみ、このことは変更されうるにすぎない。それは第一に、捕まって強制される場合だとか、その外、同じ種の内部での結合が不可能な場合である。けれどもその場合には、自然はあらゆる手段を使ってでもそれに抵抗しはじめるが、もっとも明白な自然の抗議は雑種に対してその先の生殖能力を拒否するか、あるいはその後の子孫の妊娠能力を制限するかであり、しかしほとんどの場合、自然は病気や敵の攻撃に対する抵抗力を奪ってしまうのだ。

　それは自然すぎるくらいのことである。

　程度がまったく同じではない二つの生物を交配すれば、すべて結果は両方の親の程度の中間となって現われる。つまりこうなのだ。子供は両親の人種的に低いほうよりは、なるほどより高いかも知れぬが、しかし、より高いほうの親ほど高くはならない。その結果として、かれはこのより高い方との闘争の中でやがては負けるだろう。このような結合は、だが、生命そのものをより高度なものに進化させていこうとする自然の意志に反する。この意志が行なわれるための前提は、より高等なものと、より劣等なものとの結合の中にではなく、前者の徹底的な勝利の中に横たわっている。より強いものは支配すべきであり、より弱いものと結合して、そのために自分のすぐれた点を犠牲にしてはならない。ただ、生まれつきの弱虫だけが、このことを残酷だと感じるにすぎない。しかし、それだからこそ、かれも弱い愚かな人間であるにとどまる。なぜかといえば、この法則が支配しないとしたら、あらゆる有機的生物に可能と思われる進化が、まるで、考えられなくなるに違いないからだ。

　このように、自然の中で一般に妥当する種族の純血への衝動の結果は、ただたんに、個々の種族を外部から鋭く区画するだけでなく、自分自身の内部でのその種族の一様な本質性を保つことでもある。きつねは相変わらずきつねである。がちょうはがちょう、とらはとら等々であり、区別はせいぜい個々の実例での力、強さ、賢さ、器用さ、忍耐力がそれぞれ程度を異にしている点にあるにすぎない。だから、がちょうに対して人間的とでもいえるような気まぐれをその根性の奥底にもつかもしれぬような、そんなきつねなどはけっして見当らないだろう。それは、ねずみに対して友好的な愛情をもったねこがいないのと同じことである。

　したがって、ここでもまた相互の闘争は、生来の嫌悪によるというよりも、むしろ空腹と性愛から起るとでもいえるものである。どちらの場合にも自然は静かに、いや満足して傍観している。毎日のパンのための闘争は、すべて弱いもの、病弱であり、より決断力に乏しいものを敗北させるが、他方、雌のための雄の闘争はもっとも健全なものにだけ、生殖する権利か、さもなくばその可能性を与える。しかし相変わらず、闘争は種の健全さと抵抗力を促進する手段なのであり、したがってその種の進化の原因でありつづける。

　もし、この過程が違ったものであるとしたら、進化と向上はすべて中断し、むしろ、反対のことが現われることだろう。なにしろ、劣等なものは数では、もっとも優れたものをいつも圧倒するものであるから、同じ生命保存の繁殖の可能性があるとすれば、より劣悪なものはきわめて早く増加して、ついに、もっとも優れたものは不可避的に押しのけられてしまうに違いないからである。だからして、より優れたものに有利な改良が企てられなければならぬ。しかし、このことは自然がめんどうをみてくれる。自然は、より弱い部分をたいへん厳しい生活条件に従わせ、そのことだけででも数が制限されるようにするのであるが、しかも、残りのものにも結局、無選択な増加を許さず、ここでも新しく、無情な、力と健全さにもとづく淘汰にぶつからせるのである。

　それから、自然はより弱い個々の生物が、より強いものと結合するのさえ望まなかったが、同じように、より高等な人種がより劣等な人種と混血してしまうのは、それ以上に望まないのである。なぜならば、そうでない場合には、自然によって昔から、おそらくは幾十万年も続けられてきた、より高度なものに進化させてゆくという仕事全体が、一挙に、ふたたび崩れ去ってしまうに違いないからである。

　歴史的経験はこのことについて無数の例を示している。それはびっくりするほどの明めい瞭りようさでもって、アーリア人種（※１）がより劣等な民族と混血した場合、その結果としてかならず文化のにない手であることを止めてしまったということを示している。その住民のほとんど大部分が、劣等な有色民族とはほとんど混血したことのないゲルマン（※２）的要素からなり立っている北アメリカは、主にロマン民族（※３）の移住民が、幾度となく広い範囲にわたって原住民と混血した中央アメリカや南アメリカとくらべて、別種の人間性と文化をもっている。この一つの例でさえも、人種混血の影響をきわめて明白に認識させるのだ。アメリカ大陸の、人種的に純粋で、混血されることなくすんだゲルマン人は、その大陸の支配者にまでなった。かれらは、自分もまた血の冒ぼう瀆とくの犠牲となって倒れないかぎり、支配者であり続けるだろう。




人種交配の結果

　したがって、すべて人種交配の結果は、ごく簡単にいえば、つねに次の通りである。つまり、

　ａ　より高等な人種の水準の低下、

　ｂ　肉体的、精神的退行と、それにともない徐々にではあるとしても、だが確実に進行する廃疾のはじまりである。

　このような展開を招くことは、しかしなんといっても、永遠の創造者の意志に反した罪を犯すことに外ならない。

　だが罪であるから、この行為にも報いがくる。

　人間が、自然の鉄の論理に反抗することを試みれば、自分自身もまた人間としての存在をもっぱら負っている原則と闘争するはめにおちいる。そこで、自然に反対する人間の行動は自分自身の破滅に行き着かなければならない。

　もちろんこの場合、現代の平和主義者からの純粋にユダヤ人的な厚かましい、だが同様愚かな抗議が出るに違いない。「人間は自然をまさに征服しているのではないか！」と。

　非常に多くの人が、このユダヤ人的なナンセンスを無思慮にも機械的に口真似し、ついには、自分が一種の自然征服者の役割を演じているのだとまで実際思い込んでしまっている。だがそのさい、かれらの自由になる武器としては観念の外はなにもないのであり、しかも、その観念たるや非常におそまつであって、そんなものをつかって考えていたのでは、真に世界はわからないのである。




人間と観念

　しかし、人間はどんな事柄についても自然を征服したことなどなく、せいぜい、自然の永遠のなぞと秘密をおおい隠している途方もない、巨大なヴェールのあの端、あるいはこの端をつかみ、持ち上げているにすぎない。また彼は、本当のところ、なにものも発明などせず、全部発見したにすぎない。次に、彼は自然を支配せず、個々の自然法則や秘密についての知識に基づいて、こうした知識がまったく欠けている他の生物の支配者の地位に上ったにすぎない。──以上の諸点を完全に度外視したとしても、ある観念が人類の生成と存在に対する前提を征服することなどできはしない。なぜなら、観念それ自体はまったく、ただ人間に依存するものだからである。人間がなければ、この世界に人間の観念など存在しないし、したがって、観念そのものは、どうしても、いつも人間の存在によって、それゆえまた、その存在の前提条件をつくったところのすべての法則によって制約されているのだ。

　そして、ただそれだけではないのだ！　一定の諸観念は一定の人間に結びつけられてさえいる。このことは、その内容が精密な科学的真理にではなく、感情の世界に起源をもっている思想、あるいは今日、たいへんすっきりした表現でもってよく用いられているところに従えば、「内面的体験」を描写する思想に、きわめてよく妥当するのである。きびしい論理そのものとはなにも関係がなく、純粋な感情表現、倫理的概念等々を表わしているこれらすべての観念は、人間の存在に縛りつけられているのであって、この人間の精神的な想像力、創造力のおかげで観念も存在できるのである。まさにそれだからこそ、この一定の人種や人間の保存がこうした観念の存続のための前提条件なのである。たとえば、この世界で平和主義的思想が現実に勝利することを心から望んでいる人があるなら、かれはドイツ人による世界の征服を願って、あらゆる手段を用い全力を尽くすべきであろう。なにしろ、その逆にでもなろうものなら、最後のドイツ人とともに、最後の平和主義者もまた死滅するに違いないことは、まったく容易に考えられよう。というのも、他の国民は、この平和主義という自然と理性に反したナンセンスに、残念ながらわれわれ民族が落ち込んだほど、そんなに深く落ち込んだことは、古来ほとんどなかったからである。それゆえ、よかれあしかれ平和主義に行きつくためには、戦争をも辞さないことを、堅い意志で決意する必要があるだろう。他ならぬこの平和主義を、アメリカの救世主ウィルソンも意図した、少なくとも、わがドイツの夢想家連中はそのように信じた──それだからこそ、たしかにその目的は達せられた。

　実際、平和主義的、人道的観念も、次のような場合には、おそらくまったくよいものとなろう。つまり、最高の人間が、自分をこの地上の唯一の支配者にしてしまうほどまで、あらかじめ世界を征服し、従わさせてしまっているとしたならばの話である。この場合には、その観念から有害な結果の出てくる可能性は、その観念の実際的な適用がまれとなり、しまいには不可能となる程度にまで、まさしく欠けてしまっている。だから、まず闘争が先であり、その後、おそらく平和主義となるだろう。そうでない場合には、人類はその発展の絶頂を通り越してしまったのであり、その終点は、なにかある倫理的観念の支配といったものではなく、野蛮であり、結局、混こん沌とんである。ここで、もちろん、二、三の人々は笑うかもしれない。しかし、この遊星はすでに幾百万年も、エーテルの中を人間なしで動いていたのであり、もし、人間が自分の高等な存在を、二、三の正気でないイデオローグたちの観念にではなく、自然の鉄則の認識と、断固としたその適用に負っていることを忘れる場合には、わが遊星はいつかふたたび、そのような状態に戻っていくだろう。




人種と文化

　われわれが今日、この地上で賞賛しているすべてのもの──科学、芸術、技術、発明──はただ少数の民族、おそらく元来は唯一の人種の独創力の産物であるにすぎない。こうした全文化の存続もまた、かれらに依存している。かれらが滅亡すれば、かれらとともに、この地上の美しいものも墓穴に落ち込むのだ。

　たとえば、どれほど大地が人間に大きな影響を与えようとも、それにもかかわらず、その影響の結果は、つねに、それぞれ問題となる人種によって違いがあるだろう。ある生活環境が生産性に乏しいことは、ある人種をば最高の能率をあげるように駆り立てるだろうが、他の人種の場合には、あらゆる結果をともなうただきわめて辛い貧困や決定的な栄養不良の原因となるにすぎないだろう。民族の内的素質は、外的影響がどのように実際働くか、その様式をつねに決定する。ある民族にとっては飢餓をもたらすことが、他の民族にはねばり強い労働を教える。

　過去の偉大な文化はすべて、元来創造的であった人種が血をだめにすることによって死滅したため、滅亡したにすぎなかった。

　そのような滅亡の究極的な原因は、つねに、あらゆる文化は人間に依存しているのであって、その逆でないこと、それゆえ一定の文化を保持するためには、それを創造した人間が維持されなければならぬということを忘れたところにある。しかし、この維持はもっともすぐれたもの、より強いものが勝利するという必然性および権利についての鉄則と結びついている。

　生きようと望むものは、したがって戦わねばならぬ、この永遠の格闘の世界で、争うことを望まないものは生きるに値しない。

　たとえ、そのことが困難であったとしても──いずれはそうしたものだ！　けれども、自然を征服しうると信じ、結局のところ、自然をあざけっているような人間の負わねばならぬ運命が、はなはだ苛酷なものであることはたしかである。困窮、不幸、病気がその場合の自然の答えである！

　人種についての法則を誤解し、軽[image: 蔑]する人間は、かれのために予定されたと思われる幸福を現実に失う。かれはもっともすぐれた人種の無敵の進軍を妨害し、そのことによってまた、すべての人間的進歩のための前提条件も妨げるのである。その結果、かれは人間の感受性をもちながら、救うこともできない動物の世界にはいってゆくのだ。

　　　　　　　＊

文化の創始者としてのアーリア人種（※４）

　どの人種あるいは諸人種が人間の文化の最初のにない手であったのか、したがってまた、われわれが人間性という言葉ですべて包括しているものの実際の創始者であったのか、という点について争うことはむだな企てである。現代において、この問いを立てるのはより簡単であり、この場合、答えもまた容易に出てくるし、また明白でもあるのだ。われわれが今日、人類文化について、つまり芸術、科学および技術の成果について目の前に見出すものは、ほとんど、もっぱらアーリア人種の創造的所産である。だが外ならぬこの事実は、アーリア人種だけがそもそもより高度の人間性の創始者であり、それゆえ、われわれが「人間」という言葉で理解しているものの原型をつくり出したという、無根拠とはいえぬ帰納的推理を許すのである。アーリア人種は、その輝く額からは、いかなる時代にもつねに天才の神的なひらめきがとび出し、そしてまた認識として、沈黙する神秘の夜に灯をともし、人間にこの地上の他の生物の支配者となる道を登らせたところのあの火をつねに新たに燃え立たせた人類のプロメテウスである。人々がかれをしめ出したとしたら──そのときは、深いやみがおそらくもはや数千年とたたぬうちに再び地上に降りてくるだろう。そして、人間の文化も消えうせ、世界も荒廃するに違いない。

　もし、人類を文化創造者、文化支持者、文化破壊者の三種類に分けるとすれば、第一のものの代表者として、おそらくアーリア人種だけが問題となるに違いなかろう。すべての人間の創造物の基礎や周壁はかれらによって作られており、ただ外面的な形や色だけが、個々の民族のその時々にもつ特徴によって、決定されているにすぎない。かれらはあらゆる人類の進歩に対して、すばらしい構成素材、および設計図を提供したので、ただ完成だけが、その時々の人種の存在様式に適合して遂行されたのだ。たとえば、数十年もへぬ中に、東部アジアの全部の国が、その基礎は結局、われわれの場合と同様なヘレニズム精神（※５）とゲルマンの技術であるような文化を自分たちの国に固有のものだと呼ぶようになるだろう。ただ、外面的形式──少なくとも部分的には──だけがアジア的存在様式の特徴を身につけるだろう。日本は多くの人々がそう思っているように、自分の文化にヨーロッパの技術をつけ加えたのではなく、ヨーロッパの科学と技術が日本の特性によって装飾されたのだ。実際生活の基礎は、たとえ、日本文化が──内面的な区別なのだから外観ではよけいにヨーロッパ人の目にはいってくるから──生活の色彩を限定しているにしても、もはや特に日本的な文化ではないのであって、それはヨーロッパやアメリカの、したがってアーリア民族の強力な科学・技術的労作なのである。これらの業績に基づいてのみ、東洋も一般的な人類の進歩についてゆくことができるのだ。これらは日々のパンのための闘争の基礎を作り出し、そのための武器と道具を生み出したのであって、ただ表面的な包装だけが、徐々に日本人の存在様式に調和させられたに過ぎない。

　今日以後、かりにヨーロッパとアメリカが滅亡したとして、すべてアーリア人の影響がそれ以上日本に及ぼされなくなったとしよう。その場合、短期間はなお今日の日本の科学と技術の上昇は続くことができるに違いない。しかしわずかな年月で、はやくも泉は水がかれてしまい、日本的特性は強まってゆくだろうが、現在の文化は硬直し、七十年前にアーリア文化の大波によって破られた眠りに再び落ちてゆくだろう。だから、今日の日本の発展がアーリア的源泉に生命を負っているとまったく同様、かつて遠い昔にもまた外国の影響と外国の精神が当時の日本文化の覚かく醒せい者しやであったのだ。その文化が後になって化石化したり、完全に硬直してしまったという事実は、そのことをもっともよく証明している。こうした硬直は、元来創造的な人種の本質が失われるか、あるいは、文化領域の最初の発展に動因と素材を与えた、外からの影響が後になって欠けてしまう場合にのみ、一民族に現われうる。ある民族が、文化を他人種から本質的な基礎材料として、うけとり、同化し、加工しても、それから先、外からの影響が絶えてしまうと、またしても硬化するということが確実であるとすれば、このような人種は、おそらく「文化支持的」と呼ばれうるが、けっして「文化創造的」と呼ばれることはできない。

　この観点から個々の民族を検討するならば、存在するのはほとんど例外なしに、本来の文化創始的民族ではなく、ほとんどつねに文化支持的な民族ばかりであるという事実が明らかになる。

　常に、民族発展の次のような概念が生れる。

　すなわち、アーリア種族は──しばしば、ほんとうに奇妙なくらいの少ない人数で──異民族を征服し、そして新しい領域の特殊な生活環境（肥ひ沃よくさ、風土の状態等）によって刺激されつつ、そしてまた人種的に劣った人間を多量に補助手段として自由に利用することに恵まれつつ、かれらのうちに眠っていた精神的、創造的な能力を発展させる。かれらはしばしば数千年、いや数百年もたたぬ間に文化を創造する。それらの文化は、前にすでに触れておいた、大地の特殊な性質や、征服された人間に調和しながらも、自己の存在様式の内面的特徴を、はじめから完全にもっているのだ。だがついに、征服が自分の血の純粋保存という、最初は守られていた原理を犯すようなことになれば、抑圧されている住民と混血しはじめ、それとともに自分の存在に終末をつける。というのは、楽園での人間の堕落には、相変わらずそこからの追放がまっているに違いないからである。

　千年以上もたった後、抑圧された人種に征服者の血液が残した白味がかった皮膚の色合いの中に、あるいは、支配者が本来の創造者として、かつて創造したにもかかわらず現在は硬直してしまった文化の中に、かつての支配民族による最後の明白な痕跡がしばしば示されている。なぜなら、実際の精神的征服者が被征服者の血の中に消滅するやいなや、人類の文化的進歩のたいまつのための燃料もまた失われてしまったからである！　昔の支配者の血による色合いがこの支配者の記念として、かすかな輝きを保っているように、文化生活の夜もまた、かつて光をもたらしたものたちの残した創造物によってやわらかに照らされている。これら創造物は、すべて昔に戻った野蛮を隅々まで照らしており、そして思慮のないせっかちな観察者にはほとんどの場合、かれがのぞいているのはただ過去の鏡であるにもかかわらず、現在の民族の姿を目の前に見ていると思い込ませるものである。

　したがってこのような民族は二度にわたり、いやもっとひんぱんにさえも自分の歴史を通じて、必ずしも前の遭遇を思い起すことなく、自己の過去の文化をもたらした人種と接触することが生じうる。無意識的に、かつての主人の血の余よ燼じんはこの新しく現われたものにひかれ、強制されてのみはじめは可能だったことが、今や自分の意志で成就されうることとなる。新しい文化の大波は到来し、そのにない手が再び他民族の血液によって滅亡するまでは、継続するのである。

　こうした意味を探究し、今日われわれの歴史科学が残念ながらほとんどそうであるような、外面的事実の描出に圧倒されないということが、今後の文化史および世界史の課題であるだろう。

　だが、「文化支持的」国民の発展についてのこのスケッチの中にすでに、この地上の真の文化創始者であるアーリア人種自身の生成と働き、および──消滅の姿が現われている。

　日々の生活でも、いわゆる天才が世に出るためには特別な機会、いや、しばしば形式的な刺激を必要とするが、民族の生活での天才的人種も事情は同じである。日常の単調さの中では重要な人間もしばしば軽く見られ、周囲の人々の平均以上にそびえ出ることはないのがつねである。ところが、他の人々が絶望したり、困惑するような状況が現われてくるやいなや、目立たない普通の人間の中から天才的性質がはっきりと伸張してきて、その人間を今まで市民生活の平凡さの中で見ていたすべての人々がびっくりすることもまれではない。──だからこそ、予言者は故郷で重んじられることがまれなのである（※６）。このことを観察するためには戦時が一番よい機会なのである。見たところでは無邪気な子供たちの中に、他のものが絶望する困難な時期には突如として決死の決意と氷のように冷静な思慮をもった英雄がぐんぐん成長する。この試練の時期がこなければ、だれもひげの生えていない少年の中に、若い英雄が隠れていることには少しも気がつかないに違いない。天才を登場させるためには、ほとんどの場合、なにかある刺激が必要であった。ある人間の意志をくじいてしまう運命の鉄てつ鎚ついは、他の人間をにわかに鋼鉄に鍛え、そして、日常のおおいが破れると同時に今までに隠されていた核心が、驚いている世間の人々の眼前にあからさまに露出される。その際この人々はひどくびっくりして、かれらと見かけでは同じ種類の人間が突然別な存在になるなどと信じようと欲しない。この経過は、おそらくあらゆる卓越した人間に対してくり返されるものである。

　たとえば、発明者は発明がなされた日にはじめてかれの名声を確実にするとはいっても、だが独創力そのものもまた、そのときになってはじめてその人間の中にはいり込んだなどと考えるのは誤りである。──独創力のひらめきは真に創造的な天分のある人間の頭脳に、生まれた時から存在している。真の独創力はつねに生まれつきであり、けっして教え込まれたり習得されたりするものではない。

　だが、これはすでに強調されたように、個々の人間だけに妥当することではなく、人種についてもいえることである。創造的に活動している民族は、たとえ、表面的な観察者の目には認識されえないとしても、昔から、そして徹頭徹尾創造的な天分をもっているのだ。ここでもまた、外からの認知はつねに実行された行為の結果としてのみ可能である。というのは、その他の人々は独創力そのものを認識することができないで、ただ、この発明、発見、建築物、絵画等々の形態をとって目に見える現象を認識しうるだけだからである。しかし、この場合でもまた、その人々がこの認知に達するまでには、しばしばなお長い時間がかかるのである。個々の卓越した人間の生活において、天才的であるかまたはとにかく非凡である素質も、特別な動機にかられてはじめて実際的な実現に努めるのとまったく同様に、民族の生活においても、存在している創造的な能力や素質の実際の使用は、多くの場合、一定の前提条件がそれに課せられた時はじめて行なわれうるのだ。

　われわれはこのことを人類の文化発展のにない手だったし、今でもそうである唯一の人種──アーリア人種──によってもっとも明白に知るのである。運命がこの人種をさまざまな特別な状況の中に連れ込むやいなや、これらの状況はかれらに存在している素質を矢つぎ早に速度を早めて発展させ、明めい瞭りような形に流し込みはじめる。かれらがそうした場合に創始する文化はほとんどつねに、存在している大地、現地の気候および──征服された人間によって決定的に限定を受ける。もちろん、この最後のものはおおよそ最大の決定的要素である。文化活動に対する技術的前提条件が素朴であればあるだけ、組織的に集中され、応用されることにより、機械の力を代用するような人間の補助手段が存在することを必要とする。より劣等な人間のこのような利用の可能性がなければ、アーリア人種は、けっして、かれらの後代の文化に向かう第一歩を踏み出すことができなかったに違いない。そのことはアーリア人種が慣らすのを心得ていた個々の有用な動物の助けがなくては、今日、まさにこの動物を徐々に必要とさせなくなった技術にかれらが到達しえなかっただろうことときっちり同じである。「ムーア人は義務を果したら下がってよい（※７）」という言葉は、残念ながら十分すぎるくらいの深い意味をもっているのだ。幾世紀もの間、馬は人間に奉仕し、今や自動車によって馬そのものを余分なものにした発展の基礎を作るため、協力しなければならなかった。幾年もたたぬ間に馬はその活動を止めてしまうだろうが、しかし、馬の以前の協力がなければ、人間はおそらく今日の状態にまで達するのはまず困難だったに違いない。

　だから、より高い文化の形成には、より劣った人間の存在が一つのもっとも本質的な前提条件であったが、それはただかれらだけが、それがなくてはより高度の発展がまったく考えられないような、技術的補助手段の不足を補充することができたからである。人類の最初の文化が、慣らされた動物よりも、むしろ、より劣った人間の利用に基づいていたのは確実である。

　征服された人種の奴隷化の後に、やっと同じ運命が動物にも襲いはじめたのであり、多くの人々がおそらく信じたがっているようにその逆ではなかった。なぜならまず敗者が鋤すきを引っぱった。──そしてかれの後に、はじめて馬が引くようになった。けれども、ただ平和主義の馬鹿者だけが、これを、あらためて人類のいまわしさの特徴だと見なしうるにすぎない。かれらはまさしくこの発展が、結局のところ、その立場に立ってこそこの使徒連中が今日自分たちのいかさま治療を世界にもたらすことができるような、そういった立場に到達するために行なわれなければならなかったことをはっきり意識していない。

　人類の進歩は、終りのないはしごを登るのに似ている。まず下の段を踏まねば、上の段に達することはまったくできない。したがって、アーリア人種は現実が示した道をば歩くべきであって、現代の平和主義者の空想が夢見る道を歩んではならなかった。だが現実の道は困難であり、辛いものであるが、ただその道だけが、他の道が人類を好んで夢想させはしても、実際には残念ながら近づけるよりはむしろ引き離してしまう、そのような方向へ導いてくれる。

　だから、アーリア人種がより劣った民族と遭遇してかれらを征服し、自分の意志に服従させた場所に、最初の文化が生じたのは少しも偶然なことではない。その場合これらの民族は生成しつつあった文化に奉仕する最初の技術的な道具であったのだ。




混血の結果

　だが、それでもってアーリア人種の進むべき道が、明白に指令されたのではなかった。かれらは征服者として劣った人間を従え、そしてこれらの人間の実際的な活動を自分たちの命令の下に、自分たちの意欲に従って、自分たちの目標のために規制したのだ。しかし、かれらがこれらの人間をそのように辛くはあっても有用な活動に導く際に、かれらは被征服者の生活を保護しただけでなく、そのものたちに、おそらく以前のいわゆる「自由」であった頃よりも、いっそうよい身の上さえも与えたのである。かれらが支配者の地位に断固として固執しているかぎり、現実的に支配者に止まっているだけでなく文化の保持者であり、推進者でもあった。なぜなら、文化はもっぱらかれらの能力、したがってかれらの保持それ自体に基づいていたからである。被征服者がかれら自身を高めはじめ、多分言葉の上でも征服者に近づくようになると、支配者と奴隷の間の厳格な隔壁も崩れた。アーリア人種はかれらの血の純粋性を放棄し、それとともに自分自身のために創造した楽園の居所を失った。かれらは人種の混血によって没落し、徐々に、ますます自分の文化能力を失い、ついには、精神的なだけでなく肉体的にも、自分の先祖たちに似るよりも、むしろ被征服者や原住民に、より似はじめたのである。ある時期は、かれらもまだ現存する文化財で食いつなぐこともできたが、だがその後硬直が現われて、かれらは忘却されてしまった。

　そのようにして、文化と国家は新しい創造物に場所をあけるために崩壊する。

　混血、およびそれによってひき起された人種の水準の低下は、あらゆる文化の死滅の唯一の原因である。なにしろ、人間は敗戦によって滅亡はしないものであり、ただ純粋な血だけが所有することのできる抵抗力を失うことによって、滅びるものであるからである。

　この世界では、よい人種でないものはクズである。

　あらゆる世界史的事件は、よかれあしかれもろもろの人種の自己保存衝動の表現にすぎない。

　　　　　　　＊

アーリア人種の意義の根拠

　アーリア人種の本性がもつ、卓越した意義の内的根拠についての問いは、次のように答えられる。つまり、その意義は自己保存の衝動そのものを、より強く素質としてもっていることにではなく、むしろ、その衝動を特別な仕方で発現することの中に求められうるということなのである。生存への意志は、主観的に見れば、いずれも同じように大きいのであって、ただ実際に具体化する形式からだけ異なっているに過ぎない。もっとも原始的な生物では、自己保存衝動が自分の自我に対する関心以上に出ることはない。われわれはこの傾向をエゴイズムと呼ぶが、エゴイズムはこの場合、時間さえも包んでしまい、その結果瞬間自体があらためてすべてを要求し、来たるべき時間になにものも与えようと欲しないところまでも進むのである。動物はこの状態の中で、ただ自分のために生きているのであり、ただその時々の空腹のために、えさを求め、自分の生存のためにだけ闘争する。だが、自己保存衝動がこのような仕方で発現されるかぎり、一つの共同体を形成するための基礎はそれがたとえ家族の原始的形式であるとしてもまるで欠けている。雄と雌の間の共同体でさえ、単純な結合を越え出て自己保存衝動の拡大を要求するが、その場合は、自分の自我のための関心と闘争は他の半分の部分にも向けられるのである。雄はしばしば、雌のためにえさを探すが、ほとんどの場合両者は子供たちのために食しよく餌じを求める。一方を守るためにほとんどつねに他方が味方し、したがってこの場合犠牲的精神のきわめて単純ではあってもその最初の形式が生じている。家族のせまいわくの限界を破ってこの精神が拡張されると、より大きな結合、そして最後に正式な国家を形成するための前提が生じる。

　地上のもっとも劣等な人間では、この犠牲は非常に小さな範囲にだけ存在しているだけであって、家族の形成を多くの場合越えない程度のものである。それゆえ、純粋に個人的な関心を喜んで無視しようという気持ちが増大すればするほど、ますます包括的な共同体を建設する能力も高まる。




共同体への奉仕

　個人的な労働を傾注し、また必要ならば、他のために自分の生命をも犠牲にしようとするこの意志は、アーリア人種ではもっとも強力に養われている。アーリア人種は精神的特性そのものが最大であるのでなく、あらゆる能力を共同体に喜んで奉仕させようとする程度が最大なのである。かれらにおいて、自己保存衝動はもっとも高尚な形式に達したが、そのさい、かれらは自分の自我を全体社会の生活に進んで従属させ、必要な時には犠牲にさえした。

　アーリア人種の文化を形成し、改造する能力の源泉は知的天分にだけ求められるものではない。かれらが、それだけしかもたなかったとすれば、知的天分によって、その能力はいつもただ破壊的に働きうるだけであり、けっして、組織的に働くことはなかっただろう。なぜなら、あらゆる組織のもっとも内面的な本質は、個々人が自分の個人的意見や関心を主張するのを断念し、両方ともに、多数の人間のため犠牲とすることに基づいている。この一般性という回り道を通ってはじめて、かれらは自分の分け前を取戻す。たとえば、かれらは今や直接自分自身のために労働するのではなく、自分の活動と一緒に全体社会のわくの中にはいり込むが、それもただ自己の利益のためばかりでなく、全体の利益のためにそうする。この信念のもっともすばらしい説明は、かれらの「労働」という言葉によって与えられる。かれらはこの言葉によって、けっして生活維持そのもののための活動を理解していないのであり、一般の利益に矛盾しない創造だけを考えている。他の場合には、かれらは人間の働きを示すのに、それが同時代の人々の幸福を顧慮せずに自己保存衝動に奉仕する限りでは、盗み、暴利、強奪、押し込み等々の言葉を用いる。

　自分の自我の関心を、共同体の保存のために押し殺してしまうこの信念は、実際あらゆる真に人間的な文化の第一の前提条件である。それからのみ、創始者はほとんど報われないにしても、後世にはきわめて豊かな繁栄をもたらす、人類のあらゆる偉大な労作は生じる。まったくそれからしか、どうして非常に多くの人々がかれら自身にただ貧乏と質素な生活を強いながら、だが全体社会の存在の基礎を確実にするつつましい生活を誠実に耐えることができるのかは理解しえない。あらゆる労働者、農民、発明者、官吏等々は、自身では相変わらず幸福や裕福になることができずに活動しているが、かれらは、たとえ自分の行為のより深い意味が自身につねに気づかれていないとしても、この高い理念のにない手である。




全体社会に対する犠牲能力

　だが、人類の扶養およびあらゆる人間的進歩の基礎としての労働に当てはまることは、よりいっそう人間およびその文化の保護について当てはまることである。共同体の生存のために、自分の生命をささげることはあらゆる犠牲的精神の中でも最高のものである。ただこれだけが、人間の手が築いたものを再び人間の手で破滅させたり、あるいは自然によって全滅させたりすることを阻止する。

　まさしくわがドイツ語は、この意味での行為をみごとに表わす言葉、義務の遂行──つまり自己自身を満足させるのでなく公衆に奉仕する行為──を所有している。

　そのような行為が出てくるところの根本的な志操を、われわれは──エゴイズムや私利と区別して──理想主義と名づける。われわれはその言葉によって、ただ個人が全体社会に対する、かれの同胞に対する犠牲能力を理解するのである。

　しかし、理想主義はなにか余計な感情発現を示すものではなく、それは実は、われわれが人類の文化といっているものの前提条件で過去にあったし、現在あり、また未来もあるだろうということ、それどころか理想主義のみが「人間」という概念を創造したということ、これらのことを再三、再四認識し直すことは非常に重要なことである。アーリア人種はこの内面的な志操によってこの世界におけるかれらの地位をえたのであり、世界に人間が存在しているのもその志操のお陰である。なぜなら、その志操だけが純粋な精神の創造的な力を陶とう冶やしたのであり、この力が粗野な腕力と天才的な知性のすばらしい結婚を通じて、人類の文化の記念碑をつくり出したからである。

　かれらの理想的な志操がなければ、すべて精神のほんとうにまぶしいような能力も、ただ精神それ自体に過ぎず、内面的な価値をもたぬ外面的見せかけであり、けっして創造力ではないだろう。




もっとも純粋な理想主義・もっとも深い認識

　ところで、真の理想主義は個人の関心や生命を全体社会に従属させることに外ならないが、だが、それはまたあらゆる種類の組織的形態を形成する前提条件を意味するのだから、理想主義は究極的には自然の最高意志に対応するのである。理想主義だけが人間を導いて、力と強さの特権を喜んで承認させ、そのようにして全宇宙を形作り、組織しているあの自然の秩序の前に人間を微分子とする。

　もっとも純粋な理想主義は無意識の中に、もっとも深い認識と一致する。

　どれほどこのことが当っており、またどれほど真の理想主義が不真面目な空想とかけ離れているかは、たとえば、堕落していない子供、健全な少年に意見をいわせてみればすぐわかることである。ある「空想的」平和主義者の長広舌を理解できず、拒否するような同様な青年は、かれの民族全体の理想のために若い生命を喜んで投げ出すのだ。

　この場合、意識せずに本能は、必要ならば個人を犠牲にしても、種を保存しようという、より深い必然性の認識に従い、平和主義的おしゃべり連中の空想に抗議する。かれらはまぎらわしいことをいっていても、ほんとうはなお臆病なエゴイストだから進化の法則に違反する。なぜなら、この法則は公衆のための個人の献身によってひき起されるものであって、臆病な知ったかぶりの連中や、自然の批判者の病的な観念によって実現されるものではない。

　理想的な志操がまさに消滅にひんしている時代には、それゆえわれわれは、共同体を形作り、そうして文化の前提条件を創出する力の低下をすぐにも認めうるのである。エゴイズムがある民族の支配者となりさえすれば、秩序の紐ちゆう帯たいはゆるめられ、そしてせかせかと自分の幸福を追い求めている中に、人間は天国からいよいよ地獄へ落ち込むのである。

　たしかに後世の人々でさえも、自分の利益にのみふけった人々は忘れて、自分の幸福を断念した英雄をほめそやすのだ。

　　　　　　　＊

アーリア人種とユダヤ人

　アーリア人種に、もっとも激しい対照的な立場をとっているのはユダヤ人である。世界のどの民族でも、いわゆる選ばれた民族より以上に自己保存衝動の強く発達しているものはない。これについてのもっともよい証拠としては、この人種が存在しているという単純な事実だけでもう十分である。過去の二千年間に、内面的素質や性格等がユダヤ民族ほど少ししか変化を受けなかったような民族はどこにあるだろうか？　最後に、どの民族がこれよりもより大きな波は瀾らんを体験しただろうか──またどの民族が、それにもかかわらず、つねに同一の民族として人類の驚くべき破局の中から、変わることなく出てきたのだろうか？　これらの事実は生命に対し、種の保存に対し、なんという不屈きわまりない意志が存在していたかということを証明する！

　ユダヤ人の知的性質は幾千年の月日によって教育されたものである。ユダヤ人は、今日では「利口」で通用しているし、またある意味では、あらゆる時代にそうであった。しかし、かれらの知性は自分が進化した結果ではなく、他者をお手本の実物教授の結果である。人間の精神も段階をへなければ高く登ることはできない。精神は上に登る一歩ごとに過去の残した基礎を必要とするのだ。しかも、一般的な文化の中でだけその基礎は出現しうるのだという広い意味においてである。あらゆる思考作用は、わずかな部分だけが自分の認識に基づいているが、そのほとんどは過去の時代の経験に基づくものである。一般的な文化水準は、多くの場合気づかれはしていないが個々人に予備知識を非常に豊富に供給する。それゆえ、そのように準備された個人は、容易に自分の歩みをさらに踏み出してゆくことができる。たとえば今日の少年は、ここ数百年に現われた実に無数の技術的成果の下に成長しているので、百年前にはまだ最大の知力をもった人々にも謎なぞであった多くの事柄を、たとえかれにとって、そうした方面でのわれわれの進歩を追跡し理解するためには決定的な意味があるにしても、自明のこととしてもはや少しも気にとめないのだ。天才的知力の持ち主でさえも、前世紀の二十年代に没して、今日突然かれの墓から出てきたとすれば、ただかれの精神を今日の時代に適応させることだけでさえも、このごろの天分も普通な十五歳の少年の場合よりいっそう困難に違いない。なぜなら、かれには数限りない予備教育がすべて欠けているが、これを、現代人は成長する間に、その時々の一般的な文化現象の中でいわば無意識的に受けているからである。

　だがユダヤ人は──間もなく明らかになる理由から──けっして自分の文化をもってはいなかったから、かれらの精神的労作の基礎は、つねに他から与えられていたのだ。かれらの知性はあらゆる時代を通じて、かれらの周囲にある文化圏にたよって発達した。

　けっして、その逆の経過が生じたことはなかった。

　なぜなら、ユダヤ民族の自己保存の衝動は弱いどころか、他の民族よりもむしろずっと強かったとしても、またかれらの精神的な能力がややもすれば、他の人種の知的天分と匹敵するかのような印象を与えたとしても、なお文化民族に対するもっとも本質的な前提、つまり理想主義的志操はまったく欠けているからである。

　ユダヤ民族における犠牲的精神は、個人のあからさまな自己保存の衝動を越え出てはいない。一見して強い同族感情は、この世界での他の多くの生物にも同様に見られるような非常に原始的な群居本能に基づくものである。その場合、群居衝動がつねに共通の危険によって目的にかなうか、あるいは避けがたいものと見える時に限って、相互扶助にまで達するにすぎないという事実は注目に値する。たった今、獲物に共同で襲いかかっているその同じおおかみの群が、空腹が和らげば、再び一ぴきずつの動物になって散ってしまう。馬についても同じことがいえるのであり、襲撃者には一致して防ごうとするが、危険を乗り越えてしまうと再び散り散りになる。




ユダヤ的エゴイズムの結果

　ユダヤ人の場合も似た事情にある。かれらの犠牲心は外見上だけのものである。それは、各個人の生存にとって無条件に必要である期間だけ続くに過ぎない。だが、共通の敵が克服され、皆を脅かしていた危険が取り除かれ、獲物が隠されてしまうと同時に、ユダヤ人相互間の見せかけの調和は中断してしまい、もとから存在していた素質が再びとってかわるのである。ユダヤ人は共通の危険がそのように強制するか、共通の餌え食じきがそそのかす場合にだけ一致するのであって、この二つの理由が消えてしまえば、きわめてはなはだしいエゴイズムの本性が当然のこととなり、一致した民族からてのひらを裏返すように、相互に血みどろの闘争をするねずみの群が現われてくる。

　この世界にユダヤ人だけがいるのなら、かれらは泥や汚物に息がつまりながらも、憎しみに満ち満ちた闘争の中で相互にペテンにかけよう、根こそぎにしようと努めるに違いない。ただしかし、それはかれらの臆病に示されている犠牲心の完全な欠如が、この場合にも、この闘争を猿芝居にしてしまわなければの話である。

　したがって、ユダヤ人が闘争において、あるいはもっと適切にいうならば、かれらの隣人から強奪する場合において、団結しているという事実から、かれらにある種の典型的な犠牲心が存在するのだと推論しようとするのは、根本的な誤りである。

　この場合でもユダヤ人を導くものは、個人のあからさまなエゴイズム以外のなにものでもないのだ。

　したがって、ユダヤ人の国家も──これはある人種の自己保存と増加のための活発な有機体であるとされるが──領域的にまったく限られていない。なにしろ、国家組織を一定の空間でもって理解するのは、つねに国家的人種という理想主義的な志操、特に労働という概念の正しい把握を前提にしなければならぬからである。まさしくこの態度の欠如する程度に応じて、空間的に限られている国家を形成しようとする試みばかりか、保持しようとする試みさえもだめになる。だがそれとともに、文化を成立させうる唯一の基礎もなくなってしまう。




ユダヤ人の見せかけの文化

　したがってユダヤ民族は、あらゆる外見上での知性的特性をもっているにもかかわらず、なお真の文化、とくに自身の文化をもっていない。なぜならば、ユダヤ人が今日見せかけの文化においてもっているものは、他の民族のものであったのがかれらの手によってほとんどもうだめにされてしまった文化財なのである。

　人類文化の問題に対するその態度についてユダヤ主義の批判をする際に、本質的特徴としてつねに注意を怠ってならないことは、けっしてユダヤ人の芸術など存在しなかったということ、だから今日でも存在していないこと、とりわけ、あらゆる芸術の中でも女王の位を占める二分野である建築と音楽は、ユダヤ人全体になんの独創も負うことはできないということである。この芸術の分野でかれらによって行なわれたことは、改良を企ててかえって改悪したことか、あるいは精神的ぬすみとりである。したがって創造的な、それゆえ文化的な天分のある人種を選別させる特質はユダヤ人に欠けている。

　どれほどユダヤ人が、ただ後から共感しつつ、より適切にいえば堕落させつつ他民族の文化を引き継いでいるかは、自分の工夫も最少ですむように思われる芸術、つまり演劇術にユダヤ人がもっとも多く見出されることから明白である。だがこの場合でさえも、かれらはほんとうは「道化師」にすぎず、もっと適切にいうならばさる真似である。なにしろここでさえ、かれらはほんとうに偉大なものについての究極的な描出ができないからである。ここでさえかれらは独創的な創作者ではなく、皮相な模倣者であり、その場合、あらゆるそこで使用される道化やトリックもけっしてかれらの創作能力が内面的に生命を欠いていることをだまし通すことはできないのである。だがそのさい、ユダヤ新聞はきわめて好意的に後援して、ただユダヤ人でありさえすればだれでも、たとえどんな平凡な大根役者であろうとかまわずに、ホジアナーとたいそうな賛美の叫び声をあげるので、他の人々はついに、ほんとうは哀れな役者を見ているに過ぎないのにもかかわらず、芸術家を自分たちは見ているのだと思い込んでしまう。

　いや、ユダヤ人はどのような文化形成力ももっていない。というのは、それがなければ人類の真により高い発展が不可能であるような理想主義がかれらには存在していないし、また存在したことがなかったからである。だから、かれらの知性はけっして建設的に活動しないだろうし、かえって破壊的に働き、おそらくきわめて稀まれな場合にせいぜい人を刺激するくらいのものである。しかもこの場合、「つねに悪を欲してしかもつねに善を行なう力（※８）」の原型として働くに過ぎない。ユダヤ人によって、人類のなにかある進歩がなされたということはないのであって、かれらに反抗して、進歩はなされるのである。




ユダヤ人は遊牧民でない

　ユダヤ人は一定の領域の境界をもつ国家をけっして所有しなかったし、したがってまた、自分に固有なものと呼ぶ文化ももたなかったから、遊牧民の系統に数えられるべき民族であるかのような観念が生じた。これは大きな危険な誤りである。遊牧民が一定の限られた生活圏をもっていることはまったくたしかなことであり、ただ、かれらはその生活圏を定住的な農民のように耕作することなく、自分の領域を一緒にさすらっているかれらの家畜の収益でもって生活しているというに過ぎない。この外面的な理由は、定住を簡単に許さない土地の乏しい産出力に求められる。しかし、より深い原因はある時代、ある民族の技術的文化とある生活圏の自然的貧困との間の不均衡にある。アーリア人種でもそこでは、千年以上もかかって発展させた技術を使うことで、やっと団体的植民により広い土地の支配者となり、生活の必要物をそこからまかなうようになるというような地域もあるのだ。アーリア人種がこの技術を所有しないと仮定すれば、かれらはこの地域を避けるか、遊牧民と同じように不断にさまよって暮らしを立てなければならぬに違いない。それもかれらの千年間もの定住の訓練と習慣がこの暮らしをまったく耐えられないと思わせないことが前提されての上である。アメリカ大陸の開拓の時代に数多くのアーリア人種がわなで狩猟したり、猟師等になって生活を戦いとり、しかも、しばしば女や子供を伴ったかなりの大集団でつねに移住して、かれらの存在は完全に遊牧民のそれと同じであったことは熟慮されなければならない。だが、かれらの数の増加とより優れた手段によって荒地を開かい墾こんし原住民に対抗しうるようになるやいなや、定住地が国内に急激にますます成長していったのだ。




ユダヤ人は寄生虫

　多分、アーリア人種も最初は遊牧民であり、時代の流れとともに定住するようになっただろう。だがそれだからこそ、かれらはけっしてユダヤ人などではなかったのだ！　否、ユダヤ人は遊牧民ではない。なにしろ、遊牧民でも「労働」という概念に対して一定の態度をすでにもっていたのであり、この態度は後の発展のための基礎として、発展に対する必然的で精神的な前提条件が存在している限りで役立ちえた。だが理想主義的な根本的見解は、たとえきわめて薄かったには違いないとしても遊牧民には与えられていた。したがって、遊牧民はかれらの存在様式の全体にわたってアーリア民族とはおそらく無関係であるように見えるとしても、だが性の合わぬものではないだろう。これに反して、ユダヤ人にはおよそそうした態度は存在していないのであり、それゆえかれらは遊牧民でもなく、つねに他民族の体内に住む寄生虫に過ぎない。しかもかれらがしばしば今まで住んでいた生活圏を放棄してきたことは、かれらの意図によるものではなく、追出された結果であり、かれらは、時々悪用した母体民族によって追出しを受けた。だがかれらの自己繁殖は、すべての寄生虫に典型的な現象であり、かれらはつねに自己の人種のために新しい母体を探している。

　しかし、これは遊牧生活とはなんの関係もない。というのはユダヤ人は自分の占めた地域を再びあけようなどとは考えもせず、腰を下したところに止まり、しかも暴力によって非常に困難であるとしてもかろうじて追放できるほどにがんこなのである。かれらが常に新しい国々へ延び広がってゆくのも、そこにかれらの生存のための一定の条件が与えられる時機がきてはじめて可能である。ただかれらはそれによって──遊牧民のように──今までの住居を変えることはないのである。かれらは典型的な寄生虫であり続ける。つまり悪性なバチルスと同じように、好ましい母体が引き寄せられさえすればますます広がってゆく寄生動物なのである。そしてかれらの生存の影響もまた寄生動物のそれと似ている。かれらが現われるところでは、遅かれ早かれ母体民族は死滅するのだ。

　ユダヤ人はこのようにして、あらゆる時代を通じて他民族の国家の中に生活して、そこで自分自身の国家を形成していたが、この国家はもちろん外面的な事情がその本質をすっかりあばいて見せなかった間は、「宗教共同体」の名称の下に仮装して行動するのがつねであった。だがかれらはひとたび自分を守るおおいがなくてもすませるほど十分に強くなったと信じたならば、いよいよそのヴェールを落して、急に、非常に多数の人々が以前には信じもまた見ようとも欲しなかったもの、つまりユダヤ人になったのである。

　他国民および他国家の体内に住む寄生虫としてのユダヤ人の生活中には、ある特性がたしかに存在している。これはかつてショーペンハワーに、すでに引用しておいた金言を語らせたものである。つまり、ユダヤ人は「噓の大名人」であるといわせたのだ。生存するためにユダヤ人は噓をいわなければならないが、しかも北欧人が暖かい衣服の着用を余儀なくさせられると同じように、不断の噓つき屋にまで駆りたてられるのだ。




ユダヤ人の「宗教共同体」

　他民族の内部でのかれらの生活は、かれらが問題にするのは一つの民族ではなく、特殊なものであるとしても一つの「宗教共同体」であるというような意見を、一般に呼び起すことが成功する場合にのみ、継続が保証される。

　しかし、これは第一の大きな噓である。

　かれらは、民族の寄生虫として自分の生存をつづけてゆくためには、自分の固有の存在様式を放棄しなければならない。個々のユダヤ人が知性的であればあるほど、この詐欺もいっそう成功する。たしかに、母体民族の大部分がついには、ユダヤ人は特殊な信仰箇条をもってはいても、実際上はフランス人あるいはイギリス人、ドイツ人またはイタリア人であると真面目に信じてしまうほどまでに成功する。とくに、つねづね知識の歴史的断片ばかり詰め込まされているように思える国家の役人たちが、この恥ずべき詐欺に一番たやすく犠牲となる。自主的に考えることは、この社会ではしばしば神聖な立身にそむくほんとうの罪であるとみなされて、その結果たとえばバイエルンの内閣が今日でもまだ、ユダヤ人がある民族に属するものであり、ある「宗派」に属するものではないということに、ぼんやりした予感をもっていないとしても、驚く必要もない。だが、ユダヤ人に所有されている新聞の世界を一見するだけで、もっとも低い知力の持ち主にさえ、このことはすぐに明らかになるはずである。もちろん「ダス・ユーディッシェ・エヒョウ」紙はまだ官報ではないので、したがって、このような政府の権力者たちの知性にとっては、考える規準にならないものかも知れない。

　ユダヤ人は、つねに一定の人種的特性をそなえた民族だったのであり、けっして宗教だったのではない。ただかれらの生活の必要が、自民族に属するものに向けられている不愉快な注意をまぎらわせうる手段を、すでに早くからユダヤ人に求めさせていたのだ。だが、宗教共同体という他から借りた概念をすべり込ませるより以外に、より目的にかなうと同時により無害であるような、どんな手段が存在しただろうか？　というのはこの場合でも、すべては借りものであり、より適切にいうならば盗んだものである。──元来自己の存在様式からして、理想主義をどのような形式にしろもたず、したがってまた、彼岸に対する信仰にも完全に無縁であるという点だけで、ユダヤ人は宗教制度など所持できない。だがどのような形式にしろ、死後の生命への確信を欠くような宗教は、アーリア人種の見解からは考えることができない。実際にまた、タルムード（※９）は彼岸の準備のための書物ではなく、この世での実際生活、しかもそう悪くはない生活のための書物にすぎない。




ユダヤ教の教義

　ユダヤ教の教義は、第一は、ユダヤ人の血の純粋さを保存するための、またユダヤ人相互の交際およびそれ以上に他の人々、つまり非ユダヤ人との交際までも規制するための命令である。だがここでも、けっして倫理的問題は扱われずに、極端につましい経済的問題が論じられている。ユダヤ教の教理の倫理的価値については、かなり突っ込んだ研究が今日存在しているし、いつの時代にもすでに存在していた。（ユダヤ人の側からではない研究のことである。ユダヤ人自身のそれについての駄弁は当然目的にかなっている。）これらの研究はこの種の宗教がアーリア的概念から見れば、まさに無気味なものであることを教えている。しかしなお、最上の特徴表示はこの宗教教育の産物、すなわちユダヤ人自身によって与えられる。かれらの生活はただこの世のものであるに過ぎず、かれらの精神は真のキリスト教とは内面的にまったく無関係であり、その本質は二千年以前に新しい教義の偉大な創始者、つまりキリストにさえもそのように考えられた。もちろんキリストは、自分の見解をユダヤ民族に少しも隠さなかったし、必要な時には主のいます神殿から、当時でも相変わらず宗教を営業をやってゆく上のたんなる手段と考えていた、このすべての人類の敵を追い払うためにはむちすらも握った。ところが、そのためにキリストは当然十字架につけられたが、これに反して、わが国の今日のキリスト教政党は、選挙にはユダヤ人の投票をねだり、後には無神論的ユダヤ政党と政治的不正取引を協定しようと努めるまでに品位を落している。それも自分の民族の利益に反してのことなのである。

　ユダヤ主義とは人種ではなく宗教のことであるという、この最初の、また最大の噓の上に、避けることのできぬ帰結として、ますます続きの噓が重ねられてゆく。ユダヤ人の言語に関する噓もまたそれらの噓に属している。言語はかれらには自分の思想を表わすための手段ではなく、その思想を隠すための手段である。かれらはフランス語で話しながらも、ユダヤ的に考えており、ドイツ語の詩に技巧をこらしていてもただ自分の民族性の本質を享楽して生きている。

　ユダヤ人が他の民族の支配者になってしまわない限り、かれらはいやおうなしにそれら民族の言語を話さなければならない。けれども、もし他の民族がユダヤ人の奴隷になるようなことがあれば、かれらはすべて一つの世界語（たとえばエスペラント！）を学ばねばならないに違いない。その結果この手段によってもユダヤ人はかれらをより容易に支配できることだろう！




「シオンの賢人」

　この民族の全存在が、どれほど間断のない噓に基づいているかということはユダヤ人から徹底的にいやがられている「シオンの賢人の議定書（※10）」によって、非常によく示されるのだ。それは偽作であるに違いない、とくり返し「フランクフルター・ツァイトゥング」は世界に向かってうめいているが、これこそそれがほんものであるということのもっともよい証明である。多くのユダヤ人が無意識的に行なうかも知れぬことが、ここでは意識的に説明されている。そして、その点が問題であるのだ。この秘密の打ち明けが、どのユダヤ人の頭から出ているかはまったくどうでもよいことである。だが、それがまさにぞっとするほどの確実さでもってユダヤ民族の本質と活動を打ち明けており、それらの内面的関連と最後の究極目標を明らかにしている、ということが決定的である。けれども、議定書に対する最上の批判は現実がやってくれる。この書の観点から最近の二百年間の歴史的発展を再吟味するものは、ユダヤ新聞のあの叫びもすぐに理解するだろう。なにしろ、この書が一度でもある民族に知れわたってしまう時は、ユダヤ人の危険はすでに摘み取られたと考えてもよいからである。

　　　　　　　＊

ユダヤ人の発展過程

　ユダヤ人を知るためには、かれらが他民族の内部で、また数百年の時の流れの中で歩んできた道を研究するのが最上の方法である。その場合にも、必要な認識に到達するためには、ただ一つの例についてだけ追跡すれば十分なのである。かれらの発展過程は、つねにあらゆる時代を通じて同一であったが、それは、かれらによって侵しん蝕しよくされた民族も、つねに同一であったのとまったく同様である。したがって、そのような観察ではかれらの発展を一定の時期に分けることは当をえている。わたしはこの場合簡単にするためアルファベットで時期を示すことにしよう。

　ローマ人の侵入の進行中に、最初のユダヤ人がゲルマニア（※11）にやってきたが、それも相変わらず商人としてであった。だが民族大移動の暴風にあって、かれらは再び消失したように見えた。それゆえ、最初のゲルマン国家形成の時代が、新しくそして今日でもつづいている中央および北部ヨーロッパのユダヤ化の端初と見なされる。どこでだろうとユダヤ人がアーリア人種とぶつかった場合には、つねに同一かあるいは似たような発展がはじまる。

　　　　　　　＊

　[image: ]　最初の確定的な定住地が成立するとともにユダヤ人は素早くも「そこに」いるのである。かれらは商人としてやってきて、はじめはまだ自分の民族性を隠すことにあまり注意を払うことはない。ユダヤ人はまだユダヤ人である。おそらくその理由の一部はかれらと母体民族の間にある外面的な人種の相違があまりにも大き過ぎるのに、かれらの言語的知識はなお少な過ぎるし、その上また母体民族の閉鎖性は、かれらが他民族の商人以外のなにかあるものにあえて見せかけようとするには、堅固すぎるに違いない。かれらのすばしこさと母体民族の経験の乏しさのお陰で、ユダヤ人としてのかれらの特徴を保持していることは、けっしてかれらの不利益であるどころか、むしろ利益とさえなるのだ。異国の人は親切に歓迎されるのである。

　[image: ]　次第にかれらは生産者としてではなく、もっぱら仲買人として、経済の中で緩慢に活動をはじめる。千年にわたる商人としての老練さにおいて、かれらはまだ無器用な、とくに際限のない正直さをもったアーリア人種にはるかに勝っている。だからして、もはや商業は近いうちにかれらの独占となりそうである。かれらは金貸をはじめるが、それも相変わらずの高利貸を始めるのだ。実際に、かれらはまたそれによって利子ももち込む。この新しい制度の危険ははじめは認識されず、かえって当座の便利さのために歓迎されさえする。

　[image: ]　ユダヤ人は完全に定住してしまう。つまり、かれは都市や町の特殊な区域に定住し、ますます国家の中に国家を形成する。商業も全金融業もかれらには自分にもっとも固有な特権と考えられ、かれらは容赦せずにそれを利用しつくす。

　[image: ]　金融業と商業は、あますところなくかれらの独占となってしまう。かれらの高利はついに反抗をひきおこし、かれらの増長してゆくその他の厚かましさは激怒を、かれらの富はねたみをひきおこす。かれらが地所をも自分の商業上の対象物の範囲に引き入れて、それを売ることができる、より適切にいうならば、取引の可能である商品にまで引き下げる時、堪忍袋の緒が切れる。かれら自身は土地を耕さず、ただ搾取のための財貨とだけみなしており、その土地に農夫はなるほど止まっていられるが、ただその現在の主人の側からの、きわめてみじめな強奪を受けなければならないから、かれらに対する嫌悪は次第に公然の憎悪へと高まってゆく。かれらの吸血鬼的非道さは大変なものであって、その結果はかれらに対する暴動となって現われる。この異民族はますます注意深く観察されはじめ、かれらの中にいっそう新たな、いやな特徴や人間性が見出されるにおよんで、ついに両者のみぞは調停できないほどになる。

　ついに苦難きわまりない時期にかれらに対する激怒は破裂し、搾取されておちぶれた大衆はアッチラから身を守るために自衛に訴える。大衆は数百年の年月の経過の中でかれらと知り合いになり、かれらがただ存在するだけでもすでにペストと同じくらい危険であることを感じ取る。

　[image: ]　いまやユダヤ人は自分のほんとうの性質を隠さなくなりはじめる。胸くそ悪いようなおせじを使って、かれらは政府に近づいてかれらの金の力を働かせ、このようにして、ますますかれらの犠牲者を新しく搾取するための特許状を確保する。しばしば、この永遠の吸血虫に対する民族の激怒が炎々と燃え上るとしても、この怒りはほんの数年もたたぬ間に、再びユダヤ人がほんのさっき立ち去ったばかりの場所に新たに現われて、昔の生活を最初からやりはじめるのを少しも妨げるものではない。どんな迫害もかれら流儀の人類搾取を止めさせることはできず、どんな迫害もかれらを追放できないのであり、追放されるごとにかれらはすぐ戻ってくるのであり、それも前のままの姿である。

　少なくとも、もっとも邪悪なものだけは阻止するために、人々はユダヤ人に土地の取得を法律でまったく不可能にするように決め、かれらの高利貸的な手から土地を取り上げはじめる。

　[image: ]　諸侯の権力が強まりはじめるに応じて、かれらはますます諸侯に近づいてゆく。かれらは「特許状」や「特権」をねだり、つねに財政的に苦しい君主たちから相応した支払いでもって、大喜びでもらい受ける。これはかれらにとって、どれほど出費させようとも、かれらは数年もせぬ間に支出した金を利子や複利と一緒に回収する。これは不幸な国民の肉体にくっついているほんとうの吸血虫であって、諸侯自身が再び金を必要として吸い取られた血を、お手ずから、かれらからまき上げるまでは離れることはない。

　この芝居はつねに新しくくり返されるが、そのさいのいわゆる「ドイツ諸侯」の役割は、ユダヤ人自身の役割とまったく同じであさましいものである。かれら、つまりこれらの君主達は実際かれらの愛する国民にとっては神の刑罰であったし、かれらと比較されるようなものとしては、今日の諸大臣ぐらいしか見出せない。

　ドイツ国民が、ユダヤ人の危険から最終的に解放されえなかったのは、このドイツ諸侯のお陰である。残念ながらその点については後になっても少しも変更がなかったので、かれらがかつて国民に犯した罪に対しては、ユダヤ人から千倍も当然の報いが諸侯に与えられたに過ぎなかった。諸侯は悪魔と同盟し、悪魔の手に落ちた。

　[image: ]　したがって、ユダヤ人の諸侯籠ろう絡らくは諸侯の退廃にまで導く。かれらが国民の利益に奉仕することを止めてしまい、そのかわりに自分の臣民から不当な利益を収めるようになるに応じて、徐々にではあるが確実に国民に対する諸侯の地位はぐらついてくる。ユダヤ人はかれらの最後を正確に知っており、それを可能なかぎり早めようと努める。ユダヤ人はかれらを真の課題からますます遠ざけ、きわめて邪悪な追従でもって取り入り、悪徳に導き、このようにして、いっそう自分をなくてはならぬものにさせることによって、諸侯の絶え間のない財政困難を促進する。金銭問題すべてについて有能であり、より適切にいえば良心のとがめをもたないユダヤ人は、つねに搾取されている臣民から新しい富を絞り出し、いやはぎ取ることをわきまえている。したがって、これら臣民はますます死出の旅を急ぐことになるのである。このようにして、どの宮廷もそれぞれ「宮廷ユダヤ人」──愛する国民を絶望させるまで苦しめるが、諸侯には絶えざる慰安を用意する怪物がそう呼ばれるのだが──をもっている。人類のこの装飾品が、ついには、外面的にも盛装させられて、世襲の貴族階級にまで立身することがだれを驚かそうか。かれらはこの制度をただ笑いものにするだけでなく、毒殺することさえも手伝う。

　今や、かれらは当然のことながら、いよいよ自分の地位を、繁栄のために使用できる。

　最後に、かれらは土着の人間のもっている可能性と権利のすべてを所有しうるためには、ただ洗礼を受けさえすればよい。かれらはこの用事をすませることによって、実際、幾度となく、新しく息子が獲得されたことのために教会を喜ばせ、他方、ペテンが成功したことのためにイスラエルを喜ばせる。

　[image: ]　今や、ユダヤ人の中にある変化が実現しはじめる。かれらは今まではユダヤ人であった。つまりかれらはユダヤ人以外のあるものに見せかけようということにあまり重点をおいていなかった。そして、このことはまた、きわめてはっきりした人種的特徴が両方にあったので、不可能でもあった。まだフリードリッヒ大王の時代には、ユダヤ人の中に「異」民族以外のなにかを見つけ出そうとはだれも思いつきはしない。ゲーテもやはり、将来キリスト教徒とユダヤ人の間の結婚はもはや法律で禁じられてはならない、という思想に驚いた。だが、なんといってもゲーテは、神に誓って、反動でもなかったし、さらに加えて奴隷でもなかった。かれによって語られたことは、血と理性の声に外ならなかった。こうして──宮廷でのすべての恥ずべき行為にもかかわらず──国民はユダヤ人を自分の体内に入っている異質な物体と本能的に見てとり、かれらにもそれに応じた態度をとった。

　けれども、今やこのことは変わらねばならなかった。千年以上の時の流れの中で、かれらは母体民族の言語をすっかり使いこなすほど習得したので、将来、かれらのユダヤ的民族性を幾分少なめにし、他方かれらの「ドイツ民族性」をより正面に出してゆくことが、あえてできると信じる。なぜなら、これは最初の頃は非常におかしなものであるし、それどころか狂気の沙汰であるように見えもするが、かれらはそれでもなおずうずうしく振舞い、「ゲルマン人」に、したがってこの場合には「ドイツ人」になりすます。考えられうる限りでももっとも下劣な詐欺がこのことからはじめられる。かれらはドイツ民族性に関しては、実のところ、ドイツ語──これもなおすさまじいものだが──を片言まじりに話す技術以外になにももたない。だが、それ以外ではけっしてドイツ人と関係できなかったので、したがってかれらのドイツ民族性はすべて言語だけに依存する。しかし、人種は言語の中にあるのではなく、もっぱら血の中にある。これはまさに、自分の言語の保存にはほとんど重きをおいていないが、それに反して自分の血の純粋保存にはあらゆる考慮を払うユダヤ人が一番よく知っている。人間は無造作に言語を変えることができる、つまり、他の言語を使用できる。しかしその場合は、新しい言語で以前の思想を表現するだろうから、その人間のもっとも内面的な本質は変化しないであろう。このことは、千の言語を語りうるが、それにもかかわらず、つねに同一のユダヤ人に止まっているユダヤ人がもっともよく示している。かれらが二千年前に穀物商人としてオスティア港でラテン語を話したとしても、あるいは小麦粉のやみ商人として今日ドイツ語をユダヤなまりで話そうと、かれらの性格の特徴は同一でありつづける。つねに同一のユダヤ人である。この自明なことが、精神も正常である今日の内閣参事官や高級な警察官吏に理解されないということも、もちろん自明である。なにしろ、現在のわが国の模範的な国家当局のこれら公僕ほどに、本能と知力に欠けているものが、ぶらつきまわっていることは、ほとんどないからである。

　なぜ、突然「ドイツ人」になろうとユダヤ人が決意するのか、その理由は簡単である。かれらは諸侯の権力が次第に動揺しだすのを感じるのであり、したがって早い時期にかれらのこれから立つべき足場をえようと試みるのだ。そして更に、経済全体に対するかれらの金融的支配がすでに非常に進展しているので、かれらは「国家市民」権をすべて所有せずにはその巨大な全組織をもはやこれ以上支えられないし、どっちみち、かれらの勢力をこれより先、増大させることもできない。だがかれらはこの両方を望む。なぜなら、かれらはより高くよじ登れば登るほど、過去のヴェールの中からかれらの古い、かつてかれらに約束された、目標がますます魅力的に頭をもち上げてきて、貪欲の熱病に浮かされてしまい、かれらのきわめて明めい晰せきな頭脳も、世界支配の夢をまたもや手に届く近さに見るのである。そのようにして、かれらの唯一の努力は「国家市民」権の完全取得を実現することに向けられる。

　このことはユダヤ人地区からの解放の理由である。

　[image: ]　このようにして、宮廷ユダヤ人から徐々に国民ユダヤ人が発展する。このことは当然、ユダヤ人は以前と同じように高貴な君主の周囲に止まっており、いやかれらはむしろますますこの社会にすべり込もうと努めることをふくんでいる。しかし同時に、かれらの種族の他の部分が愛すべき国民にへつらうのだ。もし人々がどれほどかれらが数百年の間に大衆に対して罪を犯したか、またかれらがどれほど大衆をつねにくり返し無慈悲にしぼり、その血を吸い尽したか、ということを熟慮する時、またさらに、どれほど国民がそのことによってかれらを次第に憎むことを学び、そして最後には、実に、かれらの存在の中にわずかにユダヤ人以外の民族に対する天罰だけを見てとるようになったか、ということを熟慮する時、人々は、ユダヤ人にとってこの転向がどれほど困難とならざるをえないかを理解しうるはずである。たしかに皮まではがれた犠牲者に、突然自分を「人類の友」であると見せかけるのは骨の折れる仕事である。

　実際、ユダヤ人ははじめのうち、今までかれらが国民に対して犯してきたことを償うかのようにみせびらかしはじめる。かれらは人類の「慈善家」に変装しはじめる。かれらの新しい善行は実際的な動機があるので、かれらは古い聖書の言葉、右手の与えるものを左手に知らしてはならない、で十分であるとばかり思ってもいられないのだ。かれらはよかれあしかれどれほどかれらが大衆の悩みを感じているか、またそのためには、みずからあらゆるものを犠牲にささげようとしているのだということを、可能なかぎり、多くの人々に知らせなければ満足できない。この確かに生まれつきのお慎ましやかさでもって、かれらは自分の功徳を他の人々がほんとうに信じはじめるまで、世間に向かってやかましいばかりに広言する。このことを信じないものは、かれらをひどく侮辱しているのだ。短い期間に早くもかれらは、今までおよそ自分たちだけがつねに不正を加えられてきたのであり、けっしてその逆ではなかったかのように事態をこじつけはじめる。とくに愚鈍な人々はそのことを信じ、この哀れで「不幸な人々」に同情しないではいられない。

　ついでにこのさい、なお注意されなければならないことは、ユダヤ人はあらゆる献身的態度にもかかわらず、個人としてはもちろんなお少しも貧乏になっていないことである。かれらはまったく分配方法を心得ている。いや、多くの場合かれらの善行は実に肥料にのみ比較されることができる。というのは肥料は耕地に対する愛からまかれるものではなく、そのさきの自分の利益に対する予想から与えられるのだからである。だがとにかく、比較的短い期間にユダヤ人は「慈善家で人類の友」となってしまったのをすべての人が認める。なんと珍しい変態が起ったことだろうか！

　だが、ユダヤ人以外の人々には多かれ少なかれ自明のことと見なされていることが、それがユダヤ人にはなにも自明でないというただその理由でもって最高の驚きを、いや多くの人々に明らかな賛美を引き起す。したがって、他の人類よりもかれらがこのような行為をする場合のほうが、なおずっとより高く評価されるということも起ってくる。

　だが、その上さらに、ユダヤ人は急にリベラルになり、人類に必要な進歩について夢中になりはじめる。

　かれらはそのようにして、徐々に新しい時代の代弁者になっていく。

　かれらはもちろん、真に国民の利益になる経済の基礎をますます根本的に破壊する。かれらは株式という間接的手段で、国民生産の循環過程にしのび込み、これを金で自由になる、より適切にいえば取引が可能となる暴利の対象にしてしまい、そのことによって企業体から個人的な所有権の基礎を取り上げてしまう。このことによってはじめて、雇主と雇人の間に後の政治的階級分裂にまで進む内面的不和が現われる。

　だがついにユダヤ人の経済的利害に対する影響は、今や恐ろしいほどの速さで、取引所の上に拡大していく。かれらは国民労働力の所有者になる、あるいはそれほどまででなくとも、その監督者になる。

　自分の政治的地位を強めるために、かれらは、差し当ってなおも自分たちにいたるところで制約を加えていた人種的、国家市民的制限を取り除こうと努める。かれらはこの目的に向かって、かれら独自の粘り強さを総動員して宗教的寛容のために闘争する。──そして、完全にかれらの所有に帰してしまったフリーメイスン（※12）団制度は、かれらの目標を弁護し、また押し通すための主要な道具となる。支配者層も、政治的、経済的ブルジョア階級の上層も、フリーメイスンの意のままに、それとまったく気づきもしないで、かれらの術中に落ち込む。

　ただ民衆そのものの、あるいはむしろ、目覚めてみずから自己の権利と自由のために戦っている階級だけは、フリーメイスンによって、より深く、またより広い層にわたって、十分浸透されるということはありえない。しかし、この人々を十分つかむということは一番必要なことである。なにしろ、ユダヤ人は自分の前に「露払い」が見つからなければ、自分が支配的役割にまで上昇することはできないだろうと感じているからである。だが、かれらはこの仕事をしてくれるものが、ブルジョア階級の中に、しかもその階級のもっとも広い層の中に見つけ出せると思っている。しかし、手袋職人や亜麻布職工は、フリーメイスンの上品な網ではつかめないので、ここでは、よりきめは粗いとしても、それにもかかわらず効果はけっして劣らない手段が試みられねばならない。そこで、ユダヤ主義に奉仕する第二番目の武器として、フリーメイスンに新聞が加わる。これを所有するため、かれらは粘り強さと手腕を十二分に発揮する。かれらは新聞を通じて、徐々に公共生活全体にまといつき、籠絡し、指導し、操りはじめるが、それもかれらが今日では、「世論」という名前でもって二、三十年以前に比べればずっとよく知られている力を生み出し、操る立場にあるからである。

　その場合にかれらは、個人的にはつねに自分をかぎりなく知識欲に燃えているように見せかけ、あらゆる進歩を賞賛するのであるが、もちろん他人を破滅に導く者を一番よくほめる。なにしろ、かれらは必ず自分の民族性を振興する可能性の有無からだけ、すべての知識や発展を評価するからである。そして、この可能性が欠けている場合には、かれらはすべての光に対して容赦のない不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵となり、また真の文化であっても一切憎悪するからである。かれらはそのようにして、他人の授業から獲得したあらゆる知識を、自分の人種に役立たせることだけに利用する。

　しかし、かれらはこの自分の民族性を以前には見られなかったほど監督する。かれらは「啓けい蒙もう」「進歩」「自由」「人間性」等々で満ちあふれているように見えるが、他方かれら自身は自分の人種をきわめて厳格に他人種から隔離する。なるほどかれらは、しばしば自分の娘を勢力家のキリスト教徒の妻にすることはあるが、しかし自分の男系の子供は原則としてつねに純粋に保つ。かれらは他人種の血をだめにするが、自分自身のは保護する。男子のユダヤ人は、ほとんど女子のキリスト教徒と結婚しないが、男子のキリスト教徒は女子のユダヤ人と結婚する。だが、混血児にはそれでもなおユダヤ人の傾向が強く現われる。とくに高位の貴族の一部分は完全に腐敗する。ユダヤ人はそうしたことをまったく正しく理解しており、したがって自分の人種的敵の精神的指導者層をこのような仕方で計画的に「武装解除」する。けれども、この仕事をカムフラージしたり、かれらの犠牲者を眠り込ませるために、かれらはよりいっそうすべての人間の平等について語り、人種や色から注意をそらさせる。愚鈍なひとびとはかれらのいう通りに信じはじめる。

　しかしながら、かれらの全存在様式は相変わらず極度に異民族的な臭気を身のまわりにぷんぷんさせているので、とくに国民中の大衆はあっさりかれらの網にかかるようなことはない。そこでかれらは、自分の新聞によって、実際とはすこしも似ていないで、逆に自分の望んでいる目的に役立つような具合に、自分の肖像をえがかせる。とくにこっけい新聞において、ユダヤ人は害のない小さな民族であるという主張が力を込めてなされる。つまり、この小民族はたしかに自分の特殊性格をもっている、──他の民族もそうであると全く同じように──だがしかし、かれらのおそらくは幾分よそよそしい気持ちを起させる顔つきの中にさえも、あるいはこっけいかも知れぬが、しかし、つねに心底から正直で善良な魂が自然と現われているのだ、と。つねに、かれらを危険であるよりも、むしろつまらぬものと見せかけるのに、一体どれほど骨が折られることだろうか。

　だが、この段階でのかれらの究極目標は、民主主義の勝利することである。あるいは、かれらの理解するところでは、議会主義の支配である。民主主義はほとんどの場合、かれらの要求に一致する。なにしろ、それは人格を排除し──その代りに、愚鈍、無能、そしてこれらに劣らず臆病さ、これらで構成されている多数をもち込むからである。

　この最終結果は君主政の崩壊となるのであり、これは早かれ遅かれ生じなければならない。

　[image: ]　巨大な経済発展は国民の社会層の変動を起す。小さな手工業は徐々に死滅してゆき、したがって労働者の自立した生存を獲得できる可能性がますます小さくなるので、かれらは見る見るうちにプロレタリア化していく。産業「工場労働者」が生まれるが、かれらのもっとも本質的特徴は、かれらはいくら生活を続けていても自立できるような状況にはけっしてならない、という点に求められる。かれらは言葉のもっとも真実な意味において無産者であるし、その晩年は苦しみでしかなく、もはやほとんど生活と表現されるものではない。

　以前すでに、同じような状況が一度生じたことがあるが、それは解消するように強制的な圧力が加わり、解消もしたのである。農夫や手工業者に対して、それと違った階級として徐々に、官吏および使用人──とくに国家に使用される──が加わっていった。かれらもまったく言葉通りの無産者であった。国家はこの不健全な状態の打開策をついに見つけだしたが、それは自身では晩年の生活に対してなにも用意できない国家の使用人の扶養を引き受け、恩給や年金の制度を取り入れることによってであった。徐々にこの例にならう私的企業もぐんぐん増加して、今日では、常雇である頭脳労働者は、その勤めている企業がすでに一定の大きさに達しているか、越えているかぎり、ほとんどすべてが老齢年金を受けている。そして、国家官吏の晩年における生活の保障によってはじめて、戦前のドイツ官吏全体のもっとも優れた特性であった、私心のない義務に対する忠実な態度が育てられた。

　そのようにして、無産状態となっていた階級の全員が、賢明な方法によって社会的不幸から免れて、それとともに全国民の内部に編入されていった。




工場労働者階級

　ところでこの問題はまたもや、そして今度はずっと大規模に、国家と国民に近づいてきた。絶えず新たに、何百万にものぼるたくさんの人間が、新興産業で工場労働者として毎日のパンをえるために、農村から大都市へと引っ越してきた。この新たな階級の労働および生活の状況は悲惨どころの話ではなかった。旧職人や農夫の古くさい労働方法を多かれ少なかれ機械的に新しい形式へ転用することからして、もうなんとしても不都合であった。そのどちらの仕事も、もはや産業工場労働者がしなければならぬ努力とは比較にならなかった。昔の手職では時間はおそらく大して重要ではなかっただろうが、新しい労働方法では時間の果たす役割がますます大切になってきた。昔の労働時間を形式的に工業的大企業に引継いだことは、まさしく悲惨な影響をもたらした。なぜなら、以前の労働の実際的な能率は今日のように労働方法が強化されていなかったから、ほんの小さなものだったからである。したがって、昔は一日十四、五時間の労働時間もまだ我慢できたにしても、一分、一分がすべてぎりぎりまで利用されぬいているような時代には、もうとても耐えられぬことは確実であった。実際昔の労働時間の新しい工業的な仕事へのこのような馬鹿げた引継ぎの結果は、二重の意味で不幸であった。まず健康が破壊され、より高い正義についての信仰が滅びてしまった。そしてついに、それに加えてみじめな解雇が一方では生じ、他方では、それによってますます雇主の地位が高まってゆくのが明白であった。

　田舎では社会問題は起りえなかったが、それというのも、主人と作男が同じ仕事をし、とりわけ同じ物を食べていたからである。しかしここでも変化が生じた。

　今や雇人と雇主の分離は生活のすべての領域で完成されたように思われる。その場合に、もうどれほどわが国の内面的ユダヤ化が進行しているかは、人々が軽[image: 蔑]とまではいかないにしても、手職そのものにたいしてほとんど尊敬をはらわないことからうかがうことができる。これがドイツ的であるとは考えられない。実はユダヤ化であったわが国の生活の外国化によってはじめて、手職に対して以前払われていた尊敬は肉体労働すべてに一般的となったある種の軽[image: 蔑]に変わった。

　このようにして、新たな、ほとんど少しの尊敬も払われないような階級が事実出現するので、およそ国民がおのずとその新階級を一般社会に再編入する力をもつにいたるのだろうか、あるいは身分的相違が階級的分裂にまで広げられるだろうか、といった問いがいつかは現われるに違いない。

　だが、一つだけは確実である。すなわち、その新しい階級は自分の仲間の中に、最低の不良分子をもったのではなく、正反対にどんな場合にも、もっとも力強い分子をもった。いわゆる文化の度の過ぎたお上品さは、まだここでは解体的、破壊的な影響を与えてはいなかった。新階級の大部分はまだ平和主義的軟弱の毒によって柔弱化されていず、たくましく、また必要な折には残酷でもあった。

　ブルジョアジーがこの非常に深刻な問題を一般に気にかけず、無関心に成行きにまかせている間に、ユダヤ人はこの場合に将来に現われることを考えれば見逃すことのできぬ可能性に気がつく。そしてかれらは一方では、人類搾取の資本主義的方法をとことんまで組織化してゆきながら、自分の精神や支配の犠牲者に取り入って、短期間にもう自分自身に対してなされる犠牲者の闘争の指導者となる。もちろん、「自分自身に対して」というのは、ただ比ひ喩ゆ的てきにいっているに過ぎない。なにしろ、この噓の名人は相変わらず自分を潔白なものと見せかけ、罪を他人にかぶせる術を承知しているからである。かれらは大衆を自分で指導するほど厚かましいので、大衆は古今を通じても見られないようなきわめて下劣な詐欺が行なわれえようなどとは、思いもしない。

　しかし、それにもかかわらずそのことは真実だった。




ユダヤ人の戦術

　この新階級が一般的な経済変化から抜け出して発展していくかと思ううちに、ユダヤ人はすでに自分自身がさらに前進するため利用できる新しい露払いをはっきりと見出してもいる。かれらは最初ブルジョア階級を封建的世界に対して破城槌に利用したが、今やブルジョア階級に対して労働者を利用するようになった。だが以前にかれらはブルジョア階級の陰から、市民権をこっそり手に入れることを知ったが、今は労働者の生存のための闘争の中で、自分が支配者になれる道を見つけ出そうと望む。

　その時以来、労働者は、もうユダヤ民族の将来のために戦うという課題をもつに過ぎなくなる。かれらは無意識のうちに、かれらが克服しようと思っている権力に、かえって奉仕させられる。かれらは外見上では資本を攻撃させられるが、その場合でも、まさしくこの資本のためにきわめて容易に闘争させられうるのである。そのさい、ユダヤ人は国際資本に反対してつねにののしっているが、その実は国民経済を頭においている。すなわち、国民経済が破滅させられ、それによって国際的な株式取引所の連中が、その死し骸がいのころがった戦場で凱がい歌かをあげうるようにと望む。

　ユダヤ人のそのさいの処置は次のようである。

　つまり、かれらは労働者に取り入って、その人々の運命に同情するようにみせかけ、あるいは悲惨であり、また貧しくもある宿命に憤慨さえしているように見せかけて、そうして信頼をうる。かれらはあらゆる個々の実際上の、あるいはまた想像上のその人々の生活の困難さを研究して──そのような生活の変革への憧れを呼び覚まそうと骨折る。アーリア人ならともかくだれにでも眠っている社会正義への欲求を、かれらは際限のない狡こう猾かつさでもって幸運な人々への憎しみにまで高め、その際に社会的弊害を取り除くための闘争に対して絶対確実の世界観的刻印を押す。かれらはマルクス主義理論を創始する。




マルクス主義世界観の核心

　かれらはこの理論を、非常に多数の社会正義の主張と離れがたく統合していると言明することにより、その理論の普及を促進させるとともに、逆に真面目な人々にそれらの主張に従うことを嫌わせるようにうながす。というのは、この主張はそのような形式や付随物を伴って行なわれるかぎり、最初から不正であり、いや実現不可能と見られるからである。なぜなら、この純粋に社会的な思想であるというマントの下に、真に悪魔的な意図が隠されているからである。いや、その意図はきわめてずうずうしい露骨さで、完全に公開されているともいえるだろう。この理論は理性と人間的狂気の分けにくい混合物を示しているが、つねに狂気だけは実現されても、けっして理性のほうは実現されることがないのである。人格を、したがってまた国民とその人種的内容を無条件に否認することによって、その理論は全人類文化の根本的な基礎を破壊する。というのは、文化はまさにそれらの要素に依存するからである。このことがマルクス主義世界観の真に内面的な核心であるといってよいが、それはただこの犯罪者的頭脳からの生まれ損ないが「世界観」と呼ばれてもよいというかぎりでのことである。人格と人種が破壊されれば、低級な人間──これはユダヤ人であるが──の支配を妨げる本質的な障害物はなくなる。

　まさしく経済的、政治的なナンセンスの中にこそ、この理論の真意が存在している。なにしろ、そのナンセンスのために真に聡明な人々が皆この理論に奉仕するのを阻止されてしまい、他方精神の働きの乏しいものや、経済について低い教養しかない連中だけが旗をひるがえしてこの理論にかけつけるに過ぎないからである。だが、この運動──なにしろ、この運動でも存続するためにはインテリを必要とする──のためのインテリは、ユダヤ人が自分自身の仲間の中から「犠牲にささげた」ものである。

　このようにして純粋な手工業労働者運動はユダヤ人の指導の下に成立する。それは外見上は労働者の地位を向上させることを目指しているが、実はあらゆる非ユダヤ民族の奴隷化と、したがって絶滅をもくろむものである。




マルクス主義世界論の組織化

　いわゆるインテリの社会に、国民的自己保存衝動の一般的な平和主義的マヒを目指して、フリーメイスンが持ち込んだものは、今日ますますユダヤ的になっている大新聞の活動によって、大衆、とりわけブルジョア階級に伝えられる。この二つの破壊の武器に、今や第三の、そしてはるかに恐ろしい武器として野蛮な暴力の組織が加わる。マルクス主義は攻撃隊、突撃隊として、二つの最初の武器によって破壊工作を準備し、すでに瓦解するまでに成熟させてあるものを、仕上げるべきものである。

　このようにして、ほんとうに巧妙な合同工作が実施される。その結果、多かれ少なかれ神話的でしかない国家権威の代表者とつねに好んで名乗ることを欲する当の諸制度が、それに対して多くの場合無能であったとしても、実際驚く必要はない。わが国の高級な、また最高の国家官吏団の中に、ユダヤ人はあらゆる時代を通じて（少しの例外を無視すれば）自分の破壊工作をきわめて従順に援助してくれるものを見つけている。「上」に対する追従的な奴隷根性と「下」に対する尊大な高慢ちきは、しばしば罰当りな固こ陋ろうさと同様にこの階級を目立たせるものである。この固陋さを打ち負かすことができるものといったら、しばしばお目にかかるまったく驚くような自負心くらいしかない。

　だが、これらはユダヤ人がわが国の官庁に対して入用であり、したがってまた欲しもする特性である。

　今やはじまった実際的な闘争は、大ざっぱに表わせば、次のようになる。

　つまり、ただ単に世界の経済的征服に尽きることなく、世界の政治的な隷属化をも要求するかれらの闘争の究極目標に対応して、ユダヤ人はマルクス主義世界論の組織化を半分ずつに分ける。それらは外見は相互に切り離されているように見えるが、真実は不可分の全体を形成している。つまり、政治運動と労働組合運動である。

　労働運動は宣伝運動である。その運動は、多くの企業家の強欲と目先の利かぬために、労働者がしなければならない困難な生存闘争において、労働者に援助と保護を提供し、したがって、よりよい生活条件を勝ち取る可能性を提供する。労働者が、組織化された民族共同体つまり国家が労働者のことにほとんどといってよいくらい配慮しないような時代にあって、自分の人間としての生活権利の擁護を部分的には責任意識がほとんどなかったり、しばしば無情でもあるような連中の盲目的な自由裁量に任せたいと望むのでなければ、かれらはこの防御を自分の手で行なわなければならない。ところで、いわゆる民族的ブルジョア階級が金銭上の利益で盲目になって、この生活闘争にはなはだしくひどい妨害をするならば、すなわち非人間的な長い労働時間の短縮、年少者労働の廃止、女子の保護と援助、工場や住居の衛生状況の改良等のためのあらゆる試みに、ただ反対するだけでなく、しばしば実際にもサボるとすれば、それにかならず応じて、抜け目のないユダヤ人はそのように抑圧されている人々を世話する。かれらは徐々に労働組合運動の指導者になっていくが、これは非常に楽なことである。というのも、かれらにとっては真剣に社会的欠陥を実際に取り除くことなど問題にはならず、ただかれらに盲目的に服従している経済的闘争部隊を国民経済の独立の崩壊のために教育することだけが目的であるからである。なにしろ、健全な社会政策の指導とは絶えず一方では国民の健康の維持、他方では独立した国民経済の保全という原則の間を調停するものであろうのに、闘争をしていたユダヤ人にとっては、この二つの観点がただ無視されるばかりでなく、その観点の排除こそがかれらの生活目標とされるからである。かれらは独立した国民経済の維持を望まず、かえってその破滅を望む。それゆえに、労働組合の指導者として、目的からはずれているだけでなく、その目的の遂行が実践上不可能であるか、または国民経済の滅亡を意味するような主張を出すことに、少しも良心のとがめを感じえない。かれらはまた、健全で、たくましい種族を自分の前に見たくもないのであり、腐った、圧制できる愚民を望む。この願望はさらに、かれらにきわめてナンセンスな主張を行なわせる。その実際の遂行が不可能であることはかれら自身知っており、したがってそんな主張はちっとも事情を変えることができないだけでなく、せいぜい大衆をめちゃくちゃに興奮させるに過ぎない。しかし、かれらはそこに関心があるのであり、大衆の社会的地位を現実的に、誠実に改良してゆくことには目もくれない。

　したがって、労働組合関係におけるユダヤ主義の支配は、巨大な啓蒙活動が大衆に影響を及ぼして、かれらのけっして終ることのない悲惨さについて大衆の誤りを正してやるか、あるいは国家がユダヤ人とかれらの仕事をやっつけないかぎり、確実なものである。なぜなら、大衆の洞察というものは今日と同様大したことはなく、国家も今日のように無関心である限り、この大衆は相変わらずまっさきに経済の事柄についてきわめて恥知らずな約束をしてくれるものに、まず従うだろう。だがその点では、ユダヤ人は達人である。なにしろ、かれらの全活動は少しも道徳的配慮によって妨げられることはないのだ！

　このようにして、かれらがこの領域から短期間にすべての競争者を追っぱらってしまうのはなんといっても必然的である。あらゆるかれらの内面にある強欲な残酷さにふさわしく、かれらは労働組合運動を同時にきわめて残酷な暴力使用にもっていく。ユダヤ人の誘惑を見抜き反対するものがあるとしても、その人々の勇気も認識もテロでもって破られるのである。そのような活動の結果は法外なものである。

　実際、ユダヤ人は国民にとって神の恵みでありうるはずの労働組合を通じて、国家経済の基礎を破壊する。

　これと平行して、政治的組織化も進行する。

　政治的組織は、労働組合運動が大衆を自己のために準備し、いや暴力で強制的に政治的組織の中へ追い込んでくれる限りでは、労働組合運動と協力する。それはさらに、政治的組織がその巨大な機関を食わせてゆくための絶えざる資金源である。それは個々人の政治的活動の制御機関であり、政治的性格をもつあらゆる大きなデモに駆り立てる役目を果たす。だが最後に、それはおよそ経済的利害にはもう立ち入ることなく、自己の主要闘争手段である労働放棄、マッセンストやゼネストを政治的理念に用立てる。

　その内容が、もっとも教養に乏しい人間の精神の理解力に適応した新聞を創刊することによって、政治的、労働組合的組織は、ついに国民の最下層の人々ががむしゃらきわまる行動に移りたくなるような興奮を与える仕掛けを手にするのである。その新聞の課題は、けっして人間を低級な意見の泥沼から引っぱり出し、より高い段階へ引き上げることではなく、かれらのもっとも低劣な本能に調子を合わせることである。それは考えることがきらいで、しばしばうぬぼれもする大衆に対するものであるから、投機的でもあり、また利益もある仕事である。

　とりわけこの新聞は、国民的独立および国民の文化的高さや経済的自立を援助すると見なされうるもののすべてに、まさに熱狂的な中傷の戦いをしかけて酷評を浴びせかけるのである。

　この新聞はなによりもまず、ユダヤ人の支配権横領に対して腰をかがめようと欲しない人々、あるいはその独創的な能力それだけですでにユダヤ人に危険だと思われている人々、こういった節操のある人物すべてに対してがんがんとがなりたてるのである。なにしろユダヤ人から憎まれるためには、かれらと戦う必要はないのであり、自分以外のものが将来戦いをしかけようという考えを起すかも知れないとか、あるいはその人々の卓越した独創力のためにユダヤ人には敵対的な民族の力と大きさを拡張する人間であるかも知れない、といった懸念だけでもう十分である。

　これらの事柄に関するかれらのたしかな本能はあらゆる人々の心の中の本性をかぎ出し、かれらの精神に同調しない人々は確実にかれらのうらみを買う。ユダヤ人は攻撃を加えられる側ではなく攻撃者であるので、かれらを攻撃する者ばかりか、抵抗する者までもがかれらの敵と見なされる。だが、非常に大胆でしかも正直な人々を破滅させようとして、かれらが用いる手段は正々堂々たる戦いと呼ばれるものではなく、噓と中傷である。

　この場合、かれらはどんなことにもしりごみせず、卑劣さという面では途方もなくでかくなるので、わが民族がまぎれもないユダヤ人の姿にあらゆる悪の象徴としての悪魔の化身を見ているとしても、驚くことは不必要である。

　ユダヤ人の内的本性について大衆が知っていないことや、わが国の上流階層が感受性に欠けて固陋なことなどが、民族を簡単にこのユダヤ人の噓つきキャンペインの犠牲にしてしまう。

　上流階層が生まれつきの臆病からユダヤ人によってこのように噓と中傷で攻撃をしかけられた人々を見捨てるのに、他方大衆は愚鈍さや単純さからあらゆるものを信じ込むのがつねである。だが、国家の諸官庁はかたくなに沈黙しているか、あるいはほとんどの場合、ユダヤ人の新聞キャンペインを終結させるため、不当に攻撃されている人々を迫害する。これがそのような官職についているロバ連中の目には、国家権威の保護、安寧秩序の保証であると映るのだ。

　徐々に、ユダヤ人のマルクス主義的武器に対する恐怖が、真面目な人々の頭脳と心を悪夢のように苦しめる。

　人々はこの恐ろしい敵に対してふるえ出しはじめ、それとともにかれらの決定的な犠牲となってしまう。




組織センターとしてのパレスティナ

　[image: ]　国家におけるユダヤ人の支配はもはやすっかり安定したと思われる。そこでかれらはいまや再びユダヤ人と自分を呼ぶことができるばかりでなく、また、かれらの民族的、政治的思想の究極の本音を無遠慮に承認もする。かれらの人種の一部のものはすでにまったく堂々と自分が異民族であることを公言するが、そのさいまたもや噓をつくのをやめない。なぜというに、シオニズムでもって他の世界の人々に、ユダヤ人の民族自決はパレスティナ国家の創設でもって満足するだろう、ということを真実だと思い込ます努力をしつつ、ユダヤ人たちはこの上なくずる賢く、再び愚かな非ユダヤ人をだますのだ。かれらはパレスティナに自分が住むかも知れぬということのためにユダヤ国家を建設しようなどとは全然考えていないのであり、ただ自分の主権をもち、他の国家の介入を封じたかれらの国際的な世界瞞まん着ちやく組そ織しきのセンター、つまり正真正銘のルンペンどもの隠れ家や将来の噓つき連中の大学を作ろうと望んでいるに過ぎない。

　けれども、まだ一部のものがドイツ人、フランス人あるいはイギリス人をよそおってごまかしている時代に、他の部分が厚かましくおおっぴらに自分をユダヤ人種だと表明するのはかれらの自信の高まった徴候であるだけでなく、かれらの安全感を示すものである。

　どれほどはっきりとかれらが勝利の迫ったことをすでに眼前に見ているかは、かれらが他の民族に属する人々と交際する際の恐ろしいやり方から知られるのである。

　黒い髪のユダヤ青年は顔に悪魔のような喜びを見せながらなんの疑念ももたない娘を長い時間待ち伏せして、かれらの血で彼女を汚し、それによってその娘の属する民族から彼女を盗むのである。あらゆる手段を使って、かれらは征服しようとしている民族の人種的基礎を腐敗させようとする。かれら自身は計画的に婦人や娘を堕落させるとともに、より広い範囲にわたって他民族に対して血液的境界線を取り除くことにさえも躊ちゆう躇ちよしない。黒人をライン地方にもたらしたのはユダヤ人であったし、いまでもそうであるが、その場合いつも同様の下心と明めい瞭りような目標がかれらにある。つまり、ユダヤ人は、そのことによって不可避的に生じる混血化を通じて自分の憎む白色人種を破滅させ、また高度なその文化的、政治的位置から堕落させて、自分がかれらの支配者の地位に上ろうと企てるのである。

　なにしろ、自分の血を自覚しているような人種的に純粋な民族は、けっしてユダヤ人によって征服されることはありえないだろう。ユダヤ人はこの世界では永遠にただ混血民族の支配者に止まるだろう。

　したがってかれらは、計画的に個人個人を継続的にだめにしていって、人種の水準を下落させようと試みる。




プロレタリア階級の独裁

　だが政治的には、かれらは民主主義の思想をプロレタリア階級の独裁によって交代させはじめる。

　マルクス主義で組織された大衆の中に、ユダヤ人は自分に民主主義を不必要にさせ、またそれに代って民族を独裁的に残酷なげんこつでもって征服し、支配させてくれる武器を見出したのである。

　計画的に、かれらは二つの方面で革命化を目指して努力する、つまり経済的および政治的方面である。

　内側からの攻撃に対してあまりにも強烈に抵抗を示す民族には、かれらは自分の国際的勢力を動員して、敵の網でからみつけ、その民族を戦争に追い込み、最後に、必要とあれば戦場にまでも革命の旗を打ち立てるのだ。

　かれらは経済的には、利益があがらなくなった公共的企業が国有化を廃止され、かれらの金融支配に従属させられるまで、国家を揺すぶりつづける。

　政治的には、かれらは国家に自己保存の手段を許さず、あらゆる国家的自己主張の防衛の基礎を破壊し、指導に対する信念を抹殺し、歴史と過去を軽[image: 蔑]し、あらゆる真に偉大なものをどぶの中に捨ててしまう。

　文化的には、かれらは芸術、文学、演劇を悪風に感染させ、自然の感受性を馬鹿にし、美と崇高、高尚と善に関するあらゆる概念を瓦解させ、そのかわりに人間をかれら独自の低劣な気質の影響下に引きずり入れる。

　宗教は茶化され、慣習と道徳は時代おくれのものと言明され、この世界での生存をかけた闘争で民族を支えてくれる最後のものまでも崩壊するにいたる。




民族的ユダヤ人から血にうえたユダヤ人へ

　[image: ]　ところで大きな最後の革命がはじまる。ユダヤ人は政治権力を戦いとったので、かれらがまだ身につけているわずかなヴェールをかなぐり捨てる。民主主義的ユダヤ人から血にうえたユダヤ人、民族の暴君が出てくる。幾年もたたぬうちにかれらは国民的なインテリ階層を根こそぎにし、民族からその自然な精神的指導者を奪い取ることにより、それら民族が不断の隷属という奴隷の身の上に落ち込むよう準備をととのえる。

　この種のもっとも恐ろしい例はロシアに見られる。そこでは、ユダヤ人文士と金融ギャングの一隊に大民族の支配権を確実に渡してやるために、三千万の人間が実に狂信的な野蛮さでもって、一部分は非人道的な苦痛を与えられて殺されたり、あるいは餓死させられた。

　だが、その結末はただユダヤ人に抑圧されている民族の自由の終末にとどまらず、この民族の寄生動物自身も終りをつげることである。犠牲者が死んだ後には吸血鬼も遅かれ早かれ死ぬのだ。

　　　　　　　＊

混血民族

　もし、われわれがドイツの瓦解のあらゆる原因を自分の目で検討するならば、その場合最後のそして決定的な原因として、人種問題、とくにユダヤ人の危険を認識しなかったことが残るだろう。

　一九一八年八月に戦場で敗北したことは、ぞうさなく容易に耐えることができるに違いない。この敗北はわが民族の幾多の勝利とは無関係であった。敗北がわれわれを破滅させたのではなく、われわれはこの敗北を準備していた力によって破壊させられたのだ。というのも、その力は数十年前から計画的にわが民族から政治的、道徳的な本能と力を奪ったが、ただこれらだけが民族の生存を可能にし、したがってまたその権利を与えるものだからである。

　旧ドイツ国はわが民族の人種的基礎の保存という問題をば注意することなく見過ごしてしまい、この世界で生命を与える唯一の権利をも軽視した。自分で混血を行なったり、また混血するのを放任した民族は、永遠の神の摂理が命ずるものに違反しており、かれらがより強い民族によって滅亡させられることは、したがってかれらに加えられる不正ではなく、ただ正義の回復に過ぎない。もし一民族が、自然から与えられ、その血に根づいている自民族の本質的特徴にもはや注意を払おうと思わなくなったとしたら、自民族の地上の生存を喪失するとしてももはや不平をいう権利はない。

　すべて地上にあるものは改良されなければならない。敗北はすべて後の勝利の父となりうるのだ。それぞれの敗戦は後の高揚の原因となり、それぞれの困難は人間のエネルギーの結実となり、それぞれの抑圧は新しい精神的再建に力を与えうるものである──血が純粋に保存されているかぎりはであるが。

　血の純粋さが失われた場合だけ内面的幸福は永遠に破壊され、人間は永久に没落し、その結果というものはけっしてもう肉体からも精神からも取り除くことはできない。

　もし、この唯一無比の問題でもって他のすべての生活の諸問題を吟味し、比較するとすれば、この問題で計られることによって、われわれははじめてそれらが笑えるほど小さな問題であるということを知るであろう。それらすべては時間的に制約されている──だが、血を純粋に保存するか保存しないかの問題は、人間が存在する限り存続するだろう。

　大戦前における真に重大な堕落現象はすべて結局のところ人種的根拠に還元される。

　一般的な法律の問題、あるいは経済生活の欠陥、文化の退廃現象、あるいは政治的な堕落事象、失敗した学校教育の問題、あるいは新聞による成人への悪い影響等々は、いずれが問題になるにせよすべてつねにまたどこででも、もっとも深い根底においては自分の民族の人種的利害に対する不注意、あるいは異民族の人種的危険を見なかったことに原因がある。




旧ドイツ国の見かけ上の繁栄

　したがって、あらゆる改革の企て、すべての社会的救護事業と政治的骨折、あらゆる経済的好況および精神科学のあらゆる見かけ上の進歩もすべて、つまるところにおいてはそれでもなお重要ではなかった。国民、およびかれらにこの地上の生活を可能にしまた確保する有機体である国家は内面的により健全にはならず、見る見るうちにますます病み衰えていった。旧ドイツ国のあらゆる見かけ上の繁栄は内面の欠点を隠すことができず、わが国をほんとうに強化する企てはすべてもっとも重大な問題を見落したためいつも失敗ばかりしていた。




内面の敵を認識せぬこと

　さまざまな政治的傾向を支持しつつ、ドイツの民族体にあれこれと治療を試みた人々、いや、ある部分については、指導者たちでさえもが、もともと悪い、あるいは悪意をもった人間であった、と考えるのは不適当であるに違いない。かれらの活動はただ、かれらがもっともうまくやった場合でもせいぜいわが国の一般的な病気の現象形態を見出し、これを克服しようと試みたに過ぎず、そして病原体には盲目的で気づかずに済んでしまった、という理由によってのみ不毛なものだと宣告されるにすぎなかった。旧ドイツ国の政治的発展の線が整然と追跡されるならば冷静な再検査によって、ドイツ国民の統一された、したがって国運の上昇した時代でさえも、内面的な堕落はすでに完全に進行していたということ、および、あらゆる見かけ上の政治的首尾や上昇する経済的富にもかかわらず、一般的状況は年々悪くなっていったこと、これらのことが洞察されるに違いない。帝国議会の選挙でさえも、マルクス主義者の投票の外面的な膨張の中に、ますます近づいてくる内面的な、したがって外面的でもある崩壊を示したのだ。いわゆるブルジョア政党のすべての成果は無価値であったが、それもただかれらがいわゆるブルジョア階級選挙を勝利してさえも、マルクス主義の上げ潮の頭数の増水を阻止できなかったというだけにとどまらず、なによりもまずかれら自身がすでに解体の酵素を自分の中にもっていたという理由からである。そのことに気づくことなく、ブルジョア階級の世界はマルクス主義的観念のプトマインによって内面的にすでに中毒を起していたし、かれらの抵抗は、全力を尽して戦う決心をしている相手を原則的に拒絶するというよりも、功名心に燃えた指導者達の競争相手へのそねみからしばしば出てきた。この長い年月を通じて、ただひとり確固として変わることなく戦ったものがあるが、これこそユダヤ人であった。かれらの六芒星（※13）は、われわれ民族の自己保存の意志が消えてゆくのに正比例して、ますます高く上っていった。

　したがって、一九一四年八月には攻撃を決意した民族が戦場に突進したのでもなく、むしろ、わが民族体内に進行している平和主義的、マルクス主義的マヒに対する国民的な自己保存衝動の最後の燃え上りが生じたに過ぎなかった。この運命的な日々にあっても内部の敵が認識されていなかったから、外部への抵抗はすべてむだであり、そして神の摂理は無敵の剣に報いることなく、永遠の因果応報という法則に従った。




ドイツ国民のゲルマン国家

　このような内面的認識をすることによって、われわれに対して、新しい運動の主旨と目的が形成さるべきであった。これらは、われわれの信念によれば、ドイツ民族の没落をとめうるだけでなく、将来、国家がその上に存立しうる花か崗こう岩がんのような固い基礎をつくることのできる唯一のものであった。この国家は経済的利益や関心の民族とは無関係なメカニズムではなく、民族的有機体を表わすものである。

　つまり、

　ドイツ国民のゲルマン国家

　を表わすものである。







第十二章　国家社会主義ドイツ労働者党の最初の発展時代




　わたしは、この巻の終りに当って、われわれの運動の最初の発展時代を描き、それによって引き起された一連の諸問題を簡単に論じようと思うが、これは運動の精神的目標についての論文を書くためにするのではない。この新運動の目標と課題は非常に巨大であって、これを扱うためにはそれだけで優に一巻の書物を必要とする。それゆえ、わたしは第二巻で運動の綱領的基礎を立ち入って議論し、われわれが「国家」という言葉で考えているものについての一つの観念を示すことを試みるだろう。わたしはその場合、「われわれ」という言葉でもって、つまるところは皆同じものを熱望しているのだが、心の内で思い浮かべているものを個々に細かく叙述する言葉を見出せないでいるような、数十万の人々すべてを考えている。なぜなら、あらゆる偉大な改革で注目すべきことは、その改革がさし当り主張者をただ一人だけしかもたぬことがしばしばあるのに、それを支持するものは数百万も存在するからである。改革の目標は、しばしば、すでに幾百年も以前から数十万の人々の心の中の憧れに満ちた願望であるが、それは一人の人間がそのような一般的な意欲の告知者としてあえて乗り出し、旗手となって新しい理念でもって昔の憧れに勝利を達成させるまでは、単なる願望にとどまる。

　だが数百万の人々が内心で、今日存在する状況を根本的に変革したいという願望をもっていることは、かれらが悩んでいる深刻な不満から知ることができる。この不満は種々雑多なあらわれ方をしている。ある人は無気力となり希望を失うが、他の人は憎悪、立腹、激昂のとりことなり、またさらに、後者は無関心に、前者は今度は度を越した激怒にといった風にである。選挙に飽いた人々やまた左翼の熱狂的な過激派に傾倒する人々の存在も、この内面的な不満を証明するものとみてよいだろう。

　そしてまず第一に、この若い運動もまたこれらの人々に望みをかけるべきであった。運動は満足したもの、倦けん怠たいしたものの組織をつくるべきではなく、悩み、苦しみそして煩はん悶もんしているもの、不幸でありまた不満であるものを結集すべきであり、とりわけ、民族体の表面を泳ぐのではなく、その根底に根をはやさなければならない。

　　　　　　　＊

革命後の状況

　純粋に政治的に見た場合、一九一八年には次のような光景が生じていた、すなわち一つの国民が二つの部分にひき裂かれていた。一方は問題にならぬほど少数であって、あらゆる肉体的労働をしているものを排除した残りの国民的インテリ階層を含んでいる。かれらは外面的には国民的だが、かれらにはこの国民的という言葉でもっていわゆる国家的利益、これはまた王家の利益と同一だと思われているが、この利益を非常に陳腐にまた弱々しく擁護することしか思いつかないのである。かれらは自分の思想と目標を精神的な武器で擁護しようとするが、その武器は不完全であり、また皮相的であって、敵の野蛮さに対してはそれ自体もうなんの役にも立たないのだ。恐ろしい打撃をたった一つくらっただけで、ほんの少し前まではまだ支配していたこの階級はノックアウトされ、震えながら臆病にも無情な勝利者の軽[image: 蔑]をすべて我慢する。

　かれらに対して、第二の階級として手工労働者の大衆が対立している。この階級は、多かれ少なかれ、急進マルクス主義運動に握られており、あらゆる精神的抵抗を暴力によって打ち破る決意をしている。かれらは国民的であろうと欲せず、意識的に国家的利益の促進はすべて拒否し、逆にあらゆる他国からの抑圧をたすける。かれらは数の上ではずっと多く、それを欠いては国家の復興が考えられず、また不可能であるような国民の構成要素を包括している。

　なにしろ一九一八年にはもちろんすでに、ドイツ民族の立ち直りは外的な力を再獲得しなければ可能にならない、ということは明白であったに違いないからである。だがこのための前提は、わがブルジョア「政治家」がいつもおしゃべりして回っていたように武器であるのではなく、意志の力である。ドイツ民族は、かつて武器を十二分にもっていた。われわれは武器で自由を守ることができなかったが、それは、国民の自己保存衝動のエネルギー、つまり自己保存意志が欠けていたからである。最上の武器も、それを用いる心の用意ができていず、用いようと意欲し、決意する精神が欠けている限り、死んだ、価値もない道具に過ぎない。ドイツは防備のない国になったが、それは武器を欠いたからでなく、民族の存続のために武器を維持する意志が欠けていたからである。

　今日とくにわが左翼政治家は、武器をもたなかったことが、自分達に不決断な、譲歩的な、だが実のところは反逆者的な外交政策を止むなく取らせた原因であると宣伝するのに骨を折っているが、そのことについて、かれらはただの一言で答えられなければならぬ。否、その逆が正しいのだ、と。国家的利益の課題についての、君達の非国民的、犯罪者的政策によって、君達はかつて武器を明け渡してしまった。そして今や君達は武器の欠乏を、君達の軽[image: 蔑]すべきみじめさを正当化する原因に見せかけようと努力する。これは、君達の行為のすべてがそうであるように噓であり、偽造である、と。

　しかしながら、このような非難は寸分違わず右翼の政治家にも当っている。なにしろ、かれらの哀れな臆病さのお陰で、一九一八年に支配権を手に入れたユダヤ人の賤民が国民から武器を盗むことができたからである。したがってかれらもまた、今日武器を欠いていることがかれらに賢明な慎重さ（「臆病さ」というべきである）を強制している、などと申し立てる理由もなければ権利もないのであって、無防備はかれらの臆病さの結果である。

　それであるからドイツの力を回復する問題は、われわれがどのようにして武器を製造するか？　などといったことではなく、われわれが一民族を武装させることができるような精神をどのようにして呼び起すか？　といったことである。もしこの精神が一民族を支配さえすれば、望みのままにその中のどれもが武器に通じる種々様々な道を見つけ出すだろう！　だが腰抜けに十丁のピストルを与えても、攻撃された場合には一発も撃つことはできぬだろう。したがって、かれにとってそのピストルは、勇気のある男にとって一本のただの節だらけの杖をもつよりもより小さな価値しかないのである。




政治的力の回復

　わが民族の政治的力の回復の問題は、第一に次のような理由からしてすでにわが国民の自己保存衝動を健全にする問題である。つまり、あらゆる準備されつつある外交政策や国家自体の評価というものは、経験からすれば、現在保有している武器によるよりも、認識されているか、あるいはとにかくも想像されている国民の精神的抵抗能力によって一層大きく左右されるものである。ある国民の同盟可能性は、激しく燃える国民の自己保存意志や英雄的な決死の勇気が明白に存在していることによって、より強く決定されるのであり、現存している生命のない武器の量によって決定されることははるかに少ない。なぜなら、同盟は武器と結ばれるのではなく人間と結ばれるからである。したがってイギリス国民は、かれらの指導者層と大衆の精神の中に、一度開始された戦いは時間と犠牲を無視し、あらゆる手段を用いて最後の勝利まで貫き通そうと決心しているあの野蛮さと粘り強さが期待される限り、世界で一番貴重な同盟仲間であると見なされなければならぬだろう。その際には、目下現存している軍備を他の諸国家の軍備と比較する必要は全くないのだ。

　だが、ドイツ国民の復興はわれわれの政治的な自己保存意志を回復する問題である、ということが理解されるならば、そのためにはもともとすでに意欲は少なくとも国民的である分子を獲得することでは十分でなく、意識的に非国民的である大衆を国民化することによってのみその復興が可能なことも明白である。




大衆の獲得

　したがって、若い運動の目標が自らの主権をもつドイツ国家の再建を目指すからには、その闘争を徹底的に大衆の獲得に向けなければならぬだろう。一般的にわが国のいわゆる「国民的ブルジョア階層」がどれほどあさましいとしても、そしてかれらの国民的信念がどれほど不十分なものに見えるとしても、その場合この人々の側から、強力な国家主義的内政外交に対する真剣な抵抗が将来期待されぬことは確実である。あのよく知られた固こ陋ろうな近視眼的理由でもって、ドイツのブルジョア階層がすでに昔ビスマルクのような人物に対して行なったように、来たるべき解放の時期に消極的なレジスタンスを固執することがあるとしてさえ、かれらの積極的反対などは周知のことわざになりそうなかれらの臆病さを思えば、けっして恐れる必要はない。

　国際主義的立場に立つわが国民同胞の大衆については事情は違う。かれらは単純素朴であるため暴力で片づける考え方により強く賛成するばかりでなく、かれらのユダヤ人指導者はかれら以上に残酷であり無情である。かれらは以前にドイツ軍隊の根幹をへし折ったと全く同じように、あらゆるドイツの高揚を打倒するだろう。だがとりわけかれらはこの議会主義で支配されている国家では、かれらの多数の力で国家主義的な外交政策をすべて妨害するだけでなく、ドイツの力がより高く評価されることも、したがって同盟の可能性もすべて閉め出してしまうだろう。なぜかといえば、われわれだけがわが国の千五百万にのぼるマルクス主義者、民主主義者、平和主義者、中央党びいきの連中がもっている欠点に気づいているばかりでなく、外国にそのことは一層よく知られているからである。諸外国はわが国との間に可能である同盟の価値を、このような重荷となる勢力に従って計っている。どんな国も国民の活動的な部分が、すべて決定された外交政策に、きわめて消極的な態度しかとらないような国家とは同盟しないのである。

　さらに、国民を裏切るこれら党派の指導者は単なる自己保存衝動からだけでも、もはやあらゆる高揚に敵対的な態度をとらなければならず、またそうなるという事実が以上のことにつけ加わる。ドイツ国民が、わが国家を襲った未聞の崩壊に対する原因と機会をつくった人々と論判せずに、今一度以前の地位をとり戻しうるということは、歴史的に見てまったく考えられない。なぜなら、後世の審判は一九一八年の十一月を大逆罪ではなく、国家に対する反逆罪と認めるに違いないからである。

　したがって、すべて外部に対してドイツの独立を回復することは、第一にわが国民の内側の意志の一致をとり戻すことと結びついている。

　しかし純粋に技術的に考えてみても、外部に対してドイツを解放しようという思想は、大衆の心の中にもまたこの自由の思想に奉仕しようとする精神的準備が整っていない限りナンセンスに思える。純粋に軍事的に見れば、とりわけ将校ならだれでも少し考えれば外国との戦いは学生部隊ではできず、そのためには国民の頭脳以外にげんこつも必要であることを理解するだろう。この場合、ただいわゆるインテリ階層にだけ依存する国家防衛は償うことのできぬ財宝をほんとうにむだづかいしたのだ、ということがなおも注意されなければならない。一九一四年の秋に志願兵連隊員としてフランドル平野で戦死した若いドイツのインテリは、後になって痛烈にその死がくやまれたのである。かれらは国民のもっていた最上の財宝であったし、かれらを亡くしたことは戦争の最中にはもはや補充することができなかった。しかし、突撃してゆく大隊がその隊伍の中に労働者大衆をもたなければ戦争そのものが貫徹されないだけでなく、わが民族体の内部の意志の統一が欠けていては、技術的な面での準備も実現できない。ヴェルサイユ平和条約によって、武装解除されたままで日を送らねばならぬことをきびしく監視されているほかならぬわが民族は、自由と人間の独立性を獲得するためのどのような技術的準備も、内部のいぬ連中の大群がすっかり片づけられて、生まれつきの無節操によって周知の銀三十枚のためにあらゆるものをすべて裏切るような人間（※１）しか残らなくなるまでは実行できない。しかし、このような人間はどうにでもなる。それに反して、政治的信念から国家の高揚に反対する数百万の人間は、克服できにくいように見える──かれらの敵対する原因である国際的マルクス主義世界観を克服して、かれらの心臓と頭脳からこれをむしりとらない限り克服は困難である。

　したがって、どのような観点から、すなわち外交政策の準備、軍隊の技術的な装備、あるいは戦争そのもの、そのいずれからわが国の国家的、民族的な独立を再び戦いとる可能性が吟味されようとまったく同じであり、わが国の国家的独立という思想をわが民族大衆の心に呼び起すことがあらゆることの前提として残るのである。

　だが、外面的自由を回復しなければ、すべての国内の改革自体は最上の場合でさえも、植民地としてのわが国の収益能力の増強を意味するに過ぎない。いわゆる経済的繁栄のすべてから生じる剰余は、われわれの国際的管理人のだんな様方に役立つに過ぎず、社会的改善もすべて、もっともよい場合でさえこの方々のために労働能率を高めるだけである。文化的進歩もけっしてドイツ国民には分け前を与えないだろう。およそ文化の進歩は、ある民族の政治的独立と尊厳にきわめて密接に結びついているのだ。

　　　　　　　＊

大衆の国民化

　したがって、ドイツ国の将来に有利な解決はわが民族大衆の国民的信念と結びつき合っているのであるから、その活動が現在を満足させるに尽きず、ただ将来に予想される結果でもって一切の自分の行為を吟味すべきであるような運動の最高で最大の課題もまた、この国民的信念を目指さなければならない。

　こうして、われわれは一九一九年にはすでに、この新しい運動が最高目標として、さし当り大衆の国民化を成就しなければならぬことをはっきり認識していた。

　そこから、戦術的観点でもって一連の主張が生じた。

　[image: ]　国家の高揚に大衆の心を引きつけるためには、どんな社会的犠牲も大きすぎるということはない。

　たとえわが国の賃労働者に今日どれほど大きな経済的譲歩がなされようとも、その譲歩がこの広い階層を再び民族の中にとり戻すことに役立つならば、この譲歩などは全国民の利益と比べて問題にはならないのだ。残念ながら、しばしばわが国の企業家階級の中に見出せるような近視眼的な固陋さだけが、わが国民の内部の民族的な団結心が回復されない時には、結局かれらにとって経済的好況も存在しないし、したがって経済的利得もありえないということを見誤りうる。

　もし、ドイツ労働組合が戦時中に少しの容赦もなく労働者階級の利益を守ったとすれば、また、もし組合が戦時中でさえも当時の配当金に貪欲な企業家階級に対してひんぱんにストライキでもってかれらが代表している労働者の要求に同意することを強いていたならば、さらにまた、もし組合が国家の防衛という関心事についても同様に熱狂的に自分のドイツ主義信奉を公言し、また、もし組合が同じように他のことを顧慮せず祖国に属するものを祖国に与えていたとするならば、けっして戦争に負けていなかったことだろう。だがどのような経済的譲歩も、そして最大の譲歩でさえも、戦勝のもつ巨大な意味に対してはどれほど笑うべき小さなものであったことだろう。

　したがって、ドイツ労働者を再びドイツ民族にとり戻すことを意図する運動は、およそこの問題に関しては経済的犠牲などは、国民経済の維持と独立がそれによって脅かされるのではない限りなんの意味もない、ということを認識していなければならない。

　[image: ]　大衆に対する国民教育は社会的向上という回り道を通ってはじめて可能であるが、それは、もっぱらその道によってのみ個々人が国民の文化的財産にも関与することを可能にさせるような一般的な経済的前提がつくり出されるからである。

　[image: ]　大衆の国民化はけっして中途半端や、いわゆる客観的立場での弱々しい強調ぐらいでは起るものではなく、とにかく追求しようと思った目標に向かって容赦のない態度、熱狂的に一方的な態度をとることによって可能となるものである。だから結局一民族はわが国の今日のブルジョア階層の使っている意味では、すなわちあれこれのたくさんの制限つきの意味では、「国民的」になることはできないのであり、極端にはつきものである激烈さを残さずもった国民主義だけが必要なのである。毒は反対の毒によってだけ破壊されるのであり、無気力なブルジョア的情緒だけが、中間の道を天国に通じる道と考えるに過ぎない。

　民族大衆は大学教授からも、そして外交官からも成り立っているのではない。かれらが少ししか抽象的な知識をもっていないことはかれらの気持ちを感情の世界により多く住むようにさせる。かれらの肯定的であるか、そうでなければ否定的である態度は、その点に基づくのである。かれらはこの二つの方向中一方の活動だけを感じるのであり、この両者の中間を浮動している中途半端にはけっして感受性をもたない。だがかれらの感情的態度は、同時にかれらをはなはだしく堅固にする。信念は知識よりも動揺させることがむずかしく、愛情は尊敬よりも変化をこうむることが少なく、怨えん恨こんは嫌悪よりも永続的である。この地上でもっとも巨大な革命の原動力は、どんな時代でも、大衆を支配している科学的認識にあるというよりは、むしろかれらを鼓舞している熱狂、また往々かれらをかり立てるヒステリーの中にあった。

　大衆を獲得しようと欲するものは、かれらの心の扉を開く鍵を知らなければならない。その鍵は客観性でもなければしたがって優柔不断でもなく、意志と力である。

　[image: ]　民衆の心を獲得することは、自分の目標に対して積極的な闘争を指導してゆくことと並んで、この目標の敵対者を絶滅させる場合にのみ成功できる。

　民衆はどんな時代でも、敵に対する容赦のない攻撃を加えることの中に自分の正義の証明を見出し、逆に他者の絶滅を断念することは、たとえそれを自分が正しくないことの証拠と感じはしないにしても、自分の正義についての不確実さと感じとる。

　大衆は本能のかたまりに過ぎず、かれらの感情は、敵同士であることを望んでいると主張している人々の間のお互いの握手を理解しはしない。かれらが望んでいることは、より強力なものの勝利とより弱いものの絶滅あるいは弱いものの無条件の隷属である。

　わが国の大衆の国民化は、わが民族の魂をとらえるためにあらゆる積極的な闘争を行なうことによって、国際主義的な大衆の毒殺者を根絶することができてはじめて成功するだろう。

　[image: ]　およそ現代の大問題はすべて刹せつ那なの問題に過ぎず、特定の原因から生じた結果現象を示しているに止まる。だがそれらの中で一つだけ、つまり、民族の人種的保存の問題だけは根源的な意味をもっている。血液の中にだけ、人間の力も弱さもその基礎をもっている。自己の人種的基礎のもつ意味を認識せず、また尊重しない民族は、グレーハウンド犬の速力もプードル犬の利発さもけっして教え込まれたものでなく、その種に生まれつきの性質であることがわからないで、ちんにグレーハウンド犬の性質を教え込もうとしているような人間に等しい。自己の人種の純粋性を維持することを断念する民族は、そのことによって自己のあらゆる面に発現する生命の統一を断念することにもなる。かれらの存在様式のまとまりのなさは、かれらの血のごちゃごちゃに混じってしまったことからの自然な必然的結果であり、かれらの精神的、創造的力の変質はかれらの人種的基礎が変化した結果であるに過ぎない。

　今日のドイツ民族から、かれらにはもともと本質的に縁遠い意見や悪徳を取り除こうと思うならば、まずこれらの意見や悪徳を生じさせている異民族の病原体から、ドイツ民族を救い出さなければならないだろう。

　人種問題、したがってユダヤ人問題をきわめて明白に認識するのでなければ、ドイツ国民の再興はもはや行なわれないだろう。

　人種問題は世界史を理解する鍵を与えるばかりでなく、人種文化一般をも明らかにしてくれる。

　[image: ]　今日国際主義の陣営に入っているわが民族大衆を、国家主義的な民族共同体に編入することは、正当な身分上の利益を守ることの断念を意味するものではない。身分や職業の利害が相違しているということは、階級分裂と同じではなく、われわれの経済生活から生じるわかり切った結果現象である。職業的グループ分けは真の民族共同体と少しも対立するものではない。というのも民族共同体は、その民族それ自体に関係する問題のすべてにわたって民族を統一するところに成立するものだからである。

　階級にまでなっているある身分を民族共同体──あるいはただ国家にしても──に編入することは、上位の階級を引き下げることによってではなく、下位の階級を引き上げることによって実現される。またこの過程をになうものはけっして上位の階級ではありえず、自己の同等の権利のために闘争している下位の階級でなければならない。今日のブルジョア階層は貴族の措置によって国家に編入されたのではなく、みずからの指導による自己の行動力によって国家の構成員となった。

　ドイツ労働者は弱々しい兄弟愛的シーンの連続といった回り道では、ドイツ民族共同体のわくの中まで高められず、意識的に自己の社会的、文化的状態を、一番重要な区別が取り除かれたと見なしてもよいところまで、高めることが必要である。この発展を目標とする運動は、その際自己の味方をまず第一に労働者の陣営から呼び寄せなければならないだろう。その運動は、インテリがこのような追求さるべき目標をすでに残らず把握してしまっている場合にだけ、これらのインテリをつかむことができるに過ぎない。このような変化と前進の過程は、十年や二十年では終らないだろうし、経験からすれば多くの世代交替を必要とする。

　今日の労働者が国民的な民族共同体に向かって前進してゆく場合、一番むずかしい障害はかれらの身分上の利益擁護にではなく、かれらの国際主義的な、民族および祖国に敵対する指導と態度の中にある。同じ労働組合が、熱狂的な国家主義でもって政治的および民族的関心事へと指導されてゆくとすれば、数百万の労働者は民族のもっとも価値高い構成員に仕上げられ、その場合単なる経済的な関心事について生じる個々の闘争には考慮を払わないに違いない。

　ドイツ労働者を誠実にその民族にとり戻し、国際主義的幻想から覚かく醒せいさせようと望んでいる運動は、とりわけ企業家階層内に支配的な意見に対して、もっとも激しく反対しなければならない。つまりかれらによれば、民族共同体では賃労働者は雇主に対して抵抗することなく経済的降服をすべきであり、賃労働者が正当な経済的生存のための利益を守るすべての企てすらも、民族共同体への攻撃と見なされなければならないのだ。この意見を支持することは意識的な噓を支持することである。というのは、民族共同体はもちろん一方だけにではなく、他方にもまたその義務を負わせるからである。

　もし労働者が公共の福祉や国民経済の存続を考慮せずに、自己の力に頼ってゆすりのように要求を出せば、かれらはほんとうの民族共同体の精神を犯すことはたしかであるが、だが、企業家が非人間的、搾取的な経営管理をして国民的労働力を濫費し、その汗の結晶から数百万の金をぼろもうけするならば、かれらもまたこの共同体をはなはだしく破壊するものである。その時は、かれらは自分が国民的であると振舞う権利も民族共同体について語る権利もなく、かれらは利己主義的なルンペンに過ぎない。というのも、かれらは社会的不和をもち込むことによって、どっちみち国民にとって損害になるに違いない後の闘争を誘発するからである。

　この若い運動がその支持者を汲み出さねばならぬ貯水タンクはしたがって第一にわが賃労働者大衆であるだろう。必要なことはかれらを国際主義的幻想から覚醒させ、社会的苦境から解放し、文化的みじめさから解除してやり、そして、国民として感じ、国民的であろうと欲する団結した貴重な構成要素として民族共同体の中へ導き込むことである。

　もし国民的なインテリ階層の中に、民族とその将来に対してきわめて思いやりのある心をもち、また、これら大衆の魂をつかむための闘争の意味をほんとうに深く認識しているような人々があれば、その人々はこの運動の隊伍の中で貴重な精神的根幹として大いなる歓迎を受けるのである。だが、この運動の目標は、けっしてブルジョア的で無定見な選挙人連中を獲得することではありえない。そのような場合にはこの運動は、その全体的性格からして広い層の人に対する組織力をマヒさせてしまうような大衆まで背負わねばならぬことだろう。なにしろ、ただこの運動のわくの中だけで上下にわたるもっとも広範な大衆を一括指導するという思想は理論的には美しいにもかかわらず、やはりそれに対しては次の事実を考え合わせなければならない。つまり、一般的なデモンストレーションをかけることにより、ブルジョア階層大衆に心理的影響を与えれば、たしかに種々の感情をひき起したり、いやそれどころか認識さえも広げさせることができるが、しかし、人格的特性、あるいはもっと適切に表現すれば、その生成と形成に数百年もかかった悪徳をなくすることはだめである。両者の文化的水準や両者の経済的利害の問題に対する態度の差異は、目下のところなお非常に大きく、それゆえデモンストレーションの陶酔が消えるやいなや、たちまちその差異は妨害となって現象してくることだろう。

　だが最後に、もともと国民的な陣営内部での組み変えを企てるのが目標ではなく、非国民的陣営が獲得されねばならない点を注意しよう。

　そして、このような観点が結局、この運動全体の戦術的態度を決定するものである。

　[image: ]　この一面的な、しかしそれだから明白な立場は運動の宣伝の中でも表現されなければならないし、他方また宣伝的理由からしてさえも要求されることである。

　宣伝がこの運動にとって有効であるためには、それはただ一方にだけ向けられねばならない。というのは、そうしない場合には、問題になっている両方の陣営の知的な素養が違っているから、一方から理解されなかったり、あるいは他方から自明のこと、したがって退屈なこととして拒否されるに違いないからである。

　個々の表現法や語調でさえも、きわめて極端な二つの階層には同じように効果をもつことはできない。もし、宣伝が素朴な表現法をやめるとすれば、大衆の感覚に通じる道を失ってしまう。それに反して、宣伝が言葉や身ぶりに大衆の感情の言辞のもつあけすけさを用いれば、いわゆるインテリから野卑で月並だとされて受けつけられないだろう。今日は道路清掃夫、錠前屋、溝掃除人などの聴衆を前に語り、明日は大学教授や学生の聴衆の前で必要上同じ思想内容の講演をして、同じ効果をうることができるような人間は、いわゆる雄弁家の中でも百人に十人はいまい。だが、錠前屋と大学教授を同時に前において、両方の理解能力に一致するだけではなく、両方を同じく効果的に感動もさせ、あるいは万雷のような拍手の嵐をまき起すまでも酔わせるようなやり方で語り終えることのできる人間は、千人の雄弁家中にもおそらくわずか一人しかいないだろう。だが人々はすぐれた理論の中の最上の思想といったものでさえも、多くの場合その普及は凡人によって、もっとも平凡な人間によってのみなされうる、ということをつねに忘れてはならない。ここではある理念の天才的創造者が心がけることがらが問題なのではなく、この理念の告知者がなにをどんな形式で、またどんな成果でもって、大衆に伝えるかが問題であるのだ。

　社会民主党のみならず、マルクス主義運動全体に通じる強力な宣伝力は、大部分がかれらが呼びかけた聴衆の単一さと、それにともなう一面性に基づくものである。その場合、かれらの主旨が見たところ乏しければ乏しかったほど、いや固こ陋ろうであればあったほど、それだけ一層容易に、その知的水準が主張されたことがらの水準に対応していた大衆に受け入れられ、同化されていったのである。

　このようなわけで、この新しい運動にとっても同様に単純で明白な線が打ち出された。

　つまり、宣伝は内容と形式において大衆に適合されねばならず、その正しさはもっぱら有効な成果でもって計られなければならない。

　広範な階層が集った民衆集会では、出席のインテリに知的に一番近い演説家が最上というわけではなく、大衆の心を獲得するものが最上の演説家なのである。

　そのような集会に出席しているインテリが、ねらっている下層の人々の心に演説家の影響が明らかに見られるにもかかわらず、その演説を知的な高さという点で酷評するならば、かれの思考作用の完全な無能さと、この若い運動に対するかれらの人間としての無価値さがそれによって証明されているのである。この運動にとっては、運動の課題と目標をすでに非常にはっきりと把握しており、その結果宣伝の活動ももっぱらその結果によって評価することを知っており、その宣伝が自分自身に与えた印象によっては評価しないような、そういったインテリだけが問題になる。なにしろ、もともとすでに国民的な考え方をしている人間を楽しませることに宣伝は奉仕すべきでなく、それは、わが民族の敵を──かれらがわれわれと同じ血をもっている限り──克服することに奉仕すべきだからである。

　一般的には今やこの若い運動にとって、わたしが戦時宣伝のところですでに簡単にまとめたあの主旨が運動独自の啓けい蒙もう活動の仕方と実施を決定し、それらに規準を与えてもよいと思われる。

　その主旨が正しかったことは、その成功が証明した。

　[image: ]　政治的改革運動の目標は、啓蒙活動や支配している権力者に影響を与えることなどでえられはしないのであり、政治権力を獲得することによってのみ到達される。すべて世界を動かしてゆく理念には、その主旨を実施しうるような手段を保証する権利ばかりでなく義務さえある。成功するかどうかが、そのような行動の正、不正についての地上の唯一の審判者であるが、しかしその際成功という言葉でもって、一九一八年の時のような権力の獲得それ自体が理解されてはならないのであって、民族にとって祝福に満ちた権力の成就こそが成功という言葉の意味である。したがってクーデターは、ドイツの軽率な検事が今日そう思い込んでいるように、革命者が国家権力の占取に成功した場合にそれで直ちに成功したと見なされてはならず、このような革命的行為の底にある意図と目標が現実化されて、国民が過去の統治の下にあった時よりも一層幸福になった場合に、はじめて成功したといわなければならない。それは、一九一八年秋の悪漢どもによる行動が自らそう呼んだようなドイツ革命については、当てはまらないことなのである。

　だが、政治権力の獲得が改革的意図の実践的な遂行に対する前提を形成するのであるから、改革的意図をもった運動はその成立した最初の日から、大衆運動であることの自覚をもち、けっして文学的なお茶のみクラブや、俗物的な玉ころがし遊びの会合と考えてはならない。




最高権威──最高責任

　[image: ]　この若い運動はその本質および内部の組織からして、反議会主義である。つまりこの運動は一般に、それ自体の内的構造においてもそうであるように、多数決の原理を拒否する。というのは、この原理では指導者はただ他人の意志と意見の執行者に下落してしまうからである。この運動は、事の大小を問わず、最高の責任と結合された無条件の指導者権威の原則を主張する。

　この原則の運動における実践的な結果は次のようである。

　つまり、ある地区グループの第一議長はすぐ上級の指導者によって任命される。かれはその地区グループの責任をもった指揮者である。全委員会はかれの支配下にあり、逆にかれが委員会に支配されるのではない。票決委員会は存在せず、作業委員会だけが存在する。作業は責任指揮者、つまり第一議長が分配する。同様の原則がすぐ上級の組織、小管区、中管区、あるいは大管区にも妥当する。つねに、指導者は上から任命され、同時に無制限の全権と権威を与えられる。ただ全党の指導者だけが、党規則にもとづいて、全党員大会で選ばれる。だが、かれはこの運動の独占的指導者である。全委員会はかれの支配下にあり、逆に、かれが委員会に支配されるのではない。かれは決定し、それによってしかし自分の双肩に責任をになうのである。かれがこの運動の原則に違反したり、運動の利益によく奉仕しなかったとすれば、新しい選挙の裁きの前でかれに責任を取らせ、かれの地位をとり上げることは、運動の支持者の自由である。そのとき、かれのかわりに、より能力のある新人が現われるが、けれども、かれは同じ権威と同じ責任をもつのである。

　この原理をただ運動自体の隊列の中だけでなく、全国家に対しても決定的な原理とすることは、この運動の最高課題の一つである。

　指導者になろうと欲するものは最高の無制約の権威をもつと同時に、究極のもっとも重大な責任もになう。

　そうしたことができず、あるいは臆病なため自分の行為の結果に責任をもつことのできぬものは指導者となる値打がない。英雄だけが指導者に適している。

　人類の進歩と文化は多数決の所産ではなく、もっぱら個人の独創力と行動力に基づいている。

　このような個人を訓育して、それぞれの資格に応じたところへ配置することは、わが民族の偉大さと力を回復するための一つの前提である。

　したがってこの運動は反議会主義的であり、運動が議会制度へ参加するのでさえ、ただそれを破壊するための、つまりわれわれが人類のもっとも深刻な退廃現象の一つと認めなければならない制度をとり除くための活動という意味しかもちえない。




宗教論争の拒絶

　[image: ]　この運動は、自己の政治的活動のわくの外にある問題や、自己にとって原則的意味をもたぬため重要でない問題には、どのような立場の表明も断固として拒否する。運動の課題は宗教上の改革のような点にあるのではなく、わが民族の政治的再組織に関するものである。運動は、両宗派（※２）がわが民族の存続に対して同じく貴重な柱石であると見ており、したがってわが民族体の倫理・宗教的、精神的な安定化につとめるこの基礎を自己の党派的利益の道具に堕落させようと望んでいるような政党と闘争する。




君主政でもなければ共和政でもない

　この運動は、最後に、ある特定の政体の回復や、ある他の政体に対して闘争することを自己の課題とは考えないで、それがなければ共和政も君主政も結局のところ存立しえないような原則的基礎を創造することを課題にする。その使命は君主政を創設することでもなければ、共和政を安定させることでもなく、ゲルマン国家の創造にある。

　この国家の外面的な形態の問題、つまり国家が冠を戴くかどうかの問題は原則上は重要でなく、それはただ実際に都合がよいかどうかによって決められるに過ぎない。

　自己の生存という大きな問題と課題をあらかじめ把握している民族では、外面的手続の問題はもはや民族内部での闘争にまではならないだろう。




組織という必要悪

　[image: ]　運動の内部組織の問題は、都合のよしあしの問題であって、原理上の問題ではない。

　最上の組織とは、運動の指導層と個々の支持者の間に最大の媒介装置を挿入している組織ではなく、最小のそうした装置をもっている組織のことである。なぜなら、組織の課題はある特定の理念──これはさし当りつねにただ一人の頭から生まれる──を多数の人間に媒介するとともに、その理念を現実化するのを監視することであるからである。

　したがって、組織はすべての点で必要悪であるに過ぎない。それはせいぜいよくても目的のための手段であり、最悪の場合に自己目的となる。

　世界は精神的な人物よりも、機械的な人間をより多く生み出すので、たいてい組織の形式は、理念自体よりも一層容易につくられがちである。

　あらゆる実現を目指している理念の進行、とくに改革的性格をもったその進行は、大胆に描けば次のようである。

　つまり、なにかある独創的な思想が、自己の認識を他の人類に伝えることを使命と感じているような人間の頭脳に生じてくる。かれは自己の直覚を説教し、徐々に一定の範囲の支持者を獲得する。このように一人の人間の理念が直接的、個人的に他の同胞に伝達されるという経過はもっとも理想的であり、もっとも自然である。だが新しい教義の支持者が上昇的に増大すると、徐々にその理念の所有者にとって、個人的に無数の支持者達を直接感化し、指導し、指揮し続けることが不可能になってくる。団体の増大の結果、直接的なもっとも身近な触れ合いが不可能になってゆくまさしくその程度に応じて、両者を結合する関節の必要性が生じてくる。すなわち理想的な状態はそれでもって終り、その代りに組織という必要悪が現われる。小さな下部グループが形成される。これは政治運動の中ではたとえば地区グループとして、より後の組織を生み出す胚細胞なのである。




本部の権威

　それにもかかわらず、教義の統一性をなくさないようにしようと思えば、精神的創設者およびかれによって教育された追随者集団の権威が絶対的に承認されたものと見なされる時がくるまでは、そのような下部組織をつくることはできないのである。運動に本部としての中心地点があることは、地理政治学的（※３）に見てこの場合いくら高く評価しても高過ぎるということはありえない。そのようなメッカあるいはローマといった土地がもっている魔術的な魅力で取り囲まれた地点がただ存在するというだけで、内部的統一の存在やこの統一を表わす頂点を認知することから生じる力が、結局運動に贈られるのである。

　したがって、最初の組織的な胚細胞をつくる場合には、理念の本来の発祥地についてただその意味づけをし続けるだけでなく、そこをきわめて意味深い地点にまで高めてゆくように注意を怠ってはならない。運動の発祥地点・指揮地点のもつ精神的、道徳的、実際的な巨大な意味をそのように高めることは、無数となった運動の最下部の胚細胞が、新しい連合の組織的形式を要求するまさにその度合いに応じて、進められなければならないのである。

　なぜなら、個々の支持者の数の増加と、かれらとそれ以上直接に触れ合うことが不可能になったことが、最下部に各地での集合を招いたと同じように、この最下部の組織形式の無数の増加は最後には再びより上部の連合すなわち政治的には大管区連合あるいは小管区連合とでも呼びうるものを欠くことができなくなる。

　原点としての本部の権威を最下部の地区グループに対して確保してゆくことは、おそらくまだやさしいだろうが、この地点を今後形成されてゆくより上部の組織形式に対して維持していくことはもはや困難になるだろう。だが、このことは運動がまとまりを失わずに存続してゆくための、したがってある理念を遂行してゆくための前提なのである。

　最後に、このようなより大きな中間的関節組織が新たな組織形式として結合されたとしても、これらに対してさえ、原点としての創設地点やそこでの追随者達がもっている絶対的な指導的性格を保持してゆくことはますます困難ともなるのである。

　したがって組織を機械的に形成することは、本部の精神的な観念上の権威が無条件で維持されているように見える限り、その程度に緊密に応じてはじめて許される。政治的組織では、この点に対する保証はしばしばただ実際の権力によってのみ与えられているように思われる。




運動の内部構造

　今までのべたところから、運動の内部構造に関する次の方針が生じた。

　[image: ]当初は、すべての仕事を唯一の場所、つまりミュンヘンに集中すること。無条件に信用のおける支持者の団体を教育して、その理念を今後普及するための一派を形成すること。今後のために必要な権威をば、可能な限り大きな、明白な成功をこの一つの場所で収めることによって獲得すること。

　運動とその指導者を周知のものにするためには、マルクス主義の教義が無敵であることへの信仰を一つの場所であらゆる人々に見えるように動揺させるだけでなく、それと対抗する運動が可能であることを実証する必要があった。

　[image: ]ミュンヘンにおける本部の指揮の権威が絶対的に承認されたと見なすことができた場合、はじめて地区グループを形成すること。

　[image: ]小管区、大管区、あるいは州のそれぞれの連合体の形成は、同様に、それらの必要性そのものからだけでなく、本部に対する無条件の承認が確実なものになったかどうかに従って決められなければならない。

　だがさらに、組織的隊形を形成してよいかどうかは、指導者としての資格があると思われる人物が現存しているか否かにかかっている。

　この場合、二つの方法がある。

　[image: ]運動は能力のある人材を後の指導層として教育し、養成するために必要な資金を都合する。運動は、このようにして獲得された人材を、さらに計画的に戦術的およびその他の都合を考慮して配置する。

　この方法はより容易で、またより迅速である。しかしながら、この方法には巨大な資金が必要である。なぜなら、このような指導者的人材が運動のために働きうるのには、どうしても給料を払わねばならないからである。

　[image: ]運動は、資金が不足しているから、公職的指導者を任命することはできないので、はじめのうちは名誉職として活動してくれる人々に頼る外はない。

　この方法はより手間がかかり、またより困難でもある。

　運動の指導層は支持者の中から、指揮に自己を投げうって、その地域の運動を組織、指導してゆく能力と意欲のある人物が現われない限り、都合によっては広大な地域を不活発のままに放っておかなければならない。

　ある時は広大な地域に人物が一人もいないのに、他の場所ではそれに反して二人あるいは三人までもほとんど同じような能力の人物が存在しているということもないわけではない。そのような出現の場合に生じる困難は大きなものであり、数年にしてやっと克服できるものでもある。

　しかし、組織隊形の形成に必要な前提はつねにそれを指導する能力のある人物であり、それ以外にはなにもありえない。

　将校がいなければあらゆる組織的隊形をそなえた軍隊も無価値であるように、適切な指導者をもたぬ政治的組織は同じように無価値である。

　運動にとっては、指揮をとり前進の原動力となるような指導的人物を欠いたために、地区グループの組織化で失敗するよりも、そのようなグループ形成を思い止まったほうがより望ましいのである。

　およそ指導者その人には意志だけでなく才能もそなわっていて当然であるが、しかしながらその場合独創力そのものよりも、意志力および実行力により大きな意味が認められなければならず、さらに才能、決断力、および根気が結合されている場合はもっとも貴重である。




不寛容な熱狂

　[image: ]　ある運動の未来は、支持者がその運動をそれだけが正しいものであると主張し、同じような性質の他の組織に対して最後まで貫き通す際の熱狂、いや不寛容さによって左右される。

　ある運動の強さが、他の同じような性質をもった運動と統合することによって増加するなどと信じるのは、大変な誤ご謬びゆうである。そのような方法では増大は、当初はもちろん外面的な大きさの増加、したがって皮相な観察者の目には勢力の増加をも意味するが、しかしほんとうは、後になって活動的になってくる内部的衰弱の病原を受けとっただけである。

　なぜならば、たとえどんなことを人々が二つの運動の同質性について語りうるとしても、しかしそのような同質性など現実には存在しないからである。なにしろそのように同質の場合には、実際上二つの運動ではなく、一つの運動だけが存在するに違いないからである。そして区別がどこにあろうと──区別が指導層の才能の相違に基づくだけであったにしても──問題ではなく、区別は存在するのである。だがあらゆる進化の自然法則は、二つのまったく同種でない組織の結合を望まないのであり、より強いほうの勝利と、その法則に制約された闘争からのみ可能になる勝利者の力と強さの高度の淘汰こそが要求されているのだ。

　ほとんど同じような政党組織が統合されると当座の利益は生じるだろうが、結局のところはそのような仕方でえられた成果はすべて後に出現してくる内部的衰弱の原因である。

　ある運動の偉大さは、もっぱらその内部の力の自由な発展により、またあらゆる競争者に対して決定的な勝利を収めるまで、それが不断に上昇してゆくことによって保障される。

　それどころか、運動の強さ、したがってまたその存続資格は一般に運動が闘争の原則を自己が発達するための前提と承認する限りにおいてのみ、増大を続けることができるし、完全な勝利の運命が自己の側に傾いた瞬間に自己の力は峠を越して下り坂になったということができる。

　したがって、運動にとっては、時間的に当座の成果をもたらすのでなくて、無条件の不寛容から生じる長い闘争持続を通じて、長期の成長をも与えるような形式でこの勝利が追求されてのみ有益なのである。

　自己が成長するのには、もっぱら同様な組織のいわゆる合併によらなければならないような、したがってその強さも妥協の産物であるような運動は温室の植物に似ている。それらはぐんぐん成長するが、しかし数百年の年月にたえ、猛烈な嵐に抵抗してゆく力に欠けている。

　ある理念のこの世界における具体化と見なされるあらゆる強力な組織の偉大さは、その組織が熱狂的に自己の正当さを確信して、他のあらゆるものに対して不寛容で貫き通す宗教的熱狂の中に存在している。ある理念がそれ自体正当なものであり、さらにこんな風に武装されてこの地上の闘争をはじめる場合には、その理念は無敵であり、それに対する迫害もすべてその内部的強化をもたらすだけだろう。

　キリスト教の偉大であったのは、幾分類似した性質をもっていた古代の哲学的意見と妥協交渉を試みた点にあるのではなく、自己の教義の厳格な熱狂的告知と、その弁護に基づくものであった。

　たとえ、幾つかの運動が合併によって外見上の優位性をもつことがあったとしても、それは、独立を続けながら自己自身のために戦う教義とその組織が、絶えずその力を増大してゆくならば、十分追いつきうるものである。




闘争のための教育

　[image: ]　この運動は原則としてその構成員を、かれらが闘争をなにか自然に成長するに任せてよいものと考えるのではなく、自ら追い求めなければならぬものと見なすように教育しなければならない。したがって、かれらは相手の敵意を恐れてはならず、かえって自己の存在資格を与えてくれる前提と感じなければならない。かれらはわが民族およびわれわれの世界観に対して敵が抱く憎悪とその憎悪の発現を避けてはならず、かえって待ちこがれなくてはならない。そして噓や中傷もこの憎悪の発現に数えられるものである。

　ユダヤ人の新聞で非難されず、したがって中傷や誹ひ謗ぼうを受けないものは尊敬すべきドイツ人ではなく、ほんものの国家社会主義者でもない。われわれの主義の価値、われわれの信念の公明さ、われわれの意欲の力を測る最上の測定器は、わが民族の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵の側からわれわれに示される敵意である。

　運動の支持者、および広い意味では全民族は、ユダヤ人が自己の新聞でつねに噓をついており、ほんの一度の真実の記事でさえもただ一層大きな偽造を隠すためのものであり、したがってそれ自体もまた故意の偽りであることを、再三再四告げ知らされなければならない。ユダヤ人は噓の大名人であり、詐欺は闘争のためのかれらの武器である。

　あらゆるユダヤ人の中傷、あらゆるユダヤ人の噓はわれらが闘士の肉体が受けとる名誉の負傷である。

　かれらがもっとも多く誹謗する人は、われわれにもっとも近いものであり、かれらがもっとも極端に憎む人は、われわれの最善の友である。

　朝ユダヤ人の新聞を読んで、その中で自己が中傷されている記事を見出さないものは、前の日を有効に利用しなかったのである。というのは、もし有効に過ごしたのであれば、かれはユダヤ人から迫害され、誹謗され、中傷され、侮辱され、評判を悪くされるに違いないからである。そして、ただわが民族およびあらゆるアーリア人種とアーリア文化のこの不俱戴天の敵に、もっとも効果的に対抗したものだけが、自分にもこの人種の中傷と、したがってこの民族の闘争が向けられている記事を見出す期待を許されるのである。

　この原則がわれわれの支持者の肉と血になれば、運動は確固としたものになり、無敵となるだろう。




人物に対する尊敬の教育

　[image: ]　この運動は人物に対する尊敬を、あらゆる手段を尽して助長しなければならない。あらゆる人間的なものの価値は人物の価値の中にあること、またあらゆる理念およびあらゆる仕事はある人間の独創力の産物であること、さらに大立物に対する崇拝はただこの人物に感謝の意を表わすことだけに終るのではなく、統一の帯でもって感謝している人々を結んでしまうこと、以上のようなことをこの運動はけっして忘れてはならない。

　人物は代理がきかない。もしかれが機械的な構成要素ではなく、文化的、創造的な構成要素としての役割を果たしている場合は、とくにそうである。名人は代理がきかず、他人がかれの半分仕上ったままで後に残された絵を引き受けることができないと同じように、偉大な詩人や思想家、偉大な政治家や偉大な将軍は代理がきかない。なぜなら、かれらの活動はつねに至芸の領域でのことであり、それは機械的に教え込まれるものではなく、神の寵ちよう愛あいによる生得のものだからである。

　この地上での最大の革命と成果、最大の文化的業績、政治の領域における不朽の行動等々、これらは永久にある人の名前と不可分に結合しており、その名前によって代表される。ある偉大な人間に対して帰服することをやめてしまうことは、あらゆる偉大な男女の名前からわき出る測り知れない力をなくすことである。

　ユダヤ人はこのことをもっともよく知っている。まさしく人類とその文化を破壊する点にだけ偉大であるに過ぎない偉人をもつユダヤ人は、それら偉人が偶像的に崇拝されるよう配慮する。かれらはただ諸民族がそれぞれに固有な偉人を尊敬することを、品位のないことのように極力主張し、それに対して「個人崇拝」の極印を押すのである。

　ある民族がこのユダヤ人の越権と厚かましさに負けてしまうほどに臆病になるやいなや、その民族は自己がもっている巨大な力を断念することになる。なにしろこの力は大衆を尊敬することにではなく、天才を崇拝すること、および天才による高揚と教化に基づくのだからである。

　人間の意志がくじけ、精神が絶望してしまう場合、過去のたそがれの中から、困窮と不安、不名誉と悲惨、精神的隷属と肉体的強制、これらすべてを征服した偉人がかれらを見下し、失望した人間に自己の永遠の手を伸ばすのである！

　その手をとらえることを恥じる民族に災いあれ！

　　　　　　　＊

運動が無視される危険

　われわれの運動の生成の最初の時代には、われわれの名称が問題とされず、知られていないこと、またそれらの理由だけでもう成功が疑わしく思われることなどをわれわれはなによりも悩んだ。この最初の時代には、弁士の演説を聞くために集る人々がしばしばたった六、七、八人しかなかったが、一番困難だったことは、このきわめて小さなサークルの中に、運動の巨大な未来に対する信念を目覚まし、また保持してゆくことであった。

　六、七人の男たち、まったく無名のあわれな連中が一つの運動をつくる意図をもって集り合っているのを想像するがよい。この運動は、今までに強力な大政党ができなかったこと、つまり一層増大した力と尊厳をもったドイツ国の再建を、いつかはやりとげようというのである。人々が当時われわれを攻撃したならば、いやそれどころかわれわれをただあざけり笑ってくれたとしても、いずれにしてもわれわれは幸福感にひたったに違いない。なにしろ、われわれの憂鬱だったのはただ完全に無視されたことである。われわれは当時その通りであったし、わたしが当時一番悩んだのもそのことであった。




みじめだったいわゆる「集会」

　わたしがこの数人のサークルにはいった頃は、党も運動も話題となりえなかった。わたしは自分の印象を、この小さな組織と最初に出会った時の文章の中ですでに書いておいた。わたしは当時のそれに続く数週間というものは、このいわゆる党のなによりもまずおそまつ極まる様子を研究する時間と機会をもった。その光景は、神に誓って、締めつけられるように憂鬱なものであった。なにもなかった。もともとまるっきりなにもなかったのだ。党という名称はあっても、その委員会は実際には全党員なのであり、かれらもどっちみち自分達が克服しようと努めていたもの、つまりちっぽけではあるが議会主義者であった。ここでも、票決が支配した。大きなほうの議会が少なくともまだかなり大きな問題について、数か月間のどをからして叫んでいるのに対して、この小さなサークルでは、幸運にも自分達に届いた一通の手紙の返事のことでもう際限もない話し合いがはじまった！

　世間はこれらすべてについて、当然のことだが一般になにも知らなかった。ミュンヘンでは、その数人の支持者とかれらの少数の知人を除いて、だれも党の名称すら知らなかった。

　毎週の水曜日には、ミュンヘンのあるカフェーでいわゆる委員会が行なわれたし、週に一回談話の夕べが催された。差し当り、この「運動」の構成員全部が委員会に席をもっていたから、出席者は当然いつも同じであった。そこで遂にこの小さなサークルを越えて新しい支持者を獲得することが、だがなによりもまずこの運動の名称をどんな犠牲を払ってでも有名にすることが、問題とならねばならなかった。

　われわれはその際、次のような手法を使用した。

　つまり、毎月、後になって二週間毎に、われわれは一度の「集会」を催そうと企てた。これの招待状はタイプライターで、あるいは一部はまた直接手で紙片に書かれて、最初の数回はわれわれ自身によって分配され、配達された。各人は自分の知人層に、一人でも二人でもこれらの開催の一つに出てもらうよう依頼した。

　その首尾はみじめだった。

　わたしは今なお思い出すが、このような最初の時代のある日のことわたし自身このビラを約八十枚配達して、夕方われわれはそこへ来るはずの民衆を待っていた。

　一時間遅刻して、「議長」は遂に「集会」を開催しなければならなかった。われわれはまたもや七人、相変わらずの七人だった。

　われわれは招待状をミュンヘンのある文房具商のところでタイプライターで打ち、複写させるところまで進んだ。その首尾は次の集会で少しばかり聴衆が増加したことに現われた。このようにして、その数は徐々に十一人から十三人へ、遂には十七人、二十三人、三十四人の聴衆へと上昇した。




最初の集会

　われわれすかんぴん連中のまったく僅少な金を持ち寄ることにより、ようやく当時ミュンヘンでの独立新聞「ミュンヒナー・ベオバハター」の広告で集会を予告することができるだけの資金が調達された。今度の首尾はたしかに驚くほどだった。われわれは集会をミュンヘン・ホーフブロイハウスケラー（ミュンヘンホーフブロイハウスのフェストザールと混同しないこと）で試みたが、それはきっちり百三十人収容できる小さなホールであった。この部屋はわたし自身には大広間のような感じであったし、われわれの仲間のだれもが、その晩にこの「でっかい」建築物を人間で満たすことに成功するかどうか心配していた。

　七時には百十一人が出席していた。そして集会が開かれた。

　あるミュンヘンの大学教授が主要報告演説を行ない、わたしは第二番目の弁士として、はじめて公衆に話すこととなった。

　党の当時の第一議長だったハラー氏には、このことは大変な向う見ずの行為と見られた。平常たしかに公正なこの紳士は、なるほどわたしがほかのことならなんでもできるだろうが、演説だけはやれない男だと、まったく決め込んでいた。この意見をかれは後の時代になっても曲げようとはしなかった。

　だが状況はそうはならなかった。私には、この最初の公衆に話しかけるべき集会で、二十分の演説時間が認められていた。

　わたしは三十分話した。そしてわたしが以前に、どうしてだかは知らないが、ただ内心で感じていただけのことが今や現実でもって証明された、わたしは演説ができたのだ！　三十分後、この小さな部屋にいた人々は強い衝動を与えられたのであり、その感激はなによりもまず、出席者の犠牲心へのわたしの訴えが三百マルクの寄付金を集めたということに現われた。そしてこのことによって、大きな悩みがわれわれから取り除かれた。財政の乏しさはこの時代にはいかにもひどいものであって、われわれは運動のために趣意書を印刷させたり、あるいはパンフレットを出版することさえできなかった。今や小さな基金のための根幹が置かれて、その後はそこから少なくとも、もっとも必要なもの、もっともやむをえないものが支払われることができた。

　しかしながら、他の観点からしても、この最初のかなり大きな集会の成功は意味深かった。




運動の根幹としての兵士

　わたしは当時、委員会に数人の新手の力に満ちた若者達を連れ込みはじめていた。わたしは長年の軍隊生活期間中に、かなり多数の信用のおける友達と知り合ったが、かれらは今や徐々に私の説得によってこの運動の仲間に加わりはじめた。かれらは真に実行力のある若者達であったし、規律に慣れており、軍隊時代から、不可能なものはまったくなにもない、欲すればなんでもうまくゆくものだ、という原則の下に育ってきた。

　だが、このような輸血がどれほど必要であったかを、わたし自身は数週間も協同しないうちに早くも認識した。

　党の当時の第一議長だったハラー氏は、もともとジャーナリストであり、そのような人間としてたしかに広い教養を身につけていた。だが、彼は党指導者としてはきわめてやっかいな素質をもっていた。かれは大衆向きの演説家ではなかった。かれの仕事それ自体は、非常にきちょうめんで良心的で、そして正確であったにしても、けれどもかれには──おそらく、まさしく偉大な演説家の才能が欠けていたことが原因したであろう──はなはだしく熱弁が欠けていたのでもあった。当時ミュンヘン地区グループの議長であったドレクスラー氏はただの労働者であったが、演説家としては同様取り立てていうほどのこともなく、さらに兵士でもなかった。かれは軍隊に服役したことがなく、また戦争中も兵士ではなかったので、かれの自己の全性格からしてもともと柔弱でしっかりしていなかった上に、あやふやでめめしい本性の人間を男子に鍛えることができた唯一の学校にも行かなかったことになる。このようにこれら二人の男は、心の中に運動の勝利に対する熱狂的な信念をもっているばかりでなく、びくともしない意志の力でもって、また必要ならばきわめて残酷な無情さでもって、新しい理念の上昇を妨げるかも知れぬ抵抗を取り除くことができるような、そんなたちの人間ではなかった。この目的にかなうのはただ、精神と肉体があの軍隊的美徳、すなわちグレーハウンドのような敏びん捷しようさ、革のような強靭さ、クルップ鋼のような固さなどでおそらくもっともよく表現されうる美徳を自己のものとした人柄だけであった。

　わたしは当時まだ自身兵士だった。わたしの肉体と精神はほとんど六年間もぴしぴし鍛えられたので、わたしは当初このサークルではおそらく異質のものと感じられたに違いなかった。わたしとしても、それはだめだ、あるいはそれはだめだろう、そんなことをあえてするな、まだそれは危険過ぎる、等々の言葉を忘れてしまっていた。

　というのは、形勢はもちろん危険だったからである。一九二〇年には、ドイツの多くの地方で、大衆に訴えて公然とかれらの出席を誘うことをあえてするような国家主義的集会を催すことなどまったく不可能であった。そのような集会の参加者は、血だらけの頭をしてなぐり散らされ、追い払われた。もちろん、そうした芸当はたいしたことではなかった。なにしろ、きわめて大きないわゆるブルジョア階層の大集会でさえ一ダースの共産党員によって、まるで犬の前のうさぎのように散会させられ、逃げ出すのが毎度のことだったからである。赤の連中はこのようなブルジョア階層のぺちゃくちゃクラブが本質的にお人よしであり、したがって自分達にとって危険でないことをこのクラブ・メンバー自身よりよく知っていたからほとんど注意を払わなかったけれども、だがかれらは自分達にとって危険と見られる運動はあらゆる方法を用いてやっつけてしまおうと決心していた──だがしかし、そのような場合にもっとも有効な手段は、どんな時代にもテロであり、暴力であった。

　しかし、今まで国際主義的で、マルクス主義的な、ユダヤ人・株式取引所御用党にもっぱら役立ってきた大衆の獲得を自己の明白な目標に掲げる運動は、マルクス主義的民族欺ぎ瞞まん者しやによって一番憎まれる運命にあった。もう、「ドイツ労働者党」という党名からして刺激を与えた。したがって適当な機会があればすぐに、当時はまだ勝利に酔っていたマルクス主義扇動者との対決がはじまるだろうということは容易に想像できた。




第二回目の集会

　当時の運動の小さなサークルの人々は、このような闘争にはなんといってもある種の不安を感じていた。かれらは打ちのめされはしないかという恐怖から、もうできる限り世間の前に出ようとは望まなかった。かれらは心の中では、最初の大集会がきっと解散させられ、そして運動もおそらく永久に片づけられてしまうものと観測していた。わたしは、かれらがこの闘争を避けずに対抗し、したがってそれだけが暴力を防ぎうる武装を手に入れなければならぬというわたしの見解を主張して窮境に立っていた。テロは精神によってではなく、テロによってだけ打ち破られる。最初の集会の成功はこの方角でのわたしの立場を強めた。かれらは第二回目の、もちろん幾分より大きな集会を開催する勇気をもつにいたった。

　一九一九年の十月頃、エーベアルブロイケラーで第二回目の一層大きな集会が開催された。テーマはブレスト・リトフスク（※４）とヴェルサイユであった。演説者は四人だった。わたし自身も一時間近く話したが、第一回の示威集会よりもずっと成功した。参会者の数は百三十人を越えた。妨害も一度企てられたが、わたしの同僚によってすぐ大事にならぬうちに制圧された。暴徒は頭に散々こぶをつくり、階段を飛ぶようにかけ降りていった。

　それから十四日して、同じホールで次の集会が開催された。参会者数は百七十人を越えた──部屋は結構満員となった。わたしはまたもや演説したが、今回もこの前の集会より大きな成功を収めた。

　わたしはもっと大きなホールを熱望した。遂に、われわれは町の反対側のはずれに望みの場所を見つけたが、それはダッハウアー街の「ドイッチェス・ライヒ」であった。新しい場所での最初の集会は、前回よりも参会者が減ってやっと百四十人に過ぎなかった。委員会では希望が再び失われはじめて、きりのない懐疑家は来会者の少なかった原因をわれわれの「示威集会」があまりにもくり返され過ぎる点に見出すべきだと信じた。猛烈な論争が行なわれたが、わたしはその中で、七十万の人口をもつ都市は十四日毎に一度ばかりではなく、毎週十回の集会でも平気に違いない、反動があったからといって迷ったりしてはならない、またわれわれの進んでいる道は正しいものであり、つねに同じように辛抱してゆけば遅かれ早かれ成功するに違いない、という立場を擁護した。およそ、この一九一九年から二〇年にかけての冬の全期間は、この若い運動の決定的な威力に対する信頼を強化し、信念となって山をも動かしうる熱狂にまで高めるための無類の闘争で明け暮れした。

　同じホールでの次の集会は、またもやわたしの正しさを証明した。参会者の数は二百人を越えて、外部的にも、財政的にも立派な成功であった。

　わたしは次の開催をすぐに準備するよう急がせた。十四日もせぬうちに次の集会は開かれ、聴衆の数は二百七十人を越えた。

　十四日後、われわれは第七回目として、若い運動の支持者や賛助者を呼び集めたが、この場所がかろうじて人々を収容できたほど、つまり四百人を越えた人が参会した。




運動の内部構成

　この時代にはこの若い運動の内部編成が行なわれた。その際、小さなサークル内でしばしば多かれ少なかれ熱烈な論争が生じた。さまざまな角度から──今日でもそうであると同じように、すでに当時も──若い運動の、党という名称に酷評がなされた。わたしはそのような批評を、いつもただそれらの人々の実際上の無能力と精神的な平凡さを証拠立てるものとのみ見ていた。外面的なものを内面的なものから区別できず、運動の価値を、もうできる限り誇張して印象づける名称から評価しようと試みる人々はどんな時代にも存在する。だがその場合には大変不幸なことだが、われわれの祖先の語ご彙いはもっともひどくしりぬぐいをさせられる。

　当時、およそ運動は自己の理念の勝利や、またしたがって目標を達成しない限り、千度名称を変えたところでやはり党である、ということを人々に理解させるのは困難であった。

　もしある人が、実現されれば同胞の利益に効果があると思われる大胆な思想を実際に成就しようと望むとすれば、かれは差し当って自分の意図に味方をしようと覚悟する支持者を探さなければならない。そして、たとえこの意図がただ現に存在している政党組織を破滅させ、党派分裂を終了させる点にのみあるとしても、この見解の擁護やこの決意の告知者は目標が達成されるまではまさしくかれら自身党なのである。もし、実際の成果が自身の知恵と反比例しているにもかかわらず、ある旧式な民族主義的理論家が、あらゆる若い運動が党としてもっている性格をその名称を変えることによって、変えられると自負するならかれは小理屈屋であり、瞞着者である。

　反対なのである。

　もしなにかあることが非民族的であるとすれば、それこそ特に古代ゲルマン的な表現をかれらのように乱雑に用いることである。このような表現は今日の時代には適当でないし、その上ある特別のものも表現せず、かえってややもすれば運動の意味をその外面的な語彙の中にだけ見出すことに導くこともありうるものである。これはまったくの横暴であるが、今日際限もなく見られうる。




ドイツ民族主義遍歴学生

　要するに、わたしは当時すでに、そしてまたその後の時代にも再三再四、実際の仕事はいつもゼロに等しいのに自負心はけっしてだれにも負けを取らぬドイツ民族主義遍歴学生に警戒せよと注意しなければならなかった。この若い運動は、多くの場合、自分達はもう三十年、あるいは四十年も同じ理念のために闘争してきたという告白だけしか紹介状にもたない人々のはいってこないように警戒しなければならなかったし、今日でもそうである。だが、四十年間一つのいわゆる理念のために働いて、最小の成果すらももたらすことができず、それどころか敵の勝利を阻止することもできなかった人間は、四十年間の活動で自己の無能さを証明したのである。その危険性はなによりもまず、このような性質をもったものは平メンバーとして運動に加入しようと望んでいるのではなく、自分が大昔から活動してきたという理由だけで、かれがその後の活動をするための適当な場所と自認する指導者サークルについてだぼらを吹くことにある。このような連中に若い運動が任されたとしたら、災いあれかし！　四十年間働くことによって大きな店を徹底的につぶしてしまった商人が新しい店の創立者としてあまり役に立たないと同様、ちょうどそれくらいの年月の間にある偉大な理念をだめにし、老いぼれさせてしまった民族主義者のメトゥザレム（※５）も新しい、若い運動の指導者にはふさわしくない！

　その外に、これらすべての人々のうち、運動に奉仕し、新しい教義の理念に役立つために新しい運動にはいってくるのは一部分に過ぎず、ほとんどの場合は、運動の保護を受けて、あるいは運動が提供する可能性によって、人類をもう一回自己自身の理念でもって不幸にしようとしてはいってくるのである。だが、それがどんな種類の理念であるかをいうのはきわめて困難である。




ブリキの刀と剝製のクマの皮

　古代ゲルマンの英雄達や、太古の時代、石おの、投げやり、たてなどについて夢想していても、現実には想像されうる限りでも最大の臆病者であるということが、それらの本性をもつ人々の特徴なのである。なにしろ、古代ドイツのものに用意周到に似せたブリキの刀を空中に振り動かし、ひげをはやした首に、雄牛の角のついた剝製のクマの毛皮をかむった同一人が、現代に対してはいつもただ精神的な武器での闘争ばかりお説教し、共産主義者のゴム製の警棒の前では例外なしに大急ぎでそこから逃げ去ってしまうからである。後世の人達は、いつか新しい叙事詩の中でこの人々の珍奇な英雄的存在を賛美する動機などほとんどもたないだろう。

　わたしはこれらの人々を十分過ぎるほど知っていたので、かれらのみじめな芝居の前ではこの上なくむかつきを感じた。だが、かれらは大衆におどけた印象を与えるので、ユダヤ人がこれらの民族主義的コメディアンを保護し、将来のドイツ国家のための真の闘士よりもむしろかれらを好ましいと思ったのは、まったく理由があるのだ。その際、これらの人間はやはり度外れて自負心が強く、かれらの完全な無能さはあらゆる点で証明ずみにもかかわらず、あらゆることに知ったかぶりをする。そしてかれらは、英雄達を単に過去の中でのみ尊敬するのではなく、自分もまた自らの行為によって同じような姿を後世に与えようとして努力している誠実で、信頼できるすべての闘士にとってほんとうに重荷となる。

　また、これらの人々の中のだれが生まれつきの愚鈍さあるいは無能から行為しているのか、あるいはだれが一定の理由からただそのように振舞っているに過ぎないのか、ということを区別するのは大変むずかしい場合がたびたびある。とくに、古代ゲルマン的基礎に依存するいわゆる宗教改革者については、わたしはいつもかれらがわが民族の復興を望まない諸国から派遣されているのではないかという感情を抱く。なにしろ、かれらの全活動は民族を共通の敵であるユダヤ人に対する共通の闘争から連れ去って、その代りに民族の力をナンセンスであると同時に不幸でもある国内の宗教闘争に消耗させているからである。だが、まさしくこの理由からして、運動を指導する場合の無条件の権威という意味での強力な本部権力の創設が必要である。この創設によってはじめて、このような危険な構成分子の行為を終らせることができる。もちろんこの理由から、統一的で、厳重に指導され、また指揮されている運動に対する最大の敵が、これらの民族主義的な永遠流浪のユダヤ人の仲間の中にも見つけ出される。かれらはこの運動の中に、自己の不正を制止する力を憎んでいる。




「民族主義的」という言葉の拒絶

　この若い運動は以前、ある一定の綱領を規定したが、その際「民族主義的」という言葉を使用しなかったのは理由がなかったことではない。民族主義的という概念は、その概念が限定されていないために、運動にとって可能な原則ではないし、そのような運動のメンバーであるための規範を提供するものでもない。この概念が実際上で定義できないものであればあるほど、またそれが解釈をより多く、またより広範に許せば許すほど、その概念は人々によって引合いに出される可能性も一層大きくなる。この種の規定されにくい、そしてさまざまに解釈可能な概念を政治闘争の中にもち込むことは、あらゆるがっしりした闘争団体を解散に導くのである。というのは、およそ闘争団体は、個々人にかれらの信念と意図の規定そのものを放任しておくことができないからである。

　今日だれが「民族主義的」という言葉をかついであらゆることに横柄な顔をしてうろつき回っているか、またどれほどの人々がこの概念について自分の見解をもっているか、これらの答えも恥ずべきものである。バイエルンのある周知の大学教授は、精神的武器の使用では有名な闘士であり、同様に多くの精神的業績でベルリンにも進出していたが、かれは民族主義的という概念を君主政の立場と同一視した。この博識の頭脳は、過去のわがドイツの君主政治と今日の民族主義的見解とが同一であることについてよりくわしく説明することを明らかに今日まで忘れてしまっている。また、わたしはこの紳士にそれはほとんどできないだろうとも気づかっている。なにしろ、大部分のドイツ君主政体以上に非民族主義的なものは、まったく想像できないからである。もし、そうでないとしたら、それらは消滅することもなかったに違いないし、あるいは、その消滅が民族主義的世界観の正しくないことの証拠を提出しているに違いない。

　そのようにして、すべての人々がこの概念を自分がちょうど理解したように解釈する。しかし、政治的闘争運動のための基礎としては、そのような意見の多様性は問題になりえないのである。

　二十世紀のこのような民族主義的ヨハネ（※６）達の世間知らずや、とくにかれらの民族精神に対する無知については、この際わたしは完全に無視しよう。かれらがなんであるかは左翼にうまく扱われているこっけいさで十分に解明されている。かれらにおしゃべりをさせて、からかってやろう。

　しかし、この世界で自分の敵に憎まれることができないようなものは、わたしにとっては味方として大きな価値があるとも思われない。したがって、このような人間がわれわれの若い運動に示す友情も、ただ無価値であるばかりでなく、つねに有害であるに過ぎなかったし、また、われわれが第一に「党」という名称を選んだ主要な理由もその点にあった──われわれはそうすることによってのみ、これらの民族主義的夢遊病者の全集団をわれわれから追い払うことを期待できた──さらにまた、それは、われわれが第二に国家社会主義ドイツ労働者党と名乗った主要な理由でもあった。




「精神的武器」──「おとなしい労働者」

　この名称の前の部分の表現はわれわれから、古代心酔者、すなわちいわゆる「民族主義的理念」という言葉に小理屈をつけたり、この唱え文句ばかりこつこつと吟味している皮相な人間達を遠ざけてくれた。またあとの表現は、「精神的な」剣を帯びた騎士というやっかいな連中全部、および「精神的武器」を自分達の実際の臆病さを擁護するたてと考えているみじめな青二才ども全部からわれわれを解放した。

　無論のこと、われわれはその次の時代には、とくにこのあとの連中からもっともはげしく攻撃されたが、それはもちろん暴力によってではなく、ただペンによってだけであった。このような民族主義的鵞ペンからは、まったくそれ以外のことは期待できぬに違いない。かれらにとっては、「われわれに暴力で立ち向かってくるものには、われわれも暴力で身を守る」というわれわれの原則は、それ自体もちろんある気味悪さをもっていた。かれらは、われわれがゴム製警棒を野蛮にも熱愛しているだけではなく、われわれ自身に知性が欠けているとまでいって、この上ないしつこさで非難した。大衆集会のようなところでは、ほんの五十人ほどの無知な連中でも口とげんこつに物をいわせて話させまいと望めば、デモステネス（※７）のような雄弁家さえ沈黙させられるという道理は、そのようないかさま治療師の心には全然なにも通じないのだ。かれらは生まれつきの臆病から、そのような危険には関係しないのである。なにしろ、かれらは「そうぞうしく」、「さしでがましく」活動するのではなく、「おとなしく」働くのだ。

　わたしは今日でも、われわれの若い運動に、このいわゆる「おとなしい労働者」の網にかかる危険について、どれほど警告してもし過ぎることはありえない。かれらは臆病者であるだけでなく、つねに無能者であり、なまけものでもある、およそ、事実を知り、危険が存在しているのを認め、自分の目で救済の可能性を見出している人間ならば、「おとなしく」働くのではなく、あらゆる公衆の前にでて、悪に対してその治療を引き受けるという、人類に課せられている義務と責任をもつであろう。このことを果たさなければ、かれは義務を忘れた、みじめな弱虫であるのだが、それもかれらが臆病、あるいは怠惰と無能力のためになんの役にも立てないからである。しかし、これら「おとなしい労働者」の大部分は、たいてい何かしら知っているかのようにどしどし振舞うのである。かれらはすべてなにもできないのに、だが全世界を自分達の手品であざむこうと企てる。かれらは怠惰であるのに、しかし自分達の主張する「おとなしい」仕事でもって、巨大で勤勉な活動をしているかのような印象を起させる。要するに、かれらはペテン師であり、生まれつきの政治的やみ取引屋であって、他の人の誠実な仕事を憎む連中である。このような民族主義的な蛾みたいなものが「おとなしさ」の価値を主張するやいなや、かれらがそのようにおとなしくしていてなにも作り出しはせず、盗むのであり、他人の仕事の結果を盗むのであることは九割九分九厘うけ合いうる。

　それに加えて、さらに尊大さと自負心の強い厚かましさによって、これらの実際には怠惰に過ごしている、日光を恐れる無頼漢どもは、他人の仕事を非難し、隅々まで酷評を試み、そのようにしてほんとうのところはわが民族の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を助けるのだ。

　たとえ最低の扇動者であっても、かれが自分の敵に囲まれつつ飲食店の食卓の上に立って、男らしく率直に、自己の意見を主張する勇気をもっているならば、これらの噓つきで卑劣な偽善者を千人合わせたより以上のことをやってのけるものである。かれは疑いもなく一人や二人を転向させ、運動に加えることができるだろう。かれの仕事が再検討されるならば、かれの行為の効果というものは、その仕事の成功したかどうかによって確認することができるだろう。ただ、自分の「おとなしい」仕事を賞賛し、それゆえ、卑しむべき匿名の隠れみので身を隠してもいる臆病なペテン師だけはまるきり役に立たないのであり、かれらは、言葉の正真正銘の意味で、わが民族復興におけるいそうろうと見なされてよいものである。

　　　　　　　＊

第一回目の大衆大集会

　一九二〇年のはじめに、わたしは第一回目の大々的な大衆集会を挙行することを催促した。このことに関しては意見の相違が生じた。数人の指導的党員は、事が余りにも早過ぎるので、したがってその結果は不吉なものになるだろうと主張した。赤色新聞はわれわれについて書きはじめており、われわれは徐々にかれらに憎悪されていたので、すっかり満足であった。われわれは、討論の弁士としてよその集会にも登壇しはじめていた。もちろん、われわれの弁士は必ずすぐにやじり倒された。しかし、それにもかかわらず成果はあった。人々はわれわれを知るようになった。そしてわれわれについて知識が深まるに正比例して、われわれに対する嫌悪も高まった。したがって、われわれが第一回目の大衆大集会を開けば、もちろん赤色陣営からきわめて大規模なわれらの友人の訪問を受けることを期待してよかった。

　集会がめちゃめちゃにされる確率が高いことは、わたしもまたよく知っていた。しかし、この闘争は今でなければ、二、三か月後に必ず解決されなければならなかった。すでに第一日目から、運動をやみくもに、容赦のない擁護によって永遠的なものにするのはまったくわれわれの責任であった。なによりもまず、わたしは左翼の支持者の気質を非常によく知っていたので、もっとも徹底した抗争はもっとも早く感銘を呼び起すだけでなく、支持者をも獲得するということも理解していた。この抗争についてわれわれは今や決心しなければならなかった。

　党の当時の第一議長であったハラー氏は、選ばれた時期についてのわたしの見解に同意できぬと思った。そして、その結果として、かれは誠実で正直な人間だったので運動の指導者の地位から引退した。かれの代りにアントン・ドレスクラー氏が就任した。わたし自身は宣伝組織を引き受け、これを今度こそ容赦することもなく実施していった。

　このようにして、この第一回目のまだ有名でない運動による大衆大集会の挙行期日は、一九二〇年二月二十四日と決定した。

　諸準備はわたしが自身で指揮した。準備は非常に簡単だった。一般的にいって、全機構は一瞬の間に決断を行ないうるように調整された。時事問題に対しては、大衆集会の形式によって二十四時間のうちに態度が決められるはずであった。集会の予告はポスターとパンフレットで行なわれることに決まったが、この両者の傾向は、わたしが宣伝についての論述の箇所で大要はすでに書いておいたあの観点に従って決定された。つまり、大衆への影響を考えること、少数の点に集中すること、同一のことを絶えずくり返すこと、教義のテキストを疑いのない主張の形式にまで自己に確信をもちまた自負心をもって要約すること、普及には最大の堅忍さをもち、影響の期待には忍耐をもつこと等であった。

　色は原則として赤が選ばれた。赤はもっとも刺激する色であって、われわれの敵をもっとも激しく憤慨させ、挑発し、そのことによりいずれにしてもわれわれをかれらに知らせ、記憶させるに違いなかった。




マルクス主義と中央党の団結

　その次の時期には、バイエルンでもマルクス主義と中央党の政党としての内的団結がきわめてはっきりと示されたが、それはこの地で政権をとっていたバイエルン人民党が、われわれのポスターが急進的な労働者大衆に与える効果を弱め、後には阻止してしまおうと企てた骨折りの中に見とられる。警察はポスターに干渉する他の手段が見出せなかったので結局「交通上のしんしゃく」を理由にもち出さなければならなかった。そしてついには、州内のおとなしい、赤色同盟者のために、いわゆるドイツ国民人民党（※８）の支援的な助力のもとに、数十万の国際主義的な、扇動され、堕落させられた労働者を、ドイツ民族に取りもどそうとしているこのポスターを完全に禁じてしまった。このポスター──この巻の第一版と第二版に付録として付けられてある──は、この若い運動がその時代に戦った激烈な奮闘を、もっともよく証明することができる。だが、それらのポスターはまた後世のために、われわれの主義のもっている意図と正当さを証明し、そしてわが民族大衆の国民化、したがって国民としての奪還をば、自分達にわずらわしいことだとして、阻止したいわゆる国民のお役所の横暴を証明するものとなろう。

　それらはまた、バイエルンに国民主義的な政府がもともとあったのだというような意見を打ち砕くにも力を貸すだろう。そしてそれらは、一九一九、一九二〇、一九二一、一九二二、一九二三年に存在した国民主義的バイエルンはなにも国民主義的な政府のせいではなく、徐々に国民的な感情をもちだした民衆に対して、ただ政府が止むをえず考慮を払わねばならなかったというに過ぎぬことを、後世に対して文書でもって証明するものであろう。

　政府自体はこの回復過程を阻止し、不可能にするためにあらゆる手をつくした。




ペーナーとフリック

　その際、二人の人物だけは除外しなければならない。

　つまり、当時の警視総監エルンスト・ペーナーとかれの忠実な助言者であったフリック長官は、すでに当時において、まずドイツ人であり、その後において官吏であろうとする勇気をもったまれにみる高官であった。責任ある地位についているもので、大衆のごきげんを取らず、自己の民族に責任を感じており、自分がなによりも愛しているドイツ民族の復興のためには、すべてを、また必要ならば自分自身の生存をも賭け、犠牲にする覚悟ができていたのは、エルンスト・ペーナーだけであった。かれは自分達に任されている国民的財貨の繁栄などはお構いなく、また民族の利益や民族に必要な自由の高揚より、パンを与えるものの命令のほうが自己の行為の規範を決めているような腐敗した役人連中にとっては、実際つねに目の上のこぶであった。

　しかし、とりわけてかれは、われわれのいわゆる国家の権威の番人の大部分とは違って、民族や国家に反逆する連中の敵意を恐れずに、かえってこの敵意をば真面目な男ならむろんもつべき財宝として熱望するような性質の人間に属していた。ユダヤ人やマルクス主義者の憎悪およびかれらの噓と中傷に満ちた全闘争は、わが民族の悲惨のただ中にいるかれにとって唯一の幸福であった。

　かれは、花か崗こう岩がんのように固い実直さ、古代風の質朴さ、ドイツ人的率直さをもつ男であり、「奴隷であるよりは、むしろ死を」という言葉はかれにとってカラ文句ではなくかれの全性格の本質をつくっているものであった。

　かれとその協力者フリック博士は、わたしの目から見れば、国家の官職を占めている人々の中で国民主義的バイエルンの建設協力者と見なされる権利をもつまれな人物である。──




綱領の起草

　ところでわれわれは、第一回目の大衆集会の開催に向かって進む前に、必要な宣伝材料を用意するだけでなく、綱領の主旨をも印刷しなければならなかった。

　とくに綱領の起草に際してわれわれが意図した方針を、わたしは第二巻できわめて根本的に説明するだろう。わたしはここではただ若い運動に形式と内容を与えるためだけではなく、その目標を大衆に理解させるためにこの綱領がつくられた、ということを確認するだけにしておこう。

　いわゆるインテリ階層はこれについて、からかい、ひやかし、また批評しようと企てた。しかし、われわれの当時の見解が正しかったことは、この綱領の効果となって証拠立てられた。

　わたしはこの数年間に、新しい運動が幾ダースとなく発生するのを見たが、それらはすべて再び跡形もなく消え、四散してしまった。ただ一つ残ったが、それは国家社会主義ドイツ労働者党であった。そして今日は、わたしはいままでより以上に、わが党が戦いをいどまれ、無力化を企てられ、あるいはつまらぬ政党大臣がわれわれに演説や口を開くことを禁じることができたにしても、われわれの思想の勝利はけっしてかれらによって阻止されることはないだろう、という確信をもっている。

　今日存在している国家観の全体およびその主張者がもはや名前すら忘れ去られる場合でも、国家社会主義的綱領の基礎は将来の国家の礎石となるだろう。

　一九二〇年一月までの四か月間の集会活動は、徐々に、われわれの最初のパンフレット、最初のポスター、およびわれわれの綱領を印刷するに必要な小額の資金をわれわれに貯えさせたのである。

　わたしがこの巻の終結として、運動のこの第一回目の大衆大集会を選んだのは、この集会によって党が小さな結社の狭いわくを破って、現代のもっとも強力な要因、つまり世論にはじめて決定的な影響を及ぼしたという理由からである。

　当時、わたし自身ただ一つのことを心配していた、すなわちホールは満員になるだろうか、あるいはわれわれはがらあきの会場で話すことになるだろうか？　と。わたしは、もし人間さえくるとしたら、この日は若い運動によって大成功となるに違いないと心の中で岩のように固い確信をもっていた。このようにして、わたしは当日の夜を心配していた。

　七時三十分きっかりに開会の予定だった。七時十五分に、わたしはミュンヘンのプラッツルにあるホーフブロイハウスのフェストザールにはいっていったが、心臓はほとんど喜びのために破裂しそうだった。巨大な部屋、なにしろ当時のわたしにはまだ巨大に見えたが、その部屋は人で立りつ錐すいの余地もなかった。ひしめき合った人々はほとんど二千人を数えるほどであった。そしてとりわけ──われわれが呼びかけたいと思っていた連中がきていたのだ。ホールの半分よりずっと以上が共産党員と独立社会党（※９）員で席を占められているように思われた。われわれの第一回目の大デモンストレーションは、かれらによって即座に結末がつけられるように決定されていたのだ。




綱領の最初の説明

　しかし、別の結果となった。最初の弁士が終った後、わたしが話しはじめた。数分もたたぬうちに、ヤジがあられのようにとび、ホールの中は猛烈な衝突が起った。少人数のきわめて忠実な戦友達やその他の支持者達は妨害者となぐり合い、少しずつではあったがやっと、いくらか静粛さが回復できた。わたしは再び話し続けることができた。三十分後には賛成の拍手がののしり声やうなり声を徐々に圧倒しはじめた。

　そして今や、わたしは綱領をとらえて、これについての最初の説明をはじめた。

　十五分たち、また十五分と時のたつうちにヤジは賛成の歓呼によって次第に圧倒されていった。そして、わたしがついに二十五か条を一か条ずつ大衆に提案して、かれらにこれらについての判断を聞かせてもらうよう求めた時、これら綱領はつぎつぎと、ますます高まる歓呼によって満場一致につぐ満場一致で採択されていった。そしてこのようにして最後の条項が大衆の心に受け入れられた時、わたしの前には新しい確信、新しい信念、新しい意志で結び合わされた人々で満員の会場があった。

　約四時間たった後、部屋がからになりはじめ、大衆がひしめき合い押し合いながら、ゆるやかな河の流れのように出口に進んでいった時、わたしは、今こそ運動の原則はドイツ民族の中にはいり込んだのであり、もはや忘却されることがないのだということを知った。




運動がその進路をとる

　一つの火が燃え立たされた。この炎熱によって、将来剣がつくられるに違いない。そして、その剣はゲルマンのジークフリードに自由を、ドイツ国民に生命を回復させるはずのものである。

　そして将来の高揚と並んで、わたしは容赦のない復ふく讐しゆうの女神が一九一八年十一月九日（※10）の偽証罪に向かって歩んでいるのを感じた。

　このようにして、ホールは徐々にからになっていった。

　運動は自己の進路を進んだ。







訳注（Ⅰ）
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[image: ]　ドイツとオーストリアのこと。

[image: ]　一九二三年、フランスのルール地方占領のとき、工場破壊などで抵抗したドイツの狂信的国家主義者の一人。

[image: ]　従来ヒトラーの家系については種々の説が立てられていた。

　　第一はチェコ人の血をひいているという説で、第二はユダヤ血統説である。

　　しかし現在ではヒトラー研究家のヴェルナー・マーザーによって、そのどちらも確証がないこと、そしてヒトラーが、一八八九年四月二十日にオーストリア・ハンガリー帝室ならびに王室税関事務官アロイス・ヒトラーの（三回目の結婚の）第四子として、イン河畔ブラウナウに生まれ、三年後パッサウへ移り、一八九四年にリンツに移り、九五年父の退職後は九七年まで、ラムバッハ近郊のハーフェルトのりっぱな邸に住んでいたことが明らかにされている。

[image: ]　日雇農夫（Häusler）というのは、家屋だけを持っていて、農地をほとんどかまったく持っていない農民のことであるが、ヒトラーの父アロイスの父は粉ひき職人であって日雇農夫ではなく、また大伯父ネーポムクは自作農で豊かであった。自分の父の生涯と自分自身の境遇のみじめさを故意に誇張している。

[image: ]　父アロイスは靴職人で、かなりほがらかな性格であったといわれている。かれは一八五五年オーストリア・ハンガリー帝国大蔵省守衛（国境監視の雇人）、ついで六四年大蔵省守衛・報告者として官吏に任用され、税関勤務臨時事務官補、同事務官、検査官補を経て、一八七五年には税関事務官、一八九二年には臨時上級事務官に当時の民衆学校出としては異例の昇進をした。生涯に三度結婚したが、アロイスの結婚相手は三人ともかなり持参金をもっていたといわれている。

[image: ]　父アロイスの生活は決してまずしくなかった。地方都市の中産階級の上と考えられている。恩給生活にはいったのは一八九五年六月二十五日で満五十八歳で、当時の民衆学校長の俸給と同額の恩給をもらい、故郷の村とたえず連絡をとっていた。最初ラムバッハ近郊で家畜など飼っていたが多少の欠損のためひきはらい、一八九八年リンツ郊外のレオンディングに住んだ。

[image: ]　ヒトラーは一八九五年から九六年までフィッシェルハルムの単級民衆学校に、九六年から九八年までベネディクト派のラムバッハ修道院学校の第二、第三学年に通い、その修道院の少年合唱団の聖歌隊員であった。そのときの修道院長ハーゲンの家紋がハーケンクロイツ（かぎ十字）であったという。

[image: ]　ヒトラーの民衆学校での成績はよかったといわれている。しかし、通常官吏になるためには民衆学校四学年を終えたあとギムナジウム（人文科高等学校）へ入学し、ラテン語を勉強する必要があったのに、ヒトラーの父が官吏にする目的でヒトラーを実科学校へ入れた、というのはおかしい。むしろ父がヒトラーの画才を認めていたからこそ実科学校へ入れたと見るのが正しいであろう。

[image: ]　マーザーによれば、ヒトラーは実科学校でも図画、歴史、地理の成績はよかった。しかしリンツ実科学校第一学年で「操行─良、勤怠─可、自然史と数学─不可」の成績で落第している。またマーザーは、実科学校で悪い成績をとったことは、かれの知性と才能からすれば明らかにふさわしくなく、系統的な勉強をすぐに強制と監督としてうけとめたことの反発のせいにしている。リンツ実科学校でドイツ語、フランス語を教えたヒューマー教授はヒトラーが才能にめぐまれていたこと、しかし学校というわくにはめこませることがむずかしく、勤勉でもなかったといっている。

　　第二学年で父の死にあっている。成績は数学が不合格で追試で合格、第三学年フランス語不合格、怠けものであったため他校へ転校するという条件で第三学年を及第し、シュタイエル実科学校に転校した。シュタイエルの第四学年ではドイツ語と数学に落第点をとった。ここであきらめて退学したようである。地理と世界史は第四学年ではともに成績「可」である。

[image: ]　オストマルクとはオーストリアの古い名称。

[image: ]　オーストリア国民は、ドイツ系、ハンガリア系の民族のほかに、チェコ人、ポーランド人、スロバック人、セルビア人等、多数の民族からなっていた。

[image: ]　神聖ローマ帝国成立以来、帝国自体がドイツの統一国家のように見られたこともあったが、事実上は多くの領邦に分裂し、対立していた。十八世紀以降は、オーストリアとプロイセンがそれぞれ単一の強国として存在した。しかしドイツ人はオーストリアをつねにドイツ国の一部と考えていた。それは、大部分のオーストリア人の用語がドイツ語であったことが、最大の原因と思われる。

[image: ]　ともにドイツ国外におけるドイツ主義擁護のための団体で、これが、ヒトラーの政権獲得後に Volksbund für das Deutschtum im Ausland（外国におけるドイツ主義維持のための民族連盟）に発展した。

[image: ]　日本語の「バンザイ」の意味。

[image: ]　オーストリア国歌。

[image: ]　ドイツ国歌。「世界に冠たるドイツ」の意。

[image: ]　マーザーは、この間のヒトラーの歴史観形成を、あとからのつくりごとにすぎない、としている。ペッチュは当時、リンツ市議会のドイツ民族的人民党の代表者として活躍し、生徒たちに汎ドイツ連盟の理論を吹き込んでいた。またペッチュはヒトラーのいうように生徒たちが熱中した唯一の教師であった。

　　ヒトラーは「わが闘争」を献辞をそえてルートヴィヒ・ペッチュ博士に送ったが、かれはこれに対して無愛想に礼をいい、自分の名はルートヴィヒでなくレオポルトだと注意した。「わが闘争」の中の名前はその後、訂正されている。ペッチュはヒトラー政権獲得後もヒトラーをきらっていた。ヒトラーが歴史好きの証拠固めのため（成績を考えれば）ペッチュのごきげんとりをした、という説が正しいであろう。

[image: ]　ハープスブルク王家のこと。

[image: ]　一九一八年までオーストリア皇太子は、大公と称していた。したがってこれは皇太子の宮殿をさす。

[image: ]　ワーグナーのこと。

[image: ]　この説明は多くのヒトラー研究家は信用していない。ヒトラーが重病にかかったという証拠はない。

[image: ]　ヒトラーは、母の長年の病臥中、小康時にヴィーンの美術大学を受験し、入試に失敗した後もヴィーンにいた。したがって母の死に立ち会うことができず、葬式の時にはじめて姿をあらわしたという説（イェツィンガー、村瀬）と、まめまめしく看病したとする（クビツェク、マーザーの）説とがある。

[image: ]　これについては、まったく信用されていない。ヒトラーは父の孤児年金や遺産収入で、当時の大学卒の収入よりもよい収入を得ていたことや、かなりの遺産があったことが定説となっている。

[image: ]　一九〇八年二月中頃と思われている。しかし、トランク一つでなく、かなりの金をもって（独身青年としてはかなりぜいたくできる程度）ヴィーンへ行ったといわれている。
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[image: ]　ヒトラーは十六歳になる前にはじめてヴィーンへきた、と書いているが、村瀬説ではその一年後の一九〇六年五月である。

[image: ]　一九〇七年九月美術学校絵画科入試のためヴィーンへきた。入試成績表には「才能、貧弱。入試絵画。不可」とある。母には知らせていない。

[image: ]　ハンス・クリスチャン・ハンセン（一八〇三─一八八三）のこと。デンマークの建築家。ギリシア風建築にすぐれていた。

[image: ]　母の死後、一九〇八年二月にヴィーンへきて以後、持ってきた金できままな生活を送っていた。一九〇九年十一月まで下宿生活をし、十一月から十二月までマイトリング浮浪者収容所に住み、昼間は補助労働者として働き、同年クリスマス前に独身者合宿所へ移っている。

[image: ]　原文は Phäakenstadt となっている。ユリシーズがおとずれた奢侈な町のこと。

[image: ]　ヒトラーが食費のかさんだことや、毎日のような劇場通いで、次第に生活費に窮してきたことは事実のようである。

[image: ]　これは信じがたい。読んだとしてもそれはパンフレットのたぐいか、通俗書にすぎなかったようである。

[image: ]　「はじめてのテロ」を参照のこと。

[image: ]　Herberge und Massenquartier となっている。

[image: ][image: ]　労働者の社会の人々のこと。

[image: ]　この間の事情から、多くのヒトラー研究者は、ヒトラーの書いた労働者の生活が正規の労働者や補助労働者のそれでなく、むしろ浮浪者のそれであり、そこにヒトラーが労働者として正規に働いたことのない証拠を見ている。しかし、マーザーは必ずしもそうはいっていない。

[image: ]　ドイツやオーストリアの小学校のこと。

[image: ]　多くの研究者はヒトラーが画工として自立していたのでなく、あいかわらず孤児恩給と叔母からの援助をうけていた、としている。しかしマーザーは、酒もタバコものまず、女遊びもしないヒトラーが、毎日売るための絵を一枚ずつ描き、かなりかせいでいたとしている。それにしても孤児年金はうけていた。

[image: ]　これについては、単にパンフレット、新聞のたぐいこそ読まなかったという説、かなり読みはしたが系統的な勉強はなにもしていないという説等いろいろある。しかしかれが一冊もまともな本の名をあげていないことは、これらの説を裏付けていると考えてよい。

[image: ]　ヒトラーがはじめて肉体労働をしたのがこれだと考えられる。

[image: ]　経済闘争をさす。

[image: ]　労働者階級の要求にある程度こたえた社会的立法処置等をいう。

[image: ]　「第十章　崩壊の原因　現代の人口集中（※）」を参照。

[image: ]　ユダヤ人迫害事件のこと。

[image: ]　マーザーは、ヒトラーの父が反ユダヤ主義者であったこと、リンツ実科学校に反ユダヤ主義の教師がいたこと等から、ヴィーン時代以前から反ユダヤ主義者だったとしている。

[image: ]　近東諸民族、特に東欧ユダヤ人が用いる長上着。

[image: ]　これは一九〇五年以来、狂信的人種差別主義者ゲオルク・ランツ・フォン・リーベンフェルスによって出版され、ハーケンクロイツのマークをつけていた雑誌「オスタラ」であると推測されている。一時、発行部数は十万部に達したといわれている。しかし、オスタラでないという説も強い。

[image: ]　シオンとはエルサレム付近の丘の名称。シオン主義とは、宗教上、民族政策上から、ユダヤ人がその故地パレスチナを復活させようとする思想あるいは運動のこと。第二次大戦後の一九四八年にイスラエル共和国としてこの望みはすでに実現されている。

[image: ]　ユダヤ民族のこと。

[image: ]　アウステルリッツとは、「労働者新聞」主筆のフリードリッヒ・アウステルリッツ、アドラーは社会主義者のマックス・アドラーとヴィクター・アドラー、ダーヴィットはヨーハン・ネーポムク・ダーヴィットであろう。当時の新聞界にユダヤ人が支配的権力をふるっていたことは事実であるが、しかし「ノイエ・フライエ・プレセ」をはじめほとんどが、ユダヤ人の手で、ドイツ主義を擁護し、オーストリアの親スラブ主義に反対していた。

[image: ]　キリストを迫害したため、ユダヤ人は死後もデウスのもとへ行くことができない、というのがキリスト教徒の考え方である。

[image: ]　地球のこと。
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[image: ]　普墺戦争の結果ドイツに敗れたオーストリアは、国家秩序再建の必要上、一八六七年フランツ・ヨーゼフ一世がマジャール人と妥協してハンガリー王国の建設を認めるとともに、オーストリア皇帝がハンガリー王位をかね、ここに二重王国が成立した。外交、財政、国防を共同にする以外は、政治はおのおの別の政府と議会によって行なわれた。ともに専制国家であったが、オーストリアではやがて立憲君主制を採用、一九〇七年には普通選挙が施行された。しかしチェコ人など国内でのスラブ民族の反対が強く、社会主義運動もこれと連携した。外交的にはドイツとともにバルカン半島の汎ドイツ主義を推進し、一九〇八年にはボスニア・ヘルツェゴヴィナを併合し、第一次大戦の遠因を形成した。

[image: ]　オーストリア皇帝のこと。

[image: ]　ブルガリア、セルビア等をさす。

[image: ]　Ordo Minorum Cappuccinorum 一五二五年マテオ・ダ・バッシがフランシスコ修道会から分かれて創立したが、その創立の趣旨は聖フランシスコの戒律に従い、フランシスコ修道会創立当時の精神に帰り、清貧に徹した生活をするにあった。修道会の名称は、修道服についている帽巾（カプッチョ）に由来する。ヴィーンにあるオーストリア皇帝陵はカプチーナー・グルフトという。

[image: ]　フランスの二月革命の影響で、一八四八年三月ドイツ各地に起ったいわゆる三月革命をさす。オーストリアでは三月十三日ヴィーンに暴動が起って、保守反動の巨頭メッテルニヒはイギリスに亡命し、憲法制定の動きが起った。革命はさらに全ドイツに波及し、五月にはフランクフルト国民議会が成立し、ドイツ統一、憲法制定を議した。しかし、十月にはヴィーンで、十一月にはベルリンで反革命が行なわれ、革命は失敗に終わった。

[image: ]　直訳すれば帝国評議会となる。オーストリア国会のこと。

[image: ]　サー・チャールズ・バリィ（一七九五─一八六〇）のこと。イギリスの建築家で一八四〇年から五二年にロンドンの国会議事堂をつくったが、イギリス・ゴシック式を採用し、イギリスの建築彫刻の一大飛躍をなしたといわれる。

[image: ]　ドイツの建築家。

[image: ]　ゲーテ「ファウスト」からの引用句。

[image: ]　紀元前四九五年ころ─前四二九年。古代ギリシアの最もすぐれた政治家の一人で、アテナイ民主政治の完成者といわれる。前四六二年アレオバゴス会議の実権を奪って評議会を民衆裁判所に移し、役人選出に抽選を用い、役人に日当を支給するなど国制の民主化につとめた。

[image: ]　ドイツのザクセンの町。住民の愚行が伝説的に伝えられている。

[image: ]　トランプ遊びの一種。

[image: ]　「最も神聖な神々の殿堂」または「すべての神々の神殿」の意。

[image: ]　イギリスのマンチェスターの商業会議所を本拠として、スミス、リカードらの古典学派経済学の主張した自由放任主義と自由貿易主義を宣伝した人々をマンチェスター学派という。

[image: ]　普墺戦争。ドイツ統一をめぐって小ドイツ主義のプロイセンと大ドイツ主義のオーストリアの間に行なわれた戦争。ビスマルクは巧妙な外交政策でイタリア、フランス、ロシアに中立を守らせ、モルトケの作戦下にオーストリアの主力をたちまち撃破し、わずか七週間でオーストリアを降伏させ、プラハ和約を結び、その結果オーストリアはドイツからしめだされ、プロイセンの北ドイツ連邦組織が承認され、ドイツ統一の基礎をつくった。

[image: ]　普仏戦争のこと。スペイン国王選出問題をめぐる両国の紛争。七〇年七月十九日フランスが宣戦布告。プロイセンはドイツ諸国の協力をえて連戦連勝。九月二日ナポレオン三世が降伏。共和政権が成立。七一年二月ヴェルサイユで平和協定、五月フランクフルトで講和条約締結。フランスはドイツに賠償金五十億フランを支払い、アルザス＝ロレーヌの大部分を割譲。この間一月十八日、ヴェルサイユでドイツ帝国の成立が宣言された。

[image: ]　ケーニヒグレーツの戦いとドイツではいう。普墺戦争のさい、ボヘミアに侵入したプロイセン軍の主力が、一八六六年七月三日にオーストリア軍の主力を破って、大勢を決した戦い。

[image: ]　フランツ・ヨーゼフ一世をさす。

[image: ]　注[image: ]を見よ。

[image: ]　プロイセンのホーエンツォレルン王家をさす。

[image: ]　シェーネラー（一八四二─一九二一）の祖父はペンキ工で貧しかったが、父は下級貴族の称号をうるまでになっていた。ゲオルク・フォン・シェーネラーは、一八七三年オーストリアの下院議員となり、自由派に属していたが、同年の経済恐慌時に社会改革的要求を出し、七六年には自由派から脱退し、七六年以降の文化闘争時代には、汎ドイツ主義の立場からカトリック反対を主張し、さらにボスニア・ヘルツェゴヴィナ占領というオーストリア政府の政策に反対し、ヴィーン大学生を中心とする過激民族主義グループの英雄となり、明確に反ユダヤ主義とドイツ帝国崇拝者に転向した。一八八五年にリンツ綱領に反ユダヤ主義の項目を入れたのはかれで、ビスマルク崇拝者でもあった。その後のかれの運動の盛衰はほぼヒトラーの記述に近い。

[image: ]　ルエーガー（一八四四─一九一○）は貧しい家庭に生まれ、苦学してヴィーン大学を終え、一八七〇年に法学博士号を得た。元来保守的な思想をもち、大ドイツ主義者として汎ドイツ主義運動に反対していた。かれは自由派が見すてていた下層階級を味方につけ、一八八五年には民主派としてオーストリア議会に選出され、当時最も人気のある政治家であった。しかしかれはもともと反ユダヤ主義者ではなかったといわれている。

　　シェーネラーとルエーガーについての記述は、ヒトラーがルエーガーの大衆向け反ユダヤ主義的デマゴギーにまどわされた点を除外しても、比較的妥当な評価をしているようである。しかしマーザーはこうしたヒトラーの言、つまりこの当時かかる評価をしうるまでにヒトラーがなっていた点は、ありそうもないと述べている。おそらくずっとあとである勉強をした結果であろう。しかしこのころヒトラーが反ユダヤ主義者同盟の会員となったことは事実である。

[image: ]　ここの記述は若干の主観性と資料不足を除けば、ほぼヒトラーの見方は正しいといえよう。

[image: ]　ブタのこと。

[image: ]　オーストリアの自由派の教権制限運動とビスマルクの文化闘争の影響をうけて、カトリック教会がハープスブルク王家と結んでドイツ民族運動を抑圧していたために学生の反抗が王家からカトリック教会に対するものにエスカレートした。シェーネラーは一八九八年末議会で「ローマからの分離」を叫び、翌年「汎ドイツ派」のカトリックからの大衆的脱退を計画、自らルター派に改宗したが、一万人がこれに従ったのみで終わったといわれている。

[image: ]　ユダヤ教の説教師。

[image: ]　反カトリック教会の闘争。注[image: ]（※）、[image: ]（※）参照。

[image: ]　シェーネラー派孤立の原因の一つは、たしかに文化闘争にあり、反対派に民衆の宗教感情を利用して勢力拡大をゆるすとともにカトリックの強力な聖職者階級をすべて汎ドイツ主義反対へおしやった。しかし失脚の直接原因は、シェーネラーの協力者であったヴォルフがシェーネラーから離反したことである。

[image: ]　これについては注[image: ]を参照。

[image: ]　これはヒトラーがミュンヘン移住をあとから正統化するための弁明にすぎないと見られている。事実は兵役忌避罪に問われることを恐れたため、とヒトラー研究者の間では一致した見解がみられる。

[image: ]　ここでヒトラーはヴィーン時代を回想して、美化しているが、多くのヒトラー研究者によれば、これはまったくのでたらめにすぎない。かれの生活態度、行状をつぶさに研究したものは反ユダヤ感情の形成を度外視すれば、ヴィーン時代のヒトラーにはこういう大見得を切りうるほどの余裕は経済的にも時間的にもなく、幾年かあとにこの時代の行動を正統化する理論を見いだしたものと考えられている。




　　第四章




[image: ]　一九一二年春というのは事実とちがい、多くの記録は一九一三年五月二十四日にヴィーンを出発し、二十六日にミュンヘンで無国籍者として住所申告をしている。同年八月十一日リンツ市庁警察部は徴兵検査に出頭しなかったので追及しはじめ、ヴィーン警察本部がミュンヘン移住をつきとめ、リンツ市庁警察部からミュンヘン駐在オーストリア総領事あてに、検査令状が発送されている。忌避の理由が政治的なものか心理的なものであったのかはわからない。

[image: ]　ミュンヘンのシュライスハイマー通りの仕立屋ポップの家に間借りしたヒトラーの生活が、ヴィーン時代よりよくなったかどうかについては二説ある。月々一〇〇マルクである程度の生活を送ることができたという説と、あいかわらず困窮していたという説と。

[image: ]　マーザーはこれについても本当らしくないとの見解をとっている。

[image: ]　イタリア政府のこと。

[image: ]　日露戦争をさす。

[image: ]　第一次世界大戦のこと。

[image: ]　徴兵義務でできあがった国民皆兵という意味での軍隊をいう。

[image: ]　ハメルンの町にネズミがはびこったとき、笛を吹いてねずみをさそい、海で溺死させたものをいう。

[image: ]　インド＝ヨーロッパ語族に属し、インドやイランに定住した人々。かれらは中央アジアで遊牧生活をしていたが、一派は南に下り、アフガニスタンをへて、インドにはいり、他の一派は西に向かいイランにはいった。十八世紀末、サンスクリット語とギリシア語の類似が発見されて以来、インド＝ヨーロッパ語族なる概念ができた。インド、イラン、ギリシア、ローマ、ケルト、チュートン、スラブなどの人種を含むインド＝ヨーロッパまたはインド＝ゲルマンをアーリア人種と総称する。しかしヒトラーは主としてゲルマンをさし、スラブを除外して考えている。

[image: ]　ユダヤ教のこと。旧約聖書はもともとユダヤ教のものである。

[image: ]　シラーの詩から引用。




　　第五章




[image: ]　ナポレオンのロシア遠征失敗後、一八一三年、プロイセン・オーストリア・ロシア連合軍がライプチッヒでナポレオン軍と戦いを決し、その後一五年までつづいた。

[image: ]　「若いころから『平和主義』でなかった」というヒトラーの主義は誤りである。しかし第一次大戦直前に戦争を期待していたことはたしかである。

[image: ]　典型的な帝国主義侵略戦争。南アフリカにオランダ系のブール人が建てたトランスヴァール共和国に十九世紀後半ダイヤモンドと金が発見されると、イギリス人がこれを支配しようとした。トランスヴァールはオレンジ自由国と同盟し、一八九九年十月から一九〇二年五月まで戦ったが、ついにイギリス植民地にされた。

[image: ]　一九一二年にトルコに対してブルガリア、セルビア、ギリシア、モンテネグロ四か国のバルカン同盟が戦い、二か月たらずで勝ったが、ついで占領地たる旧トルコ領分割をめぐってブルガリアが他の三国と開戦、それに失地回復をはかったトルコが加わり、ついにブルガリアが屈し、一三年のブカレスト平和条約でブルガリアは南ドブルジャ、マケドニアを失った。第一次大戦の一つの近因となる。

[image: ]　皇帝レオポルト二世やマリー＝アントワネットの母。ドイツ女帝。オーストリア大公妃。オーストリアに啓蒙絶対主義的、重商主義的な政治を行なった。

[image: ]　前章注[image: ]と本章[image: ]を比較されたい。

[image: ]　八月十六日、予備歩兵第十六連隊に入隊。大学生やインテリの志願兵が多く、「リスト連隊」と最初の連隊長の名をとって呼ばれていたこの連隊には、後にナチス党員として活躍したルドルフ・ヘス、マッリス・アマンがいた。

[image: ]　一九一四年十月二十一日戦線に向けて出発し、十月末から十一月にかけての戦闘で、リスト連隊は三五〇〇人から六〇〇人に減少している。ヒトラーは伝令兵であった。かれは十一月一日上等兵に進級、十二月一日付で二級鉄十字勲章をもらっている。




　　第六章




[image: ]　人間のこと。




　　第七章




[image: ]　九月末のソンムの大会戦でヒトラーははじめて機甲戦を経験し、十月にはバポームで戦っていたが、左大腿部に軽い負傷をし、十月九日から十二月四日まで入院。

[image: ]　今までのみじめすぎる生活に比して、軍隊では一人前として取扱われることを喜び、銃後の生活をきらったこと、また階級秩序と命令の単純明瞭な生活が気分にぴったりしていたこと等が指摘されている。

[image: ]　ドイツ社会民主党中央機関紙（日刊）。

[image: ]　イタリアの将軍の名。

[image: ]　第一次大戦当時のフランス兵とイギリス兵のあだ名。

[image: ]　予備歩兵第十六連隊にもどったヒトラーは、十七年のアラースの戦い、ついでイープルの第三回目の戦闘に参加、この間九月十七日に第三級軍事功労十字章をもらった。ついで一九一八年春のドイツ軍大攻撃に加わり、同年五月十八日黒色負傷者袖章を、八月四日に一級鉄十字章をもらっている。

[image: ]　フリードリヒ・エーベルト、社会民主党員、ヴァイマル共和国大統領。フィリップ・シャイデマン、社会民主党員、ドイツ革命ではいち早く共和国を宣言、初代首相。カール・リープクネヒト、社会民主党最左翼の闘士、スパルタクス団を組織し、後ドイツ共産党を創立。

[image: ]　旧バイエルン王家。

[image: ]　前線にいたころ戦友エルンスト・シュミットに未来の職業についてなん度も相談したが、建築家になるか、政治家になるかはっきりしていなかったという。病院で決心したのである。




　　第八章




[image: ]　バイエルン軍隊に帰ったヒトラーは、まずトラウンシュタインに配属され、ついで歩兵第二連隊第二復員中隊に移されてミュンヘンにもどった。三十歳直前。

[image: ]　戦友。シュミートでなく、シュミットが正しい。前章注[image: ]を参照。

[image: ]　クルト・アイスナー。ドイツ社会民主党員、ユダヤ人。第一次大戦前「フォアヴェルツ」の編集者。十八年十一月ミュンヘン革命指導者としてバイエルン政府首相となる。十九年二月暗殺さる。

[image: ]　ドイツ革命のさい労働者や兵士が各地で自主的に組織した一種の指導部。

[image: ]　この事実はない。これは別のエップ義勇軍のさいの事件とすりかえられている、とマーザーは主張している。

[image: ]　五月二日ミュンヘンは反革命義勇軍と郷土防衛軍が占領し、評議会政権は終わった。

[image: ]　除隊兵や帰還兵に反革命的精神をうえつける啓発コース。

[image: ]　一九一八年秋以来、雑誌「南ドイツ月報」で頭角をあらわしてきた極右派の大学講師で、工学修士。トゥーレ協会に所属していた。

[image: ]　教育係将校というのは通常軍務から休暇をとって勉強している将校を指すので、ヒトラーは単に「信任者」であった、といわれている。




　　第九章




[image: ]　当時ミュンヘンに「ドイツ的労働者の平和のための自由委員会」、「ゲルマン騎士団」という反ユダヤ団体の擬装団体たる「トゥーレ協会」、「政治的労働者クラブ」等の極右団体があった。これらの一つの「ドイツ労働者党」をヒトラーは上官のマイル大尉の命令で、調査した。

[image: ]　この主張は正しい。

[image: ]　従来ドイツでは兵士に選挙権が与えられていなかった。第一次大戦後与えられたが、後にまたとりあげられた。

[image: ]　カトリック系の政党、現在の「キリスト教民主同盟」の前身。

[image: ]　バウマンという名の教授。

[image: ]　ドレクスラーの「わが政治的覚醒──ドイツの一社会主義的労働者の日記より」。ドレクスラーは、ミュンヘンの鉄道金具工で反ユダヤ主義組織「ドイツ的労働者のための自由委員会」のミュンヘン支部をつくり、ついでスポーツ記者カール・ハラー（トゥーレ協会員）と「政治的労働者クラブ」をつくり、「ドイツ労働者党」にも関係していた。

[image: ]　これをマーザーはヒトラーと何らつながりのない人生行路をたどってきた職人ドレクスラーに対する親しみのこもったジェスチュアにすぎない、という。

[image: ]　これは意図的なウソであるといわれている。ヒトラーはドイツ労働者党の実行委員会の第七番目の番号であったが、党員としては五十五番目で、党員ナンバーは五五五であった。党員番号が五〇一番からはじまっていたからである。実行委員会はアントン・ドレクスラー（金具工）第一委員長、カール・ハラー（ジャーナリスト）、ミヒァエル・ロッター（機関車運転手）第一書記、アドルフ・ビルクホーファー（学生）第一会計係、ヨハン・Ｂ・ケルブル第二書記、フランツ・ギリッシュ（ヤスリ目立工）第二会計係、ヒトラー（画家）宣伝係長。

　　ヒトラーの弁説の才についてはマイル大尉がこれをほめそやしている。




　　第十章




[image: ]　アルトゥール・ショーペンハワー（一七八八─一八六〇）のこと。ドイツの哲学者。その厭世観が有名。

[image: ]　シリア人の財貨の神のこと。財貨、富の象徴。

[image: ]　フーゴー・シュティネス（一八七〇─一九二四）。ドイツの実業家で第一次大戦のインフレ時代に、いわゆるシュティネスコンツェルンを作り上げた。

[image: ]　この節とこのあとの二節は、訳者たちが参照した真鍋良一氏の「吾が闘争」（昭和十七年発行）で削除されている。この程度の君主政一般についての批評も敗戦前のわが国では訳出を遠慮しなければならなかった事実について、とくに戦後世代の読者の注意を求めたい。

[image: ]　一九一八年十一月八日夜皇帝退位を要求するゼネ・ストの決定に続いて、明けて九日、独立社会民主党、スパルタクス団指導の下に革命化した大衆および軍隊の一部が宮殿に迫った事件を指していると思われる。エルンスト・トラーの「ドイツの青春」参照。なお左翼の赤腕章をヒトラーがナチ運動に逆用することについては、（下）の本文の中でヒトラー自身によって語られている。

[image: ]　「旧約聖書」の「出エジプト記」（十六の三）に出てくる言葉で、美食あるいは安楽な生活の比喩に用いられる。直訳すれば、「エジプトの肉のなべ」。

[image: ]　「旧約聖書」、「創世記」第十九章の二四にこのような叙述がある。ソドムとゴモラはともに住民の悪徳のために神によって滅亡させられたと伝えられる死海の近くにあった古代都市。

[image: ]　第一章（上）の訳注[image: ]参照。

[image: ]　本来は、ロシア社会民主党の多数派─ロシア語でボルシェヴィーキー（一九一七年の革命以後のロシア共産党員）の思想のことであるが、一般に過激思想を意味する。

[image: ]　あらゆる形状を立体的に表現しようとする芸術様式のことで、立体派と邦訳されている。

[image: ]　芸術様式を表わす言葉で、未来派の最極端を示す虚無主義的な一派のこと。

[image: ]　ドイツ社会民主党首で、ドイツのワイマール共和国の初代大統領（一九一九─二五）。

[image: ]　ギリシアのアテネのアクロポリスの丘にある神殿のこと。紀元前四三八年ごろ建立されたドリア式建築物の典型とみなされている。

[image: ]　両人ともにドイツ人画家。シュヴィント（一八〇四─一八七一）、ベックリン（一八二七─一九〇一）。

[image: ]　第五章（上）の訳注[image: ]参照。

[image: ]　カール大帝の子（七七八─八四〇）。

[image: ]　とがったアーチと屋根を特徴とする、中世最末期、ルネッサンス直前の建築その他の美術様式のこと。

[image: ]　ホーマーのイリアッドに出てくる、五十人に匹敵する声量をもっていたといわれる人物のこと。

[image: ]　イギリス人でナチズム・イデオロギーの先駆的思想家（一八五三─一九二七）のこと。主著に「十九世紀の基礎」がある。

[image: ]　スエーデン首相で一五八三年に生まれ一六五四年に没。

[image: ]　デンマークとノルウェーとの間の北海の湾入部のこと。

[image: ]　この節と次の節は君主政体を批判しているために、先に訳注でも触れた箇所とともに戦時中の真鍋氏の邦訳で省略された箇所である。

[image: ]　ワイマール共和国保護法（前出）。

[image: ]　ヴェルサイユ平和会議のこと。




　　第十一章




[image: ]　ヨーロッパの大部分、小アジア、ペルシア、インド、アフガニスタン地方に住むインド・アーリア語を話す人種のこと。ナチズムではとくにユダヤ人を区別して用いる。たとえばアーリア化といえば、官庁や実業界からユダヤ人を追放することであった。ついでに語原的にみれば、アーリアとはサンスクリット語で、「高貴な」だとか「貴族」という意味がある。

[image: ]　アーリア人種の一支族のことで、その代表的子孫はドイツ人であり、ドイツ人を英語でジャーマンというのはその一例である。

[image: ]　ロマンス語・ラテン語系（たとえばフランス語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語等）の国語を話す民族のこと。

[image: ]　この大変に長い節および以下の五節（原書で約十一ページ半）は、真鍋氏が訳出を遠慮された箇所である。

[image: ]　ギリシア文化、ギリシア精神のこと。

[image: ]　「新約聖書」マタイ伝第十三章五七に、キリストの言葉として、「予言者はおのが郷、おのが家の外にて尊ばれざる事なし」とある。

[image: ]　シラーの「フィエスコの反乱」第三幕第四景にほとんどそっくりの台詞がある。なお、ムーア人はドイツ語で黒い馬をも意味する。ヒトラーもここでは、その意味を含ませていると思われる。

[image: ]　ゲーテの「ファウスト」第一部一三三六行目に出てくるメフィストフェレスの台詞。

[image: ]　ユダヤの律法とその解説のこと。

[image: ]　ユダヤ人の秘密会議の議事録と称せられるもの。ユダヤ人による世界支配がそこで唱えられているという。

[image: ]　ゲルマニアはゲルマン人の居住地の意味で、古代ローマ人は最初かれらによってライン河左岸に移動させられた諸部族をゲルマン人と呼んだ。その後ライン、ドナウ両河の北方に住む全部族をもそのように呼ぶようになった。

[image: ]　起源は石工組合を母体として結成された秘密結社で、現在では広く世界中に会員を集め、その数四百万を越すと想像されている。会員相互の扶助と友愛を目的にし、さらに理想社会の実現を目ざす団体のこと。

[image: ]　ダヴィデの星あるいはソロモンの紋章とも呼ばれる六星形のこと。ここではユダヤ人を象徴している。




　　第十二章




[image: ]　キリストを銀三十枚で裏切ったイスカリオテのユダのことであるが、ここではユダヤ人を指す。「新約聖書」マタイ伝第二十六章一四─一六参照。

[image: ]　カトリックとプロテスタントのこと。

[image: ]　スエーデンの政治学者で汎ゲルマン地理学者であったルドルフ・キェレン（一八六四─一九二二）の造語である。政治地理学・経済地理学を外交政策に応用したもので、ナチズム国土膨張政策の理論的裏づけとなった。

[image: ]　ソ連西部の都市の名前で、一九一八年十二月この地でドイツはロシアと単独講和（ブレスト・リトヴスク休戦条約）を結んだ。ヴェルサイユは一九一九年六月にいわゆるヴェルサイユ条約が調印されたパリの宮殿であるが、ここではいうまでもなく、連合国の対独平和条約をさす。

[image: ]　メトセラともいう。「旧約聖書」創世記第五章二一─二七参照。九百六十九歳で死んだとされる。長命者の意味に用いられる。

[image: ]　洗礼者ヨハネはキリストの歩む道を平坦にする役割を演じた。ここでは草分けの意味。「新約聖書」マタイ伝第三章参照。

[image: ]　アテネの政治家で雄弁家（紀元前三八四？─前三二二）。

[image: ]　旧保守党を中心とする、君主政復活を唱えた大地主政党のこと。一九一九年の国民議会選挙では議席四十四をえた。ついでながら、このいわゆるワイマール憲法を制定すべきだった国民議会の選挙では、社会民主党は百六十三、中央党九十一、ドイツ民主党（中央党とともにブルジョア政党）七十五議席等が主なものであった。なお共産党は選挙をボイコットした。もちろん当時ヒトラーたちのサークルは正式の政党とはいえぬものであった。

[image: ]　当時の左翼政党の一つで、一九二〇年に分裂し、左派は共産党に、右派は社会民主党にそれぞれ合流した。左派社会党といったところ。

[image: ]　当時の内閣に参加していた社会民主党の幹部たちが、ドイツ革命を成就するためにとった戦術をさす。とくに閣僚であったシャイデマンの動きをさすであろう。









解説（Ⅰ）




　本書は Adolf Hitler, Mein Kampf, 2Bde. の全訳である。『わが闘争』の原本は、第一巻は一九二五年に、第二巻は一九二七年にそれぞれ初版が出されている。この書はその後全一冊にまとめられているが、ここでは第一巻については一九二六年発行の第二版、第二巻については翌二七年発行の初版（ともに Verlag Franz Eher Nachfolger G. m. b. H., München 発行）を参考にしながら一九三六年発行の 213./217. Ausgabe（Zwei Bände in einem Band, Ungekürzte Ausgabe. Zentralverlag der NSDAP. Frz. Eher Nachf., München 発行）によった。内容はほとんど変わっていないが「小見出し」が、いくぶんかえられている。




『わが闘争』と初期のナチ運動

「わが闘争」はヒトラーの序文にあるように、国事犯として、レヒ河畔のランツベルク要塞拘置所に収容されていた間に（後にはハウス・ヴァッヘンフェルトで）、かれの協力者であったエミール・モーリスと、その後ヒトラーの片腕となり、第二次大戦中イギリスへ政治亡命をしたルドルフ・ヘスを相手に口述したものである。原稿は大部分ヘスが筆記したが、その整理にあたっては、ヘスのほかに反ユダヤ新聞の記者ベルンハルト・シュテンプレ神父とナチの機関紙フェルキッシャー・ベオバハターの記者であったヨーゼフ・ツェルニーがあたった。シュテンプレは文章をなおし、文法上の誤りをただし、政治的に反感をもたれると思われる部分を抹消し、ツェルニーは第一巻の再版のさい改訂の任にあたり、つごうの悪い用語や文章を削除したり、変更したりした、といわれている。

　拘置所に国事犯として拘留されていたにもかかわらず、その間にどうしてかかる自由が許されていたのか、という疑問に答えるためには、ワイマール体制下のドイツの政治状勢をいささか知っておく必要があろう。

　一九一八年十一月九日、敗戦の結果ドイツは、ベルリンにおいて共和制を宣言し、いわゆるワイマール共和国が成立した。しかしこの不幸な共和国は、成立当初から内外ともに強力な敵にかこまれていた。外とはいうまでもなくドイツの戦争責任に対して物質的補償を強くせまる連合国であり、内とは敗戦の責任を国内の社会民主主義者、共産主義者にかぶせようとするミリタントなナショナリストであった。当時のドイツでは、君主制の崩壊によってその存立基盤をぐらつかせていたとはいえ、右翼勢力はいぜん強力であり、その根幹はホーエンツォレルン君主制を存続せしめようとした保守主義者や、ルーデンドルフ、ヒンデンブルクらを代表とするドイツ陸軍の首脳部であった。しかもかれらは降伏文書に署名して、ドイツの敗戦とそれに続く苦難の責任を負うことを回避して、これを社会民主主義者におしつけることに成功した。当時素朴にも、多くのドイツ人は、前線におけるドイツ軍の武力が弱体化し、武器の不足によって抗戦不能におちいった結果降伏したのだ、とは信じておらず、むしろ銃後で社会主義者に裏切られ、いわゆる「背後から刺された」結果敗戦にいたったのだ、という伝説が、狂信的なまでに信じられていたからである。

　かかる状勢下、政権の座についた社会民主党は、むしろ君主制の温存とそれのイギリス的立憲君主制への移行をあらわにするほどに、左翼革命に反対する保守第二政党的立場に立っていた。したがってローザ・ルクセンブルクやカール・リープクネヒトのひきいる共産系スパルタクス団に対立し、ついには残存せる十万の陸軍の指導者たるヒンデンブルクらと結んでボルシェヴィキを弾圧し、陸軍のいっさいの伝統をうけつがんとするにいたったのである。かくて旧ドイツ陸軍の根幹はそっくりそのまま温存された。「カイザーは去ったが、将軍たちは残った」という評言は、まさに正しかった。

　とかくするうちに、一九一九年六月二十八日ヴェルサイユ条約が締結された。この条約はその苛酷さにおいて、未曽有の条件を有していた。したがっていぜんとして経済的実権をにぎっていた保守階層はもとよりのこと、永続的な民主共和制確立の確固たる見通しをもたない社会民主政権のおかげで伝統を温存した陸軍も、これに抵抗しようとした。加うるにマルクの急激な下落と、その悪性インフレによる賠償支払いの停滞とが、フランスのルール占領をひきおこすにいたった。これはマルクの下落をさらに幾倍か急速に早め、民衆のヴェルサイユ体制に対する不満と、それを契機とする民心の反連合国的、国家主義的団結を招来せしめた。極度に混乱した社会経済状態と、反ヴェルサイユ的民衆感情と、ヴェルサイユ条約の軍事制限条項の裏をかいくぐって着々勢力を増しつつあった陸軍の軍国主義復活の波とは、ヒトラーが共和制をくつがえすのに絶好の機会をかもし出していた。

　ヒトラーはあらゆる場所で、敗戦と困窮の責任が、ワイマール共和制の責任者──ヒトラーの言によれば十一月革命の犯罪者たる社会民主党にあること、さらにヴェルサイユ条約を破棄することがドイツ再興の近道であることを、くりかえしくりかえし説いたのである。

　ところでヒトラーは除隊後ただちにナチの前身たる「ドイツ労働者党」に入党した。「ドイツ労働者党」は、マルクシズム、ボルシェヴィズム、平和主義、ユダヤ主義等に反対して、一九一八年三月七日ミュンヘンにつくられた「よき平和のための自由な労働委員会のミュンヘン支部」を母胎とするものであった。その長はアントン・ドレクスラーであったが、かれはその後、極右民族主義の団体「ゲルマニア教団」のバイエルン地方組織として一九一八年一月に結成され「ミュンヒナー・ベオバハター」という機関紙と一五〇〇人の会員を擁していた「トゥーレ協会」の会員であるカール・ハラーと結んで「政治的労働者サークル」を結成した。時に一九一八年十月二十日。これはもちろん労働者兵士農民評議会（いわゆるレーテ）支配下では非合法組織であった。こういう背景のもとにドレクスラーは一九一九年一月五日、二五名をもって「ドイツ労働者党」を結成し、トゥーレ協会の全面的バックアップをうけた。

　ヒトラーは「わが闘争」の中で、かれの入党以前の「ドイツ労働者党」を極度にみじめな状態にあった、と描写しているが、事実はかなりの有力な背景をもっていたといえよう。ヒトラーはここへ党員番号五五五（五〇一番から始まっているので、実際は五五番目）として登録されている。一九二〇年二月二十四日ホーフブロイハウスの大集会で党は、「二五カ条」の綱領を発表したが、綱領作成についてはドレクスラー、エッカート、フェーダーが参加したのであって、ヒトラーは集会の議長としてそれを公表したにすぎない。

　しかしすでに一九二〇年一月には、トゥーレ協会員として「ドイツ労働者党」を陰に陽に後援してきたハラーが、ヒトラーによって党から追放されていた。ドレクスラーは党第一議長として第一人者の地位を保ってはいたが、集会でのアジ演説のうまさによって、次第にヒトラーが地歩を固めてきた。綱領公表直後に党は「国家社会主義ドイツ労働者党（NSDAP）」と改称し、このころからナチはめざましい発展をとげている。

　もちろん右翼勢力はバイエルン地方で発展していただけではない。二〇年三月十三日にベルリンでは、極右政治家カップが軍部と結んだいわゆるカップ一揆が起こっている。ナチ内部では合法的議会主義的な道をとろうとするドレクスラーと急進的暴力的方法をとろうとするヒトラーとの間で抗争が行なわれたが、ついに一九二一年七月二十九日ヒトラーが党の全権をにぎるにいたった。ナチの組織そのものも次第に整備され、一九二〇年夏に「整理隊」として成立した防衛組織は、二一年春には「百人隊」と名称をかえ、さらに同年九月から十一月にかけて非公式にも公式にも「突撃隊（SA）」と改称した。また「ミュンヒナー・ベオバハター」紙は、すでに一九一九年八月から「フェルキッシャー・ベオバハター」紙と改称していたが、二〇年十二月十七日にはナチがこれを買収し、機関紙として週二回発行していた。二二年一月二十九日─三十日の党大会では登録党員六〇〇〇人を数え、三月にはヒトラー・ユーゲントの前身たるナチ党青年同盟が発足した。

　二二年六月二十四日から七月二十七日までバイエルン同盟の集会のさいの暴行によってヒトラーは投獄され、同年十一月以降プロイセンをはじめドイツ各地でナチ党が禁止されるといったような動きがあったにもかかわらず、党勢は拡大の一途をたどった。同年末にはニュールンベルクのシュトライヒャーを党首とするドイツ社会党が合流し、翌二三年二月には「フェルキッシャー・ベオバハター」を日刊にしうるまでにいたったのである。

　一九二二年─二三年のドイツ人の生活は最悪の状態をむかえていた。クノーのベルリン中央政府は崩壊し、ドイツ人民党のグスタフ・シュトレーゼマンが内閣を組織すると同時に、陸軍による共産党弾圧と賠償支払い再開による対外信用回復をはかった。バイエルン州政府はもともと中央政府に非協力的であったが、一九二三年九月二十六日方針を変更し、中央政府の政策に同調するとともに、これに反対すると予測された極右勢力をおさえるために非常事態を布告し、フォン・カールをバイエルンの総監に任命した。これを挑戦とうけとったヒトラーは、十月十六日レンテン・マルク支払い告示による中央政府の信用回復期待が、革命遂行に不利と見て、そのうえ軍による右翼革命が行なわれないとみるや、ベルリン中央政府を倒すために、まずバイエルン州政府のてんぷくを企てたのである。一九二三年十一月八日、バイエルン州政府の実力者がミュンヘンのビアホール、ビュルガーブロイケラーで演説会を開く機会を利用して有名なビアホール・プッチ（暴動）をおこした。しかし結果はみじめな失敗に終わった。ヒトラーは逮捕され、一九二四年二月二十六日から裁判が開始され、四月一日に五か年の禁固刑に処せられた。しかし、国家反逆罪として通常なら終身刑になるはずのものがわずか五か年の禁固刑、しかも六か月後には保釈しうるという軽い刑であった（実際には九か月後の十二月二十日に保釈されている）。反逆罪は当時のドイツ、とりわけバイエルンの国家主義的傾向を反映して、共和制論者にはきびしく適用されたが、共和制に反対する右翼には寛大であったのだ。

　かれはミュンヘン西方のランツベルク要塞拘置所に収容されたが、ここではすばらしい部屋を与えられ、賓客待遇をうけたのである。プッチは失敗したが、この事件はかれをいちはやく、ルーデンドルフと並ぶ大人物に仕立てあげ、多くの保守的なドイツ人に英雄、愛国者とうつるようになったのである。「わが闘争」は、この獄中で口述された。本書の巻頭の黒枠の中に見える名前は、プッチのさい死んだ人の名前である。

　その後、二五年から大恐慌がくるまでナチは、しばらく雌伏期にあったが、エーベルト大統領急死の一日前──一九二五年二月二十七日ビュルガーブロイケラーで党の再建大会を開き、合法的政権獲得に方針を変更した。ヒトラーは自他ともにゆるす扇動的雄弁家であったが、またすぐれたオルガナイザーでもあった。ナチ党員数は一九二五年末に二万七千人、二六年に四万九千人、二七年に七万二千人、二八年に十万八千人、二九年に一七万八千人と着実に上昇している。また党組織はガウ（大管区）、クライス（管区）、オルト（地区）を国会議員の選挙区に応じてつくりあげ、突撃隊を再編し、さらに親衛隊（SS）をつくった。かくてナチ党は一九三〇年九月十四日の総選挙で一〇七の議席を得、その後二度の総選挙を経て、三三年三月五日の総選挙では二八八議席を獲得し、それに先立つ一月三十日にヒンデンブルク大統領のもとに首相に就任していたヒトラーは、ここで一気にナチ革命を推進した。三月二十三日には国会で全権賦与法を可決し、ついでユダヤ人排斥、社会民主党禁止、新党新説禁止などの独裁政策をうちだし、一九三四年八月二日ヒンデンブルクの死とともにドイツ国総統に就任し、ついに一九三五年三月十六日にはヴェルサイユ条約の軍事条項を廃棄し、一般兵役義務制を復活し、着々と第二次大戦の準備を開始するにいたったのである。




『わが闘争』とヒトラー伝説

　ヒトラーの政権獲得とその後のドイツの運命については、すでに多く語られてきた。その多くはワイマール共和国それ自体の問題、あるいは社会民主党の定見のなさ、さらにはヴェルサイユ体制をおしつけた連合国の責任について意見を述べている。またヒトラー自身の非凡な政治的手腕に帰す意見もある。おそらくそのどれもが真実であろう。しかしなによりもわれわれが注意しなければならないのは、ヒトラーに国民の運命を託した市民一人一人の責任である。社会主義的仮面の下にあったヒトラーの真意を、多くの市民が見誤った。たしかにそれ以上にヒトラーに攻撃の材料を提供し、デマゴギーに乗ずるすきを与えてナチを太らせ、ついにはあの破局に導くにいたらしめた政治家、一部の産業資本家、軍部の責任は大きいといわねばならない。もって他山の石とすべきではなかろうか。

　なお、一つ注意すべきことがらがある。「わが闘争」の中で述べている多くの箇所に、幾多の故意の粉飾がある、ということである。この点については最近の多くのヒトラー研究書が明らかにしてくれている。こうしたヒトラー神話成立の裏面を見るために適したいくつかの文献をあげておこう。特にマーザーとフェストの最近の研究は、最もすぐれていると思われる。


・Maser, W., Frühgeschichte der NSDAP, 1965.（邦訳、ヴェルナー・マーザー著／村瀬興雄・栗原優訳「ヒトラー」一九六九年、紀伊國屋書店）

・Maser, W., Adolf Hitler-Legende, Mythos, Wirklichkeit, Bechtle Verlag, München [image: ] E[image: ]lingen, 1971.

・Maser, W., Hitlers Briefe und Notizen─Sein Weltbild in handschriftlichen Dokumenten, Econ Verlag, 1973.（邦訳、ヴェルナー・マーザー編著／西義之訳「ヒトラー自身のヒトラー」一九七四年、読売新聞社）

・Fest, J. C., Hitler, Propyläen Verlag, 1973.（邦訳、ヨアヒム・フェスト著／赤羽竜夫等訳「ヒトラー上、下」一九七五年、河出書房新社）

・Langer, W., The Mind of Adolf Hitler, Basic Books, Inc., 1972.（邦訳、Ｗ．Ｃ．ランガー著／ガース暢子訳「ヒトラーの心──米国戦時秘密報告」一九七四年、平凡社）



　なお上巻第一章より第九章までと、下巻第一章より第十二章までの訳を平野が、上巻第十章より第十二章までと下巻第十三章より第十五章までの訳を将積が担当した。
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Ⅱ　国家社会主義運動




　第一章　世界観と党


ブルジョア的「綱領委員会」　　「民衆代表」の生活から　　マルクシズムと民主主義の原理　　世界観対世界観　　「民族主義的」という概念　　宗教的な感じから疑いを許さぬ信仰へ　　民族的感覚から政治的信条へ　　政治的信条から闘争団体へ　　人種と人格に反対するマルクシズム　　人種と人格に立脚する民族主義的態度　　自由な力の競争の促進　　党のためのまとめ　　政治的信条の形成






　第二章　国家


国家についての三つの有力な考え方　　誤れる「ゲルマン化」の観念　　土地だけをゲルマン化すべし　　国家はそれ自体目的ではない　　文化的な高さは人種によってきまる　　国家社会主義の国家観　　国家の評価の視点　　人種的分裂の結果　　ドイツ民族の使命　　国家──生存競争における武器　　世界史は少数のものによって作られる　　雑種の劣等さ　　人種の自然的更新過程　　人種混合の危険　　民族主義国家と人種衛生　　人種の純粋な辺境植民地　　ドイツ青年への呼びかけ　　ブルジョアジーの無力　　民族主義国家の教育原則　　スポーツの価値　　自信の暗示力　　教育活動におけるうぬぼれ　　学校時代と軍隊時代との間の監督　　最後、最高の学校としての軍隊　　性格の陶冶　　寡黙への教育　　意志力と決断力の養成　　責任感の養成　　学問的教育の原則　　頭脳の負担過重はいけない　　言語教育の原則　　歴史教育の原則　　一般教育と専門教育　　人文教育の価値　　ありきたりの「愛国」教育　　国民的誇りの喚起　　過激な愛国主義に対する不安は無気力である　　人種意識の注入　　人材の国家的選抜　　カトリック教会の民衆との結合性　　労働の価値　　等級別賃銀　　理想と現実






　第三章　国籍所有者と国家の市民


今日どのようにして国家の市民となるか　　市民──国籍所有者──外人　　国家の市民がドイツ国の主人である






　第四章　人格と民族主義国家の思想


貴族主義的原理による構成　　人格と文化の進歩　　人格の価値　　多数決原理　　マルクシズムは人格価値を否定する　　最良の憲法　　協議会と責任ある指導者　　国家社会主義運動と来たるべき国家






　第五章　世界観と組織


闘争と批判　　世界観は不寛容たるべし　　政党は妥協に傾く　　新世界観にもとづく社会　　指導と服従　　運動の指導原理　　国家社会主義と民族主義的理念






　第六章　初期の闘争──演説の重要性


毒化宣伝に対する闘争　　時流に抗して　　深慮遠謀の政策　　演説の経験　　講和条約についての説明　　演説は書物より影響が大きい　　演説によるマルクシズムの成功　　演説の効力の心理的条件　　演説家と革命　　演説家としてのベートマンとロイド・ジョージ　　民衆集会の必要性






　第七章　赤色戦線との格闘


ブルジョア的「大衆集会」　　国家社会主義の大衆集会　　疑わしい赤いポスター　　マルクス主義者の動揺せる戦術　　敵がわれわれを一般に知らせる　　不法な警察のやり方　　心理的に正しい集会管理　　マルクス主義的集会の技術　　ブルジョア的集会技術　　国家社会主義の場内整理隊　　統一的象徴の意義　　新旧の黒・赤・金　　新旧ドイツ国旗　　国家社会主義の旗　　国家社会主義の象徴の説明　　ツィルクスの第一回集会　　集会につぐ集会　　むなしい強制解散の試み　　「集会は続行する」






　第八章　強者は単独で最も強い


運動の優先権　　指導権争い　　オーストリアとプロイセン　　民族主義の分裂の原因　　「労働共同体」






　第九章　突撃隊の意味と組織に関する根本の考え方


権威の三原理　　民族体の三クラス　　最良のものの犠牲　　悪の繁茂　　結果としての瓦解　　義勇軍の成立　　逃亡兵に対する不適当な寛大さ　　逃亡兵と革命　　前線兵士に対する恐怖　　左翼政党の協力　　ブルジョアジーの籠絡　　ブルジョアジーの降服　　革命はなぜ成功したか？　　「国家維持者」の消極性　　マルクシズムへの降服　　国家主義政党の無為　　理念なくして闘争力なし　　民族主義理念の主張　　防衛隊の必要性　　防衛隊の課題　　国民の防衛で、国家の防衛ではない　　国家機関の無能　　自衛隊にして、「防衛隊」にあらず　　なぜ防衛隊ではないのか？　　秘密組織ではない　　国事犯は「除去」すべきか？　　突撃隊のスポーツ訓練　　目印と公然性　　ミュンヘンにおける最初の行進　　コブルクへの行進　　闘争組織としての突撃隊の評価　　一九二三年の結果　　一九二五年の新しい突撃隊






　第十章　連邦主義の仮面


軍需会社と反プロイセンの気分　　牽制策としての反プロイセン扇動　　「バイエルンの小邦分立主義者」クルト・アイスナー　　反プロイセン扇動に対するわが闘争　　「連邦活動」　　ユダヤ人の扇動戦術　　宗教的不和　　連邦国家か単一国家か？　　国家主義国家か奴隷植民地か？　　統一化の傾向　　中央集権化の濫用　　個々の連邦国家の抑圧　　中央集権は政党経済に好都合である　　ドイツ国の国家主権　　諸邦の文化的課題　　軍隊と個々の連邦国家　　一つの民族──一つの国家






　第十一章　宣伝と組織


理論家──組織者──扇動者　　支持者と党員　　宣伝と組織　　党員採用の制限　　無気力者の威嚇　　運動の再編成　　議会主義の廃止　　指導者の責任　　運動の萌芽状態　　運動の構成






　第十二章　労働組合の問題


労働組合はぜひとも必要か？　　国家社会主義労働組合とは？　　国家社会主義的な使用者と労働者の認識　　職能代表会議と経済議会　　労働組合は二つあってはならない　　労働組合と指導者の問題　　まず世界観闘争　　設立しないのは、へたに設立するよりもよい






　第十三章　戦後のドイツ同盟政策


無能な原因　　外交政策の目標──明日の自由　　失われた領地を解放するための前提　　戦前の間違った大陸政策　　今日のヨーロッパの勢力関係　　イギリスとドイツ　　「バランス」の乱れ　　イギリスの戦争目標は達せられなかった　　フランスとイギリスの政治目標　　ドイツとの同盟可能性　　ドイツは今日同盟できるか？　　イギリス人とユダヤ人の利害の相違　　ユダヤ人の反独的世界扇動　　フランスとユダヤ人の利害の一致　　二つの同盟国が可能である、イギリス──イタリア　　フランスに対するへつらい　　南ティロール問題　　独伊協調の妨害　　南ティロールを売ったもの　　武力ではなく同盟政策で　　同盟政策についての三問題　　ドイツ再生の最初の徴候　　ヴェルサイユ条約の怠られた利用　　「主よ、われらの闘争を祝福し給え！」　　異常な反独意識の好転　　自由闘争に対する明確な意志　　一つの敵に集中　　売国奴に対する論判　　国家主義国家の利益は勝つか？　　ファッショ的イタリアとユダヤ人　　イギリスとユダヤ人　　日本とユダヤ人　　世界の敵に対するわれらの闘争






　第十四章　東方路線か東方政策か


外交政策問題についての偏見　　国家の領土の意味　　領土の大きさと世界強国　　フランスとドイツの植民政策　　国家社会主義の歴史的使命　　千年にわたる政策から残った結果　　盲目的愛国主義ではだめだ！　　旧国境を望む声　　国家社会主義の外交目標　　外交でセンティメンタリズムは不要　　東国政策の再開　　ビスマルクの対ロシア政策　　「被抑圧国民同盟」　　イギリスのインド統治は動揺しているか？　　ロシアとドイツの同盟はどうか？　　戦前のドイツ──ロシア　　将来の政治的誓約　　ドイツ・イギリス・イタリア同盟　　東方政策のための前提　　国家社会主義の外交政策上の捺印






　第十五章　権利としての正当防衛


卑怯な屈服は恩恵をもたらさなかった　　一八一三年までの七年──ロカルノまでの七年　　不快な警告者の迫害　　フランスの不動の戦争目標　　フランスの不動の政治的目標　　フランスとの決定的対決　　ルール地方の占領　　ルール占領後なにがなされるべきだったか？　　マルクシズムとの怠慢な決算　　武器ではなく、意志が決定的である　　クノーの道　　「統一戦線」　　消極的抵抗　　国家社会主義者の態度　　一九二三年十一月　　義務の勧告者であるわれらの死者






　結語




　　　訳注（Ⅱ）

　　　解説（Ⅱ）
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　第一章　世界観と党




ブルジョア的「綱領委員会」

　一九二〇年二月二十四日に、われわれの新運動の第一回大公開大衆示威が行なわれた。ミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールで、新党の二十五か条からなる綱領のテーゼが、約二千人の群衆に示され、その各条が賛成の歓呼のもとに承認された。

　それとともに、実際がらくたともいうべき因襲的観念や見解や、ばくぜんとした、むしろ有害な諸目標を一掃すべき闘争の指導原理と方針が、はじめて与えられた。腐敗した卑怯なブルジョア社会と、マルクシズムの征服の大波のような凱がい旋せん行列の中に、宿命の車を最後の瞬間に静止させようとする新しい力が、現われたのである。

　この新運動が、この巨大な闘争のために必要な意義と必須の力とを得るためには、政治的生活に一つの新しい選挙のスローガンを強要するのではなく、原理的な重要性をもった一つの新しい世界観が先頭に立っているのだという神聖な信念を、はじめから同志の心の中に目ざめさせることが必要である、と思われたことはもちろんであった。

　いわゆる「政党綱領」が通常、いかにあさましい観点からでっちあげられ、時々磨きをかけられたり、作り直されたりするか、を考えてみる必要がある。このような綱領の作られそこねたものを評価するに必要な理解力を得るためには、特にこれらブルジョア的「綱領委員会」を動かしている動機を、厳密に吟味してみなければならない。

　綱領を新しく決定したり、あるいは従来の綱領を変更したりするのは、いつもただ、一つの心配があるからである。すなわち次の選挙の成り行きが心配だからだ。これら議会の政治家たちの頭に、親愛なる民衆がまたもや反逆し、古い政党という馬車から脱走しそうだという心配がかすかに浮んでくるとただちに、かれらは車のながえを新たにぬりかえるのが常である。そうすると、占星術師や政党天文学者──いわゆる「経験豊かな」「老練な」、たいていは老いぼれた議会屋がやってくる。かれらはその「豊富な政治的修業時代」に、大衆がついに堪忍袋の緒をきらしたこれと似かよっている場合を思いだすことができるので、同様なことがまたしても切迫していると感ずるのである。そこでかれらは古い処方箋をもちだして「委員会」をつくり、親愛なる民衆の間を聞いてまわり、新聞記事を探し、親愛なる多数の民衆が何を好み、何をきらい、そして何を望んでいるかをようやくかぎつける。すべての職業群、むろんすべての使用人階級はあますところなく調査され、かれらの最も秘密な欲求まで研究される。そうすると危険視していた反対党の「不快なスローガン」であったはずのものもまた、にわかに再検討する必要があることになり、そしてまったく無害な、古くからわが党でとうぜんのこととして認められてきたことにさえなって、このスローガンを本来、発明し、宣伝した党をアゼンたらしめることもまれではないのである。

　そこでいろいろの委員会が集まって、古い綱領を「改訂」し、新しい綱領を制定し、そこで各人にその欲するものが与えられるということになる。（その場合紳士方は、戦場にいる兵士が古いシャツがシラミだらけになると、新しいのととりかえるように、自分の確信をサッサと変えてしまうのだ。）農民は農業保護を、工業家は製品保護を、消費者は購買力の保護を受け、教員は俸給が増加し、官吏は恩給が改善され、寡婦や孤児は国家が十分に配慮するはずであり、交通は便利になり、料金は値下げされ、しかも税金は全部とはいわぬまでもかなり軽減されるはずである。けれどもある階級のことを忘れていたり、あるいは民衆の間で広まっている要求を聞きもらしたりすることが、たびたび起る。そうすると平均的な俗物やかれらの妻君たちの群がふたたび落ち着いて満足するだろうと見当がついて、安んずることができるようになるまで、押しこめられるものはなんでも、最後のドタン場で大急ぎでつぎはぎ式に押しこんでしまうのだ。そうすると人々は内心で準備なれりとし、親愛なる神と、有権者市民の度しがたい愚鈍さに信頼して、かれらがいうところのドイツ国を新しく形成するための闘争をはじめることができるのである。




「民衆代表」の生活から

　さて選挙日がすんで議員たちも四年間のための最後の民衆大会をすませてしまい、大衆愚民を馴じゆん養ようすることから、より高級で快適な課題を処理することに移るようになると、綱領委員会はふたたび消滅する。そしてあれこれを新しく形成するための闘争も、ふたたび愛すべき日々のパンのための──議員によってこれが歳費と称されるのだが──闘争の形をとるようになる。

　毎朝この民衆代表氏は、議会へ行く、ずっと奥へはいらないまでも、少なくとも出席簿のある控室までは行く。民衆のために衰弱せんばかりに奉仕して、かれはそこで名前を書きこむ。そしてとうぜんの賃銀として、この不断の疲労困こん憊ぱいする辛苦に対するわずかばかりの報酬をうけとるのである。

　四年後、あるいはその他議会社会の解散がふたたび間近かになった危機的な数週間がつづくと、紳士方にはにわかに制御しがたい衝動が襲ってくる。地虫がこがね虫に変る以外に方法がないように、これら議会の毛虫どもは、大きな共同の人形の家を去って、羽をはやして親愛なる民衆のもとへ飛んで行く。かれはふたたび選挙民に演説し、自分がどんなに活躍したかをならべたて、他のものが悪意をもち頑迷であるかについて語る。しかし無理解な大衆からは感謝の拍手のかわりに、しばしば乱暴な、実に憎悪にみちたことばを浴びせかけられるのである。こうした民衆の忘恩がある程度まで高まったときには、唯一の手段だけが残る。すなわちもう一度政党に磨きがかけられる。綱領は改善される必要があり、委員会は新たに息を吹きかえし、そしてまたはじめからペテンがくりかえされる。われわれ人間の度しがたい愚かさをみれば、その効果について驚くにはあたらない。新聞にあやつられ、新しい魅惑的な綱領に目をくらまされて、「ブルジョア」たると「プロレタリア」たるとにかかわらずその無定見な選挙人は、もとどおり同じ厩きゆう舎しやにもどり、そしてもとのペテン師を選んでしまうのだ。

　こうして生産階級の代表者や候補者はふたたび議会の毛虫に変じ、そして四年後にまたもやきらびやかな蝶に変身するために、国家生活の樹枝にとまって、たらふく食いあらすのだ。

　この全体の経緯を、その冷厳な現実において眺め、このような欺ぎ瞞まんがいつもくりかえされるのを見なければならないことほど、われわれを憂ゆう鬱うつにするものはない。

　マルクシズムの組織だった勢力との闘争を闘い抜くような力が、かかる精神的培養基からブルジョア陣営に生まれてこないのは、とうぜんである。




マルクシズムと民主主義の原理

　紳士諸氏はまた決して本気でこのことを考えてはいないのだ。この白色人種の議会の病気直しの魔法使いたちの、よく知られている偏へん狭きよう固こ陋ろうさや精神的劣等さを見れば、かれら自身、西欧民主主義の道をたどってマルクシズムの教説と闘っているのだ、とまじめに自負することはできないのだ。マルクシズムにとって民主主義およびそれと関係しているすべてのものは、最善の場合でも敵を無力にし、そしてかってに自由に欲する道を行くために用いる目的到達の手段にすぎないのである。すなわちマルクシズムの一部は、いまのところ非常に老ろう獪かいなやり方で民主主義の諸原則と不可分に結合しているのだと真実らしくみせかけようとしているが、人々はこれらの紳士諸君が危急の時に（※１）、西欧民主主義的意味での多数決を三文の価値もないと考えていたことを、どうか忘れないでほしい！　ブルジョア代議士たちが、その記念さるべき頑迷さで、自分たちの絶対多数を信じて、ドイツ帝国の安全が保証されていると見ていたそのときに、その間にマルクシズムは町の浮浪者や逃亡兵や政党ゴロやユダヤ人文士らの群といっしょに、サッサと政権をうばいとり、その種の民主主義に音高く平手打ちをくらわせることが起ったのだ。だからその場合そのようなブルジョア民主主義を奉じている議会の魔術師の人の好さではたしかに、現在あるいは将来において、この世界的ペスト菌の保持者、関与者の野獣のような決心がかんたんに西欧的議会主義の呪文で封じられるだろう、と妄想しているようなものだったのだ。

　マルクシズムは、国民的精神界を絶滅してやろうと決めているのだが、自己の犯罪目的のためにたとい間接的にせよ支持をうけうるかぎり、民主主義といっしょに進むだろう。しかし、われわれの議会主義的民主主義の魔法の釜からとつぜん多数者を沸きたたせ──そしてそれがただ正当な多数決の立法にのみよるとしても──本気でマルクシズムを弾圧しようとしているという確信に、今日到達するならば、議会のまやかしはただちに終りをつげるであろう。赤色インターナショナルの旗手たちは、さらに民主主義の良心に訴えるかわりに、プロレタリア大衆にもえるような檄げきを発する。そしてかれらの闘争は、わが議会のカビくさい議場の空気から一挙に工場で、また街頭で根をはるだろう。民主主義はそれでもってかんたんに片づけられてしまうだろう。そして議会における民衆の使徒（※２）の知的な要領のよさではできなかったことが、扇動されたプロレタリア大衆の鉄てつ槌ついやハンマーで、ちょうど一九一八年秋（※３）と同様に電光石火のように達せられるであろう。すなわち、西欧民主主義のやり方でユダヤ人の世界制覇に対抗できるなどとうぬぼれることが、いかに狂気じみているかを、それらはブルジョア社会の人々に痛切にわからせてくれるだろう。

　規則などは、いつか高飛車な態度に出るときや、あるいは自分の利益になるときにだけ存在していて、自分の得にならないとなるやいなや投げすててしまうような博徒を相手にして、規則にしばりつけられているなどということは、前にいったようにまったくお人好しにほかならないのである。

　とにかく、いわゆるブルジョア的な立場の政党の場合にはすべて、その全政治的闘争というものは、事実上ただ個々の議席をつかみあいすることだけである。その時にはいろいろの立場や原則はご都合次第で船の砂袋のように海中に投げだされてしまう。だからかれらの綱領ももちろんまたそれに応じていいかげんに定められており──もちろん逆に──また、かれらの力もそれに応じて貧弱である。ブルジョア政党には、偉大なすぐれた視点からの信服させるにたる印象と、その印象を無条件に信頼させるにたる説得力でもって大衆をいつも従え、この印象を固守していこうとする狂言的な闘争意欲とを結合させるような偉大な磁石のような魅力が、欠けているのである。




世界観対世界観

　しかし、一方でおそろしく破壊的な一つの世界観があらゆる武器をもって現存の秩序を攪かく乱らんしようとしているときには、他方は、それ自身一つの新しい、われわれの場合には一つの新しい政治的信念の形を身につけ、そして弱々しいもろい防衛的スローガンをやめて、勇敢にものすごい攻撃のときの声をあげることと交代させたときだけつねに対抗することができるのだ。

　だから、とくにバイエルン中央党あたりのいわゆる国民的ブルジョア的大臣たちから、われわれの今日の運動が「革命」を志して努力しているなどとシャレた非難をうけるが、そういうしろうと的政論好きな一寸法師に対してはただ次のように答えるだけである。そうだとも、われわれはおまえたちが犯罪に値するようなバカさで怠ってきたことを埋めあわせようとしているだけなのだ。おまえたちの議会主義的醜取引の原則によって、国民たちは奈落にひきずりこまれたのだ。ところがわれわれは攻撃の形をとって新しい世界観をうちたて、その根本原理を熱狂的に断固として守ることによって、いつかわが民族が自由の殿堂にふたたびのぼりうるための階段を築くのだ、と。

　それゆえ、われわれの運動の創始時代の第一の配慮はいつも、この新しい崇高な信念のための闘士たちの軍勢が、単なる議会的利益促進団体にならぬように警戒することに向けられねばならなかったのである。

　その第一の予防処置は、それでなくてもその内面的な偉大さだけで、今日の政党政治家の小さく弱弱しい精神を追いはらってしまうにたる目標にかなった発展をするにちがいない綱領をつくることであった。

　そして、われわれが、綱領によって、目標とする点を明白に形成する必要があると認めていたことが、いかに正しかったかは、ドイツをついに崩壊にまで導いた、あの宿命的な欠陥をみれば最もはっきりとわかるのである。

　これらを認識すれば、一つの新しい国家観が形成されるにちがいないのだ。その新しい国家観自体、新しい世界観の本質的に不可分の構成要素なのである。

　　　　　　　＊

「民族主義的」という概念

　すでに上巻で、「民族主義的」ということばが、概念的にあまり不ふ明めい瞭りようなため一つの団結せる闘争団体を形成することができないように思えるという程度に、このことばを説明しておいた。今日では、お互いの見解の本質的な点ですべてたいへん遠くかけはなれているものが、みんな「民族主義的」という同義語のもとにのさばっている。だからわたしは、いま国家社会主義ドイツ労働者党の課題と目標に移るまえに、「民族主義的」という概念とそれの党運動との関係を説明しておこうと思う。

「民族主義的」という概念は、「宗教的」ということばとほぼ同じように、明確に限定されておらず、いろいろと違った意味に解釈できるし、また、実際にいろいろ勝手な意味に使われているように思える。このことばの中に何かまったく厳密なものを想定することは、思想的に把握するという意味においても、実際の働き方の意味からも、非常にむずかしい。「宗教的」ということばにしても、このことばのはたらき方が一定の明瞭な形をとったときに、はじめて観念の上で把握しうるのである。ある人をその性質が「内面的に非常に宗教的」であるという場合、それは結構だがおおむねまたつまらない説明である。たしかに少数の人は、そうしたまったく一般的なレッテルをつけられて自分自身満足感をおぼえるであろう。そのうえかれらは一定の多少ともその精神状態のはっきりした像を媒介することができるかも知れない。しかし、大部分のものは、哲学者でも聖者でもないから、こんなまったく一般的な宗教的理念では、たいてい一人一人にそれぞれちがった考えや行ないを自由に与えることを意味するだけであり、なんといっても内心の宗教的渇望が、純粋の形けい而じ上じよう的てきな無限の思考の世界の中から、明確な特定の信仰が形成されたときに生ずるような、あの効験にいたることもないのである。この信仰なるものはたしかにそれ自身目的ではなく、目的のための手段にすぎない。だがそれは目的一般に到達しうるためには不可欠の手段である。しかしこの目的は単に観念的なものではなく、究極においてはすぐれて実践的な目的なのである。人々は一般に、最も崇高な美の尊さが、けっきょく、ただ倫理的な合目的性の中にだけ存するのとまったく同様に、最高の理想はつねに最も深刻な生活の必要に即しているということを知らねばならない。




宗教的な感じから疑いを許さぬ信仰へ

　信仰というものは、人間を動物的な無為の生活の水準から高めるのにあずかって力があるのだから、信仰は実際に人間の存在を確固としたものにし、安全にするために、貢献しているのである。もし人々が宗教教育を全廃してしまい、そして、宗教と等価値のものによって補うこともせず、今日の人類から宗教教育によって保たれている宗教的＝信仰的な規準──それはその実際的意味では倫理的＝道徳的原則であるが──をとりさってしまうと仮定するならば、人々はその結果、人間存在の基礎が強く動揺することがわかるだろう。

　かくして人間はたしかに、高い理想に奉仕するために生きているばかりでなく、また逆にこの高い理想が人間としての存在の前提をなしていると考えてよい。そのように循環が形づくられているのだ。

　すでにこの「宗教的」という一般的表現の中にはもちろんまた、たとえば霊魂の不滅とか、存在の永遠さとか、神の存在等の個々の原則的な考え方や確信が存在している。ただしこれらの考え方はすべて、それが個人にとってはどれほどなっとくのいくものであっても、感情的な予感や認識が疑いを許さぬ信仰の合法的な力を得ない間は、これらの個々の人々の批判的吟味のもとにあり、したがって肯定あるいは否定という動揺状態にあるものである。この疑いを許さぬ信仰こそ、まず第一に、宗教的な根本的観念を認めることに突破口を開き、道をつくってやる闘争の原動力なのだ。

　この明確なはっきりした信仰なしには、宗教心はその不明瞭な多様性のために人間生活にとって価値がないばかりではなく、おそらくは一般的混乱をもたらすことになるだろう。




民族的感覚から政治的信条へ

「民族主義的」ということばについても、「宗教的」な概念と同じようなことがあてはまる。また民族主義的ということばにも、すでにさまざまな根本的認識がそこにある。これらの認識もまたりっぱな意義をもっているかも知れないが、形式が明瞭でないために、ある政党のわく内で根本的な要素として把握されるときには、多少とも認めるにたる意見にまで、その価値をまず高めなければならない。というのは、ただ漠然と憧れているだけで自由を獲得することができないのと同じように、一つの世界観に合った理想とその理想から導きだされた要求というものは、人間の純粋な感情や内心の欲求だけでは実現できないからである。そうだ、独立への理想の衝動が、戦闘組織を軍事的権力手段という形で獲得したときにはじめて、民族のその渇望している要求は、りっぱな現実にうつすことができるのである。

　すべての世界観というものは、それがまったく正しく、人類のためにこの上もなく価値あるものであっても、その根本原則がある闘争運動の旗印にならないときには、民族生活の実際の形成にとっては無意味なものであろうし、また一方その活動が理念の勝利として終りをつげ、その党のドグマが一民族の共同社会の新しい国家的原則を形成しないかぎり、党として存在していかねばならないのだ。

　しかし、ある一般的な精神的観念を、将来の発展の基礎として役だたせようとするならば、さらにその第一の前提となるものは、この観念の本質、種類および範囲について徹底的に明らかにするということである。というのは、そういう基礎の上にこそ、それらの信念が内面的に等質性をえて、闘争に必要な力を発展せしめうるような運動が形成されるからだ。一般的観念から政治的なプログラムがつくられ、ある一般的世界観から一定の政治的信念が形づくられねばならないのだ。その信念は、その目標が実際に到達しうるものでなければならないから、ただ理念それ自体に奉仕するだけでなく、この理念の勝利獲得のために存在し、またそのために用いられる闘争手段についても、考慮を払わなければならない。綱領立案者が布告するような抽象的には正しい精神的観念に、政治家の実際的な認識が結びつかねばならない。そのように、人類の導きの星としての永遠の理想は、この人類の弱点を顧慮して、一般の人間の欠点によって挫ざ折せつしないためにはじめから、遺憾ながら妥協せざるをえないようである。永遠の真理や理想というような国から、人間という小さな存在に可能なものをひき出し、それに具体的形態を与えるためには、民衆の心理を知るものが真理の探究者に協力しなければならない。




政治的信条から闘争団体へ

　最高の真実ともいうべき一般の世界観的理想の観念を、一定の限られた厳格な組織をもった、精神的にも意志的にも統一的な政治的信念をもち、闘争しようとする団体に移行させることは、その理念の勝利の可能性というものが、その手ぎわよい実現だけにかかっているのだから、最も重要な仕事なのである。この真理を自分一人では多少ともはっきりと確実に感じており、一部のものはおそらく理解しているような数百万人の人々の群の中から、一人の男があらわれて、疑問を許さぬ力で大衆の動揺している観念界から確固たる原則をつくりだし、自由な波のまにまにただよっている精神界から統一的な信念と意志をもった固い岩石のような団結が生じてくるまで、この原則の無比の正当さのために闘争を続けなければならない理由がここにあるのだ。

　こうした行動に対する一般的権利は、その必然性の中に根拠があり、その行動に対する個人的権利は、その成果の中に根底をもつのである。

　　　　　　　＊

人種と人格に反対するマルクシズム

　われわれが「民族主義的」ということばから、その意味に最もよく合った中核をとりだそうとするならば、次のようなことを確認することができる。すなわち、

　今日のわれわれのありきたりの政治的な世界観は、一般に、国家には実際それ自体に創造的に文化を形成する力が与えられているのだが、国家は人種的前提とはまったく関係なく、むしろ経済的必要から生まれてきたか、せいぜい政治的な権力欲から自然に出てきたものだ、という観念にもとづいている。この根本観念は理論的に首尾一貫した教育を続ければ、ある人種の原動力を誤認するばかりか、人格の過小評価にまで導くのである。というのは、個々の人種が一般的な文化形成能力について差異があることを否定することが、この最も大きな誤りをまた個々人の判断にも及ぼしてしまうにちがいないからだ。いろいろの人種の質が同一であるという仮定は、さらに民族についても、また個人についても同様な見方をさせる根拠になる。だから国際的マルクシズム自体はまた、実際上すでに昔から存在していた世界観的な立場と解釈を、一定の政治的な信条の形にユダヤ人カール・マルクスが転用したにすぎないのである。マルクシズムの教説の驚くべき政治的成功は、かような一般に昔からあった害毒の下地がなかったならば、決してできなかったであろう。カール・マルクスこそ実際に、だんだんと堕落していく世界の沼沢の中で、その最も本質的な毒素を予言者のするどい目で認識し、それを抽出し、この地上の自由諸国民の独立的存在を急速に崩壊せしめるために、魔術師のように濃厚な溶液につくりあげた、百万人の中の一人であるのだ。しかし、これらのすべては自分の人種（※４）のために行なったのだ。

　このようにマルクシズムの教説は、今日一般に通用している世界観の簡潔な精神的抜ばつ萃すいである。こういう根拠からみればたしかに、マルクシズムに対するわれわれのいわゆるブルジョア社会の人々のすべての闘争は不可能であり、まさしく笑止のいたりである。というのは、これらのブルジョア社会にも本質的にこれらの毒素が浸透しており、マルクシズムの世界観とは一般にもはやその程度と人物がちがうだけで、その世界観に忠誠を誓っているからである。ブルジョア社会はマルクス主義的であり、マルクシズム自体が世界を計画的にユダヤ人の手中に移そうとしているのに、特定の人間のグループ（ブルジョアジー）が支配する可能性を信じているだけなのだ。




人種と人格に立脚する民族主義的態度

　これに反して民族主義的世界観は、人類の意義を人種的根源要素において認識するのである。それは原則として国家をただ、目的のための手段と見、そして国家の目的としては人間の人種としての存在を維持することと考える。だから民族主義的世界観は決して人種の平等を信じないばかりか、かえって人種の価値に優劣の差異があることを認め、そしてこうした認識から、この宇宙を支配している永遠の意志にしたがって、優者、強者の勝利を推進し、劣者や弱者の従属を要求するのが義務である、と感ずるのである。したがって原則的には、民族主義的世界観は自然の貴族主義的根本思想をいだき、この法則がすべての個体にまで適用されることを信ずるのだ。それは単に人種間にある種々の価値の差異を認めるばかりでなく、また一人一人の人間の価値にも差異があることを認めるのだ。群衆の中から、民族主義的世界観のために、個人の重要性がむき出しになる。こうして民族主義的世界観は、解体的なマルクシズムと反対に組織的に働く。民族主義的世界観は人類が理想的なものになる必然性を信ずる。なぜならば、また一方では、ここにこそ人類の存在のための前提を認めるからである。しかしながら、ある倫理的理念が、より高い倫理をもっている人種の生存をおびやかす場合には、民族主義的世界観はまた、その理念に生存権を許容することができない。というのは雑種化し、黒色人種化した世界では、すべての人間的な美や崇高というような概念や、人類の将来を理想化しようとするあらゆる観念が、永久に失われてしまうだろうからである。

　ヨーロッパ大陸では、人間的な文化や文明は、アーリア人種の存在と不可分に結びついている。アーリア人種が滅亡し、あるいは没落したならば、この地球上は、ふたたび文化なき暗黒なヴェールにおおわれた時代に沈むにちがいない。

　だが、民族主義的世界観から見れば、人類の文化の担い手を滅ぼすことによって、人類文化の存立をくつがえすことこそ、最も呪うべき罪である。あえて神の似姿を冒ぼう瀆とくしようとするものは、この奇跡の恵み深い創造主をおかし、楽園放逐に手をかすものである。




自由な力の競争の促進

　そのようにして民族主義的世界観は自然の内的要求に応ずるのである。というのは、それはたえずより優れた高い相手側を育てるにちがいない力の自由な競争を復興させ、ついには最も優秀な人類がこの地上を獲得し、地球上、地球外の諸領域で自由に活躍する道が開かれるからである。

　われわれはみんな、遠い未来に人類には問題が生ずるだろうが、それを克服するために最高の人種だけが支配民族として、全地球上のあらゆる手段と可能性に支持されて、招かれるのだ、という予感をもっているのである。

　　　　　　　＊

党のためのまとめ

　そのようにして民族主義的世界観をその意味する内容にしたがって一般に定めていくと、千差万別の解釈に到達することはもちろんである。実際上、われわれは最近のドイツにできる新しい政党で、この世界観をもっていないものを見いだすことはほとんどない。けれども、これこそ他の多くの存在に対して自己の独自の存在を主張することによって、民族主義ということばの理解の種々相を示しているのである。そのように、統一的な統制組織によって指導されているマルクシズムの世界観にごったまぜの観念が対立しているのだ。すでに理念的にも敵の団結している戦線に対して印象がうすいのだ。勝利というものは、こういう貧弱な武器で得られるものではない！　まず、政治的に組織化されているマルクシズムによって指導されている──国際的世界観に対して、同様に統一的に組織され、指導される民族主義的世界観が対立するならば、同じような闘争エネルギーをもっている場合にも、勝利は永遠の真理の側に帰するであろう。

　だがある世界観を組織的に把握することは、いつもその世界観を明めい瞭りように定式化する基礎があってのみ行なうことができるのだ。そして、信仰に対してドグマがあらわしている関係が、形成されつつある政党に対する党の根本原理の関係としてそのままあてはまる。

　それゆえ、このように民族主義的世界観は、国際主義のためにマルクス主義的政党の組織が、自由にやっていると同じような闘争的代弁を可能ならしめている道具が作られねばならない。

　国家社会主義ドイツ労働者党はこの目的を追求するのである。

　民族主義的世界観の勝利のための前提が、こういう民族主義的概念を党のような形で確定することであるということは、こうした党を結成することに反対しているものすらが、少なくとも間接的には認めている次のような事実によって最もはっきりと示されるのである。すなわち、民族主義的世界観は決して誰か一人の「永代借地権」ではなく、たしかに数百万の人々の心の中にねむっているか、あるいは「生きている」と、大声で反対するものこそ、そういう観念が一般に存在しているというだけでは、もちろん、政党政治の形で典型的に代表している敵の世界観の勝利を少しも防止することができなかったことを表明しているのだ。もしそうでなかったならば、今日ドイツ民族はすでに巨大な勝利をおさめ、断だん崖がいの縁に立っているようなことはないにちがいないのだ。国際主義的世界観が勝利をおさめたのには、その代表として突撃隊のように組織された政党があったからだ。反対の世界観が屈服せしめられたのは、いままで統一的に形成されたその世界観の代表を欠いていたからであった。世界観というものは、その一般的観念を各人の自由な解釈にまかせておくのではなく、政治的組織のはっきりした、それとともにまとめられた形においてのみ、闘争し、勝利をおさめるのだ。




政治的信条の形成

　それだからわたしは、一般的世界観の範囲のきまらない、形のない素材の中からその中核理念を抽出し、それを多少ともドグマのような形に鋳直し、この明確に限定されたものによって、それを信奉している人々を統一的にまとめていくことに、とくにわたし自身の使命があると考えたのだ。いいかえれば、国家社会主義ドイツ労働者党は一般的な民族主義的世界観の基本的思想の中から、本質的な根本特質をとりだし、実際の現実、時代、既存の人材および人間の弱点を顧慮して、そこから政治的信条をつくりあげたが、この信条はいまやそれ自身、大衆をできるかぎりがっちりと組織して把握することによって、民族主義的世界観の闘争を勝利に導く前提を形づくっているものなのだ。







　第二章　国家




　一九二〇年～二一年のころに早くもわれわれの新運動は、今日まで生き残っているブルジョア社会の人々から、現存の国家の地位を否定するものであるとしばしば非難された。これを理由にして、いろいろの傾向をもった政党政治的盗賊騎士たちは、この未熟なやっかいな新世界観の布告者に対してあらゆる手段で圧迫を加え、闘う権利があるかのように推論した。人々はそのさい、もちろん今日のブルジョア社会の人々自身、国家という概念に対して何ら統一的なものを考えることができず、それに対して統一的な定義も存在せず、また定義を与えることもできないのだということをわざと忘れている。どっちみちドイツの国立大学で学説を説明する者は、往々にして国法学の教師として地位をしめているのがつねであって、かれらの最高の使命は、目下のところ、かれらのパンをうる糊こ口こうの道ともいうべき多少とも幸福な地位のために説明し、解釈することであらねばならない。国家の存立がありうべからざるものになればなるほど、国家の存在目的についての定義はますます不徹底な、わざとらしい、わけのわからないものになる。たとえば、その国家としての存在が、まさしく二十世紀の最大の奇形児を具象化しているような国（※１）において、国立大学教授が国家の意義と目的についてかつて何か書くべきものがあったであろうか。国法学にかかわっている今日の教師に対して、真理探究の義務感などはなく、むしろ一定の目的に結びつくことが大切だということを考えた場合、これはむずかしい課題だ。しかしその一定の目的は、今日国家と称されている人間的メカニズムともいうべき問題になっている怪物を、いかなる犠牲をはらっても維持していくことだ、という。したがって、これらの問題を論議するさいに現実的観点をできるだけ避けて、そのかわり「倫理的」、「道徳的」、「道義的」、その他の理念的価値や課題や目標のごったまぜに専心するのも、驚くにあたらない。




国家についての三つの有力な考え方

　ごく大ざっぱにいって、三つの国家観念を区別することができる。

　[image: ]　国家を単純に、ある政府の権力のもとに、多かれ少なかれ自発的に集った人々の総和とみるグループ。

　このグループに属するものが最も多い。特に今日、合法主義の信奉者がこの線にある。かれらの目からみれば、これらの全機構では一般に人間の意志はまったく問題にならない。かれらにとっては国家が存立しているという事実だけで、すでに神聖なる不可侵性が基礎づけられている。人間の頭脳からでたこういう精神錯乱を維持するために、人々はいわゆる、国家権威をまさしく犬がするように敬慕することが必要となる。こういう人々の頭では、一つの手段から即座に究極目的が作りあげられるのだ。国家はもはや、人間に奉仕するためにあるのではなく、どこかの官吏の最後の一人までをも含めて、人間が国家権威をあがめるためにあることになる。この安易な有頂天の崇拝状態が不安な状態に変らないためには、安寧と秩序を堅持するためにだけ、かれらのいう国家権威があるのである。そうなると国家権威はもはや目的でなく、いわんや手段でもなくなる。国家権威は安寧秩序について配慮している。そして安寧秩序のほうは国家権威の存在を可能ならしめてやっている、というところへふたたびもどってくる。すべての生活はこの両極の中で堂々めぐりをしているのである。

　バイエルンではこういう考え方はまず第一に「バイエルン人民党」と称するバイエルンの中央党の政治屋が代表している。オーストリアでは黒と黄の旗印の正統派の人々がおり、ドイツ国自体でも遺憾ながら、しばしばいわゆる保守的分子たちがいるが、かれらの国家観念はこの道をたどっているのである。

　[image: ]　第二のグループは、国家の存在に少なくとも二、三の条件をつける人々がそれに数えられねばならないだけ、数からいっても少ない。かれらは単に同一の行政だけでなく、できるならばまた同一の言語──たとい一般行政技術上の見地からだけであっても──であることを要求する。国家権威はもはや国家の唯一の独占的な目的ではなく、臣民の福祉の増進がこれに加えられる。

「自由」の思想が──しかもたいていは間違っている自由の思想が、これらの人々の国家観にこっそりはいってくる。統治形式はそれが存在しているという事実だけでは不可侵のものとは考えられず、それが目的に合っているかということが吟味される。国家が古いという尊厳だけでは、現代の批判をまぬがれない。ともかく、これは、国家からまず第一に個人の経済生活に有利な状態を期待し、それゆえに、実際的観点から一般の経済上の損得の観点から判断する見方である。この観点の主要な代表者は、普通のわがドイツ・ブルジョアジーの人々、特に自由主義的民主主義者である。

　[image: ]　第三のグループは数字上、最も少ない。

　かれらは国家を、言語的に特色をもち、統一された国家を形成している民族の、たいていは非常に不ふ明めい瞭りように考えられている権力政治的傾向を実現する手段と見る。統一的な国語にしようとするこの意志は、その場合、ただこの国家がそれによって対外的権力を増大させるための力ある基礎をつくろうとする希望だけでなく、それにおとらず、──そのうえに根本的にまちがっているが──国語統一によって、一定の方向への国家化を実現しうるという考え方を表わしているのである。




誤れる「ゲルマン化」の観念

　過去百年間にこういう人々の中で、たいていは善良な信念からではあるが、「ゲルマン化」という言葉が濫用されたのを見なければならなかったのは、まことにいたましいことであった。わたし自身、青年時代にこのことばをまったく信じられないほどまちがった意味にとって、迷わされたことをいまでも記憶している。汎ドイツ主義の人々においてすら、オーストリアのドイツ人が、政府の助成的援助のもとに、オーストリアにいるスラブ民族のゲルマン化を必ず達成しうるにちがいないという意見を、当時聞くことができた。そのさい人々は、ゲルマン化が土地についてだけは行なうことができるが、決して人間にはそれがありえないということについて、少しもわかっていなかったのだ。というのは、人々が一般に「ゲルマン化」ということばの中に理解していたものは、強制されてドイツ語を外見上話すようになることだけであったからだ。だから、いうならば、黒人や中国人がドイツ語を学び終え、将来もドイツ語を話し、そしてドイツ政党のどれかに投票するからといって、かれらがゲルマン民族になるなどと信ずることは、ほとんど理解しがたい考えちがいである。こういうゲルマン化はすべて実際には悪ゲルマン化（※２）であるということが、わがブルジョア的国家主義者たちにはとうていわからなかったのだ。というのは今日共通の言語を強要することによって、いままでははっきりと目についた諸民族間の相違が解消し、ついに混こん淆こうされるならば、それは雑種化のはじまりであり、われわれの立場ではゲルマン化ではなく、かえってゲルマン的要素を滅ぼすことを意味するからであるからだ。歴史においても、征服民族が外的権力手段で被征服民族に自己の言語を強制することができはしたが、しかし千年後にはその言語が他民族によって話され、かくして勝利者がほんとうの敗者になったということがしばしば生じているのだ。

　民族性、より正しくいえば人種は、言語の中にあるのではなく、血の中にあるのだから、敗者の血をそういう過程によって変えることができるならば、そのときはじめて、ゲルマン化について語ることができるだろう。だがそれは不可能だ。混血によって変化させることはできるが、なんといってもそれはより優秀な人種の水準の低下を意味するのだ。そういうことをすれば、究極の結果は、かつて征服民族に勝利をもたらした特質をまさしく滅ぼすことになるであろう。特に、劣等人種と結婚した場合、生まれた混血児がどれほどじょうずに以前より優秀な民族の言語を話したとしても、文化的な諸力は消えてしまうであろう。当分の間はなおいろいろな精神の格闘がいくらかあるだろう。そして、だんだんと没落しつつある民族が、最後の火が消えんとする瞬間のようにある程度まで、おどろくべき文化的価値のあるものをあらわすことがあるかも知れない。けれどもそれは、ただ優秀民族に属する個々の要素か、あるいはまた混血児でも最初の雑交のさいに優秀な血がなお優勢をしめ、格闘しようとしたのであって、だが決して混血の結果生まれでたものではない。混血にはつねに文化的な逆行の動きが示されている。

　今日、オーストリアでヨーゼフ二世がなした意味でのゲルマン化が行なわれなかったことは、幸いだったとみなければならない。もしもそれが成功していたなら、おそらく、オーストリア国家の維持には役立っていたであろうが、しかし、ドイツ国民の人種的水準は言語の共通化によって低下をおこしていたであろう。数世紀の間には、ある群居本能が結晶化するかも知れないが、しかし群衆自体の価値は低下しただろう。国家を形成する民族は生まれるかもしれないが、文化をつくる民族は失われたにちがいない。

　この混血の過程が中止されたことが、すぐれた見とおしからではなく、ハープスブルク家の近視眼的な偏狭固こ陋ろうさのためであったとしても、ドイツ国民にとってはよかった。もしそうでなかったならば、ドイツ民族は今日もはや、文化の原動力といわれることができなかったであろう。

　しかしオーストリアだけでなく、ドイツ本国においてさえも、いわゆる国家主義者たちが、同様のあやまった思考過程に動かされたし、いまでも動かされているのだ。東部をゲルマン化するという意味で、多くの人々が要求したポーランド政策は、遺憾ながら、ほとんどいつも同様な故意にまちがった論拠に立っていた。ここでも人々はポーランド分子のゲルマン化が、かれらを純粋に言語上ドイツ化することによって招来することができる、と信じていた。ここでもまた、その結果は不幸なものになったであろう。すなわち、人種の異なった民族がドイツ語で異なった思想をあらわし、われわれ独自の民族性の優秀さと尊厳が、かれら独自の劣等さと凝結されるのだ。ユダヤなまりのドイツ語を話すユダヤ人がアメリカへ行った場合、多くのアメリカ人がそれを知らないために、われわれドイツ人の勘定に入れられる。このようにして、間接的にわれわれドイツ人につけ加えられる害は、今日すでに実におどろくべきものである。しかし、東部からのこのシラミだらけの移住民族が、たいていドイツ語を話すという純粋な外面的事実で、ドイツ人の系統やドイツ民族に属するものだという証拠になるとは、誰も考えないだろう。




土地だけをゲルマン化すべし

　歴史の中で有効にゲルマン化されたものは、われわれの祖先が剣をもって獲得し、ドイツ農民を移住させた土地であった。しかしそのさい、かれらがわが民族の肉体に異民族の血を混入したかぎりでは、かれらはわれわれの内面的本質を不幸にも分裂させることになったのだ。それが──残念ながら、しかもいつもほめそやされる──ドイツ的超個人主義の形で効力を発するのだ。

　この第三のグループの人々にとっても、国家はやはりある意味で、それ自体が目的であり、それゆえ国家の維持ということが人間存在の最高の課題となるのだ。

　以上は次のように総括することができる。すなわち、これらの観念はすべて、文化形成力や価値形成力が本質的に人種的要素に根ざし、こうして国家はその意味で人種の維持、向上という、あらゆる人類文化の発展の根本条件を最高の課題としてみる、という認識にその最も深い根をおろしていないのである。

　国家の本質と目的に関するこの誤った観念や観点を極端に追求した結論は、そのうえユダヤ人マルクスによって出されたのだ。すなわち、ブルジョア社会の人々は国家概念を人種的義務からきりはなすことによって、──他人が一様に認めることができる定式に達しうることなく──かれら自身、国家そのものを否定するマルクシズムの教説に道を開いてやったのだ。

　だから、この領域だけをとってみても、マルクス主義インターナショナルに対するブルジョアジーの闘争は、まったく思うようにならないのだ。ブルジョアジーは、かれら独自の理念の世界を維持するためにどうしても必要な基礎自体を、とっくに犠牲に供していた。老ろう獪かいな敵はブルジョアジー独自の基礎が弱いのを認識して、ブルジョアジーが欲しなかったにせよ、現にかれら自身が提供した武器でもって反対に攻撃するのである。

　だから民族主義的世界観の基礎に立つ新運動にとっては、国家の本質と存在目的に関する見解に、統一的形式をもたせるように配慮することが、第一の義務である。




国家はそれ自体目的ではない

　そこで根本的な認識は次のようである。国家は目的でなく、手段である。国家は、もちろん、より高い人類文化を形成するための前提ではあるがその原因ではない。その原因はむしろ文化を形成する能力のある人種の存在にのみあるのである。地球上に幾百の模範となるような国家がありうるとしても、文化を担っているアーリア人種が死滅したならば、今日の最も優秀な民族の知的な高さにふさわしい文化というものは、存在しえないだろう。さらにもう一歩進めて次のようにいうことができる。すなわち、優秀な知的能力と弾力性が、その担い手となる人種がないために失われたとするならば、そのかぎりで、たとい人類が国家を形成したとしても、必ずや人類は滅亡にひんするだろう。

　たとえば、今日、地球の表面がなにか構造上の異変によって不穏になり、洋々たる大洋の中から新しいヒマラヤのような山々が生じてくるならば、ただ一回の人類の恐しい破局で文化は滅びるだろう。もちろん、国家は存続せず、あらゆる秩序の紐ちゆう帯たいは解け、幾千年の発展の証拠は破壊され、唯一の水と泥でい濘ねいのみちあふれる大きなしかばねの荒野になるであろう。だが、もしこのおそろしい混乱の中から一定の文化創造力のある人種がただの数人でも生き残るならば、たとえ千年後であろうとも混乱が平静に帰した後に、地上にはふたたび、人間の創造力の証明があらわれるであろう。ただ、文化創造力ある人種、その個々の担い手の最後の一人が滅びてしまうと、地上は究極的に荒廃するだろう。反対に、われわれ自身が、現在の例を見るならば、国家の形成がそのそもそものはじめに、その人種の担い手が創造性に欠ける場合には、この国家は没落を防ぐことはできないのである。太古の大動物が他の動物に屈服し、完全に滅び去ったと同じように、人間もまた、人間の自己保存に必要な武器を発明する特定の知的能力を欠くならばそれだけで屈服するにちがいない。




文化的な高さは人種によってきまる

　国家それ自体が一定の文化的な高さを創造するのではない。国家はただ文化的高さの原因をなす人種を維持しうるだけである。そうでない場合には、国家それ自体は幾世紀も同じ国家として存続するかも知れないが、その間に国家が人種の混合を防止しない結果、文化的能力とそれによって条件づけられる民族の一般的な生活像は、とっくにはなはだしい変化をこうむっているであろう。たとえば、今日の国家は形式的な機構としてなおかくも長く、その存在をさもありそうにみせかけることができるが、しかし、わが民族体の人種的な中毒は、今日すでに恐しいまでに現われてきている文化的没落をまねいているのだ。

　そのように優秀な人類の存立の前提となるものは、国家ではなく、この目的のために能力を有する民族なのである。

　この能力は、原則的にはいつも存在しているが、一定の外的条件を備えることによってのみ、実際的成就にもたらされねばならないのである。文化的、創造的な才能を与えられている国民、あるいはもっとよくいえば人種は、たとえ不都合な外的環境がこの素質を現実化することを許さない時にも、潜在的にこの有用性を自己の中にもっているのである。それゆえ、キリスト教以前のゲルマン民族を「文化なきもの」、野蛮人と称することは、またたいへん不法なことなのである。かれらは決してそのようなものではない。ただ、北方の郷土の峻しゆん厳げんさが、かれらの創造力の発展をさまたげる事情のもとに、かれらを強いていたにすぎないのだ。もしもかれらが、古代ギリシア、ローマの世界がなかったとしても、南の気候のよい広野に来て、劣等民族の素材の中に、最初の技術的手段を獲得していたならば、かれらの中にまどろんでいた文化形成力は、たとえばギリシア人の場合のようにまさしくらんまんたる花を開いたであろう。しかし、この文化創造の原動力自体は、また、北方性の気候からだけ生ずるのではない。ラップランド人（※３）を南へつれてきても、エスキモーと同様にほとんど文化らしいものをつくりえないであろう。そうだ、このすばらしい創造的な形成能力は、まさしくアーリア人種に授けられたものであり、かれらがこれを自己の中に眠らせておくか、あるいは目覚めた生活を与えるかは、よい環境がこれを許すかあるいは荒涼たる自然がこれをさまたげるかによるのである。

　ここから、次のような認識が生ずる、すなわち、




国家社会主義の国家観

　国家は目的のための手段である。国家の目的は同種の人間の共同社会を肉体的および精神的に維持し、助成することにある。この維持ということ自体は、第一に人種的存立を含んでおり、かくしてこの人種の中にまどろんでいるあらゆる諸力を自由に発展させることを許すのである。この能力のうち、一部はつねに、まず第一に、肉体的生活の維持に役立ち、他の部分のみが精神的発展の促進に役立つのだ。だが、事実上、つねに前者は後者の前提をなすのである。この目的に奉仕しない国家は、できそこないであり、実に奇形である。かかる国家が事実上存在したとしても、海賊団の成功が略奪行為を正当化することができないのとかわりない。

　われわれ国家社会主義者は、新しい世界観の主張者として有名な「事実──ただし、そのうえ誤っている──の基礎」に立ってはならない。こういう場合には、われわれはもはや新しい偉大な理念の主張者ではなく、今日のうそつきのクーリーになるだろう。われわれは容器としての国家と、内容としての人種との間を、このうえもなく厳然と区別すべきである。この容器はその内容を維持し、保護することができた時にこそ意味をもつのであり、そうでない場合には無価値である。

　それゆえ、民族主義国家の最高の目的は、文化供給者としてより高い人類の美と品位をつくりだす人種の本源的要素の維持を心がけることである。われわれはアーリア人種として、国家のもとに、この民族の維持を保証するだけにとどまらず、その精神的、理念的能力をいっそう育成することによって、最高の自由にまで導く民族のいきいきした有機体だけを考えることができるのである。

　けれども、今日、われわれに国家として押しつけようとしているものは、たいていは、その結果としてあらわれる、いうにいわれぬ悲しみをともなった、最も深い人類の迷いの産物にすぎない。

　われわれ国家社会主義者は、こういう観念でもって、今日の世界では革命家として立っており、また、革命家として烙らく印いんをおされることを知っている。だが、われわれの思想と行動は、決してわれわれの時代の賛否によってきめられるものではなく、われわれが認識した真理に結びついている義務によって、きめられるのである。さらにわれわれは、後世のより高い洞察がわれわれの今日の行動を、理解するにとどまらず、正当なものとして確認し、尊敬するだろうということを確信してよいだろう。

　　　　　　　＊

国家の評価の視点

　以上のことからまた、われわれ国家社会主義者にとって、国家を評価するための規準が生ずる。この価値は個々の民族の視点からみれば相対的であろうが、人類そのものの視点からみれば絶対的なものである。いいかえれば、

　ある国家の価値は、他の世界と比較して、この国家が文化的にどれほど高いか、あるいはどれくらい勢力があるかによって評価されることができるのでなく、その場合問題となる民族にとって、この制度（※４）がどの程度の価値があるかということによってのみもっぱら評価できるのである。

　ある国家が、それによって代表されるべき民族の生活条件に適応しているばかりでなく、まさしくその国家が存在しているからこそ、この民族が実際に存在していくことができるのだというとき、その国家は模範的なものと称することができる。──その場合その国家の構造が、他の世界において、どの程度一般的文化的重要性をもっているかも、まったく同じに考えられる。というのは、国家の課題は、能力をつくりだすことではなく、いまある力を自由にのばすことだけにあるからである。それゆえ、逆に、ある国家がどんなに文化的に高くとも、人種的に複合せられて、この文化の担い手を没落に導くならば、その国家は劣等国だということができる。というのは、その国家は実際に国家がつくり出したものではなく、いきいきした国家的なまとまりによって保証されている文化創造力ある民族の結実たる、この文化の存続のための前提を、実際上それでもって破壊してしまうからである。国家はまさしく内容でなく、形式である。それゆえ、ある民族のその時々の文化的な高さは、国家の価値をはかる尺度とはなりえない。その国家の中で、民族が生活しているのだけれども。文化的に高い天分に恵まれた民族が、黒色人種よりも価値の高い文化をつくりだすということは、非常に明白である。それにもかかわらず前者の国家組織が、国家としての目的遂行という点からみれば、黒人国家よりも劣っていることもありうるのだ。たとい最善の国家が存在し、最善の国家形式をもっていようとも、能力がまったく欠けており、能力が存在していないなら、その民族から能力をひきだすことはできない。そのように、もちろん、劣等な国家があり、人種的に文化を担っているものの堕落を国家が許容し、あるいはそのうえ促進することによって、本来その民族に存在した能力が、次の時代には死滅してしまうことがある。

　それだから国家の価値についての判断は、まず第一に国家が一定の民族に対してもっている相対的な有用さによってだけ決められるものであって、決してその国家自体が世界において占める重要性によって決められるのではない。

　この相対的な判断は、簡単にすることができる。ただ絶対的価値についての判断は、この絶対的判断が、本来単に国家によって定められるものでなく、むしろその時々の民族の価値と高さによって決められるのであるから、非常に困難である。

　だから国家のより高い使命について語るとき、そのより高い使命は、本質的に民族の中にあるのであって、国家は国家存在という有機的な力によって、民族にその自由な発展を可能ならしめるだけである、ということを決して忘れてはならない。

　したがって、われわれドイツ人に必要な国家はいかにしてえられるべきであるか、と問うならば、われわれはまず、その国家は人間というものをどう理解しているか、国家はいかなる目的に奉仕すべきか、を明らかにしなければならないのだ。




人種的分裂の結果

　遺憾ながら、わがドイツ民族はもはや統一的な人種的中核を基礎としていない。種々の人種の構造要素が融合する過程は、このようにして新しい人種がつくられたといいうるまでにはまだ進んでいない。反対である。すなわち、特に三十年戦争（※５）以来、わが民族体がつきあたった血の害毒は、われわれの血を分解に導いただけでなく、われわれのそういう精神までも解体に導いたのだ。わが祖国の国境が開放されていることや、ドイツ国の領域に非ゲルマン的異民族が寄居していたこと、だが、とりわけドイツ国自体の内部に異民族の血が今日まで強く流入してきたことによって、その絶えざる更新のために、完全に融合する時間がなかったのだ。新しい人種がつくられるよりも、むしろいろいろな人種的要素が並存しており、その結果、特に一つの群なら集まるのがふつうである危急のさいに、ドイツ民族は、風向にしたがって四分五裂におちいるのだ。人種上の基礎的要素が地域的にいろいろにわかれて住んでいるだけでなく、同一地域にもいろいろの人種が住んでいるのである。北欧系（※６）の人間とならんで高山系（※７）が、高山系とならんでディナール族（※８）がおり、その両者とならんで、ヴエスティッシュ族（※９）がおり、その間に混血民族がいるというぐあいである。これは一方では非常に不利である。すなわち、ドイツ民族には単一な血の中に基礎をもち、特に危急のさいに、そのような諸民族であったならその場合すべてのささいな内部的相違をすぐさま投げすて、共通の敵に対して統一した群の団結した戦線をつくって対抗し、国民を没落から護るという、あの確固たる群集本能が欠けているのである。人々がわれわれをさして、超個人主義ということばで呼ぶものは、種々の人種上の根源的要素が混合せずにいて、純粋な形で並存していることによるのだ。平和な時代には、この超個人主義はしばしば、役に立つかもしれない。だが、要するにこの超個人主義がわれわれの世界制覇を失敗させたのだ。ドイツ民族がその歴史的展開の中で他の民族に利益となったような団結した統一をもっていたならば、今日ドイツ国はおそらく地球上の女王になっていたであろう。世界史もちがった姿をみせていたであろう。そして、さらに今日多くの目のくらんだ平和主義者がめそめそ泣きわめけば、恵んでもらえると思っているようなことも、こういうやり方で実現しえないとは、いかなる人も断言することはできないであろう。すなわち、平和というものは、めそめそした平和論者のような泣き女のシュロの葉によって維持されるのではなく、世界をより高度の文化のために役だたせようとする支配民族の勝利の剣によって樹立されるものだ。

　血統上の単一な民族がなかったという事実が、われわれを名状しがたい苦難におとしいれたのだ。それは、多数のドイツの小君主に王城を与えることにはなったが、ドイツ民族から支配者となる権利をうばってしまったのだ。

　今日でもなお、わが民族はこの内部分裂になやんでいる。だが、過去および現在において、われわれに不幸をもたらしているものが、未来においては、われわれの幸福となることもできる。というのは、われわれの本源的な人種の構成要素の完全な混血ができあがっておらず、したがって、統一的な民族体の形成がさまたげられたということは、一面ではまた非常に損であったが、他面では、それによって少なくとも、われわれの最良の血が一部分純粋に保たれ、人種的低下をまぬがれたという点で非常に幸いだったのだ。

　たしかに、われわれの人種的な原要素（※10）が完全に混血していたならば、一つの団結した民族体ができあがっていたであろう。だが、それはあらゆる人種雑交が示しているように、元の人種の構成要素の中の最高のものが本来もっていたよりも、劣った文化能力をもつものによってみたされていたであろう。完全な混血がなされずにいたこと、すなわち、今日もなお、われわれドイツ民族体の中で混血せずにいる大部分が、わが将来にたいして最も価値ある宝物を見ることができる北方ゲルマン系の人々であるということは、幸いである。人間は人間としてまったく完全に同じ価値をもっていると見るような、あらゆる人種法則について無知な陰いん鬱うつな時代においては、個々の人種的原要素に差があるということを明らかにすることが欠けていたのかも知れない。わが民族体の構成要素が完全に混合していたならば、それによってできあがった統一のために、おそらく外面的な力を与えられたでもあろうが、しかし、運命が明らかに人類の最高目標を実現するために選びだした唯一の担い手が、統一民族という一般的な人種の雑煮の中で没落して、人種の最高目標を達成しないものになっていただろう、ということを今日われわれは知っているのだ。

　だが、われわれの力添えなしに、恵み深い運命によって防止されてきたことを、われわれは今日、新しく獲得された認識の観点から、検査し、利用せねばならない。




ドイツ民族の使命

　地上でのドイツ民族の使命について語るものは、その使命がわが民族の、むしろ全人類の最も貴重な無傷で残っている構成要素を維持し、促進させることを、その最高課題と見るような国家を形成すること以外にない、ということを知らねばならない。

　それによって、国家は、はじめて内面的な最高目標を保持するのである。平和的におたがいがうそをつきあうことができるための、安寧秩序を維持するという笑うべきスローガンに対して、全能の神のめぐみによってこの地上につくられた最もすぐれた人類を維持し、助成するという課題は、まことに尊い使命であるように思える。

　ただ、自分自身のためにのみ存在を要求する、死んだメカニズム的国家観の中から、高い理想に奉仕するという唯一の目的をもったいきいきとした組織が形成されねばならないのだ。

　国家としてドイツ国はこの民族の中から人種的原要素として最も価値ある部分を集め、維持するばかりでなく、徐々に確実に支配的地位に高めるように導いていく課題をもったすべてのドイツ人を包含すべきである。

　　　　　　　＊

国家──生存競争における武器

　それとともに、根本において硬直した状態のかわりに闘争の時代が来るのだ。だが、この世の常であるが、ここでもまた「使わぬ鉄はさびる」とか、さらに勝利はつねに攻撃にのみある、ということばがあてはまるのである。そのさい目前に彷ほう彿ふつとしている闘争目標が大きければ大きいほど、そして、大衆がその目標に対して理解していることが少なければ少ないほど──世界史の経験にしたがえば──その効果はいっそう巨大なものである。そして、さらにこの目標が正しく把握され、闘争が揺るぎなき堅忍さで遂行されるならば、この成果の意味もますます巨大なものになる。

　今日の官職にあるわが為政者の多くのものにとっては所与の状態を維持するために働くほうが、きたるべきもののために闘争しなければならないより、もちろん安心できるかもしれない。かれらは国家というものを単純に、かれら自身の生存を保つためにあるメカニズムであると見、逆にかれらの生存は──かれらがいつもいうように──「国家に属している」と見るほうが、ずっと容易に感ぜられるのである。ちょうど、民族から生まれてきたものが論理的に民族以外の他のものに奉仕しうるとか、あるいは人間は人間以外のもののために働くことができるかのようである。右にのべたように、国家権威を、地球上のある民族の自己保存衝動の至高の権化として見るよりも、ただある組織の形式的メカニズムと認めるほうがもちろん容易である。というのは、後者の場合には、貧弱な精神をもっているものにとっては、国家も、国家権威もともにすでにそれ自体目的であるが、しかし、前者の場合には、それらは存在をかけての永遠の大生存競争に奉仕する強力な武器にすぎず、それは形式的なメカニズムではなく、生命維持のための共通の意思の表示であるから、各自が従うべき武器にすぎないからである。

　だから完全に事物の本源的意味に応じたわれわれの新しい観念のための闘争においても、単に肉体的のみならず、遺憾ながら往々にして精神的にも、時代おくれになった社会からは闘争協力者をほとんど見いだすことができないだろう。ただ、老人でも若々しい心と新鮮な感情をもった例外者は、こういう層からも、われわれのところへくるであろうが、かれらの生活問題の最後の意義が所与の状態の維持にあると見ているものは、決してこないであろう。




世界史は少数のものによって作られる

　悪意はないが無批判で無関心な、あるいは現状の維持にだけ興味をもっている無数の大群が、われわれに対立している。われわれが強力に闘っても、勝利の見込みはなさそうに思えるが、まさしくわれわれの課題の偉大さやその成果の可能性の基礎がそこにあるのである。小心者を、はじめから追いはらってしまうか、あるいは気おくれさせてしまうときの声、これが真の闘士の集合の合図になるのだ。そして、以下のことを、人々ははっきりしておかねばならない。すなわち、ある民族から最高のエネルギーと実行力をもった一定数のものが、一つの目標のために団結して現われ、したがって、大衆の怠惰さから決定的にぬけだしたならば、このわずかのパーセントのものは全体の支配者に高まったのである。そのときに世界史は少数者によって──数におけるこの少数者の中に意志と決断力の多数者が顕現するとき──作られるのである。

　それゆえ、今日多くのものには、困難に思えるかも知れないものが、実際には、われわれの勝利の前提なのである。まさしくわれわれの課題の偉大さや困難さの中にこそ、闘争のために最良の闘士だけが見いだされる確率が多いのだ。そして、このような選抜の中にこそ成功に対する保証があるのだ。

　　　　　　　＊

雑種の劣等さ

　一般に自然は地上の生物の種族の純粋さの問題において、ある種の矯正をする立場に立っているものだ。自然は雑種をあまり好まない。特に、第三、第四、第五世代あたりの雑交の初期に生まれてくるものは、はなはだしく苦しまねばならない（※11）。かれらは本来の最高の成分のもっている価値を、雑交によって失ってしまうのみならず、血の統一を欠いているために、生存一般のための意志力や決断力の統一をも欠いているのである。人種的に統一している存在であれば、正確なしかも統一的な決断をくだすようなあらゆる危機的な瞬間にも、人種的に分裂しているときには、不安定になったり、あるいは、中途半端な処置しかとれないのである。このことは人種的に分裂している場合は、人種的に統一している場合にくらべて確実に不利なばかりでなく、実際にも急速に没落する可能性があることを意味している。純種がもちこたえる場合でも、雑種が耐ええない場合は無数にある。ここに自然の矯正を見ることができる。しかし、これがさらに一歩進んだ場合が往々にしてある。自然が雑種の生殖の可能性を制限するのだ。こうして、自然は雑交一般によって繁殖しつづけることをさまたげ、死滅をもたらすのである。

　このようにたとえばある人種において、一人のものが人種的に劣っているものと結合したとするならば、その結果はまず、水準自体が低下するだろうが、さらに子孫が人種的に混血していない周囲のものに比して虚弱化するだろう。最もすぐれた人種の側からの血がそれ以上混入することを完全にさまたげられるならば、お互いに雑種同士の雑交をつづけることによって、雑種は自然によって抵抗力が低下させられるために死滅するか、あるいは幾千年かの間には種々雑多な雑交によって、本来の単一な要素が完全に混合し、したがってその単一な要素がもはや認められないような新混血物が形成されるであろう。それとともに、新民族が一定の集団的抵抗能力によって形成されるかも知れないが、しかし、第一次の雑交のさいに協力した最後の純種と比較すれば、その精神文化的意義は本質的に低下するであろう。しかしまた、このように新民族が形成される場合でも、よりすぐれた混血しないままの単一人種が競争相手としてあるかぎり、混血民族は互いの生存競争において負けてしまうであろう。幾千年もの間に集団的に形成せられ、内面的に緊密なまとまりをすべてもつようになったこの新しい民族はそれにもかかわらず、人種としての水準が一般に低下し、それが原因で精神的弾力性と創造的能力が制限されて低下しているために、同様に統一的な、しかし、精神的、文化的にすぐれている人種と戦争した場合、勝利をおさめるには十分でないのである。

　かくして、次のような価値ある命題を立てることができる。すなわち、




人種の自然的更新過程

　すべての人種雑交は、この雑交自体の場合にすぐれていた部分が、なお純粋に、とにもかくにも人種的な統一において存在しているかぎり、雑種のほうは遅かれ早かれ、いつかは没落するであろう。優秀な人種的純粋さをもつ最後の一人が雑種化したときに、雑種にとっての危険がはじめて除かれるのである。

　なお、人種的に純粋な根幹が存在し、そしてそれ以上雑種化が行なわれないかぎり、たとえ、かんまんな自然の更新過程が基礎となっているものではあるが、人種的中毒をふたたび徐々にのぞいてくれるものがそこに存在するのである。

　こういう経緯は、強い種族本能をもった生物の場合は、ただそれが特殊な環境や、ある特別な強制によって正常な、種族的に純粋な生殖の道から投げだされたときに、ひとりでにはじまるものである。この強制状態が終るやいなや、まだ純粋のままに残っている部分はただちにまた同族間の結婚につとめ、かくして、それ以上の混血に停止を命ずるようになる。雑種の数がすでに無限に増加してしまっていて、純種のままいるものが真剣に抵抗しても、もはや問題にならないならば別だが、雑種化の結果は、それとともにふたたびみずから背後に沈んでしまうのである。




人種混合の危険

　けれどもひとたび本能を失ってしまい、危急の場合自己に課せられた義務を見そこなうような人間は、その失われた本能をはっきりした認識によって補充しないかぎり、一般に自然の側からするそういう矯正を期待することができない。必要な補償活動を行なうためには、こういう認識が必要なのだ。けれども、ひとたび盲目になった人間が人種のさくをどしどし破って、ついには自分の最良部分の最後の残部までも失うという危険は非常に大きい。その場合実際には、今日の悪評高い世界改良者たちが理想として念頭にうかべる以上に、統一の雑煮が残るだけである。だが、そのごった煮は、やがてこの世界から理想を追いはらってしまうだろう。もちろん、大群集はこうして形成されうるかもしれない。群居動物を人々はつくりあげることができるだろう。しかし文化担当者としての、なおもっと正しくいえば、文化の基礎をつくるもの、文化を創造するものとしての人間は、決してこういう混血からは生じないのだ。人類の使命はそれと同時に終ったと見ることができる。

　地上がこういう状態におちいることを欲しないものは、まず第一に、これ以上の混血化が根本的に停止されるように配慮することが、なによりもまずゲルマン諸国家の課題である、という考え方にもどらねばならない。

　今日のドイツの周知のような弱虫の世代人たちは、もちろん、ただちにこれらに反対してわめき、この最も神聖な人種の侵害について嘆き、ぶつぶついうだろう。そうだ。最も神聖な人権はただ一つあるだけである。そして、この権利は同時に最も神聖な義務である。すなわち、それは最もすぐれた人類を保持することによって、人類のより尊い発展の可能性を与えるために、血を純粋に保つように配慮することである。

　それとともに民族主義国家は、人間とさるとの間の生まれぞこないでなく、神の似姿を生むことを任務としている結婚に神聖さを与えるために、まず第一に、結婚を絶え間ない人種汚辱の水準から高めてやらねばならない。

　いわゆる人道的な根拠から、これに対して抗議することは、今日の時代は一方では、堕落しつつあるすべてのものに増殖の可能性を与え、生まれてくるもの自身にも、また同時代の人々にもいうにいわれぬ苦しみを負わせているのである。他方ではどの薬屋にも、どんな露天商人でさえも、最も健全な夫婦までもが出産をさまたげるための道具が売り出されているのに、だ。今日のこの安寧秩序の保たれている国家において、その代表者、この勇ましいブルジョア的国家主義的社会の人々の目には、かくのごとく、梅毒患者、結核患者、遺伝的悪質者、身体障害者や精神遅滞者の断種は犯罪であるが、これに対して最もすぐれた幾百万の人々が子供を生む能力を実際に阻止していることは、なんら悪とは見られず、この偽善社会の良俗にもとらず、むしろ近視眼的な無批判さから、有益であるとされているのだ。というのは、さもなければ人々は、その人々の養育と維持のための前提をいかにつくるかについて、少なくとも絶えず頭をなやまさねばならなかったであろうからだ。しかも、その人々はわが民族の健全な担い手として、他日生まれきたる子孫に関して、同様な課題に奉仕すべきなのだ。




民族主義国家と人種衛生

　こうしたすべてのシステムが、いかに法外に理想からはなれており、下品であることか！　人々はもはや、後世のために最良のものを育てあげようと努力せず、ものごとを流れるままにまかせてしまうのである。そのさい、また、神の似姿の意義をいちばん強調しているわが教会も、神の似姿を冒ぼう瀆とくしていることは、つねに精神について語りながら、その精神の担い手たる人間を、堕落せる下品な人間におとすという教会の今日のやり方とまったく同じ線上にあるのだ、それならそれでよいが、自国においてはキリスト教信仰の効力が少ないとか、この肉体的には台なしにされ、それとともにとうぜん精神的にもおちぶれた悲惨なゲスどものおどろくべき「無信仰」について、バカ面して驚き、そのかわりにホッテントットやズール族（※12）に教会の祝福を与えてその成功でつぐなおうとする。われわれヨーロッパ諸民族が、肉体的、道徳的にハンセン病のような状態におちいって、ありがたいことだ、と没落しているのに、敬けい虔けんな宣教師は中央アフリカを歩きまわり、われわれの「高級な文化」が、そこでもまた、原始的で低劣ではあるが健全な人の子から腐敗した雑種の子をつくるようになるまで、黒人の宣教をするのだ。

　われわれの両キリスト教会（※13）が、望んでもいないし、わかりもしない黒人に宣教して重荷を負わせるかわりに、わがヨーロッパの人々に、健康でない両親の場合に、病弱で自分自身もまた他の世間の人々にも、ただ不幸と苦しみをもたらすにすぎない子供を生むよりは、健康で貧しい小さい孤児をあわれんで、父母を与える（※14）ことのほうが神の意にかなう仕事であるということを、親切に、だが真剣に教えたほうが、はるかにこの世の最も尊い意味にかなうだろう。

　今日、この領域であらゆる方面が、おろそかにしているものを、民族主義国家は埋めあわせるべきだ。民族主義国家は、人種を一般的生活の中心点に置かねばならない。民族主義国家は人種の純粋保持のために配慮しなければならない。民族主義国家は子供が民族の最も貴重な財宝であることを明らかにせねばならない。ただ健全であるものだけが、子供を生むべきで、自分が病身であり欠陥があるにもかかわらず子供をつくることはただ恥辱であり、むしろ子供を生むことを断念することが、最高の名誉である、ということに留意しなければならない。しかし反対に、国民の健全な子供を生まないことは、非難されねばならない。その場合国家は、幾千年もの未来の保護者として考えられねばならず、この未来に対しては、個人の希望や我欲などはなんでもないものと考え、犠牲にしなければならない。国家はかかる認識を実行するために、最新の医学的手段を用いるべきである。国家は何か明らかに病気をもつものや、悪質の遺伝のあるものや、さらに負担となるものは、生殖不能と宣告し、そしてこれを実際に実施すべきである。これに対して逆に国家は、国家の財政的にだらしない経済管理のために、子だくさんが両親にとってのろいとなり、健全なる女子の受胎が制限されることのないように、こころがけねばならない。国家は、今日、子だくさんの家族の社会的前提を無関心に取扱っているが、このずるい、犯罪者的な無関心を一掃して、国家自体が民族の最も貴重な祝福に対する最高保護者としての立場に立たねばならない。国家は成人よりももっと子供のことを心配しなければならない。

　肉体的にも精神的にも不健康で無価値なものは、その苦悩を自分の子供の身体に伝えてはならない。民族主義国家はこの点で、巨大な教育活動をなすべきである。だがこの教育活動はいつかまた、今日のブルジョア時代の戦勝よりも、もっと偉大な事業としてあらわれるであろう。国家はこの教育によって、病身であったり、虚弱であったりすることは、恥ではなく、ただ気の毒な不幸にすぎず、しかし、この不幸を自分のエゴイズムから、何の罪もない子供に負わすことによって汚名をかぶせることは犯罪であり、したがって同時に恥辱であり、これに対して罪のない病人が自分の子供をもつことを断念し、自分の民族の健全さのために、他日、力強い社会の力強い一員になることを約束されている民族の見知らぬ貧しい幼い子孫に愛と情を注ぐのは、最高の志操や賞賛すべき人間性の尊さを、証明するものであることを、一人一人に教えるべきである。そして国家はこの教育活動によって、国家の実際的活動を純粋に精神的に補うようにしなければならない。国家はこの意味で、理解や無理解、賛成や不賛成を顧慮せずに、行動しなければならない。

　六百年だけでも、肉体的に悪化をしているものや、精神的に病気になっているものから、生殖能力と生殖可能性を阻止することは、計り知れぬ不幸から解放されるのみならず、今日ではほとんど理解できないように思えるほど健康回復に貢献するだろう。そのように民族の最も健全な担い手が、子供をつくることを、意識的計画的に促進することが実現されるならば、その結果少なくともまず最初は、現今のわれわれの肉体的な、同時にまた精神的な退廃の萌芽をまったく除去されてしまった人種ができるだろう。

　というのは、ある民族やある国家がひとたびこの道を歩きはじめたならば、その後はみずから、まさしくその民族の人種的に最も価値の高い中核と、ほかならぬその生殖力をたかめ、ついに全民族に高度に淘とう汰たされた人種的財宝の祝福を与えることに、注目するようになるからである。




人種の純粋な辺境植民地

　そこに達するための道はまず第一に、国家が獲得した新しい土地の植民を放任しておかず、特別の規準にゆだねることになる。このために専門につくられた人種委員会が、個々人に移民証明書を発行すべきである。しかしこれはある人種上の純粋さを確定したものでなければならない。そのようにだんだんと、最も人種的に純粋で、したがって人種的に最も有能な担い手ばかりの住民がいる辺境植民地の基礎がつくられるのである。それとともにかれらは全民族の尊い国民的財宝となり、かれらの成長は民族同胞の一人一人を、誇りと喜ばしい期待でみたすにちがいない。とにかくかれらの中にわが民族の、むしろ人類の将来の最後の大発展の萌芽が保護されて存在しているのだ。

　民族主義的世界観は、民族主義国家において人間がこれ以上犬や馬やねこを飼育向上させることに熱中せず、人間自身を向上させるようなより尊ぶべき時代、すなわちあるものは自覚してだまって断念し、他のものはよろこんで身をささげて子供をつくる、という時代に到達するにちがいない。

　幾十万の人々が教会の戒律にしばられ、それを義務と考えて、自発的に独身に耐えているというような世界でも、こういうことが可能であることは、否定できないのである。

　そういう戒律のかわりに、絶え間なく行なわれる人種を毒する遺伝的罪悪を阻止すべし、そして全能の造物主のために、神が人間をつくりたもうたように人間を生むべし、という警告を発するならば、子供をつくることを断念することは、不可能となるにちがいないだろう？




ドイツ青年への呼びかけ

　もちろんこのことは、今日のあわれむべきおおぜいの俗物どもには決して理解できないだろう。かれらはこれを嘲笑するか、ななめに肩をすぼめ（※15）、長い逃口上でうめき声を出すだろう。「それはそれ自体まことに結構だ。だが実際にできないだろう！」と。なるほどおまえたちにはとてもできない、おまえたちの世界はこういうためには適当でないのだ！　おまえたちにはただ一つだけ心配がある。つまりおまえたち個人の生活だ。そしておまえたちにはただ一つの神がある。つまりおまえたちの金だ！　だが、われわれはおまえたちに用はない。自分たちの個人的生活を、この世の最高の幸福と考えるためにはあまりに貧しすぎるおおぜいの人々、自分たちの生存を支配しているものを金とは考えずに、他の神を信じているおおぜいの人々に向かうのだ。われわれはなによりもまず、力強いおおぜいのわがドイツ青年に呼びかける。かれらは偉大な転換期の中で成長しており、かれらの父たちの怠惰と無関心がおかした罪にかれら自身で挑戦するのだ。ドイツ青年はいつか新しい民族主義国家の建設主になるか、最後の目撃者として、ブルジョア社会の完全な崩壊、終末を体験するかであろう。




ブルジョアジーの無力

　というのは、ある世代が多くの欠陥のもとに苦しんでおり、それをみずから認めるばかりか、みずから告白し、それにもかかわらずそのうえ、今日わがブルジョア社会でおきているように、それに対して何もすることはないという、もっともな弁明で満足しているならば、そういう社会は将来没落するのである。ところでわがブルジョア社会の人々の特色たるものはまさしく、ブルジョアジー自身がその欠陥をもはやまったく否定しえないところにある。多くのものが怠慢で悪いのだということをかれらは認めざるを得ない。だがかれらは、わざわいに抵抗し、六千万あるいは七千万の民族の力を、頑強なエネルギーをついやして傾注し、そして危険に対抗していこうという決心がもはやつかないのだ。それどころか、どこかでそれが行なわれると、これに対してくだらない悪口をならべ、遠くからではあるがそのやり方が理論的に不可能だと証明しようとしたり、成功するとは考えられないといってみたりする。その場合、自己の矮わい小しようさや精神的態度を支持するのに役立たせるためには、十分バカげた根拠を示すのである。たとえば民族をアルコールのおそるべき悪習のかすがいから救いだすために、ついにある大陸全体が禁酒を宣告した場合、わがヨーロッパのブルジョアジーはこれに対して、つまらない目をみはったり、頭をふったり、優越感をみせて笑ったりする──これが特にこの最も笑うべき社会の人々らしさをよくあらわすのだが──以外に何もしない。だが、すべてが役に立たず、それにもかかわらず世界のどこかで崇高不可侵な慣行にたち向かい、しかもそれがうまく行ったならば、右にのべたように少なくともこれを疑ったり、さげすんだりするにちがいない。その場合人々は、この最大の不道徳を一掃しようとするこの闘争に対して、すこしも恐れずブルジョア的な道徳の観点で対抗しようとするのだ。

　そうだ、われわれは、次のことについて決してあざむかれてはならない。すなわち今日のブルジョアジーは人類のすべての崇高な課題のためにはすでに無価値になっている。端的にいって、質が落ち、あまりにも悪いからだ。そして、そのあまりの質の悪さは──わたしにいわせれば──劣悪さを望むからでなく、むしろ信じられないほどなげやりな態度と、それから生ずるすべてのもののためである。だから「ブルジョア政党」という総括概念のもとに浮遊している政治クラブも、ずっと前から特定の職業グループや階級の利益団体以外の何物でもなく、それらの最も崇高な課題は、もはやできるかぎりよく利己的な利益を代弁することだけである。こういう政治をもてあそぶ「ブルジョア」のギルド（※16）は、闘争以外のことのほうが役に立つことは明白である。特に敵対者が、控え目なごく小さい人物でなく、極度に扇動され、最後の決意までしているプロレタリア大衆からなりたっている場合はそうである。

　　　　　　　＊

民族主義国家の教育原則

　もしわれわれが、国家の第一の課題を、民族に奉仕し、民族の福祉のために最良の人種的要素を維持し、保護し、発展させることであると認識するならば、こうした配慮はその時々の民族、人種の小さい同胞の出生にまで広がるばかりでなく、この若い子孫が将来のよりいっそうの発展のために価値ある成員になるよう教育しなければならないことは、もちろんである。

　一般に精神的能力の前提が、人種的な質という所与の人間の素質にあるように、また個人においても教育は、まずなによりも肉体的健康を注意し、助長しなければならない。というのは、一般的に考えれば、強壮な精神はただ健全で強壮な身体にのみ宿るからである。天才が往々にして肉体的に不完全だったり、そのうえ病身であるという事実は、この主張をなんらさまたげない。これは例外であって──どこでもそうであるように──例外なき規則はないのだ。だがもし一民族が大部分肉体的に退廃しているならば、こういう沼からは、真に偉大な人物はまずでてこないだろう。だが、そういう人物が活動したところで、もはやそれ以上大きな効果がおさめられる場合はないだろう。堕落した烏う合ごうの衆はかれを一般に理解しないか、あるいは意志が弱くなっていて、こういう一羽の鷲の高こう翔しようについて飛ぶことが、もはやできないのである。

　民族主義国家は、これを認めて、全教育活動をまず第一に、単なる知識の注入におかず、真に健康な身体の養育向上におくのである。そのときこそ第二に、さらに精神的能力の育成がやってくる。だがここでも、その先端には人格の発展、とりわけよろこんで責任感をもつように教育することとむすびついている意志力と決断力の促進があり、そして最後にはじめて学問的訓練がくるのだ。

　その場合、民族主義国家は、次の前提から出発しなければならない。すなわち、実際に学問的教養はさしてないが、肉体的には健康で、善良で堅固な性格をもち、欣きん然ぜんとした決断と意志力にみちた人間は、才知にめぐまれた虚弱者よりも、民族共同体にとってはより価値がある、ということだ。物知りからなる民族は、もしかれらがその場合肉体的に堕落し、意志の弱い、卑怯な平和主義者であるならば、大空を征服することはもちろん、この地上に生存を確保することもできないだろう。運命を決する困難な闘争においては、知識のないものが敗れることはほとんどなく、かえっていつも知識があるために最も弱気の結論をひきだし、その結論をいやいやながら実行にうつすものが敗れるのだ。けっきょく、ここにもまた一定の調和がなされねばならない。腐った肉体は輝かしい精神をふきこんでも、まったく美しくならない。そのうえ肉体的に重い障害をもっており、性格において意志薄弱で、ぐらつき、そして卑怯な人間であるならば、最高の精神的教養もまったくりっぱなものにはならないであろう。ギリシアの美の理想を不滅ならしめたものは、すばらしい肉体の美と輝かしい精神と、最も高こう邁まいな心情とのおどろくべき結合である。

「幸福というものは、たしかに長い目でみればただ有能であるということだ」、というモルトケのことばが正当であるならば、精神と肉体の関係についても、また精神は、それが健全であるならば、一般に長い目でみればただ健全な身体にのみやどる、ということは確かである。

　だから民族主義国家においては、肉体的鍛練は、個人に関するものでなく、また、なによりも第一に、両親に関するものであって二番目か三番目にはじめて公共に関係するというような問題でもなく、国家によって代表され保護されている民族の自己保存の要求なのである。純粋の学問的教育に関しては、すでに今日国家が個人の自決権に干渉し、それに反対して全体の権利を認め、同時に両親に欲するか欲しないか相談することなく、子供を強制就学させているように、民族維持の問題においては民族主義国家はもっとはるかに高度に、個人の無知や無理解に対していつかその権威を貫徹しなければならない。国家は、子供のからだを幼児のころから目的にかなうように訓練され、将来の生活に必要な鍛練をうけるように、その教育活動を組織すべきである。国家はなによりも、部屋の中ばかりにいるような世代がつくられないように配慮しなければならない。

　こういう保護や教育活動は、すでに若い母親の場合にはじめられねばならない。幾十年にもわたる細心の研究によって、出産のさいに伝染病の心配のない清潔さを望むことが可能になり、産さん褥じよく熱ねつを減少させることができたと同様に、看護婦と母親自身を根本的に教育することによって、早くも生後の数年において、その後の発育のためにすばらしい基礎となるような育児方法を導入することができねばならないし、またできるであろう。




スポーツの価値

　学校そのものは、民族主義国家においては、身体的鍛練のためにきわめて多くの時間をさかねばならない。小さい子供というものは、かれに注ぎこまれた素材を理性的にふるいわけることがまったくできないもので、若い頭脳というものは経験によればただある特定の部分を記憶して、その場合たいていそのうえに本質的なもののかわりに不必要な副次的なことにこだわるものだから、若い頭脳に重荷を負わすようなことがあってはならない。今日、中等学校の教育課程においてすら、体操が一週間に、ぎりぎり二時間を与え、しかも必修でなく各人の自由選択にゆだねられているが、これは純粋の知的教育に比較した場合、はなはだしい不均衡である。若い人々が少なくとも午前と夕方にそれぞれ一時間ずつ、しかもあらゆる種類のスポーツや体操で、身体的に訓練されない日がないようにしなければならない。この場合とりわけスポーツを忘れてはならない。まったく非常にたくさんの「民族主義者たち」から、スポーツは粗暴で下品なものと見られている。ボクシングがそうである。ボクシングについて「教養のある人々」の間にあやまった考えがいかに広がっているかは、信じられぬくらいである。若い人々がフェンシングをならい、そしてあちらこちら決闘して歩くことはとうぜんであり、名誉なことだと考える。だがかれらがボクシングをすると、それが粗暴だとは！　なぜだ？　これぐらい攻撃精神を助長し、電光石火の決断力を必要とし、肉体を鋼鉄のように鍛えるスポーツはない。二人の若い人々が意見の相違を、みがかれた一片のはがねでよりもこぶしで争って決着をつけるほうが、粗野でないのだ。また、攻撃をうけたものが、その攻撃者からにげ出して警官のところで非をならすかわりに、みずからをこぶしでまもることは、下品でない。だが若い健全な少年はまず第一になぐられるのにたえることを学ぶべきである。それはもちろん現代のわが知的闘士の目には野蛮と思えるかもしれない。けれども民族主義国家はまさに、平和的な耽たん美び主義者や、肉体的に腐敗した群を育てあげるのが課題ではない。尊敬すべきプチブルや、淑徳高きオールド・ミスは民族主義国家の理想とする人間ではなく、男性的な力の権化たることを自負する男子、さらにこういう男を世に送りだすことのできる女子が、民族主義国家の理想なのだ。

　そのように、一般にスポーツは個々人を強くし、器用にし、勇敢にするためばかりでなく、また不公正にもたえうるように鍛え、教えるべきである。

　わが全上流知識階級層が、ずっと前から上品な礼法ばかり教えられず、そのかわりに徹底的にボクシングを学んでいたならば、娼婦のひもや逃亡者やこれに類したならずものによってドイツの革命がなされるということは、決してありえなかったであろう。というのは、こういう結果をもたらしたものは、革命を成功させたものが大胆で勇敢な実行力をもっていたからでなく、国家を指導し、そしてそれに対して責任のあったものが、卑怯で、みじめなほど決断力にかけていたからである。だが、われわれの知的指導者はすべて、ますます知的に教育され、したがって敵側が精神的武器のかわりに、ハンマーをふりかざした瞬間に無防備であらねばならなかったのだ。だがこれはすべてとうぜんだった。というのは、特にわが高等の学校教育は原則として人間をつくらず、むしろ官吏、エンジニア、技術者、化学者、法律家、文学者を、さらにこれらの精神性が死滅しないために、教授たちをもつくっていたからである。

　われわれの知的指導はいつも輝かしい仕事をしたのに、われわれの意志的な指導は、たいていあらゆる批判をうけざるをえなかったのだ。




自信の暗示力

　根本から臆病に生まれついた人間は、教育によっても勇気あるものになしがたいのは確かである。だが臆病な人間が、かれのうけた教育の欠陥によって、身体的な力と強靭さにおいて、もともと他のものに劣っている場合、かれの特性をのばしてやることができないのもまた確かである。身体がじょうぶだという確信があると、どんなに自己の勇気が助長され、そのうえ攻撃精神がわいてくるかは、軍隊をみればいちばんよくわかる。軍隊にももともと英雄ばかりいたわけではなく、普通の平均の人間がいたのだ。だがドイツ兵の平時におけるすぐれた教練がこの巨大な組織全体に、われわれの敵でさえ信じられないぐらいに、自己の優秀さに対する暗示的信念を植えつけたのだ。というのは一九一四年盛夏から秋にかけての数か月間に、掃討しながら前進するドイツ軍を不滅の攻撃精神と攻撃勇気に導いたものは、長い長い平和の時代に、しばしば弱い身体をもっているものの中から信じられぬぐらいの能力をひき出し、最大の激戦のすさまじさの中でも失われない自信を養成した、うむことなき教育の結果だったからである。

　今日、崩壊して他国の人々の蹂じゆう躙りんにゆだねられ、横たえられているわがドイツ民族こそ、自信の中にあるあの暗示力を必要とするのだ。だがこの自信は、すでに子供の時から若い同胞に引き入れられねばならない。すべての若い同胞の教育や訓練は全体に、自分たちが他のものより絶対にまさっているのだという確信を与えるようにはかられねばならない。若い同胞は自分の身体的な力や強靭さにおいて、民族全体が無敵であるという信念をふたたび獲得せねばならない。というのは、ドイツ軍をかつて勝利に導いたものは、各々の個人は自分自身に対し、全体としてかれらの指導部に対してもっていた信頼の総和であったからだ。ドイツ民族をふたたび高めたものは、自由をふたたび獲得しうるという確信である。だが、この確信は幾百万のものが一人一人同じように感じた結論としてのみありうるのである。

　ここでもまた人々は錯覚におちいってはならない。すなわち、

　わが民族の崩壊は、とほうもないものだったが、いつかはこの困窮を脱しようとする努力もまた同じようにとほうもなく大きいものであるにちがいないのだ。わが民族が安寧秩序を目的としている今日のわがブルジョア的教育活動によって、われわれの没落を意味している今日の世界秩序をいつか破り、そしてわれわれをしばりつけている奴隷の鎖の輪を敵の顔面にたたきつける力をうることができるだろう、と信じているものがあったなら、それはたいへんなまちがいである。ただ国民の意志力と、自由への渇望と、最高の情熱にみちあふれることによってのみ、かつて奪われたものをふたたびととのえることができるだろう。

　　　　　　　＊

教育活動におけるうぬぼれ

　青少年の服装もこの目的に適合させられねばならない。今日の青年もすでに、「馬子にも衣装」という昔のことわざの意味を腐敗した意味に逆にとっているのをまったく助けているような、流行狂に感染しているのを見なければならないのは、まことになさけない。

　青年の場合にこそ、服装もまた教育に役立たせねばならない。夏に長いタイト・ズボンをはき、首まで上衣をきこんだ青年は、そんな服装をするだけで身体の鍛練に対する動因を失っているのだ。実際、野心──おだやかにいうなら──自負が、引き入れられねばならないからだ。これは、誰でも買いうるというのではない美しい服装へのうぬぼれではなく、すべてのものが形成に助力してできる美しい均整のとれたからだに対するうぬぼれである。

　これはまた、その後のためにも有用である。娘は自分の騎士を知らねばならない。今日、肉体的な美しさがおしゃれの流行によって、完全に背後に押しやられることがなかったならば、がにまたのいまいましいユダヤ人の私生児によって、多数の娘がまよわされることはまったくなくなったであろう。また、美しい肉体を見つけだし、協力して、新たに美しい子供を民族に贈るということは、国民の利益にもなる。

　今日、ドイツには軍隊教育がなく、したがって平時にわれわれの他の教育によってゆるがせにされていたものを、少なくとも部分的に埋めあわせる唯一の施設が除かれてしまっているがために、これらすべてのことはもちろん最も緊急なことであるだろう。そして軍隊教育でも、その結果はただ一人一人が訓練されていたというだけでなく、両性の関係にもそれが及ぼした影響があったのだ。若い娘は軍人以外のものより軍人のほうを好んだのだ。




学校時代と軍隊時代との間の監督

　民族主義国家は、身体的鍛練をただ正規の就学期間だけ行なったり、監督したりするだけでなく、また学校を出てからも、青少年が身体的に発育する間は、青少年の幸福のためにこの発育をのばすように配慮しなければならない。学校時代が終るとともに、若い市民を監督する国家の権利がとつぜん中絶し、軍隊にはいるとふたたび復活すると信ずることは無意味である。この権利は義務であり、義務としていつも一様に存在している。健康な人間についての関心をもっていない今日の国家は、この義務をひどいやり方でなおざりにしてきただけなのだ。国家は今日の青少年を、厳格に訓育し、そしていつか健康な男や健康な女に成長するまで身体的にいっそう訓練するかわりに、街頭や娼家で堕落させているのだ。

　どんな形式で国家がこの教育を実施するかは、今日は問題になりえない。本質的なことは、国家がそれを実施し、そのために有用な方法をみつけることだ。民族主義国家は、まさしく知育と同様にまた学校卒業後の身体的訓練を国家の課題として見なければならず、国家の施設によって実施すべきである。そのさい、この教育はだいたいにおいてきっと後の兵役のための準備教育たりうる。そうすれば軍隊はいままでのように最も単純な操典の基礎概念を若い人々にもはや教えこまなくてよくなるのであり、また今日の意味とはちがった新兵が入営してくるだろうし、おそらく身体的には、ほとんど非のうちどころのない準備教育をうけた若人を兵士にもっとしあげればよいことになるのだ。




最後、最高の学校としての軍隊

　民族主義国家においては、このように軍隊はもはや各人に進めや、止まれ、を伝えるのではなく、祖国的教育の最後、最高の学校とみなされる。若い新兵は軍隊で必要な銃器の使用法を教えられると同時に、しかしまたその他の将来の生活のためにもいっそう教育されるべきである。だが軍隊教育では、すでに古くからの軍隊に最高の功績として教えられねばならなかったもの、すなわちこの学校では少年がおとなに仕上げられるべきであり、単に服従することを学ぶだけでなく、これによってその後命令するための前提をも獲得すべきであるものを、先頭に立てるべきである。軍隊では当然非難されるときに沈黙することを学ぶべきのみならず、必要な場合には不当の非難のときにも沈黙して耐えしのぶことを学ばねばならない。

　さらに軍隊は自分自身の力を固く信じ、いっしょに経験した団体精神の強みを把握し、ドイツ民族の無敵さを確信するようにならねばならない。

　兵役を終えたのちに、かれには二種類の証書を交付すべきである。すなわち、かれに爾じ後ご、公的な活動をゆるす権利証書としての国家市民証書と、結婚のため肉体的に健全たることを確認する健康証明書がそれである。

　少年の教育と同じように、民族主義国家は少女の教育を同じ視点から行なうことができる。そこでも、まず第一に肉体的訓練に重点をおくべきであり、その後はじめて心的価値の促進に、最後に知的価値の促進に重点をおくべきである。女子教育の不動の目標は、将来の母たるべきことである。

　　　　　　　＊

性格の陶冶

　第二に、はじめて民族主義国家は、あらゆる方法で性格の陶とう冶やを助成しなければならない。

　たしかに個々人の本質的な性格の特性は、根本的には素質である。すなわち利己主義の素質のあるものが、いつまでも利己主義であることは、まさしく根っからの理想主義者であるものがいつでも理想主義者であるのと同じである。だがこの完全にきわだった両性格の間に、ぼんやりと不ふ明めい瞭りようにみえる幾百万のものが立っている。生まれつきの犯罪者は、どこまでも犯罪者である。だが犯罪者的なある傾向を単に一部だけもっているような多くの人々は、正しい教育によって、なお民族共同体の価値ある成員になることができる。しかるに逆に悪い教育によって優柔不断な性格から実際に悪い要素を成長させることができるのだ。




寡黙への教育

　大戦中、わが民族が沈黙を守れないことについて何度不平がいわれたことだろう！　それゆえ、重大な秘密すら敵に知らさずにおくことが、どんなにむずかしかったことだろう！　だが大戦前にドイツの教育が各人が沈黙をまもることを教えるために何をしたか？　という問題を提出してみよう。遺憾ながらすでに学校においてさえ、小さな密告者が多くの場合沈黙している協力者よりも好まれなかったことがあろうか？　密告はりっぱな「そっちょくさ」で、沈黙は恥ずべき寡か黙もくだとみなされてきたし、いまでもそうではないか？　一般に人々は、沈黙を男らしく価値ある徳であるといおうと努力したか？　否である。というのは今日の学校教育の目からみれば、それはつまらぬことなのである。だがこのつまらぬことが国家に幾百万という裁判費用を費やさせている。というのは、名めい誉よ毀き損そんとか、この種の訴訟の九十パーセントは、ただ沈黙が欠けていることからきているからだ。無責任な発言が、同様に軽率にムダ口によって広められる。わが経済は、いつも重要な製造法などを軽々しくもらすことによって、損害をこうむっている。しかもそのうえ国防の秘密の心構えさえも、民衆が沈黙することを学ばず、すべてしゃべりちらすために、みんな妄想に終ってしまうのだ。そして戦時においては、このおしゃべりぐせが敗戦にみちびき、そして戦争の不幸な結果に本質的に貢献しうることになる。またここでも人々は、青少年のときに実行されなかったことは、年老いてからできないことを確信すべきである。たとえば教師が原則的に、よくない密告をするようしつけて、バカげた子供のイタズラを知ろうとしないことが、またこれにとって必要である。若いものは自分たちの世界をもっており、かれらはある団結した連帯性をもっておとなに対立している。そしてこれは自明のことだ。十歳のものが同じ年頃の仲間たちと結びつくのは、おとなと結びつくよりも自然でもっと多いのである。仲間を密告する子供は裏切りをしているのであり、そしてそれとともに厳格にいうならばそして大きくいえば、そのまま国の反逆者の心情にそのまま通ずることを証明しているのだ。そういう少年は決して「感心な、礼儀正しい」子供だとみなすことができず、下劣な人格の子供とみなされうるのである。教師にとっては、自分の権威を高めるために、この種の悪徳を利用することは、便利であるかも知れない。だがそれとともに、子供の心に、後日おそるべき影響を及ぼす心情の芽を与えることになる。子供のとき密告者であったものから大きな無頼漢になった子供は、数多いのだ！

　これは、多くの中の一例にすぎない。今日、学校ではりっぱな高貴な人格を意識して発展させることは、ゼロに等しい。いつかはこのことにまったく違った重みがおかれねばならない。誠実、献身、沈黙は、大民族が必ず必要とする徳であり、学校でこれを教えこみ訓練することは、往々にして現今われわれの教育計画にあるものよりももっと重要である。また泣かんばかりに不平をいったり、ぐちっぽく泣きわめいたりするのを矯正することも、この領域に属するのである。子供のときから苦しみや侮辱をもまた黙って耐え忍ばねばならないときがいつかはあるのだ、ということを教えるのを教育が忘れたならば、後日危機の時点で、たとえば、いつかその男が前線に行ったときに、すべての文通がおたがいにただ愁訴哀泣の手紙を助長するのに役立ったとしても、驚くにあたらないのだ。ドイツの少年が民衆学校で知識に向けられることがもっとへらされ、そのかわりに、もっと自制が教えられていたならば、一九一五年から一八年にかけて十分にこれが報いられていたであろう。

　そのように民族主義国家は、その教育活動において、身体的な訓練とならんで人格的訓育に、まさしく最高の価値をおくべきである。

　今日わが民族体の中にある数多くの道徳的欠点は、このようにねらいを定めた教育によって、全部除かれないとしても、非常に緩和されるのである。

　　　　　　　＊

意志力と決断力の養成

　意志力と決断力の養成は、責任感の助成と同様に最も重要である。かつて軍隊には、一つの命令はつねに命令がないよりはよい、という原則があったが、これが青年の場合には、一つの答えはつねに答えないよりはましである、といいうる（※17）。間違ったことをいいはしないかという不安から答えないのは、間違った答をするよりももっと恥ずべきことでなければならない。この最も初歩的な原則から、青年は、実行への勇気をもつように教育しなければならない。

　一九一八年十一月から十二月のころに、どんな地位にあるものも思うようにいかず、上は皇帝からはじまって下は軍団長にいたるまで、もはや、だれ一人として自主的な決断力をふるいおこすことができなかったということが、しばしば嘆かれた。このおそろしい事実はわれわれの教育に対する警告（※18）である。というのは、このおそろしい破局においては、一般に小さい形で存在していたものが、巨大にゆがめられて表面化したにすぎないからである。今日ドイツが真剣な抵抗能力をもっていないのは、武器がないからでなく、この意志が欠如しているからである。この欠如はわが全民族の中に浸みこみ、危険をともなうようなすべての決断を避け、あたかも虎穴に入らずんば虎児をえず（※19）を知らないがごとくである。これを知らずにあるドイツの将軍は、このあわれむべき意志力の欠如について、典型的な文句をはいた。すなわち「わたしは五十一パーセントの成功の確率がある場合だけ行動する」。この「五十一パーセント」にこそ、ドイツ崩壊の悲劇があるのだ。運命からまず成功の保証を要求するものは、それとともにみずから英雄的行為の意義を断念するものだ。というのは、英雄的行為の意義は、人々が情勢が死の危険をもっていることをよく知りながらも、多分成功しうるだろうと一歩をふみだすことにあるのだからである。他の方法では確実に死にいたるガン患者が、あえて手術を行なうのに、五十一パーセントの確率を教える必要はない。そして治る確率が半パーセントないとしても、他の場合には生命をおしまないのだから、勇気のある男なら、それをあえてやるだろう。

　だが今日卑怯な意志力と決断力を欠いている伝染病は、要するに、主としてわが青少年の教育が原則的に誤っている結果であり、そのおそるべき影響は、その後の生活にも伝わり、指導的政治家たちが市民的勇気を欠いていることに最後の結果と最後の頂点を見出すのである。




責任感の養成

　今日まんえんしている責任を回避しようとする卑怯さも、同じ線にある。ここでもまた欠陥はすでに青少年の教育の中にあって、さらにすべての社会生活をつらぬき、議会主義的政治制度の中にその不滅の仕上げを見いだすのだ。

　すでに学校において、遺憾ながら人々は、小さい罪人が、「後悔して」告白することや、「悔悟して以後やりませんと誓うこと」のほうが、公明正大に白状するよりも価値があるとしている。しかも後者は、今日の多くの民衆の教育者には、往々にして矯正しがたい度しがたさの最も明らかな徴表だと思われている。そして、そういう多くの子供たちを、そういう性質──それは貴重な価値があり、全民衆の共有財産を形成しているのだが──では絞首台にのぼるだろうとおどかすのだ。

　民族主義国家は将来、意志力と決断力の教育に最高の注意をはらわねばならないが、同様に、民族主義国家はすでに小さいときから青少年の心に欣きん然ぜんと責任をとることや、告白する勇気を植えつけねばならない。

　民族主義国家が、この必要な意義を十分に認める時にのみ、国家はこの教育活動を数世紀つづけた後についにその結果として、今日かくも宿命的にわれわれの没落に貢献したこれらの弱点にもはや負けない民族体ができるだろう。

　　　　　　　＊

学問的教育の原則

　当今では実際、本来、国家の全教育活動の本質的なものである学問的な学校教育は、わずかの変更を加えるだけで民族主義国家にひきつぐことができる。その変更は三領域にわたっている。

　第一に、九十五パーセントまでは若い頭脳が必要とせず、それゆえまた忘れてしまうようなことは一般につめこまれるべきでない。特に今日、民衆学校と中等学校の教育計画はどっちつかずである。多くの場合個々の教科は学ぶべき材料でふくれあがっている。そこで、ただその一部が個々人の頭の中に残り、そしてまたこれらのいっぱいのものの一部分だけしか役に立たない。であるのに他方それはある一定の部門で仕事をし、パンをかせぐ必要のためには十分でない。ギムナジウムか上級実科学校を卒業した普通の国家官吏で、三十五歳か四十歳の人を例にとって、その昔、学校で苦心して詰めこんだ知識を試してみればよい。当時詰めこまれたものの中で残っているもののなんと少ないことか！　もちろん次のように答えるだろう、「そうだ、昔、学んだ多くのものは、いろいろな知識をその後ももっているという目的だけでなく、精神的な受容能力、思索能力、特に頭脳の記憶力の訓練だったのだ」と。これは一部分は正しい。




頭脳の負担過重はいけない

　けれども、若い頭脳がほとんど使いこなすこともできず、重要性の多い少ないによって個々の要素をふるいにかけたり、評価したりもできないような、多くの印象を氾はん濫らんさせることに危険がある。その場合は、そのうえたいてい本質的でないものだけでなく、本質的なものも忘れてしまい、ムダになってしまう。そのように、このたくさん学ばせるというもっとも主要な目的がやはり失われてしまうのだ。というのは、たくさん学ばせるという目的は、はかり知れない多くの教材によって頭脳そのものを学びうるようにしてやるのでなく、個々人が必要とし、それによってさらに公共の役に立つような該博な知識をその後の生活のために与えてやることにあるからだ。しかし、人間が若いときにたくさんの知識を詰めこまれすぎるために、その後これをもはや全体に忘れてしまっているか、あるいはまさしくその中の本質的なものを、もはやとっくの昔に忘れてしまっているならば、これは妄想になってしまう。たとえば、なぜ幾百万の人々が数年後にはただ一部しか役に立てることができず、それゆえまた大部分は完全に忘れてしまっているような外国語を、二つか三つ学ばねばならないのか理解することができない。というのはたとえばフランス語を学ぶ十万人の学生の中で、わずか二千人ほどだけ、その後にこの知識をまじめに利用し、その他の九万八千人というものは、かつて学んだものを実際に応用することができる状態には全生涯中もはやないからだ。したがって、かれらは若いときに多くの時間を、その後自分たちにとってなんの価値も意味もないことのためにささげたということになる。この教材が一般教養に属しているのだという異論も正しくない。人々が、一生の間に学んだものを自由に用いたときに、それは、ただ主張しうるにすぎないのだからである。それゆえ、この言語の知識を利用する二千人のために、実際にはその他の九万八千人が苦しめられ、貴重な時間を犠牲にしなければならないのだ。




言語教育の原則

　この場合に、鋭い論理的思考の練習になる──ラテン語がそれにあたるのであるが──といわれるような言語が問題になるのではない。それゆえ、フランス語のような言語は若い学生には一般的な輪郭だけを、あるいはもっとよくいえば、その内面的な概観を伝える、すなわち、この言語の特質についての知識を与え、文法、発音、文章構造等の原則的なものに導き入れ、凡例を説明するならば、本質的に目的にかなっているであろう。一般の要求に対してはこれで十分であり、たやすく概観し、記憶しておくことができるのであるから、実際にマスターすることもできず、あとで忘れてしまうような言語を全部つめこむような今日のやり方よりも価値が多いであろう。その場合、若い人は最も注意すべきものだけ学ぶことができ、したがって価値があるかないかによるふるいわけは、すでにその前になされているのだから、圧倒的に充じゆう溢いつしている教材の中から個々の偶然に脈絡のある断片を覚える、という危険もさけられるであろう。

　こうして教えられた一般的基礎は、たいていの人々には将来の生活のためにも一般に十分であろうし、他方この言語をその後実際に必要とするものは、この基礎の上にさらに組みたて、自由選択で徹底的に研究することができるのである。




歴史教育の原則

　特に従来の歴史教育の教授法の改革が企図されねばならない。ドイツ民族ほど歴史をたくさん学ぶ民族はないかも知れない。だがわれわれほど歴史教育をうまく利用していない民族もないだろう。もし政治が生成中の歴史であるならば、さらにわれわれの歴史教育はわれわれの政治活動のやり方で方向がきまるのである。ここでもまた、人々がもっとよい政治教育をやっていこうとする決心をしないならば、われわれの政治活動のあわれむべき結果について、ふくれっ面をしたところではじまらない。今日のわが歴史教育の結果は、九割九分まで嘆かわしいものである。偉大な明白な筋がまったく忘れられているのに、若干の日付、生年月日、人名などが記憶に残っているのがふつうである。本来肝要な、本質的なものはすべて、一般に教えられないで、日付の洪水や、たくさんの事件の中から内面的な動因をみつけだすことは、多少とも個々人の独創的な素質にゆだねられているのだ。人々はこの痛烈な断定に対して、考えられるかぎり抵抗することができよう。だが一度だけでも政治問題、特に外交問題に関して、わが議員諸氏の集会の席でなされる演説を注意して検討してみるがよい。その場合、ここでは、ドイツ国民の選良──少なくともそう主張されているが──が討論しているのか、とにもかくにもこれらの人々の大部分は中等学校の教室にすわったことがあるのか、しかも一部のものは大学までいったのかと考えてみるがいい。そこから人々は、これらの人々の歴史的教養がいかに不十分なものであるかということを、正しく認めることができよう。かれらがまったく歴史を学ばず、ただ健全な本能だけをもっていたならば、たしかにこれよりはましだろうし、国民のためにももっと役に立ったであろう。

　歴史教育においてこそ教材の圧縮がなされねばならない。最も重要なことは大きな発展の流れを認識することにある。歴史教育がこの点に制限されればされるほど、ますます各人にとって自分の知識からその後利益が生まれてくるし、また全体としても、一般に役に立つことが期待できるのだ。というのは人々は、単に過去にあったことを知るために、歴史を学ぶのではなく、歴史の中に将来のため、自分の民族の存続のために指針をうるために歴史を学ぶのだからである。これが目的であり、歴史教育はそのための手段にすぎない。だが今日では、ここでも手段が目的になり、目的が完全になくなっている。根本的な歴史研究はこれらの個々の日付をすべておぼえることが必要でそれによってこそ大きな流れをはっきりとつかみうるからだ、といってはいけない。これを確定することは専門科学の課題である。だが普通の平凡な人間は歴史学の教授ではない。かれらにとっては歴史というものは、まず第一に、自分の民族の政治事件に対して自分の態度を決定するのに必要な歴史的洞察の尺度を与えるためにあるのだ。歴史学の教授になりたいものは、あとでもっと根本的に研究に専心すればよい。こういう人はもちろんあらゆること、最もこまかいことすらも研究すべきだ。だがドイツの今日の歴史教育はこのためにも十分でない。というのは今日の歴史教育は普通の平凡な人間にとっては広すぎるが、それにもかかわらず専門の学者にとってはあまりにも貧弱なのだからである。

　さらに、人種問題が主要な問題として取扱われるような世界史が最後に書かれるよう配慮することは、民族主義国家の課題なのである。

　　　　　　　＊

一般教育と専門教育

　要するに、民族主義国家は一般的な学問的教育を、短縮した本質的なものを包む形にしなければならないだろう。そこから最も基礎的な専門的教養の可能性が示さるべきである。個々の人間は、一般的な大きな特徴をつかんだ知識を基礎としてもち、そしてただ、自分の将来の生活の領域についてのみ基礎的専門教育、個別教育をうけられれば十分である。このさい、一般教育はすべての学科において必修であり、特殊なものは個々人の選択にまかせられねばならない。

　これによって達成された教育課程と時間数の短縮とは、体育、性格、意志力、決断力の教育に役立てるのである。

　われわれの今日の学校教育、とりわけ中等学校の教育が、将来の職業のためにいかに無意義なものであるかは、三つのまったく種類のちがった学校を出たものが同じ地位につきうる、という事実によって最もよく証明されるのである。決定的なことは、どうやら実際に一般教養のみであって、注入された専門的知識ではない。だが──すでにのべたように──実際専門的知識が必要なところでも、それはわれわれの今日の中等学校の教育課程の中ではもちろんうることができない。

　したがって民族主義国家は、他日こういう中途半端なものを一掃しなければならない。

　　　　　　　＊

人文教育の価値

　学問的な教育課程の第二の改革点は、民族主義国家にとっては次のようなものでなければならない。すなわち、

　われわれの学問的教育がますます、数学、物理学、化学等の実際的な学科にのみ向かうのが、今日の物質的時代の特徴である。技術や化学が支配し、少なくとも外面的にはそれが日常生活のもっとも顕著な特徴である時代には、これもまた必要であるが、国民の一般教育がいつもこの方面にだけおかれるということも非常に危険である。逆に一般教育はつねに理想の状態になければならない。一般教育はむしろ人文諸科目にそうべきであり、将来専門的教育をひきつづきうける基礎だけを与えるべきである。さもなければ、人々は国民の維持のためにいつもすべての技術的能力やその他の能力よりももっと重要な力を放棄することになる。特に歴史教育では古代の勉強を除外してはならない。ローマ史を全体に大きな流れにおいて正しくつかむことは、今日のためばかりでなく、たしかにあらゆる時代にとって終始変らぬ最良の教師である。古代ギリシア文化の理想も、その典型的な美とともに保持しなければならない。個々の民族に相違があるからといって、より大きな人種的共同社会を切りさいてはならない。今日荒れ狂っている闘争は、まったく偉大な目標をもっているのだ。すなわち、幾千年もが自己と結びつき、ギリシア精神とゲルマン精神をともに包含している文化が、その存在のために戦っているのだ。

　一般教育と特殊の専門的知識の間には、はっきりした区別をつけるべきである。専門的知識は、今日ではつねにまさしく純粋のマンモン（※20）にだけつかえるようますます強要されているから、一般教育は少なくともそのより理想的な立場で、均整をたもたねばならない。ここでも人々は毅き然ぜんとして次の原則を心にきざみつけねばならない。すなわち、工業と技術、商業と産業は、つねに理想主義的素質のある民族共同体が必要な前提を提供する場合だけ、栄えることができるのだ。だがこれの前提は物質的な利己主義の中にはなく、欣然と自己を忘れる犠牲的精神の中にあるのである。

　　　　　　　＊

ありきたりの「愛国」教育

　今日の青少年の教育は大きく全体としてみると、若い人々が、その後の自分の人生行路で進歩するのに必要な知識を注ぎこむことを、第一目標にしている。これを人々は、「青年は後日、人類社会の有用な一員にならねばならない」というように表現している。だが人々はその中に、まじめな方法でいつか日々のパンをかせぐ能力というものを考えているのだ。なおこれとならんで、皮相的な国家市民の教育もはじめから基礎がぐらついている。国家自体はただ一つの形式にすぎないから、人を国家のために教育したり、あるいは、そのうえ国家のために義務を負わせようとすることも、非常に困難である。形式はかんたんに破壊することができる。だが──すでに見てきたように──「国家」という概念は今日、明白な内容をもっていない。だからありきたりの「愛国」教育以外にできないのだ。昔のドイツでは教育の重点が多くの小さい諸侯たちのしばしば無分別な、だがたいていは非常に愚かな賛嘆渇仰にあったので、その多数のものがはじめから、わが民族の真に偉大なものを周到に評価することができないようにしていた。だからその結果は、われわれの大衆のあいだにドイツ史についての知識が非常に不十分であるということになった。ここでもまた大きな線が欠けていたのである。

　こんなやり方では、ほんとうの国民的熱狂に到達できないことはわかりきっている。わが民族の歴史的生成の中から若干の名前をとりあげて、それを全ドイツ民族の共有財産にし、そのように同じ知識と同じ熱狂によってまた全国民を同じように結びつけるきずなをまきつける技術が、われわれの教育には欠けていた。人々は、わが民族の真に重要な人物をすぐれた英雄として、現代人の目にうつるようにし、一般の注意をこれらの人物に集中し、こうして渾こん然ぜんたる感情をかもしだすことを知らなかった。種々の教材の中から国民にとって栄誉となるものを選び、それを事実と思われるような叙述水準にまで高め、そしてこういう輝かしい例で国民の誇りを燃えたたせることもできなかった。これは当時においては、こういう形では人々に好まれない悪しき過激な愛国主義と思われたのであろう。愚直な王党的愛国心のほうが、最高の国民的誇りというわきたつ熱情よりももっと好ましく、より耐えやすいように思われていたのだ。前者はつねに奉公の用意ができており、後者はいつか支配者になりうるものであった。君主への愛国心は古兵の団体で終ってしまい、国民的熱情は、そのゆくえをきめることが困難であったであろう。それは駿しゆん馬めのようであり、すべてのものが乗りこなすことはできない。人々がこうした危険からむしろ身をひいていたとは何たるふしぎなことであろう。いつか戦争がはじまり、十字砲火や毒ガス戦が愛国的心情の内面的な堅固さを徹底的に吟味するだろうということは、誰も考えおよばなかったように思える。だがひとたびそれが起ったときには、最高の国民的情熱が欠けていたため、このうえもなくおそろしい報いがきたのだ。人々は、皇帝や王侯などの支配者のために命をすてる気は、ほとんどなかったが、かれらの大部分は「国民」というものをよく知っていなかったのだ。

　ドイツにおいて革命（※21）が起り、それとともに君主に対する愛国心が自然と消えてしまって以来、歴史教育の目的は実際にもはや単なる知識獲得だけになっている。この国家は国民的熱狂をわきたたせることができず、だが国家が欲するものを、国家は決してえられないのである。というのは国家主義の原理が支配している時代にはとことんまでの抵抗力のある王党的愛国心を与えることもできず、まして共和制的熱狂などは与えることができないのだからである。なぜなら、ドイツ民族が「共和国のために」というモットーのもとに、四年半も戦場にとどまっていないだろうということについては、もちろん疑う余地もないからである。この奇妙な組織をつくったものこそ、戦場から最も早く逃げだしたものたちなのだ。

　実際上、この共和国が妨害もされずに存立しているのは、ただあらゆる方面（※22）に、自発的にみつぎ物をささげ、領土割譲に調印することを進んでする覚悟がある、と確言しているおかげである。この共和国は、すべての弱者が、かれを利用するものにとって腕っ節の強い一人の男よりも好ましく感ぜられるように、他国に同情されるのである。もちろん、敵のこの同情の中には、まさしくこの特殊な国家形式に対して、またこれをなくするような批判があったのだ。人々はドイツ共和国を好み、存立させてくれる。なぜなら、かれらは、わが民族を奴隷化するこれ以上によい同盟者をまったく見いだすことができないからである。ただこの事実があればこそ、このすばらしい組織が今日存続しているのだ。それだから実際にすべての国民的教育を放棄することができ、国旗党（※23）の英雄たちの「バンザイ」の叫びで満足していたのだ。しかもかれらは、この旗を自分たちの血で守らねばならないときには、うさぎのように逃げ去ってしまうだろう。

　民族主義国家は自己の存在のために戦わねばならない。国家はドーズ案（※24）の署名によってその存続を保ったのでも、ドーズ案によって守りえたのでもない。だが国家は、まさしく人々がいまや放棄することができると信じているものこそ、国家の存立と防護のために必要としているのだ。形式と内容が無比で価値があればあるほど、敵の嫉妬と抵抗もますます大きくなる。その場合に最良の防御は武器にはなく、その市民にある。要よう塞さいの壁が国家を守るのでなく、最高の祖国愛と熱狂的な国民的熱中にみたされた男女のいきいきした壁が守るのである。

　それであるから、第三としては、学問的教育の場合に次のことが考慮されねばならない。すなわち、




国民的誇りの喚起

　民族主義国家は学問においても、国民の誇りを助長するための手段を認識しなければならない。世界史のみならず、全文化史もこの視点から教えられねばならない。発明者は発明者として偉大に思われるだけではなく、また民族同胞としてさらにもっと偉大に思われなければならないのだ。すべての偉大な行為への賛美の念は、自分の民族の一員としてのその幸福な完成者への誇りに鋳直されなければならない。だがドイツ史の中の偉大な多数の名前の中から最も偉大なものを選択し、そして青少年にそれらがゆるぎなき国民感情の柱石となるよう印象深くうつしだすべきである。

　教材はこの観点にしたがって、計画的に組織されねばならず、教育は、若人が学校を卒業するときに、なまはんかな平和主義者や民主主義者、あるいはその他いいかげんなものでなく、一人の完全なドイツ人であるよう計画的に形成しなければならない。

　この国民感情がはじめから純粋であって、単に空虚なみせかけでないようにするため、青少年のころに、鉄のような原則が、まだ教育を受けつける能力のある頭にたたきこまれなければならない。すなわち、自分の民族を愛するものは、民族のために喜んで身をささげる犠牲によってのみ、それを実証するのである。ただ利益からのみ発するような国民感情は存在しない。同様に、ある階級だけを包含するような国家主義というものも存在しない。バンザイの叫びも、もしもその背後に一般的な健全な民族性を維持しようとする偉大な愛の配慮がなければ、何も国家主義たることを証明しないし、またその権利もない。さらに人々がもはや自分の地位を恥じる必要がなくなったときに、はじめて自己の民族への誇りに対する基礎が存在することになる。だがある民族が、そのうちの半分のものがみじめで、苦悩にやつれ、あるいはまったく堕落しているならば、それは何人もそれに誇りを感じないにちがいないほどよからぬ姿である。民族がその一員のすべてにいたるまで心身ともに健全であるときにはじめて、その民族に属しているという喜びが、あらゆる場合に、われわれが国民的誇りと名づけるあの高い感情にまで正当に高まることができるのだ。だがこの最高の誇りを感ずるのはまさしくその民族の偉大さを知るもののみである。

　国家主義と社会主義の感情との親密な結婚は、まだ若いうちに心に植えつけられねばならない。そうすれば他日、共通の愛と共通の誇りによっておたがいに結ばれ、鍛えられ、永久に揺るぎなき、無敵な国家市民からなる民族ができるであろう。




過激な愛国主義に対する不安は無気力である

　いまの時代に過激な愛国主義に対してもっている不安は、民族の無気力の徴表である。現代はすべての澎ほう湃はいたる力が欠けているばかりでなく、そのうえ不愉快に思われるので、現代のものは大事業をするためにもはや運命から選ばれないのである。というのは、この地上の最も偉大な変革は、もしその推進力が熱狂的な、むしろヒステリックでさえある情熱のかわりに、ただ安寧秩序というブルジョア的徳性であるならば、可能でなかったかも知れない。

　だがこの世界はたしかに偉大な変革に向かって進んでいる。そしてただそれがアーリア人種の幸福になるか、永遠なるユダヤ人の利用する結果になるか、という問題だけがありうるのだ。

　民族主義国家はそれにふさわしい青年の教育によって、他日この地球上の最後の、そして最大の判決のために準備のととのった世代を維持するよう配慮せねばならない。

　そしてこの道を最初に歩む民族が勝つであろう。

　　　　　　　＊

人種意識の注入

　民族主義国家の全陶とう冶や・教育活動はその頂点を、教育にゆだねられた青少年の心と頭脳の中で、人種的意識と人種的感情を、本能的にも知性的にも燃やすことに見いださねばならない。男児たると女児たるとを問わず、血の単一性の必要と本質について究極的な認識を得ないで学校を出してはならない。それによってわが民族の人種的基礎を維持する前提が作られ、またこの前提によって将来文化的にいっそう発展するための前提条件がふたたび確保されるであろう。

　というのは、あらゆる身体的、精神的教育は、もしそれらが自己と自己の特性を保持しようと根本的に覚悟し、決心しているような人間の役に立たないならば、結局はそれにもかかわらず無価値になるだろうからである。

　　　　　　　＊

　そうでない場合は、われわれドイツ人が今日すでに深く嘆いているような事態が生ずるであろう。このかなしむべき不幸がどんなに大きいかは、いままでおそらく理解されていないであろう。すなわち、われわれは未来においても単なる文化肥料たるにとどまるであろう。それもわが民族同胞の一人が失われたことを、ただ一人の市民が失われただけだと見る今日のわがブルジョア的観念の偏狭な見解の意味においてのみならず、さらにわれわれの知識や能力がどんなものであろうと、それはもちろんわれわれの血を堕落させるにきまっているのだという悲痛きわまりないことを認識する意味においても、そうである。われわれが他人種と結婚することを再三再四くりかえすことによって、われわれは他人種の従来の文化水準を一段階高めることになるが、われわれ自身の文化的水準からは永遠に低下するのである。

　そのうえ、人種の観点のもとにあるこの教育も、その最後の仕上げを軍隊ですべきである。なぜなら一般に兵役時代が、一般のドイツ人の普通の教育の終結とみなされねばならないからである。

　　　　　　　＊

人材の国家的選抜

　民族主義国家においては身体的、精神的教育のやり方が非常に重要であると同様に、そのための人間の選抜ということ自体もまた重要である。人々は今日ではこれを軽率に取扱っている。一般に上流のいまのところ富裕なくらしをしている両親をもつ子供たちは、やはり高い教育をうける価値があると思われている。才能の問題はその場合、第二義的な役割りを演ずるのである。才能そのものはつねにただ相対的に評価されうるだけである。農民の子供が一般的知識でブルジョアの子供に劣る場合でも、幾世代もよい生活状態をつづけている両親をもった子供よりも多くの才能に恵まれていることもある。だがブルジョアの子供の知識それ自体が広いということは、才能の有無にまったく関係がなく、それはその子供が多方面の教育や富裕な生活環境のために絶え間なく受けてきた印象が、本質的にそうとう大きいという点に根ざしているのだ。もし才能のある農民の子供が、小さいときから同じようにそういう環境で成長したとするならば、かれの精神的能力はまったくちがったものになっているだろう。実際に素姓よりも、むしろもって生まれた素質がもっと大きくものをいう唯一の分野は、今日ではおそらく芸術の分野である。ここでは、人々はまさしく「習得する」のでなく、すべてがもともと生まれつきでなければならず、そしてその後にすでにもっている才能をさらに助長するという意味で多少とも有望な発展にまかせるだけで両親の金や財産はほとんど問題にならない。だからここでも、天才というものは、上流の生活層やあるいは富などとはまったく関係がない、ということが最もよくわかるのである。最も偉大な芸術家がこのうえもなく貧しい家の出であることは、めずらしくない。さらに村の小さい子供がたくさん、その後非常に名声ある大家になっているのだ。

　人々がそういうことを認めながら精神生活のすべてにそれを利用しないことが、まさしく現代の考えの非常な浅薄さを表明しているのだ。人々は芸術の場合に否定することができないことを、いわゆる実際的な諸学問にはあてはまらないと考えているのだ。疑いもなく老練な調教師がおぼえのよいプードル犬にとても信じられぬような芸を仕込むことができるのと同じように、人間にも一定の機械的熟練を教え込むことはできる。だが、この動物調教の場合、芸をおぼえたのは、動物の理解力自体から発するのではない。人間の場合もまた同じである。人々は他の方面の才能などは顧慮せずに、人間に一定の学問的芸を仕込むことはできる。だが、動物の場合と同様にまったく生命のない、内面的に生気のない過程である。人々はある一定の精神的なきびしい訓練によって、普通の人間にしかも普通以上の知識をたたきこむことはできる。だがこれもやはり死んだ知識であり、けっきょくは不毛の知識である。そしてそれは実際生き字引のような人間を生ずるのだ。しかしそれにもかかわらず特殊な状態や人生の決定的な瞬間においては、みんなみじめにも役に立たないのだ。かれはどんな必要な場合でもまたそれがどんな些細な場合でも、いつもまずもう一度仕込まれねばならず、自分の力で人類のよりいっそうの形成にいささかでも貢献するということはできないのである。そのような機械的に訓練された認識は、せいぜい現代の国家官吏の仕事をするに役立つぐらいのものである。

　ある国民の民族全体において、日常生活で起りうる領域のすべてに才能あるものが見いだされることは、自明のことである。知識の価値というものは、それにふさわしい才能をもった個々のものによって、死んだ知識に魂が吹きこまれれば吹きこまれるほどますます大きくなる、ということもそれ以上に自明のことである。創造的な仕事自体は一般に能力と知識がいっしょになったときにだけ、できるものである。

　今日の人類がこの点でいかにかぎりなく罪を犯しているかは、やはり次の例が示してくれるであろう。時々グラフ誌で、あちらこちらではじめて黒人が弁護士、教師、そのうえ牧師やそればかりでなくりっぱなテナー歌手やそういったものになったなどと出ていて、ドイツ人の俗物ぶりに目をみはらせる。愚鈍なブルジョアジーがこうした奇跡的調教を知っておどろき、今日の教育技術のこのうそのような結果に尊敬の念でいっぱいになっているのに、ユダヤ人は、たいへんずるくそのことからかれらが諸民族に吹きこんだ人間の平等の理論の正しさに対する新しい証拠につくりあげようと考えるのだ。この堕落したブルジョア社会の人々は、ここではほんとうにすべての理性に反する罪が問題なのだということを、想像もしないのだ。最高の文化人種に属する幾百万のものが、まったくくだらない地位にとどまっていなければならないのに、生まれつきなかばサルのようなものを長い間調教して、弁護士にしあげたと信ずることが、犯罪者的荒こう唐とう無む稽けいなことだということを考えないし、ホッテントットやズール族が知的職業にまで調教されているのに、最も天分のある幾十万という人々を、今日プロレタリアの泥沼の中に堕落させるならば、永遠の造物主の意思を冒ぼう瀆とくしているのだということも考えないのだ。というのはこの場合は調教が問題なのであり、プードル犬の調教の場合とまったく同じであって、学問的な「教育」ではないからだ。同じ努力と配慮を知的人種に向けたならば、どんな人々も同じ仕事に千倍も早く熟達するだろう。

　だがもしこの場合、いつか例外でなくなりもっと多くのものが問題となるならば、この事態は実に耐えがたくなるだろう。すでに今日でも、才能や素質に恵まれながら高等教育をうけることができないのだから、非常に耐えがたいのである。実際、何十万というきわめて素質のあるものが高等教育をうけることができないのに、幾十万のまったく才能のない人間が毎年高等教育を受ける価値があると考えることは、我慢ならないのだ。そのために国民がこうむる損失は、はかりがたい。最近数十年間に重要な発明という富が、特に北アメリカで非常に増加したが、これは北アメリカではけっきょく最下層のものでも本質的に才能があれば高等教育をうける可能性が、ヨーロッパの場合よりも、多かったということによっている。

　発明のためには、注入された知識では、不十分であり、ただ才能によって魂を吹きこまれたものでなければならない。だが今日ドイツ人はこの点に価値をおいていない。紙幣だけが価値があると考えているのだ。

　ここでもまた民族主義国家は、他日、教育に関与すべきであろう。民族主義国家は、ある現存の社会階級に決定的な権利を主張するのではなく、民族同胞の全体の中から最も能力ある頭脳の持ち主を引き抜いて、そして官職や高官につかせることがその課題なのだ。民族主義国家は、普通の児童に民衆学校で一定の教育を与えることだけが義務ではなく、また才能あるものをその属すべき道につけてやることも、義務なのである。民族主義国家は、とりわけ国立の中等教育機関の門を、才能のあるものにはすべて、いかなる階層から出たものであろうとまったく平等に開いてやることを、その最高の課題と考えねばならない。国家はこの課題を果さねばならない。というのは、これのみが死せる知識の代表者の層から国民の独創的指導層を育成しうるのだからである。

　また次の理由から、国家はこの方面にあらかじめ留意しなければならない。すなわち、特にドイツでは知識階層というものは自分たちだけでかたまっており、下層階級とのいきいきした結合を欠いているほどに硬化している。これは、二つの方面から報いがくる。第一に、このために知識層には大衆に対する理解と思いやりが欠けている。かれらは大衆との関連からすでに長い間はなれており、民衆に対する必要な心理的理解をあいかわらずもつことができないのだ。かれらは民衆とは無縁になっている。第二に、だがこの上層のものには必要な意志力が欠けている。というのは、箱入り娘のようなインテリ層においては、この意志力は素朴な大衆におけるよりもつねに弱いからである。だが学問的教養ではわれわれドイツ人が欠けたところのないのは、神も知るところである。だが意志力や決断力ではそれだけ欠けるところが多かったのだ。たとえばわが政治家が、「才知にあふれ」ていればあふれているほど、かれらの実際上の仕事はたいてい鈍くなったものだ。世界大戦に対する政治的準備や技術的軍備は、わが民族の教養のすくない頭脳の持ち主が統治していたからでなく、むしろ知識と精神はいっぱいつめられているが、健全な本能に欠け、エネルギーと大胆さに欠けていた、教育のありすぎる人が統治者であったがために、不足していたのだ。わが民族が哲学する弱虫の政府のもとで生存をかけた闘争をたたかわねばならなかったのが、一つの悪運だったのだ。もしわれわれがべートマン・ホルヴェーク（※25）のかわりに、たくましい民衆階級の人間を指導者としてもっていたならば、一般の歩兵の英雄的な血はむだには流れなかったであろう。同様に、極端に純粋に知的に高度のしつけをうけたわが指導層は、十一月革命のルンペンどもには最良の盟友だったのだ。このインテリ層は、かれらにゆだねられた国民的財宝を十分に拍車をかけてのばすかわりに、最も屈辱的なやり方でおさえ、それが敵に成功をもたらす前提となったのだ。




カトリック教会の民衆との結合性

　この点でカトリック教会は、典型的な教訓例として見ることができる。カトリック教会の司教たちの結婚禁止には、聖職のための後継者を自分たちの系列からではなく、つねに民族の大衆の中から引き抜かねばならないという束縛が、基礎にある。しかし、この独身主義の意味がたいていの人には、まったくわからないのだ。これが、この古くからある制度に住みついている信じがたいほど強健な力の原因なのだ。というのはこうすることによってこの聖職という栄誉の担い手の大軍をたえず民衆の最下層の中から補充するために、教会は民衆の感情の世界と本能的に結合しているだけでなく、大勢の民衆の中においてのみ永遠に存在するようなエネルギーと実行力の総和を確保できるからである。ここからこの巨大な組織のおどろくべき若さ、精神的な弾力性、鋼鉄のような意志力が生まれるのだ。

　教育制度において、現在の知識層が下層からの新鮮な血の導入によってたえず更新するよう配慮することは、民族主義国家の課題である。国家は民族同胞の全員の中から非常に注意深く、厳密に、生まれつきはっきりと能力ある人材を抜ばつ擢てきし、一般社会に役立てるようにする義務がある。というのは国家および政治家は、種々の階級のものたちに就職口を与えるためにあるのではなく、かれらに与えられた課題をじゅうぶんに可能にしてやるためにあるのだからである。だからこれは原則として、能力もあり意志も強い人物がその担い手として教育されるときだけ、できることである。これはすべての官吏としての地位についてだけでなく、国民の精神的指導について、あらゆる領域で一般にいえるのである。また最も有能な人物を、かれらに適した分野のために教育し、民族共同体の仕事につかせるのに成功することが、民族の偉大さの一つの要素でもある。もしも同じようによい素質をもつ二つの民族が互いに競争するならば、すべての精神的指導において最良の才能あるものが代表しているものが勝利をかちうるだろうし、その指導がただある一定の身分や階級のための大きな共同のマグサおけのようなもので、個々の生まれつき才能をもつものを顧慮しない民族は、負けるであろう。




労働の価値

　もちろんわれわれの今日の世界ではこれはまず不可能であるように思われる。人々はただちに異論をはさむだろう。たとえば本人が高級官吏の息子で、親が職工であった他のもののほうが才能があると思われるからという理由で、その息子が職工になるとは──われわれがいうようには──期待できない、と。手工労働に対する今日の評価からみればこれはあたっているかもしれない。それだからこそまた、民族主義国家は労働という概念に対して根本的にちがった態度をとらねばならない。国家は、もし必要なら幾世紀かかろうとも、教育によって筋肉労働を軽視する非道をみずから打ち破らねばならない。国家は原則として個々人をかれの仕事の種類によってでなく、その仕事をする姿勢と成果によって評価せねばならない。これは最も才知のない三文文士のほうが、かれがペンで仕事をしているという理由だけで、最も知的な精密機械工よりも高く評価されるような時代には、まったくいやなことだと思われるかもしれない。だがすでに述べたように、この誤った評価は物事の本性の中にあるのではなく、人為的に植えこまれ、ずっと以前はなかったものなのだ。今日のこの不自然な状態は、まさしく現在の物質化した時代の一般的な病的現象にもとづくのである。

　原則として、すべての労働は二通りある。つまり純実利的なものと、観念的なものとである。実利的価値は全体の生活のために行なう労働の重要性、しかも実利的重要性にもとづく。民族同胞が、ある完成された仕事から利益をしかも直接、間接の利益を多く受ければ受けるほど、その実利的価値もますます大きいと評価することができる。この評価は、各人がその労働に対して受けとる物質的報酬の形で具体的にあらわされる。ところがこの純粋の実利的価値に対して、観念的な価値がある。これはなされた仕事の意義を実利的に計ることにではなく、その本来の必要性にもとづくのである。もちろんある発明の実利的利益が、平凡な小売店員のそれよりも大きいということはありうる。けれども社会がそういう大事業におけると同じように、こうしたきわめて小さい仕事にささえられていることも確かである。社会は、社会に対する個々人の仕事の利益を評価する場合に、実利的に区別するかもしれない。そしてその時々の賃銀支払いによってあらわすこともできる。しかし各人がすべて自己の分野──それはつねにまた存在するだろうが──でベストをつくそうと努力しているときには、観念的にはすべて同等であると確認しなければならない。人を評価する場合はこの点にもとづき、報酬で評価してはならない。

　理性的な国家においては、各人にその能力に応じた仕事をわりあて、あるいはいいかえれば、与えられた仕事に対して有能な頭脳の持ち主を教育するよう配慮すべきであるが、能力は原則として教えこまれるものでなく生まれつきであるにちがいない。それゆえ自然が贈ったものであって人間の功績ではないのだから、一般のブルジョアのように個々人にある程度までゆだねられた仕事にしたがって評価することはできない。というのは、この仕事はかれの生まれがどういうものであるかということと、そこに由来するかれが社会から受けた教育とによるのだからである。人間の価値評価というものは、かれが社会から責任をもたされた課題を正しく行なうか、というそのやり方に基礎がおかれねばならない。なぜなら、個々の人間が果す仕事は、かれの存在の目的でなく、ただそのための手段にすぎないからである。むしろかれは人間としていっそう教育され、洗練されるべきである。だがこれは、つねにある国家というものを基礎にしなければならない文化社会のわく内でのみ、なしうるのである。この基礎を維持するためにかれは何か貢献しなければならない。この貢献の形式は自然が決定する。それは、民族共同体がかれに与えたものを、勤勉に、誠実に民族共同体に返済することだけにある。これを行なうものが、最も高い価値評価と最も高い尊敬をうるのである。物質的報酬は社会のためになしたことがそれ相応の利益をもたらしたものに与えられるであろう。だが観念的報酬は、自然がそれを与え、民族共同体が教育した諸力をかれの民族に奉仕するためにささげたすべてのものが、要求しうる評価によらねばならない。だが、そうなればまじめな職工であることももはや恥ではなく、むしろ無能な官吏として愛する神からは日を、善良な民衆からは日々のパンを盗むことのほうがむしろ恥になる。さらにまた、はじめから耐えられないような人間に仕事をあてがわない、ということも自明のことと思われるだろう。

　そのうえまた、そういう活動が、一般に同じ法律上市民として認められている権利に対する唯一の規準となるのだ。

　現代は実際みずから解体している。すなわち、現代は普通選挙権を導入し、平等権についてしゃべり、だがしかしこれに対する基礎はなにも見いださないのだ。現代は物質的報酬によって人間の価値があらわせると考え、こうして一般に与えることができる最も高尚な意味での平等性の基礎を破壊している。というのは、平等というものは個々人の業績にもとづかないし、決してもとづきえない。だがそれは各人がかれに与えられた特別の義務を果す形において可能である。こうしてのみ、人間の価値を判断する場合に、自然の偶然（※26）が除外され、個々人は、みずから自分の価値をつくるようになるだろう。

　すべての人間のグループが、ただ収入の高低によってだけ評価することを知っているような現代社会では、人々はこれに対して──すでにのべたようには──理解しないのである。だがこれは、われわれの考え方を放棄する理由にはなりえない。反対である。すなわち、内面的に病んでおり、腐敗している現代を救済しようとするものは、まずこの苦悩の原因を解放する勇気を奮いおこさねばならない。そしてこれが国家社会主義運動の配慮するところでなければならない。すなわち、あらゆる俗物根性を脱し、わが民族の中から新しい世界観の支配者としての能力のある力を集め、組織することがそれだ。

　　　　　　　＊

等級別賃銀

　もちろん人々は次のように異論をとなえるだろう。一般に観念的評価を実利的評価からきりはなすことは困難である、事実、筋肉労働の低い評価は、まさしくその低い賃銀によってもたらされたものである。そのうえこの賃銀の少なさは、個々人がその国民の文化財に関与することを制限する原因でさえある。だがそのためにまさしく人間の理念的文化は妨害され、かれの仕事自体となんら関係をもつ必要もなくなった。筋肉労働が嫌悪されるのはまさしく、賃銀が低いために手工労働者の文化水準が必然的に低下し、その結果、一般に低い評価をうるのがとうぜんとなった基礎がまずそこにあるのだ、と。

　ここには非常に多くの真理がある。しかしだからこそ、人々は未来において、賃銀状態の大きい差を防止しなければならないのだ。そうなると仕事が停滞するだろうといってはならない。もし高級な知的な仕事をしようとする動機が、ただ高い報酬ということだけにあるならば、それは時代が堕落している悲しむべき徴表である。もしこの観点がいままでこの世界の唯一の規準的なものであったとしたならば、人類はその最大の科学的、文化的財宝を決してもたなかったであろう。というのは最も大きな発明、最も偉大な発見、最も革新的な学問上の業績、人類文化の最もすばらしい記念物は、世の中の金銭への衝動から与えられたのではない。反対に、その産物は往々にしてまさしく富の現世的幸福を断念することを意味したのだ。

　今日では金が生活の唯一の支配者になっているかもしれない。けれどもいつか人間はもう一度より高い神々の前にひざまずくであろう。多くのものは今日、金銭と財産への渇望にのみその存在理由をみつけているかもしれない。だがそういう人間がいなくなったとて、人類が貧しくなるほどのものはかれらの中にほとんどいないのだ。

　各人は、かれがその生活に必要とするものを与えられる時代、そのさい、しかし人間が物質的享楽のためにのみ生きようとしているのではないという原則を高揚するような時代が、くることを今日から知らせておくことも、われわれの運動の課題である。これは将来、まじめに働くものにだれでもどんな場合でも、民族同胞として、人間として見苦しからぬ、ちゃんとした生活ができるようにうまく限定された賃銀の等級づけを表示すべきである。




理想と現実

　これは理想の状態であり、そんなことがこの世界では実際にできないし、事実上決して達成されない、といってはならない。われわれも、いつかは欠点のない時代を招来することができうると信ずるほどにはお人よしではない。しかしこれは、わかっている欠点と闘い、弱点を克服し、そして理想へ努力する義務から解放されたということではない。峻しゆん厳げんな現実はみずから多くの制限のみを加えるだろう。だがそれゆえにこそ、まず人間は最終の目標に有用であるように努めねばならない。そして失敗の打撃はその観点からいって少しもとり去ってはならない。間違いがまぎれこむからという理由だけで法律を止めてしまうこともできず、薬があってもそれでも病人がいつもでるといって薬を拒否しえないのと同じである。

　人々は理想の力を低く評価しすぎぬよう注意しなければならない。この点について今日もし小心なものがあるならば、もしかれがかつて兵士であったとしたら、わたしは英雄らしさが理想的動機から生ずる力のこのうえもなく強力な告白であったあの時代のことを思い出させてやりたい。というのは、当時人々をして生命をすてさせたものは、日々のパンに対する配慮ではなく、祖国愛であり、祖国の偉大さに対する信念であり、国民の栄誉に対する一般的感情だったからである。そしてドイツ民族が革命の現実的拘束にしたがうために、この理想からはなれ、そして武器をリュックサックととりかえたときにはじめて、かれらはこの世の天国に行くかわりに、一般的侮ぶ[image: 蔑]べつとそれに劣らない一般的困窮の煉れん獄ごくの中に陥ったのだ。

　それゆえにこそ、今日の現実主義的な共和国の算術教師（※27）に、理想主義的な帝国への信念を対置させることが、まさしく必要なのである。







　第三章　国籍所有者と国家の市民（※１）




今日どのようにして国家の市民となるか

　一般に、今日、あやまって国家と称せられている構造の中には、二種類の人間だけがある。すなわち国家の市民と外人だ。国家の市民とは出生によって、あるいは後に帰化して公民権をえたすべてのものをいう。外人とはこれと同じ権利を他の国家でうけたすべてのものをいう。この中間になお惑星的現象として、いわゆる無国籍者がいる。かれらは現存のいずれの国家にも属さず、それゆえ市民権などは決してもっていないという栄誉をもっている人間である。

　市民権は、すでにのべたように、今日ではまず第一にある国家の国境内で生まれたことによって獲得される。この場合人種とか、どの民族に属しているかということは、一般に問題にならない。以前はドイツの保護領に住んでいた黒人が、いまではドイツ国内に住んでいるとする。そうするとかれは自分の子供を「ドイツ国家市民」として世に出す。同じようにユダヤ人やポーランド人、アフリカ人種やアジア人種の子供はだれでも、無造作にドイツ国家市民に登録されることができるのだ。

　出生による市民権獲得のほかに、その後市民権を獲得する可能性もある。これは種々の前提条件と結びついている。たとえば、帰化を希望しているものが、なるべく犯罪人や娼婦のヒモでないこと、さらに政治的に考慮する必要のないこと、つまり無害な政治的まぬけであること、最後に新しく国家の市民になった故国に重荷にならないことなどである。今日のような現実的な時代においては、もちろん経済的負担だけを考えるからである。そのうえに、多分将来のよい納税者だと思わせることは、今日の国家市民権の獲得を早めるためには効果的な推薦にさえなる。

　そのさい人権を考慮することは、一般に問題にならない。

　国家の市民になる全過程は、たとえば自動車クラブに入会するのとたいした違いのない手続で行なわれる。申告書をつくる。それが調べられ、鑑定される。そしてある日かれのところへ、かれが国家の市民になったことを知らせる一片の紙片がとどけられる。その場合に実にこっけいなふざけた方式で行なうのだ。今までズール族だった問題の人間に、「本状をもって貴下はドイツ人になった！」と伝えるのである。

　この手品は州の首相が仕上げるのだ。神さえもできえないものを、官職にあるテオフラストゥス・バラツェルズス（※２）が一瞬間にやってしまうのだ。簡単にペン先で、蒙古人の小僧（※３）からとつぜん、ほんとうの「ドイツ人」ができあがるのだ。

　だが、人々はこうした新しい国家の市民の人種がなんであるかに関係しないばかりでなく、その身体の健康さえも配慮しないのだ。こやつが梅毒でくさっていようがいまいが、それにもかかわらず今日の国家にとって、すでにのべたように、かれが経済的に重荷にならず、政治的に危険でさえなければ、市民として歓迎されるのである。

　そのようにして毎年、国家というこの組織体は、自分ではもはや克服することができない毒素を、自己の中へとりいれるのである。

　国家の市民自身は、さらになお次の点で外人から区別している。すなわち国家の市民にはすべての官職につく道が自由に開かれており、万一の場合には兵役義務に服さねばならず、さらにそれ以後は積極的にも消極的にも選挙に関与しうる。大体においては差異はこれですべてである。というのは個人の権利、個人の自由の保護については外人も同じぐらい受けており、それ以上のこともまれではないからだ。いずれにせよ、今日のドイツ共和国ではこれがあてはまるのである。

　人々が、こうしたすべてのことを聞くことが不愉快であることを、わたしは知っている。だが、今日のドイツの国家市民権ほど軽率で、むしろ狂的なものはめったにない。現時、少なくともよりましな解釈に向かっている微弱傾向が目につく一つの国がある。もちろんこれはわが模範的なドイツ共和国ではなく、アメリカ合衆国である。そこでは人々は、少なくとも他方一部分は理性にうったえる努力をしている。アメリカ合衆国は、健康上よくない分子が移民することを原則として拒否することによって、ある民族には帰化を全然認めない。すでにアメリカはかすかに、民族主義国家観に特有な観念を知ったのだ。




市民──国籍所有者──外人

　民族主義国家は、その住民を三階級にわける。すなわち、国家市民、国籍所有者、および外人である。

　出生によっては原則として国籍だけがえられる。国籍をもつというだけでは、まだ公的な官職につく資格がなく、また積極的にも消極的にも、選挙へ関与する意味で政治的に活動する権利もない。原則として国籍をもつものすべては、人種と、もとの国籍を確認すべきである。国籍所有者にはいつでも、かれの国籍を放棄し、かれのもとの国籍がある国の国家の市民に自由になることができる。外人と国籍所有者の区別は、こうしてただ外人が他の国に国籍をもっているということだけである。

　ドイツ人でドイツに国籍をもつ子供は、すべてのドイツ人に規定された学校教育を終える義務がある。かれはそれによって人種意識と国家意識をもった民族同胞となる教育にゆだねられる。かれはその後、国家によって規定されたよりいっそうの身体的訓練を果し、そして最後に軍隊にはいるのである。軍隊における訓練は一般的なものである。すべての個々のドイツ人をつかみ、その身体的精神的能力に応じてできるかぎり軍隊に役立ちうるよう教育しなければならない。非のうちどころのない健康な青年には、兵役義務の終了後その結果として、堂々と国家市民権が授与される。これが、この世の全生涯をつうじて最も価値のある証書である。これによってかれは国家市民のすべての権利を保証され、市民としてのあらゆる特権に関与する。というのは、国家は、民族同胞としてその存在とその偉大さの原因であり担い手であるものと、単に「金もうけをする」分子として国内に居住しているものとの間に、はっきりした区別をもうけねばならないからである。

　国家市民証書の授与は、民族共同体と国家に対するおごそかな宣誓と結びつかねばならない。この証書の中に、すべてのそれ以前の割れ目を解消させ、ともに抱きあうきずながあるのだ。道路清掃夫としてドイツ国の市民であるほうが、他国の王であるよりも、もっと大きな名誉であらねばならない。




国家の市民がドイツ国の主人である

　国家市民は外国人に対して優先権をもっている。市民がドイツ国の主人なのである。だがまたこの高い地位は義務がある。名誉や徳操のないもの、卑劣な犯罪人、売国奴等はいつでもこの栄誉を剝はく奪だつすることができる。かれはこれによってふたたび国籍所有者にもどるのだ。

　ドイツの少女は国籍所有者であり、結婚によってはじめて市民となる。けれどもまた職業をもっているドイツ女子の国籍所有者には市民権を授与しうるのである。







　第四章　人格と民族主義国家の思想




貴族主義的原理による構成

　民族主義的国家社会主義国家は、その主要課題が国家の担い手を育成し、維持することにあると見るならば、人種的要素それ自体を助成し、そして教育し、最後に実生活のために育成するというだけでは十分でなく、国家がそれ自体の組織をこの課題と一致させることが必要である。

　もし人々が究極の帰結にまで徹底する決心がないならば、人間の価値をその属する人種によって評価しようとし、したがって「人間は同じ人間だ」というマルクス主義的立場に闘争を宣言することも、荒こう唐とう無む稽けいなことであろう。血の意義すなわち一般に人種的基礎の意義を認めた究極の帰結は、しかし、この評価を個々の人間に適用することである。一般にその人種的所属によっていろいろと評価しなければならないと同様にまた、ある民族社会の中においても、個々の人間についてさまざまの評価がされなければならない。ある民族がみな同一でないと確認することは、ある頭は他の頭と同じではありえないという意味で、さらにある民族共同体の中の個々の人間にもあてはまるのである。ここでも大きく見れば血の構成要素はもちろん同じだが、個々人においては千差万別のこまかい相違があるからである。

　この認識の第一の帰結は、──わたしはあえていうのだが──同じく次のような大おお雑ざつ把ぱな帰結である。すなわち民族共同体の内部で人種的に特に価値があると認められている分子を、できるだけ助成し、それが特別にふえていくように配慮するよう試みる、ということである。大雑把にいったのは、この課題は、ほとんど機械的に認めうるし、了解しうるからである。全体の中から精神的にも理念的にも実際に価値ある人物を認めて、かれらに影響力を与え、しかもこのすぐれた人物だけに与えるのでなく、なによりも国民に役立つようにすることは、いっそう困難である。有能さと有為さによるこのふるいわけは、機械的に行なわれるものではなく、日々の生活の闘争がたえず行なっていく活動によってである。

　民主主義的大衆思想を拒否し、最良の民族、したがって最高の人間をこの地上に与えようとつとめる世界観は、その民族の中において論理的にいっても、同じように貴族主義的原理によって、最良の人物にその民族の指導と最高の影響力を確保するようにしなければならない。それゆえこの世界観は多数のものの思想の上にでなく、人格の上に構築せられるのである。

　民族主義的国家社会主義国家が、なにか経済生活のもっとよい構造によって貧富の差のよりよき調整によって、あるいはもっと広汎な層が経済過程にもっと多く関与する共同決定権によって、あるいは公正な賃銀によって、大きな賃銀差の除去によってのみ、ただまったく機械的に他の国々と区別されるはずだ、と今日考えているものは、最も皮相的な見方にはまりこんでいるのであって、われわれが世界観と称するものについては、いささかの観念ももっていないのである。ここにのべたものだけでは、永続的存立が確保できることを少しも示していない。まして偉大なものになろうという要求はムリである。この現実の外面的改革にのみとどまっている民族は、一般的な民族競争でこの民族が勝利をおさめるという保証を、いささかも得られないだろう。単にこの種のもちろん正当ではあるが、一般調整的な発展をその使命の内容だと感じているような運動は、現存の状態の大きな改革が決してできないのだから、実際には強力でも現実的でもない。その行動はすべて、けっきょく皮相にのみとどまっていて、われわれが今日苦しんでいるようなこの弱点を、必然的な──ほとんどそういいうるのだが──確実さをもって克服してしまう内面的な心がまえを、その民族に与えるものではないのである。

　これをたやすく理解するために、もう一度人類文化の発展の真の源泉と原因をふりかえってみるのも、目的にかなっているだろう。

　人間を外見上はっきりと動物から離す最初の一歩は、発明へのそれである。発明自体は元来、一策略や詭き計けいをみつけだしたことにもとづく、それらを応用することによって、他の生物との生存闘争が容易になり、一般にしばしば好都合に展開していったであろう。それゆえこの最も原始的な発明は後世の、もっとよくいえば今日の人間の目から見ると、もちろん最初は大衆の考えだした現象として解されるために、人物がまたじゅうぶんはっきりと現われていない。たとえば人間の目からみて、動物に見ることができるようなある策略とか、ずるいやり方とかいうものは、はじめは総括的なことがらとして目にうつる。そしてその根源を確認したり探したりすることもできず、そういうでき事を「本能的」だといって簡単にお茶をにごすのである。

　この最後のことば（※１）は、いまやわれわれの場合にはまったく無意味である。というのは、生物の進化発展を信ずるものは、生きようとする衝動や生存闘争の表現にはすべて一度は発端があったに違いないということを、認めなければならないからだ。すなわち一人の人間がその発端と同時に始め、さらにそういう過程がいつもたびたびくりかえされ、ついにはほとんどそれがある特定の種に属するすべてのものの意識下に移行し、さらに本能として現われるまでにだんだんと広がったのである。

　　

人格と文化の進歩

　これが人間自身の場合には、もっと容易に理解され、信じられるだろう。人間が他の動物と戦う最初のりこうなやり方──それらもその源泉をさぐれば、たしかに一人特別に有能なやつがやったのだ。この場合でもそういう人物が、かつてはいろいろのことを決断したり、実行したりする誘因だったに相違ない。その後それがまったく自明のこととして、全人類に引きつがれたのである。今日あらゆる戦術の基礎となって、軍事的に自明なこととされているものも、まったく同じで、もともとまったく特別の頭脳の持主がそれを作りあげたのであり、ただ多年、おそらくは幾千年もたつうちに、まったく完全に自明なこととして一般に通用するようになっただけである。

　この最初の発明を、人間は第二の発明によって補った。人間は他のいろいろな物や生物までも人間自身の生存維持の闘争に役立てることをおぼえた。それとともに今日一般に、われわれが目の前に見ることができるような、人間の本来の発明活動が始まったのだ。これらの物質的発明は、石を武器として用いることから出発し、動物を飼育するようになり、人間に人工的に火をつくって与え、さらに現代の多様な驚嘆すべき発明にいたるまで、その個々の発明が現代に近く、あるいはそれが重要であり、有用であればあるほど、それを創造した担い手である人物を、ますますはっきりと認めることができるのである。いずれにせよこのようにしてわれわれは、次のことを知っている。すなわち、われわれが物質上の発明に見るものは、すべて個々の人物の創造的な力と能力の結果だということである。そしてこれらの発明のすべては、究極において人間を動物界の水準からだんだんと高め、そのうえ人間を動物からまったくはなすことを助けたのである。それだから発明は人類が絶え間なく高等なものになっていくための最も基礎的なものになっているのである。しかし、かつては最も簡単な策略として、原始林の中で狩をする人間に生存のための闘争を容易にしたものすら、現代では知的にしっかりした学問的認識の形で、ふたたび今日の生存のための人類の闘争を容易にし、未来の闘争のための武器を作りだす助けとなっているのだ。人間のすべての思考や発明は、ある発明や発見や事物の本質の深い学問的洞察のもたらすいわゆる現実的な利益が目下のところ見えなくても、その究極的効果は、第一にこの遊星における人間の生存闘争に役立つのだ。これらすべてがいっしょになって、次第に人間を周囲の生物のわく内から高める役目をし、人間がどの点から見てもこの地上の支配的生物になるようにその地位を強化し、固めたのである。




人格の価値

　このようにすべての発明は、ある一人の人の創造の結果である。これらの人物のすべては、欲すると欲しないとにかかわらず、多少とも全人類の偉大な恩人である。かれらの活動は、その後何百万、何十億の人間が生存闘争を容易に行なう補助手段を与えたのだ。

　もしわれわれが、今日の物質文化の源泉はつねに個々の人間が発明者であると見て、さらにおたがいに補充しあい、ある発明の上に他の発明をつみかさねていったと見るならば、これら発明者が考えだし発明したものを実地に応用し、実際に行なう場合も、それと同じである。というのは、あらゆる生産過程もその源泉自体においては発明と同じに見るべきであり、したがって個人にもとづくものだからである。また純粋の理論的思索活動も、一つ一つを計ることができなくとも、やはりその後のすべての物質的発明の前提であり、まったくただ一人の人間が作りだしたものと思えるのである。大衆が発明するのではない。そして大衆が組織を作ったり、考えたりするのではなく、あらゆることにおいてつねにただ個々の人間、個人がなすのだ。

　人間社会がこれらの創造力をもつものに、できるだけ親切に仕事をしやすくしてやり、かれを全体のために利益となるように用いないならば、人間の社会はりっぱに組織されているとは思えないのだ。発明そのものの中で最も価値あるものは、それが物質上のものであろうと思想界に属していようと、なによりもまず一人の人間としての発明者である。かれをこのように全体のために利益となるように配置することが、民族共同体という組織の第一のまた最高の課題である。そうだ。組織自体はただこの原則を執行するにすぎないのだ。それと同時に組織もまたメカニズムののろいから脱して、それ自体なにかいきいきしたものになるのだ。民族共同体という組織それ自体は、そういう人間を大衆の上におき、したがって大衆をそういう人々の下に従属させようとする努力の具体化したものでなければならない。

　それゆえ組織は、大衆の中から人物が出てくることを妨害してはならないばかりでなく、反対に組織独自の本性によってこれを最高度に可能にし、容易にしなければならない。その場合人類に対する祝福は、決して大衆の中にあるのではなく、創造的な頭脳をもつ人々、したがって実際に人類の恩人ともいえる人にもとづいているという根本的原則から出発しなければならない。かれらに最も権威ある影響力をおよぼしうる地位を確保してやり、かれらの活動をやりやすくしてやることが、全体の利益になるのである。この利益は、考える能力もなく、有能でもなく、いささかも天賦の才のない大衆の支配によっては満たされず、また役にも立たない。自然からそのために特別の才能を与えられた有能なものの指導によってのみ可能なのだ。

　こういう頭脳の持主の選抜は、すでにのべたように、なによりも峻しゆん厳げんな生存闘争自体が行なうのである。多くのものは挫ざ折せつし、没落しかくして最後に残るものとして定められていないことをみずから証明する。そして少数のもののみが最後に選ばれたものとして現われるのである。思想の分野や芸術的創作の分野や、実に経済の領域でさえも、この選抜過程は──たといそれが経済の分野では非常な重荷を負わされているとはいえ──今日でもなお行なわれているのだ。国家行政や、同様に国民の組織だった防衛力によって強化された力は、こうした考えが支配するのである。どこにおいても人格の理念、すなわち人格の権威は上から下へ、これに対して上位の人に対する責任は下から上へという理念が優勢になるのである。ただ今日では、政治生活はすでにこの最も自然な原理から完全に離れている。人類文化はすべてただ個人の創造的活動の結果であるのに、民族共同体の全体において、だがまず第一にその最高指導層においては、多数者に価値があるという原理が決定的に現われ、そこから次第に全生活を毒し始めているのである。つまり実際に全生活を解体しているのだ。また他の民族体の中でのユダヤ人の活動の破壊的作用というものは、根本においては、このお客さんたる民族の場合には個人の意義を否定し、そのかわりに大衆の意義をおこうとするかれらの永遠の試みにのみ帰することができるのである。だがこれによってアーリア人種の組織的原理のかわりに、ユダヤ人の破壊的原理が出てきたのだ。かくしてユダヤ人は、民族と人種の「分解酵素」になり、もっと広い意味では人類文化の解体者になるのだ。




多数決原理

　だがマルクシズムは、人間生活のあらゆる領域で、人格のいちじるしい重要性を排除し、それを大衆の数によっておきかえようとして、ユダヤ人がもちこんだ正真正銘の試みのあらわれである。政治的には議会主義的政治形式がそれに応じたものであり、われわれはそれが地方自治体の最も小さい胚細胞から始まって、全ドイツの最高の統治にいたるまで、有害な作用を及ぼしているのを見る。そして経済的には、労働者の実際的利益には奉仕せず、もっぱら国際的な世界ユダヤ主義の破壊的意図にだけ奉仕している労働組合運動の体系も、これに適応しているのである。人格の原理の作用から離れ、そのかわりに、大衆の影響力と干渉にのみゆだねられるにしたがって、経済は、すべてのものの役に立ち、すべてのものにとって価値のある指導能力を失い、そして次第に確実に逆行的に堕落していくに違いない。かれらの使用人の利益を認めず、そのかわりに生産そのものに影響を及ぼそうとしている全経営組織（※２）は、同じような破壊的な目的に役立つのである。これは全体の仕事に害を及ぼし、かくして実際に個々人にも害を及ぼすのだ。というのは、ある民族体に属しているものが満足するのは、けっきょくは単に理論的な口先だけでなく、むしろ日常生活の個々の手にはいる品や、そこから決定的に生ずるところの民族共同体がそのすべての仕事において個人の利益を保護しているのだという確信から、もっぱら起るのだからである。




マルクシズムは人格価値を否定する

　マルクシズムがその大衆理論にもとづいて、現存の経済を引き受け、それをさらに発展させていくことができるように思えるかどうかは、また大した問題ではない。この原理が正しいか正しくないかについての批判は、現存のものを将来も管理しうるかどうかという能力を証明することによってきめられるのではなく、もっぱらただ現存のような文化をみずから創造しうるということを示すことによってである。マルクシズムは今日の経済を引き受け、自分が指導していっそう活動させるぐらいのことは、いくらでもできるだろう。しかしこの活動の成果は、マルクシズムがその多数決原理を用いることによって、今日できあがっているものとして引き受けたものでさえ創造しうるような立場にいないのだという事実に面しては、まったくなんらの証明にもならないのだ。

　そしてこれに対しては、マルクシズムは実際の証拠を提出している。マルクシズムはどこにおいても、文化やまた経済すらも創造的につくりえなかっただけでなく、実際上マルクシズムは、現存のものを自己の原理にしたがってさらに導いていくという立場には一度もいなかった。そればかりかまもなく譲歩して人格原理の思考過程へたちもどらねばならなかった。マルクシズムも同じように自己の組織においては、この原則なしですましえないかのようにである。

　民族主義的世界観は、しかし、単に人種の価値だけでなく、それとともにまた個人の意義をも認め、これをもって全組織の礎柱にするという点で、マルクシズムの世界観とは根本的に異なるのである。これがその世界観のもっている原動力なのである。

　特に国家社会主義運動が、この原則的認識の基本的意義を理解せず、そのかわりに今日の国家に外見的なつくろいをしたり、あるいはそのうえ大衆の立場と自己の立場として認めたりするならば、それは事実上マルクシズムに対する単なる競争政党たるにすぎないだろう。そんなことでは国家社会主義運動は、世界観と称する権利はないのだ。もし運動の社会的プログラムが、ただ人格を排除し、そのかわりに大衆をすえることにあるならば、国家社会主義自体がすでに、わがブルジョア的政党界と同じくマルクシズムの毒にむしばまれていることになる。

　民族主義国家は、すべての人々の中に個人の価値の意義を認め、個々人が最大限に能力を発揮できるように、すべての領域でおのおのの生産能力を最高度に導くことによって、市民の福祉をはからねばならない。

　さらに民族主義国家は、それゆえ全体の指導、だが特に最上部の、このような政治的指導を、完全に多数決、すなわち大衆が決定する議会主義の原理から解放し、そのかわりに人物の権利を異論なく確保すべきである。

　そこから次のような認識が生ずる。すなわち、




最良の憲法

　最良の憲法と国家形式は、民族共同体の最良の頭脳をもった人物を、最も自然に確実に、指導的重要性と指導的影響力をもった地位につけるものである。

　だが経済生活において有能な人間は、上からきめるべきものでなく、みずから闘って地歩を占めるべきものであるように、ここでも最小の商業から最大の企業にいたるまで不断の修練を与え、さらに生活がその時々の試験をひきうけるように、もちろん政治的頭脳の持主もまたとつぜんに「発見される」ものではない。ずば抜けた天才の場合は普通の人間とは話が違う。

　国家はその組織において、地方自治体という最小の細胞から始まって、全ドイツ国の最高の指導部にいたるまで、人格原理に根拠をもたねばならない。

　多数決はなく、ただ責任ある人物だけがある。そして「ラート」（※３）ということばは、ふたたびその本来の意味にもどされる。もちろんすべての人々には、相談相手というものはある。だが決定は一人の人間だけがくだすのである。

　かつてプロイセン軍をドイツ民族の最も驚嘆すべき武器たらしめた原則が、意味を転用して、将来われわれの国家観全体を建設する根本原則であらねばならない。すなわち全指導者の権威は下へ、そして責任は上へ、である。

　さらにまた、人々は、今日議会と呼んでいるこの団体をなしですますこともできないだろう。だが議会の助言は実際に助言するだけになって、責任はつねにただ一人の担い手だけが負うことができるし、また負わせてもよい。したがってまたこの人物だけが権威と命令権をもちうるし、もたせてもよい。

　議会それ自体は必要である。なぜなら、まず第一にすぐれた頭脳の持主は議会で徐々に頭角をあらわす可能性があり、後にその人物に特に責任ある課題を委託することができるからである。

　ここから次のような結論がでてくる。すなわち、




協議会と責任ある指導者

　民族主義国家は、地方自治体から始まってドイツ国の指導部にいたるまで、多数決によってことを決めるような代議制はなく、ただそのときどきの選ばれた指導者に助言し、指導者から仕事を分担させられるような協議会（※４）だけがあるのだ。それはその必要に応じて、何か特定の領域においては、ちょうど大きな領域の場合そのときどきの団体自体の指導者や長がもっていると同じような、絶対的責任を引きうけるためにあるのである。

　民族主義国家は原則として、特殊な、たとえば経済的利害については、学歴や活動の上からいってその問題について何も知ることができないような人間に、助言や判断を求めたりすることは、許されない。したがって民族主義国家はその代表団体を、はじめから政治的な協議会と職能身分的な協議会（※５）とで構成するのである。

　両者が効果のある協働ができるために、その上により抜きとして特別の参事会（※６）をつねに設ける。

　協議会においても参事会においても、つねに投票は行なわない。それらは仕事をする機関であって、票決機関ではない。個々の構成員は意見をのべることはできるが決して決定する権利はない。決定はもっぱらそのときどきのそれに対して責任をもつ議長だけにある。

　絶対的な責任と絶対的な権威とが無条件に結合するこの原則によって、次第により抜きの指導者が育成される。これは、今日の無責任な議会主義の時代には、まったく考えられないことである。

　かくして国民の憲法は、文化と経済の領域で早くもその大をなすにあずかっている法則と一致することになる。

　　　　　　　＊

国家社会主義運動と来たるべき国家

　いまやこの認識の実現可能性に関しては、次のことを忘れないでほしい。すなわち民主主義的多数決という議会主義の原理は決して昔から人類を支配していたものではなく、逆に歴史的にはまったく短期間だけ見いだされるものであり、そしてその時代はつねに民族や国家の没落の時代だったのだ、ということをである。

　もちろん、こういう変更が上からの純粋の純理論的規範によってもたらされうると信じてはいけない。そのうえ一般の市民生活をもつらぬかねばならないからだ。このような変革はただ、それ自体がすでにこの思想の精神において構成され、したがって自己自身の中に早くも来るべき国家を担っているような運動によってのみ、実現することができるし、また実現されるのである。

　だから国家社会主義運動は、すでに今日完全にこの思想に精通し、それを運動自体の組織の中で実際の成果をもたらし、それによってこの運動は他日、国家にそれ自身の基準を示すことができるだけでなく、きたるべき国家の完成体に役に立てることができるのである。







　第五章　世界観と組織




闘争と批判

　わたしが一般的な輪郭を大まかに描こうとした民族主義国家は、国家に必要なものをただ認識しただけでは、まだ実現されるものではない。民族主義国家はいかなる外見をしていなければならないか、を知るだけでは十分ではない。それを建設する問題のほうが、もっともっと重要である。人々はまず第一に、現今の国家の受益者である今日の政党がみずから転向し、いまの態度を自発的に変更するなどと期待してはならない。これは、政党の実際上の指導分子がつねにユダヤ人ばかりであるから、いっそう不可能である。だが、われわれが目下経験しているこの発展は、もし妨げられずにさらに進んでいくならば、いつの日か汎ユダヤ的予言のとおりになるであろう。──すなわちユダヤ人は実際に地球上の諸民族をむしばみ、その支配者になるだろう。

　そのようにユダヤ人は、大部分怠惰と愚鈍に結びついた卑ひ怯きようさから自滅の道をのろのろと歩く幾百万のドイツ「ブルジョアジー」と「プロレタリアート」に対して、かれらの未来の目標を最高度に意識して、抗しがたい力でその道を進んでいくのである。このようにユダヤ人に指導される政党は、ユダヤ人の利益以外のためには決して闘うことができないのであり、だがその利益はアーリア諸民族の利益とは決して共通するところがないのである。

　もし人々が民族主義国家の理想像をこのように実際に認めようとするならば、その時にはいままで支配してきた社会生活の諸力から独立して、こういう理想のための闘争を引きうける意志と能力をもつ新しい力を求めねばならない。というのは、この第一の課題は民族主義国家観をつくりあげることでなく、なによりもまず現存のユダヤ的国家観を除去することにあるのだから、この場合は闘争が問題となるのである。歴史上しばしば見られるように、主としてむずかしいのは新しい状態を形成することでなく、そのための余地をつくることである。偏見や利害が、団結した密集隊形（※１）のように結びつき、自分たちにつごうの悪い、あるいは自分たちが脅威を感ずるような理念の勝利を、あらゆる手段で妨害しようとするのだ。

　だから、こういう新しい理念のために闘うものは、かれがどんなに積極的な面を強調しても、残念ながらまず闘争の消極的部分、すなわち現存状態の除去をもたらすにちがいない闘争部分を、どうしても闘い抜かねばならないのだ。

　これは各々の闘士には好ましくないかもしれないが、原理的に偉大な新しい意義をもつ若い教説は、最初の武器として最も鋭い批判というゾンデをあてなければならない。

　もし今日、いわゆる民族主義者たちが、自分たちは決して消極的批判をするつもりはなく、ただ建設的な仕事だけが価値があると再三再四いうならば、それは歴史的発展についての深い洞察が不足していることから生じているのである。それは真に「民族主義的」とはいいがたい、子供のようにバカげた吃音であり、自分の属している現代の歴史さえも頭に全然はいっていない証拠である。マルクシズムも目的はもっていた。また建設的な活動も知っている（この場合はまたただ国際的世界経済ユダヤ主義の専制確立に関してだけだ！）。だがマルクシズムはそれにもかかわらず昔から七十年間も批判してきたのだ。そして実に否定的、破壊的な批判であり、このあくことなくむしばむ酸によって、古い国家がぼろぼろになり、崩壊するまで再三再四の批判だ。それからやっとかれらのいわゆる「建設」が始まったのだ。それはとうぜんであり、正当であり、そして論理的だった。既存の状態は、単に未来の状態を強調したり、代弁したりするだけでは、除去されない。というのは、現在すでに存在している状態に傾倒しているものや、そのうえ利害関係のあるものは、ただ必要性を証明してやることによって、完全に転向したり、新しい状態のために獲得したりすることができるとは、信じられないからである。反対に、まさしく二つの状態が並行して存在し、それとともにいわゆる世界観が党になってしまい、その束縛から二度と抜けだすことができなくなる場合が、簡単に起りうる。というのは、世界観というものは不寛容なものであり、「他党と並ぶ党」という役割では満足することができず、自己のもっぱら全面的な承認と、自分の見解にしたがった全社会生活の完全な変革を、有無をいわさず要求するからである。このように世界観というものは、以前の状態を代表するものが依然として同時に存続しつづけていることには、耐えないのだ。

　これは宗教に対してもそのままあてはまる。




世界観は不寛容たるべし

　キリスト教も、自分の祭壇をつくるだけでは満足できず、必然的に異教の祭壇を破壊するまでに進展せざるをえなかった。こういう狂信的な不寛容さからのみ、疑いをいれぬ信仰を形成することができたのであり、しかもこの不寛容さがキリスト教のための絶対的前提なのである。

　世界史に見られるこういった種類の現象の場合は、たいていこうした独特のユダヤ的な考えに関係しており、実際にこの種の不寛容さや狂信はまさしくユダヤ的本質を具体化している、と異論をはさむ人ももちろんたくさんいる。これは十分正しいでもあろう。これは実に悲しむべき事実である。そして人類史のこういう現象は、あまりにも不愉快すぎるので、いままで注意されていなかったのである。──しかしだからといって、今日この状態が存在していることに変りはない。わがドイツ民族をこの現在の状態から解放しようとする人々は、あれやこれやがなかったならばどんなによいだろうということに、頭をなやます必要はない。むしろいまあるものをどうして除去するかということを、決定するようにしなければならない。だが悪魔のような不寛容さに満ちた世界観は、ただ同じような精神にかりたてられ、同じ強い意志によって守られ、しかも同時に純粋なまったくほんとうに新しい理念によってのみ、破壊することができるのである。

　非常に自由な古代社会において、キリスト教の出現とともに、最初の精神的テロが現われたことを知って、今日、心を痛めるかも知れない。しかしそれ以来、世界がこの圧制に侵害され、支配されており、圧制はただ圧制によってのみ、そしてテロはただテロによってのみ破ることができるという事実は、異論をとなえることができないのである。かくしてこそ始めて新しい状態が、建設的につくられるのである。




政党は妥協に傾く

　政党は妥協に傾くが、世界観は決してそうではない。政党は相手を考えにいれるが、世界観は自己の間違いのなさをみずから表明する。

　政党も本来、ほとんどつねに唯一の専制的支配に達する意図をもっている。ある世界観へと向かう小さい衝動はほとんどいつも政党の中に潜んでいる。けれどもかれらの綱領の偏狭さが世界観が要求するような英雄的精神を、政党から奪ってしまうのである。政党の意志が穏和であるということは政党に弱小な精神をもった人々を供給することになる。そんなことでは十字軍をおこすことはできないのだ。そして政党は、たいていかれら独特のあわれむべき小さいものに、早くもはまりこんでしまうのだ。だがそれとともに、政党は世界観のための闘争を放棄し、そのかわりにいわゆる「積極的協力」によって、現存制度という飼かい葉ば槽おけのまわりにできるだけ早く小さい場所を獲得し、できるだけ長くそこにとどまっていようと試みる。これが政党の目的のすべてである。そしてもし政党が、なにか獣的な素質をもっている競争的立場にいる寄食者によって、この共通の飼葉槽から押しのけられるならば、暴力や奸かん計けいによって、飢えている獣群の中へわりこみ、ついには自分たちの最も神聖な確信を犠牲にしても、この好ましい栄養の泉のほとりで元気をつけるために、前へ出ようとする意志と努力だけになる。政治のジャッカル（※２）だ。




新世界観にもとづく社会

　世界観というものは、決して他の世界観と並存しようとする意志はないのだから、その世界観が、有罪なりと判定をくだした現存状態と協働していこうというつもりはなく、反対にこの状態と自分に敵対するすべての理念界にあらゆる手段で闘うこと、すなわちその崩壊を準備することを義務と感ずるのである。

　この純粋に破壊的な闘争──この闘争はあらゆる敵によってすぐにその危険を認められ、それゆえいっしょになって防衛につとめるに違いないのだが──もまた積極的な闘争──この闘争は自分の新しい思想界を貫徹するために攻撃するのだが──も、ともに毅き然ぜんたる闘士を必要とする。そのように世界観が、その時代、その民族の中の最も勇気と実行力のある分子を一列にならべて、闘争力をもったがっちりした組織に形づくったときにのみ、世界観はその理念を勝利に導くであろう。けれどもそのためには、これらの人々に顧慮をはらいながら、その一般的世界像の中から一定の思想を抜き出し、それをこの新しい人間の団体に信条として役に立つような簡潔な、スローガン的な短い適当に思える形式にまとめることが必要である。単なる政党の綱領は、次の選挙がうまく行なわれるための処方箋であるにすぎないが、世界観のプログラムは、現存の秩序、現存の状態、要するに現存の世界観一般に対する宣戦布告の定式を意味するのである。




指導と服従

　その場合この世界観のために闘う各人が、運動の指導者の根本的理念と思考過程について完全な洞察と詳細な知識をもつことは、必要ではない。むしろ、二、三のきわめて大きな視点を明確にし、そして本質的な基線を忘れがたい程度に心に刻みつけることが必要であり、各人がその運動とその教説の勝利の必然性を完全に認識していることが必要である。個々の兵士にしても、高等戦術の思考過程をすべて知らされているわけではない。むしろ兵士は厳格な規律を守ることや、自己の本分たる正義と力を熱狂的に確信することや、そのために完全な態度をとることを、教育されているのだ。大きな規模と大きな未来と最大の意図をもった運動の個々の信奉者にも、これと同じことが行なわれねばならないのである。

　ある軍隊の個々の兵士が、教養や見識だけをとってみた場合、例外なく将軍なみであったならば、役に立たないだろう。同じようにある世界観の代表としての政治運動も、それがただ「才さい気き煥かん発ぱつ」の人間のための池にすぎないならば、役に立たないだろう。そうだ、政治運動もまた単なる兵卒を必要とする。そうでなければ、内面的規律が得られないからである。

　組織の本質には、最高の精神的指導者に、数多くの非常に感激しやすい大衆がつかえるときにのみ、成立しうるということがある。まったく同じ知的能力をもつ二百人の人間の団体は、百九十人の知的に劣った能力をもつものと、十人のより高い教養をもつものからなる団体よりも、けっきょくは訓練することがいっそう困難だろう。

　社会民主党は、かつてこの事実から大きな利益を得た。社会民主党は兵役を終えて、すでに軍隊で訓練を受けてきた人々をわが民族の広範な層からつかみ、そして軍隊と同じように厳格な党の規律の中へおいたのである。その組織も将校と兵士とからなる軍隊のようなものであった。兵役を終えたドイツ手工労働者が兵士になりユダヤ人のインテリが将校になった。その場合ドイツ人労働組合員は、下士官団と見ることができる。わがブルジョアジーがいつも頭をふって見ていたもの、すなわちマルクシズムにはいわゆる教養のない大衆だけが属していたという事実が、実際にはマルクシズムの成功の前提だったのだ。というのは、ブルジョア政党がその一面的な知性に流れて、役に立たない、規律のない団体であったのに対し、マルクシズムは知識のない人々を材料として党の兵士からなる軍隊を形成し、その党兵は、かつてドイツ将校に服従したようにいまやユダヤ人の指導者に完全に盲目的に服従したからである。ドイツ・ブルジョアジーは、ずっとお高くとまっていたので心理的問題よりもこの問題については原則的に注意していなかった。ここでもまた、この事実の深い意味とかくれた危険性を認めるために、よく考える必要はないと思っていたのだ。人々は反対に、「インテリゲンツィア」の層のみからなる政治運動は、すでにそれだけで価値があり、教養のない大衆よりも政治に関係する権利も大きく、そのうえその確率さえも多い、と信じていたのだ。人々には、政党の強味というものは、決してその党員各人のできるだけ大きな自主的な精神性にあるのではなく、むしろ党員が精神的統率におとなしくついていく規律正しい服従にあるのだ、ということが決してわかっていなかったのだ。決定的なものは指導自体である。もし二つの兵団があい戦うならば、各個人が最高の戦術的教育を受けている側が勝つのではなく、最もすぐれた統帥部と、同時に最も規律正しい、このうえもなく盲目的に服従する、最もよく訓練された部隊が勝つだろう。

　これが、われわれが世界観を実行にうつす可能性を検討する場合に、つねに念頭におかねばならない最も原則的な認識である。




運動の指導原理

　われわれが世界観を勝利に導くためには、このように世界観を闘争運動に転換せねばならないとしたら、論理的にいって、運動のプログラムは、その運動を実行せんとする人材を顧慮しなければならない。終局目標と指導理念は不動でなければならないが、同様に党員募集のプログラムは、かれらの助力がなくてはこのすばらしい理念も永遠に理念たるにとどまるであろうから、独創的で心理的にぴったりと、かれらの心に適合しなければならないのだ。

　もし民族主義的理念が、今日の不ふ明めい瞭りような願望から明白な成果に達しようとするならば、その場合その理念は広い思想界からその本質と内容において適当であり、大衆に義務を感じさせるような一定の指導原理を抽出し、実際にしかしながら大衆がこの理念の世界観的闘争を保証するものでなければならない。これがドイツ労働者階級なのである。

　だから新運動の綱領は、少数の、全部で二十五か条に総括されたのだ。これらはまず民衆の人々に運動の目的としているだいたいの像を与えるために定めたものである。これはいわば政治的信仰告白であり、一方では運動のために宣伝し、他方では集まってきた人々を共通に認めた義務によって団結させ、一致させるに適しているのである。

　そのさい次のような洞察を決して忘れてはならない。すなわち、いわゆる運動の綱領は、その終局目標においてはたしかに絶対に正しいのであるが、その表現においては心理的契機を顧慮しなければならず、時代がたつとともにもちろん個々の、あるいは一定の条項は他の表現を用いたほうがよく、もっともよい表現を用いねばならない、という主張もでてくるに違いないということを、である。だがそういう試みは、たいていみんな悪い影響を及ぼす。というのは、そうすることによって確固不動たるべきものが討論にゆだねられ、そしてひとたびある点がこの信念的、断定的な規定から除かれるならば、新しい、もっとよい、そしてなによりも統一的な規定はすぐには出てこないし、むしろ際限のない討議や全般的な混乱におちいってしまうだろうからだ。こういう場合にはいつも、もっといいものは何であるか、を考えるべきである。すなわち運動の内部に論争をひきおこすような、新しいより効果的な構成がよいか、あるいは目下のところ最良の形ではないかも知れないが、内部では団結し、不動で内面的にはまったく統一的な組織であるほうがよいか、ということである。あらゆる点から見て後者を選ぶべきである。というのは変更する場合にはいつもただ外面の形式を与えることが問題なのであり、そういう修正はいつでもできるし、またいつでも直したいと思うものだからである。だがけっきょく人間は皮相的なものだから、綱領の純外面的な表現を、運動の最も本質的な課題と見るような大きな危険が、生ずるのである。さらにそれとともに理念自体のための闘争の意志と力は消えうせ、外部に向かうべき活動は内部の綱領争いにおいて精根つきはてるのである。

　だいたい実際上正しい教説の場合には、たとえある表現が現実にまったく即さなくなった場合でさえも、その表現を保持するほうが、それを訂正していままで確固として通用していた運動の原則を一般の討論にゆだねて最悪の結果を招くよりは、害が少ないのである。運動自体がいまなお勝利を求めて闘っている間は、なによりもそれは不可能である。というのは、もしも人々がその外面的形式をいつも変更していて、不確実さと疑惑をひろめるならば、いかにして一般の人々に教説の正しさを盲目的に信じさせることができようか。

　本質的なものは決して外面的な表現にではなく、つねに内面的な意味の中にのみ求められるべきである。そしてこの内面的な意味は不変であり、それについて関心をもってのみ人々は、分裂したり不安を生じたりするいっさいの過程を遠ざけることによって、その運動がその闘争に必要な力を保持することをけっきょく期待しうるのである。

　ここでもまた人々は、カトリック教会に学ばねばならない。カトリックの教説は多くの点で精密科学や研究とあいいれず、ある部分は完全に衝突するところもあるが、それにもかかわらずカトリック教会は、その教義の一小節さえも犠牲にしようとしないのである。カトリック教会は、その抵抗力がそのときどきの学問的成果──事実それはいつも動揺しているが──に多かれ少なかれ適応するところにあるのではなく、むしろ一度決定されて全体にはじめて信仰性を与えたドグマをかたく固執することにある、ということを非常に正しく知っているのである。それだから、カトリック教会は今日では、いままでよりももっと確固たるものになっているのである。現象が動揺すればするほど、教会自体は諸現象が連続しておこる中のいこいの極として、ますます盲目的信者を獲得しうるのだ、と予言してもいいだろう。

　かくして、民族主義的世界観の勝利を実際にまじめに望むものは、第一にただ闘争能力のある運動のみがそういう成果を獲得するに適しているのだ、ということを認識するだけでなく、第二にそういう運動自体が、動揺することなき確固とした不変さをもった綱領を基礎としてのみ存立することができる、ということを認識しなければならない。綱領を作成するときには、そのときどきの時代精神に譲歩してはならず、一度有益だとみた形式を、どんなときでも運動が勝利の栄冠にかざられるまでは、長く保持しなければならない。それ以前にあれやこれや綱領の合目的性について議論しようと試みるならば、その信奉者がそういう内部の討論に関与するにしたがって、そのすべてが運動の団結と闘争力を分裂させるのである。それとともに、今日行なわれた「改革」が、次の日にさらにもっとよい代用物をみつけるために、すぐに明日新たに批判的吟味を受けえないというのではない。ここで一度さくを破るものは道をひらくのであるが、その始めはわかっていても、その終りはいつになるかわからないのである。

　この重要な認識は、新しい国家社会主義運動に応用されなければならない。国家社会主義ドイツ労働者党は、この二十五か条の綱領とともに動かすべからざる基礎を得るのだ。われわれの運動の今日および将来の成員の課題は、この指導原則を批判的に改造することにでなく、むしろその指導原則にかれらを義務づけることにある。というのはさもなければ、次の世代も、新しい運動に新しい信奉者や、したがって新しい力を供給するかわりに、とうぜん党の内部におけるそういった純粋の形式的な活動に、あらためてその力を消費してしまうからである。

　信奉者が多くなるにつれて、われわれの運動の本質はわれわれの指導原則の文字の中にはなく、むしろわれわれがその指導原則に与えることができる意味の中に、多くあるのだ。

　この若い運動は、かつてこういう認識にもとづいてその名称をつけたのだ。その後その認識にしたがって綱領がつくられ、さらに綱領の普及のやり方もそこに基礎があったのだ。民族主義の理念に勝利をもたらすためには、民族の党がつくられねばならず、党は知識階級の指導者ばかりでなく、手工労働者も含まねばならなかったのだ！

　こういう強力な組織なしに民族主義の思考過程を実現しようとする試みはすべて、過去におけるごとくまさしく今日においても、また未来永劫にムダである。だがそれゆえこの運動がみずからこの理念の先頭にたって闘う闘士であり、同時にその代表であると感ずることは、権利であるばかりでなく、義務である。国家社会主義運動の根本思想が非常に民族主義的であるように、同時に民族主義思想もたいへん国家社会主義的である。だが国家社会主義が勝とうとするならば、国家社会主義は絶対に、もっぱらこれを確認することを認めなければならない。国家社会主義はこの場合にも、国家社会主義ドイツ労働者党のわく外で民族主義的理念を主張しようとすることはすべて不可能であり、たいていの場合まさしくインチキだという事実を、極度に強調することは、権利であるばかりでなく、義務でもある。

　もし今日、われわれの運動が民族主義理念をあたかも独占しているかのように非難するものがあれば、それに対する答はただ一つである。すなわち、

　独占しただけでなく、実践のためにつくったのだ、と。

　なぜなら、いままでこういう概念のもとに存在したものは、わが民族の運命に少しでも影響を及ぼすには適していなかったからだ。というのは、これらの理念にはすべて明白な統一的表現が欠けていたからである。たいてい多少とも、相互に矛盾することもまれでない正当さについての個々の支離滅裂な認識が問題であり、どんな場合でもおたがいの内的結合というものはなかったのだ。そしてたとい内的結合が存在していたとしても、それは弱く、運動を調整し組み立てていくには決してじゅうぶんではなかったのだ。

　だが国家社会主義運動だけが、これを遂行したのだ。

　　　　　　　＊

国家社会主義と民族主義的理念

　今日ではあらゆる団体やグループは大小を問わず、また「大政党」も、「民族主義的」ということばをわがもの顔に主張しているがこれ自体まったく国家社会主義運動の活動の結果である。この活動がなければ、これらのすべての団体は決して「民族主義的」ということばを主張することすら、思いつかなかったであろう。かれらはこのことばが何を意味するか、を一般に考えもせず、その指導者たちはどこから見てもこの概念に少しも関係などなかったであろう。この概念を内容豊かなことばに仕上げ、いまではできるだけ多くの人々が口にするようになったのはまず国家社会主義ドイツ労働者党のはたらきであった。なによりもこの運動の信奉者の募集活動を成功させて、この民族主義思想の力を示し、実証したのである。そのようにして、他のものの利欲を刺激して、少なくとも口先きだけでも同じようなものを欲しているようにしむけたのだ。

　それらの政党が従来すべてのものを自分の選挙の小さな投機に利用していたのと同様に、これらの政党にとっては民族主義的という概念は、今日でもまったく皮相的な空虚なスローガンにすぎず、それによって自己の党員をふやし、国家社会主義運動の信奉者獲得力をそいで、平均化しようとするのだ。というのはかれら自身の存続に対する心配と、同じく新しい世界観を担っているわれわれの運動──かれらもこの運動の危険な排他性と同じようにその普遍的な意義を予感したので──の台頭に対する不安が、かれらが八年前には全然知らず、七年前には嘲笑し、六年前にはたわごとだといい、五年前には反対し、四年前には憎悪し、三年前には告訴し、ついに二年前には自己のものにして、そして闘いのときの声として闘争に用いるために他のスローガンと併用するようになったことばを口にさせたからである。

　そして今日ですら人々は、これらのすべての政党が、ドイツ民族に何が必要であるかということがわかっていないのだ、ということにつねに注意せねばならない。これに対するいちばん適切な証拠は、かれらがこの「民族主義的」ということばを口にする皮相さかげんだ！

　そのさい、見せかけだけ民族主義者のようにうろつきまわり、空想的計画をつくりだすが、たいていはなんらそれ自体正しかるべき確固とした理念にもとづかず、孤立しているがある大きな統一的闘争団体をつくるという意味でもなく、またそうしたものをつくるには適当でないといったもののほうがすべて、これに劣らず危険である。一部は自分の考えから、一部は読んだものから綱領をつくりあげる人々は、民族主義的理念と敵対するものよりももっと危険である。かれらは最もうまくいった場合でも非生産的な理論家であるか、たいていは破壊的な大言壮語家であり、放浪のため顔一面にひげをはやし、原始ゲルマンのようなわざとらしい所作によって、自分の行動や能力の精神的、思想的空虚さに仮面をかぶせうると信じているのだ。

　だから、これらすべての無益な試みに対比させて、若い国家社会主義運動が闘争をやり始めた時代を思いだすことは、いいことである。







　第六章　初期の闘争──演説の重要性




毒化宣伝に対する闘争

　一九二〇年二月二十四日のホーフブロイハウスのフェストザールでの第一回大集会の記憶が消え去らないうちに、はやくも次の大集会の準備が行なわれた。そのころまでミュンヘンのような都市で、月に一度、あるいは隔週に一度、小さな集会を開催しようとすることができるかどうか、疑わしいものとされていたのであるが、いまや八日に一度、つまり毎週一回のわりで大民衆集会を開こうということになった。その場合われわれはただ一つの不安にたえず悩まされた、とはっきりいう必要もない。すなわち、人々が集まってくるだろうか、人々はわれわれのいうことを聞いてくれるだろうか、ということだった。──個人的には当時すでに、人々が一度集まってきさえすれば、かれらは帰らずに演説についてくるにちがいない、という揺るぎない確信をいだいてはいたが。

　このころミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールは、われわれ国家社会主義者にとっては、ほとんど荘厳な意味をもっていた。毎週一回の集会。ほとんどいつもこの部屋を用いる。そして回を追うごとにこの広間はだんだんといっぱいになる。そして人々はますます熱心に傾聴してくるのだ！　そのころだれも気にかけなかった「戦争の責任」から出発して、講和条約にいたるまで、およそアジテーションの目的にかない、あるいは理念的に必要だと考えられるものは、ほとんどすべて扱われた。特に講和条約そのものには、最大限の注意がはらわれた。当時この若い運動が大衆に向かっていつも予言していたものはなんであったか、そして今日までその中のほとんどすべてが、いかに適中したことか！　今日では、人々はこれらのことについて簡単に語ったり、書いたりすることができる。だが当時「ヴェルサイユ講和条約」をテーマとし、市民的俗物がでなく、けしかけられたプロレタリアの集まる公開大衆集会を開くということは、共和制に対する攻撃を意味し、君主制でないまでも反動的志操の特色を意味するものであった。ヴェルサイユ条約批判が一言でもなされるとすぐに、人々は型通りのヤジをとばしたのだ。「さてブレスト・リトフスク（※１）は？」、「ブレスト・リトフスク？」と。大衆は次から次へと、声がかれるか、演説者がついに説得することをやめるまで、わめくのだった。こういう群集に対しては、絶望のあまり頭を壁にうちつけてしまいたいぐらいだった！　群集は、ヴェルサイユ条約が恥辱であり、屈辱であるということを、実際この強制的命令がわが民族からの前代未聞の略奪を意味しているということすらも、聞こうともしなかったし、理解しようともしなかったのだ。マルクス主義的破壊工作と敵意ある毒化宣伝が、これらの人々からあらゆる理性をとり去っていた。そしてこれに対して人々は、ひとつも不平をいうことができなかったのだ。というのは、他の側（※２）の罪も計り知れないほど大きかったからなのだ！　ブルジョアジーはこの恐るべき破壊を停止するために、またそれに対抗するために、そして真理をより良く、かつより根本的に解明することによって道を自由に開くために、何をしたのだろうか？　何もしなかった。もう一度いうが何もしなかったのだ！　わたしは当時、今日の偉大な民族主義の使徒を、一人たりとも見かけなかった。おそらくかれらは、小さい会合で、お茶のテーブルで、あるいは同じような考えのものが集まるサークルで、しゃべっていただろう。だがかれらがいなければならなかった場所、すなわちおおかみどものまっただ中には、かれらはあえて出ようとはしなかったのだ。いっしょにほえることができる機会を除いてはである。

　だがそのころわたし自身には、まっ先に運動を起したこの小さい根幹のために、戦争責任の問題が解決されねばならない。しかも歴史的真理の意味において解決されなければならない、ということが明白になっていた。われわれの運動が、最多数の大衆に講和条約についての知識を伝えてやったことが、将来においてこの運動が成功した前提だった。大衆がこの平和をすべて民主主義の成果だと依然として見ていた当時、われわれはこれに対して抵抗し、人々の脳裏に永遠のこの条約に敵対するものとして、銘記されねばならなかった。その後この見せかけだけの金ピカ物のにがい現実が、あらわな憎しみをありのままにあらわしてきたとき、われわれの当時の態度が思い出されたことが、かれらの信頼を獲得することになったのだ。

　すでにこのころからわたしは、重要な原理的問題において──その重要な原理的問題について全体の世論が誤った態度をとっている場合には、人気だとか、憎悪だとか、あるいは闘争だとかを顧慮しないで、いつでも世論に抵抗する態度をとっていた。国家社会主義ドイツ労働者党は、世論の捕吏であってはならず、世論の命令者にならねばならなかった。国家社会主義ドイツ労働者党は、大衆のしもべではなく、主人になるべきなのだ！




時流に抗して

　もちろん、特にまだ弱々しい運動にとっては、ある優勢な反対者が、かれの誘惑技術によって民衆を狂気のような決断や、あるいは誤った態度をとらせることに成功した瞬間に、自分もそれと協議したり、いっしょに叫んだり、ついには、この若い運動自体の視点からみて──みせかけだけのものではあるが──若干の根拠があると思える場合はさらに、大きな誘惑があるものだ。そのさい、人間の卑怯さは、たいていいつも「自己の視点」からそういう犯罪に仲間入りしようとすることを正当らしくみせかける何物かを発見するそういう根拠を、なお熱心にさがすのである。

　わたしは二、三度こういう場合を体験した。その場合には、この運動という船が、人工的に扇動された一般的潮流にはいりこまないために、あるいはもっとよくいえば、この潮流に押し流されないために、このうえないエネルギーが必要であった。最近では、実際ドイツ民族の存在などはどうでもよい悪魔（※３）のようなドイツの新聞が、南ティロール問題をドイツ民族にとって災となるにちがいない重大問題にまでもちあげることに成功したときである。多くのいわゆる「国家主義的な」人々や政党や団体は、だれのために心配してくれるのかということは考えようともせず、ただユダヤ人によって扇動された世論を恐れる卑怯さから、一般の叫びに従い、そしてわれわれドイツ人が、まさしく今日のような状態においては、この堕落した世界における唯一の希望の光として感ぜねばならない組織に対する闘争を支持するために、無意味な手助けをしたのだ。国際的なユダヤ世界が、徐々に、だが確実に、われわれののどをしめつけているあいだに、われわれのいわゆる愛国者たちは、少なくとも地球上の一箇所でユダヤ的＝フリーメイスン的束縛から脱し、国家主義的抵抗でこの国際的世界害毒に対抗しようとあえて試みた人間と組織に反対してわめきたてるのである。だが性格の弱いものにとっては、簡単に帆を風にまかせ、世論の叫びに降服するということは、誘惑的なことだった。そしてその降服が問題なのだ！　人間は、内心に虚偽と劣悪さとをもっているから、おそらく自分自身に対してすらなんといっても降服だとは認めないかもしれないが、しかし、かれらをさそって協力させたのは、ユダヤ人によって扇動された民衆世論に対する臆病と不安だけだった、ということの真実さには変りはない。他のいかなる理由づけもすべて、罪の意識のある小罪人のあわれむべき逃口上なのだ。




深慮遠謀の政策

　それゆえ、運動がこの方向に向かって破滅することを防ぐために、鉄[image: 拳]をもってこの運動を急転回させることが必要であった。大きな炎がただ一方にばかり燃えあがっているように、世論があらゆる推進力によってあおっているときに、こういう転換をやろうとすることは、もちろんすぐにはたいそう俗受けがしないし、実際それを敢行する勇気のあるものは、往々にして生命の危険にさらされるのである。だが、こういう時に行動を起して石でうち殺され、その後、後世の人々がひざまずいて感謝する原因となっている人物は、歴史上少なくないのである。

　だが運動が期するところはそこにあるのであり、現代の瞬間的賛成ではないのである。こういう時には個人としては不安な気持になるのも、もっともである。だが一度このときをすぎれば、救済がくること、そして世界を革新しようとする運動は瞬間にではなく、未来に奉仕するものである、ということを決して忘れてはならないのである。

　歴史上、最も偉大な、最も持続的な成果というものは、たいていは、それが一般的世論やその認識、さらにはその意志に最もするどく対立するものであるから、そのはじめのころはまったく理解されないのが普通である、ということをそのさい人々は確認することができる。

　われわれは当時われわれが公にデビューした最初の日にすでに、それを経験することができた。事実われわれは、「大衆の愛顧を得よう」としたのではなく、これら民衆の狂気に対立したのだ。いたるところでそうだった。このころにわたしはわたしのいおうとした反対のものを信じ、わたしが信じていたものと反対のものを欲している人々の集会に、ほとんどいつもでていったのである。二時間にわたり、二千人から三千人に対して、かれらがいままで確信していたものから引きあげてやり、一撃一撃とかれらのいままでの見解の基礎を破壊し、そしてついにかれらをわれわれの信念や世界観の土台にまで導いてやることが、わたしの仕事であった。




演説の経験

　わたしは当時、短期間のうちにある重要なことを学んだ。すなわち、敵の手からただちにその抗弁の武器をたたき落すことである。われわれの相手は、特に討論する演説者の場合には、一定の脚本をもってあらわれる。そこにおいてはわれわれの主張に対する反はん駁ばくがくりかえしてなされる。だからこの過程がいつも同じなのは、目的を意識した統一的訓練があることを示しているのだ。実際にもそうだったのだ。われわれはここで、相手の宣伝が信じられないぐらいに訓練されていることを知ることができた。この宣伝を単に無効にしたばかりではなく、ついにはそれと同時に宣伝の首謀者すらもたたきつける手段を発見したことを、わたしは今日でも誇りに思っている。二年後にわたしはこの技術を完全にマスターした。

　どんな演説のときにも、討論のさいにでてきそうな相手の異論の内容や形式を想定して、前もってはっきりとさせておき、そしてこれをさらに自分の演説の中で、手まわしよく残るくまなくやっつけることが重要である。でてきそうな反駁自体をいつもただちにあげて、そしてその根拠の薄弱さを示すことが、その場合有効であった。聴衆は、たとい教えこまれた異論でもっていっぱいつまっていても、それとは別に正直な気持でくるものであるから、かれらの記憶にきざみこまれた疑念を前もって解決しておくことによって、比較的容易にかれらを獲得した。かれらにたたきこまれたものは、おのずから論駁され、その注意はますます演説に引きつけられたのである。




講和条約についての説明

　わたしはすでに、軍隊でいわゆる「教育係」として、「ヴェルサイユ講和条約」についてはじめて講演をしたが、爾じ後ごは「ブレスト・リトフスクおよびヴェルサイユ講和条約」について話すというところまで変更したのは、前述のような理由からであった。というのは、すでに最短期間に、実際わたしのこの最初の講演について討論が行なわれている間でさえも、人々はブレスト・リトフスクの講和条約については実際はまったく何も知らず、むしろこの条約をかれらの政党の老練な宣伝が、まさしく世界で最も屈辱的な圧制行為の一つだと言明していたことを、わたしが知ったからである。幾百万のドイツ人がもはやヴェルサイユの講和条約の中にブレスト・リトフスクでドイツ人がなした犯罪に対するとうぜんの報酬だけを見て、したがってヴェルサイユ体制に対して実際に闘争することはすべて不正であると感じ、しばしば真剣に、道徳的に憤激したが、それは大衆にかかる虚偽が不断にくりかえし述べられたしつようさに帰するものであった。そしてまた破廉恥の、身の毛もよだつ「賠償」ということばがドイツに流布されたのも、原因はここにあった。このうそにみちた偽善が、幾百万のわれわれの扇動された民族同胞には実際により高い正義の実行に思えたのだ。恐るべきことだが、それは事実だった。これに対する最もよい証明を、ブレスト・リトフスク条約についての見解を先にのべたヴェルサイユ講和条約に対する──わたしがはじめて行なったのだが──宣伝の成果が、伝えている。わたしはこの二つの講和条約を対立させ、各案ごとに比較し、第二の条約（※４）の非人道的残虐さと反対に第一の条約（※５）の実際にこのうえもなく人道的なことを示した。そしてその成果は決定的であった。当時わたしは、このテーマについて二千人の会衆を前にして語った。そこでは三千六百の敵意ある視線にしばしばぶつかった。三時間後には、眼前に神聖な憤激とはてしない憤怒にみちた波うつ大衆がいた。あらためて千をもって数える群衆の心と頭脳から大きな虚偽がのぞかれ、そのかわりに真理が植えつけられたのである。

　二つの講演、すなわち「世界大戦の真の原因」と「ブレスト・リトフスクおよびヴェルサイユ講和条約」についての講演を、当時わたしは最も重大なものと考えていた。それゆえわたしはそれらを数十回もいつも新しい表現でくり返し、くり返し行なった。ついには少なくともこの点については、一定の明白な統一的な見解が人々の間に広がり、これらの人々の中から運動は最初の党員を得たのである。




演説は書物より影響が大きい

　これらの集会は、わたし自身にとっても利益があった。すなわちわたしはだんだんと民衆大会の演説者に変っていった。荘重さとか、千人を包含する大きな会場が要求する身振りに熟達してきたのである。

　すでに強調したように、小さいサークルにおいてなら別だが、あたかも自分たちが世論に転換をもたらしたかのように、今日大言壮語している諸政党によって、この方向への啓けい蒙もうが行なわれたことを、わたしはこのころに見たこともなかった。だが、もしいわゆる国家主義的政治家がどこかでこの方向について講演したとするならば、それはたいていすでに自分と同じ信念をもっていた仲間に対してだけであって、しかもその場合に発言したことは、せいぜい自分たちに固有な考え方を強調するにすぎないものであった。だが当時そんなことは問題ではなく、従来かれらの教育や認識によって反対の立場に立っていた人々を、啓蒙と宣伝によって獲得することだけが問題だったのだ。

　また、われわれはパンフレットをこの啓蒙のために利用した。わたしは軍隊にいたときすでに、ブレスト・リトフスクおよびヴェルサイユの講和条約の対比をのべたパンフレットを作り、それは、流布するために大量部数に達した。わたしはさらにその後、党のためにその残部をひきうけたが、ここでもまた効果はよかった。そのために第一回の集会は、机の上があらゆるかぎりのパンフレット、新聞、小冊子などでいっぱいだったことが目立った。けれども重点は語られることばにおかれていた。そして事実上また、──そして実際に一般的な心理的根拠からも──このことばだけが大革新を招来する立場にあるのだ。

　わたしはすでに上巻において、すべての力強い世界的革新のでき事は、書かれたものによってではなく、語られたことばによって招来されるものだ、と述べた。一部の新聞では、その点についてそうとう長い論議を行なった。もちろんその論議においては、特にわがブルジョア的狡こう猾かつ者しやによって、このような主張に対する非常にきびしい反対をうけた。だが反対が起ったというこの根拠が、すでに懐疑者を論駁しているのだ。というのは、こういう考え方に対してブルジョア的インテリゲンツィアが抗議するのは、かれら自身が語られたことばによって大衆に影響を与える力と技術をあきらかに欠いていたがために、つねに純粋の文筆活動だけに没頭し、演説によって実際に扇動的に活動することをあきらめているからである。だがこういう慣習は時がたつにつれて、今日わがブルジョアジーを特徴づけているもの、すなわち大衆への働きかけと、大衆への影響に対する心理的本能の喪失に導くにちがいないのである。

　演説者は、大衆が自分の評論をどの程度理解してついてくることができるか、また自分のことばの印象や効果が所期の目的をはたしているかどうかを、たえず聴衆の顔付から計り知ることができるかぎりにおいて、かれは自分が語っている大衆からたえず自分の講演を修正してもらえるのに、文筆家は読者一般を知ることができない。だから文筆家は、はじめから自分の目前にいる一定の大衆を目標とすることができず、まったく一般的に論述するのである。だがそのためにある程度までかれは、心理的な鋭敏さと、後にはしなやかさを失うのである。それだから一般にりっぱな演説家は──文筆家がたえず弁論術を練習しないかぎり──りっぱな文筆家が演説する以上にいつももっとうまく書くことができるであろう。そのほかに、大衆自身というものは不精なもので、古い慣習の軌道にはまって動こうとせず、そして自分が信じているものにぴったりしなかったり、自分が望んでいるものを書いてなかったりすると、自分自身からは好んで何か書かれたものに手を出さない、ということがある。だから一定の傾向をもった書物は、たいていは以前からこの傾向に属している人が読むだけである。それとともに、せいぜいパンフレットかポスターがその簡潔さによって、意見の異なる人々の場合にも注意を一瞬間ひくことを考えることができる。フィルムをも含めたあらゆる形式の像が、疑いもなくもっと大きな効果をもつのである。ここでは人間はもはや知性をはたらかす必要がない。眺めたり、せいぜいまったく短い文章を読んだりすることで満足している。それゆえ多くのものは、相当に長い文章を読むよりも、むしろ具象的な表現を受けいれる用意ができているのである。像というものは、人間に、かれが書かれたものについて、長いことかかってやっと読んだものから受けとる解明を、ずっと短時間に──一撃でといってもいいぐらいに──与えてしまうのである。

　だが最も本質的なことは、書物はどのような手に落ちるかわからないのに、一定の表現を保持しなければならない、ということである。この表現が、その読者たるものの精神的水準や本質的性質にぴったり応ずれば応ずるほど、一般にその効果はますます大きいのである。だから大衆を目的とした書物は、はじめから文体と程度において、より高度の知識層を目的とした著作物とは異なった効果があるようにせねばならない。

　ただこういう種類の適応能力をもつことによってのみ、書かれたものが語られたことばに近づくのである。演説家は、書物と同じテーマを、かまわずに取扱うことができる。けれども、かれが偉大な天才的な民衆の演説家であるならば、同じ主題や同じ題材を二度と同じ形式でくりかえさないであろう。その時々の聴衆の心に語るために必要なことばが、その場で感情に合してちょうど流れ出すように、つねに大衆によって動いていくに違いない。けれども、かれがもし少しでも間違っているならば、いつでもかれの目前にはいきいきした訂正があるのだ。すでに上述したように、演説家は聴衆の表情によって、かれらが第一に自分がいったことを理解したかどうか、第二にかれらが全体についてくることができるかどうか、そして第三にどの程度まで提議したものの正しさについて確信したか、ということを読みとることができるのである。第一に──かれは聴衆が自分のいったことを理解しないと見たならば、かれは最も劣等なものでさえも理解できるにちがいないぐらいに、その説明を単純に平易にするだろう。第二に──かれは聴衆が自分についてくることができないと感じたならば、みんなの中で最も頭の弱いものすらとり残されない程度に、自分の思想を注意深く、徐々に組みたてる。そして第三に──聴衆が自分の提議したものの正しさを納得していないように思えるかぎり、これをたびたび、つねに新しい例をくりかえし、また口に出さないまでも感じとれる聴衆の異論は、自分からもち出して、ついには最後まで反対するグループさえも、かれらの態度や表情によって、自分の論証の前に降伏したと認められるまで、反駁し、粉砕するであろう。

　そのさい、人間というものは、知性に根拠をもたず、たいていは無意識に、ただ感情によってのみささえられた先入見にとらえられていることがまれでない、ということが問題である。こういう本能的な嫌悪、感情的な憎悪、先入的な拒否というようなさくを克服することは、欠点のある、あるいは誤った学問的な意見を正しくなおすことよりも、千倍も困難である。誤った概念やよからぬ知識というものは、啓蒙することによって除去することができる。だが感情からする反抗は断じてそれができない。ただ神秘的な力に訴えることだけが、ここでは効果があるのである。そしてそういうことはつねに文筆家にはできず、ほとんどただ演説家だけがなしうるのである。

　これに対しては、わが民衆の間に幾百万という法外な部数で氾はん濫らんしている、往々にして非常に巧妙につくられたブルジョア新聞があるにもかかわらず、新聞は大衆がこのブルジョア社会の人々のまさしく最もするどい敵となることを防ぐことができなかったという事実が、このうえもなく適切な証拠を与えている。毎年毎年主知主義から発刊される新聞の洪水や書籍のすべては、油を塗ってある革から流れ落ちる水のように、幾百万という下層階級の人々の間にすべりおちるのである。これはただ二種類だけ論証することができる。すなわち、これらすべてわがブルジョア社会の文筆家の内容が正当でないか、あるいは著作物によってのみでは、大衆の心に達することができないかである。もちろん、この著作物自体が、新聞の場合がそうであるように、ほとんど心理的に調整されていない場合は、特にそうである。




演説によるマルクシズムの成功

　けれども（これはベルリンのある大きなドイツ国家主義新聞がしたように）マルクシズム自体がまさしくマルクシズムの著作物によって、特にカール・マルクスの基礎的労作の影響によって、この主張に対する反証を提供している、とだけは答えてほしくない。誤った見解を支持するのにこれ以上皮相的なものはありえないであろう。マルクシズムに、大衆に対する驚嘆に値する力を与えたものは、決してあのユダヤ人の思想界の形式的な文字で書かれた著作物ではなく、むしろ幾年もの間に大衆をわがものにした演説による巨大な宣伝の波である。十万人のドイツ労働者のうち、平均してこの著作物を百人も知ってはいない。この著作物は以前から、多くの下層階級から出てこの運動に実際に関与しているものよりも、インテリ、特にユダヤ人によって千倍も研究されたのである。しかもそのうえこの著作物は、大衆のために書かれたものでなく、もっぱらユダヤ人の世界制覇機関の知的指導のために書かれたものなのだ。かれらはそれをまったく別の材料によってたきつけた。すなわち新聞だ。けだしマルクシズムの新聞が、ドイツのブルジョア新聞から区別されるのはこの点である。マルクス主義の新聞は扇動者によって書かれ、ブルジョア新聞は文筆家によって好んでアジテーションをやっていこうとするのだ。ほとんどいつも集会場から編集局へやってくる社会民主党のつまらぬ編集者は、期待にそむかず比類なく大衆を知っている。だがブルジョア的ヘボ文士は、かれの書斎から大衆の前に出てくるのであるから、すでに大衆の気息だけで病気になり、それゆえ文章的なことばだけで途方にくれて大衆の前につっ立つのである。

　マルクシズムに幾百万の労働者を獲得させたものは、マルクシズムの教父たちのお筆先ではなく、むしろ偉大なる扇動の使徒から始まって、小さい労働組合役員、腹心の友、討論の演説家にいたるまでの幾万のうむことなき扇動者の、あくことのない実に強力な宣伝活動であり、無数の集会のためである。その集会ではこの民衆の演説家は、たばこの煙でもうもうたるレストランのテーブルの上に立ちあがり、大衆の頭にたたきこみ、そうしてこの人的資源の驚くべき知識を獲得することを知り、そしてそれが世論の城郭の最も正しい攻撃武器を選ぶ地位にかれらをはじめて置いたのである。さらに巨大な大衆デモ、十万人の行列がそれだった。これは小さいあわれむべき人間に、自分は小さいウジ虫であるにもかかわらず大きな龍の一部をなし、その紅ぐ蓮れんの吐息のもとに、にくらしいブルジョア社会がいつか火炎に化し、そしてプロレタリア独裁が最後の勝利を祝うのだ、という誇らしい確信を燃えあがらせるのだ。

　さらにこういう宣伝から、社会民主主義の新聞を読もうという気になり、心構えができた人々が出てきた。けれどもこの新聞自体、やはり書かれたものでなく、語られたものである。というのは、ブルジョア陣営では、あらゆる種類の教授たちや書物を書く学者たち、理論家や文筆家たちが、ときどき演説をしようとするのに、マルクシズムにおいては演説家がしばしば書こうとするからである。そして、なおここで特に問題になるのだが、ユダヤ人は一般に、そのうそつきの弁論術の機敏さと抜け目なさによって、文筆家としても作家などよりもはるかに扇動的演説家なのである。

　ブルジョア新聞界が（それ自体、大部分がユダヤ化しており、それゆえ大衆を実際に教化しようとする関心をもっていないということをまったく度外視しても）わが民族の最も広範な層の態度に影響をおよぼすことができなかった理由は、それである。




演説の効力の心理的条件

　感情的な先入見、気分、感覚などをくつがえして、他のものでおきかえることがどんなに困難であるか、またその成果がどれほど多くの計り知れない影響や条件にかかっているかということは、敏感な演説家ならば、講演が行なわれる時間すらもその効果に対して決定的な影響がありうるということを推測しうるのだ。同じ講演、同じ演説者、同じ演題でも午前十時と午後三時や晩とでは、その効果はまったく異なっている。わたし自身まだ新米のころに、集会を午前に定めたことがある。特に「ドイツ領土の抑圧に対する」抗議として、ミュンヘンのキンドル・ケラーで行なった示威を思い出す。キンドル・ケラーは当時ミュンヘンの最大のホールであったし、それは非常に大きい冒険だと思えた。運動の支持者やその他の参会者がみんな特に出席しやすいように、わたしは集会を日曜日の午前十時と定めたのだ。その結果はみじめなものだった。けれども同時に非常に教えられるところがあった。すなわちホールはいっぱいであり、印象も実に圧倒的だった。だが気分は氷のように冷やかであった。誰も熱してこない、そしてわたし自身演説者として、聴衆としっくり合わず、わずかの接触すら回復することができなかったことを、非常に残念に感じた。わたしはいつもよりもへたにしゃべったとは思わなかった。だが効果はゼロに等しく思えた。また、一つの経験が豊富になったのだが、満たされぬ気持でいっぱいになって、わたしは会場を去ったのだった。わたしはその後同じような方法で試みてみたが、同じような結果であった。

　これは驚くにあたらない。演劇に行って、なにか一つ劇を午後三時と同じ配役の同じものを晩の八時に見ると、人々はその異種の効果と印象に驚くであろう。この気分についてはっきりとしたものを得るだけの感覚と能力がある人は、午後の上演の印象が晩の印象ほど大きくないことが、すぐにわかるだろう。映画においてすら同じことがたしかにいえる。これは重要である、というのは、劇場では役者は午後には、夜の部ほど熱心にやらないかも知れない、ということができるからである。けれども映画は午後も、夜九時でも変っていない。そうだ、ここではちょうど会場がわたしに対するのと同じように、時間自体が一定の影響を及ぼしているのだ。よくわからない理由からではあるが冷静にさせる会場というものがあって、それがあらゆる気分の醸成に何か猛烈に反対するのだ。また人間の中にある伝統的な思い出とか観念とかが、印象を決定的に規定することができるのである。パルジファル（※６）はバイロイトで上演すると世界のどこでやるよりもいつも異なった効果がある。古いマルクグラーフの町のフェストシュピール・ヒューゲルにある建物の神秘的な魔力は、外観だけで代用することができず、また埋めあわせさえもできない。

　これらのあらゆる場合に、人間の意志の自由の妨害ということが問題になる。もちろんこれは集会の場合にたいていあてはまる。集会には反対の意見をもった人々が集まってくる。しかもかれらは爾じ後ご、新しい意図のために獲得されねばならないのだ。朝は──日中ですらもそうだが──人間の意志力は、自分と異なった意図や異なった意見を強制しようとする試みに対しては、このうえないエネルギーで抵抗するように思える。これに対して晩には、それらはより強い意志の支配力に、もっと容易に屈服するのである。というのはこういう集会はすべて、たしかに二種類の対立する力の格闘であるからだ。支配的な、使徒のような性質をもつもののすぐれた演説技術は、すでに最も自然にその抵抗力を弱められている人々を、精神的にも意志的にも緊張力を完全にもっているものよりも、もっとたやすく新しい意図に獲得することができるであろう。

　カトリック教会の、実際に人工的に作られたのではあるが神秘的な夢幻状態、燃えるローソク、香煙、香炉なども同じ目的に役立つのである。




演説家と革命

　演説家は反対者を転向させようとこうして格闘しているうちに、次第に宣伝の心理的条件に対して驚くべき敏感さに達するが、これが物を書く人にはほとんど例外なく欠けているのである。だから一般に限られた影響だけしかない書かれたものは、既存の心情や見解を維持し、固め、深化させることに役立つほうが多いのである。実際に偉大な歴史的変革というものはすべて、書かれたことばによってひき起されたのではなく、せいぜい変革にともなわれたものであるにすぎないのである。

　フランス革命は、本来しいたげられた民衆の情熱を刺激して、ついには、全ヨーロッパを恐怖で硬直せしめ、おそろしい火山の爆発をひきおこした大々的な扇動者によって指導された扇動軍がなかったとしても、いつか哲学的理論によって成就されたであろう、と信じてはいけない。最近の最大の革命的変革、すなわちロシアにおけるボルシェヴィキの革命も同様であり、レーニンの著書の結果起ったのではなく、大小無数の扇動の使徒たちの演説による憎しみにみちた扇動の結果なのである。

　非識字の民衆は、実際上カール・マルクスの理論的読物によって共産主義革命に熱狂したのではなく、ただすべてのものが一つの理念のために奉仕して民衆にもっともらしく説いた幾千の扇動者という輝ける天空によってである。

　民衆というものはつねにそうであったし、永遠にそういうものであろう。




演説家としてのベートマンとロイド・ジョージ

　わがドイツのインテリゲンツィアが、文筆家のほうが演説家よりも、その知性において必然的にまさっているにちがいないと信じていることは、まったくかれらの頑迷な世間知らずにふさわしい。こういう考え方は、すでに一度述べた国家主義新聞の批評によって実にすばらしく説明してある。すなわち、よく知られている大演説家の演説もただちに印刷されたのを見ると、往々にして幻滅を感じる、とそこで確認されているのである。それは、戦時中にわたしが手に入れた別のある批評を思い出すのである。それは、当時まだ軍需大臣であったロイド・ジョージの演説を綿密すぎるほどよく吟味し、この演説が精神的にも学問的にも価値が低く、そのうえ平凡なわかりきった結果を取扱っている、と才気煥発の確認をしていたのだ。そこでわたしはこれら若干の演説を小冊子の形にまとめられたものを入手し、この大衆の心に影響を与える心理的傑作を、普通のドイツ人の三文文士が全然理解していないということを哄こう笑しようせずにはおれなかった。これらの人々は、自分の鈍感な頭に残された印象だけで、この演説を判断したのだ。ところがイギリスの偉大な扇動政治家は、ただ自分の大ぜいの聴衆、広い意味ではイギリスの下層民衆全部に、できるだけ大きな効果を及ぼそうとだけ考えていたのだ。だがこの見地から見れば、このイギリス人の演説は、実におどろくべきできばえであった。とにかくそれは広い民衆層の心理についてのまさしくおどろくべき知識を示している。というのは、またその効力たるや実に決定的であったからである。

　それとベートマン・ホルヴェークの救いがたい吃音とをくらべてみられよ。もちろんかれの演説はみかけは才知に富んでいた。だが実際上それはこの人が、民衆──かれはまさしく民衆を知らなかったのだが──に語る場合の無能さだけを示したのだった。それにもかかわらず、学問的にはもちろん最高の教育をうけたドイツ人文筆家の心理の平均してすずめ程度の頭脳は、大衆への効果をめざした演説が自分の純粋な学問によって硬化した内奥に残した印象にしたがって、イギリスの大臣の知性を評価し、さらにその才気ぶったおしゃべりが、自分たちにはもちろん感じやすい基礎に合っているドイツの政治家の演説と比較するようなことをするのである。ロイド・ジョージがその天才において、ベートマン・ホルヴェークと対等どころか、千倍もすぐれていたことは、かれが演説において、民衆の心を自分に向かって開き、ついにはこれら民衆を完全に自分の思うままに動かしたその形式や表現のすべてに見いだされることによって、示されているのである。そのことばの質朴さ、その表現形式の独創性、さらにわかりやすい最も簡単な例を用いることこそ、このイギリス人のすぐれた政治能力があることを示しているのである。というのは、民衆に対する政治家の演説というものを、わたしは大学教授に与える印象によって計るのでなく、民衆に及ぼす効果によって計るからである。そしてこれのみがまた演説家の才能を計る基準なのである。

　　　　　　　＊

民衆集会の必要性

　つい数年前、無から基礎をつくって、そして今日ではすでにわが民族の内外のすべての敵から、最もきびしく迫害する価値があると思われているわれわれの運動の驚くべき発展は、いつもこの認識を顧慮し、応用したことに帰すべきである。

　運動に関する著作物も重要であるには違いない。だがそれは、今日の状態ではわれわれと反対の立場に立っている大衆を獲得するためよりは、上位および下位の指導者を同じように統一的に教育することのために、もっと大きな意義があるのである。信念の固い社会民主主義者や狂信的な共産主義者が、国家社会主義のパンフレットや本を手に入れ、これを読み、そしてそこからわれわれの世界観に対する洞察を得たり、自分たちの世界観に対する批判を研究したりすることをいやいやながら引受けるのは、ごくまれなばあいだけである。新聞ですら、はじめからある党派に属していることがはっきりしていないならば、めったに読まれないのである。そのうえこれは、ほとんど役に立たないであろう。というのは、あるただ一つの新聞の全体像というものは、非常にちりぢりであるし、その効果も分散していて、一度読んだだけでは読者への影響などは期待できないからである。わずか数ペニッヒすら問題である人々が、客観的な解明を求める衝動だけで、反対派の新聞を継続的に予約するようなことは期待できないし、また期待すべきでない。そんなことをするものは一万人の中で一人もいないだろう。運動によってすでに獲得されたものだけが、はじめて党の機関紙を、実際その運動の日常の通信事務として継続的に読むのである。

「話しことば」のビラは、すでにこれとまったくちがうのだ！　ビラをもらったものは、特にただでもらった場合はそうであり、すでにそのときあらゆる人々の口にあがっているテーマが、表題にはっきりとかかげられている場合は、なおさらである。多少とも注意深く目を通すならば、かれは多分こういうビラによって新しい観点や立場、さらにまた新しい運動に注意することができるようになるであろう。だがこうしてもまた、最もうまくいった場合でさえも、ただ軽い刺激が与えられただけであり、けれども決して完成した事実が与えられるのではない。というのはビラもまた、単に何ものかへの関心をおこさせるか、注意をうながすだけであり、その効果はただそれを読んだものをひきつづきより根本的に教化し、啓けい蒙もうすることと結びつくことができるだけだからである。だがそれはつねに民衆集会にあるのだ。

　また民衆集会というものは、まず第一に若い運動の支持者になりかけているがさびしく感じていて、ただ一人でいることで不安におちいりやすい人に対して、たいていの人々に力強く勇気づけるように働く大きな同志の像を、はじめて見せるものであるから、それだけでも必要である。同じ人間でも、中隊や大隊の中で、戦友のみんなにかこまれているほうが、自分一人にたよってするよりも楽な気持で突撃に参加できるであろう。群をなしておれば、人間というものは実際にこれに反する千の理由があろうとも、つねに何か安心感をもつものなのだ。

　だが大示威運動の連帯感は、各人の気を強くするだけでなく、かれらを結合し団体精神を生みだす助けとなるのである。新しい教説の最初の代表者として、自分の企業においても、仕事場においても、ひどい圧迫にさらされている人は、大きな包括的な団体の一員であり、闘士であるという確信の中に横たわっている強味を必然的に必要とする。けれどもかれはこの団体に属しているという印象を、はじめて共同の民衆示威においてのみもつであろう。もしかれが自分の小さい仕事場や、かれ自身まさしく小さいと感じている大工場から、はじめて民衆集会に足をふみいれ、そしてそこで同じ考え方をもつ幾千人もの人々にかこまれるならば──もし探求者としてかれが三千人から四千人の人々の暗示的な陶酔と感激の力強い勢力にまきこまれるならば、もしもこの目に見える成果と数千人の賛同とがかれに新しい教説の正当性を確証し、はじめてかれのいままでの確信の真理性に対する疑いの念をめざめさせるならば、──そのときかれ自身は、われわれが大衆暗示ということばで呼ぶあの魔術のような影響に屈服するのである。何千人の意欲と憧しよう憬けいと、しかしまた力とが、個々人すべてに蓄積する。疑いをもって、また動揺してこういう集会にふみいった人が、内心で固まって集会場を去るのだ。すなわちかれは団体の一員になったのだ。

　国家社会主義運動は、これを決して忘れてはならず、特にすべてのことをよく知っているが、それにもかかわらず自分自身の存在と自己の階級の支配権とともに大国家をも、賭と博ばくで失ってしまっているかの市民のお人よしから影響を受けさせてはならないのだ。そうだ、かれらはすばらしくものわかりがよく、どんなことでもでき、何ごともよく知っている。──だがかれらは、ただ一つのこと、すなわちドイツ民衆がマルクシズムの腕に落ちるのを防ぐことだけは心得ていなかった。その点でかれらは、このうえもなくあわれに、このうえもなくみじめに拒否されたのだった。だからかれらの現在の自負は、たんなるうぬぼれにすぎず、誇りとしてのうぬぼれはよく知られるように、つねに愚鈍といっしょに一つの木に繁茂するのだ（※７）。

　これらの人々が今日、語られることばに特別の価値を認めるならば、それはこれがともかく、自分たち独自の空語の効果のなさを、ありがたいことにはすでに自分自身でいやというほど確信しているのであるから、というところからきているのだ。







　第七章　赤色戦線との格闘




ブルジョア的「大衆集会」

　一九一九年から二〇年にかけて、また一九二一年にも、わたしは、自身でいわゆる市民大会に出席した。それはわたしにいつも、子供のころに飲まされた一ひと匙さじの肝油のような印象を与えたものだ。人々は肝油を飲むべきであり肝油はたいへんよいにちがいない。だが、それはとほうもない味がするものだ！　ドイツ民衆を繩でしばりあげ、むりやりにブルジョア的「示威運動」にひっぱりこみ、すべての演説が終ってしまうまでとびらを閉じて、出さないようにするならば、おそらく数世紀したならば効果があらわれるかも知れない。だが、腹蔵なくいうならば、人生はわたくしにとってまったくおもしろくなくなるだろうし、さらに、もはやいっそのことドイツ人たることをやめたくなるに違いない。だが、ありがたいことには、人々はそうできないのであるから、健全な堕落していない民衆が、悪魔が聖水を避けるように、「大衆集会」を避けるとしても、人々は驚くにはあたらないのである。

　わたしは、かれら、すなわちブルジョア的世界観の予言者たちを知った。そしてかれらがなぜ語られることばになんの意義も与えないのかということに、実際上驚かずに、それを理解したのだった。わたしは当時民主党、ドイツ国家人民党、ドイツ人民党や、またバイエルン人民党（バイエルン中央党）の集会に出てみた。そのときただちに奇異に感じたことは、聴衆が同種のものの集まりであることだった。こういう示威大会に参加するものは、ほとんどつねにその党に属するものだけであった。なんの規律もない全体は、たったいまこのうえもなく大きな革命を経験してきた民衆の大会というよりも、むしろ退屈なトランプ遊びのクラブに似ていた。

　この平和な気分を維持するために、報告者たちは、なしうるかぎりすべてのことを、案にたがわずやっているのだった。かれらは才知にあふれた新聞論調か、学術論文のような文体で語り──より適切にいえばたいてい式辞を朗読しているのだが──迫力あることばをすべて避け、しばしば弱々しい大学教授的シャレをさしはさむ。そうすると尊敬すべき幹部のテーブルでは義務的に笑いはじめる。大声にでも扇動的にでもなく笑い、上品に声をひそめて、遠慮がちに笑うのである。

　そしてそもそも、この幹部のテーブルはどうなのだ！

　わたしは一度ミュンヘンのワーグナー・ザールでのある集会を見たことがある。それはライプツィヒ戦勝記念日の再開にさいしての示威であった。演説は、どこかの大学の上品な老教授氏がやった、というよりは朗読した。壇上には幹部がすわっていた。左手には片メガネ、右手にも片メガネ、そしてその間に片メガネなしの一人の人がいる。三人がすべてフロックコートを着ている。だから人々はまさに処刑をもくろんでいる裁判所か、おごそかな幼児洗礼か、いずれにせよこうしたもっと宗教的な祝聖別式でもやるかのような印象をもつのだ。いわゆる演説──それは、おそらく印刷されていてまったく美しく見えるだろうが──は、その効果においてまったくおそるべきものであった。四十五分も経過すると、全会場が恍こう惚こつでねむっている。この恍惚状態は、一人ずつ男女が出ていくことや、ウェイトレスのガチャガチャさせる音や、だんだん大きくなる聴衆のあくびによって破られるだけである。三人の労働者──かれらは好奇心からか、あるいは役目を命ぜられてか集会に出席していて、その後にわたしがいたのだが──が、ときどきかくれてニヤニヤ笑って眼を見合わせ、ついにはお互いにヒジでつつきあって、まったく静かに講堂を立ち去った。人々は集会が妨害するに値しなかったということを、かれらの態度から見てとったのである。こんな集会ではまた実際に妨害は不必要だった。ついに集会が終りに近づいたようにみえた。教授が──教授の声はますます小さくなっていたのだが──かれの講演を終えると、二人の片メガネの間にすわっていた集会の管理者が立ちあがり、来場の「ドイツ男女同胞」に呼びかけた。教授某氏が得るところの多く、根本的、徹底的にここで行なわれた比類のない、りっぱな、そしてことばの真の意味における「内的経験」というか、実に一つの「業績」である講演に対して、いかに感謝していることか、また、みなさんの感じもそうであるに違いない。このような透徹した論述に討論をつけ加えようとすることは、この神聖な時を汚すことを意味するであろう。であるから出席者全員の意志でそういう討議は度外視して、そのかわりにみんなで「われら唯一の民族同胞」の叫びに唱和するために起立してほしいなどというのだ。かれは最後にドイッチュラントの歌を歌うことで会を閉じることを求めたのだ。

　そしてかれらは歌った。わたしには、ちょうど第二節ではやくも声が小さくなり、リフレーンのところでだけふたたび力強くなったように思えた。そして第三節にいたっては、この感じが強くなり、だからわたしはみんなが文句をはっきり知らないのではないか、と思った。

　だが、そういう歌をひとりのドイツ国家主義的魂をもったものが、心からの熱情で天に向かって響かせるならば、これは大した問題ではない。

　それに続いて集会は終った。つまり誰もが、あるものはビールを飲もうとして、あるものはカフェーへ行こうとして、さらにあるものは新鮮な空気を吸うために、早く出ようといそぐのだ。

　そうだとも。空気の新鮮な外へ、ただ外へ出るのだ！　これがまたわたしが感じた唯一のものだった。そしてこれが何十万のプロイセン人やドイツ人の英雄的闘争（※１）を賛美するために奉仕すべきことなのか？　チェッ、畜生、くたばりやがれだ！

　もちろん政府は、こういうようなことが好きなのだ。もちろんこれは「平和な」集会である。これなら安寧秩序のための大臣は、実際に感激の大波がとつぜんに、当局が定めた市民的端正さを破るかも知れないと心配する必要はない。とつぜん、感激に興奮して人々が会場から流れ出し、カフェーやレストランへ急ぐのでなく、四列に並んで足なみそろえて、「誉れぞ高きドイツ国」を歌いながら、街頭を行進し、こうして治安にきゅうきゅうとしている警察に面倒をかけるなどと、心配する必要もないのだ。

　そうだ、そういう国家の市民でもって、人々は満足することができるのである。

　　　　　　　＊

国家社会主義の大衆集会

　これに反して、国家社会主義の大衆集会は、もちろん「平和な」集会ではなかった、そこでは、実に二種類の世界観の大波がたがいに衝突する。そして集会は、なにか愛国的な歌を単調に歌って終るのではなく、民族主義的、国家主義的熱情の熱狂的な爆発でもって閉じるのである。

　われわれの集会では盲目的な規律を導入し、集会幹部の権威を無条件に確保することが、最初からただちに重要であった。というのは、われわれがしゃべることは、ブルジョア的な「報告者」のような無気力なムダ口ではなく、内容や形式によって、つねに相手を怒らせて抗弁せしめるようなものであったからである。そしてわれわれの集会には相手がいたのだ！　かれらが数人の扇動者をその中にまじえて、きょうこそはおまえたちと決着をつけるぞ、という確信をみんなの顔面に反映させながら、大挙してきたことが、どんなにしばしばあったことか！

　そうだ。当時かれら、すなわち赤色のわが友人たちが、今晩こそあらゆるガラクタを投げあって、すべて結末をつけてしまおうと、あらかじめ任務を教えこまれて、文字どおり縦隊になってひきつれてこられたことが何度あったか知れない。さらにまたすべてが一触即発の状態であったこともしばしばだった。そして、わが集会幹部の仮借なきエネルギーと、われわれの会場防衛者の断固とした猪突猛進性が、つねに敵の企図を阻止しえたのであった。




疑わしい赤いポスター

　きっとわれわれのポスターの赤色が、かれらをわれわれの集会場にひきつけたのだ。普通の市民は、われわれもまたボルシェヴィキの赤を選んだことに、まったく驚いた。そして人々はそこに実に二種類の問題をみつけだすのだ。ドイツ国家人民党の連中は、われわれもまたつまるところマルクシズムの変種にすぎないだろう、一般に覆面のマルクシストか、よくても覆面の社会主義者にすぎないだろうという嫌疑を、いつもこそこそとささやいた。というのはこれらの人々は今日もなお社会主義とマルクシズムの区別を把握していないからである。特に、われわれが、われわれの集会で原則として「紳士ならびに淑女諸君」と挨拶せずに、「男女同胞諸君」と挨拶し、われわれの間ではただ党員についてのみ語られるということをなお発見したとき、多くのわれわれの敵にとってはマルクス主義的幽霊が実証されているように思えたのだ。われわれはこの単純なブルジョア的小心者が、われわれの由来とか、われわれの意図とか目標とかについて、かしこそうに謎を解いているのを見て、何度哄こう笑しようしたかわからないくらいだ。

　われわれは綿密に、徹底的に熟考して、これによって左翼を刺激し、憤激させ、かれらをわれわれの集会にくるように誘発し、かれらをたたきのめす──それだけであるが──ためにポスターに赤色を選んだのだ。それによって、われわれはこうして一般に世人に語ることができたのだった。




マルクス主義者の動揺せる戦術

　このころに、われわれの敵の戦術がたえず動揺して、途方にくれており、また援助もないのをみて、追撃していくことは、すばらしいことであった。まずかれらは、かれらの支持者に対して、われわれに注意せず、われわれの集会を避けるよう勧告していた。

　これはまた一般に遵守された。

　だが、時がたつにつれて、それにもかかわらず個々に集まってき、その数は徐々にではあるがしかしだんだんと増加し、われわれの教説の印象が明白だったので、その指導者たちも次第に神経質に、不安になってきた。そしてかれらは、この発展を永久に傍観していてはならず、テロで始末しなければならない、という確信にこりかたまったのである。

　その結果、われわれの集会の代表者の「君主制的、反動的扇動」にプロレタリアートの鉄[image: 拳]をみまうために、「階級意識にめざめたプロレタリア」に、いまや大挙してわれわれの集会に行くべしという教唆が発せられた。

　そこでわれわれの集会は、突然に開会四十五分前に早くも労働者でいっぱいになった。かれらは火薬樽と同じで、いつ爆発するか、すでに火繩に火がついているようなものだった。だがいつも反対の結果になった。人々はわれわれの敵としてはいってくるが、われわれの支持者とならないまでも、自分たちの教説の正しさを考えて、実際批判的な検討者となって、出て行くのだった。だがわたしの三時間の講演の後には次第に、支持者も敵も、ただ一つの熱狂した大衆に融合するようになってきた。そうなると強制的に集会を解散させようとするすべての合図は、無益だった。そこで、かれらの指導者たちは、はじめてほんとうに不安になってきた。そしてすでに以前にこの戦術に反対して、労働者に原則としてわれわれの集会へ出席することを禁止することだけが正しいのだという意見をいまやさももっともらしく論じている人々のいうことを、ふたたび聞くようになったのである。

　そこで、かれらはもはやこなくなったか、きてもわずかだった。だがしばらくすると、この演技がすべて、はじめから新たにはじまったのだ。

　だが禁止は守られない。同志はだんだんふえてくる。そしてついにふたたび急進戦術の支持者が勝つ。われわれをたたきのめさなければならないのだ、と。

　さらに、二回、三回、しばしば八回も十回もの集会が開かれた後に、集会を解散させるなどということは、いうはやすく行なうは難しということがわかり、そして集会のたびごとの結果が赤色闘争軍の崩壊を意味するということがわかると、とつぜんまた他の合言葉があらわれた。「プロレタリアの男女同志諸君！　国家社会主義の扇動者の集会を避けよ！」と。




敵がわれわれを一般に知らせる

　ともかく、これと同じようなたえず動揺する戦術を、人々は赤の新聞でも見いだした。かれらは、われわれをしばらく黙殺しようとする。この試みの無益さを確信し、そしてふたたび反対のやりかたをするためにだ。われわれは毎日どこかで「言及」された。そして実際、たいていは、労働者にわれわれの存在のすべてが笑止千万きわまりないことを説明するためだった。だがしばらくすると、現象がそれほど笑うべきものであったなら、なぜ人々はその現象にそんなに多くのことばをついやすのか、という疑問が自然に多くの個々の人々から生じてきたときに、これはわれわれに害にならないばかりか、反対に利益になるということを、紳士方は感じたにちがいなかった。世人が好奇心をもってきたのだ。かれらはとつじょ、方向を転ずる。そして、しばらくの間は、われわれは人類の真の元凶として取扱われはじめた。論説につぐ論説で、われわれの犯罪性が解説され、つぎからつぎへと新たに証明される。はじめから最後まで、でっち上げであるが、スキャンダルがさらに余計なものとしてはたらくということになる。だがこういう攻撃の効果のなさについては、かれらもしばらくするとわかったらしい。つまるところ、これらすべては、実際に一般の注意をはじめてほんとうにわれわれに集中するのを助けただけである。

　わたしは当時、次のような立場をとっていた。すなわち、かれらがわれわれを笑おうと、ののしろうと、道化役として、あるいは犯罪者として言明しようと、まったく同じである。かれらがわれわれに言及し、かれらがたえずわれわれのことに没頭し、われわれが次第に労働者自身の目に実際に、目下ただ一つだけまだ対決している力があるのだと思われることが、主要事なのだ。われわれは実際何であるか、われわれは実際何を欲しているのか、われわれは将来いつの日かユダヤの新聞の暴徒たちにたしかに示してやるだろう。

　当時なぜわれわれの集会が、たいていじかに強制解散にまでいたらなかったかという理由は、もちろん、またわれわれの敵の指導者たちのまったく信じられぬほどの臆病さにあった。危機的場面にはいつも、かれらはわかいバカなやつを前に出して、せいぜい会場の外で強制的解散の結果を待っているのだった。

　われわれはほとんどいつも、紳士方の意図に非常によく通じていた。われわれが、それが有効であるということ自体のために多くの党員を、赤色部隊の中へ編入していたからというだけでなく、赤の黒幕たち自身が──残念ながらわれわれドイツ民族に一般に非常にしばしば見られるように、この場合われわれにとって非常に有利な饒じよう舌ぜつにかられていたからでもあるが、かれらは何か悪事をたくらみだしたときには、秘密を守ることができない。そしてかれらはたいてい卵も産まないうえに、コケコッコとやるのがつねだったのだ。だから赤色強制解散司令部自体が追いだされる時期が切迫している予感さえももつことなしに、われわれはたびたびこのうえもなく周到な準備をしたのだった。

　このころは、われわれ自身で、集会の警護をどうしてもやらなければならなかった。当局の警護はあてにすることができなかった。反対である。当局の警備は、経験によると、つねに妨害者のためになるだけだった。というのは、当局の介入、しかも警察による介入の唯一の結果は、せいぜい集会の解散、つまり閉会だったからである。またいうまでもなく、それが敵の妨害者たちの唯一の目標であり、意図だったのだ。




不法な警察のやり方

　一般に警察では、考えうるかぎりの最もひどい不法なやり方が訓練されていた。すなわち、脅迫かなにかによって、集会の強制解散の危険があることが当局に知れると、当局は脅迫者を拘引せずに、他のもの、すなわち罪のないものに集会を禁ずるのだ。そういうやり方を普通の警察の連中は、非常に法外に自負している。これを称して「法律違反の防止に対する予防処置」という。

　かくして、覚悟をきめた常習犯罪者は、いつでもまじめな人々に政治運動や政治活動を不可能にすることができるのだ。安寧秩序の名において、国家権威が常習犯罪者に屈服し、そして他の側には、すまないがかれらを挑発しないようにと頼むのである。このように国家社会主義者がどこかで集会を開こうとし、労働組合が、それは組合員の側から抵抗がおこるだろうといえば、警察はこれらの恐喝者どもを獄に投ずるようなことは断じてせずに、われわれに集会禁止を命ずるのである。いやそれのみか、この法の機関は信じがたいほど無恥であり、文書でわれわれにこれを数えきれないほど何度も通知してきたのである。

　人々がこうした万一の場合に身を守ろうとするならば、こうして妨害をしようとするあらゆる試みを、あらかじめ萌芽のうちに不可能にするよう配慮しなければならなかった。

　だがこれとともにさらに次のことが問題になった。すなわち、警護をもっぱら警察にやってもらうような集会は、すべて大衆の目からみれば、その開催者が信用を落すということである。ただ大動員した警官を配置することによってのみ開催が保証されるような集会は、下層の民衆を獲得する前提というものが、つねに目に見えて存在している力であるかぎり、勧誘的な効果はない。

　臆病者よりも勇気のある男のほうが女性の心を征服しやすいのと同じように、警察の警護によってのみ存続しているような卑怯な運動よりも、勇ましい運動のほうが、民衆の心を獲得しやすいのである。

　特にこの最後にのべた理由から、この若い党は、自己の存在をみずから主張し、みずから守り、そして敵のテロをみずから破るように配慮しなければならなかった。




心理的に正しい集会管理

　集会警備は、

　一、集会のエネルギッシュな、心理的に正しい管理と

　二、組織的な整理隊

　によって、樹立された。

　われわれ国家社会主義者が、当時集会を開催したときには、集会の支配者はわれわれであり、他のものではなかった。そしてわれわれはこの支配権をたえず、どんな瞬間にも極度に鮮明に強調した。われわれの敵は、当時挑戦的なものは容赦なくたたき出されるということを、十分に知っていた。そしてわれわれのほうが五百人の中のわずか十二人にすぎなくてもだ。当時の集会、とりわけミュンヘン以外のところでの集会においては、国家社会主義者が十五、六人であったのに対し、敵は五百人、六百人、七百人、八百人であった。だがわれわれは、それにもかかわらず挑戦に対しては寛容ではなかったはずである。そしてわれわれが、屈服するよりは打ち殺されたほうがましだと考えていることは、われわれの集会の出席者が非常によく知っていた。小人数の党員がわめき、なぐりかかる赤の優勢な力に対して、豪胆にやり通したことは、一度ならずしばしばのことであった。

　もちろんこういう場合に、十五人や二十人ではついに圧倒されてしまったであろう。だが、その前に少なくとも敵は二倍か三倍は頭をたたきこわされるだろうということを知っていた。そしてかれらは生命の危険をおかすことは好まなかったのだ。

　われわれはここでマルクス主義者やブルジョアの集会技術の研究から学ぼうとし、そしてまた学びとったのだ。




マルクス主義的集会の技術

　マルクス主義者は、昔から盲信的な規律をもっていた。そこでマルクス主義の集会を強制解散させるという考えは、少なくとも市民の側からはまったくあらわれなかった。赤のほう自体は、いつもこういう企図にますます没頭していた。この領域ではかれらはだんだんと一定の老練さに達したばかりでなく、ついにはドイツ国の大領域において非マルクス主義的集会は、それだけでプロレタリアートへの挑戦だと称するようになったのだ。そのうえに、民衆を欺ぎ瞞まんし、民衆をだましている自分たちの活動の卑怯さをあばくために、その集会で自分たちの罪状目録がいろいろと数えられるだろうと黒幕がかぎつけたときには、とりわけそうである。さらにまたそういう集会が公示されるやいなや、あらゆる赤の新聞は、荒れ狂ったように叫ぶのだ。その場合、これら法の侮辱を主義とするものたちは、まっさきに当局にかけつけて、「これ以上悪化しないように」この「プロレタリアートへの挑発」をただちに防止するよう、切にそして脅迫的にたのみこむこともまれでなかった。役職にある人のばかさかげんによって、かれらはことば使いを選び、かれらの目的を達するのだ。だがそういう地位にあるものが例外的に、走そう狗く官吏でなく、真にドイツの官吏であって、恥知らずの要求を拒否するようなことがあると、かかる「プロレタリアへの挑発」には耐ええず、「プロレタリアートのたこだらけのこぶしのたすけでブルジョアの走狗に陋ろう劣れつな職業を停止」させるために、某日大衆を集会に出席させるという、例の要請がつづくのであった。




ブルジョア的集会技術

　さて人々は、そこでブルジョアの集会も見てみなければならない。まったくみじめに、不安そうにその集会の司会がなされるのを、一度体験してみる必要があるのだ！　そのうえそういう脅迫で集会がすらすらとお流れになることがまったくしばしばなのだ。だが、八時の開会が九時十五分前から九時になっても行なわれないと、不安はだんだんと大きくなる。そうすると司会者が臨場している「反対派の紳士方」に何度もお世辞をいって、ただお互いが意見を開陳することによってのみ（それによってかれは、はじめから反論をもったいぶって承認しているのだが）、お互いの見解がいっそうよくわかり、お互いの了解がめざめ、そして橋渡しをすることができるのであるから、自分たちと異なる立場に立っている出席の方々に、わたしをはじめ他のすべての出席者も、内心よりたいへん喜んでいる（はっきりしたウソだ！）と、わからせようと努力するのだ。その場合同時にかれは、この集会の目的が、人々にかれらがいままでもってきた見解をすてさせる意図がまったくない、と確信するのだ。断じてそうではない。各人は自分の流儀にしたがって幸福になるべきである。だが、また他人も幸福にしなければならない。それゆえ、かれは、演説はいずれにせよそんなに長くはないだろうから、報告者に最後まで語らせてほしい、そしてまたこの集会でドイツ同胞が憎しみあって、はずかしい光景を世界に示さないように、と請う。……チェッ。

　左翼の民族同胞は、もちろんこれについてたいてい理解をもちあわせず、報告者ははじまらないうちから、乱暴な誹ひ謗ぼうのもとに早くもちぢみあがらねばならないのだ。あたかも報告者が、拷問のような手順が早く短縮されたことを運命に感謝しているかのような印象を、人々がうけたのもまれではない。ものすごい騒動の中で、こういうブルジョア集会の闘牛士は闘技場から出て行くのだ。かれらが頭をぶたれて階段をころがりおちないかぎりだ。しかもそういう場合がしばしばあるのだが。




国家社会主義の場内整理隊

　それゆえ、われわれ国家社会主義者がはじめてわれわれの集会を開いたとき、そしてとくにわれわれがどういうふうに集会を開いたかは、マルクス主義者にとってはもちろん新しいものだった。かれらはたびたび演じた寸劇を、とうぜんわれわれの場合にもくり返しうると確信してやってきた。「今日、われわれは結末をつけるのだ！」。われわれの集会に入場するさいに、他のものにほら文句をふいているものも多くいた。だがかれは二言とヤジを飛ばさないうちに、電光石火のようにもう会場の入口にのばされてしまうのだった。

　第一に、われわれの場合はすでに集会の司会がちがっていた。われわれの講演をお慈悲で許してほしいと請うこともせず、またはじめからみんなに際限ない討論を確約したりもせず、サッサと、集会の支配者はわれわれであり、したがってわれわれが家屋不可侵権をもっていること、そしてヤジをあえてとばそうとするものは、だれでもはいってきたところから容赦なく出ていってもらうことを、確言するのだった。さらにそういう連中に対しては、どんな責任もわれわれは拒否しなければならない。もし時間が余り、われわれにつごうがよいならば、われわれは討論させてやろう。そうでなければ、討論はしない。そこで報告者、党員某氏が、いまや演説をするというふうだ。

　その間にかれらは、もう驚いたのだった。

　第二に、われわれは厳格に組織された会場警備を意のままにした。この会場警備、あるいはもっとよくいえば整理係が、ブルジョア政党の場合には、たいてい年からくる品位が、権威と尊敬をある程度うける権利があると信じているような方々から成りたっているのがつねであった。だが、マルクシズムに扇動された大衆は、年齢、権威、尊敬についてほとんど注意をはらわないから、このブルジョアの会場警備の存在は実際上はいわばないのと同じであった。

　わたしは、われわれの大集会活動の開始と同時に、整理係として、原則としてみんな若いものばかりの会場整備組織をつくった。一部は、わたしが軍務に服していたときの戦友であり、他ははじめて獲得された若い党員だった。かれらははじめから、テロはただテロによってのみ破ることができ、そのうえこの地上では勇気と決断力のあるものがつねに成果をおさめたのであり、われわれは非常に偉大で崇高なある力強い理念のために闘っており、最後の血の一滴までも庇ひ護ごし、守護される値打ちが十分ある、というふうに教えられ、教育されてきたものたちだった。かれらは、ひとたび理性が沈黙し、暴力が最後の決定をくだすようなときには、攻撃が最良の防御の武器であり、そしてわれわれの整理隊は、討論クラブではなく、最悪の場合には断固決然たる闘争団体であるという風評を必ず先頭にたてねばならない、という教えにつらぬかれていたのだ。

　そしてこれらの青年たちは、こういう合言葉にどれほどあこがれたことだろう！

　これら従軍した世代は、ブルジョア的意気地なさに対して十分に嘔おう吐とと嫌悪を感じ、いかに失望し、憤激していたことだろう。

　そこで、革命が実際にわが民族の破壊的なブルジョア的指導にのみ、いかに感謝することができたかということがはっきりとしてきた。ドイツ民族を守るこぶしは、もちろんそのころもあった。ただそれを投入する頭がなかっただけなのだ。当時、わたしが青年にかれらの使命の必要性を説明し、さらにこの地上ではどんな知識も、それに奉仕する力が現われて、それを保護し、防衛しないならば、効果がなく、やさしい平和の女神はただ戦いの神の側へさまようものであり、この平和の大事業はすべて力の加護と援助が必要である、といつもくりかえし確信したとき、かれらが目を輝かせてわたしを見たことが何度あったことだろう。現にどんなにはるかにいきいきした形で、兵役義務の思想がかれらにはいりこんでいったことか！　死せる国家の死せる権威につかえる、古い骨化した官吏根性の硬化した意味においてではなく、個々人の生命を、いつ、いかなる地位にいても、いかなる場所であってもつねに、民族全体の存在のためにささげようとする義務をいきいきと認識してのことである。

　そしてこれら青年がいかに立ちあがったことだろう！

　くまばちの群のように、かれらはわれわれの集会の妨害者に、その優勢におかまいなく、襲いかかっていった。そして妨害者がどんなに強大であっても、負傷や流血の犠牲を顧慮せずに、われわれの運動の神聖な使命に自由な道をきりひらくという大きな思想に、完全にみたされていた。

　すでに一九二〇年盛夏に、この整理隊の組織は、次第に一定の形をとってきた。そして一九二一年春には、だんだんと百人隊に編成され、それ自体がさらに分隊にわかれていった。

　そしてこれは緊急に必要だった。というのは、その間に集会活動が引きつづき盛んになってきたからである。もちろんわれわれはまたこのころ、ミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールで集会をした。だが、町のいっそう大きな会場のほうをもっとたびたび用いた。ビュルガーブロイのフェストザールやミュンヘナー・キンドル・ケラーでは、一九二〇年から二一年にかけての秋と冬に、次第に強力になっていく大衆集会が行なわれ、いつも同じ情景だった。すなわち、国家社会主義ドイツ労働者党の示威大会は、当時すでにたいていは開会まえから詰めすぎるため、警察の手で閉鎖されるのだった。

　　　　　　　＊

統一的象徴の意義

　われわれが整理隊を組織したことは、ある非常に重要な問題を明めい瞭りようにした。運動は、それまで党章も党旗ももっていなかった。そういうシンボルがないということは、ただ一時的に不利であったばかりでなく、将来のためにもがまんできなかった。まず第一にその不利は、党員に同じ党に属しているという外的な目印がまったくなく、それは、運動のシンボルの性格をもってはいるが、インターナショナルなそういうものに対抗しうるような目印を欠いているということは、将来のためにも耐えられないことだった。

　だが、こういうシンボルが心理的にどんな意義を与えるか、わたしはすでに青年時代に一度ならずしばしば認識し、また感情的に理解する機会をもった。さらに第一次大戦後、わたしはベルリンにおいて王宮とルストガルテン前でマルクシズムの大衆示威を体験した。赤旗、赤い腕章そして赤い花の大海が、おそらく十二万人も参加したと思われるこの示威運動に、純粋に外面的だけでも力強い勢力を与えたのだ。わたし自身、このような雄大に活動する光景からする暗示的魔力に、民衆出身の人々がいかにたやすく屈服してしまうか、ということを感じ、また理解しえたのだった。

　政党政治的には一般にいかなる世界観も心に浮べず、あるいは代表もしていないブルジョアジーは、それゆえまた自分たちの旗をもっていなかった。かれらは「愛国者たち」からなりたっており、したがってドイツ国の旗をもってぶらついていたのである。もしこれ自体が一定の世界観のシンボルであったならば、実際かれら自身の活動によってかれらの世界観のシンボルが国家の、そしてドイツ帝国の旗になったのだから、国家の支配者がその旗に自分たちの世界観の代表をみたことも、理解しうることだったろう。

　だが事態は、そうならなかった。

　ドイツ帝国は、ドイツ・ブルジョアジーの力添えなしに作られ、旗自体は戦争の若枝から生まれでたのだ。だがそれゆえ、旗は事実上単なる国旗であって、特別の世界観的使命の意味ではなんらの意味ももっていないのである。




新旧の黒・赤・金

　ただドイツ語地域のある場所で、ブルジョア政党旗のようなものがあっただけだ。ドイツ・オーストリアだ。当地の国家主義的ブルジョアジーの一部は、一八四八年の旗（※２）すなわち、黒・赤・金を（※３）、かれらの党旗に選び、一つのシンボルをつくったので、それは世界観的には何の意味もなかったが、それにもかかわらず国家政治的には、革命的性格をおびたものであった。当時、この黒・赤・金の旗の最も激しい敵は──人々はこれをいまでも決して忘れてはならないのであるが──社会民主党であり、キリスト教社会党員ないしカトリック党員であった。当時かれらが、まさしくこの旗を侮辱し、けがし、よごしたのは、これらがその後、一九一八年に、黒・白・赤の旗を下水溝へ引きずりこんだのとまさに同じである。もちろん旧オーストリアのドイツ諸政党の黒・赤・金は、一八四八年の色であった。このようにそのころは、幻想的な時代であったかも知れないが、個々人においては、たとい背後に黒幕としてのユダヤ人がかくれていたとしても、最も真正なドイツ魂が代表として座をしめていたのである。したがって、まず祖国の裏切り行為や、ドイツ民族とドイツ財宝の無恥な駆引き売りが、マルクシズムと中央党にこの旗を非常に気に入らせたのである。すなわち、かれらはそれを今日、このうえもなく神聖なものとして尊び、かつてはかれらがつばをはきかけたこの旗を守ろうとして自己の旗印をつくったのだ（※４）。

　かくて、一九二〇年までは、事実上マルクシズムに対抗し、かれらの世界観に正反対の対立を具象化する旗はなかったのである。というのは、一九一八年以後にドイツ・ブルジョアジーは、自分たちのよりよい政党の中に、いまとつぜん発見された黒・赤・金のドイツ国旗をかれら自身のシンボルとして引きうけることをむしろ好都合とは考えなかったからだ。しかし人々はみずから新しい発展に対して、将来のための独自のプログラムも対置することなく、最善の場合でも過去のドイツ国の再建思想をもっていただけであった。




新旧ドイツ国旗

　そして、旧ドイツ帝国の黒・白・赤の旗（※５）が、われわれのいわゆる国家主義的ブルジョア政党の旗として復活したのは、この思想のおかげである。

　いまや名誉にならない諸状態や随伴現象のもとに、マルクシズムによって征服されてしまった状態をあらわすシンボルが、この同じマルクシズムをふたたび滅ぼしてしまうべき目印に適さないことは、明白である。この古いユニークな美しさをもつ色は、その若く新鮮な組み合わせによって、このもとで戦いそして多くの犠牲を見てきた真のドイツ人には、神聖で尊いものでなければならないが、この旗はそれゆえ将来の闘争のシンボルとして通用しないのである。

　わたしはいつも、われわれの運動においてはブルジョア政治家とちがって、古い旗を失ったことを、ドイツ国民のためにほんとうに幸福であった、という立場をとっていた。共和国がこの国旗のもとに何をしようと、われわれには変りはない。だが、われわれは運命が恵み深くも、すべての時代を通じてこのうえもなく名誉ある軍旗を、このうえもなく破廉恥な淫いん売ばいの敷布として使われることから守ったことを、心の底から感謝しなければならない。自分自身と自己の市民を売った今日のドイツ国は、決して黒・白・赤の栄誉と英雄的な旗を使うことができないのだ。

　十一月革命の恥辱が続くかぎり、共和国もその外被（※６）をまとってもよい。そしてまたより忠実な過去からその外被（※７）を盗ませないようにしよう。わがブルジョア政治家は、国民のために黒・白・赤の旗を望むものは、われわれの過去に窃盗行為を犯すものであることを、良心によびおこさなければならない。ありがたいことには、共和国が自己に適したものを選んだように、かつての旗は実際に、ただかつてのドイツにとってのみ完全に適合していたのである。




国家社会主義の旗

　われわれ国家社会主義者がなぜ旧国旗を掲揚することに、われわれの独自の活動の意味深いシンボルを見ることができなかったか、という理由も、ここにあった。というのは、われわれは自己の失敗で没落した古いドイツ国を、ふたたび死からめざめさせることを望むのではなく、新しい国家をつくることを望んだからである。

　今日、この意味でマルクシズムと闘っている運動は、だからその旗からして、疑いもなく新国家のシンボルであらねばならない。新しい旗の問題、すなわちその模様について、当時われわれは非常に頭を使った。あらゆる方面から提案された。もちろんたいていよく考えられてはいたが、目的に適合しなかった。というのは、新しい旗はわれわれの独自の闘争のシンボルでなければならないのと同様に、他方それは大きなプラカードのような効果もなければならなかったからである。自分で大衆とさかんに接触しているものは、こうしたすべてのものが、小さく思えるがしかし非常に重要なことであることがわかったであろう。効果の多い記章は、非常に多くの場合に、ある運動についての関心に対する最初の誘因を与えることができるのである。

　こういう理由から、われわれの運動を──種々の方面から提案されたように──旧国家と、あるいはより正しくいえば、過去の状態の再現を唯一の政治目的であるとする弱い政党と、白旗によって同一視するようなあらゆる提案を、われわれはすべて拒否しなければならなかった。そのうえ白は感動的な色ではない。それは純潔な処女団体には合うが、革命期の革新運動には合わないのである。

　また黒を提案するものもあった。それ自体は現代に適しているが、そこにはなんらわれわれの運動の意欲の説明的表示がなかった。けっきょくこの色も感動的な効果がじゅうぶんでない。

　白・青は、美的効果はすばらしいにもかかわらず、あるドイツの一連邦（※８）の色として、遺憾ながら評判のよくない分離主義的偏狭さという政治的立場をあらわしているものとして、問題外である。さらに人々はここでもまたわれわれの運動を表示するものを見いだすのは非常に困難であろう。黒・白に対しても同じことがいえた（※９）。

　黒・赤・金は、もとより問題にならなかった。

　また黒・白・赤は、上述した理由から、問題にならず、いずれにせよいままでの表現では問題外である。たしかに効果という点では、この色の組み合わせは他のすべてのものをこえて高くそびえている。それは現存するものの中で最も輝かしい調和である。

　わたし自身は、つねにこの昔の色を残しておく考えだった。それは兵士としてのわたしにとって、わたしの知っているかぎりの最も神聖なものであったからというだけでなく、その美的効果においてもわたしの感覚に、はるかにぴったりするものであったのだ。それにもかかわらずわたしは、当時若い運動の各方面から渡された無数の図案──そしてたいていは古い旗の中にはハーケンクロイツ（※10）を描いたものだった──を、例外なく拒否せざるをえなかった。わたし自身は──指導者として──わたし自身の図案をすぐに公にしたくなかった。とにかく他の人が、りっぱな、あるいはおそらくもっとりっぱなものをもってくる可能性があったからである。実際上、シュタルンベルクのある歯科医も、かなり悪くない、そのうえわたしの図案にかなり近い図案を提出した。ただ一つ欠点があった。すなわち、かぎの湾曲したハーケンクロイツが、白い円の中にはめこまれていたものだった。

　その間にわたし自身が、いろいろとやってみて最後の形を描いた。すなわち、赤地に白い円を染め抜き、その真中に黒のハーケンクロイツを描いた旗である。長い間試みた後にわたしはまた、旗の大きさと白い円の大きさと、同じくハーケンクロイツの形と太さに一定の割合をきめたのだった。

　そしてそれが、最後まで残された。

　同じ意味で、整理隊のための腕章もその後ただちに作図された。しかも、赤い腕章で、同じように白い円を抜き、黒いハーケンクロイツを描いたものだった。

　党員章も、同じ規準にしたがって立案された。すなわち、赤地に白い円、中央はハーケンクロイツを描いた。ミュンヘンの金細工師、フュースが、はじめて使いうる図案を作り、その後にそれが決定された。

　一九二〇年の盛夏にはじめて、この新しい旗が公衆の前にあらわれた。それはりっぱにわれわれの若い運動に適合した。運動が若く新しかったように、旗もまた若く新しかった。それはだれもそれ以前に見たことがなく、当時、点火用の炬きよ火かのような効果があった。ある忠実な女子党員が、はじめて図案をしあげ、旗を引きわたしたとき、われわれ自身、みんなほとんど子供のような喜びを味わった。はやくも数か月後、われわれはミュンヘンでそれを六本もっていた。そしてますます拡大する整理隊は、特にこの運動の新しいシンボルを広めるのに役立った。




国家社会主義の象徴の説明

　しかもこれはまさしく一つのシンボルなのだ！　われわれみんなによって熱愛せられるこの独得の色によって、かつてドイツ民族のために数多くの栄誉をかちえたもので、ただ過去に対する畏い敬けいの念をわれわれにおこさせるだけでなく、それはまた運動の意図を最もよく具体化したものだった。国家社会主義者としてわれわれは、われわれの旗の中にわれわれの綱領を見る。われわれは赤の中に運動の社会的思想を、白の中に国家主義的思想を、ハーケンクロイツの中にアーリア人種の勝利のための闘争の使命を、そして同時にそれ自体永遠に反ユダヤ主義であったし、また反ユダヤ主義的であるだろう創造的な活動の思想の勝利を見るのだ。

　二年後には──そのときにはすでに整理隊からとっくに数千人を包括する突撃隊になっていたが──この若い世界観の防衛組織に、特別な勝利のシンボルを与えることが必要である、と思われた。すなわち、隊旗である。それもまたわたし自身が図案をつくり、そして古くからの忠実な党員、金細工師ガールに、その仕あげをまかせた。それ以来隊旗は国家社会主義の闘争の目印になり、軍旗になったのである。

　　　　　　　＊

ツィルクスの第一回集会

　一九二〇年にますます盛んになってきた集会活動は、ついに毎週しかも二回開くまでになった。われわれのポスターに人々は群がる。町でいちばん大きい講堂はいつもいっぱいになる。そして誤った道に導かれた何万というマルクス主義者は、きたるべき自由のドイツ国の闘士となるため、民族共同体へもどる道を見いだしたのだ。ミュンヘンで公衆は、われわれを知った。人々はわれわれのうわさをし、「国家社会主義者」ということばが、多くの人によく知られ、すでに一つの綱領としての意義をもってきた。また、支持者の群も、そのうえ党員さえもたえず増加しはじめた。そのようにして、一九二〇年から二一年にかけての冬にわれわれは、すでにミュンヘンで強力な党として登場することができた。

　当時はマルクス主義政党をのぞいては、政党はなかった。とりわけわれわれのように、こういう大衆示威運動で注意を促すことができるような国家主義的政党はなかった。五千人を収容するミュンヘナー・キンドル・ケラーは、一度ならずしばしば破れんばかりにいっぱいになった。そしてわれわれがまだあえて近づかないただ一つの会場があった。これがツィルクス・クローネ（※11）だった。

　一九二一年末、ドイツにとってまた苦しい心配事がもちあがった。ドイツに不合理な一千億金マルクの支払い義務を負わせたパリ協定が、ロンドン協約の形で実現することになったのだ。

　ミュンヘンにずっと前からあったいわゆる民族主義同盟の労働共同体（※12）が、これをきっかけとして大々的な共同抗議に招こうとした。時は非常に切迫していた。わたし自身は、一度決定したことを実行にうつすのをいつまでも躊ちゆう躇ちよし、ぐずぐずしているのをみていらいらしていた。はじめはケーニヒスプラッツで示威大会をやるといっていたが、人々は赤になぐりこまれるという心配からふたたびこれを中止し、そしてフェルトヘルンハレ前の抗議示威運動を計画した。だがさらにこれもやめ、そして最後にミュンヘナー・キンドル・ケラーで合同集会をやると提案した。とかくするうちに、一日一日とたっていった。大政党は、この恐ろしいでき事にいっこうになんの注意もしない。労働共同体も、ついに計画した示威大会のはっきりした日取りをきめる決心をつけることができなかった。

　一九二一年二月一日、火曜日、わたしは最後的決定を切に要求した。わたしは水曜日にしたらとなぐさめられた。それだから水曜日に、わたしは、集会は行なわれるのか、いつ行なわれるのか、と絶対に明白な報告を求めた。答はまたもやはっきりせず、いいのがれだった。人々は、労働団体が来週水曜日に示威大会を起す「つもり」だという。

　そこでわたしの堪忍袋の緒が切れた。わたしは抗議示威大会をただひとりでやろうと決心した。水曜日の正午に、わたしは十分間で口授し、ポスターをタイプライターでうたせた。そして同時に翌二月三日木曜日にツィルクス・クローネを借りさせた。

　当時これは、際限もなく大きな冒険だった。あの巨大な会場をいっぱいにすることができるかどうか疑問に思われただけでなく、強制解散させられるという危険もあったのだ。

　わが整理隊は、この巨大な会場を守るためには、まだ十分でなかった。わたしもまた、強制解散させられる場合に、どういう処置をとったらよいか、適当な考えが浮かばなかった。そのころ、わたしは普通の講堂を使うよりも、ツィルクスの建物でやるほうが、ずっと困難が大きいと思っていた。だが、これはやってみて明らかになったのだが、まさしく逆だった。狭い講堂にぎっしり詰っているよりも、巨大な会場のほうが、強制解散させようとする一群のものを事実上もっと容易におさえることができた。

　ただ一つ、一度でも失敗すれば非常に長い間押しもどされるということが、確かだった。というのは一度でも強制解散が成功すれば、われわれの後光は一撃で破壊され、敵は一度成功したことをなん度もくりかえしてやろうと元気づくからである。そうなると、われわれの今後のすべての集会活動がサボタージュされるにちがいなく、また何か月も困難きわまる闘争をやって後に、やっとそれを克服することができるにちがいないからである。

　われわれはビラをはるのにわずか一日しかなかった。すなわち木曜日だけだ。不幸にして、朝から雨が降っていた。こういう状態では多くの人が、雨や雪のときに、人殺しやなぐり殺しがありかねないような集会に急ぐよりは、むしろ家にひきこもっているのではないか、と考えるのも無理ではないように思えた。

　とにかく、木曜日の午前中わたしはとつぜん不安になった。どっちみち会場はいっぱいになりえないのだろう（そうなれば実際わたしは労働団体の笑いものになるだろう）、そこでわたしは大いそぎで若干のビラを口述し、午後それを配布させるために印刷にまわした。もちろんこれは集会への参加を求めるものだった。

　わたしが借りさせた二台のトラックは、できるだけ赤い色でおおわれた。その上にわれわれの旗を二本立て、おのおののトラックに十五ないし二十人の党員が乗った。かれらは懸命に街路を飛ばして、ビラをまくべし、要するに今晩の大衆示威大会の宣伝をなすべし、という命令をもらっていた。マルクス主義者の乗っていないトラックが旗を立てて町を走ったのは、これが最初であった。だから市民たちは赤く飾りたて、はためくハーケンクロイツ旗で飾った車をぼうぜんと見送っていた。その間に町はずれでは無数の[image: 拳]骨がふりあげられ、かれらはこの最も新しい「プロレタリアートへの挑発」に対してあきらかに憤激しているらしかった。というのは、トラックでねり回るのも、集会を開くのも、マルクシズムだけがその権利をもっていたからである。

　夕方六時にはツィルクスはまだ十分にはいっていなかった。わたしは十分ごとに電話で知らせをうけていた。わたし自身かなり不安だった。というのは他の講堂だったら七時か七時十五分すぎにはたいていもう半分はきていたか、往々にしてほとんどいっぱいだったからだ。もちろんこれはまもなくわかった。わたしはこの新しい会場のとほうもない広さを計算に入れていなかった。千人くればホーフブロイハウスのフェストザールはすでにそうとういっぱいに見えた。それだのにツィルクス・クローネでは一吞みなのだ。人々はそれをほとんど見ていなかったのだ。けれどもまもなくもっとよい報告がやってきた。そして八時十五分前には、会場の四分の三はつまっており、非常にたくさんの大衆が入場券売場の前に立っているとのことだった。そこでわたしは車で走った。

　八時二分すぎにツィルクスの前についた。ツィルクスの前にはやはり多数の人々がいた。一部分は単なる好奇心からきたのだが、その中には、結果を場外で待っていようとするたくさんの敵もいた。

　わたしが巨大なホールに踏み入ったとき、一年前にミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールでの第一回の集会のときと同じような喜びが、わたしをつつんだ。だがわたしは人壁をおしわけて、一段高い壇にあがった後にはじめて、その成果のまったく大きいことをみたのだった。この広間は巨大な貝殼のようにわたしの前に横たわっており、何千人もの人でいっぱいになっていた。サーカスの走馬路すら、黒山のようだった。五千六百枚の入場券が売りだされ、失業者・苦学生や、わが整理隊の総数をふくめて数えるならば、約六千五百人がそこにいたであろう。

　テーマは「未来か没落か」というものだった。わたしは、未来がそこに、わたしの目の前にあるのを確信して、心がおどった。

　わたしはしゃべり始めた。そして二時間半ほど演説した。すでにはじめの半時間で、この集会は大成功をおさめるだろうという感じをもった。これら何千人の一人一人との接触がかもしだされた。はじめの一時間後には、もう拍手が自発的に破れんばかりにますます大きくなってわたしの演説を中断しはじめ、二時間後にはふたたび興奮が静まって、そしてわたしがその後この会場でしばしば何度も体験し、またおのおのの人にももちろん忘れがたく記録されているあの厳粛な静けさにもどっていったのであった。さらに人々はただこの巨大な群衆の息づかいだけを聞いていた。そしてわたしが最後のことばを語りおわったとき、とつぜんどよめき、このうえなき熱情をもってドイッチュラントの歌が歌われ、救われたような終末をみいだしたのだった。

　わたしは、この巨大な会場が次第に空になりはじめ、巨大な人海が大きな中央出口からほとんど二十分もかかって押しだされていくのを、なお目で追っていた。そしてわたし自身もはじめて、非常な幸福感にみたされて、家へ帰るために自分の席をはなれたのだった。

　このミュンヘンのツィルクス・クローネにおける第一回集会は写真にとられた。それはことばよりもずっとよく示威大会の偉大さを示している。ブルジョア新聞は写真と記事をのせたが、ただ「国家主義的」示威大会に関していたと述べただけだった。だがいつものように謙けん遜そんしてその主催者については何もいわなかった。




集会につぐ集会

　これでもって、われわれははじめて、きまりきった普通の政党のわくから遠くへ踏み出たのだった。人々はもはやいまでは、われわれを無視して通ることができなくなった。この集会の成功がたんにかげろうのようなものであるという印象を与えないために、わたしはただちにツィルクスでの第二回示威大会を次週にきめた。そして成功は同じだった。この大会場はふたたび破れんばかりに大衆で埋った。そこでわたしは、次週には同じ形式で第三回の集会を開こうと決意した。そして第三回目には巨大なツィルクスは上から下まで人でいっぱいで、すしづめだった。

　この一九二一年の開始以後、わたしはミュンヘンでの集会活動をますます高めたのだった。わたしは、いまやさらに、単に毎週一回でなく、往々にして週二回の大衆集会を開催し、そのうえに、夏の盛りや秋の終りごろには、しばしば週三回にもなった。いまではわれわれはいつもツィルクスで集会をした。そしてわれわれの集会の晩はいつも同じような成功をおさめた、と満足して確認することができたのだった。

　その成果は、運動の支持者数がますます増加したことであり、党員の数が大増加したことだった。

　　　　　　　＊

むなしい強制解散の試み

　もちろん、こうした成功はまたわれわれの敵を安心せしめてはおかなかった。かれらはあるいはテロで、あるいは黙殺でと、いつも戦術が動揺していたので──かれら自身認めねばならないのだが──どういう方法でもそれは、われわれの運動の発展を阻止することができなかったのである。そこでかれらは最後の努力として、われわれの今後の集会活動に、それによって究極的にとどめをさすように、テロ行為を決意したのだった。

　この行為の外面的理由として、人々はエアハルト・アウアーという州議員に対するこのうえなくなぞにみちた暗殺計画を利用した。上述のエアハルト・アウアーがある晩なにものかに撃たれたというのである。すなわち、かれは実際に射殺されたのではないが、かれを射殺しようとしたものがあったというのだ。だが社会民主党指導者のウソのような沈着さと、なぞのような勇気は、不法な攻撃を失敗させただけでなく、この極悪な犯人自身が卑怯にも逃げるのをたたきのめした、というのだ。かれらは、警察もその後かれらについてもはやすこしの足取りもつかむことができないほど早く、遠くへ逃げてしまったという。このなぞにみちた事件を利用して、ミュンヘンの社会民主党の機関紙は、われわれの運動に対してこのうえなく過激に扇動し、同時に古くから習慣になっているおしゃべりで、次に起るにちがいないものをほのめかすのだった。われわれの木が天に達するまで成長しないよう、プロレタリアのこぶしでいまや適当なときに干渉するよう配慮せられている、というのだ。

　その数日後、はやくも干渉の日がやってきた。

　ミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールでの集会──わたし自身がそこで話すことになっていたのだが──が、究極的な対決のために選ばれたのだった。

　一九二一年十一月四日、午後六時と七時の間に、わたしははじめて実際の報告をうけとった。それはこの集会が無条件に強制解散をさせられるだろう、そしてこの目的のために特に若干の赤の工場から多数の労働者大衆を集会に送るくわだてがある、というのだった。

　われわれがこの情報をもっと早くうけとらなかったことは、ある不幸な偶然のためであった。われわれはその日にミュンヘンのシュテルンエッカー街の神聖な旧事務所を去って、新しい事務所へ引越したのだった。すなわち、われわれは旧事務所からは出たが、新しい事務所がまだ手入れがしてなかったので、はいれなかったのだ。また電話は旧事務所からとりはずしたが、新事務所にはまだ取りつけられていなかったので、この日に強制解散をもくろんでいると伝える多数の電話が、みんな通じなかったのだ。

　この結果、集会自体が非常にわずかの整理隊だけで守られるということになった。おおよそ四十六人からなる数的にあまり強くない百人隊がいただけである。だが夕方一時間のうちに多くの増援軍を集めるためには、警急機構はまだできていなかった。さらに、こういう気づかわしいうわさは、いままで何度もわれわれの耳に達していたし、そのうえ特に何事も起らなかったということがあった。通告された革命はたいてい起らないという古くからの格言は、われわれの場合にもいままでいつも正しい、ということを実証していた。

　このうえもなく残虐な決断でもって強制解散に対抗するためにその日にやりえたことをみんな、こういう理由でおそらくやらなかったのである。

　ついにわれわれは、ミュンヘンのホーフブロイハウスのフェストザールを、強制解散には適していないように思える、と考えていた。われわれはもっと大きい講堂、特にツィルクスに対してもっと強制解散を恐れていたのだ。そのかぎりにおいて、われわれはこの日貴重な教訓をえた。われわれはその後この問題をすべて──わたしはあえていうのだが──科学的な方法で研究し、いろいろの結論に達した。それは一部分は興味深くまた信じがたいものであった。そしてその後われわれの突撃隊を有機的、戦術的に管理するために根本的に重要であった。

　七時四十五分、わたしがホーフブロイハウスの玄関についたとき、たしかにそういう企図があることについて、もはや疑うことができなかった。講堂は満員だった。だから警察が入場を阻止していた。非常に早くからきていた敵は、講堂の中におり、われわれの支持者は大部分外にいた。小人数の突撃隊が玄関でわたしを待っていた。わたしは大講堂の入口を閉じさせ、そして四十五、六人にはいるよう命じた。わたしは若者たちに次のように説明した。おそらく今日はじめてのるかそるか、運動に忠誠をつくさねばならないだろう。そして殺されてわれわれにかつぎ出されないかぎり、われわれの中の一人といえども講堂を去ってはならない。わたし自身も講堂に残るつもりであり、この中の一人といえどもわたしを一人にして去らないだろうと信じている。だが一人でも卑ひ怯きようであることを実証したものを見たならば、わたしはみずからその腕章をとりさり、党員章をとりあげるだろう、と。さらにわたしはかれらに、強制解散のちょっとしたきざしでもみたらただちに前へ進め、攻撃することこそ最良の防御だということを忘れるべきでない、と命じた。

　ハイル三唱──今日はいつもより荒々しくしゃがれて響いた──が、答えであった。

　それからわたしは講堂にはいり、実際に自分の目で様子を見渡すことができた。かれらはぎっしりと内部で席を占め、すでに目でわたしをにらみ抜こうとしていた。無数の顔が憎悪にみちてわたしに向かっていた。その間他方では悪意のあるしかめ面で、非常にはっきりしたヤジをくりかえしとばしていた。人々はそのうえに、今日は「われわれが結末をつけるぞ」、脇腹に注意しろ、永久に口に栓をしてやるぞ、とこういう美しい空語をまた叫んでいた。かれらは自分たちの優勢を知っており、したがって優越感をもっていたのだ。

　それにもかかわらず集会は開くことができた。そしてわたしはしゃべり始めた。わたしはホーフブロイハウスのフェストザールではいつも講堂の長いほうの前面に立っていた。そしてわたしの演壇はビールのテーブルだった。わたしはこうしてもともと、人々のまん中にいたのだ。この講堂では、わたしがその他の場所では決して同じようにはみられない気分をいつも生ぜしめていたのは、まさしくこういう状態が寄与していたのかも知れなかった。

　わたしの前、特にわたしの左前方には、敵ばかりがすわったり立ったりしていた。それら大部分はマファイ工場や、クスターマンやイザリアツェーラー工場等からきた、みんな非常にたくましい男や若者だった。左側の講堂の壁にそって、かれらはまったくぎっしりとほとんどわたしのテーブルのところまで押しだしてきていて、そこでジョッキを集めはじめた。つまりかれらは、どしどしビールを注文し、空になったジョッキをテーブルの下においたのだ。全砲列はかくして成立した。今日もことがもう一度うまくはこんだなら、驚きだろう。

　約一時間半後には──わたしはいろいろのヤジにもかかわらずそんなに長くしゃべったのだが──、ほとんどわたしはあたかも状勢を支配したかのようであった。強制解散隊の指導者自身もまたこれを感じたらしかった。というのは、かれらはだんだん落ちつかなくなってきて、何度も行ったりきたりし、目に見えて神経質に仲間たちを励ましていたからである。

　わたしはあるヤジを受けながすとき、ちょっとした心理的な失敗を犯した。そのことばが口から出るか出ないかのうちに、わたし自身気がついたのだが、それが戦端を開く合図を与えた。

　二、三の怒ったヤジ。そして一人の男がとつぜん椅い子すの上におどりあがり、講堂の中へどなった。「自由だ！」。この合図に自由の闘士たちは自分たちの仕事を始めた。

　数秒にして会場全体は、わめき絶叫する人の群でいっぱいになった。その上を無数のジョッキが榴りゆう弾だん砲ほうの射撃のように飛ぶ。その間に椅子の脚のめりっめりっと折れる音、ジョッキのわれる音、どら声で叫ぶ、わめく、叫ぶ。

　バカげた光景だった。

　わたしは自分の場所で立ったままであり、わたしの若者が完全にかれらの義務をいかに遂行するかを観察することができた。

　そこでわたしはブルジョア集会を見ていればいいのだった！

　立ち回りが始まるか始まらないかに、早くもわたしの突撃隊員──というのはかれらはこの日からそう呼ばれた──は攻撃していった。おおかみのようにかれらは八人か十人の群をなして、どしどし敵の中へ突進していった。そしてかれらを実際にだんだんと講堂からたたき出しはじめた。五分もたつと、もはやわたしはかれらのうちの一人といえども、まだ血まみれになっていないものをまったく見ることができなかった。そのときはじめてわたしがほんとうに知った人が、いかにたくさんいたことか。先頭にわたしの勇敢なマリウス、今日のわたしの個人秘書ヘス、その他たくさんのものが、すでに重傷をうけながら、両足で立っていることができるかぎり、幾度も幾度も攻撃する。二十分間大騒動が続いた。だがさらに、おそらくは七、八百人を数えた敵は、五十人にみたぬわが方の人間によって大部分講堂からたたき出され、階段から追いたてられた。ただ講堂の左うしろの隅に、まだ大きな群がもちこたえていて、最も激しく抵抗をしていた。とつぜん会場の入口から演壇に向けて二発のピストルを発射した。そこで乱射がはじまった。昔の戦争のでき事のこういう再生に直面して、ふたたび心は歓喜せんばかりであった。

　だれが撃ったか、そこからはもう見わけがつかなかった。ただひとつ確認できたのは、その瞬間から血みどろになったわれわれの若者の憤怒がいちじるしく激しくなり、ついに最後の妨害者を圧倒し、講堂から追い出してしまったことだけだった。




「集会は続行する」

　おおよそ二十五分たっていた。講堂自体は、ちょうど榴弾が破壊したかのように思われた。われわれの支持者の多くは、まさしく包帯でおおわれていた。他のものは車で運ばれねばならなかった。だがわれわれはいぜんとしてこの場の支配者であった。この晩の集会を司会していたヘルマン・エッサーが宣言した。「集会は続けられます。報告者が発言します」と。そこでわたしはふたたびしゃべった。

　われわれが集会を閉じたあと、とつぜん興奮した警部が飛びこんできて、腕をふりまわして講堂の中へわめきちらした。「集会は解散だ」

　わたしは知らず知らず、このおくればせのでき事を笑わずにはおられなかった。まことに警察らしいもったいぶりだ。かれらが小さければ小さいだけ、少なくともそれだけかれらは大きく見せかけねばならないのだ。

　われわれはその晩、実に多くのものを学んだ。そしてまたわれわれの敵も、自分たちの側で受けた教訓をもはや忘れなかった。

　それ以来一九二三年秋まで「ミュンヘンの郵便」は、もはやプロレタリアートの鉄[image: 拳]を知らせてこなかった。







　第八章　強者は単独で最も強い




運動の優先権

　わたしは前述の箇所でドイツ民族主義同盟の労働共同体があることを述べた。ここではこの労働共同体の問題をごく簡単に説明しておこう。

　一般に人々は労働共同体を、諸同盟がその仕事を軽減するために、ある一定の相互関係に立ち、多少とも大きな権限のあるものを共通の指導部に選び、共通の行動を共同して遂行するグループ、と考える。すでにそこから、目的と方法があまりへだたっていない結社、組合あるいは党派に関しているという結論がでてくる。そしてそういう組合が最後に、こうした「労働共同体」に集まって、共通の結合点を発見し、共通ならざるものを排除するということを聞いて、普通の一般の市民に満足感と安心感を与えているのである。その場合、そういう結合が非常に力の増大に役立ち、さもなければ弱小グループたるものもこれによってとつぜん強力なものになる、という一般的確信が支配している。

　けれどもたいていこれは誤りなのだ！

　みんなが同一目標を追求しようと主張するいろいろの組合とか結社とか、そういった類のものが、いったいどんなふうにできあがるのか、ということをはっきりとつかむことは興味もあり、またわたしの目にはこの問題をもっとよく理解するのに重要である。だが一つの目標はただ一つの組合が闘い、そしてたくさんの組合が同一目標のために闘わないほうが理性的である、というのがそれ自体理屈に合っているだろう。疑いもなく、その目標ははじめはただ一つの組合が注目したのだった。ある一人の男がどこかで一つの真理を告げ、ある一定の問題を解決するために呼びかけ、目標を定め、かれの意図を実現するのに役立つべき運動を形成したのだ。

　こうしてその綱領に従って、存在する不合理を除去したり、あるいは将来における特殊な状態をつくりあげたりすることを目的とする結社とか党とかが設立されるのである。

　こういう運動は一度生まれいでると、それとともに運動は実際上ある優先権をもつのである。ところでこの運動と同じ目的を闘おうと考えているすべての人々は、こういう運動に順応し、共通の目的によりいっそう奉仕するために、かくしてその力を強化することは、本来自明のことであるだろう。特に精神的に明敏な頭をもっているものはだれでも、こういうものに加入することに、まさしく共通の闘争の実際的成果を生む前提を感じなければならないであろう。だから理性的にもまた良心的な忠実さという点でも、（わたしが後に示そうと考えているように、ここが非常に重要なのだが）一つの目標にはまたただ一つの運動しかあってはならないであろう。

　それがそうでないというのは、二つの原因に帰することができる。その一つをわたしはほとんど悲劇的だといいたい。一方その第二のほうはあわれむべきもので、人間的な弱点自体の中に求めるべきものである。だが最も深い根底においては、わたしは両者の中に、意欲それ自体が、意欲のエネルギーと強さを増大させ、人間の実行力のこの高度の養育によって現存の問題をけっきょく可能にするに適した事実だけを見るのである。

　一定の課題を解決するのに、たいていただ一つの団体だけになぜとどまらないのか、という悲劇的な原因は次の点にある。すなわち、この地上の大事業は、どれも一般に幾百万の人間の中にすでにずっと長く存在していた希望、多くのものの中に静かにいだかれていた憧しよう憬けいを実現することにあるのだ。そうだ、幾世紀もそれが耐えがたい既存状態のもとに呻しん吟ぎんしていたため、ある一定の問題の解決を願ったのに、この一般的憧憬が実現されないこともありえたのだ。こういう困窮から一般に英雄的解決をもはや見いださない諸民族を、無気力だということができる。一方われわれは、ある民族の生活力とそれによっていっそう保証された生存のための使命というものは、大きな圧制から解放されるために、あるいはつらい困窮を除去するために、あるいは自信を失ったがために落ちつきがなくなった魂をいやすために、他日運命から、長い間あこがれていたものを最後に実現するために神の恵みをうけた人間が贈られたときに、最も適切に実証されるのである。




指導権争い

　それだから、いわゆる大きな時事問題の本質には、その解決に何千人も参加し、多くのものがそのために招かれているとみずから信ずること、とにかく運命さえもいまや諸力を自由に闘争させて、けっきょく強者、優者に勝利を与え、かれにその問題の解決をゆだねるために、選択しようとして種々の人々に指令する、ということがあるのだ。

　だから、幾世紀も宗教生活の形態に不満をもち、ある革新にあこがれ、そしてこの心の衝動から十数人やそれ以上の人々がたちあがり、かれらの洞察や知識を基礎にしてこの宗教上の緊急事態の解決のために新しい教理の予言者として、あるいは少なくとも現存するものに対する闘士として登場するために、自分が招かれたと信ずることがありうるのだ。

　もちろんこの場合でも、自然の秩序によって、最も強力なものがこの大使命をはたすために定められるだろう。しかしながら、この一人の男がただ一人招かれたのだと他のものが認識するのは、たいていまずいつもずっとあとになってからである。反対に、人々はみんながその課題を解決するために同等の権利をもち、そのために招かれたのだとみずからみなすのである。そして同時代の人々は、かれの中の誰か──ただ一人のものが最高の能力をもっているのだから──ただ一人自分たちの支持をうけるに値するか、判断しえないのが普通である。

　そのようにして数世紀の間に、実際にしばしば同じ時代の中に種々の人間があらわれて、少なくとも主張するところは同じような、あるいは大衆から同一と感ぜられるような目標を闘いとるために、いろいろの運動をつくるのである。民衆自身はもちろんはっきりしない望みをいだいており、一般的な確信をもっているが、なんといってもその目標や、自己の希望や、あるいはそのうえそれを実現する可能性というような本来的な本質についてはまったくはっきりしていないのである。

　悲劇はそこにある。すなわちこれらの人々はおたがいを知らず、まったく異なった道をたどって同じ目標に達しようと努力しており、したがってかれらの独自の使命に対しても最も純粋な信念をもって、他のものを顧慮することなしに自己の道をすすむことが義務だと考えていることにあるのだ。

　こういう運動、党派、宗教団体が──一般の時代的欲求からではあるが同じ方向へと活動するために──おたがいに完全に独立して成立することが、少なくとも一目見ただけで悲劇と思われる。というのは、種々の方向に分散している力というものは、ある唯一の方向にまとめあげれば、より急速に、より確実に成果をもたらしうるという意見にあまりにも強く傾くからである。だがこれはそうではない。かえって自然自身はその仮借なき論理で、種々のグループをたがいに競争させ、勝利のシュロの枝をめざして格闘させ、そして最もはっきりと、最も近い、そして最も確実な道を選んだ運動が目標に達するような決定をくだすのである。

　だがもし、いろいろの力が働く自由な道が与えられておらず、最後決定が人間的な知ったかぶりの空論的結論にひきつけられて、目に見える成果──けっきょくそれが行動の正しさにいつも最後の確証を与えるのだ！──という確かな証明にゆだねられないならば、外からその道の正しいか正しくないかをどうして決めるべきなのか。

　このように種々のグループが同じ目的をめざして別々の道を行進するならば、種々のグループは、かれらが同じように努力しているものがあることを承知しているかぎり、かれらの道を根本的に検査し、できるかぎり近道をし、最後のエネルギーまで緊張させて、より早く目標に達しようとするであろう。

　そのように、この競争によっておのおのの闘士の高度の淘汰が行なわれる。そして人間が、以前に失敗した試みが不運であったことからひきだされた教訓に感謝しなければならないこともまれではない。

　それだからわれわれは、一見して悲劇的と思われる事実、意識的な過失ではないが、最初から個々に発生して分裂しているという事実の中に手段を認識することができ、それによってけっきょくは最善の処置がとられるのである。




オーストリアとプロイセン

　われわれは、歴史の中に次のようなことを見る。すなわち、かつてドイツ問題（※１）の解決のためにとることができた二つの道──そしてそのおもな代表者であり主張者であったものは、オーストリアとプロイセン、ハープスブルク家とホーエンツォレルン家であったが──は多くの人の考えによればもともとひとまとめにされねばならなかった。人々は、かれらの考えによれば、両方の道をひとつに結合した力に託すべきだったのだ。だがその場合、当時けっきょくはより重要な代表者の道がとられたであろう。けれどもオーストリアの意図は決してドイツ帝国を建設することにはなかったはずである。

　そしてこのうえもなく強力なドイツ統一の帝国は、まさしく幾百万のドイツ人が断腸の思いで、わが兄けい弟てい牆かきにあいせめぐ最後の、このうえなく恐ろしい徴表を感じたことから成立したのである。すなわちドイツ皇帝の冠は、ほんとうはケーニヒグレッツの戦場（※２）から得られたものであって、後世考えるようなパリ全面の戦い（※３）において得られたものではないのだ。

　そのようにドイツ帝国の建設それ自体は、なにかある共通の意図が共通の道を進んだ結果ではなく、むしろ意識的な、しばしばまたヘゲモニーをもとめる無意識的な格闘の結果であり、その格闘から最後にプロイセンが勝者として登場したのだった。そして政党政治に眩げん惑わくされて真理を断念していないものなら、いわゆる人間の英知というものは、決して生活の英知、すなわち種々の力の自由な働きという英知がけっきょく実現させるような同様な賢明な決意をしないだろうということ、が確認できるにちがいない。というのは二百年前には、後日新ドイツ帝国の胚細胞となり、建設者、教師となるものはホーエンツォレルン家のプロイセンであり、ハープスブルクではないだろうということを、ドイツ諸邦のうちで誰がはっきりと本気に信じていただろうか！　これに反して、運命がうまく行動してくれたことを、今なお拒もうとするものがあるだろうか。事実腐った、堕落した王朝の原則を身につけているドイツ帝国を、今日なお想像しうるものがいったいあるだろうか。

　そうだ、自然の発展は──もっとも数世紀にわたる闘争の後にではあるが──ついに、最善のものをそれが属するその地位においたのだった。

　これはつねにそうであるだろう。いままでつねにそうであったように、永久にそうであるにちがいない。

　それだからいろいろの人々が、同じ目標に達するためにその道を進んでも、苦情をいってはならない。最も力強く最も速いものがこうして認められ、勝利者になるのだ。




民族主義の分裂の原因

　ところがさらに、それにもかかわらず民族生活においてはしばしば、同じように見える運動が、同じように見える目標に種々の道を通って達しようとするのはなぜか、ということについては、第二の原因がある。この原因は、単に悲劇的であるばかりでなく、そのうえまさしくあわれむべきものである。それは羨せん望ぼう、嫉しつ妬と、野心、盗人根性などの悲しむべき混合の中にある。これらの性質は遺憾ながら、人間の各個人においては、しばしば合体しているように見える。

　すなわち民族の困窮を認識している人物が現われて、この病気の本質について最後まで明らかにしたのち、本気でそれを除こうとし、もしもかれがその目標を確定し、その目標に達しうる道を選んだならば──ただちに小人物や最も心の小さい人物が気づいて、そしてそこで公衆の目を自己にひきつけたこの男の行動を、熱心に追求するのだ。まさにすずめのようだ。他のものにはまったく興味がないように見えるが、だがそれにもかかわらず実際には極度に緊張して、パンのかけらを見つけた幸運な仲間から、ゆだんしている瞬間にとつぜん盗むために、たえず観察しているのだ。こういう人間もまたそうなのだ。だれか一人だけが、新しい道を進もうとする。そうするともう、たくさんのつまらない怠けものたちはびっくりして、この道の終点のところにあるかも知れない少しばかりの利益をかぎつけるのだ。それが見つかりそうなことがわかるやいなや、別のできるだけ早く行ける道を通って目標に到達するために、真剣に走り去るのである。

　さて、新しい運動が樹立され、その運動が一定の綱領を定める。そうするとこういう人間が寄ってきて、これと同じ目標を闘いとるのだと主張する。けれどもかれら自身正直にこういう運動の線に決してつらならず、またその運動の優先権も決して認めない。かえってかれらは綱領を盗み、そのうえに自分の新しい党をつくるのである。そのさいかれらは、他のものと同じように、自分たちもずっと以前からちょうどそれと同じものを望んでいた、と考えのない同時代の人々に確言するほどにしらじらしいのである。そして一般の軽けい[image: 蔑]べつを正当に甘受するかわりに、そうすることによってつごうのよい立場をうることも、まれではないのである。というのは、他の人がその旗に書き入れた課題を、自分の旗に書き、その綱領の照準点を転用し、だがそのうえに自分がこれらすべてをつくりだしたかのように詐称し、かれ独自の道を行くなどということは、なんとあつかましいことではなかろうか？　だがこのあつかましさは、最初に自分たちが新しい党を樹立して分裂をひきおこした当の分子が、相手の優位にもはや追いつくことができないと認めるやいなや、経験によると、たいていは合同や統一の必要性について語る、ということに特に示されるのだ。

　いわゆる「民族主義の分裂」は、こういう経過のおかげをこうむっている。

　もちろん一九一八年、一九年に民族主義的といわれるグループや政党などがたくさんできあがったのは、設立者にはまったく罪はないのであって、事物の自然の発展から起ったのであった。これらの中から早くも一九二〇年には国家社会主義ドイツ労働者党が、勝利者として次第に上昇し結晶してきた。さて、個々の設立者が根本的に誠実であったことは、多くのものが実に感嘆に値する決意によって、明らかに効果が少ない自分の運動をより強力な運動の犠牲に供すること、つまり自分の運動を解散し、あるいは無条件に合併すること以上に、輝かしいものによって示されることはできないのである。

　このことは、特に当時のニュールンベルクのドイツ社会党の重要な闘士ユリウス・シュトライヒァーにいいうることである。国家社会主義ドイツ労働者党とドイツ社会党は、同じ究極目標をもっていたが、おたがいにまったく無関係に成立したものだった。ドイツ社会党の最も重要な第一線の闘士は、前述のように当時ニュールンベルクで教師であったユリウス・シュトライヒァーであった。はじめはかれも、自分の運動の使命と未来について聖なる確信をもっていた。だがかれは、国家社会主義ドイツ労働者党のより偉大な力とより強力な成長とをはっきりと、疑う余地なく認めるやいなや、ドイツ社会党および工員組合のための活動を中止し、その党員に、相互闘争の中から勝利をおさめて台頭してきた国家社会主義ドイツ労働者党に合流し、そしていまやあいならんで共通の目標のために闘い続けることを求めたのだ。個人的で、根本的にまじめな決心というよりもっと困難な決心である。

　実際この運動の初期から、分裂したままで残っているものはなく、ほとんど徹頭徹尾、当時の人々の誠実な意図がまた誠実で、正直で、正しい目的に導いたのだ。われわれが今日「民族主義の分裂」ということばで呼んでいるものは、すでに強調したように、例外なくわたしが述べた第二の原因のおかげで存在しているのである。すなわち以前は独自の思想も、さらに独自の目標ももっていなかった野心満々の人々が、国家社会主義ドイツ労働者党の成果が疑いもなく熟したのをみて、まさにその瞬間に「招かれた」と感じたのだ。

　とつぜん、残るくまなくわれわれの綱領を書きうつした綱領ができあがり、われわれから借りた諸理念が闘いとられ、われわれがすでに数年来闘ってきた目標がたてられ、国家社会主義ドイツ労働者党がすでに長い間闘ってきた道がえらばれたのだ。人々は国家社会主義ドイツ労働者党が長く存続してきたにもかかわらず、新党を設立せざるをえなかった理由を、あらゆる手段で基礎づけようとするのである。ただしかれらがその高貴な動機をこじつければこじつけるほど、その空語はますます真実さを失ったのだ。

　実際に決定的な唯一の根拠があった。すなわち、なんらかの役割を演じたいという設立者の個人的野心だ。そこにはその矮わい小しような出現は、他人の思想を引きつごうとするたいした厚顔さ──その他の市民生活において人々がどろぼう根性だというのがふつうである──以外、みずからは実際なにももっていないのである。

　当時、他人のもっている観念や理念で、かかる政治的な病的盗癖が、短期間に自分の新しい仕事のために集めなかったものはなにもない。だがこういうことをしたものこそ、さらにその後目に涙をうかべながら、「民族主義の分裂」を深く嘆き、絶えず「統一の必要性」についてしゃべり、他のものがついに、このいつまでも続く悲歌の叫びにあきてしまって、いままで理念を盗まれたうえになおその理念を達成するために起した運動までも盗人たちに投げ与えるまで、ペテンにかけることができるというひそかな望みをいだいている人々だったのだ。




「労働共同体」

　けれどもこれがうまくいかず、この新企業の収益が、企業主の頭の弱さのため、人々がそれに期待したほどのものでなかったとなると、もちろん安売りするのをつねとする。そしていわゆる労働団体の一つに乗り込めるならば、それだけで満足したのである。

　当時、自分の両足で立つことができなかったものは、みんなこういう労働共同体と結合した。もちろん、八人の不随者がおたがいに腕を組めは、たしかに一人の闘士ができあがるという信念から発したのだ。

　だがこれらの不随者のものの中にほんとうに一人健全なものがいたとしても、かれは他のものを両足で立たせるためにだけ全力を用い、こうしてけっきょく自分も障害をもってしまうのだ。

　いわゆる労働団体といっしょに進むことを、われわれはつねに戦術の問題と見ていた。けれどもその場合われわれは次のような根本的認識から決してはなれてはならない。すなわち、

　協力団体の形式によって、弱い同盟が強力な同盟に変わることは決してない。だがおそらく強力な組合がそれによって弱化をこうむることは少なからずありうるし、またあるだろう。弱いグループを集めることによって強力な要素が生ずるにちがいないという意見は、正しくない。なぜなら経験によれば多数者というものは、いかなる形式においても、あらゆる前提のもとでも、愚鈍と卑ひ怯きようの代表であるだろうし、したがって同盟が多く集まっているということは、それが自分たちが選んだ多数者の指導によって支配されるやいなや、卑怯さと弱さに引き渡されてしまうからである。また、かかる結合によって諸力が自由にふるまうことがはばまれ、最善のものを選び出す闘争が排除され、かくしてより健全なもの、より強いものの必然的、究極的な勝利が永久に妨害されるのである。だからこういうたぐいの結合は、自然的発展の敵である。というのは、それはたいてい闘っているその問題の解決を促進するよりは、妨げるからである。

　純粋の戦術的顧慮から、将来を見ている運動の最高指導部が、それにもかかわらず、まったく短期間ではあるが、ある特定の問題の処置について類似の組合と一致し、また共同の歩調をとろうとすることもありうる。だがこれは、運動自体がそれによって救済という使命を断念しないならば、決してそういう状態を永久化することに導いてはいけない。というのは、運動が一度究極的にかかる結合にまきこまれたならば、その運動は自然的発展の意味で自己の力を十分に活動させ、ライバルをうち負かし、そして勝利者として定められた目標を達成する可能性も権利も失ってしまうからである。

　すべてこの世界ではほんとうに偉大なものは、共同戦線によって闘いとられたものではなく、つねにただ一人の勝利者の成果だったということを、決して忘れてはならない。共同戦線の結果というものは、すでにそのそもそものやり方からして、将来の崩壊、またはそれ以上に、すでに到達したものを喪失する萌芽をもっているのだ。偉大な、ほんとうに世界を変革させるような精神的な革命というものは、一般にただ、単一組織の巨人のような闘争としてのみ考えうるのであり、実現されるのであって、決して共同戦線の企てとしてではないのだ。

　それゆえまたまず第一に、民族主義国家はある民族主義的協力団体の妥協的意欲によって決してつくられるのではなく、ただあらゆるものに対して闘いぬいたただ一つの運動の鋼鉄のような意志によってのみつくられたのである。







　第九章　突撃隊の意味と組織に関する根本の考え方




権威の三原理

　旧国家の強さは、君主政体、行政機関、軍隊の三本の柱に基礎があった。一九一八年の革命は、この政体を除去し、軍隊を解体し、行政機関を腐敗政党に引き渡した。だがそれによって、いわゆる国家権威の最も本質的な支柱が打ちこわされたのである。国家権威それ自体は、ほとんどつねに、原則としてすべての基礎となるこの三要素にもとづいているのだ。

　権威を形成するための第一の基礎は、つねに人気である。けれどもこの基礎にのみもとづく権威は、まだ非常に弱く、疑わしく、また動揺している。それゆえこういう人気にだけ立脚している権威の担い手は、権力を形成することによって、権威の基礎を改善し、確実にしようと努力しなければならない。権力、したがって強制力の中に、われわれはすべての権威の第二の基礎を見るのである。それは、わずかに本質的により安定し、確かであるが、つねに第一のものより断じて力強くない。人気と強制力が結合し、それらがともにある期間継続することができると、権威はさらにもっと固い基礎の上で立ちあがることができる。伝統の権威がそれだ。ついに人気と力と伝統が結合した時に、権威は揺るがしがたいものと見られてよいのだ。

　革命によってこの最後の場合も完全に除外された。そのうえ、もはや伝統の権威もなくなった。旧帝国の崩壊、旧政体の除去、かつての主権の表章と帝国のシンボルの壊滅とともに、伝統は急激にひきさかれた。その結果は、国家権威の最もひどい動揺だった。

　国家権威の第二の柱たる強制力すら、もはやなくなった。そもそも、革命を実行しうるためには、人々は国家の組織された力と強制力の具体化されたもの、すなわち軍隊を解体しなければならなかった。そのうえ軍隊自体の腐敗した部分を、革命の闘争分子としてふりむけねばならなかった。たとえ前線の軍隊は統一的にはこの解体工作の手には帰さなかったとはいえ、しかしかれらは四年半の英雄的力闘の栄誉ある場所をうしろにすればするほど、故国のこの解体の酸におかされ、復員組織にはいったとき、同様に、兵士評議会時代のいわゆる自発的服従という無秩序に終ってしまったのだ。

　もちろん兵役を八時間労働の意味に解して暴動をおこすこの兵士群の上に、人々はもはや権威を置くことはできなかった。かくして権威の確立をまず保証する第二の要素が除去された。そしてもはや革命は、本来その上に権威を構築するための最も本源的なもの、すなわち人気だけをもっていた。だがこの基礎はまさしく非常に不安定であった。もちろん革命はただ一度の強力な打ち込みで古い国家構造を粉砕することができたが、けれども最も根本的な原因は、ただわが民族構造の内部における平常の均衡が、戦争によってすでになくなっていたがためであった。




民族体の三クラス

　いずれの民族体も、三つの大きなクラスにわけることができる。すなわち一方の側では最良の人間性という極端で、あらゆる道徳の意味で善良で、とりわけ勇気と献身によって特徴づけられる。他方は、最悪の人間の屑くずという極端で、あらゆる利己主義的衝動と悪徳が存在しているという意味で劣悪である。両極端の間に、第三のクラスとして、大きな広範な中間層があり、ここにおいては輝かしい英雄的精神も、卑劣きわまりない犯罪者的根性も具体化されていない。

　民族体の興隆期は、この極端によい部分の絶対的指導によって特徴づけられ、そのうえそれによってのみ存在する。

　普通の、均整のとれた発展期、あるいは安定状態の時代は、明らかに中間の分子の支配によって、特徴づけられ、またそれによって成立している。この場合両極端は、相互に平衡を保ち、あるいは相殺しあう。

　民族体の崩壊期は、最悪の分子の優勢な活動によって定められる。

　だがそのさい、大衆は──わたしはかれらをそう呼ぼうとするのだが──中間のクラスとして、両極端自体がみずから相互の格闘にしばられているときだけ、はっきりとあらわれるのであり、だがかれらは両極端の一方が勝った場合には、つねによろこんで勝利者に従属するものだ、ということに注意すべきである。最良のものが支配している場合には、大衆はこれに従い、最悪のものが興隆している場合には、かれらは少なくとも最悪のものに何の抵抗もしない。というのはこの中間の大衆は決してみずから闘わないからである。




最良のものの犠牲

　さて、戦争はその四年半の血なまぐさいでき事において、人々が──あらゆる中間クラスの犠牲を認めるとしても──それにもかかわらず最良の人間性という極端が、ほとんど完全に血を流し出したということを認めねばならなかったほどに、この三つのクラスの内的均衡を乱してしまったのだ。というのはこの四年半の間に、かけがえのないドイツ人の英雄の血が流されたのが実に巨大なものであったからである。何十万という個々の場合を集めてみればよい。そこではつねにいわく、戦線への志願兵、志願斥候兵、志願伝令兵、電話隊の志願兵、架橋志願兵、潜水艦志願水兵、飛行隊志願兵、突撃大隊志願兵等──いつもいつもまた、四年半を通じて無数の場合に志願兵であり、また志願兵だ。──そして人々はつねに同じ結果をみたのだ。すなわちひげも生えていない若者が、あるいは年配の男が、ともに燃えるような祖国愛に、偉大な個人的勇気や最高の義務意識にみたされて、みんな志願したのだった。そういう場合が何万も、実際に何十万もあった。そして次第にこういう人間がだんだんとまばらになってきた。戦死しなかったものは撃たれて廃人になるか、あるいは生き残った数が少ないために次第に消散してしまった。だが、まずなによりも次のことを考えてほしい。一九一四年全軍はいわゆる志願兵によって編成されていたのであり、かれらはわが議会の能なしの犯罪者的な不誠実さのおかげで、なんら有効な平時訓練も受けておらず、それゆえ防御力もなく大砲のえじきとして、敵の犠牲に供せられたのだった。当時フランドルの戦いで倒れ、あるいは不具になった四十万人は、もはや償うことはできない。かれらを失ったことは、単に人数が減ったこと以上のものがある。かれらの死によって、よい側の重みが少なくなり天秤が急にはねあがり、そして下げ賤せんで卑劣で卑ひ怯きような分子、要するに悪い極端の群が、以前にもまして重くなったのである。




悪の繁茂

　というのは、もう一つ次のようなことがつけ加わるからである。

　すなわち、ただ最良の極端が戦場で四年半の間にこのうえなく大量に減らされただけでなく、その間に悪の極端が驚くほど貯蔵されたのである。自発的に志願して神聖な犠牲の死をとげた後に、さらに招魂堂のきざはしを登った各々の英雄に対して、死ぬかわりに多少とも故国で有利に活動するために、非常に注意深く死から背を向けた一人の徴兵忌避者がたしかにいたのだ。

　そこで戦争の終末には次のようなありさまが生じた。すなわち、国民の広範な中間層は、その税を義務にしたがって血の犠牲で払ったのだ。最良の極端は、典型的な英雄的精神においてほとんどすべて身をささげてしまった。悪の極端は、一方ではこのうえなくナンセンスな法律によって保護され、他方では陸軍法規摘要が適用されなかったことによって、遺憾ながら同じく全部残ったのである。

　このうまく保存されたわが民族体のカスがさらに革命を起し、そしてそのカスが革命をなしえたのは、最良の分子の極端がもはやそのカスに対抗しなかったためである──最良分子の極端はもはや生きていなかったのだ。

　だがそれゆえ、ドイツ革命は、はじめからその人気が限られたものであるにすぎなかった。ドイツ民族自体がかかるカイン（※１）のような行為を犯したのではなく、民族の中の逃亡兵や娼婦のヒモ等という光を忌む無頼漢がやったのだった。

　前線の男、かれは流血の格闘の終結を歓迎し、ふたたび故郷の土を踏むことができ、妻子と再会しうるという幸福を感じていた。だが革命自体には、かれは内心でまったく関心がなかった。

　かれは革命を好まなかった。そしてその扇動者や組織者をなおいっそう好まなかった。四年半のこのうえない苦闘のうちに、かれは政党のハイエナ（※２）のことを忘れ、その不和もすべて疎遠になってしまったのだ。

　革命は、ドイツ民族の小部分においてだけ、実際に人気をえた。すなわちこの新国家のすべての名誉市民の目印としてリュックサックを選んだ革命の援助者の階級の場合だけだった。かれらは、今日でもまだ多くのものが誤って信じているように、革命自体のために革命を好んだのではなく、革命の結果のために好んだのだった。

　だがこのマルクス主義の略奪者どもの人気だけで権威をひきつづき支持することは、実に困難だった。けれどもこの若い共和国こそ、短期間の混こん沌とんの後に、わが民族のよい側の最後に残った分子たちの結合した報復力によってとつぜんふたたび吞みこまれることを欲しないならば、どんな代価をはらっても権威を必要としたのだった。

　当時かれら、すなわち革命の担い手たちには、自分たちの混乱の渦の中ですべての地盤を失い、こういう時局では一度ならずしばしば諸民族の生活から発生してくる青銅のようなこぶしによってとつぜんつかまえられ、他の地盤に置かれること以上におそろしいことはなかった。共和国は、いかなる代価を払っても固まらねばならなかった。




結果としての瓦解

　そこで共和国は、ほとんどすぐさまその弱い人気という動揺する柱とならんで、より固い権威の基礎をつくるためにさらに、強制力の組織をつくらねばならない必要にせまられた。

　一九一八年から一九年にかけての十二月、一月、二月のころ、革命の勝利者たちは足もとの地盤が揺れ動いたと感じたとき、かれらは、自分たちに民族の愛が提供した弱い地位を、武器の力で強化する覚悟ができる人をもとめて見回したのだった。「反軍国主義的」共和国が、兵士を必要としたのだ。だがかれらの国家権威の第一の、唯一の支柱──すなわちかれらの人気──は、ただ娼婦のヒモ、どろぼう、強盗、逃亡兵、徴兵忌避者等の社会、したがってわれわれが悪の極端と呼ばざるをえない民族のその部分にのみ根ざしていたので、新しい理念のために自己の生命を犠牲にする覚悟ができている人間を得ようとするすべての努力は、こういう連中の間ではむなしい片思いであった。革命思想と革命の遂行を担っている階層は、兵士をその守りのために置くべき能力も覚悟もなかった。というのは、この階層は共和政体を決して欲していたのではなく、かれらの本能をもっとよく満足するために、現在の政体を解体することを欲していたからである。かれらの合いことばは、ドイツ共和国の秩序と建設ではなく、むしろ、ドイツ共和国の略奪であった。

　そのように人民委員たちが、当時多くの不安から発して助けを求めた叫びは、この階層においては聞くものもなく消えていき、むしろ逆に自己防御と立腹に解体したのだった。というのは、人々はこういう行動の中に忠誠と信仰の侵害を感じ、だが、もはや人気だけに立脚せず、力によって支持された権威をつくることの中に、革命というこれらの分子にとってのみ権威あるものに対する戦闘、すなわち窃盗の権利や、刑務所の塀から脱走し、鎖から解放されたどろぼうや略奪者群、要するに悪の破廉恥漢のだらしない支配の権利に対する戦闘の開始を、感じとったからである。

　人民委員が欲したところをいくら叫んでもかれらの仲間からはだれもこなかった。ただ「裏切者」という反対の叫び声が、かれらにかれらの人気の担い手たちの考えを知らせただけであった。




義勇軍の成立

　当時はじめて、多数の若いドイツ人が「安寧秩序」のために──かれらはそう考えたのだが──もう一度軍服をつけ騎兵銃や小銃を肩にかついで、鉄カブトをかぶって故国の破壊者に対抗する覚悟をしたのだった。志願兵としてかれらは、義勇軍に結合し、かれらは革命をおそろしく憎んでいたのに、この革命をかばい、かくして実際に革命を強固にしはじめたのだった。

　かれらはそれが最もよいと信じてそう行動したのだ。

　革命のほんとうの組織者であり、革命の事実上の張本人である国際主義のユダヤ人は、当時この状態を正しく判断していた。ドイツ民衆は、ロシアにおいて成功したようには、ボルシェヴィキの血の沼に引きこまれるほどには、まだ熟していなかった。これは大部分、ドイツ・インテリゲンツィアとドイツ手工労働者の間に人種的にいぜんとして大きな統一があったからである。さらに教養のある分子が民衆階層の中に、このうえもなく広くよく浸透していたためである。これは他の西欧諸国においてもよく似た場合があるが、ロシアでは、完全にこれが欠けていたのだ。ロシアでは、すでにインテリゲンツィア自身が大部分非ロシア的国民性をもち、あるいは少なくとも非スラブ人種的性格をもっていた。当時のロシアのまばらなインテリ上層は、当時民族の大部分をしめる大衆に結合する中間成分を完全に欠いていたために、いつでも排除することができたのだった。そして大衆の精神的、道徳的水準は、ロシアでは驚くべく低かったのだ。

　ロシアでは、無学な、読み書きのできない大衆の群をかれらと何の関係も連絡もないまばらなインテリ上層に対して扇動することに成功するやいなや、この国の運命が決定した。すなわち革命が成功したのだ。それと同時にロシアの非識字者たちは、ユダヤの独裁者の抵抗力のない奴隷にされてしまった。もちろんユダヤ人の側では、この独裁を「人民の独裁」という文句で表現せしめるほどに十分に狡こう猾かつだった。




逃亡兵に対する不適当な寛大さ

　ドイツではさらに次のようなことが加わった。すなわち、革命は、軍が漸次崩壊してきただけで成功することは確かであったが、革命の真の担い手や軍隊の解体者が前線の兵士でなく、故国の駐屯地でぶらぶらしていたり、あるいは「欠くことのできないもの」として、どこかで経済にたずさわっていた多少とも光を恐れる破廉恥なやつどもだったことも、たしかだった。この軍勢は、特別の危険もなく前線に背を向けることができた何万という逃亡兵によって、なお強化された。ほんとうの卑怯者は、いつの時代でももちろん死より恐ろしいものはないのだ。だがかれは前線で毎日、千度も死を目撃してきたのだ。もし人々が弱い優柔不断な、あるいはまったく卑怯なヤツらに、それにもかかわらずその義務をはたさせたいならば、それには昔からただ一つだけ可能性がある。すなわち、それは逃亡兵に、逃亡というものがまさしく自分が逃れようとしているものを、自分といっしょに運んでいるものだということを知らせることなのだ。前線では人々は死ぬかも知れない、だが逃亡兵は死なねばならないのだと。逃亡しようとするものにはみんな、こういう峻しゆん厳げんな脅迫を試みることによってのみ、個人に対してだけでなく、また全体に対しても警告的な影響をねらうことができるのだ。

　そしてここに陸軍法規摘要の意義と目的があったのだ。




逃亡兵と革命

　必然性の認識から生まれ、また保持された自発的な忠誠にだけもとづいておれば、民族の生存のための大闘争を戦い抜くことができるという信念は、りっぱなものだった。だが自発的な義務履行というものは、つねに最良のものをその行動において規定するものであって、普通一般の人間を規定するものではない。そのために、たとえば窃盗行為に対するような法律も必要なのである。そのうえこれは根本から正直なもののためにつくられたものではなく、気持の動揺している、弱い分子のためにつくられたのだ。こういう法律は悪いものを威い嚇かくすることによって、けっきょく正直者がバカ者とみなされ、したがって空手で傍観したり、盗むにまかせたりするよりは、自分も同じように盗みに加わったほうが有利だという観念がますます広がるような状態が発展するのを防がねばならない。

　それだから、人々が人間として予見しうるかぎり、何年も荒れ狂うと思われる闘争において、最も太い神経を必要とする重大な時や瞬間に、弱々しい、おぼつかない人間をもかれらの義務を履行するために強制することができると、何百年もいや何千年もの経験が思わせている補助手段を、なくてすますことができると信ずることは誤りであった。

　戦争志願兵のような英雄たちに対しては、もちろん陸軍法規摘要はいらない。だが自分の民族の危急の時に、全体の生命よりも自分の生命を高く評価するような卑怯な利己主義者に対しては、もちろん必要である。だがそういう節操のない弱虫は、ただ最もきびしい罰を適用することによってのみ、自分の卑怯さに譲歩するのを妨げることができるのだ。男たちが絶えず死と格闘し、数週間も休みなく泥でい濘ねいの弾痕の中で、何度も極度に悪い糧食の給与を耐え忍んでいるとき、あぶなっかしくなってきた徴募新兵は禁固や懲役ぐらいの脅迫ではだめで、ただ仮借なく死刑を適用することによってのみ、ささえられることができたのだ。というのは、かれは、経験によれば、こういうときにはいつも刑務所を──どっちみち少なくともそこではかれのこのうえもなく貴重な生命が脅かされるわけではないので──戦場よりも何千倍も好ましい場所だと考えるからである。だが戦争において実際に死刑を排除し、したがって陸軍法規摘要は実際に通用しなかったということが、おそろしい報いをもたらしたのだ。逃亡兵の軍勢は、特に一九一八年には、兵へい站たん地ちにも、故国にもふえ、さらに一九一八年十一月七日以後にとつぜん、革命の製造者としてわれわれの前にあらわれたあの大きな犯罪者的組織をつくる手助けをしたのだ。




前線兵士に対する恐怖

　前線自体は、本来それとまったく無関係であった。もちろん前線にいるものたちはみんな平和へのあこがれだけは感じていた。だがこの事実にこそ、革命にとっても非常な危険があったのだ。というのは、休戦後ドイツ軍が故国に近づきはじめたとき、当時の革命家たちにとって心配な問題がつねにただ一つあった。すなわち前線部隊はなにをするだろう！　野戦にいた兵士はこれをゆるすだろうか？　ということだった。

　ドイツの革命は、若干のドイツ混成軍団によってとつぜん電光石火のように打ちのめされるという危険を犯したくなかったとき、この数週間に少なくとも外見的にはやわらげられたように思えたのだった。というのは、当時、ただ一人の軍団長が、自分に忠誠をつくしている軍団でもって赤のボロぎれを引きずりおろし、「評議会」を窮地におとしいれ、万一抵抗したときには迫撃砲や手しゆ榴りゆう弾だんでうち破る決心をしたならば、この混成軍団は四週間たらずに六十個軍団の軍隊にふくれあがったであろうからだ。ユダヤの張本人は、他のなにものにもまして、それを恐れたのだ。そして、これを阻止するためにこそ、革命にある手心を加えねばならなかった。革命はボルシェヴィズムに堕してはならず、事態に即応して、「安寧秩序」をみせかけねばならなかった。それゆえ数多くの譲歩、旧官吏団や旧軍の指導者への呼びかけをしたのだ。人々はかれらを少なくともまだ一定期間必要とした。そして走そう狗くが義理を果したときはじめて、人々はかれらをとうぜんふみつけにし、共和国を旧官吏の手からうばい、革命というハゲタカの鉤かぎ爪づめにあえて引きわたしたのだ。

　そうしてのみ人々は、旧将軍や旧官吏をペテンにかけ、かれらから起るかもしれない反抗を新しい状態の見せかけの無害さと平穏さによって、はじめから敵対心をくじくことを望みえたのだった。

　いかにこれが成功したかは、実際が示している。

　だが革命は安寧秩序の分子によってなされたのではなく、むしろ暴動、窃盗、略奪をする分子によってなされたのである。そして革命の発展はかれら自身の意志に応じたものでもなく、また戦術的理由からその経過もわからなかったし、気に入ったものでもなかった。

　社会民主党は、だんだん膨張するとともに、次第に粗暴な革命党の性格を失ってしまった。社会民主党が思想的に革命以外の他の目標を追求しようとしたのでも、あるいはその指導者がなにか他の意図をもっていたとかいうのでもない。断じてそうではない。だが最後に残ったものは、その意図と、それを実行するのにもはや適しない団体だけだったのだ。人々は、一千万人の党でもってはもはや革命はできないのだ。そういう運動においては、もはや極端な行動性はもつことができず、中間の大衆、すなわち不精さだけがあるのだ。




左翼政党の協力

　こういう認識で戦時中にもやはり、社会民主党の有名な分裂がユダヤ人によって行なわれた。すなわち、社会民主党が大衆の不精さにふさわしく、鉛の重りのように国家の防衛に執心している間に、ユダヤ人は党の中から急進的、活動的分子を引きぬいて、かれらを特別に戦闘力のある新しい攻撃集団に形成しあげた。独立社会党とスパルタクス団が、革命的マルクシズムの突撃大隊だった。かれらは既成事実をつくらねばならず、むしろその基盤の上に何十年もの間そのために準備されてきた社会民主党の大衆が登場することができたのだ。そのさい卑怯なブルジョアジーは、マルクシズムによって正しく評価され、まったく「侮辱的に」とりあつかわれたのだった。年老いて使いものにならなくなった世代からなる政治組織の犬のような卑屈さが、本気の抵抗などは決してできそうもないことを知っていて、かれらについては全然注意をしなかった。

　革命が成功し、旧国家のおもな支柱が倒されたものとみなされ、しかし、前線から帰還してきた兵隊が気味の悪いなぞとしてあらわれ始めるやいなや、革命の自然の展開にブレーキがかけられねばならなかった。社会民主主義軍の本隊は、征服された地位を占領し、独立社会党とスパルタクス団の突撃大隊はわきへ押しやられたのだった。

　けれどもこれは闘争をしないでは、だめであった。

　革命の行動主義の攻撃部隊は、満足を与えられなかったために、いまや裏切られたと感じ、みずから攻撃をつづけようとしただけでなく、かれらの手におえぬろうぜきも、革命の張本人たちだけには望み通りのものだったのである。というのは、革命がやっと終ったときに、早くもそれ自体の中に外見上二つの陣営が存在したからだ。すなわち、安寧秩序の党と流血のテロのグループがそれだ。だが、わがブルジョアジーがただちに旗をひるがえして、安寧秩序の陣営にはいったのは、その場合とうぜんのことだったじゃないか？　いまやとつぜんに、このあわれむべき政治組織に、活動の可能性が与えられ、それによってかれらは、いうまでもなく、それにもかかわらず早くもひそかにふたたび足もとの地盤を見いだし、かれらが憎悪し、だがそのうえ切実に恐れていた権力とある固い結合を行なったのである。政治的ドイツ・ブルジョアジーは、くそいまいましいマルクシズムの指導者とともに、ボルシェヴィストに反対するために同席しうるという高い栄誉を得たのだった。

　そのようにして一九一八年十二月と一九一九年一月には、早くも次のような状態ができあがった。




ブルジョアジーの籠絡

　少数の最悪分子によって革命が行なわれ、その背後にただちにマルクス主義政党が全部現われでた。革命自体が外見上穏和な印象をもっており、それが狂信的な極端な人々の敵意を招く。かれらは、手榴弾や機関銃でもってあばれ回り、国家機構を占拠したり、要するに穏和な革命を脅迫し始める。こういうその後の発展の恐怖を除くために、新体制の担い手と旧体制の信奉者との間に、いまやいっしょに極端分子と闘うために休戦が締結されることになる。その結果は、それとともに共和国の敵が共和国それ自体に対して闘うことをやめ、まったく他の観点からではあるが、やはりこの共和国の敵であるものたちを圧迫する手助けをするのだ。だがその後の結果は、かくして新国家の担い手に対して旧国家の担い手が闘う危険が究極的にそれたように思えたことである。

　人々はこの事実を何度くりかえしても、またどんなにするどく注目してもしすぎることはない。それを把握するものだけが、革命に参加しなかったもの十分の九、革命を拒否するもの十分の七、革命を憎悪するもの十分の六という民族が、それにもかかわらずついに十分の一のものによってこの革命を押しつけられたということが、どうしてできたのか、わかるのである。




ブルジョアジーの降服

　一方ではスパルタクス団のバリケードの闘士が、他方では国家主義的熱狂者や理想主義者たちが、次第に出血死していき、この両極端がたがいに精根つきはてるにしたがって、例によって、中間の大衆が勝利を得た。ブルジョアジーとマルクシズムは所与の事実の地盤の上にあり、共和国は「堅固になり」はじめた。もちろんこれははじめのうちはブルジョア政党が、特に選挙前しばらくの間、過去の世界の精神で自分たちの信奉者の小人物を呼びだし、あらたに籠ろう絡らくするために、君主制思想を引きあいにだす妨げとはならなかった。

　これは正直ではなかった。かれらはみんな内心では、とっくに君主制にみきりをつけており、新しい状態の悪あく辣らつさが、ブルジョア政党の陣営にもその誘惑的効果を現わし始めていたのである。平凡なブルジョア政治家は、今日では過去の国家以来まだ記憶されているきっぱりした厳格さの中にいるよりも、共和国という腐敗の泥濘の中にいるほうを好ましいと感じていたのだ。

　　　　　　　＊

革命はなぜ成功したか？

　すでに述べたように、旧軍隊の崩壊以後革命は、国家権威を強化するために新しい力の要素をつくるように強いられた。そのような情勢では、革命はこれを本来自分たちと対立している世界観の担い手からうることができただけなのだ。ただかれらからのみ、たとい徐々にではあるが新しい軍団が成立しえたのであり、その軍団は、外面的には講和条約によって制限を受けているが、その考え方においては時の経過とともに新しい国家観の道具に改造されるにちがいなかった。

　なぜ革命が運動として成功しえたかということを──その原因となった旧国家のあらゆる実際上の欠陥を度外視して──自問してみるならば、次のような答に到達するだろう。すなわち、

　一、われわれの義務履行と服従の観念がマヒしたため、と、

　二、いわゆる国家を担っているわが政党の卑怯な受動的態度のためである。

　なお次のことを付言しなければならない。すなわち、

　われわれの義務履行と服従の観念がマヒした究極的原因は、われわれのすべての教育が非国民主義的であり、つねにただ純粋に国家的であったことにある。そのことからここでも、手段と目的の誤認が生じてくる。義務意識、義務履行、服従ということは、まさに国家がそれ自体目的でないように、それ自体目的ではなく、これらはすべて、精神的、身体的な同種の生物の社会に、地上での生存を可能にし、確保するための手段でなければならない。ある民族体が明らかに崩壊し、若干のルンペンどもの行動のおかげで、外見的にどうみても困難きわまりない圧制にひきわたされる時においては、かれらに服従し、かれらに対して義務を履行することは、他面では服従と「義務履行」を拒否することによって民族を没落から救うことが可能であるかも知れない場合には、空論的な形式主義であり、そのうえまったく荒こう唐とう無む稽けいなことを意味する。今日のわがブルジョア国家観によれば、当時上から撃つなという命令をもらった軍団長は、撃たなければ義務にかない、したがって正しい行動をしたことになる。というのはブルジョア社会の人々には無思慮な形式的服従のほうが、自分の民族の生命よりも価値があるからである。だが国家社会主義的見解によれは、そういう場合には、弱い上官に対する服務が効力を生ずるのではなく、民族共同体に対する服従が効力を生ずるのだ。そういうときには、全国民に対する個人としての責任という義務が、現われるのだ。

　この観念のいきいきした解釈がわが民族の中に、あるいはもっとよくいえば、わが政府の中に失われて、純粋の空論的、形式的解釈に屈服したことが、革命の成功の原因だった。

　第二の点については、次のことを注意すべきであろう。すなわち、




「国家維持者」の消極性

「国家を維持している」政党が卑怯であった最も深い根拠は、なによりもわが民族の戦場で血を流した行動主義的なよい志操をもっている部分を、自分の陣営から排除したことである。それを度外視すれば、旧国家の基盤の上に立っている、われわれが唯一の政治的組織といいうるわがブルジョア政党が、自分たちの観念はもっぱら精神的方法、精神的手段で代弁しておればよい、というのは身体的手段を用いるのはただ国家にのみ帰するからだ、と確信していたのだ。人々はこういう解釈の中にだんだん退廃的な弱さが形成される徴表をみるだけでなく、政治上の反対者がこの立場をとっくの昔にみすてて、そのかわりにできれば自己の政治目標をまた暴力によって闘いとろうと考えているとはっきりと公に強調している時代においては、こういう解釈はまたナンセンスであった。ブルジョア民主主義の世界において、その随伴現象としてマルクシズムが姿を現わした時機に、「精神的武器」でもって闘うというかれらの呼びかけは、ナンセンスであり、それは他日恐ろしい報いをうけるにちがいなかった。というのは、マルクシズム自体は、以前から武器の使用は合目的的観点からだけ実行すべきであり、なおまた、その正しさはいつも成功することにある、という見解を主張していたからである。

　この見解がいかに正しかったかは、一九一八年十一月七日から十一日までの間に実証された。当時マルクシズムは、議会主義と民主主義をすこしも気にかけず、わめき、乱射する犯罪者の群によって両者にとどめをさしたのである。そのときにブルジョア的おしゃべり組に抵抗力がなかったことはいうまでもない。




マルクシズムへの降服

　革命後、ブルジョア政党は──その看板をかえたとはいえ──とつぜんまた姿をあらわし、かれらの勇敢な指導者は暗い地下室や風通しのよい倉庫のかくれ場所からはいだしてきたが、かれらはかかる旧組織の代表者がみんなそうであるように、自分たちの失敗を忘れてもいなかったし、またなんら学んだところもなかった。かれらは新情勢と心からとけあう用意ができていなかったため、かれらの政治綱領は過去のものであった。けれどもその目標は、もしできれば新情勢に協力することができるものであった。そしてその場合、かれらの唯一の武器はいぜんとしてことばであった。

　革命後もまた、ブルジョア政党はいつでもみじめに街頭で降服したのだった。

　共和国保護法が採用されることになったとき、大部分のものは、はじめこれに反対だった。だがブルジョア「政治家」はデモをする二十万人のマルクス主義者をおそれ、かれらは自分の信念に反してこの法律を承認した。さもなければ国会を出る場合に、憤激した大衆に打ちのめされるというありがたい懸念があったからだ。残念ながら承認されたためそれは起らなかったが──。

　そのように、新国家の発展も、あたかも国家主義的反対が一般になかったかのように、自分の道を選んでいった。

　この時代に、マルクシズムとその扇動された大衆に対抗していく勇気と力をもっていたといえる唯一の組織は、はじめは義勇兵団、その後は自衛組織、自警団等であり、そして最後に伝統擁護連盟であった。

　だが、これらの存在もドイツ史の発展上、少しも認めるにたる転換をおこしえなかったのはなぜかということは、次の点にある。すなわち、




国家主義政党の無為

　いわゆる国家主義政党が、街頭において少しも脅威的な力をもっていなかったので、なんらの影響をも及ぼすことができなかったのと同じように、いわゆる防衛隊も少しも政治的理念をもたず、とりわけ実際上の政治目標を欠いていたので、なんらの影響も及ぼすことができなかった。

　かつてマルクシズムに成功をもたらしたものは、政治的欲求と行動主義的残虐さの完全な合同劇であった。国家主義的ドイツを実際上のドイツ発展のあらゆる形成から除外したものは、断固たる力と天才的な政治的意図との渾こん然ぜんたる協働を欠いていたことにあった。

「国家主義的」政党の意図がどういう種類のものであったにしても、かれらはこの意図を闘いとろうとする力を、ほんのすこしももっていなかった。街頭では特にそうだった。

　防衛隊はすべての力をもっていたし、街頭と国家の支配者であった。そして政治的理念や政治的目標をもたず、その力を国家主義のドイツの役に立つように投入されたとか、あるいはやろうと思えば投入することができたとかいうことがなかった。両方の場合に、ユダヤ人の狡こう猾かつさはそれをなした。かれらは如才なく説得したり、力づけたりして、だがあらゆる場合に、この不幸な宿命をますます深刻化するような本式の永遠化をなしたのだった。

　ユダヤ人は、かれらの新聞によって巧妙きわまりなく、防衛隊の「非政治的性格」の思想を流布させることを知っていた。同様にユダヤ人はやはり政治生活においては抜目なくいつも闘争の「純精神性」をほめ、また要求したのだった。さらに幾百万という愚鈍なドイツ人たちは、このナンセンスにしたがってぺちゃくちゃしゃべり、自分自身はそのために実際に武器をうばわれ、ユダヤ人に防御力なしで引き渡されたということには、少しの注意もしなかったのだ。




理念なくして闘争力なし

　だがまたこれに対してはもちろん、もうひとつ自然な解釈がある。偉大な新しく形成された理念の欠如は、つねに闘争力の制限を意味する。最も残虐な武器すら用いる権利があるという確信は、つねにこの世の革命的新秩序の勝利の必然性に対する熱狂的な信念の存在と結びついている。

　それゆえ、こういう最高の目標と理想を見ない運動というものは、決して究極の武器をとりえないであろう。

　新しい大理念を明らかにしたことが、フランス革命の成功の秘密なのだ。ロシアの革命もその勝利は、理念のおかげをこうむっているのだ。そしてファシズムが、民族を幸多く、広範な新建設に服従させたのもただこの理念の力によるのである。

　ブルジョア政党は、これに対する能力がなかった。

　だが単に、ブルジョア政党が、過去を復活させることに、その政治目標を見ていただけでなく、一般に政治目標に関するかぎり防衛隊もまたそうであった。昔の在郷軍人会やキフホイザー同盟の傾向が、かれらの間に旺おう盛せいになってきて、当時国家主義的ドイツがもっていた最もするどい武器を政治的に鈍らせ、共和国の傭よう兵へい的奉仕に堕せしめる手助けをしたのだ。そのさいかれら自身、最善の志操から、だがなによりも、最善の信念から行動したことは、この当時の経過の不幸な荒唐無稽さを少しも変えるものではなかったのだ。

　次第にマルクシズムは堅固になってきた国防軍の中に自分の権威に必要な力の支柱を得、そして論理的に危険と思われる国家主義的防衛隊を、それ以後は余計なものとして、解体しはじめた。かれらが不信の念で対していた特に大胆な指導者は、個々に法廷の被告席に引っぱられ、そして、牢獄へ入れられたのだ。だがすべてのものに、自業自得の運命が実現したのだ。

　　　　　　　＊

民族主義理念の主張

　国家社会主義ドイツ労働者党の樹立とともに、ブルジョア政党のように過去の機械的復活を目標とせず、不合理な今日の国家機構のかわりに、有機的な民族国家をつくるよう努力することを目標とする運動が、はじめて出現したのだ。

　この若い運動は、その場合最初の日から、理念は精神的に主張するが、しかしこの主張の擁護はもし必要ならば、腕力手段に訴えても確保されねばならない、という立場に立っていた。新しい教説の巨大な意義についての確信に忠実に、目標に到達するためには、どんな大きな犠牲をはらってもよい、ということは自明のように思えた。

　わたしは、運動というものは、それが民族の心を獲得しようとするかぎり、自己の系列から敵のテロの試みに抗して防衛を引きうける義務がある、という事由についてはすでに示した。また、ある世界観を代弁するテロは、決して形式的な国家の強制力によっては破りえないものであり、つねにただ、新しい、同じように勇敢な、決然と前進する他の世界観のみが、うちやぶることができるのだ、ということは、世界史の不朽の経験である。これはどんな時代にも、官職にある国家の番人の感じからいえば、不愉快であるだろう。だが、だからといって、この事実はこの世からなくなりはしない。国家権力は、国家が内容的にそのときどきの支配的世界観でおおわれ、暴力活動をする分子が個々に犯罪者的性質をもっているだけであり、国家の観念に極端に対立する思想の代表者とみなされないときにのみ、安寧秩序を保証することができるのである。そういう場合には、国家は、国家を脅迫するテロに対して、幾世紀もの間、どんな大きな権力的処置をも利用できる。けれどもついにはそれに対して何もできず、征服されてしまうのだ。




防衛隊の必要性

　ドイツ国家は、マルクシズムによってこのうえもなく激しい、包囲攻撃を受けるだろう。ドイツ国家は七十年間の闘争においても、この世界観の勝利を阻止することができず、国家を脅かすマルクス主義的世界観の闘士に数えきれないほど罰をくだし、まとめて千年にもなる懲役や禁固の刑や残虐きわまる処置をとったにもかかわらず、それでもなお、ほぼ完全に降服することを余儀なくされたのである。（普通のブルジョア的国家指導者は、これも否定しようとするだろうが、かれがそれを他人に確信させることができないことは自明のことである）

　しかし一九一八年十一月九日に、マルクシズムの前に無条件に屈服した国家は、その圧伏者としてとつぜんあすにでもよみがえることはできないであろう。反対に、大臣席にいるブルジョア的低能どもは、はやくも今日労働者に反対しないで統治する必要性についてたわごとをいう。そのさいマルクシズムが労働者という概念のもとに、それを念頭に浮かべたのだ。しかしかれらはドイツの労働者をマルクシズムと同一視することによって、真理に対して卑怯な、また虚偽の偽造を行なっただけでなく、かれらはその動機によって自分がマルクス主義の理念と組織の前に崩壊したことをかくそうとしているのである。

　だが、この事実、すなわちマルクシズムのもとへの今日の国家の安全な屈服に直面して、国家社会主義運動にとってはじめて、精神的にその理念の勝利を準備するのみならず、勝利に酔った国際労働者同盟自身のテロに対する防衛を引き受けるべき義務が、まさしく生じてきたのである。

　わたしはすでに、実際生活の中から次第に、われわれの若い運動の中に集会防衛団がいかに形成され、またこれがだんだんと一定の整理隊の性格をとって、組織的構成をえようと努力したかを述べた。

　さらに次第に成立してきたこの組織が、外面的にはいわゆる防衛隊と非常によく似ていたかも知れないが、それとほとんど比較すべきものではなかったのだ。




防衛隊の課題

　すでに述べたように、ドイツの防衛組織は自分の一定の政治思想をもたなかった。それらは実際に多かれ少なかれ、目的にかなう訓練と組織をもった自己防衛団にすぎなかった。それゆえ、それらは本来その時の国家の合法的権力手段の非合法の補足であった。その義勇団的性格は、ただその形成の方法と当時の国家の状態によって基礎づけられただけであって、だが決して自由な自己の確信のために闘う自由な部隊としてのそういう肩書にふさわしくなかったのだ。個々の指導者や団体全体が共和国に対してあらゆる反対の態度をとったにもかかわらず、それにもかかわらず、そういう確信をかれらはもたなかった。というのは、高い意味で確信について語ることができるためには、現存の状態の劣等さについて確信をもっているだけでは十分でなく、新しい状態について知っており、そして人々がそれに到達すべき必然性を感じ、その実現のために力をつくすことを人生の最高の課題と見て、その状態を内面的に看取する点にのみ根ざしているのだからである。

　当時の国家社会主義運動の整理隊が、すべての防衛隊と根本的に相違している点は、それが革命によってつくられた状態に少しも奉仕したり、あるいはそうしようと思うものでなく、むしろもっぱら新ドイツ国のためにだけ闘ったことにある。




国民の防衛で、国家の防衛ではない

　もちろんこの整理隊は、はじめはただ会場防衛の性格だけをもっていた。その最初の課題は局限されたものであった。すなわちそれは、集会の開催を可能にすることであり、整理隊がなかったならば敵によってやすやすと妨害されたであろう。整理隊は当時すでに、やみくもに攻撃を行なうように教育されていた。しかし、愚鈍なドイツ民族主義の仲間の中でいわれているように、ゴムの棍こん棒ぼうを最高の精神として尊敬したからでなく、歴史上では事実、最もすぐれた頭脳の持ち主が最もつまらない奴隷たちの殴打のもとに果ててしまったこともまれでないように、最も偉大な精神というものは、その担い手がゴムの棍棒によってたたき殺されるならば、排除されてしまうということをかれらが知っていたからである。かれらは暴力を目標だと言明しようとするのではなく、精神的な目標の布告者を暴力による圧迫から守ろうとするのである。そして、その場合かれらは、国民になんらの保護も保証しない国家の防衛を引きうけることを義務とするのではなく、反対に民族と国家を滅ぼそうと脅迫したものに抗して、国民の防衛を引きうけることを義務としているのだ、ということを理解していた。

　ミュンヘンのホーフブロイハウスでの集会における闘いの後、整理隊は、当時のわずかな人数での英雄的な突撃攻撃を永久に記念するために、今後永久に突撃隊の名を得たのだった。すでにこの名称が語っているように、それと同時にこれは運動の一部であるにすぎない。これは、まさしく宣伝、新聞、科学研究所やその他のものが、単に党の肢体を構成していると同じように、運動の中の一肢体なのである。

　その整理がいかに必要であったかを、われわれは、この記念すべき集会において見ることができただけでなく、運動が次第にドイツの他の地方に進出しようとしたさいにも、見ることができたのである。われわれがマルクシズムに危険と思われるやいなや、マルクシズムは国家社会主義の集会の企てをすべて未然に防ぎ、あるいはそれが開催されたならば強制解散によって妨害するために、あらゆる機会を利用した。その場合、あらゆる色調をおびたマルクシズムの諸政党組織は、こういう意図も、こういう事件もすべて政府の代表機関のせいにしてほおかぶりしたことも、まったくとうぜんのことであった。だが、自分自身はマルクシズムに打ちのめされ、しかも多くの場所で、自分の演説者を公然と思いきって登場させることもできず、それにもかかわらずまったく理解できない、ばかげた満足でもって、われわれになにか不利に経過する闘争をマルクシズムに対して続けているブルジョア政党に対して、人々は何をいうべきであろうか。ブルジョア政党は、自分自身で征服できずむしろ自分の手で征服できなかったものがわれわれによってもうち破ることができなかったのを、喜んだのだった。実に不体裁な定見のなさで、外部に対しては「国家主義的」な人間であると言明しながら、しかしわれわれ国家社会主義者がマルクシズムと対決する場合には、マルクシズムのために不名誉きわまりない手伝い奉仕をしている国家官吏、警察署長、そのうえ大臣に対しては、なにをかいわんやである。自分たちが数年前赤の暴徒によって解体された死体として街頭の柱にぶらさげられなかったのは、ある部分はある種の人々の英雄的勇気ある努力のおかげをこうむっているのに、かれらはユダヤ新聞の卑劣な称賛をうるためにさっさとその人々を迫害するような自己卑下にすらおちいっている連中に対してはなにをかいわんやである。




国家機関の無能

　これは実に悲しむべき現象であった。すなわちかれらは、正しい心をもった人間だけが憎むことができるようなすべての卑屈者を憎悪した剛直な人で、忘れがたき警視総監故ペーナーに、次のような無遠慮な意見をはかせたのだ。「わたしは、わたしの全生涯を通じて、まず第一にドイツ人として、それについで官吏として以外に考えなかった。そしてわたしは、一時支配者となっているものに対して、それがだれであっても、娼婦的官吏として売ばい淫いん行為をするような手下どもと決して混同してほしくない」と──。

　この場合特に悲しむべきことは、こういう種類の人間が次第に幾万という最も誠実で最も感心なドイツの国家官吏を自己の権力下におくだけでなく、徐々に自分の無節操を感染させ、これに反して誠意のあるものを激しく憎悪して迫害し、ついにはその官職や地位から追いだし、しかもその場合自分たちはいぜんとして偽善的虚偽から「国家主義」者を表明していることである。

　こういう人間からわれわれは、なにかある支持をうることを決して期待してはならなかった。そしてまたわれわれが支持をうけたことはごくまれだった。単に自分の防衛を完成することだけが、運動の活動を保証することができたのであり、同時にそれのみが、攻撃をうけたとき、みずから防衛するものに人々がささげる公衆の注目と一般的尊敬をうることができたのである。




自衛隊にして、「防衛隊」にあらず

　この突撃隊の内部訓練に対する指導的思想として、つねに主として次のような意図が支配的であった。すなわちあらゆる肉体的鍛練と並行して、確固不動の国家社会主義理念を確信する代表者たるよう訓練し、最後にその規律を最高度に固めることであった。それはブルジョア的な考え方の防衛組織とは無関係であり、同様にまた秘密組織ともなんら無関係であるべきものだった。




なぜ防衛隊ではないのか？

　このころわたしはすでに、国家社会主義ドイツ労働者党の突撃隊を、いわゆる防衛隊として育成させることをなぜ極力防いだか、ということは次のような考慮に根ざしているのである。

　純粋に即事的にいえば、ある民族の防衛訓練は、最も巨大な国家的手段による助力がなければ、私的団体の手では実行できない。これとは異なる信念をもつものはすべて、自己の能力の過大評価にもとづいているのである。いわゆる「自発的な訓練」によって一定の規模以上に軍事的な価値をもつ組織をつくりうるということは、とんでもないことである。ここでは、命令権の最も重要な支柱、すなわち刑罰権が欠けている。もちろん一九一九年の秋には、あるいはもっとよくいえば、すでに春にいわゆる「義勇軍」をつくる可能性があった。だがそれは当時大部分のものが旧軍隊という学校へ行ったことのある前線兵士をもっていただけでなく、各自に課した責任が、少なくとも一定の期間は、やはり絶対に軍隊的服従を要求する種類のものであったのである。

　これが今日の自発的「防衛組織」にはまったく欠けている。団体が大きくなればなるほど、それだけ規律は低下し、人々が個々人にもとめる要求も小さくてもよいことになる。そしてそれだけ全体が昔の非政治的在郷軍人会や古兵会の性格をもつようになるのである。

　確固たる絶対的命令権なしで自発的な軍務教育をすることは、大人数では決して実行できないであろう。軍隊で自明のことであり、とうぜんのことであるとされているような、服従への強制に自発的によろこんで従う覚悟のあるものはつねにほとんどないのである。

　さらに、そういう目的のためにいわゆる防衛隊を用立てる手段が、おかしいほど少ないため、実際上の訓練をいっそう実行させることができない。しかし最良の、最も信頼できる訓練が、まさにかかる制度の主要課題であらねばならなかったろう。大戦以来、いまや八年を経過した。そしてこの時以来、わがドイツ青年のいかなる年齢のものも、もはや計画的に訓練されたものがない。だが、すでにかつて訓練された世代のものを集めることは、防衛隊の課題ではありえない。というのは、さもないと最後の成員がこの団体を去ったときが、ただちに数学的に前もって計算できるからである。一九一八年に最も若かった兵士ですら、二十年たてば戦闘力がなくなる。そしてわれわれは、容易ならぬ速度でこの時点に近づいているのだ。それとともに、いわゆる防衛隊はすべて、必然的にますます老在郷軍人会の性格をもつのだ。だがこれは、古兵同盟でなく、みずから防衛隊とよんでいる制度の意義からありえない。そしてこれは、伝統の維持と以前の兵士のまとまりだけをその使命とするのでなく、防衛思想の養成とこの思想の実践的擁護、すなわち、戦闘力のある団体を創設することにその使命を見ていたのであって、これをその名称からだけでも表明しようとつとめているのである。

　けれども、この課題は、いままでにまだ軍隊で訓練をうけたことのない分子を養成することが絶対に必要であり、そしてこれは実際においては事実上不可能である。一週に一時間や二時間の訓練では、実際に兵士をつくることはできない。今日のように軍務が各人に課している要求が途方もなく大きくなっている場合には、未教育の若い人々を既教育兵にするためには、おそらく二年間の軍務期間でぎりぎりであろう。そのうえ戦争の技術を基本的にたたきこまれていない若い兵士の身に起った恐るべき結果を、われわれは戦場で目撃しているのだ。十五週間や二十週間、鉄のような決意でもってかぎりない献身さで訓練された志願兵部隊は、それにもかかわらず、前線では大砲のえじきにすぎなかった。経験の深い古兵の戦列に分けて配置しなければ、若い、四か月ないし六か月訓練された新兵は、連隊の有用な一員として務めることができなかった。これとともにかれらは「古兵」に指導されて、次第にその任務をつくすように育成されていたのだ。

　だが、これに反して、はっきりした命令権力もなく、包括的な手段もなくして、一週に一時間や二時間のいわゆる訓練によって部隊をつくりあげようとするのは、なんと乱暴なことであろう！　それによって人々は古兵にふたたび新風を入れることはできようが、若い人間を兵士にすることは決してできないのだ。

　こういう処置がその結果においてはまったくどうでもよいことであり、またいかにまったく無価値なものであるかは、さらにとりわけ次の事実から証明することができるのだ。すなわち、いわゆる自発的防衛隊が艱かん難なん辛しん苦くし、苦心惨さん憺たんして、防衛思想を二、三千人のもともと善良な意志をもった人間（そうでないものには防衛隊は一般に近づいていかないのだが）を訓練し、あるいは訓練しようとしているときに、国家自体は平和主義的、民主主義的教育法によって何百万もの若い人々から徹頭徹尾その生まれつきの本能を奪い、かれらのスジの通った祖国的思想を毒し、こうして次第にかれらをどのような専横にも耐えるような羊の群にしてしまったのである。

　これにくらべれば防衛隊が、その思想をドイツの青年に伝えようとする苦労などはみんな、なんと笑止なものだろう。

　だがつねに志願兵的基礎にもとづくいわゆる軍隊的武装化のあらゆる試みに反対する態度をとってきたわたしの、次のような観点はもっと重要である。すなわち、

　前に述べた困難があるにもかかわらず、一定数のドイツ人を毎年戦闘力ある男に訓練することが、しかもその志操の点からみても、肉体的な堪能さ、武器をもった訓練という点からみても、ある結合に達すると仮定しても、そういう武装がその指導者──すなわちこの国家を悪化させるものたちの──の最も内奥的な目的に完全に反するので、その全体の傾向としてこれをまったく望まないばかりか、それ以上に直接に憎悪するというような国家にあっては、その結果はゼロに等しからざるをえないのである。

　だがいずれにせよ、国民の軍隊的な力には関心をもたず、行為によって示そうとしないばかりでなく、せいぜい自分自身の退廃的な存在を守るとき以外には、この力に訴えようとは決して考えていないような政府のもとでは、そういう結果をえたところで価値がないであろう。

　そして今日やはりそうである。そうでなければ、数年前に最もよく訓練されていた八百五十万の兵士を、国家は屈辱的にも放棄して、もはやかれらを用いないばかりか、その犠牲に対する報酬として、しかも一般の侮辱にさらしたのに、一政府のためにたそがれの薄明の中で数万の人々を軍隊的に訓練しようとすることは笑止千万なことではないか。最も栄誉ある兵士をかつて冒ぼう瀆とくし、つばを吐きかけ、胸から勲章をはぎとり、軍帽のリボンを奪いとり、軍旗を蹂じゆう躙りんし、その業績を[image: 蔑]べつ視しした政府のために、かくのごとく兵士を育成しようとするのだろうか？　あるいは今日の政府が旧軍の栄誉をふたたび回復し、軍を破壊したものや侮辱したものの責任を追求するため、ただの一歩でも踏みだしたことがかつてあったであろうか？　いや、少しもそうしなかったのだ。反対に、われわれはかれらが最高の国家の官職で統治しているのを、見ることができよう。──それだのにライプツィヒではどういったか。すなわち「法は権力である」と。けれども今日わが共和国では権力はかつて革命をたくらんだ同じ人間の手中にあるが、けれどもこの革命は最も卑劣な反逆であり、そのうえドイツ史一般をつうじて最もあわれむべき無頼行為であるから、まさしくこういう性格の人間の権力が新しい若い軍隊の形成によって高められるべき理由は、実際にまったく見いだされないのである。いずれにせよ理性の根拠はすべて、これに反対を語るのである。

　だがこの国家が、一九一八年の革命後も、その地位を軍事的に強化することにどんな価値をおいたかは、当時存在した大自衛組織に対するかれらの態度から、もう一度明白に、明めい瞭りようにわかることである。これらの組織は、人間的に卑怯な革命の走狗を守るために登場したかぎりでは、歓迎されないこともなかった。だが、わが民族が次第におちぶれてきたおかげで、自分たちに対する危険も除かれたと思われ、またそれ以後これらの団体の存在が国家主義的な政治的強化を意味するやいなや、それらは余計なものとなった。そして人々は、それらを武装解除し、そのうえできるなら、追い散らすためにあらゆることをやったのだ。

　歴史は、王侯が感謝するのは例外的な場合だけであることを実証している。だがそれどころか革命的放火殺人犯、民衆略奪者、反逆者の感謝の念を期待することは、ただ新ブルジョア的愛国者だけがなしうるのである。いずれにせよわたしは自発的な防衛隊をつくるべきかどうか、という問題を検討する場合には、次のことを問題にせざるをえなかった。すなわち誰のために若い人々を訓練するのか？　どんな目的のためにそれは用いられ、いつ召集されるべきか？　これに対する答は、同時に自己の態度に対する最良の方針を与えている。

　今日の国家がこの種の訓練された現員をいつか呼びもどすことがあるならば、これは決して外部に対して国民の利益を代弁するためではなく、だまされ、裏切られ、売られた民衆の一般的憤怒がいつか燃えあがるだろうと考えて、それに対して国内における国民の暴行者を守るためにだけいつも、そういうことが起るのである。

　国家社会主義ドイツ労働者党の突撃隊は、こういう理由からだけでも、軍隊的な組織とはまったくなんらの関係ももつべきではなかった。それは国家社会主義運動の防衛と教育の手段であり、そしてその任務はいわゆる防衛隊とはまったく異なった分野にあった。




秘密組織ではない

　だがそれはまた秘密組織であってはならなかった。秘密組織の目的は、違法のものでしかありえない。しかしだから、そういう組織の規模はみずから制限するものである。特にドイツ民族の饒じよう舌ぜつさを考慮すれば、若干の大きさの組織をつくりあげ、同時にそれを外部に秘密にしておいたり、あるいは単にその目的をかくしたりするだけでも、できないのだ。

　そういう意図は、なんども失敗に終るであろう。三十枚の銀貨の裏切り報酬で、見つけることができる秘密をもらし、もらす価値があるような秘密を捏ねつ造ぞうするような、娼婦のヒモや無頼漢のたぐいの幹部が、今日わが警察で役に立っているというだけでなく、自己の支持者ですらこういう場合に必要な沈黙を決して守ることができないのだ。まったく小さいグループだけが、何年間も選りわけることによって、ほんとうの秘密組織の性格をとりうるのである。けれどもただその組織が小さいということだけで、国家社会主義運動のためにその価値がなくなるであろう。われわれが必要としたもの、また必要としているものは、百人や二百人の大胆な共謀者ではなく、われわれの世界観のための何十万という熱狂的な闘士であったし、また闘士である。秘密の信徒集会において仕事がされるべきなのではなく、力強い大衆行進においてなされるべきなのであり、そして運動はその道を、短刀や毒薬、あるいはピストルによってではなく、街頭を征服することによって開くのである。国家社会主義はいつか国家の支配者になるだろうが、それと同じように未来の街頭での支配者が国家社会主義者であることを、われわれはマルクシズムに知らせるべきだ。

　さらに今日秘密組織の危険はなお次の点にある。すなわち、成員の間でしばしばその任務の偉大さが完全に誤認されており、そのかわりに一人の人間を殺すことによってとつぜん実際に民族の運命が好都合に決定されうるだろうという意見をもっている。そういう考え方も、歴史的な理由をもつことができる。すなわちある民族がある天才的な圧制者の暴政のもとに苦しんでおり、この敵意をいだく圧迫の内面的な堅固さと恐怖を、ただその人間の傑出した個性だけで保っていることを人々が知っている場合は、そうである。そういう場合に、このにくまれているただ一人の人間の胸に死の刀剣をつきさすために、民衆の中から一人の犠牲的精神のある男がとつぜんとび出すかも知れない。そして罪を意識している小さいルンペンの共和国的感情だけが、こうした行為を最もいとうべきものと見るのである。一方、わが民族の最も偉大な自由の詩人は、その「テル」の中でかかる行動の賛美をしているのだ。

　一九一九年と一九二〇年には、秘密組織の成員が、歴史の偉大な範例に感激し、そして祖国のかぎりない不幸に身ぶるいして、こうして民族の困窮に結末をつけると信じて故国を悪化させるものを罰しようとした。だがこういう試みはどれも、ナンセンスであった。しかもそのうえマルクシズムは、ある一人のすぐれた天才と人格的な重要性のおかげで勝利をえたのではなく、むしろブルジョア社会の人々のかぎりなきあさましさと、卑怯な無能さのためだったからである。人々がわがブルジョアジーにおよぼしうる最大の酷評は、革命自体が実際ただ一人の偉大な人物すら出していないにもかかわらず、それに屈服したと確証することである。ロべスピエール、ダントンあるいはマラーのような人（※３）の前に降服することは、いまもなおわかる。だがやせっぽちのシャイデマン（※４）、よく肥えたエルツベルガー（※５）やフリードリッヒ・エーベルト（※６）のようなものや、その他の無数の政治的な小僧たちみんなに恭きよう順じゆんの意を表したのでは、もうダメである。そのうえ事実またそこには革命の天才的人物や、したがって祖国の不幸をみることができたような一人の人物もなく、大きく見ても、個々に見ても、まったく革命の南京虫やリュックサックを背負ったスパルタクス団のものばかりだった。その中から誰かあるものを片づけてしまっても、まったくたいしたことでなく、せいぜい二、三の他の同じぐらいの大きさの、同じぐらいみすぼらしい吸血動物が、それだけ早くかれの地位につくぐらいの結果だった。

　歴史上の実際に偉大な現象の中にその原因と基礎づけをもってはいるが、目下のように小人物ばかりの時代には少しも適合しないような考え方に反対して、どんなに鋭く行動してもそのころには十分ではありえなかった。




国事犯は「除去」すべきか？

　またいわゆる国事犯を除去する問題の場合にも、同じ見方をすることができる。一方では全ドイツ国を売り、二百万人の死者というムダな犠牲について良心のかしゃくをうけ、幾百万の身体障害者に責任を負わねばならないにもかかわらず、心安らかに共和国の仕事をしている悪漢どもが、最高の顕職にならんでついているのに、大砲の秘密をもらしたヤツを殺すなどということは笑うべきほど不合理である。小さな反逆者を除去することは、その政府自体がこうした反逆者をあらゆる刑罰から免除しているような国家では無意味である。というのは、そういう状態では、他日民族のために武器を売った無頼漢を除く忠実な理想主義者が、主領株の国事犯によって責任をとらされるようなことが起りうるからである。そしてそこにはやはり重要な問題がある。すなわち、こういう国事犯的小しよう走そう狗くはさらに走狗によって片づけさせるべきか、それとも理想主義者によって片づけさせるべきか？　という問題である。前者の場合には成功が疑わしいし、後にほとんど確実に裏切りがおこる。後者の場合には小さい悪漢は片づけられるが、その場合おそらくかけがえのない理想主義者の生命を賭けることになるのだ。

　さらにこの問題においてわたしは次のような立場である。すなわち人々は大どろぼうをにがすために小さいコソどろを絞首刑にすべきではなく、他日ドイツ国家主義の法廷は、二、三万の、十一月革命を組織し、したがってそれに責任ある犯罪者とそれに属するすべてのものに、最後の判決をくだし、処刑すべきである。こういう例はさらにまた武器を売った小国事犯にも永久にぜひとも必要な教訓であるだろう。

　これらのすべてが、わたしをつねに秘密組織に参加することを禁止させ、突撃隊自身がこういう組織の性格をもつことを防ぐように考慮させたのである。わたしはそのころに、国家社会主義運動を実験からはなしておいた。その実施者はたいてい、りっぱな理想主義的な考えをもった若いドイツ人であった。しかしその行動によってかれらは、祖国の運命を少しも改善することができないうちに、ただ自己を犠牲にしているにすぎなかった。

　　　　　　　＊

突撃隊のスポーツ訓練

　だが突撃隊が軍隊的防衛的組織でも、秘密結社でもあってはならないならば、さらにその場合次のような結論が生じなければならなかった。すなわち、

　一、突撃隊の訓練は軍隊的な観点によらず、党の目的に合うような観点から行なわれるべきである。

　そのさい突撃隊の成員は身体的にできるだけ鍛練すべきであるが、その主眼点は軍隊的練兵でなく、むしろスポーツ活動におかれる必要がある。わたしはボクシングと柔道のほうが、劣悪な──中途半端であるため──射撃訓練よりも重要だといつも思っている。ドイツ国民に、スポーツで非のうちどころなくトレーニングされた身体をもち、すべてのものが熱狂的な祖国愛に燃え、そして最高の攻撃精神をもつよう教育された六百万人を与えてみよ。そうすれば国家主義の国家はかれらの中から、必要ならば、二年とたたぬうちに、少なくともそれに対する確実な基礎があるかぎり、軍隊をつくりあげるだろう。だがこの基礎は、今日のような状態では、ただ国防軍だけが可能であり、中途半端に立ち往生している防衛隊では不可能である。肉体的鍛練は、各人に自分が優越しているとの確信を植えつけ、永遠にただ自己の力の意識の中にのみ存在する信念を各人に与えるべきである。そのうえにそれは、運動の擁護のための武器として役立つスポーツ上の技能を各人に与えるべきである。




目印と公然性

　二、突撃隊がはじめからいかなる秘密的性格をも避けるためには、誰でもすぐにわかる服装をすることは別として、現員数を多くしてみずからその道を示し、運動に役立たせ、そしてすべての世間の人々に知らせなければならない。突撃隊はかくれて集会してはならず、自由な大空の下を行進し、それによって「秘密組織」というようなすべての伝説を決定的に破壊する活動に、はっきりと導いていかねばならない。また精神的にも、小さいむほんぐらいでその行動主義を満足させるようなあらゆる試みを引っこめさせるために、突撃隊は、そもそものはじめから、運動の大理念に完全に引きいれられ、この理念を擁護すべき任務のために徹底的に訓練されねばならなかった。すなわちはじめから視界は広くなり、各人は自己の使命を大悪漢や小悪漢を片づけることにあると考えるのでなく、新しい国家社会主義的民族主義国家の建設のためにつくすことにあると考えたのである。だがこうして今日の国家に対する闘争は、小さい復ふく讐しゆうやむほん行為の雰囲気からマルクシズムとその組織に対する世界観的殲せん滅めつ戦の大きさにまで脱けだして、高まるのである。

　三、突撃隊の組織的な構成、同様にその服装や装備は、その意義にしたがって、旧軍隊の範に従わず、その任務によって規定される目的適合性によって企画すべきである。

　これらの考え方は、一九二〇年と一九二一年にわたしが指導したものであり、そしてわたしは次第にこれを若い組織に植えつけようとし、その結果、われわれは一九二二年の盛夏までに、早くもおびただしい数の百人隊を指図し、一九二二年の晩秋にはだんだんと特別な記章をつけた服装を受けとったのである。突撃隊のその後の発展のために非常に重要なのは、次の三つのでき事であった。




ミュンヘンにおける最初の行進

　一、一九二二年晩夏ミュンヘンのケーニヒスプラッツにおける全愛国同盟の共和国保護法に対する一般的大デモンストレーション。

　ミュンヘンの愛国的諸同盟は、当時、共和国保護法の施行に対する抗議として、ミュンヘンで巨大な示威運動をいどむという檄げきを発していた。国家社会主義運動もこれに参加することになった。党のまとまった行進は、六組のミュンヘンの百人隊によって導かれ、そのあとに政党の部隊がつづいた。行列自体の中に二組の音楽隊が行進し、約十五本の旗がかかげられた。いつもは旗一本ない大広場がすでに半分ほど埋まっていたが、国家社会主義者の到着は、はかり知れぬ感激をひきおこした。わたし自身、いまや六万人を数える大衆を前にして、演説者の一人として語ることがゆるされるという名誉をもった。

　この催しの成功は圧倒的だった。特にあらゆる赤の脅迫をものともせず、国家主義者もミュンヘンで街頭行進ができることが、はじめて実証されたからである。行進している縦隊に向かってテロで立ちむかおうとしていた赤の共和国防衛の徒党は、数分の間に突撃隊百人隊によって、頭を血だらけにして追い払われた。国家社会主義運動は、そのときはじめて、今後もまた街頭へ出る権利を主張し、それとともにこの独占権を国際的な民族の裏切り者や祖国の敵の手からもぎとる決意を示したのだった。

　この日の成功は、突撃隊の構成に関するわれわれの見解が、心理的にも、組織的にも正しいことに対するもはや反はん駁ばくできない証明であった。

　突撃隊は、いまやそのような効果を実証した基礎の上に、エネルギッシュに拡張され、早くも数週間後には二倍の百人隊員数がミュンヘンに配備された。




コブルクへの行進

　二、一九二二年十月のコブルクへの行進。

「民族主義的」諸団体はコブルクでいわゆる「ドイツ会議」を開くことをもくろんだ。わたし自身は、若干の同伴者をつれて出席してほしい、という但し書のついた招待状を受けとった。わたしが午前十一時に受けとったこの懇願状は、わたしにとって非常につごうがよかった。早くも一時間後にこの「ドイツ会議」への出席の指令が出された。「同伴者」としてわたしは八百人の突撃隊員を定めたが、かれらは約十四の百人隊にわかれミュンヘンから特別列車に乗って、バイエルンに属するようになったこの小都市へ送られることになった。それに対応した命令が、その間に他の場所で形成されていた国家社会主義突撃隊のグループに発せられた。

　ドイツではこの種の特別列車が走るのは、はじめてだった。新たに突撃隊の人々が乗りこんでくるすべての土地で、この輸送は最大のセンセーションをまきおこした。まだわれわれの旗をいままで見たことがないものが多かった。その人たちの印象は非常に大きかった。

　われわれがコブルクの駅についたとき、「ドイツ会議」の開催本部の代表者がわれわれを迎え、当地の労働組合ないし独立社会党および共産党の「協定」と称する命令を伝えた。その内容は、われわれが旗を巻き、音楽なしで（われわれはわが党の四十二人の強力な楽隊をつれてきた）そして隊伍を組まずにでなければ町へはいってはならない、というのだった。

　わたしはこの屈辱的な条件をただちにきっぱりと拒否した。だがそこにいるこの会議の本部の人々に、こういうヤツたちと討議がなされ、取りきめが行なわれたことについてのわたしの不快の念を表明することをぬからなかった。そして突撃隊はただちに百人隊に整列し、音楽をひびかせ、旗をひるがえしながら町へ行進すると宣言した。またそれはそのときその通りに行なわれた。

　早くも駅前の広場では数千を数える、どら声で叫び、わいわい騒ぐ群集がわれわれを迎えた。「人殺し」、「山賊」、「強盗」、「悪人」、これがドイツ共和国の模範的建設者がわれわれに愛称深くも浴びせた愛称であった。若き突撃隊は模範的な秩序を保ち、百人隊は駅前の広場で編成され、はじめは野卑な振舞いに注意しなかった。われわれみんなにとってこのまったく見知らぬ町を行進していく隊列は、小心翼々たる警察機関によって定められたように、われわれの宿営たるコブルク郊外にある射撃場へでなく、町の中心部近くのホーフブロイハウスケラーに導かれた。隊列の左右では、ついてくる大衆の狂騒はますます増大してきた。最後の百人隊がケラーの構内にやっと曲ってはいるや、早くも多数の群衆が耳を聾せんばかりの叫びをあげて後から押そうとした。これを防ぐために警察はケラーを閉鎖した。この状態は我慢ならなかった。そこでわたしは突撃隊をもう一度整列させ、簡単に訓戒を与え、警官にただちに門を開くよう要求した。しばらくためらった後、かれらもその要求をききいれた。

　そこでわれわれは、われわれの宿営へ行くために、来た道をもう一度もどって行進した。そこでこんどは、もちろんついに抵抗につきあたらざるをえなかった。単なる叫び声や侮辱的な呼びかけでは、百人隊が泰然としているので、真の社会主義と平等と同胞の代表者たちは石をつかんだ。それによってわれわれの堪忍袋の緒がきれた。かくして十分間、右に左に殲せん滅めつせんばかりに石が雨あられのように飛び、十五分後にはもはや赤は一人だに街に見られなくなった。

　夜にはさらに激しい衝突があった。一人の国家社会主義者が襲われ、ひどい状態でいたのを突撃隊のパトロールが発見したのだ。その結果敵を手っとり早く片づけた。早くも翌朝には、ずっと何年来コブルクが苦しんでいた赤のテロが砕け落ちたのだった。

　かれらはいまや、生粋のマルクス主義的、ユダヤ的虚偽でもって、事実を完全にゆがめて、われわれ「殺人団」がコブルクで「平和な労働者の殲滅戦」をはじめたと主張しながら、ビラによって「国際プロレタリアートの男女同志」をもう一度街頭へ行くようにけしかけようとしたのだった。一時半にこの付近全部の一万人の労働者に希望されている大「民衆デモ」が行なわれるにちがいなかった。それゆえわたしは赤色テロを決定的に片づけることを固く決意し、その間にほとんど千五百人にふくれあがっていた突撃隊を十二時に集め、そしてわたしもかれらとともに赤のデモが行なわれるにちがいない大広場を通って、コブルクの城じよう塞さいに行進しはじめた。わたしは、かれらがわれわれをなやますようなことをもう一度あえてやるかどうか、見ようと思ったのだ。われわれが広場に立ち入ったとき、発表通りの一万人のかわりにただ二、三百人ばかりのものがいたにすぎず、われわれが近づいてもたいていのものは静かにしており、一部のものは逃げ去った。ただ二、三の場所で、その間によそからきて、まだわれわれを知らない赤の一群が、もう一度われわれにけんかをふっかけようとした。だがたちまちかれらからはっきりとその気持がなくなってしまった。そしていまや、いままで不安そうに畏い縮しゆくしていた住民は次第に目覚め、元気になり、歓呼によってわれわれを思いきって歓迎しようとし、夕方われわれが退去するときには方々で自発的な歓声が爆発するのを見ることができた。

　とつぜん駅で鉄道員が、列車を出すことができない、とわれわれに宣言した。わたしはそれに対して数人の首謀者に次のように伝えた。そうなればわたしは赤の領りよう袖しゆうでつかまえることができるものは一からげに捕えるつもりである。さらにわれわれは自分たちで運転するつもりである。もちろん機関車にも、炭水車にも、またどの客車にも国際連帯性の二、三ダースの同志をのせていくつもりだ。わたしはまた、われわれ自身の力による運転がとうぜん危険きわまりない冒険であり、われわれみんないっしょに首や骨を折るかも知れない、と紳士方に抜け目なく注意した。だがそうなれば少なくとも、われわれだけでなく、赤の紳士諸氏と平等かつ親密に来世へ向かうだろうから、われわれには喜ばしいことだ、と。

　その結果、列車は非常に正確に出発し、われわれは翌朝ふたたびミュンヘンに着いた。

　それによって一九一四年以来、はじめて法の前の国家市民の平等が、コブルクで再建された。というのはもしも今日、誰かお人よしの高級官吏が、国家は市民の生命を保護すると主張しようと思いあがっても、これは当時にはいずれにしても当っていなかったからだ。なぜならば、市民たちはあのころは今日の国家の代表者に対して、身を守らねばならなかったからである。




闘争組織としての突撃隊の評価

　この日の意義を、いろいろの結果から、はじめはまったく十分に評価することができなかった。勝利を確信する突撃隊が、自信やその指導の正しさに対する信念をたいそう高めただけでなく、周囲のものもまたわれわれと深く関係を持ちはじめ、そして国家社会主義運動が後日マルクス主義の妄想に相応の結末をつけるに適したものになるだろう、とはじめて認識したものも多かった。

　ただ民主主義者だけは、国家社会主義運動がおとなしく頭をたたかれることをあえてしないで、民主主義的共和国の中で獣的な攻撃をするのに、平和主義の唱歌のかわりにこぶしと棒でもって立ち向かうことをあえてしたことに、ためいきをついた。

　一般にブルジョア新聞は、いつもながらなかばあわれむべく、なかば卑劣であった。そして少数の公正な新聞だけが、少なくともある場所でマルクシズムのおいはぎに、ついにその仕事をやめさせた、と歓迎したのだった。

　だがコブルク自体では一部のマルクス主義労働者は──ちなみにかれら自身はただ誤った道に導かれたにすぎないと見られねばならないのだが──国家社会主義の労働者のこぶしに教えられて、人間というものは経験上自分が信ずるもの、自分が愛するもののためにだけ闘うのであるから、これら国家社会主義の労働者も理想のために闘争しているのだ、ということを勝手に認めるようになったのである。

　もちろん突撃隊自体が最大の利益を得た。突撃隊はいまや非常に急速に増大し、一九二三年一月二十七日の党大会のさいには、すでに約千人が隊旗授与式に参加することができた。そのさい初期の百人隊は一人残らず新しい制服を着ていた。

　突撃隊に統一的服装を採用することが、実際単に団体精神を強化するためばかりでなく、また混同をさけ、おたがいに相手を誤認するのを予防するためにも、いかに必要であるか、ということを、このコブルクにおける経験はまさしく示してくれたのだ。そのときまで突撃隊はただ腕章をつけていただけだったが、いまやヴィントヤッケと周知の帽子がこれに加わった。

　だがコブルクの経験はそれ以上になお次のような意義をもっていた。すなわち、多年にわたって赤色テロが意見を異にするもののあらゆる集会を妨害していたすべての場所において、われわれはいまや計画的にこれを打ち破り、集会の自由を再建しはじめたことである。このときから、国家社会主義の大隊はいつも何度もそういう場所に集められ、バイエルンでは他の赤の牙城が、順々に国家社会主義の宣伝の犠牲になっていったのである。突撃隊はその任務にしたがってますます成長し、それとともに無意味な、生活には重要でない防衛運動の性格からますます脱却し、新しいドイツ国家の建設のための生きた闘争組織に高まったのである。

　一九二三年三月までこの理屈に合った発展が続いた。さらにある事件が起り、わたしはあの運動を従来の軌道からはずして、改造をどうしても行なわねばならなかった。




一九二三年の結果

　三、一九二三年のはじめの数か月内に起ったフランスのルール地方の占領が、その後の突撃隊の発展に重大な意味をもった。

　今日なお、これについて公然と語ったり、書いたりすることは不可能であり、特に国民的利益からいって有益でない。わたしはただ公然の論議においてこのテーマに早くも触れ、それによって公に知られているかぎりで述べることができるだけである。

　われわれにとって意外でもなかったルール地方の占領は、いまや決定的に譲歩の臆病な政策が打ち破られ、それとともに防衛隊に完全にはっきりした任務が与えられるかも知れない、というもっともな期待を生ぜしめたのであった。また、当時すでに数千の若い元気旺おう盛せいな人々を擁していた突撃隊も、この国民的奉仕に除外されてはならなかった。一九二三年の春と盛夏に、軍隊的闘争組織への転換が行なわれた。それがわれわれの運動に関したかぎり、一九二三年におけるその後の発展は、大部分この転換のためだったのである。

　わたしは、一九二三年の発展は他のところで取り扱うから、ここではただ次の点を確認しようとするだけである。すなわち当時の突撃隊の改造は、この改造に導いた前提、つまりフランスに対する活動的な抵抗が行なわれなかったならば、運動の観点から有害だったのだ、ということである。

　一九二三年の結果は、一見したところ恐ろしく思えるかも知れないが、大所高所からみれば、ドイツ政府の態度によって根拠のないものになり、運動にとってはむしろ有害であった突撃隊の改造を、一撃で終らせ、そしてそのためにかつて正しい道を去らねばならなかったその場所から、他日再建する可能性ができたというかぎりにおいて、ほとんど必然的であったのだ。




一九二五年の新しい突撃隊

　一九二五年に新たに設立された国家社会主義ドイツ労働者党は、突撃隊をいまやもう一度、冒頭で述べた原則にしたがって整備し、訓練し、また組織しなければならなかった。国家社会主義ドイツ労働者党はそれとともにもう一度本来の健全な見地にもどらねばならなかった。そして突撃隊においては、運動の世界観闘争の擁護と強化のための道具とすることをその最高の課題として、もう一度見なければならなかった。

　国家社会主義ドイツ労働者党は、突撃隊が一種の防衛隊に堕することも、秘密組織になりさがることも、甘受してはならない。むしろ国家社会主義的な、それゆえ最も深い民族主義的な理念の何十万人の精兵を、突撃隊の中で訓練するようにつとめねばならないのである。







　第十章　連邦主義の仮面




軍需会社と反プロイセンの気分

　一九一九年冬に、またそれ以上に一九二〇年の春と夏に、われわれの若い党は、戦時中すでに非常に重大化していたある問題に態度を決せざるをえなかった。わたしは上巻で、わたし個人にはっきりしてきた迫りくるドイツ崩壊の特徴を簡単に述べて、北ドイツと南ドイツの昔からの割れ目を開くために、イギリス人の側からもフランス人の側からも行なわれた特別な宣伝のやり方に言及しておいた。一九一五年春に、戦争の単独責任者としてのプロイセンに対する組織的な扇動ビラが、はじめてあらわれた。一九一六年にはこの組織は、完全な、卑劣ではあるが巧妙な機構にまで達していた。最も低級な本能を計算にいれて南ドイツが北ドイツに対してなした扇動は、やがて早くもまたその実をむすびはじめた。政府や同様にまた軍の指導部においても──より適切にいえばバイエルン司令部においても──当時の権威者に対して、かれらが神をいつわるほど義務を忘れ、ぜひとも必要な決意でこれに反対しなかったことは、非難されねばならないし、また非難をさけることができない。かれらは何もしなかったのだ！　反対にいろいろの地位にあるものが、それをまったく不快と思わず、むしろこういう宣伝によってドイツ民族の統一的発展が妨害されるばかりでなく、それとともに自動的に連邦勢力を強化するにちがいないと考えて、むしろ十分に偏狭であった。歴史上悪意の怠慢が、かつてこれほど悪く報復されたことはほとんどない。人々がプロイセンに加えようとした弱化が、全ドイツを襲ったのである。だがその結果は、崩壊を速めたことであった。けれどもそれはただドイツを破壊しただけでなく、まず第一にまさしく各連邦諸国自体を破壊したのだ。

　人為的に扇動されたプロイセンに対する憎悪が、このうえもなく激しく荒れ狂った都市（※１）において、世襲の王家に対する革命がまっさきに勃発したのである。

　さて、この反プロイセンの気分がつくられたのは、ただ敵の戦時宣伝にのみ帰するものであって、それにとらえられた民衆には弁解の理由もないだろう、と思うことは、もちろん誤りであろう。まさに狂気のように集中して全ドイツ領土を監督し、そして──詐欺をはたらいたわが戦時経済の信じられないような組織が、この反プロイセン的気分をおこさせた主な原因であった。というのは、普通の小人物にとって、元来ベルリンに本社をもっている軍需会社は、ベルリンと同一であり、ベルリン自体がプロイセンと同じであることを意味したからである。この軍需会社と称する強奪財団を組織しているものは、ベルリン人でもプロイセン人でもなく、しかもドイツ人でさえなかったが、このことが当人各自にはほとんどわかっていなかった。人々はただドイツ国の首都にあるこれら憎むべき組織のひどい失策と、絶えざる侵害だけを見て、そのすべての憎悪をとうぜんこのドイツ国の首都とプロイセンに同時に移したのだ。特定の方面からはこれに対して何も行なわれなかっただけでなく、そういう説明がひそかにしかもにやにや笑って歓迎されただけ、なおさら大きいのだ。

　ユダヤ人は、すでにそのころ、自分が軍需会社という仮面のもとに、ドイツ民族に対して組織した恥ずべき略奪行為が抵抗をまねくだろう、むしろまねくにちがいない、ということがわからないほどバカではなかった。この抵抗が自分のノドにとんでくるまでは、かれはそれを恐れる必要がなかった。だが絶望と憤激にかりたてられた大衆の爆発をこの方面において妨げるためには、かれらの憤激を他の方向へ燃えあがらせ、消耗させること以上に、もっとよい処方を与えることはまったくできなかったのだ。




牽制策としての反プロイセン扇動

　バイエルンはプロイセンに対して、プロイセンはバイエルンに対して争っておればよい。やればやるだけいいのだ！　両者のこのうえもなく激しい闘争が、ユダヤ人のためには最も安全な平和を意味した。一般の注意はそれによって完全に国際的な民族のウジからそれ、人々は民族のウジを忘れてしまったように思えた。そしてそのうえ思慮ある分子──こういう分子がバイエルンにもたくさんいたのだが──が、見通しや内省や自制をするよう注意し、それによって激烈な闘争をやわらげるよう迫る危険が現われるように思えると、ベルリンのユダヤ人は新たに挑発を押し出し、その結果をまっていさえすればよかった。南北間の争いで漁夫の利をしめるものはみんな、こういう事件にはいつもすぐに身をなげだし、憤激の熱火がふたたび赤々と炎をたてて燃えあがるまで吹くのであった。

　ユダヤ人が当時個々のドイツ種族をたえず没頭させ、注意をそらさせて、その間にますます徹底的にまきあげるためにしたことは、巧妙な狡こう猾かつな演技であった。

　さらに革命が起った。

　さて一九一八年まで、もっとよくいえば、同年十一月まで、普通の人、特にあまり教養のない俗物や労働者が、ドイツ種族同士の争いの実際のなりゆきとその必然的な結果とを、とりわけバイエルンにおいてまだ正しく認識することができなかったとしても、少なくともみずから「国家主義的」と称していた一部のものは、革命の勃発の日にわからねばならないはずだった。というのは、この行動が成功するかしないかのうちに、早くもバイエルンでは革命の指導者と組織者が、「バイエルン」の利益を代表するものになったからである。国際的ユダヤ人クルト・アイスナーが、バイエルンをプロイセンと争わせる先手となり始めた。よりによって、インチキ新聞記者として絶えずドイツ中をあちこちと走りまわっていたこの近東人が、バイエルンの利益をまもるためには最も不適任であることや、だがまたまさしくこの男にはバイエルンが──神がこの広い世界を与えたのであるから──どうでもよいところだったぐらいのことは、わかりきっていたのである。




「バイエルンの小邦分立主義者」クルト・アイスナー

　クルト・アイスナーはバイエルンにおける革命的高まりに対して、ドイツの他の地方に反対するすべての意識的な要点を与えることによって、かれはバイエルンの視点から少しも行動せず、ただユダヤ主義の代理人としてのみ行動したのである。かれはバイエルン民衆に存在する本能と嫌悪を利用し、それを手段として、ドイツをよりたやすく打ちくだくことができたのである。だが崩壊したドイツ国はやすやすとボルシェヴィズムのえじきになるところだった。

　かれが用いた戦術は、かれの死後もはじめのうちは継続された。いつもドイツの個々の連邦や王侯たちに残虐このうえもない嘲ちよう笑しようをあびせかけていたマルクシズムは、「独立社会党」としていまやとつぜん王家や個々の連邦に最も強い根をもっている感情と本能に訴えたのである。

　進出してきた解放進駐軍に対する評議会共和国の闘いは、宣伝によってまず第一に「プロイセン軍国主義」に対する「バイエルン労働者の闘争」としてあらわされた。こうしたことからのみ、人々はまた、なぜミュンヘンではドイツの他の地方とまったく異なって、評議会共和国の打倒が大衆の自覚にならず、むしろいままでより以上のプロイセンに対する立腹と不機嫌さに導いたのかも、理解できるであろう。

　ボルシェヴィキの扇動者たちが、評議会共和国を除外することは、「反軍国主義的」、「反プロイセン的」な考えをもつバイエルン民衆に対して、「プロイセン的＝軍国主義的」勝利になるのだとわからせた技術は、十分な実を結んだ。クルト・アイスナーがミュンヘンにおけるバイエルン地方の立法議会での選挙にさいして、一万人の支持者も集めることができず、しかも共産党は三千人以下にとどまっていたのに、共和国の崩壊後両党は、約十万人の選挙人数に高まったのであった。




反プロイセン扇動に対するわが闘争

　すでにこのころに、ドイツ種族相互の荒こう唐こう無む稽けいな扇動に対するわたし自身の闘争が始まった。

　わたしは自分の生涯において、当時の反プロイセン扇動に対するわたしの抵抗ほど不人気なことを始めたことは、いまだなかったと思っている。ミュンヘンでは早くも評議会時代に第一回の大衆集会が開かれた。そこではドイツの他の地方、だがとりわけプロイセンに対する憎悪が、煮えたぎらんばかりに扇動され、北ドイツ人がそういう集会に出席することは死の危険と結びついていたばかりでなく、この種の示威大会の帰結はたいていまったく大ぴらに「プロイセンからの分離だ！」──「プロイセンを倒せ！」──「プロイセンと戦え！」という狂ったような叫びで終ったものだ。その雰囲気は、特にりっぱなバイエルン主権の利益代表者がドイツ国会で「プロイセン人として朽ちるよりは、むしろバイエルン人として死せん」といったときの声に集約されている。

　わたしがはじめて、少数の友に取囲まれてミュンヘンのレーヴェンブロイケラーにおける集会で、この妄想に対して抵抗したとき、それがわたし自身にとって何を意味したかは、当時の集会をいっしょに体験したものでなければわからないにちがいない。当時わたしを援助したのは戦友たちだった。そして人々は無分別になった大衆が、われわれに向かって怒号し、われわれを打ちくじこうと脅迫したときのわれわれの気持を多分理解できるだろう。かれらは、われわれが祖国を防衛していた間に、その大部分は逃亡兵や徴兵忌避者として兵へい站たん地ちや故国内をぶらついていたのだった。もちろんこの場面はわたしにとって幸福だった。すなわち大勢のわたしに誠実なものたちが、はじめてわたしと固く結ばれたことを感じ、やがて生死をかけてわたしを信頼したのだった。

　絶えずくりかえし行なわれ、一九一九年中長引いたこの闘争は、一九二〇年のはじめにますます激化するように思えた。いろいろの集会があった──とりわけわたしはミュンヘンのゾネン街のワーグナーザールでの集会を記憶している──そこでは、その間に大きくなっていたわたしのグループは、極度に困難な闘争で地歩を維持させねばならなかった。数十人のわたしの支持者が虐待され、打ちのめされ、足あし蹴げにされ、ついには生きているというよりむしろ死し骸がいと同じになって、会場から投げ出され、死にはてることもまれではなかった。

　わたしが最初ひとりで、ただわたしの戦友だけに支持されて始めたこの闘争は、いまや若い運動の神聖な任務として──とわたしはいいたいが──その後も続けられた。

　われわれが当時──わがバイエルンの支持者だけがほとんどもっぱら頼りだったが──しかもなおこの愚鈍と裏切の混合物を徐々にではあるが、しかし確実に終局にもたらした、ということができるのは、今日でもなおわたしの誇りである。野次馬のようなもともと実際にお人よしで愚鈍な大衆を固く信じているが、組織者や扇動者にこういう愚直さがあるなどとは考えられないから、だからこそわたしは愚鈍と裏切りというのである。わたしはかれらをフランスに雇われて、金をもらっている裏切り者であると思ったし、いまでもまだそう思っている。ある場合に、ドルテン（※２）の場合などは、実際にそうするうちに歴史がすでに判決をくだした。




「連邦活動」

　当時、事態を特に危険ならしめたものは、かれらがこの策動の唯一の誘因として連邦主義的意図を前景に押しだしながら、ほんとうの意図を包みかくすことを心得ていた腕前であった。もちろん反プロイセン扇動が連邦主義とまったく関係がなかったことは、明白である。また、ある他の連邦国家を解体し、分解させようとする「連邦活動」も奇妙なものである。というのは、ビスマルクの帝国の思想の引用を決して虚偽の空文句ではないと考える忠実な連邦主義者は、その息の下で、ビスマルクによってつくられた、あるいは完成されたプロイセン国家の分割を望んだり、あるいはそのうえそうした分離の努力を公然と支持することができないだろうからである。保守的なプロイセンの政党がバイエルンからのフランケン地方の分離を応援したり、あるいはしかも公然たる行動で要求したり、促進したりするならば、人々はミュンヘンでどんなにガヤガヤ騒ぐことだろう。いずれにせよ、この憎むべき詐欺師の演技を看破できなかった正直に連邦主義を奉じた人々は、ただまことに気の毒だった。というのはかれらがまっさきに欺かれたものだったからである。こういうように連邦思想に罪を負わせることによって、その本来の担い手は墓穴を掘ったのである。人々が、こういう国家構成の最も本質的な肢体たるプロイセンをみずから見くびり、侮辱し、汚し、要するにできれば連邦国家として不可能にするならば、ドイツ国の連邦主義的形成を宣伝することはできないのである。それと同時にこのいわゆる連邦主義者の闘争が、十一月革命の民主主義とはほとんどなんら結びつけることができないこのプロイセンに向けられているだけに、ますます信じがたいのである。というのは、このいわゆる「連邦主義者」の誹ひ謗ぼうと攻撃は、ともかく大部分南ドイツ人かユダヤ人であったワイマール憲法の父たちに向けられず、古い保守的プロイセンの代表者、すなわちワイマール憲法の反対者に対して向けられていたからである。そのさい人々が特にユダヤ人に触れることを用心していたのに驚く必要はない。だがこれがすべてのナゾを解くカギをわたすかも知れないのである。




ユダヤ人の扇動戦術

　革命前にユダヤ人は、注意を自分たちの軍需会社から──あるいはもっとよくいえば自分たち自身から──そらすことを心得ていて、大衆、特にバイエルン民衆を反プロイセンに態度をかえさせねばならないことを知っていたが、同じようにユダヤ人は革命後も新たな、そして今度は十倍も大きな略奪行為を、どうにかしておおいかくさなければならなかったのだ。そして今度はドイツのいわゆる「国家主義的分子」をおたがいにけしかけることにもう一度成功した。すなわち、保守的立場に立っているバイエルン人を同じく保守的思想をもつプロイセン人に対立させたのだ。そしてユダヤ人はまたもや最も老ろう獪かいな方法をとった。ドイツ国の運命をかれの手でたぐっていたただ一人のユダヤ人は、そのためにいつも新たにその時々の関係者の血が激高するようなひどい、手心を知らぬ侵害を誘発したのだった。だがそういう気持もユダヤ人に対してではなく、いつもドイツ人同胞に対して起った。バイエルン人は四百万の勤勉に働いている熱心な、生産的な人々からなるベルリンを見ないで、腐敗し、解体している最も悪い西部のベルリンを見ていたのだ！　けれどもかれらの憎悪はこの西部に向けられず、「プロイセン」の都市に向けられたのだった。

　実際しばしば絶望的だった。

　公衆の注意を自分からそらし、他のところに没頭させるというユダヤ人のこの技量は、今日でもまたもう一度研究することができる。




宗教的不和

　一九一八年には組織的な反ユダヤ主義についてはまったく問題にならなかった。わたしはいまでも、ユダヤ人ということばを口にしただけで面倒に突きあたったことを思いだす。人々は不快げにじろじろ見られたり、このうえもなく激しい抵抗を体験するからであった。公衆に真の敵を知らせようとするわれわれの最初の試みは、当時ほとんど見込みがないように思えた。そして事態が改善に向かいはじめたのはまったく遅々としていた。「攻守同盟」は組織的構造では欠けていたが、それにもかかわらず、ユダヤ人問題をそれとしてふたたび巻きこんだ功績は大きかった。いずれにせよ一九一八年から一九一九年にかけての冬に、なにか反ユダヤ主義が徐々に根をおろしはじめた。さらにその後、もちろん国家社会主義運動は、ユダヤ人問題をまったく別のやり方で前進させていった。国家社会主義運動はまずなによりも、この問題を上層ブルジョアジーやプチ・ブル階層というかぎられた範囲からひき出して、一大民族運動の推進的動因に変じたのだった。だがこの問題において、偉大な統一的な闘争思想をドイツ民族に与えることが成功するかしないかに、ユダヤ人は早くもまた対抗策を講じた。ユダヤ人は古くからの手段を用いたのだ。信じがたい迅速さでユダヤ人は、この民族主義運動自体の中に争論のたいまつを投げいれ、分裂の種をまいた。諸情勢が元来そうであったように、ユダヤ人に対する集中突撃を阻止するために、公衆の注意を他の問題に働かせる唯一の可能性は、ローマ教皇全権論の問題を提出し、それからおきるカトリシズムとプロテスタンティズムの相互の抗争を強くもち出すことであった。まさしくこの問題をわが民族の中へ投げいれた人々が、いかに罪があるかは、決して償うことができないほどである。いずれにしてもユダヤ人は所期の目標に達した。すなわちカトリックとプロテスタントは、おたがいに喜ばしき戦争をする。そしてアーリア人種と全キリスト教の仇きゆう敵てきはくすくす笑うのだ。

　かつてユダヤ人が何年にもわたって世論を連邦主義と中央集権主義の間の争いに没頭させて、かれらをそれによって困こん憊ぱいさせ、その間に国民の自由を駆引して売り、わが祖国の秘密を国際的な財界上層部にもらすことを心得ていたように、いまもまたドイツの二宗派を相互に衝突させることに成功したのだ。その間に両方の基礎は国際的な世界ユダヤ人の毒によって腐ふ蝕しよくされ、危くされたのだった。

　人々はユダヤ人との混血が日々わが民族におこしている被害を注視していなければならない。そしてこの血の毒化が数百年後でなければ、あるいは一般にもはやわが民族体から除去されえない、ということを考えてほしい。さらに、この人種的壊敗がわがドイツ民族の最後のアーリア的価値をいかに下落させ、そのうえ往々にして文化の担い手たる国民としてのわれわれの力がますますはっきりと後退しているか、そしてわれわれが、少なくともわが大都会で、今日の南イタリアがそうであるようなところまで来ている危険にいかにさらされているか、を考えてほしい。何十万のわが民族は、わが民族の毒化を盲目的にみのがしているが、だがそれはユダヤ人によって今日計画的に追求されているのである。これら黒い髪の民族寄食者は、われわれのウブな、若い娘を計画的に凌りよう辱じよくし、こうしてこの世でもはやかけがえのないものを破壊しているのである。キリスト教の両宗派──そうだとも、両方ともだ──は神の恩恵によってこの地上に与えられた尊い、比類のない生物が汚され、破壊されているのを無関心に傍観しているのだ。だがこの世の未来にとって重要なことは、プロテスタントがカトリックに打ち勝つか、カトリックがプロテスタントに打ち勝つかではなく、アーリア人種が存続するか死滅してしまうかにある。それにもかかわらず、両宗派は今日この人間の絶滅者に対しては闘わず、おたがいに自滅するようにしている。まさしく民族主義の立場をとるものには、各人が自己の宗派内で、そもそも外面的に神の意志について語るだけでなく、実際上神の意志を実行し、神の御業をはずかしめないよう配慮する最も神聖な義務があるであろう。というのは、神の意志が人間にかつてその形、その本質、その能力を与えたのだからである。神の御業を破壊するものは、それによって主の被造物、神のご意志に宣戦を布告しているのだ。それゆえ、各人がしかも喜んで自己の宗派において活動し、演説や行動によって自己の信仰団体のわくから走り出して活動し、他の信仰団体の中でかぎまわろうとするものに対立することを、自分の第一の最も神聖な義務と感ずるのである。というのは、昔からある宗教上のわれわれの対立の内部で、ある宗派の本質特性にうち勝つことは、ドイツでは必然的に両宗派間の殲せん滅めつ戦に導くからである。この点でわれわれの状態は、フランスやスペインあるいはそれどころかイタリアとはまったく比較することができない。たとえばこの三国のどこにおいても、教権主義、ローマ教皇全権論に対する闘争を、この企てによってフランス、スペインあるいはイタリアの民族自体が分裂するというような危険を犯さないで、宣伝することができる。だがドイツではこれができない。ここではプロテスタントもそういう企てにたしかに関与するだろうからである。それゆえ、よそでは自分の教皇へ加えられる政治的干渉に対してただカトリックだけが行なうだろう防衛が、ただちにカトリシズムに対するプロテスタンティズムの攻撃の性格をもつのである。自己の宗派の信者からは、それが正しくないときですらつねになお許されるものが、反対者が他の信仰団体から出るやいなや、とたんにはじめから極端に鋭い拒否にであうのである。元来は自己の宗教的信仰団体の内部の明らかな弊害をさっさと除去するつもりでいる人々ですら、自己の団体に属していない立場からそういう矯正をすすめられたり、そのうえ要求でもされたとなると、ただちにそれから離れ、外部に抵抗を向けるほど極端に走るのである。かれらはこれを、何も関係のないことに干渉するのは、不当な、許しがたい、そのうえぶしつけな試みだと感ずるのだ。またさらに、こういうやり方は、たといそれが国民の共同社会の利益というより高い権利でもって基礎づけられていても、許されないのである。今日の宗教感情が依然として国家的、政治的合目的性よりもより深く座を占めているからである。そしてこれはまた、人々が両宗派を相互の激戦にかりたててもまったく変らず、双方の融和によって国民に未来を贈ることによってのみ、変えることができるのである、未来はこの領域でも徐々に融和的な効果を及ぼすほど大きなものをもっているのである。

　わたしは、今日民族主義運動を宗教的な争いの危機にひきいれる人々を、その辺にいる国際主義的立場をとる共産主義者よりも、わが民族にとってもっと悪い敵であると考えている、と言明することをはばからない。というのは共産主義者を転向させることを、国家社会主義運動は任務としているからだ。だがこの運動を本来の線からはずし、実際の使命から離すものは、最も唾だ棄きすべき行為である。その人は、意識的たると無意識的たるとにかかわらず──それはまったく問題にならない──ユダヤ人の利益のための戦士である。というのは、今日民族主義運動がユダヤ人にとって危険になりはじめたその瞬間に、宗教闘争において出血死させることは、ユダヤ人の利益であるからである。さらにわたしは出血死させるということばを故意に強調する。なぜならば、数世紀間も偉大な政治家が粉骨砕身した問題を、今日この運動で解決できると思うのは、まったく歴史的な教養のない人間だけだからである。

　さらに事実それ自身が語っている。一九二四年に突如として民族主義運動の最高の使命が、「ローマ教皇全権論」に対する闘争であると打ちあけた紳士方は、ローマ教皇全権論を打倒せずに、民族主義運動を分裂させてしまった。わたしもまた民族主義運動の陣営の中で未熟な頭のものが、ビスマルクのような人物すらもできなかったことをできると思いちがえることに対して、用心しなければならなかった。国家社会主義運動をそういう闘争のために利用しようとするあらゆる試みに対しては最も激しく立ち向かい、そういう意図のある宣伝者をただちに運動の陣営から遠ざけることが、つねに国家社会主義運動の指導層の最高の義務であるであろう。事実上、また一九二三年秋までにこれが完全に成功した。われわれの運動の陣営には、つねに自己の宗教的信念が良心の葛かつ藤とうを少しも経験することなく、最も敬けい虔けんなプロテスタントと最も敬虔なカトリックがならんでいることができた。両者がアーリア人種の破壊者に対して共同の激しい闘争をなし、それが逆におたがいに尊敬し、価値を認めることを教えたのだ。そしてそのさい、ちょうどこのころに運動は中央党に対して最も激しい闘争をやり抜いて決着をつけたのだ。もちろん決して宗教的根拠からでなく、もっぱら国家的、人種的、経済的根拠からであった。その結果は、今日われわれが知ったかぶりをするものを証拠だてているように、当時われわれが正しかったことを物語っていた。

　無神論のマルクス主義者の新聞に応じて、とつぜんに宗教上の信仰団体の代弁者となり、実際に愚劣な言辞を幾度かあちこちへ流布し、両派に重荷を負わせ、かくして極端に火をかきおこしているが、民族主義の連中は宗教上の論判の神にみはなされたような盲目さで、自分たちの行動の精神錯乱状態をこのことからも決して認めないという程度にまで、近年往々にして到達しているのだ。

　だがドイツ民族のように、幻影のために出血死するまで戦争をすることができることを、すでにしばしばその歴史において示した民族の場合には、まさしくこういうときの声は死ぬほど危険である。かくしてわが民族はいつも自分の存在という実際にリアルな問題からそらされてしまった。われわれが宗教論争で衰弱している間に、他の世界は分割されてしまった。そしてローマ教皇全権論の危険のほうがユダヤ人の危険より大きいか、あるいはその反対か、と民族主義運動が熟考している間に、ユダヤ人はわれわれの生存の人種的基礎を破壊し、それによってわが民族を永久に絶滅しているのだ。この種の「民族主義」の闘士に関するものを、わたしは国家社会主義運動に、それとともにまたドイツ民族に、衷心よりただ「主よ、運動をかかる友から守り給え、そうすれば運動はその敵との間に決着をつけるであろう」と望むことができるのである。

　　　　　　　＊

連邦国家か単一国家か？

　一九一九、二〇、二一年およびそれ以後にユダヤ人によって非常に抜目なく宣伝された連邦主義と中央集権主義の間の闘争は、それをすべて拒否していたにもかかわらず国家社会主義運動も、その本質的な問題に対して態度をきめざるをえなかった。

　ドイツは連邦国家たるべきか、単一国家たるべきか？　また実際に人々は両者のもとに何を理解すべきか？

　わたしには後者のほうがより重要な問題であるように思えた。それはただ全問題を理解する基礎であるばかりでなく、また解明的であり、和解的な性格をもっていたがためである。

　連邦国家とは何であるか？

　連邦国家をわれわれは、主権国家の連合と理解している。すなわち主権国家が自由意志からその主権の力で結合し、そのさい各主権国家の至上権のうち共通の連邦国家の存在を可能にしまた保証する部分を、全体に譲渡するものである。

　この理論的定式は、実際には今日地上にある連邦国家には完全に一つも該当しない。アメリカ合衆国の場合が最も該当しない。アメリカ合衆国では、各州のほとんど大部分が本来主権なるものが一般に話題になりえず、多くのものは時がたつにつれてはじめて連邦の全領域の中に、いわば描きこまれたのである。それゆえまたアメリカ合衆国の各州の場合には、たいていの場合行政技術の根拠から形成された大小いろいろに定規でくぎられた地域であり、各州は昔から独自の国家としての主権を所有していなかったし、またまったくもつこともできなかったことがむしろ問題なのである。というのは、この各州が合衆国を形成したのではなく、合衆国がまずそういういわゆる諸州の大部分を形成したのだからである。そのさい各地域にゆだねられた、あるいはもっとよくいえば、与えられたこのうえもなく包括的な自治権は、この国家連合の全本質に応ずるのみならず、まずなによりもほとんど一大陸の範囲に匹敵する面積の大きいことや空間的な広がりに対応するのである。したがって人々は、アメリカ合衆国の州の場合、その国家的主権について問題としえないのであり、ただその憲法上規定され保証された権利──おそらく権限といったほうがもっとよいが──についてだけ問題としうるのである。

　ドイツについてもまた、上述の定式は完全に、まったくあてはまらない。たといドイツでは疑いもなく、まず個々の連邦国家が、しかも国家（※３）として成立し、そこからドイツ帝国が形成されたものであるとしても、だ。しかしながらたしかにドイツ帝国の形成は、各国家の自由意志とか、同じような協力とかいう基礎から生じたものでなく、それらの中のある一つの国家、すなわちプロイセンのヘゲモニーの成果によって生じたものなのである。もともとドイツの各連邦国家の純地域的な大きさの差異が、たとえばアメリカ合衆国の構成とは比較を許さないのである。ドイツの各連邦国家の中でかつて最も小さかったものと、もっと大きなもの、あるいはそのうえ最大のものとの大きさの相違は、ドイツ帝国の建設、連邦国家の形成に対する業績も同じでないし、その関与も一様でないことを実証している。しかし実際上また、これらの諸国家のたいていのものにおいては、国家主権ということばが官庁用語以外には何の意味もないことを除けば、真の主権については問題にしえなかった。実際、単に過去においてだけでなく、また現在においても、これらのいわゆる「主権国家」の多くは廃止され、それとともにこの「主権をもった」組織の弱点をはっきりと示したのであった。

　ここではこれら個々の連邦国家が歴史的にどのように形成されたかを確認するつもりはないが、しかしそれらがほとんどの場合、種族的境界に応じていないことが確認されなければならない。それは純政治的な現象であり、その根はたいていドイツ国が無力であった最も悲しむべき時代、無力の原因をなし同様にそれによって逆にふたたびそれ自体を条件づけるわが祖国ドイツの分裂の最も悲しむべき時代に達しているのである。

　旧ドイツ帝国の憲法は、連邦会議において各国に同等の代表を許容せず、大きさや事実上の重要さや、同様にドイツ帝国形成のさいの個々の国々の業績に応じて格差をつけたかぎりにおいて、前に述べられたすべてに、少なくとも部分的に順応したものであった。

　ドイツ帝国の形成を可能にするため個々の国家から譲渡された主権は、その最少部分だけが自己の意志から放棄されたのであり、大部分それは実際にもともと存在しなかったか、あるいはプロイセンの優勢な圧迫のもとに簡単にとりあげられるか、したものである。もちろんビスマルクはその場合、各国家からとりあげることができるものをドイツ帝国に与えるという原則によらず、ドイツ帝国が絶対に必要とするものだけを各国家から求める、という原則から出発した。習慣と伝統に最高の顧慮を一方で払い、他方それによってはじめから新ドイツ帝国に十分の愛と欣きん然ぜんたる協力を保証した、温和な、賢明な原則である。だがビスマルクのこの決意を、それによってドイツ帝国がいかなる時代も十分に主権をもつだろうという確信に帰することは、根本的に誤っている。ビスマルクはこういう確信をまったくもっていなかった。逆に、かれは現在において実行することがむずかしく、耐えがたいであろうものを将来にゆだねよう、と考えただけだった。かれは徐々に調整する時の効果と、かれが個々の国家の現在の抵抗をただちに破ろうと企てるよりもしまいにはより大きな力があると信じていた展開それ自体の力とに、望みをかけたのであった。それによってかれは、自分の政治家としての技量の偉大さを示し、最もよく実証したのである。というのは、実際にドイツ帝国の主権は、絶えず個々の国家の主権を犠牲にして高まったのだからである。ビスマルクが時間に期待したことを、時間が実現したのだ。

　この進展は、ドイツの崩壊、君主制的国家形態の廃絶と相関して促進された。というのは、ドイツの個々の国家はその存在が血族的基礎によるよりも、純粋に政治的原因に帰するものだから、これら個々の国家の意義は、これらの国家の政治的発展の最も本質的権化たる君主制的国家形態と王家が除去されるや、ただちに崩壊して無にならねばならなかった。そのために多数のこうした「国家組織」は、あらゆる内面的な支えをいちじるしく失って、みずから今後の存在を断念したり、純粋に合目的な根拠から他の国家と合併したり、あるいは自由意志からより大きな国家に解消してしまった。これは、こうした小さい組織の事実上の主権が非常に弱く、そしてかれら自身、自分たちの市民から受けていた評価が低かったことに対する最も適切な証明である。

　このように君主制的国家形態とその担い手が除かれたことが、ドイツ帝国の連邦国家的性格に早くも強い一撃を加えたのであるが、「講和」条約の結果から生じた義務を引き受けたことが、ますます大きな打撃を加えたのである　いままで諸邦にあった国家財政権がドイツ国に帰し失われたことは、ドイツ国が敗戦によって諸邦の個々の分担金では決して償還しえないほどの財政的義務を課せられた時には、とうぜんのことであり、自明のことであった。郵便と鉄道の国有化を招来したその後の歩みも、わが民族が講和条約によって次第に奴隷化の道に導かれた必然的な結果であった。ドイツ国はその後の搾取の結果生じた義務を果たしうるために、強制的に不断に新しい価値のあるものを、まとめて所有せざるをえなかったのである。

　国有化が実施された形式は、しばしばバカげたものであったが、その過程自体は論理的であり、自明のことであった。その責任は、かつて戦争を勝利に終らせるために何らの処置もとらなかった人々や政党にあった。特にバイエルンでは責任は、利己的な自己目的を追求して、大戦中にドイツ帝国という考え方を奪ってしまった政党にあった。かれらは敗戦後にそれを十倍にして償わねばならなかったのだ。因果応報の歴史だ！　罪を犯したのち、天罰がこの場合ほど急激に加えられたことはまれである。つい数年前まで個々の連邦国家の利益を──そしてこれは特にバイエルンでそうだった──がドイツ国の利益よりも高く置いていたこれらの政党は、いまではいろいろの事件の圧迫のもとに、ドイツ国の利益が各連邦国家の生存の息の根をとめたことを体験しなければならなかった。すべては自業自得だった。

　選挙人大衆にむかって（というのは今日のわれわれの政党の扇動はただ大衆にだけむかっているからだ）各邦が主権を失ったことについて不平をいい、他方でこれらすべての政党が、例外なく、その究極の帰結においてドイツ内部のとうぜんのまた徹底的な変革を招来せざるをえないような条約履行政策におたがいに全力をつくしたのは、無類の欺ぎ瞞まんである。ビスマルクのドイツ帝国は、外に対しては自由であり、奔放であった。今日のドーズ案下のドイツが負うべきであるような重大な、しかも完全に非生産的な財政的義務を、このドイツ帝国はもっていなかった。だがまた国内においては、かれの権限は、わずかの絶対に必要な関係に限られていた。それゆえ、自己の財政権なしで、各邦の分担金によって生きていくことがたいへんうまくできたのだった。そして、一方では自己の主権の所有を維持することと、他方ではドイツ国への財政的支出が比較的少なかったことが、各邦がドイツ政府に好感をもつのに非常に好都合だったことは、自明のことである。だが今日、現今のドイツ国に好感がもてないのは、ドイツ国に各邦がたんに財政的に隷属していることに帰するだろう、という主張を宣伝しようとするのは、誤っているうえに不誠実である。そうだ、事態はほんとうにそうではないのだ。ドイツ国という考え方に喜びが少ないのは、各邦の側の主権の喪失に帰すべきものでなく、むしろドイツ民族が現今自己の国家によって経験しているあわれむべき代表の結果なのである。ドイツ国旗や憲法の制定記念祝典などをみんなやるにもかかわらず、今日のドイツ国は民族のすべての層の心に疎遠になっている。そして共和国保護法は、もちろん共和制を脅かして毀き損そんすることはできるが、しかしただ一人のドイツ人の愛さえも得ることができないのである。法令の条項や刑務所によって、自国の市民から共和国を保護しようとする心配のしすぎは、全機構自体のこのうえもなく破滅的な批判や軽[image: 蔑]をもたらすのである。

　しかし別の理由からも、今日ある政党によって行なわれている主張、すなわちドイツ国に対する好意が消失したのが各連邦国家の一定の主権に対するドイツ国の侵害のせいだというのは、正しくない。ドイツ国がその権限の拡張を企てなかったと仮定しても、それにもかかわらず全租税額そのものが今日のようでなければならないならば、各邦のドイツ国に対する好意がより大きくなるだろうと、人々は信じてはならない。反対に各邦が今日、ドイツ国が奴隷化されるような債権の義務履行に必要であるだけの額の租税を負担せねばならないならば、ドイツ国に対する敵意はもっと無限に大きくなるだろう。ドイツ国に対する各邦の分担金はたんに徴収が非常にむずかしいだけでなく、まさしく強制執行によって取りたてられねばならなかったであろう。というのは、共和国は元来講和条約の上に立ち、それを破棄する勇気も、またどんな形式にせよ意図ももたないのだから、共和国がその義務をはたさねばならないからだ。けれどもその罪はまた、ただ政党のみにある。絶えず辛抱強い選挙人大衆に各邦の自主の必要を説き、しかしそれと同時にこれらのいわゆる「主権」の最後のものまでもまったく強制的に除去するようになるにちがいないドイツ国の政策を、促進し、支持していた政党にのみあるのだ。

　わたしは、今日のドイツにとっては、その極悪の内政外交によって負わされた負担を負うより他の可能性がまったくないから、強制的というのである。ここでもまた一つのくさびで他のくさびを追いだし、そしてドイツ国が、ドイツ国の利益を犯罪者のように代表することによって対外的にみずから負うすべての新しい負担が、国内においては下に対するより強い圧迫によって調整されねばならないのだ。それはまた一方で、各連邦国家で抵抗の胚細胞が生じたり成立したりさせないために、各連邦国家の全主権が徐々に除去されることが必要になるのである。




国家主義国家か奴隷植民地か？

　一般に、かつてのドイツ国家政策と今日のドイツ国の政策との間の特色ある差異として、次の点が確認されねばならない。すなわち、共和国が外に向かっては弱さを示し、国内では市民を圧迫しているのに、旧ドイツ国は国内には自由を与え、対外的には力を示したのだった。両方の場合に前者が後者を条件づけている。すなわち、力にみちた国家主義国家は、その市民たちの愛と忠誠心が大きいため、対内的には法律をあまり必要としない。国際的な奴隷国家は暴力によってのみ臣民に強制労働をさせることができるのである。というのは「自由の市民」などと語るのは、今日の政府のこのうえもなく破廉恥な鉄面皮のひとつだからである。そういうものは旧ドイツ国だけがもっていた。外国の奴隷植民地としての共和国は、市民などはなく、せいぜい臣民がいるにすぎない。だから共和国はまた国旗をもたず、ただ当局の指令と法律上の規定によってつくられ、保証されている意匠登録商標だけをもっているのだ。ドイツ民主主義のゲスラーの帽子（※４）として感ぜられるこのシンボルは、それゆえまたわが民族にいつでも内心に親しさを感じさせないのだ。当時伝統に対するどんな感情ももたず、過去の偉大さに対するどんな畏い敬けいの念もなく、そのシンボルに泥をぬった共和国は、いつか臣民が自己のシンボルに感じている愛着がいかに皮相的であったかに驚くだろう。共和国はドイツ史の間奏曲の性格を自分で自分に与えたのだ。

　そのようにこの国家は、今日自己の存立のために、ますます各邦の主権を、たんに一般的実利的観点からだけでなくまた、理念的観点からも取りあげざるをえなくなっている。というのは、この国家は財政的な恐喝政策によって、市民たちから最後の血の一滴をも吸いあげると同時に、一般の不満がいつかはっきりした反乱になることを欲しないならば、最後の権利までも強制的にとりあげねばならなかったからだ。

　前に述べた原則と逆に、われわれ国家社会主義者にとっては、次のような基礎的規範が生ずる。すなわち、対外的には市民の利益を最大の範囲で認め、保護する力にみちた国家主義のドイツ国は、対内的には国家の恒常性を心配する必要もなく、自由を提供することができる。だが他方強力な国家主義政府は、個人の自由や各邦の自由における大きな干渉にすらも、個々の市民がこうした処置の中に自民族が偉大になる手段を認める場合には、ドイツ国家という考え方をそこなわずに行なうことができるし、責任をとることもできるのである。




統一化の傾向

　もちろん世界中のすべての国々は、その内部組織においては一定の統一化に近づいている。ドイツもこの点では例外ではない。今日すでに実際にその組織の笑止千万なほどの大きさによって、ないのと同じような個々の連邦の「主権」について語るなどということは、ナンセンスである。交通の分野においても、個々の連邦国家の重要性はますます低下している。現代の交通、現代の技術は、距離と空間をますます収縮させている。かつての国家は今日ではもはやただ一地方であるにすぎず、現代の国々は以前は大陸と同じぐらいに考えられていたのだ。純技術的に考えれば、ドイツのような国を統治する困難さは、百二十年前のブランデンブルクのような一地方を管理する困難さより大きくはない。ミュンヘンからベルリンまでの距離を克服することは、今日では百年前のミュンヘンからシュタルンベルクの距離を行くよりもたやすい。そして今日の全ドイツ国の領土は現今の交通技術の状態では、ナポレオン戦争の時代の中程度のドイツの一連邦国家よりも小さいのである。所与の事実から生ずる結果を見ないものは、時代におくれる。そういう人々は、いつの時代にもいたし、また将来においてもつねにいるだろう。けれどもかれらは歴史の車輪の速度をおくらせることはほとんどできないし、停止させることは決してできない。




中央集権化の濫用

　われわれ国家社会主義者は、これらの真理の必然の結果を盲目的に通り過ぎてはいけない。ここでもまたわれわれは、いわゆる国家主義的ブルジョア政党の空文句につかまえられてはいけない。わたしが空文句ということばを用いるのは、これらの政党自体がまったくその意図を遂行する可能性をまじめに信じていないからであり、さらにかれら自身が今日のような進展に対して共犯、主犯の罪を負っているからである。特にバイエルンでは、中央集権解体の叫びは、実際にみんなまじめな底意もない、政党のつくり物にすぎなかった。これらの政党は、かれらの空文句から実際にまじめにやらなければならなくなったときには、いつも例外なしに、みじめにも思うようにできないのだった。ドイツ帝国によるバイエルン国家のいわゆる「主権の略奪」はどれも、不快なほえ声は別として、実際は無抵抗に甘受された。そのうえ、この狂気のような体制に対して本気で反抗するようなことを誰かがあえてやったならば、その人は「今日の国家の基礎にそむくものとして」、その場合にはその政党から放逐され、弾劾され、投獄されるか違法の演説禁止によって口を封ずるまで、追求されたであろう。まさにそこから、われわれの支持者は、これらのいわゆる連邦主義の連中の内面的虚偽を、最もよく認識しなければならないのだ。宗教がいくらかそうであるように、かれらには連邦的国家思想も、往々にして不潔な党の利益のための手段にすぎないのである。

　　　　　　　＊

個々の連邦国家の抑圧

　このようにある統一化が、特に交通制度の面で、たいそうな自然に思われても、今日の国家におけるこういう進展に対しては、すなわちこの処置がただ宿命的な外交政策を庇護し、可能にする目的をもつだけであるならば、われわれ国家社会主義者にとっては最も峻厳な態度をとるべき義務があるのである。今日のドイツ国は鉄道、郵便、財政等のいわゆる国有化を、まさしく高度な国家政策的観点から企てず、ただそれでもってはてしない条約履行政策のための手段と担保を手に入れるためにのみやっているのであるから、われわれ国家社会主義者は、こういう政策の遂行を困難にし、できれば妨害するのに適していると思われるすべてのことをやらねばならない。だが、わが民族の生きるために重要な制度の中央集権化に対する今日の闘争は、それに属している。それはそうすることによって、われわれの戦後政策のために何十億という金額と担保物件を外国に対して流すためにだけ認められているのだ。

　こういう理由から国家社会主義運動はまた、そういう試みに反対の態度をとったのである。

　われわれをこの種の中央集権化に反対するように誘うことができる第二の根拠は、全体の効果においてドイツ国民にこのうえもなく苦しい不幸をもたらした政府の組織の権力が、そのために国内で高まりうるだろう、ということである。ドイツ国民にとって真に呪いとなった今日のユダヤ的＝民主主義的ドイツ国は、まだ全体にこの時代精神にみたされていない個々の連邦国家の批判を、個々の連邦国家を圧迫して完全にその重要さを失わせることによって、無力にしようと試みているのである。これに対して、われわれ国家社会主義者は、これら個々の連邦の反対に、ただ成功を約束する国家的な力の基礎を与えるだけでなく、中央集権化一般に対するかれらの闘争を、より高い国家的一般的なドイツの利益の表現にしようと試みる完全な誘因をもっているのだ。それゆえバイエルン人民党が小心な分離主義の観点から、バイエルン国家のために「特権」を維持しようと努めているのに、われわれはこの特殊な立場を、今日の十一月革命の民主主義に対立するより高い国家的利益への奉仕にふりむけるべきである。




中央集権は政党経済に好都合である

　さらにわれわれを当今の中央集権化に対して闘う決意をさせた第三の理由は、次のような確信である。すなわち、いわゆる国有化の大部分は事実上統一化でもなく、決して簡易化でもなく、たいていの場合には各邦の主権から諸制度を奪い、その門をさらに革命諸党の利益のために開くことを眼目としていたのである。ドイツ史上、いまだかつてこの民主主義的共和国におけるほど無恥な情実政治が行なわれたことはない。今日の中央集権化憤激の大部分は、かつて有能なものに道を解放することを約束し、だがその場合官職や役職を占めるともっぱらその党に属するものだけを注意するという政党の責に帰するのである。特にユダヤ人は、共和国の成立以来、信じられないような多数で、ドイツ国によってかき集められた経済企業や行政部門に氾濫し、両方とも今日ではユダヤ人の活動の分野となったのである。

　とりわけこの第三の顧慮は、戦術的理由からわれわれをして、中央集権化の途中でこれ以上のすべての処置をきびしく吟味し、もし必要ならば、これに反対の態度をとる義務を負うものでなければならない。だがわれわれの観点はそれと同時につねにより高い国家政策的なものであって、決して小さな連邦分離主義的なものであるべきでないのである。




ドイツ国の国家主権

　この最後の所見は、われわれ国家社会主義者がドイツ国自体に各連邦国家の主権以上のより高い主権を具現する権利を与えないだろうという考えを、われわれの支持者の間におこさせないために必要である。この権利については、われわれの間に少しの疑いもさしはさむべきでないし、またさしはさむこともできない。われわれにとって国家それ自体はただ形式であって、けれどもその本質的なものはその内容であり、国民であり、民族であるから、国民や民族の至高の利益に他のすべてのものが従属することは、明らかである。特にわれわれは、国民の内部と国民を代表するドイツ国の内部において、個々の国家が強権政策的至上権や国家主権を承認することはできないのである。外国や相互の間にいわゆる代表機関をもっている個々の連邦国家の不法は廃止しなければならないし、いつか廃止されるであろう。こんなことが可能であるかぎり、外国はいぜんとしてわがドイツ国の組織の堅固さに疑いをもち、それに応じてふるまうであろうが、われわれは驚くにあたらないのである。この代表機関の不法さは、百害あって一利もないだけ、それだけ大きいのである。外国にいるドイツ人の利益が、ドイツ国の大公使によって守られえないならば、今日の世界秩序の範囲で笑われるような小国家の公使によってなお守ることはできないのである。これらの小連邦国家の中に、人々は実際にドイツ国の内外で──特にある一つの国によってつねに喜んで見られている解体の努力に対する攻撃点だけを見うるのである。またわれわれ国家社会主義者は、なにかある老衰しきった高貴な根幹がほとんどすでにたいそう枯れてしまった小枝に、公使の衣服をつけて新しい畑を与えるというような理解をこれに対してもってはならない。外国におけるわが外交代表機関は、すでに旧ドイツ帝国の時代からたいそうあわれむべきものであったが、当時行なわれた経験にいっそう補足するようなことは、このうえもなく余計なことである。




諸邦の文化的課題

　各邦の意義は将来、絶対にもっと文化政策的領域におくべきである。バイエルンの意義に最も多くつくした君主は、頑固な、反ドイツ的態度をとった小邦分立主義者ではなく、むしろ大ドイツを志し、同様に芸術的感覚をもっていたルートヴィヒ一世であった。かれは国の力を第一にバイエルンの文化的地位の拡張に向け、他の方法でなしえたであろうもの以上にもっとよいもの、もっと永続的なことを成し遂げたのだ。かれは当時ミュンヘンをたいしたものでない地方的王城の地のわくから偉大なドイツの芸術の都の大きさにまで高めることによって、一つの精神的中心点をつくったのであり、それは今日でもなお本質的に差異のあるフランケン人をこの国にひきつけることができるのである。ミュンヘンが、昔ながらのミュンヘンにとどまっていたと仮定するならば、バイエルンにおいても、ザクセンにおけると同じような過程がくり返されたであろう。バイエルンのライプツィヒたるニュールンベルクがバイエルンの都市とならず、フランケンの都市になったであろうという相違をもっているだけだ。「プロイセンを倒せ」という叫びが、ミュンヘンを大きくしたのでなく、ドイツ国民に観賞され、尊重されねばならず、そして観賞され、尊重される芸術の宝をこの都市に贈ろうとした王が、この都市に意義を与えたのだ。そしてそこにまた将来に対する教訓がある。各連邦国家の意義は、将来一般にむしろ国家的、強権政治的領域にはないであろう。わたしはそれを種族的、あるいは文化的領域に見るのである。だがここにさえも、時は水準化の作用を及ぼす。今では往来がたやすくできるので人間をこのように雑然と揺り動かしている。すなわち徐々に絶えず種族の境界が消され、そしてそこで文化像さえも次第にならされはじめているのである。




軍隊と個々の連邦国家

　軍隊は、特にすべての個々の連邦国家の影響からきびしく離すべきである。来るべき国家社会主義の国家は、過去の欠陥におちいって、そして軍隊がもっていない、またもってはならない任務を軍隊になすりつけるべきではない。ドイツ軍隊は種族の特性を維持するための学校であるべきではなく、むしろすべてのドイツ人の相互理解と適合の学校としてあるのである。さもなければつねに国民生活において分離的であるかも知れないものが、軍隊によって合一的な力にもたらされねばならない。さらに個々の若い人々を、小さな自分の地方の狭い視界から引きあげて、ドイツ国民の中に位置せしめるべきである。かれらの故郷の境界でなく、自分の祖国の境界を、かれらは見ることを学ばねばならない。というのは、かれはいつかは国境を守護すべきであるからだ。それゆえ、若いドイツ人を自分の故郷に置いておくことは無意味であり、軍隊時代にドイツをかれに見せるほうが、目的にかなっているのだ、このことは、今日若いドイツ人が昔のように遍歴に出て、それによって自分の視界を広げることをやらなくなっただけ、なお必要である。これを認識すれば、若いバイエルン人をできればさらにミュンヘンにおいておく、フランケン人は、ニュールンベルクに、バーデン人はカールスルーエに、ヴュルテンベルク人はシュトゥットガルトにおいておくなどということは非常識ではなかろうか？　そして若いバイエルン人にあるときはライン川を、そしてあるときは北海を見せてやり、ハンブルク人にはアルペンを、東プロイセン人にはドイツ中部山岳を、等々のほうが、より理性的ではなかろうか？　地方人的性格は部隊内にとどまるべきであるが、駐屯地にまで及んではならない。中央集権化の企てはすべてわれわれの不賛成を見いだすかも知れない。だが軍隊の中央集権化だけは決してそうではないのだ！　反対に、われわれがそういう企てを歓迎したくなくても、この一つについてはわれわれは喜ばねばならなかった。今日のドイツ軍の大きさでは、個々の連邦国家の部隊を保持することはバカげているが、それをまったく度外視すれば、われわれはドイツ国軍に生じた統一化の中に、われわれも将来、国民軍の再編成のさいに決して無視してはならない一歩を見るのである。




一つの民族──一つの国家

　そのうえに、若い勝利をはらんだ理念は、その思想を推進する活動力をおとろえさせるようなすべてのしっこくを拒否しなければならない。国家社会主義は、原則的に従来の連邦国家の境界を顧慮することなく、全ドイツ国民にこの原理を押しつけ、かれらをその理念と思想で教育する権利を要求しなければならない。教会が政治的境界によって束縛や制限を感じないのとまったく同様に、国家社会主義の理念も、わが祖国の個々の連邦国家の領域によってそれらを感ずるものではないのである。

　国家社会主義の教説は、個々の連邦国家の政治的利益の召使ではなく、他日ドイツ国民の主となるべきものである。それは一民族の生命を規定し、新たに秩序づけるべきものであり、それゆえわれわれが拒否した発展が描いた限界を、かるく片づける権利をやむをえず要求しなければならない。

　その理念の勝利が完全になればなるほど、さらにこの理念が国内で提供する各々の人々の自由も大きいであろう。







　第十一章　宣伝と組織




理論家──組織者──扇動者

　一九二一年は、種々の点でわたしおよび運動にとって、特別な意義をもっている。

　ドイツ労働者党への入党後、わたしはただちに宣伝の管理をひきうけた。わたしはこの部門が目下のところ格段に重要な部門であると思った。とにかくはじめのうち、組織の問題に頭を悩ますことは、理念自体をかなりの数の人々に知らせるよりも、重要ではなかった。宣伝は組織にはるかに先立って急ぎ、それによってまず働きかけるべき人材を獲得しなければならなかった。わたしもあまりに急速な、あまりに杓子定規の組織に反対するものである。その場合にはたいてい死んだ機構だけができあがるが、いきいきした組織はめったにできあがらない。というのは組織は、有機的生活、有機的発展にその存立のおかげをこうむっているものだからである。一定数の人々をつかんだ理念というものは、つねにある秩序をえようと努力するものであり、その内面的形成は非常に大きな価値がある。だが、この場合も、少なくとも初めのうちは、すぐれた頭脳の持ち主には本能的に抵抗するように、個々人を迷わす人間の弱点を計算に入れなければならない。組織が上から機械的につくられるや、一度任命された、自分でも才能のないことを認めている頭脳の持ち主が、運動の内部でもっと有能な分子が台頭してくるのを、嫉しつ妬とから妨害しようとする大きな危険が生じてくる。こういう場合は、危険な意味をもつ可能性がある。

　こういう理由から、理念をまず一定期間中央から宣伝的に普及し、さらに次第に集まってくる人材を慎重に、指導者たる頭脳があるかどうか厳重に検査し、吟味することが、目的にかなっている。しかも本来見ばえのしない人間を、それにもかかわらず生まれながらの指導者と見なさねばならないことが、しばしば明らかになる。

　もちろん理論的認識が豊富であるからといって、指導者としての特性、指導者としての資質が有能であるという特性的証拠であると見ようとするのは、まったくあやまりであろう。

　往々にしてこの逆がほんとうだ。

　偉大な理論家が偉大な組織者であるのは、ごくまれな場合だけである。理論家や計画者の偉大さは、まず第一に抽象的に正しい法則の認識と確認にあるのであり、一方組織者は、まず第一に心理家であらねばならないからだ。かれは人間をあるがままに受けとらねばならない。それゆえかれは人間を知らねばならない。かれは人間を過大評価してもいけないが、また大衆のなかにいる人間を過小評価してもいけない。反対に、生きた有機体として最も強い不断の力にみち、そして理念を担って、それの成功にいたる道を開くのに適切な組織を、あらゆる要因を顧慮してつくるためには、弱点や獣性も同じように計算にいれるように努めねばならない。

　だが偉大な理論家が、偉大な指導者であることはもっとまれである。むしろ扇動者のほうが指導者にむいているだろう。ある問題についてただ学問的にのみ研究している多くのものは、好んで聞こうとしないが、しかしそれは理解しうるのである。ある理念を大衆に伝達する能力を示す扇動者は、しかもかれが単なるデマゴーグにすぎないとしても、つねに心理研究家であらねばならない。そうすればかれは、人間にうとい、世間から遠ざかっている理論家よりも、つねに指導者にもっとよく適するであろう。というのは、指導者であるということは大衆を動かしうるということだからである。理念を形成する才能は、指導者の才能とはまったく別のものである。その場合、人類の理想と人類の目標を設定することや、あるいはそれを実現することと、どちらがより重要であるかについて争うことは、まったく無用なことである。人生において非常にしばしばあるように、ここでも前者は、後者なしではまったく無意味であるだろう。最もりっぱな理論的洞察は、指導者が大衆をその方向に動かさなければ、目的も価値もないのである。そして逆に、もしも才気煥発の理論家が人類の格闘のための目標を設定しないならば、すべての指導者としての天才も指導者としての熱も、無目的、無価値であるにちがいないのではなかろうか？　だが理論家と組織者と指導者が一人の人物の中に結合しているのは、この世の中でこのうえもなくまれに見いだされうるものである。この結合が偉人をつくるのである。




支持者と党員

　すでに述べたように、わたしがこの運動で活動をはじめた最初のころには、宣伝に専念した。後に組織の最初の分子としての役割をはたしえた人材を養成するために、少数の中核分子に次第に新しい教説を注ぎこむべく宣伝を成功させねばならなかった。そのさい宣伝の目標はたいがい組織の目標をこえた。

　もしも運動が、ある世界を破壊し、そのかわりに新しい世界を建設するという意図をもつならば、さらに次のような原則について、自分たちの指導者の間で完全に明確になっていなければならない。すなわち、いかなる運動も、獲得した人材をまず二大グループ、つまり支持者と党員とによりわけねばならない。

　宣伝の任務は支持者を募集することであり、組織の課題は党員を獲得することである。

　運動の支持者とは、運動の目標に同意を明らかにするものであり、党員とはその目標のために闘うものである。

　支持者は、宣伝によって運動に好意をもたせられる。党員は組織によって、自分自身新しい支持者を募集するために協働し、その支持者の中からさらにまた党員をつくることができるようにうながすのである。

　支持者たることがただ理念の受動的承認だけを前提とするのに対し、党員たることは活動的な主張と弁護を必要とするのであるから、十人の支持者に対していつもせいぜい一人ないし二人の党員がいるだけである。

　支持者であることはたんに認識に根ざしているにすぎないが、党員たることは認識されたものをみずから主張し、さらにこれを広める勇気に根ざしているのである。

　受動的な形での認識は、怠惰でいくじのない大多数の人間にふさわしい。党員たることは活動的志操を前提とし、それとともに少数の人間だけにふさわしいのである。

　したがって宣伝は、理念が支持者を獲得するよう孜し々しとして世話しなければならないが、一方組織は支持者層自体の中から最も価値あるものだけを党員にするようにこのうえもなく鋭敏に心がけねばならない。それゆえ宣伝は、宣伝によって教えられる各人の意義、かれらの才能、能力、理解力あるいは性格について頭を悩ます必要はない。一方組織は、こういう分子の群の中から、運動の勝利を実際に可能にするものを注意深く集める必要があるのである。

　　　　　　　＊

　宣伝と組織　　宣伝はある教説を全民族に押しつけようとし、組織はそのわく内に、心理的理由から理念のそれ以上の普及にとって障害となる恐れのないものだけを抱えこむ。

　　　　　　　＊

　宣伝は、全体を理念の意味において説得し、この理念の勝利の時のためにかれらを成熟させる。一方、組織は勝利のために闘う能力と意志があると思われるその支持者を、絶えず組織的に、そして戦闘能力のあるように結合させることによって、勝利を闘いとるのである。

　　　　　　　＊

　理念の勝利は、宣伝が人間をその全体において説得する範囲が広ければ広いほど、さらに闘争を実際に行なう組織が排他的で締っており、堅固であればあるほど、それだけ早く可能になるのである。

　それゆえ支持者の数は、どんなに多くても十分すぎることはないが、党員の数は小さすぎるよりはむしろ大きくなりやすいのである。

　　　　　　　＊

　もし宣伝が全民族を一つの理念でみたしたならば、組織は小人数でその必然の結果をひきだすことができる。それとともに宣伝と組織、すなわち支持者と党員は一定の逆比例をなしている。宣伝がうまく働けば働くほど、組織はそれだけ小さくてよい。そして支持者の数が多ければ多いほど、それだけ党員の数は少なくてよい。そして逆に、宣伝が拙劣であればあるほど、それだけ組織は大きくなければならない。そして運動の支持者群が小さければ小さいほど、それだけその党員数は、かれらが一般にそのうえある成果を期そうとするならば、より大きくなければならない。

　　　　　　　＊

　宣伝の第一の任務は、その後の組織のために人を獲得することであり、組織の第一の任務は宣伝の継続のために人を獲得することである。宣伝の第二の任務は現状を打破することと新しい教説でもってこの状態を貫徹することにあるが、一方、組織の第二の任務はこの教説の究極的な成果を達成するために権力闘争をすることでなければならない。

　　　　　　　＊

　世界観の革命の最も決定的な成果は、もし新世界観ができるかぎりすべての人に教えられるならば、また必要な場合には、あとで強制的にたたきこまれるならば、つねに闘いとられるであろう。一方、理念の組織、つまり運動は、問題になる国家の中枢神経を占めるために絶対必要であるだけの人間を集めるべきである。

　すなわちいいかえれば次のようである。

　真に偉大な世界変革的運動においてはどれも、宣伝がまずこの運動の理念を普及させなければならない。それゆえに宣伝は、孜々として新しい思考過程を他のものに説明し、かれらを自己の地盤に引きいれるか、あるいはかれらがいままでもっていた確信をぐらつかせるようにつとめるだろう。さて教説の普及、つまりこの宣伝というものは、バックボーンをもたねばならないから、教説はしっかりした組織を与えねばならないだろう。組織はその党員を、宣伝によって獲得された一般の支持者層から得る。支持者層は、宣伝が激烈に行なわれるほど、ますます早く成長し、そして宣伝は背後にある組織が強ければ強いほど、また元気旺おう盛せいであればあるほど、ますます活動することができるであろう。

　それゆえ組織の最高の任務は、何か運動の党員間の内部的不一致が、分裂やひいては運動における活動の弱化に導かないよう、さらに断固たる攻撃精神が断絶せず、たえず更新され堅固になるよう、配慮することである。それであるから党員数は際限もなく増大する必要はない。反対である。ただ小部分の人間だけがエネルギッシュな勇敢な素質をもっているのだから、その組織を無限に拡大する運動は、そのためにいつか必然的に弱化するだろう。一定数以上に成長した組織すなわち党員の数は、次第にその闘争力を失い、理念の宣伝を決然として、攻撃的に支持し、ないしは利用することがもはやできないのである。

　さて、理念が大きくなり、内面的に革命的であればあるほど、ますますその党員層は活動的になってくるだろう。教説の変革的な力とその担い手に対する危険とは結合しており、その危険があるということが小心な卑怯な俗物を遠ざけるのに適しているように思えるからである。かれらはひそかに支持者だと感じているだろうが、しかし党員となって公然とこれを表明することは拒否するのだ。だがそれによって、真に変革的な理念の組織は、宣伝によって獲得した支持者の中の最も活動的なものだけを、党員として得うるのである。しかし、自然的な選抜によって保証された運動の党員の活動力の中に、その運動のそれ以後の活動的な宣伝や同様に理念実現のための効果ある闘争のための前提がある。




党員採用の制限

　運動に迫りうる最大の危険は、あまりにも急速な成果によって党員層が異常に膨張するということである。というのは、運動もそれがきびしい闘争をしなければならないかぎり、卑怯な利己的な素質をもっているすべての人々から非常に敬遠されるが、その発展によって党の大成功が確実らしくなってきたり、実際に成功がおさめられたとなると、急速に党員を獲得しうるのがつねだからである。

　多数の常勝の運動が、成功を前にして、あるいはもっとよくいえばその意図がいまや実現されるという一歩手前で、なぞのような内的弱点からとつぜん落伍し、闘争を中止し、そしてついに倒れる理由は、そこに帰するのである。初期の勝利のために、多数の劣悪な、品位のない、だが特に卑怯な分子がその組織にはいってくる。そしてこの劣等者がついには闘争力をもったものよりも優勢になり、今度は運動を自分たちの利益に奉仕するように強制し、自分たちの貧弱な豪胆さの水準にまで押しさげ、そして本来の理念の勝利を完成させるためにはなにもしないのである。それとともに熱狂的な目標は抹殺され、闘争力はおとろえ、あるいはこういう場合にブルジョア社会の人々がいつも非常に適確にいうのだが、「酒が水で割られた」ことになる。そうなるともちろん、もはやその木はどこまでも成長することはできなくなるのだ。

　それゆえ運動は、純粋な自己保存衝動から、成果が自分の側にあがるやいなや、ただちに党員採用を阻止し、それ以後はただこのうえもなく慎重に、またこのうえもなく徹底的に吟味して、その組織の拡大をはかることが非常に必要である。こうしてのみ運動は、運動の核心をそこなわずに新鮮に、健全に保つことができるのである。さらにもっぱらこの核心だけが、その後も運動を指導し、すなわち運動が一般的承認をうるように導くべきである宣伝を規定し、そして権力の所有者として自分たちの理念を実際に実現するために必要な行動をとるように、配慮しなければならない。

　組織は古くからの運動の根幹から、獲得された組織のすべての重要な地位を占めなければならないばかりでなく、また全指導権を形成すべきである。そしてそれを党のいままでのいろいろの原則や教説が、新国家の基礎や内容となるまで続けなければならない。そうしてはじめて、その精神から生まれたこの国家の特殊な制度に対して徐々に手綱が与えられたのである。だがそれもたいていはただ相互の闘争によってのみ実行される。それは人間の洞察の問題であるよりも、はじめからよく認識されてはいるが、しかし永久に操縦されえない諸力のはたらきと効果の問題であるからである。

　すべての偉大な運動は、それが宗教的性質のものであると、政治的性質のものであるとを問わず、その力強い成功を、この原則を認識し、適用したことにのみ帰すべきである。だが特にすべての永続的成功は、この法則を顧慮することなくしては、まったく考えられないのである。

　　　　　　　＊

無気力者の威嚇

　わたしは党の宣伝主導者として、今後運動が大きくなるための基盤を準備するために、非常に努力しただけでなく、この活動におけるたいへん過激な意見によって、組織が最良の人材のみを獲得するように活動した。というのは、わたしの宣伝が過激であり、挑発的であればあるだけ、ますます弱虫や小心者を威嚇して後退させ、われわれの組織の第一の核心にかれらが侵入することを妨げたからであった。かれらはおそらく支持者であることに変りはなかったが、大声で強調せずに、この事実を不安げに黙っていたのは確かである。自分はもともとまったく全面的に同意しているが、それにもかかわらずどんなことがあっても党員にはなりえないと、わたしに当時確言したものが幾千いたかわからない。運動は非常に過激であるから、党員となると、各人がさだめしこのうえもなくやっかいな異議をもうしたてられ、そのうえ危険にさらされるだろう。それゆえ人々は行儀正しい、平和な市民が、かれが心から完全に適切であると考えるときでも、少なくともはじめは傍観していることを、悪くとってはいけないのであろう。

　そしてそれはそれでよかったのだ。

　もし心から革命に同意しないこれらの人々が、当時みんなわが党に、しかも党員としてきたならば、われわれは今日殊勝な団体と見られるだろうが、もはや若い、喜んで闘争する運動とは見られなかったであろう。

　わたしが当時われわれの宣伝に与えたいきいきした、無鉄砲な形式が、われわれの運動の過激な傾向を固め、保証したのである。というのは爾じ後ごほんとうに過激な人間だけが──例外をのぞいて──党員になる覚悟ができたのだからである。

　だがそのさいこの宣伝は、早くも短期間で何十万の人々が、たとえまた個人的には党のために犠牲になったり、あるいは入党したりするには臆病すぎたとしても、心から正しさを信じただけでなく、われわれの勝利を希望するような影響を及ぼしたのである。

　一九二一年の中ごろまではこの単なる勧誘的活動でまだ十分でありえたし、また運動にも有益であることができた。だが同年の盛夏の特殊なでき事が、いまでは徐々に目に見えてきた宣伝の成果に組織が適応され、等置されるように指示しているように思えた。




運動の再編成

　民族主義的空想家のグループが、当時の党首の促進的支持のもとに、党の指導権を手に入れようとした企てがあったが、この小陰謀は崩壊に導かれ、党員総会において運動の全指導権が一致してわたしにゆだねられた。同時に新しい党則の採用が行なわれた。それは運動の第一議長に全責任が負わされ、委員会の決議は原則的に廃止され、そのかわりに分業制が導入された。それはそれ以来りっぱに実証されたのである。

　わたしは、一九二一年八月一日から運動の内部再編成を引き受けた。そしてそのさいすぐれた力をもつ一連の人々の支持をみいだした。わたしは特別付録で名をあげることが必要であると考える。

　さて宣伝の成果を組織的に利用し、かくして確立しようと試みた場合、わたしは従来の一連の習慣を一掃し、現存の政党が決してもっておらず、あるいはまた承認さえしていない原則を設定しなければならなかった。一九一九年から一九二〇年にかけて、運動はその指導のために委員会をもっていた。それは党員集会──それ自体また規定によって定められていたのだが──によって選ばれた。委員会は第一会計係、第二会計係、第一、第二の書記、および長として第一、第二議長から成りたっていた。なお一名の党員監督者、宣伝部長および種々の陪席者が加わった。

　この委員会は、おかしなことだが、本来運動自体が最も激しく闘おうとしているもの、すなわち議会主義を具体化していた。というのは、最小の地方管区から、さらに管区、大管区、州をこえて、国家の指導部にいたるまで具体化しており、その下でわれわれみんなが苦しんできたし、いまもなお苦しんでいる原則が問題になったことはもちろんである。

　もし内部組織の基礎が悪いため運動が永久に腐敗し、かくして後日高い使命を果たすことができなくなるに違いないならば、いつかこの点で転換を行なうことは、緊急に必要なことであった。




議会主義の廃止

　議事録がとられ、多数決で投票し決定が行なわれる委員会は、実際には小さい議会であった。ここでもあらゆる個人的な引責や責任というものが欠けていた。ここでもわれわれの偉大な国家代表機関におけると同じような不合理や同じような無理が支配していた。この委員会のために人々は書記を任命し、会計のための人々を、組織の党員のための人々を、宣伝のための人々を、そして誓ってなおその他のもののための人々を任命した。だが個々の問題ごとに、みんな共通の態度をとらしめ、そして投票によって決せしめるのだった。それゆえ、宣伝のために出席していた男が、財政係に関係していることがらについて投票し、そして財政係が組織に関することがらについて投票し、さらにその男が、ただ書記だけが関係すべきである事項についてまた投票する、等々だ。

　だが会計係、書記、党員係等が宣伝に関する問題について判断すべきであるならば、人々はなぜはじめに宣伝のために特別の人間を定めたのかは、健全な頭脳の持ち主にはまったくわからないらしい。それは、ある大工場企業でつねに他の部門や他の分野の取締役や設計者たちが、自分たちの仕事にまったく関係のない問題を決定しなければならないならば、わけがわからないのと同じである。

　わたしはこういう不合理には従わず、早くもごく短期間に、委員会に出席しなくなった。わたしはわたしの宣伝をし、それでおしまいだった。そしてそのうえ、およそこの領域でなにもできもしない男が、わたしに口出しすることを禁じた。同様にわたしもまた逆に他人に文句をいったりしなかった。

　新しい規定が採用され、わたしが第一議長の地位に任ぜられ、その間にわたしに必要な権威とそれに応ずる権利を与えられたとき、またただちにこのナンセンスなことが終った。委員会の決議のかわりに、絶対責任の原則が導入された。




指導者の責任

　第一議長は、運動の全体の指導に責任がある。かれは自分の下に立つ委員会の連中や、その他なお必要な協力者を、なすべき仕事に配当する。これらの人々はいずれも、それによって自己にゆだねられた任務に対してすべて責任がある。かれは全員の協働のために配慮し、それぞれの場合に応じて人員を選択し、一般方針を与えることによって、この共同の仕事自体を導かねばならない第一議長にだけ従属するのである。

　この原則的責任制のおきては、少なくともこれが党の指導に関するかぎり、次第に運動の内部においては自明のことになった。小さな地方管区においては、そしておそらく管区や大管区においてはなおさらだが、この原則が貫徹されるまでには、かなりの年月がかかるであろう。というのは臆病者や無能者はつねにこれに対して抵抗するにちがいないからだ。かれらにとってはある企てに対する単独責任はつねにいやなことだろう。かれらは、むずかしい決定があるごとに、いわゆる委員会の多数による背面援護があるならば、そのほうがもっと自由で快適に感ずるのだ。だがこういう志操には、できるだけ猛烈に反対して、責任に対する卑怯さは、少しも許容せず、それによって、たとい長年の後にはじめてそうなっても、ほんとうにそのために適任でありかつ選ばれたものだけを、指導部にもっているという指導者としての義務と、指導者としての手腕についての見解をえようと目ざしていくことが、わたしには必要だと思われる。

　だがいずれにせよ、議会主義的妄想を克服しようとする運動は、みずからをそれから解放しなければならない。運動は、またこういう基礎の上にのみ、闘争に対する力をうることができるのである。

　すべてあらゆるところで、多数者が支配している時代において、みずから主義として、指導者思想の原理と、それによって条件づけられる責任負担の原理をねらいとする運動は、他日数理的確信でもって、いままでの状態を克服し勝利者として登場するであろう。




運動の萌芽状態

　この考え方は、運動の内部に完全な新組織をもちこんだ。そしてその論理的成果として、運動の事務的経営が一般の政治的指導から非常にはっきりと区別された。原則的にこの責任負担の思想はまた、全体の党経営にも広げられ、それが政治的影響から解放され、純経済的視点をとるやいなや、必然的にそれにつれて党経営の健全化が行なわれた。

　一九一九年の秋、わたしが当時の六人の党にはいったとき、それは事務所もなく、使用人もおらず、そのうえ用紙やスタンプさえなく、印刷物はなにもなかった。委員会の場所は、はじめはヘルン街のレストランだった。後にガスタイクのカフェーになった。なにもできない状態だった。それでけっきょくわたしはその後しばらく動きまわって、党のために別室か、その他会場のようなものを賃借りしようとして、数多くのミュンヘンのレストランや料理店をさがしまわった。タールにある以前のシュテルンエッカーブロイに小さい丸天井のある部屋がみつかった。それは以前に一度バイエルンの上院議員が一種の酒場として利用していたものだった。その部屋は陰鬱で暗く、したがってかれらの昔の目的にはぴったり合っていたが、新しい利用目的にはそわなかった。路地──そこに面してただ一つ窓があったが──は狭く、最も明るい夏の日でさえ部屋は陰鬱で、暗いままであった。これがわれわれの最初の事務所になった。間代は一か月わずか五十マルクだった（当時のわれわれには巨大な金額だった！）が、われわれは大きな要求をすることができず、われわれの引越し前にかつて議員連のために張られてあった壁の薄板がただちに引きはがされ、それで部屋はいまやまったく事務室というよりもあなぐらだという印象のほうがむしろ残っているが、不平さえこぼせなかった。




運動の構成

　だがこれはそれでもたいへんな進歩だった。徐々にわれわれは電燈を引き、ずっとおくれて電話も引いた。借り椅子つきの机もはいり、最後に開架式戸棚や、いくらか遅れて戸棚がはいった。家主のものである二つの食器棚がビラやポスター等の保管のために利用されることになった。

　いままでのやり方、すなわち一週に一度開かれる委員会によって運動を指導していくやり方では、ついにやっていけなくなった。運動のために一人の使用人を雇わないと、継続的な事務の仕事が保証できなくなった。

　それは当時、たいへん困難だった。運動はまだわずかの党員しかもたず、かれらの中から、自分自身のためには求めるところが最も少なく、多方面の運動の要求を満足させうるような適当な人物をみつけだすことはむずかしかった。

　長い間探したあげく初代の党の事務長に、兵士であり、かつてわたしの戦友だったシュスラーをみつけだした。はじめかれは毎日午後六時から八時までの間、われわれの新しい事務所にやってきた。その後五時から八時まで、ついには毎日午後、そしてまもなく一日中引き受けて、朝から夜遅くまでかれの仕事をした。かれは勤勉で、誠実で、根っからの正直な男であった。かれはみずからすべてに骨を折り、特に運動自体に忠実にしたがった。シュスラーは、自分のもっている小さいアドラー・タイプライターを持ちこんだ。それがわれわれの運動に用いられたこの種の最初の道具であった。これはその後分割払いで党のものになった。カード目録や党員簿の盗難よけのために、小さい金庫が必要であるように思えた。だからその調達は、大金を──われわれが当時いくらかもっていたとしても──入れるためではなかった。反対にすべては貧乏きわまりなく、そしてわたしはしばしば自分のとぼしい貯金を寄付したものだった。

　一年半後には、事務所は狭くなった。そしてコルネリウス街の新しい場所へ移転した。われわれが引越したところはまたもや飲食店だった。だが今度はわれわれはもはや一部屋だけでなく、三部屋とそれに付属した大きな広間をもった。それは当時われわれにはまったく大したものに思われた。われわれはここに一九二三年十一月までいた。

　一九二〇年十二月に「フェルキッシァー・ベオバハター紙」を手に入れた。これは、すでにその名が示しているように一般に民族主義的利益を擁護したものだが、いまや国家社会主義ドイツ労働者党の機関紙に転換されることになった。最初は週二回発行したが、一九二三年の初めに日刊紙になり、一九二三年八月末以後はよく知られるように大判になった。

　わたしは当時新聞界についてはまったくの新米として、また多くのにがい経験をなめなければならなかった。

　巨大なユダヤ新聞に対して、真に重要な民族主義的新聞がただ一つすら存在していないという事実は、それ自体考えてみなければならなかった。それは、わたしがさらに実際に何回となく自分で確認しえたように、ほとんど大部分いわゆる民族主義的企業一般のへたなやり方に原因があった。それらはあまりにも、主義を実行に先行させねばならないという観点に引きずられていた。主義はそのうえ決して皮相的なものであってはならず、実行の中にこそその最もりっぱな表現をみいだすのであるかぎり、それはまったく誤った観点であった。民族のためにほんとうに価値あるものをつくるものが、それと同時に同じような価値ある主義を示すのであり、一方実際に民族のためには有用な仕事を果たさず、単に主義だけをみせかけるものは、あらゆるほんとうの主義を害するものである。そういう人間はまた自分の主義で社会をなやますのである。

「フェルキッシァー・ベオバハター紙」もすでにその名称が語っているように、いわゆる「民族主義的」機関紙で、あらゆる長所をもっていたが、また民族主義的組織につきものの欠点や弱点をもっと多くもっていた。企業の管理は内容がどんなに高潔であっても、商業的には不可能なものであった。この場合も、民族主義新聞は民族の寄付金で維持されねばならないという考えが基礎になっており、そのかわりに民族主義新聞は他の新聞との競争をやりとげねばならないのであり、企業の事務的経営の怠慢や失敗を、人のよい愛国者の寄付金によってカバーしようとするのは下劣だという考えが欠けていた。

　いずれにせよわたしは、やがてその容易ならないことをまもなく認識して、この状態を除去しようと努力した。そしてそのとき幸運が、ある男を知らせてくれて、それによってたすけられた。かれはそれ以来新聞の事務的指導者としてのみならず、党の事務長として運動に無限に多くの貢献をなした。一九一四年、すなわち戦場で、わたしは（当時まだわたしの上官として）党の今日の事務総長マックス・アーマンを知った。戦時中の四年間、わたしはほとんどいつもわたしのその後の協力者の異常な能力、勤勉、きちょうめんすぎるぐらいの誠実さを観察する機会をもったのである。

　一九二一年の盛夏に、運動が苦しい危機にあり、わたしが多くの使用人にもはや満足できず、そのうえある一人のためにはなはだつらい経験をなめていたとき、ある日偶然にわたしを誘いにきたかつての連隊仲間に、運動の事務長になってくれないかと請願した。長くためらったあとで──アーマンはある有望な地位についていた──かれはついに承諾した。もちろん、かれは決して無能な委員会の手先をつとめなくともよい、もっぱらただ一人のものだけを承認する、という明確な条件つきであった。

　党経営に秩序とまじめさをもちこんだのは、商業的に実に広範な知識のあるこの運動の初代事務長の不滅の功績である。それ以来党の経営は模範的であり、運動の支部員もこれに達することはできず、いわんや凌りよう駕がすることはできなかった。だが人生においては、つねにそうだが、卓越した有能さは、嫉しつ妬とや悪意の誘因となることがまれではない。もちろんこの場合も人はそれを予期し、我慢して耐えていかねばならなかった。

　早くも一九二二年には、一般に運動の事務的および純組織的構成のための確固たる方針が存在していた。すでに運動に所属する全党員をのせた完全な中央のカードもできていた。同様に運動の財政は健全な軌道にのせられていた。経常支出は経常収入によってカバーされ、臨時収入はただ臨時支出のためにのみ向けられねばならなかった。そのために、困難な時であったにもかかわらず、運動は比較的少額の経常会計を度外視すれば、ほとんど借金もなく、そのうえ額をたえず増加させることさえ成功した。それは私経営におけるように行なわれた。すなわち雇われたものは仕事によってひいでるべきであり、決してただ有名な「主義」だけを主張することはできなかった。すべての国家社会主義者の主義は、まず第一に民族共同体から自分にゆだねられた仕事の実行を喜びと勤勉、能力において示すのである。この点で義務を果たさないものは、主義を誇るべきでない。かれ自身が実際に、それに反して罪を犯しているのだ。党の新事務長によって、あらゆる起りうべき影響に対抗して、党経営は仕事を喜んでしない支持者や党員のための名誉職であってはならないという立場が、激しいエネルギーをつかって主張された。われわれの今日の行政機構の政党のような腐敗に対して激しいやり方で闘っている運動は、自分の機構をそういう悪徳に染まらないようにしておかなければならない。以前の主義からいえばバイエルン人民党に属していたが、その仕事ではすぐれた適性を示した従業員が新聞の経理部に採用されたという場合があった。これを試みた結果は、一般にすぐれていた。各人のほんとうの仕事を公正かつそっちょくに認めることによってこそ、運動はそうしなかった場合よりも、より迅速に、より根本的にこれら従業員の心を獲得したのであった。かれらはその後よい国家社会主義者になり、ずっとそうである。単に口先だけでなく、かれらが新運動のためになしとげた良心的な、りっぱな、誠実な仕事によってそれを証明したのである。よい才能のある党員が、同じように評判のよい非党員よりも好かれるのはとうぜんである。だが誰も党に所属しているという理由だけでは、任用されないのである。新事務長がこの原則を断固として主張し、あらゆる抵抗をものともせず、次第にやりとげたことは、その後のこの運動にとってこのうえもない利益になった。それによってのみ、幾万の企業が破滅し、幾千の新聞が閉鎖しなければならなかった容易ならぬインフレ時代において、運動の事務管理が存続しつづけ、その任務を十分果たしえただけでなく、「フェルキッシァー・ベオバハター紙」をますます大拡張することができたのであった。フェルキッシァー・ベオバハター紙はそのころに、大新聞に伍したのだった。

　一九二一年は、さらにわたしが党首の地位についたことによって、また個々の党経営について、しかじかの多くの委員会の委員がする批判や口出しを禁ずることが、次第に達成されたという意義をもった。これは重要なことであった。なぜなら、実際には救いがたい混乱をあとに残すために、無能力者がたえずその間にはいってぺちゃくちゃ口を出し、なにもかも知ったかぶりをするならば、ある課題にたいして実際に才能のある人物をうることができなかったからである。そのうえにもちろんこのなんでもできる人間は、たいてい自分で統制し、息を吹きこめる活動のために他の分野をひそかに探すために、まったくしとやかに身をひいてしまうのだった。すべてどんなことでも、あとで何か見つけてくるというまぎれもない病気にとりつかれていて、すばらしい計画、思想、企画方法の一種の永続的妊娠状態にある人間がいた。さらにかれらの最も理想的な最高の目標は、たいてい監督機関として、他人のりっぱな仕事を専門的にちらりとながめる委員会をつくることであった。だが物事のわからない人間が、実際の専門家にたえず口出しするのが、いかに無礼なことであり、国家社会主義的でないかは、この委員会屋にはもちろん意識されなかったのである。いずれにせよわたしは、この数年間に、みんなりっぱな仕事をし、運動の責任を負っている人々をこういう分子から保護し、かれらに必要な背面援護と、前面には自由な仕事の場をつくってやることをわたしの義務とみなしていた。

　なにもしないか、あるいは実際に実行不可能な決議だけをつくりあげているこういう委員会を、片づけてしまう最もよい方法は、もちろんかれらになにか実際の仕事を指定することだった。そうするとそういう団体がいかに声も出さずに消失し、とつぜんにまったく見えなくなってしまうことか。それはお笑いぐさだった。その場合わたしは、この種の最大の制度、すなわちドイツ国会に考えおよんだ。人々はかれらにただしゃべらせておくかわりに、実際の仕事を、それもこれら大言壮語をはく一人一人が、最もきびしい個人的な責任のもとに果たすべき仕事を指定したならば、どんなにとつぜんみんながそこからこっそり逃げだしてしまうことだろう。

　すでにそのころわたしは、私生活においてどこでもそうであったように、また運動においても個々の経営のために明らかに有能な、誠実な役員、管理者、あるいは指導者を見つけ出すまで、探さねばならないということを、いつも要求していた。だがさらにこの男には上に対しては完全な責任を課するとともに、下に対しては絶対の権威と行動の自由を与えるべきであった。その場合何人もそれに関する仕事を自分でよくやりうる人でなければ部下に対して権威をもつことはできない。二か年の間に、わたしは自分の考えをますますつらぬいていった。そして今日それは、運動においては、少なくとも最高指導部が問題となるかぎり、すでに自明のことである。

　だがこの態度の明白な成果は、一九二三年十一月九日に現われた。わたしが四年前運動に参加したときは、印章一つさえなかった。一九二三年十一月九日に、党の解散と党財産の差押えが行なわれた。しかしこれは、あらゆる財産品目、新聞を含めて、すでに十七万金マルクの額になっていた。







　第十二章　労働組合の問題




労働組合はぜひとも必要か？

　運動の急速な成長は、一九二二年には、今日でもなお全部は解決されていないある問題に、態度をきめるようわれわれに迫った。

　われわれは、運動が最も速く、最も容易に大衆の心に通じうる方法を研究するようこころみたさいに、純職業的、経済的領域における労働者の利益代表が、意見を異にするものやその政治組織の手にとどまっているかぎり、労働者は決してわれわれに完全に属することができない、という異論にいつもぶつかった。

　もちろんこの異論は、それ自体多くの根拠をもっていた。一般の確信によれば、ある工場で働いている労働者は、労働組合員にならなければまったく生存しえないのだった。たんにかれの職業的利益がそれによってのみささえられていると思われるだけでなく、工場での地位もついには労働組合の所属員でなければ考えられなかったのである。労働者の多数は、いろいろの労働組合団体に属していた。これらは一般に賃銀闘争を闘い抜き、賃率協定を結び、いまや労働者に一定の収入を確保したのである。疑いもなく、これらの闘争の結果は、すべての工場労働者に役に立った。そして労働者が、労働組合によって闘いとられた賃銀をうまくポケットにしまい、だが自分は闘争に参加しないならば、それは特にまじめな人間にとっては、良心の葛かつ藤とうを生ずるに違いなかった。

　普通のブルジョア企業家と、この問題について話すことは、むずかしいかも知れない。かれらは、この問題の物質的側面に対しても、道徳的側面に対しても理解がなかった（あるいは理解しようとしなかった）のだ。けっきょくかれらが勝手に考えた自分の経済的利益はいつも、もともとかれらにつかえている労働者たちのあらゆる組織的なまとまりと、対立しているのである。それゆえすでにこういう理由から、たいていのものには偏見のない判断をすることが困難なのである。だからここでは、しばしばよくあるように、木を見て森を見ないような誘惑に屈しない局外者にたのむことが必要である。そうすればかれらは、いずれにせよ善意でわれわれの今日および将来の生活に最も重要なものに属することがらを、はるかに容易に理解しうる機会をもつことができるであろう。

　わたしはすでに上巻で、労働組合の本質、目的およびその必要性について述べた。そこでわたしは次のような立場に立った。すなわち、国家的処置によって（しかしこれはたいていみのり少ないものだが）あるいは一般的な新しい教育によって、労働者に対する使用者の態度が変更されないかぎり、経済生活に同等の価値ある当事者として、その権利をたてにとって自分で自分の利益を守る以外にまったく方法がないのだ、と。さらにわたしは、将来民族の全共同体の本質に重大な損害を及ぼすに違いない社会的不公平が、そういう利益擁護によって阻止されうるならば、そういうことに留意するのは全民族共同体の意義にまったくかなっている、と強調した。さらにわたしは、企業家の中に、社会的義務感をもたないだけでなく、最も素朴な人権についての感情すらもたない人間がいるかぎり、この必要性はとうぜんとみなされねばならない、と述べ、そしてかかる自衛が一度必要であるとみなされるならば、その形式はその意味からして、ただ労働組合的基礎の上に立つ労働者のまとまりの中にのみ存立しうるという結論を、そこからひきだした。

　こういう一般的見解は、わたしの場合には一九二二年においてもなんら変らなかった。だがいまやもちろん、この問題に対する立場のためにはっきりした一定の定式が求められねばならなかった。今後は単に認識することだけで満足してはいけない。むしろここから実際的結論を引きだす必要があった。

　次のような問題の解決が肝要であった。

　一、労働組合はぜひとも必要であるか？

　二、国家社会主義ドイツ労働者党は、みずから労働組合活動をすべきであるか、それとも党員をなんらかの形でそういう活動に導くべきであるか？

　三、国家社会主義の労働組合は、どんな方式のものでなければならないか？　われわれの任務は何であり、労働組合の目標は何であるか？

　四、われわれはどのようにして、こういう労働組合をつくるか？

　第一の問題については、わたしは実際に十分に答えたように思う。わたしの確信によれば、今日のような状態であれば、労働組合は決して欠くことができないのである。反対に労働組合は、国民の経済生活の最も重要な組織に属している。だがその意義はたんに社会政策の領域だけにあるのではなく、むしろ一般的国家政策的領域にもっと多くの意義がある。というのは、ある民族、その大衆が正しい労働組合運動によって生活の要求を満足させ、だが同時にまた教育を受けるならば、それによって民族の生存競争上の全抵抗力が異常に強められるからである。

　労働組合はなによりもまず、将来の経済議会ないしは職能代表会議の礎石として、ぜひとも必要である。




国家社会主義労働組合とは？

　第二の問題も同様にもっとも容易に答えることができる。労働組合運動が重要であるならば、さらに国家社会主義はたんに純理的だけでなく、また実際的にも、それに態度をきめなければならないことは、明白である。もちろんそのときに「いかに」ということが早くも説明しがたいのである。

　国家社会主義的民族主義国家をその活動の目標と見ている国家社会主義運動は、この国家の将来のすべての制度を他日この運動自体からつくりださねばならない、ということを疑ってはいけない。まずなによりも主義にかなった準備教育を受けた人間というある基礎をあらかじめもっていなくても、ただ力さえもっておればとつぜんに、無から一定の再組織を行なうことができると考えるならば、それはこのうえもなく大きな間違いである。機械的に非常に早くつくりうる外面形式よりも、そういう形式をみたす精神のほうがつねにより重要であるという原則が、ここでもまたあてはまるのである。たとえば命令によって、ある国家組織に指導者原理を圧制的につぎ穂することはもちろんできる。だがこれは、自己の発展において最小のものから自分自身をだんだんと形成し、人生の苛酷な現実がたえず行なう永続的な選抜によって、多年の間にこの原理の遂行に必要な指導者の人材を獲得したときにのみ、いきいきとなるのである。

　だから、とつぜん書類カバンの中から新しい国家の憲法草案を公表し、さてこれを主権者の絶対命令で上から「実施」できる、と思ってはならない。そうやってみることはできる。だがその結果は、確実に生存能力のない、たいていは死産児であろう。それは、ワイマール憲法の成立や、最近半世紀におけるわが民族の体験とはなんら内的に関連のない新国旗をも新憲法といっしょにくれてやるという企てを、わたしにはっきりと思いださせるのである。

　国家社会主義の国家も、こういう二の舞をやらないよう注意せねばならない。国家社会主義の国家は、他日、すでに長い間存在してきた組織からだけ生成することができる。けっきょくはいきいきした国家社会主義の国家をつくるために、この組織は本来、国家社会主義的生命を自己の中にもっていなければならない。

　すでに強調したように、種々の職業代表機関の中に、特に労働組合の中に、経済会議所に対する胚細胞がなければならない。だがこれらその後の職能代表機関と中央の経済議会が、国家社会主義的制度であるべきであるならば、その場合これらの重要な胚細胞もまた、国家社会主義的志操と見解の担い手でなければならない。運動の諸制度は国家の中に持ちこむべきであるが、それがまったく生命のない組織であってはならない以上、国家はとつぜんそれに対応する制度を無から魔法のようにつくることはできないのである。

　この最高の観点からしてもすでに、国家社会主義運動は、自己の労働組合的活動の必要性を認めねばならない。

　民族共同体という共通のわく内において労資双方が一体になるという意味で、労働者も企業主も真に国家社会主義的に教育するということは、理論的な教訓や呼びかけや警告では達せられず、日々の生活の闘争を通して達せられるのであるから、なおこれは必要なのである。この闘争において、またこの闘争によって、運動は個々の大経済グループを教育し、大きな観点に立っておたがいに接近させなければならない。そういう準備工作なしに、他日ほんとうの民族共同体の成立を望むことは、すべてまったくの幻想である。この運動が主張している偉大な世界観的理想だけが、他日、新時代を単に外面的に作られたものとしてではなく、真に内面的に確固たる基礎をもつものとして出現させる一般的様式を、徐々に形成することができるものである。

　それゆえ運動は、単に労働組合の思想そのものに肯定的態度をとらねばならないだけでなく、実際的活動で多くの党員と支持者に、きたるべき国家社会主義国家のために必要な教育が与えられるようにしなければならないのである。

　第三の問題の答は、以上に述べたところからでてくる。

　国家社会主義的労働組合は、階級闘争の機関ではなく、職業代表の機関である。国家社会主義の国家には「階級」はなく、ただ政治的な点でまったく同等の権利と、したがってまた同等の一般的義務とを有する市民と、その他に国策的な点でまったく権利をもたない国籍所有者があるだけである。

　国家社会主義的意味での労働組合は、民族体の内部に同様につくられた他の組織に対して闘争するために、民族体の内部において一定の人間をまとめることによって、それを次第に一つの階級に変えるという任務をもっているのではない。この任務をわれわれは、労働組合そのものの責任に帰することは一般にできず、それは組合がマルクシズムの闘争の道具になったときに、はじめて組合に与えられたのである。労働組合が「階級闘争的」なのではなく、マルクシズムが組合を自己の階級闘争の道具にしあげたのである。マルクシズムは、国際的な世界ユダヤ人が自由独立の国民国家の経済的基礎を破壊し、国民的な工業と国民的商業を破壊し、それとともに国家をこえた世界金融＝ユダヤ主義のために、自由な諸民族を奴隷化するために利用する経済的武器をつくったのである。

　これに反して国家社会主義的労働組合は、国民的経済過程に関与している一定グループを組織的にまとめることによって、国民経済自体の確実性を高め、その終局の帰結において国家主義的民族体に破壊的影響を及ぼし、民族共同体のいきいきした力、それとともにさらにまた国家のいきいきした力を害し、けっきょく経済自体に不幸と破滅をもたらすあらゆる弊害を修正し、除去することによって国民経済の力を強化すべきである。

　それゆえ国家社会主義的労働組合にとっては、ストライキは、国民的生産に破壊と動揺を与える手段ではなく、その非社会的性格のために経済の能率と同時に全体の存在を阻害しているあらゆる弊害と闘うことによる国民的生産の増加と流動化の手段なのである。というのは、個人が経済過程においてしめる一般の法律的および社会的地位と──さらにただそこからだけ生じてくるのだが──自己の利益のためにこの過程が繁栄する必要性について認識することと、個人の能率とは、つねに因果関係にあるからである。




国家社会主義的な使用者と労働者の認識

　国家社会主義的労働者は、国民経済の繁栄が、自己の物質的幸福を意味するということを知らねばならない。

　国家社会主義的使用者は、自分の労働者の幸福と満足とが、自分の経済的な力の存立と発展のための前提であることを知らねばならない。

　国家社会主義的労働者と国家社会主義的使用者とは、ともに全民族共同体の代理人であり、擁護者である。そのさいかれらにその活動において許される高度の個人的自由は、次の事実によって説明される。すなわち、経験によれば、個々人の能力は上からの強制によるよりも、広範な自由を保証することによっていっそう高められるし、またさらにそれが最もすぐれた、最も有能な、また最も勤勉なものを助長するに違いない自然な選抜過程が、なにほどかそがれるのを阻止するのに適しているのだ。




職能代表会議と経済議会

　それゆえ国家社会主義的労働組合にとっては、ストライキは、国家社会主義的民族主義国家が成立しないうちだけ行なうことが許されるし、またもちろん行なわれねばならない手段である。これはもちろん──使用者たちと労働者たちの──二大グループの大衆闘争のかわりに（これはその結果として生産減少となり、つねに民族共同体に全面的に損害を与えるのだ！）すべてのものの権利の配慮と権利の保証を引きうけるべきものである。経済会議所（※１）自体には、国民経済の活況維持とそれに害を与える欠陥や欠点を除去する義務が課せられる。今日幾百万人の闘争によって決せられることが、将来においては職能代表会議と中央経済議会において、解決されねばならない。それとともにもはや企業者側と労働者側が、賃銀および賃率の闘争で両者の経済的存立に損害を与えながらおたがいに騒ぐこともなく、この問題はつねに民族共同体および国家の福祉をまず第一にまざまざと念頭に浮かべねばならない高い立場で、ともに解決されるのである。

　ここでもまた徹頭徹尾、第一に祖国が、ついで党がくる、という鉄則が適用されるべきである。

　国家社会主義的労働組合の任務は、この目標自体に対する教育と準備である。目標とはすなわち、個々人の生まれつきの、また民族共同体によって完成された能力と体力に応じて、われわれの民族とその国家の維持および確保のために、みんなが共同して働くことである。




労働組合は二つあってはならない

　第四の問題、すなわちわれわれはいかにしてかかる労働組合をつくるか？　ということに解答することは、当時非常に困難であった。

　ある新しい土地で設立にとりかかるほうが、すでによく似たものが設立されている古い土地で行なうよりも、一般に容易である。ある種の商売がまだ存在しない場所では、人々はそういうものを容易に設立することができる。すでに類似の企業が現にあるならば、よりむずかしい。そしてただ一つだけが繁はん昌じようできるという条件が与えられている場合は、最も困難である。というのはここでは設立者は、自己の新しい商売を持ちこむだけでなく、存立しうるためには従来からその場所に存在しているものをつぶさねばならない、という仕事があるからである。

　国家社会主義的労働組合が、他の労働組合と並ぶことは、ナンセンスである。というのは、国家社会主義的労働組合もまた、その世界観的課題とそこから生ずる義務──他のよく似た、あるいはそのうえ敵性を帯びた組織に対して、不寛容な、また唯我独尊の排他的必要性を強調すべき義務──によってつらぬかれていることを、自覚せねばならないからである。ここにもまた類似の努力との談合や妥協はなく、ただ絶対的に唯一である権利の維持だけがあるのだ。

　さてこういう発展をするには、二つの道があるだけだった。

　一、人々が自分の労働組合を設立し、そして次第に国際主義的、マルクス主義的労働組合に対して闘争するか、あるいは、

　二、マルクス主義的労働組合の内部へ侵入し、それ自体を新しい精神でみたすように企てるか、ないしはそれ自体を新しい思想界の道具に変形させることができたかである。

　第一の方法に対しては次のような疑念があった。すなわち、そのころにわれわれの財政的困難は、いぜんとして非常に容易ならなかったし、われわれが自由に使える資金は、まったく些細なものだった。次第にますます広がるインフレーションは──このころには組合員にとって組合のつかみうる物質的利益が問題にならないぐらいであったために──事態をいっそう困難にした。こういう観点から見れば、個々の労働者は当時労働組合に組合費を払いこむ理由はまったくなかったのである。すでに存在していたマルクス主義の組合でさえ、クノー氏の天才的なルール地方の行動（※２）によって、とつぜん数百万の金額がポケットにはいるまでは、瓦解にひんしていたのである。このいわゆる「国家主義的」宰相は、マルクス主義的労働組合の救世主といってよいのである。

　当時われわれは、そういう財政的可能性を期待することができなかった。そして財政的無力のために、ごくわずかのものをも提供することができない新しい労働組合にはいるようには、だれも勧誘できなかった。他方そのかわりにわたしはそういう新しい組織の中で、多少とも偉大な人物に対して小さい避難所をつくることを、絶対に防がねばならなかった。




労働組合と指導者の問題

　概して、人間の問題がなによりも重大であった。当時わたしは、この大きな課題を解決しうると信ずるにたるただひとりの人も、もっていなかった。当時マルクス主義の労働組合を実際に崩壊させ、この破滅的な階級闘争機関のかわりに、国家社会主義的労働組合の理念をたすけて勝利をえさせるための人間があれば、かれはわが民族のまったく偉大な人物に属するものであり、かれの胸像はいつか将来レーゲンスブルクの招魂堂において、後世のためにささげられるにちがいなかった。

　しかしわたしは、こういう台座にふさわしい人物をひとりも知らなかった。

　そのうえ、国際主義的労働組合すらも、みんな普通の人間ばかりを意のままに動かしているという事実によって、こういう考え方に疑問をおこさせるのはまったくまちがっている。それは現実にはまったくなんの意味もない。というのは、国際主義的労働組合がかつて設立されたときには、それ以外に何もなかったからだ。今日、国家社会主義運動は、長く存立してきた巨大な、また最小のものにまで広げられた巨大組織に対して闘わねばならないのだ。しかし征服者は、かれが防御者を征服しようとするならば、防御者よりもつねに独創的でなければならない。今日マルクス主義的労働組合の城郭は、なるほど普通の坊主によって管理されることができる。だがそれは反対側の卓越した偉人の激しいエネルギーと、天才的な能力によってのみ強襲することができるのである。そういう人物がいないならば、運命と争っても効果がなく、不十分な代用物でムリ押ししようとするのは、なおいっそうナンセンスである。

　人生においてはそれにふさわしい力が不足しているのに、ただ中途半端に、あるいはへたに始めるよりも、まず現状のままにしておくほうがよい場合がしばしばあるが、その場合にこの認識を役に立てることができるのである。




まず世界観闘争

　もう一つ別の考慮──どうかそれを政治扇動的といってほしくないのだが──が、なお加わった。当時わたしは、偉大な政治的、世界観的闘争を経済的な物事にあまり早く結びつけることは危険だ、という揺るがしがたい確信をもっていたし、またいまもなおもっている。特にこれは、わがドイツ民族の場合に妥当する。というのは、こういう場合にここでは経済的な格闘が、政治闘争のエネルギーをただちにそいでしまうに違いないからだ。人々は倹約することによっても小さい家ぐらい建てることができそうだという確信をうるやいなや、かれらはこの課題だけに専心し、もはや政治闘争──いずれにせよ貯えた小金をいつかまた取りあげようと考えているものに対する政治闘争をする時間などは、あまり残らないのだ。獲得された洞察や確信のために政治闘争で苦労するかわりに、かれらはただもう「住宅をつくる」という考えだけに没頭し、たいていついにはアブハチ取らずになるのだ。

　国家社会主義運動は、今日その格闘の初期にある。国家社会主義運動は大部分まずその世界観的な像を形成し、完成せねばならない。国家社会主義運動はそのエネルギーをすべて繁殖させて、その偉大な理想を遂行するために闘うべきであり、その成果は全力をあますところなくこの闘争に注いだときにのみ、考えうるのである。

　しかし、ただ経済的諸問題にだけ没頭することが、いかに活動的な闘争力を奪うものであるかということを、われわれはちょうど今日この目前にある典型的な例の中に見るのである。すなわち、

　一九一ハ年十一月の革命は、労働組合によって行なわれたものではなく、それに反して遂行されたのである。しかもドイツ・ブルジョアジーは、ドイツの将来のためには政治闘争をしない。かれらは、将来が、経済の建設的なはたらきにおいて十分確保されていると臆断しているからである。

　われわれはこういう経験から学ばねばならない。というのは、われわれの場合にも同じことがあるかも知れないからである。われわれの運動の全力を政治闘争に集めれば集めるほど、われわれはそれだけ早く全面的な成果を期待してよかったのである。だがわれわれがあまり早く、労働組合や住宅地や類似の問題を背負いこめば背負いこむほど、全体としてみればそれだけわれわれの仕事を利さないことになるのである。というのは、この利益が非常に重要であろうとも、われわれがすでに大衆の力をこの思想のために役立たせる状態にあるときにだけ、それが大規模に実現されるからである。それまでは、その問題にかかわるのが早ければ早いほど、そしてそれによって世界観的意志が害をうけるのが強ければ強いほど、ますますその問題は運動を無力にするであろう。さらに世界観が自分の軌道に労働組合を従わせるかわりに、労働組合的契機が政治運動をあやつるということに、容易になるであろう。

　だが運動のための実際的成果も、わが民族一般のための実際的成果も、国家社会主義的労働組合運動から生ずるとすれば、それは世界観的にすでにわが国家社会主義の理念に非常に強くみたされており、マルクス主義の足跡におちいる危険をもはやおかさないというときだけなのだ。というのは、マルクス主義的労働組合との競争だけを自分の使命と考えているような国家社会主義的労働組合は、存在しないよりもなお悪いだろうからである。国家社会主義の労働組合は、マルクス主義的労働組合に単に組織としてだけでなく、なによりもまず理念として闘争を通告すべきである。国家社会主義の労働組合は、そこにおいて階級闘争および階級思想の布告者とぶつからねばならないし、それにかわってドイツ市民の職業上の利益の保護者になるべきである。




設立しないのは、へたに設立するよりもよい

　これらの観点はすべて、自己の労働組合の設立に反対することを当時も物語っていたし、今日もなお物語っている。明らかに運命によって、まさしくこの問題の解決のために招かれた頭脳の持ち主がとつぜん現われるのでなければ、だ。

　それゆえその他には、ただ二つの可能性しかない。すなわち、自分の党員に労働組合から脱退することをすすめるか、それとも内部でできるだけ破壊的に活動するためにいままでの組合にとどまるかである。

　わたしは一般に後者の道をすすめた。

　特に一九二二年、二三年においては、人々は無造作にそうすることができた。というのは、われわれの運動が若かったため、われわれの陣営出身のあまり多くない組合員から労働組合が、インフレ時代にかすめとる財政的利益は、ゼロに等しかったからである。だが労働組合に対する損害は非常に大きかった。なぜならば、国家社会主義の支持者たちは組合の最もきびしい批判者であり、したがってその内部的破壊者であったからだ。

　当時わたしは、はじめからすでに不成功がわかっている実験はすべて、全面的に拒否した。わたしは組合員の利益について、内面的な確信をもっていない制度のために、労働者にかれらの乏しい収入からしかじかの額をとりあげることを、犯罪のようにみなしたのだった。

　ある新しい政党がいつかまた消滅したとしても、これはまず損にはならず、ほとんどいつも利益になるのであり、そして誰人もこれをなげく権利はない。というのは、個人が政治運動に与えるものは、報酬をあきらめて与えるのだからである。しかし労働組合に払いこむものは、自分に確約された反対給付を実行させる権利がある。もしこれが考慮されないならば、そういう労働組合をつくったものは詐欺師であり、そして少なくとも軽薄な人間であり、責任を問われねばならないのである。

　それで一九二二年には、われわれもまたこの観念にしたがって行動した。他のものはそれをもっとよく理解していたとみえて、労働組合をつくった。かれらは、われわれがそういうものをもっていなかったことを、われわれの不正確な狭い洞察の最も明らかなあらわれだ、と非難した。だがこの設立されたもの自体も消滅するまでに、そんなに長くかからなかったのだ。そのようにしてそれ自体の終局の成果は、われわれの場合と同じであった。ただひとつ違うところは、われわれが、自分たち自身をもまた他人をも裏切らなかったことだけである。







　第十三章　戦後のドイツ同盟政策




無能な原因

　有効な同盟政策の根本方針を立てる際に見られたドイツの外交政策指導層の散漫な態度は、革命後も続けられたばかりでなく、なお一層はなはだしくなった。なにしろ戦前には、まず第一に一般的な政治概念の混乱が外交政策についてわが国指導層を誤らした原因であると考えられたのに、さらに戦後に至っては、誠実な意欲が欠けてしまったからである。革命を通じてついに自分達の破壊的目標に達したと思った仲間共が、究極的には自由なドイツ国家の再建をめざすべき同盟政策に、なんの関心をももちえなかったのは自然のことであった。そのように事が運ばれることは十一月犯罪の本質的な意図に矛盾したばかりでなく、またそれがドイツ経済やドイツの労働力を国際化するのを妨害し、あるいは終結させさえしたに違いないというだけでもない。外交政策での自由を求める闘争から結果する現象としての国内への政治的影響もまた、今日の国家権力の所有者達にとって将来不吉なものとなったであろう。人々をあらかじめ国民化することなしには、およそ国民の高揚など少しも考えられないが、また逆に強力な外交政策の成果は必然的に同様な意味での反作用を生じるのである。あらゆる自由のための闘争は、経験からすれば、国民感情や自意識の上昇をもたらし、またそのことによって、非国民的分子やこれとよく似た傾向に対する感覚の鋭敏さを一層高める。平穏な時代には許容されるばかりか、いやしばしば注意さえ払われないような状態や人物も、国民的熱狂がかき立てられた時期にはただ忌避されるだけでなく、命取りとなる反抗を呼ぶのもまれでない。たとえばスパイに対する一般の恐怖についてだけでも思い出してほしい。その恐怖は戦争の開始によって、人間の激情の沸騰点にまで突然にふき上り、きわめて残酷な、時には不当な迫害に走るものである。このことは、たとえスパイの危険が当然な理由からそれほど一般に注意されなくても、その危険は長期にわたる平和時代のほうが一層大きいとさえいわれうるにもかかわらず、依然としてそうなのである。

　十一月事件によって表面に姿を見せるようになった国家の寄生虫連中の鋭敏な本能は、このような理由からしてすでにわが国民が賢明な同盟政策に援助されて自由を求めて立ち上り、また国民の激情がそれによってあおり立てられることにでもなったら、自分達の犯罪者的存在が恐らく破滅するかもわからぬということをかぎつけるのである。

　したがって、なぜ一九一八年以降政府の決定権をもつポストにある人々が外交政策の面で少しも動こうとせず、またなぜ国家の支配者達がドイツ国民のほんとうの利益に対して、ほとんどいつも計画的に反対する活動をしていたか、という理由も理解されるだろう。なにしろ、一見しただけでは無計画に見えるものでも、細かに見れば、一九一八年の十一月革命が初めて全くおおっぴらに歩み出した道の首尾一貫した継続であるにすぎぬことがバレてしまうからである。

　もちろんここでわが国のことを考える場合には、責任のあるあるいはより適切に表現すれば、「責任のあるべき」国政の指導者層と、議会主義的政談屋の有象無象と、それから羊のように辛抱づよい愚鈍な去勢された民衆の大群とを、それぞれ区別しなければならない。

　その中の一つのグループは自分の望むことについて理解している。もう一つのグループはその仲間になるが、それはかれらも同じような理解をもっているか、あるいは一度承認されたことや有害だと感じられたことに対して容赦なく反抗するにはなにしろあまりにも臆病でだめなためである。しかし、残ったグループは少しも理解できず、愚鈍なために服従している。

　国家社会主義ドイツ労働者党がただ小さなほとんど人に知られていない結社の規模のままでいる限り、外交政策の問題は多くの支持者の眼に二次的な意味をもちうるだけだった。その二次的性質はとくに、外ならぬわれわれの運動がいつも原則的に次のような見解を主張していたし、また今でも主張しなければならぬという原因から生じたのである。つまり、国外に対する自由は天からも地上の主権からも贈り物として与えられるものではなく、むしろ国内の力の発展によってはじめて実りうるものに過ぎない、と。ただわが国の崩壊の原因を除去し、同時にその崩壊から不当に利益をえたものを絶滅することだけが、国外に対する自由のための闘争の前提を作り出すことができるのだ。




外交政策の目標──明日の自由

　したがって、このような観点からして、この若い運動の最初の時代に、運動が国内の改革を意図したことの意味に比べて外交政策問題の価値が軽視されたことは、きっと理解されるに違いない。

　しかし、小さな、問題にもならない結社のわくが広げられ、ついにそのわくが破裂してしまい、この若い組織が巨大な団体としての意味を獲得するやいなや、はやくも外交政策を展開する問題について態度を決めなければならなくなったのである。つまり、われわれの世界観の基礎的な諸観念に矛盾しないだけでなく、さらにこのような考え方の結果を示すような方針を確定することが肝要であった。

　まさしくわが国民が外交政策的訓練を欠いていたことによって、この若い運動は個々の指導者と大衆に方針を大筋なりとも示して、外交政策についての考え方の輪郭を与えるよう義務づけられた。この輪郭は、わが国民の自由およびわが国の真の主権を回復する活動を外交政策的に用意するような、将来現われてくる実際的なあらゆる遂行のための前提なのである。

　この問題を判断する際われわれがつねに忘れてはならない本質的な原則、主旨は、外交政策もまたただ目的に対する手段に過ぎないこと、そして目的はもっぱらわれわれ自身の民族を振興させるものであること、この二点である。現在あるいは将来においてわが民族に役立つものであるか、あるいは害をもたらすものだろうか？　という観点以外のどのような見地からも、けっして外交政策的考慮を行なってはならないのである。

　この観点は、このような問題を取扱う場合に妥当しうる唯一の先入見である。政党政治的、宗教的、人道的、およそあらゆるそれ以外の観点は、完全に問題外なのである。

　　　　　　　＊

　戦前のドイツの外交政策の課題が、わが国民とその子供たちのこの地球上での扶養をば、この目標に到達しうるような道を用意することによって保証することであり、そしてまたその場合に必要な助力をば目的にかなった同盟国という形式で獲得することであったとするなら、その課題は現在でも同じであり、ただ次の区別があるに過ぎない。戦前は、独立の主権国家が現実にもっていた力を考えつつ、ドイツ民族の維持に奉仕することが重要だったとすれば、今日は、民族にまず自由な主権国家という形態の力を再び与えることが肝心なのである。この力こそ、わが民族を将来とも維持し、振興し、扶養してゆく意図をもって、実際の外交政策を今後進めてゆくための前提である。

　換言すれば、今日のドイツの外交政策の目標は、明日の自由を再獲得するための準備でなければならない。

　その場合、次のような一つの基本的な原則を同様にいつも心がけていなければならない。一つの民族にとって独立を再び獲得しうる可能性は、国家の領土が一つにまとまっていることが絶対条件ではない。むしろ、必要な自由を手に入れた場合には、ただ全民族の精神的共同体のにない手でありうるだけでなく、軍事上の自由のための闘争の準備者ともなりうるようなこの民族と国家の──たとえどれほど小さいとしてもとにかく残っている──生き残りの部分が現に存在しているということが必要である。




失われた領地を解放するための前提

　もし数億の人口をもつ一民族が国家的まとまりを保つために、手に手をとって奴隷状態のくびきを忍耐するとすれば、このことは、そのような国家と民族が粉砕されてしまい、ただその一部だけが完全な自由を保有し続ける場合よりも一層悪いのである。もちろん、この最後に残った部分が、ただ精神的および文化的に他の部分と分離が不可能なことを絶えず宣言するだけでなく、不幸な抑圧されている部分を究極的には解放し再統合するため軍事的準備を行なう、という神聖な使命で満ちみちていることが前提されてはじめて、そのように批評できるのだが。

　さらに熟慮しなければならぬのは、一つの民族および国家の失われた領土部分を回復する問題は、いつも第一に、母国の政治的主権と独立の回復の問題であること、したがってまたそのような場合には、失地の利害などは本国領の自由を回復するという唯一無比の利害に対しては、容赦なく無視されなければならぬこと等である。なぜなら、抑圧されている割譲された民族の一かけらとか、一国の数州とかの解放は、抑圧されている者達の願望や残された者達の抗議などの原因に基づいて生じることはないのであり、多かれ少なかれかつての共通の祖国の主権行使を続けながら残っている者達の武力の手段によって生じるものであるからである。

　それゆえ、失地を獲得するための前提は、生き残っている残存国家の集中的な振興と強化であるとともに、心の中にまだ隠されてはいるが揺るがしがたい決意、つまりそうして形成される新しい力を万一の時期には全民族の解放と統一のためにささげようとする決意でもある。したがって、分離させられた領地の利害を唯一無比の利害、つまり残存している残りの領地の利害に対して軽視することは、敵である戦勝国の意志を修正するための前提となる程度に政治的権力と政治的エネルギーを獲得することなのである。なにしろ、抑圧されている国土は激しい抗議でもって共通の国家のひざの中に戻ってくるのではなく、戦闘力のある剣によって取り戻されるのだ。

　この剣を鍛造することが、一民族の国内政策上の指導の課題であり、鍛造作業を安全にし、戦友を探すのが外交政策指導の課題である。

　　　　　　　＊

戦前の間違った大陸政策

　この著書の上巻で、わたしは戦前のわが国の同盟政策が中途半端であったことについて述べておいた。わが民族を将来維持し、扶養するための四つの道の中から、第四番目の最悪の道がわれわれによって選ばれたのであった。健全な領土政策をヨーロッパで行なう代りに、植民地および貿易政策が選び取られた。この選択は、今やそれによって武器による対決から逃れうると思い込まれただけ、なおさら欠点の多いものとなった。この二兎ばかりかすべての兎を追おうとする試みの結果は周知のように一兎もとらずになり、世界大戦はわが国の誤った外交指導について、われわれに差し出された最後の勘定書であるに過ぎなかった。

　正しい道はすでに当時でも第三の道であったに違いない。すなわち、ヨーロッパで新しい領土を獲得することによって大陸での勢力を強化する道であるが、この場合まさしくそのことによってその後の植民地による補充など自然に可能となってくるものと思われたのである。この政策は、もちろんイギリスと同盟するか、あるいは四、五十年間も文化的な課題が完全に前面から押しのけられるほど、軍事力という手段を異常に振興するのでなければ、遂行されるものではなかったであろう。この政策はきわめてよく責任を果すものといえるに違いない。一国民の文化的意味は、ほとんどつねにかれらの政治的自由と独立に結びついており、したがってこれらは文化の存在するための、あるいはむしろ生成するための前提である。それゆえ、政治的自由を確実にするための犠牲であれば、どんな犠牲でも決して大き過ぎるということはありえない。一般の文化に関する事柄が国家の軍事上の度を越した増強によってそこなわれたとしても、後になればきわめて十分に再び取り戻されることができるだろう。しかり、国家の独立維持の方面にだけ圧縮された努力が払われた後には、民族の今まで放っておかれていた文化的能力がしばしばまさに目を奪うばかりに開花することによって、ある種のくつろぎあるいは平衡状態が続いて現われるのがつねである、といわれうるのだ。ペルシャ戦役の危難からペリクレス時代の精華が生み出され、またポエニ戦役の心痛を過ぎて、ローマの国家体制はより高度の文化のために献身し始めたのである。

　もちろん、国家の後年の安全のために将来の戦闘に準備するという唯一無比の課題に対して、民族のその他のすべての関心事を以上のように徹底的に従属させることを、議会政治屋の鈍物や無能者の多数決の決断力に任せることはできない。他のあらゆることを無視して戦闘を準備するのは、フリードリッヒ大王のような創始者であってできたことであり、ユダヤ人流のわが国の民主主義的議会のナンセンスの創始者達には手に負えぬものである。

　したがって、この理由からしてすでに、戦前にヨーロッパの中で土地を獲得するための軍事的準備はささやかなものでしかありえなかったので、その結果、目的にそう同盟国による支援をなしですますことはまったく困難であった。

　しかし、およそ戦争の計画的準備などについてはなにも理解しようと望まなかったため、ヨーロッパでの土地獲得をわが国は断念し、さらにこの代りに植民地および貿易政策に従事することによって、そうしなければ可能でもあったイギリスとの同盟を犠牲にした。しかしそれであれば、今や理屈からしてもロシアに支持を頼むべきであったのにそれもせず、遂には、ハープスブルク家が相続してきた罪に加え、あらゆるものから見放されて世界大戦へとよろめきながら入っていったのである。

　　　　　　　＊

今日のヨーロッパの勢力関係

　わが国の今日の外交政策の特徴としては、いずれにしろ明白な、さもなくば十分理解可能である方針というものがおよそ存在していないことが挙げられなければならぬ。戦前には誤まって第四の道が歩まれ、しかももちろん同様にただ中途半端に進んだだけだったけれども、革命以降はもはやどんなに鋭い目にも道は一つとして認識されえないのである。わが民族の再高揚の最後の可能性までも破壊しようという企て以外には、戦前よりもっとはなはだしく、計画的思慮などすべて欠けているのである。

　今日のヨーロッパの勢力関係を冷静に再吟味してみると、次のような帰結に達する。

　つまり、三百年この方わが大陸の歴史は、ヨーロッパ各国の勢力関係を均衡させ、相互に牽けん制せいさせるといった方法によって（※１）、自己の巨大な世界政策的目標にとって必要な後方守備を安全にしようとするイギリスの企てにより決定的に支配されていた。

　ドイツではただプロイセン陸軍の伝統が比較の対象となりうるだけであるような、イギリス外交の伝統的傾向は、エリザベス女王の努力の後は、計画的に、あるヨーロッパの強国が一般的な力の秩序のわくを越えて躍進することをあらゆる手段でもって阻止し、必要となれば軍事干渉によって粉砕することであった。そうした場合にイギリスがいつも使った暴力手段は、存在していた事情だとか課せられた問題に応じさまざまであった。しかし、その暴力手段を使おうという決心と意志力はいつも同じであった。しかり、時の経過によってイギリスの立場が困難になればなるほど、イギリスの国家指導層は、大国が相互に張り合うことから生じているヨーロッパ各国の力の一般的マヒ状態を維持するのを一層必要と感じた。昔の北アメリカ植民地が政治的に分離したことは、その後、絶対的なヨーロッパ背後防衛を保持することにいよいよ最大の努力を払わせるに至った。したがってイギリス国家の勢力が──偉大な海軍国であったスペインとオランダの殲せん滅めつの後──上昇しようと努力しているフランスに継続的に集中された結果、ついにナポレオン一世の没落により、このイギリスにとってもっとも危険だった陸軍国がヘゲモニーをとる危害は取り除かれた、と見なされうるようになった。




イギリスとドイツ

　ドイツに対するイギリスの政策変更は緩慢にしか実施されなかったが、それは差し当ってドイツ国家の国家的統一が欠如していたので、イギリスにとって明らかな危険が認められなかったためばかりでなく、宣伝によってある特定の国家目的に合うように育成された世論というものが、緩慢にしか新しい目標に向かうことができなかったからでもあった。政治家の思慮のある認識が、この場合、感情的な価値に転化したように思われる。この感情的価値はその時々の効果の点でより生産的であるばかりでなく、その継続性という点でも一層安定的である。したがって、政治家は一つの意図を成就した後には、ぞうさなく新しい目標に考えを進めてゆくことができるにしても、大衆はただ緩慢な宣伝活動を通じてはじめて、感情的に自分の指導者（※２）の新しい意見の道具に作り替えられることができるだろう。

　かれこれするうちに、すでに一八七〇～七一年には、イギリスは新しい態度を確立していた。アメリカの世界経済的重要性とロシアの強権政策の発展の結果として数回その態度のゆらぎがあったにもかかわらず、このゆらぎをドイツは残念にも利用しなかったので、イギリスの政策の本来の傾向はますます確固としたものになってゆかざるをえなかった。

　イギリスはドイツの中に商業上で、したがってまた世界政策の上でも、無視できぬ力を見てとった。この力のもつ重大さは、なんといってもドイツの巨大な工業化によって、それぞれ同じ領域で両国の強さがすでに平衡に達したと見なされうるほど、脅威的に拡大したことにある。世界の「経済的平和的」征服は、わが国の支配者達にとっては取っておきの知恵を集めた最上の結論と思われたが、イギリスの政治家にとってはそれに抵抗するための組織をつくる理由となった。この抵抗は用意周到に組織された攻撃という形式でなされたが、さらにこのことは、その目標が、問題とさるべき世界平和の維持には全然なく、イギリスの世界支配の確立というところにあった政策の本質に完全に一致していた。その際イギリスが、軍事的におよそ問題となりえたあらゆる国を同盟者に利用したことは、敵の力を評価する場合の伝統的な慎重さ、および現在の自己の弱点に対する洞察、これら両方に対応するものである。これは、そのような用意周到な戦争組織が勇ましいかどうかではなく、目的にふさわしいかどうかという観点から評価されねばならぬのであるから、けっして「良心的でない（※３）」などということはできない。外交は、一民族が勇ましく滅亡することにではなく、実際に維持されてゆくことに尽力しなければならない。後者に到達する道はしたがってすべて目的にふさわしいものであり、それらの道を歩まぬ場合は、義務を忘れた犯罪といわなければならない。

　ドイツの革命化によって、ゲルマンの世界制覇におびえるイギリスの不安は自国の政策にとって救済的な結末を迎えた。




「バランス」の乱れ

　ヨーロッパの地図からドイツを完全に消そうとする関心を、その後は、イギリスももはや持とうとしなかった。反対に、一九一八年十一月に生じた恐ろしい瓦解は、まさにイギリス外交を新しい、初めのうちは可能と考えられなかったほどの状況に引き込んだのである。

　つまり、四年半の長きにわたって大英帝国は、大陸の一強国の想像上の優越性を破壊しようとして戦ったのである。ところが突然崩壊がやってきた。この崩壊によって、その国はまったく視界から消えてしまったように思われた。もっとも原始的な自己を保存しようとする衝動さえも欠如していることが示され、この欠如によって、ヨーロッパのバランスは一つの事業を通じて四十八時間もせぬうちに土台からくつがえされたように思われた。すなわち、ドイツが破滅し、フランスがヨーロッパで第一の大陸政治の支配力となったのである。




イギリスの戦争目標は達せられなかった

　この戦争でイギリス国民を最後まで持ちこたえさせ、際限もなく扇動し、あらゆる原始的本能と激情をかき立てた巨大な宣伝は、今や鉛のおもりのようにイギリスの政治家達の決心の上に重荷となってのしかかった。イギリスの戦争目標は、ドイツの植民・経済・貿易政策の破滅により到達されたのであって、それ以上のことはイギリスの利益を侵害するものであった。ヨーロッパ大陸でドイツのような強国が消滅することによっては、ただイギリスの敵だけが得することができた。それにもかかわらず一九一八年十一月から一九一九年の盛夏になるまで、たしかにこの長い戦争中に以前よりも一層大衆の感情の力を利用してきたイギリス外交の転向はもはや不可能であった。転向は、自国民にひとたび与えられた態度という点から考えても不可能であったし、軍事的な力関係の布陣から見ても可能ではなかった。フランスは自己の思いのままに行動でき、他国に命令することができた。しかし、この駆引と取引の数か月間に、変更をもち込むことができたはずの唯一の国家、つまりドイツ国自体は内乱のけいれんの床の中であり、いわゆる政治家の口からくり返しどんな無理な条約も喜んで承認する意志があることを予告していた。

　ところで、諸民族間の生活の中で一国民が、自らの自己保存衝動をまるきり欠くことによって、「積極的な」同盟者でありうることを止めるとするならば、その国民は奴隷民族と堕落し、その国土は植民地の運命に陥るのがつねである。

　まさしくフランスの力をあまりにも大きく成長させまいと思えば、フランスの略奪欲に自己も参加することがイギリスの唯一可能な取引形式であった。

　実際イギリスは自己の戦争目標に到達しなかった。ヨーロッパの一国がヨーロッパ大陸の国家秩序の力関係を越え出て上昇することがただ阻止されなかっただけでなく、かえって増強された形で固められたのである。

　陸軍国としてドイツは一九一四年には二国にはさまれていたが、その一方はドイツと同程度の力をもち、他方はより勝った力を自由にしていた。その上、優越したイギリスの海軍力が加わった。ただフランスとロシアだけでも、ドイツの勢力が巨大な発展をとげるためにはつねに妨害となり抵抗となった。ドイツ国の極度に不利な軍事的な地理状況も、この国の力の増強が程度を越さぬための安全係数と見なされることができた。とくに海岸平野は軍事的に見た場合、イギリスとの戦争には不利であり、また短く狭かった。これに反して、地上の戦線は非常に長く広々としていた。

　今日のフランスの立場は異なっている。軍事的には、大陸において強力なライヴァルをもたぬ第一の強国である。国境の点では、南のスペインとイタリアに対しては守備されているも同然の地勢であり、ドイツに対してはわが祖国の仮死状態によって安全が保証されている。海岸線の点では、イギリス帝国の中枢の前面に長い戦線をくり広げているのである。ただ飛行機や長距離砲にイギリスの生命中枢が攻撃しがいのある目標となるばかりでなく、Ｕボート（※４）の活動にとってもイギリス貿易の交通網はむき出しであるといえよう。大西洋に面した長い海岸線、および地中海沿岸のヨーロッパあるいは北アフリカのフランス領のそれに劣らず長い海岸線を基地にして、Ｕボー卜戦をするならば、恐ろしい成果をあげるに違いない。




フランスとイギリスの政治目標

　したがって、ドイツの勢力発展に対する戦いの結果は、政治的には大陸でのフランスのヘゲモニーをもたらした。軍事的成果は、フランスを陸上でのもっとも支配的な勢力として安定させ、アメリカ合衆国を自己と同等の海上勢力として承認したことである。経済政策的には、世界で最大だったイギリスの勢力範囲を以前の連合国に明け渡したのである。

　今やイギリスの伝統的な政治目標は、ある種のヨーロッパのバルカン化を望み、またそれを必要とするのであるが、それとまったく同じように、フランスの政治目標もドイツのバルカン化にある。

　イギリスの願望は、変ることなく、大陸の一強国が世界政策的意味をもつまでに法外に上昇することを防止する点にある。すなわち、ヨーロッパ諸国家間相互の勢力関係にある一定のバランスを保つことにある。なぜなら、このことはイギリスが世界を制覇するための前提と考えられるからである。

　フランスの願望は、相変らず、自己のヨーロッパでの支配的立場をつくり出し、また安全にする前提として、ライン川の左岸を占領することによって、ドイツが統一した強国を形成するのを防止し、そして統一的な指導を欠いた、それぞれの勢力関係で平均化した小邦群からなるドイツ国家の秩序を固持することである。

　フランス外交の究極目標は、イギリスの国策の究極的な傾向と永遠に矛盾するものとなる。

　　　　　　　＊

ドイツとの同盟可能性

　以上の観点から、ドイツにとっての今日の同盟可能性を吟味するならば、究極のところ実現可能な結合としては、ただイギリスに依存することしか残っていない、という確信に到達するに違いない。イギリスのドイツに対する戦争政策の結果がどれほど恐るべきものであったにしろ、また現在でもそうであるが、しかし、ドイツの破滅を不可避的に要求したイギリスの利害はもはや今日では存在しないこと、いやその反対にイギリスの政策は年々ますますフランスの度外れた制覇欲の阻止に進まざるをえないこと、これらのことの洞察に目をふさぐことは許されない。しかし今や同盟政策は、かつて不和だったことを考慮して進められてはならないのであって、むしろかつての経験を認識することから結ばれるだろう。だが経験は、今やわれわれに消極的な目標をもつ同盟は本質的な欠陥をもっていることを教えているといえよう。民族同士の運命は、ただ共通の取得、征服、つまりは両方の勢力拡張という意味での共通の成果が見込まれてのみ、互いに固く接合するように鍛造されるに過ぎない。

　どれほどわが民族が外交政策的に考える力に欠けているかは、どこそこの国の政治家が多かれ少なかれ強い「親独感情」をもっているなどと、現在の新聞が報じていることからもっとも明白に知ることができる。その上この場合には、そのような人物がわが民族に対してもつ架空の態度の中に、われわれに対する慈悲深い政策の特別の保証が読み込まれているのだ。これはまったく信じられぬほどのナンセンスであるが、平凡な政治ずきな俗物的ドイツ人のたぐいない人のよさにつけこんだものでもある。かつて「ドイツびいき」な態度をもったような政治家は、イギリスにもアメリカにもイタリアにだっていたことはない。イギリス人ならだれでも、政治家であれば当然ますますイギリス人であるだろうし、アメリカ人はすべてアメリカ人であり、イタリアのためでない政策を進んで行なおうとするイタリア人はいないだろう。したがって、他国との同盟をその国の指導的政治家のドイツびいきの見解に基づいてうち建てることができると信じるものは、愚者か不正直な人間である。二つの民族の運命が互いに結ばれるための前提は、けっして相互の尊重だとかさもなくば好意などに支えられて存在するのではなく、締結国双方の目的にかなうことが見込まれる点に基づくものである。つまり、それはいってみれば、イギリスの政治家がつねにイギリスのための政策を追っており、したがってドイツのための政策を顧みないとしても、だがそうであればあるほど、このイギリスのための政策のまったく特定の利害はさまざまな理由からドイツのための利害と等しくなることがある、ということである。むろんこのことはただある程度まで当てはまれば十分であり、いつかまるきりその反対に転化しうるものである。しかしながら、指導的な政治家の手腕といったものはまさしく、自己に必要なことを特定の期間に実現するために、その国の利益を守るためには同じ道を進まなければならぬ相手国をいつも見出してゆく点にあるのだ。

　したがって現在にそれを実際応用するためには、次のような問題が解答される必要がある。すなわち、ドイツ的中央ヨーロッパが完全に排除されることによって、フランスの経済力および軍事力が絶対的、支配的な覇者の地位につくことに、現在少しも生存上の利害をもたない国はどことどこであるか？　いや、自己自身の生存条件および今までの伝統的な政策指導からして、そのような事態の発展に際して自己の将来が脅かされると考える国はどことどこであろうか？

　なにしろ、次の点についてはとことんまで完全に知られる必要がある。すなわち、ドイツ民族にとって仮借のない不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵はいつの世でもフランスである。ブルボン王家であろうとジャコバン党であろうと、またナポレオン一族であろうとブルジョア民主主義者であろうと、ローマカトリックの共和主義者であろうと赤いボルシェヴィストであろうと、だれがフランスを支配したとしても、また将来だれが支配することになってもまったく変りはない。かれらの外交政策上の活動の究極目標はつねにライン国境を占取する企てであり、ドイツの分解と破壊によってフランスにこの川を保証することである。

　イギリスがドイツの世界強国化を望まないとすれば、フランスはドイツと呼ばれる強国そのものを望まないのである。なんといってもこれは非常に本質的な相違である！　しかし今日では、われわれは世界強国の地位をえようと戦っているのではなく、わが祖国の存続のため、わが国民の統一のため、われわれの子供たちの毎日のパンのために格闘しなければならないのである。われわれがこの観点からヨーロッパでの同盟者を探して見渡すときただ二つの国が残るに過ぎない──イギリスとイタリアである。

　イギリスは、その軍事力が他のヨーロッパの国から妨害されずに、いずれにせよいつかイギリスの利益と衝突するに違いない政策の援護を引き受けうるほど強力なフランスの存在など欲しない。イギリスは、巨大な西ヨーロッパの鉄と石炭の鉱坑を所有することによって、危険な経済上での世界的地位を占めるための前提を保持するフランスの存在など、けっして欲することはできない。またさらにイギリスは、その大陸政策の状況がヨーロッパの他の国々が破壊されたお陰で、その世界政策のより増大された進路の再出発が可能になるばかりかまさしく強行されるに至るほど安泰なものと考えられるようなフランスの存在などけっして欲することはできない。そのときは、かつてのツェッペリンの落した爆弾が千倍にもなって毎夜訪れるに違いない。フランスの軍事的な優越は大英帝国の心を重く圧するのだ。

　しかしまたイタリアも、フランスがヨーロッパでそれ以上優越した地位を堅固とすることを望むことはありえないし、望まないだろう。イタリアの将来はつねに、地域的には地中海付近に群がった事件の展開によって限定されるだろう。イタリアを大戦に駆り立てたものは、フランスを強大にしようとする病的欲望ではなく、むしろ憎むべきアドリア海でのライヴァル（※５）に止めを刺そうという意図であった。それ以上の大陸におけるフランスの強大化はなおすべて、将来のイタリアにとって妨害を意味するのであるが、ここで思い違いをしていけないことは、民族間の血縁関係はけっしてお互いにライヴァルであることを止めさせることはできぬということである。

　もっとも公正に、またもっとも冷静に考える場合、今日ではまずイギリスとイタリアのこの二つの国家は、少なくとももっとも本質的な点では、自国のもっとも自然で固有な利害を追求してもドイツ国民の生存条件に対立しないし、それどころか、ある一定の限度までは一致さえするのである。

　　　　　　　＊

ドイツは今日同盟できるか？

　もちろん、われわれはそのような同盟可能性を判断するについては、三つの要素を見逃すことは許されない。第一の要素はわれわれの側にあり、他の二つは問題となっている国々自身にある。

　およそ今日のドイツは同盟される価値があるだろうか？　自己の攻撃的な目標を実行するのを助けるために同盟を求めようとする国家が、その指導層が数年にわたってきわめてみじめな無能ぶりと平和主義的臆病のていたらくを示し、またその国民の大多数が民主主義・マルクス主義に眩惑されて、自国民と自国の利益を天人共に許さぬようなやり方で裏切っているような、そんな国家と同盟できるだろうか？　自国の貧しい生活を守るためほんの指一本動かす勇気も意欲も明らかに欠けている国家が、将来いつか共通の利益のために共同して戦ってくれもするだろうと信じて、この国と貴重な関係を結ぶことができるようにと、今日およそどのような国家が希望しうるだろうか？　同盟というものを、緩慢に腐朽してゆくある状態を維持するための保障条約──恐るべきかつての三国同盟の意図と同じような──より以上のものであり、またより以上のものであるべきだと考えているような国家であるならば、その特徴的な生活の表現を外国に対しては卑屈な恭きよう順じゆんさに、国内に対しては国民の美徳の恥ずべき圧迫に見出せるような国家に、自国の運命をかけた約束をするだろうか？　つまり、その全体的ふるまいから見て、もはや偉大さに値しないために、もはや偉大さをもたぬ国家、あるいはその国民からの尊敬など誇りたくとも全然受けることもできず、したがって外国がそれに対してどれほども賛嘆の気持をいだくことができないような政府に、そうした約束をするだろうか？

　否、自国の威信を保ち、獲物をあさる議会屋が受けとる報酬にかける期待以上のものを同盟にかけている国家は、当今のドイツと同盟はしないだろう。いや同盟ができないのだ。今日のわが国が同盟の可能性をもちえないことが、やはり、敵意をもった略奪者達が団結していることのもっとも深い究極の理由となってもいる。なにしろ、わが国の二、三の議会の選良の行なった燃えるような「抗議」の外には、ドイツはけっして自衛したことがないのだから、そして他国はわが国の防衛のために戦うなんの理由ももたず、神様も臆病な民族は原則として自由にして下さらぬ──わが国の愛国団体が神様目当てにしくしく泣いたとしてもだ──から、したがって、わが国の完全な破滅に少しも直接的利害をもたない諸国でさえも、たとえ略奪に参加し獲物にあずかることによって、フランスの独占的強化を少なくとも阻止だけはするという理由からそうするに過ぎぬとしても、フランスの略奪行進に参加する以外まったく不可能である。

　第二の要素として、われわれに対して今まで敵であった国で、大衆宣伝によってもうある一定の方向に影響づけられてしまった大部分の国民層の方向転換を企てるのは困難であることも見過ごされてはいけない。多年にわたって一国民を「フン人（※６）のようだ」「どろぼうみたいだ」「ヴァンダル人（※７）のようだ」等々と呼んでおいで、突如一夜明ければその反対だったことを発見し、以前の敵を明日の同盟者として紹介することはまったく無理である。




イギリス人とユダヤ人の利害の相違

　しかし、第三の事実により以上の注意が向けられねばならない。この事実は、将来におけるヨーロッパの同盟関係を形成するためには本質的意味をもつものだろう。

　つまり、イギリスの国家的見地からすれば、ドイツのそれ以上の破滅に対してイギリスのもつ利益は非常に少ないのだが、そのような事態の発展は国際的なユダヤ人金融組織の利益を、イギリスと反対にますます大きなものにする。イギリスの公式な、より適切にいえば、伝統的な国策と、ユダヤ人の決定的な支配力をもつ金融力との間の分裂は、イギリスの外交政策問題に対するさまざまな態度の中になによりもよく示されている。ユダヤ人金融資本家は、イギリス国家の福祉という利益に反対して、ドイツ経済の徹底的破滅を望んだだけでなく、完全な政治上の奴隷化も望んでいる。わがドイツ経済の国際化、つまりドイツの労働力をユダヤ人の世界金融資本の所有物に引き渡してしまうことは、政治的にボルシェヴィズム化した国家ではじめて徹底的に実現されるのである。しかし、国際的ユダヤ人金融資本のマルクス主義的闘争グループが、ドイツの国家主義的国家のバックボーンを徹底的に打ち砕こうとするのであれば、このことは外国からの友達の援助がどうしても必要である。したがってフランス軍は、国内的に疲れきったドイツ国が国際的なユダヤ人世界金融資本家のボルシェヴィズム闘争グループに降服するまで、ドイツの国家組織を包囲攻撃していなければならないのである。




ユダヤ人の反独的世界扇動

　したがって、ユダヤ人は今日ドイツの徹底的破壊を狙う大扇動者である。われわれがこの世界でドイツに対して書かれた攻撃を読む場合には、その製造業者はつねにユダヤ人である。まったく平和時代であろうと戦時であろうと変ることなく、ユダヤ人の金融新聞およびマルクス主義新聞は、ついに諸国家が続々と中立性を放棄し、自国民の真の利益を断念して世界大戦の連合国に役立とうと参加するまで、ドイツに対する憎悪を計画的にあおったのである。

　その際、ユダヤ人の考え方ははっきりしている。ドイツのボルシェヴィズム化、すなわち国家主義的で民族主義的なドイツのインテリを根絶すること、およびそれによって可能になるドイツ労働力のユダヤ人世界金融資本のくびきの下での搾取は、このユダヤ人の世界支配の趨勢を更に拡大するための前奏曲と考えられているに過ぎない。歴史の中で幾度も幾度も示されたように、巨大な闘争の場合にはドイツは重要な枢軸である。わが民族および国家が、この血と貨幣に飢えているユダヤ人の民族暴虐者の犠牲に供せられれば、全地球はこのクラゲどもに籠絡されてしまうだろう。ドイツがこのからみつきから解放されるならば、この最大の民族危難は世界全体にわたって破壊されたと見なすことができる。

　したがって、ユダヤ人がドイツに対する諸国民の敵意を保持させるだけでなく、可能ならばなおも進んでそれを高めようとするために扇動活動に全力を尽すことが確実であると同様、この活動がそれによって毒を盛られた諸民族のほんとうの利益とはほんのちょっぴりしか一致しないことも確実である。ところで、一般にユダヤ人は、つねに諸国民の気質の認識に基づいてもっとも成果があると考えられ、また最大の結果も約束されるような武器でもって、それぞれの民族体の中で闘争を行なうだろう。したがって血液的には極度にごちゃまぜになったわれわれの民族体では、それから生じた多かれ少なかれ「世界市民的」な、平和主義的・イデオロギー的思想、簡単にいえば、国際主義的傾向が存在しており、この傾向をユダヤ人は権力闘争に利用するのである。フランスではショーヴィニズムを認識し、正しく評価した上で活動が企てられる。イギリスでは経済的、世界政策的見地からなされる。つまり、つねにある民族の気質を示す本質的性質がユダヤ人によって利用されるのである。そのようにして経済的、政治的権力を十分に手に入れ、その一定の肥大しゆく勢力を獲得した場合、はじめてこのような今までもっていた武器の束縛を脱して、今や一様に自分の意欲や闘争の真の内面的意図を表面に出すのである。今や、一国から一国へと続けて廃墟に変えてゆき、そうして永遠のユダヤ王国支配権が確立されるようになるまで、ますます破壊は激しくなってゆく。

　イギリスでもイタリアでも、よりよいその国特有の政治観念とユダヤ人の世界金融資本の意欲との間の分裂は明白に見られるし、それどころかしばしばはなはだしく目につくのである。




フランスとユダヤ人の利害の一致

　今日フランスでは、以前にまして金融およびそれを支配しているユダヤ人の意図とショーヴィニズムの立場に立った国家主義的政策の願望との間に本質的な一致が見られる。しかしまさしくこの同一性の中には、ドイツにとって計り知ることのできぬ危険が横たわっている。まさにこの理由からして、フランスはつねにきわめて恐るべき敵なのである。この自己の中でますます黒人化しつつある民族は、ユダヤ人の世界支配の目標と結びつくことによって、ヨーロッパの白色人種の存続にとっては身に迫る危険を意味するものである。なにしろ、ヨーロッパの心臓部であるライン地方の黒人の血によるペスト化は、このショーヴィニズムにとりつかれたわが民族の永遠の敵国がもつサディスト的、倒錯的な報復情熱に対応するものであると同様、このようにヨーロッパ大陸の中央部の雑種化を始め、低劣な人種からの伝染によって白色人種のもつ独裁的存在の基礎を奪おうとするユダヤ人の氷のように冷たい熟慮にも応ずるものである。

　フランスが、自国の報復情熱に拍車をかけられ、またユダヤ人に計画的に導かれ、今日ヨーロッパでやっていることは、白色人種の存続に反する罪であり、そして将来いつか人種侮辱を人類の原罪と認識している一種族の復讐心がすべてこの民族に向かって突進するだろう。




二つの同盟国が可能である、イギリス──イタリア

　しかしドイツに対して、このフランスの危険は、われわれと同様に脅かされているがフランスの征服欲望を忍耐できない国々に、すべての感情的ゆきがかりを押えて自己の手を差し出すことを義務づける。

　ヨーロッパでは、近い将来ドイツの同盟国となりうる国はたった二つしかない。つまりイギリスとイタリアである。

　　　　　　　＊

フランスに対するへつらい

　今日、革命以後のドイツ指導層の外交政策を回顧し追跡する労力を払うものは、わが政府の絶えざる理解に苦しむ無能を見て頭をかかえ込む外はないに違いない。そしてあっさりと絶望してしまうか、あるいはそのような政府に燃えるような憤激をこめて戦いを宣告することになるだろう。これらの政府の行動はもはや分別のあるなしとは関係のないことである。なにしろ、思し惟いする人々のすべてに不可解と思われるに違いないことが、わが国の十一月党派（※８）の精神的一つ目小僧どもには処理できたからである。かれらはフランスにこびを呈したのである。その通り、ここのところずっと、手のつけられない空想家のもつほろりとさせられそうな愚鈍さでもって、くり返しフランスにへつらうことにこれ努めていたのだ。くり返しこの「大国民」の前でごきげんがとられ、そしてこのフランスの首つり役人のすれっからしの手管の一つ一つに、すぐさま明らかな意見の変更を示す最初の前兆を見出しえたなどと信じていたのだ。わが国の政治の実際の黒幕（※９）は、もちろんこのような常軌を逸しているような信念を抱くことはけっしてなかった。かれらにとっては、フランスにへつらうことはただ、そのようにして実際の同盟政策をすべてサボるためのわかりきった手段であるに過ぎなかった。かれらはフランスおよびその背後の人間達の目標をよく知らないわけではなかった。それにもかかわらず、かれらがまるで誠実にドイツの運命を変えてゆく可能性を信じたかのように、あのように行動することを余儀なくさせたものは、やはりそうしなければわが民族自身が多分違った道をたどるかも知れぬということの冷静な認識であった。

　もちろんわれわれにとっても、自分達の運動の隊伍の中で、イギリスを将来に可能な同盟者だと納得させるのは困難だった。わが国のユダヤ的新聞は、とくにイギリスに対して憎悪を集中させる手段をやはりこの際も承知していた。そこでは、非常に多くの善良なドイツのばかどもがユダヤ人の差し出すモチざおに喜んで飛びついて、ドイツの海上勢力の「再強化」についておしゃべりし、わが国植民地の略奪に抗議し、その回復を他に勧め、それによって、ユダヤ人のごろつきがイギリスにいる同族者に対して、実際の宣伝的利用のために送ってやることのできる材料を調達する手助けをしたのだ。なにしろ、今日われわれが「海上勢力」などをえようと闘争すべきでないことは、次第にわが国の政治ずきなブルジョア階層のアホウ連中の頭にも意識されなければならぬものであった。ヨーロッパでのわが国の地位をきわめて根本的にあらかじめ安全なものとしておきもせずに、ドイツの国民の力をこのような目標に向けることは、戦前においてさえもナンセンスであった。今日そのように希望することは、政治の世界だったら犯罪という言葉が添えられるような愚行である。

　同じ時期にフランスがわが民族体の肉を一切れずつ裂き取り、わが国の独立の基礎を計画的に奪っていたというのに、どれほどユダヤ人の黒幕がわが民族を今日ではもっとも些細なものになっている事柄に没頭させていたか、またデモンストレーションや抗議に出ることを扇動していたか、われわれはこうしたことを見ないわけにゆかなかったのだから、実際にしばしば絶望も生じたのである。




南ティロール問題

　わたしはここで、この数年間にユダヤ人がきわめて巧妙に演じて見せた十八番についてとくに述べておかねばならない。つまり南ティロールのことである。

　その通り、南ティロールである。わたしがすぐさまほかならぬこの問題に取りかかるのは、なによりもまず忘れっぽくまた愚かなわが国の大衆層に乗じて、かささぎが誠実な所有権の概念をもたない以上に議会主義の欺瞞者連中にはとくに縁のない国民的憤慨をあえて装っている大うそつきの下民どもと論判するためである。

　わたし個人は、南ティロールの運命についても決定がなされた時期──だから一九一四年八月に始まり一九一八年十一月に至るまで──に、この地域をも実際に防衛したもの、つまり陸軍へ入隊した一人であったことを強調しておきたい。この期間わたしは自分の持ち分を尽して共に戦ったが、それも単に南ティロールを失わないためではなく、ドイツの他のすべての国土と等しくそれを祖国に対して保持するためであった。

　当時いっしょに戦わなかったものは議会のオイハギ連中、つまり政論ずきで政党に集まった無頼の徒のすべてであった。われわれが、戦争の勝利の結果だけがこの南ティロールをもドイツ民族に保持させるに違いない、という確信をもって戦っている時、戦うのとは正反対にこれらエフィアルテス（※10）の口は、ついに戦っているジークフリードが陰険な短剣の一刺しで倒されてしまうまで、この勝利を阻止するような悪宣伝をし、また攪かく乱らんしたのである。なにしろ、南ティロールをドイツの所有に止めておくことは、もちろんヴィーン市役所の広場やミュンヘンのフェルトヘルンハレの前で行なわれる、勇敢な代議士先生のうそっぱちな扇動的演説によって保証されるものではなく、戦っている前戦の諸大隊によってのみ可能なことであったからである。これらの大隊を破滅させたものは南ティロール、およびまったく同様にドイツの他の全領地をも裏切ったものである。

　しかし今日、抗議、宣言、組合員の行進等々で南ティロール問題を解決できると信じるものは、まったく特別の無頼漢かあるいはドイツの俗物的市民である。

　失われた地域の回復は、神様にいかめしく請い求めても、あいるは国際連盟に無邪気に期待を抱いてもなされるものではなく、武力によってだけ実現されるということについて、ともかく、じゅうぶんに知っていなければならない。

　したがって、武力でもってどこまでもこれらの失地を回復する覚悟のついたものはだれなのか、ということだけが問題となるに過ぎない。

　わたし個人に関していえば、南ティロールの圧倒的勝利による征服に加わるために、代議士のおしゃべり屋やその他の政党指導者そしてまたさまざまな枢密顧問官から成り立つ議会人の突撃大隊が形成される場合、わたしはその先頭に立つだけの勇気をまだ呼び起すことができるということを、なんのやましさも感じずにここに約束しうると思う。もし一度そのような「燃えるばかりの」抗議デモの頭上に突然数発の榴りゆう霰さん弾だんが四散するならば、かならずやわたしを喜ばせることだろうが、このことは理解してくれる人にだけ任せよう。わたしが考えるのに、一匹のきつねが鶏小屋に押し入った場合の鶏の鳴き声も、そのような堂々たる「抗議組合」が逃走する時ほどもひどくはないだろうし、また一羽一羽の家か禽きんが危険を防ぐのでもかれらほど迅速に行なわれることはありえないと思われる。

　しかし、この事態について不快きわまることは、やはり、紳士達ご自身がこのようにしてなにかあることが達せられるとはまるきり信じていらっしゃらぬということである。かれらは自分達の物々しい行動がなんの役にも立たずまた毒にもならぬことを、個人的にはもっともよく承知している。ただ今日では、南ティロールの回復のためにおしゃべりするほうが、以前それを維持するために戦ったよりも、当然幾らか容易であるという理由から、かれらはまさしくそのように行動しているに過ぎない。各人はまさにそれぞれの分を尽している。当時われわれは自分達の血を犠牲にしたが、今日この仲間達はそれぞれのくちばしをみがいている。




独伊協調の妨害

　なお、その際にヴィーン正統派連中が自分達の南ティロールの奪回活動にまったく得意になっているのを見るのも、とりわけ愉快なものである。七年前には、かれらの崇高で貴顕な王家は、いうまでもなく偽証的な裏切りという悪質な手段によって、連合国が勝利者として南ティロールをも獲得できるように援助したのである。当時これらの連中は、かれらの売国奴的王朝の政策をたすけ、南ティロールについても、その他のことについても無頓着であった。もちろん、今日ではこの地域のために闘争を引き受けるのはよりやさしい。というのは、今やこの闘争はただ「精神的」武器で戦われるに過ぎないし、「抗議集会」で声をからして演説する──心の内部にある崇高な憤激から──ことや、新聞の論説を書きまくるほうが、およそルール地域を占領した時のようにたとえば橋を空中にふっ飛ばすことなどよりも、なんといってもやさしいからである。

　なぜここ数年来、まったく特定の連中の間で「南ティロール」問題がドイツ・イタリア関係の要点とされるに至ったか、という理由はまったく明らかである。ユダヤ人とハープスブルク正統派は、いつかドイツという自由な祖国の復活に導くであろうような、ドイツの同盟政策を阻止することに最大の関心をもっている。南ティロールに対する愛情から、今日このようなものものしい行動がなされているのではなく──なにしろ、南ティロールはその行動によって援助されはせず、損害を受けるだけだから──多分、実現可能かも知れぬドイツ・イタリア協調に対する不安からそのような行動がとられているのだ。

　この場合、これらの仲間が氷のような冷たさと、またあつかましさでもって、まるでなにかわれわれが南ティロールを「裏切った」かのように事態を説明しようと企てているが、このことはこの仲間に一般的な虚偽と中傷の性癖の線につながるものであるに過ぎない。




南ティロールを売ったもの

　次のことをこれらの紳士方にきわめて明白にいっておかねばならない。第一に、一九一四～一九一八年の間に健康でありながらどこの戦線にも行かず、祖国に自己の献身を役立たせなかったドイツ人はすべて、南ティロールを「売った」のである。

　第二に、これらの年月の間、わが民族体の戦争遂行に必要な抵抗力を強化し、またわが民族がこの闘争を貫き通すために必要な耐久力を堅固にすることに協力しなかった人々のすべてである。

　第三に、十一月革命──直接的に行動したものであろうと、また間接的にいくじなくその行動を黙認したものであろうと──の突発に協力し、またそのことによって、それだけが南ティロールを救うことができたであろう武器を破壊した人々のすべてが南ティロールを売ったのである。

　そして第四に、ヴェルサイユとサン・ジェルマン（※11）の不名誉な条約に署名した政党およびその支持者のすべてが南ティロールを売ったのである。

　その通りだ、事態はそうなのである。わが恐れを知らぬ、口先ばかりの抗議屋諸先生方よ！

　今日、わたしはただ次のような冷静な認識によってだけ導かれるだろう。つまり、われわれは失われた領域を代議士連中の磨き上げられた能弁によって回復することができず、磨かれた剣、したがって血まみれの戦争によって失地を獲得しなければならぬ、ということである。




武力ではなく同盟政策で

　それでもやはり、わたしはもちろん次のように断言することをためらいはしない。すなわち、さいころは振られてしまったのだから、戦争による南ティロールの回復はわたしにとって現在ではもはや不可能と思われるだけでなく、さらにこの問題について全ドイツ民族の燃えさかる国民的熱狂も勝利の前提となる程度にまではとても達しないだろうと個人的には確信しているから、わたしはそのような回復の道を否認しようとするものでもある、と。その反対にわたしは、もし二十万のドイツ人のために──それとならんで七百万を越す人々が他国の支配に悩んでおり、またドイツ民族の生命線がアフリカの黒人の群の運動場の中を走っているにもかかわらず──いつかこの民族の血が賭けられるとするなら、そのとばくを行なうことは犯罪に違いないと思う。

　もし、ドイツ国民がヨーロッパから自分達がまさに絶滅させられようとしている状況を終結させたいと願うならば、その時かれらは戦前の誤りを犯して、神と世界を自分達の敵にしてはならず、さらにもっとも危険な敵を認識することによって、この敵に集中された全力をもって打ち当らねばならないだろう。そして、もし他の場所を犠牲とすることによってこの戦いが勝利した場合には、わが民族の後の世代の人々がそれでもなおわれわれに有罪の判決を下すということはないだろう。かれらは、ひどい苦境、深刻な不安、またそれらから生じたきびしい決断について、これから発生した結果が輝かしいものになればなるほど、ますますその真価を認めなければならぬことに気づくだろう。

　一国の失地を回復することは、第一に母国の政治的独立と勢力の回復の問題である、という根本的洞察は相変らず、今日のわれわれを導くものでなければならない。

　このことを賢明な同盟政策によって可能にし、安全なものにするのは、わが国家組織の強力な外交指導の第一の課題である。

　しかし、外ならぬわれわれ国家社会主義者は、わが国のユダヤ人に導かれているブルジョア的な言葉だけの愛国者の誘導索に引っぱり込まれないように用心すべきである。もし、われわれの運動までも戦闘の準備をする代りに、抗議の練習をするようにでもなったら、禍あれかし！

　腐肉のようなハープスブルク国家とニーベルンゲン的同盟を結ぼうと空想的に判断したから、ドイツは共に破滅に進んだのである。今日、外交政策上の可能性を処理する場合の空想的なセンチメンタリズムは、わが国の再興を永遠に妨害する最上の手段である。

　　　　　　　＊

同盟政策についての三問題

　すでに先行の部分で述べておいた三つの問題に関係する異論について、ここでなおまったく簡単ではあるが触れておくことが必要である。つまり、それらの問題とは、

　第一に、だれの目にも明白な欠陥に満ちた今日のドイツと、およそ同盟する国があるかどうか。

　第二に、敵意をもった国々がそのような転換をすることができると思われるかどうか。

　第三に、いずれにしろユダヤ人から与えられた影響というものは、あらゆる認識、あらゆる善意よりも、より強力なものではないだろうか、またそれゆえ、あらゆる計画をしくじらせ、破滅させるものでないかどうか、である。

　わたしは第一の問題について、すでに半分ほどは、十分に議論したと思っている。今日のドイツとはどんな国でも同盟しないのは自明であろう。世界のどこの国も、その政府がありとあらゆる信用をなくすに違いないような国家と、自国の運命をあえて結ぶことはないだろう。ところが、わが民族同胞の多くが政府の行動に対して、わが民族の目下のみじめな精神状態を考慮することによって大目に見たり、あるいはそれを政府が口実とさえすることを許してやったりしているが、これに対してはきわめて厳然とした反対態度をとるべきである。




ドイツ再生の最初の徴候

　たしかに、この六年間のわが民族の無節操は深く悲しむべきであり、また民族のもっとも重大な関心事に対する関心のなさも実に憂鬱なことであるが、臆病さについては往々罰当りなくらいであった。しかしそれにもかかわらず、ほんの数年前には人類の最高の美徳の驚嘆すべき手本を世界に示していたような民族が、ここで問題とされているということがなお忘れられてはならない。一九一四年八月に始まって巨大な民族闘争が終わるまで、地球上のどの国民も、男らしい勇気、粘り強い根気、がまん強い忍耐力において、今日では非常にくだらないわがドイツ民族に勝っていることを示しはしなかった。現在のわれわれがこうむっている不名誉を、わが民族の特性を示す本質的表現である、と主張しようと思うものは一人もないだろう。われわれが今日、われわれの回りで、またわれわれの中に体験するに違いないものは、ただ一九一八年の十一月九日の偽証行為のぞっとするような、意識も理性も破壊するような影響に過ぎない。どんな時代にもましてここでは、続けざまに悪を生まねばならぬ悪という詩人の言葉が妥当する。しかしこの時代でも、わが民族の善良な基本的要素が完全に失われたのではなく、それらはただ深みの中で目覚めることなくまどろんでいるに過ぎず、しばしば人々は黒雲のたれた大空に稲光りが光るように美徳がぱっと輝くのを見ることができたのであり、これらの美徳を後代のドイツはいつか、回復の始まった最初の徴候と想起するだろう。若い生命を一九一四年の時と同じようにまたもや自発的に、また喜んで愛する祖国の祭壇の犠牲にささげようとする、献身的な決意をもった数千また数千のドイツの若者達が現われたのも一度やそこらではないのだ。再び、数百万の人間が、まるで革命によって破壊も生じなかったかのように、勤勉に、熱心に活動している。鍛冶かじ屋やは再び金敷の前に立ち、すきの後から農夫が歩み、そして研究室には学者がすわり、あらゆる人々が同じような努力と同じような愛着心でもってそれぞれの義務を果たしている。

　われわれの敵の側からの抑圧は、もはやかつてのように裁きが下ったのだといった笑いを呼び起すこともなく、不機嫌な、怒った顔でこたえられた。疑いもなく意向が大きく変化したのである。




ヴェルサイユ条約の怠られた利用

　もしこれらすべてのことが、今日でもなおわが民族の政治的権力思想および自己保存衝動の再生となって現われていないとすれば、その責任は天の任命によるというよりはむしろ自分自身天職ときめ込んで、一九一八年以来わが民族を死の責め苦でもって統治している人々がになうものである。

　その通りだ、もし人々が今日わが国民について嘆くならば、やはり次のようにいろいろ問うことが許されるだろう。国民をよりよくするためになにがなされたか？　われわれの政府の決意──現実にはもう存在していなかったようなものだったが──に国民による支持が少ないのは、わが民族の生活力の乏しさの徴候に過ぎないか、あるいはなおそれにもまして、このすぐれた財宝の処理が完全に不成功だったことの徴候ではないのか？　わが政府が、この民族の中に再び誇り高き自己主張、男らしい抵抗、および怒りに燃えた憎悪、これらの精神を植え込むために、なにを行なっただろう？

　一九一九年に平和条約がドイツ民族に課せられた時、外ならぬ度はずれた抑圧のためのこの道具によって、ドイツの自由を請求する叫びが強力に促進されるように希望をもつことは、正当であったに違いない。その要求が民族をむち打のように打ちすえる平和条約は、後の高揚への出発を告げる最初の太鼓のすり打ちとなることもまれではない。

　このヴェルサイユ平和条約から、なにが実行可能であったか！

　意欲的な政府の手にかかれば、度はずれた強奪とまったく恥ずべき屈従のこの道具も、国民の激情を沸騰点にまで興奮させるどれほど強力な手段と変えられえたことだろうか？　またこのサディスト的残酷さを才気縦横に宣伝として利用することによって、どれほど無関心な民族を憤激させ、またこの憤激を本物の熱狂にまで高められえたことだろうか！

　これらの個々の論点を余すところなく、ついには六千万の男女の頭の中で、共通に感じられた羞しゆう恥ち心しんおよび共通の憎悪が唯一の赤々と輝く炎の海となるまで、この民族の頭脳と感覚に焼きつけることができ、さらにその炎熱の中から鋼鉄のように固い意志が立ち現われて、

　われわれは再び武器を望む！

　という叫びが起らざるをえないようにすることもできたろうに。




「主よ、われらの闘争を祝福し給え！」

　その通りだ、そのような平和条約はこうしたことに奉仕することができる。その度はずれた抑圧、その恥知らずな要求の中に、一国民の中で眠り込んでいる活力を再び揺り起すための最大の宣伝武器が見出される。

　もちろんその時は、子供の初歩読本から始まって最後の新聞紙に至るまで、あらゆる劇場、あらゆる映画、あらゆる広告塔、空いている板壁のあらゆる部分までがこの唯一の偉大な使命に向かって──ついには今日のわが国の愛国団体員の「主よ、われわれを自由にし給え！」という不安の祈りが、きわめて小さな子供の頭脳の中でさえも、「全能の神よ、いつかわれらの軍備に祝福を与え給え、あなたがいつもそうであったように公正であれかし、今やわれわれがおよそ自由に値するかどうかを裁かれよ、主よ、われらの闘争を祝福し給え！」という燃えるような祈願に変るようになるまで──奉仕させられなければならぬ。

　あらゆることが怠られ、なにも実行されなかった。

　ところで、わが民族がそうでなければならなかったように、そしてそうありえたはずなのに、現在そうなっていないとしても、だれが驚くだろうか？　他国の人々が、わが国の中にただ牢ろう番ばんだけを、かつて自分をなぐった人間の手をありがたがってなめる従順な犬だけを見出すに過ぎぬとしても、だれが驚くだろうか？

　わが国の同盟可能性が、今日わが民族のためにせばめられていることはたしかであるが、しかしわが国の政府はそれに対して最大の障害となっている。政府は退廃しており、まったく際限のない抑圧が八年続いたあとでも、まだ自由を求める意志がほとんど現われていないことはかれらの責任である。

　したがって、積極的な同盟政策が、わが民族へ下されるそれに必要な価値判断にはなはだしく制約されるものであると同様、この価値判断はさらに、他国の下職人であろうと望まず、自国の働き手の監督官であることも望まず、むしろ国民的良心の軍使であろうとする政府権力の存立によって大きく左右されるものである。

　そして、わが民族がこの軍使を自分の使命だと見なす国家指導層をもっているとすれば、六年は空費されることもないだろうし、そしてドイツ国の大胆な外交政策指導層は同様に大胆な、自由を渇望している民族の意志を意のままにできることだろう。

　　　　　　　＊

異常な反独意識の好転

　第二の異論、つまり敵意をもった民族を友好的な同盟者に好転させることは大変困難であるという異論については、おそらく次のように答えられるだろう。

　つまり、他の国々の中で戦時宣伝により育成された一般的な異常な反独意識というものは、ドイツ国が、自己の自己保存意欲をあらゆる国々にもわかるように回復させることによって、共通のヨーロッパという将棋盤で指し、また他国が一緒に指しうるような、一国家としての性格特徴を再びもつようにならぬ限り、不可避的に存続を止めないのである。政府と国民の中に実際の同盟能力に対する無条件の保証が生じたと思われた場合、はじめて一、二の国が平行する利害からして、宣伝的感化によって自国の世論を好転させようと考えることも可能になる。もちろん、これもまた巧妙な工作を何年も継続することが必要である。一国民の心境を変化させるには、まさにこのような長期間にわたる継続が必要であるという事情の中に、その着手が慎重に行なわれねばならぬ理由がある。すなわち、そのような工作の価値と将来の効果について無条件の確信をもたぬ場合には、そうした活動に取りかかることはできない。多かれ少なかれ気のきいた外務大臣の空虚な大言をもってしても、一国民の精神的態度というものは、その新しい態度の現実的な価値がはっきりと保証されない限り、変更されることはないだろう。さらに保証を欠く変更は、世論の完全な分裂に導くに違いない。しかし、一国と後になって同盟する可能性をもっとも確実に保証するものは、けっして個々の政府当局者の誇大な話しっぷりではなく、むしろ一定の、合目的だと思われる政府の傾向がはっきり安定していること、および類似した立場にある世論なのである。政府権力の明確な活動が自己の工作を宣伝的に準備し支持する面で大きければ大きいだけ、また反対に世論の意向が政府の傾向により明白に反映されていればいるほど、保証に対する信用もそれだけ確実であるだろう。




自由闘争に対する明確な意志

　したがって、一民族──われわれのような状況にある──は、政府と世論が同様な熱狂さでもって自由闘争に対する意志を予告し主張する場合に、同盟能力があると見なされるだろう。このことこそ、自国の認識に基づき、その国固有の利益を守るために好都合と思われる相手国に接近しようとする、つまりその民族と同盟を結ぼうとする、他の国々の世論がいよいよ転換に着手されるための前提なのである。

　ところで、なおもう一つそれに付け加えられねばならぬ。一民族の特定の精神的状態を変えるためには、もともと困難な工作が必要であるし、差し当り多くの人間によって理解されないだろうから、自己の誤ちによってこれらの意向の違う分子達に反対工作をさせるための武器を引き渡すのは、犯罪であると同時に愚行である。

　一民族が徹底的に政府のほんとうの意図を知るようになるまでには、必然的にある期間が過ぎなければならぬ、ということが理解さるべきであるが、それというのも、ある特定の政治的予備工作の究極の最後的目標についての説明は与えられうるものでなく、それにはただ大衆の盲目的な信頼か、あるいは精神的により高い位置にある指導者層の直覚的洞察が期待されうるに過ぎないからである。しかし、多くの人間にはこの千里眼的な政治的感覚および予感能力が存在していないし、しかも説明は政治的に理由づけて与えられることができないのだから、インテリ指導者層の一部分はつねに新しい傾向に対して反対するだろう。この傾向はかれらの目先きの利かぬために、ややもすると単なる実験と解釈されうるのである。したがって、心配性の保守的な国家の構成分子の抵抗が喚起される。




一つの敵に集中

　けれどもこの理由からして、相互理解の促進を妨害するこのような人間からできる限りすべての利用されうる武器を取り上げるように尽力することは、ますます最高の義務となるのであり、そしてわが国の場合のように、もともとうぬぼれ屋の愛国団体員や俗物的なコーヒー店政治屋のまったく実現見込みのない、純粋な空想的おしゃべりが問題でしかない時にはとくにそれに妥当する。なにしろ新しい艦隊やわが植民地の回復等々を要求する叫び声が、現実には単に無思慮なおしゃべりであるに過ぎず、実際に実行できる考えなどかれらはただの一つももたないのであるが、このことは静かに考慮すればおそらく少しの異議も唱えられぬに違いないからである。しかしイギリスにおいて、この半ばは無邪気な、半ばは正気でない、だがつねにわれらの不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵に内々では奉仕している抗議戦士達のまったくとんまな真情吐露が政治的にどれほど利用し尽されているだろうか、このことはドイツに有益だと呼ぶわけにはゆかない。かれらはこのように神と全世界に対する有害なデモめいたものによって疲れはて、すべて効果を収めるための前提である次のような第一原則を忘れている。つまり、なんじの行なうべきことは、完全に行なえ、である。五か国あるいは十か国に不平面を見せているが、意志と肉体の全勢力をわれわれのもっとも憎むべき敵の心臓を突き刺すことに集中するのを怠り、この敵と対決するために同盟することによって強力化する可能性を犠牲にしている。

　ここにも、国家社会主義運動の一つの使命がある。この運動は、小さなことにこだわらずに最大なことに目をむけ、些細なことで精力を浪費せず、われわれの今日戦うべき目標はわが民族のただ生きてゆくだけのぎりぎりの存立であること、およびわれわれが当るべき唯一の敵はいつの時代にあってもこの生存をわれわれから奪う国であること、この二つのことをけっして忘れぬようわが民族に教えなければならない。

　多くのことがわれわれをひどく苦しめるかも知れない。しかしこのことから、理性を断念し、ナンセンスな叫び声で全世界とけんかし、集中した力でもって不俱戴天の敵と対決することをやめてよい、という理由を簡単に引き出してはならない。




売国奴に対する論判

　その上ドイツ民族は、唯一無比の国土を売り渡し裏切った犯罪者達の責任を追及しない限り、他の国々の態度について非難する道徳的権利をもたない。なるほどイギリスやイタリア等々に対して遠方から毒づき抗議したとしても、敵の戦時宣伝に雇われてわれわれから武器をかすめ取り、道徳的バックボーンを破砕し、マヒしたドイツ国を銀貨三十枚の口銭で売り飛ばした無頼漢を国内でのさばらしているのでは、ほんとうのまじめとはいえない。

　敵は予想すべきことであったことをただ行なっているに過ぎない。かれらの態度と行為から、われわれは学んでもよさそうなものである。

　しかし、このような見解の卓抜さを認めることをあくまで拒否しようとするものは、そうなれば将来永遠にあらゆる同盟政策が除去されるのだから、したがってまったく断念することしか道は残っていないことを、最終的になお熟考してもよいだろう。というのは、イギリスはわれわれから植民地を奪ったのだから、われわれはイギリスと同盟できないし、イタリアは南ティロールを占有しているからイタリアともだめであり、ポーランドとチェコスロヴァキアとはもともとだめだ、と文句ばかりいっていては、フランス──ついでながらこの国もやはりわれわれからエルザス・ロートリンゲンを盗んだ──以外にはヨーロッパで残る国はないからである。

　そのことがドイツ民族の役に立つかどうかは、ほとんど疑問をはさむ余地がない。ただ、そのような意見が無邪気なあほうによって主張されているのか、あるいはすれっからしの詐欺師によって主張されているのか、ということだけがいつも疑問として残るに過ぎぬ。

　その際指導者が問題にされる限りでは、わたしはつねにかれらは後者であると信じる。

　したがって人知でおしはかる限り、もしわが国家の本質的な強さおよびわれわれの存在を維持しようとする明確な意志がわが国を同盟国として再び価値あるように他国に思わせるならば、またさらに以前わが国の敵であった民族とそのように将来同盟することに反対する人々に、再びわれわれ自身の不手際あるいは犯罪者的行為によってかれらの活動のための栄養物を与えたりしないならば、その国がわが国と類似した実際の利害を将来にたいして抱いているかぎり、今まで敵であった個々の国民の精神状態を転換することは、十分に成功しうるものである。

　　　　　　　＊

国家主義国家の利益は勝つか？

　第三の異議はもっとも答えにくいものである。

　同盟可能な諸国の真の利益を擁護する人々が自由な民族国家、国家主義国家に対する仇きゆう敵てきユダヤ人の意志に抵抗して、自己の確信を貫くことが可能である、と考えられるだろうか？

　たとえば伝統的なイギリスの政治勢力は恐ろしいユダヤ人の影響をなおもくじくことができるかどうか？

　この問題は、すでに述べたように、非常に答えにくいものである。それは余りにも多くの要因によって左右されるものであるから、簡明な判断を下すことはできない。いずれにしても一つのことは確実である、つまり、ある一つの国家では目下のところ国家権力が大変しっかりと安定し、また文句なしに国家の利益に奉仕していると見なされうるので、そのため、政治的急務が国際主義的ユダヤ人勢力によって実際に効果ある妨害を受けることなど、もはや話題になりえない。




ファッショ的イタリアとユダヤ人

　ファッショ的イタリアが、あるいは究極のところ無意識であったにしても（わたし個人はそう信じていない）、ユダヤ主義の三つの主要武器に対して遂行している闘争は、間接的なやり方であるにしても、この超国家的な勢力の毒牙が折られうることを示す最上の徴候である。フリーメイスン的秘密団体の禁止、超国家的な新聞の迫害および国際主義的マルクシズムの絶えざる排撃、また逆にファッショ的国家観の不断の強化等によって、イタリア政府は年とともにますます、世界にまたがる九頭蛇ユダヤ人の叱声など顧慮せずに、イタリア民族の利益に奉仕できるだろう。




イギリスとユダヤ人

　イギリスでは事情はより困難である。この「もっとも自由な民主主義」の国では、ユダヤ人は世論という間接的手段により、今日でもまだほとんど無制限に独裁的ふるまいをしている。そしてなおこの国でも、イギリスの国家的利益を擁護する人々とユダヤ人の世界独裁の戦士達との間の絶えざる格闘が存在しているのである。

　この対決のどれほど猛烈な衝突がしばしばくり返されているかは、戦後にはじめて、一方ではイギリスの国家指導層の、他方では新聞の、日本問題に関するさまざまな態度の中にきわめて明めい瞭りように見ることができた。

　大戦が終結するや否や、アメリカと日本相互間の古くからの不和が再び表面に現われ始めた。もちろん、ヨーロッパの世界的大国もこの新しい迫り来る戦争の危険に対して無関心のままでいることはできなかった。あらゆる血縁的結合にもかかわらず、イギリス国内では、国際経済政策・強権政策のすべての面にわたるアメリカ合衆国の成長に対するある種の嫉妬的な懸念の感情が盛り上らざるをえないのである。以前の植民地、偉大な母国の子供から、世界の新しい支配者が立ち現われるように思われる。イギリスが今日心配に満ち満ちた焦慮から自国の古い日英同盟を再吟味し、もはや、

「海の支配者イギリス！」ではなく、「合衆国の海！」と呼ばれるようになる時点を、おそるおそるイギリスの政治がじっと待ち受けているとしても理解できぬことではない。

　処女地の莫ばく大だいな資源をもった、どでかいアメリカ巨人国家には、周囲から締めつけられているドイツ国より一層手出しが困難である。いつかこの国とも最後の決戦をかけたさいを振るような事態になるとすれば、イギリスが自国の力だけに依存することは命取りとなるだろう。したがって黄色いこぶしと握手することを熱望し、人種的に考えればあるいは許しがたいことかも知れぬが、政治的には、興隆を目指しているアメリカ大陸に対抗するイギリスの世界的地位強化の唯一の可能性である同盟にしがみついている。

　それゆえ、イギリスの国家指導層は、ヨーロッパの戦場で共同して戦争したのにもかかわらず、アジアの相手国との同盟がぐらつくようなことを決心したくはなかったのだが、あらゆるユダヤ人新聞はこの同盟の背面を攻撃した。

　一九一八年まではドイツ国に対するイギリスの戦争の忠実なたて持ちであったユダヤ人の機関が、今や突然裏切りを働きわが道を行くなどということは、どうして可能なのか？

　ドイツの絶滅はイギリスの利益ではなく、第一にユダヤ人の利益であったが、まったくこれと同じように、今日において日本を絶滅することもまたイギリスの国家的利益であるよりも、むしろユダヤ人の期待された世界帝国の指導者達の広大な願望に奉仕するものである。イギリスがこの世界での自国の地位を維持するために骨折っている時、ユダヤ人は世界征服のための攻撃を組織している。

　ユダヤ人は今日のヨーロッパ諸国を、いわゆる西欧民主主義という間接的手段であれ、ロシアのボルシェヴィズムによる直接的支配の形態であれ、とにかく、すでに自分の手の中で意志の自由を失っている道具と見なしている。しかし、かれらは旧世界だけをそのように籠絡しているにとどまらず、同じ運命は新世界にも迫っているのだ。ユダヤ人達はアメリカ合衆国の金融力の支配者である。一年一年とかれらはますます一億二千万民衆の労働力の監督者の地位に上ってゆくのである。かれらの怒りを買いながらも、今日でもまだ完全に独立を保っている人々はまったく少数しかない。

　すれっからしの巧妙さでもってかれらは世論をこね上げて、そこから自分達の将来のための闘争の道具を作り出すのである。

　すでにユダヤ人の最高の首領達は、諸民族を大規模にむさぼり食い尽すというかれらに遺言的に伝えられているモットーの成就が近づくのが見られると信じている。

　このように非国家化されてしまった植民地的な国家の大群の中で、ただ一つだけでも独立的な国家が残っていさえすればその国はかれらの全仕事を最後の瞬間になおも崩壊させることができよう。なぜなら、全世界をおおい尽すのでなければ、ボルシェヴィキ化された世界は存続しえないからである。

　ただの一国でも国家的エネルギーと偉大さをもち続けるとすれば、専制的なユダヤ人総督治下の世界帝国は、この世界でのあらゆる暴政と同様、国家主義思想のもつ力に負けるだろうし、また負けるに違いない。




日本とユダヤ人

　ところでユダヤ人は、自分達の千年にわたる順応によってヨーロッパ民族の基礎を掘り崩し、かれらを種族の性格を失った雑種に養育することはなるほどできるにしても、しかし日本のようなアジア的国家主義国家に同じ運命を与えることはほとんどだめだということをじゅうぶん知っている。今日ユダヤ人はドイツ人、イギリス人、アメリカ人、そしてフランス人のふりをすることはできるが、黄色いアジア人に通じる道はかれらに欠けている。したがってかれらは、日本という国家主義国家をやはり今日同じような構造をもつ国々の勢力によって破壊しようと企てるのであるが、それはこの危険な敵のこぶしによって、最後の国家権力が防御力のない諸国家を支配する専制に変ってしまう以前に、その敵を片づけるためである。

　ユダヤ人は自分達の至福千年王国の中に、日本のような国家主義国家が残っているのをはばかり、それゆえ自分自身の独裁が始められる前にきっちり日本が絶滅されるよう願っているのである。

　したがってかれらは、以前にドイツに対してやったように、今日日本に対して諸民族を扇動しており、それゆえ、イギリスの政治がなおも日本との同盟を頼りにしようと試みているのに、イギリスのユダヤ人新聞はすでにこの同盟国に対する戦争を要求し、民主主義の宣伝と「日本の軍国主義と天皇制打倒！」のときの声の下に、絶滅戦を準備するということも起りうるのである。

　このようにして、ユダヤ人は今日イギリスでは不従順となってしまった。

　したがって、ユダヤ人による世界の危難に対する闘争はイギリスでも始められるだろう。

　そしてまた、外ならぬ国家社会主義運動は自己のきわめて巨大な課題を果さなければならぬ。




世界の敵に対するわれらの闘争

　この運動は民族の目を他国民に向けて開いてやらなければならぬし、われわれの今日の世界におけるほんとうの敵を再三再四思い出させなければならない。（ほとんどあらゆる面でそれらからわが民族を分離することができるとしても（※12）。）共通の血あるいは同質の文化といった太い線でなおわれわれと結ばれているアーリア諸民族に対する憎悪の代りに、すべての苦悩の真の元兇である人類の悪質な敵を一般の憤激の前にさらさねばならない。

　だがこの運動は、少なくともわが国の内部で不俱戴天の仇きゆう敵てきが認識され、そしてこの敵に対する闘争がより輝ける時代のきらめく徴候として、格闘するアーリア人類の幸福のための道を他の諸国民族にも示しうるように心を配らなければならない。

　ところで、理性がその場合にわれわれの指導者となり、意志がわれわれの力となりうる。以上のように行為すべきである神聖な義務がわれわれに堅忍不抜さを与え、また最高の保護者としてわれわれの信念が存続するようにあれかし。







　第十四章　東方路線か東方政策か




外交政策問題についての偏見

　わたしがドイツとロシアの関係をとくに吟味しようとするのには、次の二つの理由がある。

　１　つまり、この場合にはドイツの外交政策全体におそらくもっとも決定的と思われる要件が問題であるということ、そして、

　２　この問題は若い国家社会主義運動が明晰に思考しうるかどうか、正しく行動しうるかどうかという、その政治能力に対する試金石でもある。

　わたしは、とくに第二の点について、しばしば気がかりな憂慮で心が満たされることを告白しなければならない。なにしろわれわれの若い運動は、自分達を支持する人々を公平な人々の陣営からではなく、ほとんどは非常に極端な世界観の持主の中から連れてくるのであるから、この人々が外交政策の理解という点でも、始めのうちはかれらが以前に政治的、世界観的に属していたに違いない仲間の偏見もしくは理解不足に煩わずらわされていることは、当然という外はない。しかも、このことはけっして左翼からわれわれに参加した人間にだけ当てはまるのではない。反対である。このような問題について左翼だった人々が今まで受けてきた知識がどれほど危険なものであったにしても、その知識はかなりの場合、少なくとも部分的には、自然の健全な本能が残存していることによって再び除かれたのである。そこで以前に押しつけられた影響をよりよい見地で取り替えてやることだけが必要だったに過ぎず、かれらがまだ残存しているそれ自体は健全な本能と自己保存衝動を、最上の同盟者と認識しうることもきわめて頻繁に起った。

　それに反して、今までにこの面について受けた教育がかなり理性と論理を欠き、さらにまた結局自然の本能を跡かたもなく客観性という祭壇の犠牲にささげてしまったような人間を、明確な政治的考え方に導くのはずっと困難なことである。外ならぬわれわれのいわゆるインテリ仲間こそ、自分達の利益や自己の民族の対外的な利益を、真に明確にまた論理的に擁護するような気持にさせるのがもっともむづかしい連中である。かれらはただ無意味きわまる観念と偏見というまぎれもない重荷に煩わされているだけでなく、さらになおまったく余計なことには、あらゆる健全な自己保存衝動を失い、また断念してしまっている。国家社会主義運動もこれらの人々と困難な闘争を続けなければならない。それが困難であるというのは、残念にもかれらが完全に無能であるにかかわらず、法外な自負心にしばしば取りつかれてしまい、その結果かれらは他人を、多くの場合より健全な人々さえも、自分達が少しも本質的な資格をもたないのに見下げるからである。それは思い上った自負心の強い知ったかぶりであるが、そこには、冷静な吟味と熟慮の能力がすっかり欠けている。だがこの能力こそはあらゆる外交政策上の意図と行為の前提と見なされるべきものであるのだ。

　なにしろ外ならぬこの仲間が今日わが外交政策の目標志向を、きわめて不幸なことにわが民族の民族的利益を真に擁護することから転換させてしまい、その代りに自分達の妄想的なイデオロギーに役立たせはじめたから、わたしは自分の支持者に対して、もっとも重要な外交政策問題、つまり対ロシア関係を特別に扱い、そしてこのことが一般の理解に必要であり、またこのような著作のわくの中で可能な限り根本的に扱うことが義務であると感じている。




国家の領土の意味

　わたしはここでなお一般的に次のことを前置きしておきたい。

　つまり、もしわれわれが外交政策という言葉でもって、一国民の他の国々に対する関係の調節を理解すべきであるとするなら、調節の方法はまったく一定の事実によって制約されるに違いない。国家社会主義者としてわれわれは、さらに進んで民族主義的国家の外交政策の本質について、次のような命題を提出することができる。

　つまり、民族主義的国家の外交政策は、一方では国民の数およびその増加と他方では領土の大きさおよびその資源との間に健全で、生存可能であり、また自然的でもある関係を作り出すことにより、国家を通じて総括される人種の存在をこの遊星上で保証すべきものである。

　この場合健全な関係というのはつねにただ一国民を自己の領土でもって確実に養うことのできる状態であると理解してよいだろう。たとえ数百年も、いや数千年続いたとしてさえも、これ以外のあらゆる状態はそれにもかかわらず不健全であり、その国民が絶滅しないとしても、いつかは損害をこうむるだろう。

　この地上で十分な大きさの区域を占めることだけが、一民族に生存の自由を保証しうるのである。

　この場合、定住地域に必要な大きさはただ現在の要求だけから判断されることはできない、いや、民族の数からはじき出された土地利得の大きさからもけっして判断されてはならない。なぜなら、わたしがすでに上巻で「戦前のドイツ同盟政策（※１）」の見出しの下に詳しく述べたように、一国家の領土には一国民の直接的な生計の資を与えるという意味の外に、なお他の、つまり軍事政策的意味もつけ加わるからである。たとえ一民族がその領土の大きさによって自己の食物そのものは確保したにしても、それにもかかわらずやはり現在の領土自体の安泰を考慮することも欠かすことができない。国土の安泰は国家の一般的な強力政策の強さに依存しているが、後者はさらに軍事地理的観点によって決定されることが少なからずあるのだ。




領土の大きさと世界強国

　したがって、ドイツ民族は世界強国となることによってのみ自己の将来を擁護することができるだろう。わが国の外交政策活動について多かれ少なかれ成功だったと呼ばれるに違いないような、二千年近くわが民族によってなされた利益擁護が世界史であった。われわれ自身はこの証人である。なにしろ一九一四年から一九一八年までの巨大な民族間の格闘は、ドイツ民族が地球上での自己の存在をかけての格闘に過ぎなかったからである。だがこの場合、われわれは経過そのもののこの様式を世界大戦と呼んでいる。

　ドイツ民族はひとりよがりの世界強国としてこの闘争に出場した。わたしはここで、ひとりよがりというが、それは実際にはそんな強国ではなかったからである。もしも、ドイツ民族が一九一四年にもっと違った領土と人口の関係をもっていたと仮定されるならば、ドイツは実際世界強国であったかも知れず、また戦争は、他のすべての要素を無視すれば、有利に終りえたであろう。

　もし「しかし」というようなことが万一ないとしたら、「もしも」ということについて述べることなどはここでのわたしの課題ではないし、またわたしの意図でさえもない。だがしかしわたしはたしかに、現在ある状態を飾らずそして冷静に明示し、その状態のもつ恐ろしい欠陥を指摘し、その結果として少なくとも国家社会主義運動の陣営の人々が必要な点についての洞察を深めることを絶対に必要だと感じる。

　ドイツは今日けっして世界強国ではない。たとえわれわれの現在の軍事的無力が克服されたとしてさえも、われわれはなおこの世界強国という称号をもはや要求できないに違いない。現在のドイツ国のように、人口と領土の比例がみじめな状態となっている国家組織は、今日この遊星上でどんな意味があるだろうか？　次第に地上が諸国家に領有されて分割されていく時代に、しかもその中の多くの国がほとんど大陸さえも包括しようというのに、その政治上の本国がようやく五万平方キロになるかならぬほどの笑うべき領土に限られている国際組織が世界強国などということはできるものではない。




フランスとドイツの植民政策

　純粋に領土の点から見るとすれば、ドイツ国の面積などはいわゆる世界諸強国に比べる場合には完全に消滅してしまう。もちろん、イギリスは反証にはならない、というのは、イギリス本国は事実上ではほとんど全地表の四分の一を自分の領土と呼びうる大英帝国の大首都に過ぎぬからである。さらにわれわれは第一はアメリカ合衆国を、それからロシアと中国を巨大な国家と見なさなければならない。それらは現在のドイツ国のまず十倍より以上の面積をもっているような国土ばかりである。そしてフランスさえも、これらの諸国の中に数えなければならぬ。フランスではますます大規模に巨大な自国内の有色人種現員から軍隊が補充されるだけでなく、人種的にもフランスの黒人化は非常に急速に増進し、そのため実際はヨーロッパの大地の上にアフリカ的国家が成立したと語りうるほどである。今日のフランスの植民政策は過去のドイツのそれとは比較にならない。今日のやり方でフランスの発展がもう三百年も継続されると仮定すれば、最後のフランス民族の血の残余も形成されつつあるヨーロッパ・アフリカ白黒混血国家の中で滅亡するに違いない。絶えざる混血によってゆっくりと形成されつつある低級な人種で満ち満ちた、ラインからコンゴに至る巨大で密集的な定住地域が成立するのだ。

　このことがフランスの植民政策を旧ドイツ国のそれから区別する。

　以前のドイツの植民政策は、わが国が行なった他のあらゆることと同じように中途半端であった。その政策はドイツ人種の植民地域を拡大することもせず、また──犯罪的ではあったとしても──黒い血を注入することによって国家の勢力強化を来たす企ても行なわれなかった。ドイツ領東アフリカの土民兵はこの方向での細やかな、ためらいがちな一歩であった。実際、かれらは植民地自体の防衛だけにしか役立たなかった。黒人部隊をヨーロッパの戦争舞台に連れてこようとする計画は、大戦中には実際に不可能であったということをまったく度外視しても、より好都合な状況なら実現させるという意図としてさえも存在したことがなかった。他方フランス人の方は反対で、それは以前からかれらの植民活動の本質的基礎と見なされ、感じられていた。




国家社会主義の歴史的使命

　このように今日地球上に、民族人口の点で、まずわがドイツ民族の勢力をはるかに越えるだけでなく、とりわけ面積の点で、政治的強国の地位を支える最大の柱石をもっている多数の強国をわれわれは見出す。その上、面積と民族人口から計るならば、ドイツ国が他の登場してきている世界的大国に対してもつ関係は、二千年前のわが国の歴史の始めほどに、そしてまた再び今日ほどに、不利だったことはけっしてないのだ。当時、われわれは若い民族として、疾風のように崩壊しつつあった大国家組織の世界へ侵入し、その最大の巨人ローマを殺害することをわれわれ自身手伝ったのである。今日では、われわれは形成されつつある大強国がひしめく世界の中にいるのであり、この世界でわれわれ自身の国家はますます無意味な存在に没落してゆくのである。

　われわれはこの苦々しい真実を冷静にまたまじめに考えることが必要である。またわれわれは、ドイツ国の民族人口と面積が他の諸国に対してどのような関係にあったかを、数百年にわたって追求し、比較することが必要である。そうすればだれでもが、わたしがこの考察の始めにすでに語ったこと、つまり、軍事的に強力であろうが弱体であろうが、それとは無関係に、ドイツはもはや世界強国ではないという結論に到達してびっくり仰天するだろう、とわたしは予想している。

　わが国は地球上の他の偉大な諸国家とはまるっきり比較にならない状態に陥っている。この状態はまったく、外ならぬわが民族のあわれな外交政策指導層のお陰によるものであり、かれらが特定の外交政策目標に対し、先祖の遺言的な──わたしはほとんどそういいたいのだが──確固たる態度が完全に欠けていたお陰であり、さらには自己保存の健全な本能と衝動をすべて喪失していたからに外ならない。

　もし国家社会主義的運動がほんとうに歴史の前で、わが民族のために働くという偉大な使命にたいして祝詞を授かりたいと望むならば、この運動は、この地球上でのわが民族のありのままの状態を徹底的に認識し、また苦痛を十分かみしめながら、今までわがドイツ民族を外交政策の進路で導いてきた人々の無目標と無能力に対して、大胆にそして目標を自覚しつつ闘争をひき受けなければならない。さらにこの運動は、「伝統」や先入見にこだわることなく、生活圏の今日の狭さからこの民族を新しい領土に導き出し、それによってまたこの地上で滅亡、あるいは奴隷民族として他の民族の奉仕に心を煩わさねばならぬ危険から永久に解放されるような道を前進するために、わが民族とその勢力を結集する勇気を出さねばならない。国家社会主義運動は、わが民族の人口と面積の間のふつりあい──後者は糊こ口こうの道と強力政策の支点と見なされる──や、わが国の歴史的過去と希望がもてぬわれわれの現在の無力さとの間のふつりあいを取り除くように努力しなければならない。この運動は、その場合、われわれがこの地上における最高の人類を守るものとして最高の義務も課せられていることを忘れてはならない。そして、運動はドイツ民族が人種的な迷いから覚め、犬、馬、ねこなどの種の外に自分の血にもあわれみを感じるように心を配れば配るほど、ますますこの義務を果たすことができるのである。

　　　　　　　＊

　わたしは今までのドイツの外交政策を無目標で無能だと特色づけたが、わたしの主張に対する証明はこの政策が実際になにごともしえなかったことに求められる。かりにわが民族が精神的に劣等であり、あるいは臆病であったとしても、地上でのかれらの格闘の結果は、われわれが今日自分達の前に見ているよりひどいものではないに違いない。大戦直前の数十年における発展によってさえも、このことについてわれわれは思い違いをしてはならないだろう。なぜなら、一国家の勢力というものはその国自体でもって計られることができず、他の諸国と比較することによってのみ計られうるからである。しかし外ならぬこのような比較によって、他の諸国の兵力増加がわが国より一層均斉のとれたものであったばかりか、最後的な成果の点でもより大きなものであったこと、それゆえドイツの歩んだ道があらゆる見かけの興隆にもかかわらず、実際は他の諸国の興隆からますます遠ざかり、はるかに遅れたものとなり、要するに、量の差がわが国の不利な方向に拡大していったことが証明されるのである。それどころか、民族の人口からさえもわれわれは時日が過ぎてゆけばゆくほどますます取り残されていった。ところで、わが民族は英雄的精神の点では地上のどの民族にも負けなかったから、いやそればかりか、要するに自民族の存在を維持するためには地上のすべての民族の中でもっとも多量の血液を注入したのだから、その不成功はただこの注入が不適当な方法でしか行なわれえなかった結果に過ぎない。




千年にわたる政策から残った結果

　もしわれわれがこれと関連して、千年以上も昔からのわが民族の政治的体験を再吟味したり、無数の戦争や闘争をすべて想起して、これらの戦争から生じて今日われわれの前に現存している究極的成果を研究したりすれば、われわれがはっきりした特定の外交政策的および一般の政治的経過の残存結果と見なしうるような、この血の海から生じた現象は実際にはただ三つしかないということが承認されねばならない。つまり、

　１　主にバイエルン人の祖先によって実現されたオストマルクの植民、

　２　エルべ川以東の地域の獲得と侵略、および、

　３　ホーエンツォレルン家によって実現された、新しい国家の模範および結晶核としてのブランデンブルク・プロイセン国家の組織である。

　将来に対し、なんと有益な警告であろうか！

　わが国の外交政策の初めの二つの偉大な成果はもっとも永続的な成果として存続している。これらの成果を欠いては、わが民族は今日およそどんな役割ももはや演じることがないに違いない。これらは上昇する民族人口と領土の大きさを調和させる最初の、だが残念ながらたった一度成功しただけの企てでもあった。わがドイツの歴史家達がこれら二つの、きわめて巨大で後世にとっても意義深い業績をなんら正しく評価することを知らなかったということは、ほんとうに不運なことと見なされねばならない。だがかれらは他方でありとあらゆるものを称賛し、また空想的な英雄的精神や無数の冒険的闘争および戦争を驚嘆しながら賞賛しているのであるが、国民の偉大な発展進路にとってこれらの事件のほとんどがどれほど無意味であったか、ということについてはついに認識しなかったのである。

　わが国の政治活動の第三の偉大な成果は、プロイセン国家の創設、それによってもたらされた特殊な国家思想の培養、そしてまた現代世界に適切である、組織化された形式にもち込まれたドイツ陸軍の自己保存および自己防衛衝動の培養の中に現われている。個々人の国防思想が国民の兵役義務に転化したことはこの国家組織とその新しい国家観から生じているのである。この経過の意味はどれほど高く評価しても評価し過ぎることはありえない。外ならぬ自己の血の混濁によって超個人主義的に解体されたドイツ民族は、プロイセン軍隊の組織によって、訓練されて、少なくとも民族からとっくに失われていた組織能力の一部を取り戻したのである。他の諸民族では、仲間同士一緒に住もうとする衝動の中にまだ根源的に存在しているものを、われわれは、少なくとも部分的ではあるが、軍事的な鍛練の過程によって人為的にわが民族共同体のために再び取り戻したのであった。したがって、一般的な兵役義務の廃止も──幾ダースもの他民族にとっては大したことでないに違いないが──われわれにとってはきわめて重大な意味をもっている。ドイツ人を十世代の間、矯正的でまだ訓育的な軍事的鍛練を与えずに、血液的な、それゆえ世界観的な不統一から生じる悪影響の下に放置しておくならば──その場合、わが民族はこの遊星上での独立的存在の最後の残りかすまで実際に喪失してしまうに違いない。ドイツ精神はおそらくただ個人的には他国民の内部で文化に貢献するであろうが、この場合その源泉さえも認識されることはないに違いない。われわれの中にあるアーリア系・北方種の血の最後の一滴が腐敗し、あるいは絶えてしまうまでの期間、ドイツ精神は文化の肥料となるだろう。

　わが民族が千年以上も闘争して獲得したこの実際の政治的成功の意味は、われわれ自身によりもわれわれの敵にはるかによく把握され、また真価を認められているが、このことは注目に値する。われわれはわが民族からそのもっとも高貴な血の所有者を数百万も奪ったが、それにもかかわらず究極的成果としては完全に無効でしかなかったヒロイズムに今日でもまだ心酔している。

　わが民族の実際の政治的結果と、無益な目的のために賭けられた国民の血とを識別することは、現在ならびに将来においてわれわれがとるべき態度を考える上できわめて重要なことである。




盲目的愛国主義ではだめだ！

　われわれ国家社会主義者は、今日わがブルジョアジーの世界に通例の盲目的愛国主義には断じて賛同しえない。大戦直前の発展を、たとえほんの少しでもわれわれ自身の道と関係させようと考えることは、とくに危険この上ないものである。十九世紀の全歴史的期間からは、この期間そのものの中で始まったものでわれわれを義務づけるようなものはただの一つも引き出されえない。この時代の代表者達の態度とは反対に、われわれはあらゆる外交政策について最高の観点を代表するものであることを公言すべきである。つまり、領土を民族人口に調和させるという観点である。然り、過去からはただ、われわれが二重の方向でわが国の政治的行動の目標設定を企てねばならぬ、ということを学ぶことができるに過ぎない。二重の方向というのは、つまり、領土がわが国外交政策の目標であり、そして新しい、世界観的に確定した、統一的な基礎を築くことが国内政策における行動目標である。

　　　　　　　＊

旧国境を望む声

　どの程度まで領土に対する要求は倫理的、道徳的に正当化されると見なされるだろうか？　この問題についてわたしはなお簡単に態度表明をしておこう。残念ながらいわゆる民族主義者の仲間達の中にさえも、ありとあらゆる大げさなおしゃべり屋が現われ出し、かれらがドイツ民族に外交政策上の行動目標として一九一八年の不法行為の回復を掲げることに努力するばかりか、そのことを越えてなおかつ全世界に民族的兄弟愛と好意を確信させることが必要だと考えているために、わたしはそのような表明を欠かせないのである。

　ここでわたしは次のことを前置きしてもよいだろう。一九一四年の国境を回復しようという要求は、犯罪と見なしてもよいほどの程度の、またさまざまな結果をもともなった政治的ナンセンスである。一九一四年のドイツ国の国境が到底条理にかなったものではなかった、ということを完全に無視するとしてもなおそうなのである。なにしろ、当時の国境は実際にドイツ国籍をもった人間を包括する点に関しても完全ではなかったが、その軍事地理的な合目的性の点についてもやはり合理的ではなかったからである。当時の国境は思慮深い政治的行動の結果ではなく、けっして終ることのない政治的格闘の生んだ当座の国境であった。いや一部分は偶然のたわむれの結果であったのだ。だから、かつての状態を回復することを外交政策活動の目標と言明するのであれば、同一の正当さでもって、そして多くの場合より以上の正当さでもって、ドイツの歴史の中からそれ以外のある時点を選び出すこともできよう。しかし、上述の要求はまったくわがブルジョアジーの世界にふさわしいものであり、かれらはこの場合にも、将来成果を収めるような政治思想はほんの少しも所有していず、むしろ過去の中でだけ生きており、しかもつい先ほど過ぎ去ったばかりの時代に生きているのだ。なにしろ過去に向かって回顧している目でさえ、かれら自身の時代を越え出ることはないからである。惰性の法則はかれらをある所与の状態に縛りつけ、その状態の変更にはどんな場合でも抵抗させるが、それにもかかわらずこの抵抗という活動がいつかただの惰性以上のものに高まることはないのである。したがって自明のことだが、これらの人々の政治的理解力は一九一四年の国境以上に思い及ばない。しかしかれらは、そのような国境の回復を自分達の活動の政治目標と宣言することによって、われわれの敵国間でこわれかけている同盟をつねに新たに強化している。ただこのように考えてはじめて、それぞれ雑多な願望と目標を抱いた諸国家が参加した世界的闘争がすんで八年もたったのに、当時の戦勝国の連合が依然として多かれ少なかれまとまった形態を保持していられる理由がはっきりする。

　これら諸国はすべて当時ドイツの崩壊によって不当に利得した。当時わが国の勢力に対する恐怖は、個々の大国間相互にあった貪欲と嫉妬を引っ込めさせたのだ。諸国はわが国の相続をできるかぎり隅々まで貫徹することが、われわれの将来における高揚を阻止する最上の保障と見なした。良心のやましさおよびわが民族の力に対する不安は、この同盟の個々の加盟国を今日でもなお結束させている耐久力のきわめて強い接着剤である。

　そして、われわれは諸国を失望させはしなかった。わがブルジョアジーの世界が一九一四年の国境回復をドイツの政治綱領に設定することにより、かれらはわが敵国の同盟からあるいは脱退しようかと考えていたそれぞれの関係国を再び恐怖させ後戻りさせてしまった。なにしろ、これらの国々は孤立すれば攻撃され、またそれによって個々の同盟国の援助を失うことになりはしないかという不安を抱かざるをえなかったからである。それぞれの国はすべてあのスローガンにびっくりし、脅威を感じたのである。

　しかもこのスローガンは次の二つの観点からしてナンセンスである。

　１　つまり、スローガンをクラブの夕べでの幻想の中から実現化するような強力な手段が欠けているし、また、

　２　スローガンが実際に実現されるとしても、なおその結果はまたもや非常にみじめなものだろうし、それゆえそのために新たにわが民族の血を賭けることは、誓って利益でないはずである。

　なぜなら、一九一四年の国家の回復でさえも血によってのみ達成されるに違いないことは、ほとんどどんな人間でも疑うようには思えないからだ。子供じみた素朴な頭の持主でなければ、はいつくばったり物請いしたりするやり方でヴェルサイユ条約の修正をもたらすことができる、などという考えにふけることは不可能だろう。そのような修正の企てには、われわれドイツ人が所有していないタレーラン（※２）的人間性を必要とするに違いない、ということを完全に無視してもやはりそうなのである。わが国の政治家の半数は、非常に抜け目がないが、また同様に無節操であり、一般にわが民族に敵対的な意見をもつ分子から成立している。他方、残りの半数は善良な、お人よしで喜んで人の意に従うようなばか者どもから構成されている。それに加えて、時代というものはヴィーン会議以後変化してしまったのである。つまり、王侯や王侯の側室が国家の境界を掛値販売をしたり、値をつけたりしているのではなく、無慈悲な現世主義者ユダヤ人が諸民族の征服を目指して戦っているのだ。どの民族も剣による以外は自分達ののどからこのこぶしを離れさせることはできない。ただ力強く反抗に立ち上る国家主義的熱情が集結され、集中されて発揮する力だけが、国際主義的な民族の奴隷化に挑戦できる。そしてこのような事件は、変ることなくつねに血を見なければならない。

　それにもかかわらず、ドイツの将来はどっちみちすべてを賭けることを要求している、という確信がもしも正しいとすれば、政治的策略の考慮そのものなどはすべて完全に無視しても、すでにこのようにすべてを賭けるためには、それにふさわしい目標が設定され、また擁護されなければならない。

　一九一四年の国境はドイツ国民の将来にとってなんの意味もない。その国境は過去にドイツを守らなかったし、将来における勢力も保証していない。ドイツ民族は、その国境によって自国の内部統一を維持できないだろうし、それによっては自民族を養うことも保証されないだろう。またこの国境は、軍事的な観点からみても目的にふさわしくないもの、あるいはただ満足させることさえもしないもののように思われた。最後にまたこの国境は、われわれが現在他の世界列強、あるいは一層適切に表現すれば、本物の世界列強に対して維持している関係を改善することもできない。イギリスとの間隔も縮められないし、アメリカ合衆国の大きさにも到達できないのだ。いやそればかりか、フランスも自国の世界政策的重要性の本質的な削減などけっしてこうむらないに違いない。

　ただ一つだけ確実であるだろう。つまり、もっとも有利な結果となってさえ、一九一四年の国境回復のそのような企ては、わが民族体の一層ひどい流血に導くに違いない。しかもその流血は、国民の生活と将来を真に保証する決意や行為を行なうため注入すべき貴重な血液がもはや存在しなくなってしまうかもわからないほどなのだ。いやその反対に、そのような中味のない成功に有頂天になってしまい、「国民の名誉」はとにかく回復されたし、商業の発展にとっては少なくとも差し当り二、三の門戸が再び開かれたのだから、それ以上の目標設定はすべて喜んであきらめよう、という具合になるに違いない。




国家社会主義の外交目標

　それに対して、われわれ国家社会主義者は不動の態度でわれわれの外交政策目標、つまり、ドイツ民族に対して相応の領土をこの地上で確保することを固執すべきである。そしてこの行為は、神とわがドイツ国の子孫の前で流血を正当化するように思われる唯一の行為である。まずわれわれは、地上の支配者としての自分の地位を、ただ独創力およびこの地位を戦い取り維持しうる勇気だけに依存し、なにものもただで贈与されてはいない生物として、毎日のパンのために永遠の闘争が運命づけられてこの世界に存在させられている。その限り、流血は神の前で正当化されるものである。次にわれわれは国民の一人の血たりとも、その犠牲によって他の千人の生命が救われるということでなければ決して流さなかった。その限り、流血はドイツ国の子孫の前で正当化されるものである。将来いつかドイツ農民階層が力強い息子達を生みうる領土であるなら、その土地は今日の息子達を賭けることの正当な理由となるだろう。そして責任ある政治家というものは、たとえ現代において攻撃されようとも、いつかは血を流した罪過および民族を犠牲にしたことに対して無罪の判決を受けるはずである。




外交でセンティメンタリズムは不要

　さらにわたしは、そのような土地獲得には「神聖な人種の侵害」を見出すと称して、その見地から土地獲得に反対してへたくそな文章を書いている民族主義的三文文筆家に、もっとも激しく対決しなければならぬ。いやまったくこんなヤツらの背後にどんな人間が隠れているかわかったものではない。確実であるのはただ、かれらが準備しうるような混乱がわが民族の敵によって望まれており、またこれらの敵に都合のよいものであるということである。こうした行状によってかれらは、わが民族の内側からその生存に必要なものを擁護する唯一の正しい方法を望む意欲を弱めまた除去することに、無法にも協力している。なにしろどのような民族でも、生存を擁護すること以上の高級な願望から、そしてそれ以上の高い権利でもってこの地上の一平方メートルの領土をも所有してはいないからである。ドイツの国境が偶然による国境であり、その時代その時々の政治闘争による当分の間の国境であると同様、他民族の生活圏の境界もまたそうしたものである。そして、われわれの地球表面の形態が無思慮な低能児にとってのみ花か崗こう岩がんのように変化しないもののように見えるとしても、だが事実は不断の生成作用から自然の巨大なエネルギーによって作られて、流動している発展の中にあっていつでもただ見かけだけの静止を示しているに過ぎず、あるいは明日にでもより一層大きな力によって破壊または変形をこうむるか知れないのであるが、民族間の生活での生活圏の境界についても同様なのである。

　国境は人間によって作られ、そして人間によって変えられる。

　一民族によって法外な土地獲得が成功するという事実は、それを永遠に承認しなければならぬという抵抗しがたい義務を課すものではない。その事実はせいぜい征服者の力と忍耐する人々の弱さを証明するだけである。そしてその場合、この力の中にだけしか権利は存在しないのである。ドイツ民族が今日考えられぬほどの小さな面積の土地にすし詰めにされながら、みじめな将来に向かって進んでいるとしても、このことがけっして運命の命令ではないように、そんな将来に反逆することもまた運命を粗末に扱うことをけっして意味しないのである。それは、あるなにかより強大な権力が考えられて、それがドイツ民族より他の民族により多くの領土を与える約束をしたというようなことはないし、現在のような不正な土地配分の事実によってそうした権力が侮辱を受けているといったこともないのとまったく同じである。われわれの先祖達はわれわれが今日生活している土地を天から贈られて保持したのではなく、生命を賭けることによって戦いとらねばならなかったと同じように、将来われわれに土地、したがってわが民族の生活を割り当ててくれるのは民族に対する恩おん寵ちようではなく、無敵な剣の力だけなのである。

　今日どれほどわれわれがフランスとのあらゆる面での対決を急務であると認識しているとしても、もしわが国の外交政策目標がそれだけに終ってしまうとすれば、その対決は大体において無効なものであり続けるに違いない。その対決はただ、ヨーロッパでのわが民族の生活圏を拡大するための背面掩えん護ごをもたらすものである限り、意味をもちうるものであり、また実際にもつに違いない。なにしろ、われわれはこの問題を解決するのには、ただ植民地を獲得すればよいと考えてはならないのであり、母国の面積そのものを増し、それによって新しい移住者を本土との緊密な連合の中に維持するだけでなく、両者の結合の偉大さの中に存在する利益を全地域に保証するような移民領域を獲得することにもっばら問題解決はかかっているからである。

　民族主義的運動は他民族の代理人であってはならず、自身の民族の先鋒でなければならない。そうでなければその運動は余計なものであり、またとりわけ過去について不平をいう権利など少しもないのである。なぜなら、そうでない場合には、その運動は過去と同じことを行なうからである。旧ドイツ国の政治が誤って王朝的観点から決定されたと同じように、将来の政治は民族についての平凡な感傷癖によって導かれてはならない。だがとくに、われわれは周知の「あわれな諸々の小民族」の保安警察官ではなく、われわれ自身の民族の兵士なのである。

　しかしわれわれ国家社会主義者はまだ先に進まなければならない。つまり、もし領土拡張ができぬとすればある大民族が没落せねばならぬように思われる場合、領土に対する権利は義務と変りうる。その際任意の黒色小民族が問題ではなく、現在の世界に文化的素描を与えた全生活の母であるゲルマン民族が問題になっているとすれば、まったくそのことは特に妥当性を深めるのである。ドイツは世界的強国になるか、あるいは全然存在できないかのどちらかである。しかし、世界的強国になるためには、今日ドイツに必要な意義を与え、その国民に生活を与える国土の大きさが必要である。

　　　　　　　＊

東国政策の再開

　以上でもって、われわれ国家社会主義者は、わが国戦前の外交政策については終止符を打っておくことにする。われわれは六百年前に到達した地点から出発する。われわれはヨーロッパの南方および西方に向かう永遠のゲルマン人の移動をストップして、東方の土地に視線を向ける。われわれはついに戦前の海外植民地政策および貿易政策を清算し、将来の領土政策へ移行する。

　だが、われわれが今日ヨーロッパで新しい領土について語る場合、第一にただロシアとそれに従属する周辺国家が思いつかれるに過ぎない。

　この場合、運命自体はわれわれに暗示を与えようと望んでいるかのように思われる。ロシアはボルシェヴィズムに引き渡されたことにより、それまでこの国家を存立させ、またその存立を保証してきた知性がロシア民族から奪われてしまった。なにしろロシア国家の構造組織はロシアにおけるスラブ民族の国政能力の結果ではなく、むしろ低級な人種の内部に存在するゲルマン民族的要素による国家形成活動の驚くべき一例であるに過ぎない。地上の数多くの強国はこのようにして建設されたのである。ゲルマン民族の組織者や支配者を指導者にもつ劣等民族が巨大な国家構造に膨張し、また国家を形成し支えている人種の人種的中核が維持される限り相変らず存続したことは再三再四にのぼる。数百年来、ロシアはその上級の指導層にいたこのゲルマン民族的中核のおかげで存続してきた。この中核は今日ほとんど跡かたもなく根絶され抹消されたと見なすことができる。その代りにユダヤ人が登場した。ロシア人自身にとって、自己の力でユダヤ人のくびきを振り払うことが不可能であるように、ユダヤ人にとってもこの強力な国家を永い期間にわたって維持することは不可能である。ユダヤ人自身は組織の構成分子ではなく、分解の酵素である。東方の巨大な国は崩壊寸前である。ロシアでのユダヤ人支配の終結は、国家としてのロシアの終結でもあるだろう。われわれは、運命によって民族主義的人種理論の正当さをきわめて強力に裏書きするに違いない一大破局の目撃者となるよう選ばれている。

　だが、われわれの課題、国家社会主義運動の使命は、わが民族の将来の目標が新しいアレキサンダー遠征といった心を酔わせる感銘で実現されたと見なされてはならず、剣によってのみ大地が与えられうるとしても、むしろドイツの鋤すきによる勤勉な労働にこそ将来の目標があるのだ、という政治的洞察をわれわれ自身の民族が持つようにさせることにある。

　　　　　　　＊

ビスマルクの対ロシア政策

　ユダヤ人がそのような政策に対して、きわめて激しい抵抗の意志を表明することは自明である。かれらは他のだれよりも、この行為が自分自身の将来に対してもつ意味をよりよく感じている。外ならぬこの事実こそ、あらゆるほんとうに国家主義的な考え方をしている人々に、このような新しい方向づけの正当さを悟らせてもよいはずである。だが残念ながら、事態は反対の方向に進む。ただドイツ国家人民党ばかりでなく、「民族主義」的な仲間の中にさえ、このような東方政策の思想に対する熱烈きわまりない挑戦者が現われるが、その場合、同じような状況になるとほとんど例外なく行なわれるように、かれらはずっと偉大な人物を証人として引き合いに出すのである。ナンセンスであると同様不可能であり、ドイツ民族にとっては危険きわまりない政策をかばうために、ビルマルクの精神が引用されるのだ。ビスマルク自身はかつてつねにロシアとの友好関係を尊重していた、とかれらはいう。それは絶対に正しい。しかしかれらはその場合、次のことについても述べなければならぬことをまったく忘れているのだ。つまり、ビスマルクがたとえばイタリアとの友好関係にも同じように大きな顧慮を払っていたこと、いやそればかりか、このビスマルクという同一人物がかつてイタリアと同盟したのはオーストリアをより楽に仕末できるということのためであったことに、言及するのをまったく忘れている。それではなぜこちらの政策を同じように続けてゆかないのだろうか？　「それは今日のイタリアは当時のイタリアではないからである」と、かれらは答えることだろう。結構だ。しかしそれなら、尊敬すべき諸君よ、どうか次のような異議を申し上げるのを許して頂けまいか。つまり、今日のロシアもまたもはや当時のロシアではない、と。ビスマルクは、一つの政治進路を戦術的原則として永遠に固定しようと望むことなど、一度として思いついたことがなかった。かれはこのようなことにかけては、好機会を逃さぬ非常な達人であったので、そのように自分を拘束するようなまねはしなかったはずである。したがって、問題は、なにをビスマルクが当時実行したか？　ではなく、むしろ、今日だったらかれがなにをするだろうか？　ということになる。そしてこの問題はかなり容易に答えられる。かれは政治的に抜け目がないから、没落するに決まっているような国家とは同盟しないに違いない。

　ところで、ビスマルクは当時すでにドイツの植民および貿易政策に交錯した感情を抱きながら眺めていた。なにしろ、かれにとっては差し当り、ただかれによって創設された国家組織の強化と内部の緊密化をもっとも安全な方法で可能にすることだけが問題だったからである。このことはまた、かれが当時ロシアの背面掩護を歓迎した唯一の理由でもあったが、この掩護はビスマルクが腕を西に向かって自由に振りまわすことを許したのである。しかし、当時ドイツに利益をもたらしたものが、今日では危害をもたらすに違いないのだ。




「被抑圧国民同盟」

　すでに一九二〇年～二一年の頃、つまり若い国家社会主義運動が徐々に政治の地平線上に顔をのぞかせ始め、そしてあちらこちらでドイツ国民の自由運動と呼ばれるに至った頃、さまざまな方面からわが党に向かって、この運動と他国の自由運動との間に一定の関係をつけようと企てる人間が接近してきた。かれらは多くの人々により宣伝されていた「被抑圧国民同盟」の線につながっていた。かれらは主に個々のバルカン諸国家の代表者であり、さらに進んでは、なにも実際的な背景がないのに、各々が決まっておしゃべりで偉がり屋の印象をわたしに与えたようなエジプト人やインド人連中であった。だが、このようにうぬぼれた東洋人によってだまされ、まただれかれなしに取るに足らぬようなインドやエジプトの学生を、無造作にインドやエジプトの「代表者」と決め込んでしまうドイツ人が少なくなかったし、国民主義陣営にはとくにそれがはなはだしかった。これらドイツ人には、それらの連中が多くの場合およそ背後には支持するなにものももたず、とりわけなにかの協定をどこかと結ぶといった権利の委任などだれからも受けていず、結局、このような分子と関係したところで、それで浪費した時間をとくに損失としてなおも記録してみようとするのでもない限り、その実際的成果はゼロである、ということがまるきり理解されていなかったのだ。わたしはこのような企てに対してつねに抵抗していた。なにしろ、わたしが、そのような無益な「論議」で幾週間もむだにつかうよりも、もっと優れたことをすべきだったというばかりでなく、かりにかれらがそれらの国民の全権委任を受けた代表であったとしてさえ、それらすべてが無用であり、いや有害であるとも考えられたからである。

　ドイツの同盟政策がその積極的な攻撃意図を欠如していたために、老いて世界史的には恩給退職者のような状態の諸国家との防衛同盟に終ってしまったことは、平和な時代でさえもすでに大変困ったことだった。オーストリアとの同盟も、トルコとの同盟もそれ自身ほとんど好都合だという点はなかった。地球上で最大の軍事、工業諸国家が積極的な攻撃同盟によって連合していたというのに、ドイツは二、三の老いぼれて無気力となった国家組織を結集し、これらの没落の運命にあるガラクタと共に積極的な世界連合に立ち向かおうと企てたのだ。ドイツはこの外交政策の誤りに対してきびしい報いを受け取った。だがこの報いもいまだにきびしさが十分でなかったように思われる。というのも、われらの永遠の妄想家連中がたちまち同様の過失に陥るのを用心させることもできなかったからである。なにしろ、「被抑圧諸国民同盟」によって全能の勝利者の武装解除ができるのだという企ては、笑うべきものであるだけではなく、有害でもある。なぜ有害かといえば、それによってわが民族は現実に可能であることから再三再四注意をそらされてしまい、結果としてその代りに妄想に満ちた、なおかつ不毛な希望や幻想にふけることになるからである。今日のドイツはわらでもなんでもつかもうとするおぼれかけているものと実に似ている。それも平常ならば大変教養のある人々に当てはまるのである。いくら非現実的に思えても、とにかく希望の鬼火がどこかに見つかったならば、これらの人々はもう早速足早やに駆けだし、まぼろしを追いかけてゆくのである。それが被抑圧国民同盟であれ、国際連盟であれ、あるいはその他の新しい妄想的な虚構であれ、一切お構いなしにこの虚構は幾千という信者の群を見つけだすに違いない。




イギリスのインド統治は動揺しているか？

　わたしはなお今でも記憶していることだが、一九二〇～二一年当時突然民族主義者の仲間の中で、イギリスはインドで崩壊寸前にある、という子供じみた、そして理解に苦しむ希望が浮び上ってきた。当時ヨーロッパをうろつき回っていたアジア人のだれともわからぬ香や具師し連中──ほんもののインドの「自由の闘士」といっても差しつかえないのだが──が平常はまったく理性的な人間の頭の中にまでも、インドに自国の土台を所有している大英帝国が外ならぬそのインドで崩壊寸前にある、という固定観念を注ぎ込むことをやってのけたのである。その上この場合でも、ただ自分達自身の願望があらゆる思いつきの源泉であったに過ぎぬことは、当然かれらに自覚されていなかった。同様にまた、自分自身の希望が矛盾していることについても自覚されなかった。なにしろ、かれらはインドにおけるイギリス統治の崩壊から大英帝国とイギリス勢力の終末を期待しているにもかかわらず、正しくインドこそイギリスに対してもっとも卓越した重要性をもっている、ということをやはり自身で承認しているからである。

　だが多分この致命的な問題は、実際に単にドイツの民族主義的予言者に底知れぬ神秘として熟知されていただけでなく、恐らくイギリス史を導いていく人々自身にもよく知られていたに違いない。イギリスは自己の世界連邦に対してインド帝国のもつ重要性を正しく評価できぬ、などと仮定することがすでにまことに子供じみている。そして、もしイギリスが最後のものもつぎ込まずにインドを放棄するなどと空想するならば、それは世界大戦から全然学ばなかったことに対する、そしてまたアングロサクソン人種の決意の固さを完全に誤解し、認識していないことに対する不幸な徴候であるに過ぎない。それはさらに、ドイツ人が、この国土へイギリスが侵入しまた支配した際にとった方法をまるきり理解していないことの証明である。イギリスは、自己の支配機構の中で人種的解体の運命をたどるか（現在のところインドでは完全に問題外であるようなことだが）、あるいは強力な敵の剣によって征服される場合にのみ、インドを失うだろう。しかし、インドの扇動者連中にはこのことは成功しないだろう。イギリスを征服することがどれほどむつかしいものであるかは、われわれドイツ人が十分体験してきた。わたしはゲルマン人として、それでも依然としてインドが他国に支配されるよりは、イギリスの統治下にあるのをむしろ望ましく思っているが、このことはまったく無視しよう。

　それとまったく同じように、エジプトに荒こう唐とう無む稽けいの反乱を希望することもあわれむべきものである。この「聖戦」は、わがドイツの机上の勝負師連中には、今や他のものが喜んでわれわれのために血を流すことを覚悟している──正直にいうならば、なにしろこの臆病な思惑こそがきっとそのような希望のひそかな源泉である──という快適な戦慄を与えることができるが、現実的に考えれば、その聖戦はイギリスの機関銃中隊の一斉射撃と爆裂弾のあられの下に地獄のような終末をつげるはずである。

　自国の生存のために、必要ならば血の最後の一滴も注入する決意をしている強力な国家を、とんまな国家の連合によって包囲攻撃することなど正しく不可能である。人類の価値を人種的基礎でもって評価する民族主義信奉者として、わたしはこれらのいわゆる「被抑圧諸国民」が人種的に低級であることをすでに認識しているので、自己の民族の運命をそれらの国民の運命と結合させることはできないのである。




ロシアとドイツの同盟はどうか？

　だがわれわれは今日ロシアに対しても、それとまったく同じような態度をとらなければならない。ゲルマン人の上層部を奪われている目下のロシアは、その新しい支配者の内的な意図をまったく無視するとしても、ドイツ国民の自由闘争にとって同盟国ではない。純粋に軍事的に考えても、ドイツとロシアが西欧に対して、多分他の全世界を相手にすることになろうが、戦争をする場合には、状況は正しく破局的なものとなるのであろう。戦争はロシアの土地でなく、ドイツの大地で行なわれるに違いない。そして、その際ドイツはロシアからほんの少しばかりも、有効な援助を受けることができないに違いない。今日のドイツ国の軍隊は非常にみじめであり、外国との戦争はとても不可能であるから、イギリスを含めて西欧に対する国境防衛はどこもかしこも実施されることができず、外ならぬドイツの工業地帯はわれらの敵の集中する攻撃兵器に対して無防備の状態に任せられているのだ。その上さらに、ドイツとロシアの中間には完全にフランスの手中にあるポーランド国家が存在している。ドイツとロシアが西欧と戦う場合には、ロシアは自国の最初の兵隊をドイツ戦線にもたらすために、まずポーランドを圧倒しなければならぬことになる。だがその場合、兵隊などよりも技術的装備が問題である。この観点から見れば、世界大戦中の状態が、ますますそれに輪をかけたひどさでくり返されるに違いない。当時ドイツの工業はわが国の光栄ある同盟諸国のために無心されただけで、ドイツはほとんどまったく独力で技術戦を引き受けなければならなかったと同じように、この戦争でもロシアは一般に技術的要素としては完全に問題外であるだろう。次の戦争できっと圧倒的に勝敗を決定するものとして現われてくるであろう世界の一般的モータリゼイションに対して、われわれの方にはほとんどなにも対抗すべきものをもちえないと思われる。なぜなら、ドイツ自体がこのもっとも重要な方面で不面目にもはるかに立ち遅れているだけでなく、自国が現にもっているほんのわずかなものによって、今日でさえまだ実際に走る自動車を生産しうる工場一つないようなロシアをさらに守らなければならなくなるに違いないからである。したがって、そのような戦争はただ虐殺という性格をもつに過ぎないだろう。ドイツの青年は以前に比べてもっと多くの血を流すに違いない。というのは、いつでもそうであるように戦争の負担はわれわれだけで背負い込むこととなり、その結果はのがれられぬ敗北となるに違いないからである。

　だが、かりに奇跡が生じ、そのような戦争がドイツの徹底的な破壊に終らなかったとした場合を仮定してさえも、究極的な結果はやはり、出血し尽したドイツ民族が相変らず大軍備をもつ諸国家に包囲され続け、それゆえ自国の実際の形勢は少しも変更されていない、ということでしかないだろう。

　ところで、ロシアと同盟することをすぐに戦争と結びつけて考える必要はないだろう。あるいはたとえそうだとしても、そのような戦争のためには根本的な用意もできるだろう、などと異議を唱えてはいけない。そうはならないのだ。戦争意図を目的として含まないような同盟はナンセンスであり、また無価値である。戦争のためにのみ同盟は結ばれるものである。そして、たとえ同盟条約を締結する時点においては対決がまだ非常に遠い先のことであるとしても、それにもかかわらず戦争に巻き込まれるという見込こそが同盟締結をもたらす本質的誘因である。また、あるどこかの国がこのような同盟の意味を違った風に理解するかも知れない、などとはもちろん信じてはいけない。ドイツ・ロシア同盟はただの紙片だけで終ってしまい、われわれにとって無益、無価値であるか、あるいは、その同盟は条約書の文字だけに止まらず目に見える現実に転化──こうなれば他の国々は警告されるに違いない──されるかの、いずれかである。そのような場合イギリスとフランスが、ドイツ・ロシア同盟が戦争のための技術的準備を終了してしまうまで、十年でも待ってくれるかも知れぬなどと考えるのは、なんという思慮のない話だろうか。けっしてそうではない。あらしは電光のように速くドイツに襲いかかってくるに違いない。

　したがって、ロシアと同盟を締結するという事実のうちには、すでに次の戦争についての見込がつけられている。締結の結果はドイツの終末となるはずである。

　だがその上になお次のことがつけ加わる。つまり、

　１　ロシアの今日における権力者は、誠実な態度で同盟に加わることはもとより、さらにそれを維持することなど、ちっとも考えていない。

　人々はとにかく次のようなことを忘れてはならない。つまり、今日のロシアの統治者達は血でよごれた下げ賤せんな犯罪者であること、またかれらは人間のくずであり、悲劇的な時期の情況に恵まれて大国家を打倒し、その指導者的なインテリ数百万を粗野な残忍さでもって惨殺し、根絶し、今やざっと十年ばかりの間どんな時代にもなかった残酷きわまる暴政を行なってきていることを忘れてはならない。さらにまた、これらの権力者達が野獣のような残忍さをとらえがたいうその技術に非凡な融合方法で結びつけて、自分達の残虐な圧制を全世界に加えるのには今日こそもっともよいという使命感をもった一民族に属していることを忘れてはならない。次にまた忘れてならないことは、ロシアを今日完全に支配している国際主義的ユダヤ人がドイツを同盟国と見なさず、自国と同じ運命に定められている国家と見ているということである。しかし、他方の国の絶滅がその唯一の関心であるような相手国とどんな条約も結んではならない。とりわけ、どんな条約も神聖でないに違いない奴ら、というのは、かれらは名誉と真実の擁護者としてでなく、虚偽、欺瞞、剽ひよう窃せつ、強奪、横領の代表者としてこの世の中に生きているからであるが、そんな奴らとは条約を結ばないものである。もし人間が寄生虫と契約による結びつきが可能だと信ずるならば、それは木が自己の利益を求めてやどりぎと協定を結ぶのと似ている。

　２　以前ロシアを敗北させた危険は、ドイツにとって絶えず現存している。ボルシェヴィズムが払いのけられたと思い込むのはただブルジョア階層のお人よしだけができることである。かれらは自分達の皮相な考え方からして、この際問題であるのは本能的な事実であること、つまりユダヤ民族の世界征服を目指す本能的な事象、さらに換言すれば、アングロサクソンがアングロサクソン自身でこの地球の支配権を手に入れようとしている本能とまったく同じく自然な事象であるとは夢にも思っていないのである。そしてアングロサクソンがこの道をかれら流儀で歩き続け、闘争をかれらの武器でもって戦っているのとまったく同様に、ユダヤ人もまたそうしている。かれらはかれらの道、つまり諸民族中に潜入し、これらの民族の内部を空洞にするという道を進んでおり、そしてかれらの武器、つまり虚偽と中傷、毒殺と壊敗でもって、かれらが憎悪する敵を残虐に絶滅するまでは闘争を強化しつつ戦うのである。ロシア・ボルシェヴィズムは二十世紀において企てられたユダヤ人の世界支配権獲得のための実験と見なされなければならぬ。このことは、かれらが他の諸時代において、たとえ内面的に同質であるとしても別の事象の経過によって、同一目標に到達しようと試みたのとまったく同じである。かれらの本能はもっとも奥底では、かれらの本質的存在である種に基いている。他の民族もけっして自発的に自己の種と勢力を拡張しようという衝動に従うのを断念することなどなく、外部の状況からそのように強いられるか、あるいは老化現象によって無気力に陥るかのどちらかであるに過ぎないように、ユダヤ人もまた自分の世界独裁の道を自発的な断念によってだめにしたり、あるいは自己の永遠の熱望を抑制することによってだめにすることはけっしてしない。ユダヤ人もまたかれら自身の外部にある力によって、自分達の道を押し戻されるか、あるいはかれらのあらゆる世界支配本能がかれら自身の死滅によってくたばってしまうかのどちらかである。だが諸民族の無気力化やその老衰死はそれら民族の血の純粋さの放棄に基いている。そして、ユダヤ人は地上の他のあらゆる民族よりも血の純粋さを保護している。したがって、ユダヤ人にある他の勢力が対抗し、激しい格闘によってこの巨人を再び悪魔のところへ追い返さぬ限り、かれらは自分達の宿命的な道を前進するのである。

　ドイツは今日ボルシェヴィズムの差し当っての大きな闘争目標である。わが民族をもう一度引きずり上げ、この国際主義的蛇連中の籠絡から救い出し、国内での民族の血の堕落を阻止し、その結果として自由となりゆく国民の力を、未来永遠にわたって先ごろの破局をくり返さずにすむようなわが民族の守り手として注入しうるためには、若々しい使命感に満ちた理念のもつあらゆる力が必要である。しかしこの目標が追求される場合に、われわれ自身の将来にとっては仇きゆう敵てきであるものを支配者としている国家と同盟を結ぶなどということは狂気の沙汰である。もし自分自らボルシェヴィズムの抱擁に身を任せているのであれば、どのようにしてその悪意に満ちた抱擁のきずなからわれわれ自身の民族を救い出すというのだろうか？　もし自分自身がこの悪魔の組織と同盟するのであれば、したがってそれを大体において承認するならば、どのようにしてボルシェヴィズムがのろうべき人類に対する犯罪であることをドイツ労働者に理解させるというのであろうか？　さらにもし国家の指導者自らがある世界観の代表者を同盟者として選ぶならば、どのような権利でもって、その世界観に対し好意をもったからという理由から大衆階層の者達を非難できるのか？

　ユダヤ人の世界ボルシェヴィズム化に反対する闘争は、ソヴィエト・ロシアに対するはっきりした態度を要求する。ベルゼブブ（※３）によって悪鬼を追い出すことはできない。

　民族主義者の仲間でさえも今日ロシアとの同盟に熱中しているけれども、かれらはドイツ国内だけでも見回して、自分達の行動がだれの支持をえるかを自覚しなければならない。あるいは、またもや民族主義者連中は、国際主義的なマルクス主義者の新聞によって推薦され要求されている行動を、ドイツ民族にとって祝福豊かなものと見なしているのだろうか？　いつから民族主義者連中は、ユダヤ人がたて持づらをしてわれわれに差し出しているかっちゅうをつけて戦っているのだろうか？




戦前のドイツ──ロシア

　旧ドイツ帝国はその同盟政策の点で散々に非難されても仕方がなかった。つまり、ドイツはどんな犠牲を払ってでも世界平和を守ろうとする病的な弱気から、絶えずあれこれ迷っているうちにあらゆる国との関係をだいなしにしてしまったのである。しかし、一つだけは非難されることができない。つまり、ロシアとの友好関係はもはや維持されなかったことである。

　実をいえば、わたしはすでに戦前からドイツがナンセンスな植民政策を断念し、また商船隊、艦隊もあきらめて、同盟をイギリスと結んでロシアと対抗し、それによって弱々しい全面友好的政策を捨てて大陸で土地の獲得を目指す断固たるヨーロッパ政策に移ったほうがずっと正しかったと思っていたのだ。

　忘れることのできないのは、当時の汎スラブ主義ロシアがドイツにあえて行なった絶えざる厚かましい脅かしである。わたしはまた、その意味がドイツを怒らすことにしかなかったような動員訓練を絶えずくり返したことも忘れない。さらにまたわたしは、戦前すでにわが民族と国家に対し、憎悪に満ちた攻撃を熱心にやっていたロシアの世論の調子も忘れることができない。最後に、われわれよりもフランスにますます心酔していたロシアの大新聞を、わたしは忘れることができない。

　しかしそれらすべてにもかかわらず、戦前にはまだ第二の道が存在していたとも考えられる。イギリスと対抗するために、ロシアに頼ることができたかもわからなかった。

　今日では状況が変ってしまっている。たとえまだ戦前にはあらゆる胸に迫りくる感情を押し隠してロシアと同調することもできたに違いないが、今日ではもはやこのことは不可能である。その後世界の時計の針はどんどん進み、わが民族の運命がどっちみち決定されねばならぬ瞬間を巨大な時鐘の響きでもってわれわれに告知している。現在地上の諸大国家が強固になりつつある傾向はわれわれに対する最後の警報であり、われわれは自省し、夢の世界からわが民族を再びきびしい現実に連れ戻し、旧ドイツ国を新たな繁栄に導きうるたった一つの将来への道をかれらに指示しなければならないのである。




将来の政治的誓約

　もし国家社会主義運動が偉大な、もっとも重要な課題についてあらゆる幻想から解放され、理性を唯一の指標と見なすならば、いつの日にか一九一八年の破局はわが民族の将来にとってなお無限の祝福を与えるものとなることができる。その時はこの崩壊からわが民族は脱出して、自国の外交政策的行動を完全に新しく方向づけるところまで到達できるし、さらに、国内では民族の新しい世界観による強化が行なわれ、国外に対してもその外交政策の究極的な安定化が達せられるのだ。そうなれば結局、イギリスが所有しており、ロシアでさえも所有していたもの、そしてフランスに再三再四、同様な、自国の利益にとって申し分のない正しい決定をまちがいなく見つけさせたもの、つまり、政治的誓約をわが民族も手に入れることができるのである。

　だがドイツ国民の国外に向かっての行動に対する政治的誓約は、つねに意味あるためには次のようでなければならないし、またそのようであるに違いない。

　つまり、ヨーロッパ内に二つの大陸強国の成立をけっして許してはならない。ドイツ国境に第二の軍事的強国を組織しようとする企ては、たとえそれが軍事的強国になる可能性のある国家の創設という形式で行なわれるに過ぎぬとしても、すべてドイツに対する攻撃と見て、そのような国家の成立を阻止するため、あるいはすでに成立している場合にはそれを再び粉砕するために、あらゆる手段を用い、武力使用も辞さぬことが権利であるばかりか義務でもあると考えねばならない。──わが民族の力がその基礎を植民地にではなく、ヨーロッパの故郷の大地の上に維持するように尽力すべきである。もしドイツ国が数百年のその後までも、わが民族の子孫達にかれら自身の地所を与えることができぬとすれば、けっしてそれを安全な国家であると考えてはならない。この世界でもっとも神聖な権利は、自分自身で耕そうとする土地の権利でありもっとも神聖な犠牲はこの土地のために流される血であることを忘れてはならない。

　　　　　　　＊

ドイツ・イギリス・イタリア同盟

　わたしはこの考察を終える前に、現在ヨーロッパ内でわれわれのために考えられる唯一の同盟可能性について、もう一度ふれておかねばならない。わたしはすでにドイツの同盟問題を述べた前章の中で、イギリスとイタリアをば、われわれにとって密接な関係を結ぶ努力をする価値があり、また有望であるようなただ二つの国家と呼んでおいた。この場所で、わたしはもう一度簡単に、そのような同盟のもつ軍事的意味について一言述べよう。

　この同盟締結の軍事的帰結は、どこから考えても、ロシアとの同盟結果とは反対になるに違いない。もっとも重要な点は差し当り、イギリスとイタリアに接近することは少しも戦争の危険をひき起すものでないという事実である。この同盟に反対の立場に立つものとして考慮されてもよい唯一の強国、つまりフランスも反対することができぬに違いない。したがってこの同盟はドイツに、このような提携のわくの中でではあるが、フランスに返報するためいずれにせよ行なわれなければならぬ準備をまったく安んじて行なう可能性を与えることだろう。なにしろそのような種類の同盟の重要さは、たしかに、正しく次の点にあるからである。つまり、ドイツはこの締結によってすぐに敵の侵入の犠牲となるというのではなく、かえって敵の側の提携自体がくじかれる。われわれに無限に多くの不幸をもたらした協商それ自体が解消され、それによってわが民族の仇敵であるフランスは孤立に陥るのである。たとえこの成果が差し当りは、ただ精神的影響しかもたないとしてさえも、それは十分に、今日ではほとんど予想もできぬほどの行動の自由をドイツに与えることは間違いない。なぜなら、行動の規準は新しいヨーロッパにおける英・独・伊同盟の手中にあり、もはやフランスにはないはずだからである。

　その次の成果は、一瞬にしてドイツが自国の不利な戦略的態勢から解放されるに違いないことである。一方ではきわめて強力な側面援助、他方では食糧と原料をわが国に供給するのが完全に保障されること、これらは新しい国家秩序に与えられる祝福に富んだ成果に相違ない。

　だがおよそ、それよりも一層重要なことは、この新しい同盟が多くの点で相互にほとんど補い合う技術的な実行力をもった国々を含んでいるという事実であるだろう。第一に、ドイツは、ヒルのようにわが国固有の経済に吸いつくこともなく、その上わが国の技術的準備を十分過ぎるほど完成させるのにそれぞれの分を尽しうるし、また尽すことも間違いないと見られる同盟国を手に入れることとなろう。

　さらに次のような最後の事実も見逃してはいけない。つまり、これら二つの同盟国のどちらもトルコや今日のロシアと比較されうるような国ではないのだということである。地上で最大の世界強国とはつらつとした国家主義国家はドイツが前大戦で同盟した腐敗している国家のしかばねとは異なった前提を、ヨーロッパでの闘争に対して提供してくれるに違いない。




東方政策のための前提

　わたしがすでに前章で強調したように、このような同盟に対する困難が大きなものであることはたしかである。しかしあの三国協商の形成などは幾分でも仕事がやさしかっただろうか？　エドワード七世（※４）のような国王にできたこと、一部では自然の利益にほとんど反しながらも成功したことは、もしそのような発展の必然性を認識することによってわれわれが鼓舞され、われわれ自身の行動を賢明な克己心でもってその必然性に従うよう決定する場合には、われわれにも成功すべきものであるし、また成功もするだろう。そしてこのことは、困窮したことを忘れずに胸に抱きつつ、この数十年の外交政策上で無目標だった態度を捨てて、唯一の目標を意識した道を歩み、またこの道を堅持する時やっと可能になるのである。西方路線も東方路線もわが国外交政策の将来の目標とはなりえず、わがドイツ民族に必要な土地の獲得という意味での東方政策が目標なのである。このためには力が必要であるが、しかしわが民族の仇敵であるフランスはわれわれを無慈悲にも窒息させており、力を奪っているのであるから、結果としてヨーロッパでのヘゲモニーをねらうフランスの努力の絶滅を促進するに役立つとしたら、われわれはどんな犠牲もひき受けなければならない。われわれと同様に大陸でのフランスの野心を我慢できぬと感じている国々は、すべて今日ではわれわれの当然の同盟国である。もし究極的な結果として、わが国にきわめて残忍な憎悪を抱く国を圧倒する可能性だけでも提供するものであれば、そのような同盟国に接近する道はわれわれにとって苛酷過ぎることなどありえないし、断念するなど口に出せるものとは思えないのである。もし最大の傷を焼しよう灼しやくしていやしうるとすれば、われわれは安心して時間という緩和作用に小さな傷の治療を任せられるのである。




国家社会主義の外交政策上の捺印

　もちろんわれわれは今日、国内のわが民族の敵による憎悪に満ちた叫び声に取り囲まれている。しかしわれわれ国家社会主義者はその声に影響されて、われわれの心の底にある確信からすれば絶対に必要なことを予告するのにけっして迷ってはならない。今日おそらくわれわれは、ユダヤ人の術策によってドイツ人の無思慮が利用し尽された結果である惑乱された世論の流れに抵抗しなければならず、おそらくたびたびその波は悪意に満ちて荒々しくわれわれの回りに砕け散るであろう。しかし流れにそって泳ぐものは、川の水に逆らって抵抗するものよりも見落されやすいものである。今日われわれは一つの岩礁である。数年もせぬうちに早くも運命はわれわれをダムに作り上げるかも知れない。全体の流れはこのダムに当って砕け、新しい河床に流れ込むだろう。

　したがって、外ならぬ国家社会主義運動は他の世界の人々の目に、自己をある特定の政治的意図の所有者であることを認識させ確認させることが必要である。天はわれわれをどうなさるご心算かわからぬが、われわれの面構えを見てもうわれわれの本質をわかってもらいたいものである。

　われわれの外交政策上の行動を決定すべきである偉大な必然性をわれわれ自身が認めるやいなや、この認識から堅忍不抜の力が流れ出るだろう。そしてわれわれの敵側の新聞暴徒によるやつぎばやの攻撃にあって、味方のあちこちで不安な気分が生じたり、またすべてのものを敵に回さぬために、少なくともここあるいはそこの分野では譲歩を承諾しよう、郷に入っては郷に従おうというような気持が少しでも味方を襲ったりする場合には、しばしばその力がわれわれには必要となる。







　第十五章　権利としての正当防衛




卑怯な屈服は恩恵をもたらさなかった

　一九一八年十一月の武装解除でもって、どんな人間の予測でも、徐々に完全な屈服にまで行きつくに相違ない政策が始まったのである。これと似た種類の歴史的諸例が示すように、絶対にやむをえないという理由もなしにまず武器を投げ出した諸民族は、次の時代になっても、新しく力に訴えて自分達の運命を変更しようと企てるより、むしろこの上ない軽[image: 蔑]と強奪を耐え忍ぶものである。

　これは人間的に当然なことである。賢い勝利者は可能な限り、自分の要求をつねに分割して敗北者に課するだろう。そのように運べば勝利者は、節操を失ってしまった民族──自ら進んで降服するような民族はすべてそうなるが──がそのような個々の圧制のどれに対しても、もう一度武器をとるに足る十分な理由をもはや感じ取れない、ということを期待してよいのである。だがこのような仕方で強奪が従順に容認されればされるほど、見かけ上は個別的であるとしてもしかしもちろんのこといつもくり返されている新しい圧迫に対して、最後になってどうしても抵抗しなければならぬなどということはますます妥当でないように見えてくるものである。要するに、とにかくそのような民族が、すでに非常に多くのそしてまた大きな不幸をおとなしく、忍耐強く耐えてきた場合にはとくにそうしたことがいえる。

　カルタゴの没落は、そのような緩慢な自業自得の破滅が一民族を襲ったことをもっとも恐るべき形で示している。

　それゆえクラウゼヴィッツ（※１）もかれの「三つの信条」の中で、卓絶した仕方でこの思想をつかみ出し、そして次のように語ることにより、あらゆる時代の人々にはっきりとその点を指摘している。つまり、「卑怯な屈服の汚名はけっして消し去ることはできぬ。一民族の血液内のこの毒薬のしずくは子孫に伝えられ、その後の種族の力を奪い、害するだろう」。またこれに反して、「血みどろの、名誉ある闘争の結果であれば、この自由の滅亡でさえも民族の再生を保証し、そして、いつか新しい樹木となってしっかりと根をおろすような生命の種子である」

　もちろん、名誉も節操もなくしてしまった国民ならば、このような訓戒を気にすることもないだろう。なにしろこの訓戒を肝に銘じているものは、とにかく、決してそんなにひどく堕落することがありえないし、それを忘れるか、あるいはもはや知ろうともしないものだけが破滅するに過ぎぬからである。したがって、節操を欠いて屈服している連中に対して、かれらが突然後悔し、その結果、理性とすべての人間経験に基いて今までとは違った行動をするなどと期待することは許されない。それどころではなく、他ならぬこれらの連中は、それらの訓戒をすべてまったく拒絶するだろうが、その結果は民族が自己の奴隷的首かせにすっかり慣れてしまうか、あるいはにくむべき破滅をもたらしたものから、権力を奪うために一層強大な勢力が表面に現われてくるのを待っているかである。その第一の場合には、これらの人間は賢い勝利者によってしばしば奴隷監督の職務を与えられているため、決してそれ程悪い感情を抱かないのが常である。その場合、これらの節操のない連中は、自分自身が属する民族に対してこの職務を行なうのに、たいていは敵自身によってその職につけられた外国の野獣のような人間のだれよりも一層無慈悲であるとすらいえる。




一八一三年までの七年──ロカルノまでの七年

　ところで一九一八年以来の事件の発展は、従順に服従することによって戦勝国の恩恵がえられるのではないかという希望が、ドイツでは残念ながらきわめて不幸な形で大衆の政治的洞察と行動を決定していることをわれわれに知らせる。したがってわたしは大衆に強調点を置くのが大切だと思うが、それというのもわが民族の指導者の一切の行動がことによれば大衆と同じ堕落的な妄想のせいだなどという説明を、わたしは認めることができないからである。戦争終結以来わが国の運命の管理人は、今や完全に明らかであるようにユダヤ人であるから、ただ誤った認識だけがわれわれの不幸の原因であるなどとは実際信じられず、その反対に故意の計画がわが民族を破滅に導いたということをわれわれは信じざるをえないのである。そしてまずこの観点から、わが民族の外交政策指導層の外見上の妄想を再吟味してみれば、ただちにその妄想と見えていたものがユダヤ人の世界征服の思想と闘争に奉仕するための、狡猾きわまる、氷のように冷たい論理的思考であることを暴露される。

　したがって、完全に破壊されていたプロイセンが新たな生活力と闘争決意で満たされるためには一八〇六年（※２）から一八一三年までの短期間で十分だったのに、その同じ期間が今日ただ無為に過ぎてしまっただけでなく、それどころかわが国家をますますひどく弱体化しつつあったことも理解できるように思われる。

　一九一八年十一月以後七年たってロカルノ条約（※３）は署名されたのだった！

　しかもその経過は以前すでにスケッチしておいた通りのものであった。つまり、一度不名誉な休戦が署名されるやいなや、わが民族はその後常にくり返されてなされる敵の抑圧的方策に対して、今や突然抵抗を企てるといった実行力も勇気も湧わきではしなかった。だが敵は非常に賢明だったので、一時にあまりにも多くのことを要求はしなかった。かれらはつねに自分達の強奪を一定の範囲に制限していた。つまりその範囲とは、かれら自身の考え方──そしてまたわがドイツ指導者層の考え方でもある──からは、現在まだ辛抱できるに違いないと思われ、またしたがって民族感情が、敵の強奪によって爆発するのを恐れる必要がない限度のことである。しかしこのような命令的条約の個々の条項が署名され、苦心惨さん澹たんしながらも果たされてゆけばゆくほど、個別的に追加されてくる強奪あるいは不面目な要求と直面しても、今や突然に、その他の非常に多くの場合にもできなかったことつまり抵抗を行なうことは一層妥当でないように思われてくるものである。これこそクラウゼヴィッツの語った「毒薬のしずく」のことである。なにはさておきまず犯された無節操な行ないは、それ自体ますます拡大されなければおさまらぬものであり、徐々にきわめて悪性な遺伝となって、あらゆる将来の決意の上に重くのしかかってゆくものである。それは恐るべき重荷となりうるもので、しかもそうなってしまえば民族はもはやほとんどそれを振り落すことができず、それによって、最後には奴隷的種族という存在にひきずり落されるのである。




不快な警告者の迫害

　以上のようにドイツでも武装解除および奴隷化の訓令、政治的無防備化、経済的搾取等が相次いで実行され、ついにはドーズ（※４）の意見を幸運と考えロカルノ条約を成功と見なすような精神を心の中に生みだすことができた。その場合もちろん高い見地から見れば、この悲境の中にもたった一つの幸運があったと語ることができる。つまり、人間を惑わすことはたしかにできたが、天を買収することは不可能だったことがそれである。なにしろ天の祝福はやってこなかったからである。その後、困窮と不安がわが民族の変らざる同伴者となってしまい、唯一のわれわれに忠実な同盟者は悲惨と名がつくものであった。この場合も運命は例外を作らず、われわれが受けるに値したものを与えてくれた。われわれは名誉を重んずることをもはや知らないので、運命はわれわれに最小限パンの自由を尊重するよう教えるのである。人々は今ではもうパンを呼び求めることを学び終ったが、いつの日にか、かれらは自由のためになお祈ることがあるだろう。

　一九一八年以後数年間のわが民族の崩壊は非常にひどいものであり、また明白なものであったにもかかわらず、外ならぬこの時期にその後になって必ず適中したことを、すでにその当時あえて予言した人々は、すべてきわめて猛烈に迫害されたのである。わが民族の指導層はもう哀れなほどに低劣であったが、かれらはまたうぬぼれ屋でもあった。そしてこの傾向は、かれらに不都合であるため不快に感じられた警告者を追っぱらう時などはとくにはなはだしかった。当時、議会内の最高ボスである頭の空っぽな連中、馬具職の親方だとか、手袋製造人といった本物の俗物たち──ただ職業からだけのことではない、職業などはまるきり問題にはならないのだ──が突如政治家の脚台の上に立ち上って、ちっぽけな人間どもを見下しつつ叱しかりつけるといったことがお目にかかれた（今日でもなおお目にかかることができる！）のである。この場合には、そのような「政治家」の多くが自分の腕前を六か月も見せることになれば、きわめて頼りない香や具師しであったことは早くもバレてしまい、世間の人々のだれからも冷笑と軽[image: 蔑]を浴びせられ、途方にくれながら、自分の完全に無能だったことをまぎれもないほど適切に証明しているのであるが、こんなことは問題にはまったくならなかったし、また現在でも取り上げるべきことではない！　しかり、それは全くどうでもよいことである。それどころか、この共和国の議会屋的政治家連中に実際の手腕が欠けていればいるほど、その返報として、自分達に手腕を期待したり、自分達の従来の活動がむだであったことを容赦なく確認したり、あるいはまた自分達の将来の活動の失敗を予言するような人々を、かれらはますます熱狂的に迫害するのである。しかし、このような議会屋的紳士の正体をひとたびわれわれが決定的に証拠をつきつけてあばいたり、さらに政治屋自身の側も自分のすべての活動とその結果の失敗だったことをもはや否認できなくなったりしても、かれらは自分達の失敗の口実となる理由を幾千も幾千も見つけ出し、かれら自身があらゆる悪の主要な根源であることについてはただの一言も認めようとはしないのである。

　　　　　　　＊

フランスの不動の戦争目標

　おそくとも一九二二～二三年の冬までには、フランスが平和条約締結後でさえも自己の眼前に最初からちらついて離れない戦争目標をどうしてもなお達成しようと鉄のような覚悟で努力していた、という事実が一般に理解されるべきだったと思われる。というのは、ただ後になってそれまでに受けた損失を賠償によって再び弁償してもらうだけのために、フランスが四年半もの間自国の歴史上もっともきわどい闘争をし、もともと十分でない自民族の血液を注入したなどとはおそらくだれも信用しないからである。もしその場合、すでにフランス外交政策の未来についての実に大きな政治的プログラムの一部分が問題となっていたのでなければ、エルザス・ロートリンゲン問題さえもそれだけではフランスの戦争遂行に費したあのエネルギーをまだ説明できぬに違いない。だがこのフランスの目標は、小邦ごったまぜの状態にドイツを解体することである。この目標のためにショーヴィニスト的なフランスは戦ったのである。とはいってもその際、フランスが自国民を国際主義的なコスモポリタンのユダヤ人に傭よう兵へいとして売った、というのが真相であることはもちろんである。

　もし戦争が始めの頃パリで希望されたようにドイツの国土内で行なわれたとしたなら、このフランスの戦争目標は、戦争そのものによってすでに達成されたに違いない。世界大戦という血みどろの殺さつ戮りくがソンム川のほとりや、フランドルや、アルトワではなく、またワルシャワ、ニシュニイ・ノヴゴロド、コヴノー、リガの近く、またその他の至るところで行なわれたのではなく、ドイツ内で、つまり、ルールやマイン川、エルベ川のほとりや、ハノーヴァー、ライプツィヒ、ニュールンベルク等々の付近で行なわれたと想像してみれば、ドイツの粉砕が可能なはずだったことにおそらく同意せざるをえなくなるだろう。われわれのできたての連邦国家が四年半も、数百年以来厳格な中央集権の下にただパリという文句なしの中心点だけが顧慮されているフランスのように、自国内を戦場とする同じ重圧試験に耐えることができたかどうか非常に疑わしいのである。この巨大な民族間の格闘がわが祖国の国境外で演じられたことは、ただ比類ない旧ドイツ軍の不滅の功績であったばかりでなく、ドイツの将来にとってきわめて大きな幸運でもあった。もしそうでなかったとすれば、今日すでにとっくのむかしにドイツ国は存在せず、ほんのもう「ドイツ諸邦」が存在するだけだろうということは、わたしの岩のように堅く、そしてしばしばほんとうに息苦しくなるほど心の奥に迫ってくる確信である。このことはまた、戦死したわれわれの友人や兄弟の血が少なくともまったくむだに流されたのではないといえる唯一の根拠でもある。




フランスの不動の政治的目標

　このようにすべてはフランスの考えたこととは別様になってしまった！　なるほどドイツは一九一八年十一月に電光のような速さで崩壊した。しかし破局が故国内で起った時、野戦軍の軍隊はまだ敵国深くはいっていた。フランスが当時第一に憂慮したことはドイツの解体ではなく、むしろどうしたらドイツ軍をもっとも迅速にフランスやベルギーから撤退させられるか？　ということであった。したがってパリの国家指導層にとって、世界大戦終結についての第一の課題はドイツ軍の武装解除と、そして可能であれば差し当りドイツへ押し返すことであった。そして第二の段階としてやっと、自分達が元来もっていた固有の戦争目標の成就に没頭できた。たしかにフランスはこの目標についてはすでに実行力を失っていた。イギリスにとっては、ドイツを植民・貿易国としては破滅させ、そして二流国の地位にまで突き落したことによって、戦争は実際に勝利と終ったのである。イギリスにはドイツ国家の徹底的な絶滅は利益でなかったばかりでなく、その上イギリスは将来ヨーロッパにおいてフランスがライヴァルをもつのが望ましい理由をすべてもっていた。したがってフランスの政策はまず断固として平和工作でもって、大戦が自国に準備してくれた仕事を続けなければならなかったし、クレマンソーの、わたしにとっては平和もまた戦争の継続に過ぎない、という金言は意味を一層深めたのである。

　あらゆる可能な機会をみつけてフランスは絶えずドイツの国家組織をゆすらねばならなかった。一方ではつねに新しい軍備撤廃に関する通つう牒ちようを発することにより、また他方ではそれによって可能となる経済的搾取を行なうことにより、パリはわが国家組織を徐々にぐらつかせてゆくことができるようにと希望していた。国民の名誉心がドイツ国内で死滅してゆけばゆくほど、経済的重圧と永遠の困窮をますます早く政治面での破壊的な影響に導くことができたのである。政治的圧制と経済的略奪についてのこのような政策が十年、二十年と実施される場合には、次第に最上の国家主体でさえも破壊されてゆき、状況によっては解体するに違いない。そしてこの解体でもってフランスの戦争目標は最後的に達せられるのである。

　以上のことはやはり一九二二～二三年の冬には、もうとっくの昔にフランスの意図であると認識されていなければならなかった。しかしその認識からは、ただ二つの可能性しか残らなかった。つまりドイツ民族体の強靭さによってフランスの意志を次第に鈍らせてゆくか、あるいはやはり起らずにはすまされぬことを思いきって実行してしまう、つまり、なにか特にフランスが法外なことをした場合にドイツ国という船の進路を変えて、衝角（※５）を敵の方に向けるかであり、われわれはこれらのどちらでも希望することができた。だがもちろん後者は生死を賭けた闘争を意味した。その場合生存の方の見込は、あらかじめフランスを孤立させ、その結果としてこの第二次の闘争がもはや世界に対するドイツの格闘にはなることなく、世界とその平和を絶えず乱しているフランスに対するドイツの防衛と見せかけることに成功しない限り存在しなかったのである。




フランスとの決定的対決

　この第二の場合がいつかはどっちみち生じなければならぬし、また生じるに違いないことについて、わたしは強調しておくと同時にそのことを固く信じている。わたしはフランスのわれわれに対する意図が、いつか変更されうるなどとはけっして信じていない。というのもフランスの意図が、その究極の根底においてはフランス国民の自己保存の欲望にのみ基いているものだからである。かりにわたし自身がフランス人であれば、したがってわたしにとってドイツが神聖であるようにフランスの偉大さに愛情をもつとすれば、わたしもまた結局クレマンソーのような人間が行なうのと違った行動をすることはできぬだろうし、そうしようとも思わないに違いない。ただ自民族の人口からだけでなく、とくにその人種的に最上の分子についても次第に死滅しつつあるフランス人は、結局は、世界における自分達の重要性をただドイツが破壊されることによってのみ維持できるに過ぎない。フランスの政策は百千回となく迂う路ろを通るかも知れぬが、結局はつねにこの目標が究極の願望やもっとも奥底の憧憬の充足としてどこかに存在していることだろう。しかし、純粋に消極的なただ自分自身を維持することのみを意欲している意志が、それよりも強力でしかも積極的に他に立ち向かう意志に対して、抵抗を長期にわたってなしうるなどと思うのは正しくない。ドイツとフランスの間の永遠の衝突は、ただフランスの攻撃に対するドイツの防衛という形態でのみ解決が図られる限りけっして決着させることはないだろう。そればかりか、ドイツは世紀を経るごとに次々とその地位を失ってゆくに違いない。十二世紀から始まって今日に至るまでのドイツ語の境界線の変遷を追求するならば、すでに今までわれわれにこれほど多くの損害をもたらした態度や事態の発展から生じた結果にはおそらくもう少しも頼れぬはずである。

　このことがドイツで完全に理解され、それによってドイツ国民の生活意欲がもはや単に消極的な防衛によって萎い縮しゆくさせられることなく、フランスとの決定的な積極的対決にそれを集中させ、そしてドイツの側での最大の究極目標をもった最後の決定的闘争に投入される時がきてはじめて、われわれとフランスとの間の永遠的でそれ自体はまったく不毛の格闘が終結させられうるようになるのである。このことはもちろん、ドイツはフランスを破滅させる手段によってしか、自民族を他のものに代って発展させてゆく可能性をもちえないということを、ドイツが実際に認識していることが前提された上でのことである。今日、われわれはヨーロッパに八千万のドイツ人を数えるのである！　百年もせぬうちにこの大陸に二億五千万のドイツ人が生活するだろう。しかも他国の工場クリーとして押しつぶされるのではなく、自分達の活動によって相互に生活を保証し合う農夫と労働者として生活するだろう。このようなことが実現されてはじめてこの外交政策は正しいものと承認されることだろう。




ルール地方の占領

　一九二二年十二月に、ドイツとフランスの間の情勢は再び人々を脅かす激烈化を強めたように思われた。フランスは新しい法外な強奪を念頭において、そのための抵当を必要としていた。経済的略奪には政治的圧迫が先行しなければならず、フランス人はわが「反抗的」民族にもっときびしいくびきをかけうるためには、ただわれわれドイツ人の全生活の神経中枢を無理やりにつかむだけで十分だと考えたのである。ルール地方の占領によって、フランスはただドイツの精神的バックボーンを決定的に折り砕くだけでなく、経済的にもわが国をわれわれすべてがいやでもおうでもきわめて辛い義務をも引き受けなければならぬといった逼迫状態に突き落すことができるのを望んだ。

　それは屈服するか決裂するかを要求するものだった。ドイツは最初からすぐにいいなりになったが、さらにその後になって完全な決裂に終ってしまったのである。

　ルール地方が占領されることになって、運命は再びドイツ民族に再起の手を差し出した。というのは、一見したところやっかいな災難と思われるに違いなかったことが、詳しく眺めて見るとドイツの一般的な苦悩の終結を限りなく期待させる可能性を含んでいたからである。

　外交政策の面で考えれば、フランスはルール占領によってイギリスをはじめてほんとうに内心からそむかせることとなった。しかも、単にフランスとの同盟自体をただ無情な打算家の冷静な目によって締結し、注視しまた維持していたイギリス外交部だけでなく、イギリス国民のきわめて広大な層をもフランスにそむかせてしまったのである。とくにイギリス経済界は、隠しきれぬほどの不愉快な気分でもって大陸のフランス勢力がこのようにとてつもなく一層強化されたことを迎えた。なぜならフランスは今や純粋に軍事政策的にみて、以前にドイツさえももっていなかったほどの地位をヨーロッパ内で占取したばかりでなく、経済的に見ても、今や自国の政治的競争能力を経済的にほとんど独占的地位に高める基礎をえたからである。したがってヨーロッパで最大の鉄坑と炭田は一国民の手中にもろ共に落ち込んだのであるが、このフランス国民というのはドイツ国民とは大変異なり、従来断固として活動的に自国の生活の利益を計ってきており、また軍事力について自国が信頼するに足る国であることを大戦を通じて全世界になまなましく思い出させた国民であるのだ。フランスによるルール炭田の占領でもって、イギリスは大戦でえたすべての成果を再び奪われ、今やもう勝利者は、活動的ですばしこいイギリス外交部ではなく、フォッシュ元帥（※６）とかれによって代表されるフランスであった。

　イタリアでも、そうでなくても大戦終結以後もう単にバラ色とばかりいえなかった対フランス感情は、今やまぎれもない憎悪に変った。昨日の同盟国が明日の敵国となりえた偉大な歴史的瞬間であった。それにもかかわらず、それとは違った事態が生じ、第二次バルカン戦役の時のように同盟国がそれ以来突然相互に不和に陥ることがなかったのは、ドイツがまさしくエンヴェル・パシャをもたず、クノーのような首相をもっていたからである。

　しかし外交政策上だけでなく、国内政策上でも、フランス人のルール侵入はきわめて大きな将来のための可能性をドイツに与えた。わが民族のかなりの部分は、うそにみちた新聞の絶えざる影響によって、フランスを相変らず進歩と自由の闘士と見なしていたが、急激にこの迷妄からさめたのである。一九一四年という年は国際主義的な民族連帯の夢想をわがドイツ労働者の頭から追放し、そしてかれら労働者を突然、その至る所で生物が他の生物を食べて生きており、より弱いものの死はより強いものの生を意味する永遠の格闘の世界へ連れもどしたが、一九二三年の春もそれと同じ働きをしたのである。




ルール占領後なにがなされるべきだったか？

　フランス人が脅迫を実行し、ついに低ドイツの炭坑地方に最初はまだ非常に用心深くまたためらいがちに進入し始めた時、ドイツにとっては偉大な決定的な運命の時鐘が告げられていたのだ。もしこの瞬間にわが民族が自分の意見と一緒に今までの態度をも改めていたとしたら、ドイツ領ルール地方はフランスにとってナポレオンのモスクワとなりえた。とにかく二つしか可能性はなかった。つまり、われわれはその運命をも忍耐してなにもしないか、あるいは、灼しやく熱ねつの鍛冶場（※７）や、もうもうとけむっている炉に目を向けさせることにより、この永遠の恥辱を終らせて、際限のない恐怖をさらに我慢してゆくよりも、むしろ目下の恐怖を自身に選び取る灼熱した意志をドイツ民族にえさせるか、そのどちらかであった。

　第三の道を発見したのは、当時の首相、クノー様の不朽の功労であり、その道を賞賛してそれに協力したことはわが国ブルジョア政党連中の一層光輝あるお手柄であった。

　わたしはここでまず第二の道を、ただもう可能な限り簡単に考察しようと思う。

　ルール地方の占領により、フランスはヴェルサイユ条約の明白な侵害を遂行したのであった。フランスはこのことによって一連の保障国、とくにイギリスとイタリアに対立することにもなった。自国の利己主義的なきたない略奪行為のおかげで、フランスはこれらの国々からどんな支持ももはや希望できなくなった。したがって、この冒険は、そしてそのようなことは差し当りはおよそ冒険であったが、フランスだけでなんとか有利な結果にもってゆかなければならなかった。国家主義的なドイツ政策にとってはただ一つの道、つまり名誉が命じる道しかありえなかった。わが国が始めから積極的な武力でもってフランスと対立することができないことはたしかであった。しかし、背後に兵力をもたない交渉はすべてこっけいで効果がないことを了解する必要があった。積極的な抵抗が可能でないのに、「われわれはどんな交渉にも応じない」という立場に立ったのはナンセンスであった。だがかれこれする間に、兵力を獲得することもせずに、最後にはやはり交渉に応じてしまったのはもっとナンセンスであった。

　わたしがいおうとしているのは、軍事的方策によってルール占領が阻止できたかも知れぬなどということではない。そのような決意を勧告しうるものは狂人以外にないだろう。しかし、このフランスの行動の印象が残っているうちに、そしてこの行動が実行されている間に、フランス自身によって侵害されたヴェルサイユ条約など顧慮することなく、その後に送るべき交渉使節に、はなむけとしてもたせてやりうる軍事的方策について確認しておくことは考えられえたし、考えられねばならなかった。なぜなら、いつかはこのフランスによって占領された地方について、会議の席上で決定が行なわれるに違いないことが最初からはっきりしていたからである。だが、最上の交渉使節でさえも自分の立つべき大地や、自分の座るべき椅子が自分の属する民族の腕によって保護されていない限り、ほとんど成果を獲得することはできない、ということもそれと同じようにはっきり理解されていなければならなかった。虚弱な弱虫は力士と争うことはできぬし、武装していない交渉使節は、もし天秤を平衡させるために自身の剣をもち合わせていないとすれば、依然として敵の天秤皿の上にのっかっているブレヌス（※８）の剣をしんぼうしなければならなかったのである。あるいはまた、一九一八年以来時々無条件的な命令がくるたびに、いつも先行して行なわれた談判のコメディーを見物しなければならなかったのは実に悲惨ではなかったろうか？　連中は、われわれを人々の笑いぐさにするかのように、まず会議のテーブルに招き、それからすでに仕上っている決議や計画、それについてたしかに意見をいうことが許されはするが、しかし最初から変更できぬものと見なさないわけにゆかぬような代物を提案して、全世界にこのわれわれの面目を失わせる芝居を提供したのであった。もちろん、われわれの交渉使節は、ほとんどただ一度さえも、きわめて凡庸な普通の人間より勝っていたことはなかったし、たいていは、「ドイツ人は指導者や代表者に聡明な人物を選ぶことを知らないようですね」と、前ドイツ国務大臣ジーモンの面前で侮ぶ[image: 蔑]べつ的に述べたロイド・ジョージの厚かましい言辞の正当さがかれらによってただ十分過ぎるくらい証明されただけであった。しかしかりに天才がいたとしても、敵国民の断固たる武装意志と自国民の悲惨きわまる無防備に直面しては、いずれにしてもほとんど手も足も出せなかったに違いない。

　だが一九二三年の春に、フランスのルール占領をわが国の軍事的能力の回復のきっかけとしようと望むものは、差し当って国民に精神的武器を与え、意志力を頑強にしなければならず、さらにこのきわめて貴重な国民の勢力を破壊するものを絶滅しなければならなかった。

　一九一四年と一九一五年にマルクス主義の蛇の頭を断固として踏みつぶすところまで進まなかったことは、一九一八年に血みどろの復ふく讐しゆうとなったのであるが、それと同じように一九二三年の春にマルクス主義的売国奴と民族虐殺者の行為を最後的に終らせる機会をとらえなかったことも、きわめて不吉な報復を受けないではすまなかった。




マルクシズムとの怠慢な決算

　フランスにほんとうに抵抗しようと考えるものが、五年前に戦場でのドイツの抵抗を内側から破滅させた諸勢力に、闘争をいどまなかったとしたらそんな考えはすべてまったくのナンセンスだった。ただブルジョア階級の人間だけしか次のようなとてつもない考えをもつことはできなかった。つまりマルクシズムは現在ではおそらく以前とは違った性格のものになっているだろうとか、一九一八年のゲスな指導者のできそこないどもはより上手に政府の各種のポストにはい上るために、その当時二百万の死者を冷淡に踏み台に使ったのだが、そのかれらが一九二三年の現在、国民の道徳意識に対して突然かれらの貢物をささげる覚悟になっているかも知れないといった考えである。以前売国奴だったものが突然ドイツの自由のための闘士になるかも知れぬなどという希望はありうるはずのない、実にナンセンスな考えである。かれらはちっともそんなことを考えてはいなかったのだ！　ハイエナが腐肉から少しも離れることがないと同じように、マルクス主義者は祖国を売る仕事を見限ることはない。そうはいってもかつて、あんなに多くの労働者がドイツのために血を流したのではないか、などというこの上もなくばかげた異論には後生だからかかわらないでほしい。そうだ、ドイツの労働者はたしかに血を流した。しかしその頃には、かれらはもはや国際主義的マルクス主義者では全然なかったのだ。もし一九一四年にドイツ労働者の精神的態度がまだマルクス主義的であったならば、大戦は三週間後には終っていたことだろう。ドイツは、自国の最初の兵士が国境をただもうまたぐ前に崩壊したに違いない。いや、当時それにもかかわらずドイツ民族が戦ったという事実は、マルクス主義的妄想がドイツ人の心の奥底まではなお食い込むことができなかったことを証明している。だが、大戦の経過につれて、ドイツ労働者とドイツ兵士が再びマルクス主義の指導者の手中に逆戻りしていったが、それにちょうど比例して祖国はかれらを失っていったのである。戦争開始時に、そして戦争中も、あらゆる階層から出て、あらゆる職業をもったわが最良のドイツ労働者数十万が戦場でこうむらなければならなかったように、これらの一万二千か一万五千のヘブライ人の民族破壊者連中を一度毒ガスの中に放り込んでやったとしたら、前線での数百万の犠牲がむなしいものにはならなかったに違いない。それどころか、これら一万二千のやくざ連中が適当な時期に始末されていたとしたら、おそらく百万の立派な、将来にとって貴重なドイツ人の生命が救われたかも知れないのだ。だが、まつげ一本動かさずに数百万の人々を、戦場で血にまみれて死んでゆくままに放置したにもかかわらず、一万あるいは一万二千の民族を売る者、奸かん商しよう、高利貸、詐欺師等を貴重な国民の宝物と見なし、それゆえかれらに触れることができないなどと公けに布告することは、たしかにブルジョア階級的「政治」にお似合いのことでもあった。このブルジョア階級の世界ではなにがより勝れたものであるのか、ひどい精神遅滞者なのか、柔弱なのか、臆病なのか、あるいはとことんまで堕落した根性なのか、ほんとうに判らないのである。かれらは実際運命によって没落が定められている階級であるが、ただ残念なことは全民族がかれらによって地獄にいっしょにひっぱり込まれることである。

　だが一九二三年にわれわれが見出したものは一九一八年とまったく同じ状況であった。どのような種類の抵抗が決意されようがそれはまったく同じことであり、第一になさるべき前提はつねにわが民族体からマルクス主義的毒を排泄させることであった。そしてわたしの確信からすれば、当時ほんとうに国家主義的な政府がなすべき最初の課題は、マルクシズムに殲滅戦を宣告する決意をしている勢力を探して見つけ出し、さらに、この勢力に自由な進路を開拓してやることだった。外敵が祖国にこの上なく破壊的な打撃を加え、国内ではどこの街角にも反逆者が機会をねらっている時期には、「安寧秩序」などというナンセンスを崇拝しないことが政府のなすべき義務であった。しかり、ほんとうに国家主義的な政府であれば、当時は無秩序と社会不安こそを願うべきだった。というのも、それら社会的混乱の中でなければ、わが民族の仇きゆう敵てきマルクス主義との根本的な決算が結局不可能であり、生じえなかったからである。このことが放置されたならば、抵抗についてどんな種類の考えがでっち上げられようとまったく変りはなく、それらはすべてまぎれもなく狂気の沙汰であった。

　もちろん現実的な、世界史的重要性をもったこのような決算は、枢密顧問官といった連中や、老いぼれて干からびてしまった内閣の首脳達の計画によって行なわれるものではなく、この地上の生命を支配する永遠の法則、この生命のための闘争であり、また永久にそうした闘争でしかありえない生命の法則に従って実現されるものである。人々は次のことを思い浮べるべきだった。つまり、血に荒れ狂った内乱からはしばしば鋼鉄のように堅く健全な国民体が生成したのに、他方人為的に育成された平和状態からは、前代未聞の腐敗が生まれたのも一、二に止まらないという事実である。民族の運命はピカピカした革手袋をはめた手で丁重に変えられることはできない。したがって、一九二三年には、わが民族体をむさぼり食っていた毒蛇連中を捕えるためには、残酷きわまるつかみ方をしなければならなかった。このことが成功してはじめて、積極的抵抗を用意することが意味をもったのである。

　わたしは当時幾度も幾度も声をからして演説し、少なくともいわゆる国家主義の仲間にとって次の二つのこと、つまり、今回はなにが賭けられているのか、そして一九一四年およびそれに続く数年の場合と同じような失敗をすれば、再び一九一八年のような結果に不可避的に到達するに違いないことをはっきりさせようと努力した。運命のなすがままに任せて、われわれの運動にマルクシズムとの対決の可能性を与えてくれるようにと、わたしは再三再四かれらに請い求めた。だがわたしは馬の耳に念仏を唱えていたのだ。かれらは、国防軍長官を含めて、すべてについてもっとよく心得ていて、結局あらゆる時代を通じてもっともみじめな降服に直面することとなったのである。

　当時わたしは心の底から次のことを自覚していた。つまり、ドイツのブルジョアジーは自分達の使命を終ろうとしており、もうその先かれらの天職としての課題はなにもなかったことをである。当時わたしの見るところでは、これらの政党はすべてほんのもう競争的嫉しつ妬とからだけマルクシズムとけんかをしていたのであり、その上マルクシズムをまじめにすっかり絶滅しようなどとは望んでいなかった。かれらは心の中では皆とっくに祖国の破滅に満足していたし、かれらを動かすものはただ一つしかなかった。つまり葬式後のごちそうに自分も加えてもらえるかどうかという大きな心配しかなかった。ただそのことのためにかれらはさらに「闘った」のである。

　この時期に──わたしは正直に告白するが──わたしはアルプスの南方の偉人に対し、心の底からの驚嘆の念を抱いていた。かれは自民族に対する激しい愛情から、イタリアの国内にいる敵を容認せず、あらゆる方法およびあらゆる手段を用いてかれらの絶滅に努力した。ムッソリーニをこの地上の偉人の列に加わらせるものはなにかといえば、それは、イタリアをマルクシズムと分配することなく、国際主義を絶滅に至らせることによって祖国をそれから救った決然たる態度に求められる。

　それに反してわがドイツ国の自称政治家共はなんとみじめで矮わい小しように見えるだろうか。そして、これらの無価値な連中が粗野な思い上りによって、千倍も偉大な人をせんえつにもあえて批評する場合には、どんなに胸がむかつかせられるに違いないことか。さらに、ほとんど五十年もまだ過ぎぬ以前に、ビスマルクのような人物を自己の指導者と呼ぶことができた国で、このようなことが生じたのを考えることはどれほど苦痛なことであるだろうか──。




武器ではなく、意志が決定的である

　ところが、ブルジョアジーのこの態度とマルクシズムを扱う寛大さによって、一九二三年に行なわれた、ルールのためのあらゆる積極的な抵抗の運命は最初からきまっていた。自己の隊列の中に不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵をもちながら、フランスに対して戦おうと望むのは明らかにナンセンスである。その後なお実行されたことといえば、せいぜい、ドイツ内の国家主義的分子を幾分か満足させ、また「沸騰する民心」を静めるため、というより実はペテンにかけるため上演された八百長試合でしかありえなかった。もしかれらが真剣に自分達の行なったことを信用していたとすれば、一民族の力というものはまず第一にその武器にあるのではなく意志にあるということ、および外敵を敗北させる前にまず自国内の敵が絶滅されなければならぬことなどを、どうしても認識しなければならなかったに相違ない。もしそうでなければ、戦いの最初の日に早くも勝利がえられなかったとしたら災でなければならない。敗北の影が内部の敵にまだわずらわされている民族の上をほんのかすめでもするやいなや、その民族の抵抗力はくじかれ、敵は決定的に勝利者となるであろう。

　このことはしたがって、一九二三年の春にすでに予言可能であった。フランスに対して軍事的成功は疑わしいなどということは、決していわないでほしい！　なにしろ、フランス人のルール侵入に対するドイツの行動の結果がただ国内のマルクス主義の絶滅であるに過ぎぬとしてさえ、すでにそれだけで成功はわれわれの側に存在するはずだからである。およそドイツが、この自国の存在と未来に対する不俱戴天の敵から救済されるならば、全世界をもってしてももはや破滅させることはできぬ勢力をもつに相違ない。ドイツ内でマルクシズムが絶滅される日にこそ、その桎しつ梏こくはほんとうに、永遠に除去されるのである。なにしろ、われわれは自己の歴史の中でわれわれの敵の力によって敗北させられたことはなく、いつもただわれわれ自身の悪徳とわれわれ自身の陣営中の敵によってのみ屈服させられるのである。

　当時ドイツの国家指導層にはそのような英雄的行為のため奮起することなど不可能であったため、かれらは聡明にも実際上ますます第一の道をゆくことしかできなくなった、つまり、この際はまるきりなにもせず、事態をまったくなるがままに放任しておくことにしたのであった。




クノーの道

　しかし、重要な時期には、天がドイツ民族に一人の偉大な人間を贈ってくれたのである。クノー氏がそれである。かれは、もともと政治家や政論家を職業としてはいなかったし、素姓からすればなお一層そのように生れついてはいず、それゆえ単に特定の仕事をすますために必要な一種の政治的パートタイマーの役を果たしていた。かれはそれ以外では元来商売についてのほうがよりくわしかった。この政治づいた商人が今や政治をも経済的企業と見なして、それに応じて自分の行動を加減していったため、ドイツはのろわれた国となった。

「フランスはルール地方を占領した。ルール地方になにがあるか？　石炭だ。だからフランスは石炭のためにルール地方を占領したのではないか？」だからクノー氏にとって次のように考えるほど自然な考え方はなかった。つまり、フランス人が石炭をえられぬように今やストライキをすれば、それによってクノー氏の意見によれば企業に利益がなくなるから、フランス人はいつか必ずルール地方を再びあけ渡すに違いない、と。この「卓越した」「国家主義的」「政治家」の考え方の筋道はざっとこのようにたどられるが、かれはシュトゥットガルトやその他の地域で「自分の民衆」に対して演説させられ、それら民衆からまったく喜びにあふれた賞賛をうけたのである。




「統一戦線」

　しかしストライキをするためにはもちろんマルクス主義者も必要であった。というのは、まず第一にやはり労働者がストライキをしなければならなかったからである。だから労働者（労働者はこのようなブルジョア政治家の頭の中ではつねにマルクス主義者と同じ意味をもっていた）を他のすべてのドイツ人と統一戦線を組ませることが必要であった。当時これらのブルジョア政党的なカビがはえた文化人連中が、そのような独創的なスローガンに対した時の輝かしい顔を実際見ておくべきであった！　国家主義的であると同時に独創的であった──だからかれらは、いつも心の中で追求していたものを今やついにもつことができたのである！　マルクシズムへの通路は見つかった。今や、国家主義的ペテン師連は、「由緒正しいドイツ人」の顔つきをして、国家主義的なきまり文句を使い、国際主義的な売国奴に誠意をこめた手を差し出すことができるようになった。そして、このことは至急にかなえられたのである。なにしろ、クノーが自分の「統一戦線」のためにマルクス主義の指導者を必要としたと同じように、またマルクス主義の指導者のほうはクノーの金をぜひ必要としたからである。このようにしてその後両方が助け合われた。クノーのほうは、国家主義のおしゃべり連中と反国家主義のペテン師から構成された統一戦線を獲得し、また国際主義的な詐欺師のほうは国家の支出でもって、自分達のもっとも崇高な闘争使命に奉仕することができた。つまり国家経済を破壊しえたが、しかもその上今回は国家の出費によってなされたのである。だが買収されたゼネストによって国民を救うという不朽の大思想は、いずれにしても、無関心きわまる役立たずどもでさえやはりすっかり感激して賛同できるようなスローガンである。

　一民族が祈りによって解放されぬことは一般に承知されている。しかし、それでも民族を自由にのらくらさせて果たしてよいかどうかということは、まだまだ歴史的に吟味されなければならなかった。当時、クノー氏が、ゼネストを買収によって誘い、したがって、それを「統一戦線」の基礎と考えて奨励する代りに、各々のドイツ人にただの二時間だけでも余計に労働することを要求したならば、この「統一戦線」の妄想は三日目におのずから片付いてしまったに違いない。諸民族は怠惰によって解放はされず、犠牲によって初めて解放される。




消極的抵抗

　もちろんこのいわゆる消極的抵抗それ自体は長続きしなかった。なにしろ、占領軍をそんなばかげた手段で追放できると空想できたのは戦争というものをまるきり知らぬ人間だけだったからである。それだけのことでもやはり意味はあったといえようが、しかしそれは、出費が数十億に達し、そして国家の通貨を徹底的に破滅させるに本質的に手を貸したような行動がもった唯一の意味としてであった。

　もちろんフランス人は、抵抗がそうした手段に利用されているのを知った時、一種のひそかな安心感を抱いてルール地方で居心地よいよう調度を整ええたのである。もし手におえぬ一般住民の挙動によって占領軍当局に重大な危害が考えられる場合に、どのようにしてかれらに理性を取り戻させればよいかということについての最上の処方を、フランス人は外ならぬわれわれ自身から受け取ったのだ。なにしろわれわれは九年前に、一般住民の活動によってドイツ軍が容易ならぬ損害をこうむりそうになった時、電光石火のようにベルギーのフランス義勇軍部隊を打ち負かし、かれら住民に状況の深刻さを知らせたではなかったか。消極的な抵抗がフランスにほんとうに危険となるやいなや、占領軍はもう八日とたたぬ間に実にぞうさなくこのまったく子供じみた治安妨害に残酷な結未をつけてしまうに違いない。なにしろ究極的な問はつねに以下のようなものであるからである。つまり、敵に対する消極的な抵抗が結局ほんとうにかれらの神経を刺激してしまい、今度はその敵がその抵抗に対して残虐な暴力による闘争を開始したならば、なにをしようというのか？　またその場合には、さらに抵抗を続ける決意であるのか？　ということが問われる。もし抵抗が続けられるとしたら、いやおうなしに、きわめて苛酷で残虐きわまる迫害を自身に引き受けなければならぬのだ。だがこうなってしまえば、積極的抵抗の場合にもまた立つべき場所に──つまり闘争に直面して──立つのだ。したがって、いわゆる消極的抵抗はすべて、その背後に必要ならば公然たる戦争か、あるいはゲリラ的な小戦闘によってこの抵抗を続行する決意が期待される場合に、はじめて本質的な意味をもつに過ぎない。一般的には、このような闘争はすべて成功が可能であることの確信に左右されるものであろう。敵から猛烈な包囲攻撃を受けている要よう塞さいが、囲みを解かれるという最後の希望を捨てざるをえなくなるやいなや、それによって実際にはその要塞は放棄されたも同然となる。それもこの場合守備隊が多分死ぬかも知れぬということに代って、まだ生命を確保したい気持に誘われる時はとくにそうなるのである。包囲されている都市の守備隊から、解放が可能かもわからないという信念を奪ってしまえば、防衛力はすべてそれとともに急激に崩壊するだろう。

　したがってルールの消極的抵抗もまた、それが実際成功すべきであったならば、もたらしえたし、またもたらさなければならなかった最後の帰結を顧慮するならば、その背後に積極的な戦線が設けられてはじめて意味をもつものであった。もちろんその場合には、わが民族から計りがたいほどの力が汲み出されえたに相違なかった。これらヴェストファーレン（※９）人の一人ひとりが、故国には八十、あるいは百個師団の軍隊が編成されているということを意識したのであったら、フランス人はいばらの道を歩いたはずである。はっきりした目標を欠いている場合よりも、成功が追求される場合のほうが勇気に富み、自分を進んで犠牲にしようとする人々を一層多く見出すものである。




国家社会主義者の態度

　以上のことは、われわれ国家社会主義者にいわゆる国家主義的スローガンに対してきわめてきびしい反対の態度をとらざるをえなくさせた一つの典型的な事件であった。そしてまたわれわれもこのように振舞った。自分たちの国家主義的見解はすべてただ愚鈍さと外面的な虚飾のまぜ合せに過ぎなかった連中や、今や突如として国家主義的に振舞うことが危険なしにできるという快適な欲情に抵抗できずあらゆることに声を合わせて叫んでいる連中から、わたしはその頃少なからず攻撃されていた。わたしはあらゆる統一戦線と呼ばれる組織の中でも、もっともあわれなこの統一戦線をこの上なくバカげた現象の一つと見なしていたが、歴史はわたしの正しさを証明したのである。

　労働組合が、その金庫をクノーの金でざっと一杯に満たし、また消極的抵抗のほうも怠惰な防衛から積極的な攻撃に移行するよう決意を迫られるやいなや、赤いハイエナ連中はさっそく国家主義的な羊の群から脱出して、再びかれらの平常の姿に返ったのである。クノー氏はこっそりと自分の船に戻ったが、ドイツは一つ経験を増した代り一つ大きな希望を失ってしまった。

　盛夏の終りかける頃までは、多くの士官たちは、かれらがもっとも劣悪な士官でなかったことはたしかであるが、かれらは心の中でこんな恥ずべき事件が展開するとは信じていなかった。かれらはすべて、たとえ公然とはできないにしても、フランスのこの厚かましい侵入をドイツ史の転換点にさせるための準備がやはり秘密のうちにでも行なわれるに相違ないと期待していた。われわれの隊伍の中にも、少なくともドイツ国陸軍には信頼の念を抱いていたものが多くいた。そしてこの確信は非常に力に満ちたものであり、そのため無数の若者達の行動、とくにかれらの人間形成が決定的に左右されたのである。

　しかしきわめて恥ずべき崩壊が現われ、数十億の財産と数千のドイツ若者達──かれらはドイツの指導者の約束を真剣に受け取ったほどに愚鈍であった──を犠牲にした後、まったくぐうの音もでないほど屈辱的なやり方で降服した時、不幸なわが民族をこのような仕方で裏切ったことに対する憤激は炎々と燃え上った。この現在支配的である全組織を徹底的に片付けることだけがドイツを救いうるに違いないという確信が、当時数百万の人間の頭の中で、突然明白でたしかなものとなったのである。

　一方ではあからさまな祖国に対する反逆が恥知らずにも姿を現わしているのに、他方では民族が経済的には徐々に餓死の運命に追いやられていたこの時期以上に、そのような問題の解決の機が熟していた時代はなかった。否、当時ほど断固たる態度でその解決を叫んでいた時代はなかったのである。国家自体が誠実と信用の法をすべて足で踏みにじり、その市民の権利を軽[image: 蔑]し、数百万のもっとも誠実な国家の息子をだまして犠牲にし、他の数百万からは最後のグロッシェンまでも盗み取ったのであるから、国家に所属する成員から憎悪以外のものを期待するなんの権利ももはや国家にはなかった。そして民族と祖国の破壊者に対するこの憎悪はどっちみち爆発にまで進まなければならなかった。わたしはこの場所では、一九二四年春の大裁判（※10）でのわたしの最終の弁論の結論に言及しうるだけである。

「この国家の裁判官は、われわれの当時の行動について、安らかな気持ちでわれわれに判決を下してもよいだろう。しかしながら、より高い真理およびより優れた法を支配する女神である歴史は、いつの日にかこの判決をほほえみながら引き裂き、われわれすべての罪と過失を赦免してくれるだろう」

　だが歴史はさらに、今日権力を握って正義と法を踏みにじっており、わが民族を窮乏と堕落に導き、また祖国の困窮の最中に自分達の自我を全体社会の生活よりもより高く評価しているような連中をも法廷に出頭を命じるだろう。




一九二三年十一月

　わたしはこの場所で、一九二三年十一月八日（※11）に向かって進行し、またそれを終らせたあの事件の叙述を続けようとは思わない。わたしがそれをしようと思わないのは、次の理由による。まず、わたしは将来のために、そのことになんの有効さも期待していないからである。次に、とりわけ今日ではほとんど癒合するとは考えられない傷口を開くことは無益であるからである。その外、おそらく心の底の底ではやはりみんな自分の民族を同じ愛情でもって愛していただろうが、ただいっしょに歩む道を誤ったかあるいはその道に精通していなかった人々の罪を論じることも無益だからである。




義務の勧告者であるわれらの死者

　わが祖国の大きな共通の不幸に直面しているのであるから、今日わたしは、わが民族の敵の共同戦線に対して、将来なおいつの日か内心から真に誠実なドイツ人の大統一戦線を形成すべき人々を侮辱して、その結果恐らくかれらを引き離してしまうようなことは、もはやしたくない。なぜなら、当時われわれに敵対的であった人々でさえ、自分達のドイツ民族のために死という辛い道を歩んだ人間を敬けい畏いの感情を抱きながら思い出すような時期がいつかくるに違いないことをわたしは承知しているからである。

　わたしが自分の著作の上巻をささげたこの十六人の英雄が、きわめて明晰な自覚をもちつつわれわれのためにすべてを犠牲にした英雄であったことを銘記するように、第二巻の終結に当ってわたしはわれわれの教義の信奉者や闘士たちに望むのである。かれらは狐こ疑ぎ逡しゆん巡じゆんするものや意志の弱いものを、再三再四自己の義務を遂行するように、そしてかれら自身がこの上なく堅い信念により最後のぎりぎりまで果した義務を遂行するように、呼び戻すに違いないだろう。そしてわたしは、かれらの死者の中に、最上の人物の一人として、自分の、そしてわれらの民族を目ざますため、詩作や、思索や、そして最後には行為によって、自分の生命をささげた人、

　デイートリヒ・エカルト

をも数え入れたいと思っている。







　結語




　一九二三年十一月九日、その成立して第四年目に、国家社会主義ドイツ労働者党はドイツの全地域にわたって解散させられ、禁止された。一九二六年十一月の今日では党は以前よりもずっと強大となり、また内部的にも堅固となって、再び全国で自由な姿を見せているのである。

　運動やその個々の指導者に対するあらゆる迫害も、あらゆる誹謗も中傷も運動になんら害を加えることができなかった。運動の理念の正当さ、その意欲の純粋さ、その信奉者の犠牲的精神等が今まであらゆる抑圧の中から以前よりも一層強力に、この運動を出現させてきたのだ。

　この運動が今日のわが議会主義的腐敗の世界の中で、ますますその闘争のもっとも深い本質を自覚し、自己を人種と人物の価値の純正な権化と感じ取り、またそれによって秩序づけられるならば、運動はほとんど数学的規則性に基いていつかその闘争を勝利させるだろう。それとまったく同様に、もしドイツが同一の原則に従って導かれ、組織される場合には、当然自己に相応する地位をこの地上で獲得するに違いない。

　人種堕落の時代に自国の最善の人種的要素の保護に没頭した国家は、いつか地上の支配者となるに違いない。

　いつか犠牲の大き過ぎることが、予想される成果と比較して不安な気持に誘うようなことがある時には、わが運動の信奉者はけっしてそのことを忘れないでほしいものである。







訳注（Ⅱ）





　　第一章




[image: ]　十一月革命当時をさす。

[image: ]　議員。

[image: ]　十一月革命当時。

[image: ]　ユダヤ人のこと。マルクスはユダヤ人であった。




　　第二章




[image: ]　ワイマール共和制下のドイツをさす。

[image: ]　原文は Entgermanisation. ヒトラーは純粋ゲルマン化を意図した。

[image: ]　スカンジナビア半島とロシア連邦コラ半島を含むラップランドに住む種族。

[image: ]　国家という制度。

[image: ]　一六一八年─一六四八年。ドイツを舞台に行なわれた国際戦争で、新教、旧教の対立がもとであったが、ウエストファリア条約で終る。

[image: ]　原文は nordische. スカンジナビアに住む民族。

[image: ]　原文は ostische. アルプス山脈の西側から東欧にかけて住む人種で、髪も眼も黒褐色。

[image: ]　原文は dinarisch. 東南ドイツ、ティロール、スイスに住む。コーカソイド人種に属する。

[image: ]　原文は westische. 地中海西南部沿岸地方に住んだ種族。

[image: ]　原文は Urelemente.

[image: ]　病弱などの肉体的欠陥をいうのであろう。

[image: ]　ホッテントットはアフリカ南部と西南部に住む。ズール族は東南アフリカに住むバントゥ系種族。

[image: ]　カトリックとプロテスタント。

[image: ]　孤児を保育することをさす。

[image: ]　ヨーロッパ系独特の、疑惑、当惑、軽[image: 蔑]をあらわす身ぶり。

[image: ]　主として商人の組合、同業組合。

[image: ]　ここのところ原文がミス・プリントで原意不明なのでこの箇所の訳文は初版本によった。

[image: ]　原語は Menetekel 天使の手が Belsazar 王に、バビロン国の没落の警告を壁に記した故事をさす。ダニエル書五の二五。

[image: ]　原文は [image: “]die Grösse einer Tat nicht gerade im Wagnis bestünde.[image: ”] となっている。

[image: ]　上巻第十章の訳注[image: ]参照。富と強欲の神。

[image: ]　ドイツの十一月革命のこと。

[image: ]　連合国をさす。

[image: ]　Reichsbanner, 第一次大戦後のドイツ共和制擁護の政治団体の名称。黒、赤、金の国旗の色を、党の旗幟とした。

[image: ]　アメリカの財政家ドーズが、第一次大戦後のドイツ賠償金支払のためにつくった案。

[image: ]　一九〇九年から一九一七年までのドイツ宰相。一七年軍部におされて無制限潜水艦戦争に同意するも軍部に失脚させられる。

[image: ]　身分の差などをいう。

[image: ]　ワイマール共和制の理想のなさをひにくったのである。




　　第三章




[image: ]　Staatsangehöriger, および Staatsbürger の訳。

[image: ]　中世ドイツの神秘主義者、自然科学者、医者。一四九三─一五四一。本名は Philipp Theophrast Bombast von Hohenheim.

[image: ]　原文は Wenzel となっているが、これはドイツ人の一般的人名として使っただけのこと。




　　第四章




[image: ]　本能的ということば。

[image: ]　原文は Sämtliche Betriebsorganisationen となっている。

[image: ]　Rat 原意は助言、協議、相談、協議会、評議会など。

[image: ]　原文は Beratungskörper.

[image: ]　原文は die politische und berufliche ständische Kammern.

[image: ]　原文は Senat.




　　第五章




[image: ]　古代マケドニア人が発明した結束の固い集団隊形。

[image: ]　犬属の野獣。夜間に腐肉などをあさる性質がある。




　　第六章




[image: ]　第一次大戦における一九一八年のドイツとロシアの講和条約をさしている。

[image: ]　マルクシストに対する他の側としてここでは、ブルジョアジーをさしている。

[image: ]　原文は Hekuba となっている。Hekuba とはトロイア王妃。Hektor, Paris, Kassandra の母で、トロイア落城後ギリシア方の女奴隷となった。そこから転用された。

[image: ]　ヴェルサイユ条約をさす。

[image: ]　ブレスト・リトフスク条約をさす。

[image: ]　歌劇 Parzival のワーグナー風の書き方。

[image: ]　ドイツのことわざに「自負と愚鈍とは一本の木に育つ」（Dummelheit und Stolz wachsen auf einem Holz.）というのがある。




　　第七章




[image: ]　ライプツィヒの戦。一八一三年十月、プロイセン、オーストリア、ロシア連合軍がナポレオン軍を破った戦争。

[image: ]　三月革命のシンボル。

[image: ]　一八四八年、ドイツ連邦会議はこの三色をドイツ連邦の色とした。後、ワイマール共和制のもとにこの色が採用された。

[image: ]　一九二四年に社会民主党や中央党によってつくられた Reichsbanner Schwarz-Rot-Gold という団体をさす。

[image: ]　一八六七年北ドイツ連邦が、プロイセンの黒白、ハンザ同盟の白赤というそれぞれの色をあわせて、自分の色としたのを、一八七一年ドイツ統一とともにドイツ帝国の色とした。

[image: ]　黒・赤・金の旗。

[image: ]　黒・白・赤の旗。

[image: ]　バイエルン州。

[image: ]　黒・白はプロイセン州の色。

[image: ]　ハーケンクロイツ（鉤十字）は、もともとゲルマン人が青銅時代から用いた幸運のシンボル。

[image: ]　ミュンヘンのサーカス場。

[image: ]　Arbeitsgemeinschaft の訳語。一九一八年、ドイツ資本家団体と労働組合の間につくられた協力組織。




　　第八章




[image: ]　ドイツ統一の問題。

[image: ]　普墺戦争でベーメンに侵入したプロイセン軍が、オーストリア軍を破って大勢を決した戦。

[image: ]　普仏戦争。一八七〇年から七一年のプロイセンとフランスとの間の戦争で、ナポレオンⅢ世が敗れ、ヴェルサイユ宮殿でドイツ帝国成立が宣言された。




　　第九章




[image: ]　アダムとイヴの長子、弟アベルを殺す。旧約聖書、創世記四の一以下。

[image: ]　死肉をたべる動物で、ここでは死者のものをはぎとる人をさすことから、貪欲な人のことをさしている。

[image: ]　いずれもフランス革命期のジャコバン的革命家。

[image: ]　社会民主党に属し、ドイツ共和国初代の首相。

[image: ]　中央党左派の政治家。講和締結の立役者。

[image: ]　社会民主党員、ドイツ共和国初代大統領。




　　第十章




[image: ]　ミュンヘンをさす。

[image: ]　ライン地方の連邦分離主義者。

[image: ]　ドイツ語には、日本語の「国家」にあたることばに Reich, Staat, Land の三つがある。Reich とはドイツ国全体、あるいは帝国という意味をもち、Staat とはごく一般的な国家という意味のほかに、封建時代からの領邦国家、あるいはドイツ連邦内の一国家という意味であり、Land は地方、州、邦というように訳されている。ここでは Reich はドイツ国あるいはドイツ帝国と訳し、Staat は国家あるいは連邦国家と訳し、Land は邦と訳した。たとえばバイエルンはここでは主としてドイツ国（Reich）内の一国家（Staat）というように用いられている。

[image: ]　「ヴィルヘルム・テル」の中にでてくるスイスの代官。自分の帽子を広場におき通行人に敬礼をさせた。




　　第十一章




　　注なし。




　　第十二章




[image: ]　原文では Wirtschaftskammer とあるので、「経済会議所」と訳したが、これは Ständekammer か Wirtschaftsparlamet の書きあやまりであろう。

[image: ]　ヴィルヘルム・クノーは、一九二二年─二三年のドイツ共和国首相。一九二三年フランス軍のルール地方占領のさい、賠償金支払いを拒否して、ルール地方の石炭シンジカートをハンブルクにひきあげさせ、消極的抵抗をしたが、ためにマルクは急激に下落し、ユダヤ人だけがもうけた。ヒトラーはユダヤ人の作った労働組合がそのために利益をえたというのである。




　　第十三章




[image: ]　初版のテキストでは「間接的方法によって」となっている。

[image: ]　新しい版のテキストでは Leben「生活」となっているが、初版に従って、Leiter「指導者」の訳語を当てた。

[image: ]　テキストは初版も Skrupellosigkeit となっているが、あるいは Skrupulösigkeit の誤植かも知れない。後者ならば「小心翼々な」、「細心な」、「良心的な」という逆の意味になるが、この方が文章はよく通るようにも思われる。

[image: ]　潜航艇のこと。Unterseeboot の略語。

[image: ]　オーストリアのこと。

[image: ]　匈奴。野蛮人の比喩だが、とくにドイツ人（兵）を軽[image: 蔑]して呼ぶ名称。

[image: ]　ゲルマン民族の一種族。四五五年にローマを略奪してその文化を破壊したから、芸術、文化の破壊者、野蛮人の代表的名称となる。

[image: ]　一九一八年十一月の革命以後政権を担当した諸政党をさす。

[image: ]　ユダヤ人をさす。

[image: ]　古代ギリシアの反逆者の名から、一般に反逆者をさす場合に用いられる。

[image: ]　パリの西方、ヴェルサイユの北にある都市。この地で、ヴェルサイユ条約（対ドイツ）についで、オーストリアに対する講和条約が結ばれ、それはサン・ジェルマン条約と呼ばれる。その他、ハンガリー、ブルガリア、トルコに対しても各個に講和条約が結ばれている。

[image: ]　一九三六年版テキストでは（　）内は欠けている。




　　第十四章




[image: ]　上巻第四章参照。なお、「戦前のドイツ同盟政策」という見出しはない。

[image: ]　フランスの政治家・外交家（一七五四─一八三八）。

[image: ]　悪魔の王。「マタイ伝」一二章二四参照。

[image: ]　ヴィクトリア女王の子で英国王（一八四一─一九一〇）。




　　第十五章




[image: ]　プロイセンの将軍（一七八〇─一八三一）。かれの「戦争論」は有名である。

[image: ]　一八〇六年はナポレオンによってプロイセンが決定的に敗北させられた年であり、一八一三年は、いわゆるドイツ解放戦争が始まった年で、翌々年にはナポレオンはセント・ヘレナ島へ流される身の上となる。

[image: ]　一九二五年にスイスのロカルノで、独、仏、白、英、伊間に締結された。ドイツとフランス、ドイツとベルギーがたがいに戦争をしないことを約束した。

[image: ]　アメリカの政治家、財政家（一八六五─一九五一）。連合国賠償委員としていわゆるドーズ案の作成に当った。

[image: ]　昔の軍艦の艦首吃水線の下部に突出している甲鉄。敵の軍艦に体当りして艦腹に穴をあけるためのもの。

[image: ]　フランスの軍人（一八五一─一九二九）。第一次世界大戦末期の連合軍最高司令官。

[image: ]　原語は Essen である。エッセンはなお固有名詞としてはルール地方の工業都市をさす。ヒトラーはドイツ民族の意志を鍛える鍛冶場にエッセンをひっかけて用いているのだろう。

[image: ]　紀元前四世紀のはじめにローマを征服したガリアの将軍のこと。

[image: ]　ヴェストファーレン州内にルールはある。

[image: ]　上巻「序言」の冒頭および、上巻「解説（Ⅰ）」参照。

[image: ]　いわゆるビアホール・プッチ。上巻の解説を参照。









解説（Ⅱ）




　多くの人々が、ナチス興亡の歴史を描いた記録映画「わが闘争」で、占領地域におけるナチスの残虐な仕打ちの数々、特にユダヤ人に対する非道な迫害の場面を見て、どうしてこんなひどいことが人間に対して同じ人間の手で平然と行なわれえたのかと疑問に思い、かつやり場のない腹立たしさを感じたに違いない。アウシュヴィッツの強制収容所におけるあのガス室での大量殺人のむごたらしさは、人類の歴史が続く限り永遠に忘れ去られることはないであろう。

　ナチス運動の生成過程やその歴史的運命等については、上巻の解説で共訳者平野が説明することになっているので、わたしはここでは、あの悲惨な第二次世界大戦の導火線となり、かつヨーロッパ大陸を戦火のちまたとし、数々の異民族を迫害し、殺戮したナチズム運動のバイブルであった本書のヒトラーの主張の中から、かれの根本思想を取り出し、きわめて非合理的で、偏狭さと歪わい曲きよくに満ちたもろもろの断定を結びつけているヒトラーの思し惟いの大筋を明らかにしてみたい。ヒトラーが流行性脳炎にかかり、脳を冒されて狂気に満ちた思想と行動をとるようになったのだというヨハン・レクテンヴァルト「アドルフ・ヒトラーはどこを病んでいたか」（ミュンヘン、一九六三年）の主張は十分に立証されえないとされている。もちろんヒトラーの思想を正常で合理的であるとすることはできないが、他方『わが闘争』でのヒトラーの主張がそれなりにかなり首尾一貫性をもっていることも否定しえない。つまりここではヒトラーの思想のもつその一貫性に光を当ててみたいのである。

　まず『わが闘争』に見出される最も根本的な思想といえば、第一にかれのいわば生物学主義的なアーリア人種（ドイツ民族）至上主義が挙げられよう。かれによれば、人類を文化創造者、文化支持者、文化破壊者の三種類に分けた場合、文化創造者はアーリア人種のみであり、日本その他の非アーリア民族はせいぜい文化支持者でありえても、文化創造の能力はもちえないのである。そして文化破壊者として憎むべき民族こそユダヤ人なのである。

　このようなヒトラーの人種観は第二次世界大戦でドイツ軍の捕虜となった異民族の待遇にも現われたといわれている（河出書房、世界の歴史23、『第二次世界大戦』、上山春平）。イギリス人はドイツ人と同じ優秀民族として好待遇が与えられ、フランス人もかなり人間的に扱われたといわれている。スラヴ人種はさらに劣等人種としてドイツ軍による扱いはより劣悪化し、「つねに他民族の体内に住む寄生虫に過ぎない」（第一巻第十一章）人類文化の敵とヒトラーによって断罪されるユダヤ人にはただ絶滅の運命しか与えられなかったのである。

　こうした人種観の歪ゆがみは、ヒトラーをして「人種の純潔」を守り、アーリア人種の優秀性を存続発展させるために結婚についてまで長広舌をふるわせるにいたるのである。

『わが闘争』では全巻を通じてユダヤ人が口汚なく罵ば倒とうされているが、その特徴としては、ヒトラーがみずから打倒すべきと考えた諸要素、つまり議会制民主主義、拝金思想、インターナショナリズム、マルクス主義、ソヴィエトのボルシェヴィズム等の一切合財がすべてユダヤ人の世界支配の陰謀から派生しているという、いわばユダヤ人＝悪魔説である。そのうちのひとつ、議会制民主主義とユダヤ人の陰謀を結びつけるヒトラーの論理を見ることにしよう。

「民主主義はほとんどの場合、ユダヤ人の要求に一致した。なにしろ、それは人格を排除し──その代りに、愚鈍、無能、そしてこれらに劣らず臆病さ、これらで構成されている多数をもち込むからである」（第一巻第十一章）。本来、民主主義の思想は個人の平等という理念を基礎においてはじめて成立しうるものであるが、最も優秀な民族・人種が世界を支配すべきであるとするヒトラーの狂信的ともいえる人種論的世界観は、そのまま論理的必然性でもって、「この民族の内部でも最も優秀な人々が民族を指導すべきだとする貴族主義的政治原理」を導き出すのである（第二巻第四章）。つまり、国家社会主義の国家には、「多数決原理は存在せず、ただ責任ある人物だけがある。……もちろんすべての人々には相談相手というものはある。だが決定はひとりの人間がくだすのである。かつてプロイセン軍をドイツ民族の最も驚嘆すべき道具にした原則が……将来われわれの国家観を建設する根本原則であらねばならない。すなわち全指導者の権威は下へ、全責任は上へである」（同上）。

　この貴族主義的原理は、同じドイツの特異な思想家ニーチェの説いたものと類似しており、ヒトラーがムッソリーニと会見した際にニーチェ全集を贈ったということは、ニーチェの影響のきわめて大きかったことを象徴するものであろう。ともあれ、自己の政治的天才、民族指導者としての資質を確信するヒトラーにとって、個人の平等を認める多数決原理、議会制民主主義はけっして容認できるものではなかったのである。

　次に反ユダヤ主義と反マルクス主義の一体性についてのヒトラーの思想を簡単に眺めてみよう。

「マルクス主義の理論は理性と人間的狂気の分かちがたい混合物を示しているが、つねに狂気だけは実現されても、けっして理性の方は実現されることがないのである。人格を、したがってまた国民とその人種的内容を無条件に否認することによって、その理論は全人類文化の根本的な基礎を破壊する。というのは、文化はまさにそれらの要素に依存するからである」（第一巻第十一章）。ヒトラーのこの主張はかれの反マルクス主義の性格を明めい瞭りように露呈させているといってよいであろう。要するに、マルクス主義はかれの人種論（アーリア民族至上主義）とかれの人格論（超人的な指導者原理・反民主主義〔このヒトラーの人格論の思想的源泉をニーチェに求めることはあながち不当ではないであろう。ニーチェの『善悪の彼岸』第五章だとか、『道徳の系譜学』第一論文等を読まれたい〕）と相容れないから狂気だと断罪されるのである。ヒトラーのこの議論はさらに一歩進んで、「人格と人種が破壊されれば、低級な人間──これはユダヤ人であるが──の支配を妨げる本質的な障害物はなくなる」と展開されるのであり、結局反ユダヤ主義に落ちつくのである。

　ヒトラーはまた、この反マルクス主義をさらに反スラヴ主義、反ボルシェヴィズム、東方への領土拡張に結びつけてゆくのである。次にその議論を一瞥しよう。かれはドイツのとるべき領土政策について次のように主張する。「われわれが今日ヨーロッパで新しい領土について語る場合、第一にロシアとそれに従属する周辺国家が思いつかれるに過ぎない。……ロシアはボルシェヴィズムに引き渡されたことにより、それまでこの国家を存立させ、またその存立を保証してきた知性がロシア民族から奪われてしまった。なにしろロシア国家の構造組織はロシアにおけるスラヴ民族の国政能力の結果ではなく、むしろ低級な人種の内部に存在するゲルマン民族的要素による国家形成活動の驚くべき一例であるに過ぎない」。そしてロシアはヒトラーのいうユダヤ人の手に落ちたが、ユダヤ人はあくまでも民族の寄生虫でしかないので、「ユダヤ人は組織の構成分子ではなく、分解の酵素」なのであり、ロシアは崩壊の寸前にあると断定される（第二巻第十四章）。したがってドイツの東方への領土拡張は、ヒトラーの思想の中では、またもや人種理論によって正当化されうるのである。

　以上、ごく簡単にヒトラー自身語るところを一部分浮き彫りにしてみたが、見られるように『わが闘争』におけるヒトラーの思想はかなり首尾一貫したものであったといえよう。また紙数の関係で紹介は割愛せざるをえないが、ヒトラーの大衆心理の洞察力はきわめて優れており、宣伝、世論操作についてのかれの見解は注目に値するものであるとわたしは信ずる。いずれにしても、一人の偉大な独裁者、扇動家がみずからの大いなる偏見をひっさげて一民族の理性を征服し、世界の地図を塗り替える狂気の十字軍に大衆を旅立たせるに成功したということは、きわめて重大であり、かつて同じ旅路を歩ませられたわが国民にとっては特に他人事ではないのである。

　わたしたちは、このヒトラーの『わが闘争』を今世紀に生じたひとつの大いなる悲劇・第二次世界大戦の原因をより正確に、より深く理解するための重要な一資料として細心に読み取る必要があるだろう。平和を願い、民主主義を大切に守ってゆこうと念願されている方々に、わたしたちの訳書が少しでも役立てばこの上ない喜びである。

　　　　＊

　共訳者平野からこの書の翻訳に協力を依頼されて、わたしたちの初訳を黎明書房から出してすでに十二年が経過した。この十二年間にわたしたちが経験した内外の状勢は、ナチズムを「死んだ犬」扱いすることをますます許さなくなってきているように思われる。

　とかく人民は為政者の大衆操縦術にほんろうされる運命をもつものであるが、現在のわたしたちもけっしてその例外ではありえない。そうした意味から、かつて初訳の解説の最後に書いたことを再びここに記しておきたい。

　──わたくしはここで、ルソーが『社会契約論』で述べている言葉をつけ加えれば満足である。「マキャヴェルリは、国王たちに教えるようなふりをして、人民に重大な教訓を与えたのである。マキャヴェルリの『君主論』は共和派の宝典である」。もちろん、ヒトラーは人民に教えたのではないが、わたくしにはやはり人民の宝典の価値をもつように思われるのである──
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　続・わが闘争　生存圏と領土問題　目次







訳者序

序言

第一章　生存闘争と平和的経済戦争

第二章　生存圏確保の理由とその方策

第三章　民族の価値と平和主義的民主主義

第四章　ドイツ外交政策の批判と具体的提案

第五章　国家社会主義ドイツ労働者党の国内・外交政策

第六章　ドイツ統一と領土不足問題

第七章　ビスマルクの外交目標とビスマルク後の外交政策

第八章　ドイツの再生と誤てる中立主義

第九章　ドイツの領土政策の目的

第十章　ドイツ外交の基本原則

第十一章　ドイツの領土政策──東方における生存圏確保

第十二章　民族価値と政治目標

第十三章　ドイツとイタリアの利害の共通性

第十四章　南ティロール問題の本質、ドイツ外交の醜態

第十五章　イタリアとの同盟

第十六章　民族の健康な血と肉

第十七章　ユダヤ人との闘争

訳注

あとがき







　凡例


一、草稿には書名は書かれていない。また章の始まりと終わりも明確でない。訳書名はヴァインベルク版（以下、Ｗ版と記す）および英訳版を参考にして訳者が決め、行の中央にハイフン列がタイプされている箇所を章の終わりとした。章のタイトルは、章の内容を顧慮して、訳者が付したものである。ただし「序言」だけは記されている。さらに本文中には行の途中で章が終わり、その行の残りは空白であり、次行で字落ちされていない場合がある。そのような箇所では、本訳書では文脈を勘案して、新しいパラグラフを開始した。本訳書のパラグラフはＷ版とは異なっている場合もある。

二、草稿にはドイツの正書法に従った表記がなされていない単語がある。意味不明の外国語が使用されている箇所もある。そのような場合には、Ｗ版および英訳版を参考に訳出した。

三、訳文は草稿原文に忠実を期した。しかし原文のままでは訳文があまりにも生硬になったり、日本語として理解しにくい部分では、意訳したり、原文にない表現を加えたりして表現を和らげた。そのために訳語の選択において角川文庫版の『わが闘争』（平野一郎・将積茂訳）とは異なっている場合がある。

四、固有名詞の表記については、日本の読者になじんでいるものはそれに従った。他は各言語での発音にできるだけ忠実に表記した。

五、訳注は全て巻末に記した。









　訳者序




　本訳書はワシントンにあるアメリカ国立公文書館（National Archives）の「第二次世界大戦記録部門」（World War II Record Division）の「ドイツ」資料中にある「アドルフ・ヒトラー」のマイクロフィルム（整理番号 105/40）におさめられている三百二十四頁の未編集原稿（原稿名 HITLER MANUSCRIPT　以下「草稿」と記す）の全訳である。

　本訳書が依拠した「草稿」および本訳書の編集について、若干の説明を加える。

　草稿（マイクロフィルム）には次の英文の書類が添付されている。




「ミュンヘン　　　　　　　　　　　　　　　　目標番号　五八九

　　国家社会主義ドイツ労働者党中央出版局　　順位　三




　　ティールシュ通り　十一番地




　　　注




　一、本文書は補足報告である。ミュンヘン市ショイプナー・リヒター通り三十五番地在住の、党出版局前技術部長ヨーゼフ・ベルク氏がわれわれにいわゆるアドルフ・ヒトラー未刊文書原稿を提出した。当草稿は十五年以上前に作成され、金庫に保管されていた。ベルク氏は草稿を刊行したり、あるいは何人にも見せたりしないようにと厳命されていた。ベルク氏は当草稿に関して追加情報を述べる用意がある。

　二、ベルク氏はさらに、出版局の書籍用緊急事態倉庫がアイヒシュテット近郊のヴィリバルツブルクに用意してあると述べた。





ポール・Ｍ・リーク　




通信隊　陸軍大尉」






　この添付書類に先立つ報告は発見されていない。国家社会主義ドイツ労働者党（ナチ）の中央出版局で書籍出版部を任されていたヨーゼフ・ベルクが一九四五年五月にこの補足報告をアメリカ軍将校に渡した。ベルクは、この文書は十五年以上前のヒトラーの著作であると明言した。この文書が押収された後にイギリス当局のために、この文書のマイクロフィルムが作成された。オリジナル文書は、他の文書とともにアメリカ合衆国に運ばれた。このマイクロフィルムが合衆国国立公文書館に保管されるに至った経緯は明らかでない。

　一九五一年頃から、ヒトラーの「ドイツ外交政策論」の原稿が残されている、という噂が流れ始めた。当時、調査をした研究者もいたが、発見されなかった。一九五八年夏、当時ミシガン大学歴史学準教授だったゲアハルト・ヴァインベルク博士がこの文書を確認し、一九六一年に『ヒトラーの第二の書　一九二八年の文書』と題して出版した（Gerhard L.Weinberg（Hrsg.）:Hitlers Zweites Buch. Ein Dokument aus dem Jahr 1928. Quellen und Darstellungen zur Zeitgeschichte. Bd.7. Deutsche Verlags-Anstalt, Stuttgart 1961. 本訳書ではこれを「Ｗ版」と表記する）。Ｗ版には詳しい解説が付されている。その解説は草稿の理解には欠かせない。

　編者のヴァインベルクは解説を執筆しただけでなく、草稿に補足を加えて読みやすくしている。例えば第七章の冒頭に「オリンピックの月桂冠をいくばくかはのっけられるわけだ」と訳した部分がある。この部分は草稿では「オリンピックをいくばくかはのっけられるわけだ」となっている。草稿のままでは理解しにくい。Ｗ版は「の月桂冠」を補足している。このように、明らかにＷ版の補足が妥当と判断される場合には、本訳書ではＷ版を参考にした。

　草稿では一いつ旦たんタイプした単語や表現をハイフンで消した箇所があり、ハイフンで消した後に別の単語や表現で書き直している箇所もある。例えば本訳書第七章に「一方は冷徹な合目的性を」と訳した部分がある（※）。その部分は草稿では「一方は合目的理性を」と書き、「合目的理性」を消して訳のように書き直している。本訳書では、このような場合には、書き直した単語や表現に従って訳出してある。

　Ｗ版では章の区分に編者の恣し意い性が認められる。あるところでは行全体にハイフンのみがタイプされている箇所を章の終わりと判断し、ある箇所では内容によって区分している。各章の分量のバランスを取るための対応と推測されるし、オリジナルの文言を勘案すれば、あながち根拠を欠いた編集上の暴挙とは言い切れない。しかし本訳書は、訳の原本が草稿である事実を尊重して、Ｗ版の章分けに従わず、ハイフンのみがタイプされている箇所を章の最後と判断した。それによって本訳書は各章の分量においてバランスを欠いているが、この処理は読者にも理解していただけると考えている。




　二〇〇三年秋、Ｗ版の英訳が出版された（Krista Smith〔transl.〕:Hitler's Second Book. The Unpublished Sequel to Mein Kampf. Enigma Books, New York, 2003. 本訳書ではこれを「英訳書」と表記する）。この英訳書にはゲアハルト・ヴァインベルクが「序言」を寄せている。この英訳のためにヴァインベルクが改めて草稿を検討しており、スミスに提示した判断がこの英訳に生かされているそうである。

　Ｗ版には相当数の注が付されているが、英訳には英語圏の現在の読者の理解を深めるために、一般的な事項にも、またＷ版出版以降のナチズム研究書に基づく学術上の資料紹介のためにも、Ｗ版の数倍のもの注が付されている。本訳書では日本の平均的な読者を想定し、Ｗ版や英訳書の注を参照しながら訳注を付した。その中にはＷ版および英訳書の注にもとづいているものが多く、特に統計上の数値や記述に関してはほとんどＷ版や英訳書に負っている。

　英訳者のスミスは、本書が「二十世紀の重要な人物の考えと性格を」知る手助けになるとしたうえで、原文に忠実な英訳と英語圏の読者に理解可能な訳文との間のバランスをとるのが困難であったが、当英訳はヨーロッパと世界の歴史にとって極めて重要であった時代の理解に寄与できるだろう、とその「訳者序」を結んでいる。また英訳書の序言を書いたヴァインベルクはＷ版出版の二年後フランスで翻訳書が出たことを挙げ、さらに「多くの点でＷ版の戯作的模倣」とイギリスの評論家Ｏ・Ｊ・ヘールが一九六二年出版の[image: ”]Hitler's Secret Book, introduced by T. Taylor, translated by Salvator Attanasio :New York, Grove, 1962[image: ”]について述べ「その翻訳はほとんど容認できず、軽率の徴候を示している」と批判していることを紹介している。最近テイラー解説のこの問題のある英訳書の邦訳が出版された。『ヒトラー 第二の書』（テイラー解説、立木勝訳、戌甲書房）がそれである。

　なお、本草稿の特質やヒトラーの著書、ヒトラーに関する研究書などについては「あとがき」を参照していただきたい。

　草稿にはドイツ語圏、英語圏の研究者も解釈に迷う単語や表現が散見される。文体も複雑である。本訳書では正確で容易に分かる日本文に訳そうとしたが、なお妥当でない表現や誤解があるかとも思う。また、現代日本では不適切な表現も多く見られるが時代性と資料性に鑑かんがみ、あえてそのまま訳出した。読者のご批判をいただきたい。




　　　　　二〇〇四年七月


訳者　









　序言




　一九二五年八月（『わが闘争』）第二巻作成を機に、私は諸事情に合致した簡潔さで、国家社会主義のドイツの外交政策の基本思想を記した。そこでは特に、運動にとって激しくもあり、いわれのない攻撃の契機となっている南ティロール問題を論じた。一九二六年には、第二巻のこの部分を別冊として出版するのを余儀なくされていると考えていた。南ティロール問題を煽あおり立てて、そもそもからして好ましからざる国家社会主義運動に対する闘争の望ましい手段として利用しようとしていた敵対者の考えを、それによって変えさせようとは私は考えていなかった。これらの人々にとっては、真実か誤っているか、正当か不当であるか、という問題は、およそ何の意味も持っていないのであるから、彼らに誤りを承認させるのは不可能だ。ある問題が彼らの、部分的には党派政治的な、部分的には極めて個人的な利益に利用できると分かれば、これらの人々にとって当該問題の真実性や正当性は完全に消えてなくなる。それによってわれわれの民族全体の隆盛に損害を与えるような場合でも、これは変わらない。というのも、崩壊の時代からドイツを破壊した人物たちが現在の統治者であり、彼らの当時の志操は今日に至るまで、いささかの変更もないからだ。冷たい心をもって当時、政党に忠実な考えや自分の利益のためにドイツを犠牲にした彼らが、今日になっても、ドイツの再建に十分な根拠、十分どころか十二分なる根拠をもって活動している者を、彼らの利益に反する者であるがゆえに憎んでいるのだ。それどころではない。われわれの民族の再隆盛が特定の名称によって代表されていると見るや、彼らはその名称に由来する全ての物事に反対するのを常とする。極めて有効なる提案、いや、自明なる申し入れでさえもボイコットされる。提案や申し入れをした者がその名称であれば、自分たちの政党政策的、個人的視界から消すべく戦わねばならないとする一般的基本思考と結びつくがゆえにである。そしてそれ以上の理由は何もない。そのような人間の意見を変えさせようというのは見込みもない。

　だから私が一九二六年、その当時の南ティロール問題のパンフレットを印刷したときには、すでに彼らの一般的な世界観的、政治的立場の結果として私の中に不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を見ていた者に一定の印象を及ぼそうなどとは、もちろん一瞬といえども考えていなかった。とはいえ、敵陣にはわれわれの国家社会主義の対外政策を根っから悪意をもって見ていたわけではない一部の者がおり、彼らはこの分野でのわれわれの見解を検証し、是非を判断するだろうという希望を捨ててはいなかった。この希望は、明らかに多くの場面でかなえられたのである。公的な政治の場にいる実に多くの人々がドイツの対外政策に抱いていたそれまでの態度を修正した点を、今日大いなる満足をもって指摘できるのである。彼らは個々の点ではわれわれの見地には立ち得ると考えていなかったにしても、われわれを導いていた誠実な目的というものを認めてはくれたのであった。もちろんここ二年の間に私自身には、私の当時の本が本来的に早くも一般的な国家社会主義的見解を前提として成立していたにしても、なお多くのことが、但し迷いがあったからではなく、ある種の無理をかかえていたがゆえに、欠けていたのが明白となってきた（※１）。当時は種々の制限があり、われわれの国家社会主義的対外政策の正当性に対する実際の原則的というにふさわしい証明を与えることは不可能だった。私はこれを補うのは今だと考えている。というのも、ここ数年間に敵の攻撃が強まっただけでなく、無関心層がある程度まで彼らによって動員されているからである。ここ五年というもの、計画的にイタリアに対してなされてきた扇動が、次第に、ドイツ再生の希望が死滅し、破滅するという形で実を結びそうなのである。

　他の事柄においてもかねてしばしば起こっているように、国家社会主義運動は、今日その対外政策において、ドイツ民族とその政治生命内で完全にばらばらにされ、孤立している。市民的な国民政党の先刻周知の愚ぐ昧まいと不能、膨大な大衆の無関心、さらに強力な同盟者としては怯きよう懦だが、内部における祖国とドイツ民族の全般的な敵たちの攻撃と手を結んでいる。この怯懦とは、その全存在からしてマルクシズムの害毒に対抗できず、それゆえにマルクシズムに対する闘争ほど危険でないとはいえ、ほとんど同類に見えるし、聞こえもする意見を、機会あるごとに周囲に表明するのを幸福にも喜んでいる連中に今日われわれが見出しているもの、まさにそれである。というのも今日、彼らが南ティロール問題の叫びをあげているときに、彼らは国民的闘争利益に役立っていると見えもするし、逆にそれによって間違いなく内部ドイツ国民の極めて邪悪な敵に対する全ての現実的な闘争を避けてもいるのである。これらの祖国的で、国民的で、ある部分では民族的でもある諸闘争にとって、マルクス主義の民族と国家への裏切り者たちの親切な後押しを受けて、肩を並べてヴィーンやミュンヘンでイタリアに反対する鬨ときの声をあげるのは、これらの裏切り者たちに真面目に戦いを挑むよりも本質的に常により簡単である。多くの事柄が今日明らかになっているように、これらの人々の国民的騒動も、すでに長い間の見せかけに過ぎない。彼ら自身が満足しているだけで、われわれの民族の大部分は見向きもしていないのだ。

　国家社会主義運動が、支配的な好仏傾向に対して、断乎としてイタリアとの同盟に踏み込むことによって、さまざまな理由から南ティロール問題をドイツの対外政策の中心にすえようとするこの強力な連立に対して闘いを挑んだ。国家社会主義運動は、その政策にとって南ティロールはそれほどの障害になり得ないし、なってはいけないと主張するのである。それゆえにドイツの全世論と対立するのである。この立場がわれわれの今日の孤立と戦いの原因であるが、いずれはもちろんドイツ国民の再興の原因となるであろう。

　この信頼に値する見解を詳細に説明し、理解してもらうために、私は本書を書いた。というのも、私はドイツ民族の敵に理解してもらおうとは思っていないからであり、すでに国民中心でなければならないと知ってはいても誤った教育を受けたり、誤った道に連れ込まれているわれわれの民族の構成分子に真にドイツの対外政策の国家社会主義的基本思想を提示し、明示するのが、私の義務だと考えているからである。彼らの多くが本書に示されている見解を誠実に検討すれば、彼らの今までの立場を放棄し、ドイツ国民の国家社会主義的自由運動の列に加わる道を見出す、と私は信じている。それによって彼らは自分の民族の幸福に沿ってではなく、自分の党や自分自身の利益に従って考え行動している連中との対決を、時が来れば辞さないであろうほどの力をたくわえるのである。







　第一章　　　生存闘争と平和的経済戦争




　政治とは生成中の歴史である。歴史とはそれ自体、民族の生存闘争の過程を表したものである。ここで私がわざと「生存闘争」という言葉を持ち出したのは、日々の糧であるパンを求めての戦いは全て、まったくのところ平和な時代であろうが戦時であろうが、幾千もの障害を相手にして行う永遠の闘争だからであり、つまるところ生存自体が死に対する永遠の闘争だからである。とはいえ、なにゆえに生きているのか、という問いに答えられぬのは、この世に生を受けている他の生物と同様、われわれ人間とて同じことである。生命とはこれを維持しようとする渇望によってのみ成り立っているのだ。最も原始的な生物には、その個体の自己保存本能しかないが、これより高等な生物になってくると、この保存本能を自分だけでなく、女・子どもにも向けるようになり、さらにこれを上回る高等生物は種全体が保存できるよう考えを及ぼすようになる。人間というこの種全体の利益をはかろうとして、一人の個人が自分自身の保存本能を放棄することが少なからずあるようだが、この人間はこの時点でなおかつ本当に人間という種にこの上もなく崇高に尽くしているといえるのだ。一人一人のこういう自己放棄にこそ、全体が生存していくことが保証される道がかくされているのはよくあることで、これが再び個人の生存へとはねかえってくることになるのである。母親が幼児を守ろうとして突然勇気を奮い起こしたり、自分の民族を守ろうとして男たちが英雄的精神を捧ささげたりするのは、このためなのだ。自己保存本能の大きさは、生存していくうえでの巨大な二つの本能、すなわち飢餓と愛によって決まる。永遠に続く空腹が満たされることで自己保存が保証され、愛の欲求がかなえられるということで種族の繁殖が確立される。この二つの本能こそ、まさに生命の支配者なのだ。やせほそった唯美主義者がたとえこの主張に何千回となく異議を唱えたとしてもその唯美主義者がそうして生存していること自体、自らが唱える異議の中身を逆に否定してしまっているようなものに過ぎないのだ。血と肉からできているものは、その生成のもととなっている掟おきてを抜きにしては、決して考えられるものではない。この掟を超越した、と人間の精神が思った瞬間、その精神の担い手となっている実体、つまり人間を消滅させてしまうことになるのである。

　ところで一人一人の人間にあてはまることは、民族についてもあてはまる。民族体というものは所しよ詮せん多かれ少なかれ似たような生物の集合体に過ぎない。民族体の強さとは、その民族体を形づくっている個々の生物の価値それ自体で決まるのであり、またこれらの価値がどのような形で、またどの程度の規模で均一化しているかで決まるのである。それゆえそれぞれの生物の生存の仕方を決め、それを支配しているのと同じ掟が、民族自体に対してもまかり通るのだ。生命の維持と繁殖は、その生物の体が健康であることを欲求し続ける限り、ありとあらゆる営みへの偉大なる原動力となっているのである。それと同時にしかし民族に対するこの一般的生存法則の余波は、それが個人にとってごちゃまぜであるように、同じように混在している。

　この地上におけるあらゆる生物の生命維持と種族繁殖という二つの目的を持つ自己保存本能が、極めて根源的な力となって表れ、それでいてその欲求がごく限られた範囲内でしか達成できないとするとしよう。この状態がもたらす論理的結末は、その生存が獲得できるか──いいかえれば自己保存本能がかなえられるかどうか、の可能性を求めて、ありとあらゆる形態の闘争が生ずることなのである。

　この地上に生を受けている生物の種類は果てしなく多い。そしてそれぞれに、生命維持の本能、種族繁殖への渇望が限りなく多いのに対し、これら生物全体が生活を営む場には限りがあるのだ。この状態はまさに、正確に寸法を決められた球の表面上で、何十億もの生物がそれぞれに生きる糧を、そしてその後継者を得ようとして闘っている図にたとえることができるのだ。このように生存圏の広さに限りがあるということで、必然的に生存闘争が生まれるのであるが、一方この生存闘争を行うことにこそ、生物が進化していくうえでの鍵かぎがひそんでいるのである。

　まだ人類が登場する以前の時代の世界史とは、とにかく地質学上の出来事を表したものであった。それはまさに自然の脅威が互いに闘争しあい、この地球という惑星に生物が居住できる地表が形成され、地面と水とが分かれ、山脈が、大地が、大海が、生成される図であった。これがこの時代の世界史なのである。その後有機的な生物が登場するとともに、これらの生物が多種多様なる形態をとって、どう出来上がり、どう消えていったか、ということに人間の関心は集中した。そしてその後ようやく人類自体が登場し、これによって初めてきちんとした世界史の概念のもとで、本当の人類そのものの成り立ちの歴史がつづられるようになり、人類自体がどういう展開の仕方をしてきたのかが考えられるようになったのである。さてこの展開上に現れた特徴はといえば、これはまさに人間と獣たちとの永遠の闘争、そして人間同士の永遠の闘争そのものなのである。個々の人間が目に見えない無秩序状態から、やっと組織が、一族が、種族が、民族が、国家が生まれるわけだが、これらがどのように出来上がり、そして消えていったかを述べることは、まさに永遠なる生存闘争を再現することなのだ。

　しかし政治というものが生成中の歴史であり、この歴史そのものが、人類および民族がおこしてきた自己保存と種族繁殖のための闘いの場であるとすれば、政治政策とはそれに関連して、実際には民族の生存闘争が行われることそのものである、といえるのである。しかし政治というものは、ある民族の生存自体をめぐっての闘争であるにとどまらず、人間がこの闘争をいかに行うか、というわざでもあるわけだ。

　歴史が今まで行われてきた諸民族の生存闘争を表したものであると同時に、その時々に行われた政治がそのままの形で再現されたものであるがゆえに、この歴史という代物は、われわれ自身がどのように政治を行うべきかを考えるうえで、格好の教師ともなるわけだ。

　政治の持つ最高課題が、民族の生存を維持し、継承することであるとするならば、この生存とは、政治自体がこれと闘争し、もみ合い、このためにそしてこれによって決定される永遠なる命題となるわけなのだ。だから政治の課題とは、血と肉からなる実体を維持することなのだ。政治の成功とはこの維持を可能にすることを指す。そして政治の失敗とはこの実体を滅亡させてしまうこと、すなわち存在が失われてしまうことを指す。だからこそ政治とは常に生存闘争のうえでの先導者であり、統率者であり、組織者なのであり、この政治こそが、フォーマルにそう呼ばれているように、民族が生きるか死ぬかという決定をする作用をもたらすのだ。

　そこで平和政策と戦争政策の両概念ともに即座に無に帰してしまう恐れがあるため、このことをはっきりと自覚しておく必要が出てくるのだ。というのは、政治によって勝ちとろうとされている命題は、とりもなおさず生存するということなのだから、成功するにせよ失敗するにせよ、政治を行ううえで、どのような手段によって民族の生存維持を成しとげようとしても、その結果は常に同じことになるのである。すなわち、うまくいかない平和政策というものは、即座に民族の滅亡、つまり血と肉から成る実体の消滅につながるし、これでは不幸な結末に終わった戦争政策がもたらした結果と比べて何の変わりもありはしない。生存するうえでの前提条件を略奪することが、ある場合に民族が死に絶える原因になるというならば、他の場合においてもこれまた然しかりということなのだ。そもそも民族は戦場で死に絶えるわけではなく、戦いに負けることによって生存を維持するすべを失うのだからであり、そこまでいかないとしても略奪の憂き目にあうか、これを逃れるすべが底をつくのがせいぜい関の山だからである。

　戦争によって直接もたらされる損失は、ある民族が程度の低い不健康な生活を送ることによってもたらされる損失自体と比べたら、割合の小さいものである（※１）。たかだか十年の間に静かに忍びよってきた飢えと悪習によってもたらされた死者の数は、過去一千年の間に勃ぼつ発ぱつした戦争によって直接出た死者の数を上回るものである。だが最も恐るべき戦争とは、まさしく今日の人々の目にはこの上もなく平和であると映る闘い、つまり平和的経済戦争なのだ。この経済戦争こそ、最終的結末においては、世界大戦によってもたらされる犠牲者の数もおよばぬおびただしい数の犠牲を出すものなのだ。というのは、この経済戦争は、その時点で生きている人間の身だけにふりかかる事件ではすまされず、その影響は何よりもまず、将来生まれてくる人間についても及んでくるからである。ただの戦争は、せいぜい現在の何割かを消してしまうに過ぎないだろうが、この経済戦争は未来を抹殺してしまうのだ。たった一年間でも全ヨーロッパで産児制限がとられたとしよう。これによっておこる人間の損失数は、フランス革命から現在に至るまでの間におこった世界大戦までをも含むあらゆる戦争による死者の数を合わせたよりも上回ることになるのだ。しかしこれが、現実のところ若干の国民が健全な発展を行えなくなるところまで、現在のヨーロッパを人口過剰へと追い込んでしまった平和的経済戦争のもたらす帰結なのである。

　一般にさらに次のように述べることができよう。

　政治政策の課題が、あらゆる手段を用いて、あらゆる可能性を求めて、その民族の存在を維持することである、ということを忘れ、そのあげく政治政策をある決まった活動様式で行ってしまおうとするやいなや、民族は、自由と日々の糧を求めて行う運命闘争をすすめるうえで民族を導くはずのわざの持つ内的意味を損なってしまう。

　基本的に好戦的な性格を持つ政治を行えば、その民族を数々の悪習や疾病の徴候から遠ざけておくことができる。何世紀もの時の流れの中で、内的価値を変遷させずにいられるのは、こういう民族だけなのだ。戦争はそもそも長期にわたるようになると、内的危険をはらむようになる。この危険性はその民族体を構成している人種的な基本価値が均一でないと、それだけ表面化する割合が高くなる。このことは早くも古代においてわれわれがよく知っている国家におこった出来事についても言えることだし、また現在においても、とりわけすべてのヨーロッパ諸国にもあてはまることである。戦争は本質的にはそれとともに、何千もの細かい過程を通して、民族内の人種淘とう汰たをひきおこすものであり、この淘汰によって、民族内の最上の分子が優先的に滅亡してしまうことになる。いろいろな個々の出来事が無数に生ずるうえで、勇気と闘志が求められ、その結果つまるところ人種的に見て最上かつ最も価値ある分子が特別の任務につくことを自らの自由意志で申し出たり、そうでなければこのような分子が特別編成の組織によって計画的に召集されることが再三再四おこるようになるからである。特別な義勇軍とか近衛連隊とか突撃隊という特定の精鋭部隊を編成するという考えは、いつの世にも戦争指導者のアイディアであった。ペルシアの宮殿警備隊、アレクサンドリアの精鋭部隊、ローマ帝国の親衛軍団、数知れずこの世を去っていったナポレオンやフリードリヒ大王の傭よう兵へい軍や近衛連隊、そして世界大戦での突撃大隊、Ｕボート乗組員、飛行隊。これらどれもが数多くの人間の中から特別の高等任務に適した高度の能力を有する男たちを選び出し、特別の編成を組ませてこれにあてようという、いずこも同じアイディア、そしていずこも同じ必要性によって組織されたものなのである。というのは、そもそも近衛兵とは教練を受けた部隊というのではなく、戦闘部隊なのだ。そのうえこういう共同体の一員であるという高い誉れが特別な団結心の形成をもたらし、この団結心がそうこうするうちにますます強固になり、つまるところ外面だけの問題ではなくなってくるのである。しかしそれとともにこの種の編成が、最も悲惨な血にまみれた犠牲者を出すことがしばしばおこるようになるのだ。すなわちこの場合では、おびただしい数の人間からこの上もなく有能な人間が選び出され、凝縮集団の形で戦場へ派遣されたのに、民族の中で最も優秀な者が戦争の犠牲者となる率は非常に高くなり、一方ではその逆に最も俗悪なる人間の方が生きながらえる率が高まってくるわけである。つまり民族共同体のためとあれば、自らの命を喜んで犠牲にするこの上もなく極端に理想的な男たちがいるのに対し、自分自身のまったく私的な生活を維持することが人生至高の課題であると考えている無数の卑劣なエゴイストたちがいるのである。英雄は死に、犯罪者は生きながらえるのだ。だが自らを犠牲にするという行為は、英雄的な行動を好む時代、とりわけ理想主義を掲げる若者たちには、自明の行為と受け取られる。こういう行為は、今なお民族の価値というものが存在していることの証あかしとなるのだから、良いこととされる。しかしながら真の政治家たるものは、このような事実を憂慮し、その後もたらすものを計算に入れてとらえねばならない。実際一回の戦争で失ってしまったものは、たやすく諦あきらめることができるかもしれない。だがこれが百回続くとなれば、ペースは緩慢とはいえ、確実に民族の中で最良の、最も価値ある人々の大量出血ということになるのだ。確かにこのようにして勝利はかちとられたかもしれない。しかし結局はこれらの勝利に値するだけの民族はもうそこにはいないのである。このように、昔の成功物語の結果が、とてつもなく不可解にしか見えようのない後代の悲惨な状況を生み出すということは、まれではないのである。

　それとともに戦いにおける民族の賢明な政治的指導というものは、その民族の生存自体を目的とするのではなく、その生存を続けていくために必要となる手段だけを、視野におさめる必要がある。指導者はその民族が立派に一人前となるまでこれを育成し、さらに自らにまかされた人材を最大の誠実さをもって管理しなければならない。指導者たる者は民族の生存のためにはためらうことがあってはならず、危急の際には最高の人材にあえて血を流させる度量を持ち合わせ、なおかつその流した血に代わるだけの価値ある平和が、他日再びくるものであるかどうかということを、常に頭にとめておかねばならないのだ。流した血に値する平和がくることを民族全体にうけあうことができないような目的のために戦い抜いた戦争などは、民族体にとっての暴拳であり、民族の未来に対して犯した罪悪でしかあり得ぬ。

　ところで、例えばごく一部の人間だけがその国家を維持し、とりわけ文化を創造する、とみなされているような状態にある民族、つまり人種的構成の面でのばらつきが極めて多い民族においては、果てしなく長期化した戦争は、たとえようもなく恐ろしい危険となることがある。そもそもヨーロッパ諸民族の文化は、何世紀もの時の流れの中で、北方民族の血が混入したことによって生じた基礎の上に築かれたものである。この北方民族の血の最後の名残が取り除かれてしまうやいなや、ヨーロッパ文化はその顔を一変してしまうことになるし、その上諸国家の価値は、諸民族の価値が下がるのに応じて下落する憂き目を見ることになるであろう。

　原則的な平和政策では、こういう事態に備えてまず最良の血統を持つ者たちを絶やさぬような努力が払われることだろう。しかしこういう政治政策も総体的にとらえれば、いつかはきっと民族全体を弱体化へと追い込むことだろうし、そうした民族が生存していくための前提条件もおびやかされてくるように見えることとなるだろう。よって次の手として日々の糧となるパンを求めて闘争する代わりに、むしろこのパン自体を小さくするとか、もっと現実的にいえばこのパンの個数を制限することが考えられてくる。こうしたやり方で来たるべき大危機を逃れようとするならば、平和的に国外移住を行うとか、産児制限を行うしかない。そうなればこんな原則的平和政策などは、民族にとって疫病神になり下がる。なにしろ片や延々と戦争を続け、片やその状態で移住の世話をやこうとするのだから。このような政策のために、民族は数々の計り知れぬ生命の危機を体験したうえに、あげくの果てには気づかぬうちに最良の血統保持者まで失うことになりかねない。しかしながらわれわれ全体の国家政策上の知恵者らが、まあ国外移住政策をとっても何の利益もないことが分かっているにせよ、せいぜいわが民族の人口減少を遺憾に思うか、よくてもいずれは他の国家にくれてやることになってしまう文化のこやしについて語っているのだ、ということを知るのは、まことに悲しむべきことである。それがきちんと分からない者などは最悪である。国外移住が地域的な区分けとか、年齢層による区分けによって行われるのでなく、このまま運命の摂理にその裁量をまかせておくと、わが民族からはいつも最も勇気のある、闘志にあふれた断乎たる決心の、何事にも抵抗力のある人間が出ていってしまうことになるであろう。約百五十年前にアメリカへ移住した若い農民たちは、故郷の村でもやはり決心の固い、大胆不敵な若者たちであったのだ。現在わが国からアルゼンチンへ移住する労働者も、これまた然しかりである。臆おく病びよう者ものや弱小者は、無理に勇気を奮い起こして見知らぬ異国で日々の糧をかせぐよりも、故郷にとどまりその一生を終えたがるものだ。危機、災難、政治的圧迫、宗教的強制力が民衆にのしかかってきた場合もやはり同様、これに対してあえて抵抗を行おうとするのは、常に最も健康かつ抵抗力のある人間なのである。まっさきに屈服するのは常に弱小者なのだ。勝者にとって、このような弱小者たちの存在を維持することは、本国が残留組の面倒をみるのと同様、たいした利益はない。行動一般に関する法則が本国から植民地へそのままの形で移行することがありがちなのもそのためで、それは植民地では、すでにまったく自然な形で人間として高い価値をもつ集団が完成しているからなのである。だが、それとともに新領土にとってのはっきりした黒字は、もとの本国にとっては赤字となって出てくるのだ。ましてやこの国外移住が何世紀にもわたって進めば、民族はかつてない最良の、たくましい本来の勢力を失ってしまうことになるわけで、そうなればある危機がおとずれた際に、その運命に対して必要なだけの抵抗をする内部勢力を育てあげるのは、もはや困難となってしまう。そうであるからにはむしろ産児制限政策の方へ手が伸びることとなろう。この場合でも単に人口の減少だけが問題なのではない。この産児制限によって、民族の中で非常に高い価値をもつ人物が生まれる可能性が、そもそも初めから抹殺されてしまうという恐ろしい事実が問題なのである。というのは民族の規模と将来は、その民族の人々の持つあらゆる部門において高い業績をあげるだけの能力ある者の総計によって決まるからである。しかしこの話は、あくまで人物の価値の話であって、長子権があり、それによって保護が行われているからといって、状況がよくなる話ではない。もし現在のわがドイツの文化生活、ドイツの経済、そう、わがドイツ全体の存在自体から、長子としてでなく生まれてきた男たちによって作り上げられたものをすべて取り去ったとするならば、一体どうなることであろうか。ドイツはおそらくかろうじて、バルカン国家と同程度たり得るに過ぎないのではなかろうか。ドイツ民族はもはや文化民族として評価されるだけの価値を失うのではなかろうか。長男として生まれ、なおかつ民族にとって偉大な事業をなしとげた男たち一人一人について、少なくともその先祖の一人でも長男ではなかったのではなかろうか、とまず調べてみる必要性を考えるがよい。何しろその男の先祖代々にわたり、一度でもその家系に長男でない人物がいたようならば、その事業をなしとげた男自身とて、われわれの先祖がこの長子相続の原則を本当に守ってきたのであれば、生きてはいないはずの人間の部類に入ってしまうのだからである（※２）。民族の生存という問題に関しては、現在においては正義であるとされており、過去においては同じことが罪悪であった、などといういい加減なことは存在しないのである。

　国外移住や産児制限という形の、民族体の損失を後世にもたらすような原則的平和政策というものは、人種構成面において価値がばらついている分子からなる民族での話になればなるほど、必ずや悲惨な結果を生み出すはずだ。何しろ片や国外移住によってまっさきに人種上最良の人材が出ていってしまうし、片や本国においては産児制限がとられ、皮肉にも人種的に価値が高いゆえに努力して出世をとげた上層階層がまっさきにこれに従うことになるからだ。そうこうするうちにこれらの価値の高い人間が欠けた穴は、次第に手におえない下等な一般大衆で埋められることになり、何世紀か経た後には、結局これが民族全体の価値をひき下げることになるのだ。そのような落ちぶれ果てた民族体では、実際に役立つ生存能力を、すでにもはや持ち合わせていないことが必至である。

　それゆえに原則的平和政策というものは、戦争を唯一の武器と心得ている政策と同様、百害あって一利なし、荒廃へと導く政策でしかないのである。

　民族の生存を求めて、そして民族の生存のために、政治は闘争を行うべきであり、そして政治はその際に、常に最高の意味でいう生存に貢献できるような闘争の武器を選択しなければならないのだ。というのは、政治政策は何も人間が死ぬことができるように行われるものではなく、ただ民族自体が生存していけるように、ほんの時々人間を死なせてもかまわない（※３）、という話なのだからだ。その目標はあくまでも生存を維持させることなのであって、決して英雄的な死でもましてや臆病な諦あきらめでもないのである。







　第二章　生存圏確保の理由とその方策




　民族の生存闘争を決定するのは、何よりもまず次に述べる事実である。

　生存に必要なあらゆるものの頂きにたつのは、まず第一に日々の糧であるパンを求めての闘争である。これはその民族の持つ文化的意義がいかに高いものであろうとも、それには関係なしにいつでもあてはまる話である。確かに天才的な民族指導者が偉大な目標を示して、民族の眼を物質的なものからそむけさせ、超越した精神的理想のためにその身を捧ささげさせることは可能である。そもそも物質的関心とは、理想的な精神的観点がどれくらいぼやけてしまっているかに応じて増えていくものだからである。精神生活面でプリミティヴであればあるほど人間は動物的になるもので、あげくの果ては食物摂取を人生唯一の目的とみなすようになる。確かに民族は、苦しさを負担できるだけの理想という代償がある限りにおいて、物質的なものには決められた範囲内の制約があるという事実に大変うまく耐えていけるのかもしれない。しかしながらこの理想とて、それが民族の破滅をひきおこさずにすんだとき初めて、物質的なものである食糧を犠牲にするような片寄った存在ではないと呼べるのであり、またそうして初めて民族体の健康をおびやかす存在ではないのだと思えるのである。というのは飢えた民族というものは、食糧不足の結果として肉体的に崩壊するか、さもなくばその状態を変えてしまうか、どちらか一つの道をたどるものだからである。しかし肉体的崩壊は遅かれ早かれ精神的崩壊を伴うものである。そしてその後にあらゆる理想が断念される。したがって理想といえども、民族の内的、普遍的な力を強める効果を拳げ、結局のところ生存闘争を行ううえであらためて役に立ってこそ、健全かつ正しいものといえるのである。こういう目的にそぐわぬ理想など、いくら外見上見映えがするものであっても、その外見にもかかわらず結局は災いとなるのである。何しろそういった理想は、生存していくという現実から、ひたすら民族を離れさせてしまうものであるからだ。

　だがある民族が生存していくのに必要とするパンは、その民族が自由に使うことができる生存圏の大きさによって決められてしまう。少なくとも健全なる民族たるものは、必要なものは、自らが所有する自らの土地で調達しようとたえず試みるものだ。これ以外の方法などは、いくらそれで民族の食糧が何世紀にわたって確保されるとしても、不健全でまた危険である。国際貿易、国際経済、他国との交易その他もろもろのものは全て、所しよ詮せん民族の食糧調達のための暫定的手段である。これらの手段は、ある面では予測不可能な要因に、またある面ではその民族の力のおよぶ範囲外にある要因に左右される。民族が生存していくための最も確実な土台は、とにかくいつの時代でも、自ら所有する土地なのである。

　さてしかし、次のことは頭に入れておかねばならない。

　民族を構成する人員の数は不定要素である。民族が健全であるならば、この数は増加傾向をみせることとなるだろう。そうなのだ。人間が民族の将来を確実に推測できるのは、唯一この人口増加によってのみなのだ。とはいえ人口増大には決まって生活必需品への需要の増大がつきまとう。いわゆる国内生産が増大したとしても、たいていの場合、人間としての存在の向上を求めて生ずる需要の増大分を満たしてやるのがせいぜいのところで、とても人口増大によって生ずる需要を満たしてやることなどできはしない。これは特にヨーロッパ諸国についていえることなのだ。ここ数世紀──特に最近、ヨーロッパ諸民族の人口は、その必要性から非常に増大し、その結果、年ごとの農作物の出来高が非常に良好であるという場合を想定してもなおかつ、その出来高の伸びが一般生活必需品の需要増大にまったくついていけなくなるところまできてしまっているのだ。人口増加は、生存圏の増大すなわち生存圏の拡大によってのみ解決される、といえるのではなかろうか。ところでしかしながら、民族の人口は、確かに変わっていくものであり、逆に土地というものは、もともとあるだけしかないものである。いいかえてみよう。民族人口の増加は自然のことであるがゆえ、自明の過程ともいえる。だから自明であるがゆえ、人口増加は異常現象としてとらえるべき性質のものではない。これに対し土地の増加は、世界中の領土の一般的区分けにより、また特別な革命行為により、そして異常現象によって左右される性質のものである。だから民族を扶養すること（※１）の容易さというものは、生存圏を変化させることが異常に難しい、という事実に真っ向から対立する事柄なのである。

　民族の人口とその土地面積との均衡状態を調整することは、民族が生存していくことに関して決定的な意味を持つ。しかり、実際のところ民族の全生存闘争とは、増加しつつある人口に対し、その一般的食糧確保への前提条件であるそれに必要なだけの土地を確保することについてのみ成立する、といっても過言ではなかろう。何しろ民族の人口が絶え間なく増加する一方で、土地がずっとそのまんまの広さであったとすれば、次第に緊張感は高まらざるを得ないし、その緊張はある危機に触発され表面化してくるのだから、確かにある一定の長期間にわたって今以上に勤勉に労働したり、より独創的な生産方法をとり入れたり、また特別に節約にいそしんだりすれば、この緊張感は解消され得るものではあるが、しかしいつかこういう全てを尽くしてもこれをぬぐいされぬ日が来ることは明らかなのだ。その際、民族が生存闘争を行ううえでの指導部の課題というものは、この民族人口と領土との耐え難い不均衡状態を徹底的に取り除くこと、すなわちこの不均衡状態を再び通常の状態にもどすことであるといえる。

　ところで民族が生存していくうえで、この人口と領土面積との不均衡状態を修正するには、幾つかの方法がある。最も自然なのは、増加する人口に合わせてその都度土地の広さを適合させていく方法である。これは闘争を行う決意と、血を投入することを必要とする。しかしまたこの血の投入こそ、その正当性を民族に認めさせることができる唯一の方法なのだ。何しろこれによってこそ、民族のこれからの人口増加に備えて必要となる生存圏が勝ちとられるのであり、戦場に差し向けられた人間の代わりは、もとより沢山いるからである。そして戦争という名の危機から、平和という名の日々の糧が生み出されてくるわけである。武力はもともと農耕への道を切り開く開拓者であったし、人権を語るうえで戦争はこの最高の権利に貢献した唯一のケースなのだ。戦争は民族に大地を与えてきたのだ。勤勉に、実直に自らの手で耕そうとする大地を、いつか子どもらに日々の糧を与えることができるように耕そうとする大地を、与えてきたのだ。というのはこの大地は誰に分配するというのでも、また誰に贈られるという性質のものでもなく、大地とは占有意欲を心に抱き、この大地を守る力を持ち、そしてこれを耕す勤勉さを持ち合わせた人々に、あらかじめその成果を見込んでの封土として与えられるものなのだからである。

　それゆえ健全で素朴な民族は全て、土地を獲得することに罪の意識を持つことはなく、むしろこれを自然なことであるととらえている。だがこの神聖なる権利を否定する現代の平和主義者らは、そうすることによって少なくとも過去の時代の不正によって暮らしを立てているのだ、と非難されるべきなのだ。しかしそれ以上にこのような大地のどんな小区画といえども、ある土地がある民族専用の居住地として永久的に定められていたという例は今までにないのである。何しろ何万年にもわたって自然の摂理は、人類を永遠の放浪、移動へと追いたてていたのであるからだ。だが結局、現在の領土配分は、すさまじい暴力を使って行われたものではなく、人間そのものによって行われてきたのだ。とはいえ、私とて今まで人間が講じてきた解決策に自己の安全を保障すると見込まれるほどの、そして未来における規範とまであがめられるほどの永遠の価値があるとは決して考えていない。地表が永遠に地質学上の変成を受けると考えられ、有機的生命が絶え間なく次々と新しい形態を求めてその形を変えていったのと同様、人間の居住地の境界もまた、絶え間ない変遷の波に洗われているのだ（※２）。すなわちたとえある幾つかの民族がある時期、現在の領土配分が自分の利益にかなうがゆえに、不変のものとして将来もずっとこの配分を保とうとしていようとも、必ずこういう場合他の民族が一般の人間的なことを考えていて、今のところ状況が自分には不利に働いているゆえ、あらゆる人間の力をもってしてもこの状況を変えねばならない、と思っているに違いないのである。この永遠なる大地をめぐっての格闘を一掃してしまおうなどとすれば、人間同士の闘争もおそらく止んでしまい、それとともにそれだけで、人間が発展していくうえでの最大の原動力も失われてしまうことになるのだ。すなわち市民生活での例にたとえれば、商売の規模を永遠に大きく保とうとして、そのために自由に資力を戦わせ、競争を行っている人間の財産を差し押さえてしまった場合と同じ効果が生じてしまうのである。このようなことをしても民族にとっては、所しよ詮せん、不幸な結果を生みだすことにしかならないのだ。

　今日の世界的規模での領土配分は、偏ったやり方をとっていて、ある幾つかの民族にとっては非常に有利な結果となっており、それに該当する民族が現在の領土分割をこれ以上変えぬ、という明白な利害関係を追求せざるを得ない状態になっている。よってこれらの民族の領土のもつ豊かさが、そうではない民族の貧しさとまったく対照的関係を成しており、その貧しさといえば、いくらたゆまず勤勉に働いたとしても、生きるための日々の糧であるパンの生産ができない状態にある、というお粗末さなのだ。しかしながらこれらの貧困な民族が、食糧を確保するための土地が欲しいという要求を掲げたとしたら、いかなる崇高な権利をもってしても、これを拒否できるものであろうか？

　答えは否である。この世に生を受けた者の第一の権利は、それだけの力がある限り、生存権なのであるから。しかしながら実際、力のある民族はこの権利を拡大して、その領土を人口に合わせて拡大するための方法を見つけようとするのである。

　だが弱小民族や、お粗末な指導部に率いられている民族は、増加しつつある人口と、逆に昔のままの広さで留とどまっている領土との不均衡を、領土を拡大することで是正しようとはしない。こういう民族はまた別の方法を模索するのもやむを得ない。そのときには人口の方を領土の広さに合わすことになるのだ。

　民族の人口を、食糧を確保するには不十分な広さの土地に合わせるというのは、そもそも自然の摂理なのである。この摂理が働くのを助けるのは、食糧難と困窮である。この作用を受けて、実際それ以上の人口増加が停止するほどに、民族が打撃を受けるというのは、あり得る話なのだ。が、こうして人口を土地の広さに合わせるという自然の摂理が働いた結果、いつも同一の現象が生ずるとはいいきれない。すなわち、まず非常に激烈な相互の生存闘争が生じ、この結果最も頑丈で抵抗力のある個々の存在だけが生きながらえることになるため、一方では乳児死亡率が高くなり、他方では寿命が延びるという現象がおきてくるわけだ。これは、それぞれの生命があまり顧みられないこのような時代に見られる顕著な特徴である。こういう状況下では、弱小者は全て食糧難と病気によってその命を奪われ、非常に健康な者だけが生きながらえることによって、一種の自然淘とう汰たが行われる。この淘汰によって民族は人口の面では確かに制約を受けはするが、それにもかかわらず民族の内的価値は、そのままで保たれる。しかり、こういうところに内的高揚が生ずるのだ。とはいえ、こういう推移とてあまり長期にわたって継続させることはできない。何しろこの状態が続けば食糧難のもたらす効果が逆転して働くことになってしまうからである。永久に食糧難が続くとなるとついには、特に人種面から見て価値にばらつきのある民族の場合、このような食糧難にただ忍従してしまうということになり、民族としての弾力が次第に衰え、やがては自然淘汰を助長する生存闘争がおきるかわりに、堕落の波が押し寄せてくることになり得るからである。この典型的な例が永久に続く食糧難を防止しようとして、もはや人口増加に重きをおかず、産児制限に着手しようとする場合である。というのはこうすることによって、その民族は自然の摂理とは逆行する道をとらんとしているからである。一方では自然の力が、この世に生を受けた多数の人間のうち、健康でもなく抵抗力もない人間を、生存闘争の中で生き残らせておいて、その一方で産児制限をし、なおかつ新しく生まれてきた子どもに関しては、実際上の価値や内面的品位があるのかについてはおかまいなしに、とにかく生き延びさせようとしているのである（※３）。そのうえわれわれ人間の人道主義は単に虚弱者に尽くすばかりで、それとともに実際には人間の存在を破滅させる恐るべきものとなり果ててしまう。産児制限の結果生じるこのようないまわしい結末を迎えずに自らの手で人口を制限しようとするのならば、確かに今現在生を受けている者の存在を脅かす結果にはなるだろうが、出生件数に制限を設けるのは止めにして、これを自由に行わせるべきではなかろうか。かつてスパルタの人々がこの賢明なる措置をとったことは知られているけれども、今日のいつわりのセンティメンタルな市民的な愛国的素質をもつ輩やからは、この措置がとれないでいるのだ。たかだか六千人のスパルタ人たちが三十五万人もの奴隷を支配していたという歴史的事実は、スパルタ人が人種的に高い価値を有する人々であったせいである、としか考えようがない。これはまさしくスパルタで、計画的に人種保存が実行された結果なのであり、このスパルタ国家にわれわれは民族主義の萌ほう芽がを見ることができるのである。スパルタでは病気を患っていたり、虚弱体質であったり、障害があったりした子どもを破棄すなわち処理してしまっていたわけだが、この手法は現在われわれが抱いているどうしようもない妄想に比べると、実際のところ、何千倍もヒューマンであるといえるのだ。われわれのやり方といえば、何しろその妄想のおかげで、病弱な人間などをそれこそあらゆる犠牲を払っても生きながらえさせようとし、片や産児制限をとったり、堕胎薬を使用したりして、何十万人もの健康に生まれてくるはずの子どもたちに、初めから命を与えないという有様なのだから。これでは病気を患って退化した種族が後々出現するように培養を行っているようなものである。

　したがって一般的には次のように言うことができる。食糧難や人為的な補助策によって民族の人口を制限すれば、その民族が居住している狭い、不十分な生存圏に、ほぼ人口を合わせることにはなるだろうが、その結果、現在ある人材の価値というものは下がる一方となり、実際に最後には堕落をひきおこすことになる。

　民族の人口をその領土の広さに合わせるための第二の策としては、国外移住があげられる。が、これも人種別に移住を行うというのでない限り、やはり本国に残った人材の価値を引き下げるという結果をもたらす。

　産児制限の実施は、最も高い価値を有する人間を消滅させ、国外移住は平均的人間の価値を破壊することになるのだ。

　だが民族の人口とその領土との不均衡を解消するために民族が企てることができる方法がまだあと二つ残されている。まず第一の方法とは、いわゆる内地植民とは無関係に国内農産物を増大させること、そして第二の方法とは商品生産を高め、経済形態を国内志向経済から輸出志向経済に転換することである。

　すでに一いつ旦たん定められてしまっている国境内で、農産物を増大させようという考え方は、古くからある考え方である。人間が土地を開墾してきた歴史は、耕作法の絶え間ない進歩と改善の歴史であり、それによる収穫量の増大の歴史なのである。これらの進歩の第一部が、土地の開墾方法や栽培技術の確立の分野であったとすれば、その第二部は、その土地に欠如もしくは不足している栄養分を与えることによって、土地の地味自体を人為的に向上させる領域にあった。昔の鍬くわを用いての耕作から現代の蒸気鋤すきに至るまで、堆たい肥ひの使用から今日の化学肥料添加に至るまで、この方法で行われてきている。そしてこのために土地の作物産出能力が飛躍的に増大したのは疑いもない事実だ。そうはいうもののまた、どこかに必ず限界線が引かれている、というのも疑問の余地のないところである。特にこの事実は、文化的人間の生活水準が極めて普遍的な性格を持ち、民族は自分で手に入れることができる物質の量に応じてそのレベルを決めるのではなく、近隣諸国の生活水準がどの程度のものかを見定めてこれでレベルを決める──逆に言えば他国の水準との相関関係によってこれを決める、ということを考えに入れると、決定的な意味を持つと言えるのである。事実ヨーロッパ人は今日、アメリカの状況下における生活水準と同じものを、ヨーロッパにおける可能性から同じように導き出して、そういう生活を送ることを夢見ているのである。諸民族間の国際交流は、確かに現代技術およびそれによって可能となった交通手段により、たやすく実現するようになり、かつより密接なものとなってきている。すなわちヨーロッパ人は、自分たちの状況が今どのようなものであるかをよく意識せずに、やみくもにアメリカの生活レベルを自分たちの基準値であると決め込んでしまい、アメリカにおける人口とアメリカ大陸という土地との関係が、これに相当するヨーロッパの諸民族の人口と生存圏との関係よりもそもそも段違いに有利な状況にあるという事実を忘れさってしまっているのだ。すなわちイタリアが、いやドイツといってもよいが、いくら自分たちの土地で内地植民を行おうが、また経済活動、技術活動を高め、その領土から採れる農産物を増大させたところで、所しよ詮せん、アメリカ合衆国の人口と領土がよく均衡していることと見比べれば、われわれの国々での人口と領土の不均衡はいつまでも存在し続けるのである。それにもしドイツ人やイタリア人がたゆまず勤勉に労働し、民族人口の増大が可能となる状況を作り出すのに成功したとしても、その時点ですでにアメリカ合衆国はその何倍もの人口増大を達成しているに違いないのである。またたとえこの両ヨーロッパ国での人口増大が最終的に無理だということになったとしても、なおかつアメリカ合衆国は何世紀も成長を続け、われわれが今かかえこんでいる問題をアメリカが背負い込むようになるその日まで、その人口は増大し続けることができるのである。

　内地植民という考え方は、特に人間が考え出したこじつけの効果を狙って出てきた誤った推論に起因する。内地植民によって農産物の増大が、根本的に可能になるなどと考えているのは、まったくの誤りなのだ。例えばドイツ内において内地植民の路線に沿って土地の分配が行われたとしよう。それが大区画単位で分配されたにせよ、小区画単位にせよ、また農民の土地として分配されようが、移住者分譲地として分配されようが、結局のところ一平方キロメートルあたりの土地の上に平均百三十六名の人間がいる、という事実には所詮変わりはないのである。しかし一平方キロメートル当たり百三十六人とは、極めて不健康な状況である。この領土で、そしてこのままの条件では、われわれドイツ国民が食べていくことは不可能なのだ。そうだ、この内地植民というスローガンが一般大衆にうち出されたとしたならば、大衆は今の食糧難を救う手段が見つかったと、むやみに希望をつなぐばかりで、かえって混乱をひきおこすことになりかねない。何しろそもそもがこういう話ではないのだから。というのは今なぜ食糧難なのかといえば、別に土地の分配が誤った方法で行われていたせいなのではなく、そもそもわが民族が今日使用できる土地全体が、狭く不十分すぎるゆえに生じた結果なのだからだ。

　しかしそれとともに確かに農産物の量が増大すれば、民族が営む生活の状況の苦しさは、ある期間緩和されるかもしれない。だが長期的に見れば、すでに手狭になっている民族の生存圏を、またもや増加しつつある人口に合わせねばならない日がやってくるわけで、これでは永久にこの義務から解放されたことにはならないのだ。内地植民程度では、せいぜいのところ社会的理性や社会的正当性という意味での改善が行われるのみであろう。民族全体の食糧確保という問題においては、この内地植民方策はまるで意味がないのだ。また国民の外交政策上の立場を考えてみた場合、この方策をとることは民族にはかない希望を抱かせ、現実的な考え方を失わせてしまうことになるため、結局かなりの損害を出すものと予想される。また尊敬すべき一般の市民たちは、勤勉実直に働き、きちんと土地が分配されたなら、わが家でも日々のパンを手に入れられるのだ、と本当に信じてしまうばかりで、新たなる生存圏を勝ち取るためには、民族の力を一国として結集しなければならない、という本当に必要な事実に気づかなくなってしまう恐れがあるからだ。

　特に今日では、経済力を食糧難、不安、飢え、困窮からの救世主とみなしている者が多いようだが、この経済力によって生存していくための可能性を民族が手に入れられるのは、確かにある特定の条件下においてのみの話であって、元来民族が所有する領土の話とは根本的に異質なものなのである。しかし経済力が民族を救えるという場合の特定の条件とは何かに、ここで少し触れてみることにしよう。

　ここでいう経済力の意味することとは、民族がある特定の生活必需品を、民族自体としての需要を上回るだけ生産し、その余剰分を自国以外の経済圏に販売し、その売り上げで自分のところで不足している食糧とか原材料を購入するということである。だからこの種の経済のポイントは、生産するというよりも、むしろ多少とも販売するということにあるのだ。今のところは特に生産増大の話ばかりが多く話題にのぼっているが、いくらそうやって生産を増大したところで、それを購入する者がいなければ何の価値もない、ということがすっかり忘れられている。民族の経済生活圏内では、たとえ生産が増大しても一人一人が必要とする品物の数が増大するのでなければ、本当に有益なものとはならないのである。確かに理論上では、民族の工業生産が増大すれば、品物の価格は安くなり、それによって消費は高まり、その結果民族同胞一人一人がより多くの生活物質を所有することになる。だが実際の話をしてみれば、土地の広さが、不十分であることによっておこる民族の食糧不足という事実はゆるぎようもないのだ。というのは確かにある種の工業製品の生産を増大させる──そう、何倍にも拡大することはできるだろうが、食料品の生産はそうはいかないからである。民族がこういう食糧難をこうむっているからには、自国ではとれない食料品を輸入して補うために、工業的過剰生産物を外国に売って初めて、食糧難の歯止めとなり得るのだ。だが同時に単に生産増大といっても、このような目的達成のためには、それを購入する者、しかも外国の購入者がいて初めて本懐が遂げられるのである。だから販売できるかどうか、すなわち売れ行きがどうであるかが、われわれにとって非常に重要な問題となってくるのだ。

　今日の世界における販売市場には限りがある。工業活動を行っている国家の数は、ひき続き増えつつある。現在ヨーロッパ諸民族のほとんどが、その領土と人口との不十分かつ不満足な均衡状態に苦しんでいるために、いずれの民族もが国際輸出志向の態勢をとっている。また最近これにアメリカ合衆国、そして極東の日本が加わった。というわけで、おのずと限りある販売市場を求めての闘争が始まり、このように工業活動を行う国家の数が増えれば増えるほど、そして逆にいえば、そうして販売市場が狭められれば狭められるほど、ますますこの闘争は激化するのである。というのも一方、国際市場を求めてもみ合う民族の数が増えていくと、ある面では自力での工業化がすすむため、またある面ではこういう諸国で純粋な資本主義的利益の面から、次第に数を増やしつつある海外拠点拡大事業システムが導入されるため、販売市場はおのずから次第に縮小していくからである。そこで次のように考える必要がある。例えばドイツの造船所で中国向けの船を造る場合、ドイツ民族の利益は非常に沢山あることになる。これによってドイツ国籍を持つある数の人々の分の食糧を、すなわちわれわれの領土からは得られぬ食糧を手に入れる可能性がでてくるからである。しかしながら、ドイツの融資団体や企業が上海に、いわゆる造船所の支社を設置して、そこで中国人労働者を使い、外国産の鉄鋼を原材料として、中国のために造船をしてやっても、ドイツ民族にとっては何の利益もないのだ。たといその企業体が利子とか配当金とかという形で、ある額の一定の利益を得ているとしても、である。というのは逆にいえば、そのドイツの融資団体は何百億もの利益を得るという結果だけに終わり、反対にドイツ国民経済の立場から見れば、この分だけ造船の発注がこなくなるわけで、この融資団体が手にした利益の何倍もの額を損してしまう結果になるからである。

　さて純資本主義的利益が現在の経済動向を決めはじめるほど、またなかでも一般の投資および商取引上での観点がこれに決定的な影響力を持てば持つほど、この海外拠点設置のシステムはますます広がるようになる。しかしこのせいで、既存の販売市場自体の工業化が人為的にすすめられるようになり、特にヨーロッパ本国からの輸出は困難になってしまうのである。こういう将来の展開についての見通しを笑う者がなおかつ多いようだが、このままの状態がより進行していけば彼らとて、三十年後ヨーロッパの置かれた状況に歯がみすることになるのである。

　販売上の困難が増えれば増えるほど、ますますこの余剰生産物をめぐっての闘争は深刻になっていく。さてこの闘争の第一の武器が互いに競争相手を負かそうとするための品物の価格設定と品質だとしても、しかし最後の武器はやはりここでも武力ということになる。よく経済的な平和的征服をとげるなどといいはするが、これとてこの世界が純粋の農耕民族ばかりでできていて、そこに工業活動を営む経済民族が一つだけある、という条件の下でのみ成り立つ話なのである。しかし現実に今となっては規模の大きい民族は、全て工業力を有しているのだから、よくいうところの経済的な平和的世界征服とは、実は強大な民族がこれを使用して、勝利を手に入れることができると思っている。しかしいいかえればそれでいて現実のところ、その平和的経済手段とやらを用いて他の民族を殺してしまうこともできる程度の、平和的な手段を用いて闘争を行うことに他ならないのだ。というのはある民族が経済的な平和的手段を用いて他の民族に打ち勝った結末は、実際のところ負けた方の民族の死を意味するのだからである。片方の民族は、経済的・平和的手段によって生存していくための可能性を手にし、もう一方の民族はこうして搾取されるのだ。この場合といえども、この戦いに投入されるのは、わが民族と称している血と肉という存在に変わりはないのである。

　だがもし本当に力のある民族が、経済的・平和的手段では他民族を征服することはできないと思っていたとしよう。また反対に経済面で弱小民族が相手の食糧確保の道を少しずつ断って、強い民族に滅ぼされまいとしたとしよう。こんな場合、霧のような経済的・平和的なお題目は、いずれにせよ必ずや突如消え去り、戦争が勃ぼつ発ぱつすることになる──すなわち今とは別の手段を用いる政治の落とし子が、これにとってかわるのだ。

　だが狭義でいうところの経済活動が、民族に及ぼす危険性とは、まさしく民族の運命とは結局のところただ経済力によって決められるものだ、とたやすく思い込んでしまうことにある、といえる。そのため本当は二義的意味しか持たぬ経済力が、一義的立場に押し出され、本当についには国家の命運を決するものとまでみなされることとなり、そして民族と国家は最終的にはこの大地の上でのみその存在を保持していこうとするものなのだ、という民族の徳性と資質が失われてしまうこととなるのである（※４）。

　またある民族のいわゆる経済的平和的な政策が特に持った危険性とは、その政策のおかげで民族人口の増加がとりあえず可能となってしまい、あげくの果てに固有の領土からとれる生活の糧と人口とのバランスが、どうしてもとれなくなってしまうことにある。不十分な広さしかない生存圏内で人口が過剰になると、人々は各地の労働センターに集められ、あらゆる悪習、悪徳、疾病の巣となるように思える。そのセンターがやがて文化的要素から遠ざかり、むしろ民族体の膿うみとなることによって、重度の社会的障害が生じることが少なくないのだ。そのうえ、まさにこういう場所は、混血と雑交うずまく血の溜たまり場となり、それによって人種の価値低下をひきおこすことが多く、またそのため、インターナショナルなユダヤ民族というウジをわかせる。そして究極的には今後の崩壊を促進するあの膿にまみれた温床が出現してくるのである。

　まさにこういうことによって、民族のもつ内的な力が、急速に消えうせ、人種上、道徳上、風習上の価値は全て、こうして滅亡へとおとしめられ、理想像はくだかれ、あげくの果てには国際市場を求めての戦いのうえで、民族が最後の最後までこれをやり遂げていくために必要な前提そのものが失われてしまうことによって、衰退が準備されるのだ。こういう民族は、破廉恥な平和主義の中で弱体化し、自ら生産した品物を売るために血をもってこれに尽くそうとする体制は衰えていってしまう。同様に、経済的平和的手段にとってかわって、あるより強い存在が、政治権力の実権を握るようになり、こうした民族は崩壊の一途をたどるのだ。さらに自ら犯した過失の報復が、こうした民族を襲ってくる。人口過剰になり、本当の前提条件が全て失われてしまった今、その民族にはもはや、あふれかえった大衆に十分な食糧を確保してやるすべもなく、敵の束縛を跳ね返す力もなく、わが身にふりかかった運命をきちんと忍んでいくだけの内的価値もなくなってしまっているのである。彼らはかつて暴力を否定する経済的平和的活動のおかげで生きていくことができると思い込んでいたのだ。この身にふりかかった運命によって、民族というものは、その人口と生存圏との均衡状態がある特定の自然な、健全な関係にあるときにのみ、存続していけるのだということを、身につまされて体得することだろう。さらにこの両者の均衡状態を時々に応じてチェックしていかねばならぬこと、そしてこの均衡状態が領土の面について悪化してきたならば、人口に合わせるようにその分だけ領土を獲得せねばならぬということをもだ。

　そのためにはもちろん、民族が必要とするものは武器である。というのは領土獲得は常に、武力をこれに投入することによって達成されるからである。

　政治改革の課題が民族の生存闘争を実行することだとするならば、民族の生存闘争とは、結局のところその時々の人口に合わせて、その食糧を調達するのに必要なだけの場所を確保することになる。だがしかし、その過程全体が民族の力を投入するうえでの問題となるわけだ。したがって最終的には次のように定義することができる。





　政治とは、ある民族がこの現世での存続を求めて行う生存闘争を実行していくうえでの技術である。

　外交政策とは、その民族にその時々に必要なだけの生存圏を、大きさと質の両面から確保するうえでの技術である。

　国内政治とは、かかる生存圏確保のために必要な、投入可能な力を、その人種面での価値および数量の両面から、民族に備えさせるうえでの技術である。









　第三章　民族の価値と平和主義的民主主義




　ここで私は、力というと、たいていが国民の兵器保有量のことだけを頭に浮かべ、またおそらく少しは力イコール組織としての軍隊である、ともとらえているあの市民的な考え方と対決するのだ。もしこういうことを唱える人たちの物の見方があたっているのならば、すなわちこのように、民族の力が本当に民族の持つ兵器保有量と軍隊そのものであるとしたならば、もし何らかの理由でこの軍隊と兵器とが失われてしまったら、その時点でその民族は片付けられてしまうことになるはずである。だがこういうことを唱える市民的政治家たちとて、実際本当にそうなると思ってはいないのだ。しかし確かに自らそれを疑っているからこそ、兵器と軍隊組織とは所しよ詮せん取り替えのきくものであること、したがって第一義的性質を持つものではなく、さらにこれらを超越し、同時に少なくともこれらの力の源泉ともなる何かが存在するということを、この者たちとて認めているわけなのだ。実際その通りなのだ。兵器と軍隊組織とはそもそも破壊され得るものであり、また取り替えのきくものなのだ。今のところは確かに兵器と軍隊の意義は非常に大きいものであると思われているが、長期的視野から見れば、その意義とて非常に狭く限られたものに過ぎない。民族が生きていくうえでは、結局のところ自らが有する自己保存の意志と活発なる活動力が、その全てを決めることになるのだ。兵器は錆さび、隊形は時代遅れになる。だが意志だけはこの両者を何度でも復活させることができるし、この意志のおかげで、民族はその時点の危機に即応した形で兵器と隊形とを手にすることができるのである。われわれドイツ人は自らの兵器を引き渡さねばならなかったわけだが、物質的な面を見た限りでも、私に言わせれば、別にたいしたことではなかったのである。しかしながらわが市民的政治家諸君はこのことばかりを気にしている。兵器を引き渡してしまったために意気消沈するといっても、それはたかだか兵器引き渡しが行われる際に付随しておきた状態だとか、そのときに懐いだいた考えだとか、そのとき経験したみじめなやられ方だとかによるものに過ぎないのである。われわれの軍隊組織が破壊されたのも、これを上回ってひどいことのようにとらえられている。だがこの一件にしたとて、これによって生じた本当の不幸のポイントがどこにあるかと言えば、それは別に武器をとる人間の組織が一掃されてしまったことをどうこう言うのではなく、むしろわが民族を一人前に教育する機関──すなわちこの世でどの国家にもなかった、またどの国家よりもわがドイツ国家が切実に必要としていた機関が廃止されてしまった、ということにあるのである。わがドイツの旧軍隊が民族を一般に教化するうえで、あらゆる分野における好業績を挙げたその功績は、計り知れないものである。まさにわが民族では、内部の人種的分裂状態のために、ドイツ民族としての各種の特性、例えば、危急時における堅固な団結心というようなイギリス人を際立たせている特性が失われてしまったと言われているが、他民族では生まれつき、本能的に根付いているこういう素質の少なくとも一部が、軍隊による教育の過程において培われてきたものなのである。何かにつけて社会主義について語りたがる人間には、最高の社会主義的組織とは、何をさておきドイツ国民軍であったのだ、という事実が分かっていない者が多い。典型的な資本主義的素質を持つユダヤ民族が、地位や威厳や栄養すらもが金銭ではなく功績によって与えられる組織、ある特定の業績をなした人に与えられている栄誉自体が、資力や財産を持っていることよりも高く評価される組織に対して、激しい憎しみを持つのも、これに関係していることなのだ。すなわちこれはユダヤ人にとっては縁がないと同時に、危険であるとも思われている考え方なのである。またこれが国民の持つ普遍的財宝であるならば、これは今後もおこるかもしれないユダヤ人がしでかす危険に対抗する、免疫力のある防御策を表すであろう。例えばもしも軍隊において、将校の地位が金で買えるとしたら、これはユダヤ民族にとってはよく分かる話となるのであろうが、まったく資力のない人間とか、他の人が受け取る収入のうちのほんの一握りにしかあたらぬ金しか稼がない人間を栄誉で包んでやる組織は、ユダヤ民族には分からないもの、しかり、ひどく不可解なものなのだ。こういう人間はユダヤ人組織では栄誉も与えられないし、評価もされないからである。だがまさにこの点に古来からの比類のない組織構造の強さの本質があるのだ。もっとも平和であったこの三十年間に、この強さは残念なことに次第に衰えてきているようであるが。特に貴族出身の独身将校がよりにもよってデパートのユダヤ女などと結婚するということが流行はやったがために、おぞましい危険性が旧軍隊に生じたのだ。こんなことがもしそのまま同じように続いていたなら、邪悪な結末が生ずることとなっただろう。とにかくこんなことはカイザー・ヴィルヘルム一世の時代には理解される余地がなかったことなのだ。だがあらゆることをひっくるめても、とにかく世紀末にはドイツ軍は世界で最も壮大な組織となったし、それがドイツ国民にもたらした効果というものは、至福を上回るものがあったのである。ドイツ人の規律、ドイツ人の有能さ、筋の通った信念、堂々たる勇気、思いっきりのよい無鉄砲さ、芯しんの強い不屈の精神、石のごとく固い忠誠心、これらは全てここで養われたのだ。そして身分ある人々が持つ名誉を重んずる考え方が、ゆっくりとしかもそれとは気づかれぬように浸透し、次第に民族全体に共通した財宝となっていったのである。

　この組織がヴェルサイユ条約によって破壊されてしまったということは、われらドイツ民族にとって非常に悪い影響をもたらした。何しろついには民族内にいる内なる敵がその邪悪なる意図を自由に発揮できるようになってしまったし、また無能な市民たちではそもそも才能もなく、とりあえず役に立つ能力もないために、この組織を最もプリミティヴな形で肩代わりすることすらできなかったからだ。

　そしてなおいうまでもなくドイツ民族は、兵器とそれを手にする軍人をも失ったのだ。だがそんなことは民族がたどる歴史の流れにおいては、数えきれぬほどおこる話であるのだ。もっとも今回の事態の根底にある理由を度外視しての話ではあるが。逆にいえば、剝はく奪だつされた兵器や、壊された組織形態を新たに作り出したり、編成し直したりすることほど、簡単に取り返しのきくことはないのである。取り返しがきかないのは、民族の血が腐敗してしまうことと、内的価値が滅びさってしまうことなのである。

　ヴェルサイユ条約によってわれわれの民族は、兵力を喪失してしまった、というのが今日の市民的な考え方であるが、私は次のような理由からこれに異議を唱えることができる。すなわち、本当の意味での兵力喪失とは、われわれが平和主義的民主主義に毒されることをいうのであり、またわれわれの民族の持つ最高の力の源泉を破壊し、そこに毒を投げ込む国際主義に侵されることをさすのである。というのはわが民族の力の源泉は、全て保有する兵器でも軍隊組織でもなく、民族の内的価値、すなわち人種的意義、つまり民族自体が持つ人種的価値によって一人一人の持つ人格的価値が非常に高いことによって、また自己保存を考えるうえでの健全なる意識によって代表される内的価値なのであるからだ。

　われわれが国家社会主義者として、民族の本当の力とは何か、というこうした見解をひっさげて公の場に登場したならば、今日では世論全体がこれに反対するだろう、ということはよく分かっている。しかしながらこの点が実際、他の者たちと世界観を異にする、われわれの新しい教説の最も深く意味することなのだ。

　同時にわれわれは、民族というものはそれぞれに違うものであり、また民族の価値というのもそれぞれの民族によって違うものだ、という原則から出発している。このように民族の価値がそれぞれに違うものということは、したがってそれぞれの民族は、総計した価値としての人口数とはまったく無関係に、特にその民族にしかない特有の価値、すなわちその民族だけがもっており、他の民族とまったく同一であることがない価値というものをもっているということである。この、その時々に現れる特別の民族の価値というものの成果にはさなざまな出かたがあるだろうし、またさまざまな分野で出てくるだろうが、しかしこれを総括してみれば、ある民族の普遍的評価の基準一般が、結果として生まれてくるのである。この普遍的評価が最終的に現れてくるものが、民族の歴史的文化像なのであり、そこには民族の血の価値を全て合わせたものが反映し、その民族の血の中に結合している人種上の価値が反映されるのである。

　しかしこの特別なる民族の価値とは、まったく唯美的文化面における価値をさすのではなく、普遍的な生命の価値そのものをさすのである。というのはこの生命の価値とは、そもそも民族の生存そのものを作り出しているものであるし、またそれを組み立て形作っているものであり、またそれゆえ民族の生存上の障害を克服していくのに必要なあらゆる力全てを生み出すものであるからだ。人間という立場から見れば、文化的と呼ばれる行為は実際のところ全て、今まであった野蛮行為を打ち負かすことであり、文化的と呼ばれる創造は全て、人間が今まで引かれていた境界線を踏みこえていくうえでの手助けとなり、まただからこそこうしようとする人間の立場を強めてやるものなのである。だから民族の持ついわゆる文化的価値の中にも、実際に生命維持への力があるといえるのだ。したがって民族の内的諸力がこういう方向へ伸びれば伸びるほど、それだけ生存闘争をしていくうえでのあらゆる分野において、生命を維持していくための無数の可能性も強化されていくのである。それゆえ、その民族の人種的価値が高ければ高いほど、その分だけ普遍的な生命の価値、すなわち他の民族と闘争したり、戦ったりする際に、自民族の生存に有利になるように働く生命の価値は、大きいということになるのである。

　もちろん民族が持つ血の価値の意義とは、その民族がちゃんとこれを認識し、これをしかるべく評価し、しかるべく重んじて初めて、百パーセントその効力を発揮するようになるものである。だからこの価値を把握していない民族とか、先天的本能が不十分であるためにこれを感じとれなくなっている民族は、そのためにすぐさまその価値を失いはじめているといえるのだ。混血や人種価値の低下とは、いうまでもなくそもそもいわゆる外国かぶれによって、実際のところこのように自民族の文化的価値を他民族の文化的価値とひき比べて、自分の方を低く見積もってしまうことによって、ひきおこされがちな結末なのである。もしも他民族の生存の表現にその目を向けようとするあまり、ある民族が自分の血そのものによって決まる民族固有の精神生活の文化的表現を認めようとしなくなったならば、またそれどころか恥であると思いはじめたら、この民族はこうすることで、その血のかもしだす調和の中にひそみ、そこから芽生える文化生活の中にある力そのものを放棄してしまうことになるのだ。こういう民族はやがてはバラバラになり、世界像を評価するのも自分の意見を述べるのも、おぼつかなくなり、自民族の目的をかなえていくための認識も感覚も失って、ついにはそのかわりに国際主義的な物の見方や観念の混乱の中へ、またそこから発生する文化の混こん沌とんの中へとその身を沈めることになるのである。ところがユダヤ人は、どのような形でも他民族の中に入りこんでいけるのだ。このインターナショナルな害毒と退廃の師は、その対象となった民族を徹底的に根絶やしにし、腐敗させるまで留とどまることを知らない。そして最後には、この狙われた民族の今まで統一のとれていたある特定の人種的価値は失われ、最終的な衰退が口をあけて待ち受けることになるのである。

　それゆえまた、あらゆる人種的価値を保持している民族といえども、たとえ人種的価値がまったくおびやかされていないとしても、その民族がその価値を意識して、注意を向けることを怠ったり、極めて入念にこれを保護しなかったり、望むことは全てまずその価値を土台にし、その上に築きあげるようにしなければ、その価値は何の効果も発揮しないのだ。

　だからこそ国際主義的根性は、この価値の天敵とみなされねばならないのだ。こんな国際主義的精神によるのではなく、自らの民族の価値をその信条とすることによって、民族がどう生存し、どう行動するか、を実現し、かつ決定していかねばならないのだ。

　だが民族の価値といっても、そこでいくら民族の規模と意義とを決定する本当の永遠に通用する要因が求められたとて、その民族の眠れるエネルギー、眠れる才能が目を覚まさぬ限り、この価値の効力を全て発揮させることは難しい。

　というのは、その民族内部の人間が均一化した平均値を持たず、バラバラな人種的価値の持ち主から成り立っているような場合、民族内部における個人としての価値が、他のメンバーの持つ価値と同一である確率は、それだけ減ってくるからである。民族の行う行為というもの──こういう行為は常にある一分野について行われることが多いが──は、全てあくまで個人が創造的に活動した結果であるのだ。普遍的願望というものは、その使命を遂行するために民族の中から特に選び出された人間がとる行動によって達成されるものであるからこそ、苦境というものは、それをこうむっている人間がそこからの解放を切望することによってのみ、取り除かれるのである。そもそも多数者が創造的成果をあげたことなど、一度もなかったのだ。一遍として多数派が人類のためになる大発見をしたこともなかったのだ。個々の人間が常に人類の進歩を作り出したのだ。ここにある特定の内的な人種上の価値を持つ民族があり、この民族のあげた文化的もしくはその他の業績の中に、その民族の持つ価値一般が目に見えて表れているとしよう。こういう場合、この民族には、そもそも最初から個人の価値というものが存在していたに違いないといえるのだ。何しろ個人の価値が欠落していたり、創造的活動が行われていないのだとしたら、そんな民族の文化が描き出されることはないのだし、また描き出されなければ、そこからその民族の持つ内的価値がいかなるものであるか、帰納的に推論するすべもないはずであるからだ。ここで私は民族の持つ内的な人種上の価値について述べているわけであるが、私はこの価値を現在目の前にある業績全体から評価しているのであり、またそうすることによって同時に、それぞれの個人が持つ価値──すなわちその民族の人種上の価値を代表する者として行動し、そして文化像を作りあげてきた個人の持つ価値──というものがその中に存在している、ということを確認しているわけでもあるのだ。すなわちこうしてみると、人種の価値と個人の価値というものは、そもそも非常に結びついた形で表れるものであるのだ。何しろ人種的に価値のない民族では、少なくともその血筋からは重要な創造力を有する個人は求め得ないからである。ということは逆にいえば、創造力のある個人およびそういう個人があげた業績が欠落している状態では、今現在の人種上の価値など推論できるわけがない、ということなのだ。また反面、民族というものは、その組織や民族共同体や国家の構造形式の出来上がり方によっては、個人の価値が発揮されるのを促進したり、また少なくとも発揮しやすくさせてやったり、さもなくばこれを妨害することもできるものなのである。

　もしある民族が、生存していくうえでの指導者の座を多数者の手に渡してしまったならば、すなわち現代の西欧の概念である民主主義を取り入れる限り、個人の考えが持つ意義が破壊されてしまうばかりでなく、個人がその価値を発揮しようとしても、横やりが入れられるばかりの状況が作り出されることになるであろう。このようになった民族は、その形式的構造をテコにして、創造力のある個々の人間が出現したり、何かを成し遂げたりするのを妨害するものなのだ。

　というのはまさにこの点が、今日圧倒的な力を占めている民主主義、議会主義のシステムがもたらす二重の災いなのであるからだ。何しろこのシステムは、それ自体本当に創造性にあふれた業績をあげる能力を持たないというばかりでなく、平均的レベルを何らかの形ではるかに上回っている人間が成長し、またそれにより何かを成し遂げようとするのを妨害するものであるからだ。いつの世においても、一般的な愚かさ、不完全さ、臆おく病びようさの平均レベルを超えた大きさを持つ人間──そして横柄な言動という面でも平均を超えた大きさを持つ人間とは、多数者にとっては、最も恐るべき存在に見えるものなのだ。またさらには、この民主主義の手にかかると、価値の乏しい人間がほとんど合法的な方法で指導者にならされてしまう恐れもあるわけだ。それゆえこんなシステムが何らかの制度に関して徹底的に利用されたならば、指導者集団全体の──その時点でそもそもこういうことを語ることができればの話だが──価値を失わせることになるのである。これはそもそも民主主義という概念が、責任の所在がないというところに根ざしているのだ。多数者とは、どういう形でも責任を背負い込ませようのない、何かこう把握しようのない存在なのである。この多数者によって擁立された指導者などは、所しよ詮せん、多数者の意志を遂行する手先に過ぎないのだ。そういう指導者の行う職務といえば、独創的な計画や着想を生みだして、それを既存の行政機関をテコにして実施させようとする、というよりも、むしろある特定のもくろみを実行するのに必要な多数者を、その時々に集結させる程度の職務としかなりようがないのである。しかしそうした際には、多数者がその計画に顔を向けるよりも、計画が多数者の顔色をうかがうことの方が多いのである。すなわちたとえこのようにして行った行為の結果がどう出ようとも、これに対して誰が責任者であるのかがどうもはっきりつかみどころがない、という仕組みになっているのだ。これは実際決められたあらゆる決定事項が、いずれにせよ無数の妥協の産物であればあるほど、事態はますますつかみどころがなくなってしまうが、そうした妥協というものは、民主主義の性質上、またその中身上にも表れているものなのである。こういうときはいったい誰に責任をとらせるべきだというのだろう。

　しかし純粋に個人レベルでの責任というものが一掃されてしまったならば、それと同時に強大なる指導的立場の発生を促す余儀なき理由がなくなってしまう。非常に広範囲にわたって、個々の人間の権威と責任とをその基礎として成り立っている軍隊組織と、今われわれがとっている民主主義的市民制度とを比べてみるがよい。またそれを特に双方の指導者がどの程度修養をつんだ人間であるかについて、比較してみるがよい。その違いに仰天するに違いないのだ。何しろ一方は勇気のある、進んで責任を取る気概のある、任務を遂行する能力のある男たちの組織であり、もう一方は、臆病で、責任を取ろうとしない能なしの集まりなのだから。実に四年半、ドイツの軍隊組織は強力なる敵集団に対し、いかなるときでも持ちこたえたのだ。だが民主主義にふやけきった民間の国内指導部は、たかだか数百人のルンペンと脱走兵がしかけてきた文字通りたったの一撃で、もろくも崩れてしまったではないか（※１）。

　ドイツ民族が本当に偉大な指導的政治家を欠いているということは、われらの公的生活をゆっくりとむしばんでいる民主主義的、議会主義的システムによって見られる無秩序な分解に最もはっきり表れている。

　今こそ民族が決定すべきときなのだ。多数者をとるか、指導的政治家をとるか、なのだ。両方一緒というのはまったく矛盾する。確かにこの世における偉大なものを今まで創造し、今なお創造しているのは、指導的政治家なのであり、そしてその創造の大半が多数者によってなんなく破滅させられてきたのだ。

　民族が自分たちが持つ一般的な人種上の価値を基礎にして、まさに本物の指導的政治家を生みだすことができるのだ、というまっとうな希望を持つことはできよう。だがそうした場合、その民族は民族の持つ構造の出来上がり方によっては、人為的にではなく、そうだ、計画的にこういう指導的政治家が力を発揮しようとするのを妨げたり、愚かさの壁をこの人々の前に立ちはだからせたり、簡潔に言えば、活動させないようにしてしまう慣例を求めざるを得なくなってしまうのだ。

　とにもかくにも民族の最も強力な力の源泉の一つがうめられてしまうのである。

　民族（※２）の力を構成する第三の要素とは、その健全で自然な自己保存本能である。この自己保存本能からさらに、ある民族だけで生存闘争を続けようとする数々の雄々しい徳性が生ずるのである。だが民族の利益を代表する国家指導部といえども、その民族自体が臆病で貧弱なあまり、その利益のために自ら動こうとしなければ、あえて大成功をおさめようとはしない。が、どんな国家指導部であっても、特に指導部が民族の身につくようにしているわけでもない英雄的精神を、その民族が持つようになるのをただ待っているだけではいけないのだ。既存の民族の価値が、国際主義によって傷つけられ弱体化するように、また個人の持つ価値が民主主義によって破壊されるように、民族が持つ自己保存本能という自然の力は、平和主義によってこのように麻ま痺ひさせられていくのである。

　この三つの要素、すなわち民族の価値そのもの、既存の個人の価値、そして健全なる自己保存本能、この三つこそ賢明で大胆な国内政策をとることによって、民族が自己主張をしていくのに必要となる武器を、たえずそこからくみあげることのできる力の源泉なのである。このようにしていけば、軍隊制度とか兵器技術の問題に関しても、また自由とパンを求めて行う苦しい闘争において、本当に民族の側に立った立場での解決策が常に生まれてくることになるであろう。

　民族の内政を司つかさどる指導部が、この観点からはずれてしまっていたり、闘争を行うには、ひたすら兵器の面で、装備をととのえねばならないのだと思い込んでいたとすれば、こういう指導部は、とにかく勝手に目先の成功を追おうとすることだろう。だが実際こういう指導部を持った民族に、もう未来はない。だからこそこの世の真に偉大な立法者、政治家たるものの任務とは、戦争に備えてごく限られた範囲で準備をすすめることではなく、民族を内面的に鍛え上げ、教育し、人間のあらゆる理性を用いて民族の将来がほとんど法則的に確固たるものになるようにすることなのである。そうすれば個々の戦争の性格というものも、多かれ少なかれ暴力的な奇襲戦法的なものではなくなり、根本的な、基礎のしっかりした、また恒久的な民族の発展という自然の、しかり、わかりきったシステムの中にとけこんでいくことになるであろう。

　現在の国家の指導部がこういう見地を軽視しているのは、確かにある部分では民主主義、すなわちその指導部の今があるのもそのおかげ、という民主主義の本質にも原因があるのだが、もう一つ、国家というものが、ある特定の民族の利益を最大限にはかるものであらねばならぬところを、指導部を自己目的と見るというまったく形式的なメカニズムになり果ててしまっている、というところにも原因があるのだ。今や民族と国家とは別々の二つの概念となってしまっている。だからこそ国家社会主義の活動の責務は、今やこうしたドイツを根本的に変革することにあるのである。







　第四章　ドイツ外交政策の批判と具体的提案




　したがって国内政策の課題が──当然のことながらいわゆる日常の問題を充足させることだということはさておいて──民族の持つ内的価値を計画的に保護し、かつ高めることによって、民族統一体を鍛錬し強化することでなければならないとすれば、外交政策の課題とは、民族統一体を内部から訓練する作業を、外部に隠し、また生存の一般的前提条件を生み出し、かつこれを確立するのを手助けすることである。その場合健全な外交政策とは、民族の食糧確保に必要となる基本条件を入手することを、常に確固たる最終目標としてとらえるものでなければならない。つまり国内政策とは、民族の外交政策上の主張ができるよう民族に内的な力を確立し、外交政策とは、民族が国内政策を展開するために民族にその生活自体を確保するものなのだ。だから国内政策と外交政策とは、このうえもなく密接に互いにかかわりあっているどころか、互いに補足しあって作用すべきものである。人類の歴史という大いなる時の流れにおいては、国内政策でも外交政策でも、今述べてきた以外の原則にそって行われた事実はあるが、それが正しかったという証明になるわけではなく、むしろそこではそういう行為が間違っていたということが、立証されるに過ぎないのだ。前に述べた基本的原則を守らなかったばかりに、われわれにとって警告的な例ともなる無数の民族や国家が滅亡したのである。生きている中で、人間が死の可能性について考えることがいかに少ないかということは、注目に値するものがある。また人間は個々のケースをとりあげてみても、生存について、無数の先人たちがずっと昔にやらねばならなかった、またどんな人間でもよく知っている経験に合わせて考えることが、いかに少なかったことか。こういうことを頭にとめ、その人格の価値によって、過去の経験を土台とした生活の掟おきてを仲間の人間に守らせようとする者は、常に例外的存在でしかないのだ。こういう場合の注目すべき例として、結果的には民族の繁栄につながるのだが、一つ一つをとると煩わしい数多くの衛生上の措置の話をあげてみよう。こういう措置は、個々の人間の専制的意義の力で、公衆がこれを守るよう押しつけられるべきものなのだが、一いつ旦たん個人という権威が民主主義という大衆の妄想にとってかわられるやいなや、すぐさまその場で立ち消えになってしまうのだ。平均的人間は死に対し最大限の恐怖感を持っているくせに、実際にはほとんど死ということ自体を考えていない。が、卓越した人間は、死ということに強烈に心を奪われているにもかかわらず、それを少しも恐れはしない。すなわち片方の者は、やみくもに無為に日々を過ごし、そして罪をおかし、ある日突然、死という全ての征服者の前でくずおれるのだが、もう片方は死が訪れるのを注意深くとらえ、とにかくそれを受け入れ、これを静かに見つめるのである。

　民族の生存という問題に関しても、それとまったく同じことがいえる。人間にはいかに歴史から学ぼうとする姿勢が欠けていることか。いかに無む頓とん着ちやくに自らが愚かにも、自分にしてきた経験を、単にまたいで通り過ぎてしまっていることか。その過ちのせいで今までに幾つもの民族や国家が滅亡し、そのうえこの地上から消え去っていったかという事実をまるで頭にとめることなく、いかに軽率に過ちをおかしているかを知ろうとしないか、を見るとぞっとすることが一度や二度の話ではないのである。とにかく、なんと人類は、今われわれが歴史的に把握できるほんのわずかな時間帯においてさえ、幾つかの国家や民族が、往々にしてほとんど巨大ともいえる規模にまで発展したあげく、二千年後には跡形もなく消滅してしまっているという事実、幾つもの世界的強国が、文化圏を支配してはいたが、今となってはその巨大都市が廃墟と化したという伝説しか残っていないという事実、現在の人間にとっては、少なくともその本拠地を示す瓦が礫れきの堆たい積せきがかろうじて残されているだけという事実に心をとめようとしないことか。だが、生ける個体としてこれらの出来事の担い手であり、犠牲者であった何百万人という人間一人一人が持っていた憂慮、辛苦、苦悩は、今やほとんどわれわれの考えからかけはなれてしまっている。歴史上の無名の人々、無名戦士たちがそれである。そして実のところは今、いかに無関心であることか。永遠の楽観主義がいかに根拠のないことか。故意の無知、直視したがらぬ者、学習意欲なき者たちが、いかに破滅を呼ぶもととなることか。一般大衆次第であるならば、子どもの未知の火遊びはまた、このうえもなく広範囲にわたって絶え間なくくりかえされるであろう。だからこそ民族の教育者として招しよう聘へいされたと自覚する人間は、大衆の物の見方、理解の仕方、無知あるいはまた拒否には目もくれず、歴史から学びとりそしてその知識を今や実地に役立たせることを、その責務とすべきなのである。人間の偉大さとは、一般に広まっている有害な考えに対抗して、自分のもっとよい見識を一般の勝利へ導こうとする勇気が大きければ大きいほど、ますます意味のあるものとなるのだ。その勝利は、克服しなければならない抵抗が激しければ激しいほど、またその闘争が何よりもまず勝ち目がないと思われればそれだけ、ますます大きな勝利となって現れてくるのである。

　国家社会主義運動が、もしこれに過去の経験から学ぶ勇気がなかったり、あらゆる抵抗をものともせずその経験の中に現れている生存の掟を、ドイツ民族に押しつけようとする勇気を奮い起こしていなかったとしたならば、この運動もドイツ民族生存上、真に偉大な出来事とみなされようとする権利をもち得なかったことだろう。さらにまた内部の改革運動が強力になるほど、ドイツ民族が食べていく分の食糧基盤を確保するための外交活動が成功しないならば、永久にわが民族の真の再興はあり得ないのだということを、この場合国家社会主義運動は忘れてはならないのだ。だからこそ国家社会主義運動は、言葉の最高の意味での自由とパンを求める闘争者となったのである。自由とパンとは、言ってしまえばまことに単純極まるものだが、民族のために与えることのできる最も声を大にして叫ばれるべき外交政策上の合言葉なのである。すなわち自由とは、民族の生存をその利害に基づいて秩序だて、かつ調整することのできるものであり、パンとは、その民族がまず生存していくために必要なものなのである。

　さらに私が今日、わがドイツ民族の過去および現在にわたる外交政策の導き方を、批評する者として所見を述べるうえでの話であるが、私が今気づいている政策上のミスは、やはり過去においても別の批評家の目によって、ミスであると判断されていたのだということは、私もよく分かっているつもりである。ただ今までの批評家はほとんどの場合、実際のところ最後をどうしたらよいかを考えずに、単に批評精神から気づいたことをいじくっているに過ぎなかったのだ。しかし私の場合は昔のドイツ国内および外交政策上のミスや、錯誤を洞察したところから、変更すべきところ、改良すべきところについての実際の案を出し、さらに他日この変更や改良を実行に移すことができる手段をも作りあげようと努力しているのである。おそらく私が過去の批評家たちと一線を画すのは、このところなのだ。

　例えばヴィルヘルム時代（※１）の外交政策を、多くの場合少なからぬドイツ人が、危険な政策だと感じ、それゆえに不吉なものだと特色づけた。特に当時の全ドイツにちらばっている諸団体からは警告──その警告という言葉がこのうえもなくふさわしかったのだが──が数知れず発せられた。私自身としても、当時どのようにして、また何のせいで民族が没落していったか、またそれでいてどうするすべもなかったかを見るにつけ、このとき必死で警告を発していた人々が落ち込んでいた悲劇的雰囲気にひたりこむことができるほどである。まことにひどい外交政策がとられたこの戦前の最後の十年間、ドイツには議会、したがって民主主義があった。すなわち帝国の政治指導を司つかさどる人物を決めるだけの力もない民主主義があったのだ。確かにその当時は揺るぎもしないフォーマルな存在であった皇帝の権力というものも、まだ存在してはいた。しかしただ民主主義の及ぼす影響というやつだけが、やたら強くなっていて、皇帝の決定が特定の方向へ動くように、ほとんどお膳ぜん立だてができてしまっていたように思えるのである。だからその効果たるや、まったく手のつけられぬものとなってしまった。すなわち国民的意識で当時警告を発していた人々は、ある面では声を大にして語られる民主主義の動きに対抗せんと、自ら責任の重い部署に就こうとしても、もはやそうできる見込みはすでに消え失せていたし、また逆から見れば、持ち前の愛国主義的精神からして、皇帝陛下に対して反対するという最後の手段を持ちだして、挑みかかるということは到底できることではなかったからである。戦前のドイツでは、ローマへ行進するという考えが出されたとしたら、まったくの馬鹿げたこととして扱われていたことであろう。かくも国粋主義的な反論を行うことは、このうえもなく最悪な状況にあった。とはいえ民主主義はまだ勝利を手中にしてはいなかった。だが民主主義は先刻君主主義国家観に対する猛烈なる闘争にその身を投じていたのである。民主主義が仕掛けてきたこの闘争に対し、君主国家が出した答えは、結局、その身を消滅させてしまうという決定ではなく、むしろ永遠に続く譲歩という形で表れたのであった。当時は、この民主政体と君主政体という二つの組織のどちらかに反対する立場をとった者も、この両者から襲撃を受ける危険を背負い込んでいたのだ。すなわち国粋的理由から皇帝の下した決定に反対する者は、愛国主義の立場から排斥をくらい、また民主主義の立場からも誹ひ謗ぼうされた。逆に民主主義に反対する主張をする者は、民主主義から攻撃を受け、愛国主義者からも見捨てられることとなったのである。しかり、こうする者は皆、自ら犠牲になることによってエホバの御意にかなうことができ、そうしてしばらくの間はユダヤ・ジャーナリズムの暴徒の口をふさぐ、という涙ぐましい希望を持ちながら、ドイツ政権の手によってこのうえもなくひどい裏切りを受けるという危険をおかしていたのである。何しろ当時の状況たるやこのような有様だったため、民主主義の意図に反したり、皇帝陛下の御意に反しても、帝国指導部の責任ある役職に就くとか、またそうすることで外交政策の進路を変更できるとかいう見通しは、皆無となっていたのである。この結果、ドイツの外交政策に異論があれば、もっぱら新聞紙上で主張するしかないという事態がおき、したがって外交政策の批評は皆同じようになり、長いものであればあるほどますますジャーナリスティックな性格を帯びざるを得ない、というところにまで立ち至ったのである。だがこういう風になってくると、どの批評も実現可能な要素が実際のところ乏しいために、積極的な提案は次第に重要視されなくなり、逆に純粋批評的な考察は、おびただしい非難のきっかけを与えるようになった。この非難たるや、こうして責任は重いくせにお粗末な内容の政府を崩壊させようと望んでいる人々の手によって、いっそう念入りな形で行われるようになっていった。だが結局、これらの当時の批評家も政府打倒にまでたどりつくことはできなかったのである。すなわち崩壊したのは当時の統治体ではなく、この統治体のせいでドイツ帝国、ひいてはドイツ民族が崩壊してしまったのである。当時の批評家が何十年もの間予言してきたことは、見事に的中したのだ。二十年もの長きにわたって崩壊を予言し続け、そしてその声を聞いてもらえもせずに、同時にどうすることもできないという運命を背負い込み、そのままわが民族の悲劇的破局をともに体験せねばならなかったこれらの人々のことを思うとき、深い共感を覚えずにはいられない。

　年が経つにつれ次第に年老い、悲しみにやつれ、辛酸をなめはしたが、だがどうにかせねばならぬという意気に燃えて、皇帝の統治が倒れた後、これらの人々はドイツ民族再興のために、自分たちの力をこれに及ぼそうとした。いろいろな理由からこれも結局は、徒労に終わる憂き目を見ることとなったのだが。

　革命が皇帝の幹部を粉砕し、民主主義を王座につけたとき、当時の批評家たちには民主主義を打倒すべき武器──すなわちかつて民主主義が皇帝の政府に影響を及ぼし得たときほどの武器が、なかったのである。何十年も活動を続けてきた中で、問題をあまりにも純学術的に取り扱うことに照準を合わせてきたため、これらの批評家たちには、街頭での叫びにのみ反応が示されるというような、情勢にそくした表現力を、自分たちの意見の中に取り入れる、という現実的な力を行使する手段が欠けていたばかりでなく、また彼らにはそれが有効に働く場合には、紙に書いた抗議の大波よりも力を発揮するに違いない力を表現する組織に近づく能力も失われてしまっていたのである。これらの批評家たちは皆、今までの古い政党の中に帝国が衰退するきざしとその原因がひそんでいるのを、すでに見取っていた。だが彼らの心の中の清浄な感情においては、政党ごっこをしたいという土台無理な要求は、敬遠せねばならなかったのである。確かに彼らは多数の人々から支持を受けるような可能性があるときだけ、自分たちの意見を実際に貫徹できたのである。彼らが諸政党を幾度も幾度も粉砕しようとすれば、他政党粉砕を目的とする政党を、あいかわらずまさしく自分たちの手で作らねばならなかったのである。これが結局実現にまで至らなかった理由は、しかしまだ他にもある。すなわちこれらの批評家たちの政治的抵抗が、一旦非常にジャーナリスティックに変化するようになればなっただけ、ますます当時のシステムの弱点を全て暴き出し（※２）、外交政策上の措置の失策を白日のもとにさらす、という批評活動に終始するようになってしまったのである。個人として責任を取る必要がないというだけで、積極的な提案を出すことはおろそかにされ、当然政治活動においてその表と裏とを持っている取引が存在しなくなったのである。そもそも完全に満足だとみなすことができる外交上の総合判断などありはしないのだ。当時そういう状態だったので、おしなべて無能とみなされている統治体を一掃することを主要課題とせざるを得なかった批評家は、こういう統治体のおこす行動を、批判的に役立つように考察することにしか、積極的提案をおこしていくきっかけがなかったのである。そしてこうした積極的提案など、この手の批評家にしみついている疑念のために、批判的解明を容易に引き受けることができたのだろう。つまり批評家というものは、批評に負かされてしまう恐れのある提案などを持ち出して、自分の批評そのものの持つ意義を弱めてしまうようなことを決してやりたがらないものなのだ。こうして当時の国民の抗議の代弁者らは、次第に純粋批判的思考をするのが血となり肉となってすっかり身についてしまい、そのせいで、今もなお国内政策でも外交政策でも批判的に考察したり、単に批判的に取り扱ったりしているのである。彼らの大半は、今日でもまた国内政策上にせよ、外交政策上の話にせよ、ある面では自分自身確信と決断がなく、またある面ではそうすることによって、敵方の行う批評そのものに安っぽい素材を提供することになるのではと危き惧ぐするために、簡潔にして明めい瞭りような積極的結論に達することができない評論家のままにとどまっている。だから多くのことに関して改善したいのはやまやまだが、とはいえそこへの一歩をどうしても踏み出す決心がつかないということになる。というのは、一歩を踏み出したら踏み出したで、完全に期待通りでない、疑わしい要素を持っている、要するに批評家自らも認め、それでいてその存在に脅かされている影の一面が、その一歩にはあるからである。だが、民族体に深く根づいた重い病を癒いやすときには、完全に無毒な処しよ方ほう箋せんを書くことが問題なのではなく、毒をもって毒を制することであることが少なくないのである。致命的と分かりきっている情況を一掃するために、なにがしかの危険をはらんだ決断をもあえて実行し、成就させる勇気を持たねばならない。批評家としての私には、外交政策上可能なことは全て実行してみる権利があり、そしてその外交政策上の疑わしい面や可能性を一つ一つ徹底的にもみくちゃにする権利がある。そして歴史を作り出そうとする政治的指導者としての私は、たとえ真面目な思慮の声が、その道にもある危険がつきまとうとか、その道を通ってもおそらく完全に満足のいく結果は得られないとか、いくらささやきかけようとも、ある一つの道を進むということを決心しなければならない。私はこれが百パーセント確実ではないからといって、そのためにむざむざ成功を諦あきらめてしまうわけにはいかないのだ。私はそれがおそらく完全な一歩でないからといって、一歩踏み出すことを中止するなどということはしてはならないのだ。たとえ私の立っているその場所が、早くも次の時代に私を死に至らしめることが一瞬確実に思われても、だ。ある政治的行動が、自分の民族の利益ばかりでなく他の民族の利益となってしまうからといって、その行動をおこすのを退けてはならない。しかり。たとえ他の民族にとっての利益が、自分の民族にもたらされる利益より大きいときに、もしその行動を思いとどまった場合、絶対確実にわが民族に不幸がおとずれるというのなら、何といったところで私はその行動にとりかかるのを拒否してはならないのである。

　今日私のところには、多くの人のまさに純粋批判的考察法からとらえた非常に厄介な抵抗が押し寄せている。こういう人々は、言ってみればこれとそれとあれが善であり、正しいことなのだと認めているが、それにもかかわらずこれとそれとあれがいま一つ疑わしいものであるがために、それに加担していくことがないのである。つまりドイツとわれわれドイツ民族が滅んでいくのが分かっていながらも、それを救い出す行動に、何やかやと少しでも不備な点を見つけだしてしまうために、実際その行動に参加できずにいるのである。簡潔に言えば、ドイツが衰退していくのを知っていながらも、抵抗や行動をおこす際に、その行為自体に何か疑わしい部分はないものかと再三嗅かぎ出すがゆえに、この衰退現象を体を張ってくい止めようとする決断力を出さずにいるのである。

　この悲しむべきメンタリティーのおかげで、さらに引き続いて災いが生まれてくる。今日ある特定の行為を保護したり、それどころか推奨したりしようと決断する際に、まずそれが成功する確率が何パーセントあるかを注意深く秤はかりにかけ、それからそのパーセンテージに応じて、どの程度の規模のものをそれに投入するかを計算する輩やからが、かなりの人間、特にいわゆる教育を受けた人間にいるのだ。ということはすなわち、例えば国内政策とか外交政策で何らかの決断をする際に、それが完全に満足できるものでないとか、成功をおさめる保証が完全にはできないと思われるがゆえに、すべての力を目いっぱい注ぎ込み、余すところなくこの決断を支持することはまかりならないのである。逆に言えば、この手の不幸な考えの持ち主は、私が本当に必要であるとみなした決断が、成功するかどうかはいま一つ確実でないと思われるとか、成功しても部分的にしか期待に応こたえることができないものであった場合、この決断事項がなぜ多くのエネルギーを費やしてやりとげられねばならないものか、また成功する可能性のパーセンテージが低いのに、なぜこれを実行するためのエネルギーが支払われねばならないのか、ということがまったく理解できないのだ。かくしてつまるところ常に吟味しなければならない問題はただ一つである。ある特定の決断をすることが必要な状況にあるか、否か、ということなのだ。そしてそのような決断事項が本当に必要であると完全に確認され、認識されているのならば、たとえ最終的に不満足であるとか、改善の余地があるとかいう結果に再三再四なろうとも、あるいは成功する確率のパーセンテージが低いかもしれなくとも、この決断はもう思慮深さなどかなぐり捨て、最大の力を投入して、実行に移していかねばならないものである。

　例えばある人が癌になり、死ぬのは必至という状況になったとする。ここで手術が確実に成功するパーセンテージが低いとか、また成功したとしてもなおかつ患者が百パーセント健康をとり戻すとは言い難いという理由で、手術を受けるのを拒否するというのは、馬鹿げたことであろう。しかしその医者自体が成功の見込みがあまりないからといって、自分の能力を出しきらなかったり、半分のエネルギーで手術をすませてしまうならば、それは一層馬鹿げている。ところがこの最も馬鹿げたことをするのを、こういう人々は、国内政策、外交政策の面で絶えず待ち受けているのである。彼らは成功するのが百パーセント確実でないからといって、あるいはその結果が余すところなく満足のいくものとはならないだろうという理由からして、政治上の手術を実行に移すのを止めてしまうばかりでなく、こういう場合でも労力を目いっぱい注ぎ込むのはよして、ただひたすら退却するための抜け道は開けておけるのではないか、というつつましやかな希望にしがみつき、出す力は手控えるにもかかわらず、この手術が行われるのを期待しているのである。これはまるで野戦で戦車攻撃を受け、抵抗しても成功の確信がないと考えて、最初から半分の力しか出さない兵士のようなものだ。そのうえこの兵士の抜け道は逃走であり、またその迎える結末は、確実にやってくる死なのである。

　いや、これではいけない。今日ドイツ民族は略奪欲に満ちた敵の暴徒によって、内側からも外側からも襲いかかられている状態にある。この状態がこのまま続けば、それはわれわれの死を意味する。この状態を打開するどんな可能性も逃してはならない。たとえその結果にいくら弱点があろうとも、疑わしい面があろうとも、だ。そして（※３）その場合、そうした可能性は全て、エネルギーを出し切って最後までやりぬかねばならない。

　ロイテンの戦い（※４）の結果は別に確実なことではなかったが、だが戦闘は必要不可欠であった。フリードリヒ大王（※５）が勝利をおさめたのは、別に勝利が確実でないからといって、半分の勢力だけで敵にたちむかったからではない。ただ結果が確実でなかったために大王自身が、独創性、大胆さ、指示を出すうえでの決断力を過度に発揮し、また彼の連隊が向こう見ずな不敵さを大いに発揮して、結果の不確実な分を補ったのである。

　だがとにかく私が心配なのは、少なくとも何らかの成功をなしとげて、それでわれわれの行動の正当性が立証されない限り、市民的評論家たちに、私が分かってもらえないのではないか、ということである。民族の上に立つ人物には、良い助言者が要るものだ。昨今のインテリの小賢しさなどにとってかわって、こういう人こそが、その本能による確実性、またその心情からの信頼をもたらすのだ。

　だがもし私がこういう事業において外交政策を担当したならば、そのときには私は評論家としてではなく、国家社会主義運動──私は他日、国家社会主義運動が歴史を創り出していくと分かっている──の指導者としてこの責務を実行するのだ。それにもかかわらず、その時点でどうしても過去および現在の状況を批判的に考察せねばならなくなったとしても、それはあくまで私独自の積極的なやり方の理由づけをするためであり、また分かりやすくするための手段に過ぎないのだ。国家社会主義運動は国内政策上の面で単に批判だけをするのではなく、その主義独自の世界観に裏付けられた綱領を有しているわけであるが、またこの運動は、外交政策上の面でも他の者が間違って行った失策を、単に見つけだすのではなく、このような失策の内容を認識することから、この運動独自の行動を導き出していこうとしているのである。

　それとともに、われわれが大成功をおさめたとしても、百パーセントの幸福までは生みだすことにはならない、ということも私はよく分かっているつもりだ。何しろ人材不足の面や、またそれによって制約される一般的事情により、最終的大成就などというものは、永遠に単に綱領上の理論のうえでの話となるに過ぎないのだからである。そうなのだ。味方の戦死者を一人も出さずに勝つことができないように、何も犠牲を払わずに成功を手に入れられるわけはないことも、私には一層よく分かっている。しかしいくら成功の度合いが完全ではないと分かっていても、すでに目に見えている完全な滅亡よりもその不完全な成功の方を私が選ぶことは、決して妨げ得ないであろう。さらに成功の確率が低いところや、成功の度合いが少ないところは、大英断を下すことによって相そう殺さいし、そしてその精神を私が指揮する運動に行き渡らせようとし、そのために私は尽力するであろう。今日われわれは敵の前線と闘争をしているのだ。これは打破せねばならないし、またわれわれ自身が打破していくものなのだ。われわれは味方の犠牲の大きさを推測し、成功できる範囲をはかり、敵の前線が今日の戦線の十キロメートル手前で停止しようとも、千キロメートル手前で停止しようとも、まったく同じように改革を開始するのだ。なぜなら、われわれの成功が終局を迎えたところは、常にただ次の新たなる闘争の出発点となるに過ぎないからである。







　第五章　国家社会主義ドイツ労働者党の国内・外交政策




　私はドイツ国家主義者である。すなわち私はわが民族性を信奉する者である。私が考えること、行動することはすべて、この民族性の一部なのである。私はまた社会主義者である。私には階級も地位も関係ない。私の目に入るのは、血で結ばれ、言語を同じくし、同じ普遍的運命の手に委ゆだねられている人間たちがつくるあの共同体の姿なのだ。私はこの民族を愛している。が、その時その時の多数派だけは憎んでいるのだ。私は多数派の中にわが民族の崇高さの代表者も、幸福の代弁者もほとんど認めないからである。

　今日私が率いている国家社会主義運動は、わが民族の内外における解放を目的においている。われわれの運動とは、内的な面では生存の本質に適合し、その本質の表れとして再び生存自体のために役立つことに生存の形を、民族にもたらそうとするものである。同時にこの運動はドイツ民族の本質を保持し、最高の人間、最良の徳を備えた人間を計画的に助けて育てるという手段によって、より一層育はぐくもうとするものである。自由であって初めて民族の生存が自らの民族に貢献する形を見出すことができるがゆえに、この運動は、ドイツ民族の外的自由を得るためにおこったのである。この運動はドイツ民族の生存権のために戦う運動であるから、ドイツ民族の日々のパンを求めて闘争しているのである。この運動はドイツ民族の生存権を擁護する運動であるから、生存に必要な領土を求めて闘争しているのである。

　それとともに国家社会主義運動は、「国内政策」という概念をわがドイツ民族の本質に適合し、その原則的な力を発揮させることのできる生存の形態と生存の法則を導入することによって、わが民族の存在を振興し、強化し、安定することと解している。

　この運動は、外交政策とは、自由を獲得し、生存するのに必要な前提条件を満たすことによって、今述べた民族の発展を確実にすることだ、と考えている。

　同時に外交政策面では、国家社会主義運動は、例えば次のようなところで、今までの市民的政党と一線を画しているのである。すなわち国家的市民社会の外交政策というものは、実際のところ、きまって国境回復政策でしかなかったのであるが、これに対し国家社会主義運動の外交政策は常に領土獲得政策となっているのである。ドイツの市民階級はその最も思い切った計画においても、おそらくドイツ国民連合までは達成できるであろうが、実際のところたいていは単なる稚拙な国境修正と化すことになろう。

　これに対し国家社会主義運動は、外交政策を考えるうえで常に、わがドイツ民族が生存していくのに必要な領土を確保する必要性に鑑かんがみて、決定を行っているのだ。この運動は、国民的市民階級の場合のような他民族のゲルマン化もしくはドイツ化には目もくれていないのであって、われらの民族の拡張のみを心得ている。国家社会主義運動は、征服された、いわゆるゲルマン化したチェコ人やポーランド人の場合に、国民的に、それどころか民族的に強化されたとは決して見ておらず、むしろ人種的弱体化を見ているのである。というのはこういう被征服民族の国民意識というものは、それまでの愛国主義的な国家観で決まるのではなく、むしろ民族的、人種的認識で決まってくるからである。それとともにこういう者たちの思考の出発点は、市民社会の思考の出発点とはそもそもまったく質を異にするものなのだ。だから国民的市民階級が過去および現在において政治的に成功したと思っている多くの事柄は、われわれの運動からみれば、失敗もしくは今後の災難の原因なのである。また逆に、われわれが自明であるとみなしている多くの事柄はドイツの市民階級にとっては、とらえどころのないもの、極めて嫌悪すべきものとうつるのである。

　それにもかかわらず、とりわけ市民階級出身のドイツ青少年の一部には、私の主張を理解する者がいるようである。と同時に、現在活動している政治的・国民的市民階級から反対をもらうなどとは、私もまた国家社会主義運動も、一般に計算に入れてはいないのである。だが、青少年の少なくともごく一部の者は、われわれの側にある道を見つけ出す（※１）だろうと、われわれは考えている。







　第六章　ドイツ統一と領土不足問題




　民族のとるべき外交政策の問題は、ある部分ではその民族内部にある要因によって、またある部分ではそれを取り囲む環境によって与えられる要因によって、決まってくるものである。一般に言って内部要因とは、ある特定の外交政策をとるのが必要になる根拠であり、またその外交政策を実施していくうえで現存している力の大きさでもある。生存不可能な大地の上に住んでいる民族は原則的に言って、少なくとも健全な営みをしている限り、その大地、すなわち生存圏を拡張しようと常に努力するものである。もともとを見れば、単に食糧への心配に基礎を持つこの行為も、それまでこの問題を解決してくるうえで運よく、非常に恵まれた形で行われてきたため、このこと自体次第に成功の賞賛を博するようになったのである。すなわちその第一の理由がきちんと目的にかなったものであった領土拡大行為は、人間が発展していく過程において、英雄的行為にまで高められたのであって、そのためたとえこの領土拡張が、そもそもの前提やら誘因やらが欠如した状態で行われたとしても、なおかつそのようにあがめられるようになったのである。そもそも生存圏を民族の人口増加に合わせて拡張しようというこういう試みから、後には動機なき侵略戦争が、すなわち動機なきゆえにのちのち反撃を受ける可能性を秘めた侵略戦争がおこるようになったのだった。これに対する答えが平和主義なのである。この世である民族の食糧を確保するための土地を略奪するという意味をもはや失った戦争がおきるようになってから、平和主義という概念が出てきたのだ。それ以来、この平和主義は、こういう戦争に永遠についてまわる道連れとなっているのである。だから戦争が略奪や力に飢えた個人、もしくは民族の道具になることを止め、再びもとのように民族が日々のパンを求めて戦ううえでの最後の武器に立ち戻ったとき、この平和主義なる概念は、消え去ることとなるであろう。

　ところがまた民族がパンを手に入れるために生存圏の拡張をするようになると、将来はいずれにせよ民族の力全体を必要とするようになる。国内政策の課題がこの力を投入すべきときに備えて準備することであるとすれば、外交政策の課題とはできるだけ大いなる成功を生むことが確実になるように思われることを行うことになるのである。こういうことはそもそもそうしようとしている当の民族の力だけではなく、それに対しておこる抵抗の力によっても制約を受けるものなのだ。このように土地を求めて互いに戦っている複数民族の力の不均衡状態により、絶えず連合への道をとり、そこで自分が征服者的立場をとるか、もしくは力のまさった征服者に対し、自分が抵抗する形になるか、という試みがおきてくるのである。

　これが同盟政策の発端なのだ。

　一八七〇年から七一年にかけての戦争で大勝利をおさめて以来ドイツ民族は（※１）、ヨーロッパにおいて極めて尊敬される地位を手中にした。今までは互いにごく弱い結びつきしかなかった、しかり、歴史上は敵対することさえ少なくなかったドイツ領邦諸国の多くが、ビスマルク（※２）の政治手腕のおかげで、またプロイセン・ドイツ軍の功績によって、一つの帝国へと統一されたのである。一七〇年前に失われた旧ドイツ帝国の一地方、すなわち当時手っとり早い強奪という形で、とうとうフランスに併合されてしまっていた地方も、母国へ戻った（※３）。それと同時に数のうえから言えば少なくともヨーロッパにおけるドイツ国民の大部分が、統一国家形成のために合一したのである。最終的にこの統一国家が──百万人のポーランド人およびフランス人となっていたエルザス・ロートリンゲン地方の人々──をも数に含めていたかどうかは疑わしい（※４）。この統一国家の実態は、国民国家の理念にも民族国家の理念にも合致するものではなかった。そのうえ市民的概念の国民国家は、少なくとも国家としての言語の統一をはからねばならず、これをありとあらゆる学校、そしてありとあらゆる街頭の看板にまで、徹底させねばならなかった。また引き続き教育と生活の場において、こういう人々をドイツ的思考の型にはめ込み、ドイツ的思考の担い手にまでせねばならなかったのだ。

　人々はこんなことを一生懸命行おうとはしなかったし、またおそらく正直なところ絶対こんなことはやりたくなかった。そして実際にはまるで逆の結果が出た。

　逆に言えば民族国家としてはいかなる状況であろうとも、ポーランド人をいつの日かドイツ人に仕立てあげようなどという意図をもって、ポーランドを併合してはならなかったのである。民族国家としては逆に自らのドイツ民族の血を再三再四弱めさせることがないようにするためにも、この人種的異分子を囲い込むか、こういう異分子をそもそも手っとり早く追放してしまって、それで空いた土地を自民族同胞に振り替えてやらねばならないか、決断を下さねばならなかったのである（※５）。

　市民的国民国家にはこういうことをする能力がなかった、ということは自明のことである。すなわち彼らはこんなことを考えもしなかったし、たとえ考えたとしても絶対実行に移さなかったことだろう。しかし当時このようにする意志がたとえあったとしたところで、これを実行する力は十分ではなかったことだろう。これは別に他の世界の反はん撥ぱつを恐れての話というわけではなく、独特のいわゆる国民的市民階級のおこす一連の行動の中に見られがちな徹底した無分別の賜たま物ものなのである。かつて市民社会は、封建制度は打倒できるものと思い込んでいたわけだが、これとて実際のところ封建制度はその欠陥を、市民的な豪商や法律家（※６）やジャーナリストらの手によって後押ししてもらっていたに過ぎない。市民社会には一度たりともそれ独自の理念など、あったためしがないのだ。あったのはやたら多くの妄想と金だけだったのである。

　それとともにそれだけではどんな世界も打倒することはできないし、また別の世界を構築することとてできはしない。だから世界史における市民的治世の期間は、自ら短くなってくるし、またやたらみじめったらしいものとなってしまうのである。

　それゆえ帝国が創られたとはいえ、その新しい国家には毒素も一緒に持ち込まれてしまったのだ。その毒素の破壊作用は、何と余計なことに市民的平等権を、自分たちの最も確実な突撃隊として使用する可能性をユダヤ人に与えてしまったときに、一層激しくなったのである。

　それは別問題としても、帝国はたとえドイツ国民の大部分を掌握したとはいえ、実際に掌握できたのはその一部に過ぎなかった。この新国家がかねて民族的性格の偉大な外交政策の目標を持っていなかったのならば、せめていわゆる市民的国民国家として、そしてその外交政策面における目的として、最小限ドイツ国民の一層の統一と掌握を念頭に置いておかねばならなかったことは、自明のことであったろう。これは市民的、国民的なイタリア国家が決して忘れなかったことなのだ（※７）。

　このようにドイツ民族は国民国家を得はしたが、それは実際のところドイツ国民を余すところなく掌握していたのではなかったのである。

　それに関連して国民政策的な面からすれば、このとき新しくひかれたドイツ帝国の国境は不完全なものだった。このときの国境は、ドイツ語圏を横切ってひかれていたし、いってみればたとえ非常にゆるい形態であろうとも、とにかく今まで少なくともドイツ連邦に属していた区域を、割るようにして延びていたのである。

　さらに軍事的観点からしても、このとき新しくひかれた国境はなおそれ以上に不十分なものであった。どこもかしこも無防備なむき出しの地帯であり、そのうえ悪いことに、その地帯は、特に西方では、国境地帯ということ以上にドイツ経済にとって決定的意味を持つ地域であった。こういう国境を軍事政策的に見ると、攻撃的な外交政策上の目標を持ち、また軍事的にも大量の兵器を保有する幾つかの大国が、ドイツのまわりをぐるりと取り囲んでいればいるほどそれだけ状況は不利になってくるものだった。東にはロシアが、そして西にはフランスがある。この二大軍事国家が、一方では東および西プロイセンを虎こ視し耽たん々たんとにらみ、他方では何百年にもわたる念願であるライン河に国境を設けようとする外交政策目標を飽くことを知らずに狙っていたのである。これに加えてさらに全世界で無敵を誇る海上支配権を握るイギリスがいた。このように東西におけるドイツの国境は距離が長くまた無防備であり逆に作戦根拠地として使えるところは不都合に窮屈であった。ドイツのＵボートの戦いというものもやはりその出港地が場所的制約を受けて、狭きよう隘あいであることほど容易なことはなかった。北海沿岸の三角地帯（※８）は、Ｕボートを封鎖するのにも、これを監視するのにも、六百キロメートルも八百キロメートルもひろがった海岸で行う場合と比べたら、ずっとやりやすかった。要するに全体を眺めれば、この新しいドイツ帝国の国境は軍事的観点から見て少しも満足のいくものではなかった。何しろ自然の障害物も、また自然の避難所となるものも、まるでないのだからである。しかもその代わりに、軍事的大発展を遂げた強力国家が、ドイツに敵対しようという外交政策上の下心を携えてそこらじゅうにいるのである。ビスマルクが、自分がつくったこの新帝国が存続していくためには、これをもう一度武器によって守らねばならない、と予見したのには、かくも深い理由があったのだ。ビスマルクの言葉は果たせるかな四十五年後に的中したのである。

　このように新しいドイツ帝国国境は、国民政策面からも、軍事政策面からも、あまり十分なものではあり得なかったが、ドイツ民族の食糧確保という観点からこれを見た場合、それはさらに輪をかけて不十分なものであったのだ。

　もともとドイツは常に人口過剰地域であった。この地域はある面では自然の関係で、中部ヨーロッパにおけるドイツ民族をクギづけにするところであるとともに、またある面ではここがドイツ民族の文化的なかつ事実上の意義をもった場所であり、そして極めて人間的に多産な場所でもあったからである。ドイツ民族は世界史上に登場して以来、常に領土不足の状態に置かれていた。しかり。ドイツ民族の政治的行動の第一歩は、こうした窮状に強いられたものであった。そして民族大移動が始まって以来、わがドイツ民族は一度たりともこの領土不足状態を解消することができず、たとえやったことがあるにしても、武力侵略とか、そうでなければ自民族の人口を減少させるという手段によるものであった。この人口減少は、食糧不足がおこるとすぐに、また国外移住が行われるとすぐに、また何度もの、いつまでも続く不幸なる戦争によってもたらされてきた。しかし最近では自由意志に基づく産児制限によって、この人口減少が行われているのである。

　六四年、六六年および七〇年から七一年にかけての戦争（※９）は、ドイツ民族の一部を国民政策的にまとめあげることと、そうすることによって国家政治的にドイツが分裂するのを窮極的に終結させることにおいて、意義があった。それゆえこのとき、新しくできたドイツ帝国の黒・白・赤の国旗には、世界観上の意味はまるでなく、ただ今までの国家政治的分散状態を克服したという意味で、ドイツ国民的意義があった。それと同時に黒・白・赤の旗は四散状態を克服したドイツ連邦国家のシンボルとなったのである。が、それにもかかわらず、またできて日が浅いのにもかかわらず、この旗がまさに偶像崇拝的尊敬をかちえたのは、いわばこの旗の洗礼の仕方、しかり、この旗が帝国の誕生自体を他の類似した出来事を超越した形で、永久に目立たせるようになったことによるものであった。赫かく赫かくたる勝利を得たこの三つの戦争──なかでも三番目におこった戦争ではドイツの政治、ドイツの用兵──さらにドイツの英雄的精神が形を伴った奇跡となって現れたのだが──は、新しいドイツ帝国が成立する行為である。そしてついに帝国の発足を、最高位の帝国報道官による皇帝の布告の中で、当時の全世界に布告したとき、そのファンファーレの音楽の中にまさにパリ包囲前線の砲台の轟とどろきがなりわたることになるのである。

　このように帝国が声明を出したのは、未み曾ぞ有うのことであった。

　しかしとにかくドイツ民族にとってこの黒・白・赤の国旗は、たぐいまれな出来事のシンボルと思えたのだった。ちょうど黒・赤・黄の旗が十一月革命のシンボルであり、またこれからもそうであり続けるように。

　この国旗のもとにドイツの各領邦国家は互いにますます融合し合い、またこの新帝国自体も、この国の国家政治的有効性と、新帝国成立の承認を外部に対し不動のものにしはしたが、帝国の成立は、いちばんの危機、すなわちわれわれの民族にとっての領土不足状態についてはたいして変わるところはなかったのだ。われわれドイツ民族の最も偉大なる軍事政策的行為は、その中の土地で自給できるような国境をドイツ民族にもたらすことはできなかったのである。むしろ結果は逆であった。すなわち新帝国ができたことで、ドイツ国家の名声が上がったまさにその分だけ、国外に移住していた者には、そういう国家に背を向け続けるのが難しくなってきたし、また一方裏返してみれば、ある種の国民的誇りと、今日われわれにはほとんど理解し難い子沢山の中にある生の喜びを負担と思わずに、むしろ幸福なことである、と思う風潮が出てきたのである。

　かくして一八七〇、七一年以降、ドイツ民族の人口は、目に見えて早いペースで増加した。たゆまぬ勤勉と偉大なる科学的技量とによって、ドイツ民族の確定した領土の限界内で、ドイツ人が自らの田畑を耕すことで、この分の食糧を部分的には満たすことはできた。だがこうしてドイツの農産物の収穫高の上昇のうちの大部分とは言わないまでも、かなりの部分は、一般の生活要求が多少とも高まったことで、相殺されてしまっていたのである。この生活要求のレベルを引き上げてしまったのは、現にほかならぬ新国家の市民なのだ。フランス人が侮ぶ[image: 蔑]べつをこめて叫ぶ「酢漬けのキャベツとじゃがいも食らいの民族」は、今やゆっくりとその生活水準を他の世界水準に合わせはじめていた。しかしそのためにドイツの農業が能率をよくした成果のごく一部しか、本当の人口増加分に利用できない程度に留とどまったのである。

　実際、新しい帝国も、この食糧危機を打開するすべを何一つ知らなかったのだ。新しい帝国でも、何よりもまず国外移住を続けることで、民族人口と土地の広さとの均衡状態を可能な限りギリギリのところで保とうとしたのであった。民族人口と土地の広さとの均衡状態が、とてつもなく重要な意味を持つというわれわれの主張の正しさに対する決定的な証明が、実にここにある。すなわちまさに一八七〇、八〇、九〇年代のドイツにおいて、この両者が不均衡状態にあった結果、食糧難が国外移住ばやりをひきおこし、その移住者の数たるや、なお九〇年代初頭の段階で、年間およそ百二十五万人にまでふくれあがったのである（※10）。

　しかしそれとともに今いる群衆のためのドイツ民族自身の食糧問題は、新帝国成立によっても解決されなかったのである。その後のドイツ国民の引き続いての増加は、結局そうした解決を行い得なかった。とにかく解決策がどのような結果を生みだそうと、どう転ぼうとも、その策は何が何でも見出されねばならなかった。一八七〇、七一年以降のドイツ外交政策の最重要問題は、かくして食糧問題の解決とならざるを得なかったのである。







　第七章　ビスマルクの外交目標とビスマルク後の外交政策




　ビスマルクが残した幾多の箴しん言げんのうち、「政治は可能なるものを求める術」であるという箴言ほど市民的な政治の世界で好んで引用されるものはない。この偉大なる人物の遺産をまかされた政治家たちが卑小であればあるほど、この表現の持つ魅力は大きかった。というのも、この箴言を口にすれば哀れな政治上の能なしでさえ格好がついたのだ。いや、正当化さえ可能であった。彼らは、政治は可能なるものを求める術であって、今の時点では自分の採用した方針以外は不可能であり、かつ自分はビスマルク的精神とビスマルク的感性によって行動していると、この非の打ち所のない偉人を引き合いに出して証明しようとした。それによって、かのシュトレーゼマン氏（※１）のごとき人物でさえ、ビスマルクの頭脳に匹敵しないとはいえ、少なくともビスマルクに似て禿はげて見える頭にオリンピックの月桂冠をいくばくかはのっけられるわけだ。

　ビスマルクは政治の目標を正確に規定し、かつ明確に示していた。もし、ビスマルクが生涯の事業を達成したのは、自分の思いついた政治的目標を顧慮しながら個々の状況を克服したからではなく、個々の政治的可能性を積み上げたからに他ならないと主張する人がいれば、それは厚かましい言動である。ビスマルクの政治的目標とは血と鉄によってドイツ問題を解決（※２）し、ハープスブルク家（※３）とホーエンツォレルン家（※４）との対立を除去し、プロイセン・ホーエンツォレルン家主導による新たなるドイツ帝国を形成し、外部に対してこの新たなる帝国の安全を最大限まで確保し、この帝国内の管理をプロイセンを模範として組織するところにあった。

　この目標に向かってビスマルクはあらゆる可能性を利用した。外交術が成功を導く限りでは、それを最大限に駆使した。より大きな力のみが決定をもたらし得るときには、剣にものをいわせた。彼は政治の巨匠であった。ビスマルクにとって作戦を展開する場はサロンの広間から死者の血を飲みつくした戦いの地にまで及んでいた。

　それは可能性の政治の巨匠であった。

　彼の後継者たちはたった一つの政治的な目標も、政治的な思考のかけらさえ持ち合わせていない。それに対して今日から明日、明日から明後日へとだらだらと時間を過ごしているだけだ。ある部分は自分たち自身が、またある部分は自分たちの精神的な先行者たちがあの人物につらい戦いや憂慮すべき困難（※５）をひきおこしていながら、自慢気に厚かましくもあの人物の名を口にし、自分たちの政治的には無意味にして目標も示さない危険な血迷いごとを、可能なるものを求める術だなどと称しているのだ。

　ビスマルクが三度の戦い（※６）を、その天才的な政治活動で戦い、新たなる帝国を創ったのは、まずもってさしあたり達成され得る最高業績であった。しかし、それはわが民族の生存利益を守るための来るべきあらゆる政治的主張にとって逃れられない必然的な前提でもあった。なぜなら、新帝国の創設なしにはドイツ民族は力に相応する形態を知らなかったであろうし、この形態なしには運命の戦いは将来においても貫徹され得ないであろうからだ。同様に、新帝国がまず戦場において構築され、それから内部的に慣らされていかざるを得なかったのも、また明白であった。ドイツの諸国家を一つの連合に構築したとはいえ、これが一つの現実なる連合国家となるまでには、長い適合の年月を要した。それは重騎兵長靴の鉄血宰相（※７）が尽きない分別と忍耐を持ち、賢明なる理解と驚嘆すべき感性をもって、プロイセンの主導権という圧力を信頼の力におき換えるために必要とした時間であった。戦場で作成された国家連合を感動的なる愛の力で結合している帝国に創った業績こそが、政治術が今までになした中で最大の業績の一つである。

　ビスマルクがその仕事にまず集中したのは、彼の判断の賢明さを示すとともに、ドイツ国民にとっても幸運であった。新帝国の内部を平穏に仕上げる期間が必要であったのだ。もし人が征服熱に浮かされ、結果は確実でなくてもよいとか、広い地域を融合させる前提である均質性を主導的勢力は国内自身においてさえ喪失させてもよいというのであれば、話は別だが。

　ビスマルクはその生涯の目標を達した。彼はドイツ問題を解決した。ハープスブルク家とホーエンツォレルン家との対立を除去し、プロイセンをドイツの主導的地位にまで引き上げ、国民をそれに向けて統一した。当時可能であった領域内で新帝国を内部において固め、その後数十年間にわたった国内でのドイツ帝国創設の全過程を何者によっても乱されずに推進できるように軍事的安全策を展開したのである。

　これによって白髪の老帝国宰相としてのビスマルクは彼の生涯の完結した成果を回顧できたが、この成果はドイツ国民の生存に決着をつけるものではなかった。ドイツ国民は国家としての形態を数世紀間にわたって失っており、ビスマルクの新たな帝国創設によって一種の有機的形式を再び見出した。そしてこの形式がドイツ民族を結合させただけでなく、この結合させられた人々に、それによって、理念的であり、かつ現実的な本性である力の表現を付与したのである。この民族の血と肉こそが、この世界で保持されなければならない本質であるから、新帝国においては、国民がその生存権を将来にわたって他の世界の範囲内に再確認し得る手段たる権力装置を成立させたのである。

　ドイツ民族の本質を保持するためになされなければならない更なる方策に決意を固めるのが、ビスマルクの後に来る時代の課題であった。

　この決断は原則的でなければならなかった。それゆえに新たなる目標設定を意味していた。それ以降の政治に関する個々の作業は、これに依存していた。ビスマルクは個人としては自分の政治的行動に一つの目標を設定した。この目標があったからこそ彼は目標達成のために場面ごとにあらゆる可能性に応じて対応できたのであった。それゆえまたビスマルク以降の時代においても同様であったはずだ。その達成をドイツ民族の利益が高圧的に求め、その達成に向けて、外交術から始まり戦争術に至るまで全ての可能性を使用できるような、明確にして必然的、かつ可能な目標を設定しなければならなかったのである。

　しかし、この目標設定はなされなかった。

　なされなかった理由の全てを詳論するのは必要ではないし、可能でもない。主因は真の天性にあふれた、優れた政治家が出なかった点にある。しかし重大な理由の幾つかは新帝国創設のあり方自身に存していた。ドイツは民主国家となった。帝国の統率は国王の決定にあるとはいえ、この決定自身が、あの世論という意見表明から脱するのは極めて困難であった。世論は、その特殊表現を議会制度に見出しており、世論を作り出しているのは政党と新聞であり、それら自身もほとんど姿を見せない黒幕から最終指令をもらっていた。世論によって国民の利益は特殊な、かつ特定グループの利益の後ろにどんどん追いやられた。世間では国民の現実的な利益についてはほとんど明らかにされないまま、逆に特定の政党や新聞界の利益がより具体的な利益であった。というのも、ドイツは今や国民国家ではあったが、国民信条という概念はつまるところ単に国家的・愛国的・王室的概念に過ぎなかったのである。この概念は民族という認識とは何の関係も持っていなかった。それゆえに将来に関しても、将来の外交活動の目標方針に関しても、普遍的明確さを欠いていた。国民の視点からすれば、国家内部の建設が終われば国家の次の課題は国民統一の再提起と最終的実行であったはずである。当時の純粋に形式的な国民国家にとっての外交目標は、部分的にはすでにそれまでの歴史によってドイツ民族の、というばかりではなくドイツ帝国の自明なる構成部分であるべき、ヨーロッパ内のあのドイツ地域を併合する目標以外にあり得なかった。しかし、そのような明白なる目標は設定されなかった。なぜなら、他の抵抗は別にしても、自らがそのような進展に十分なる心構えを持つには、いわゆる国民概念があまりにも不明確であり、ほとんど検討されていなかったし、思考対象となっていなかったからである。かつての帝国東部辺境地域のドイツ人を、あらゆる手段を講じて編入することを次なる目標として視野に入れ、かつ実行するのは愛国的、王党派的考えに反していた、いや、十分には定義しがたい共感の感情にさえ反していた。

　それによってあの「由緒ある」ハープスブルク家はもちろん王冠を失い、またそれによってビアホールでの愛国心は痛く傷ついたはずである。にもかかわらず、いわゆる国民国家の視点から新たなる帝国を建て得るのが次の唯一の理性的な課題であった。それによって帝国内のドイツ人が本質的なる強さを数字のうえで知っただけでなく、その強さは本質的に軍事上にも現れていた。それによってのみ、現在人々がその損失を嘆いている当のものを失わずにすんだであろう。ドイツ自身がお粗末なハープスブルク国家の分割に関与していたら、いや、ドイツ自身が国民政策的理由からその分割を独自の政治目的として立てておれば、それによってヨーロッパのあらゆる展開は別の進路を目指しているであろう。ドイツは、もともと反ドイツを意図してはいない国々と対立するには至らず、南部においては帝国国境はブレンナー峠（※８）を越えてはいまい。少なくとも南ティロールのドイツ人が多い部分は今日ではドイツ領となっていたであろう。

　ところが、これらは妨害を受けて、なされなかった。理由は当時の国民理解が欠如していたからばかりではない。真の理由は、特定グループの特定利益にこそ存している。中央党のグループは、どんな場合でも、いわゆる「カトリック的」ハープスブルク国家を保持する政策を望み（※９）、欺ぎ瞞まん的流儀で「一族の人々」について語った。ところがハープスブルク王政においてはこの一族の人々は少しずつ、しかし確実に脇に押しやられ、一族のつながりは失われていったのである。これはよく知られていた。ところが中央党にあっては、ドイツ内においてさえ、ドイツ的でない見地が幅を利かせていた。彼らには、ポーランド人やエルザスの裏切り者やフランス人の方が、そのような犯罪的な組織に与くみしようとは思いもしないドイツ人よりも好ましいのである。カトリックの利益を代表するという口実のもとに、この党はすでに平和の中にあっても、実際のキリスト教的世界観の主要な砦とりでであるドイツを何としてでも傷つけ、没落させるのに手をかしていた。その際に、この欺瞞に満ちた党は、それがドイツの国民国家に、ひいてはドイツ民族に害を及ぼすことができると見るやいなや、臆おくすることなく、神の否定者を明言する者たちや無神論者や宗教侮[image: 蔑]者と親密極まりない友情を結び、手に手をとって進むのである。

　かくて中央党、敬けい虔けんなるキリスト教的・カトリック的中央党は、その愚かなるドイツの対外政策を確定するに際して、常にユダヤ的にして神を否定しているマルクシズムを心からの僚友として歓迎していたのである（※10）。

　というのも、中央党は反ハープスブルク政策に対して全力をもって抵抗していたからである。理由は異なるが、当時マルクシズム的世界観を代弁していた社会民主党も同様な方針を持っていた（※11）。もちろん両党の最終目的は同一であった。すなわち、ドイツにでき得る限りの損害を与えるところにあった。国家が弱ければ弱いだけ、これらの党はより気ままに支配できた。それは、その指導者層にとっては、よりうまみのある支配である。

　古い帝国が国民政策的視点からヨーロッパにおけるドイツ人の結合を再び受け入れようとしたのであれば、ヨーロッパ諸国独自のグループ化は、結合によって必然的にもたらされるハープスブルク家の国家複合体の解体と連動していたに違いない。もちろん、そのようなハープスブルク国家の解消は、利害を同じくする他の諸国への関係を無視しては考えられなかった。しかし、その目的達成にとって、および全ての可能性の帰結にとって自明ではあるが、それによって、ある種のヨーロッパ連合が成立しており、そしてその連合が少なくともその後数十年間のヨーロッパの運命を規定していたであろう。

　もちろんまずは三国同盟（※12）は事実上解消されなければならなかった。事実上と私がここで言うのは、解消が実際はすでに長い間実行されていたからである。

　オーストリアとの同盟は、危険となればこの同盟によって権力を拡大できると想定できる限りにおいて、ドイツにとって現実的な意味を有していた。軍事的な権力拡大が、この同盟によってもたらされるドイツの軍事的負担よりも小さくなった時点で、この同盟は役に立たなくなった。それ自体とすれば、三国同盟は最初の日から、例えばこの同盟の結果として、あるいはこの同盟が原因で、ロシアがドイツの敵となった場合への対応であった。ビスマルクはそれをも緻ち密みつに検討していたので、またロシアともいわゆる再保障条約（※13）締結を意図したと見られる。再保障条約の意義は、端的に、オーストリアとの同盟によってドイツがロシアとの抗争に至るならば、その際にオーストリアを没落させようとする点にあった。このように見れば、ビスマルクは当時すでに三国同盟の問題性を知っており、可能なるものを求める彼一流の術によって全ての場合に対応すべく必要なものをあらかじめ用意していたのである。

　ところが彼の時代にあっては、この再保障条約がドイツにおける近代最大の政治家に失脚をもたらしてしまった（※14）。

　だが事実、オーストリア・ハンガリー帝国がボスニアを占領し、それを契機として激しく燃え上がった汎はんスラヴ運動の結果、ビスマルクの恐れていた事態がすでに九〇年代初頭にもちあがった。オーストリアとの同盟がロシアとの対立をもたらしたのである（※15）。

　ロシアとの対立があったので、マルクシズムは、たとえドイツの外交政策を擁護しなかったとはいえ、現実には全力をもって他の政策を採用できなかったのである（※16）。

　その際にもイタリアに対するオーストリアの関係は、それ自体として変化はなかった。かつてイタリアはフランスへの対策を考えて三国同盟に参加したのであって、オーストリアとの友好からではなかった。それとは逆に、ビスマルクは、口ではオーストリアとイタリアの間にはそもそも同盟か戦争かの二つの状態しか存在し得ないと言ってはいたが、ここでもオーストリア・イタリア関係の「内的友好性」を正当に認識していた。イタリアにおいては真の共感は、親フランスに熱狂する少数の連中を除けば、ドイツにのみ向けられていた。これは十分に納得できる事柄でもあった。しかるに国家法に基づく三国同盟を友好感情の領域に関連させて考え得ると信じる手合いがいた。これは、ドイツ民族および、特にドイツのいわゆる市民的・国民的知性の底知れぬ政治的無教養と無知を物語っている。それは、一度たりとも、ドイツとオーストリア間の事柄ではなかった。というのも、ここにおいても三国同盟、または、より正しく言えば、ドイツとの同盟は人間的に根付いたものではあるが、それはただ、オーストリアにおける比較的少数のドイツ人の心においてのみであった。もしハープスブルク壊滅国家を保持するのに他の手段があったのであれば、ハープスブルク家の人は決して三国同盟の道を選んでいなかったであろう。一八七〇年七月ドイツ民族がフランスの前代未聞の挑発を受け怒りに燃え上がり、ドイツのラインを防衛せんと古き戦いの場に駆けつけているとき、ヴィーンで人々はザドヴァ（※17）への復ふく讐しゆうのときが来たと望みを持った。甲が論じ乙が駁ばくし、枢密院は入れ替わり、外交特使はあちこちに走った。そして最初の召集令が出されたとき、すでに戦場からは最初のニュースが伝えられていた。ヴィザンブールにヴルトが続き、ヴルトにグラヴロットが続き、メッス、マルス・ラ・ツール、そしてとうとうスダン（※18）となって初めてハープスブルク家の人は、今や解放されたように急に叫び始めたドイツ人の新たなる意見に押されて、ちょうど自分たちのドイツ的心情を発見し始める体たらくであった。ドイツが最初の戦いに敗れていたら、ハープスブルク家は、そして彼らとともにオーストリアは、彼らが後になってイタリアをひどく非難した当の行動を、さらに彼らが世界戦争に際して二回目をもくろんだだけではなく、彼らのためを思って剣を抜いた国への卑劣極まりない裏切りとして行った当の行為を、なしていたであろう。この国のために、この国に代わって、ドイツは極めて困難な血の苦しみを我が身に引き受けた。そして、この国によって千にものぼる小さな裏切りだけでなく、最終的には代表者自身によって裏切られた（※19）。これは明らかな事柄であり、真実である。われわれの市民的、国民的愛国主義はそれには沈黙したまま、今になってイタリアに対して批判の声を上げている。

　ハープスブルク家が後になって三国同盟に忍び込んできたのは、三国同盟がなければハープスブルク家はとっくの昔に今のような位置に押し込められていたであろうからである。しかしドイツ民族の歴史におけるこの王家の過誤を検討してみると、今回は神のひき臼うすがドイツ民族以外の力によって転がされていたという一点が私には残念である。

　なお、ハープスブルク家の人には特にドイツとの同盟を望むべきあらゆる理由があった。この同盟は現実にはオーストリアにおけるドイツ人を放棄していたからである。帝国自身がそれに心情的な保護を加えていたからこそ、ハープスブルク家はオーストリアにおける自分たちの脱民族化政策、ドイツ人のチェコ化とスラヴ化が可能となったのである。なぜなら、ドイツ系オーストリア人にふさわしいと想定されているドイツ的民族意識の真髄を有していると帝国が保証している国家の政策に、ドイツ民族であるという理由から反対を唱える権利をもっているドイツ系オーストリア人がいるであろうか。そして逆にそもそもドイツとしても、ハープスブルク家自身が帝国の同盟者であるというのに、オーストリアでの緩慢な脱ドイツ人化を阻止すべく圧力を加えることができたであろうか。同盟相手国の内的関係を利用して同盟国に実にエネルギッシュな影響を及ぼそうと試みる以外に他の方法はなかったことを知りたければ、帝国の政治指導部の弱点を認識しなければならない。それについては抜け目ないハープスブルク家は、ドイツも抜け目なく、狡こう猾かつだといっても、オーストリアの外交がいかほどにまでドイツの外交より抜きん出ているかを極めて正確に知っていた。そして逆に、このドイツ人は事態を把握できずに、自分の同盟相手国内部における状況や経過について何一つ知らなかったように見える。戦争が初めて多くの人の目を開かせたのであった。

　しかしハープスブルク家のドイツに対する同盟友好関係は、この同盟の前提がハープスブルク家によって最終的に崩壊させられるほどにまで呪わしいものであった。というのも、ハープスブルク家がドイツからの干渉を心配せずに落ち着いてオーストリアでドイツ人を消滅させている間に、ドイツ自身にとってはこの同盟全体の価値はますます問題視されるに至らざるを得なかったのである。支配者一家が一度たりとも真面目に考えてこなかった同盟がドイツにとっていかなる意味を持つというのか。なぜなら、同盟関係はドイツの利益にとって適切とはみなされなかったのである。しかもこの同盟の唯一の正真なる友人たちは、同盟の作用によって、少しずつ脱ドイツ化されざるを得ない。なぜなら、オーストリアの他の地域にあっては同盟はせいぜい無関心をもって、ほとんどは内心では憎しみの目で受け取られていたからであった。

　すでに首都ヴィーンの新聞は、戦争前の二十年間ほどは、親ドイツ的よりも親フランス的であった。それにしてもスラヴ地域の新聞は意識的に反ドイツ的であった。スラヴ人がハープスブルク家によってできるだけ文化的に保護され、それぞれの首都において独自の国民的文化の核心を保持している程度にまさしく対応して、ある種の特別な政治的意志の中心も幾つか存在していた。まずドイツ民族に向けられた国民性憎悪がある日オーストリア国家自身をのみ込んでしまうであろうと見抜けなかったのは、ハープスブルク家にとっては歴史から与えられた懲罰である。しかしオーストリアとの同盟がドイツにとって特に無意味と化したのは、民族背信的ドイツ系オーストリア人に広まったマルクシズムのせいで、いわゆる普通選挙法によってオーストリア国家におけるドイツ人の優勢が最終的に破は綻たんしたときにであった。というのも、ツィスライターニエン（※20）、すなわちオーストリア・ハンガリー国家のオーストリア帝国側の住民のうちドイツ人は三分の一に過ぎなかった。普通選挙法がオーストリア民族議会の基盤とされたとき、それによってドイツ人の地位は希望のない状態となった。カトリック系党派が国民的視点を意識的に代表する意欲を示さなかったときに、もちろんマルクシストはその視点をそもそも意識的に裏切ったのであるが、希望は一層失われた。この社会民主主義は今日では南ティロールのドイツ人について偽善的言辞を弄ろうしているが、かつてのオーストリアでは事あるごとにドイツ人を極めて厚かましくも裏切り、売り払い、常にわが民族の敵の側に立っていたのである。臆面のかけらさえない傲ごう慢まんなチェコはドイツのいわゆる社会民主主義の中に常に自分の代弁者を見ていた。ドイツを抑圧する行動全てがドイツ社会民主主義からの認知を得ていたし、ドイツを抑圧する全てのプロセスがドイツ社会民主主義を協力者と見ていた。そのような状態にあってドイツは、政治指導部が、特に議会で見る限り、優に五分の四は意識的に、かつ意図的に反ドイツ的であった国家に何を期待できたというのであろうか。

　現実にオーストリアとの同盟の利点は全てオーストリア側だけにあり、ドイツは不利に耐えなければならなかった。しかも無視してもよい程度の不利では決してなかった。

　オーストリアの国家制度は、全ての周辺諸国がオーストリアの解体を自分たちの国民政策の目標とする事態をもたらした。というのも、ビスマルク後のドイツが持たなかったものをあの小さなバルカン諸国が手にしていたからであった。すなわち、外交政策上の特定目的である。彼らは全ての可能性をもって、かつ全ての可能性を求めてそれを実現しようとした。オーストリアと国境を接しながらも近頃やっと成立した幾つかの国民国家は自分の将来の最高政治課題を、民族的に彼らに属するにもかかわらずオーストリアの、ハープスブルク王室のもとに生活している民族同胞を「解放」するところに見た。この解放が軍事的勝利によってのみ実現されるのは自明であった。それがオーストリアの解体を導くのもまた明白であった。オーストリア自身の勢力はそれを防ぐほどには強力ではなく、まずは解放されるべき民族に属している人々を頼りとせざるを得なかったのである。オーストリアに対抗するロシア、ルーマニア、セルビアの同盟戦争ではまず北方および南方スラヴの部分がオーストリア防衛から脱落した。せいぜいのところドイツ人とマジャール人が主たる戦闘に残ったに過ぎない。経験から見ても、ある戦闘部隊が民族的視点を失えば、その戦線そのものは解体へ、同時に麻ごう痺ひに至る。であればオーストリアが攻撃戦に出たとしても、現実として強力な攻撃にはならなかったであろう。これを知っていたのはロシアであり、セルビアであり、ルーマニアであった。オーストリアが持っていたのは強力な同盟国のみであった。それしか頼れなかったのである。そうなればごく自然の成り行きであるが、オーストリアに対抗している国の指導部の頭の中でも、世論においても今や、ヴィーンへの道はベルリン経由たらざるを得ない、と理解した。

　諸国がオーストリアの遺産を求め、それが武器を手にしたドイツという友人のゆえに不可能であればあるほど、彼らはドイツ自身を敵と見なさざるを得なかった。

　世紀の変わる頃にはすでに、オーストリアの存在が理由でドイツに憤慨している敵の力は、オーストリア自身がドイツに肩入れできる武器の幾倍にもなっていた。

　しかし、それによってこの同盟政策の内的な意味はまさに逆転した。

　事態は第三の同盟国であるイタリアによってなお困難さを増した。すでに述べたように、オーストリアに対するイタリアの関係は心情にかかわる問題ではなかった。いや、理性の問題でもなかった。本来的には強引な強制の出来事であり、結果に過ぎなかった。まずイタリア民族、そしてイタリアの知識層はいつでもドイツへの共感を広げることができた。世紀の変わる頃にはすでに、ドイツ一国とイタリアとの同盟には十分な根拠があった。イタリアはそれ自体として同盟国として信頼に欠けるという意見は愚かで間が抜けている。われわれのいわゆる非政治的愛国的市民階級の床屋政談家の馬鹿げたおしゃべりである。すばらしい反証がある。イタリアが、オーストリアに対抗してではあるが、すでにドイツと同盟を結んでいた当時のドイツ民族の歴史である（※21）。もちろん当時のドイツというのはビスマルクの天才によって指導されていたプロイセンを指しているのであり、ビスマルクの後に続いた香具師やしの無能な政治によって無残な姿となった帝国ではない。

　確かに当時のイタリアは海でも陸でも戦いに敗れてはいたが（※22）、同盟に基づく信義は誠実に守った。オーストリアはといえば、世界大戦において、ドイツがその世界大戦にオーストリアのせいで引きずり込まれたにもかかわらず、同盟義務を果たさなかった。というのも、イタリアは、その後達成した有利な条件をもって単独講和を提示されたのであるが、軍事的には敗北しているにもかかわらず、矜きよう持じを持ち昂こう然ぜんと拒否したのである（※23）。オーストリアの政治指導部はそのような単独講和に迷っただけでなく、ドイツ全体を見放そうとさえした（※24）。単独講和が成立しなかったのはオーストリア国家の意志の強固さにではなく、オーストリアが突きつけられた要求の本音が実際はオーストリアの解体を意味していたからであった。イタリアは一八六六年に軍事的敗北を喫してはいたが、それは現実にはイタリアが同盟信義を守るつもりがなかった根拠とは考えられない。というのは、たとえ敗北でなく、勝利をかち得ていたとしても当時のイタリアは当時のドイツとは、ましてその後のドイツとも比べられないからである。ドイツがプロイセンにおいて有していた高度な軍事的結晶力がまさにイタリアには欠けていたのである。ドイツ同盟はプロイセンの兵力という基盤が欠けていたら、かつてのまだ諸国民に分解される以前のオーストリアが有していたような軍事力をもって攻撃されれば、イタリア同様に敗北していたであろう。しかし重要なのは、当時オーストリア軍の本質的な最大の部分を占めていたボヘミアにおいてイタリアが後のドイツ帝国に有利なような決定を下したところにある。ケーニヒグレーツでの戦闘（※25）の危機的な状況を目のあたりにした人は誰でも、十四万のオーストリア軍がイタリアの協力を得てより多くをこの戦闘に投じていたら、それはドイツの運命にとって決して小さな事柄ではなかったと理解するだろう。

　もちろん当時のイタリアがそのような同盟条約を結んだのは、ドイツ民族に国民統一をなさしめんがためにではなかった。イタリアでの統一を得んがためであった。これは疑いようがない。そこに非難、中傷の契機を見るのは、祖国お大事の同盟者にしみついた絵に描いたような政治的素朴さを示している。事前に成功あるいは利益を見込めるような同盟なら守るという意見は子どもじみた愚策である。というのは、イタリア人もまた、当時のプロイセンとビスマルクは、イタリアへの愛からではなく自分の利益を求めて同盟を組んだ、と逆に非難する権利を有していたであろうからである。恥ずかしいことではあるが、残念ながら私は、この種の愚かさはアルペンの南にはなく、北にのみその姿を現すと言わざるを得ない。

　そのような愚かさにお目にかかりたければ三国同盟を、より正確に言えば、ドイツとオーストリアとの同盟を、すなわち同盟関係から全てを引き出せる国オーストリアと、何一つ引き出せない国ドイツとのまことに珍しい同盟を見ればよい。これは、一方は種々の利益を、他方は「取るに足りない武器」を（※26）、一方は冷徹な合目的性を、他方はニーベルンゲンの信義（※27）を提供している同盟である。その規模においても、その方法においても、少なくともこれは世界史において初めての出来事ではあった。そしてドイツはこの種の政治的国家指導と同盟政策のために恐るべき損失を引き受けたのである。

　それゆえにイタリアとの同盟が、イタリアに対するオーストリアとの関係が問題となる限りにおいて、初めから極めて怪しい価値を持っていたのは、例えばイタリアがまったく間違った相手を選んだのが問題だというような点に存しているのではなく、イタリアにとってはオーストリアとのこの同盟はまさに現実的な見返り価値を一つも約束していないからであった。

　イタリアは国民国家であった。その将来は地中海周辺に依存せざるを得なかった。したがって、隣接する全ての国はこの国民国家の発展にとって、程度の違いはあれ、障害である。考えてもみよ、オーストリア自身は八十万人以上のイタリア人を国境内に抱えている。ハープスブルク家は一方ではドイツ人をスラヴ化しようとし、他方ではスラヴ人とドイツ人とをイタリア人と対立させ、八十万のイタリア人を少しずつ脱民族化するところに全ての利益を見ている。そのような事情ではイタリア外交政策の将来課題は疑いようがなかった。親ドイツ的であっただけに、反オーストリア的たらざるを得なかった。この政策はイタリア市民の極めて活発な後ろ盾、いや、燃えるような熱狂的支援を得た。というのも、当時オーストリアを政治的に牛耳っていたハープスブルク家は、何世紀にもわたって、イタリアに悪事を働いており、イタリアから見れば、怒りの対象であった。イタリアにとってオーストリアは、何世紀にもわたってイタリア民族統一の障害であった。ハープスブルク政府は腐敗したイタリア王室を支援していた。しかも世紀末にはヴィーンでカトリック・キリスト教社会主義運動の党大会が開かれ、ローマをローマ教皇の手に戻す要請をしてやっと大会の幕をひいたのだ。それがオーストリア政権の仕事であると見られるのを隠そうともせず、他方では恥ずかしげもなく、オーストリアとの同盟はイタリア内で大きな熱狂をさえ呼ぶと期待していたのだ。オーストリアの政策は数百年間にわたってイタリアを決して丁重には扱わなかった。フランスがドイツに対して数世紀間にわたって振る舞ったように、数世紀にわたってオーストリアはイタリアに対して振る舞った。北イタリア低地は常にオーストリア国家がイタリアに対する友好政策を示す作戦場であった。クロアチアの連隊とハンガリー歩兵はオーストリア文明の文化伝こう播ぱ者であり、担い手でもあった。それが部分的にはドイツの名前を引っさげていたとは残念なことである。今日はしばしばイタリアではドイツ文化に対するひどい[image: 蔑]べつ視し、いや、軽[image: 蔑]的中傷を耳にする。ドイツ民族はそれについてはあの国家に感謝しなければなるまい。この国家は外に向かっては一つのドイツ国家とカムフラージュしてはいるが、その内的な本質の在り方はイタリア人には「規律なき兵隊」と暴露されていたのである。オーストリア内自体では彼らは、自分たちが幸運を運んでやっているつもりになっていたのであるが、それを受け取っている当の人たちからは彼らは神からの正真正銘の祟たたりと見られていたのだ。オーストリア軍の戦場での名声は、ある部分イタリア人のはかない憎悪を永久に搔かき立てる効果を果たしていたのである。

　これを見抜けなかったのはドイツにとって不幸ではあった。逆に、直接的にではないにしても、間接的にサポートしたのは、これもまた不幸であった。というのも、ドイツは、かつてプロイセンにとって極めて信頼できる同盟者であったのと同様に将来も、幾多の事態が示しているので明らかであるが、われわれの忠実このうえない同盟者になったであろう国を失ってしまったのである。

　オーストリアのイタリアに対する内的関係にとって特に決定的であったのは、イタリア・トルコ戦争（※28）に際してオーストリアにおいて見られた幅広い世論の動向であった。イタリアがアルバニアに足場を固めようとすればヴィーンが疑いの念を持つのは、事態の流れからして理解できる。オーストリアは自分の利益が害されると読むからだ。しかしイタリアがトリポリを狙っているからといって、イタリアに対する明らかに意図的に扇動された広く、かつ決定的な憤激がおこるのは解せない。その際のイタリア側の方向は自明であった。イタリア国家指導部が、すでにその状態からしてイタリアに与えられた植民地たらざるを得なかった地域にイタリア国旗を立てようとしたからといって、イタリアを悪く思える人はどこにいるというのか。若いイタリアの植民地主義者たちは古代ローマを手本にして進んだ。このイタリアのやり方はオーストリアとドイツにとってまさに、理由は異なるが、歓迎すべきである。それだけではない。イタリアが北アフリカに関与すればするほど、イタリアとフランスとの間のもともとの対立はいつかは拡大せざるを得なかった。優秀なるドイツ国家指導部であれば、少なくとも全力をもって、ヨーロッパの戦場におけるフランスの潜在的な軍事力を考慮して、北アフリカにおけるフランスの覇権の危険な拡大を、そもそも暗黒大陸におけるフランスの開拓を困難にする方策を試みるべきであった。というのも、フランス政府、特にフランス軍部は、アフリカの植民地はフランスにとってすでにフランス文化のデモンストレーション・プロジェクト以上の意味を持っていることに疑いを抱いていなかったからだ。すでに長いこと、そこを次のヨーロッパでの紛争に備えた兵士補給庫とみなしていた。そのような紛争がドイツとの間でのみおこり得るのは、同様に明らかであった。そこに他の国が、しかも自分の同盟国が、割り込んでくるのをドイツからすれば大いに歓迎するより自然な事柄があるだろうか。しかもフランス民族は子どもを生めないし、発展性はなく（※29）、自分の生存圏を拡大する必要はない。それに対してイタリア民族は、ドイツ民族と同じく、何らかの打開策を見つけなければならない。トルコでの強奪は問題だ、などとは言わないでいただきたい。全ての植民地はまさに強奪地である。ともかくヨーロッパ人は植民地なしでは生存できない。しかしわれわれは、トルコへのまったく非現実的な共感からイタリアとの関係を冷たくするつもりはないし、そのような気持ちを持ってもいけない。外交政策上の行動では、オーストリアとドイツはまさにその行動において疑いようもなくイタリアの後こう塵じんを拝さなければならない。当時オーストリアの新聞、いや、全世論がイタリアの振る舞いに反対していた様子は、その最終目的はオーストリア自身によるボスニアとヘルツェゴヴィナの併合への支持であったが、確かに醜悪ではあった。当時、憎悪が突然燃え上がった。その事実上の原因がはっきりとはしていなかったので、その憎悪はイタリアとオーストリア関係の現実の内的心情ともいうべきものをより明確に示していた。私は当時ヴィーンにいて（※30）、当時の同盟国を裏切った愚かな、いや、恥ずべきやり方に心から怒りを感じた。そのような状況下で、信義をこの同盟国に求めるのは、少なくとも素朴に過ぎるし、理解しがたくもある。そのようなことをすれば、それはイタリアの自滅を導きかねなかった。

　というのも、次のような事情も重なっていたからである。イタリアのおかれた自然の軍事地理学的状態からして、イタリア海軍およびその同盟海軍は、普通の人の目からすればとても歯がたちそうにない強力な海軍力を持つ国と対立するような政策を採用し得なかったのである。イギリスが疑いようもなく海上支配権を握っており、イタリアが同盟国と成算のある対立を仕掛け得ないまま、イギリスの優勢がなお地中海のフランス海軍によって補強され得る限り、イタリアは反イギリスの態度を明確にできない。しかし国家指導部によって他の国──その国からの見返りがまさにイタリア・トルコ戦争であるが──への単なる共感から自国を破滅に巻き込むように要求をしてはいけない。イタリアの沿岸状況を一時的にしろ検証した者には、イタリアがイギリスと戦いを起こすのは、現状では見込み違いというだけでなく、馬鹿げていると、すぐさま確信するに違いない。それによってイタリアはドイツと極めて似た状態にあったのである。すなわち、ビスマルクはかつてオーストリアが原因でおこったロシアとの対立という危機をドイツにとって極めて深刻だと見ており、その窮地を、他に存在していた同盟事情を無視して、ロシアとの有名な再保障条約を締結して脱したのであった。同様に、イタリアにとってもオーストリアとの同盟は、それがイギリスを敵に回すようになるときには、保持しがたかったのであった。これを理解しない、または把握しようとしない者は政治的に考えることができない、しかしだからこそ彼らはドイツにおいて政治をなす能力を最高に有しているといえるのだ。ドイツ国民は今、このような人間が行った政治の結果の前に立たされ、その結末に耐えなければならないのである。

　オーストリアとの同盟の価値を最小にまで値切らなければならないのは、このような事情による。というのも、ドイツはオーストリアとの同盟のおかげでロシア、ルーマニア、セビリアはいうに及ばず、イタリアをも敵にまわさなければならないかもしれないのであった。すでに述べたように、理想的な共感や理想的な信義または理想的な感謝の立場から結ばれた同盟など存在しないのである。同盟から自分の利益を引き出せるという個々の当事者の希望が多ければ多いほど、同盟は強固となる。それ以外の基礎の上に盟約を築こうとするのは夢想である。私は、イタリアがドイツへの共感から、ドイツへの愛をもって、ドイツの利益になろうとしてドイツとの同盟を結ぶだろうとは決して期待しない。同じように私は他の国への愛から、他の国への共感、あるいはその国に役立とうとする憧しよう憬けいから条約を結ぶつもりは毛頭ない。私が今日イタリアとドイツとの同盟に賛成するのは、それによって両国が有用なる利益を得ると信じているからに他ならない。条約によって両国はよい実務をするだろう。

　しかし三国同盟の利益はただオーストリアの側にのみある。個々の国の政治における特定の要因からすでにオーストリアのみがこの同盟の利益受容者たり得たのである。なぜなら三国同盟は、その全本質からして、攻撃的傾向を持っていなかった。それは防衛的同盟であり、その最良の場合にあっても、すでにその規定の内容に従って現状維持のみを保証していた。ドイツとイタリアは抱えている民族全体を養うのが不可能であるから、攻撃的政策を取らざるを得なかった。オーストリアのみが、それ自身としてすでに死んでしまって臭い始めた国家を何とか保持するところに幸福を見出していたのである。オーストリアの防衛力が十分であった例はないので、三国同盟によってドイツとイタリアの攻撃力がオーストリアの国家維持のために使用されたのである。ドイツはそれに縛られてあくせく働き、没落した。イタリアは飛び出て、救われた。それを非難するのは、民族の存在をあらゆる手段を講じて、あらゆる可能性を求めて保持する義務を政治と解さない者のみだ。

　形式的国民国家としてのかつてのドイツはドイツ国民の広範な統一のみを外交政策の目的としていたとしても、三国同盟を即刻破棄、またはオーストリアとの関係を変更すべきであった。それによって、オーストリアの軍隊投入によりドイツと対立関係になってしまった国の数は減じていたであろう。

　戦争前のドイツはその外交政策を純粋に形式的な国民の視点から規定し得なかったし、外交が民族に必要な目的に導かなかった。

　戦争前からすでに、ドイツ民族の将来は食糧問題の打開という問題にあった。ドイツ民族は所有する領土から日々のパンを得ることはできなかった。耕作に汗水たらし、工夫を凝らし、あらゆる科学的な手段を講じて、この困窮をせいぜい少しだけ緩和したのではあるが、この困窮を最終的に克服するには至っていなかった。大豊作の年ですら、わが国の食糧需要を完全に満たしてはいない。平年作または不作のときはかなりの部分を輸入に頼らなければならなかった。多くの産業が必要とする原料供給も極めて困難な状況に直面しており、外国からの供給を仰がざるを得なかった。

　この困窮を克服する方法は種々あった。移住と産児制限は当時の国民国家の立場からさえ絶対的に拒否されることが必至であった。その際に決定的であったのは、生物学的結末への認識よりも数が減る不安であった。そうしてみると、民族の人口を制限せずに将来にわたって国民を保持するには、当時のドイツには事実上は二つの可能性しか残されていなかった。国土の不足を取り除く、すなわち新たなる土地を獲得するか、帝国を巨大な輸出企業に変えるかのどちらかである。すなわち輸出企業が特定の商品を国内消費量以上に生産し、輸出すれば、食糧および原料と交換できる。

　ドイツ人の生存面積を広げる必要性については、当時は少なくとも部分的ではあったが、認識されてはいた。ドイツが大いなる植民地民族の列に加わるのが、この意味では、最適であると考えられていた。しかし実際は特に、この考えの形式において内的論理の破は綻たんが明らかであった。というのも、健全なる土地政策の意義は民族の生存圏拡大にある。人口が増加した分を新しい土地に入植させるのである。移住とはいえ、母国とは政治的にも国家的にも密接な関係を保たなければならない。これは、十九世紀末に入手可能であった植民地においては、むしろ当てはまらなかった。空間的な距離と特にその地域のおける風土状況が、イギリス人がアメリカの植民地において、オランダ人が南アフリカにおいて、またイギリス人がオーストラリアにおいてなしえたような入植を明らかに許さなかった。ドイツの植民地政策の内部制度のあり方全般が問題でもあった。ドイツ民族の普遍的利益とはほとんど関連のない会社利益が幅を利かし、入植政策は完全に背景に退いてしまっていた。かくてドイツは植民地の価値を当初から早くも特定の市場維持を可能にするところに見ていた。その市場は種々の植民地生産物、時には原料の供給者としてドイツ経済を外国に依存させてしまうのである。

　この事情はある程度までは将来においても変わらないであろう。しかし、それによってドイツの人口増加問題は少しも解消されない。ところが、ドイツ民族の食糧を原則として輸出入経済の拡張によって確保すると決めたのである。もちろんドイツの植民地はより有利な原料供給によって、ついに、さまざまな産業に国際販売市場での比較的大きな競争力を確保することはできた。しかしそれによってドイツの植民地政策は、その最基底において、まさに土地政策ではなく、ドイツ経済政策の補助手段となってしまったのである。ドイツ国内の人口増加を植民地入植によって数のうえで直接解決しようとする方向は、事実上まったく無意味となった。

　さらに現実的な領土政策に移行しようとしても、戦前から実施されていた植民地政策はドイツ人の人口過剰に対する目に見える解決に導くことができなかったのだ（※31）。逆にその政策は、通常の見通しによれば、それをいざ実行するとなれば真に有効な領土政策が最悪の場合求めるほどの血をいずれは流すのが必要となるくらいにまでナンセンスなものとなっていたのだ。ともかく、ドイツの植民地政策のあり方がうまく機能してドイツ経済の強化のみをもたらしている間に、それは、気がついてみると、イギリスとの腕ずくでの対立への一つの原因ともなっていた。なぜなら、ドイツの経済政策はイギリスとの決戦を回避できなかったからである。輸出産業、世界貿易、植民地、商船団、どれをとっても、その自己保存論からしてドイツ同様にその道に入ることを強制されるとずっと以前から見ていた当の国に対しては、剣によって守られていなければ、存在できなかったのである。だからイギリスが純粋な経済的手段でドイツという競争相手を没落させ得ると計算していた限り、その限りにおいてこの経済的で温和な闘争は日のあたる場所を求めての戦いであった。なぜならわれわれは陰にいて植民地収奪闘争に出ていかなかったからである。しかし、ドイツがこの経済的協調手段においてイギリスを押し返すのに成功したとき、経済的で温和な世界制覇という空想は銃剣の抵抗によって霧消させられるのが明白となった。

　産業の生産力と国際的な世界市場での販売数によってドイツ民族に人口の増加を促すのが、ともかく疑いもなく政治上の思想であった。この思想は民族的ではなかったが、当時支配的だった市民的・国民的世界の考えに合致してはいた。この方向はあらゆる場面で進められた。そのせいでドイツの外交政策にはほとんど選択の余地のない特定義務が課せられた。すなわちドイツの世界貿易政策はイギリスと戦争しないではすまなくしてしまったのである。そうであるとしたならドイツ外交政策の課題は、数百年間にわたる経験自体に立脚して支援国からの全般的動員におさおさ怠りのない国との対立に、先見性のある同盟方針によって備えるところにあった。ドイツがイギリスに対してその産業政策、経済政策を守ろうとするなら、その最初の背面援護をロシアに求めなければならなかった。その頃ロシアは、価値ある同盟国として考慮の対象になる唯一の国であった。なぜならロシアは、少なくとも短期的には、ドイツとの本質的な対立を必要としない国であった。もちろん、このロシアとの同盟の購入価格は、事情が示すように、オーストリアとの同盟解消にのみかかっていた。というのは、オーストリアとの二国同盟は気の迷い、いや狂気そのものだったからである。ドイツがロシアによる完全な背面援護を得たときにのみ、決着の日を意識的に目指して、ドイツは海洋政策に移行できた。そうすれば艦隊の拡充に必要な出費を容易に調達できたのである。ドイツの艦隊はとりわけ速度と排水量において五年間の後れをとっていたのである。

　しかしオーストリアとの同盟が重大な編み間違いとなり、その解決を見つけることができず、したがって日露戦争後改めてたて直しに着手したロシアを決定的に突き放さざるを得なかった。それにより、ドイツの経済政策および植民地政策全体が危険な賭かけ以上の状態となった。事実、ドイツはイギリスとの決定的な対立を避けよう避けようとし、よって長年にわたって、敵を刺激しないという原則に従って行動してきたのであった。この原則がドイツの全ての決定を規定していた。経済政策および植民地政策を保護するのが必要であるかどうか、がドイツの方針を決定していたのである。一九一四年八月四日イギリスの宣戦布告によってドイツの悲しむべき無分別の時代が幕を下ろすまで。

　当時のドイツが市民的・国民的視点よりも民族的視点に強く支配されていたら、ドイツの困窮を解決する他の道が、すなわち、ヨーロッパ自体における大規模な領土政策の方向性が、問題となっていたであろう。

　ドイツの植民地政策は必然的にイギリスとの対立をもたらす羽目になり、その際フランスは常に敵の側に立つと見られた。世界政策上重要な位置を有していた他の植民地所有民族に比べ、われわれのヨーロッパにおける基盤は脆ぜい弱じやくであったのだから、この植民地政策はドイツにとってとりわけ非常識であった。というのも植民地の運命は最終的にはもちろんヨーロッパにおいて決定されていたからである。したがってドイツの外交政策は、まずヨーロッパにおけるドイツの軍事的位置を確立し、安定させる点に存していた。その際、われわれはわが植民地から決定的な支援を得られるとは期待できなかった。逆にわれわれのヨーロッパにおける領土基盤拡大自体がわれわれの位置強化を導くはずであった。ある民族が占有入植地を五十六万平方キロメートル持つか、百万平方キロメートル持つかは小さな違いではない。戦時となっても敵の影響を受けずに食糧を確保できるのであれば、さらに自領土での戦争を強いられるとはいえ、われわれの作戦がもともと諸条件に耐えることができれば、軍事的安全性はすでに領土の大きさ自体に存する。

　一般に外国からの軽率な攻撃に対して自国を確実に守れるかどうかは、確かに国家領域の広さに存しているのである。

　何よりもわれわれが、入植した人々を、その軍事的使用まで含めて、われわれの民族に確保し得るのは、ヨーロッパ内での領土政策によってのみである。ヨーロッパにおいて五十万平方キロメートルあれば（※32）、数百万のドイツ農家に新たなる故郷を提供できる。すなわち、いよいよとなればドイツ民族に数百万の兵士を供給できる。

　そのような土地政策にとってヨーロッパで問題になる唯一の地域はロシアであった。ドイツに接し、入植者の少ない（※33）西部周辺領地はかつてドイツ人入植者を文化伝でん播ぱ者として受け入れていた。そこがドイツ国民の新たなるヨーロッパ土地政策にとっても問題となったのである。そうなれば、ドイツ外交政策の目的は疑いもなく、イギリスに背を向けていた方針を改め、逆にロシアをできるだけ孤立させるところを目指さなければならなかった。そうなれば、後顧の憂いなくわれわれの経済政策および世界貿易政策を放棄できたし、必要ならば、艦隊をことごとく断念し、国民の全勢力をかつてのように陸軍に集中できた。しかし、そのためにはまず初めにオーストリアとの同盟を放棄しなければならなかった。というのも、ドイツが某国の保護を保証しているのが、ロシアの孤立化に邪魔になっていたからである。ヨーロッパ中の諸国はその国の分割を望み、分割するにはロシアと手を組まなければならなかったのである。しかし諸国はドイツにオーストリア保持の強力な保護を認めていたので、ロシア孤立化には反対せねばならなかった。彼らは、ツァーの帝国はオーストリアを粉砕できる唯一の勢力と見ていたのであった。

　しかし、これらの全ての国々は、ハープスブルク国家の最も強力な敵対国を犠牲にしてオーストリアの唯一の保護国の強大化を望めなかった。これは明白である。

　この場合でもフランスはドイツの敵に与くみしたであろうから、オーストリア国家をその運命の手に委ゆだね、ドイツ諸領邦を帝国のために救済し、オーストリアとの同盟を少なくとも世紀末に最終的に整理する旨の決定はなされなかったときにも、反ドイツ連合の可能性は常に存在していたのである。

　事態はそうは進まなかった。ドイツは世界平和を望んだ。それ自体として攻撃してのみ戦い抜けるような領土政策を避け、行きつく目的のない経済政策と通商政策に最終的に取り組んだ。経済協調的手段で世界を征服できると考え、どの国をも保護しなかった。結果として政治的孤立が深まれば深まるほど、瀕ひん死しのハープスブルク国家に発作的にしがみつくのであった。ドイツ内部の大集団がそれを歓迎した。それはある部分は、真に政治を行う能力がなかったからであるし、誤った愛国的・合法的思考経過に立脚していたからでもあった。しかしつまるところは快からず思っていたホーエンツォレルン帝国がある日崩壊するかもしれないという希望を、口には出さずに育ててきていたからでもあった。

　一九一四年八月二日、世界大戦が血に染められて急激に成長したとき、戦争前の同盟政策がその事実上の敗北をすでに了解済みとして受け入れていたのであった。ドイツはオーストリアを助けるために、自分自身の存在を危うくしかねない戦闘に押しやられたのである。ドイツが相手にしているのはその世界貿易上の対立者であり、ドイツのさまざまな影響力そもそもの敵対者であり、オーストリア没落の利益継承者たちであった。その味方はオーストリア・ハンガリー帝国という無能な国家組織と、永遠に病みかつ脆弱なトルコの二国のみであった。気弱な哲学者（※34）や大法ぼ螺らを吹くだけの熱狂的愛国者の代わりにビスマルクの天才がドイツを導いておれば、ドイツが実行したに違いない、いや、実行していたであろう対応をイタリアは実行した。ビスマルクは、イタリアとオーストリアとの間にはそもそもからして、二つの状態、同盟か戦争しか存在しないと予言者的に見通していたが、最終的にはその見通しはかつての同盟国への攻撃という形で的中したのであった。







　第八章　ドイツの再生と誤てる中立主義




　一九一八年十一月十一日コンピエーニュの森（※１）で停戦署名が行われた。運命はそのために、わが民族の没落に責任を有している主要な人物の一人を選んだ。諸説によればユダヤ人雇用者とお手伝いとの間に生まれた非嫡出子といわれている（※２）中央党の代議士マティアス・エルツベルガー（※３）である。この人物がドイツ側を代表して交渉し、四年半にわたるわが民族の英雄時代と比較考量すればドイツ崩壊を意図しているとしか考えられない文書に、自分の名前を書き込んだ。

　マティアス・エルツベルガー自身は市民階級的な立場からの無名の併合政治家であった。すなわち開戦時には公的な戦争目的の欠如に自分のやり方で対応しようとした連中の一人であった。というのも、一九一四年八月にはドイツ民族全体が、この戦争には生死がかかっている、と本能的に感じていたのであるが、最初の感激の激情が去っていくと、渇望の的であった生も迫り来る死もあいまいになっていったのである。あれほど重大に考えていた敗北も、敗北の結果も次第に小さいものに見えてきた。それをもたらしたのは、ドイツ内で自由に振る舞い、協商側（※４）の実際の戦争目的を巧妙に、かつ噓を混ぜて曲解したり、それどころか否認したりするようなプロパガンダであった。開戦二年目、とりわけ三年目になると、ドイツ国民は敗戦の不安を感じなくなっていた。このプロパガンダが奏功して、敵の破壊目的の大きさをもはや信じなくなっていた。その影響は非常に大きく、将来の自己保持の利益のためにも、前代未聞の犠牲の代償としても最低限は確保しなければならないものについてもこの民族に教える方策が何も講じられなかったのである（※５）。その結果、たいして責任を持っていないサークル内で想定可能な戦争目的についてあれこれと討論が行われ、それぞれのリーダーの考え方や政治的立場が表明されるだけだった。戦争が特定の目的を欠いていれば萎い縮しゆく的効果をもたらすと知っていた狡こう猾かつなマルクシズムは戦争目的をそもそも認めず、さらに併合と賠償を伴わない和平回復のみを口にした。少なくとも市民的政治家の一部は投入された血の大きさと不意の襲撃にある種の対抗要求をもって対応しようとした。これらの市民的提案は全て単なる国境修正であり、領土政策上の思想とは何の関係もなかった。せいぜいのところ、緩衝国を作ることによって当時権利を失っていたドイツの公子たちの継承権を満足させようと考えたに過ぎない。このように、市民的世界には、例外もあったが、ポーランド人の国家設立さえ国民政策的に賢明な決定と見えたのであった（※６）。あるグループは経済的観点を前面に押し出して、国境を決めようとした。ロンウィーやブリエーという鉱山盆地を得る必要があるというわけだ。他のグループは作戦上の意見を主張した。ベルギーのマース川の要よう塞さいを手に入れるべき必要があるなどというわけだ。

　二十六か国（※７）を相手にし、今までの歴史に例を見なかったほどの血を流し、国内では民族の全員が文字通りの飢えにさらされているのに、この戦争には目的がなかった。これははっきりさせるべきだ。戦争継続の必要性を根拠付けできなかったことが、不幸な結末を招く原因ともなったのだ。

　このような事情だったので故国の破滅が現実となったときも、戦争目的についてまとまった考えは存在していなくて、以前から小さい声で主張していた者たちも、そうこうするうちにかつての要求から距離を取るようになった。それは無理からぬことではあった。というのも、ヘルベシュタール（※８）を越えてではなく、リエージュをのり越えて国境を求め、あるいは、それとともにロシアのどこかの田舎にツァーリズムの司令官か総督の代わりにドイツの小公子を支配者として就けるために、今までになかったような規模の戦争を仕掛けようというのは、実に無責任で、埒らちを越えていると言わざるを得ない。そもそもドイツの戦争目的が話題とされる限り、いずれはその目的はひとつ残らず否定されてしまうというのが、自然の姿であった。というのも、そのような些さ細さいなことで一つの民族を一時間といえども徐々に地獄と化してしまった戦場をかかえた戦争の中に放置しておくのは許されざる事態であった。

　このおびただしい血の投入にふさわしい唯一の戦争目的があるとすれば、それは、これこれの幾十万平方キロメートルの土地を戦線の戦闘員に財産として割り当てるとか、ドイツ人による植民地として自由にさせるなどの保証をドイツ兵士に与えるところにのみあり得たであろう。これによって戦争は皇帝の軍事行動であるという性格を直ちに失い、代わって、ドイツ民族の問題となっていたであろう。というのは、ドイツ歩兵が実際に血を流すのは、最終的には、ポーランドが国を保持したり、それと関連してドイツの公子がプラッシュ織りの王冠を戴いただくためにではなかったからである。

　かくてドイツの極めて尊い血がまったく無意味に、目的もなく流された事態は一九一八年に終結を迎えた。

　わが民族は英雄的精神、犠牲心、それだけではなく死を恐れぬ心、そして喜んで責任を引き受ける精神を絶えることなく発揮した後に、打ち破られ、弱まり、戦いから身を引かなければならなかった。千の戦場と戦闘において勝っていた。しかしそれにもかかわらず最後には敗者たちが勝った。開戦前および血を流して戦った四年半自体のドイツの内政、外交への不吉な前兆があたったのだ。

　したがって敗北のあと、気がかりな問題が立ち上がってくる。わがドイツ民族はこの壊滅状態から何を学んだのか。以前から意識的に裏切ってきた連中がさらに続けてドイツの運命を決めるのか。彼らは、さっそくこれまで見るも哀れなくらい役に立たなかった甘言を弄ろうして将来を支配するのであろうか。わが民族は内政、外交に関する新しい思想を教えられ、それに従って自分たちの行動を切り換えるのであろうか。

　というのは、わが民族の上に奇跡がおこらない限り、わが民族の道自体が最終的破滅の道であるからだ。

　ドイツの今日の状態はどのようなものなのか。ドイツの将来の展望はどうか。その将来はどのようなものであろうか。

　ここでもう一度強調しておきたいのであるが、ドイツ民族が一九一八年に蒙こうむった破滅はドイツの軍隊組織の崩壊やその武器の損失に原因があるのではない。その頃明らかになりはじめ、今次第にその姿が明確になってきつつあるドイツの内的荒廃にある。この内的荒廃は自分たちの人種的価値の低下に、民族の偉大さを生み出し、民族の存立を守り、民族の将来を促進しているあの美徳の喪失に存しているのである。

　血の価値、人格思想、自己保持本能がドイツ民族から次第に失われそうである。それに代わって国際主義が勝利を告げ、わが民族価値を破滅させている。民主主義が人格思想を窒息させ、広がっている。最後には悪しき平和主義の膿うみが勇敢なる自己保持の考え方を毒殺しようとしている。人間のこれらの悪徳が、その効果をわが民族の生活全般にわたって現れつつある。政治分野においてだけではなく、いや、それどころではない、経済の諸分野でも、われわれの文化的生活においても、ある種の下降現象が明確になりつつある。今それにストップをかけておかなければ、それがわが民族を将来性のある国民の列から外してしまうであろう。

　将来の内政上の大いなる課題は、わが民族を荒廃させているこのような一般的荒廃現象を排除するところにある。これが国家社会主義運動の使命である。この作業から現在の最も重大な害毒、すなわち市民階級もマルクシズムも同じ程度に責任を有しているあの階級分裂を克服する新たなる民族組織が生まれるに違いない。

　国内政治でのこの改革作業の目的は最終的には、民族の生存闘争を完遂するためのわが民族の力の再獲得に、またそれと同時に外に向かって民族の生存利益を代表する力に求められなければならない。

　それによってわれわれの外交政策にも生存利益を満たすという課題が課せられる。なぜなら、一方において内政は外交に民族的な力の装置を提供しなければならないし、他方において外交は、採用された行動と措置によってその装置の形成を促進し、支援しなければならないからである。

　かつての市民的・国民的国家の外交政策が、民族的と解される高次の領土政策に邁まい進しんするために、さしあたりヨーロッパ内でドイツ国民に属する人々を広範に統一するのを課題としたのであれば、第一次世界大戦の後の外交政策の課題はまず第一に内的権力装置促進策でなければならない。つまり戦前の外交意欲について言えば、民族的にはおそらくそれほど高くは評価されない国家であったが、この国家はすばらしい陸軍組織を使用できた。当時のドイツは、とっくにかつてのプロイセンが行っていたような軍事力増強を求めなかったゆえに、とりわけ陸軍の規模において他国にひけをとってはいたが（※９）、かつての軍隊の内的優秀さは他の全ての類似組織を圧倒的に凌りよう駕がしていた。国家の勇敢な外交政策の指導部は当時の最良の戦争技術を使用できたのである。この装置およびこれに付随する尊敬がもたらしていたわが民族の自由は、事実をもって検証されたわれわれの強さの成果だけではなかった。特異な陸軍装置のゆえに、ある部分はその他の模範的な清廉な国家装置のゆえにわれわれが手にした全般的な信用の成果でもあった。

　今日のドイツ民族は、民族の利益を守るのに最も重要なこの装置をもはや持っていない。あるいは、まったく不十分な規模においてしか所有していないし、民族の以前の強さを生み出した基盤から遠くはなれている。

　ドイツ民族は傭よう兵へい陸軍を得た（※10）。この傭兵部隊はドイツで、特別な高度武器で装備された警察になりはてる危険にさらされている（※11）。ドイツ傭兵軍をイギリスのそれと比較してみれば、ドイツが不利である。イギリスの傭兵軍は常に防御と攻撃の両面に関する軍隊思想とイギリス軍の伝統を担っていた。イギリスはその傭兵部隊と独特な民兵システムの中に、海に囲まれた状況にあってイギリスの生存利益を勝ちとために十分な、いや、合致しているように見える軍組織を持っている。イギリスの闘争力という形で表現されている思想は、それによりイギリス民族の広範な血の投入を惜しもうとする臆おく病びようさから生まれたものではない。逆である。イギリスは、傭兵がイギリスの利益の擁護に益する限り、傭兵と共に戦った。戦闘がより多くの兵士を必要とするのが分かると、イギリスは義勇兵を募った。祖国の困難が必要とすれば、徴兵制を導入した。どのような組織形態をとろうとも、イギリスの闘争力は常にイギリスのための厳しい戦闘に投入され、軍隊組織は常にイギリスの利益を擁護する装置に過ぎず、必要となれば躊ちゆう躇ちよせずに全ての国民の血を求める意志に投入した（※12）。さらにイギリスの利益が決定的に危険にさらされている事態となれば、イギリスはいずれにしても優位に立つすべを知っている。その優位は、純粋に技術的に見れば、二国標準主義の要求（※13）にまでいきつくのである。そこに見られる計り知れない責任ある配慮を、戦前にドイツが、というより国民的、市民的ドイツがその軍備をないがしろにした軽率さと比べてみると、今日においてもなお深い悲しみにとらわれずにはいられない。自分の将来が、いや、自分の生存そのものが海軍力の強さに依存しているとイギリスが知っていたと同じように、市民的、国民的なドイツは、ドイツ帝国の存続と将来はわれわれの陸軍の強さに依存していると知らなければならなかったはずだ。海上の二国標準主義に対してドイツはヨーロッパにおける陸上の二国標準主義を対置すべきであった。イギリスは自国のたてた標準の侵害に対しては戦争をもいとわないと、ゆるぎない決断性をもって考えた。同じようにドイツも、ヨーロッパにおいてフランスやロシアが軍事的優位に立とうとした折に、それを軍事的決断によって阻止すべきであった。そのような決断は可能であったし、そのためのチャンスもあった。その場面でドイツの市民階級はビスマルクの言葉をこのうえなくナンセンスなやり方で誤用した。脆ぜい弱じやくでエネルギーもなければ責任もとらない床屋政談家たちは、壊滅的な結果を導くに違いない自分たちの「全てを流れに任せる」政治を隠いん蔽ぺいするためにビスマルクの、自分は予防戦争をおこすつもりはない、という意見をうれしそうに口にした。ビスマルクが行った三つの戦争は三つとも、少なくともこの予防戦争反対の平和哲学者たちに従えば、回避できたはずである。彼らは、これをさっぱりと忘れているのだ。考えてもいただきたい。今日のドイツ共和国だったらベネデッティ氏（※14）に少しトーンを下げるようお願いするために、一八七〇年にナポレオン三世による侮辱を加えられたままでいなければならないであろう。ナポレオンでも、フランス民族全体でも今のドイツ共和国をしてスダンの戦いに引き込むのはできない相談だ。それとも、一八六六年の戦争は、ビスマルクが決断を望まなくても、阻止されなかった、とでも考えているのであろうか。しかし、ここに述べたのは明らかに予定された目的を持って進められた戦争であり、敵の攻撃を恐れて始まった戦争ではないと言いたてる連中もいる。だがそれは実際は言葉遊びだ。ビスマルクはオーストリアとの戦闘は不可避と判断していたので、そのための準備を行い、プロイセンにとって最も有利なチャンスにそれを実行したのである（※15）。ニエル元帥（※16）によるフランス陸軍の改革は、明らかにフランスの政治とフランスの国粋主義に対ドイツ攻撃の効果的な武器を用意するのが目的であった。事実ビスマルクにとっては一八七〇年の対立の芽を平和的な調停に持ち込むのは疑いもなく可能であった。とはいえフランス陸軍がその効果を活用する前に対立を摘んでおくのが目的にかなっていた。さらに付言すれば、ビスマルクの意見をこのように解釈するのは、人は外交官ビスマルクと共和制的国会議員としてのビスマルクとを混同している、という彼の意見とは合致しない。そのような箴しん言げんをビスマルク自身がどのように判断していたかは、プロイセン・オーストリア戦争前に出されたある質問に対する彼の答えに如実に表れている。質問者は、ビスマルクがオーストリアに攻撃を仕掛けようと本当に考えているのかどうかを知りたがっていた。ビスマルクは、何を考えているか分からない表情で答えたものである、「いや。私にはオーストリアを攻撃する意図はない。攻撃しようと思っていたとしても、彼らにそれを告げる意図も持ってはいない（※17）」。

　さらに、プロイセンによって戦われた最も重大な戦争は予防戦争であった。フリードリヒ大王は彼のかつての敵たちの目的を一人の官僚を通して最終的に確認したとき、予防戦争拒否の原則を捨て、敵の攻撃を待たず、即刻攻撃に出た。

　陸上での二国標準主義の侵害はドイツにとっては予防戦争への契機であったに違いない。なぜなら、答えは歴史から簡単に導けるではないか。ロシアが東アジアにしばりつけられていると見えた一九〇四年（※18）に予防戦争が行われていれば、フランスを圧倒していたであろう。それを逃した結果が、何倍もの血が流されたにもかかわらずわが民族をこのうえなく深い敗北に突き落とした今度の第一次世界大戦である。

　イギリスには、そのような迷いはなかった。海上におけるイギリスの二国標準主義はイギリスの自主性を保つ前提のように見えた。イギリスは力を持っている限り、この状態に変更を加えようとはしなかった。だが世界大戦以降この二国標準主義は放棄されたが、それはイギリスの意図を上回る諸外国の圧力があったからに他ならない。アメリカ合衆国に、諸国間の今までの勢力秩序や階序を無効にしてしまうほどの新たなる武力要因が成立していたのである。

　ともあれ、陸軍組織の形態がどのように見えようとも、イギリスを保持せんとする意志が諸決定を規定していたという説明に最も説得力を発揮する証明は、今までのところ、イギリス海軍であった。イギリスの傭兵軍は、他国の傭兵がしばしば指摘されているような悪い性質を持っていなかった。彼らはスポーツに感じる奉仕精神と特別装備で訓練された卓越した個人養成の戦闘集団、闘争集団である。この小さな兵士団が特別な意味を持っているのは、彼らを通してブリテン世界帝国の目に見える生存表現に直接触れられるからである。この傭兵軍は世界中のほとんどの地域でイギリスの偉大さのために戦ったのであるが、それと同じくらい同時にイギリスの偉大さをも知った。彼らは、武器の使い方に精通した者として時には南アフリカで、時にはエジプトで、またインドでイギリスの利益を代表しており、それによってブリテン帝国の巨大な偉大さをぬぐいがたく印象付けていたのである。

　今日のドイツの傭兵部隊に、このように望むのはまったく無駄である。それどころではない。平和主義的・民主主義的とは言いながら実際は民族を裏切り、国を裏切っている国会多数派に目をくらまされて、小さな軍隊自身このような精神に譲歩すべきだと思えば思うほど、軍隊は戦争の道具であることを放棄し、その代わりに市民の安寧と秩序のための、しかし実際は平和的忍従を保つ警察部隊へとどんどん成り果てているのである。軍隊存在の目的が戦争準備でない限り、それ特有の高い価値を持って軍隊を育てるのは不可能である。平和維持の軍隊のみというものは存在しない。戦争という闘争に勝利をもたらすように戦いぬく軍隊のみが軍隊として存在する。ドイツにおいては国防軍（※19）をかつての陸軍の伝統から高めようとすればするほど、軍隊は伝統から離れていくのである。というのも、部隊の伝統的価値というものは国内での二、三のストライキ騒動をうまく克服したとか、食料略奪を防止したとかの効果に存するのではない。戦場で勝った実績から獲得した名声に存するのだ。しかしドイツ国防軍は現実には、国民的精神を代表するのをやめた。それに応じて、年々このような名声の伝統から遠ざかった。国防軍内で意識的国民精神（※20）が、すなわち意識的な国家主義的精神が殺され、それを代表している人材が順次遠ざけられ、その代わりに民主主義者と日々の課題をこなす者が幅を利かすようになるにつれ、国防軍は民族から離れていった。というのも、狡こう猾かつなる指導者にしても、わが民族の平和的、民主的部分への譲歩によって自分たちが民族との接点を共有できているとは想像できないからである。いいかえればドイツ民族のこれらの部分にとっては全ての軍隊的組織自体は、それがまさに軍隊であり、国際的・平和的株取引利益の見張り団体、防御組織でない限り、内的には嫌悪の対象であった。軍事的に意味のある軍隊が内的関係を有し得ている唯一の部分が、わが民族の国民意識的な核である。それは伝統に従って軍人らしく考えるだけではなく、名誉を守り、自由を守るために国民的愛のゆえに灰色の軍服をまとう準備をしている唯一の人たちなのである。とはいえ、困ったときには自分たちへ援軍を送ってくれる人に対して軍隊が内的な関係を持ち、いつでも自分たちを裏切る者たちに対しては何らの関係を持とうとはしないのも必然である。であるから、われわれのいわゆる国防軍の今日の指導者たちが民主的であればあるだけ、ドイツ民族への強い結びつきは達成できないであろう。なぜなら、民族的思考を好むドイツ民族は民主制の状態にはないからである。しかし特に、ドイツ国防軍の前任司令官、フォン・ゼークト将軍（※21）が、強固に国家的心情を持っていた将校や指導者の解任に反対しなかっただけでなく、支援していたのであるから、彼らは、比較的軽い気持ちで彼を見放してもよい装置をとうとう手にしたのであった。

　フォン・ゼークト将軍が退任（※22）してからは、民主的・平和主義的影響が活発となり今日の国家の支配者たちにすばらしい理想と思えるものが、すなわち共和主義的・民主主義的な国会の見張り人がドイツ国防軍からさかんに作り出されているのである。

　もちろん、そのような道具で外交政策を行うわけにはいかない。

　それゆえに、今日のドイツ内政の課題はまず何よりも、国民の力の目的に沿った軍隊組織をドイツ民族に再度与えるところにある。ところが、今日の国防軍の形式はこの目的に沿っていないうえに、逆に外交上の要因に規定されているのであるから、ドイツ外交政策の課題は、ドイツ国民軍（※23）の再軍備を許容するために、あらゆる可能性を探るところにある。というのも、ドイツの政治指導の断だん乎こたる目標は、しかるべき時期に再び傭兵軍に代えて正真のドイツ国民軍を所有するところに置くべきだからである。

　ドイツ国防軍の全般的な質は将来にわたってもそれほど高くは発展しないであろうが、純粋に技術的・軍事的に見れば現在の水準は極めて高い。これは疑いもなく、フォン・ゼークト将軍と国防軍の将校団自体の功績である。したがって、現実にドイツ国防軍は来るべきドイツ国民軍にとって基幹軍であり得る。そもそもドイツ国防軍自体はその課題を、国民的闘争を目指す教育を強調しながら、国民軍のために将校や軍曹クラスの大量育成に置くべきである。

　この目標を確固たるものとして視野に入れておかなければならない。真に国民のことを考えるドイツ人であれば、これに異論を唱える者はいまい。しかしまた国家の外交政策が全般的に必要な諸前提を確保しておかなくては目的達成がおぼつかないのも、同じくらい明白である。

　かくて、ドイツ外交政策の第一課題は、ドイツ軍の再生を可能ならしめる諸条件の確立にまずはある。というのも、そうなって初めてわが民族の生存要求が、それの実際の代表を見出すことができるからである。

　ドイツ軍の再編を保証すべき政治行動は、それ自体ドイツにとって必要な将来の発展の枠組内になければならない。これもまたさらに原則として確認しておく。

　ドイツの利益、ドイツの諸視点が現下の軍組織変更に有利である限り、現在の内政状態は別として、外交上の理由からは、その変更はあり得ないと強調しておく必要はあるまい。

　世界最大の戦闘行為を解体し、その永久化にできるだけ多くの国の関心を引き付けておこうというのが、世界大戦の本質であったし、ドイツの主要敵国の意図でもあった。これが達成できるのは、国土分割システムによって互いの願望や目的が錯さく綜そうしている国々自身が、ドイツの再強国化によってその都度被害を蒙こうむるという不安に駆られて、一致してドイツに敵として当たるべく結びついているからである。というのは、従来の世界史の経験に反して、世界大戦が終結して十年経っても（※24）戦勝国間に一種の連合が保持されているのは、わが祖国が二十六か国に勇敢に立ち向かったあの戦いを思い出す、というドイツにとってはまことに名誉ある事実に基づいている。

　これら諸国相互間での諸困難よりも、ドイツという強力な帝国の再興によって被害を受ける不安の方が大きい限り、その連合は継続される。そうであれば、もちろんドイツ国民に軍備を認める意志はまたどこにも存在しない。「戦勝国」はそれを脅威と考えているからである。以下の諸点をはっきりと認識してみよう。まず、将来におけるドイツの生存利益の現実的な代表は不満足なドイツ国防軍ではなく、ドイツ国民軍である。次いで、ドイツ国民軍の形成は、現在ドイツへの外交的圧殺が軟化しない限り、不可能である。第三に、国民軍組織に対する外交上の反対意見が変更されるのは、そのような新組織が全体として脅威と受け取られなくなったときである。これらが認識されれば、現在のところドイツ外交にとっては以下の可能な諸事実が明らかである。

　今日のドイツはその外交課題をどんなことがあっても決して形式的な国境政策の点から考察してはいけない。一九一四年時の国境の回復が外交の目標設定や原則とされるなら、ドイツは旧敵国間の固い結束に直面するだろう。そうなれば、講和条約によって規定されているわれわれの軍隊の形式に対して、われわれの利益に裨ひ益えきする形式を対置する可能性は排除されてしまう。かくて、国境回復という外交標語は、それに必要な力が欠けており、実現は不可能なのだから、内容のない口先だけのモットーとなっている。

　特筆すべきではあるが、いわゆるドイツ市民階級は、しかもここでも再びその先頭を切って愛国諸同盟が、この愚劣きわまりない外交目的に飛びついたのであった。彼らにはドイツが無力であると分かっていたはずである。さらには、われわれの国内での崩壊はまったく無視したとしても、われわれの国境回復には軍隊という権力手段が欠かせないのも知っていた。追加すれば、われわれは講和条約によってこのような手段は所有していないし、われわれの敵国の一致した戦線によってそれを保持することができないことも知っていた。それにもかかわらず彼らは、その最も内奥のあり方からして、実行に不可欠な力の手段を得る可能性を、われわれから永久に奪ってしまうような外交上のモットーを立てるのである。

　市民階級の国政上の手腕というのはこのようなものである。もちろんそれによって、彼らを牛耳っている比類なき精神がわれわれの目の前に示されている。

　当時（※25）のプロイセンにとっては一八〇六年から一八一三年までの七年間で再起するのに十分であった。市民階級の経国術は同じ時間をかけて、マルクシズムと手を組んで、ドイツをロカルノ（※26）まで連れてきたのであった。それが今日の市民的ビスマルク、すなわちシュトレーゼマン氏の目には大きな成果であるのだ。なぜなら、まさに先述のシュトレーゼマン氏が達成できたのが可能なるものであり、政治とは可能なるものを求める術であるからだ。自分の箴しん言げんがシュトレーゼマン氏の政治家としての質を確定するような運命になるとビスマルクが知っていたら、彼はこの箴言をきっと残さなかったであろう。あるいは、小さな注でも付けて、シュトレーゼマン氏がこれを引用する権利を認めなかったであろう（※27）。

　ドイツ国境の回復というスローガンを将来の外交目標とするのは愚かでもあり、危険でもある。それは現実において、そもそもいかなる意味でも有用なまたは追求に値する目標を内包していないからである。

　一九一四年時のドイツ国境は、常に諸民族の境界がいつの時代でもそうであるように、ある種の未完成なものを示している境界であった。どの時代にあっても地球上の領土分割は完了することなく、しごく当たり前に継続している生成と闘争の一時的な成果である。民族の歴史の特定年に及んでいた境界を採用して、即座に政治目標そのものとして作りなすのは愚策である。すなわち一九一四年の国境を確定することができるのであれば、一六四八年のそれで決めてもいいし、一三一二年等々のそれでもよいではないか。同様に、一九一四年の国境は国民的にも、軍政上も、領土政策的に見ても満足しがたいものであった。それはわが民族の生存闘争における当時の一時的な状態に過ぎなかった。生存闘争は数千年にわたって繰り広げられていたのであり、世界大戦がおこっていなければ一九一四年に終結してはいなかったはずである。

　ドイツ民族が一九一四（※28）年の国境を事実上回復したとしても、それにもかかわらず世界大戦の犠牲は無駄となるだろう。わが民族の将来もそのような回復によって決して何一つ手にはしない。わが国民的市民階級が示している純粋に形式的な国境線政策は可能な最終結果として不十分であり、耐えがたく危険でもある。それはそもそもからして理屈の上でのモットーに過ぎず、実践的な可能性を破壊するのに役立つに過ぎない。それゆえに、このスローガンは可能性の術という格言とは何の関係もない。

　事実、そのような外交目標は現実の批判的検証にも耐えることができない。それゆえにこの目標は「国家の名誉」を根拠とするならまだしも、論理的根拠をもって動機を説明するには無理がある。

　国家の名誉がわれわれによる一九一四年の国境回復を求めている、国家の名誉を代表する連中が至るところで催すビアパーティーでの声高な意見表明はこれに尽きる。

　第一に国家の名誉は、愚かにして不可能な外交政策を推進する義務とは何の関連もない。程度の低い外交は結果として民族の自由を奪い、奴隷状態をもたらすからである。その奴隷状態が国家の名誉ある状態とは断だん乎ことして考えられない。もちろん抑圧されていても国民はある程度の尊厳と名誉を保つことができる。ただ、これは絶叫や国民的モットーの問題ではない。逆に、民族が運命に耐えている上品な振る舞いの表現でこそある。

　今日のドイツにあって、何よりも、国家の名誉について語るべきではあるまい。あるモットーを外に向かってほえたてれば国家の名誉が守れるかのごとき印象をかきたてるべきでもない。いやいや、国家の名誉などは守れない。それもそのはずである。そんなものはもはや存在していないのであるから。とはいえ、それはわれわれが戦争に負けたからではない。フランス人がエルザス・ロートリンゲンを占領したからでもない。ポーランド人がオーバーシュレージエン（※29）を奪ったからでもないし、イタリア人が南ティロール（※30）を取ったからでもない。ドイツ民族がその生存闘争の最も困難な時期に志操もなく、恥知らずにも屈服し、犬のように這はいつくばって尻尾しつぽを振りまくる、無恥としか言いようのない根性をさらけ出したからである。強制されたわけでもないのにみすぼらしく屈服したからである。わが民族の指導部は永遠の歴史的真実と民族の知見に反して、戦争責任を自国に引き受け、それによってわれわれ民族全体を苦しめているからである。そもそも敵が圧迫を加えてきたのは、わが民族の内部に何千という従順なる支援者を見出しているからである。逆にわが民族の偉大な行為の時代を恥ずかしげもなく侮ぶ[image: 蔑]べつし、いつの時代にも尊敬を払うべき国旗を唾だ棄きし、いや、思いっきり汚し、世界をふるえあがらせた帰還兵たちの名誉ある帽章を引きちぎり、旗をクソまみれにし、勲章や名誉章をもぎ取り、ドイツの最も偉大な時代への思い出自体を何千回となくおとしめる連中がいたからである。敵といえども、十一月詐欺（※31）の代表者（※32）が汚したほどにはドイツの軍隊を侮[image: 蔑]しなかった。ドイツの軍指導者たちの偉大さを疑ったのは敵国ではなかった。新たなる国家理念を代表するルンペン連中がそれを誹ひ謗ぼうしたのであった。わが民族にとって不名誉なのは敵国によるドイツ地域の占領であるのか。それとも、われわれの市民階級がヒモやかっぱらいや脱走兵や闇商人やインチキ新聞記者からなる組織にドイツ帝国を引き渡してしまった怯きよう懦だであるのか。一人前の人間であれば自分たちが面目のない支配に屈している限り、現在のドイツの名誉についておしゃべりはしたがるまい。内政が、かつての偉大な民族を襲った反国民的な、このうえない厚顔無恥を露呈しているというのに、国家の名誉の名において外交政策をなそうとする権利は誰にも認められない。

　ドイツの名誉の名において今日行動しようとする者は、まず第一に、ドイツの名誉を悪魔のごとく汚す者たちに情容赦ない闘いを宣告しなければならない。だがそれはかつての敵たちにではない。十一月犯罪の代表者たちにである。わが民族を今日の無力状態に突き落としたマルクシズム的、民主主義的・平和主義的、中央党的売国奴たちの一団にである。

　国家の名誉の名においてかつての敵をののしり、国内において敵と手を組んでいる下劣な同盟者たちを主人として迎えるのが、今日のいわゆる国民的市民階級の国民的尊厳にこそふさわしい。

　私は率直に告白する。私は当時の敵の誰とでも和解できる。しかし、一連のわが民族の裏切り者に対する私の憎悪は将来にわたって和解を知らない。

　われわれは敵から酷い、かつ深い辱めを受けた。しかし十一月犯罪の男たちが犯したのは、今までの中で一番に不名誉で、かつ低劣な犯罪であった。私は、これらのくだらない連中にいつか責任をとらせる状態を作り出そうと努力しているが、それによって私はドイツの名誉修復を支援しているのである。

　わが民族に生存の自由と未来とを保証する責任以外の根拠がドイツの外交政策構築の基準となるような事態を、私は拒否せずにはいられない。

　祖国的・市民階級的視点からの国民的な国境線政策がまったく意味を持たないのは、次の考察から明らかである。

　ドイツ国民は、ドイツ語を母国語として認めている人々を根拠とすれば（※33）、……百万人である。

　そのうち母国にいるのは……百万人である。

　すなわち（※34）、［以下原稿欠如］

　それで、現在の帝国領内には世界の全ドイツ人のうち……百万人だけが住んでいるに過ぎない。そもそもこれはわが民族全体のうちの……パーセント（※35）である。

　母国に統一されていないドイツ人のうち、諸事情のために緩慢なる喪失に委ゆだねられた民族同胞とみなされなければならない人々は（※36）［以下原稿欠如］




すなわち概算で……百万人のドイツ人（※37）が、いずれは脱ドイツ化される恐れの極めて大きな状況下で生活している。しかし彼らはいずれの場合においても、母国の運命闘争に、彼らの民族の文化発展に、ある種の決定的な形態では関与しがたいであろう。個々で見ると、北アメリカでずっとドイツ人が行っている事柄は、ドイツ民族自体には有利に働かない。アメリカ合衆国の文化大衆に帰属している。ここではどの局面においてもドイツ人は実際は他民族への文化肥料に過ぎない。実際多くの場合、そもそもこれら諸民族の偉大さはかなりの程度までドイツ人の貢献能力に依存している。

　これほどまでに民族の損失が大きいと分かれば、市民社会によって支援されている国境線政策の意義の低さはすぐに推測してもらえるだろう。

　ドイツの外交政策自体が一九一四年の国境を回復するならば、帝国内に住むドイツ人（※38）は、すなわちわれわれの国家の国民のパーセンテージはそれでも……パーセントからやっと……パーセント（※39）に高くなる。この事情から、このパーセンテージを本質的に高める可能性は、もはや無視してもよい。

　外国にいるドイツ人が、それでもなお、国に忠実たろうとするならば、まずは言語的、文化的忠実さが問題となる。ドイツ国家という母国がわが民族を代表している尊厳さに即して、ドイツの名になお一層の名誉を与えれば与えるほど、この忠実さは帰属意識の意図的表明にまで高まる。

　それゆえにドイツ自身が世界の帝国として、ドイツ民族は偉大なりという印象を伝えれば伝えるほど、国家レベルでは最終的にドイツ人でなくなっているドイツ人も、少なくとも精神的にはこの民族に所属していることを誇りに思える。それに反し、母国自身がドイツ国家の利益を惨めな形で守り、したがって外に向かってはよくない印象を伝えれば伝えるほど、そのような民族に属する内的誘因はより一層弱まる（※40）。

　しかしドイツ民族はユダヤ人から構成されているわけではないので、ドイツ性は特にアングロサクソン諸国内では残念ながらそれにもかかわらず常にアングロサクソン化するだろう。そして思うに、実際的な仕事をする能率がわが民族から失われてしまったように、ドイツ性は精神的にも理念的にもわが民族から失われていくであろう。

　世界大戦および講和条約という出来事によってドイツの民族体から切り離されてしまったドイツ人の命運を問題とする限り、その運命とその将来は母国の力を政治的に再獲得する問題と同列にあると言わざるを得ない。

　失われた領土は抗議行動によって取り返せるものではない。剣による勝利によってである。今日、国家の名誉の名においていずれかの地域からの解放を願う者は、鉄と血によってこの解放に責任を果たす覚悟ができていなくてはならない。さもなければ、おしゃべり屋は口を慎んでもらいたい。そのためにはもちろん慎重に考えなければならない義務が生じる。まず第一に、そのような闘いを実行できる力を有しているか。第二に、望んでいる成果を求めて血を投入するか、または、血を投入できるか。第三に、得られた成果は投入される血にふさわしいか。

　もちろん私は、最もうまくいったとして男性、女性、子ども合わせて二十五万人の国民を増やすために（※41）二百万人の血を戦場で無理やり流すのには反対である。それを国家の名誉の義務とはみなさない。そこに見られるのは国家の名誉などではない。良心喪失か狂気の振る舞いである。どの民族にとっても正気を失った人に統治されるのは決して国民的名誉ではない。

　しかし偉大な民族はそのたった一人の市民であってもきっと全力を投じて庇ひ護ごする。それを感情や名誉のせいにするのは誤りである。これは人間の経験および賢明さから得られた洞察である。個々の市民に不正が加えられているのを許しておけば、その民族はその地位を次第次第に弱めていく。それを許しておけば、自国の力への信頼は風化し、攻撃しようと狙っている敵の内的強化に手を貸す仕儀となる。些さ事じで譲歩をたびたび重ねた結果は歴史を見れば正確に分かる。大事における結果は明白であり、言うに及ばない。それゆえに配慮深い国家指導者は、動員によって受ける危険は敵側に大きく、自国には小さくしなければならないだけに、一層、些事極まりない事柄においても自国国民の利益をむしろ守るのである。今日どこかの国で一人のイギリス国民が不正な取り扱いを受け、イギリスがその市民の保護を引き受けるならば、一人のイギリス人のために戦争に巻き込まれた際の損害はイギリスよりも、不正を加えたどこかの国の方が大きい。であるから、個々人の保護自体を尊重する国家制度の強固な態度は耐えがたく危険である、とは言えない。なぜなら他の国は、一人の個人に加えられた些細な不正を理由に開戦するのにたいした利益はないからである。強力な国家は国民一人を保護し全力で守るという原則が知られており、かつ千年間にわたって適用されてきたので、名誉性の一般的概念が形成されたのである。

　この名誉性を多少とも妥当な事柄で例示するある種の実践が、ヨーロッパでの主導権の本質によって実現され、かつ時代の流れの中で、形成されてきた。そのような方法で個々のヨーロッパ諸国の尊敬は増加し、あるいは少なくとも長続きしてきたのである。弱小の、または強力な軍事力を持たない国でフランス人またはイギリス人に不正が加えられたならば、それが実証されていなくて見かけだけだったにしても、武器を使用して国民を守ろうとし始めたのである。すなわち二、三隻の軍艦が軍事演習を行い、最悪の場合は実弾での射撃演習さえした。時には遠征隊を上陸させ、不正を加えている勢力をこらしめた。そもそもそのような方法で介入のチャンスを得たいという希望がまれならず見られた。それがこの思想の生みの親であった。

　リベリアで血を流し報復するいざこざにイギリスが巻き込まれたが、それに関してアメリカと覚書を交わす。このような思いつきはイギリス人には決して浮かばないであろう。

　すなわち強国にあっては純粋に目的に合致した理由から個人の保護を全力で引き受けるのであるが、完全に無防備にされた無力な帝国にあっては国家の名誉を理由として、最終的な将来展望そのものを破壊しかねないような外交上の進展を引き受けることはほとんど求めがたいのである。というのも、ドイツ民族が今日の、いわゆる国民サークルに代表される国境線政策をドイツの名誉を擁護する必要性から根拠付けるとするならば、結果はまさにドイツの名誉回復ではなく、ドイツの不名誉の恒久化である。すなわち、領土を失ったのが不名誉なのではない。自民族の完全な奴隷化を強制的に導くに違いない政策を行うのが不名誉なのである。まったく悪質なモットーに成り行きを任せ、行動を避けるためにだけ政治が為されているのである。というのも、そこで重要なのはモットーだけである。すなわち、国家の名誉の政治を実際に目的とするのであれば、少なくともその政治を、普遍的な名誉概念に照らして評価され得る人物に任せるべきである。しかしドイツ帝国の内政と外交が、自分にはドイツという名の祖国はない、とドイツ帝国議会で皮肉な笑みを浮かべながら説明する諸勢力によって処理されている限り、国民・市民的、祖国的なスローガンを叫ぶ連中の課題は、まず自分たちの内政を通してドイツにおける国家の名誉思想にまず最も簡明な評価を与えるところにあるはずだ。しかし彼らはそうしない。なぜ、彼らは逆に、これらのいわゆる国家の名誉を犠牲にして、先述した国の裏切り者たちと連合を組むのであろうか。そうしなければ困難な闘いが彼らを待っており、その結果に彼らは自信がない、いや、その闘いが自分たちの存在の破滅を導きかねないからである。もちろん自分たちの個別存在、これが彼らにとっては内政における国民の栄誉防御よりも神聖なのである。彼らは二、三のスローガンと引きかえに国民全体の将来の存在を危険にさらすのを厭いとわないのである。

　人々が現在の困窮や課題を超えて将来におけるわが民族の生存形態の必要性を考えるようになったときに初めて、国家的な国境線政策が無意味となる。

　われわれの市民的、愛国的、祖国的サークルの国境線政策がとりわけ無意味なのは、彼らが最大の血の投入を要求しながら、わが民族にとっては最小の将来展望しか持っていないからである。

　ドイツ民族が自国の土地で自国民を養える条件は今日では平和であった時期（※42）よりも低下している。土地収穫量そのものの増加、あるいは残された荒こう蕪ぶ地ちの開墾によりドイツの食糧生産は高まったのではあるが、種々の試みによってもわが民族を自国の土地で養えるには至っていない。しかも、ドイツで今日生きている民族の人口数はわれわれの土地からの収穫量では満足しない。収穫量が増大しても、わが民族の人口増には役立つまい。個人の生活需要が一般的に向上するので、それに使い果たされてしまい、残ってはいない。ドイツでは生活水準はまずはアメリカ合衆国での生活環境と暮らしを知り、それを模範として作られる。田舎での生活需要は、大都市での生活が少しずつ知られ、その影響が広がって、向上する。同様に、民族全体の生活需要もより向上した豊かな国民の生活の影響下で向上する。三十年前には最高と考えられていた生活水準が、ある民族には不十分と受け取られているのも、まれではない。理由は簡単である。その間に他の民族の生活水準が知られたからである。八十年前には最上層社会で前代未聞の贅ぜい沢たくであった設備を、今日では最下層の人々でさえ当たり前のようにみなしている。近代技術、特に交通によって世界が狭くなり、諸民族が互いに接近してくればくるほど、それによって相互関係が強化されればされるほど、生活事情は互いに影響し合い、互いに相手に同化しようとする。特定の文化能力と事実上の文化的意義をも有している民族には知識や理想を訴えることによって、結局は他の一般的に通用する生活水準を適用できるという意見もあるが、これは誤っている。特に大衆はそれには理解を示さない。彼らは自分が苦しんでいると感じる。彼らの見地から見て、それに責任あり、と目された人々を、体制転覆運動の集団であり、民主国家における危険人物として非難する。あるいは大衆は、自分の知識範囲に合わせて、独自の見解から出発して独自の基準により生活に変更を加えようとする。子どもに対する闘いが始まる。他の人と同じような生活を望むが、それができない。その責任は子沢山にあるとし、子どもに喜びを感じないで、厄介な災いとしてできるだけ制限しようとしたとしても、無理もない。

　この理由により、将来のドイツ民族は国内の土地の生産力を向上させれば人口増加を克服できると思うのは虚偽であると分かる。この場合成果として生じるものは、最もうまくいったとして、向上した生活需要そのものの満足である。しかし、この生活需要の向上は、民族の人口数においてはるかに恵まれた状態下にある他民族の生活水準に依拠しているのであるから、この民族は常に生活水準に関して将来においてもわれわれよりも進んでいる。それゆえ満足への動因は消え去らない。ある日、これらの諸民族と自分の土地によって十分にまかなえない民族の生活水準の間に距離が生じる。あるいは、後者は、人口を抑制するように強制される、または少なくともそのように強制されると思い込むだろう。

　ドイツ民族の展望は絶望的である。今日の生存圏にしても、一九一四年の国境を回復して得られる生存圏にしても、アメリカ民族に匹敵する生活をわれわれに許すものではない。もしそれを望むのであれば、わが民族の土地が拡大されるか、ドイツ経済が、すでに戦前から知られていた方向を目指す以外にない。どちらを採用するにしても力が必要である。しかもまずは、わが民族の内的な活力の再獲得という意味で、次いで、この活力を軍事的に解するという意味においてである。

　国家としての今日のドイツは国民的な課題の実現を限定的な国境線政策に見ているが、それによって国民の食糧問題が解消すると思い違いをしてはいけない。一九一四年の国境を回復する政策が成功を収めたとしても、一九一四年の経済環境をあらためて手に入れるだけである。換言すれば、そのときになっても今日同様のまったく解決されなかったわが民族の食糧問題がわれわれを再び有無を言わせず世界経済の道に、世界輸出の方向に押し込む。ドイツの市民階級、およびそれと手を組んでいるいわゆる国民連合が実際上考えているのは経済政策のみである。生産、輸出、輸入。この標語が、これさえあれば将来の国民の幸福は約束されたと、手品のように目先を変えて繰り返し唱えられている。生産力が向上すれば輸出力が高まり、それによって輸入に必要なものも充足できると、人々は望んでいる。ところが、まったく忘れられている事柄がある。ドイツにとっての問題の全ては、すでに述べたように、生産力向上の問題ではなく、販売可能性の問題である。さらに輸出の難点はドイツの生産原価低下によって改善されるわけではない。わが市民階級の抜け目のない連中はこの点でも思い違いをしている。これは、われわれの国内市場を制限すれば部分的には可能ではある。しかし、われわれの社会立法およびそれに起因する義務や責務の解体が進み、生産コストが低くなり、ドイツの輸出商品に競争力ができてきたとしても、それは一九一四年八月四日（※43）にわれわれが居た場所に戻るだけである。イギリスが自分にとって危険極まりないドイツとの競争に我慢するだろうとか、我慢し得るはずだと考えるのは、市民階級的国民的お人好しに過ぎない。そしてその当人たちは、ドイツは一九一四年に戦争を望んではいなかったのに、文字通りそれに突入させられたのであるし、純粋に競争心からヨーロッパ中の他の敵国をかき集めドイツに敵対させたのはイギリスである、と十分に知っており、かつ常々強調しているのである。今日のどうしようもないドイツの空想経済家たちは、四年半にわたる恐ろしい世界大戦にその世界帝国の全存在を賭かけ、勝利者となったイギリスは今の時点でドイツの競争力を以前とは別な目で見ていると空想しているのである。あたかもイギリスがこれらの問題全体をスポーツのように考えているかのごとき前提に立っている。とんでもない。イギリスは開戦前の数十年間にわたってドイツの経済競争力を、拡大するドイツの海上貿易などを経済的対応策で打ち破ろうとしてきた。これでは成功はおぼつかない、逆にドイツは艦隊建造によって世界を平和的に占領するまで現実に経済戦争を続行するつもりである、と分かったときに初めて、イギリスは最後の手段として武力に訴えたのである。イギリスが勝利者になって、人々が新たな賭けを行うことができると考えている今になって、困ったことにドイツは、その内政、外交のおかげでいずれかの重要な勢力の要因を活用できないでいるのである。

　われわれの生産力を向上させ、生産力を安売りしてわが民族の食糧を再び確保し守り抜こうとしても、それは最終的にはうまくいかない。剣の力が不足しているので、この戦いの最終結果を引き受けることができないからである。最後に残されるのは、ドイツの民族自給の崩壊、民族自給という全ての希望の破滅である。もちろん、輸出国として世界市場を狙っているヨーロッパ諸国にアメリカ合衆国が種々の分野における極めて厳しい競争相手として加わるのも見越しておかなければならない。その国内市場は豊かで大きいので、生産指数と生産設備の拡大が可能であり、高い給与を払っているにもかかわらず無理と思えるほどにまで製品のコストを低減させているのである。ドイツにとって警告ともなる例としては自動車産業の発展が挙げられよう。例えばわれわれドイツ人は笑われるほどの給与をもらってアメリカとの競争にほんの少しだけでも勝って輸出を増やすのさえ難しいのに、自国内ではアメリカ車が恐ろしいほど広まっているではないか（※44）。アメリカには大きな国内販売力、自動車産業を支える豊かな原料と購買力があり、それで、ヨーロッパで内部販売力が欠けていたために不可能であった工場生産方式が可能となり、それが結果的には国内販売指数を高めているのである。その帰結として、アメリカの自動車産業は巨大な輸出力を持っている。ここで問題となっている案件は、世界の全般的なモータリゼーションである。これは、計り知れないほどの将来的な意味を持っているのである。というのも、家畜の力や、人力をモーターで代替するのは今始まったばかりであり、その発展の終結を予測できる人はいないのである。いずれにしてもアメリカ合衆国にとっては、今日の自動車産業は全ての産業そのものの頂点にある。

　他の多くの分野でも、あの大陸は今まで以上に攻撃的形式での経済要因として現れるであろう。そして、それによって販売市場をめぐる戦いを先鋭化させるだろう。全ての要因を勘案すれば、特にわれわれ自身の原料には限りがあり、それゆえに他国に依存する状態に直面して、ドイツの将来は極めて暗く、悲しいものと見なければならない。

　しかし、ドイツが全ての経済的困難を克服するとしても、ドイツは一九一四年八月四日に立っていた場所に立つに過ぎない。世界市場をめぐる戦いを最後の最後に決定するのは経済自身ではない。武力である。

　しかし平和時にあってまさに国家市民の大部分が、経済政策によって武力を諦あきらめることができると信じこんでいたのがわれわれのたたりであった。この意見の主たる信奉者は今日でも、多かれ少なかれ平和主義的なサークルに散見される。彼らは全ての英雄的民族美徳の反対者で、敵対者であり、経済に国家保持の、いや国家形成の力さえ見ようとするのである。しかし民族が、経済的・平和的な活動のみによって生存が保持できると信ずれば信ずるほど、その経済自身がまさに危機に直面させられるのである。というのは、経済は最終的には民族の生存における純粋に二次的要因であり、力強い国家という一次的存在の後ろに位置しているからである。農具の前に剣が置かれなければならない。経済の前に軍隊が立たなければならない。

　そのような考えはドイツでは放棄できると信ずるようであれば、そのせいでわが民族の栄養はだめになるに違いない。

　民族がそもそも生存に関して、経済的・平和的活動によってのみ日々の暮らしが可能となるという思想に満足していればいるほど、それが失敗した場合には、武器を手にした解決を考えない。逆に、まさに極めて安易な方法を提案する。あえて血を流さずに経済の失敗を除去しようとするのである。実際ドイツは現在すでにこの状態にある。わが民族体を救うために平和主義的経済政策とマルクシズム的国家観が吹聴する治療法の代表は移住と産児制限である。

　この提案に従っていけば、その結末は、特にドイツにとっては命取りとなる。ドイツは人種的に極めて非等価値的基本要素から構成されているので、移住が継続されると、抵抗力、勇気、決断力のいずれをも比較的有している人間が必然的にわが民族体から引き抜かれていく。それらはとりわけ、かつてのヴァイキングたちがそうであったように、今日でも北方の血の持ち主であるだろう。わが民族がゆっくりと脱北方化すれば、それはわれわれの全般的な人種価値の低下に、それとともにわれわれの技術的、文化的、国政的、生産的諸力の弱体化に通じる。この弱体化の結果は次の事情に示されているように、未来にとって特に深刻である。世界史に積極的に行動する国として登場するのは、真にヨーロッパの植民地として数百年にわたってヨーロッパ最良の北方の力を移住という手段によって得た国である。その力は彼らの本源的な血の共通性によって、人種的に高度な価値を持つ新たな民族共同体を簡単に形成したのである。これを見れば、現在広範囲にわたり、部分的には信じられないくらい勇敢な工夫がなされている国はアメリカ合衆国である。これは偶然ではない。戦争と移住によってとめどなく計り知れないその最良の血を失ってしまった古いヨーロッパにアメリカが、今や人種的に選ばれた若い民族として対立しているのである。ヨーロッパ、例えばクレータ島としておこう、における落ちぶれた近東人千人の仕事は人種的にはるかに価値のあるドイツ人やイギリス人千人の仕事とは等置できない。同じように人種的にいかがわしい千人のヨーロッパ人の仕事を人種的に価値の高い千人のアメリカ人の仕事の能力と等しく見るわけにはいかない。アメリカ民族に対するヨーロッパ民族の劣等価値ゆえにアメリカへの行動権を失う状態からヨーロッパ国家を救うのは、民族を意識した人種政策のみである。ドイツ民族がそれを採用せず、ユダヤ人によって行われている劣った人間との計画的交配、それによっておこる人種水準それ自身の低下、さらには模範ともなる個人の何十万にものぼる流出継続によりドイツが最も優れた血の所有者を捨て去るならば、ドイツ民族は劣等な、それとともに能力のない、価値の低い民族にゆっくりと没落してしまうだろう。危険が特に大きくなったのは、われわれがまったく関心を払っていない間に、アメリカ合衆国自身が、自国の民族研究者の所論に刺激されて、移住に特別な基準を設定して以来である（※45）。アメリカへの入国は一方では個人自身の特定の人種上の条件と特定の身体的健康条件に依存しているが、ヨーロッパの最も優れた人たちの流出によるヨーロッパの疲弊はまさに法的必然性をもって規定されていたのである。これは、われわれのいわゆる国民的な市民的世間全体が、われわれの全ての経済政治家が、そもそも見るつもりもないし、聞くつもりもない事柄である。彼らには、それが不愉快であるし、幾つかの一般的な国民的なスローガンを叫んでこれらから注意をそらしておく方がはるかに簡単だからである。

　われわれの経済政策の結果として強行された移住は、わが民族が持つ普遍的価値を自然必然的に低下させるのであるが、それに二番目の損害として産児制限が加わる。私はすでに子どもへの闘いの結末については述べた。それは、生命を託されている個人の数が減少し、それ以上の選別は行われないところに示される。逆に、一いつ旦たん生まれた者はどんなことがあっても育てようと努めるのである。能力や行動力などは第一子であるかどうかと結びついているわけではなく、生存闘争のプロセスの中で初めて個人の中に見えてくるものである。上のような視点に従えば、取捨選択の可能性を個人から奪っているのである。ゆえに民族は能力とエネルギーにおいて貧弱となる。繰り返すが、人種的基本要因の不均等が家族にまで達している国民にあっては事態は特に深刻である。というのはメンデルの分割法則に従えば、それぞれの家族で基本要因のある部分はある人種の側に、ある部分は他の人種の側にというような子どもの分割がおこるからである。だが人種価値の意味は民族によって異なっているので、家族の子どもの価値も無論人種的理由から見て同等ではないであろう。第一子が両親のうちの人種的価値の高い方の性質を有しているとは限らないのであるから、その後の生活の中で少なくとも子ども全体の中からより民族的に価値の高い子どもを生存闘争によって選ぶのが民族の利益である。生存闘争が国民を保持し、逆に国民をこのような人種的により価値の高い個人的作業のできる人に導いているのである。しかし多くの子どもを生むのが妨げられ、第一子、せいぜいのところ第二子までに制限されるならば、これらの子どもが人種的に価値の高い特徴を持っていなかったにしろ、国民としてまずはまさにこの人種的に価値の低い要因を保持するように努めるだろう。その際は人工の手を加えて自然の選別プロセスを妨げ、それによって力ある個人を民族から減少させるのに手を貸しているのである。民族の最高価値を破壊しているのである。

　ドイツ民族はそれ自身としては、例えばイギリス民族のように、平均的価値を有していないので、特に個人的価値に頼るだろう。われわれがわが民族の生存においてすぐに気づく極端な事例は、われわれの血がより高い人種個別要素と、より低い人種個別要素とに分かれている結果の現象に過ぎない。イギリス人は一般的により高い平均値を有している。その有害性においては、わが民族が与えるそれほど深くはないであろうし、その優秀性においては、わが民族が与えるほどすばらしくはないであろう。それだから、その生存は平均線より上にあり、より大きな安定性に満たされているであろう。それに対してドイツ人の生存は全ての点で果てしなく不安定であり、揺れている。その重要性は極めて高度な事業によってのみ維持されるのではあるが、それがわが民族体の疑わしい側面をも見せつける仕儀ともなるのである。しかし人工的システムによってこの最高の事業から個人の担い手を取り除くのであれば、その事業そのものが日の目を見ない。わが民族は個人価値の継続的な貧窮化に、それとともに民族総体の文化的、精神的な意義の低下に向かっている。

　このような状態がまず数百年間にわたって続けば、少なくともわれわれドイツ民族はその全般的意義において弱体化し、世界民族と呼ばれる権利を要求できなくなる。いずれにしても、本質的により若くて、より健康なアメリカ民族の事業に歩調を合わせるのは不可能となる。そのときわれわれがさまざまな理由からわが身に経験するのは、かつての少なからざる文化民族がその歴史的発展において証明した事柄である。無思想に加えて悪徳が重なり、文化所有者、国家建設者として人種的に極めて価値の高い要因を持つ北方の血の所有者は次第に身を引き、それにあわせて行動法則はその手から奪われ、他のより若い、より健康な民族に移っていくほどにまで内的意義を失った人間混こん淆こうを遺のこしていったのである。

　ヨーロッパ南東部、とりわけより古くを言えば、小アジアやペルシア、メソポタミア平原の文化国家がこのような経過説明の好例を提供している。

　このように歴史は西洋の人種的により高い価値を持つ民族によってゆっくりと形成されたのと同じく、ヨーロッパでは人種的価値の低下がおこり、世界の新たな命運を北アメリカ大陸の民族に委ゆだねる危き惧ぐもあるのである。

　この危険性が全ヨーロッパを脅かしている。これは、ともかく今日ではすでに誰でも知っている。ところが誰も、それがドイツにとって何を意味しているかを知ろうとはしない。わが民族が従前同様将来にわたっても政治的に無思想のまま生き続けるなら、世界的価値を持つという主張は最終的に断念しなければならない。人種的に次第次第に衰え、過去の偉大さへの思いさえ持てないように退化した動物的肥満漢に堕してしまうだろう。来るべき世界国家階序の枠内での国家レベルで言えば、せいぜいのところ今までのヨーロッパでスイスやオランダが占めていた位置だ。

　これが、その歴史が二千年間にわたり世界史であった民族の生存の最後である。

　愚劣な国民的・市民的スローガンではその運命は変えられない。そのスローガンが実践に関しては何の意味も価値も有していないのは、今までの展開の結果によって証明されているではないか。人種的無思想に対して意識的認識を対置し、その認識からあらゆる結論を引き出すような新たなる改革運動のみがわが民族をこの深しん淵えんから引き上げるのである。

　国家社会主義運動の課題は、人種論および人種論によって明らかにされた世界史に関する、今すでに存在している、あるいはなお生成している認識および科学的洞察を実践的に使用できる政策に移行させるところに存する。

　ドイツの運命は経済的には今日のところアメリカに対しては、ある部分から言えばヨーロッパの他の諸国の運命でもあるから、アメリカ合衆国にヨーロッパ連合を対置させ、それによって北アメリカ大陸が世界を主導する危険性を予防しようとする一つの運動が、再び特にわが民族において、再び多くの信奉者を獲得している。

　これらの人々にとって汎はんヨーロッパ運動は実際のところ、少なくとも初めのうちは、多くの魅力を持っているように見える。いや、世界史を経済的観点から判断できるのであれば、おそらくこの運動は的を射ている。機械的歴史家、およびそれに従った機械論的政治家にとって二は常に一以上である。しかし、民族の生存において決定的なのは数値ではない。価値である。アメリカ合衆国がこれほどまでに脅威ある位置まで上れたのは、そこでは……百万人（※46）が一つの国を構成しているという事実に存しているのではない。……百万平方キロメートルという極めて豊かで、極めて生産力に富む土地に極めて高い人種価値を持つ……百万という人間が住んでいるという事実にある。彼らの生存地域の面積の広さにもかかわらず、これだけの人間が一つの国を形成しているのが、他の国にとっては重要な意味を持つ。すなわち、そのためには一つの包括的組織が存在しているのであり、そのおかげでまさに、これらの人々の人種的に制限された個別の価値が生存闘争の貫徹に向けてまとまって全力を投入できるからである。

　これが誤っているというのであれば、アメリカ合衆国の意味は擁する人口数にのみ、あるいは面積の大きさにのみ、あるいは面積と人口との関係にのみ存するというのであろうか。そうであれば、ヨーロッパにとっては少なくともロシアは同じくらい危険であろう。今日のロシアは……百万平方キロメートルの面積に……百万の人口（※47）を擁している。彼らも一つの国家組織に包括されているし、その価値は、伝統的視点から見ると、アメリカ合衆国の価値よりも高いに違いあるまい。だが、それにもかかわらず、この理由から世界に対するロシアの主導権を恐れなければならないとは誰一人考えない。ロシア民族の数が多いとはいえ、世界の自由にとって危険となり得るほどの内的な価値は、そこにはない。ロシアが世界の平和に危険と映っているのは、少なくとも他の国を経済的、覇権的に支配するという意味ではない。せいぜいのところ、現在ロシアを発生源とする病原菌が大流行するのではないかという意味で恐れられているに過ぎない。

　アメリカの主導権の位置が脅迫的である意味が一義的にはアメリカ民族の価値にあり、次いで、この民族に与えられた生存圏の大きさと、それによって有利になっている人口と面積との比率に依存していると考えられるのであれば、ヨーロッパ諸民族の内的価値がアメリカ合衆国のそれよりも高くない限り、純粋に数値的に見て形式的にヨーロッパ諸民族が連合しても、この主導権は排除できない。さもなければ、とりわけ今日のロシアが、いや、四億以上の人口を擁する中国が、アメリカ合衆国にとっては最大の危険と映っているに違いない（※48）。

　このように、まずは汎ヨーロッパ主義は、人間の価値は人間の数と引き換えにできるという根本的な誤りに立脚している。生存を形成する諸力の研究を回避し、それに代えて数値の大きさに人間文化の創造的源泉を、また形成的諸要素の歴史を見るのが純粋機械論的歴史観である。この見解はわれわれの西洋民主主義の無意味さに、われわれの超経済サークルの臆おく病びような平和主義にふさわしい。これが、全ての劣悪な、あるいは半人種的な雑種の理想であるのは明白である。まったく同様に、ユダヤ人がそのような見解を特に好んでいるので、この見解は、一貫して尊重される中で人種のカオスと混淆へ、文明人の雑種化と黒色人種化へ、それによって最終的には文明人の人種価値の低下へ、人種価値には重きを置かないヘブライ人を次第に世界の支配者にしてしまうほどの低下へ、導くのである。少なくともヘブライ人は、自分たちはいつかはこれらの無価値にさせられた人間たちの頭脳にまで成長できると思いこんでいる。

　汎ヨーロッパ運動の根本的な誤ご謬びゆうは別にしても、困窮が迫っていると考えざるを得ない状況をヨーロッパ諸民族の合併によって脱出しようという思想は空想的な、歴史的に見ても不可能な子どもだましに過ぎない。私は、ユダヤ人を保護官とし、ユダヤのエンジンをつけた合併は初めから不可能だ、と言っているのではない。その結果は予定している希望には合致しないと言いたいのである。舞台で魔法使いを見せるのとは異なるのだ。そのようなヨーロッパ連合が外向けの目に見える力を発揮できるとは考えないでもらいたい。古くからの経験が教えるところでは、継続的な民族の合併が起こり得るのは、まずは人種的に見てそれ自身として同価値または近親的位置にある民族が当事者であり、次いで主導権争いのゆっくりした経過の中で合併が模索された場合である。かつてのローマはラテン人の国家を次々に征服し、世界帝国の結晶点になるまで力を蓄えた。イギリスが世界帝国となる歴史も同様である。さらにプロイセンも同じような経過を経てドイツの国家分裂に終止符を打った。このようにしていつかは一つのヨーロッパが成立しまとまった国家形態で住民の利益を引き受けるようになるであろう。しかし、それは何百年間にわたる対決の結果である。数知れない伝統やしきたりが克服されなければならないし、すでに人種的に並外れてかけ離れている諸民族間の同化がなされなければならないからである。そのような形成物に統一的な国家言語を与える困難さを解消するのは、いずれにしても、数百年間ものプロセスを経てである。

　これらはしかし、今日の汎ヨーロッパ思想の実現ではあるまい。ヨーロッパにおける最も力強い国家が生存闘争で示した結果に過ぎまい。そこに残るのは、ラテン諸国家の統一が汎ラテンではなかったように、汎ヨーロッパではあり得ない。当時数百年間にわたる闘争でこの統一プロセスを実行した権力が、形成物全体に永久に名前を与えたのである。そして今日ごく自然な方法で一つの汎ヨーロッパを創造する権力があったとしても、その権力は同時にその形成物から汎ヨーロッパという名称を奪うであろう。

　その場合でも所期の成果は得られないであろう。今日のヨーロッパのいずれかの強国が、とはいっても、もちろんその民族性に応じて価値のある、それゆえに人種的に重要な強国の謂いいであるが、このような方法でヨーロッパに統一をもたらすとしても、この統一の最終的完成はその創設者たちの人種的没落を意味している。それによって形成物全体から最終的な価値は奪われてしまう。アメリカ合衆国に負けないような国家形成物は創造できないであろう（※49）。

　将来アメリカ合衆国に立ち向かえるのは、内的なる生存の本性および外的な政治の意義の両者を通じてその民族性の価値を人種的に高め、国家レベルではその目的に合致した形式を与える術を知っている国家のみである。そのような解決が可能と思われるときに、実に多くの国民が関与するから、相対立する競争の結果として高度な鍛錬がなされ得るし、また、なされるであろう。

　再び述べておきたい。この課題に向かって祖国自身を最大限に強化し準備をととのえるところに、国家社会主義運動の課題がある（※50）。

　数世紀にわたる闘争の中でヨーロッパの主導国に強制されてではなく、ヨーロッパ諸民族の純粋に形式的な合併によって汎ヨーロッパ思想を実現しようとする試みは、内部のライヴァル関係と対立によって全体の力とエネルギーが消耗されてしまうような形成物を生み出すに違いない。かつてのドイツ同盟におけるドイツ種族の力がよい例だ。プロイセンの優位によって初めてドイツの内的問題が最終的に解決され、国民の統一した力を外に向けて投入できた。しかし、経済的要因が最終的には生存の特定の要因にまで拡大したとしても、ヨーロッパとアメリカとの対立をなお経済的・平和的性質のものであると考えるのは軽率である。そもそもからして、アメリカが外交問題にまずはたいした関心を払えないのは、このアメリカ合衆国の成立の本性に存している。それは国家としての長い伝統がないからではない。アメリカ大陸内にあって、極めて広大な地域が人間の自然な拡大衝動にまかせられていたという事実に基づいている。それゆえにアメリカ合衆国の政治はヨーロッパの母国家から分離して以来つい最近まで、まずは内政であった。いや、独立戦争自身も基本的には、もっぱら内政的視点から考えた生存のために外交上の関連性を回避する方策以外のものではなかった。アメリカ民族が内地移民という課題を次第に完成させていくのに応じて、とりわけ若い民族に特有な自然な行動主義的衝動は外に向かう。世界は思いもよらない出来事を体験するであろうが、平和主義的、民主主義的、汎ヨーロッパ主義的混淆国家はそれに対する真面目な対抗措置をほとんど講じ得ないであろう。クーデンホーフ（※51）の世界雑婚論に基づく汎ヨーロッパ主義は、かつては旧オーストリア国家がドイツやロシアに対して持っていた役割を、いずれはアメリカ合衆国や国家として目覚めた中国に対して果たす。

　アメリカ合衆国では種々な民族出身の人間が混ざり合って一つになっているのだから、ヨーロッパでも同じように可能であるに違いない、という意見がある。これにあらためて詳しく反論する必要はあるまい。もちろんアメリカ合衆国はさまざまな民族に属する人間を一つの若い民族にまとめた。しかし少し近寄ってみればよく分かる。さまざまな民族所属者の圧倒的多数は人種的には同種的または少なくとも同系的基本要因に属しているのだ。というのは、ヨーロッパにおける移住プロセスというものは有能な者を選択するプロセスであり、その有能さは全てのヨーロッパ民族の中ではまず北方の混血にあったので、アメリカ合衆国は事実上、それ自体としてはさまざまな民族の中から合衆国にばら撒まかれた北方要素を引き抜いたのである。その際には、ある種の国家方向性の担い手ではなく、どのような伝統にもとらわれていない人たちが重要であった点に、さらには、全ての人が多少は持つであろう新世界の印象の大きさに思い至れば、わずか二百年の間に全ヨーロッパから来た人間から新たな国家民族が成立できた理由は理解してもらえるであろう。ヨーロッパの国民国家の国民として民族的に国家に結びついていると感じるばかりではなく、新たなる故郷の市民性よりも自分の国家の伝統を高く評価していたヨーロッパ人が困窮に迫られて北アメリカに渡る例が増加するのに対応して、融合のプロセスが前世紀には弱まっていたのは考慮されなければならない。さらにアメリカ合衆国でも、それぞれの国民感情や人種本能を持った血の遠い人間をはっきりと融合させるのは難しい。中国人の構成分子に対しても日本人の構成分子に対してもアメリカ合衆国の同化力は機能を発揮しない。人々はそれを正確に感じており、知っている。それゆえにこの外国人団体の流入をまっさきに排除したく思っている。しかしそうすれば、アメリカの移住政策自身が、今までの融合はまさに特定の均一な人種基盤を持つ人間を前提としてきたものであり、原則的に他種の人間が対象となるとすぐに失敗するものだ、と認めた結果となる。アメリカ合衆国自身が自国を北方的なゲルマン的国家であり、国際的な民族のごたまぜではないと感じているのは、ヨーロッパ民族への移住数割り当てを見ても明白である（※52）。スカンディナヴィア人、スウェーデン人とノルウェー人、それからデンマーク人、イギリス人、最後にドイツ人。これらが最大の割合を占めている。ラテン系とスラヴ系はわずかであり、日本人と中国人はできたら排除したい。このような人種的に支配的で優勢な北方国家に対して、モンゴル系、スラヴ系、ドイツ系、ラテン系などを構成員とするような、すなわちゲルマン系が支配するわけではないヨーロッパ連合または汎ヨーロッパを対立要因として対置するのは、ユートピアである。もちろん、多くのドイツ人が、再び困難な犠牲を払わなくても虹にじ色の未来が見られる、と考えているとすれば、それは危険なユートピアである。このユートピアがよりによってオーストリアから生まれている（※53）というのは、まったくコミックの世界である。この国家とその運命こそが、人工的につじつまを合わせた結果としての、しかしそれ自体では不自然な形成物に特有な莫ばく大だいな力の生きた実例である。かつての帝国首都ヴィーン、東洋と西洋との混合都市の有する根なし草の精神がわれわれを誘い込んでいるのである。

　今一度まとめて言っておく。その外交政策の目的が一九一四年の国境回復であるようなわれわれの市民的・国民的政策はナンセンス、いや、重大な誤りである。これは世界大戦に参加した全ての国との対立を必然的にひきおこす。われわれの息の根をゆっくりと止めようとしている戦勝国連合の更なる継続を保証するようなものだ。それはフランスでは好都合な世論を育て、他の国にあってはフランスの対独対応の是認を導く。国境回復がたとえうまくいっても、結果としてはドイツの将来に何の意味ももたらさない。それにもかかわらずわれわれを、血と鉄をもって戦いに駆り立てるであろう。これはわれわれの市民的・国民的政策は特にドイツ外交そのものの安定性を阻害する。

　戦前のわれわれの政治は、優柔不断にして不可解な結論を出しているような印象を外部からの観察者に与えざるを得なかった。これはドイツ政治の一つの特徴であった。三国同盟にしても、その保持は外交上の目的ではなく、その目的への手段であった。戦前のわが民族の命運の指導に関してはしっかりした理念を見出すことはできない。これらは当然ながら理解しがたい（※54）。外交の目的をドイツ民族の利益のための戦いではなく、世界平和の保持であるとした瞬間に足元の地盤を失っていたのである。私は民族の利益をしっかりとデッサンし、それを確定し、個々のケースがその利益をどの点で代表するのかにかかわりなく、大いなる目標を常に視野に入れておくことができる。他の人も次第に、民族の特別で確固とした指導的な外交思想に関する全般的知識を持つだろう。それらがあいまって、諸関係を互いに永続的に調整する可能性が生まれる。それは、そのような国のよく知られた行動に対して意図的に対立するという意味であってもいいし、その対立に関する妥当な認識に至るという意味であってもよい。あるいは意志疎通の意味でもよい。自分たちの利益はおそらく共同手段で達成され得るものだからである。

　外交政策の安定性についてはヨーロッパ諸国のほとんどの国で確認できる。ロシアはその長い発展時期の中で特定の外交目標を持ち、その全行動をその視点から制御している。フランスは数百年間もの間、外交意図に変更を加えていない。誰がパリでその時々に政治権力を握っていたかに関係なく、一つの外交意図に従っている。イギリスについては、単に伝統的外交の国家と呼ぶのではなく、まず何よりも、外交理念が伝統と化した国として論じなければならない。ドイツにおいては、そのような理念は一時的にプロイセン国家においてのみ認められる。ビスマルクの統治術が支配していた短期間にプロイセンはそのドイツ的使命を果たした。しかし、その統治術とともに、遠くまで見通していた外交目標も終しゆう焉えんを迎える。新しいドイツ帝国は、特にビスマルクの辞任以降、そのような目標をもはや持っていない。なぜなら、平和保持のモットー、すなわち与えられた状態を維持するというモットーは安定した内容や性格を持たないのである。そもそも全ての受動的モットーは現実では攻撃的モットーの玩具に堕してしまうのである。自分で行動しようとする者のみが自分の行動を自分の意志に従って規定できる。それゆえに、行動しようとしている三国協商は、行動の自己規定に存している全ての長所を手にしていたのに対し、三国同盟は気楽な平和保持方針によってまさに同じ程度まで不利な立場にいた。戦争は開始においても時期においても特定の外交目的を有していた三国協商国によって決められた。逆に三国同盟締結国は万事が不利なときにびっくりさせられたわけである。ドイツが戦争の意図を少しでも持っていたのであれば、おざなりにでも実行され得た幾つかの対抗策によって、きっと戦争開始にまったく別の様相で臨めたであろう。しかしドイツは特定の外交政策を持っていなかった。その目標実現に向けた攻撃的な対応を考えていなかった。その結果として、事態にびっくりさせられたのである。

　オーストリア・ハンガリー帝国に関して言えば、この死に体巨大国家の現実の内的性格を世界から隠すために、この朽ちた国家組織がどことも衝突しないようにヨーロッパ政治の危険をうまくすり抜ける以外の外交目標を望めなかった。

　私がここで話題としているのはドイツの国民的市民階級である、なぜなら、国際主義マルクシズムが認識している目標は常にドイツの破壊にあるので、ドイツの市民階級は今日に至ってもなお過去から何一つ導き出していなかった。ドイツの将来に十分と見られ、かつそれによってかなりの長期間にわたってわれわれの外交努力にある種の安定性をもたらす外交目標を国民に与える必要性をいまだに感じていないからだ。というのも、そのような可能な外交目標の大筋が原則的に立てられていると思えるときになって初めて、個々の問題において成果を導ける可能性について語り合えるからだ。そのときになって初めて、政治は可能性の術という段階に至る。しかし全政治活動そのものが主導的思想に支配されていない限り、個々の行動は、ある特定の成果そのものの達成に向けて全ての可能性を利用するという性格を持たない。単に、今日から明日にかけて目標も計画性も持たず、どうにかこうにかお茶をにごしてやっていく途中での一駅に過ぎまい。何よりも、大いなる目標を戦い取るには常に求められるあの堅忍さが消えうせる。すなわち、今日はこの外交上の可能性を探り、明日はあれを、明後日はそれを求める。それだけではない。今日のドイツを統治してはいるが、わが民族がなお再興されると実際には望んでいるわけではないあの権力の希望に、現在の明白な混乱が最終的に合致しないと分かると、外交は突然逆の方向に熱を上げる。その永遠に非理性的と見えるはねあがりによってあの明らかな計画を喪失させ、せいぜいのところ「いや、何がなされるべきかについては、われわれはもちろん知らない。何かがなされなければならないがゆえに、われわれは何かをなすのだ」と自分を正当化しているこのドイツ外交にナマの利益を持っているのは国際的ユダヤ人のみだ。いや、しばしば言われているように、この人間たちは自分たちの外交行為の内的意味自体についてほとんど知らないので、彼らにとって最高の行動動機は、他の人がより優れた事柄を知っているかどうかという問題設定だけだ。グスタフ・シュトレーゼマンのような人物がよって立つ国家術の基盤は、これである。

　それに対してまさに今日必要なのは、ドイツ民族が、ドイツ民族の現実的内的要求に合致しているとともに、ひるがえってその外交行動にまずは明確に見通せるくらいの時間内で絶対的な安定性を保証するような外交目標をたてることである。というのは、わが民族がそのようにしてその利益を原則として規定し、それを根気強く守り通すときにこそ、われわれの最終的に確立された利益とは利害関係が対立しない、いや同等性が確立している幾つかの国を動かし、ドイツとのより緊密な関係に持ち込める希望が生じるのである。なぜなら国際連盟によってわが民族の困窮を解決しようとする考えはまったく根拠薄弱だからである（※55）。フランクフルト連邦議会（※56）にドイツ問題の決定を任せようという考えに根拠がなかったのと同様である。国際連盟を支配しているのは、経済的に充足した国家である。いや、国際連盟はそのような国家の道具に過ぎない。大勢として彼らは地球上の領土分割変更に、それが彼らの利益とならない限り、関心を示さない。彼らが小国の権利を云うん々ぬんするのは、現実には大国の利益だけを視野に入れたうえでの話である。

　ドイツが、心安らかにドイツ民族に日々の糧を与え得るために今一度真なる自由を手にしようとするならば、そのためにドイツはその方策をジュネーヴの国際連盟議会の外に求めなければならない。その場合には、自分の力はそれほど大きくはないのだから、ドイツとの共同歩調が自分の利益になると信じる同盟国を見つける必要がある。しかし、それらの民族にドイツの現実の外交目標が完全に明確とならない限り、そのような状況は生じない。何よりもドイツ自身が、世界歴史の反対を除去するのに必要な根気強さをもてる力と内的強固さをそなえていない。それがなければ、生存に必要な目標を大事として最終的に達成し得るためには、小事においては我慢し、必要時には諦あきらめもあることを学べない。なぜなら、同盟諸国間においても少しも波風の立たない関係はないからだ。相対立する関係という障害は常に現れる。一度たてた外交目標という大事に小さな不愉快事や対立を克服する力が存していなければ、その障害が危険をはらむ形式に至らないとも限らない。ここで模範となるのは戦前十数年間にわたるフランスの国家指導部といえる。ドイツの分別のつかない愛国者たちが小さな事件一つ一つにわめき散らし、不平を並べている間に、彼らは、ドイツに対する復ふく讐しゆう戦争を組織する可能性を失わないために、極めてむごい出来事にも沈黙を守ったのだ。

　明確な外交目標を掲げるのが特に重要だと思えるのは、そうでなければ自民族内にあって他の利益を代表する者たちが世論を混乱させ、小さな、部分的には挑発に過ぎない事件を外交政策上の意見を変えさせるチャンスに仕立て上げてしまう可能性が常に存するからである。かくてフランスは、事柄自身の流れからおこってきたり、人工的に作り上げたりした小さな確執から、現実的な生存利益の本性に従って互いに協力し、対フランスでは手を組まなければならない民族間に不協和をひきおこそうとするのである。このフランスの意図が成功するのは、確固たる外交目標がないために自国の政治行動が真なる安定性を有していなくて、それゆえに、自国の政治目標実現に有益な対応を準備する根気さに欠けている場合である。

　外交の伝統も目標も持っていないドイツ民族は、いとも簡単にユートピア的理念に熱中し、現実の生存利益をないがしろにしやすい。わが民族はこの百年間というもの何というおしゃべりを重ねてきたのか。トルコからギリシャを救い出そうとし（※57）、そうかと思うとロシア人（※58）やイタリア人（※59）に対抗してトルコ人へ友情を注ぎ、翻ってはポーランドの自由闘士たちを賛美し（※60）、次いでボーア人（※61）に共感するなどなど。政治的に無能で話し好きなだけな連中のこのような愚ぐ昧まい談義はわが民族からどれほどのものを失わせてしまったことか。

　オーストリアとの関係も、それが特別な矜きよう持じをもって語られていようとも、醒さめた理性の関係ではない。純粋に内的な心情的盟約であった。当時、心情がではなく理性が語り、知性が決定を下していたなら、今日のドイツの窮状はなかったであろう。われわれは、自分の政治行動を現実的な理性的、知性的見地からの理由に従って規定することがあまりにも少ない民族である。われわれは決定に際して大いなる政治的伝統にまったく配慮できない。それゆえにわれわれは、少なくともわれわれの将来のために、わが民族に断だん乎こたる外交目標を与えなければならない。その目標があってこそ、大衆に個々の問題において国家指導部の取る政治的対応を理解させることができるのだ。それで、何百万もの人間が、個別問題では多くの苦痛をもたらしかねない決定をも実行する国家指導部に信頼を寄せてもよいと予感するのである。これが民族と国家指導部との間に相互理解をもたらす前提である。と同時にまた、国家指導部自身にある種の伝統を根付かせる前提でもある。個々のドイツの政権が外交的に彼ら独自の目標を持つべきだというのではない。方法をめぐって論争してもよい。議論されてもよい。しかし目標自体は常に変わらず確定されていなければならない。そのときに、政治が大いなる可能性の術となり得るのだ。すなわち、民族と帝国をその外交目標に近づける可能性をあらゆる場面で探るのが、個々の国家指導者の天才的能力に委ゆだねられているのである。

　今日のドイツには、そもそもこのような外交目標が存在しない。それゆえにわが民族の利益を擁護する仕方が不確実であり、揺れており、極端に走るのもうなずける。さらにはわれわれの世論が右往左往を繰り返しているのも、われわれの外交が信じられないくらいの気まぐれを重ねて、常に不幸に終わり、民族が責任ある人物に現実に責任を取らせる判断力をも有していないのも、上の理由から理解される。その通りだ。ドイツでは、人々は何をなすべきかを知らないのだ。

　いや、もちろん今日少なからざる人々が、何もしてはならないのだと頭から信じている。今日のドイツは賢明に、慎重に振る舞わなければならない、何事にも積極的に参加すべきではない、事態の進展を注視し、自分から関与すべきでない、両者を戦わせておいて、旨うまいところだけ掠かすめ取れる日がいずれは来る。まとめて言えば、彼らの意見はこうなる。

　いや、はや。われわれの今日の市民政治家たちはかくも賢明であり、かくも聡そう明めいであられる。歴史上のどんな知識によっても曇らされていない政治的判断である。わが民族を賞賛せんがためのことわざが幾つかある。曰いわく「賢者は道を譲る」。曰く「馬子にも衣装」。曰く「礼儀正しければ、どこへ行っても無事ですむ」。「漁夫の利」ともいう。

　少なくとも民族の生存に関する限り、最後のことわざは条件付きではあるがまったく事実に合致する。すなわち、一つの民族の中にあって二つのグループが見込みのない争あらそいを続けておれば、民族の外にいる第三者が勝利者となる。しかし民族相互間の生存にあっては、意識的に争う民族が、最終的な成果を国家の形で手に入れる。なぜなら、闘争の中でのみ彼らの力は強化されるからである。世界の歴史上の出来事というものは、二つの視点から判断できないわけではない。一方には中立者がおり、他方には介入者がいる。そして一般的には常に中立者は貧乏くじを引き、介入者は、自分の勝負仲間が負けない限り、むしろ自分の成功を主張できる。

　すなわち民族の生存における事情は次のようである。地球上で二つの強国が相争う。周辺の小国にも大国にもできるのは、多少ともこの闘いに関与するか、その闘いに近づかないかのどちらかである。関与すれば、味方した国が勝った時には利得にありつける。中立者を待っているのは、どちらの国が勝っても、戦勝国と対立するという運命である。地球上の偉大な国のいずれを見ても、中立を政治行動原理として今までに隆盛した国はない。闘争によってのみ隆盛する。もともと地上に抜きん出た強国があれば、小さな民族の取れる手段は二つしかない。そもそも将来を諦めるか、都合よい同盟を組んで、その保護のもとで自国の力を強化するかである。なぜなら、漁夫の役割は、第三者としてすでに力を有しているのでなければ、果たせないからである。常に中立でいる者は決して権力を握れない。というのはまた、ある民族の力は民族の内的価値にも存し、その力の最終的な表現は、戦場における民族の戦闘力という、この内的価値の意志によって作られた組織形式に見出されるからである。しかしこの形式は、時々実践的テストが課されていないと、成立しない。民族の永遠の価値は世界史という鍛冶かじ屋のハンマーの下でのみ、歴史を作るあの鋼や鉄となる。戦闘を避ける者は、戦いを挑む力を決して得られない。戦いを挑まない者は、剣を持った闘いで互いに対決する人々の遺産相続人たり得ない。というのは、世界史の今までの相続人は臆おく病びような中立的見解を持つ民族ではなく、よりよき剣の使い手たる若い民族であったからである。継続的な闘いが存在していないところで強国が成立した例は、古代にも、中世にも、近代においても、ない。今までの歴史を相続した民族は常に力の国家であった。民族の生存においては、二国が争って第三者が相続者となる例もあり得ないわけではない。しかしその場合、当の第三国は、意図的に他の二国を争わせ、その後にたいした犠牲を払わずにその二国を決定的に打ち負かせるほどの力を初めから持っていたのである。しかしそれによって中立は、出来事に受動的で関与しないという性格を失う。それに代わって、意識的な政治作戦という性格を引き受ける。もちろん賢明な国家指導部であれば、自力の投入がどれくらい可能であるかを評価し、敵の大きさと比較しないで戦闘を始めるわけがない。特定の国と闘うのが不可能と分かれば、その国と手を組んで闘わざるを得ない場合も生じるだろう。というのは、今までの弱小国にとってはこの共同戦闘から成長して、必要となればその国に対して自国の生存利益を主張する力をいずれは獲得できるからである。どの国だって、いずれは危険になるかもしれないような国とは同盟を結ぶはずがないなどとは考えないでもらいたい。同盟とは政治目的を示しているのではない。その目的への手段を示しているに過ぎない。明日の発展次第では敵になるかもしれないと千パーセント分かっていたとしても、今日の同盟を利用しなければならない。永久に続く同盟はあり得ない。互いの利益がまったく離れているので、ある時期は同盟関係にあり、それが終結しても対立関係に入らずにすんだ二つの民族があれば、幸いなる哉かなである。しかし特に力と偉大さを手にしようと思う弱小国は常に世界史の全般的な政治的な出来事に積極的な行動をもって関与しようとしなければならない。

　プロイセンがシュレージエン戦争（※62）を開始したとき、それは、当時すでに大きな流れとなっていた英仏間の軍事的衝突（※63）に関連した副次的現象であった。人々は、フリードリヒ大王がイギリスという栗を火中から拾ったとして彼を非難するかもしれない。もし当時ホーエンツォレルン家の王冠を戴いただく者が世界史の来るべき偉大なる出来事を知りながらプロイセンを敬れい虔けんなる中立の位置に置いていたとするならば、ビスマルクが作りなした新たなるドイツ帝国の前身たるあのプロイセンは成立していたであろうか。三度のシュレージエン戦争がプロイセンにシュレージエン以上のものをもたらした。後にヴィサンブールとヴルトからスダンまでドイツの旗を掲げ、ヴェルサイユ宮殿の鏡の間で新しい帝国の新しい皇帝を歓迎（※64）したあの連隊は、これらの戦場から育っていったのである。まことに当時のプロイセンは小国であった。領土の広さからいっても、人口からいってもたいして重要な国ではなかった。この小国が世界史の大いなる行動の真中に飛び込んでいって、後のドイツ帝国を築く資格を得たのである。

　一度だけだが、このプロイセンの国家で中立主義者が勝ちをおさめた時期があった。ナポレオン一世の時代である。当時は、さしあたりプロイセンは中立を保てる、と考えられていたのであるが、後になって手痛い敗北でその報いを受けた（※65）。一八一二年には二つの論が鋭く対立していた。一方は中立を主張し、他方は帝国男爵フォン・シュタイン（※66）を代表として介入に賛成した。一八一二年には中立主義者が勝ち、プロイセンとドイツに終わることのない血を流させ、終わることのない苦しみをもたらした。一八一三年になってとうとう介入主義者が優勢となり、それがプロイセンを救った。

　第三勢力として用心深く中立を保持しておれば政治的成果が得られる、という意見に極めて明確な答えを与えたのが世界大戦である。世界大戦の中立国が実際に得たのは一体何だったというのか。ほくそ笑みながら漁夫の利を得たのであろうか。同じような状況に出合ったらドイツは別の役割を果たせると信じているのであろうか。世界大戦の強国のみが戦争に責任を有していたと考えないでもらいたい。とんでもない。将来の戦争は全て、大国が関与する限り、極めて大規模な民族戦争である。ドイツが中立を保つのであれば、ヨーロッパにおいて将来何らかの対立がおこったときにドイツの占める位置は、世界大戦時のオランダ、スイス、またはデンマークなどのそれである。相闘っているどちらかと同盟して一つの役割を果たす勇気を持てなかったのに、事態が収束をみた後になれば、残った勝者に向かってその役割を演じられる力を無から引き出せる、とそれでもなお信じられるであろうか。

　いずれにしても世界大戦は明確に証明した。すなわち大いなる世界史的対立に際して中立を保つ者は、おそらくまずはほんの小さなビジネスに参加させてはもらえるが、強国政策的に見れば世界の命運の決定に際しては徹底的に排除される。

　もしアメリカ合衆国が世界大戦で中立だったら、勝者がイギリスだったとしても、ドイツが勝っていたとしても、アメリカ合衆国は今日では第二流の強国と見られているであろう。戦闘への介入（※67）がアメリカ合衆国を海上権ではイギリスの対抗国にまで高め、世界政治的には決定的な重要性を持った強国として認知させたのだ。世界大戦参戦以降のアメリカ合衆国の評価は完全に別のものとなった。一つの状態が数年前にはどのような一般的評価を得ていたかは、少し時間が経てばもう誰も知らない。これが人間の忘却の本性である。われわれは、今日では外国の多くの政治家がその話柄の中でドイツのかつての偉大さに関しては完全に無視しているのを知っている。逆にわれわれは、世界大戦参加以降のアメリカ合衆国がわれわれの判断の中で高めてきた価値成長の程度というものを、過小に評価するわけにはいかない。

　イタリアは参戦して、かつての同盟国に敵対した。政治家としてこれに理由付けせざるを得ないが、事情は同じである。イタリアがその第一歩を踏み出していなければ、今日のイタリアは、賽さいの目がどちらに出ていたにしても、スペインと役割を共有しているだろう。世界大戦への積極的関与に向けて極めて不評な一歩を進めたのが、イタリアにその位置の向上と地位の強化をもたらした。今やファシズムにその最終的な栄えある表現が見出せるのである。参戦がなければ、ファシズムはまったく想定できない現象である。

　それに対してドイツ人は暗い顔で不機嫌に対応しても、明るい顔で受け入れてもよい。重要なのは歴史から学ぶところにある。歴史の教訓が説得力をもってわれわれに語りかけるときは、特にそうである。

　ヨーロッパまたは他の地域で増大する対決に対して慎重で用心深く中立を守っておけば、ある日その成果を第三者としてほくそ笑みながら手に入れられるという考えは誤っており、馬鹿げてもいる。そもそもからして、自由は物もの乞ごいやいかさまによって得られるのではない。また労働や熱意によってでもない。もっぱら闘争によって、しかも自分の闘争によってである。それに際しては大いにあり得る事柄ではあるが、意志の方が行為よりも重視される。賢明な同盟政策を進めたおかげで、武器で得た成功とは比べられないくらいの成功をおさめた民族は、決してまれではない。しかし、勇敢に力を尽くす民族の運命を左右するのは常に行為の規模ではなく、非常にしばしば意志の大きさである。その例として、十九世紀のイタリア統一の歴史は注目に値する。世界大戦を見ても分かるように、多くの国はその軍事的な作業においてよりも、味方した国の大胆なる勇気によって、それらの国が示した根気強さによって極めて大きな政治的成功を達成できるのである。

　ドイツが万難を排してそもそも忍従のときを終結させようと欲するならば、どのような事情にあっても、強国連合に積極的に食い込み、強国政治的に、ヨーロッパでの生存の将来の形成に活動的に関与しようと試みなければならない。

　そのような関与は困難な危機を内に抱え込む、と異議を唱える向きもあるだろう。これはまったく正しい。だが危機を引き受けなくして、そもそも自由を獲得できると考えているのであろうか。それとも、危機と結びついていない世界史上の行為が存在すると信じているのであろうか。例えば最初のシュレージエン戦争をフリードリヒ大王が決心したとき、それは危険と裏表の関係になかったというのか。ビスマルクによるドイツ統一は危険がなかったのか。否である。何度でも言おう、否である。人間の生誕から死に至るまで、全ては疑問だらけである。確実と見えるのは、ただ死のみである。まさにそれゆえに、最後の出撃が最も困難なる出撃ではない。いずれにせよその出撃が求められるのである。

　成果が最も多い事業を配備先として選ぶのは国家の賢さの問題である。しくじるかもしれないという不安から、そもそも手を出さないのは、民族の将来を諦めるのと同義である。そんな行為はのるかそるかの大勝負のようなものだという批判に対しては、今までの歴史的経験を持ち出せば簡単に反論できる。のるかそるかの大勝負とは、勝運の可能性が前々から偶然に委ゆだねられている勝負の謂いいである。政治においては、そのような場合はあり得ない。なぜなら、最終的な決定は将来の闇の中にあるのではあるが、成功する、しないの確信は人間の認識可能な要因に基づいているからである。これらの要因を比較考量するのが、民族の政治指導部の任務である（※68）。検討の結果が一つの決定を導くに違いない。この決定は己自身の洞察から生じており、その洞察に基づけば成功は可能であるという信頼に支えられている。この理由により私は、ある政治的決定行為の結果が百パーセント確実でないからといって、その行為をのるかそるかの大勝負と呼ぶつもりはない。医者によって行われる手術であれば、その結果が絶対に成功と決まってはいなくても、私はその手術を受け入れてもよい。必要性自体が明らかであり、諸関係を十分に検討してみても特定の行為がまさに問われているとなれば、幾分か疑わしく、かつ確実に成功するとはいえない行為であっても最大限のエネルギーをつぎ込んで実行する、これが昔から偉大な人物の本性である。

　行動的人物が自分の民族を観察した後に、失敗でさえ国民の生存力を破壊し得ないと確信できればできるほど、諸民族の対決の中にあって幾つもの大いなる決定を下す責任感の喜びは一層大きくなる。なぜなら、内的に頑健な民族は戦場での敗北によって消滅させられるものではないからである。それゆえに、民族が十分な人種的な意義を有しているという前提のもとにあって内的健康を保持しているならば、作戦の失敗はそのような民族の没落を意味してはいないだろう。だから難しい作戦を採用する勇気は（※69）、他を圧倒する勇気であり得るだろう。クラウゼヴィッツ（※70）はその『告白』の中で、健康な民族にあってはそのような敗北は常に再びその後の隆盛に導いていけるし、逆に臆おく病びように服従すれば、すなわち闘わずして命運に忍従すれば、最終的なる破壊が導かれると断定している。これはまったく正しい。中立が今日のところわが民族に唯一可能な行為として推奨されているが、これは、事実上他国の武力が規定する運命への無意志的忍従以外の何物でもない。そこにのみわれわれの衰亡の可能性と兆候がある。それに対してわが民族自身が、今まで欠けていた自由への試みに着手したのであれば、そのような心情を表明する中にすでに、わが民族の生存力にとって有益なる要因が見られるであろう。なぜなら、そのような対応には慎重であるのが国政上の賢明さというものであるなどとは言ってもらいたくないからである。そうではない。それは哀れな怯きよう懦だと無思慮である。この場合もそうであるが、歴史においてもしばしば賢明さとこれとを見誤る手合いが多い。もちろん事情によっては、民族は外国武力の圧迫のもとで何年間も外国の圧制を我が身に引き受けざるを得ない。しかし、超強大国に対して外面的にある真しん摯しなるものを達成するのは決して容易ではない。それと同じ程度に、民族の内的生活は自由を求めるであろうし、民族の全力を投入して一時的に与えられている状態をいつの日か変えるために、あらゆる手段を尽くすであろう。外国の征服者のくびきに耐えてはいるが、こぶしを握り締め、歯を食いしばり、暴君から解放される最初の可能性の時を狙い待つのである。困難な諸状況の下にあって、これが可能となるのである。しかし今日、国政上の賢明な政策として示されているものは、実は自分から服従する精神であり、全ての反抗を志なく諦あきらめている心情である。その反抗を模索し、民族の再興に有益な作業を意図的に進めている者たちを恥ずかしげもなく追放しようとする精神である。自己収縮の思想であり、この民族と国家の再生にとっていずれは有益となる全ての内面的要因を破壊する精神である。まことにこの精神は、賢明な国策と自慢できる代物ではない。それは実際は国家を破滅させる破廉恥行為であるからだ。

　この思想はもちろん、来るべきヨーロッパの変化にわが民族が行動をもって関与する全ての試みを憎悪するに違いない。それに協力するように試みるだけでも、すでにこの精神との戦いが必要となるのであるから。

　しかし、国家指導部が精神のこの堕落によって腐食していると見えるときには、民族の現実的生存諸力を認め、擁護し、それとともに代表される反対勢力の課題は、国民高揚のための、それによって国家の名誉のための闘いを旗印とするところにある。反対勢力の側としては、外交は責任ある国家指導部の課題であるという主張に怖おじ気けづく必要はさらさらない。なぜなら、そのような責任ある指導部はもはや長い間存在していないし、逆に指導部は、民族共同体の存続のために周知の必要事をなすように民族の全構成員に課す永遠の義務が、個々の政権の形式的権利を超えて存しているという意見に賛意を表さざるを得ないからである（※71）。これは劣悪で、かつ無能な政権の見解とは千度にわたって対立しようとも、気にする必要はない。

　それゆえに今日では、まさにドイツにおいては、わが民族の指導部がその名にふさわしくないのであるから、外交上の明確な目標を設定し、わが民族をこの思想実現に向け準備させ、教育するという高度な義務を、いわゆる国民反対勢力が持っているのである。それにはまず第一に、国際連盟と協力してわれわれの運命に何らかの変更を加えることが可能であるという今日広く流布している希望に対する厳しい戦いを予告しておかなければならない。われわれの今日の不幸に興味を寄せている連中の寄り合いである諸機関にドイツの現状改善を期待してはいけない、とわが民族が次第に認識するに至るように、そもそもこの反対勢力は努力しなければならない。さらに、ドイツの自由が再獲得されない限り、全ての社会的希望は現実価値を伴わないユートピア的約束に過ぎないという確信を深めなければならない。さらに、この自由はいずれにせよ自分たちの力を投入して初めて問題となるのだと、わが民族の内的力が成長し、増加するのを実現する内政と外交がわれわれの全政策でなければならないと、わが民族に知らしめなければならない。そして最後に、この力の投入は真に価値のある目標になされなければならないし、この目的ゆえに運命に一人では立ち向かえないので、同盟国が必要とされるのだ、とわが民族を教導しなければならない。







　第九章　ドイツの領土政策の目的




　ドイツ外交の将来の形態の問題にとっては、わが民族の内的な力ならびに、民族特有の強さと判断は別として、その軍事的動員力および周辺諸国の軍事的手段と自国のそれとの関係が決定的な意味を持つ。

　私は本書で、今日のわが民族がかかえている内的な道徳的弱点についてこれ以上吐露する必要はあるまい。われわれの一般的な弱点は、ある部分はその血に基づいているし、ある部分はわれわれの今日の国家組織の本質に存しているし、あるいはわれわれの劣悪なる指導部の活動のせいであるに違いない。これらをよく知っているのは、残念ながら、ドイツの世論よりもドイツ以外の世界である。われわれを抑圧している者が採用している措置の大部分はこれらの弱点の認識に基づいている。現状を認識するに際して、この同じ民族が僅きん々きん十年前には歴史上比類を見ない仕事を成し遂げていたのを決して忘れてはならない（※１）。目下のところ悲しむべき印象を与えているドイツ民族ではあるが、それにもかかわらず世界史においてはその力強い価値を一再ならず示している。世界大戦自体が、わが民族の英雄心と犠牲をいとわぬ心情を、その死を恐れぬ規律を、さらに生存組織の全領域にわたる天才的な能力を証明している。その純軍事的指揮においては不滅の成果が得られていた。ただ、政治上の指導がなっていなかった。当時の政治はすでに今日のなお一段と低レベルな政治指導部の前身であった。

　わが民族の国内での水準は現下のところ極めて、千度繰り返してもよいが、不満足ではあるが、一撃が加えられれば他のあり方を示し得るであろう。今他の拳こぶしがあれば、わが民族を現在の衰微から再び救い出す幾つかの事態の手綱を握れるであろう。

　わが民族のまさに驚異的な変容力はわれわれの歴史が示している。一八〇六年のプロイセンと一八一三年のプロイセンである。何という大きな違いであるか。一八〇六年は降伏の悲しみが国中に満ち溢あふれ、市民的心情は前代未聞の低劣さにあった。一八一三年はどうであったか。外国支配に対する湧き上がる憎悪、自民族への愛国的犠牲心、自由のための英雄的な闘争意志、これらに満ちた国であった。当時変わったのは真実のところ何であったのか。民族であるのか。否である。内的な本性は旧来のままであった。民族の指導が別の手に握られたからに過ぎない。フリードリヒ大王後の時代での脆ぜい弱じやくなプロイセン国家指導部に、軍隊の旧弊に満ち、かつ硬直した運営の持っていた弱点に、今や新たなる精神が続いたのである。男爵フォン・シュタインとグナイゼナウ（※２）、シャルンホルスト（※３）、クラウゼヴィッツ、ブリュヒャー（※４）。これらが新たなるプロイセンの代表者たちの名前である。世界は、このプロイセンが七年前にはあのイエーナを経験した（※５）のだとは二、三か月したら思い出しもしなかった。

　新たなる帝国建設の前は事情が異なっていたのか。ドイツの力と栄光を力強く体現していると多くの人の目に映った新たなる帝国がドイツの衰退と不統一、そして全般的に破廉恥な政治から出現するのには十年弱で十分だった。一つの卓越した頭脳が、凡庸なる多数派に対する闘いの中で、ドイツの天性にドイツ発展の自由を再び付与したのである。われわれの歴史からビスマルクを取り去ってみたまえ。わが民族にとって数世紀間で最も栄光に満ちたあの時代が哀れむべき凡庸さで埋め尽くされるであろう。

　ドイツ民族はその前代未聞の偉大なる数年間を経た後、その凡庸なる運営によって今日のこの混乱に突き落とされたわけであるから、同じようにドイツ民族はその鉄の拳をもって再び興隆し得る。そのときは、ドイツの内的価値は全世界にはっきりと目に見える形で現れ、そのようなドイツが存在しているという現実が、その事実への配慮と評価とをひきおこすに違いない。

　その価値が未いまだまどろみの中にあるときこそ、ドイツがその瞬間に所有している力の本当の価値に明確な形を与えることがまさに必要なのである。

　私はすでにドイツの現代の軍事力装置、すなわちドイツ国防軍の簡潔な像を描いておいた。ここではドイツの一般的軍事状況を周辺世界との関係で素描してみよう。

　ドイツは現在三つの兵力要因、あるいは三つの強国グループに取り囲まれている。

　イギリス、ロシア、フランスが現下のところ、ドイツにとって軍事的脅威となる隣国である。その中でもフランスの力は、パリからワルシャワに（※６）、プラハからベオグラード（※７）にまで及ぶヨーロッパ同盟システムによって強化されているように見える。

　ドイツはこれらの国の間にあって国境は開かれたままで、身動きできない。特に脅威なのは、帝国の西部国境がドイツにとっての大工業地帯と平行に走っている点にある。西部国境は長く、防御に役立つ自然の障害物に欠けている。軍事力が極端に制限されている国家がこれを守りきれる可能性は低い。ライン河も軍事的に効果のある防御ラインとしては考えられない。ドイツは講和条約によって、これに必要な技術的準備ができないばかりでなく（※８）、この河自体は近代的に装備された軍隊の移動をほとんど防ぎ得ない。それ以上に、少ないドイツ防衛力を長い戦線にわたって無駄にばらまかねばならない。さらに、この河はドイツ最大の工業地帯を流れているので、この周辺での戦闘はただちに国家的防衛にとって技術的にこのうえもなく重要な工業地区と工場の破壊を意味している。

　独仏対立のあおりを受けてチェコスロヴァキアがドイツの敵に回れば、戦争遂行への工業的な支えとなるドイツ第二の大工業地帯、すなわちザクセンで戦闘が行われることが問題となる。ここでも国境は自然に阻まれているとは言いがたく、バイエルンに至るまで、長くはあるが、障害はない。防御が成功する見込みは薄い。この戦闘にポーランドも（※９）参加するとなれば、東部国境全体が、幾つかの役に立たない要よう塞さいを別にすれば、防御のすべもなく、攻撃にさらされる。

　ドイツの国境は一方では長距離にわたって軍事的に無防備のまま開かれており、敵に取り囲まれている。とりわけわれわれの北海海岸は小さく狭い。それを防御する海軍力は噴飯ものであり、それ自身としてはまったく価値のない軍事力である。今日われわれが「われわれ自身の」と称している軍艦は、われわれのいわゆる戦艦からして、せいぜいのところ敵の射撃練習の標的でしかない。数隻の新造巡洋艦にしても、それ自身としては近代的で軽くできてはいるが、目に見えるような決定的な価値は認められない（※10）。われわれが権利内で持てる艦隊力はバルト海用にだけでも不十分である。要するにわれわれの艦隊に価値があるとすれば、せいぜいのところ浮かぶ射撃学校の価値でしかない。

　それに関連して、いずれかの海軍と衝突する事態となれば、ドイツの貿易はその瞬間に終息するだけでなく、敵の上陸の危険性もあるのだ。

　われわれの軍事情勢がまったく不利なのは、次の諸点を見ても明らかである。

　帝国の首都ベルリンはポーランド国境からわずか百七十五キロしか離れていない。次いでチェコの国境からはかろうじて百九十キロ、ヴィスマールやシュテッティーンまでの最短距離もほぼ同じ。すなわちベルリンからこれらの国境までは新型飛行機で一時間とかからないのである。ライン河から東に六十キロに沿って南北に線を引けば、西部ドイツの工業地帯はことごとくその範囲内に入ってしまう。フランクフルトからドルトムントまで、知られているドイツの工業地区でこの地域内に入らない都市はない。フランスがライン河左岸の一部を占領する限り（※11）、飛行機を使えば三十分とかからずにわれわれの西部ドイツ工業地帯の心臓部に進撃できるのである。チェコの国境からミュンヘンに至る距離はポーランドやチェコの国境からベルリンに至る距離にほぼ等しい。チェコの軍用機がミュンヘンに来るのに約六十分とはかからない。ニュルンベルクには四十分、レーゲンスブルクなら三十分。アウクスブルクでさえチェコ国境からは直線距離で二百キロだから、今日の飛行機であれば一時間はかからない。アウクスブルクとフランス国境との距離は、アウクスブルクとチェコ国境との直線距離にほぼ等しい。アウクスブルクからストラスブールまで直線で二百三十キロ、一番近いフランス国境は二百十キロである。敵の飛行機はアウクスブルクまで一時間で来られる。いや、ドイツの国境をこのような視点から眺めてみると、西部ドイツの工業地帯は、オスナーブリュック、ビーレフェルト、カッセル、ヴュルツブルク、シュトゥットガルト、ウルム、アウクスブルクまで入れてすべて、国境から飛行時間一時間の範囲内にある。東部で見るとミュンヘン、アウクスブルク、ヴュルツブルク、マクデブルク、ベルリン、シュテッティーンがそうである。換言すれば、ドイツ国境の現状では、ドイツは一時間とかからないうちに敵機の来襲を受けないですむのは、ほんの僅わずかな、数平方キロメートルにも満たない地域に過ぎない。

　その際最も危険な敵としてはフランスが考えられる。フランスはその諸同盟のおかげで戦闘勃ぼつ発ぱつ一時間でほとんどドイツ全土を飛行機で脅かせる位置にある。

　飛行機という武器が使用された場合、ドイツの取れる軍事的対抗手段は、今のところ、要するにゼロである。

　これを見ただけでも、ドイツが身一つでフランスと対立した場合にすぐさま陥る絶望的な状況というものが明白である。戦場で敵機空襲の効果のすごさに何度もさらされた経験を持つ者は、そこから引き出せる教訓的な効果をとりわけ最もよく評価できる。

　ハンブルクやブレーメンなどのわれわれの港湾都市といえども全て、今日になれば同じ運命にある。大海軍は航空母艦を有している。浮かぶ着陸場を海岸近くに運び込めるようなものなのである（※12）。

　今日のドイツが技術的に効果の高い武器に十分に対抗できないのは空からの飛行機攻撃に対してばかりではない。われわれの脆弱な国防軍の純粋に技術的な装備はわれわれの敵のそれに絶望的なほど劣っている。重火器が不足してはいるが、それは戦車に対して現実に十分効果のある撃退手段が欠けているのに比べれば、それほど深刻ではない。もし今日のドイツが、少なくとも必要な防御準備を事前に講じることができないまま、フランスとその同盟国を敵にまわす戦争になったとしたら、純粋に技術的にみてわれわれの敵が優勢であるから、数日を経ずして結果は明らかとなろう。そのような敵の攻撃を防御するのに必要な措置を、戦闘をしながら準備するのは不可能と言わざるを得ない。

　出来合いの戦力で少なくとも少しの間は対抗できる、という意見もある。これは誤っている。なぜなら出来合いにしてもとにかく揃えるのに、かなりの時間を必要とする。戦闘がおこったのちに、そのような時間を確保する余裕はないからだ。というのも、事態は一いつ旦たん動き始めると、対抗策を組織する時間はないほど早く進行し、既成事実を生み出すものだからである。

　それゆえにわれわれはまた外交の可能性をどのような側面からも考察できるのではあるが、ドイツにとって原則的にしてはならない事柄がある。すなわち、現在ヨーロッパで動員されている諸戦力に自軍の軍事力にのみ基づいて対応するわけにはいかない。この理由から、事前に基本的な準備の可能性がないままフランス、イギリス、ポーランド、チェコスロヴァキアなどとの戦闘をドイツにもたらすような組み合わせは排除される。

　この認識の重要さを強調しておきたいのは、わがドイツは今日になってもなお、ロシアと共同歩調を取るべきだと本気で考えているからだ（※13）。

　確かに純粋に軍事的に見ただけでも、その考えはすでに実行不可能であり、ドイツにとって不幸をもたらすものだ。

　一九一四年以前においても、現在においても、われわれに絶対的に確固とした立場がある。ドイツを巻き込むあらゆる対立において、いかなる理由から見ても、いかなる動機からしても、フランスが常にわれわれの敵であるだろう。将来のヨーロッパでいかなる組み合わせが浮上したとしても、常にフランスはドイツとは対立する組み合わせにおいて動く。これが伝統に基づいたフランス外交の考え方である。戦争終結によって幾分かは事情が変わったと考えるのは誤りである。逆である。フランスにとっては、世界大戦はフランスが考えている戦争目的をまだ完全には満たしていない。というのはその目的はエルザス・ロートリンゲンの再割譲だけではなかった。まったく逆である。エルザス・ロートリンゲン自体はフランスの目指す外交目的における小さな進行を示しているに過ぎない。ドイツに対するフランス政治の攻撃的傾向がエルザス・ロートリンゲン占領によって終結していないのは、フランスがエルザス・ロートリンゲンを占領した時期にもフランス外交の立場は反ドイツの方針を持ち続けていた事実から見て決定的に明らかである。一九一四年よりも一八七〇年の方が、フランスが心底で何をたくらんでいるかをより明確に示していた。一八七〇年にはフランス外交の攻撃的性格をカムフラージュする理由がなかったからである。一九一四年には、経験によって利口にもなっていたし、イギリスの影響もあって、一方では人間の本格的な普遍的な理念を立て、他方では目的をエルザス・ロートリンゲンに限定するのが賢明だと考えたのである。しかし、これは策略的配慮であって、フランス外交のかつての目的が内的に変更されたわけでは決してない。フランス外交のカムフラージュに過ぎない。今も昔もフランス外交の基調はライン地方の獲得にある。そのためにはドイツをできるだけ結束性を持たずに相互に独立している個別国家に細分化しておくのが、最良の方策である。これによりヨーロッパにおけるフランスの安全は確保されるのだから、それがより大きな世界政治の目的実現に役立っているはずだと言っても、フランスの大陸政治的意図はドイツにとっては生死の問題であることには何の変化ももたらさない。

　事実、ドイツの利益を促進するかもしれないような組み合わせには、フランスは決して加わっていない。一八七〇年までの三百年の間に、ドイツはフランスからの攻撃を二十九回受けている。ビスマルクをして、スダン会戦の夕暮れ時に降伏条件の緩和を画策するフランスのウィンペン将軍に対して厳しく糾弾したのは、この事実である。フランスがドイツの好意を決して忘れずに、将来にわたって感謝の意を持ち続けるだろうという意見に激怒し、フランスはこの三百年間に、政府のシステムは異なっていようとも、ドイツに度重なる攻撃を仕掛けてきており、「降伏の形式がどのようであれ、フランスは自力で、または同盟軍の支援を得てドイツを攻撃する力があると判断すれば、すぐさまそれを実行すると自分は見ている」と言って、歴史の厳粛で粉飾できない事実をもって、フランス交渉団に応酬したのは、ビスマルクであった。

　これを見ても分かるように、現在ドイツのわれわれの政治指導部よりもビスマルクの方がフランスのメンタリティーを正しく判断していた。彼にそれができたのは、彼自身が政治目標を明確に有し、他国の政治目的をも内的に理解できていたからであった。ビスマルクにとってフランスの外交政策の意図は明確であった。われわれの現在のいわゆる政治家連中はそれを少しも理解できない。彼らには明確な政治思想一つさえないからである。

　さらに言えば、フランスが世界大戦参戦に際して、その目的をエルザス・ロートリンゲンの再保有にのみ見ていたとすれば、フランスの戦争遂行のエネルギーは実際とは異なっていたであろう。特に政治力は、世界大戦の諸状況において驚異的とも見えた決断力を発揮してはいなかったであろう。いつの時代でもそうであるが、戦争に関与した諸国民自身の内部利益が極めて大きな対立をきたしているのであれば、全ての希望をくまなく実現するのは不可能である。これが比較的大きな連合戦争の本質である。フランスの意図はヨーロッパにおけるドイツの完全な消滅にある。イギリスの願望はフランスの絶対的主導権をも、ドイツのそれをも防ぐところにあり、フランスの意図とは常に対立する。

　フランスの戦争意図縮小に重要なのは、ドイツ崩壊が、その破滅の大きさが世間の人々の意識にまずはっきりとは上らないような形で、おこったことであった。人々はフランスでの、ドイツ歩兵の戦いぶりを知っていて、フランスが自国の最終的な政治目標の実現のみを持ち込むように導いているのではないかと疑惑の目で見ることができると分かった。その後になって、ドイツは内的に敗北しているという印象が誰の目にも明らかとなってきており、そのような疑惑が明確になったとき、他の世界の戦争心理状態はすでに、大きな最終目的を目指したフランスの単独行動を、それまでの同盟国側からの反論なしには実行させ得ない事態に立ち至っていたのである。

　とはいえ、フランスがその目標を諦あきらめたわけではない。逆である。フランスは、以前にもまして現実が拒んでいるものを将来に実現しようと執しつ拗ようにたくらんでいる。フランスは自力で、または同盟国の支援を得て可能と見れば、明日にでもドイツを解体させようとつとめ、ライン河畔を占領しようとするだろう。そうなればフランスはその力を他方面に、背後の憂いなく投入できる。ドイツの政権形態が変わってもフランス民族自身がその時々の体制に関係なくその外交理念を信奉しているのであるから、フランスはその目的にみじんも戸惑いを見せないのも十分に理解できる。時の実権が共和制であろうと君主制であろうと、市民的民主制であろうとジャコバン党的恐怖政治であろうと、それには何の影響もうけず、常に特定の外交目的を追求してきた民族であってみれば、他の民族が政権形態を変えたから自分自身の外交目標を変えるという考えなど持ちようがない。それゆえに、ドイツで国民を代表しているのが帝国であろうと共和国であろうと、社会主義のテロがこの国家を支配しているとしても、フランスのドイツに対する立場は何一つ変わらない。

　もちろんであるが、フランスはドイツの国内での経過に関心を払わずに対応しているのではない。フランスの態度はしかし、より大きな成果を求めるところにのみ、すなわちドイツの特定の政権形態によって自国の外交行動を軽減する点にのみ規定されている。フランスは、ドイツを破壊しようとしてもほとんど異議を唱えない政権がドイツに成立するよう望んでいる。であるから、ドイツ共和国が自分の価値の特性としてフランスとの友好を挙げようとしているが、それは現実には共和国の徹底的な無能の証明である。なぜなら、共和国は、ドイツにとっての価値はないとフランスに評価されてこそパリで歓迎されるからである。かつてわれわれの国家としての存立が脆ぜい弱じやくであったときと違う対応を、フランスがこのドイツ共和国に採用しているなどと考えてはいけない。セーヌ河畔で愛されているのはドイツの弱さである。ドイツの強さではない。ドイツが弱ければ、フランスの外交活動はいとも易やす々やすと成功を収められるからである。

　フランス民族には領土が不足しているわけではない。これは事実ではあるが、フランスの傾向に変化はない。というのは、数世紀にわたってフランスでは政治は純粋な経済的困難によってではなく、むしろ感情要因によって決定されていたからである。健全なる土地占領政策の意義が簡単に逆転し、民族的な諸原則は規定的役割を果たさず、それに代わっていわゆる国家的・国民的諸原則が幅を利かす。フランスは、このような国の典型的実例である。フランスの国民的国粋主義は民族的視点からはほど遠く、ただ純粋に権力欲を満足させるために、ひとえに「偉大なる国家」の名称を数値的に維持するために、自分の血を黒色人種化するのもいとわないのである。それゆえに、この民族への決定的にして基本的な懲罰が加えられない限り、フランスは長期間にわたって世界の平安妨害者であり続けるだろう。フランスの虚栄心を述べるに際して、ショーペンハウアー（※14）の寸言に勝るものはない、すなわち「アフリカにはサルがいて、ヨーロッパにはフランス人がいる」。

　虚栄心と誇大妄想とが混ざり合って、フランスの外交政策はいつもその内的エネルギーを保持してきた。フランスの全般的な黒色人種化によってフランスは理性的で明めい晰せきな思考からますます遠のいているというのに、いつかはフランスの反ドイツ的志操と意図が変化すると期待したり、また希望したりするドイツ人がいるだろうか。

　否である。ヨーロッパが次にどのような発展をたどろうとも、フランスは常に、そのときのドイツの弱点や自国に利用できる外交的、軍事的可能性を活用してわれわれに損害を与えようとする。わが民族を分割し、最終的にはわが民族を完全に消滅させようとするだろう。

　当然ながらこの理由によって、フランスに対してある種の束縛をもたらさないようなヨーロッパ連合はドイツにとっては問題とならない。

　独露協調を信じ込んでいるとしても、ロシアにおいて、ボルシェヴィズムという害毒をドイツに及ぼすのを唯一の努力目的とする支配がのさばっている限り、その信念それ自体空想である。共産主義者たちが独露同盟を渇望しているのもうなずける。彼らが、ドイツをボルシェヴィズム化しようとするのは理にかなっている。ところが国民的ドイツ人までもが、当の国民的ドイツの崩壊に最大の利益を見ているような国との合意達成を信じ込んでいるのは理解できない。今日そのような同盟が最終的に成立すれば、その結果は、ロシア同様、ドイツにおけるユダヤ人の完膚なきまでの支配である。これは明白である。ロシアと手を携えて西ヨーロッパでの資本主義世界に対して戦うという意見も、同じく理解できない。というのも、まず第一に、現在のロシアは反資本主義国家ではない。ロシアは、自国の国民経済を破滅させ、国際的金融資本に絶対的支配権の可能性を容認している国である（※15）。そうでないのであれば、第二にドイツでまさに資本主義の世人がそのような同盟に賛成するであろうか。ドイツにおいて独露同盟を支持しているのは、株式利益を有しているユダヤ新聞機関なのは明白である。ベルリン日報（※16）やフランクフルト新聞（※17）、さらにはあれこれの絵入り新聞（※18）が多少ともオープンな形でボルシェヴィズムのロシアを支持しているのは、ロシアが反資本主義国家だからなのだ、と実際に人々は信じているのであろうか。政治の世界では思考の父は願望である、これが、いつもながら、災いのもとである。

　もちろん、ロシアの国民的要素がユダヤ的要素を排除し得るのであれば、ロシア自体でもボルシェヴィズム世界内部での内的変化がおこると想定できないわけではない。そうなれば、今日の現実としてはユダヤ的・資本主義的ボルシェヴィズム・ロシアが国民的・反資本主義的傾向を強めていかないとも限らない。とはいえそれは多くの点で多分に指摘されているように見えるのであるが、そうなると、もちろん西ヨーロッパの資本主義は本気でロシア対抗策を講じると考えられる。とはいえ、そのロシアとドイツとの同盟関係はまったくの妄念に等しい。というのはその同盟関係を何らかの方法で内密に保てるという見解は、軍事的衝突に備えてひそかに軍備増強を行うという希望と同じくらい根拠を欠いているからである。

　現実には、この問題への可能性は二つしかない。反ロシアの態度を表明している西ヨーロッパ世界がこの同盟を危険と見るかどうかである。危険と見るとすれば、少なくとも最初の二十四時間以内に破滅しないですむだけの軍備を調える時間がわれわれに残されていると真面目に信じている人がいるであろうか。私は、そういう人を知らない。それとも、われわれがわれわれの空軍と戦車とを整備するまでフランスが待ってくれると、実際に真面目に信じているのであろうか。あるいは、裏切りは破廉恥な行為ではなく賞賛すべき勇気ある振る舞いと解されているこの国にあって、秘密裏に行えると信じている人がいるのであろうか（※19）。否である。今日ドイツがロシアと反西ヨーロッパ同盟を結ぼうとすれば、明日になればドイツは再び歴史的な戦場となっているだろう。そしてロシアが何らかの方法で、といってもそれが何であるか私には分からないが、ドイツ支援に来てくれるという想像こそ稀け有うなる空想である。そのような行為の唯一の成果は、ロシアの破滅が数時間遅れるところにある。何といっても破滅はまずドイツに襲いかかるのだから。これより分かりやすい対ドイツ戦闘の理由付けは、特に西側国家においては、ありえまい。ドイツが、本当に反資本主義的ロシアと同盟を結ぶと想像してもらいたい。そして、この民主的な世界のユダヤ新聞が他国民の全本能を反ドイツに動員する様を、特にフランスでは即座に、フランスの国民的国粋主義とユダヤ的・株仲買人的新聞の間で完全な意見一致が見られる様を思い描いてもらいたい。というのも、当時の白ロシアの将軍たちの対ボルシェヴィズム闘争とこのプロセスとを混同してもらいたくないからである。一九年、二〇年に国民的白ロシア（※20）が闘ったのはユダヤ的・株仲買人的な、本当のところはまぎれもなく国際的・資本主義的な赤色革命に対してであった。しかし今日では、国民的となった反資本主義的ボルシェヴィズムが世界ユダヤ性と闘っているそうだ。新聞によるプロパガンダの意味を、それが際限なく民族を駆り立て、人間を愚ぐ昧まいにしている意味を知っている者は、ヨーロッパの西側諸国が反ドイツの憎悪と興奮の狂宴にかり立てられていく様子を理解する。というのも、そうなればドイツが手を組むのは、偉大にして注目に値し、倫理的にして勇敢なる理念を持つロシアとではなく、人間文化の冒ぼう瀆とく者とである。

　フランス政府が自国内の困難を克服しようとすれば、そのような場合にまったく危険性のない対ドイツ戦争を敢行するのが何よりも最良の方法である。新たなる世界連合に保護されて最終的な戦争目的実現に本質的に一歩でも近づけるというのであれば、フランスの国民的国粋主義は一層満足するだろう。というのも、独露同盟がどのような種類のものであろうとも、軍事的に見れば、極めて強力な攻撃に耐えなければならないのはドイツのみであるからだ。ロシアとドイツは直接国境を接していないし、ポーランドという国を越えなければならないのは自明のこととして認めなければならない。さらに、ロシアがポーランドをねじ伏せたと仮定しても、ロシアの支援がドイツ地域に達するのは、最もうまくいったとして、ドイツが消滅した後となるだろう。ロシア師団がドイツのどこかに上陸してくれるという考えは、イギリスとフランスがバルト海の制海権を握っている限り、まったく荒唐無む稽けいである。さらに、ロシア軍のドイツ上陸は技術力の点からしてももともと成功はおぼつかない。

　将来独露同盟が現実問題となってこなければならないとしても、そして同盟とはそもそも戦争を念頭において初めて現実味を帯びるものではあるが、ドイツは、少しはましな自力での対抗措置は何一つ取り得ないまま、全西ヨーロッパからの同心円的攻撃にさらされるであろう。

　だが問題は残る。独露同盟はそもそもいかなる意味を持てというのか。たった一つ、ロシアは破滅から守られ、その代わりにドイツが犠牲とされるためだけである。その同盟がどのような形で終結を迎えようとも、ドイツは最終的な外交目標には達しない。それによって、基本的な生存の問題に関して、わが民族の生存困窮に関しては何一つ変わらないのだ。逆にドイツはそれのせいで唯一の合理的な土地政策から切り離され、その将来を瑣さ末まつな国境線策定をめぐるつかみ合いに費やさざるを得ない。というのも、ヨーロッパの西部においても南部においてもわが民族の領土問題は解消されないからである。

　ドイツの多くの国民的政治家はなお独露同盟へ希望をつないでいるのであるが、その希望は他の理由からしても実に疑わしい。

　ユダヤ的・ボルシェヴィズム的ロシアとはうまく同盟関係を保てない。なぜなら、どの観点から見ても結果はドイツ自身のボルシェヴィズム化だからである。百人が百人とも、これを望んでいないことは明白である。これが、一般的に言えば国民的グループ内では自明の見解と見える。彼らが希望をもっているのは、いつかはロシアでボルシェヴィズムのユダヤ的な、それゆえに深い意味で国際資本主義的な性格に国民的な世界反資本主義的共産主義が取って代わるであろうという予想にである。再び国民的傾向に満たされたロシアがドイツと同盟関係に入る局面に立たされるのではあるまいかということである。

　これは大きな間違いである。スラヴ的民族精神の心理を少しも知らないところから生まれている考え違いである。と言えば訝いぶかる向きもあるかもしれないが、政治的問題を論ずるドイツがかつての同盟国の心理状態についていかほどの知識を持っているかを考えてみれば、納得してもらえるだろう。少しでも知っておれば、そんなに深く間違わなかったであろうに。親ロシアの国家的政治家たちがビスマルクの対ロシア方針を参考にしているというのであれば、彼らは、当時は親ロシア方針を支えていたとはいえ、今日では反ロシアを示している多くの重要要素を見逃している。

　ビスマルクが知っていたロシアは、少なくともロシアの政治管理に関して言えば、典型的なスラヴ国家ではなかった。一般的に言えば、スラヴ人自身には国家形成能力が欠けている。特にロシアでは国家形成は常に外国からの要因によってなされた。ピョートル大帝の時代以降、ロシア国家の骨格と頭脳を形成したのは何よりも多くのドイツ人（バルト三国の人（※21））であった。数世紀間に多数のドイツ人がロシア化された。われわれの市民階級、われわれの国民的な市民がポーランド人やチェコ人をドイツ化またはゲルマン化させようとしているのと同じである。この場合、成り上がりの「ドイツ人」は実際はドイツ語を話すポーランド人やチェコ人に過ぎないが、同様に新造ロシア人はその血においてもその能力においてもドイツ人であったし、よりゲルマン的であった。ロシアがその国家を存続できたのは、いや、幾らかの文化的価値を示し得たのは、これらのゲルマン人指導層のおかげである。このような実際はドイツ人による指導層や知識階級がなければ大ロシアは成立していなかったであろうし、保持されてもいなかったであろう。ロシアが専制的な統治形態の国家であった時代には、実際は決してロシア人でない指導層が巨大帝国の政治生命にも決定的な影響を与えていた。このロシアの現実を少なくとも部分的にはビスマルクも知っていた。ドイツの政治の巨匠はこのロシアと政治的な取引をしたのである。しかしすでに彼の生前に、ロシア政治の内外に向けての安定性と信頼性が揺らぎ始め、部分的には予測不能となっていた。その原因はゲルマン指導層が次第に押し込められていったところにあった。ロシア知識階級の変化のこのプロセスは部分的には、何度もの戦争によって、本書ですでに見たように戦争がまず第一に人種的に価値ある勢力を激減させるのであるが、ともかく戦争によってロシアの民族体が出血を重ねた結果である。事実、特に将校は、その出身からいえば、多くはスラヴ系ではない。ともかくロシアの血ではない。加うるに、上層知識階級自体が増加しなかった。そして最終的には、現実の血に対応したロシア性というものが学校による人工的な拵こしらえ物であった。新たなるロシアの知識階級自体が国家保持の価値を高く評価していないのはその血に根拠を有していたし、それはロシアの大学におけるニヒリズム（※22）に多分に極めて先鋭的に表れている。しかし根底においては、このニヒリズムは、人種的に外国から来ている指導層に対する現実的にロシア的なるものの血に従った反対行動以外の何物でもないと解される。

　ロシアのゲルマン人による国家形成での指導層が人種的には純粋なロシア系の市民層によって消滅させられていく程度に応じて、ロシアの国家思想には汎はんスラヴ的理念が入り込んでいった。これはその誕生の瞬間から民族的・スラヴ的であり、反ドイツ的であった。

　新たに生成しているロシア、特にいわゆる知識層に見られる反ドイツ的心情は、しかしロシアにおけるそれまでの専制的な外国指導層に対する、例えば政治的な自由思想傾向からの、純粋な反省運動だけではなかった。最も内的な意味において、スラヴ的本性からのドイツ的本性に対する抗議でもあった。二つの民族精神はほとんど共通点を持っていない。このように共通点が少ないのは、ロシア民族をもドイツ民族をも構成しているように見える人種の個別要因が錯さく綜そうしているところに原因が求められないかどうかを確定する必要があるかもしれない。すなわち、われわれドイツ人とロシア人に共通する点は、ドイツ的特性にもロシア的特性にも対応していない。東部のスラヴ的要素をドイツに持ち込み、北方的・ドイツ的要素をロシアに持ち込んだわれわれの混血ゆえの共通性である。

　両者の精神の性向を調べるために一方に純粋な北方的ドイツ人を、仮にヴェストファーレンの人としておこう、他方に純粋なスラヴ的ロシア人を選んでみよう。両民族の代表者の間には深い溝が口を開けているであろう。事実、スラヴ・ロシア民族はこれを常に感じていたので、ドイツ人に対する本能的嫌悪を持っていたのである。厳しい徹底性、冷たい論理性、冷静な思考。本当のロシア人はこれらには内的に共感できないし、ある部分は理解できない。われわれの秩序感覚は賛成してもらえないだけではなく、常に嫌悪感を呼び起こす。われわれが自明として受け取る事柄は、ロシア人には苦痛である。彼らはそれを、他のあり方をしているとはいえ、自然な精神生活と本能生活に対する制限と解するのである。それゆえにスラヴ・ロシアはいつもフランスにより親近感を持つ。しかもフランスでフランケン的・北方的要素が衰退すればするほど、親近感は深まるのである。フランスの軽快で表面的な、多少とも女性的な生活がスラヴ人をよりひきつけるのである。スラヴ人は、厳しいわがドイツ的生存闘争よりこちらに内的な親近性を感じたのだ。また汎スラヴ的ロシアが政治的にフランスに心酔し、スラヴ系のロシア知識人がパリに自分の文明が要請するメッカを見たのも、決して偶然ではない。

　ロシアで国民的市民階級が興隆するプロセスは同時に新しいロシアのドイツに対する内的疎遠をひきおこしていた。ドイツは人種的に近縁なロシア指導層を組織できなかった。

　事実、民族的・汎スラヴ的思考の代表者が抱いている反ドイツの見解はすでに世紀末には強まっていたし、ロシア政治へのその影響力も増大していたので、日露戦争に際しロシアに対してドイツは申し分のない対応をしたにもかかわらず（※23）、両国間の距離が次第に開いていくのをくいとめることができなかった。そこに、汎スラヴ熱に煽あおり立てられた世界大戦がおこったのである。以前の指導層によって代表されていたのでは、現実の国家としてロシアにもはや発言の機会はなかったのである。

　そのとき世界大戦自体がロシアにおける北方的・ドイツ的要素の広範な流出を招き、残っていた部分は革命とボルシェヴィズムにより最終的に根絶された。それまでの非ロシア的指導層を根絶する闘争を意識的に実行したのはスラヴ的人種本能であるかのごとく考えられている。しかしそれはそうではない。その闘争はこの間に新たなる指導者を戴いただいていた。ユダヤ人を、である。指導層に、同時に上級指導部に入り込んでいたユダヤ人は、スラヴの人種本能に支援されて、それまでの外国指導層を根絶した。ボルシェヴィズム革命ではユダヤ人がロシアの生活のあらゆる分野で指導権を得た。これは自明な経過であった。というのは、自明のうえにも自明なことではあるが、スラヴ人にはそもそも自力で組織する能力というものが、それと同時に国家を形成し、国家を保持する力が欠けているのである。スラヴ人から純粋にスラヴ的ではない要素を取り去って見れば分かる。スラヴは国家としてはすぐに壊滅するだろう。もちろん原則的に言えば、国家形成はその最も内的な契機をより高位の秩序とより低位の秩序を持つ諸民族の衝突に有している。その際に、より高い血の価値を保有している方が、自己保存の理由から、特定の共同体精神を育て、その精神があって初めて彼らはより低価値の民族を支配し組織するのが可能となる。共通課題の克服のみが組織という形式を強いるのである。しかしながら国家形成的要因と非国家形成的要因との違いはどこに存するのであろうか。非国家形成的存在は、他の存在に対して自己の存続を保証する組織形態を自力では見出せない。国家形成的存在は他の存在に対して自分のあり方を保持するための組織を形態化するのが可能なのである。

　かくて、今日のロシアは、より正確に言えば、ロシア国籍を持つ今日のスラヴ人は、女主人としてユダヤ人を手に入れ、ユダヤ人がそれまでの指導層を排除して、今や自分の国家形成力を証明しているのである。ユダヤ人の体質は最終的には破滅的に作用するものであるが、ここでも歴史的な「分解酵素（※24）」としてのみ作用するであろう。ロシアは助けてもらおうと悪霊たちを呼び出したのではあるが、自分自身ではそれを追い払えまい。そして、内部においては反国家的な汎スラヴ思想はボルシェヴィズム的ユダヤの国家理念に対して戦いを起こすであろう。その戦いはユダヤ人の絶滅をもって終結するはずである。しかしそこに残るものはロシアではあるが、そこには国家としての権力はほとんど存在せず、反ドイツ的な立場が深く根をおろしているだろう。この国家が、いかような形であれ確固たる国家を保持する指導層を持たないことで、それは不安定と不確実が永遠に続く源泉となる。そうなれば、巨大な領土は変転極まりない運命にさらされ、地球上の安定した国家関係に代わって不安定な変化の時期が始まるのである。

　この事態の最初の段階では、世界中のさまざまな国民が、このようなやり方で自国の地位と諸目標の強化を求めてこの強力な複合国家体と友好関係を結ぼうと試み始める。諸国のそのような試みは、しかし常に、精神的、組織的に自国の影響をロシアに及ぼそうとする努力と結びついている。

　ドイツは、事態がそのように進むのに疑問をさしはさむべきではない。今日や今後のロシアのメンタリティーは全てドイツとは相あい容いれない。冷徹な目的性の視点から見ても、人間的な同属性の視点からしても、ロシアとドイツとの同盟は将来にわたってドイツには何の意義もない。逆である。先述の事態が出現すれば将来の幸福事である。なぜならそれによって、ドイツ外交の目標を唯一にして単独で可能な場所に求めるのを妨げていた束縛が打ち破られるからである。その場所とは、東部での領土である。







　第十章　ドイツ外交の基本原則




　来るべきドイツの外交の形態は、ドイツの軍事情勢に見通しのない現状を考えれば、以下の諸点を考慮しなければならない。

　一、ドイツは、軍事力によらない限り、自力でドイツの現在の状態に変化をもたらせない。

　二、ドイツは、国際連盟の決定権代表者たちが同時にドイツ壊滅の利益享受者である限り、この機関の措置によってドイツの状況に変化がおこるという希望を持てない。

　三、ドイツは、ドイツを包囲するフランスの同盟システムと対立しているドイツの現状が、同盟義務発生時にはすぐさま成功の見通しをもって軍事的に行動できるようにドイツの純粋な軍事的無力を除去する可能性が事前に見出されていない状態で、諸国間の組み合わせによって変わるという希望を持てない。

　四、ドイツは、ドイツの最終的外交目的が明確に確立されたと見えるようになり、それによって、それがドイツとの同盟を考慮する諸国の利益に対立しないどころか、それに役立つように見えるようにならない限り、前記の諸国間の組み合わせを見出すという希望を持てない。

　五、ドイツは、これらの諸国を国際連盟加盟国以外の国に求め得るという希望を持てない。逆にドイツの唯一の希望は、ドイツが今までの戦勝国連合に亀裂を生じさせ、そこから個別の国を引き出し、国際連盟がその使命からして導きえない新たなる目的を有する新たな利益集団を形成するのに成功する点に求め（※１）なければならない。

　六、ドイツは、上記の方針によってそれまでの不安定な日和見政策に終止符を打ち、それに代えて原則的には一つの方向性を決定し、かつ全ての帰結を引き受け、持ちこたえるときにのみ、成果を手にするという希望を持てる。

　七、ドイツは、過去の敗戦によってその軍事的価値がすでに分かっていたり、その一般的な民族価値が低い民族との同盟によって世界史を形成していけるという希望を持つべきでない。なぜなら、ドイツが自由を再獲得する闘争はそれに関連してドイツの歴史を再び世界の歴史にまで高めるからである。

　八、ドイツは、自分の運命をどのように、またはどのような方法によって変えようと考えようとも、フランスはドイツの敵であるし、ドイツに敵対する諸国の連携は当初からフランスを自分たちの味方に数えておけるという事実を一瞬たりとも忘れるべきではない。







　第十一章　ドイツの領土政策──東方における生存圏確保




　ドイツ自身は何を望んでいるのか、ドイツ自身がその将来をどのように形成していこうと考えているのか、これがまずは明確に規定されていなければ、ドイツ外交の可能性は検討できない。さらに、戦勝国連合の一員として世界強国の位置を占めているヨーロッパ列強の外交目標を明確にしておかなければならない。

　私は本書においてすでにドイツのさまざまな外交可能性について論じてきた。さらに今一度、可能な外交目標を短く掲げておきたい。それにより、これらの個々の外交目標と他のヨーロッパ諸国の外交目標とを批判的に検証する基礎材料が明らかとなる。

　一、ドイツは、外交上の原則的な目標設定そのものを諦あきらめてもよい。すなわち現実問題としてドイツは全ての目標のどれを採用するのも可であり、どれかに縛られる必要もない。ドイツはそれによって過去三十年の政治を、事情を異にしてはいるが、将来においても継続するだろう。世界が同じように政治目的を持たない国ばかりから構成されているのであれば、それはドイツにとっても、長くは是認しないにしても、少なくとも耐えられないわけではない。ところが事態は、まさにそうではない。通常の生活においては、どのような逆境にあっても達成すべく努力する特定の目標を持っている人間が他の目標を持たない人間を常に圧倒する。民族の生存においても同様である。とはいえ、まず何よりも、政治目的を持たない国は政治目的がおそらくもたらすであろう危険から身を守ることができるというわけでは決してない。なぜなら、自分の政治目標を有しなければ活動的行為をしないですむようには見えるが、その受動性のゆえに易やす々やすと他国の政治目標の餌え食じきになり得る。というのも、国家の行為というものは、自国の意志によってのみではなく、他国の意志によっても規定されているからだ。もちろん両者間に違いはある。一方では国家が行為自体の法則を規定できるが、他の場合には自国に行為の法則が強要される。平和的心情から戦争を望まないというのは、戦争を避け得るという意味ではない。万難を排して戦争を避けようと欲したとしても、それは、死を前にした生の救済を意味してはいない。

　ヨーロッパにおける今日のドイツの状況では、独自の政治目標を有していないから静せい謐ひつに向かっていけるとは望めない。そのような可能性は、ヨーロッパの心臓部に位置している民族にはない。ドイツのとる途みちは、生存形成に積極的に参画しようとするか、他民族の生存形成の受動的対象であるかのどちらかである。かつては、不干渉の旨を広く明言すれば民族を歴史の危険性から拾い上げられると思い込んでいたが、それは常に怯きよう懦だにして愚かなる誤ご謬びゆうであるのが明らかとなってきた。ハンマーたろうとしない者は、歴史においては鉄床となる。われわれドイツ民族は過去の発展においていつもこの二つの可能性の間で選択せざるを得なかった。ドイツが自分自身で歴史を作ろうと欲し、それに従って喜びに満ちて勇敢に自己に肩入れするときには、ドイツは常にハンマーであった。生存闘争への参加義務はないと考えたとき、ドイツはそのうえで他の民族がその生存闘争を戦う鉄床であるか、または他国の食い物として利用された。

　ドイツが生き続けようと欲すれば、生存の防衛をわが身に引き受けざるを得ない。ここでも常に、攻撃が最大の防御であった。ドイツが、ドイツの生存闘争を他民族との利にさとい利害関係に持ち込むにふさわしく見えるような明確な外交目標を立てようとしないのであれば、ドイツが自分の生存形態に何かをなせると希望を抱くのが、そもそも笑止千万である。

　これをしないのであれば、無目標は概して個々の事柄における無計画をひきおこす。この無計画性はわれわれをヨーロッパにおいて次第に第二のポーランドにしていく。われわれの一般的な政治的敗北主義のゆえにわれわれ独自の諸力が弱体化し、われわれの生存の唯一の活動が単に内政においてのみ発揮されていくのに応じて、世界史上の出来事の活動力は他民族の生存闘争と利益闘争から生まれ、われわれは外交においてはその出来事の一つの歯車と成り果てるであろう。

　さらに、自分の将来に明確な決断を下せず、したがって世界発展の勝負に喜んで関与できないような民族は、勝負への参加者たちからは勝負妨害者と解され、それに応じて憎まれる。いや、普遍的な外交目標の欠如から導かれた個々の政治的場面での無計画性は、逆にまったく巧妙にしくまれた不透明な勝負とみなされ、それに従った対応を呼び起こす事態に至る。これこそが、われわれが戦前に体験した不幸であった。当時のドイツ帝国政府の外交決定が理解されないがゆえに不透明であっただけに、より疑惑の目をもって見られ、極めて愚かな処置をとったときでさえ危険な考えが潜んでいるのではないかと、ますますかんぐられたのであった。

　このようにドイツが今日明確な政治目標を決定しないのであれば、それによって実際にひきおこされる様相は、将来の大きな危険を最小限に抑えようとして、われわれの現在の運命を修正する可能性を実際に放ほう擲てきするのと同義である。

　二、ドイツは以前と同じように、経済和平的にドイツ民族の食糧確保を実行しようとしている。したがって将来にわたっても世界産業、世界輸出、世界貿易に徹頭徹尾参加するつもりである。それとともに大きな商業船隊を再び所有し、他の世界に石炭基地と支援拠点を築き、最終的には国際的な販売市場だけではなく、可能であれば、植民地形式で独自の天然資源生産を持とうとしている。そのような将来の発展は必然的に特に海軍力によって支援されなければならないであろう。

　この将来の政治目標は、事前にイギリスが力を失っているとみなされない限り、夢物語である。イギリスは一九一四年に世界大戦になだれ込んだ理由を復活させる。この方法で過去を再建しようとするドイツの全ての試みはイギリスの徹底した敵てき愾がい心しんを招き、それにはフランスは確実に荷担すると初めから考えておくがよい。

　この外交目標は、民族的視点に立てば災いを呼ぶし、力の政治から見れば馬鹿げている。

　三、ドイツは外交目標として一九一四年の国境回復を決めている。

　この目標は国民的視点からいえば不十分であり、軍事的に見れば不満足であり、将来にわたる民族的観点に立てば不可能であり、結果に関すれば常軌を逸している。この政策によってドイツは以前の戦勝国連合全体を、将来にわたっても、敵の一致した前線として迎えなければならない。われわれの現下の軍事状況は年ごとに劣悪化している。いかにしてそれでかつての国境を回復しようというのか。回復の具体的な方法は、われわれの国民的・市民的、祖国愛的政治家の、誰も覗のぞき込めない秘密である。

　四、ドイツは、将来を見通した明確な領土政策への移行を決断する。それとともに世界産業上および世界貿易政策上の方向を変更し、それに代えて、十分な生存圏の割当によって次の百年のためにも一つの生存法をわが民族に指示するのに全力を集中する。この領土は東部にのみ存するので、海軍への義務は後退する。ドイツは、決定的な陸軍養成法によりあらためてその利益を獲得しようとする。

　この目標は最高の国民的要求にも、民族的要請にも合致している。その実現には同じく大きな軍事力を前提としてはいるが、必ずしもドイツをヨーロッパの全列強との対立に無条件に巻き込むわけではない。この政策によってもフランスは確実にドイツの敵になるであろうが、この外交目標の性質からしてイギリス、とりわけイタリアにとっては世界大戦時の対立に固執する理由は見出せない。







　第十二章　民族価値と政治目標




　まさにここで展開している可能性をより詳細に理解するために、他のヨーロッパ諸国の大きな外交目標を述べるのも無駄ではあるまい。これらの目標はある部分は諸国の今までの活動や行動から知られているものであり、ある部分はずばりと方針などに記載されている。他方、それらの目標は生存必然性に基づいている。生存必然性は明確に認められるもので、たとえ一時的に他の道を進んでいたとしても、厳しい現実に強いられて、国はこの目的に帰ってこざるを得ない。

　イギリスは明確な外交目標を有している。この巨大帝国が成立し、存在している事実が、それを証明している。明確な意志を持たずにこれほどの世界帝国がいつか作り出されるなどとは考えないでもらいたい。自明のことではあるが、この民族の一人一人が大いなる外交目標を胸に抱いて毎日仕事に励んでいるわけではない。しかしまったく自然の成り行きで、民族全体がゆっくりとそのような一つの目標にとらえられていき、個人の無意識的行為さえこの目標の共通の線上に並び、事実上その目標に貢献するのである。いや、その民族の本質の内部自身に、ゆっくりとではあるが、共通の政治目標が刻印されるのである。今日のイギリス人の誇りは古代ローマ人の誇りとまったく同じである。世界帝国の成立は偶然のおかげであるとか、少なくとも帝国の建設をもたらした出来事は、その民族にいつも幸運をもたらす結果に導くような偶然の歴史的経過であったとか主張する向きもあるが、これは誤った見方である。古代ローマにしても、現在のイギリスにしてもまったく同じであるが、その偉大さのよって来るところを考え、長期的に見れば幸運はひとり有能なる者にのみある、というモルトケ（※１）の箴しん言げんの正しさに思い至る。しかし、民族のこの有能さは人種的な価値にのみ存するのではない。それらの価値を扱う能力と手腕にも存する。古代ローマや現下のグレート・ブリテンという大いなる世界帝国は常に、最高の民族価値と極めて明確な政治目標とが結びついた結果である。この二つの要素のうちの一つでも欠け始めると、まず弱体化が始まり、最終的にはおそらく没落が生ずる。

　今日のイギリスの目標を規定しているのはアングロサクソンという民族価値自体とその島とう嶼しよ性である。アングロサクソンの民族価値は、領土を求めるところに認められる。この衝動はその充足を必然的に現在のヨーロッパ外にのみ見出すことができた。とはいえ、それはイギリス人がヨーロッパにおいてもときおりその拡張欲に基盤を与えようとしなかったからではなかった。当時にあっては少なくともかなりの人種的有能さを持っていた諸国がイギリス人に立ち向かっていた事実があって、イギリス人の試みが全て挫ざ折せつしたのである。その後のいわゆる植民地におけるイギリスの拡張策は、当初からイギリスに海外での極端な拡大をもたらした。最初は人間を輸出していたイギリスが最終的には商品輸出に移行し、同時に自国の農業衰退さえ招いた様子を検証するのも興味深い視点ではある。今日のイギリス民族の大部分、いや平均そのものがドイツの最高価値よりも下位にあるにもかかわらず、数世紀にわたる伝統がこの民族にあっては第二の天性となっており、われわれドイツ民族に対する実質的な政治的優位を有するに至っている。今日の地球はイギリスという世界帝国を有しているが、現在のところ、全般的な国政の特性と平均的な政治的賢明さゆえに世界帝国への能力を有していると判断して差支えない民族は他には存在しない。

　イギリスの植民地政策を支配していた基本思想は、一方ではイギリスの人的資源を売りこめる地域を見出し、母国への国家関係の中でその地域を確保する点にあり、他方ではイギリス経済の販売市場と天然資源供給を保証する点にあった。イギリス人は、ドイツ人には植民地は無理だと考えている。これは理解できる。まったく同様にドイツ人は、イギリス人には植民地は無理だと信じている。これも理解できる。両民族とも植民能力の判断においては異なった立脚点に立っている。イギリスの観点は実際的で冷静な観点であり、ドイツのそれはよりロマンティックな観点であった。ドイツが初めて海外に植民地を求めようとしたとき、ドイツはすでにヨーロッパ内では軍事国家であり、第一級の強国であった。人間的文化の全領域および軍事能力の分野における不朽の業績によってドイツは世界強国の名を得ていた。奇異なことではあるが、特に十九世紀ヨーロッパでは全ての民族が植民地獲得への途みちを進んだ。そして、そのときには本来の主導理念はすでに完全に消滅していたのである。例を挙げれば、ドイツではドイツ文化を広げる能力と願望が植民地要求の動機であった。これ自身はナンセンスである。というのは文化はその民族の全般的な生の表現であり、それをまったく異なった精神を前提としている他の民族に伝えるのは不可能であるからだ。ベートーヴェンの交響曲に代表される文化とジャズのような、いわゆるインターナショナル文明を比べてみれば、よく分かる。この件は論じないとしても、イギリス植民地創設時期のイギリス人には、自分の行動に自分が持ち込む現実的で冷静な利益以外の動機が存するなどとは思いもしなかったであろう。後になってイギリスは海の自由や抑圧された国民の自由のためだと言っているが、それは植民地活動を根拠づけるためではなく、邪魔な競争相手どもをやっつける口実に過ぎない。イギリスの植民地活動もまたある部分は、当然な根拠ゆえに大きな成果を得たに違いないのだ。というのも、イギリス人がイギリスの文化や習慣を未開人に押し付けようと考えなければ考えないほど、その統治が文化に飢えているわけではない未開人にはますます共感を呼んだに違いないからだ。もちろん、それに加えてムチもあった。文化的使命に逆行する危険がないだけに一層、それは盛んに使用されていた。イギリスはイギリス製品のための販売市場と天然資源を必要としていた。そしてその市場を強国政策で確保した。イギリスはそこに植民地政策の意味を見ている。それにもかかわらずイギリスが後になってから文化という単語を口にするのは、純粋にアジテーターの観点から、かくも冷徹な自分の行為を少しは道義的に飾りたてようとしてである。現実としては、イギリス人は未開人の精神生活の現状に、未開人がイギリス人の生活事情自身に触れようとしない限り、長い間しかも広範囲にわたって完全に無関心であった。後に大インド植民地と、威信を保つための他の政策思考が結びついていったのは理解できる。しかし、インドの利益がイギリスの生活状況を規定しているのではなく、イギリスの利益がインドの生活事情を規定している。これを疑う人はいない。イギリス人はインドでも、現地人がイギリス文化に触れるチャンスを増やすために文化施設を作るわけではない。せいぜいのところその植民地からより多くの利益を引き出すだけである。これもまた疑いようがない。イギリスがインドに鉄道を敷設したのはインド人にヨーロッパ流の輸送力向上をもたらすためであり、鉄道敷設によって植民地搾取を効率化し、支配をより効果的に進めるためではなかった、と言っても、誰が信じようか。イギリスは今日ではエジプトでファラオの後をたどり、ナイルに巨大なダムを築いて貯水を進めている（※２）。それは貧しいアラブの農民に地上での生活を快適に過ごさせるためではない。イギリスの綿産業をアメリカの独占から守るために過ぎない。これがまさに、その植民地政策においてドイツが公然と考えようとした観点である（※３）。イギリス人はイギリスの利益のために現地人を教育した。ドイツ人は教師に過ぎなかった。現地人は最後には、おそらくイギリス人のところにいるよりもわれわれのところにいる方が幸福と感じたであろうが、通常のイギリス人にあっては、納得できる植民地政策はわれわれのやり方ではなく、イギリスのやり方であるだろう。

　経済的な力と政治的な権力とが常に手を携えて世界征服をゆっくりと進めるイギリスの政策が、他国に対するイギリスの位置を特徴づけていた。イギリスがその植民地での世界強国の位置を達すれば達するほど、制海権をますます必要とした。制海権を持てば持つほど、その結果としてますます植民地大国となり、最終的にはイギリスに海上支配と植民地獲得でどの国も異議を唱えようとはしないよう監視するほどにまで妬ねたみ深くなった。

　ドイツでは、イギリスがすぐさまヨーロッパでの全面的覇権を求めるだろうという筋違いな見解が広まっている。これは事実に反している。イギリスは、ヨーロッパでの諸関係から、イギリスの海上支配と植民地支配をいつの日か妨げるに違いないような世界競争上の脅威が現れてこない限り、もともとそれに関心を持っていなかった。

　イギリスにとっては、イギリスの貿易利益や海上利益を保護しなくともすめば、ヨーロッパ内の対立というものは存在しなかった。スペインやオランダ、後年ではフランスとの戦争は（※４）、これらの国々の軍事力自体が脅威となったからひきおこされたのではない。それらの国の成立や影響のあり方に戦争の原因はあった。スペインが海上強国でなく、したがってイギリスの競争相手国でなかったなら、多分イギリスはスペインにたいした注意を払わなかったであろう。対オランダにしても事情は同じである。時代が下ってイギリスはフランスと大規模な対立に至るが、それはナポレオンの大陸国家フランスに対してではなかった。ナポレオンのフランスは大陸政策を一段上の、大陸を越えた目標を目指した跳躍台であり基礎であるとみなしていたからある。そもそもイギリスに脅威となる国は、その地理的条件から見れば、フランスである。ある国が大陸である程度の発展を遂げ、それがイギリスの将来にとって危険性をはらむとなれば、フランス以外にはない。ところがイギリスは世界大戦でフランスと組むように決めてしまった。これはなお一層注目に値するし、われわれドイツにとっては教訓ともなる。教訓になるというのは、イギリス外交の偉大なる基本思想を十全に確定するには、その時その時に存在している可能性を常に計算しておかなければならないし、近いか遠いかのいずれにしても、将来はそこからイギリスの脅威が姿を現すかもしれないがゆえにこそ、簡単にその可能性を捨ててはいけないと証明されているからである。「神よ、イギリスを罰し給え（※５）」と唱え続けるわれわれドイツの政治家は、将来におけるイギリスとの良好な関係は挫折するに違いない、それはイギリスが、いずれは危険な国として立ち向かうようになるドイツと同盟関係を結ぼうとは真面目に考えていないからである、と言っている。ドイツ振興のためにドイツと同盟を結ぶ人がイギリスにいるはずがない。ブリテンの利益を促進するためでしかない。しかし今までの例を見ると、イギリスは自分の利益擁護と他の民族の利益擁護をしばしば連動させているし、同盟にまで導いている。とはいえ、ほぼ確実に後にはそれは敵意に変わらざるを得ないのである。というのは、政治の婚姻は最終的には早期離婚か晩期離婚かに終わるのである。政治婚姻というものが、両者に共通する利益擁護には役立たず、両国のそれ自体としては異なる、しかしそのときには相対立していない諸利益を共通の手段で守ったり、促進する意図でのみ成立しているのであるから、無理もない。

　軍事的に優れた意味を持つヨーロッパの大国が外交目標を意図的に純粋に大陸的本質においている限り、イギリスは原則的にその国に敵対しようとしない。プロイセンに対するイギリスの対応が、それを示している。それとも、フリードリヒ大王の時代のプロイセンがヨーロッパ最強の軍事国家ではなかったと言う人がいるであろうか。イギリスが当時のこのプロイセンと戦わなかったのは（※６）、プロイセンは軍事的には主導権を持っていたにしても、ヨーロッパでの領土が狭いせいで、小国に数えられなければならなかったからであるなどとは考えないでもらいたい。まったく違う。イギリスはオランダと戦った。当時オランダの国土はフリードリヒ大王後のプロイセンよりもはるかに小さかった。ヨーロッパにおけるオランダの軍事的脅威や優位性を言いたてる人はどこにもいなかった。それにもかかわらずイギリスはオランダと何十年も対立を続けた。その理由はただイギリスの海上支配と貿易支配をオランダが邪魔していた点とオランダ人の植民地活動全般に存した。しかし、プロイセン国家が純粋に大陸的目標に専念していなかったとしても、プロイセンは、ヨーロッパにおいてプロイセンが主導権を握る危険性や純粋にプロイセンの軍事力の大きさには関係なく、常にイギリスを最大の敵としていたであろうなどと、思い違いしてもらっても困る。われわれの思慮の足りない国民的・愛国的政治家連中は、大選帝侯（※７）がプロイセンの海外所領に息吹を吹き込んだのに大選帝侯の子孫はそれをないがしろに（※８）、いや、放棄し、ブランデンブルク・プロイセン艦隊の保持や増強への関心を示さなかった、と言ってプロイセンを非難している。現実の政策進行がプロイセンにとっても、後のドイツにとっても幸運であった。

　フリードリヒ・ヴィルヘルム一世（※９）は緊縮財政によって限りなく限定された小プロイセン国の財源を専ら陸軍増強に集中したのではあるが、これは卓越した政治的手腕、彼の賢明さを物語っているわけではない。この小国はそれによって一つの武器で優位を保持できたので、イギリスの敵意を免れたに過ぎない。しかしプロイセンがオランダの後を追っていたら、背にイギリスを敵として三度のシュレージエン戦争は戦えなかったであろう。小プロイセン国が現実に制海権の獲得を試みたとしても、母国の領土基盤は制限されており、軍事的にも恵まれていたわけではない。イギリス人にとっては、広く連合を組んでヨーロッパの危険な競争相手をやっつけるのはすでに当時から児戯にも等しかった。小さなブランデンブルク侯国から後のプロイセン王国が生まれ、そのプロイセンから新しいドイツ帝国が出現できたのは、当時のプロイセンが現実的な力関係と可能性に関して賢明なる洞察力を有していたからでしかない。これには感謝しなければなるまい。これに従い、ホーエンツォレルン家はビスマルク時代まではほとんど集中的に陸軍強化に邁まい進しんした。それが唯一明確に筋を通した政治であった。ドイツ・プロイセン、そして後にはドイツ全体が将来に向かおうとしたとき、それは、イギリスが海において有している優位に対応して、陸で優位を有してのみ確保され得たのであった。この認識が次第に薄れ、陸上軍備の手を抜き、中途半端な結果に終わる艦隊政策に移行したのがドイツの不幸であった。ビスマルク後のドイツでも、陸と海での軍備を同時に強力に進め、保持するほどの贅ぜい沢たくはできなかった。いつの時代にあっても、最も重要な原則の一つは、民族が自分の生存保持に絶対に欠かせない武器は何であるかを認識し、全手段を投入してそれをとことんまで推進するところにある。イギリスはこれを知っており、守り通した。というのも、事実イギリスにとっては海上支配はその生存にかけがえのないものであったからである。陸での軍事行動が脚光を浴びていた時期にも、名声に満ちた戦争、比類のない軍事的決断ですら、陸軍をイギリスにとって最終的には副次的なものとみなし、国民の全力を海上支配優位の維持に集中するイギリス人を動かせなかった。ところがドイツでは、多分に古きハンザ同盟（※10）へのロマンティックな思いに駆られて、十九世紀の大いなる植民地熱に熱狂させられ、経済和平的政治に翻ほん弄ろうされ、陸軍増強を後回しにし、艦隊建造を採用した。この政策を最終的に示しているのが、まったく倒錯しているうえに、斯かくも呪のろわしい「われわれの将来は海にある」という命題である（※11）。そうではない、逆である。ヨーロッパでのわれわれの将来は陸にあったし、現在も陸にある。われわれが没落したとしても、その原因は純粋に大陸的性格に、すなわちわれわれの不幸なる領土的、軍事地理的に酷ひどい状態にある。

　プロイセンがその外交意欲を純粋にヨーロッパ的目標に限定している限り、プロイセンはイギリスの危険を本気に恐れる必要はなかった。一八七〇年と七一年にイギリスは親仏気分に支配されていたではないかと反論する向きもあるだろう。この反論は正確でないし、どんな場合にも何も言っていないに等しい。なぜなら、まったく同じ頃イギリスには親独の意見もあったのである。それだけではない。英国国教会においてでさえ説教壇からフランスの振る舞いが不ふ埒らちだと断罪されていたのである。とはいえ決定するのは、事実上採用された公的態度である。というのも、自明なことではあるが、イギリスのような重要な国にあってはフランスへの広い共感を呼び起こすであろう。特に、その国の新聞へ外国資本の影響がまれならず見られるときには、一層そのような傾向が指摘できる。フランスは自分への共感を動員する術を常に心得ていた。いつの時代にあってもパリというカードがこのうえなく卓抜な支援の役割を果たした。それが見られたのはイギリスにおいてだけではない。ドイツにおいてさえ見られた。七〇年から七一年にかけて戦争のさなか、ベルリンの社交界には、それどころかベルリンの宮廷にさえ、その親仏の共感を隠しもせず、パリ攻撃をことあるごとにかなりの期間ひきのばした少なからざるグループがあったくらいである（※12）。その他イギリス人にはドイツの武器の優秀さを複雑な歓喜の目で見ていたグループもあった。これは人間的には理解できる。しかし、それらはイギリス政府の公的な態度を動かして然しかるべき対応をひきおこすまでには至らなかった。それはビスマルクが確保していたロシアの背面援護のせいである、という意見もある。これは納得できない。なぜなら、その背面援護はまずは対オーストリアを想定していたからである。しかし、当時イギリスがその中立を放棄していたならば、ロシアの背面援護も広大な砲火を阻止し得なかったであろう。なぜなら、そうすればオーストリアが黙ってはいなかったからだ。それが広がれば、一八七一年の成功はあり得なかったかもしれないからである。事実ビスマルクは戦争中だけでなく、講和条約の交渉中にも他国からの干渉をひそかに恐れていた。というのは、数年後ロシアに対して何が起こったであろうか。他国の介入である（※13）。介入は、イギリスによってドイツに対しても仕組まれかねなかったのである。

　ドイツに対するイギリスの対応変化は正確に追跡できる。変化はわれわれの海上発展と機を同じくして始まり、われわれの植民地活動の進展とともに明らかな嫌悪が高まり、最終的にはわれわれの艦隊政治とともに明らかな憎悪に至った。しかしイギリスではドイツ民族のような有能な民族の発展の中に将来への危険をかぎつける。これは実際に配慮の行きとどいた国家指導部としては決して災わざわいとされる事柄ではない。われわれドイツの政治指導部の怠慢の罪を他国の行動を判断する際の基準としてはいけない。ビスマルク後のドイツは軽率に振る舞い、ヨーロッパにおける覇権の位置をフランスとロシアに脅かされ、それに対して何の対抗策も取れなかった。しかし他の諸国が同様の振る舞いをすると予測したり、諸外国がその民族の生存利益をしっかりと看取しているからといって、それらの国に対して道徳的に怒り、非難を加えるのは許されない。

　戦前のドイツが、命とりとなるような反作用を予測できた世界和平政策と経済政策に代えて、プロイセンによって採用済みのかつての大陸政策を継続していたならば、ドイツはまず第一にその陸軍力を、プロイセンがかつて持っていた位置にまで実際に向上させることができたし、そうなれば、第二にイギリスとの絶対的な敵対関係を恐れる必要がなかった。なぜなら、ドイツが艦隊に無駄に注入した膨大な資金を陸軍補強に回していたならば（※14）、その利益は、少なくともヨーロッパの決定的な戦場では、他の進め方で回収していたであろう。海軍は少なくとも決定的影響を与え得る戦闘部隊を港で錆さびるにまかせ、最後には屈辱的な明け渡しでその存在に終止符を打たなければならない（※15）というのに、部分的には不十分とさえもいえない軍備しか持っていない陸軍が圧倒的な世界連合に対してゆっくりと血を流し続けるのを国民が目の当たりにする運命からは免れていたであろう。軍の指揮者を口実にしないでもらいたい。これはわれわれ自身のための武器の本質に依存していたのだと告白する勇気を持ってほしい。なぜなら、同じ頃野戦軍は、どれくらいの損害を受けるかとか、どれくらいの困難があるのかには一切関係なく、ある戦場からは追い出され、他の戦場に投げ込まれていたのである。事実、陸軍は百年の伝統を持つドイツの武器であった。しかし、われわれの艦隊は最終的には単なるロマンティックなお遊びでしかなかった。ドイツのために作られ、ドイツのためには出動されなかったお飾りだった。それがわれわれにもたらした利益は、それがわれわれに呼び込んだ強大な敵意に比べるとケシの粒ほどでしかなかった。

　ドイツがこの進展方向を採用していなければ、世紀末には、当時はまだ折り合う用意のあったイギリスとある種の合意に達することは可能であった。両者間の合意にわれわれの外交目標の原則的変更が伴っていたのであれば、それは長期間にわたって保持されていたであろう。なお世紀末のドイツには、プロイセンの旧来からの大陸政策を復活させ、イギリスとともに世界史の発展に手本をみせるのも不可能ではなかった。われわれのきりのない優柔不断な輩やからや疑い深い連中は、それは確実さに欠けると異議を差し挟むのであるが、その異議は個人的な意見の域を出ていない。それに対する反論はイギリスの今までの歴史が雄弁に物語っている。疑い深い連中はどのような権利があって、日本が果たしたと同じ役割をドイツが果たせないと推測するのだろうか。ドイツはイギリスのために火中の栗を拾い上げた、と彼らは愚劣な決まり文句を繰り返すが、それをフリードリヒ大王の功績に向かっても言い出せる者がいるであろうか。ヨーロッパの戦場において、ヨーロッパ外でのフランスとイギリスの対立を、彼は最終的には軽減しているではないか。そうであってもイギリスはいつかは反ドイツになる、という異議もある。この意見は愚かとしか言いようがない。というのも、たとえその場合でもロシア屈服後のヨーロッパにおいてはドイツの位置は世界大戦開始時よりはましだろう。逆に日露戦争がヨーロッパで独露間で戦われていたならば、ドイツは純粋に内的な強国成長を保持して、平和を破り対ドイツ連合に血道を上げるようなヨーロッパの国を三十年間にわたって凌りよう駕がしていたであろう。その他、これに類する全ての異議は、反対勢力としては全てを知ってはいたが何一つ手をつけなかった戦前ドイツのメンタリティーから生まれている。

　当時はイギリスの方からドイツにすりよっていた（※16）。これが一つの事実。ドイツ側からはいつまでもぐずぐずし続ける優柔不断なメンタリティーゆえに明確な立場表明を決断できなかった。これが二つ目の事実。当時ドイツが拒否した事柄に日本が手を回し（※17）、世界強国の名声をかなり格安な方法で手に入れた。

　ドイツがどんなことがあってもそれに手をつけようとしなかったのであれば、まさに反対側と手を組まざるを得まい。一九〇四、五年はフランスとの対立に費やしてもよかった。背後にロシアを持っていた。この優柔不断な輩や疑い深い連中とはいえ、これは望むところではなかった。用心深く、疑い深く、知識だけは持っている彼らは、自分たちが元来望んでいる事柄を一瞬たりとも認めることができなかった。イギリスで統治していたのは、行動に踏み切れない頭でっかちの連中ではなかった。政治を可能性の術と心得ており、全ての可能性を逃さず、現実にそれを駆使して極めて自然な思考をする人物であった。この点でイギリスの政治指導部は優れていたのである（※18）。

　すでに述べたように、もしベルリンが明確な大陸政策的領土目標を採用しておれば、イギリスとのかなり長期的な合意が可能であったであろう。ドイツがそれを避けている間にイギリスは、イギリスの海上支配の利益を脅かす者に対する世界的な対抗勢力を組織し始めた。

　世界大戦自体は、イギリスでさえ想像していなかったわが民族の軍事的能力によって、当初喧けん伝でんされていたような経過を取らなかった。ドイツが最終的に敗退したのは、アメリカ合衆国が戦場に姿を現し、ドイツ内部の崩壊によりドイツが最終的に故国の後方支援を失った後の出来事であった（※19）。ところがそれによってイギリスの本来の戦争目的が達成されたわけではなかった。というのも、イギリスの海上支配に対するドイツからの脅威は排除されたのは確かであるが、基本的により強固な基盤を有するアメリカの脅威が代わって現れてきたからである。将来のイギリスの強敵はそもそももはやヨーロッパにはない。北アメリカにある。ヨーロッパ自体においては、イギリスにとって現在のところ極めて危険な国はフランスである。フランスがイギリスに有している地理的条件からして、フランスの軍事的覇権はイギリスにとっては特に脅威である。イギリスの生活の中心地として重要な地域の大部分がフランスからの航空機攻撃にはほとんど無防備にさらされているだけではない。都市の幾つかはフランス沿岸からの長距離砲の射程範囲内にある。いや、技術が進み、重長距離砲の射程距離がなお広がれば、フランス本土からのロンドン砲撃さえ可能である（※20）。より重要であるが、イギリスに対するフランスの潜水艦戦争は、かつての世界大戦中のドイツ潜水艦戦争とはまったく異なった基盤を有している。封鎖作戦は出口の少ない北海沿岸の三角地帯では効果的であるが、二つの海に面した広範囲なフランスの基地布陣では実行しがたい。

　今日のヨーロッパでイギリスの当然たる敵を探してみれば、すぐ分かる。常にフランスが、そして多分、ロシアが挙げられる。フランスは大陸に向けた政治目標を持っている大国である。その目標の内実は、はるか遠くに設定している包括的な世界政治目標のための背面援護に過ぎない。ロシアはインドで脅威であるし、油田も有している。油田の今日的意味は、前世紀に鉄鉱山や炭鉱が持っていた重要性と同じである。

　イギリスがその大いなる世界政治上の目標に忠実であろうとするならば、イギリスのヨーロッパにおける潜在的敵対国はフランスとロシアである。将来を見渡して他の世界をも視野に入れるならば、それは特にアメリカ合衆国である。

　それに対して、イギリスが永続的にドイツと対立する根拠は存在しない。そうでないというのであれば、イギリス外交は今やとんでもない動機によって規定されていることになる。とんでもない動機とは、全ての現実的論理から離れ、それによっておそらくドイツの教授の頭の中に住みつき、諸民族相互の政治状況規定に決定的影響を与えることのできるあの動機である。いや、将来のイギリスは、過去の三百年間がそうであったように、純粋な合目的視点に立って真面目に考えて、その態度を決定するだろう。そして、三百年間というものイギリスの同盟国が敵になり、敵が同盟国になったと同じように、一般的なまたは特殊な必然性がある限り、将来においても事態は変わらない。しかしドイツがイギリスの海上利益と貿易利益には対立せず、大陸的な目標に全力投入するような原則的な政策新方針に至るのであれば、イギリスの敵意は、敵意のための敵意でしかなくなり、消滅する（※21）。なぜなら、イギリスがヨーロッパでの均衡に関心を持っているのは、その均衡がイギリスにとって脅威となる世界貿易国や海軍力の成長を防いでくれる限りにおいてである。イギリスの外交作業よりも生存から遊離した原則に規定されていない外交作業というものはない。世界帝国はセンティメンタルな、または純粋に理論的な政治からは生まれない。

　それゆえに将来においてもイギリス外交を規定するのはブリテンの利益に対する冷静な判断である。この利益を妨げる者は、将来においてもイギリスの敵である。それに抵触しない者には、イギリスは関心を向けない。ときによってはイギリスの利益に役立つ者は、昔は敵であったとか、将来再び敵になるだろうということはお構いなしに、イギリスの横の席に招かれる。

　時間がたてば敵になるからといって役に立つ同盟を拒否するのは、ドイツの市民的・国民的政治家だけだ。イギリス人にそれを要求するのは、この民族の政治的本能に対する侮辱である。

　ドイツがそもそも政治目標というものを持とうとせず、以前に変わらず主導的思想なしに無計画に今日から明日へだらだらと日を過ごしていくのであれば、あるいは、一九一四年当時の国境と所有領土の再獲得を目標に掲げ、それに従ってわれわれの世界貿易植民地政策と海軍大国政策に行き着くのであれば、われわれに対するイギリスの敵意は将来においても、もちろん確実に存在し続ける。そうなればドイツは経済的にはドーズ案（※22）の負担で窒息し（※23）、政治的にはロカルノ条約で零落し、人種的には弱体化し、最終的にはその生存をヨーロッパでの第二のオランダ、第二のスイスとして終える。われわれの市民的・国民的そして愛国的床屋政談家たちはすぐにでもそれを達成できる。今日のスローガン絶叫を続けるだけでよい。口で抗議を重ねて全ヨーロッパと戦いをいどみ、行動が必要となると穴に逃げ込めばよいのだ。ドイツ再興国家市民的・愛国的政治と呼ばれているのが、これである。われわれの市民階級はほぼ六十年の間、国民的、国家的という概念の尊厳をおとしめ、傷つける業を発揮した。同じように愛国的というすばらしい概念を、そのグループ内で単なるスローガンのレベルに落としてしまい、没落させ、破壊した。

　もちろん、ドイツに対するイギリスの態度には他の重要な要因も明らかになっている。すなわちイギリスで決定的な影響力を有している世界ユダヤ人である。イギリス人自身はいずれはドイツに対する戦争心理を克服できる。これは確実である。しかし、世界ユダヤ人は古くからの敵意を捨てようとはしないし、ヨーロッパ全体が不安定で混乱しているうちにボルシェヴィズムの破壊傾向に息を吹きこもうとして、ヨーロッパに満足をもたらそうとはしない。これもまた確実である。

　この恐るべき力を計算に入れずに世界政治については語れない。それゆえに私は本書でも、なおこの問題について特に論ずるつもりである（※24）。







　第十三章　ドイツとイタリアの利害の共通性




　イギリスはドイツに対して戦争する敵意をいつまでも持ち続けるための原則的な理由を持っているわけではない。そのような理由はましてイタリアにはほとんどない。ヨーロッパ内でドイツと対立する必然性のない、いや、その外交目標がドイツと敵対しない二番目の国はイタリアである。逆である。イタリア以上にドイツと共通利益を有している国はない。イタリアにとっても事情は同じである（※１）。

　ドイツが新たな国家統一を求めていた時期に類似したプロセスがイタリアでも起こっていた（※２）。確かにイタリアには、生成するドイツにおいてプロイセンが果たしていた役割、すなわち、ゆっくりと生成しながらも最終的には突出した意味を担う中心権力が欠けていた。共通点もあった。ドイツ統一にはまずフランスとオーストリアが現実の敵として立ちはだかったように、イタリアの統一運動もこの両国に多く悩まされた。とりわけハープスブルク国家はイタリアの内部分裂の持続に生存利益を持たざるを得なかったし、また有してもいた。大オーストリア・ハンガリーは国家としては直接海へ至る地点を必要としていた。唯一それと想定される地域の都市部はイタリア人の町であった。イタリア国民国家が成立すればこの地域を手放さなければならなくなる事態を恐れて、オーストリアは統一イタリア国家の成立に否定的たらざるを得なかった。当時のイタリア民族の最も思いきった政治目標自体はイタリア国民統一のみにあった。これが外交方針を縛らざるを得なかった。それゆえに、イタリア統一が次第に形を整えつつある頃、イタリアの天才的大政治家カヴール（※３）は、この特殊目標に役立つ可能性を全て利用し尽くした。イタリア統一の可能性は極めて賢明に選択した同盟政策に基づいている。まずは、統一の主要敵対者オーストリア・ハンガリー帝国の停滞をひきおこし、最終的には北イタリア地域からこの勢力を一掃する。これが常にイタリアの目標であった。それによって暫定的イタリア統一の契約の締結後もオーストリア・ハンガリー帝国内に八十万人のイタリア人が住んでいた。イタリア国籍者を広く包括するという国民的目標は、当然ながら、当面は留保せざるを得なかった。はじめて伊仏間の雲行きが怪しくなってきたからである。イタリアはとりわけ内部安定時間を稼ぐために、三国同盟締結に同意した。

　世界大戦はとうとうイタリアを、すでに述べた理由から、協商の陣営に接近させた。イタリア統一はそれによって強力に前進したのではあるが、今日に至ってもまだ完結してはいない。しかし、イタリア国家にとって最大の成果は憎きハープスブルク帝国の排除である。その代わりに南スラヴ国家（※４）ができるだろう。むろん一般的な国民的視点から言えば、これもイタリアにとって大きな危険ではないわけではない。

　常に純粋に国境を論じるドイツの市民的・国民的な見解は、長期的に見れば、わが民族の生存要請には十分な成果をあげていない。同様に、イタリア国家の純粋に市民的・国民的統一政策もイタリア民族には十分な成果をあげたわけではない。

　イタリア民族は、ドイツ民族同様、あまりにも狭きよう隘あいな、かつ部分的にはやせた土地に住んでいる。人口が多く、すでに何十年間に、いや、何百年にもわたって人間を輸出せざるを得なかった（※５）。仮に移住者の大部分が季節労働が終わるとイタリアに帰ってきて、つましく生活するとしても、これがまさに状況の更なる緊張を招いた。これによって人口問題は解消されるのではなく、先鋭化したのである。ドイツはその商品輸出によって他国と他地方の受け入れ能力、受け入れ可能性、受け入れ意志に依存するようになったが、イタリアは人間輸出によって同じ状況になった。両国とも、何らかの事情が重なり受け入れ市場がストップしたら、国内が壊滅的影響を受けざるを得なかった。

　イタリアは産業活動を向上させることによって食糧問題解消を狙ったが、最終的には成功しなかった。イタリアの母国には自然資源が少なく、初めから必要な競争能力が整備できなかったからである。

　イタリアでは形式的な市民的国民政策の見解が克服され、それに代わって民族的な責任感情が登場しているのと同じく、この国も今までの政治方針を放棄して、大規模な領土政策に向かわざるを得ない。

　イタリア拡張の地域は、自然条件から地中海沿岸各地となるし、またそうであった。今日のイタリアが今までの国民的な統一政策に別れを告げ、帝国主義的政策に向けば向くほど、古きローマの道を進むだろう。それは力のうぬぼれからではなく、内的な深い必然性があってである（※６）。ドイツが今日ヨーロッパ東部に土地を求めるのは、権力欲拡張のサインではない。土地不足の結果に過ぎない。今日イタリアが地中海周辺に影響力を拡大し、最終的に植民地を作ろうとするのは、当然な利益擁護を苦境の中でも追求しようとする行動である（※７）。戦前のドイツ政治が目先がきいていたならば、そのときにはこの行動を全力で支援し推進していたに違いない。それが同盟国の当然の補強となるばかりではなく、場合によってはそれによりアドリア海でのイタリアの利害をとりのぞき、オーストリア・ハンガリー帝国との摩擦を回避する可能性があったからである。おまけに、その政策は、自然に生まれてくるはずである伊仏間の対立を固定化し、それにより三国同盟強化に極めて有利な作用を及ぼしたであろう。

　当時の帝国指導部がはっきりと無能だったのみでなく、何よりも世論が、誤ったドイツの国民的愛国者と外交空想家に導かれ、反イタリア方針を採用したのがドイツの不幸であった。特に、オーストリアがトリポリにおけるイタリアの行動にある種の非友好なものを見つけていたからである。われわれの国民的市民階級の当時の政治的英知はヴィーン外交の愚行と卑劣さを覆い隠すところにあった、いや、もし可能であれば、この心からの同盟の内的調和と緊密さを世界にアピールできるなら、それらをわが身に引き受けさえするところにあった。

　今やオーストリア・ハンガリー帝国は解体された。しかしドイツは以前にもまして、イタリアの発展に心を痛める理由はない。というのはイタリアの発展は必然的にいずれはフランスに負担をもたらすに違いないからだ。なぜなら、現在のイタリアがその最高の民族的課題に思い至れば至るほど、それに従って、ローマを思わせる領土政策に移行すればするほど、地中海における厳しい競争相手、すなわちフランスと対立せざるを得ないからである。フランスは、イタリアが地中海における覇権を握るのを指をくわえて見てはいないだろう。自力でか、同盟システムを利用してか、いずれにしても阻止しようとする。イタリアの発展に可能な限りの妨害を企てるであろうし、最終的には武力使用も辞さない。両国はラテン系で、いわゆる親類関係にある。この事情も大きな影響はあたえまい。というのも、それはイギリスとドイツ間の親類関係よりも近いわけではないのだから（※８）。

　さらに、フランスはフランス独自の民族力において弱体化しているのに対応して、この国はその黒い人間補給に力を注いでいる。想像できない大規模な危険がそれによってヨーロッパに近づいている。ライン地方のフランスの黒色人種がドイツに対する文化監視人として白い血を毒し続けるという考えは、数十年前にはまったく思いもしない恐ろしい思想である。この血液汚染によってフランス自身が大きな損害を受けるのは確実である。それも他のヨーロッパの諸国民が自分たちの白い人種の価値を自覚している限りでの話である。純粋に軍事的に見れば、フランスはそのヨーロッパ部隊を補ほ塡てんし、効果的に投入できる。世界大戦がそれを証明している。つまるところ、まったく非フランス的なこの黒色人種軍はしかも共産主義的示威運動に対するある種の防御となる。なぜなら、どんな条件下でも守られる絶対服従はフランス民族とは血のつながりを何も持たない軍隊において一層簡単に維持されるであろうからである。この進展は、その極めて大きな危険性をまずイタリアに及ぼす。イタリア民族がその将来を自分独自の利益に従って形成しようとすれば、フランスによって動員された黒色人種部隊といずれは対たい峙じする。その際、ドイツに対する敵意を持つのはイタリアの利益にならない。その敵意は、どんなにうまく機能したとしても、イタリアの将来の生存形成にとって役立つものを何ももたらさない。逆である。ある国が最終的に戦争の敵意を放棄できるなら、それはイタリアである。イタリアとドイツの両国がその将来の最も自然な課題を追求するのであれば、イタリアはドイツに対する今後の更なる抑圧に何の利益も持たない。

　ビスマルクはすでにこの幸運なる連携を認識していた。彼は一再ならずドイツとイタリアとの完全な類似性を断言している（※９）。将来のイタリアはその発展を地中海周辺に求めるに違いないと示唆しているのは、彼である。さらに、フランスはイタリアの生存形成を妨害しようと考えるが、ドイツはドイツの視点からそれを歓迎するに違いないと強調して、イタリアの利益とドイツの利益の調和を確言するのも彼である。彼は、長い将来にわたってイタリアとドイツとは敵対はいうに及ばず、疎遠になる必然的な要因はないという。戦前ドイツの運命をベトマン＝ホルヴェーク（※10）ではなくビスマルクが導いていたなら、オーストリアに関してだけであれほどの敵対関係には至らなかったであろう。

　ドイツが北ヨーロッパにおいて領土膨張をしても脅威にならないし、ドイツと疎遠になる理由を持っていないのが明めい瞭りようなのは、イギリスにおけるよりもイタリアにとってである。逆に、ヨーロッパにおけるフランスの主導権拡張に反対するのがイタリアにとっては極めて自然な利益である。

　しかして、ドイツとの同盟関係にとってはイタリアがまず問題となる。

　イタリアにおいてファシズムが新しい国家思想を、それとともにイタリア民族の生活に新たな意志をもたらしてからというもの、フランスの敵意はすでに明らかとなっている。全同盟システムを動員してイタリアとの想定される対立に備えようとしているだけではない。イタリアの潜在的友好国をも締め付け、破滅させようとしている。フランスの目的は明白である。パリからワルシャワ、プラハ、ヴィーンを通ってベオグラードに至るフランス的国家システムを構築しようとしているのである。オーストリアをこのシステムに組み込もうとするのは、見た目ほど見込み違いの構想ではない（※11）。人口六百万のオーストリアの中で二百万都市ヴィーンが持っている支配的性格からして、この国の政治は常にまずヴィーンによって規定されている。この十年間でより顕著になってきたヴィーンのコスモポリタン的本質に照らしてみると、それ自体としてはパリとの連携の方がイタリアとのそれよりも容易に想定できる。ヴィーンの新聞によって保証されている世論の方向はすでにそちらを向いている。特に新聞が、南ティロールでの騒ぎをてこにまったく本能を欠いた市民的・国民的地方を反イタリア感情に煽あおり立てるのに成功して以来、この活動は効果を手にしようとしている。これによって計り知れないほどの大きな危険が近づいている。なぜなら、新聞が何年間か騒げば、信じられないほどの、いや、現実にはまことに自殺行為に等しい決断を易やす々やすと下す民族はドイツ民族以外には見当たらないからである。

　しかしフランスがオーストリアをその「友好国」の仲間に取り込めたら、イタリアはいずれは二正面戦争に追い込まれる。そうでなければ、イタリア民族の利益の現実的な擁護を再び諦あきらめなければならない。どちらになってもドイツには危険である。ドイツにとって長期にわたって結ぶのが可能であるはずの同盟が最終的に消え去り、それと同時にフランスがますますヨーロッパの運命の支配者になるのである。

　これがドイツにとって何をもたらすかについて思い違いをしてはいけない。われわれの市民的・国民的国境線政治家や愛国的同盟抗議常連たちは、自分たちの視野の広い政策のおかげでフランスから受けざるを得ない酷ひどい仕打ちの痕あとを国家の名誉の名でたびたび排除するのに忙殺されるようになる。

　国家社会主義運動が外交思想に携わるようになって以降、私は前述した目標を考慮して、この運動を明確な外交目標の担い手に育て上げようと努めてきた。ドイツが何であるかも知らないし、このドイツの幸福な将来を望んですらいない政党に丸抱えされた政府を持つこの国で、不当にも、これはまず第一に政府の課題であるという非難がおこった。十一月の犯罪に責任を持つ輩やからが政権を担うようになって以来、擁護されているのはドイツ国民の利益ではない。国民に酷い仕打ちを加えている政党の利益である。そもそも、祖国や国民を自分たちの目的に導く手段としてしか見ていないし、必要となれば、厚かましくも自分たちの利益のために犠牲にするような連中にはドイツの生存必然性の推進を期待することはできない。そうなのだ。この連中とその政党がしばしば見せる自己保存本能は実際は単にドイツ民族再高揚反対を語っているに過ぎない。なぜなら、ドイツの名誉のための自由戦争には、必然的に今までドイツの名誉を汚してきた連中を没落させ、殲せん滅めつせざるを得ない諸勢力が動員されるからだ。全般的な国家再高揚をもたらさない自由闘争は存在しない。それまで名誉が剝はく奪だつされていた責任を不問に付したままで、国民の良心および名誉が高揚されるとは考えられない。裸の自己保存本能はこの堕落した要素と、それを支える政党を動員して、わが民族を現実的再生に導くあらゆる進展を妨害させるであろう。わが民族のへロストラート（※12）たちの多くの行動は表面的には妄念と見えるかもしれないが、その内的な動機を見れば分かるように、強引であさましいとはいえ、計画的にうまく仕組んだ振舞なのである。

　公的生活がそのような政党から構成され、卑しい性格の個人によって代表されている時代にあって、将来いつか人間的理性と展望に依拠すれば祖国の成功と幸運を導くに違いない独自の外交方針を進めるのが、国家改造運動の義務である。共産党、民主党、中央党サイドは、公的な外交に合致しない政策を進めると非難しているが、そのような非難こそが軽けい[image: 蔑]べつされるだけだ。市民的・国民的グループ、さらにはいわゆる愛国的なサークルも、この非難に加わっているのを見ると、この非難の内容がよく分かる。他の運動は、われわれがいずれは権力を握るつもりで、それを前提としてすでに現在その権力に必要な教育に手をつけるという揺るがぬ意志を持っていることを真面目に理解できないで、ただ異議を唱えているような組織かぶれの連中の単なる感情表現であり、心情シンボルに過ぎない。

　一九二〇年以降、私は粘り強く、かつあらゆる手段を講じて、国家社会主義運動をドイツとイタリアとイギリス間での同盟締結という思想に馴じゆん致ちさせようと努めてきた。それは極めて困難であった。特に戦後数年間は、「イギリスへの神罰」論がわが民族から外交分野での明確で冷静な思考を奪い、遮断していたので、特に困難であった。

　イタリアに対する態度に関しても、この若い運動の状況は計り知れず困難であった。特に天才政治家ベニト・ムッソリーニ（※13）指導のもとにイタリア民族の前代未聞の再編成が始まり、その再編成のゆえに世界フリーメーソン（※14）の支配下にある国々の抗議を一身に受けるようになって以来は、困難であった。というのは、一九二二年まではドイツの世論製造元は彼らの犯罪行為によってドイツから引き離されたドイツ民族の苦しみに一行の報告も割かなかったのに（※15）、急に南ティロールに注目するようになったからである。抜け目ないジャーナリズムと欺ぎ瞞まんに満ちた言い草によって南ティロール問題はとんでもない意味を持った重大事に仕立て上げられた。その結果ドイツとオーストリアではイタリアは、どの戦勝国も受けていないような追放の身分にされてしまったのである。国家社会主義運動は、その外交的使命の絶対的必然性に基づいてこれを真しん摯しに擁護するつもりだったので、虚偽と混乱をもたらすシステムに対する闘争を差し控えてはならなかった。その際、同盟国を計算に入れてはいなかった。安直な人気取りは諦めて、周知の真実、目の前にある必然性と自分自身の良心の声に応じて行動するという思想に従っていた。それによって敗北するとしても、明らかな犯罪に手を染めるよりも、それは名誉ある行為である。

　私が一九二〇年にイタリアとの将来の共同歩調の可能性を示唆したとき、少なくとも当分はそのための前提は実際上何一つ存在しないように思えた。イタリアは戦勝国の花輪の中にあり、それがもたらす事実上の、または見かけ上の利点を得ていた（※16）。一九一九年と二〇年には近い将来に協商側の内的結束が壊れる兆候はなかった。強力な世界連合は（※17）自分たち自身で勝利と、したがって平和とが保証されていると証明することに全力を挙げていた。すでに講和条約作成時から幾つもの問題点は明らかではあったが、巧妙な管理がなされ、少なくとも外部に向かっては常に完全な合意という印象を保っていたので、広く知られるには至らなかった。このような合意行動は、世論が同種の全般的戦争プロパガンダに目を奪われていたからでもあるし、ドイツという強国に言い知れぬ不安を抱いていたからでもある。しかし、ドイツ国内での大きな壊滅状態が次第に外界に知られるようになった。そのようにしておけば分け前の分割にもありつけるという個別戦勝国の願望も外見上の一枚岩を支えていた。ところが、当時ある国が手を引いていたとしてもドイツの運命は同様の道をたどっていたであろうという不安が生まれてきた。すなわち、われわれの崩壊から利益を得るのはおそらくフランス一国であったのではないか。というのも、戦争中に採用していた対ドイツ対応を変更しようとは、パリでは誰も考えていなかったからである。白髪の老クレマンソー（※18）は「私にとって平和は戦争の続行である」と述べている（※19）。ここにフランス民族の実際の意図が示されている。

　戦勝国連合は、なお後までもドイツの完全な破壊を目指すというフランスに吹き込まれた確かつ乎こたる目的に従って、少なくとも見かけ上は、結束していた。これはドイツの意図がまったく無計画であったのとはよい対照をなしている。自国ドイツ内においては真実と知識に反して責任を全て戦争に帰し、卑劣にもそこから敵の強要を正当化しようとする連中の厚かましさが一方にあり、他方には、破滅の後に過去をできるだけ詳しく再現して国民に役立とうとする腰の引けた、不安定な国民サイドがあった。われわれが戦争に負けたのは、われわれの敵に対する国民的激情が不足していたからである。だから一層、災いをもたらすこの不足を埋めあわせなければならないし、和平が保たれているうちにかつての敵国への憎悪を確実にしておかなければならない。これが国民的諸サークルの意見であった。ところが奇妙なことに、この憎悪はフランスに対してよりも当初はイギリスに対して、後にはイタリアに対して向けられたのである。イギリスに向けられたのは、ベトマン＝ホルヴェークの居眠り政治のおかげで、人々は最後の瞬間までイギリスとの戦争になるとは思っていなかったし、それゆえにイギリスが参戦したのを信頼と信義にもとる極めて破廉恥な犯罪と解したからである。イタリアに対する憎悪は、わがドイツ民族の政治的無思想性を考えていないと、理解できない。三国同盟の本質を理解しないまま、政権周辺から、イタリアが介入しないのはオーストリア・ハンガリー帝国とドイツに対する信義違反と解すべしと教え込まれていたのである。だから、後になってイタリア民族がわれわれの敵に与くみしたとき、これに極めて大きな信義違反を見たのである。これらの憎悪は「神よ、イギリスを罰し給たまえ」というまさに市民的・国民的な怒号、戦争標語に、そのはけ口を見つけた。わが親愛なる神は強い者、決然としている者、さらには賢い者の味方だったので、神はこの罰を明白に拒絶した。しかし、少なくとも戦時中はわれわれの国民感情の激げつ昂こうはあらゆる手段を尽くして許容されていたばかりではなく、明らかに煽られもしていた。このような激情はそれほど大きくはなかったにもかかわらず、真に現実的な事柄への視点が喪失したのは憂慮すべきであった。政治に、ユスタメント主義（※20）はない。それゆえにすでに戦争中においても、イタリアが世界連合に参加したからといって怒りや憤激を燃え上がらせる以外の対応を引き出せなかったのは誤りであった。というのも、逆に、危機に瀕ひんしているドイツ国民の救済に役立つ結論を得るために、状況の可能性をなお一層再検討する義務はなかったであろうか。なぜなら、協商側の前線にイタリアが参加して、並はずれた戦況悪化が避け得なかったからである。それは、協商側の所有する武器が増加したからというだけではない（※21）。その国の参加によって世界連合形成サイドにとって、特にフランスにとって、もたらされた内的強化のゆえであった。当時の国家の政治指導部は、コストはいくらかかろうとも、二正面、または三正面作戦を避ける決断を下すべきであった。堕落し、荒廃したオーストリア国家を守る責任はドイツにはなかった。ドイツの兵士はハープスブルク大公家の王権政治のために闘っていたのではない。それが大事だったのは、せいぜいのところ、戦争万歳を叫ぶわれわれの口先政治家に過ぎない。前線で血を流している兵士には何の意味もなかった。ドイツ歩兵の困窮と苦労はすでに一九一五年には計り知れないほどであった。人々がこのように苦労したのはわれわれドイツ民族の存続と将来のためであって、ハープスブルク家の大国妄想を救済するためではなかった。何世紀もの間反ドイツこそが自分たちのこの上ない王朝利益であった王家の国家を守るため、何百万というドイツ兵に見込みのない戦争で血を流させるとは、なんという恐ろしい考えだったのか。この妄想の全体的広がりを完全に理解できるのは、最良なるドイツの血は、ハープスブルク家が、うまくいけば和平時に、ドイツ民族を脱民族化する可能性を手にするために、流さなければならなかったのだと分かるときだ。このぞっとするような狂気のために二つの前線でおびただしい血を投入させられただけではない。いや、裏切りと堕落がご立派な同盟国の前線に刻み込んだ割れ目をドイツ人の血と肉とでいつまでもいつまでも埋める義務をさえ引き受けたのであった。全てを犠牲にして自分たちのために戦っている同盟国をいつでも見殺しにしようと首を長くして待っていた宮廷のためにこの犠牲を捧ささげた。そして、のちに実際その通りとなった。われわれの市民的・国民的祖国愛国者たちは、この裏切りについては口をつぐんでしまう。われわれと同盟関係にあったオーストリアの戦争民族の裏切りについては、あれほど饒じよう舌ぜつに語るのに。この戦争民族とはスラヴ人のことだ。彼らは連隊には連隊で、旅団には旅団で敵に立ち向かい（※22）、彼らの国家の行動のゆえにこの驚くべき不幸に投げ込まれた人々に対する戦いに、独自の部隊で最終的に参加したのであった（※23）。オーストリア・ハンガリー帝国はドイツが関与した戦争に自分からは決して参加しなかったであろう。三国同盟では相互保護を義務付けている、としかるべきところでは信じられていた、とドイツでは一般的に広まっていたのは、オーストリアの事情をまったく知らない言い草に過ぎない。もし世界大戦がドイツを契機として発生していたなら、ドイツにとっては最悪の幻滅が待っていたであろう。国民の多数を占めるスラヴ人と支配しているハープスブルク家の両方が原則的に反ドイツ的、帝国敵対的であるようなオーストリア国家がドイツ支援と保護のために全世界を敵に回して武器を取ったはずがない。それは愚かなドイツのすることである。事実ドイツはオーストリア・ハンガリー帝国に対して唯一の義務を果たさなければならなかった。すなわち、この国のドイツ人をあらゆる手段を講じて救い出し、それまでドイツ民族が耐えてきたこの堕落した最も罪深い王室を抹殺しなければならなかったのである。

　イタリアの世界大戦参戦はドイツにとっては、オーストリア・ハンガリー帝国に対する態度を原則的に修正する契機であったに違いない。そのような場面で怒りを抑えつけてみたり、なすすべもなく憤激してみせたりするのは政治的行動ではないし、抜け目なさと能力を備えた政治指導部の取る手立てではない。そのような振る舞いはすでに個人生活においてもほとんどの場合有利には働かない。まして政治の場面では犯罪以上にぶざまである。愚行である。

　それまでのドイツの立場を変更しようとする試みがうまくいかなかったとしても、国家の政治指導は少なくとも、何もしなかったという責任からは免れる。いずれにしてもドイツはイタリアの世界大戦参戦後に二正面戦争を終結させるべきであった。ロシアとの単独講和を、それまでに東部においてドイツの武器によって戦い取られた成果の活用を諦めなければならない時点においてではなく、必要であれば、オーストリア・ハンガリー帝国を犠牲にできる時点において、探るべきであった。ドイツの政治が、オーストリア国家を救済するという課題を完全に捨て、ドイツ人を支援する課題に集中していたならば、勝利の可能性が見えていた。

　さらに、オーストリア・ハンガリー帝国崩壊時に九百万人のドイツ系オーストリア人を帝国自体に編入できたのであれば（※24）、評価のはっきりしないフランスの炭鉱や鉱山を幾つか（※25）獲得するよりもわが民族の歴史において、同じく将来にとってはるかに価値ある成果であった。ドイツの市民的・国民的外交の課題はハープスブルク国家の保持にあったのではない。専らドイツ国民の、オーストリアに住んでいる九百万のドイツ人を加えてであるが、救済に存した。それ以外では決してない。これは常に強調されなければならない。

　イタリアの世界大戦参戦によって生じた新事態にドイツ帝国政権がとった反応は、周知のように、他の対応であった。ドイツの血をさらに注入し、故国ではかつての不実な同盟国に天の復ふく讐しゆうを誓い、離反しようとするスラヴ同盟をかかえているオーストリアという国をなお一層救おうとしたのであった。二正面戦争終結の可能性を封印するために、抜け目のない要領に長たけたヴィーンの外交団はポーランド国家建設を持ち出したのである。オーストリア・ハンガリー帝国を犠牲にしてロシアとの合意を目指そうという希望は、狡こう猾かつなハープスブルク家によってものの見事に粉砕された。バイエルン、ポンメルン、ヴェストファーレン、テューリンゲン、東プロイセン、さらにはブランデンブルク、ザクセン、ラインから集まったドイツ兵士は、世界歴史の恐ろしいくらい多くの血が求められた戦場において何十万という命を捧げたという名誉を与えられた。しかしそれは、例えばドイツ国民を救うためではなかった。世界大戦が有利に進んでいけばハープスブルク家によって代表権が保障され、ドイツにとっては永遠の敵国になるであろうポーランド人国家形成のためであった。

　市民的・国民的国政。イタリア参戦に対する戦争中の反応は許しがたいほどの全くのナンセンスではあった。しかし、戦争後にもイタリア参戦に対する情緒的反応が持続されたのはより大きな、重大な愚行であった。

　イタリアは戦後も戦勝国連合に加わり、したがってフランスの側にいた。これは疑いようがない。しかし、イタリアが参戦したのは親仏感情のゆえではなかった。これも自明であった。イタリア民族をそれに導いた決定的要因は専らオーストリアに対する敵意であり、そこにイタリアの利益が目に見えていたからである。これがイタリアの行動の理由であった。ある種の空想的な親仏感情ではない。百年間も憎み続けていた相手が没落したあと、イタリアがそこから更なる利益を引き出すといって、深い苦痛を感じるドイツ人もいないわけではなかろうが、健康な理性感覚を失ってはいけない。命運は変転している。かつてはオーストリアが八十万のイタリア人を抱えていた。今は二十万のオーストリア人がイタリア支配の下にいた。これはわれわれに利益をもたらす二十万のドイツ国民である。これこそがわれわれの苦悩の原因である。

　極めて長い間潜在していたオーストリアとイタリアとの対立が解消しても、イタリア政治の国民的、民族的に考えられた将来目標が実現するわけではない。逆である。戦争によって、特にファシズムによって、イタリア民族の自己意識と権力意識は巨大な高揚を迎え、より大きな目標追求の力を高めるであろう。しかしそれによって、伊仏間の自然な利害対立はいよいよ顕在化してくる。すでに一九二〇年頃には、それを見通したり、見込んだりすることはできた。事実、すでにその頃、両国間の内的不協和音の兆候が現れていた。オーストリアのドイツ人の更なる減少に直面して、南スラヴの本能がフランスからの完全な共感を確信した一方では、スラヴからケルンテンを解放したときにすでに（※26）イタリアの態度は、ドイツ人に対しては少なくとも非常に親切であった。ドイツに対する国内での変化はドイツ内自体でのイタリア側委員の態度にも、特にオーバーシュレージエンでの戦いにおいて鮮明に、示されていた（※27）。いずれにしても当時すでに、二つのラテン国家間の、当初は軽微な内的離反の開始が見られたのである。今までの歴史上の経験則および通常人の論理と理性に従えば、この離反はますます広がり、いずれは明らかな戦争で終止符を打つに違いない。イタリアは、望む望まないにかかわらず、自分の国の将来と生存をかけて、ドイツ自体同様に、フランスと戦わざるを得ない。フランスがその際常に行動の正面に立っているかどうかは必要ではない。おそらくフランスは、賢明に幾つもの国を自国への経済的、軍事的依存関係に引きずり込むか、フランスと利害をともにすると信じ込ませるであろう。そして、これらの国に後ろから指図をするであろう。最終的には伊仏対立はバルカンで始まり、ロンバルディア平原で終結を迎えるであろう。

　いずれは生じるイタリアとフランス間の対立関係の可能性を前にして、すでに一九二〇年にドイツの将来の同盟国としてまず浮かんでいたのはイタリアであるように見えた。ファシズムが、最終的には国際的な流れに屈服するほどにまで弱体化していたイタリア政府を圧倒し、政権を握り、イタリアの利益の排他的擁護をその旗に標語として確定したとき、この可能性が現実のものとなった。脆ぜい弱じやくなイタリア的・民主主義的・市民的政府であれば、おそらく現実のイタリアの将来の課題を度外視して細工をこらした対フランス関係を維持することはできた。しかし、国家を意識するとともに責任感の強いイタリア政権には、それはできなかった。束桿斧（※28）がイタリアの国標となった日に、イタリア民族の将来に向けての第三のローマの戦いがその歴史的宣言を発した。それによって、両ラテン国家の一方は地中海での地位を明け渡さなければならないし、他方はこの戦いの賞品として覇権を確保するであろう。

　国家を意識しており、かつ理性をもって思考しているドイツ人として私は、後者の国は決してフランスではなく、イタリアであれ、という確定した希望と強固な願望を持っている。

　したがって、イタリアに対する私の態度は将来に向けての喜ばしい諸要因によって規定されているのであって、戦争への不毛な回想によって左右されているのではない。

「宣戦布告受領」は部隊移動の際の鉄道車両標識としては唯一（※29）古い軍隊の勝利を確信した信頼の良き印ではあった。しかし、政治的告白としては常軌を逸しているようにみえる愚行であった。だがそれ以上になお愚かなのは、世界大戦時に敵側に立ち、われわれの不利とは逆に世界大戦の利益に関与した国との同盟関係はドイツにとって問題にならない、と今日に至っても固執する立場である。共産党員、民主党員、中央党員がそのような思想を彼らの政治行動の主導軸に据えている。それは、これらの堕落した連合がそもそもドイツ国民の再高揚を望んでいないのであるから、明白である。ところが、国民的・市民的・愛国的サークルがそのような思想を受け入れているとなれば、万事休すだ。なぜならば、われわれを犠牲にしたり、また当時のわれわれの同盟国の犠牲のうえで領土を増やしたわけでなくて、かつヨーロッパにおいて同盟を組めそうな国の名を挙げてもらいたい。まずフランスは外される。エルザス・ロートリンゲンを奪ったし、ラインラントを狙っているからである。ベルギーも外される。オイペンとマルメディを所有したではないか。イギリスも外される。われわれの植民地の大部分を所有しているわけではないが、少なくとも相当部分を、国際連盟と称して管理している。これは子どもでも知っている。デンマークはノルトシュレースヴィヒを所有した。ポーランドは東プロイセンの一部、西プロイセンとオーバーシュレージエンを所有している。チェコスロヴァキアは四百万人に近いドイツ人を抑圧している。ルーマニアは同様に百万人以上のドイツ人を自国民にした。ユーゴスラヴィアは約六十万のドイツ人を抱えている（※30）。イタリアは今日では南ティロールを自領と称している。

　こうしてみるとわれわれの国民的・市民的、そして愛国的サークルにとってはヨーロッパで同盟を組める可能性を持つ国はことごとく姿を消す。いや、いや。彼らはそれを必要としていない。というのは彼らは大声で抗議し、口先談義で騒ぎたて、他の世界の人々の反対を部分的には窒息させ、部分的には壊滅させてしまえる。同盟国どころか武器も持たずに、自分たちの毅き然ぜんたる抗議態度のみを頼りに、略奪された領土を取り戻し、次いで親愛なる神にイギリスを罰してもらい、イタリアを懲罰したうえで、全世界のしかるべき軽けい[image: 蔑]べつにさらされる。もっとも彼らが、自分たちが現下の外交同盟者、すなわちボルシェヴィズム的にしてマルクシズム的なユダヤ人、によって街頭の柱にぶら下げられなければの話ではある。

　ところが、市民的、愛国的由来を持つわれわれの国民的サークルは、自分たちの外交方針が共産党員、民主党員、中央党員の支持を得ている、そもそもとりわけユダヤ人に支持されている点に、その外交方針の誤ご謬びゆうは最も端的に証明されている、と意識していない。驚くべき事態である。この理由をただちに理解するにはわれわれドイツ人の市民性を知らなくてはならない。彼らは、ドイツ民族の想像上の同意が形成されているように見える論点を少なくとも一つは見出した。彼ら全部がこれにより限りなく幸福なのである。ここには愚ぐ昧まい以外の問題はあり得ない。それにもかかわらず勇気あふれた市民的、愛国的政治家にとっては、国民的闘争トーンでしゃべれるし、次の演説者である共産主義者からこき下ろされる心配をしなくてもすむのが限りなく心地よいのである。彼らがその幸福に浸れるのは、彼らの政治的見解がユダヤ的・マルクシズム的には高価値であり、国民には不毛だからである。これが彼らには分かっていないか、誰も心奥深く秘密にしていて、口には出さない。われわれは、虚言と怯きよう懦だという堕落に途方もなく深く侵されているのだ。

　私が一九二〇年にこの運動の対イタリア外交方針を明らかにしたとき、最初は国民的サークルからはもとより、いわゆる愛国的サイドからも理解してもらえなかった。単純に言えば、抗議を義務のように続けるのではなく、実践的に考えて、世界大戦の敵意を内的に解消する政治思考に至るにはどのようにすべきか、これが彼らには理解できなかったのである。私は国民行動の主眼点は、ミュンヘンの軍司令官ホールの前かどこかで、時にはパリに反対し、時にはロンドンに抵抗し、はたまたローマを敵視してただむなしく青い空に呼びかける抗議行動にではなく、むしろ、ドイツ内にあってとりもなおさず崩壊に責任を有する者の排除に置かれていることを知ろうとした。国民的グループには、これがそもそも理解できなかったのである。パリの指令に際してミュンヘンでは反パリ抗議運動の機運が燃え上がった。クレマンソー氏はそれに対してもちろん何の対応も考えていなかったが、私は、この抗議騒ぎに対置される国家社会主義的態度表明を最も先鋭な形で作り出すよう指示した。フランスは、ドイツ人が知り得た、そして知らなければならなかった事柄のみ行った。私がもしフランス人だったら、もちろんクレマンソー氏の後に立たされているだろう。強い敵に遠くからいつまでも吠ほえ続けるのは、愚かであるし、意味もない。したがって、ベルリンでのわれわれの崩壊という恐ろしい破滅に責任を有しており、罪を負っている者たちに抵抗するのが、これらの愛国的サークルの国民的反対勢力の仕事でなければならないはずだ。実情を見れば、実現の可能性もない呪いをパリに向けて投げつけるのは、行動的にベルリンに乗り込むよりは、もちろん気持ちがすっきりするだろう。

　同じことが、自分たちが今まで挙げてきた成果の事実を通して自分たちの才能のあり方を十分に知らされているあのバイエルンの国政代表者にも特に当てはまる。というのも、常々バイエルンの主権を守ると口にして、外交関与権保持に目を配っているお偉方にとっては、大きな視点から現実的に把握されたドイツ内国民的反対勢力の指導を、必然的にバイエルンが保持できる外交政策を積極的に擁護するのがまずは責務というものである（※31）。帝国政府のここに極まれりという感の支離滅裂さ、手を伸ばせば手に入る成果を意図的に等閑視し続ける対応を目の前にして、バイエルン政府こそが、ドイツの孤立をある日必ず打破するに違いない外交政策の主導者となるべきであった。

　しかし、このようなサークルもイタリアとの共同歩調を擁護する私の外交方針に対しては、完全に無思想にして愚かにも、そっぽを向いていた。ドイツ国民の高度な将来利益の主導者にして擁護者として堂々と名乗り出る代わりに、時々目をそばめてパリを眺め、盛んになる勢力があれば帝国に忠実を誓い、北にボルシェヴィズムが燃え上がればバイエルンを救う決意を表明した。いや、はや。バイエルン国家がその主権擁護をまかせた相手とは、このようなまったく特殊にして偉大なる精神現象であった。

　最初のうちは多くの人々がそのような心情で、私の外交方針をダイレクトに拒否しないにしても、少なくとも理解したとは見えなかった。これは不思議ではない。率直に言えば、私自身も当時はそれを予測していた。加えて、一般的な戦争心理をも計算し、自分の運動に冷静な外交思想を教え込むのにひたすら力を注いだ。

　私は当時自分のイタリア政策のゆえに外からの攻撃を受けたわけではなかった。理由の一つは、それがまったく無害なものと受け取られていたからであり、二つ目は、イタリア自身が国際的影響に支配される政府を持っていたからである。いや、多くの人は心の中ではおそらく、このイタリアがボルシェヴィズムの病に罹かかればよいのに、と望んでいた。そうなれば、同盟国としては、少なくともわれわれの左翼側にとっては、大歓迎であった。

　さらにその頃は左翼は戦争敵視解消に明確に反対できなかった。この陣営においては醜悪で低劣で、かつドイツにとってはかくも不当な戦争憎悪感情の根絶をいずれにしても絶えず求めていたからである。このサークルが外交方針を理由にして私を非難するのは簡単ではなかったであろう。私の方針が実現する前提として、少なくとも独伊間の戦争憎悪解消がもたらされるからである。

　今一度強調しておくが、私の考えにそれほど大きな反対がおきなかった主要理由は、私の敵対者たちが、私の行動は無害で、実行可能性がなく、よって危険性はないと想像していたからである。

　この情勢は、ムッソリーニのローマ進軍以降、一変した。この瞬間から、まるで呪じゆ文もんにかけられたように、イタリアに対する中傷、毒舌の大合唱がユダヤ系新聞全体から押し寄せた。そして一九二二年になって初めて南ティロール問題が浮上し、南ティロールの住民が望むか望まないかにかかわらず、これが独伊関係の難問となった。これは長くは続かなかった。マルクシズムまでが国民的反対運動の擁護者となったのである。かくて、ユダヤ人とドイツ民族主義者が、社会民主党と愛国同盟が、共産主義者と国民市民階級が手に手をとって精神的にブレンナー峠を越えるという盛大な催し物が姿を現した。今や戦闘によって、といってもこの際は血を流さない戦いではあるが、この地域の再占領を実行しようというのである。ところが、バイエルン国家主権を擁護しようというこのバイエルン原理主義者たちは、自分たちの精神的祖先が百年も前にフランス人に引渡し射殺させた善良なるアンドレーアス・ホーファー（※32）を偲しのんで、アンドレーアス・ホーファーの州解放闘争に大いに執心したのであった。この勇敢なる国民戦線は全く特殊な形でこれに鼓舞されたのであった。

　ユダヤの新聞ゴロとそれに追随する国家的・市民的そして愛国的石頭連中が南ティロール問題をドイツ国民の生存課題の位置にまでまつり上げてしまったので、私はこの問題への対応を詳しく述べる必要を感じているのである。

　すでに述べたように、旧オーストリア国家はその領内に八十五万（※33）を少し上回るイタリア人を抱えていた。正確に言えば、オーストリアの人口調査から得られた国籍事情では、これと異なっている。個々人の国籍を数えたのではなく、当人申告による言語使用者数に過ぎない。これでは明確な数値は得られないことが、明白である。実際の状況を自分自身の目から隠してしまうのは、国民的市民の弱点といえる。事柄をしっかり知らない限り、少なくとも、事柄について明確に語らない限り、その事柄そのものが存在しない。そのようなやり方に基づいて算出されたイタリア人、換言すればイタリア語を話す人間が、ティロールの広範囲にわたって生活している。一九一〇年の人口調査によれば、ティロールの人口は……（※34）万人であり、イタリア語人口は……パーセント。残りはドイツ語を、部分的にはラディン語（※35）をしゃべる。したがってティロール大公爵領内には約……万のイタリア人が住んでいる。この全員が今日イタリア人によって占有されている地域にいるので、ティロールのイタリア占有地区全体でのイタリア人とドイツ人との割合は、ドイツ人……対イタリア人……となる。

　これを確認しておくのは、ぜひとも必要である。なぜなら、ドイツでは少なからざる人間がわれわれの噓つき新聞のおかげで、ティロールと考えられている地域の三分の二にイタリア人が、三分の一にドイツ人が事実上生活しているとは知らないからである。南ティロール再占領を真面目に口にする者は、イタリア人支配下での二十万ドイツ人という事情がドイツ支配下での四十万イタリア人と変わるのを覚悟しなければなるまい。

　もちろん南ティロールでのドイツ人は主として北部に集中しており、イタリア人は南部に多い。それゆえに、国民に合った解決を目指すのであれば、まず南ティロールという概念を一般的な議論から完全に除外して考えなければならない。なぜなら、四十万人のイタリア人と並んで、ドイツ人も二十万住んでいる地域をイタリア人が取っているからといって、道義的理由からたっぷりとイタリア人を非難するわけにはいかない。逆に、その不正を排除するために、その地域を再びドイツに獲得しようとしたらどうであろうか。純粋に道義的視点からして、ドイツはイタリアよりもより大きな不正を犯す事態に陥る（※36）。

　このように、現在のところ南ティロール再占領論にも、南ティロールのイタリア支配にも同種の道義的弱点が指摘できる。これによって、この論理はその道徳的正当性をも失う。となれば南ティロール全体の再獲得を求める他の視点が有効性を有するに至るのではあるまいか。一般的に道徳的に是認される感情から言えば、せいぜいのところ、事実上ドイツ人住民が現実に多数を占めている地域の再獲得は可能であろう。それは僅きん々きん……平方キロ（※37）メートルに過ぎない。そこには約十九万人のドイツ人、六万四千人のイタリア人とラディール人（※38）、それ以外の民族が二万四千人である。完全なドイツ地区内に住んでいるドイツ人は十六万人に過ぎない。

　現在の国境（※39）において、南ティロールにおけるようにドイツ人を母国から遮断していない国境は、ほとんどない。ヨーロッパだけで総計……百万人のドイツ人が帝国から離れて生活している。そのうちの……百万人は明らかに外国人支配下にある。……百万人だけがドイツ系オーストリアとスイスにいて、少なくとも当分は国籍を脅かされない条件下にある（※40）。そこではさまざまなケースがあり、人口数から見ても南ティロールと比べられないわが民族のまったく別の困難さがある。

　この事態はドイツ民族にとっていやなものであり、それに責任を負うべきなのは今日南ティロール問題を叫んでいる連中である。それだけに一層、純粋に市民的な国境線政策を引き受けるにしても、なお残っている帝国の運命をこのような失われた地域の利害やそれらの個々の地域の願望にまかせるわけにはいかない。

　というのも、ある点がまずは厳しく指弾されなければならないからだ。すなわち、南ティロールに神聖なるドイツ民族がいるのではない。愛国同盟は御託を並べているだけだ。ドイツの民族にとっては、ドイツ民族に数えられる全ての人が同じように神聖でなければならない。南ティロール住民を、ポーランド支配のもとで奴隷にされている西プロイセン住民や東プロイセン人やシュレージエン人よりも高く評価するいわれはない。チェコスロヴァキアのドイツ人を、ザール地方やエルザス・ロートリンゲンでのドイツ人よりも高く評価するのも妥当でない。切り離された地域のドイツ人を特別な価値で分類する権利を主張できるのは、せいぜいのところ、それぞれの決定的で支配的な人種的基礎価値を分析的に検証してからである。しかし、イタリアに対して声高に抗議している団体がその基準をたてるわけではない。その基準は今日の割譲されている諸地域において、例えば東プロイセン人または西プロイセン人よりもティロール人に高位の価値要素を絶対に認めないだろう（※41）。

　それ自体として考えれば、ドイツ民族の外交課題を、帝国から分離された地域のうちの一つだけの地域の利益によっては規定することはできない。というのは、母国の力が取り戻されていない限り実際の支援は得られないのであるから、現実には当の利益は確保されないからである。かくて、外交的態度表明にとって重要となる唯一の視点は、国家レベルで集計されている国民の残存部分の独立と自由を迅速に、可及的速やかに再獲得する視点以外にあり得ない。

　換言すれば、もしドイツ外交が「南ティロールにいる神聖なる民族」、すなわちそこで問題となる十九万人のドイツ人の救済以外の目標を持たないという場合でさえ、まずその前提はドイツの政治上の独立獲得と軍事力確立である。なぜなら、オーストリアという抗議国家がイタリア人に南ティロールを分け与えないのはほぼ明らかであるからだ。同じく、もしドイツ外交に南ティロールの事実上の解放以外の目標がないというのであれば、ドイツ外交はなお一層その行動を、政治的、軍事的権力手段を奪還できる前提を保証する視点と要素によって規定されざるを得ないのも明白である。同時にますます南ティロールを外交問題の中心にしてはいけない。むしろ逆に、より一層、対ドイツ方針に固執している現下の世界連合の打破を許容する思想が指導力を発揮しなければならない。というのも、ドイツによるドイツ人への南ティロールの返還は、抗議と軍備縮小をチベットでの祈りのように繰り返して最終的に得られるのではない。剣の投入によってである。

　ドイツがこの目的を放棄しないのであれば、ドイツは常に、そしてなお一層、ドイツの権力獲得に手を貸してくれる同盟国を探さなければなるまい。フランスも選択肢の一つになるかもしれないという人も出てこよう。そのときはもちろん私は国家社会主義者としてそれには断だん乎こたる反対を貫く。

　フランスが、ドイツを友好民族として反イタリアの共同行進に組み込む、と進んで宣言する可能性もある。そのうえわれわれの流した血の犠牲を称たたえ、われわれの受けた傷を癒いやすすずめの涙ほどの膏こう薬やくとして南ティロールをわれわれに認める可能性もないわけではあるまい。しかし、そのような勝利がドイツにとっては何を意味するというのか。南ティロールのドイツ人二十万人を加えたから、わが民族は生存できるというのか。フランスは、まず地中海のラテン系競争相手をドイツの武器を借りて倒し、次いで一層強硬にドイツに対応するのが目に見えているではないか。いずれにしても、ドイツ解散という従来からの目標をフランスはいっそう追求するのではなかろうか。

　その通りだ。もしドイツにフランスとイタリアのどちらを選ぶのかという選択がそもそもあるのなら、ドイツにとっては、一も二もなく、イタリアである。というのはフランスと組んでイタリアに勝てば、われわれは南ティロールを手に入れる。加えて、より強大になったフランスという次の敵をも持つ。イタリアの支援を得てフランスに勝てば、ドイツには少なくともエルザス・ロートリンゲンが、うまくいけば大規模で現実的な領土政策を実行できる自由がもたらされる（※42）。それによってのみドイツは将来にわたって長期的に生存できる。決して南ティロールによってではない。しかし、ドイツの嘆かわしい非理性的愛国者を一時的に満足させようとして、割譲されている全地域のうちから特定の、または生存に重要とはみなされない地域を選び出し、七千万民族の全利益とを秤はかりに掛けよう、いや、ドイツの将来を諦あきらめよう、というのは不可能である。もしそういう者がいたら、それは正真正銘の空想家である。なぜなら、そうなれば実際のところ、南ティロールは今と同じくらいの支援しか受けられないのであるから。

　国家社会主義運動はドイツ民族をして自分の生存形成のために血を惜しむことのないように教育しなければならない。と同時にわが民族は、そのような血は来るべき歴史において決して空想のために流されてはならないように教育されなければならない。

　われわれの抗議愛国者と愛国同盟にはしかし、武器による南ティロール再占領は考えていない、といい加減はっきりと言ってもらいたい。彼らには名誉を懸けてはっきりしてもらいたい。ある日イタリアが抗議運動とおしゃべりに負けて、南ティロールを引き渡すと信じているのか。国家意識を持った国が四年間かけて戦い取った領土を武器決定に困って再び犠牲に供するだろうと信じているのか。われわれが、または私が南ティロールを諦めたのだと口にしないでいただきたい（※43）。この幼稚な噓つきたちは、少なくとも私個人に関して言えば、南ティロールの運命が決定されるときには前線で戦っていたと知っているはずだ（※44）。今日の抗議連盟者のうちの誰もが避けていた状態を私は引き受けていたのだ。ところが、まさにそのとき、今になってわれわれの愛国同盟やわれわれの国家市民主義者と手を組んで今日の共通の外交政策を行い、イタリア反対を扇動している連中はまさにそのときに、あらゆる手段で勝利をサボっていたのだ。その結果として、国際マルクシズムと民主主義と中央党が平和の中でわが民族の主要力を衰弱させ麻ま痺ひさせてしまい、ついに戦争中にドイツという祖国とドイツ軍の没落を招いてしまった革命を組織したのだ。

　この連中の活動が成果をあげ、われわれの今日の市民的な抗議熟練者たちの呪うべき無力と弱体が加わり、南ティロールもドイツ民族の手から失われたのである。これらのいわゆる国家的愛国者たちが今になって南ティロール放棄について言辞を弄ろうしているのは彼らの哀れむべき偽装である。いや、諸君らにはまっとうな言葉から目を逸そらさないでいただきたい。今は南ティロール占領のみが問題である、というような意気地なしであってもらいたくない。というのも国民抗議同盟の諸氏よ、諸君らの今日の親密なる同盟者たちであるかつてのマルクシストの祖国裏切者たちがその放棄を国法に則のつとって万全に執行していたからである。国民同盟および素人市民政治家の諸氏よ、当時この犯罪に対して明確な態度表明をする勇気を持っていたのは、諸君らではなかった。それを行ったのは小さな国家社会主義運動であったし、何よりも私自身であった。その通り。諸君ら（※45）は口をつぐんでいたので、ドイツで諸君らの存在を知っている人は誰一人いなかった。諸君らは自分の穴にひっそりともぐり込んでいた。その頃一九一九年、一九二〇年に私は講和条約署名という不名誉に反対を表明していた。しかも、壁の後ろでひそひそと囁ささやいていたのではない。公然と表明していたのだ。諸君らはなお当時卑劣であり、われわれの集会に来る勇気さえ持ち合わせていなかった。諸君らの今日の外交同盟者、すなわちマルクシスト的浮浪者、にたたかれるのが怖かったのである。

　サン・ジェルマン講和条約（※46）の署名者も、ヴェルサイユ条約（※47）署名者も国家社会主義者ではない。彼らは数十年間にわたる祖国裏切り行為にこの署名によって最後の仕上げを画す政党関係者であった。今日南ティロールの運命を少しでも変えようと望む者は、今日の抗議者たちがすでに一度放棄しているわけだから、再び放棄できるわけがない。せいぜいのところできるのは再占領くらいのものだろう。

　もちろん私は、それに全力で反対する。私はそのような試みに強硬に対抗する。予告しておく。私は、わが民族をこのような愚かなうえに血を求める冒険に引きずり込もうとする面々に対しては燃え上がる憎悪をもって闘う。私は戦争の内実をレストランでの話題を聞きかじって知っているのではない。私は、戦争で何かを命令したり、指示したりするような連中の一人ではなかった。私は、四年半にわたって命令され、それにもかかわらずその義務を忠実に真しん摯しに果たし終えた平凡な兵士であった。それによって幸運にも私は戦争を、戦争はどのようなものであるか、そして、どれほどまでに見たくもない実態であるか、を知った。私はこの戦争の最後の瞬間まで一兵卒であった。それゆえに戦争の、勝利にわが民族の救いがあると信じていた戦争の、陰の面をも知った。しかし今は、陰でこそこそと仕組まれた平和の中にいる。私は、ドイツ民族には役に立たず、わが民族の流した血の犠牲をすでに不ふ埒らちにも自分たちの利益のために売り渡す連中のためにだけ役立っている戦争には、絶対に反対する。私は確信している、いずれはこの私に、必要となればドイツ民族の血の投入にも責任を取る決断が求められるだろう。しかし私は、一人のドイツ人だけが戦場に引っ張り出され、その血をもって愚者や犯罪者だけは自分たちの計画を太らせるような事態には抵抗する。近代戦争のもたらす驚きよう愕がくと苦痛の前代未聞の恐ろしさを知り、民族の精神力が無残に酷使される様子を検討している人は、血の投入に匹敵しない成果のためにそのような犠牲を求める考えには二の足を踏まざるを得ない。南ティロールの民族が、ドイツ人だけでもよいが、一つの場所に集められ、彼らのための戦いにわが民族が支払った十万以上の死者が現れるシーンを想像してもみよ。三十万の手は拒絶の意を示して天に向けられるであろうし、国家社会主義の外交政策は是認されるであろう。

　ところがとんでもなく恐ろしいことには、このような驚くべき可能性をもてあそんでいるのは、何も南ティロールを救おうとだけ考えてのうえではないのである。

　今日の南ティロールをめぐる闘争を主導しているのは、かつて全ドイツを腐敗するにまかせた連中であるが、南ティロールは彼らにとっては、彼らの低劣な、かつ言葉の最高の意味で反ドイツ的な本能を満足させるために良心のかけらさえ見せずに冷酷に追求している目的に至る手段以上なのだ。それは今日の国家意識的イタリアへの嫌悪である。何よりもこの国の新たな国家理念への憎悪である。イタリアの政治家（※48）、すなわち彼らに南ティロールの助けを借りてドイツ世論を煽あおり立てる契機を与えている、このイタリアの傑出した政治家に対する憎しみである。なぜなら、実はこの連中にとってはドイツ民族はどうでもよいのだ。彼らは目にワニの涙を浮かべて南ティロールの運命を嘆いてみせている一方で、全ドイツを、割譲された地域よりもなお惨めな運命に追い立てているのである。国民文化の名でイタリアに抗議しながら、ドイツ国民の文化を内部において冒し、われわれの文化感覚全体を破壊し、わが民族の本能を毒殺し、過去の業績さえ破滅させているのだ。その内部でわれわれの演劇、われわれの文学、そしてわれわれの造形芸術をブタの水準にまでおとしめている時代が文化の名で今日のイタリアに反対したり、その水準からドイツ文化を守るような道徳的権利を有しているはずがない。バイエルン民族党、ドイツ国民党はいうに及ばずマルクシズムの文化侮辱者の連中すら南ティロール住民のドイツ文化の心配はしているが、彼らは内容のない駄作で故国の文化を心ゆくまで侮辱し、ドイツの舞台を「ジョニーが演奏する」ごときドイツ人種侮ぶ[image: 蔑]べつに明け渡している（※49）。南ティロールでドイツ文化の存続が圧迫されていると偽善的に嘆いてみせる一方で、故国では、ドイツ文化を意識的、かつ意図的な破壊から防ごうとしている人たちを極めて冷酷に迫害している。当地のバイエルン民族党は、わが民族への卑劣な侮辱に対して抗議している人々を取り締まれと検察にけしかけている。南ティロールでのドイツ文化守護者たちが、ドイツ自体の内部ではドイツ文化保持に向けて何をしているというのか。劇場を売春宿の水準に、人種恥辱の見本市におとしめている。映画館を、慎みと良俗をあざける場とし、われわれの民族生活の全要因を破壊し、キュービズムとダダイズムでわれわれの造形芸術が愚劣になっていくのを黙認し、彼ら自身がその卑劣な欺ぎ瞞まんと誤ご謬びゆうの生産者を保護し、ドイツ文学をガラクタと泥土にまみれさせ、わが民族の全精神生活を国際的ユダヤ人に引き渡している。この同じ哀れなろくでなしどもが、厚かましくも南ティロールのドイツ文化を擁護しようというのである。ごく自然の成り行きではあるが、彼らの頭に浮かんでいる目標は二つの文化民族を扇動して、最終的には彼らを自分たちの文化的でない悲惨な水準に易やす々やすと引きずりこむところにある。

　全てがこういうわけだ。

　彼らは南ティロールでのドイツ人迫害を嘆く。その同じ人間がドイツでは、国民的であるとは自分の民族をユダヤ人と黒色人種による梅毒化に無防備に引き渡すのとは違うのだと理解している人間を極めて冷酷に攻撃している。南ティロールでのドイツ人の良心の自由を叫んでいる連中が、ドイツ内自体では良心の自由をこのうえもなく卑劣に抑圧している。よりにもよって南ティロールで良心の正当性と国民の自由のために尽力していると言いふらしている噓つき政党ゴロに支配されているドイツほど、国民の国家的心情を表明する自由が制限されているところはない。彼らは南ティロールで一人のドイツ人に加えられている不正を嘆くが、このドイツで毎月毎月マルクシストの浮浪者どもが国家的人材に加えている殺人については沈黙しているのだ。彼ら同様にまったくご立派な国家的市民も愛国的抗議者も口をつぐんだままだ。まだ五か月しか経っていない今年なのに、国家社会主義運動側からは、部分的には残酷な付随事態のもとで九名が命をなくし、六百名以上が負傷した（※50）。噓つき連中はこれについては一言もしゃべらない。同種のファシズム行為が一つでも南ティロールのドイツ人に加えられたのであれば、彼らはどれほど大騒ぎをしでかすか、想像に余りある。南ティロールで、たとえ一人でもドイツ人が同じような事態でファシストによって命を落としたとしたら、彼らは全世界に反乱を呼びかけかねまい。ご立派な連中の怒りをドイツ民族救済に呼びかけずに、マルクシズムの殺人者のならず者をドイツで利用しようとするのである。南ティロールでの官憲によるドイツ人迫害に仰々しく抗議している当の人間が、自分たちに目障りなドイツ人を帝国内自体で迫害していたのだ。ドイツでは、勇敢なＵボート乗組員から始まって（※51）、オーバーシュレージエンの解放者に至るまで（※52）、自分の血をドイツのために流した人間が鎖に繫つながれ、裁判に立たされ、最後には懲役刑に科された。哀れな抗議ゴロがひっそりと人目につかないようにどこかに逃げ込んでいる間に、彼らは燃える祖国愛から自分たちの生命を百回も二百回も捧ささげただけではないか。国家意識のある国では最高の勲章で報いられたであろう行為がドイツでは懲役刑を覚悟しておかなければならない（※53）。今日の南ティロールでイタリアが一人でもドイツ人を逮捕したら、全ドイツの国家的、マルクシズム的新聞どもはすぐさまがなりたてる。密告しただけで数か月の投獄である。家宅捜査、信書の秘密違反、電話盗聴、市民権によって保障されている個人の自由に対する憲法違反、これらはこの国では日常茶飯事である。彼らはこれらをまったく無視し続けている（※54）。われわれのいわゆる国民政党も、これらが許されているのはマルクシズムに支配されたプロイセンのみだと言い出せない。一つには、彼らは今日これらのマルクシストと外交政策において手を組んでいるからである。二つ目には、これらの国民政党は真に自己意識的な国家主義を抑圧するのに手を貸しているからである。「国家的バイエルン」内では、死の床についていたディートリヒ・エッカルト（※55）を、医者の証明書を提示したにもかかわらず、何の罪もないのに、たかだかそのゆるぎない国民的心情を表明したというだけで保護拘束し、いよいよ病状が悪化しても拘束を続け、釈放したのは息を引き取る二日前であった（※56）。バイエルン最大の詩人が受けた仕打ちがこれであった。もちろん彼は国家主義的ドイツ人であったし、「ジョニーが演奏する」のごときを犯すわけもないし、したがって、国民的文化擁護者に批判的であった。国家的愛国者たちはまず彼を殺しておいて、今になっても彼の作品を黙殺する。その理由は一つしかない。彼はまさにドイツ人であり、さらに善良なバイエルン人であり、彼はドイツを汚す国際的ユダヤ人でなかったからである。そう考えれば、彼は愛国者同盟にとっては神聖な存在のはずであるのに、彼らはその国家的・市民的心情に従ってミュンヘン警察で繰り広げられている「くたばれ、国家主義のブタ」という呼びかけに応じて行動したのであった。しかし、イタリアでたった一人のドイツ人が愚行によって勾こう留りゆうされても、世間を怒りに駆り立てるのは、同じドイツ人気取りの連中であった。

　南ティロールで数人のドイツ人が追放されたとき、この連中は全ドイツ民族を大きな怒りに煽った。しかし彼らは、ドイツ自体の内部でドイツ人が追い回されていたのに言及するのをすっかり忘れているのだ。市民的国民政権下の「国家的バイエルン」では、その非妥協的国家主義が怠慢な支配市民層には政治的に合わないという理由だけで、何十人というドイツ人が追放されている。ドイツ系オーストリア人への兄弟種族意識を突然忘れ、彼らは外国人に過ぎなくなったのである。いわゆる外国系ドイツ人追放の問題ではない。そうではない。ドイツ人が南ティロールから他の地方へ追放されたからといってイタリアに対して抗議を燃え上がらせている市民的・国家的偽善家たちは、バイエルンから、ドイツ軍で四年半にわたってドイツのために戦い、傷つき、最高の勲章を持っているドイツ国籍ドイツ人を何十人もバイエルンから追放したのである（※57）。この市民的・国家的偽善者たちはイタリアに対しては怒っていながら、自民族内では恥の上に恥を重ねていたのである。

　彼らはイタリアでの脱民族化を嘆き、自国ではドイツ民族を脱民族化させている。わが民族の血液毒化に立ち向かっている人たちに対して闘いを挑んでいるのだ。いや、彼らは、大都市で彼らによって実施され、奨励されているわが民族の脱ドイツ化、黒色人種化、ユダヤ化に反対しているドイツ人を、恥ずかしげもなく、かつ少しの容赦もなく迫害しているのである。さらに、宗教施設破壊という虚偽の口実で投獄しようとしているのである（※58）。

　メランでイタリアの政治的跳ね上がりがエリザベス女王記念碑を傷つけたとき、彼らは野蛮にも騒ぎ立てた。しかもイタリアの裁判所が犯人に二か月の禁きん錮こ刑を科しても静まらなかった。ドイツ内自体でもわが民族の偉人を称たたえる記念碑や記念物が汚されている。ところが彼らは、それには何の関心も払わない。フランスでは、エルザス・ロートリンゲン内のドイツに関する全てのモニュメントが破壊されている。ポーランドではドイツ名を持つあらゆる物が計画的に荒れるにまかされている。彼らはそれらを気にも留めない。いや、まさに今日ブローンベルク（※59）ではビスマルク塔が正式に公式に破砕された（※60）。これら全てが彼らの、わが民族の国家的名誉を守る勇士たちの血を騒がせない。もしこれが南ティロールでの出来事であったなら、何という災いであるだろう。なぜなら、彼らにとっては、突然そこが聖地と化していたからである。祖国自体は、故国は、地獄へ落ちていくのである。

　南ティロールでもイタリア側に無思慮な行為があったのは確かである。ドイツ人を計画的に脱民族化しようとする試みは愚劣であるし、その成果においても疑わしい。しかるに部分的ではあるがそれに荷担し、他方においては自民族の国家的名誉というものを事実としては何一つ知らない連中は、それに反対する権利を持っていない。その権利を持てるのは、それまでにドイツの利益とドイツの名誉のために事実上の闘いを繰り返してきた人たちのみである。それはドイツにおいては国家社会主義運動以外にはあり得なかった。

　反イタリアの扇動がどれほどまでに内的欺瞞に満ちているかは、フランス人、ポーランド人、ベルギー人、チェコ人、ルーマニア人、南スラヴ人がドイツ人に加えてきた行動とイタリア人の振る舞いを比べてみれば、一目瞭りよう然ぜんである。フランスはエルザス・ロートリンゲンから二十五万人以上のドイツ人を追放した（※61）。南ティロール全体の人口より多い人間をである。彼らにとっては、それはたいしたことではない。フランス人は今になってもエルザス・ロートリンゲンでのドイツ人の足跡を根絶しようとしているし、冷たい平手打ちがパリの回答であるのにも懲りずに、相変わらずフランスを兄弟国として受け入れようとしている。ベルギーは比類なく狂信的にドイツ人を迫害している。ポーランド人は一万七千人以上のドイツ人を、部分的にはまさに残酷な付随事態のもとで殺さつ戮りくした（※62）。これも、とやかくいうほどの事柄ではない、というわけだ。数万人が家屋敷から追い出され、着の身着のままで国境外に追い出される。これに対してもわれわれの市民的、愛国的抗議詐欺師たちはご立腹されない。これらの連中の本当の心を知りたい人は、当時人々が避難民をどのように迎えたかを思い出すだけでよい。何万人という追放された不幸な人が自分たちの大切な故国の土を、部分的には形だけの強制収容所（※63）で味わい、ジプシーのようにあちらこちらと引き回されているときに、彼らの心は何の痛つう痒ようも感じていなかった。そして現在も、感じていない。私は今も、ルールからの最初の避難民がドイツに来て、まるで重犯罪人であるかのように警察署から警察署へ引き回されていた時代を覚えている。南ティロールの国民であるドイツ人の擁護者で保護者である彼らは、それなのに胸を痛めなかった。しかし南ティロールで一人でもドイツ人がイタリア人によって迫害されたり、不正が加えられたりすると、彼らはまさに、世界が今まで経験した最大の野蛮行為にして類を見ない文化破壊が行われたと言って、身を震わせて激げつ昂こうするのである。「ドイツ人が今まで、この国において行われているような暴君的で戦せん慄りつすべき方法で抑圧された例はない」とおっしゃるのである。いや、例外が一つだけある。すなわちドイツの内部自体である。そして、諸君ら自身が暴君なのである。

　南ティロール、より正確に言えば南ティロールのドイツ人はドイツ民族に受け入れられなければならない。しかし、市民的愛国的抗議詐欺師たちはドイツの内部自体で国際的金融支配者への従属、全般的な腐敗、非国民的な不名誉といういかがわしい政治によって、南ティロールでのドイツ住民数の二倍に上るドイツ人を年ごとに殺しているのだ。彼らの破滅政策のおかげで、ここ数年間に毎年一万七千から二万二千の人間が自殺している（※64）。ここ十年間で、子どもを加えたら、南ティロールのドイツ人の数に匹敵するだろう。この事実についても、彼らは沈黙したままである。彼らは移住を勧める。シュトレーゼマン氏のごとき国民的市民は移住率の向上を外交政策の顕著な成果と考えている。そうなるとドイツは、南ティロールのドイツ住民数ほどの人数を四年ごとに失うわけである。彼らは避妊と堕胎によって、南ティロール内でのドイツ人に倍する人間を毎年殺している（※65）。その連中が、外国でのドイツ人の利益を語る道徳的権利は自分にある、と自認しているのである。

　言いかえるとこの国民的で公的なドイツが南ティロールでのわれわれの言語の脱ドイツ化に苦しんでいるのに、ドイツの内部自体ではあらゆる公的なやり方でチェコスロヴァキアやエルザス・ロートリンゲンなどでのドイツ名の脱ドイツ化を進めている。ドイツ内でのわれわれのドイツ都市名をチェコ人に合うようにチェコ語的に読み替えている公的な旅行案内書さえ出版されている。そのような事態になっていても、ドイツでは波風は立たずにきていた。ところが、イタリア人が聖なる名前であるブレンナーをイタリア流にブレネーロと変えたとき、激しい抵抗が起こった。これを見てもよく分かるように、市民的愛国者は、全てが喜劇であると分かっているところで激昂するのである。われわれの情熱のない、怠慢な市民が国民的情熱を装うのは、年老いた売春婦が愛を媚こびるのに似ている。全てが下手な芝居だ。その芝居の発祥地がオーストリアであると、なおさら醜いものとなる。かつてはティロールのドイツ人の関心を引くこともなかった黒色と黄色の正統派（※66）が今では国民の神聖なる怒りを共にしている。かくのごとく、特にユダヤ人も一緒だと分かったときには、小市民連中は狂喜する。すなわち、今回は例外的に自分たちの国民心情を声高に叫んでも新聞を牛耳るユダヤ人によってほんの片隅に押しやられてしまわずにすむ、と分かっているときだけ、彼らは抗議の声を上げるのである。いや、いや、今回は特別である。心正しき国民的・市民的紳士諸氏にとっては実にめでたいことに、国民的闘いを呼びかけたのでイッチヒ・ファイテル・アブラハムゾーンによって賞賛されたではないか。それどころではない。ユダヤの赤新聞も叫びたて、クロトシン（※67）からヴィーンを越えてインスブルックに至る市民的国民的ドイツ統一戦線が現実に初めて形成された。そして政治的には極めて愚ぐ昧まいなるわがドイツ民族はこの騒ぎに巻き込まれている。かつてドイツ外交もわがドイツ民族もハープスブルク家に丸め込まれ悪用されたのと同じようにである。

　かつてのドイツ外交は専らオーストリアの利益に左右されていた。そのツケは甚大であった。ドイツの若い国家主義がその将来方針を腐敗した市民層の芝居がかったおしゃべり騒ぎやマルクシズムのドイツ敵対者たちに規定させるような事態となれば、それは苦しみである。さらにこの国家主義が、ヴィーンでのオーストリア国家の現実の主導力を完全に誤認し、自分たちへの指令をそこから得るような事態になれば、それも苦しみである。この芝居騒ぎに終止符を打ち、来るべきドイツ外交の軸を冷静なる理性に移す、これが国家社会主義運動の課題である。

　今回の一連の事態の責任の一端はもちろんイタリアにもある。しかし私は、イタリアがオーストリア崩壊を機に国境をブレンナー峠まで広げたのを捉とらえてイタリアを批判するのは、愚かであるし、政治的には児戯に等しいと思っている。その際イタリアを支配していた動機は市民的併合主義者の抱いた動機より卑劣というわけではなかった。彼らは、シュトレーゼマン氏やエルツベルガー氏を含めて、ドイツ国境をベルギーのマース要よう塞さいに定めようとしていた。いつの時代にあっても、戦術的にみて当然、かつ確実な国境策定を目指すのは、責任をもって考え行動する国家統治者の責務である。イタリアは、二、三十万人のドイツ人が欲しくて南ティロールを併合したのではない。この地域にドイツ人の代わりにイタリア人だけが住んでおればイタリア人にとっては好都合ではあっただろう。というのも、ブレンナー峠を越えて国境を引くようにさせたのは、まず事実上イタリアの戦略観点ではなかった（※68）。同じ状況に置かれたら、どの国も別の行動は取らなかったであろう。加えて、最終的にはどの国もその当然の国境を自分の利益に合わせて決めているのであった。決して他国の利益によって決めているわけではないのであるから、この国境形成自体を非難するのは無意味である。ブレンナー峠占有は軍事的利益、戦略的目的に極めて有用ではあるが、国家民族が四千二百万人あり（※69）、現実の軍事的脅威がこの国境には存しないのであるから、戦略的には確定され、かつ安全な国境内に二十万人住んでいようが住んでいまいが、たいして重要ではない。そのような動機に従っている限り、経験則に従えばほとんど価値ある成果をもたらさないような心情を力ずくでこの二十万人のドイツ人に押し付けるよりも、彼らを個々の強制から守る方が賢明というものである。人が望もうが望むまいが、どのような方法を取ろうとも、一つの民族を二十年、三十年の間に根絶するのは不可能である。イタリア側の回答は自明である。そんなことを初めからするつもりはないが、周囲のオーストリアやドイツからイタリア内部問題へ干渉する挑発が継続的に存し、それが原因で南ティロール住民自身からおこった反作用の結果として自おのずから必然的に生起したのだ、と当たり前だと言わんばかりに答えるだろう。そう言われたとしても、無理のない面もある。というのも、まずイタリア人は南ティロールではドイツ人をきちんと公平に扱っていた。しかしイタリアでファシズムが高まってくると、ドイツやオーストリアで主義主張の理由からイタリアに対する中傷が始まり、相互のいらいらが激化し、その結果南ティロールで、われわれが今日見るように、周知の結果を招かざるを得なかったのである。その際、何よりも不幸だったのはアンドレーアス・ホーファー同盟の活動である（※70）。すなわち、ドイツとイタリアの間に橋をかけるのが南ティロールのドイツ人の使命であると彼らにはっきりと知らせ、それを勧めればよかったのに、南ティロール住民に実現の見込みもない希望を吹き込んだのである。人々はそれにそそのかされ、その結果として予想外の進行に従わざるを得なかったのである。事態が激化した責任は、何よりもこの同盟にある。私のように、この団体の中心人物と個人的に意見を交わす機会を持った者は、この同盟が実際の活動家をそれほど抱えているわけではないのに不幸な出来事をしでかしてしまう無責任さに驚かざるを得ない。というのも、私は彼らを、特にミュンヘンの警察中枢のポジションに座っている一人の人物を思い浮かべ、自分の血と肉を危険にさらさない人間たちが血を流さなければ終結し得ないような出来事の当事者となっているのを考えるとき、胸むな糞くそが悪くなるのだ。

　イタリア中傷の本当の黒幕たちの間に南ティロールに関する意見の一致はあり得ない。これは間違いない。なぜなら、これらの連中にとっては南ティロール自体はどうでもよいのだ。そもそもドイツに対してさえ関心を持っていない。彼らにとって重要なのは混乱を招き、ドイツにおける対イタリア世論を硬化させる手段が、問題なのである。なぜなら、支配するには、それが重要なのであるから。彼らにとっては南ティロールでのドイツ人の扱いなどはどうでもよいのであって、ただイタリア憎しのゆえに中傷に役立つものであれば何でも探し出している、とイタリアは反論している。この反論は明確な根拠を有している。今日ではドイツにもイタリアにも、両国民の共同歩調をあらゆる手段を講じてでも妨害するのに利益を有している分子がいる。それゆえに、彼らから可能な手段を奪うのが智恵者の義務である。もちろん彼らは決して諦めず、たびたび試みる。これは覚悟しておかなければならない。逆の事態が意味を持つのは、これらの誹ひ謗ぼうに効果があって、共同歩調を口にするほどの勇気の持ち主がドイツからいなくなる場合である。現実には、そのような事態にはならない。逆である。今日のイタリアが賢明ならざる小こ競ぜり合いを自ら避けようとすればするほど、ドイツ内でのイタリアの友人は、ドイツでの中傷者を暴き、彼らの述べる根拠の偽善性を暴露し、民族を害する彼らの行為を中止に追い込むのがますます容易となるだろう。外国の組織が要求し、騒ぎ立てているからといっても、それを聞くのはまるで降伏のように見えるし、連中の傲ごう慢まんさをつけあがらせるだけなのだから、それらにまっとうには対応できないのだとイタリアが本当に信じてくれるなら、その対応を基本的にあるグループに任せる方策の有効性が明らかとなる。そのグループとは、そのような中傷に関与しないばかりでなく、逆に伊独間合意自体の賛同者として、ドイツにおける世論毒殺者に対して戦闘を進める人である（※71）。

　国家社会主義運動の外交目標は経済政策とも市民的国境線政策とも関係ない。わが民族の領土目標はドイツ民族に将来の発展を確保するのであるが、決してイタリアとの対立をもたらすものではない。われわれはわが民族の血を犠牲にするのを惜しみはしないが、それは国境をわずかに修正するためにではない。わが民族の更なる拡張と食糧のために領土を獲得するためである。この目的のためにわれわれは東部を目指す。イタリアにとっての地中海は、ドイツにとってはバルト海の東海岸である。わが帝国が発展する際の、いや、帝国統一を保持する際のドイツの宿敵はフランスである。同じくフランスはイタリアにとっても不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である。国家社会主義運動は浅薄な万歳の叫びに堕しはしない。武力でおどかすつもりもさらさらない。指揮官は全て戦争の現実と真相を十分に知っていた。それゆえに、この運動は、わが民族の全体的将来発展には役にも立たない目的のために血を流すつもりはない。だからヨーロッパにおけるドイツの細分化からみれば取るに足りない国境線修正のためにイタリアに戦争を挑む理由はない。逆である。長い将来のために、南方への呪われたるゲルマン進軍を終結させる。そしてわが民族にその領土困窮の解決が可能と思える方向でわれわれの利益を擁護する。われわれがドイツを今日の奴隷化と隷属の時代から救済するときに、それによってわれわれは最高度にドイツの名誉再建のために、そして同時にドイツの名誉の意味において闘うのである。

　今日のイタリアが、南ティロールでの諸措置変更を外国介入への降伏と解し、最終的には共同歩調は実現しない、と考えているのであれば、イタリアにあっては専らドイツにいる友人のためにイタリアの方向を転換する計画を立ててほしいし、その根拠を堂々と明示してもらいたい。ドイツの友人は、ドイツ内にあってイタリアとの共同歩調を擁護しているのであり、その作業を誹謗する者と同一視されるのを拒否するだけでなく、長年にわたってそのような分子に対して厳しい戦いを挑んでいるのであり、イタリア国家の主権的統治権を自明なものとして認知しているのである。

　イタリアを友人にするかどうかは、ドイツにとって等閑視してもよい事柄ではない。イタリアにとっても事情は同じである。ファシズムがイタリア民族に新たなる価値を与えた。同じことはドイツにおいてもいえる。将来に対するドイツ民族の価値はその一時的な生存状態によって過小評価されてはならない。ドイツが今までの歴史においてしばしば証明してきており、おそらく明日にも再び発揮するであろう力によって評価されなければならない。

　ドイツにとってイタリアとの友情は犠牲を払っても保持する価値がある。イタリアにとってもドイツとの友好は同じくらいの価値がある。これを両国内で認識している勢力が合意できるのであれば、両民族にとって幸運となるだろう。

　ドイツ内でのイタリア誹謗に大きな責任を有しているのは、不幸にも生じてしまった敵てき愾がい心しんである。とはいえ、この中傷行動に対して闘っている勢力がドイツの内部自体にも存している事実にもかかわらず、イタリアが敵意を煽あおり立てる連中から自分の手でその手段をもぎ取らないのであれば、イタリア側にも大きな責任が生じてくる。

　ファシズム統治体が英知をもって六千五百万人のドイツ人をある日イタリアの友人とすることができれば、二十万人を出来の悪いイタリア人に教育し直すよりもはるかに価値がある。

　同様の理由により、ドイツへのオーストリア併合禁止にイタリアが加わるのは正しくない（※72）。フランスがこの禁止に一番に賛成している事実からしてすでに、ローマでは反対の立場に立たざるを得なかったはずである。なぜなら、フランスがそうするのはイタリアの利益を図ってではない。むしろ、それによってイタリアに損害を与えることができるという願望に基づいている。何はさておきフランスが併合禁止をごり押しする理由は二つある。ドイツの強国化を阻止するのが一つである。オーストリアを近いうちにフランス・ヨーロッパ同盟の一員として残しておけると考えているのが二つ目である。ローマにあっては、ヴィーンではフランスの影響がドイツの影響よりも本質的に決定的であるという錯覚に迷い込んでもらいたくない。ここではイタリアの影響については言わない。フランスは国際連盟をヴィーンに移そうとしている（※73）。その計画が生まれてくる意図は、この都市のそれ自身コスモポリタン的である性格を強化し、その本質と文化とが今日のヴィーンの雰囲気に、ドイツ帝国の本質よりもより強い影響を与えている国と結びつけようとするところにある。

　そのうえオーストリアのさまざまな地方ではもともと併合の方針は真面目に受け取られていたのであるが、ヴィーンではそうではなかった。逆であった。ヴィーンで実際に併合の意見を表明する人がいるとすれば、それは何らかの意味で経済的な問題を解決するためであった。なぜなら、フランスはむしろこの小さな借金国家を助けに駆けつける用意ができていたからである。しかし、オーストリア連邦の内的強化が進み、ヴィーンがその完全な支配的位置を回復するのに比例して、併合思想は次第にしぼんでいく。さらに加えて、ヴィーンの政治はますます反イタリア的、特に反ファシズム的になる。オーストリア派マルクシズムは以前にもましてフランスへの強い共感を明確にしていたのである。

　当時、併合が好都合にも部分的にはイタリアの支援を得て不成功に終わったのはフランスにとって、将来の同盟システムにおいてプラハとユーゴスラヴィアの間の欠けた部分を埋める可能性を残している。

　イタリアにとってはドイツへのオーストリア併合妨害は心理的理由から見ても、誤っていた。分割されたオーストリア国家が小さなままであればあるほど、もちろんその外交目標はより制限されていた。僅きん々きん……平方キロメートルの領土と……百万人の人口しか持たない国家（※74）が領土政策上の大きな目標を持つとは想定できない。もしドイツ系オーストリアが一九一九年、二〇年にドイツに編入されていたならば、その政治思想の傾向もドイツの、ほとんど七千万を擁する民族の大いなる、少なくとも可能なる政治目標に次第に規定されるようになっていたであろう。当時はそれが妨げられて実現しなかった。それにより、より大きな目的に支えられた外交思想の方向さえ排除され、人々はちまちました旧オーストリア再建思想に閉じ込められた。それだからこそ南ティロール問題はこのような重要位置にまでそもそも高められたのである。というのは、オーストリア国家自体は小さい。しかし、その小ささに合わせて、少なくとも反対にゆっくりと全ドイツの政治思想を毒していけるような外交思想の担い手になれるほどには、この国は大きいのである。オーストリア国家の政治思想がその領土的制限によって限定されればされるほど、この政治思想は、自国には意味を持つが、ドイツ国民にはドイツ外交の形成に決定的とはみなされない諸問題に最終的にはますます入り込むのである。

　イタリアは、ヨーロッパにおけるフランスの同盟システムにストップをかけるために、ドイツによるオーストリア併合に賛成せざるを得ない。両国が一つの大帝国へ合併した結果としてドイツの国境線政策の一部に他の課題を提示するためにも、そうせざるを得まい。

　さらに、かつてイタリアが併合に反対した諸理由は極めて不ふ明めい瞭りようであった。今日のオーストリアも、今日のドイツも現下のイタリアにとっては軍事的脅威とはなり得ない。フランスが画策して、オーストリアもドイツも参加する反イタリアの総体的同盟をヨーロッパに形成すれば、オーストリアが独立していてもドイツ側にいても軍事状況には、変化は生じない。さらに人々は、そのような小さな国の実際上の独立については事実上話題にさえしない。オーストリアは常にどこかの大国の腰に引っ付いている。スイスは反証とはならない。なぜなら国家としてのスイスは、国際間交通を根拠としてではあるが、独自の生存可能性を常に保持しているからである。それがオーストリアにはできない。この国では首都に人口が集まり過ぎていてバランスを欠いているからである。このオーストリアがイタリアに対してどのような態度をとろうとも、すでにそれが存続しているという事実がチェコスロヴァキアの軍事的戦略状況を軽減している。そしてチェコスロヴァキアは、いずれ時がくればそれ自身至極当然ながらイタリアの同盟国になるハンガリーと対立せざるを得ないのである。

　軍事的、政治的な二つの理由からみて、イタリア人は併合禁止を（※75）合目的としてではなくても、少なくとも無意味とみなす方針を採用するのが得策である（※76）。







　第十四章　南ティロール問題の本質、ドイツ外交の醜態




　そもそも南ティロール問題が生じたのは実際は誰のせいであるのか。これを詳しく論じないで、本章を閉じるわけにはいかない。

　われわれ国家社会主義者にとって決定は国法によって下される。少なくとも私は、何百万ものドイツ人を戦場に駆り立て、しかも流された血の犠牲に見合った成果がドイツにはもたらされず、フランスの利益に帰すような事態には断だん乎ことして反対する。私はなお、国家の名誉の立場をここで決定的に認知しようとも思わない。なぜならこの視点に基づけば、フランスに進軍せざるを得なくなるからだ。フランスはドイツの名誉を、イタリアとはまったく正反対に、その全行為によっておとしめているからだ。私はすでに本書の「序言（※１）」において、国家の名誉という概念を外交の基礎とする可能性について述べた。だからここであらためてさらに立場を明確にする必要はない。われわれの抗議専門連盟は、われわれの態度が南ティロールを裏切ったり、あるいは断念したりしていると言おうとしている。われわれの行動がなければ南ティロールはそもそも失われなかったとか、近いうちに他のティロールに返還されそうであるというのであれば、その言い草も間違っているわけではない。

　それゆえに私は、南ティロールを裏切ったのは誰であるか、誰の対応のせいでそれはドイツにとって失われたのか、をここで今一度詳しく検討しておかなければならない。

　一、南ティロールが裏切られ、失われていったのは、長い平和の中で、ヨーロッパにおけるドイツの主張に必要なドイツ民族の軍備を縮小したり、完全に拒否し、それにより決定的な時期にドイツ民族から勝利に、それとともに南ティロール保持に必要な力を奪った諸政党の活動によってであった。

　二、これらの政党は長い平和の中でわが民族の道徳的、道義的根底を掘り崩し、何よりも自己防衛権への信頼を破壊した。

　三、いわゆる国家保持的、国民的政党としてこれらの行動に関心を払わず、あるいは少なくとも真しん摯しな対抗策を提示せず、傍観を決め込んだ政党もともに南ティロールを裏切った。彼らは、間接的ではあるが、わが民族の軍備縮小に共同責任がある。

　四、南ティロールが裏切られ、失われていったのは、ドイツ民族をハープスブルクの大国理念の小間使いにおとしめてしまった政党の活動によってであった。彼らはドイツ外交にわが民族の国民統一という目標を提示するかわりに、オーストリア国家保持をドイツ国民の課題と考えたのであった。それによってすでに平和時に数十年間にわたってハープスブルクの計画的脱ドイツ化を傍観、いや助長していた。それにより彼らは、オーストリア問題をドイツ自身の手で、あるいは少なくともドイツの決定的参画の下で解決する行動を逸した。この点で共同責任を有している。そうでなければ南ティロールは確実にドイツ民族の手に残っていただろう。

　五、ドイツの外交政策は全般的目標や計画を欠いていた。その欠陥は一九一四年においても合理的な戦争目標の確定にまで及んでいた、あるいはそれを妨げていた。そのせいで南ティロールは失われた。

　六、戦争中にドイツの軍備力と攻撃力の強化に微み塵じんも力を割かなかった連中によって南ティロールは裏切られた。ドイツの軍備力を意図的に麻ま痺ひさせた政党によっても、その麻痺を容認した政党によっても裏切られた。

　七、南ティロールが失われたのは、戦争中でさえドイツ外交の新方針を作成できず、ハープスブルク強国保持策を放棄したうえでオーストリア国家のドイツ人を救済する政策を採用できなかったせいである。

　八、南ティロールが失われ、裏切られたのは、戦時中に勝利しなくても平和が得られるという希望を偽造し（※２）、ドイツ民族の道徳的抵抗力を破壊し、戦う意志を表明せず、ドイツにとっては不幸としかいいようのない和平策を主導した連中の活動によってであった。

　九、南ティロールが失われたのは、協商には帝国主義的目的は認められないと戦争中もドイツ民族をたぶらかし、それによってわが民族を有頂天にさせ、抵抗の絶対的必要性を遠ざけ、最終的には自国の警告者よりは協商の方を信頼してしまった政党と個人の裏切り行為のせいである。

　十、さらに南ティロールは、故国からの調達に頼っていた戦線の疲弊と、噓で固めたウッドロウ・ウィルソンの説明に汚染されたドイツ思想によって失われた。

　十一、南ティロールが裏切られ、失われたのは、兵役拒否に始まり軍需産業ストライキ（※３）に至るまでの手段を悪用し、勇敢に戦えば勝利が得られるという思いを軍隊からことごとく奪い続けてきた政党と個人の活動のせいであった。

　十二、南ティロールが裏切られ、失われたのは、十一月犯罪の組織としての実施によってであり、この破廉恥な事態をいわゆる国家保持的国民勢力が卑劣にして怯きよう懦だにも容認してきたからである。

　十三、南ティロールが裏切られ、失われたのは、崩壊後にドイツの名誉を汚し、わが民族の名声を世界の前で破棄し、それによりわれわれの敵に要求拡大の機運を提供した政党と個人の破廉恥な行為のせいである。さらに、至るところで低俗さと卑劣さのテロの前に一片の誇りもなく白旗を掲げた愛国同盟や国家的・市民的政党の惨めな怯懦のせいである。

　十四、南ティロールが裏切られ、失われたのは最終的には、講和条約調印（※４）と、同時に当該地域喪失を法的に認知したせいである。

　ドイツの全政党がこれら全ての事態に責任を有している。ある政党ははっきりと意識し、かつ望んでドイツを破滅させ、他の政党は絵に描いたような無能力と天下に知られた怯懦のゆえに、ドイツの将来を破滅させている連中の邪魔をしなかっただけでなく、逆に内政、外交にわたる主導力不足のせいでわが民族の敵対者たちに利益をもたらす役割を果たしたのである。卑劣、低俗、怯懦、愚ぐ昧まい、この四要素を全て揃えて没落していった民族はドイツ以外にない。

　最近アメリカの諜ちよう報ほう機関の責任者フリン氏（※５）が戦時中の回想録を出版した。それにより旧ドイツの外交分野における活動と作業がよく分かる（※６）。

　それらについてより広く知ってもらうために、私はここでは市民的・民主的機関の一端に語ってもらおう（※７）。




　これが本日（※８）のミュンヘン最ノイエ新ステ・報ナハリ知ヒテンの記事である。この人物が戦前のドイツ外交の典型的な代表者であった。そして、それがなお共和国におけるドイツ外交の典型的代表者でもある。他の国であれば憲法裁判所によって絞首刑に処されているであろう人物がジュネーヴの国際連盟のドイツ代表（※９）である。

　このような人間たちがドイツの破滅に、同時に南ティロールの失地に、責任と罪を有しているのである。彼らだけではない。そのような状態をひきおこしたり、それを隠いん蔽ぺいしたり、黙って受け入れたり、それと激しく戦わなかった政党や個人も共犯である。

　今になって厚かましくもあらためて世の中をたぶらかそうとし、他人を南ティロール失地の責任者に仕立て上げようとしている連中は、まず自分が南ティロール保持のために何をしたのかについて自己弁明書を提出しなければならない。

　いずれにしても私としては誇りをもって自慢できる。私は一人前の男子となって以来わが民族の強化に参加していたし、戦争が勃ぼつ発ぱつしたときにはドイツ西部戦線において四年半にわたって戦い、戦争後にはドイツに不幸をもたらした腐敗分子との戦いに日を送った。私はこのとき以来、祖国ドイツへの裏切り者とは内政においてであろうと、外交に関してであろうと妥協していない。彼らが近いうちに消滅するのが、私のライフワークの目的であり、国家社会主義運動の課題である。これを毅き然ぜんとして宣言しておく。

　私は怯懦な市民主義者の野良犬どもや愛国同盟者たちの罵ば声せいも遠とお吠ぼえも平気で聞き流せる。私にとっては言語に絶する軽けい[image: 蔑]べつすべき対象でしかないこれらの木偶でくの坊ぼうたちが持っている低レベルの臆おく病びようさというものを、私はあまりにもよく知っているからである。彼らもまた私という者を知っている。だから彼らは私に向かって叫びたてるのだ。







　第十五章　イタリアとの同盟




　国家社会主義者としての私の見るところ、今日、かつての敵国同盟から脱してドイツの同盟国になる可能性を持っているのはまずはイタリアである。とはいえ、この同盟関係はドイツにとって戦争と直結しているわけではない。われわれにはすぐに戦争をする軍備はない。

　この同盟関係はドイツにとってもイタリアにとっても同じくらい有益であると、私は確信している。目に見える直接的な有益性がこの同盟からすぐには得られなかったにしても、両国家が言葉の最高の意味において最も自国らしい国家利益を代表している限り、この同盟関係が害を及ぼす事態はあり得ない。ドイツがその外交政策の最高目標をわが民族の独立と自由の保持に見て、日々の生活を送る諸前提をこの民族に確保しようとする限り、その外交思想はわが民族の領土不足に規定されるであろう。そうである限り、われわれはわれわれの進路に障害物として立ちはだかる可能性のない国と敵対する内的、外的理由を持たない。

　イタリアが真なる国民国家としてその現実的生存利益に奉仕しようとする限り、同じようにイタリアも領土不足のゆえに政治の思想と行動を自国の領土拡大に求めざるを得ない。イタリア民族がより国家的で、より誇らしく、より独立的であろうと望むなら、その発展によってドイツと対立する可能性はますます少なくなるであろう。

　両国が利益を持っている地域は好都合にも遠く隔たっているので、両国間で摩擦の生じる区域はない（※１）。

　国家を意識しているドイツと同じく誇り高いイタリアとは利益共同体に立脚した誠実で相互的な友好関係を築いて、世界大戦が残した傷口を修復できる。

　それによって南ティロールはいずれは両民族の役に立つ高い使命を満たさなければならない位置となる。この地域のイタリア人とドイツ人が、自分の民族に与えられた責任を満まん腔こうの意をもって迎え、イタリアとドイツが解決しなければならない偉大なる課題を認識し理解するのであれば、いずれの日かイタリアとドイツの国境に誠実なる相互理解の橋を架けるという高次元の使命の前に日々の些さ細さいないさかいは霧消する。

　もちろん私は、これが現下のドイツ政権下で可能とは考えていない。同様にイタリアが非ファシズム政権であれば不可能である。というのも、今日のドイツ政治を規定している勢力はドイツの再興を望んでいない。彼らが望んでいるのはわれわれの破滅であるからだ。同じく今日のイタリアのファシズム国家は滅べばよいと思っているので、あらゆる手段を講じて両民族間を憎悪と敵意に落とし込もうとしている。フランスはそれに類する発言であれば、どんな口からでまかせの発言であっても取り上げ、自分が有利になるように利用するだろう。

　ドイツが国家社会主義国となって初めてファシズム政権のイタリアと最終的な同意に至る道筋を見つけ、両民族が互に剣を手にする危険性を最終的に排除する。というのは、この古いヨーロッパは政治システムに支配された地域であって、われわれの見通せる時代にあってはこれは変わらず、続いていくだろう。ヨーロッパの一般的な民主制はいずれは解体に向かう。その契機を有しているのは、諸国を次々と巻き込んでいるユダヤ的・マルクシズム的ボルシェヴィズムのシステムか、諸勢力の自由な変化の中でそれぞれの民族の人口数と重要さに応じてヨーロッパに自国の刻印を刻みつける自由で束縛のない国民国家のシステムかのどちらかである。

　ヨーロッパ内でファシズムが理念として孤立してるのは、ファシズムにとっても好ましくはない。これが生まれてきた思想世界がより普通的なるか、イタリアがいずれは再びヨーロッパの他の一般的な思想に吞のみ込まれていくかのどちらかである。







　第十六章　民族の健康な血と肉




　ドイツの外交上の可能性を詳細に検討してみると、ヨーロッパで将来にわたって可能な価値の高い同盟関係を結べる国は事実上二か国しかない。イタリアとイギリスである。イギリス自体に対するイタリアの関係はすでに今日において良好であり、私がすでに他の箇所で述べた理由により、近い将来においてそこに影はさしてこないだろう。両国間に暗雲が漂う気配はない。これは両国間の相互共感から得られた関係ではない。何よりもイタリア側からの現実的力関係に対する理性的評価に基づいている。貪どん欲よくに止めどなくヨーロッパでの主導権を求めるフランスへの反感は両国に共通している。イタリアとしてはそれによってヨーロッパでの生死にかかわる利益が損なわれるからであり、イギリスとしては、ヨーロッパでフランスが力を持てば、今日ではもはやそれ自体で完全とはいえないイギリス人の海上支配と世界支配に新たなる脅威が加わるからである。

　暗黙のうちにおいてではあるが、この利益共同体にすでに今日スペインとハンガリーも加わっている。スペインは北アフリカにおけるフランスの植民地活動に不信の目を向けており（※１）、ハンガリーは、フランスからの支援を受けているユーゴスラヴィアを敵視しているからである。

　国際連盟自体内での力関係の変化をもたらさざるを得ないか、それとも国際連盟外において特定の力要因を発展させるかのどちらかによっておこってくるヨーロッパにおける新たな国家連合に、もしドイツが参加できたら、将来の活発な外交活動のための内政条件の第一歩が可能となるのだ。そのときにヴェルサイユ条約がわれわれに課している非武装状態、したがって実際上の無防備状態は、ゆっくりとではあるが、終幕を迎える。これは、今までの戦勝国連合がこの問題で分裂でもするような事態がおこった場合にのみ、可能である。ロシアと同盟しても、他のいわゆる非抑圧諸国との連携によっても、かつての戦勝国連合によってわれわれを締め付けている共同戦線に対抗するのは不可能である。

　遠い将来においては、高い国家価値を持つ個別国家から構成される新たなる民族連合も想定される。そうなればアメリカ合衆国による世界制圧の脅威も排除できる。というのは私の見るところ、今日の諸国民にとって頭の痛いのはイギリスの世界支配継続ではなく、アメリカの世界支配の出現である。

　汎はんヨーロッパ主義はこの問題を解決できない。利益地域が重ならず、かつその境界を明確にしている自由で束縛のない国民国家群からなるヨーロッパのみが解決できる。

　そのときに初めてドイツとしては、フランスが自国から一歩も出ない旨の保証を得られるとともに、新たな防衛力に支えられてドイツの領土不足解決の道を進む機が熟したといえる。わが民族が東部へのこの大いなる領土政策目標を採用するならば、ドイツの外交政策の明確さのみならず、その安定性が直ちに得られる。その外交により、少なくとも近い将来においては、わが民族を最終的に世界大戦に巻き込んでしまったような政治的誤ご謬びゆうを避けることができる。そのときには、毎日のちまちました叫び声とまったく不毛な経済政策、国境線政策に支配された時代は最終的に克服されているだろう。

　しかしそうなればドイツは内政においてはその手段を極めて集中化せざるを得ない。陸軍と艦隊をロマンティックな要請にではなく、実践的要求に従って整備し、組織すると認識しておかなければならない。自明ではあるが、ドイツが再び卓越した強力な陸軍を形成することがわれわれの主要課題となるだろう。なぜなら、われわれの将来は海上にではなく、ヨーロッパ大陸にあるからである。

　この原則の重要性が完全に認識され、その認識に従ってわが民族の領土不足が東部において大規模に解消されるときになって初めて、ドイツ経済は、われわれの頭上に幾千もの危機を呼び込んでいる世界不安要素ではなくなる。この認識は少なくとも、われわれの国内問題解決にとりわけ有効である。自分の後継者を工場労働者として大都市に送り出す必要がなく、自由な農民としてその土地に定着させることのできる民族であれば、ドイツの産業に国内需要地を確保できる。この国内販売地域があればドイツ産業はいわゆる日当たりのいい場所を求めて他の世界で繰り広げられている摑つかみ合いや闘いから次第に手を引き、それから解放されるであろう。

　その進展を準備し、いずれそれを実行するのが国家社会主義運動の外交課題である。この運動はその世界観に基づく思想圏からしても外交政策をわが民族の再組織化に役立てなければならない。ここにおいてもまた、闘いは諸システムを求めてではなく、生活している民族のために、肉体と血の保持のために行われるのだという原則が確認されなければならない。そして、身体の健康の結果として、精神的にも健康であり得るために日々のパンが欠けてはならないのだ。

　この運動は内政改革闘争においては幾千もの障害と無理解と悪意を踏み越えて進まなければならないように、外交政策においてはマルクシズムによる祖国への意図的な裏切りを、そしてわれわれの国民的、市民的世界の無価値にして有害な観念とスローガンを取り除かなければならない。この運動が採用する闘いの意義に対する理解が一時的に小さければ小さいほど、いずれ得られるその成果はますます巨大である。







　第十七章　ユダヤ人との闘争




　今日のドイツにとっての同盟国としてイタリアがまず第一に考えられる理由は、この国においてのみ内政と外交政策とが純粋にイタリアの国家利益によって規定されているという事実と結びついている。しかしイタリアの国家利益とは、ドイツの利益とは矛盾しないし、逆にドイツの利益もそれとは背反しないような利益である。

　それが重要なのは事実上の理由からだけではない。以下の理由からも重要なのである。

　ドイツに対して戦争を行ったのは、その一部の国がドイツ崩壊に直接の利益を有しているような強力な世界連合であった。少なからざる国では、その民族の真に内的なる利害から生じたのではないが幾分かは役に立つかもしれない諸影響のゆえに戦争参加の態度が決定されていた。巨大な戦争プロパガンダが始まり、それらの民族の世論を曇らせてしまい、それらの民族自身には部分的にしても何の獲物ももたらし得ないような、いやそれどころかときにはまさに真の利益に反しさえするような戦争に熱狂させたのである。

　この巨大な戦争プロパガンダをひきおこした力が国際的世界ユダヤ人であった（※１）。というのも、これらの国の多くにとって、自国の利益という観点から見れば、戦争参加が無意味であればあるだけ、世界ユダヤ人の利益という観点から考察すると、戦争参加は有意義、かつ論理的に正当でもあった（※２）。

　ユダヤ人問題自体について論じるのはここでの私の課題ではない。それは、こんなに短く、かつ凝縮せざるを得ない論述の枠内では無理である。ただより深く理解してもらうために、以下の点はここで指摘しておきたい。

　ユダヤ人は人種的に完全に統一的ではない核からできあがっている民族である。しかし特別な本質特性を有しており、それが地球上の他の民族とユダヤ人を分かつのである。ユダヤは宗教共同体ではない。ユダヤ人相互の宗教的な結びつきが実際はユダヤ民族のそのときの国家構造である。ユダヤ人は、アーリア人諸国家のような、民族独特の空間的に区切られている国家というものを持っていなかった。にもかかわらずユダヤ人の宗教共同体は実際上の国家である。すなわちそれが、国家のみが任務として果たすことができる、ユダヤ民族の保持と増加と将来を保証しているのである。ユダヤ人国家は、アーリア人諸国家と違って、空間的領土という境界に縛られていない。これは、独自の領土国家を建設し保持する生産力を有していなかったユダヤ民族の本質に起因している。

　どの民族も、地上での全行為の基本方向においては、自分自身を保持する願望を活動力としている。ユダヤ人においても同じである。アーリア系諸民族とユダヤ民族は根本的に異なる素質を持っており、それに対応して生存闘争の形式も異なっている。アーリア人の生存闘争の基盤は土地である。アーリア人は土地を耕し、まずは自民族の生産力によって、土地を国内での循環の中で自分たちの要求を満足させる経済の一般的な基盤としている。

　ユダヤ民族は独自で生産する能力を欠いているので、空間的に理解されている種類の国家形成を実現できない。自分の生存基盤として他国民の創造的活動と労働を必要とする。それゆえにユダヤ人自身の存在が他民族の生存内での寄生虫的存在となる。すなわちユダヤ人の生存闘争の最終目的は、生産的活動を行っている諸民族を奴隷とするところにある。この目標は実際はいつの時代にあってもユダヤ人の生存闘争に見られたのであるが、それを達成するためにユダヤ人はその本質の集合体全体に見あうあらゆる武器を使用する。

　内政においてはユダヤ人は個別民族の内部でまず権利の平等を求めて闘い、それが終わると優越的権利を求める。その際に使用する武器はこの民族の本質に根ざしている狡こう猾かつ、狡知、擬態、策略、奸かん計けいなどの諸特性である。その特性は他の民族の軍略にあっては剣の闘いにおいて発揮されるが、ユダヤ人にあっては生存保持闘争の軍略に現れる。

　外交においてはユダヤ人は諸民族を不安に陥れ、諸民族をその真なる利益とは別な方向に導き、民族を相戦わせ、そのようにしてカネの力とプロパガンダの助けでゆっくりと支配者に成り上がろうとする。

　その最終目標は脱国民化であり、他民族との交雑であり、最高民族の人種水準を低下させるところにある。民族的知識階級を根絶し、人種混こん淆こうを導き、自分の民族所属者をもってその知識階級の代わりをつとめさせようとするのである。

　ユダヤ人の世界闘争はそれゆえに常に血なまぐさいボルシェヴィズム化で終わるであろう。すなわち内実は、民族と結びついている当該民族独自の精神的指導層の破壊である。それにより、指導者をなくした人間たちの支配者にユダヤ人自身が昇ることができるのである。

　その際にユダヤ人の手助けをしているのが怯きよう懦だ、愚ぐ昧まい、劣悪さである。交雑によってユダヤ人は他の民族体に侵入する第一歩を確実に獲得している。

　ユダヤ人支配の最後は常に個別文化の衰退であり、最終的にはユダヤ人自身の狂気である。なぜなら、ユダヤ人は民族の寄生虫であり、彼らの勝利が意味しているのはその犠牲民族の死滅であり、彼ら自身の終しゆう焉えんであるからだ。

　古代世界の没落によって若い、部分的にはまったく堕落を知らない、人種的本能を確実に有している民族がユダヤ人と対立するに至った。彼らはユダヤ人の侵入を拒み続けた。ユダヤ人は外来者であり、全ての虚言も擬態もほとんど千五百年間にわたってその効果をあげなかった。

　まず封建支配と領主統治がユダヤ人を、抑圧されている社会層の戦闘に参加させ、瞬く間にこの戦闘をユダヤ人の戦闘に変えさせてしまうような一般的状態を作った。フランス革命によってユダヤ人は市民的平等権を得た。それによって、ユダヤ人が諸民族の内部にあって政治的権力に向かって進める足がかりが出来上がったわけである。

　十九世紀が、利息思想に立脚した金貸し資本の拡大によって、ユダヤ人に諸民族の経済内での支配的位置を与えている。株を経由してユダヤ人は最終的には生産現場の大部分を所有するに至り、株式取引所の支援を得て次第に公的な経済的生存の君主にだけではなく、最終的には政治的生存の支配者にまでなるのである。これは、フリーメーソンの支援を得ている諸民族の精神的堕落と、ユダヤ人への依存を強める新聞の働きに支えられている。かつて市民階級が封建支配を破壊する要素であったのに似て、ユダヤ人は、市民的な精神支配を破壊する潜在力を、新興の肉体労働者の第四階級に見出すのである。その際、市民階級の愚鈍、無作法な厚顔さ、貪どん欲よくな金銭欲、怯懦、これらがユダヤ人に手を貸している。彼らは肉体労働の階級を特別階級に仕立て上げ、国民的知識階級に対して闘わせるのである。マルクシズムがボルシェヴィズム革命の精神的父親となる。それがテロの武器である。ユダヤ人はその武器を今や情容赦なく冷酷に使用している。

　世紀が変わる頃にはヨーロッパにおけるユダヤ人の経済制圧はほぼ完了していた。彼らは今や政治上の保証を求め始める。すなわち、国民的知識階級を根絶しようとする最初の試みは革命の形式で現れている。

　ヨーロッパ諸民族の緊張関係は、ほとんどの場合、領土不足の結果として表れているのであるが、ユダヤ人は計画的に世界大戦をけしかけ、この緊張を自分に有利に利用し尽くしているのである。

　その目的は、国内では反ユダヤ的であるロシアの破滅であり、行政と軍隊においてなおユダヤ人への抵抗を続けているドイツ帝国の破壊である。さらなる目標は、ユダヤ人への依存、ユダヤ人主導を旨とする民主制が未いまだ下位に甘んじている王政の転覆である。

　これらのユダヤの闘争目標は部分的には少なくとも余すところなく達成された。ツァーリズムとドイツの皇帝制度は打ち倒された。ボルシェヴィズム革命の支援を得て、非人間的な迫害と殺さつ戮りくによってロシアの上層階級およびロシアの国民的知識階級は殺され、余すところなく根絶された。ロシアでの主導権を求めるユダヤ人の闘争はロシア民族に二千八百万人から三千万人にのぼる死者を強いた（※３）。ドイツが世界大戦で支払った犠牲者の十五倍に当たる死者である（※４）。革命が成功した後、ユダヤ人は規律、道徳、風紀などの全体的な繫つながりをぶった切り、上位の社会的慣習としての婚姻を破棄し、それに代えて一般的な結合を宣言した（※５）。その目標は、規律を無視した交雑を進めて、自分自身の手で主導権を握るには無能な、それゆえに最終的には唯一の精神的要因としてのユダヤ人を欠いては存続できないような全般的に価値の低い人間混淆を増殖するところにある。

　これがどの程度まで成功しているのか、またどの時代にも見られなかったこの非常に恐ろしい人間の犯罪を自然の反応力がどの程度まで変更させることができるのだろうか。この問いの答えは将来が教えてくれるであろう。

　ユダヤ人は現在のところ、残った国家に同じ状態をもたらそうとしている。これに関しては、いわゆる国民的愛国同盟という市民的国民的諸政党はユダヤ人のそのような試みと行動を支持し隠いん蔽ぺいしており、他方ではマルクシズム、民主主義、いわゆるキリスト教中央党は攻撃的戦闘部隊としての役割を果たしている。

　ユダヤ人の勝利をめぐる激しい闘争は現在ドイツで繰り広げられている。人間性へのこの呪わしい犯罪に対する闘争を一人で引き受けているのが国家社会主義運動である。

　今は全ヨーロッパの諸国内で一時的に政治権力を握る闘いが、表面には現れていないが、部分的には静かに、かつ激しく闘われている。

　この闘いの結果はまずはロシアやフランス以外では明らかである。フランスでは諸事情からユダヤ人が有利であったし、フランスの国民的国粋主義とは利益共同体を結んでいる。以来、ユダヤの株式取引所とフランスの軍部とは同盟関係にある。

　この戦いはイギリスではまだ決着がついていない。この国ではユダヤの侵入はいつも古きブリテンの伝統と相あい容いれない。アングロサクソンの本能は鋭く活発なので、ユダヤ人の完全勝利はあり得ない。ある部分ユダヤ人はその利益をイギリスの利益に順応させざるを得ない。

　イギリスでユダヤ人が勝てば、イギリス人の利益は後退するだろう。その事情は、ドイツの利益によってではなく、ユダヤの利益によって決定されている現在のドイツを見ればよく分かる。それに対してブリテンが勝てば、ドイツに対するイギリスの態度が変わるかもしれない。

　ユダヤ人が優位に立とうとする闘いの結果はイタリアにおいても明白である。イタリアにおいてはファシズムの勝利によってイタリア民族が勝ちをおさめた。今日、イタリアではユダヤ人がファシズムに順応しようとするだろうが、イタリア以外の国での対ファシズム方針がファシズムに対するユダヤ人の内的理解を露見させている。ファシズム部隊がローマ進軍を開始したあの記念すべき日以来、イタリアの運命にとってはイタリア独自の国家利益が規準であり、決定的である（※６）。

　この理由により、今日のイタリアほどドイツの同盟国にふさわしい国はない。われわれのいわゆる民族的諸団体が、今日の時点で国民的に統治されている唯一の国家を拒否し、純粋ドイツ民族派（※７）と称しながらユダヤ人と組んで世界同盟に加わろうとしているのは、ただ彼らの底知れない愚昧さと陰険きわまる卑劣さを示しているだけだ。幸運にも、これらの愚かな連中の時代はドイツで出番を失った（※８）。それに伴って、ドイツ民族という概念は卑小で哀れなクズどもと結び付けられて論じられる事態から解放された。これによってこの概念は永遠の勝利を手にするだろう（※９）。







　訳注




序言

（１）序言の「一九二六年、その当時の南ティロール問題のパンフレットを印刷」（※）と、十五頁の「ここ二年の間」（※）という文章から、Ｗ版では「この書類が成立した年が一九二八年であるとの証拠」だという。これは正しい。




第一章

（１）ヴァインベルクは、ヒトラーが戦争中もこの「損失の数学」を擁護していたと述べ、「ロシア攻撃のさいに自給自足がもはやできないので、別の道をとらざるを得ない。持っていないものは略奪しなければならない。そのために必要な人数は、その物質を作るための合成工場の運営に必要な人数ほどはかからないだろう」と言ったと、ニュルンベルク調書を引用している。

（２）ヴァインベルクは、この典型的なヒトラー流の文章を読まされたおかげで、誰一人この文章の信しん憑ぴよう性せいを疑うことはなかった、と述べている。

（３）「死なせてもかまわない（man darf nur manchesmal Menschen sterben lassen）」は最初は darf が mus と記されていた。この訂正は本原稿でヒトラーが自ら手書きで修正した唯一の箇所である。筆記体のドイツ文字はあまりうまくない。




第二章

（１）この民族扶養（Volksernährung）という単語が民族人口増加（Volksvermehrung）の誤りであると、ヴァインベルクはＷ版で述べている。訳者も同様の見解である。

（２）草稿では〝einem unterlaufenden Wandel〟とあるのをヴァインベルクは〝einem laufenden Wandel〟としている。訳者はここではＷ版に従った。

（３）角川文庫版『わが闘争　上（改版）』（平成十三年、平野一郎・将積茂訳）の「第四章　ミュンヘン」の「ドイツ政策の四つの道」を参照されたい。

（４）前掲、角川文庫版『わが闘争　上』「第四章　ミュンヘン」の「ドイツ政策の四つの道」を参照されたい。




第三章

（１）ヒトラーのいう「十一月革命」、「匕首あいくち伝説」。軍事的にでなく、銃後の裏切りによって第一次大戦でドイツが敗れた、という伝説。

（２）「民族の持つ内的な力の第三の要素としては、民族を自己主張できるように教育することが挙げられよう」という文章が草稿版では一度タイプされた後、消されている。




第四章

（１）ヴァイマル共和制以前のドイツ帝国時代のこと。

（２）草稿では〝auch deckte〟となっているが、ここではＷ版の〝aufdeckte〟という単語に従った。

（３）草稿では「悪魔に魂を売ってしまった者はもう仲間を選ぶことができなくなる」という文章が消されている。

（４）七年戦争の初期、一七五七年十二月五日にプロイセン国王フリードリヒ大王が三万五千人の兵力で、シュレージエンの奪回をはかったオーストリア女帝マリーア・テレージアの六万五千人の兵力に圧勝した戦争。

（５）一七一二─八六。在位一七四〇─八六。プロイセンの開明的な君主。専制的侵略戦争をおしすすめ、プロイセン領を七割増加させた。




第五章

（１）草稿では消してあるが〝国家社会主義運動のため〟という言葉が記されている。




第六章

（１）一八七〇年七月フランスがプロイセンに宣戦布告。ナポレオン三世が捕虜となりフランスが完敗。プロイセン国王がドイツ皇帝となり、ドイツ帝国が成立する。いわゆる「普仏戦争」。

（２）オットー・エデゥアルト・レオポールト・フォン。一八一五─一八九八。プロイセン貴族の出身。一八六二年プロイセンの宰相。対オーストリア、対フランス戦争を経て、一八七一年プロイセン王を皇帝とするドイツ統一に成功。以降一八九〇年までドイツ帝国の宰相。

（３）十世紀以来仏独の争奪戦の対象となったエルザス・ロートリンゲンは一六九七年にエルザスが、一七七六年にロートリンゲンがフランス領となったが、一八七一年普仏戦争の結果エルザスの大部分とロートリンゲンの半分が、ドイツ領になったことをいう。

（４）ヴァインベルクによれば、口述筆記をさせる際、ヒトラーの頭には必要な数字が入っていなかったと思われ、この手の数字は後になってからつぎたされており、第一次世界大戦以前のドイツには三百万人をこえるポーランド人が住んでいたし、また「フランス人となっていたエルザス・ロートリンゲン地方の人々」をヒトラーが何人と数えようとしていたのかは、想像するすべもない、と言っている。

（５）ヴァインベルクは、ここでヒトラーは後にヒムラー（Heinrich Himmler,［1900-1945］一九四三年内相）が「ドイツ民族性確立帝国委員（Reichskommissar für die Festigung deutschen Volkstums）」として実行した政策路線をまったく明確に打ち出していると述べている。

（６）草稿では〝教授〟という言葉が一度タイプされた後、消されている。

（７）ヒトラーは、イタリアが、一八七〇年以降、イタリア人の人口が公称値で少なくとも過半数を占めているオーストリア地域の獲得を要求していた失地回復主義を指していると、ヴァインベルクは指摘している。

（８）「湿地の三角地帯」という地名はドイツ各地にあるが、ここではハンブルク、クックスハーフェンおよび芸術家村ヴォルプスヴェーデを結ぶ北海沿岸の湿地帯、つまりエルベ川とヴェーザー川河口のニーダーザクセン州東北地帯の、特に港を考えているようである。

（９）六四年はプロイセンとオーストリアがシュレスヴィッヒ＝ホルシュタインをめぐってデンマークと、六六年はプロイセンが七週間でオーストリアを降伏させた。七〇─七一年の普仏戦争は第六章訳注（１）（※）を参照されたい。

（10）ヴァインベルクは「実際には一八九一年から一八九五年までの間に、国外移住したドイツ人の数は、四十万二千五百六十七人であった（一八七一年から一九〇〇年までには二百五十万人）」と言っている。




第七章

（１）グスタフ。一八七八─一九二九。ドイツの政治家。ヴァイマル共和国で外務大臣や宰相を歴任した。一九二六年ノーベル平和賞受賞。

（２）ビスマルクは一八六二年九月三十日のプロイセン下院直後の予算委員会で「今日の重大な問題を解決するのは演説や多数決ではなく、（……）鉄と血によってである」と述べた。

（３）十世紀に興ったドイツの王家。十三世紀にドイツ王、十五世紀中葉以降に神聖ローマ皇帝位を独占、十六世紀初頭にはスペイン王家をも兼ねる。十八世紀には衰退する。一八〇六年以降はオーストリアのみを支配。第一次世界大戦に敗れて退位した。

（４）ブランデンブルグ選帝侯であったが、一七〇一年プロイセン国王位、一八七一年ドイツ皇帝位を得る。第一次世界大戦に敗れて退位した。

（５）一八六一─六六年の自由主義者との憲法闘争、一八七一─八七年のカトリック教会および中央党との文化闘争、一八七八─九〇年の社会民主党との社会主義者鎮圧法をめぐる闘争を示す。

（６）第六章訳注（９）（※）を参照。

（７）訳注（２）（※）を参照。ビスマルクを指す。

（８）アルプス山中の峠。オーストリアとイタリアとの国境をなす。

（９）中央党はカトリック的心情から大ドイツを主張するオーストリアに親近感を持っていた。

（10）中央党は一八八九年ビスマルクが提案した社会主義者鎮圧法延長に反対票を投じていた。

（11）社会民主党は全体としてみれば大ドイツ主義的であって、ドイツ・オーストリア同盟を妥当と見ていた。しかし同党の左派はその同盟への無条件的支持は保留していた。

（12）ドイツ、オーストリア、イタリア間での一八八二─一九一五年の秘密軍事同盟。三国協商（第八章訳注４（※）を参照）と植民地をめぐり国際的対立関係にあった。しかしイタリアは一九一五年に協商側に寝返った。

（13）一八八七年ドイツとロシアの間で結ばれた秘密の相互中立条約。バルカン半島とトルコの間の海峡に対するロシアの要求を認めてもいた。

（14）ビスマルクは一八九〇年三月十八日に退陣した。国王ヴィルヘルム二世による外交政策変更がロシアとの友好関係を阻害すると判断したのが理由である。

（15）ここにはヒトラーの浅薄な歴史知識が表れている、正確な数値はヒトラーの主張とは逆の結論を導く、とＷ版は指摘している。ドイツとオーストリアとの同盟締結は一八七九年。ボスニア占領についてはビスマルクも了解していた。ロシアとの再保障条約締結は一八八七年である。

（16）ドイツ社会民主党はもともと反ロシア的心情に支配されていた。

（17）ボヘミア地方の地名。ドイツ名はケーニヒグレーツ。一八六六年七月オーストリア・ザクセン軍とプロイセン軍が対たい峙じ。七月三日早朝の会戦でプロイセン軍が勝利。これがプロイセン・オーストリア戦の行方を決した。

（18）九月一日会戦が行われた。フランス皇帝ナポレオン三世が捕虜となり、フランス軍は降伏した。

（19）一九一七年春皇帝カール一世（オーストリア皇帝・ハンガリー国王。在位一九一六─一八）はフランス政府に和平交渉を求め、エルザス・ロートリンゲンに対するフランスの要求を支持する用意があると表明している。

（20）一八六七─一九一八年に存在した地域。一八六七年のオーストリア・ハンガリーの二重君主国成立後、ドナウ川の東側の小さな支流ライタ川がオーストリア領土とハンガリーの領土の境界を形成。その西側、すなわちオーストリア側の部分を非公式にツィスライタニエン（「ライタのこちら側」の意味）と呼称した。本文で「ドイツ系オーストリア」としても現れている。この地域の住民は一九一八年にドイツ共和国との合併を決議した。一九一九年のサン・ジェルマン条約はこの決定を認めず、同地域内からドイツ・ベーメン、南ティロール、ケルンテンの一部、南シュタイナーマルクの一部を除いた地域でのオーストリア共和国の成立を認めた。

（21）一八六六年四月八日プロイセンとイタリアとは反オーストリア秘密同盟を結んでいる。

（22）一八六六年六月二十三日イタリア陸軍はクストツァで、海軍は七月二十日にリサでオーストリア軍に敗れている。

（23）一八六六年七月二日オーストリアはイタリアとの休戦の仲介をフランスに依頼している。七月三日にケーニヒグレーツでプロイセン軍に大敗したのに伴い、この仲介は日の目を見なかった。

（24）一八六六年の開戦前にオーストリアとフランスの間に秘密協議があり、オーストリアが勝った場合にはプロイセンのライン地方を独立国とする合意が成立していた。

（25）訳注（17）（※）参照。

（26）ヒトラーはこのように書いているが、正しくは「保護的武器」。一九〇八年五月七日ヴィルヘルム二世がヴィーンの会談で述べている。

（27）一八〇九年ドイツとオーストリア・ハンガリー帝国間に締結された盟約は、その時代遅れの心情的約束のゆえに、このように呼ばれた。英訳の注によれば、帝国宰相ベルンハルト・フォン・ビュローの一九〇九年三月二十九日の帝国議会での演説に由来する。

（28）イタリアはオスマン・トルコの弱みに乗じて、「若きトルコ」の革命に応こたえる形で一九一一年トリポリなどを占領。翌一二年のローザンヌ和平により、この占領は了承された。

（29）フランスの出生率が低いことをいっている。

（30）ヒトラーはイタリア・トルコ戦争時ヴィーンにいた。彼が、召集に応じなかったかどで警察に追われてミュンヘンに移ったのは一九一三年五月である。『わが闘争』でのヒトラーの主張は誤っている。平野、将積訳『わが闘争　上』四百九十頁の注１を参照。

（31）一九一三年にドイツの植民地や保護地に住んでいたドイツ人は約二十二万人といわれている。

（32）ドイツは第一次世界大戦によって（ヨーロッパ内で）約七万平方キロメートルを失っている。ヒトラーが一九一四年時の国境回復を求めていないのは、これを見てもうなずける。ヒトラーは一九二八年五月二日の演説では、一九一四年の国境はドイツの生存要求には十分ではなく、土地と領土を拡張しなければならないが、それは六万平方キロメートルの広さではない、三十万、四十万平方キロメートルの土地である、と述べている。

（33）ヒトラーが「入植者の少ない」と言うのは、「入植に合致した」、「入植後にそれまでの居住者を追放すれば」と解するべきである。ヨーロッパ東部の農村地帯は第一次世界大戦前にすでに人口過剰であった。これは周知の事実であった。

（34）ゲオルク・フリードリヒ・フォン・ハートリンク男爵（一九一四年以降は伯爵。一八四三─一九一九）を指していると思われる。彼は一八八〇年から九〇年まではボンやミュンヘンで哲学の教授であった。中央党党首やバイエルン州首相や外務大臣を歴任し、一九一七年十一月から一八年九月まではプロイセン首相、帝国宰相を務めた。




第八章

（１）コンピエーニュはパリ近郊の古くからの町。保養地として知られている。

（２）この噂は政敵によって意図的にたびたび流されたが事実ではない。

（３）一八七五─一九二一。中央党左派の政治家。第一次世界大戦中、休戦案を提案する。一九年から二〇年にかけて副首相や財務大臣に選任された。二一年に暗殺。

（４）第一次世界大戦前に英、仏、露の三国間で相互に結ばれた友好関係。一八九一年成立の露仏同盟、一九〇四年の英仏協商、一九〇七年の英露協商による結合関係を総称。三国が一つの条約を結んでいたわけではない。一二年からは軍事的性格をも含んでいる。事実上は独、墺、伊の三国同盟と対決する英、露、仏の陣営構成を指す。ヒトラーはこれをドイツ封じ込め政策と解していた。Ｗ版の注によれば、三国協商に対するこのような見解は第一次世界大戦後のドイツでは決して珍しくはなかった。

（５）一九一四年秋から約二年間、帝国政府は戦争目的について公衆の前で話題にするのを禁じた。

（６）一九一六年十一月五日オーストリア・ハンガリー帝国とドイツ帝国は、戦後ポーランドに独立王国を創設すると発表している。国王にはバイエルン、ザクセン、ヴュルテンベルクの公子たちが擬されていた。

（７）第一次世界大戦時ドイツに宣戦布告した国。

（８）オイペンとアーヘン間のドイツとベルギーの国境の村。

（９）英訳の注によれば、第一次世界大戦開始時の主要国の動員数は以下のようである。
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（10）ヴェルサイユ条約では、ドイツに徴兵制を禁止し志願制兵役を許可していた。

（11）ヴェルサイユ条約百六十条では、軍隊の役割を領土内の秩序保持、国境のとりしまりに制限していた。

（12）一九一六年一月にイギリスは十八歳から四十一歳までの独身男性に徴兵制を導入していた。

（13）これはフランス海軍とロシア海軍を対象としていた。

（14）ヴァンサン。一八一七─一九〇〇。フランスの外交官。一八六四年から六年間駐ドイツ大使。七〇年七月のある日、スペイン王位継承に関するフランスの要求を就寝しているヴィルヘルム一世に伝えた。

（15）第七章の訳注（17）（※）を参照。一八六六年のプロイセンの対オーストリア戦に関する指摘。

（16）アドルフ。一八〇二─六九。フランス軍の改革を進めた。六七年軍事相。

（17）一八六六年三月十六日オーストリア使節アリオス・フォン・カロリー伯爵に対して語っている。

（18）日露戦争時のこと。

（19）Reichswehr ヴァイマル共和国時代に一九一九年から三五年までの間は十万人の陸軍と一万五千人の海軍がヴェルサイユ条約で定められていた。

（20）一九二〇年のカップ一いつ揆きや二三年十一月のミュンヘン一揆には軍人も参加していた。その理由で軍から追放された軍人もいた。ここの表現は、彼らを指している。

（21）一八六六─一九三六。元帥。一九一九年ヴェルサイユでドイツ全権委員の軍事代表を務める。二〇─二六年ドイツ国防軍司令官。三三─三五年は蔣介石の軍事顧問を務めた。

（22）一九二六年九月上旬プロイセンのヴィルヘルム公の軍事訓練参加を認めた。それが理由で同年十月司令官を退いた。

（23）Volksheer（国民皆兵義務による）国民軍。

（24）ここの記述をこの草稿が一九二八年に成立した一つの証明とヴァインベルクは考えている。

（25）一八〇六年十月十四日イエナとアウエルシュテットでプロイセン軍はフランス軍に敗れ、一八一三年二月二十六日ドイツとロシアの連合軍はライプツィヒでフランス占領軍を破った。

（26）一九二五年十月十六日、英、仏、独など七か国がスイスのロカルノで欧州安全保障条約に仮調印した。その中にドイツの対仏、対ベルギー国境保持が含まれている。

（27）シュトレーゼマンはビスマルクの現レア実ル・ポ政リテ治イークを賞賛し、自分もその政策を推進していると自分の政策を正当化していた。

（28）草稿には「一九一一四」と書かれている。もちろん「一九一四」のタイプミスである。

（29）シュレージエンは現在のポーランド南部のオーデル川上流の地方を指す。第一次世界大戦敗北まではドイツ領であった。オーバーシュレージエンはその地方の南部を指す。

（30）一九一九年九月十日のサン・ジェルマン条約によりブレンナー峠以南の南ティロールはイタリア所属が決められた。

（31）一九一八年十一月のドイツ帝政崩壊、ドイツ共和国成立宣言等を指している。角川文庫版『わが闘争　上』二百九十三頁以降を参照されたい。

（32）ヴァイマル共和国への移行をもたらした社会民主党を中心とする勢力を指す。

（33）「……」部分は草稿でも空欄である。ヒトラーは数値を入れるつもりであったと推測されている。以下同。

（34）草稿では、ここは百二十四頁九行目である。この頁は、この行以下は空白である。Ｗ版は、ヒトラーは前記「……」の部分に正確な数値を入れようとし、資料でその数値を確認しようと口述を一時打ち切った、と推測している。この理由に基づいてＷ版ではここまでを第八章とし、以下を第九章としている。本訳書では草稿で一行全体がハイフンで埋められている箇所を章の区切りと解している。百二十四頁にはそれがないので、本訳書では、ここで章は分けない。

（35）約六六パーセントにあたる。

（36）草稿百二十五頁の七行目はこれで中断されている。以降九行の中断がある。本訳書では一行だけ空けた。

（37）ヒトラーはここでカナダ、アメリカ合衆国、オーストラリア、南アメリカに住んでいたドイツ人を指していたようである。

（38）ヴェルサイユ条約によってドイツが放棄した土地の住民数は六百三十七万二千百七十七人、そのうちドイツ人は二百七十九万七千二十四人であった。

（39）前注の数値によれば、約六六パーセントから約六九パーセントに高まる。

（40）ドイツ国内には外国に在住するドイツ人を文化的、政治的、経済的に支援する公的、私的団体が数多くあった。

（41）南ティロールを指している。一九二一年の調査によれば、南ティロールには当時十九万五千六百五十人のドイツ人が住んでいた。

（42）一九一四年以前を指す。第一次世界大戦後約十年の間、第一次世界大戦前の時期はしばしば「平和な時期」と呼ばれた。

（43）この日にイギリスはドイツに対して宣戦布告した。

（44）英訳の注によれば一九二七年ドイツが輸入したアメリカ合衆国製自動車の総額は約三千五百万ライヒスマルク、同時期ドイツから合衆国への自動車輸出は六十九万ライヒスマルクである。

（45）アメリカ合衆国においては一九二一年にはヨーロッパ系以外からの移住には数的制限が決められ、二四年には外国全般からの移住が制限された。

（46）一九二〇年アメリカ合衆国の人口は一億五百七十六万五千六百五十六人、国土は九百三十三万一千七百四十九平方キロメートル。

（47）一九二六年ロシアの人口は一億四千六百九十八万九千四百六十人、国土は二千百三十四万二千八百七十二平方キロメートル。

（48）一九二〇年中国の人口は四億三千三百万人、国土は一千百八万一千百十一平方キロメートル。

（49）Ｗ版の注によれば、ヒトラーが考えていたのはヨーロッパの主導権獲得ではなく、他民族の駆逐、絶滅、少なくとも奴隷化である、という。

（50）ヒトラーはここでナチに、アメリカ合衆国に対して立ち向かえる準備を課題として立てている。Ｗ版の注によれば、本書には目新しい視点はほとんど見られないのではあるが、この表明はその目新しい視点の一つである。

（51）リヒァルト・ニコラウス・フォン・クーデンホーフ＝カレルギー伯爵。一八九四─一九七二。平和主義の政治家。一九二三年に汎はんヨーロッパ運動を創始。二九年には汎ヨーロッパ連合代表。三八年亡命。四一年以来ニューヨーク大学で教える。四四年ヨーロッパ合衆国憲法案を発表。

（52）英訳の注によれば、一九二一─三〇年にアメリカ合衆国への移住者は四百十万七千二百九人。五八パーセントは南欧または東欧から、二三パーセントは北欧または西欧から、一一パーセントがカナダから、ラテンアメリカからは五パーセントで、残りの三パーセントがアジアからである。英訳はこの数値を示した後に、ヒトラーの合衆国分析は信しん憑ぴよう性せいに欠けるとしている。Ｗ版も、ヒトラーの人種論は恣し意い的であるが、特に合衆国における人種論は実態に立脚していないと注を付している。

（53）Ｗ版によれば、口述当時クーデンホーフ＝カレルギーはヴィーンに住んでいた。

（54）この文は草稿では訳のように読める。Ｗ版はここを「これは当然であり、理解できる」と読むべきと解している。

（55）ドイツは一九二六年九月には国際連盟に参加し、常任理事国の一つとなった。

（56）一八四八年五月、三月革命に対応するためにフランクフルト・アム・マインでドイツ統一を議題とする国民議会が開かれた。そこでは議論がまとまらず、翌年五月解散した。

（57）一八二一年にギリシャでトルコからの独立戦争が始まり、二九年にギリシャは独立した。ドイツは独立戦争を支持していた。

（58）一八五三─五六年にはロシアとトルコ間でのクリミヤ戦争があり、七七─七八年にも露土戦争があった。

（59）一九一一─一二年にはイタリアがトルコのトリポリなどを侵略した（イタリア・トルコ戦争）。第七章訳注（28）（※）を参照。

（60）ポーランドでは一八三〇─三一年および六三年にロシア支配に反対する騒動があった。その際ドイツの自由主義者のほとんどがポーランドを支持した。

（61）十七世紀中頃から南アフリカに移住したオランダ人の子孫。オレンジ自由国、南アフリカ共和国を建国した。イギリスの植民地拡大によってそれらの国とイギリスとの間で衝突が起こった。一九〇二年イギリスがそれらの国の支配権を得た（ボーア戦争）。

（62）プロイセンのフリードリヒ大王はオーストリア、ハープスブルク家のマリーア・テレージアによる王位継承を契機に一七四〇年オーストリア領シュレージエンに侵攻。そのときはシュレージエンはドイツ領となったが、以後両国はシュレージエンをめぐってたびたび戦った。

（63）アメリカ大陸ではイギリスとフランスとの間で衝突がおこっていた。それが一七五六─六三年のフレンチ・インディアン戦争となる。最終的にはイギリスが勝ち、フランスは北アメリカの植民地を失った。その中でプロイセンはイギリスと、フランスはオーストリアと同盟関係を結んだ。

（64）一八七一年フランスに勝利したプロイセンのヴィルヘルム国王はパリ近郊のヴェルサイユ宮殿でドイツ皇帝の戴たい冠かん式しきを行った。

（65）一八〇六年十月十四日プロイセンはイエーナとアウエルシュテットでナポレオン軍に敗れた。翌七年六月のティルジット条約でプロイセンの領土は約半分になり、さまざまな賠償を課された。

（66）カール・フォン・ウント・ツーム。一七五七─一八三一。一八〇七─〇八年は主席大臣。反フランス運動を企てたかどでドイツ追放。ロシア皇帝アレクサンドルの軍事顧問として対仏作戦を練る。一八一三年の独露同盟締結、ナポレオン敗退にも重要な役割を果たした。プロイセンの近代化に大きな役割を果たした。

（67）一九一七年二月ドイツは無制限潜水艦戦を宣言。アメリカ合衆国は四月六日ドイツへ、十二月七日オーストリア・ハンガリー帝国へ宣戦を布告した。

（68）Ｗ版は、ここにヒトラーの歴史解釈の恣意性を指摘している。一七六二年フリードリヒ大王を大きな窮地から救ったのはロシアのエリザヴェータ女帝の死とそれに続くプロイセンびいきのピョートル三世の継承であった。いわば、偶然の賜たま物ものである。一方、一九四五年四月のアメリカ大統領ルーズヴェルト死亡時にはヒトラーは、この偶然によって事態は自分に好転すると喜んだ。

（69）Ｗ版は、ヒトラーは後にはこのような考えを捨てていると注記している。ヒトラーは何年間もドイツを自分の意志に従った戦争に駆り立てていながら、自分が死ねばドイツは生き残れないだろうと考えていた。

（70）カール・フォン。一七八〇─一八三一。プロイセンの将軍。その著『戦争論』はよく知られている。『告白』は一八一二年の著作。

（71）Ｗ版では、『わが闘争』（角川文庫版『わが闘争　上』「第三章　わがヴィーン時代の一般的政治的考察」の「国家の権威は自己目的にあらず」）の「もし政治権力のたすけによって、ある民族が滅亡に導かれるならば、そうした民族に属するものがみんな反逆することは、その時には権利であるばかりでなく義務でもある」を引用し、「ドイツにおける抵抗の動機を説明するのにヒトラーの言葉を利用する必要はないのではあるが、この主張こそヒトラー自身に向けられるべきである」と注記している。




第九章

（１）Ｗ版では、この記述を本書の口述時期を推定する材料としている。

（２）アウグスト・ヴィルヘルム・アントン・ニートハルト・フォン。一七六〇─一八三一。フォン・シュタインやシャルンホルストのもとでプロイセン軍制の近代化、国民的軍隊の創設に努力する。ワーテルローの戦いで戦功あり。

（３）ゲアハルト・ヨーハン・ダーフィト・フォン。一七五五─一八一三。プロイセンの将軍。軍内での貴族特権廃止を主張。彼の遺志で徴兵制が実現した。

（４）ゲープハルト・レーベレヒト・ブリュヒャー・フォン・ヴァールシュタット。一七四二─一八一九。プロイセンの軍人。元帥。一八一五年のワーテルローの戦いでも武勲を立てた。

（５）一八〇六年十月十四日プロイセン軍はイエーナ近郊の戦いでナポレオン率いるフランス軍に大敗した。プロイセン国王はベルリンも明け渡し、メーメルまで逃げのびた。

（６）一九二一年二月ポーランドとフランスの間で経済、軍事にわたる協定が締結された。

（７）一九二〇年にはフランスの支援のもとにチェコスロヴァキア、ルーマニア、セルビア王国、クロアチア、ユーゴスラヴィア間に「小協商」が締結されている。

（８）ヴェルサイユ条約でライン河東側五十キロメートル以内のドイツ領内は非武装地帯とされていた。

（９）草稿では、ここに前置詞 auf と書かれている。この単語の使用では文意が通じない。Ｗ版は副詞 auch の聞き違いと解している。訳文はＷ版に従った。第四章の訳注（２）（※）参照。

（10）ヴェルサイユ条約でドイツ軍艦の排水量や速度、ドイツ軍装備のタイプや数量を細かに決めていた。

（11）これにより口述はフランス軍のラインラント撤兵以前になされたと解される。一九三〇年三月帝国議会はヤング案を受け入れている。

（12）航空母艦はアメリカ海軍が一九一〇年に初めて実戦配備した。一九二八年にはイギリスが六隻、合衆国が四隻、フランスが三隻、日本が四隻所有していた。

（13）英訳の注によれば口述が行われた時期にドイツとソ連との協力を進める意見は産業界、軍部、外交関係者からも出されていた。

（14）アルトゥール。一七八八─一八六〇。ドイツの哲学者。

（15）Ｗ版の注では、ここにはヒトラーの歴史解釈の偏狭さが端的に表れていると指摘されている。英訳では、ソ連が第一次世界大戦や内戦の損害を回復するために外国からの投資を導入した点を注に述べている。

（16）一八七二年ベルリンで発刊。リベラルな論調でドイツを代表する新聞となる。ヴァイマル共和国時代には民主党支持で知られていた。一九三九年に廃刊。

（17）フランクフルト・アム・マインで一八五六年に発刊されたリベラルな新聞。政治的には中立的な立場で知られていた。第二次世界大戦開始後廃刊。

（18）前記新聞社二社とも絵入り新聞を発行していた。

（19）マンチェスター・ガーディアンは一九二六年十二月三日号と六日号でドイツ軍とソ連軍とが一九二一年以来有毒ガスや戦闘事態に関して秘密協力関係にあると報じた。秘密武器学校やソ連での軍需工場の存在も報じた。十二月十六日の帝国議会で取り上げられている。

（20）ここでの「白ロシア」は地名の「白ロシア（ベロロシア）」を意味しているのではない。ボルシェヴィズム（赤）と対立した勢力を指している。

（21）ここで使用されている括弧は草稿の通り。

（22）ロシアの作家ツルゲーネフが一八六一年発表の小説『父と子』で秩序や価値を否定する主人公を「ニヒリスト」と呼んで以来、この単語は広く流布した。

（23）日露戦争の頃、独露間では何度か同盟交渉が行われた。

（24）ドイツの歴史家テオドーア・モムゼンは『ローマ史』で「ユダヤ人は世界主義と国民分解の効果的な酵母である」と述べている。




第十章

（１）草稿では、ここは bestehen「に存する」となっている。Ｗ版もそれに従っている。英訳では、ここは sehen「見る」の聞き違い、またはミスタイプと解釈している。本訳文は英訳の解釈に従った。むしろ、besehen（意味は sehen に準ずる）のミスタイプと考えた方が妥当かもしれない。




第十二章

（１）ヘルムート・フォン。一八〇〇─一八九一。プロイセンの軍人。七一年には元帥として対仏戦争を戦った。引用されている箴しん言げんは一八七一年の『作戦論』に見える。

（２）イギリスは二十世紀初頭エジプトやスーダンに幾つものダムを計画していた。二五年にはそのうちの一つが完成した。

（３）Ｗ版は「考えようとした」には否定詞を加えて、「考えようとしなかった」と解釈した方が妥当であると判断している。

（４）イギリスはスペインとは一五八七─一六〇四年および一六五四─五九年にわたって、オランダとは一六五二年から二十年間に三度、フランスとは一七〇二年から百年以上にわたってたびたび戦っている。そのたびに海洋国家、世界大国としての位置を確実にしていった。

（５）このスローガンは第一次世界大戦中のドイツでは封筒、ポスター、家のドア、新聞や雑誌の表紙などにあふれていた。

（６）一七四〇─四八年のオーストリア継承戦争ではイギリスとドイツは敵対同盟にいた。一七五六年のウエストミンスター条約ではドイツとイギリスは同盟関係になり、五六─六三年の七年戦争ではイギリスはドイツを支援した。

（７）ブランデンブルク選帝侯フリードリヒ・ヴィルヘルム。一六二〇─八八。在位一六四〇─八八。ホーエンツォレルン家の領土を拡大し、プロイセンに対するポーランドの宗主権を排除。農場領主制を採用して官僚行政を整備し、税制、軍制を整備拡充。プロイセン絶対主義の基礎を築く。

（８）ブランデンブルク侯は一六七五年艦隊を所有し、一六八三年には海外領土を得た。その後、ブランデンブルク侯の植民地貿易は減少し、十八世紀初めには艦隊も役割を果たせなくなった。

（９）一六八八─一七四〇。在位一七一三─四〇。第二代プロイセン国王。フリードリヒ大王の父。軍人王と称される。プロイセンの国家財政を健全にし、貴族の政治的関与を減らし、軍国的絶対主義国家の確立を図る。軍人王という渾名がある。

（10）十四世紀から十七世紀までリューベックを中心とする北ドイツ諸都市が結んだ同盟。北海、バルト海における通商に大きな権益を持っていた。

（11）ヴィルヘルム二世が一八九八年九月二十三日シュテッティーンで述べた言葉。

（12）スマルクは、モルトケとビスマルクとはパリ攻撃に関して意見を異にする、と世間に広めた。それは一種の伝説として語られていた。ビスマルクとモルトケは内政上の見解を異にしていた。

（13）一八七八年露土戦争の和平条約がトルコのサン・ステファーノで締結された。諸国はそれによるバルカンへのロシアの影響力強化を恐れた。同年のベルリン会議においてこの条約は改定された。

（14）一九一三年の予算では、陸軍には平常用に七億七千五百万ライヒスマルク、臨時予算として五億八千万ライヒスマルク、海軍にはそれぞれ一億九千七百万ライヒスマルク、二億三千三百万ライヒスマルクが組まれている。

（15）ドイツの艦隊は一九一八年十一月の休戦合意からヴェルサイユ条約締結まで約半年の間、イギリスの海軍基地に抑留されていた。

（16）一八九八年から一九〇一年にかけてイギリスはドイツに同盟の提案を何度かしている。

（17）一九〇二年一月、日英同盟締結。

（18）Ｗ版は、ここを、民主主義という政治システムに関する評価と民主国家の個々の政治家への評価をヒトラーが異にしていた特例として挙げている。

（19）匕首あいくち伝説。第一次世界大戦でドイツが敗北したのは国内の革命騒動に原因があるとする主張。ナチがしばしば宣伝に使用した。

（20）ドイツ軍は一九一八年九十キロメートル離れた場所からパリを砲撃した。これは軍事的な効果よりも宣伝効果が大きかった。ドイツ軍は三十八センチ口径、射程百三十二キロメートルの鉄道砲を持っていた。第二次世界大戦時にドイツのロケット砲Ｖ１、Ｖ２の攻撃を受けたロンドンでは、ドイツがロケット砲Ｖ３でロンドンを攻撃するという噂が絶えなかった。

（21）Ｗ版は、ここをイギリスに対するヒトラーの政治的誤解の例としている。

（22）第一次大戦後のドイツの賠償問題に関してアメリカのドーズを長とする国際専門家委員会が立案した賠償支払い計画。一九二四年八月に採択され、九月から実行にうつされた。三〇年一月ドーズ案に代わってヤング案が制定された。

（23）Ｗ版は、ここを口述時期がヤング案以前である根拠の一つとしている。

（24）Ｗ版はここで、第十七章を参照してもらいたい旨の注を付している。




第十三章

（１）ムッソリーニは政権をとってからドイツに外交政策での共同歩調を呼びかけたが、一九二九年十月のシュトレーゼマンの死までは効果がなかった。シュトレーゼマンの反ファシズムの政策が対南ティロール政策にも反映している。

（２）一八五九年にイタリア統一戦争が始まり、六一年に統一。六六年にはヴェネツィアを併合し、七〇年に法王領を領有した。

（３）伯爵。一八一〇─六一。一八五八年ナポレオン三世と同盟し、五九年ロンバルディアをめぐるオーストリアとの戦いに勝ち、六〇─六一年にイタリア統一を達成。

（４）セルビア王国、クロアチア、スロヴェニアを意味している。

（５）十九世紀末にはイタリアからアメリカ合衆国、アルゼンチン、ブラジルに大量の移住が行われた。一八七六─一九一四年には合衆国に八十七万人、アルゼンチンに三十七万人、ブラジルに二十五万人、中南米に九万人、総計で百五十八万人が移住している。

（６）ムッソリーニの強国政策、国家主義的拡張政策のゆえにイタリアは周辺国との外交問題をおこしている。一九二三年にはギリシャと、二四年にはセルビア王国などと、南ティロールのイタリア化ではオーストリアやドイツと、北アフリカ植民地に関してはフランスと、という具合であった。

（７）第一次世界大戦への参加と勝利によってイタリアはアフリカや地中海に影響力を強めた。一九二八年にはソマリア、リビアなどを勢力下に置いている。

（８）ここが草稿二百三十九頁最終行である。Ｗ版によれば、ここまではオリジナルタイプ紙であり、次頁からは草稿自体が写しである。口述タイプはカーボン紙を挟んで二通（またはそれ以上）作成されていた。二百三十九頁までは一番上の原稿であり、二百四十頁以降はカーボン紙の下の写しである。本章訳注（17）（※）、（39）（※）を参照。

（９）資料を見る限り、ビスマルクはイタリアを同盟国として評価していない。

（10）テオバルト・フォン。一八五六─一九二一。一九〇九年プロイセン内相。一九〇九─一七年七月プロイセン首相、ドイツ帝国宰相。

（11）小協商諸国は一九二八年六月二十日にブカレストで会談を行い、オーストリアとの友好関係と経済関係の進展を求める声明を出している。オーストリア政府はドイツとの関係改善を保持する方針を強調したが、小協商の提案はオーストリア内でも大きな議論となっていた。

（12）名誉欲のゆえに罪を犯す者を指す。紀元前三五六年、有名になりたいがためにエペソスのアルテミス神殿に放火したヘロストラートスに由来する。

（13）一八八三─一九四五。イタリアの政治家。一九一九年ミラノでファシスト党を結成。「ローマ進軍」により、一九二二年首相。一九三八年軍総司令官。ファシスト独裁政権を樹立。エチオピア戦争、国際連盟脱退、日独伊三国同盟などを行う。第二次世界大戦末期四五年四月二十八日処刑された。

（14）十八世紀初めイギリスで結成された国際主義的で自由主義的な結社。人間主義的、寛容、博愛をモットーにしている。開明的な君主として知られるフリードリヒ大王も大きな関心を寄せ、ドイツ内にも支部が作られた。ファシズムはこのような思想を持つ団体を執しつ拗ように批判した。

（15）南ティロールでのイタリア化が注目され出したのは一九二二年のムッソリーニの政権奪取以降である。

（16）一九一五年四月二十六日イタリアはイギリスと秘密条約締結。これでイタリアの権益が大きく認められた。イタリアは五月三日に三国同盟を破棄、五月二十三日にオーストリアへ宣戦を布告している。

（17）草稿では、この辺りから二行後ろの「巧妙な管理」まで判読しがたい箇所がある。タイプするときにカーボン紙の下の紙（二枚目の紙）が折れ曲がっていて、一つの文章が二回タイプされている。タイピストは、「巧妙な管理」をタイプしたときに下の紙が折れているのに気づいて、紙を伸ばして、以降タイプを続けたと推測される。草稿で判読しがたい部分はＷ版に従って訳した。

（18）一八四一─一九二九。一九〇六─〇九年フランス首相。第一次世界大戦中再び首相になる（一九一七─二〇）。一九一九年のヴェルサイユ会議では議長を務め、対ドイツ強硬策を唱えた。

（19）クレマンソーは一九一九年軍学校での演説で「われわれが手にした平和は諸君らに中欧における十年間の対立を保証しているものでもある」と述べている。

（20）面子メンツや原則に、たとえそれらに客観的正当性は見られなくても、固執する自分勝手な見解。英訳は、端的に「絶対的正義」と訳している。

（21）一九一五年五月の段階でイタリアは八十五万の軍隊を擁していた。

（22）オーストリア・ハンガリー軍内では国籍の問題は極めて深刻であった。比較的寛容な国籍政策で、それぞれの民族からなる連隊編成も計画された。それでも軍隊からの逃亡は多かった。諸民族混交の部隊も編成されたが、逃亡は続いていた。

（23）同盟側は民族独立の希望を与えて、軍隊を編成した。外国に住んでいるポーランド国籍の人やポーランド国籍の囚人二万五千人からなる部隊もあったし、三分の一はロシア人、三分の二は捕虜から編成されたチェコスロヴァキア部隊もあった。これらはロシア、フランス、イタリアの戦線で戦った。

（24）オーストリア・ハンガリー帝国西側（第七章訳注20のツィスライターニエン参照）の人口は一九〇〇年現在で約九百十七万人、一九一〇年には九百九十五万人であった。

（25）第八章冒頭で言及されているロンウィーやブリエーの鉱山を指している。

（26）ケルンテンはクラーゲンフルトを州都とするオーストリア南部の州。一九一八年にケルンテン地域のスロヴェニア住民地区をめぐって、スロヴェニア・南スラヴ軍とオーストリア軍との間で衝突がおこった。一九一九年六月イタリア軍監督下での休戦が成立。二〇年十月に住民投票。この問題ではイタリアは終始オーストリア側に立っていた。

（27）第八章訳注（29）（※）および本章の訳注（62）（※）を参照。オーバーシュレージエンでポーランド人が暴動をおこしたとき、ドイツ政府はイタリアは反暴動派であり、フランスは暴動派であると判断していた。

（28）ファスケス。古代ローマの執政官などの権威標章。一本の斧柄の周りに棒を束ねて縛り、「団結」を象徴する。ファシズムの語源。一九二六年十二月十二日のイタリア政府布告によりイタリアの国標とされた。

（29）「唯一」はここでは理解し難い表現であるが、草稿に従った。

（30）チェコスロヴァキアには四百万のドイツ人、としているのは誇張である。誇張した数値を宣伝材料として利用している例としては本章訳注（50）（※）を参照。英訳によれば、一九二一年にチェコスロヴァキアに住んでいたドイツ語話者は約三百二十一万人、人口の二三パーセント。ルーマニアには約七十一万人、四・六パーセント。セルビア王国、クロアチア、スロヴェニアには約五十一万人、四・三パーセントであった。

（31）一つの州が外交権を持つのは奇妙に聞こえるし、ヴァイマル共和国ではその憲法によって外交に関してはベルリン政府が全権を有していた。しかしバイエルン政府は外務省を有していて、ベルリンとシュトゥットガルトに外交代表部を開いていた。一九二〇年以降フランスはミュンヘンに全権代表を置いていた。

（32）一七六七─一八一〇。ティロール解放を唱えた。当時の戒厳令違反を問われ、射殺された。

（33）草稿では、「八」の次の数字が判読しがたい。二度打ちしているのである。本訳文ではＷ版に従って「五」とした。

（34）草稿では数値を入れるべき箇所に（ここの数行のように、「……」として）数値を入れていない箇所がある。Ｗ版は、ここでヒトラーは口述を中断して、資料によって数値を確認した後に、次のパラグラフの口述を開始したと推測している。英訳の注によれば、一九二一年十二月の調査では、南ティロールでのドイツ語話者は十九万三千二百七十一人、イタリア語話者は二万七千四十八人であった。

（35）主として南ティロール（ラエティア）で用いられるロマン系民族のレト・ロマンス語の方言。

（36）ヒトラーは一九四三年には南ティロールと北イタリアをドイツに併合しようとした。そのときの理屈は、ここで述べている論理とは別である。状況も異なっていたが、口述の時期には隠されていた目標が暴露されたというべきであろう。

（37）英訳の注によれば、八千六百九十一平方キロメートルである。

（38）ラディン語を母語とする人。本章の訳注（35）（※）を参照。

（39）草稿の二百六十八頁二十八行目は「現在の」で終わっている。二十九行目は「現在の」の次に来ているはずの名詞を説明する文章である。カーボン紙が折れ曲がっていて、カーボン紙の下の紙には二十八行目最後の名詞がタイプされていないのである。Ｗ版は、その名詞を「国境」と推測している。訳文はＷ版に従った。

（40）英訳の注によれば、ドイツ以外でヨーロッパ内諸国に住んでいるドイツ語話者は約二千万人。そのうちオーストリアとスイスに約九百十六万人である。

（41）この比較はヒトラーのいい加減な思い付きではない。後にナチは、一九三九年に占領したポーランドには「編入東地域での民族所属問題上級検証法廷」を設置している。

（42）ヒトラーの考えは、ドイツはイタリアと手を組んでフランスに勝ち、背後からの攻撃の可能性をなくし、安心して東方への攻撃に移りたいというところにある。

（43）ヒトラーの対南ティロール対応に関しては社会民主党からも保守系右派の一部からも批判がなされていた。特に、ナチにはイタリアから金が流れている、という批判が強かった。

（44）一九一四年八月一日に第一次世界大戦が始まる。ヒトラーは八月十六日にバイエルン歩兵連隊に入隊し、一四年十月から一八年十月まで西部戦線にいた。一八年十一月第一次世界大戦終結。なおヒトラーは二〇年三月まで軍隊にいた。

（45）草稿には、本来であれば大文字で書き始めなければならない単語を小文字で書き始めている場合がしばしばある。草稿では、この単語は「彼らの（沈黙ゆえに）」と解される。Ｗ版でも「彼らの（沈黙ゆえに）」と書いてある。これはＷ版の誤植かもしれない。英訳は「あなたたちの（沈黙ゆえに）」と解している。訳文は英訳に従った。

（46）パリ西部の町サン・ジェルマン・アン・レで一九一九年九月三国協商諸国とオーストリアが参加した和平会議が行われた。この会議はヴェルサイユ条約と密接に関係している。この会議でオーストリアとハンガリーの分離が決定され、オーストリアとドイツの合併が否定され、チェコ、ポーランド、ユーゴスラヴィアなどの独立が認められた。

（47）パリ近郊の町ヴェルサイユで一九一九年六月第一次世界大戦敗戦国ドイツと連合国の間で講和条約が締結された。

（48）ムッソリーニを指している。

（49）「ジョニーが演奏する」はエルンスト・クレネーク（一九〇〇─九一。ヴィーンで作曲活動をした。三八年にはアメリカ合衆国に亡命）のオペラ。一九二七年に初演。それから数年の間によく上演された。「主人公が黒人であり、音楽がジャズの要素を含んでいる」として国家社会主義者や他の民族グループが抗議を繰り返した。ナチ党はヴィーン、ミュンヘン、ブレスラウでの公演に対して、繰り返しデモをしている。

（50）ヒトラーは一九二八年七月十三日の演説で本文と同じ表現で、同じ内容を述べている。これらを考慮して口述の時期は二八年六月の末から七月の初めと推定されている。なお、死者のうち少なくとも五名は同年十一月までに生き返っている。一九二八年十一月九日のフェルキッシャー・ベオバハターでは自称政敵に殺された国家社会主義者のリストが公表されているが、一九二八年に関しては四名の氏名のみ記載されている。扇動家はいい加減な数値を述べ、宣伝に利用するのである。

（51）一九一八年六月二十七日ドイツのＵボートがイギリスの救護艇を沈没させ、その証言者を残さないために救命艇をも沈めた。連合軍は、これを戦争犯罪として告発し、一九二一年に判決が出ている。

（52）一九二〇─二一年にかけて、オーバーシュレージエン自衛軍メンバーによる政治暗殺事件があった。二〇年ミュンヘンのナチ突撃隊員がポンメルンの政治暗殺に連座して告訴されている。

（53）ヒトラーがここで称賛している仲間の中には、ルドルフ・ヘスも含まれている。

（54）ヴァイマル憲法では、民主憲法を侵害しない限り、個人の政治的諸権利を保障していた。共和国防衛に関する法規も憲法の趣旨を守っていた。しかし、二〇年代後半になると、責任ある国家組織から、憲法をすすんで守る意志が次第に消えていった。

（55）一八六八─一九二三。急進的反ユダヤ主義的政治著作家。二一─二三年はフェルキッシャー・ベオバハターの編集長を務めた。二三年十一月八日ヒトラーがミュンヘンで一いつ揆きを起こし、失敗している。これに関係したとしてエッカルトは十一月十五日に逮捕される。二十二日に心臓病治療のための釈放請求。病気の原因はアルコール中毒とされている。十二月二十日に釈放。二十六日死亡。『わが闘争　下』の本文の最後にくわしくヒトラーが書いている。

（56）ここの訳は草稿の通りである。英訳の注にある日付けを考えると、「二日前」は誤りである。ヒトラーが自分の主張に緊迫性を持たせるために行った意識的、または無意識的数値操作かもしれない。

（57）バイエルン政府はヒトラーを一九二四年に、好ましからざる外国人としてバイエルンからオーストリアへ追放しようとした。オーストリア政府は、ヒトラーはドイツ軍従軍によりオーストリア国籍を失っていると主張。二五年四月ヒトラーはオーストリア政府に国籍放棄を申請。オーストリア政府はそれを認め、オーストリアへの入国禁止を通告した。ヒトラーは第一次大戦中の一九一四年十二月、一八年五月および八月に鉄十字章などの勲章を受けている。

（58）国家社会主義者は刑法百六十六条、百八十五条などにより名誉毀き損そん、冒ぼう瀆とく、宗教侮辱などの罪に問われていた。

（59）ポーランド語でビドゴシュチ。

（60）一九二八年五月上旬に行われている。これは一般紙でも報じられていた。ヒトラーは、ドイツの新聞は無視していると言って、この問題を宣伝材料にしたのである。

（61）第一次世界大戦後エルザス・ロートリンゲンから約十五万人のドイツ人がドイツに追放されたり、移住した。

（62）ポーランドにおける当時のドイツ系住民の状況については不明な点が多い。英訳の注によれば当時の事件での犠牲者がここでいわれているほど多くはない点は確認されている。一九一八年十二月以来ポズナニおよびオーバーシュレージエンでポーランド人の騒動があった。ドイツ人側とポーランド人側の双方合わせて数百名の戦闘員が死亡したといわれている。二七年五月までドイツ系住民に対する小規模な、個人的な攻撃が見られた。

（63）ドイツ語は Konzentrationslager。字義は「集中、または集約収容所」。ヒトラーはすでに一九二〇年九月にボーア戦争中のイギリス軍の concentration camp について述べており、二一年三月には、ドイツにいるユダヤ人はここに「収容」すべきであると要求している。ナチが政権を奪取する一九三三年以前でも、ナチは強制収容所の設置を公言していた。

（64）英訳の注によれば、一九二七年の自殺者は一万五千九百七十四人という。

（65）統計資料によれば、以前からドイツでの自殺率は世界でも高い方であり、一九二〇年代には一年に一万三千人から一万六千人の間であるが、一九三三年には率はさらに高くなっているという。Ｗ版はこれらを示しながら、人々がヒトラーの時代を信頼していたとはいえない、と注を付している。

（66）黒と黄色はオーストリア王家のシンボルである。軍服には黄色の地に浮かんだ黒色の鷲があしらわれている。

（67）ポズナニ地方の州都。一九二〇年まではドイツ領であった。

（68）草稿の通り訳した。Ｗ版は、ここの否定詞に［ママ］を付している。草稿における否定詞は前後の文脈とは平ひよう仄そくが合わないのである。

（69）英訳の注によれば、一九二一年十二月イタリアの人口は三千八百七十一万五百七十六人であるという。

（70）一九一九年に祖国同盟から分かれて、二八年頃は外国在住ドイツ人協会のバイエルン支部をかねていた。ブレンナー峠国境の見直し、南ティロールのドイツ所属を主張し、南ティロールに関しては最も急進的な運動をしていた。

（71）ヒトラーはムッソリーニに対して自己宣伝を行っているのである。

（72）英訳の注によれば第一次世界大戦後、イタリアはドイツによるドイツ系オーストリア併合を絶対的に拒否していたわけではない。イタリアにとって重要だったのはブレンナー峠を国境として決定できるかどうかであった。イタリアはパリにおける和平交渉では最終的には連合軍の意見を認めてドイツのドイツ系オーストリア併合を認めなかった。

（73）この計画は一九二八年に明らかにされている。

（74）一九二三年オーストリアの領土は八万三千八百三十八平方キロメートル、人口は六百五十三万四千四百八十一人であった。

（75）草稿は訳の通りであるが、Ｗ版は、ここに「非」と否定詞を入れた方が妥当であると解釈している。

（76）Ｗ版の注によれば、ここにはイタリアの態度に対するヒトラーの読み違えが明らかであるという。一九三四年の併合問題ではオーストリア内でのナチのテロが原因でドイツとイタリアは対立関係に入る。




第十四章

（１）ここでヒトラーは「序言」と書いているが、ヒトラーの思い違いである。内容から見ると、第八章の一部を指している。

（２）ウィルソン第二十八代アメリカ合衆国大統領は一九一七年一月二十二日に上院での演説で「彼らがまず求めているのは、勝利なき平和であるに違いない」と述べている。

（３）一九一八年一月二十八日から二月四日にかけてベルリンなどの都市でストライキがあった。

（４）一九一九年六月にヴェルサイユで対独講和条約、九月にサン・ジェルマン・アン・レで対オーストリア講和条約が締結されている。

（５）ウィリアム・ジェイムス。一八六七─一九二八。一九一七年アメリカ合衆国秘密検察部部長。一九─二一年法務省調査局局長。

（６）Ｗ版によればフリンの「盗聴電話を暴露する」が一九二八年六月二日のリバティー誌十九─二十二頁に掲載されている。第一次世界大戦中ワシントンのドイツ大使館をアメリカのシークレット・サーヴィス（大統領警護を任務とする警察の小さな部署であり、諜ちよう報ほう機関ではない）が盗聴した様子を報告している。会話の多くはドイツ外交官の過誤よりも多数のアメリカ人女性の愚かさに関する報告である。ドイツの外交官は政治問題に関しては極めて控えめな発言しかしていない。

（７）草稿三百六頁は十一行目のこの文で終わっている。十二行以降は空白である。本訳書では一行だけ空けてある。Ｗ版は、ヒトラーがここに挿入予定であったと推測される記事を載せている。それを以下に訳出する。

　この記事および言及されている人物について、ここでまとめて簡単に説明しておく。一部に英訳の注を参照した。

　フリードリヒ・ヴィルヘルム・エルフェン：一九一九─四一年にシンシナティ自由新聞フライエ・プレツセを創刊。二三年以降ミュンヘン報知の特約記者でもあった。

　ヨーハン・ハインリヒ・フォン・ベルンシュトルフ伯爵：一八六二─一九三九。一九〇八─一七年駐米大使。ドイツによる無制限Ｕボート作戦に反対した。一七─一八年トルコ大使。二一─二八年民主党選出国会議員。二二年国際連盟ドイツ代表。二二─三一年国際連盟軍縮委員会ドイツ代表。三三年スイスに亡命。

　バーナード・バルーク：一八七〇─一九六五。一九一六年国家防衛委員会委員。一七年資源委員会委員長。一八年軍需産業委員会委員長。一九年ヴェルサイユ会議アメリカ代表団参加。

　ハリー・エルマー・バーンズ：一八八九─一九六八。歴史学者。大学教授。

　ロバート・ランシング：一八六四─一九二八。一九一五年国務長官ブライアンが対独方針で大統領ウィルソンと衝突して退職した後国務長官に就任。二〇年まで務めた。

　ペルシア号沈没事件　一九一五年十二月三十日にギリシャのクレータ島南方で軽武装のイギリス郵便船ペルシア号がドイツのＵボートに攻撃され、沈没。三百三十四名が死亡した。うち二名がアメリカ市民であった。この年の五月にＵボートがイギリス船ルシタニア号を沈没させ百名以上のアメリカ市民が犠牲になっていた。ペルシア号沈没によってドイツとアメリカ合衆国の関係は一層緊張の度を高めた。

　トーマス・プライオア・ゴア：一八七〇─一九四九。長期にわたって上院議員であった。ドイツのＵボートによる中立国船への攻撃を回避するために、一九一六年二月アメリカ市民に対して武装船での旅行を禁止する法案を提出した。

　エドワード・マンデル・ハウス：一八五八─一九三八。一九一四年以来ウィルソン大統領の外交顧問。ヨーロッパ特使、ヴェルサイユ会議での代表などを務めた。

　ボリス・バクマテフ：一八八〇─一九五一。ロシアで工学教授であったが、対アメリカ貿易委員会議長、駐米大使などを務めた。




　　　　一九二八年六月二十六日

　アメリカ参戦の事情──フリンが外交機密を公表

　ミュンヘン最ノイエ新ステ・報ナハリ知ヒテン特約者　Ｆ・Ｗ・エルフェン執筆　アメリカ、シンシナティ、六月中旬。

　こちらでよく読まれている週刊誌「リバティー」でウィリアム・Ｊ・フリンがその戦争回想録の一部を公表した。フリンは戦争中合衆国の秘密機関長官を務めていた。この機関はアメリカ全土を対象とし、巧妙に組織化されている。平時には大統領の個人的警護が主任務であるが、首都での警護が必要となれば、または警護が必要と思われる事態となれば、それに必要な任務も行う。この機関は、国家および国家の要路者に敵対する政治行動に参加した疑いのある全ての人物を監視する。戦時中の主要任務は、多少とも公に戦争反対者として知られた者、またはウィルソンの戦争政策に同意していないと疑われた者に対する監視であった。ドイツ人もその特別任務の対象であった。この秘密機関は至るところにワナを仕掛けており、当時は多くの人がそれにかかった。

　しかしフリンの回想録によれば、この秘密機関にはすでに参戦前から重要な任務が課せられていた。宣戦布告の二年前、一九一五年に有能な電話専門家がワシントンに呼ばれた。彼は、ドイツ大使館とオーストリア大使館に引かれている電話線に細工をして、秘密機関の係員が大使館員および使用人の公的通知や会話を盗聴できるようにする任務を与えられた。一つの部屋があてがわれ、そこでは会話を一つも逃さないように全ての電話線をうまく連結させてある。そこには秘密機関員が二十四時間つめていて、盗聴した会話を横にいる速記者に口述した。週刊誌「リバティー」所載論文の筆者である秘密機関長官は二十四時間以内に交わされた会話の速記録を毎夕受け取っていた。重要事項は全てその日のうちに国務省およびウィルソン大統領に伝えられた。

　時期に注意していただきたい。この設備が設置されたのは一九一五年初頭、当時合衆国はドイツともオーストリア・ハンガリー帝国とも友好関係を保ち、ウィルソンはドイツに対して敵意は抱いていないと飽きるほど表明していた。当時のワシントンのドイツ大使館で駐米ドイツ大使ベルンシュトルフ伯爵は機会をとらえてはウィルソンのドイツおよびドイツ民族に対する友情と友ゆう誼ぎに敬意を払い続けていたのである。ところがその頃ウィルソンは親しいバルークに、戦争に向けて産業界を動員する手はずをそろそろ開始するよう指示していた。アメリカの歴史家ハリー・エルマー・バーンズが大戦開始に関する著作で詳論しているように、ほぼ同じ頃ウィルソンは参戦をほとんど決断していたが、戦争計画賛成への世論誘導を図って詳細は発表していなかった。

　ウィルソンはドイツのＵボート攻撃に対抗していやいやながら参戦せざるを得なかった、とまことしやかな噂が流れているが、フリンの報告はそれを根底から覆している。ドイツ大使館に引かれている電話線への盗聴装置接続もウィルソンの承認のもとに行われた。それもフリンの報告書に記されている。さらに彼は、このようにして収集したドイツ資料は最終的な決裂に本質的な役割を果たしたし、この資料はウィルソンが長年計画していた戦争への世論誘導の手段として極めて有効に働いたと証明できる、と言う。実際この資料を読めば、まったくその通りである。ドイツは当時信じられないくらい無能で、信じられないくらい面汚しの代表をワシントンに送っている、と常々言われていたのであるが、報告書は、それを全面的に裏付けている。ある箇所でフリンが、彼に毎日届けられた速記録には離婚弁護士を数か月間雇うに足りる十分な材料が含まれていた、と書いていると知れば、報告の内容は大まかには理解されるであろう。

　秘密機関はワシントンとニューヨークに女性要員を抱えており、彼女たちは重要事態になるとベルンシュトルフ大使を含むドイツ大使館員を探る任務を持っていた。そのうちの一人がワシントンに男性と女性が会える高級あいまい宿を持っており、そこにはランシング国務長官も、何かニュースはないかねと、時々現れていた。一九一六年一月、「ペルシア」号沈没が首都でも知られていて、国務省にもホワイトハウスにも影を落としていた。まことに冷静な対応が求められていたにもかかわらず、その時期にベルンシュトルフはそこに順々に五名の女性を呼び、お互いに甘い挨あい拶さつを交わしていた。

　一人の女性は、ベルンシュトルフは愛グレのイト達・ラ人ヴアーで、百歳になっても変わらないと思うわ、などとベルンシュトルフをもちあげている。他の大使館員も似たり寄ったりであった。フリンが大使館内では最良のスタッフと評価している一人の外交官はニューヨークに女友達がいた。彼女はすでに結婚していた。彼は彼女を時折訪問していた。しかし電話は毎日しており、ドイツ帝国に毎日二十ドルの損失を与え続けた。彼は彼女に出来事を全てしゃべり、彼女はことがうまく運ぶように手をうっている。電話ではウィルソン夫妻に関する下品な話題も交わされていた。これではドイツに対するホワイトハウスの雰囲気は友好的にはならない。それは容易に推測される。

　一九一六年三月初旬の会話から、ドイツ大使館はどれほどまでに世情に疎くて、子どもじみた計画を立てていたのかが分かる。当時の議会ではゴア上院議員が、アメリカ国民に武装商船使用を警告する決議案を提出していた。ウィルソン大統領はその決議案に強く反対していた。彼にとっては、反ドイツ感情を煽あおるためにアメリカ人の命が失われる必要があった。ドイツ大使館では、決議案の見通しはよくないと知っていたので、議会を買収する計画を本気で考えた。だが、そのための金を集める算段がなかなか立てられなかった。三月三日に上院はゴア提案を一時的に棚上げする旨の決定をした。しかし、議会での議決は数日後に行われる。まず議会を買収する計画が続行された。しかし少なくともこの場合にはベルンシュトルフは理性的な判断をした。計画から手を引いたのである。

　健全なドイツ人の血を持っている人間がフリンの報告を読めば、激しい怒りの感情で血が騒ぐに違いない。しかしウィルソンの狡こう猾かつな政治に関してばかりではなく、特にドイツ大使館がその政策に手を貸している信じがたい愚かさにである。ウィルソンは日に日にベルンシュトルフを丸め込んでいくのである。一九一六年五月、ウィルソンの腹心ハウス陸軍大佐がヨーロッパ歴訪から帰国したとき、ベルンシュトルフは彼を訪問するためにニューヨークに赴いた。ウィルソンはベルンシュトルフに対してはこの会見に同意しながら、ハウスには伯爵とは会わないように、どんなことがあっても彼を避けるように指示していた。彼はそれに忠実に従った。ベルンシュトルフはいたずらにニューヨークでハウスに会える日を待った。その際に彼は近くの海水浴場に行き、そこで海水着のまま二人の女性と極めて親密な様子の写真を撮らせた。この写真はフリンの報告に載っている。当時この写真はロシア大使バクマテフの手に入れるところとなり、拡大されてロンドンに送られた。「堂々たる大使」のタイトルで新聞に掲載され、連合軍のプロパガンダに格好の材料を与えた。

（８）前注に訳出したのは一九二八年六月二十六日の記事である。草稿には「本日」とあるので、この口述は六月二十六日か二十七日に行われたように見える。しかし実際は六月末から七月初めにかけて行われている。この「本日」は言葉通りには解されない。

（９）当時の国際連盟ドイツ代表はベルンシュトルフであった。




第十五章

（１）ヒトラーはここに示されている立場と自分の領土政策に基づいて、第二次世界大戦の地中海周辺戦闘を当初はまったくムッソリーニの手にまかせていた。




第十六章

（１）英訳の注によれば、二〇年代のフランスとスペインはむしろ協力関係にあった。




第十七章

（１）Ｗ版は、以下のユダヤ人論を本書の重要なる部分と位置づけている。

（２）Ｗ版によれば、ここの記述は周知の事実に反している。さらに第一次世界大戦ではユダヤ人は、ロシアにおけるユダヤ人迫害への反感ゆえに、むしろ親ドイツ的であったという。

（３）ロシアが第一次世界大戦、内戦、反乱、食料不足、病気でどれくらいの人数を失ったかは正確には不明であるが、九百万人くらいであるといわれている。第一次世界大戦で約二百万人、内戦で三十万人から百万人、亡命者も百万人に上ると推測されている。

（４）第一次世界大戦でドイツ人の戦死者は約百八十八万人、負傷者は四百二十四万人であった。

（５）一九一七年十二月ロシア政府は結婚（式）は宗教によらないで行う決定を出し、一八年四月には婚姻法を定めた。これは婚姻上の両性の平等を定めている。二七年一月には内縁関係を認め、離婚条件も緩和した。

（６）イタリアのファシズムは反ユダヤ主義ではなかった。そのように振る舞う場合もあったが、それは人種的観点からではなく、政治的な判断であった。この点ではドイツの国家社会主義とは異なっていた。ムッソリーニはイタリアのユダヤ人とは良好な関係にあり、ナチの反ユダヤ主義を非科学的で非合理的であると主張していた。

（７）南ティロール問題でのヒトラーの発言は侮辱罪にあたるとしてヒトラーを告訴していたグループの一人フォン・グレーフェはドイツ民族党の国会議員であった。

（８）前注のドイツ民族党は一九二八年五月の総選挙では一人も当選しなかった。

（９）これで草稿の三百二十四頁は終わっている。最終行にハイフン列がある。本文の記述から見ても、これで口述は終了していると推測される。







　あとがき




　一　ヒトラーの著書、ヒトラーに関する研究書について




　ヒトラーに関する図書は、全世界で三千点以上出版されているといわれているが、その中でヒトラー自身が語り、また書いた書物は（ミュンヘンで発行されていたナチの機関紙フェルキッシャー・ベオバハターに書いたものを除けば）言うまでもなくあの二巻本の『わが闘争　一九二五～二七年』（平野一郎・将積茂訳、角川文庫）が中心をなし、演説等に関しては戦後に出版されたドマルス編『ヒトラー　演説と布告』（Domarus,M.［Hg.］:Hitler, Reden und Proklamationen,1923-1945. 4 Bde.München 1965. Neuausgabe 1988.）、フォルンハルス編『ヒトラー　演説・文書・指令』（Vollnhals,C.［Hg.］:Reden Schriften Anordnungen, Februar 1925 bis 1933.6 Bde. München・London・New York 1992-1996.）がその代表的なものである。これらの書物以外にも邦訳されている数点をあげればＨ・ラウシュニング編『ヒトラーとの対話』（一九七二年、学芸書林）、Ｉ・ブレダウ編『ヒットラーはこう語った』（一九七六年、原書房）、Ｅ・カリック編『ヒトラーは語る──一九三一年の秘密会談の記録』（一九七七年、中央公論社）、Ｍ・ボアマン（記録者）『ヒトラーの遺言』（一九九一年、原書房）、Ｈ・Ｒ・トレヴァー＝ローパー（解説者）『ヒトラーのテーブル・トーク　一九四一─一九四四年　上下』（一九九四年、三交社）等がある。

　ところがここに一つ問題がある。『わが闘争』や前記の演説・布告・指令等を除いた他のヒトラーの対話や演説などが、真にヒトラーのものであるかどうか、という点である。かつて当時の西ドイツの雑誌に掲載された『ヒトラーの日記』が偽物であることが分かり、首謀者が有罪判決を受けたことがある。一九八五年九月十日の朝日新聞の夕刊は、前記のラウシュニング編の『ヒトラーとの対話』が一スイス人教師によって、当の本人の手紙など多くの証拠をもとに、贋がん作さくだったことを詳細に立証した、とツァイト紙が一頁全部をあてて紹介している、との記事を載せている。フランクフルター・アルゲマイネ紙の記者 Ｊ・Ｃ・フェストが書いた『ヒトラー　上下』（J.C.Fest:Hitler,1973, 河出書房新社）は十七か国で翻訳され西ドイツで驚異的ベストセラーになったが、フェストはこの『ヒトラーとの対話』を重要な資料として五十箇所以上も引用している。このようにヒトラーに関する文書は、それが本物であるか贋物であるか、十二分に注意する必要がある。しからばこのアメリカの国立公文書館に所蔵されている「ヒトラー」の「草稿」の信しん憑ぴよう性せいはどうであろうか。

　わが国ではナチ研究書は多く出されているが、ヒトラー研究書としては、ドイツ現代史、特にヒトラー、ナチ研究の第一人者である村瀬興雄氏が、一九六二年七月末に出版した『ヒトラー　ナチズムの誕生』（誠文堂新光社）でヴァインベルクの『第二の書』の内容を紹介、批判しているに過ぎない。他のナチ研究者はほとんどヒトラーの草稿はもちろん『第二の書』にも触れていない。しかし外国、とりわけドイツでは一九七〇年代に多くのヒトラー研究書が出され、そこで「ヒトラーの草稿」でなく『第二の書』に触れている。いくつかの例を挙げておこう。

　１．Langer,Walter C.:The Mind of Adolf Hitler : The Secret　Wartime Report,1972（ランガー著・ガース暢子訳『ヒトラーの心──米国戦時秘密報告』平凡社、一九七四年）。この書では「あとがき」の注23番に[image: ”]G.L.Weinberg 編 Hitlers Zweites Buch:Ein Dokument aus dem Jahr 1928, 英訳 Hitler's Secret Book（New York,1962）とあるが、この英訳本については訳者序を参考にしていただきたい。

　２．Toland,John:Adolf Hitler,1976（トーランド著・永井淳訳『アドルフ・ヒトラー』集英社、一九七九年）。トーランドは二頁半にわたって『第二の書』の内容を説明し次のように出版禁止理由を推測している。「ヒトラー自身が『ヒトラーの秘密の書』として知られるようになり、三十二年後にはじめて世に現れたこの本の出版を禁じた。おそらく支持者たちにはそこに盛りこまれた思想があまりにも深遠すぎることを、そしてより知的な人々にはその真意があまりにも見え透いていることを恐れたのかもしれない。あるいはその用語の裏に隠された最終的な大量殺さつ戮りく計画が暴露されることを望まなかったのかもしれない」と（訳書：上巻二百六十四頁）。

　３．Trevor-Roper,H.R.:Hitler's Table Talk 1941-1944.London, 1953（トレヴァー＝ローパー著・吉田八岑監訳『ヒトラーのテーブル・トーク』一九四一─一九四四　上巻）ではユダヤ人と日本人を比較した箇所について「一九二五年『わが闘争』（それに他の未発表の論文）に書いたのだが」という一節があるに過ぎない。

　４．Maser,W.:Die Frühgeschichte der NSDAP,Hitlers Weg bis 1924,Frankfurt am Main 1965（マーザー著・村瀬興雄、栗原優訳『ヒトラー』紀伊國屋書店、一九六九年）と Fest,J.C.:Hitler 2 Bde.1973（フェスト著・赤羽龍夫他訳『ヒトラー　上下』河出書房新社、一九七五年）でも『第二の書』からの引用または文献名を挙げているに過ぎない。




　二　ヴァインベルクと『第二の書』出版関係




　アメリカへ運ばれたヒトラーの草稿がワシントンの国立公文書館にあることが明確になった経過は、前記のヴァインベルクの『第二の書』の中で、この書の発行当時ドイツのテュービンゲンにいたロートフェルス（Hans Rothfels）とシカゴ大学で彼の教え子だったヴァインベルクが、詳しく述べているので、二人の説を簡明にまとめて述べよう。




　１　ヴァインベルクの作業

　ロートフェルスによれば『わが闘争』の補遺で、外交問題をヒトラーが書いていたことは、まず一九五一年五月に作家のエーリヒ・ラウアー（Erich Lauer）によって現代史研究所に通知されたので、同年六月合衆国にいたヘルマン・マウ博士（Dr.Hermann Mau）が調査したが成果はなく、その後の調査でも見るべき結果は出なかった。その後、ナチの中央出版局の前身たるフランツ・エーア出版社で社主であったマックス・アマン（Max Amann）の協力者であったベルク（訳者序で前述）が、一九五八年十二月十二日の書簡で、多くのことを述べたが、その中に「ヒトラーが、出版社主たるマックス・アマンに直接原稿を口述し、タイプさせたのを正当と思わせるに足る主張」が述べられていた。同年秋、ワシントンでドイツ資料の跡を詳しく調べてほしいとの現代史研究所からの依頼を、彼はヴァインベルク博士と相談し、ヴァインベルクに委ゆだねた。というのはヴァインベルクは国家社会主義の外交政策に関する重要な著作を発表しており、「押収されたドイツ文書ガイド」を作成した実績があり、またヴァージニア州アレクサンドリアの記録センターにあるドイツの書類をアメリカ歴史協会の委託でマイクロフィルム化する作業の責任者で、したがって国家社会主義時代の歴史に関するドイツの書類の尋常ならざる詳細な知識を獲得し得ていたからである。ヴァインベルクは未知の、失われたと思われていた原稿を調査し、発見し、さらに多くの指標からその草稿の信憑性を明らかにし、文献学的に確信がもてる結論に到達したので、草稿を編集して『現代史資料と報告（Quellen und Darstellungen zur Zeitgeschichte,Bd.7）』として出版した。




　２　ヨーゼフ・ベルクの書簡内容

　ヴァインベルクは、ヨーゼフ・ベルクの書簡の中でヒトラーがこの草稿をマックス・アマンに口述し、アマンがタイプした、と記している。ロートフェルスによれば、アマンは熟練した速記者でまたタイピストであるが、草稿を見る限り、聞き間違いによるタイプミス、綴つづりミスが頻出しており、句点の誤用、正書法に関する誤りなどは、これが草稿そのままで、『わが闘争』発行時や発行後のように修正がなされていないことを示している。さらに変母音（ウムラウト）とエスツェット（[image: ]）が大変読みにくい点は、タイプライティングの技術よりも、使用したタイプライター機器そのものに弱点があったように思われる。アマンが気づいた単語や文章の誤りは、訳者序に記したように、はっきりとタイプで単語や文章の横線上打ちによって消され、正しい単語や文章に訂正されている。

　ベルクは一九三五年一月にエーア出版社で書籍出版部を任され、それとともに防ぼう空くう壕ごうに保管されていたこの草稿をも引き継いだ。またこの文書には出版社での草稿以外にコピーが一部あって、それはオーバーザルツベルクの別荘にあったといわれているが、その行方は今日まで分からない、とヴァインベルクは述べている。さらにヴァインベルクは『テーブル・トーク』の一九四二年二月十七日のヒトラーの発言、一九二六年に『わが闘争　下巻』の第十三章の別刷りとして公刊した『南ティロール問題とドイツの同盟問題（Die Sudtiroler Frage und das deutsche Bundnisproblem, München.）』、一九二七年出版の『わが闘争　下巻』等で外交問題を論じている点をとりあげ、特に一九三三年にヒトラーのもとで働き始めたアルベルト・ツォラー（Albert Zoller）の『私生活でのヒトラー（Hitler privat, Erlebnisbericht seiner Geheimsekretarin, Düsseldorf 1949）』という書の問題点を指摘しながらも、「一九二五年に口述した『わが闘争』下巻に関連した未刊原稿については」喋しやべっていた、という結論を出している。




　３　ヒトラーの草稿口述の時期

　本稿は草稿であるので、書名も章名もなく、口述年も記されていない。しかし本稿の内容からヴァインベルクは、かなり正確に口述の時期を絞っている。まず彼は、シュトレーゼマンへの批判（第七、八章）、占領されていたライン河左岸へのコメント（第九章）、それにヤング案［一九二九─三〇年］への言及がない点（第十二章）の三点から、まず、その時期を一九二七─二九年に絞り、さらにヒトラーが『わが闘争　下巻』での南ティロール問題に関する章の前述した公刊を一九二六年に行い、その序言でそれ以降の二年間について述べている点、また一九二八年五月上旬のブローンベルク（ビドゴシュチ）でのビスマルク塔の破壊を「ここ数か月内」の出来事としている点、一九二八年六月ミュンヘンで上演されたオペラ「ジョニーが演奏する」に何度も論及していること、一九二八年の最初の五か月間に党が受けた損害について述べていること、最後にフェルキッシャー・ベオバハター紙などのジャーナリズムの日付から、「口述の正確な時期決定が可能である」と述べ、その時期を一九二八年夏と考えている。

　さらに限定した時期をヴァインベルクは、フェルキッシャー・ベオバハターの詳細な検討、特に選挙戦との関係から五月二十日の選挙終了後で、六月か七月、おそらく七月十三日の演説（後述）直前に口述が行われた、と述べている。

　一九二五年から大恐慌がくる頃までナチはしばらく、党員数は徐々に増えてはいたが、雌伏期であり、ヴァインベルクによれば、『わが闘争』執筆の時期から一九三三年の権力掌握の時期までの期間における「ヒトラーの思想発展、あるいはむしろ実際上の発展の欠如」が明らかになり、従来あまり注目されていなかった一九二〇年代後半の国家社会主義の史的研究に重要な資料を与えることになる。




　４　一九二八年頃の政治状況と当時のヒトラーの政治的見解

　では本草稿を口述筆記した一九二八年とはどういう年であったろうか。『第二の書』のヴァインベルクの序論「三、一九二八年の状況」と同年七月十三日に演説し、十八日のフェルキッシャー・ベオバハター紙に掲載されたヒトラーの所見から、当時の特に政治状況を要約しておこう。

　まずヴァインベルクは、一九三三年以前の国家社会主義ドイツ労働者党の歴史を三期に分けている。一九二三年十一月までの発足時、一九二五年から二六年にかけての党の再建時、ヤング案反対国民請願に際してのフーゲンベルク（Alfred Hugenberg クルップ社の社長を務め、一九二八年国家国民党党首としてヒトラーに協力し、ヒトラー内閣に経済相、農相として入閣する。一八六五─一九五一）と手を結んだ一九二九年夏から権力掌握までの時期がそれで、これに対し一九二七年と二八年は文献で簡単に触れるだけで、党の歴史を詳細に追跡するのは困難である。しかし南ティロール問題をめぐるイタリアとの関係は重要である。

　ヒトラーは早くからイタリアとの同盟を決意し、そのために南ティロールを犠牲にせざるを得ないと考えていた。彼は『わが闘争　下』の第十三章「戦後のドイツ同盟政策」に一九二六年二月十二日に口述した序文を付けて「南ティロール問題とドイツの同盟問題」と題し、一万部別刷りを出したことは前述した。その序文で、彼は新聞がロカルノ条約（一九二五年十月十六日スイスのロカルノで英仏独等七か国が結んだ安保条約）以外には南ティロールについてしか書いていないと嘆き、この新聞の関心はムッソリーニに喧けん嘩かを仕掛けるための口実に過ぎないと主張し、ムッソリーニに対する名誉毀き損そんを回復するために別刷りとして公刊すると述べている。

　一九二八年五月二十日総選挙が始まり、シュトレーゼマン（Gustav Stresemann 一八七八─一九二九年。革命後ドイツ人民党を創設し、党首となり、ドーズ案、ロカルノ条約、ヤング案の締結を推進し、ソ連との友好関係維持をはかる）がバイエルンで出馬するやヒトラーは「フランスに庇ひ護ごされた候補者シュトレーゼマン」というタイトルで彼を攻撃した。また社会民主党はプラカード「暴露されたアドルフ・ヒトラー」でヒトラーとエップ（Ritter von Epp 国家社会主義ドイツ労働者党最上位候補者）が南ティロールを諦あきらめるかわりにムッソリーニから経済的支援を受けていると主張した。これに対抗してヒトラーとエップは告訴した。

　ヒトラーは南ティロールを裏切ったのは国家社会主義者ではなく、ユダヤ人とマルクス主義者であり、イタリアとドイツは共同歩調をとらねばならないし、一九一四年の国境は合理性を持たないと述べている。社会民主主義者は南ティロールのドイツ人のことだけ騒ぎたてるが、エルザスやズデーテンラントのドイツ人には何の好意も持っていないと。

　こうした考え方で、一九二八年七月十八日にフェルキッシャー・ベオバハター紙に掲載された同月十三日の演説の内容は、本草稿の内容を煮詰めた様相を見せている。それを要約してみよう。

　ドイツは食糧基盤を欠き、したがって領土を人口数に合わせなければならないという極めて健全な思想を忘れた結果、民族の工業化、民族同胞の世界のクーリー化を招いた。経済振興で民族を養い輸出製品で得た金で食糧と原料資源を輸入する考えは市民的思考の典型である。それで戦争を回避しようと望むのは、怯きよう懦だな平和思想である。また国外移住は国家から最も行動力に富む人たちを奪う。民族は次第に血を失っていく。さらに産児制限は民族の最高性能を害する。

　われわれには武器はない。しかし民族の力は武器にはなく、意志にある。したがって最良の武器は指導で、大衆に伝えられた精神の中にある。われわれは戦い得ない。なぜならわれわれはまずわれわれ自身と戦わなくてはならない、われわれはまずドイツ人の中の奴隷を片付けなくてはならないからだ。

「自由を獲得する。土地と領土を獲得する。これがわれわれの目標である」と言い、「われわれは国境修正を欲しない。十キロメートルか二十キロメートルでわれわれの国民の将来は改善されない。それは決して健全な外交政策の目標ではない」と主張している。さらに具体的に国名を挙げ、イギリス、フランス、ロシアとドイツの外交関係を述べ、最後に「可能な同盟対象国はイタリアである」と、イタリアとドイツの利益が交錯しないこと、ドイツとイタリアの共通利益はフランスとの敵対関係に求められ、対立を共有していることを明確に述べている。南ティロールについては、抗議の声をあげても何の役にも立たない。われわれはむしろドイツとイタリアの間に橋をかける方を選ぶ、と南ティロール問題についての結論を提出しており、この考えは本草稿の中での論と同じである。このようにヒトラーは一九二八年当時のヨーロッパにおけるドイツの政治的立場をまとめている。




　三　本草稿未刊の理由




　本草稿が、ヴァインベルクも言うように、文面から見て秘密文書ではなく、書籍として想定されていたにもかかわらず、口述後『わが闘争』の場合のように加筆、修正が行われていない点も疑いない。草稿のまま保管されていたのである。その原因は何か。

　これに対するトーランドの見解はすでに紹介した。しかし彼のような思想的解釈では未刊理由は説明不十分だと言わねばならない。これに対してもやはりヴァインベルクがかなり納得できる理由を挙げている。彼は次のような理由にまとめている。

　ａ．エーア出版社主であったアマンが、一九二八年夏の『わが闘争』の売れ行きが第一巻出版以来最悪で、ヒトラーの新著が出ると『わが闘争』と競争になるだろう。この年は党は年次大会開催を見送らざるを得ないほど財政的に悪化していたこともあって、出版の一時的中止を忠告した。

　ｂ．草稿完成直後のドイツの政治・経済的状況の激変によって、内容にかなりの修正を要するに至ったこと。すなわち一九二九年夏から国家社会主義ドイツ労働者党はヤング案への反対闘争を行い始めており、敵方の主要人物たるシュトレーゼマンが一九二九年十月三日に死亡し、さらにフーゲンベルクがドイツ国家国民党党首となってヒトラーと手を結び「ヤング案反対国民請願」でナチの躍進を財政的に支えた。この時点で本草稿に見られる市民的政治家への意見が妥当性を欠くに至った。

　私は本書の未刊理由をその内容から見て特に前記 ｂ の説、つまりヒトラーが国家的市民的政治家に対し強い批判を行っていることと、「ヤング案反対国民請願」でドイツ国家国民党党首フーゲンベルクと手を結んでナチに財政的支援を得たこととの間の問題点から、市民的政治家批判を書き改める必要性を強く自認していたこととともに、シュトレーゼマンの死による本書の内容の変更が、総選挙を始めとするヒトラーの政治的活動によって、草稿を修正するに足る余暇を見出すだけの余裕がなかったから、と見ている。




　四　本草稿の特徴




　この草稿には『わが闘争』で述べられている事柄以上のセンセーショナルな見解は含まれていない。これはこの草稿が『わが闘争』の続編であることの証左でもある。しかし『わが闘争』より粗野な、激しい言葉が使用されている。これは出版するための手入れがなされていない証拠であろう。だがそのことには内容的に若干の資料的価値がある。それは第一に『わが闘争』で述べられていることがより率直に叙述されているため、ヒトラーの政治的見解がはるかに明確に分かるとともに、彼の思想の特殊性がはっきりと分かることである。『わが闘争』の下巻、特にその後半で述べられている外交政策がここではより強く表現されている。その中の主なものを二、三挙げておこう。

　第一は『わが闘争』の中でのアメリカ合衆国との関係である。ドイツと合衆国との関係だけでなく、イギリスとアメリカとの関係、特に経済問題をめぐっての両国の対立を明確に述べている点とユダヤ人問題がより詳細に述べられている点である。

　第二は、一般の市民的・国民的政治家の国境を第一次世界大戦以前の状態に戻すための列強諸国との柔軟な交渉、とりわけヴェルサイユ条約の更改という卑小な外交目標を嘲ちよう笑しようするだけに留とどまらず、ドイツの過剰人口をロシアでの領土獲得によって解消する方針の展開を明確に述べている点である。この点ではドイツの市民的政治家の独露同盟という政治的幻想を非難し、ロシアがボルシェヴィズム化したことによる独露同盟の非実現性を幸運だと述べている。ドイツの唯一の進路は東方での「生存圏」の獲得だと主張している。

　こうしたヒトラーの思想をロートフェルスは「狂信的なまでに強固な新ダーウィニズム」だと主張しているが、ヒトラーのその後の「現実の政治」とこの草稿の中の「対外政策」の関係をおおまかに見ると、両者の間のあまりにも大きな一致が感じられよう。通常、政治家が実現を予想している自己の政策に関しては、かなり幅のある逆の政策を公表することを考えるとき、（戦争を含めて）ヒトラーがその後に実行した政治をこの草稿で正直に述べたことは、彼が言うように、政敵の説得のためでなく支持者の啓けい蒙もうのためであったとしても、国家社会主義政権成立後のドイツの対外政策の解釈についてヨーロッパ諸国を大いに迷わせたことであろう。要はヒトラーは自己の経歴についてはかなりの粉飾を行ったが、将来政策に関してはむしろ予言を正しく実行したと言うべきであろう。再度述べれば、ヒトラーはイギリス、イタリアと組んでフランスを閉じ込め、西方の安全を確保したうえで、ロシアを攻撃することを考えていたのである。北方の海をイギリスにまかせるため海軍力を充実することなくイギリスのご機嫌をとり、南ティロールをイタリアに委ゆだね、地中海でのイタリア海軍力の充実を考えてイタリアとの同盟をはかっていた。もっとも彼の構想はイギリスの動向に関しては当たらなかったが。

　一般によく知られているアウシュヴィッツでのあのユダヤ人殺害、ヒトラー暗殺事件に関わった多くの人、反戦運動関係者への厳しい処置等によって、ヒトラーの残酷な性格があちらこちらで述べられている。そうした事件との関連で、彼の性格の残忍さが人間関係とりわけ女性関係にもあてはまると一般には考えられているようである。しかし女性関係についていえば異母妹フラウ・ラバウルの娘、つまり姪めいゲリとの近親相姦、エヴァ・ブラウンとの恋愛・結婚について語れるのみで、他の女性との関係はほとんどないと考えられる。ゲーリングが非常に派手な女性関係を持ち、明らかにしたのとはまったく正反対である。ゲーリング以上に派手な女性関係をつくり得る立場にあったヒトラーが、なぜそうしなかったのかということについては、彼の病気警戒説と、女性関係を持つことによる非難からくる政治的評価の低下警戒説が語られているが、片岡啓治（元独協大教授）は彼の著書『天下をとる技術──新ヒトラー物語』（てらこや出版、一九八三年）でヒトラーを「古風な禁欲主義者」「騎士的女性観の所有者」と記しており（同書二百三─二百八頁）、また加瀬俊一（元外交官）は『独裁者の金髪戦線』（『現代のエスプリ』一〇九号、一九七六年、百四十三頁）で彼を「稀まれに見るロマンティストママ」だと指摘している。

　こうしたヒトラーの性格分析は、おそらく当たっているだろう。ロマンティシストであったがゆえに、派手な女性関係を持たなかったし、第一次世界大戦後わずか十年で軍備の充実を説き、バルト海沿岸中心ではあったがウラル山脈以西の占領とそのドイツ化という夢を現実化し得ると考え、この草稿を口述したのであろう。

　彼がチャーチルのような「真にリアリスティックな政治家」であったならば、実現可能性が極度に少ないヨーロッパ・ロシアの占領というような妄想に近い対外政策は、決して述べなかったし、行わなかったであろう。『わが闘争』、『続・わが闘争』その他ヒトラー自身の発言と、彼の性格との詳細な関連の分析が望まれる。




　かねてから私は『わが闘争』での各国に対するヒトラーの外交政策の論旨と本書のそれとを比較検討して、正確なヒトラー像を描きたいと考えていたが、多忙な雑用とこの草稿のマイクロフィルム版の入手難のため、作業が進まなかった。今回、旧友栗山次郎氏の協力・援助を期待し得ることが分かり、私自身も定年で時間的余裕ができたので、翻訳作業をすすめることにした。栗山氏は正確に作業を行って下さった。

　本書を角川版『わが闘争　上下』と合わせ読み、より正確なヒトラー像、彼の思想の明確な理解を得、ネオ・ファシズムの問題点の把握を望むものである。




　　　　二〇〇四年七月


平野　一郎　　
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●お問い合わせ
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※サポートは日本国内のみとさせていただきます。
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